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本書について

「z/VSE メッセージおよびコード」の資料では、CICS Transaction Server for
z/VSE のメッセージおよびコードについて説明しています。本書では、受け取った
メッセージあるいはコードに対してどのような処置をとる必要があるか (そのよう
な処置がある場合) について説明しています。

メッセージおよびコードの説明は、接頭部別にセクションに分けられています。 各
節は接頭部のアルファベット順になっており、最初に数値接頭部があります。

本書の構成
本書は 3 巻からなり、以下のように分かれています。

表 1. z/VSE メッセージおよびコード

ボリューム 接頭部

IBM z/VSE メッセージおよびコー
ド 第 1 巻

接頭部 0- から 8- および A- から BSTxxxx のメッ
セージ、VSE/ 拡張機能コードと SVC エラー、
z/VSE 対話式インターフェース・コード

IBM z/VSE メッセージおよびコー
ド 第 2 巻

接頭部 DIT- から VMCF- のメッセージ、
VSE/VSAM 戻りコードとエラー・コード

IBM z/VSE メッセージおよびコー
ド 第 3 巻,

DFHxxnnnn メッセージ (CICS® Transaction Server
メッセージ)、CICS Transaction Server 異常終了コー
ド

本書用に 3 つのバインダーが用意されています。これらのバインダーは、引き続き
資料番号 SX33-9020 を使用してご注文いただけます。

関連資料
本書では、必要に応じて他の資料を参照する場合があります。

z/VSE ホーム・ページ

z/VSE は、WWW 上にホーム・ページがあります。ホーム・ページでは、VSE 関
連プロダクトやサービス、z/VSE の新機能、およびその他の VSE ユーザーにとっ
て興味深い項目に関する最新情報が記載されています。

z/VSE ホーム・ページは、次のアドレスで見ることができます。

http://www.ibm.com/systems/z/os/zvse/

次のサイトで VSE ユーザーの例 (ZIP 形式) を検索することもできます。

http://www.ibm.com/systems/z/os/zvse/downloads/samples.html
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z/VSE Knowledge Center

IBM Knowledge Center は IBM の技術情報の新しいホーム・ページです。z/VSE
の資料も IBM Knowledge Center に含まれており、http://www.ibm.com/
support/knowledgecenter/SSB27H/zvse_welcome.html から見つけることができま
す。

メッセージの形式
各メッセージは、区画 ID、応答 ID、メッセージ・コード、およびメッセージ・テ
キストから成っています。 一般形式を以下に示します。

例えば、次のようなメッセージが出されたとします。
F1 010 1V17A LST2 SUSPENDED FOR FORMS MOUNT

これは、次のように解釈できます。
F1 前景 1 の区画で実行されているプログラムがこのメッセージを出したこと

を示します。
010 オペレーターの応答の応答 ID です。

+
ID    -    ID

!" #$ メッセージ・ メッセージの

コード テキスト

. . .

. . .

0E/0Pxxx メッセージのタイプ・コードとオペレーター・コード

メッセージ・コードは、;の<=をしています。
EF

コンポーネント から Lの
MNO です。
メッセージQR から Lの
MNO です。

STUV WO です。
EF

ST
XY
Z[ST
\]
^ち

`で、アクションUVについてgしく
EFします。

#$ は から までの
Niです。オペレーターは、システムへの
#$で、このQRをmnするpqがあります。

#$がただちにpqです。
#$がpqです。

#$がpqなメッセージでは、!" の
xに が つyzされます。

!" LのMNO
バックグラウンド!"
フォアグラウンド!"
この!"のQR

��!"
など

アテンション・ルーチン
��プログラム

CCCnnnnnA :

CCC   = ID (1 3

)

nnnnn = (3 5

)

A = (1 )

:

A =

D =

E =

I =

W =

ID 000 999

+ =

- =

ID

* 1

ID (2 ):

BG =

Fn =

(n = )

xn =

(P1 )

AR =

SP =
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1V VSE/POWER がこのメッセージを出したことを示します。
17 メッセージ番号です。
A オペレーターの応答が必要なことを示します。
LST2 SUSPENDED FOR FORMS MOUNT

メッセージ・テキストです。

上記の例では、オペレーターはリスト書き込み機能 LST2 を再始動するか、あるい
は終了することで応答できます。

処置標識
処置標識は、必要な処置のタイプを指定するもので、以下のいずれかです。

処置標識
意味

A = 処置 :
オペレーターは続行する前に、例えば、磁気テープを取り付けたり、入出力
装置の用意をするなどの処置を行う必要があります。

D = 決定 :
オペレーターは続行する前に、論理決定を行う必要があります。

E = 最終処置 :
オペレーターは即時に何かを行う必要はありませんが、最終的には行う必要
があります。

I = 通知 :
このようなメッセージは、(即時の) 応答を必要としません。 これは、例え
ば、検出された条件あるいはジョブの完了についてオペレーターに通知しま
す。 しかし、ある特定の条件は、ジョブを正常に実行するため、あるいは
システムを再度完全に使用できるようにするために、訂正または除去する必
要があります。多くの場合、それはオペレーターの仕事ではなく、システ
ム・プログラマーまたはジョブの担当者の仕事です。

W = 待機 :
ハードウェアまたはシステムの誤動作のため、システムは待ち状態に入って
います。 例えば、ハードウェア障害が生じた場合、IPL を介してシステム
を再始動する前に、オペレーターはハードウェア・スイッチを設定するか、
またはエラー・リカバリー・プログラムを実行する (あるいはその両方を行
う) 必要がある場合もあります。

処置標識 A および D の場合、メッセージを出したプログラムは、通常は、オペレ
ーターが応答を入力するまで、あるいは装置を作動可能にするなどの処置を行うま
で待機します。

タイプ/オペレーター処置コード
一部のカテゴリーの監視プログラム・メッセージには、『t』 (タイプ) と 『o』
(オペレーター処置コード) が示されます。 次のような形式のメッセージの場合 :

cccct o (メッセージ・テキスト)

それらのメッセージの「t」および「o」の意味については、「cccc」メッセージのセ
クションの最初の部分を参照してください。
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メッセージ・テキスト構文
一部のメッセージ・テキストには、大括弧([])、中括弧 ({})、または垂直バー (|) な
どのメタ・タグが含まれています。

これらのメタ・タグは以下のように読み取ります。
[] (大括弧)

大括弧はオプション・テキストを囲みます。 テキストを 1 回選択できま
す。または選択しないこともできます。

{} (中括弧)
中括弧は、垂直バーで区切られたオプションを囲みます。 1 つのオプショ
ンを選択する必要があります。

| (垂直バー)
垂直バーは異なるオプションを区切ります。

例えば、次のようなメッセージ・テキストが出されたとします。
PAGEABLE AREA [nnnK] TOO SMALL, INCREASE VALUE OF 'SIZE'
COMMAND/OPERAND [{(JOB-|OUT-|NET-|XMT-|J+O-|N+X-}EXIT
INCLUDED)]

これは以下を意味します。
v PAGEABLE AREA TOO SMALL, INCREASE VALUE OF 'SIZE'

COMMAND/OPERAND または
v PAGEABLE AREA TOO SMALL, INCREASE VALUE OF 'SIZE'

COMMAND/OPERAND (JOB-EXIT INCLUDED) または
v PAGEABLE AREA TOO SMALL, INCREASE VALUE OF 'SIZE'

COMMAND/OPERAND (OUT-EXIT INCLUDED) または
v PAGEABLE AREA TOO SMALL, INCREASE VALUE OF 'SIZE'

COMMAND/OPERAND (NET-EXIT INCLUDED) または
v PAGEABLE AREA TOO SMALL, INCREASE VALUE OF 'SIZE'

COMMAND/OPERAND (XMT-EXIT INCLUDED) または
v PAGEABLE AREA TOO SMALL, INCREASE VALUE OF 'SIZE'

COMMAND/OPERAND (J+O-EXIT INCLUDED) または
v PAGEABLE AREA TOO SMALL, INCREASE VALUE OF 'SIZE'

COMMAND/OPERAND (N+X-EXIT INCLUDED) または
v PAGEABLE AREA nnnK TOO SMALL, INCREASE VALUE OF

'SIZE' COMMAND/OPERAND または
v PAGEABLE AREA nnnK TOO SMALL, INCREASE VALUE OF

'SIZE' COMMAND/OPERAND (JOB-EXIT INCLUDED) または
v PAGEABLE AREA nnnK TOO SMALL, INCREASE VALUE OF

'SIZE' COMMAND/OPERAND (OUT-EXIT INCLUDED) または
v PAGEABLE AREA nnnK TOO SMALL, INCREASE VALUE OF

'SIZE' COMMAND/OPERAND (NET-EXIT INCLUDED) または
v PAGEABLE AREA nnnK TOO SMALL, INCREASE VALUE OF

'SIZE' COMMAND/OPERAND (XMT-EXIT INCLUDED) または
v PAGEABLE AREA nnnK TOO SMALL, INCREASE VALUE OF

'SIZE' COMMAND/OPERAND (J+O-EXIT INCLUDED) または
v PAGEABLE AREA nnnK TOO SMALL, INCREASE VALUE OF

'SIZE' COMMAND/OPERAND (N+X-EXIT INCLUDED)
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メッセージを受け取った場合
正しい応答がはっきり分からない場合には、必ずメッセージを調べてください。メ
ッセージに示されている状況に以前に遭遇したことがない場合や、異なる処置が必
要な場合があります。 必ず、完全なメッセージの説明を読んでください。

その説明自体が完全ではないように思われる場合、メッセージが属する (サブ) コン
ポーネント・グループの冒頭を調べてください。 一部のグループのメッセージは特
定の規則に従っています。

例えば、コンポーネント 1 のメッセージは、4 番目の文字位置に変数数字 n を持
つことがあります。これは、ジョブ制御ステートメントのエラー・フィールド を示
すものです。

0Pxx の一部のメッセージには、さらに補足情報が含まれています。その補足情報に
ついては、コンポーネント 0 のサブコンポーネント P を扱っているセクションの
最初の部分で説明されています。

メッセージが繰り返し表示され、通常の操作を続けることができない場合には、
「z/VSE Guide for Solving Problems」も参照してください。 この資料では、問題の
状態を説明し、可能な解決方法を示しています。

オンライン・メッセージ記述
z/VSE コンソールを使用しているときには、次のいずれかを行うと、z/VSE メッ
セージおよびコードに示されているメッセージ記述をオンラインで表示することが
できます。
1. コンソール表示画面上のメッセージ番号の下にカーソルを移動して、EXPLAIN

キーを押す。あるいは、
2. コマンド・フィールド (==>) にメッセージ番号を入力してから、EXPLAIN キ

ーを押す。

重要 :

コマンド・フィールドにメッセージ番号を入力する場合、メッセージ記述で勧めら
れている処置を行う前に、必ず 有効なメッセージ記述を入力したことを確認してく
ださい。 入力した番号が有効でない場合、z/VSE は最も近い番号 の説明を示す場
合があります。 そのメッセージに関する推奨された処置は、ユーザーの作業には正
しくないことがあります。

メッセージ記述が別のメッセージを参照している場合には、最初の記述の中にある
そのメッセージ番号にメッセージを移動してから EXPLAIN キーを押すと、そのメ
ッセージの記述を表示することができます。 コマンド行に以下の適切な処置のいず
れかを入力してから EXPLAIN キーを押せば、オンラインで VSE/VSAM 戻りコ
ードを見ることもできます。
v VSAMOPEN
v VSAMCLOS
v VSAMREQU
v VSAMXXCB
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VSE/ESA 2.4 では、メッセージの説明でハードコピー資料を以前に参照していたよ
うなメッセージには、いくつかのダミー・メッセージがそのメッセージ内に含まれ
ていました。 そのようなダミー・メッセージには、接頭部 VSE とその後に 5 桁
の数字が付いています (例えば、VSE00001)。それらは、他のテキストを参照するた
めにメッセージの説明の中で使用されているものです。 接頭部 VSE の付いたメッ
セージは、「IBM VSE/ESA メッセージとコード 第 1 巻」では説明されていませ
ん。
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変更の要約

本書は、z/VSE バージョン 6 リリース 2 で実装された機能拡張および変更を反映
するために更新されました。また、用語、細かな修正、および編集上の変更も含ま
れています。
v z/VSE 6.2 には IBM System z10 以上が必要です。
v Fast Service Upgrade (FSU):

– z/VSE 6.2 へのアップグレードは、初期インストールまたは FSU を使用し
て行うことができます。

– FSU は、z/VSE 6.1 システムからのアップグレード時にのみ使用できます。
– z/VSE V5 から z/VSE V6 への FSU はできません。

z/VSE 6.1 以降、z/VSE は英語版でのみ提供されています。

z/VSE 6.1 には Architectural Level Set (ALS) が導入され、IBM System z10 以
降が必要です。

© Copyright IBM Corp. 1999, 2017 xi
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第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server
for z/VSE)

CICS の実行中は、CICS からいくつかのタイプのメッセージが出力されます。
v コンソール・メッセージは、システム・オペレーターに実行の進行状況を知らせ

たり、判断を要求します。
v 特定の CICS 提供サポート・プログラムは、端末オペレーターと直接通信を行い

ます。
v CICS の管理モジュールおよびサポート・プログラムは、重要なイベントおよび

エラーの発生を一時データ宛先、例えば、管理システム・マスター端末 (CSMT)
に記録します。

v CICS メッセージ交換プログラム (DFHMSP) は、メッセージ交換応答を生成し
ます (「CICS Supplied Transactions」で説明)。

v CICS は、情報マクロ注釈 (mnotes) をプログラマーに送信します (ここでは説
明していません)。

v CICS ユーティリティー・プログラムによって作成されたメッセージ (例えば、
DFH$MOLS や DFHMNDUP など)。 これらのメッセージは説明がなくても非
常に分かりやすいため、ここでは説明していません。

メッセージ ID
メッセージ ID には 2 つのタイプがあります。 どちらも、IBM® 指定の CICS モ
ジュールの接頭部「DFH」が付けられています。

DFH7nnn ID
これらのコードは、接頭部「DFH7」と 3 桁のメッセージ番号で構成されます。こ
れらのコードは、コマンド・レベル変換プログラム /termc 処理プログラムによっ
て出されたメッセージを示します。

DFHccnnnn ID
これらのコードは、接頭部「DFH」と 2 文字のコンポーネント ID (cc) と 4 桁の
メッセージ番号 (nnnn) から構成されます。このコンポーネント ID は、メッセー
ジを出すドメインまたはコンポーネントを示しています。 以下に、コンポーネント
ID とそれに関連するドメインおよびコンポーネントを示します。
AC 異常条件プログラム・コンポーネント
AI 自動インストール端末モデル・マネージャー (AITM)
AK 活動キーポイント・コンポーネント
AM RDO 割り振りマネージャー
AP アプリケーション・ドメイン
BR 3270 トランザクションへのブリッジング
CA DFHCSDUP および EXEC CICS CREATE
CC CICS カタログ・ドメイン (ローカルおよびグローバル)
CE サインオン・プログラム・コンポーネント
CP CPI 通信コンポーネント
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CR ISC リモート・スケジューラー・コンポーネント
DD ディレクトリー・マネージャー
DL DL/I インターフェース・コンポーネント
DM ドメイン・マネージャー・ドメイン
DS ディスパッチャー・ドメイン
DU ダンプ・ドメイン
DX CICS データベース制御コンポーネント
ER ユーザー・バックアウト・プログラム
EV 順次入出力コンポーネント
EX 外部 CICS インターフェース
FC ファイル制御コンポーネント
FE FE 端末テスト・プログラム・コンポーネント
IC インターバル制御機能プログラム
IR 領域間コンポーネント
JC オンライン・ジャーナル管理コンポーネント
KC トランザクション/プロファイル・マネージャー
KE カーネル・ドメイン
LD ローダー・ドメイン
LM ロック・マネージャー・ドメイン
MC BMS メッセージ制御プログラム・コンポーネント
ME メッセージ・ドメイン
MN モニター・ドメイン
PA パラメーター・マネージャー・ドメイン
PC プログラム管理プログラム・コンポーネント
PD 印刷ダンプ出口ルーチン DFHPDX
PG プログラム・マネージャー・ドメイン
PR パートナー・リソース・マネージャー
RC レポート・コントローラー
RD RDO 割り振りマネージャー
RM リカバリー・マネージャー
RT ISC トランザクション・ルーティング・コンポーネント
RU リカバリー・ユーティリティー・プログラム
SI システム初期設定コンポーネント
SK サブタスク制御プログラム・コンポーネント
SM ストレージ・マネージャー・ドメイン
SN サインオン・コンポーネント
SO CICS ソケット・ドメイン
SR システム・リカバリー・コンポーネント
ST 統計ドメイン
SZ フロントエンド・プログラミング・インターフェース (FEPI)
TC 端末管理プログラム・コンポーネント
TD 一時データ・コンポーネント
TF 端末機能マネージャー
TI タイマー・ドメイン
TM システム終了プログラム・コンポーネント
TO 端末オブジェクト解決プログラム・コンポーネント
TP BMS 端末ページ検索プログラム・コンポーネント
TR トレース・ドメイン
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TS 一時ストレージ管理プログラム・コンポーネント
US ユーザー・ドメイン
WB CICS Web インターフェース
WK ウォーム・キーポイント・コンポーネント
XA XRF 代替コンポーネント
XC XRF CICS 可用性マネージャー
XG XRF 汎用コンポーネント
XM トランザクション・マネージャー
XO XRF CICS 可用性マネージャー
XS CICS セキュリティー・コンポーネント
ZC 端末管理実効ページ・セット・コンポーネント
ZE TCP エラー・メッセージ書き込み機能コンポーネント
ZN 同期点コンポーネント

例 : CICS メッセージ DFHAP0002 は、アプリケーション・ドメインから出され、
2 文字の ID AP で識別されます。

処置コード
特定のメッセージ (例えば、DFHFC0922A) には、メッセージ番号の後に処置コー
ドが続きます。 この処置コードにより、メッセージがシステム・コンソールに表示
されるときに必要な処置のタイプをオペレーターが知ることができます。 使用され
る処置コードは以下のとおりです。
A 直ちに処置が必要です (例えば、テープの取り付けなど)。
D 直ちに判断が必要です (要求に対する応答、例えば、「GO」または

「CANCEL」の入力)。
E 最終的に処置 - 処置は必要ですが、直ちに処置をとる必要はありません。
I 処置は必要ありません (メッセージ・ドメインによって出された場合には、

MSGLVL=0 と指定すると、システム初期設定が指定変更され、これらのメ
ッセージを抑制することができます)。

重大度コード
特定のメッセージ (特に、端末のオペレーターに対するメッセージ、および CICS
ユーティリティーから出されたメッセージと関連のあるメッセージ) には、重大度
コードがあります。 (例えば、DFHST0210 I など。) 重大度コードは、メッセージ
がエラーと関連があるかどうか、また、エラーと関連がある場合には、どの程度の
エラーであるかをオペレーターに示すものです。使用される重大度コードは以下の
とおりです。
E エラー。 エラーが生じ、ユーザーが処置をとらなければ、CICS の処理を

続行することはできません。
I 通知。 処置は不要です。
W 警告。 プログラム・ループなどのエラーが生じた可能性がありますが、

CICS 処理は続行されます。
S 重大エラー。 何らかの重大エラーが起こりました。直ちに処置をとる必要

があります。 処置がとられるまで CICS の処理は中断されます。

DFHnn 接頭部メッセージ

第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server for z/VSE) 3



情報の形式
各メッセージの情報は、以下の形式で示されます。
v メッセージ ID - DFHnnnn または DFHccnnnn などの形式
v メッセージ・テキスト - CICS で表示されたとおりにメッセージを構成する単語

および挿入部分
v 説明 - メッセージが出される原因となった、あるいはメッセージが出された後の

イベントの説明
v システムの処置 - CICS によってとられた、またはとられることになる処理
v ユーザーの処置 - ユーザー (コンソール、端末オペレーター、またはシステム・

プログラマー) に対して推奨する処置
v 宛先 - メッセージの送信先になる装置またはログ。これは次のいずれかになりま

す。
– コンソール - CICS に接続された端末タイプ。(特に他に記載されていない限

り、経路コードは 2 と 11 です。)
– 端末エンド・ユーザー
– SYSLST (システム・プリンター)
– 次の一時データ・キューのいずれか 1 つ。

CADL
VTAM® リソース定義ログ

CAIL 自動導入端末モデル・マネージャー (AITM) ログ
CCPI 共通プログラミング・インターフェース通信 (CPI 通信) のメッセー

ジ
CDUL

トランザクション・ダンプ・メッセージ
CMIG

現在サポートしていない機能の使用を報告するメッセージ用の移行ロ
グ

CRDI インストール済みリソース定義用のログ
CSDL CEDA コマンド・ログ
CSCS サインオン/サインオフ・セキュリティー・ログ
CSFL ファイル割り振りメッセージと関連メッセージ
CSKL トランザクション定義およびプロファイル・リソース定義用のログ
CSMT

DFHTACP および DFHACP からの端末書き込みエラーおよび異常
終了

CSPL プログラム・リソース定義用のログ
CSRL パートナー・リソース定義用のログ
CSSL 統計ログ
CSTL DFHTACP からの端末入出力エラー・メッセージ
CSML

サインオン/サインオフ・メッセージ
CSNE DFHZNAC から出された端末エラー・メッセージ
CSPW

CEPW メッセージ・ログ
CSPA レポート・コントローラー監査ログ
CSZL FEPI メッセージ・キュー
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v モジュール - メッセージを送信する必要があると判断したモジュールの名前。
(これは、メッセージを書き出すためのマクロ命令を出したモジュールと必ずしも
同じとは限りません。)

XMEOUT パラメーター
XMEOUT グローバル・ユーザー出口を駆動する可能性のあるメッセージには、
XMEOUT パラメーターのリストが入っています。 XMEOUT 出口を使用すると、
メッセージ・ドメインを使用するメッセージの抑止または経路指定のやり直しをす
ることができます。

多くのコンソール・メッセージは、一時データ・キューに転送をすることができま
せん。これらのメッセージには、すべての DFHTDnnnn メッセージと、いくつかの
DFHXMnnnn および DFHUSnnnn メッセージが含まれます。 これについては、そ
のメッセージの注が説明の項で説明されています。

XMEOUT ユーザー出口のプログラミング情報については、「CICS Customization
Guide」を参照してください。

経路コード
コンソール・メッセージは、複数のコンソール・タイプに送ることができます。特
定のメッセージの送信先のコンソール・タイプは、経路コードによって決定されま
す。 各経路コードは、1 つのコンソール・タイプにマッピングされます。 CICS が
通常使用する経路コードの意味は、次のとおりです。

コード 意味
1 マスター・コンソール処置 - オペレーターの処置を必要とするシステム状

況における変更を示します。
2 マスター・コンソール情報 - システム状況 (システム・デフォルト) におけ

る変化を示します。
3 テープ・プール状況またはその他のテープ関連情報
4 直接アクセス・プール状況またはその他の関連情報
5 テープ・ライブラリー情報
6 ディスク・ライブラリー情報
7 ユニット・レコード・プール情報
8 テレプロセシング制御状況
9 システム・セキュリティー検査

注: この経路コードは、画面上および SYSLOG 上でのオペレーターの応答
を抑止します。

10 システム・エラーまたは保守情報
11 VSE ログ用のプログラマー情報

特に記載されていない限り、コンソール・メッセージの経路コードは「2」と「11」
です。

端末 ID
メッセージによっては、メッセージ・テキストに端末 ID (termid) が含まれている
ものがあります。 通常、これは 4 文字の ID として示されます。 ただし、CICS
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が端末を完全に識別できない場合 (例えば、システム間通信が行われている場合) に
は、その端末を所有しているシステムのアプリケーション ID (applid) が端末 ID
の前に付けられます。

異常終了コード挿入部分
一部の CICS メッセージのトランザクション異常終了コードの挿入部分 (abcode)
は、EXEC CICS ABEND 要求または DFHPC TYPE=ABEND マクロ要求のいずれ
も異常終了コードを指定していない場合には、'????' と表示されます。

ダンプ –
CICS のシステム異常終了が発生した場合、関連するデータ・セットが指定されてい
れば、通常はダンプを印刷することができます。 印刷されたダンプを使って問題判
別を行うことができます。

用語 –
次のいずれかの事象に関連して、「異常終了する」および「異常終了」という用語
が、状況に応じて一般的な意味で使用されることがよくあります。
v VSE ABEND マクロの結果起こる CICS の終了。 (「abend」という用語が使用

されることもあります。)
v CICS トランザクション ABEND マクロの結果起こるトランザクション (タス

ク) の終了。

VSE ユーザー異常終了コード
CICS システム、ユーティリティー、またはサブタスクの異常終了とともに出される
DFH メッセージには、関連付けられた VSE ユーザー異常終了コードがあります。
このコードの値は、対応する DFH メッセージの数字部分になります。 したがっ
て、DFH0305 のユーザー異常終了コードは 0305 ということになります。 VSE 異
常終了コードが出されても、関連付けられた CICS メッセージがない場合には、そ
の問題は多くの場合 CICS から生じたものではありません。

ただし、VSE ユーザー異常終了コードとして可能な最大の値は 4095 であるため、
4095 より大きな番号の DFH メッセージの場合には、VSE ユーザー異常終了コー
ドは上記の規則に従わないことになります。 4095 よりも大きい番号を持つメッセ
ージの異常終了コードのリストを、異常終了コード順ならびにメッセージ番号順に
以下に示します。

異常終了コード順

0108 DFHCA5263 0185 DFHJC4530

0111 DFHJC4511 0190 DFHXG6450

0112 DFHJC4512 0191 DFHXG6451

0113 DFHJC4501 0192 DFHXG6452

0114 DFHJC4514 0193 DFHXG6453

0115 DFHJC4580 0194 DFHXG6454

0116 DFHJC4582 0195 DFHXG6440

0117 DFHJC4596 0196 DFHXG6441
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0118 DFHJC4515 0197 DFHXG6442

0119 DFHJC4519 0198 DFHXG6443

0121 DFHCA5100 0200 DFHXA6540

0123 DFHCA5175 0201 DFHXA6541

0125 DFHCA5180 0202 DFHXG6444

0126 DFHCA5184 0203 DFHXG6430

0127 DFHCA5148 0204 DFHXA6530

0150 DFHER5724 0205 DFHXG6439

0151 DFHER5725 0206 DFHXG6415

0161 DFHAK5802 0207 DFHXA6523

0162 DFHAK5803 0209 DFHXG6427

0170 DFHPS5394 0210 DFHXA6528

0180 DFHJC4597 0213 DFHXG6524

0182 DFHJC4509 0214 DFHXA6580

0183 DFHJC4516 0220 DFHXO6714

0184 DFHJC4534 0221 DFHXO6715

メッセージ ID 順
DFHAK5802 0161
DFHAK5803 0162
DFHJC4501 0113
DFHJC4509 0182
DFHJC4511 0111
DFHJC4512 0112
DFHJC4514 0114
DFHJC4515 0118
DFHJC4516 0183
DFHJC4519 0119
DFHJC4530 0185
DFHJC4534 0184
DFHJC4580 0115
DFHJC4582 0116
DFHJC4596 0117
DFHJC4597 0180
DFHPS5394 0170
DFHXA6523 0207
DFHXA6528 0210
DFHXA6530 0204
DFHXA6540 0200
DFHXA6541 0201
DFHXA6580 0214
DFHXG6415 0206
DFHXG6427 0209
DFHXG6430 0203
DFHXG6439 0205
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DFHXG6440 0195
DFHXG6441 0196
DFHXG6442 0197
DFHXG6443 0198
DFHXG6444 0202
DFHXG6450 0190
DFHXG6451 0191
DFHXG6452 0192
DFHXG6453 0193
DFHXG6454 0194
DFHXG6524 0213
DFHXO6714 0220
DFHXO6715 0221
DFHCA5100 0121
DFHCA5148 0127
DFHCA5175 0123
DFHCA5180 0125
DFHCA5184 0126
DFHCA5263 0108
DFHER5724 0150
DFHER5725 0151

注:
1. VSE/POWER ジョブ・ログに示されているメッセージにはすべて、接頭部にタ

イム・スタンプとジョブ番号が付けられています。 このため、メッセージによ
っては、そのメッセージ・テキストの文末が切り捨てられているものもありま
す。 VSE/POWER ログ内のすべてのメッセージは VSE システム・ログに複写
されているので、全メッセージ・テキストが必要な場合には VSE ログを参照し
てください。

2. ユーザー異常終了 0225 は、CICS での内部エラーです。 バックアウト中に、
空であるはずがないハッシュ・テーブルの項目が空であるとマークされたとき
に、DFHDTES によって出されます。 これにより、CICS 領域の異常終了が起
こります。 異常終了が起きた場合、問題を解決するためのヘルプが必要となり
ます。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参
照してください。

DFH7xxx (DFHExP) コマンド・レベル変換プログラム診断メッセージ
診断メッセージは、アセンブラー言語、COBOL、C、または PL/I で書かれたプロ
グラムの処理中に、コマンド・レベル変換プログラム (アセンブラー言語の場合は
DFHEAPIø、COBOL の場合は DFHECPIø、C の場合は DFHEDPIø、PL/I の場
合は DFHEPPIø) によって出される場合があります。 アセンブラー言語メッセージ
は、変換プログラム出力ファイルにマクロの注記 (MNOTES) として挿入され、そ
の変換プログラム出力ファイルを印刷するかアセンブルすることによって見ること
ができます。 COBOL、C、および PL/I メッセージは SYSPRINT に送られます。

診断メッセージは、3 つのコンポーネントから成ります。メッセージ番号、重大度
コード、およびメッセージ・テキストです。 各メッセージは、DFH7nnnI c line
text の形式で構成されています。
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v nnn は番号です。
v I は通知メッセージ ID です。
v c は重大度コードです。
v line はエラーの行番号です。
v text はメッセージのテキストです。

アセンブラー言語、COBOL、C、および PL/I では、診断メッセージに重大度コー
ドを割り当てることができます。 この重大度コードは 1 つの文字によって表さ
れ、存在する場合はメッセージの中のメッセージ番号の直後で、メッセージ・テキ
ストの直前に表示されます。 重大度には 5 つのレベルがあります。 アセンブラー
言語および PL/I の重大度のレベルは、COBOL のレベルとは異なります。 これら
の言語のコードの意味および関連する戻りコードは、次のとおりです。

アセンブラー、C、または PL/I 戻りコード COBOL

U = リカバリー不能 16 D = 災害

S = 重大 12 E = エラー

E = エラー 8 C = 条件付き

W = 警告 4 W = 警告

I = 通知 0 I = 通知

メッセージ・テキストはメッセージそのもので構成され、挿入部分が含まれること
も含まれないこともあります。 挿入部分はメッセージ・テキスト内にあり、実際の
メッセージでは、診断メッセージの理由に関する特定の情報が示されます。 ただ
し、すべての診断メッセージが挿入部分を必要とするわけではありません。

コマンド・レベル変換プログラムから出されるメッセージは、通常、説明がなくて
も分かるものです。DFH7000 はこのタイプのメッセージの例です。

DFH7000I LISTING FILE CANNOT BE OPENED
説明: リスト・データ・セットがオープンされませんでした。
システムの処置: コマンド・レベル変換プログラムは異常終了
し、ダンプが作成されます。 ジョブ制御オプション
SYSDUMP がアクティブな場合、ダンプの出力は区画のダン
プ・サブライブラリーに送られます。 NOSYSDUMP オプショ
ンがアクティブな場合には、出力は SYSLIST に送られます。

ユーザーの処置: JCL を訂正するか、エラーの原因になってい
るものおよびオープンの妨げになっているものを判別します。
モジュール: DFHEAPIø (アセンブラー言語の場合)、
DFHECPIø (COBOL の場合)、DFHEDPIø (C の場合)、
DFHEPPIø (PL/I の場合)
宛先: コンソール

DFHACxxxx メッセージ

DFHAC2001 date time applid Transaction 'tranid' is not
recognized. Check that the transaction
name is correct.

説明: トランザクションtranid は、インストール済みトランザ
クション定義として存在していないか、使用禁止になっている
か、または無効文字が含まれています。

宛先 CSMT は、非端末トランザクションの場合に限り使用さ
れることに注意してください。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: 有効なトランザクション ID を入力してくだ
さい。
モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid
宛先: CSMT および端末エンド・ユーザー

DFHAC2002 date time applid To use this transaction
tranid you must sign on or have the right
security level.

説明: デフォルト・ユーザー ID を使用してサインオンされて
いますが、このユーザー ID は要求されたトランザクションへ
のアクセス権を持っていません。
システムの処置: CICS は、呼び出されたトランザクションの
初期設定を行いません。 他の処理は続行され、メッセージ
DFHAC2003 が宛先 CSMT に送られます。
ユーザーの処置: 許可ユーザー ID を使用してサインオンを行
います。
モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFH7000I • DFHAC2002
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DFHAC2003 date time applid Security violation has been
detected term id = termid, trans id = tranid,
userid = userid.

説明: ユーザー ID userid を持つオペレーターが、そのユーザ
ーに許可されていない端末 termid でトランザクション tranid
を呼び出しました。
システムの処置: CICS は、呼び出されたトランザクションの
初期設定を行いません。 他の CICS 処理は続行され、メッセ
ージ DFHAC2002 またはメッセージ DFHAC2033 のいずれか
が端末オペレーターに送られます。
ユーザーの処置: 以前に出された CSCS ログ上のメッセージ
DFHXS1111 内の userid を参照して、トランザクション tranid
を呼び出そうとしている人の ID およびその目的を判断してく
ださい。
モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、
userid
宛先: CSMT

DFHAC2004 time applid Transaction tranid has failed
with abend AKCC. Resource backout was
successful.

説明: トランザクション tranid は、異常終了コード AKCC
で異常終了しました。
システムの処置: トランザクション (タスク) は除去されま
す。
ユーザーの処置: あとでトランザクションを再サブミットして
ください。
モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2005 time applid Transaction tranid has failed
with abend abcode.

説明: トランザクション tranid は、INDOUBT(WAIT) または
INDOUBT(COMMIT) とともに定義され、しかもパートナー
APPC システムと通信が行われていました。 明示的または暗
黙的な同期点で、そのセッションが INDOUBT 時にセッショ
ン障害が発生しました。 すぐに同期のやり直しが行われました
が、完了することができませんでした。
システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス
クは異常終了します。 指定変更されない限り、リモート・シス
テムが使用可能なときには APPC 再同期の再試行が行われま
す。
ユーザーの処置: 異常終了コード abcode について詳しくは、
557 ページの『第 2 章 トランザクション異常終了コード
(CICS Transaction Server for z/VSE)』を参照してください。
必要な場合、異常終了の原因を取り除いた後で、トランザクシ
ョンを再サブミットしてください。
モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2006 date time applid Transaction tranid program
program name abend primary abcode at termid.

説明: システムは、トランザクション tranid を実行すること
ができませんでした。termid は、トランザクション tranid を
開始した端末を識別しています。関連する端末がない場合、
termid は 『????』 と表示されます。プログラム progname は
最高レベル・プログラムで、インストール済みプログラム定義

から取り出されたものです。 abcode は CICS 異常終了コード
です。
システムの処置: タスクはダンプを出して異常終了します。
ユーザーの処置: 異常終了コード abcode の詳細および問題の
解決方法については、 557 ページの『第 2 章 トランザクショ
ン異常終了コード (CICS Transaction Server for z/VSE)』を
参照してください。コードが存在しない場合は、そのコードは
EXEC CICS ABEND ABCODE (abcode) コマンドにより生成
されたユーザー・コードです。 このコマンドは、ユーザー・プ
ログラムまたは IBM プログラム (例えば、プログラミング言
語ライブラリー・モジュール) により出されます。
モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program
name、primary abcode、termid
宛先: CSMT

DFHAC2007 date time applid Transaction tranid cannot
run as CICS shutdown is in progress.

説明: トランザクション tranid は、システム静止中には実行
できません。
システムの処置: システムは静止モードになっています。

宛先 CSMT は、非端末トランザクションの場合に限り使用さ
れることに注意してください。
ユーザーの処置: CICS が通常の実行モードになっているとき
にトランザクションを入力し直すか、トランザクション・リス
ト・テーブル (XLT) 内にこのトランザクション用の項目を入
れてください。
モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid
宛先: CSMT および端末エンド・ユーザー

DFHAC2008 date time applid Transaction tranid has been
disabled and cannot be used.

説明: 端末 tranid が使用禁止になっています。

宛先 CSMT は、非端末トランザクションの場合に限り使用さ
れることに注意してください。
システムの処置: その他の処理を続行します。
ユーザーの処置: トランザクション tranid が使用不可になっ
たことを、この分野の担当プログラマーに連絡してください。
モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid
宛先: CSMT および端末エンド・ユーザー

DFHAC2009 date time applid Invalid non-terminal
transaction tranid.

説明: トランザクション tranid が入力されました。 このトラ
ンザクションに関連付けられた端末がありません。 トランザク
ション tranid は使用禁止のトランザクションであるか、システ
ム静止時に実行できないトランザクションである可能性があり
ます。 あるいは、無効なトランザクション ID が入力されて
いる可能性もあります。
システムの処置: その他の処理を続行します。
ユーザーの処置: トランザクション tranid が無効である理由
を突き止めて、これを訂正してください。
モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid

DFHAC2003 • DFHAC2009
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宛先: CSMT

DFHAC2010 time applid Transaction tranid is not
executable on terminal termid.

説明: トランザクション tranid の定義に指定したオプション
と、端末 termid DFHTCT テーブル項目に指定したオプション
との間に矛盾が検出されました。 例えば、トランザクション
tranid が VTAM 端末の使用のために予約されているが、非
VTAM 端末から入力を受け取った場合がこれに該当します。
システムの処置: 入力を無視します。
ユーザーの処置: トランザクション tranid を端末 termid から
入力しなければならない場合は、DVSUPRT のインストール済
みトランザクション定義の値が DFHTCT 項目と互換性がある
ことを確認してください。
モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2012 date time applid Remote transaction tranid
cannot be run on the local system.

説明: トランザクション tranid は、リモート・トランザクシ
ョンとして指定されています。 実行中の CICS システムに
MRO/ISC が定義されていないか、トランザクション定義に指
定されたリモート・システム名がローカル・システムの名前と
同じであるため、トランザクションをリモート・システムへ経
路指定する試みが失敗しました。

宛先 CSMT は、非端末トランザクションの場合に限り使用さ
れることに注意してください。
システムの処置: タスクは異常終了します。
ユーザーの処置: 次のことを確認してください。
v MRO/ISC サポートが正しく定義されているか。

v リモート・トランザクション定義が正しいか。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid

宛先: CSMT および端末エンド・ユーザー

DFHAC2014 date time applid Transaction tranid is not

executable because system sysid is not

available.

説明: トランザクション tranid は、リモート・トランザクシ

ョンとして指定されています。 リンクが使用できなくなってい

るために、トランザクションをリモート・システムへ経路指定

する試みが失敗しました。

宛先 CSMT は、非端末トランザクションの場合に限り使用さ

れることに注意してください。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: リンクが使用可能になるまで待機します。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、sysid

宛先: CSMT および端末エンド・ユーザー

DFHAC2015 date time applid Console consname has not

been defined to CICS. Input is ignored.

説明: コンソール名 consname のコンソール・オペレーター

が、MSG コマンドで CICS 領域への修正を指示しましたが、

このコンソールの端末定義が CICS 領域にインストールされて

いません。

システムの処置: このコンソールからの MSG コマンドは無視

されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。このシステム・プログラマーは RDO を使用して、コンソ

ールの名前に一致するコンソール定義を定義してインストール

します。

システム・プログラマーは、DFHCONxx の CONSNAME を

指定して TERMINAL 定義を定義するか、プールされるコンソ

ールの数を増やすことによってプールされたコンソールを使用

することもできます。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、consname

宛先: CSMT および端末エンド・ユーザー

DFHAC2016 date time applid Transaction tranid cannot

run because program program name is not

available.

説明: トランザクション tranid 用の初期プログラムが使用で

きないため、トランザクション tranid を実行することができま

せん。 考えられる原因は次のとおりです。

1. プログラムが欠落している。

2. インストール済みプログラム定義が欠落している。

3. プログラムは使用禁止になっている。

4. インストール済みトランザクション定義のプログラム名が

無効である。

5. インストール済みトランザクションがリモートとして定義

されているため、プログラム名はないが、リモート・シス

テムの名前がローカル・システムの名前と同じである。

宛先 CSMT は、非端末トランザクションの場合に限り使用さ

れることに注意してください。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: 説明 に示されているリストから、エラーの

原因を判別してください。 応答は、その理由によって次のよう

に異なります。

1. プログラムを CICS プログラム・ライブラリーにロードす

る。

2. そのプログラム用にインストール済みプログラム定義を作

成する。

3. プログラムを使用可能にする。

4. インストール済みトランザクション定義に有効なプログラ

ム名を使用する。

5. 次のいずれか該当する処置を実行する。

v このトランザクションのローカル・バージョンを使用す

る。

v このトランザクションの正しいリモート・バージョンを

使用する。

v 正しいシステムにログオンし、トランザクションを再試

行する。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name

宛先: CSMT および端末エンド・ユーザー

DFHAC2010 • DFHAC2016

第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server for z/VSE) 11



DFHAC2017 date time applid Transaction tranid cannot

run because terminal profile profname for

the transaction is not available.

説明: トランザクション tranid 用の端末プロファイルが使用

できないため、このトランザクションを実行することができま

せん。 これは、端末プロファイルが定義されていないか、また

はインストールされていないためです。

宛先 CSMT は、非端末トランザクションの場合に限り使用さ

れることに注意してください。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: システム・プログラマーもしくはシステム管

理担当者に知らせてください。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、profname

宛先: CSMT および端末エンド・ユーザー

DFHAC2018 date time applid An unrecognized Process

Initialization Parameter (PIP) has been

received in ATTACH for transaction tranid.

説明: CICS が、無効な処理初期設定パラメーター (PIP) を持

つ LU タイプ 6.2 付加ヘッダーを受け取りました。

宛先 CSMT は、非端末トランザクションの場合に限り使用さ

れることに注意してください。

システムの処置: CICS は、そのタスク生成要求を拒否しま

す。

ユーザーの処置: 受け取られた PIP データとその関連汎用デ

ータ・ストリーム (GDS) ヘッダーを調べて、これらのパラメ

ーターが無効である理由を判別してください。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid

宛先: CSMT および端末エンド・ユーザー

DFHAC2019 date time applid Transaction tranid does not

support unmapped conversations.

説明: トランザクション tranid が、非マップ式会話にアクセ

スするために汎用データ・ストリーム (GDS) の使用を要求す

るタスク生成要求を受け取りましたが、トランザクション

tranid が GDS インターフェースの使用をサポートしていませ

ん。

システムの処置: CICS は、そのタスク生成要求を拒否しま

す。

宛先 CSMT は、非端末トランザクションの場合に限り使用さ

れることに注意してください。

ユーザーの処置: 付加ヘッダーを送り出したサブシステムを調

べて、正しいトランザクションが要求されたかどうかを確認し

てください。 要求が正しかった場合には、CICS トランザクシ

ョン定義を調べてください。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid

宛先: CSMT および端末エンド・ユーザー

DFHAC2020 time applid The conversation type requested

by node netname was not recognized.

説明: CICS が、TYPE=MAPPED または TYPE=UNMAPPED
ではない付加ヘッダーで会話タイプ・フィールドを受け取りま

した。

システムの処置: そのタスク生成要求が拒否されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。付加機能管理ヘッダー (FMH) の妥当性を検査して、エラ

ーの原因を識別する必要があります。

モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2021 time applid An unsupported Data Blocking

Algorithm (DBA) field in the attach

Function Management Header (FMH) has

been received from node netname.

説明: 受信した付加ヘッダーに、予約済みデータ・ブロック化

アルゴリズム (DBA) フィールドの値が含まれていました。

システムの処置: そのタスク生成要求が拒否されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。付加機能管理ヘッダー (FMH) の妥当性を検査して、エラ

ーの原因を識別する必要があります。

モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2022 date time applid Transaction tranid has

initiated an incorrect sync point level

request.

説明: 要求された synclevel がバインド要求で折衝された

synclevel と一致しないか、あるいは synclevel 2 が要求され

たがログ名が交換されませんでした。

宛先 CSMT は、非端末トランザクションの場合に限り使用さ

れることに注意してください。

システムの処置: そのタスク生成要求が拒否されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。付加ヘッダーを送り出したサブシステムを検査して、正し

いトランザクションが要求されていることを確認してくださ

い。正しいトランザクションが要求されている場合には、CICS
トランザクション定義を調べる必要があります。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid

宛先: CSMT および端末エンド・ユーザー

DFHAC2023 time applid An invalid sync point level has

been requested by node netname.

説明: 付加ヘッダーで要求された同期レベルは、使用されたセ

ッションでは無効です。

システムの処置: そのタスク生成要求が拒否されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。付加機能管理ヘッダー (FMH) の妥当性を検査して、エラ

ーの原因を識別する必要があります。 付加ヘッダー内の同期レ

ベルの値とバインドの値を比較する必要があります。

モジュール: DFHACP

DFHAC2017 • DFHAC2023
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宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2024 date time applid A request from node

netname has invalid security parameters.

説明: 受け取られた付加ヘッダーが、バインドに指定してある

必要なセキュリティー・パラメーターと一致しませんでした。

宛先 CSMT は、非端末トランザクションの場合に限り使用さ

れることに注意してください。

システムの処置: そのタスク生成要求が拒否されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。付加機能管理ヘッダー (FMH) の妥当性を検査して、エラ

ーの原因を識別する必要があります。 付加ヘッダー内の ACC
要件の値とバインドの値を比較する必要があります。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSMT

DFHAC2025 time applid An invalid Unit of Work

Identification (UOWID) has been supplied

by node netname.

説明: 受け取られた付加ヘッダーに、無効な作業単位 ID
(UOWID) が入っていました。形式が間違っていたか、同期点

レベルが UOWID を要求したときに UOWID が受け取られな

かったかのいずれかです。 会話相関子が必要なときにそれが指

定されていない場合にも、このエラーが起きることがありま

す。

システムの処置: そのタスク生成要求が拒否されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。付加機能管理ヘッダー (FMH) の妥当性を検査して、エラ

ーの原因を識別する必要があります。 UOWID/ 会話相関子の

値と付加ヘッダー内の同期点レベルを比較する必要がありま

す。

モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2026 time applid An invalid Function

Management Header (FMH) has been

supplied by node netname.

説明: 付加ヘッダー内の長さフィールドが無効でした。

システムの処置: そのタスク生成要求が拒否されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。付加機能管理ヘッダー (FMH) の妥当性を検査して、エラ

ーの原因を識別する必要があります。

モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2027 date time applid Transaction tranid does not

support conversation restart.

説明: CICS は、再始動を要求する LU タイプ 6.2 付加ヘッ

ダーを受け入れません。

宛先 CSMT は、非端末トランザクションの場合に限り使用さ

れることに注意してください。

システムの処置: そのタスク生成要求が拒否されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。付加ヘッダーを送り出したサブシステムを検査し、再始動

が要求された理由を判別してください。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid

宛先: CSMT および端末エンド・ユーザー

DFHAC2028 date time applid Transaction tranid cannot be

used and has been ignored.

説明: トランザクション・コード CSAC または CESC が端

末から入力されました。 これは許可されていません。

システムの処置: トランザクションが CSAC の場合、トラン

ザクションは影響なく実行されます。 トランザクションが

CESC の場合、トランザクションは、異常終了コード ATOA
で異常終了します。

ユーザーの処置: これらのトランザクションが端末から入力さ

れていないことを確認してください。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid

宛先: CSMT および端末エンド・ユーザー

DFHAC2029 date time applid Transaction tranid is not

executable. The system specified by the

dynamic routing program is unavailable.

説明: トランザクション tranid が、リモートかつ動的なもの

として指定されています。 動的ルーティング・プログラムが指

定したリモート・システムに、トランザクション tranid を動的

にルーティングする試みが失敗しました。これは、リンクが使

用できないためです。

宛先 CSMT は、非端末トランザクションの場合に限り使用さ

れることに注意してください。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: リンクが使用可能になるまで待機し、もう一

度トランザクションの動的な経路指定を試みてください。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid

宛先: CSMT および端末エンド・ユーザー

DFHAC2030 date time applid All sessions are busy.

Please try again.

説明: トランザクション tranid が、リモートかつ動的なもの

として指定されています。 すぐに使用できるセッションがない

ため、動的ルーティング・プログラムが指定したリモート・シ

ステムに、トランザクション tranid を動的にルーティングする

試みが失敗しました。

宛先 CSMT は、非端末トランザクションの場合に限り使用さ

れることに注意してください。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: セッションが使用可能になるまで待機し、も

う一度トランザクションの動的な経路指定を試みてください。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHAC2024 • DFHAC2030
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宛先: CSMT および端末エンド・ユーザー

DFHAC2033 time applid You are not authorized to use

transaction tranid. Check that the

transaction name is correct.

説明: オペレーターが許可されていないトランザクション

tranid を実行しようとしたか、または、別のトランザクション

が、この端末用には許可されていないトランザクション tranid

を開始しようとしました。

システムの処置: その他の処理を続行します。 メッセージ

DFHAC2003 が CSMT に送られます。

ユーザーの処置: オペレーターがトランザクション tranid を

実行しようとした理由を判別するか、許可されたトランザクシ

ョン ID を入力してください。

モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2034 time applid CICS Logic Error. An invalid

error code has been passed to DFHACP.

Transaction: tranid Terminal: termid.

説明: 無効なエラー・コードが DFHACP に渡されました。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、トラ

ンザクション tranid は終了します。 ダンプ・コードは

AACA です。 メッセージ DFHAC2035 が CSMT に送られま

す。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2035 date time applid An invalid error code has

been passed to DFHACP. Transaction tranid

is terminated. Terminal termid.

説明: 無効なエラー・コードが DFHACP に渡されました。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、トラ

ンザクション tranid は終了します。 トランザクション・ダン

プが取られます。 ダンプ・コードは AACA です。 メッセー

ジ DFHAC2034 が端末ユーザーに送られます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、termid

宛先: CSMT

DFHAC2036 date time applid Transaction tranid has failed

with abend AKCC. Resource backout was

successful.

説明: トランザクション tranid が AKCC で異常終了しまし

た。

システムの処置: トランザクション (タスク) は除去されま

す。

ユーザーの処置: あとでトランザクションを再サブミットして

ください。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid

宛先: CSMT

DFHAC2037 date time applid Transaction tranid is not

executable on terminal termid.

説明: トランザクション tranid の定義用に指定したオプショ

ンと、端末 termid の DFHTCT テーブル項目用に指定したオ

プションとの間に矛盾が検出されました。 例えば、トランザク

ション tranid が VTAM 端末の使用のために予約されている

が、非 VTAM 端末から入力を受け取った場合がこれに該当し

ます。

システムの処置: 入力を無視します。

ユーザーの処置: トランザクション tranid を端末 termid から

入力しなければならない場合は、DVSUPRT のインストール済

みトランザクション定義の値が DFHTCT 項目と互換性がある

ことを確認してください。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、termid

宛先: CSMT

DFHAC2038 date time applid The conversation type

requested by node netname was not

recognized.

説明: CICS が、TYPE=MAPPED または TYPE=UNMAPPED
ではない付加ヘッダーで会話タイプ・フィールドを受け取りま

した。

システムの処置: そのタスク生成要求が拒否されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。付加機能管理ヘッダー (FMH) の妥当性を調べて、障害が

起こったサブシステムを識別する必要があります。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSMT

DFHAC2039 date time applid An unsupported Data

Blocking Algorithm (DBA) field in the

attach Function Management Header (FMH)

has been received from node netname.

説明: 受信した付加ヘッダーに、予約済みデータ・ブロック化

アルゴリズム (DBA) フィールドの値が含まれていました。

システムの処置: そのタスク生成要求が拒否されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。付加機能管理ヘッダー (FMH) の妥当性を調べて、障害が

起こったサブシステムを識別する必要があります。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname
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宛先: CSMT

DFHAC2040 date time applid An invalid sync point level

has been requested by node netname.

説明: 付加ヘッダーで要求された同期レベルは、使用されたセ

ッションでは無効です。

システムの処置: そのタスク生成要求が拒否されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。付加機能管理ヘッダー (FMH) の妥当性を調べて、障害が

起こったサブシステムを識別する必要があります。 付加ヘッダ

ー内の同期レベルの値とバインドの値を比較する必要がありま

す。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSMT

DFHAC2041 date time applid An invalid Unit of Work

Identification (UOWID) has been supplied

by node netname.

説明: 受け取られた付加ヘッダーに、無効な作業単位 ID
(UOWID) が入っていました。形式が間違っていたか、同期点

レベルが UOWID を要求したときに UOWID が受け取られな

かったかのいずれかです。 会話相関子が必要なときにそれが指

定されていない場合にも、このエラーが起きることがありま

す。

システムの処置: そのタスク生成要求が拒否されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。付加機能管理ヘッダー (FMH) の妥当性を調べて、障害が

起こったサブシステムを識別する必要があります。 UOWID/
会話相関子の値と付加ヘッダー内の同期点レベルを比較する必

要があります。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSMT

DFHAC2042 date time applid An invalid Function

Management Header (FMH) has been

supplied by node netname.

説明: 付加ヘッダー内の長さフィールドが無効でした。

システムの処置: そのタスク生成要求が拒否されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。付加機能管理ヘッダー (FMH) の妥当性を調べて、障害が

起こったサブシステムを識別する必要があります。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSMT

DFHAC2043 date time applid Transaction has been

rejected - CICS system is being recovered.

Please wait for completion of recovery.

説明: CICS システムが XRF の引き継ぎまたは持続セッショ

ン再始動に続くセッションのリカバリー処理中に、トランザク

ションを開始する要求を受け取りました。 このエラーは

DFHZSUP によって検出され、これにより DFHACP がこのメ

ッセージを出します。

宛先 CSMT は、非端末トランザクションの場合に限り使用さ

れることに注意してください。

システムの処置: この端末に要求されるリカバリー通知に従っ

て、システムはリカバリー・メッセージを送るか、この端末の

typeterm 定義の RECOVNOTIFY オプションに指定されたリ

カバリー・トランザクションを開始します (詳細については、

「CICS Resource Definition Guide」を参照)。
ユーザーの処置: ユーザーは、リカバリー通知を受け取った後

で操作を続行することができます。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

宛先: CSMT および端末エンド・ユーザー

DFHAC2044 date time applid An error occurred while

trying to send SYNCPOINT ROLLBACK to

terminal termid.

説明: SYNCPOINT ROLLBACK 要求を送る試みが行われま

した。 要求の送信元が非ゼロ戻りコードを受け取りました。

システムの処置: 端末 termid について ABORT 処理が開始さ

れます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。トレースを使用して、SYNCPOINT ROLLBACK 要求から

の戻りコードの値を見つけてください。 IRC の場合、戻りコ

ードの意味については、「CICS TS Data Areas」を参照してく

ださい。

モジュール: DFHZIS1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

宛先: CSMT

DFHAC2047 date time applid While performing an attach

for node netname a security violation was

detected.

説明: セキュリティー問題のために、リモート・トランザクシ

ョンのタスク生成要求が失敗しました。付加 FMH5 から抽出

されたセキュリティー・フィールドが、リモート・システムの

ユーザーをサインオンするためにセキュリティー・ドメインに

渡されましたが、サインオンが失敗しました。

システムの処置: そのタスク生成要求が拒否されます。

ユーザーの処置: 詳細については、DFHSN1604 など、TDQ
CSCS に書き込まれた直前のセキュリティー・メッセージを参

照してください。 直前のメッセージが発行されていなかった場

合は、トレースを検査してサインオンが失敗した原因を判断し

てください。 ユーザー ID、パスワード、またはプロファイル

が付加 FMH5 に渡されたのであれば、それらが有効であるか

どうかを確認してください。
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モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSMT および端末エンド・ユーザー

DFHAC2050 time applid An invalid function management

header (FMH) has been supplied by node

netname.

説明: 付加ヘッダー内のアクセス・セキュリティー情報長さフ

ィールドが無効です。

システムの処置: 無効な FMH5 を含む例外トレース項目が出

されます。 そのタスク生成要求が拒否されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。付加機能管理ヘッダーの妥当性を調べて、エラーの原因を

識別する必要があります。

モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2051 date time applid An invalid Function

Management Header (FMH) has been

supplied by node netname.

説明: 付加ヘッダー内のアクセス・セキュリティー情報の長さ

フィールドが無効でした。

システムの処置: 無効な FMH5 を含む例外トレース項目が出

されます。 そのタスク生成要求が拒否されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。付加機能管理ヘッダー (FMH) の妥当性を調べて、障害が

起こったサブシステムを識別する必要があります。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSMT

DFHAC2052 time applid While performing an attach for

node netname a security violation was

detected.

説明: 付加 FMH5 でパスワードが要求されましたが、そのパ

スワードが見つかりません。 ユーザー ID は見つかりました

が、タスク生成で検査済み (AV) または持続サインオン先

(PV1) が指定されていないため、パスワードは存在するはずで

す。

システムの処置: 無効な FMH5 をトレースする例外トレース

項目が出されます。 そのタスク生成要求が拒否されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。付加ヘッダーを送ったサブシステムを調べて、パスワード

が送られなかった理由を調べてください。

モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2053 date time applid While performing an attach

for node netname a security violation was

detected.

説明: 付加 FMH5 でパスワードが要求されましたが、そのパ

スワードが見つかりません。 ユーザー ID は見つかりました

が、タスク生成で検査済み (AV) が指定されていません。

システムの処置: 無効な FMH5 をトレースする例外トレース

項目が出されます。 そのタスク生成要求が拒否されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。付加ヘッダーを送ったサブシステムを調べて、パスワード

が送られなかった理由を調べてください。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSMT

DFHAC2054 time applid You are not authorized to access

this system.

説明: リモート・システムに送り出された付加ヘッダーが、バ

インドに指定してある要求されたセキュリティー・パラメータ

ーに一致しませんでした。

システムの処置: タスク生成要求はリモート・システムによっ

て拒否され、セッションがアンバインドされます。 リモート・

システムは、CSMT のメッセージ DFHAC2055 および CSNE
のメッセージ DFHZC4946 を出します。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。タスク生成要求が失敗した理由を調べてください。 診断情

報についての詳細は、リモート・システムによって出される

CSMT のメッセージ DFHAC2055 および CSNE のメッセー

ジ DFHZC4946 を参照してください。

モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2055 date time applid An attach request from

node netname has sent BIND/FMH5 security

data that is invalid.

説明: タスクを生成するための要求が APPC リンクを経て受

け取られました。 しかし、FMH 付加パラメーターにエラーが

あります。 バインド・セキュリティー標識が許可していないタ

スク生成パラメーターが存在しています。

システムの処置: タスク生成要求が拒否され、セッションがア

ンバインドされます。 コンポーネント TF の例外トレース・

ポイント (番号 1737) が出され、無効な付加ヘッダー (FMH
タイプ 5) をトレースします。 CSNE のメッセージ

DFHZC4946 には、障害の原因を識別するのに便利なセンス情

報があります。

ユーザーの処置: リモート・システムにあるエラーの原因を調

べてください。 例外トレース中の FMH5 を使用して、リモー

ト・システムが無効なタスク生成要求を送信した理由を判別し

てください。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSMT

DFHAC2050 • DFHAC2055
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DFHAC2056 time applid You are not authorized to access

this system.

説明: リモート・システムに送られた付加ヘッダーが APPC
プロトコルと一致しませんでした。

システムの処置: タスク生成要求はリモート・システムによっ

て拒否され、セッションがアンバインドされます。 リモート・

システムは、CSMT にメッセージ DFHAC2057 および CSNE
にメッセージ DFHZC4947 を生成します。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。タスク生成要求が失敗した理由を調べてください。 診断情

報についての詳細は、リモート・システムによって出される

CSMT のメッセージ DFHAC2057 および CSNE のメッセー

ジ DFHZC4947 を参照してください。

モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2057 date time applid While performing an attach

for node netname a security violation was

detected.

説明: タスクを生成するための要求が APPC リンクを経て受

け取られました。 しかし、FMH 付加パラメーターが APPC
プロトコルと一致していません。

システムの処置: タスク生成要求が拒否され、セッションがア

ンバインドされます。 コンポーネント TF の例外トレース・

ポイント (番号 1737) が出され、無効な付加ヘッダー (FMH
タイプ 5) をトレースします。メッセージ DFHZC4947 が出さ

れます。

ユーザーの処置: リモート・システムにあるエラーの原因を調

べてください。 例外トレース中の FMH5 を使用して、リモー

ト・システムが無効なタスク生成要求を送信した理由を判別し

てください。 CSNE のメッセージ DFHZC4947 には、障害の

原因を識別するのに便利なセンス情報があります。

リモート・システムが旧リリースの CICS か、別のプラットフ

ォームの CICS の場合、USEDFLTUSER を設定しなければな

らない場合があります。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSMT

DFHAC2206 time applid Transaction tranid has failed

with abend abcode. Resource backout was

successful. condmsg

説明: トランザクション tranid は、異常終了コード abcode で

異常終了しました。 この異常終了の後、すべてのリカバリー可

能リソースは正常にバックアウトされています。

abcode は、CICS トランザクション異常終了コードまたは

CICS の ABEND ABCODE (abcode) コマンドによって生成さ

れたユーザー異常終了コードです。 このコマンドは、ユーザ

ー・プログラムまたは IBM プログラム (例えば、プログラミ

ング言語ライブラリー・モジュール) によって出されます。

可能な場合には、終了システムからの条件付きメッセージ

condmsg がこのメッセージに追加されます。

システムの処置: メッセージ DFHAC2236 がマスター端末オ

ペレーター (宛先 CSMT) に送られます。 通常の異常終了処理

が続けられます。

ユーザーの処置: 異常終了コード abcode を使用して、問題を

診断してください。 異常終了が、CICS 以外の IBM プログラ

ム・プロダクトによって出された場合、この異常終了コードは

その他のプロダクトのライブラリーに説明があります。

元の異常終了の原因を取り除いた後、トランザクションを再サ

ブミットしてください。

モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2207 time applid Transaction tranid has failed

with abend abcode. Resource backout was

incomplete. condmsg

説明: トランザクション tranid は、異常終了コード abcode で

異常終了しました。 リカバリー可能リソースに対する変更に

は、バックアウトできないものがありました。マスター端末オ

ペレーターに送られたその他のメッセージが、より正確に障害

を識別します。

可能であれば、終了するシステムからの条件付きメッセージ

condmsg がこのメッセージに付加されます。

システムの処置: メッセージ DFHAC2237 がマスター端末オ

ペレーター (宛先 CSMT) に送られます。 通常の異常終了処理

が続けられます。

ユーザーの処置: 詳細については、CSMT メッセージを調べ

てください。 必要な場合、影響を受けたリソースを、オフライ

ンでリカバリーするまで使用禁止にします。

モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2208 time applid Transaction tranid has failed

with abend abcode1. Resource backout has

also failed with abend abcode2. condmsg

説明: トランザクション tranid は、異常終了コード abcode1

で異常終了しました。

トランザクションにより変更されたリソースのバックアウト中

に、リカバリー不能エラーが起こりました。 この結果、バック

アウトは異常終了コード abcode2 で失敗しました。

可能であれば、終了するシステムからの条件付きメッセージ

condmsg がこのメッセージに付加されます。

システムの処置: メッセージ DFHAC2238 がマスター端末オ

ペレーター (宛先 CSMT) に送られます。 異常終了処理は、動

的トランザクション・バックアウトが指定されていなかったも

のとして続けられます。

ユーザーの処置: 必要な場合、影響を受けたリソースを、オフ

ラインでリカバリーするまで使用禁止にします。

モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2056 • DFHAC2208
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DFHAC2230 date time applid Transaction tranid terminal

termid not executed due to I/O error at

session startup. message

説明: 端末 termid のスタートアップ・プログラムに入出力エ

ラーが発生したため、トランザクション tranid を実行すること

ができませんでした。

システムの処置: トランザクション tranid は実行されませ

ん。

ユーザーの処置: 入出力エラーの原因を訂正してください。こ

のエラーは、おそらく端末の電源がオンになっていないことに

よるものです。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、termid、

message

宛先: CSMT

DFHAC2236 date time applid Transaction tranid abend

secondary abcode in program program name

term termid backout successful{ EXCI id =

}exci_id. condmsg

説明: トランザクション tranid が、プログラム progname 内

で異常終了コード abcode で異常終了しました。 現行の作業単

位で実行したローカル・システム内のリカバリー可能リソース

に対する変更はすべて、バックアウトされます。

tranid が、非 CICS ジョブではなく外部 CICS インターフェ

ース (EXCI) を使用して実行しているサーバー・トランザクシ

ョンである場合、EXEC ID=exci_id が追加されます。exci_id

は、'jobname.execname.syslogid' のように構成されており、

EXCI クライアントを識別します。 端末 termid は実端末では

なく、EXCI クライアントと CICS の接続関係を表していま

す。

MRO または ISC APPC (並列セッション) 接続システムの場

合、termid は端末 ID (トランザクション経路指定) またはセッ

ション ID です。この表示は、リンクされた CICS システムか

ら出された終了メッセージ condmsg で終わります。

リモート・トランザクションが失敗したために端末専有領域で

このメッセージが発行された場合、ローカル・システムにはバ

ックアウトするリカバリー可能リソースがない場合がありま

す。 この場合、リモート・システムのリソースがバックアウト

されたかどうかを通知する条件付きメッセージが表示されま

す。

システムの処置: 可能な場合、メッセージ DFHAC2206 が端

末ユーザーに送られます。 通常の異常終了処理が続けられま

す。

ユーザーの処置: 問題の解決方法については、 557 ページの

『第 2 章 トランザクション異常終了コード (CICS
Transaction Server for z/VSE)』で異常終了コード abcode の

説明を参照してください。abcode が CICS 異常終了コードでな

い場合、これはユーザー・コードです。この場合、担当のプロ

グラマーと相談してください。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、secondary

abcode、program name、termid、{1=EXCI id = }、exci_id、

condmsg

宛先: CSMT

DFHAC2237 date time applid Transaction tranid abend

secondary abcode in program program name

term termid backout failed {EXCI id =

}exci_id. condmsg

説明: トランザクション tranid は、異常終了コード abcode で

異常終了しました。 リカバリー可能リソースに対する変更の一

部が、エラーのためバックアウトされませんでした。 マスター

端末オペレーター (宛先 CSMT) に送られたその他のメッセー

ジが、より正確に障害を識別します。

transid が、非 CICS ジョブではなく外部 CICS インターフェ

ース (EXCI) を使用して実行しているサーバー・トランザクシ

ョンである場合だけ、EXCI ID=exci_id がメッセージに追加さ

れます。 exci_id は、'jobname.execname.syslogid' のように構

成されており、EXEC クライアント・ジョブを識別します。

端末 termid は実端末ではなく、EXCI クライアントと CICS
の接続関係を表しています。

システムの処置: 可能な場合には、メッセージ DFHAC2207
が端末ユーザーに送られます。 通常の異常終了処理が続けられ

ます。

ユーザーの処置: 詳細については、CSMT メッセージを調べ

てください。 必要な場合、影響を受けたリソースを、オフライ

ンでリカバリーするまで使用禁止にします。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、secondary

abcode、program name、termid、{1=EXCI id = }、exci_id、

condmsg

宛先: CSMT

DFHAC2238 date time applid Transaction tranid abend

primary abcode in program program name

term termid backout abended secondary

abcode{ EXCI id = }exci_id. condmsg

説明: トランザクション tranid は、異常終了コード abcode1

で異常終了しました。トランザクションにより変更されたリソ

ースのバックアウト中に、リカバリー不能エラーが起こりまし

た。 この結果、バックアウト自体も、異常終了コード abcode2

で失敗しました。

transid が、非 CICS ジョブではなく外部 CICS インターフェ

ース (EXCI) を使用して実行しているサーバー・トランザクシ

ョンである場合だけ、EXCI ID=exci_id がメッセージに追加さ

れます。 exci_id は、'jobname.execname.syslogid' のように構

成されており、EXEC クライアント・ジョブを識別します。

端末 termid は実端末ではなく、EXCI クライアントと CICS
の接続関係を表しています。

システムの処置: 可能な場合には、メッセージ DFHAC2208
が端末ユーザーに送られます。 異常終了処理は、動的トランザ

クション・バックアウトが指定されていなかったものとして続

けられます。

ユーザーの処置: 必要な場合、影響を受けたリソースを、オフ

ラインでリカバリーするまで使用禁止にします。
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モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、primary

abcode、program name、termid、secondary abcode、{1= EXCI id

=}、exci_id、condmsg

宛先: CSMT

DFHAC2259 date time applid Transaction tranid abend

primary abcode in program program name

term termid DFHPEP not linked.

説明: トランザクション tranid は、異常終了コード abcode で

異常終了しました。 ユーザー作成のプログラム・エラー・プロ

グラム (DFHPEP) へのリンクを試みたところエラーが発生し

ました。 このエラーが、DFHPEP に制御を渡す妨げとなりま

した。

プログラム制御再始動に失敗したために CICS が異常終了した

場合、このメッセージがシャットダウン時に表示されます。

システムの処置: 失敗の理由に応じて、CICS は異常終了する

場合と継続する場合があります。

ユーザーの処置: トランザクション異常終了コード abcode

が、元のトランザクション・エラーの理由を示しています。

DFHPEP を呼び出すことができなかった理由を突き止めてくだ

さい。 使用不可になっている可能性があります。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、primary

abcode、program name、termid

宛先: CSMT

DFHAC2260 date time applid Transaction tranid disabled

by DFHPEP.

説明: 異常終了したトランザクション tranid が、使用禁止に

なりました。 これは DFHPEP のユーザー・コードの結果か、

あるいは、トランザクションが異常終了コード ASRD で異常

終了し、しかも DISMACP=YES がシステム初期設定パラメー

ターに指定されていたこと (またはデフォルト) が原因です。

トランザクション tranid をこれ以上使用することはできませ

ん。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 異常終了の原因を訂正して、トランザクショ

ンを使用可能にしてください。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid

宛先: CSMT

DFHAC2261 System sysid sent message (sense code

cccccccc). 'tacbmsg'.

説明: 異常終了したトランザクションが、システム sysid から

否定応答および説明的な警告メッセージを受け取りました。 メ

ッセージ tacbmsg がリモート・システムから与えられました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: リモート・システムでの異常終了の原因を訂

正して、トランザクションを実行し直してください。

モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2262 date time applid System sysid sent message

(sense code cccccccc). tacbmsg

説明: 異常終了したトランザクションが、システム sysid から

否定応答および説明的な警告メッセージを受け取りました。 メ

ッセージ tacbmsg がリモート・システムから与えられました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: リモート・システムでの異常終了の原因を訂

正して、トランザクションを実行し直してください。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、cccccccc、

tacbmsg

宛先: CSMT

DFHAC2263 date time applid Transaction tranid abend

primary abcode in program program name

term termid DFHPEP has abnormally

terminated.

説明: トランザクション tranid が異常終了し、異常終了完了

プログラム (DFHACP) がユーザー作成エラー・プログラム

(DFHPEP) にリンクしました。 エラー・プログラムも異常終

了しました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: トランザクション異常終了コード abcode

が、先に出されたトランザクション障害の原因を示していま

す。 エラー・プログラム内の異常終了の原因を訂正し、トラン

ザクションを実行し直してください。

モジュール: DFHACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、primary

abcode、program name、termid

宛先: CSMT

DFHAC2603 Syst.sense systsense,termid,taskid, No

authorization

説明: オペレーターが、許可されていないトランザクションの

実行を試みました。 あるいは、オペレーターの権限がデフォル

ト・ユーザーの機能に設定されていたときに、1 より大きいセ

キュリティー値を持つトランザクションが要求されました。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: 適切にサインオンを行うか、このトランザク

ションを入力して権限を確認します。詳細については、メッセ

ージ DFHAC2002 およびメッセージ DFHAC2003 を参照して

ください。

モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2605 Syst.sense systsense,termid,taskid, Insufficient

resource

説明: システムは現時点でトランザクションを実行することが

できませんでした。

システムの処置: トランザクションは除去されます。

ユーザーの処置: あとでトランザクションを再サブミットして

ください。

モジュール: DFHACP
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宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAC2606 Syst.sense systsense,termid,taskid, Function not

executable

説明: トランザクションがシステム静止時に有効でなかった

か、トランザクションの使用が禁止されていました。

システムの処置: システム処置は、エラーによって異なりま

す。 システム静止時の無効なトランザクションについては、メ

ッセージ DFHAC2007 のシステムの処置を参照してくださ

い。

使用禁止になったトランザクションについては、メッセージ

DFHAC2008 のシステムの処置を参照してください。

ユーザーの処置: ユーザーの処置は、エラーによって異なりま

す。

システム静止時の無効なトランザクションについては、メッセ

ージ DFHAC2007 のユーザーの処置を参照してください。 使

用禁止になったトランザクションについては、メッセージ

DFHAC2008 のユーザーの処置を参照してください。

モジュール: DFHACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAIxxxx メッセージ

DFHAI0101I applid AITM initialization has started.
説明: これは、自動インストール端末モデル・マネージャー
(AITM) 初期設定が開始されたことを示す通知メッセージで
す。
システムの処置: 初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHAIIN

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHAI0102I applid AITM initialization has ended.
説明: これは、自動インストール端末モデル・マネージャー
(AITM) 初期設定が完了したことを示す通知メッセージです。
システムの処置: CICS の初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHAIIN

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHAI0103I applid AITM initialization has failed.
説明: 自動インストール端末モデル・マネージャー (AITM)
初期設定が失敗しました。
システムの処置: メッセージ DFHSI1521 が出され、初期設定
が終了します。 さらに別のドメインからエラー・メッセージが
出されることもあります。
ユーザーの処置: このエラーは、トレース項目によって識別さ
れます。 詳細については、DFHSI1521、ならびにこの他に出
されたエラー・メッセージを参照してください。
モジュール: DFHAIIN

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHAI0201I date time applid Terminal Model modelname
has been re-installed.

説明: これは、自動インストール端末モデル modelname の動
的置換のレコードが一時データ宛先で作成されたことを示す監
査ログ・メッセージです。
システムの処置: システムは正常に続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHAITM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、modelname
宛先: CAIL

DFHAI0202I date time applid Terminal Model modelname
has been installed.

説明: これは、自動インストール端末モデル modelname の動
的追加のレコードが一時データ宛先で作成されたことを示す監
査ログ・メッセージです。
システムの処置: システムは正常に続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHAITM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、modelname
宛先: CAIL

DFHAI0203I date time applid Terminal Model modelname
has been discarded.

説明: これは、自動インストール端末モデル modelname の動
的削除のレコードが、DISCARD コマンドを使用して一時デー
タ宛先で作成されたことを示す監査ログ・メッセージです。
システムの処置: システムは正常に続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHAITM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、modelname
宛先: CAIL

DFHAKxxxx メッセージ

DFHAK5801 date time applid Activity keypoint number
nnn at time

説明: これは、活動キーポイント番号 nnn のタイム・スタン
プ・メッセージです。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHAKP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nnn、time
宛先: CSMT

DFHAK5802 applid Activity keypoint abend
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説明: 活動キーポイント処理中に異常条件が発生しました。
DFHAKP は、使用する CICS サービスのいずれかで異常終了
を代行受信したときに、このメッセージを出します。
システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。
ユーザーの処置: この障害の原因について、先に出されたメッ
セージを調べてください。 例えば、システム・ログが使用不可
能であるかどうかを調べます。 初めてキーポイントを取ろうと
すると、このメッセージを出して異常終了を引き起こします。

障害の原因が明白ではない場合、CICS トレースを使用して、
障害の時点で起動された CICS サービス、および出された異常
終了コードを判別します。 エラーおよび推奨処置については、
異常終了の説明個所をお読みください。
モジュール: DFHAKP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHAK5803 applid Journal buffer too small for activity
keypoint

説明: キーポイントを取っている間、ジャーナル・バッファー
が小さすぎたため、CICS は CICS テーブルの主要部分をシス
テム・ジャーナルに書き出すことができませんでした。
システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。
ユーザーの処置: システム・ジャーナル用に大きな BUFSIZE
指定を行って JCT を再アセンブルし、CICS を再始動します。
モジュール: DFHAKP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHAMxxxx メッセージ

DFHAM4800I New group grpname created.
説明: 新しいグループ grpname が CSD 上に作成されまし
た。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4801I New list lstname created.
説明: 新しいリスト lstname が CSD 上に作成されました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4802E applid name is an invalid name.
説明: コマンド内の名前 name が無効です。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: 有効な名前を指定してください。
モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、name
宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4803E applid Install failed because an existing
definition for file filename could not be
deleted.

説明: ファイル filename をインストールする試みが行われま
した。 ファイル filename はすでに存在し、削除することはで
きません。 この条件は、FCT 内または CSD 上の既存のファ
イル定義が、使用可能またはオープンとしてインストールされ
た場合に発生します。
システムの処置: インストールは失敗します。
ユーザーの処置: 問題を解決して、もう一度インストールを試
みてください。
モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、filename
宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4804E applid Invalid LIST name listname.

説明: GRPLIST システム初期設定パラメーターに、RDO が
受け入れられない文字を含むリスト名 listname が指定されてい
ます。
システムの処置: CICS は、「ENTER ALTERNATIVE
NAME OR CANCEL」という要求を出します。
ユーザーの処置: 有効なリスト名を入力するか、または
「CANCEL」を入力し、GRPLIST システム初期設定パラメー
ターを訂正して、CICS を再初期設定してください。
モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、listname
宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4805E Unable to perform operation: name is
locked to APPLID applid, OPID opid to
prevent updating.

説明: 現時点で別のユーザーにロックされているグループまた
はリストを、ロックまたは更新する試みが行われました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: グループまたはリストがロックされていない
ときにコマンドを再入力してください。
モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4806E applid Group name grpname exists as a LIST
name.

説明: GRPLIST システム初期設定パラメーターに、使用でき
ないグループ名 grpname を含むリストが指定されています。
同じ名前のリストがすでに CSD 内に存在しているため、この
グループ名を使用することはできません。

注: 同じ名前のグループおよびリストは共存できません。

システムの処置: CICS は、「IS START-UP TO BE
CONTINUED? REPLY GO OR CANCEL」という要求を出し

ます。

「GO」と応答すると、CICS はリスト内のすべての有効な定義

により初期設定されます。

ユーザーの処置: グループ grpname を必要としない場合に

は、「GO」を入力してください。

グループ grpname が不可欠な場合には、「CANCEL」を入力

し、GRPLIST システム初期設定パラメーターを訂正して、
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CICS を再初期設定してください。次に CEDA トランザクシ

ョンを使用して、誤ったリストを調べて訂正してください。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、grpname

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4808E Object already exists in this group.

説明: グループ内にオブジェクトを定義する試みが行われまし

たが、同一名のオブジェクトがすでに存在しています。

システムの処置: ユーザーが重ね打ちできるように、CSD 上

の定義が表示されます。

ユーザーの処置: 別のオブジェクト名を指定したコマンドを入

力し直すか、または既存の定義を変更してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4809E Date/time fields do not match (object

updated by another user).

説明: CSD 上のオブジェクトの定義が、ユーザーが定義を変

更している間に変更されました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: コマンドを再入力してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4810E Object not found (deleted by another user).

説明: CSD 上のオブジェクトの定義が、ユーザーが定義を変

更している間に削除されました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 定義が削除された理由を突き止めてくださ

い。必要な場合、オブジェクトを再作成して更新します。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4811E applid name1 does not contain name2.

説明: 要求されたオブジェクト name2 が、CSD 上のグループ

name1 内に見つかりません。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 定義が見つからない原因を判別してくださ

い。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、name1、name2

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4814E applid List name listname exists as a group

name.

説明: GRPLIST システム初期設定パラメーターに、無効なリ

スト名 listname が指定されています。 CICS は、同一名のグ

ループがすでに CSD 内に存在するため、そのリストを見つけ

ることができません。

注: 同じ名前のグループおよびリストは共存できません。

システムの処置: CICS は、「ENTER ALTERNATIVE

NAME OR CANCEL」という要求を出します。

ユーザーの処置: 有効なリスト名を入力するか、または

「CANCEL」を入力し、GRPLIST システム初期設定パラメー

ターを訂正して、CICS を再初期設定してください。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、listname

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4815E Group grpname not found in this list.

説明: コマンドに入力された AFTER/BEFORE 名をこのリス

ト上で見つけることができません。 ユーザーが EXPAND コ

マンドの結果を参照している間に、定義が削除された可能性が

あります。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: このリスト上に存在するグループ名でコマン

ドを再入力してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4816E applid Unable to install group grpname -

group not found.

説明: GRPLIST システム初期設定パラメーターに、使用でき

ないグループ名 grpname を含むリストが指定されています。

CICS は、このグループに属するものとして定義されたリソー

スがないため、グループ grpname を見つけることができませ

ん。

システムの処置: CICS は、「IS START-UP TO BE
CONTINUED? REPLY GO OR CANCEL」という要求を出し

ます。

「GO」と応答すると、CICS はリスト内のすべての有効な定義

により初期設定されます。

ユーザーの処置: グループ grpname を必要としない場合に

は、「GO」を入力してください。

グループ grpname が不可欠な場合には、「CANCEL」を入力

し、GRPLIST システム初期設定パラメーターを訂正して、

CICS を再初期設定してください。次に CEDA トランザクシ

ョンを使用して、誤ったリストを調べて訂正してください。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、grpname

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4819E Group already exists in this list.

説明: グループはすでにリストに存在しています。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: グループが存在する原因を判別し、別のグル

ープ名を使用してコマンドを再入力してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー
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DFHAM4820S Unable to perform request - CSD full.

説明: CSD ファイル DFHCSD がいっぱいです。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: スペースを現在より多く使用できるときに、

コマンドを再入力してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4821S applid Unable to perform request - I/O

error to CSD.

説明: CICS 初期設定時に CSD ファイルにアクセスを行って

いるとき、エラーが発生しました。これは、おそらく CSD フ

ァイルを含むディスクが正しく取り付けられなかったためと考

えられます。

システムの処置: CICS は終了します。

ユーザーの処置: CICS 初期設定を再試行します。 この問題

が再発する場合は、おそらくハードウェアに障害があり、CSD
ファイルのバックアップ・コピーをロードする必要がありま

す。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4823S applid Unable to perform request -

DFHCSD not open.

説明: CSD ファイル (DFHCSD) がオープンされていませ

ん。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: マスター端末オペレーターにファイルのオー

プンを依頼してください。 DFHCSD は、システム初期設定パ

ラメーターによって定義されています。 CSD ファイルの定義

方法についての詳細は、「CICS System Definition and

Operations Guide」を参照してください。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4824S applid Unable to perform request -

Insufficient function in file definition for

DFHCSD.

説明: 初期設定時に、CICS は GRPLIST システム初期設定パ

ラメーターを見つけましたが、DFHCSD のファイル定義項目

にエラーがあったために、CSD ファイルにアクセスできませ

んでした。

このエラーの最大の原因としては、DFHCSD に対して

CSDACC システム初期設定パラメーターが正しくコーディン

グされていないことが考えられます。 詳細については、

「CICS System Definition and Operations Guide」を参照してく

ださい。

システムの処置: CICS は終了します。

ユーザーの処置: 次の CICS 初期設定を行う前に、DFHCSD
のシステム初期設定パラメーターのエラーを訂正してくださ

い。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4825S applid Unable to perform request - File

Control has returned an INVREQ response.

説明: ファイル制御ファイル要求ハンドラー (DFHFCFR)
が、入力されたコマンドをサポートするための十分な機能を持

っていません。

システムの処置: コマンドは無視されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4826S applid Unable to perform request - CSD

corrupted or not initialized.

説明: 初期設定時に、CICS は GRPLIST システム初期設定パ

ラメーターを見つけましたが、次のいずれかの理由で CSD フ

ァイルにアクセスできません。

1. CSD ファイルが初期設定されていない。

2. CSD 初期設定が正しく完了していない。

3. CSD ファイルが破壊されている。

システムの処置: CICS は終了します。

ユーザーの処置: 前に CSD ファイルを使用したことがなけれ

ば、オフライン・ユーティリティー DFHCSDUP を用いて

CSD ファイルを初期設定し、ユーティリティーからの出力リ

ストを見て、初期設定が正しく完了したかどうかを調べてくだ

さい。

以前に CSD ファイルを使用していた場合には、それが破壊さ

れていることも考えられます。 CSD ファイルのバックアッ

プ・コピーをロードして、壊れたファイルの代わりにそれを使

用してください。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4827S applid Unable to perform request -

DFHCSD could not be installed.

説明: 初期設定時に、CICS は GRPLIST システム初期設定パ

ラメーターを見つけましたが、ファイル制御が CSD ファイル

をインストールできなかったため、CSD ファイルにアクセス

できません。

システムの処置: CICS は終了します。

ユーザーの処置: 次の CICS 初期設定を行う前に、DFHCSD
ファイルの定義に正しいシステム初期設定パラメーターを指定

してあることを確認してください。

新しい SIT を必要に応じてアセンブルします。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid
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宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4828E applid Group grpname not found.

説明: コマンド内のグループ名 grpname を見つけることがで

きません。

システムの処置: コマンドは無視されます。

ユーザーの処置: 存在するグループ名を使用してコマンドを再

試行してください。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、grpname

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4829S applid Storage violation. CSD primary

control record not updated.

説明: CSD ファイルの 1 次レコードのストレージ内バージョ

ンが壊されました。

システムの処置: CSD ファイルのバージョンは更新されず、

しかも必ずしも影響を受けていません。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4830E restype resname already exists in the target

group.

説明: ターゲット・グループ内に重複したものが見つかったた

め、COPY 操作を実行できません。

システムの処置: COPY コマンドは無視されます。

ユーザーの処置: MERGE オプションまたは REPLACE オプ

ションを使用して、このコマンドを再入力してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4831E The new name name is longer than the

four characters allowed for restype names.

説明: 指定された名前 name が 4 文字を超えるため無効で

す。

システムの処置: コマンドは無視されます。

ユーザーの処置: 有効な名前を入力してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4839E applid List listname not found.

説明: CICS 初期設定に使用されるシステム初期設定テーブル

(SIT) には、GRPLIST パラメーターが含まれていますが、

CICS は CSD ファイル内に指名されたリスト listname を見つ

けることができません。

システムの処置: CICS は、「ENTER ALTERNATIVE
NAME OR CANCEL」という要求を出します。

ユーザーの処置: 有効なリスト名を入力してください。

適当なユーザー定義リストがなかった場合には、

GRPLIST=DFHLIST を指定して最小機能システムを初期設定し

て、CEDA トランザクションを使用して間違いのあるリストの

検討および訂正を行い、必要なグループをインストールし、適

切なリストを再作成することができます。 最後に、CICS を取

り消し、GRPLIST システム初期設定パラメーターを訂正し

て、CICS を再初期設定してください。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、listname

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4840W Group grpname not appended - group

already exists in target list.

説明: グループ grpname が、すでにターゲット・リストに存

在します。

システムの処置: グループ定義は追加されません。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4841E applid Install failed because definition of

restype resname is in use by task no. taskno

(transaction id. tranid).

説明: CICS 上にオブジェクト定義 restype resname をインス

トールする試みが行われましたが、タスク taskno によって読

み取りロックがその定義上で保持されています。

システムの処置: 定義はインストールされませんでした。

ユーザーの処置: しばらくしてからコマンドを再試行してくだ

さい。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、restype、resname、taskno、

tranid

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4842E applid Install failed because restype resname

is currently in use.

説明: CICS システム上でオブジェクト定義 restype resname

をインストールする試みが行われましたが、そのオブジェクト

定義が使用中であったためインストールは失敗しました。

システムの処置: 定義はインストールされませんでした。

ユーザーの処置: しばらくしてからコマンドを再試行してくだ

さい。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、restype、resname

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4843W applid tttttttt nnnnnnnn is internally locked

to OPID opid APPLID applid.

説明: インストールを試みましたが、グループまたはリスト

tttttttt nnnnnnnn が、CICS システム applid 上のオペレーター

opid に内部的にロックされています。 これは、CSD を複数の

CICS 領域間で共用していて、しかもそのグループまたはリス

ト上の操作が完了していないとき、コールド・スタート時に発

生した可能性があります。

システムの処置: インストールは続行されます。

ユーザーの処置: インストールされた定義がユーザーの要件に
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対応しているかどうかを調べてください。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、tttttttt、 nnnnnnnn、opid、

applid

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4844W restype resname1 in group grpname1 has the

same name as a restype later in group

grpname2.

説明: CHECK コマンドが重複オブジェクト名を検出しまし

た。

システムの処置: CHECK コマンドにはありませんが、これら

の定義がインストールされた場合には、前の定義は無視されま

す。両方とも同じ CICS テーブルに属しており、このテーブル

では重複した項目は存在できないからです。

ユーザーの処置: 重複状態が存在する理由を突き止めて、必要

な場合はこれを修正してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4845W restype1 resname1 referenced by restype2

resname2 in group grpname cannot be found.

説明: CHECK コマンドが、トランザクション定義で、存在し

ないオブジェクト定義の参照を検出しました。

システムの処置: CHECK コマンドでは何も行われませんが、

その定義がインストールされ、使用される場合には、エラーが

発生する可能性があります。

ユーザーの処置: オブジェクト定義が見つけられない理由を突

き止めて、必要な場合はそれを修正してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4846W The xxxxxxxx of transaction tranid1 in

group grpname duplicates that of transaction

tranid2 in group grpname.

説明: CHECK コマンドが、別のトランザクションと同じ別名

を持つトランザクション定義を見つけました。

システムの処置: CHECK コマンドについては、システムの処

置は発生しません。 ただし、その定義をインストールし使用し

た場合には、エラーが発生する可能性があります。

ユーザーの処置: 重複状態が発生する理由を突き止めて、必要

な場合はそれを修正してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4847W RELOAD(YES) has been specified for

program progname referenced by transaction

tranid in group grpname.

説明: CHECK コマンドが、RELOAD=YES が指定されたプロ

グラムを参照するトランザクション定義を見つけました。

システムの処置: この定義をインストールした場合、CICS
は、トランザクションによって呼び出された最初のプログラム

に対してストレージを解放しません。

ユーザーの処置: RELOAD (NO) を指定してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4848W Program progname in group grpname

specifies language RPG which is no longer

supported on VSE.

説明: CHECK コマンドが、RPG II プログラム定義を見つけ

ました。 RPG II は、CICS Transaction Server ではサポート

されていません。

システムの処置: この定義をインストールした場合、プログラ

ム言語は上書きされ、予期しない結果が起こります。

ユーザーの処置: 定義を変更または削除してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4849W NETNAME netname of {CONNECTION |

TERMINAL} rsrcname1 in group grpname1

duplicates that of {CONNECTION |

TERMINAL} rsrcname2 in group grpname2.

説明: CHECK コマンドが NETNAME を持つ接続または端

末定義を検出しました。これは、別の接続または端末定義で定

義されている NETNAME と同じものです。

システムの処置: CHECK コマンドでは何も行われません。

ただし、同じ NETNAME を持つ、2 台の端末または端末と接

続をインストールすることはできません。 また、同じ

NETNAME の複数の APPC リンク、同じ NETNAME の

APPC リンクと LUTYPE6.1 リンク、あるいは同じ

NETNAME の複数の IRC 接続を持つこともできません。

ユーザーの処置: 重複している名前がある理由を突き止めて、

問題を解決してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4850W Transaction ID tranid begins with 'C'.

Such transaction IDs are reserved and may

be redefined by CICS.

説明: 文字 C で始まるトランザクションは予約されており、

CICS によって再定義される場合があるため避けてください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 別のトランザクション ID を指定してくださ

い。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4852W restype name resname begins with 'DFH'.

Such names are reserved and may be

redefined by CICS.

説明: DFH で始まる名前が指定されました。

システムの処置: 定義がインストールされている場合には、エ

ラーが発生する可能性があります。

ユーザーの処置: 「DFH」で始まる名前は予約されており、さ

らに CICS によって再定義される場合があります。「DFH」で

始まる名前は避けてください。

モジュール: DFHAMP
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宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4855W DVSUPRT(VTAM) must be specified for

PROFILE profname referenced by transaction

tranid in group grpname.

説明: CHECK コマンドが、プロファイル progname 内に

DVSUPRT(VTAM) が指定されていない CICS 提供トランザク

ション tranid の定義を見つけました。

システムの処置: その定義をインストールし使用した場合に

は、エラーが発生する可能性があります。

ユーザーの処置: DVSUPRT(VTAM) を指定します。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4856W INBFMH(ALL) must be specified for

PROFILE profname referenced by transaction

tranid in group grpname.

説明: CHECK コマンドが、プロファイル progname 内に

INBFMH(ALL) が指定されていない CICS 提供トランザクシ

ョン tranid の定義を見つけました。

システムの処置: この定義をインストールし使用した場合に

は、システムは異常終了コード AXFO を出して異常終了しま

す。

ユーザーの処置: INBFMH(ALL) を指定します。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4858S applid Unable to perform request -

DFHCSD not enabled.

説明: GRPLIST システム初期設定パラメーターが指定されて

いますが、CSD ファイルが使用不可のため CICS はこの CSD
ファイルを使用できません。

システムの処置: CICS は終了します。

ユーザーの処置: CSD ファイルを使用する場合、次の CICS
初期設定を行う前に、DFHCSD のシステム初期設定パラメー

ターおよび JCL が正しく指定されていることを確認してくだ

さい。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4859S applid Unable to perform request - The

value of the CSDSTRNO system

initialization parameter is too small.

説明: VSAM 文字列が不足していて、CEDA が続行できませ

ん。

システムの処置: CEDA コマンドは実行されません。

ユーザーの処置: 他の CEDA ユーザーがそれぞれのセッショ

ンを終了させるまで待つか、並行 CEDA トランザクションの

2 倍の数に CSDSTRNO 初期設定パラメーターの値を指定しま

す。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4861W XTRANID of transaction tranid in group

grpname duplicates transaction ID tranid in

group grpname.

説明: CHECK コマンドが、グループ grpname 内に、その

XTRANID が前のトランザクション ID と重複するトランザク

ション tranid を見つけました。

システムの処置: CHECK コマンドについては、システムの処

置は発生しません。 ただし、これらの定義がインストールされ

ると別名は無視されます。

ユーザーの処置: 重複している名前がある理由を突き止めて、

問題を解決してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4862W transaction id tranid in group grpname

duplicates XTRANID of transaction tranid

in group grpname.

説明: CHECK コマンドが、グループ grpname 内に、その

XTRANID が前のトランザクション ID と重複するトランザク

ション tranid を見つけました。

システムの処置: CHECK コマンドについては、システムの処

置は発生しません。 ただし、これらの定義がインストールされ

た場合には、メッセージ内の最初のトランザクションが無視さ

れます。

ユーザーの処置: 重複している名前がある理由を突き止めて、

問題を解決してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4863I name is now locked. No group or list of

that name exists.

説明: LOCK コマンドは正常に実行されましたが、名前 name

のグループまたはリストを CSD ファイル上に見つけられませ

んでした。

システムの処置: 名前がロックされます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4864S applid Unable to perform operation -

DFHCSD cannot be opened.

説明: GRPLIST システム初期設定パラメーターが指定されて

いますが、次のいずれかの理由で CICS はこの CSD ファイル

を使用できません。

1. スタートアップ JCL に CSD ファイルの定義 (DFHCSD)
が入っていない。

2. CSD ファイルのファイル名またはデータ・セット名が、ス

タートアップ JCL に正しくコーディングされていない。

3. VSAM が、CSD ファイルをオープンできないものと診断

した。

システムの処置: CICS は終了します。

ユーザーの処置: 問題を解決するための処置は、次のように原

因によって異なります。

1. JCL を訂正する。
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2. JCL を訂正する。

3. システム・オペレーターのコンソール上の VSAM メッセ

ージを調べ、VSAM エラーをすべて訂正する。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4865S applid Unable to perform operation -

DFHCSD currently accessed by another

user.

説明: GRPLIST システム初期設定パラメーターは指定されて

いますが、別の領域が CSD ファイルにアクセスしており、

CSD クラスターが VSAM に対して SHAREOPTIONS(1) と

し定義されているため、CICS はその CSD ファイルに対する

読み取りアクセス権を得ることができません。

システムの処置: CICS は終了します。

ユーザーの処置: この問題の再発を防ぐには、

SHAREOPTIONS(2) を指定して CSD ファイルを再作成して

ください。 詳細については、「CICS System Definition and

Operations Guide」を参照してください。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4866E Unable to perform operation: name is IBM

protected.

説明: ユーザーが、「DFH」で始まるグループまたはリストの

内容を変更しようと試みました。これらは、IBM により保護さ

れています。

システムの処置: コマンドは実行されません。

ユーザーの処置: IBM 提供のグループまたはリストをコピー

し、コピーしたグループまたはリストの変更を行うことができ

ます。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4867E File name DFHCSD is reserved and must

not be modified.

説明: CSD を CSD 自体に定義することはできません。

システムの処置: コマンドは実行されません。

ユーザーの処置: CSDxxxx システム初期設定パラメーターで

DFHCSD を定義します。 詳細については、「CICS System

Definition and Operations Guide」を参照してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4868W The LSRPOOLID of the LSRPOOL

lsrname in group grpname duplicates that of

LSRPOOL lsrname in group grpname.

説明: CEDA CHECK コマンドを呼び出すときに、グループ

grpname 内に、別の LSRPOOL の LSRPOOLID と重複する

LSRPOOL 定義 lsrname が見つかりました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 重複している名前がある理由を突き止めて、

問題を解決してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4869E Single resource install of restype resname in

group grpname is not allowed.

説明: 単一リソース・インストールによる restype resname の

インストールが許可されていません。 このインストールは、グ

ループ・インストールを介して行う必要があります。

システムの処置: コマンドは実行されません。

ユーザーの処置: グループ grpname は、グループ・インスト

ールを介してインストールしてください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4870E applid Install failed for program progname -

language RPG is no longer supported

under VSE.

説明: システム初期設定テーブル (SIT) の GRPLIST パラメ

ーターが、LANGUAGE(RPG) で定義されたプログラム

progname を含むグループが入ったリストを指定しています。

RPG プログラムはサポートされなくなりました。

システムの処置: CICS の初期設定は続行されます。エラーに

なっている定義は無視されます。

ユーザーの処置: 正しい LANGUAGE 定義を使用して、プロ

グラム progname を定義し直してください。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、progname

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4871W applid File filename has been installed but

set filename failed.

説明: インストール済みファイル filename に対する

DSNAME および ENABLED の設定が失敗しました。

システムの処置: ファイルはインストールされていますが、そ

の状態は設定されません。

ユーザーの処置: CEMT SET FILE コマンドを使用して、ファ

イルを設定してください。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、filename、filename

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4872S applid Unable to connect to CICS catalog.

説明: DFHAMP が、端末インストールのための CICS カタ

ログに接続することができませんでした。

システムの処置: CICS は終了します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー
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DFHAM4873S applid Unable to disconnect the CICS

catalog.

説明: DFHAMP が、端末インストールのための CICS カタ

ログを切断することができませんでした。

システムの処置: CICS は終了します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4875E Unable to perform operation: name is

currently being updated by APPLID applid

OPID opid - please retry later.

説明: ユーザーが参照したグループ/リストの内容を、CEDA
の別のユーザーが現在変更を行っているため、ユーザーが出し

たコマンドが実行されません。

システムの処置: コマンドは実行されません。

ユーザーの処置: もう一度コマンドを出してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4876W PARTNER partnername specifies

NETNAME netname which is not found in

any CONNECTION definition that specifies

access method = VTAM.

説明: 現行グループ内に、指定されたパートナーの中で参照さ

れるネット名のための VTAM 接続がありません。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4877W PARTNER partnername specifies a

NETNAME and PROFILE for which there

is no common implied SESSIONs

definition.

説明: パートナー定義内のネット名は関連する接続定義を意味

し、したがって、セッション定義に関連付けられることになり

ます。 パートナー定義で参照されるプロファイル定義は、セッ

ション定義と関連付けることができるモードネームを指定しま

す。

現行グループ内には、指定されたパートナー定義により暗黙指

定される共通のセッション定義はありません。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4879W Group grpname has been partially

installed.

説明: グループ grpname に対して INSTALL コマンドを実行

している間に、グループ内の一部のエレメントは正常にインス

トールされましたが、少なくとも 1 つが失敗しました。

システムの処置: 1 つまたは複数のエレメントのインストール

が失敗した理由を示すメッセージが出されました。

ユーザーの処置: すでに出されたメッセージを使用し、インス

トールが失敗した理由を判別して問題を解決してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4880S applid Unable to perform operation - not

allowed by file attributes for DFHCSD.

説明: DFHCSD の CSDACC システム初期設定パラメーター

は、入力されたコマンドを CEDA が完了することを許可して

いません。 CSDACC パラメーターは、ファイルに使用できる

アクセス・タイプを指定します。 これは以下のいずれかです。

READWRITE
READONLY

特定のコマンドを機能させるためには、アクセス・タイプを適

切に設定する必要があります。

システムの処置: CEDA コマンドは無視されます。

ユーザーの処置: CSDACC システム初期設定パラメーターに

指定した値を訂正してください。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4881I Group name deleted.

説明: グループ name が CSD から削除されました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 削除されたグループがどのリストにも表示さ

れていないことを確認してください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4882W The {TPNAME | XTPNAME} of

transaction tranid in group grpname

duplicates the {TPNAME | XTPNAME} of

transaction tranid in group grpname.

説明: CHECK コマンドが、別のトランザクションの

TPNAME と一致する XTPNAME を持つトランザクションを

見つけました。

システムの処置: CHECK コマンドについてシステムの処置は

発生しませんが、これらの定義がインストールされると、メッ

セージ内の最初のトランザクションの XTPNAME または

TPNAME が無視されます。

ユーザーの処置: 重複が存在する理由を突き止めてください。

問題を解決するには、TPNAME または XTPNAME のいずれ

かの名前を変更します。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー
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DFHAM4883I List listname deleted.

説明: リスト listname が CSD から削除されました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 削除されたリストが、GRPLIST システム初

期設定パラメーターによって参照されていないことを確認して

ください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4884S restype name resname is reserved by CICS.

説明: リソース・タイプ restype 用に選択した名前 resname は

CICS によって予約されており、ユーザーは定義することがで

きません。

システムの処置: コマンドは拒否されます。

ユーザーの処置: resname を再定義して、コマンドを再びサブ

ミットしてください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4886I applid Installing list listname which matches

specified generic list genlist.

説明: GRPLIST システム初期設定パラメーターに、総称文字

を含むリスト名 genlist が指定されています。 CSD ファイル

を検索時に、指定の総称リストと一致するリスト名 listname が

見つかりました。

システムの処置: リスト名 listname はインストールされま

す。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、listname、genlist

宛先: コンソール

DFHAM4887I applid Unrecognized resource type found in

the CSD file and has been ignored.

説明: CICS が、認識されていないリソース・タイプ・コード

を CSD レコード内で検出しました。 認識されていないコー

ドは、言語定義テーブルの中のいずれの機能コードとも一致し

ていません。これは次のいずれかの理由により発生する可能性

があります。

1. 新しい CICS リリースによって CSD ファイル上に作成さ

れた定義のタイプをサポートしない CICS リリースを使用

している。

2. 言語定義テーブル (DFHEITSP または DFHEITCU) が、

CICS のこのリリースに対して無効である。

3. CSD マネージャー (DFHDMP) が、無効な CSD レコー

ド・バッファーを DFHPUP に渡した。これは、CICS の

内部論理エラーです。

システムの処置: リソースは無視され、操作は続行されます。

ユーザーの処置: 考えられる上記理由のうち、どれがエラーの

原因であるかを判別してください。理由の 1 と 2 を消去でき

れば、理由 3 に当てはまると仮定することができます。

次のように、確定した理由に応じた処置をとってください。

1. メッセージを無視します。

2. 実行中の CICS のリリースに対して、有効な DFHEITSP
および DFHEITCU のバージョンがライブラリーに入って

いるようにします。

3. この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順に

ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4888I Group groupname removed from list

listname.

説明: DELETE コマンドの実行中に、グループ groupname が

CSD から削除されました。 その結果、リスト listname が更新

され削除されたグループがリストから除去されました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4889S applid Unable to open DFHCSD for

read/write access as CSD has been

UPGRADED to CICS release cicsrel.

説明: CSD ファイル DFHCSD をオープンしようとしました

が、CSD の制御レコードには、それが CICS リリース cicsrel

にアップグレードされたことが示されています。 この CSD
に対するデータ更新が失われないようにすることは、この

CICS システムではできなくなりました。

システムの処置: コマンドは実行されません。

ユーザーの処置: この CICS システムで CSD への書き込み

アクセスが必要ではない場合には、CSDACC システム初期設

定パラメーターに READONLY の値を指定してください。 書

き込みアクセスが必要な場合には、CSD に対して必要な変更

を cicsrel CICS システムから行ってください。

モジュール: DFHAMP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHAM4897W applid The definition of {TCPIPSERVICE}

resourcename specified {STATUS=OPEN} but

the open failed.

説明: リソース名 resourcename を CICS システムにインスト

ールしようとして成功しましたが、リソースをオープンするこ

とができません。

システムの処置: 定義はインストールされています。

ユーザーの処置: 障害の原因を判別して、リソースをオープン

してください。

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、{7=TCPIPSERVICE}、

resourcename、{7=STATUS=OPEN}
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DFHAM4903E applid Install for TCPIPSERVICE tcpipservice

has failed because the service is open.

説明: サービスがオープンされていたため、TCPIPSERVICE
tcpipservice のインストールが失敗しました。

システムの処置: インストールは失敗します。

ユーザーの処置: サービスをクローズして、インストールを再

試行してください。

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、tcpipservice

DFHAM4904W applid Opening TCPIPSERVICE tcpipservice

has failed because port portno is already in

use.

説明: 指定したポート番号が使用中のため、TCPIPSERVICE
tcpipservice のオープンが失敗しました。

システムの処置: リソースはインストールされますが、クロー

ズされた状態になります。 メッセージ DFHSO0109 が、一時

データ・キュー CSOO に出されます。

ユーザーの処置: 指定されたポート番号が使用中でないかどう

かを検査してください。 詳細については、メッセージ

DFHSO0109 の説明を参照してください。

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、tcpipservice、portno

DFHAM4905E applid Install failed for resource. Option opt

is not available on this system.

説明: 現行の CICS システムは示されたオプション opt をサ

ポートするよう構成されていないため、リソース resource のイ

ンストールが失敗しました。

システムの処置: インストールは失敗します。

ユーザーの処置: 示されたオプションをサポートするための適

切なシステム初期設定パラメーターを指定して CICS システム

を再構成します。 その後で CICS を再始動してください。

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

モジュール: DFHAMDH

XMEOUT パラメーター: applid、resource、opt

DFHAM4906W applid Opening TCPIPSERVICE tcpipservice

has failed because port portno is not

authorized.

説明: 指定したポート番号が許可されていないため、

TCPIPSERVICE tcpipservice のオープンが失敗しました。

システムの処置: リソースはインストールされますが、クロー

ズされた状態になります。 メッセージ DFHSO0111 が一時デ

ータ・キュー CSOO に書き込まれます。

ユーザーの処置: 許可されているポートを選択します。 詳細

については、メッセージ DFHSO0111 の説明を参照してくださ

い。

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、tcpipservice、portno

DFHAM4907W applid Opening TCPIPSERVICE tcpipservice

has failed because the IP address is not

known.

説明: 指定した IP アドレスが認識されていないため、

TCPIPSERVICE tcpipservice が失敗しました。

システムの処置: リソースはインストールされますが、クロー

ズされた状態になります。 メッセージ DFHSO0110 が、一時

データ・キュー CSOO に書き込まれます。

ユーザーの処置: 認識されている IP アドレスを選択します。

詳細については、メッセージ DFHSO0110 の説明を参照してく

ださい。

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、tcpipservice

DFHAM4908E applid Install of DOCTEMPLATE

doctemplate1 failed because

TEMPLATENAME(template) already exists in

DOCTEMPLATE doctemplate2.

説明: 選択した TEMPLATENAME は文書テンプレート

doctemplate2 の完全名としてすでに使用中のため、

DOCTEMPLATE doctemplate1 のインストールが失敗しまし

た。

システムの処置: インストールは失敗します。

ユーザーの処置: doctemplate1 に別の TEMPLATENAME を

選択するか、doctemplate2 に対する文書テンプレート定義を廃

棄してください。

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

モジュール: DFHAMDH

XMEOUT パラメーター: applid、doctemplate1、template、

doctemplate2

DFHAM4909E applid Install of DOCTEMPLATE doctemplate

failed. LIBRARY(library) not found.

説明: 選択した LIBRARY(library) が CICS の現行ジョブの

JCL 内の VSE サブライブラリーの名前ではないため、

DOCTEMPLATE doctemplate のインストールが失敗しました。

library は、文書ハンドラー・ドメインが使用する文書テンプレ

ートが入っている VSE サブライブラリーの名前でなければな

りません。

システムの処置: インストールは失敗します。

ユーザーの処置: CICS の現行ジョブの JCL 内に存在する

LIBRARY を選択するか、この CICS ジョブの LIBDEF ステ

ートメントに必要なサブライブラリーを追加して、CICS を再

始動します。

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

モジュール: DFHAMDH

XMEOUT パラメーター: applid、doctemplate、library
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DFHAM4910E applid Install of DOCTEMPLATE doctemplate

failed. MEMBER(membername) not found in

LIBRARY library.

説明: メンバー membername が VSE ライブラリー library 内

に見つからなかったため、DOCTEMPLATE doctemplate のイン

ストールが失敗しました。

システムの処置: インストールは失敗します。

ユーザーの処置: メンバー membername がテンプレート・ラ

イブラリー内に存在していることを確認してから、これを参照

する DOCTEMPLATE をインストールしてください。

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

モジュール: DFHAMDH

XMEOUT パラメーター: applid、doctemplate、membername、

library

DFHAM4912E applid Install for TCPIPSERVICE

tcpipservicename failed because protocol

parameter is missing.

説明: 必須のプロトコル・パラメーターがないため、

TCPIPSERVICE tcpipservicename のインストールに失敗しまし

た。この状態は、tcpipservicename が CICS TS for z/VSE 2.2
より前のリリースで定義されていた場合に発生します。

システムの処置: インストールは失敗します。

ユーザーの処置: CICS TS for z/VSE 2.2 以降のシステムで

TCPIPSERVICE tcpipservicename 定義を訂正してください。

CEDA ALTER tcpipservicename を使用できます。あるいは、

DFHCSDUP EXTRACT tcpipservicename を使用して定義を取

得して修正し、DFHCSDUP を使用して再度定義してくださ

い。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、tcpipservicename

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAM4916E applid TCPIPSERVICE

tcpipservicename has not been opened

because the MAXSOCKETS limit has been

reached.

説明: システム内のアクティブ・ソケット数が現行

MAXSOCKETS 値に等しいため、TCPIPSERVICE
tcpipservicename はオープンされませんでした。

システムの処置: リソースはインストールされますが、クロー

ズされた状態になります。

ユーザーの処置: MAXSOCKETS 設定が、通常のシステム負

荷を処理するために十分かどうかを判別してください。十分で

ある場合、これはソケットを使用する作業でのピークによって

引き起こされた一時的な状態である可能性があり、作業負荷が

減ってから CEMT を使用して TCPIPSERVICE をオープンで

きることがあります。

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、tcpipservicename

宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHAPxxxx メッセージ

DFHAP0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは CICS コードにエラーが存在
する可能性があることを意味します。

他にも次のことが考えられます。
v 予期しないデータが入力された。

v ストレージが上書きされた。

v ユーザー・プログラム内にプログラム・チェックがあった。

コード aaa は (該当する場合) 3 桁の 16 進 VSE システム完

了コードです。 VSE コードが該当しない場合には、このフィ

ールドは 3 つのハイフンで埋められます。 aaa の後に続く 4
桁コード bbbb は、CICS またはユーザー・システム上の別の

プロダクトのいずれかによって作成されたユーザー異常終了コ

ードです。

X'offset' に値 X X'FFFF' が入っている場合には、異常終了時に

モジュール modname に制御があったことを意味しますが、プ

ログラム状況ワード (PSW) はこのモジュールをアドレッシン

グしていませんでした。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ

ステム・ダンプがとられます。

次のいずれかとなります。 たとえ CICS が終了しないように

ダンプ・テーブル内で指定済みであったとしても、これはクリ

ティカル・エラーなので CICS は終了します。

または、CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定して

いない限り、CICS は継続します。 通常、この問題に関する症

状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116 が作成さ

れます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

VSE コード aaa がある場合には、それを 「z/VSE メッセージ

およびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コード

および SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』

で調べてください。

modname 挿入部に値 ???? が入っている場合には、どのモジュ

ールが異常終了したのか CICS が判別できなかったことを意味

します。 この場合、システム・ダンプを調べて、コードのどの

区域がプログラム・チェックを発生させたのかを判別してくだ

さい。

ユーザーは他のメッセージを調べて、このメッセージを出した

モジュールが異常終了発生時に何をしていたかを判別してくだ

さい。 これらのメッセージから、どのプロダクトが異常終了コ

ード bbbb を出したのかを論理的に推測することができます。

bbbb が CICS コードとして識別された場合には、英数字また

は数値のいずれかになります。

DFHAM4910E • DFHAP0001

第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server for z/VSE) 31



v CICS コードが英数字 (例えば AKEA) の場合には、CICS
トランザクション異常終了コードを表している。

v CICS コードが数値 (例えば、1310) の場合には、CICS メ

ッセージを表している (例えば、DFHTS1310)。

ユーザーの異常終了コードが別のプロダクトからのコードであ

る場合には、該当するメッセージおよびコードの資料を参照し

て、異常終了の原因を判別してください。

該当する資料における項目は、エラーの性質に関する手引きを

ユーザーに提供し、さらに該当するユーザーの処置に関する手

引きについても提供していることがあります。

注: ユーザー・プログラム内にプログラム・チェックが発生し

た可能性があります。 この場合には、通常、プログラム・チェ

ックの次に ASRA トランザクション異常終了または ASRB ト

ランザクション異常終了が続き、さらにトランザクション・ダ

ンプが作成されます。

ASRA 異常終了および ASRB 異常終了の前に出されるシステ

ム・ダンプを抑止したい場合には、CEMT コマンドまたは

EXEC CICS コマンドを使用して、ダンプ・テーブル内の項目

にこれを指定する必要があります。 システム・ダンプの抑止に

ついての詳細は、「CICS System Definition and Operations

Guide」で説明されています。

この問題を解決するには、IBM の支援が必要な場合がありま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHABAB、DFHAFMT、DFHAPDM、

DFHAPDN、DFHAPEX、DFHAPIQ、DFHAPJC、

DFHAPNT、DFHAPSM、DFHAPST、DFHAPSI、
DFHAPRM、DFHAPXM、DFHAPXME、DFHEDFE、

DFHEISR、DFHICXM、DFHSAIQ、DFHSIPLT、

DFHSRP、DFHSTDT、DFHSTFC、DFHSTJC、

DFHSTLK、DFHSTLS、DFHSTSZ、DFHSTTD、

DFHSTTM、DFHSTTR、DFHSTTS、DFHSUEX、

DFHTDXM、DFHTMP、DFHTSUT

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname

宛先: コンソール

DFHAP0002 applid A severe error (code X'code') has

occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。

コード X'code' は、エラーが何であり、それがどこで検出され

たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。

システムの処置: トレース・テーブル内に例外項目が作成され

ます (メッセージ内の X'code')。ダンプ・テーブルで特にダンプ

を抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。

このメッセージが DFHAPEX または DFHSUEX から出さ

れ、しかも出口点が XDUREQ の場合には、再帰的なダンプを

防ぐためにシステム・ダンプはとられません。

次のいずれかとなります。 たとえ CICS が終了しないように

ダンプ・テーブル内で指定済みであったとしても、これはクリ

ティカル・エラーなので CICS は終了します。

または、CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定して

いない限り、CICS は継続します。 通常、この問題に関する症

状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116 が作成さ

れます。

ユーザーの処置: システム管理者に知らせてください。 この

障害は、CICS 内に重大エラーがあることを示しています。 ダ

ンプ・テーブルで終了を要求していなければ、CICS を終了さ

せることもできます。 CICS 例外トレース項目についての詳細

は、「CICS Problem Determination Guide」を参照してくださ

い。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHABAB、DFHAFMT、DFHAPDM、

DFHAPDN、DFHAPEX、DFHAPJC、DFHAPRM、

DFHAPSI、DFHAPSIP、DFHAPSM、DFHAPST、

DFHAPTI、DFHAPTIM、DFHAPTIX、DFHAPXM、

DFHAPXME、DFHERM、DFHEISR、DFHICXM、

DFHPCPG、DFHSIPLT、DFHSTDT、DFHSTFC、

DFHSTJC、DFHSTLK、DFHSTLS、DFHSTSZ、

DFHSTTD、DFHSTTM、DFHSTTR、DFHSTTS、

DFHSUEX、DFHSUZX、DFHTMP、DFHTDXM、

DFHXCPA、DFHXSWM、DFHZCUT

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

宛先: コンソール

DFHAP0003 applid Insufficient storage (code X'code') in

module modname.

説明: CICS GETMAIN がモジュール modname によって出さ

れましたが、要求を満足させるための十分なストレージがあり

ません。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す

る例外トレース・ポイント ID です。

システムの処置: 例外項目がトレース・テーブル内に作成され

ます (メッセージ内のコード X'code')。 ダンプ・テーブルで特

にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、

CICS は続行されます。

該当する場合には、エラー戻りコードがこのドメインの呼び出

し側に送られます。この場合、CICS を呼び出し側 (例えば、

ドメイン・マネージャー DFHDMDM) が終了させることがで

きます。 このことを示すメッセージが出されます。 通常、こ

の問題に関する症状ストリングが入っているメッセージ

DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

DSA または EDSA のサイズを大きくしてみてください。

CICS ストレージの制御についての詳細は、「CICS Transaction

Server for VSE/ESA システム定義の手引き」または「CICS
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Customization Guide」を参照してください。

この問題を解決するには、IBM の支援が必要な場合がありま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHAPDM、DFHAPSIP

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

宛先: コンソール

DFHAP0004 applid A possible loop has been detected at

offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要

しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'

で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時

に実行されていた命令のオフセットです。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ

ステム・ダンプがとられます。

このメッセージが DFHAPEX または DFHSUEX から出さ

れ、しかも出口点が XDUREQ の場合には、再帰的なダンプを

防ぐためにシステム・ダンプはとられません。

次のいずれかとなります。 たとえ CICS が終了しないように

ダンプ・テーブル内で指定済みであったとしても、これはクリ

ティカル・エラーなので CICS は終了します。

または、CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定して

いない限り、CICS は継続します。 通常、この問題に関する症

状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116 が作成さ

れます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。CICS が終了しなかった場合は、CICS をダウンさせるほ

ど問題が重大かどうかを判別する必要があります。

一部の CICS 機能はプロセッサー時間を多く使用することがあ

るので、このメッセージは長時間実行機能が原因で出された可

能性があります。 したがって、これはエラーではない可能性が

あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設

定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で測定) で指定したラン

ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。

これは、モジュール modname が終了され、CICS が続行され

ることを意味します。

しかし、ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname

がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を

終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ

がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間

隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当

な時間に CICS をダウンさせる必要があります。 ただし、

CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的

にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決されない場合には、IBM か

らサポートを得てこの問題を解決してください。 手順について

は、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照し

てください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHAFMT、 DFHAPDM、 DFHAPDN、

DFHAPEX、 DFHAPIQ、 DFHAPJC、 DFHAPSM、

DFHAPST、 DFHAPSI、 DFHAPRM、 DFHAPXM、

DFHAPXME、 DFHEDFE、 DFHEISR、 DFHICXM、

DFHSAIQ、 DFHSIPLT、 DFHSTDT、 DFHSTFC、

DFHSTJC、 DFHSTLK、 DFHSTLS、 DFHSTSZ、

DFHSTTD、 DFHSTTM、 DFHSTTR、 DFHSTTS、

DFHSUEX、 DFHTDXM、 DFHTSUT

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname

宛先: コンソール

DFHAP0005 applid A hardware error has occurred
(module modname, code X'code'). VSE Store
Clock found inoperative.

説明: モジュール module の実行中に、ハードウェア・エラー
が発生しました。ストア・クロック機構は、オペレーティン
グ・システムのためのタイミング機構です。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す
る例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード code) がト
レース・テーブルに作成されます。ダンプ・テーブルで特にダ
ンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了しないようにダンプ・テーブルで指定済みであっ
たとしても、これはクリティカル・エラーなので CICS は終了
します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: ストア・クロックを調べて、それが正しく作
動しているかどうか確認してください。ストア・クロックに原
因がある場合には、修理または交換などの適切な処置を行う必
要があります。

これが万一ハードウェアの問題ではない場合には、IBM からの
サポートが必要です。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHZCUT

XMEOUT パラメーター: applid、modname、X'code'
宛先: コンソール

DFHAP0100 applid Suffixed module modname cannot be
loaded. Enter new suffix, 'YES'(unsuffixed),
'NONE'(dummy), or 'CANCEL'

説明: AP ドメインの初期設定時に、接尾部の付いた CICS モ
ジュールまたはテーブルをロードすることができませんでし
た。
システムの処置: AP ドメイン初期設定ルーチンは、オペレー
ターが次を入力するまで待機します。
v 代わりの 2 文字の接尾部を入力する。

v 「YES」を入力して、接尾部なしのバージョンを要求する。

v 「NONE」を入力して、プログラムまたはテーブルのダミ

ー・バージョンをロードするように要求する。または、

v 「CANCEL」を入力する。

「CANCEL」を入力した場合、CICS は中核プロセスの終了

時に異常終了します。
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ユーザーの処置: 接尾部が正しいかどうかを確認してくださ

い。 正しくない場合には、「システムの処置」で説明されてい

る応答のいずれかを入力してください。

「CANCEL」を入力した場合には、該当するライブラリーにモ

ジュールを追加することによってエラーを訂正してから CICS
を再始動してください。

モジュール: DFHSIB1

XMEOUT パラメーター: applid、modname

宛先: コンソール

DFHAP0101 applid Suffixed module modname cannot be

loaded.

説明: AP ドメインの初期設定時に、接尾部の付いた CICS モ

ジュールまたはテーブルをロードすることができませんでし

た。このメッセージは、前に出された DFHAP0100 メッセー

ジに応答して CANCEL が指定された後、見つからなかったす

べての接尾部可能モジュールについて出されます。

システムの処置: AP ドメイン初期設定は、中核ロード処理が

終わるまで継続します。 その後 CICS は異常終了し、ダンプ

が作成されます。

ユーザーの処置: 接尾部が正しいかどうかを確認してくださ

い。 正しくない場合には、CICS の次の初期設定のために、

SIT を訂正するか、または指定変更を介して正しい接尾部を指

定してください。 それ以外の場合には、モジュールを該当する

ライブラリーに追加することによってエラーを訂正してくださ

い。

モジュール: DFHSIB1

XMEOUT パラメーター: applid、modname

宛先: コンソール

DFHAP0501 date time applid Program progname has issued

an ADDRESS CSA command that is no

longer supported.

説明: プログラム progname は、CSA をアドレッシングしよ

うとしました。 この機能は現在はサポートされていません。

戻されたアドレスは、現在取り出し保護がかけられています。

このアドレスを参照しようとすると、異常終了します。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムからこのコマ

ンドを除去してください。 変換してコンパイルを行ってくださ

い。以前に戻されたアドレスへの参照をすべて除去してくださ

い。

モジュール: DFHEEI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、progname

宛先: CMIG

DFHAP0601 applid Force purge of transaction id tranid

transaction number trannum has been

deferred because the transaction is

executing post commit syncpoint

processing.

説明: CICS が、トランザクションの強制除去の要求を受け取

りました。 強制除去されるトランザクションが、2 フェーズの

同期点の第 2 フェーズを処理している途中です。 この時点で

除去が受け入れられた場合、対象となるトランザクションは異

常終了し、それによって CICS も U0408 で異常終了します。

トランザクションがこの状況にある場合には、トランザクショ

ンを除去することはできません。 トランザクションが、この状

態であるのはほんの短い間だけです。 この後にトランザクショ

ンの強制除去を行おうとして、この条件が検出された場合、シ

ステムによって出される遅延異常終了を優先使用する場合があ

ります。 この場合、遅延除去が行われるよりも速く、システム

からトランザクションが除去されることになります。

システムの処置: CICS は、ターゲット・トランザクションの

除去の保護が解除されるまで、除去を遅らせます。

ユーザーの処置: ターゲット・トランザクションがまだ終了し

ていない場合は、少し間隔を置いて再び除去を試みてくださ

い。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHAPXME

XMEOUT パラメーター: applid、tranid、trannum

宛先: コンソール

DFHAP0602 applid Force purge of transaction id tranid

transaction number trannum has been

deferred because the transaction is

executing transaction backout.

説明: CICS が、トランザクションの強制除去の要求を受け取

りました。 強制除去されるトランザクションが (前に起こった

トランザクション異常終了あるいは同期点ロールバック要求の

結果として) トランザクション・バックアウト処理を行ってい

る途中です。 この時点で除去が受け入れられた場合、対象とな

るトランザクションは異常終了して、CICS は U0405 で異常

終了します。 トランザクションがこの状況にある場合には、ト

ランザクションを除去することはできません。 トランザクショ

ンが、この状態であるのはほんの短い間だけです。 この後にト

ランザクションの強制除去を行おうとして、この条件が検出さ

れた場合、システムによって出される遅延異常終了を優先使用

する場合があります。 この場合、遅延除去が行われるよりも速

く、システムからトランザクションが除去されることになりま

す。

システムの処置: CICS は、ターゲット・トランザクションの

除去の保護が解除されるまで、除去を遅らせます。

ユーザーの処置: ターゲット・トランザクションがまだ終了し

ていない場合は、少し間隔を置いて再び除去を試みてくださ

い。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHAPXME

XMEOUT パラメーター: applid、tranid、trannum

宛先: コンソール
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DFHAP0701 applid An abend (code abcode) has occurred
in exit program progname at exit point
xxxxxxxx.

説明: プログラム progname に異常終了またはプログラム・チ
ェックが発生しました。 これは、プログラムにエラーがある
か、予期しないデータが入力されたか、またはストレージに上
書きが行われたことを意味しています。

このコードは、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場合)
と、次に続く 4 桁の英数字 CICS コードから成ります。 VSE
コードは、システム完了コード (例えば、0C1) です。 VSE コ
ードが該当しない場合には、このフィールドは 3 つのハイフン
で埋められます。 CICS コードは、異常終了コード、または
CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、AKEA は CICS
異常終了コードです。1310 はメッセージ DFHTS1310 のこと
です。)
システムの処置: CICS はトレース・テーブル内に例外項目を
作成し、ゼロ戻りコードを出口点に戻します。 CICS は、次の
いずれかの場合以外はシステム・ダンプも作成します。
v ユーザーがダンプ・テーブル内でダンプを明示的に抑止し

た。

v 出口点が XDUREQ である。 再帰的なダンプを避けるため

にダンプは取られません。

次のいずれかです。ダンプ・テーブル内に CICS が終了するよ

うに指定しない限り、CICS は続行されます。

または、たとえ CICS が終了しないようにダンプ・テーブルで

指定済みであったとしても、これはクリティカル・エラーなの

で CICS は終了します。この場合には、ゼロ戻りコードが

CICS 管理モジュールに返されます。

ユーザーの処置: ユーザー出口プログラム progname に論理エ

ラーがある可能性があります。 EXEC CICS DISABLE コマン

ド内の EXITALL オペランドを使用して、すべての出口点から

の出口プログラムを使用不可にしてからエラーを訂正してくだ

さい。

ユーザー出口プログラムのコーディングのプログラミング情報

については、「CICS Customization Guide」を参照してくださ

い。

モジュール: DFHSUEX、DFHUEH

XMEOUT パラメーター: applid、abcode、progname、xxxxxxxx

宛先: コンソール

DFHAP0704 applid A possible loop has been detected in

exit program progname at exit point

xxxxxxxx.

説明: 出口プログラム progname に制御があり、トランザクシ

ョンに費やした CPU 時間が、ICVR で指定した CPU 時間を

超えてしまいました。 おそらくループがあるものと思われま

す。

システムの処置: CICS は出口点にゼロ戻りコードを戻しま

す。 CICS は、次のいずれかの場合以外はシステム・ダンプも

作成します。

v ユーザーがダンプ・テーブル内でダンプを明示的に抑止し

た。

v 出口点が XDUREQ である。 再帰的なダンプを避けるため

にダンプは取られません。

ユーザーの処置: ユーザー出口プログラム progname に論理エ

ラーがあることが考えられます。 EXEC CICS DISABLE コマ

ンド内の EXITALL オペランドを使用して、すべての出口点か

らの出口プログラムを使用不可にしてからエラーを訂正してく

ださい。

ユーザー出口プログラムのコーディングについての詳細は、

「CICS Customization Guide」を参照してください。

ループがないと思われる場合には、CEMT SET SYSTEM
RUNAWAY() コマンドを使用してランナウェイ・タスクの時

間間隔を長くすることができます。 この点については、

「CICS Supplied Transactions」で説明されています。

モジュール: DFHSUEX、DFHUEH

XMEOUT パラメーター: applid、progname、xxxxxxxx

宛先: コンソール

DFHAP0705W date time applid The enable of task related
user exit program progname has caused
CICS to force taskdataloc(below) for all
transactions.

説明: タスクに関連したユーザー出口プログラム progname
が、TASKSTART オプションおよび LINKEDITMODE オプシ
ョンで使用可能になり、progname が AMODE 24 でリンク・
エディットされました。 これにより、このプログラムは例外な
く AMODE 24 で呼び出されます。 AMODE 24 タスク関連
ユーザー出口プログラムを呼び出すことができるのは、呼び出
しトランザクションが TASKDATALOC(BELOW) で定義され
ている場合だけです。

タスク開始のために AMODE 24 タスク関連ユーザー出口を使
用可能にすることにより、ユーザーは、後続のすべてのトラン
ザクションを TASKDATALOC(BELOW) で実行させるように
CICS を強制しました。
システムの処置: CICS は継続しますが、この後の CICS 実行
については、CICS はすべてのトランザクションを
TASKDATALOC(BELOW) で実行しようとします。
ユーザーの処置: すべてのトランザクションが
TASKDATALOC(BELOW) で実行されなければならない事態を
避けるには、タスク関連ユーザー出口を変更して、タスク開始
のために呼び出されたときに AMODE(31) を実行できるよう
にします。

呼び出し側が何であっても例外なく AMODE 31 で実行される
ようにタスク関連ユーザー出口を変更するのが理想です。 この
場合には、出口プログラムを AMODE 31 属性でリンク・エデ
ィットすることができ、さらに LINKEDITMODE オプション
で使用可能にできます。 これにより、CICS はプログラムを例
外なく AMODE 31 で呼び出します。

さらに、タスク関連ユーザー出口を変更して、どちらのアドレ
ッシング・モードでも呼び出せるように変更することもできま
す。 この場合、ユーザー出口は LINKEDITMODE オプション
なしで使用可能にする必要があります。 このことは、ユーザー
出口がその呼び出し側のアドレス指定モードで呼び出されるこ
とを意味しています。 タスク開始などの CICS 呼び出しの場
合、アドレス指定モードは常に AMODE 31 ですが、AMODE
24 のアプリケーションからの呼び出しに対してユーザー出口を
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AMODE 24 で呼び出されるようにしたければ、そうすること
もできます。

TASKDATALOC オプションの詳細については、「CICS
Resource Definition Guide」を参照してください。

タスク関連ユーザー出口を使用可能にするときの
LINKEDITMODE オプションのプログラミング情報について
は、「CICS Customization Guide」を参照してください。
モジュール: DFHUEM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、progname
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHAP0706 applid A probable loop has been detected
in task related user exit program progname.

説明: タスク関連ユーザー出口プログラム progname に制御権
があり、トランザクションに費やした CPU 時間が、ICVR シ
ステム初期設定パラメーターで指定された値よりも長くなりま
した。 おそらくループがあるものと思われます。
システムの処置: ユーザーがダンプ・テーブルで特にダンプを
抑止していない限り、CICS はシステム・ダンプを行います。
ユーザーの処置: タスク関連ユーザー出口プログラム
progname に論理エラーがあることが考えられます。 出口プロ
グラムを使用不可にしてエラーを訂正してください。

タスク関連ユーザー出口プログラムのプログラミング情報につ
いては、「CICS Customization Guide」を参照してください。

ループがない場合には、CEMT SET SYSTEM RUNAWAY()
コマンドを使用してランナウェイ・タスクの時間間隔を長くす
ることにより、この問題を回避することができます。 この点に
ついては、「CICS Supplied Transactions」で説明されていま
す。
モジュール: DFHERM

XMEOUT パラメーター: applid、progname
宛先: コンソール

DFHAP0707 applid An abend (code abcode) has occurred
in task related user exit program progname.

説明: タスク関連ユーザー出口プログラム progname に異常終
了またはプログラム・チェックが発生しました。 これは、出口
プログラムにエラーがあるか、予期しないデータが入力された
か、またはストレージに上書きが行われたことを意味していま
す。

このコードは、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場合)
と、次に続く 4 桁の英数字 CICS コードから成ります。 VSE
コードは、システム完了コード (例えば、X'0C1') です。VSE
コードが該当しない場合には、このフィールドは 3 つのハイフ
ンで埋められます。 CICS コードは、異常終了コード、または
CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、AKEA は CICS
異常終了コードです。1310 はメッセージ DFHTS1310 のこと
です。)
システムの処置: CICS は、トレース・テーブルに例外項目を
作成し、ダンプ・テーブルでダンプを特に抑止していない限り
システム・ダンプを行います。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。
ユーザーの処置: タスク関連ユーザー出口プログラム
progname に論理エラーがある可能性があります。 タスク関連

ユーザー出口プログラムを使用不可にしてエラーを訂正してく
ださい。

タスク関連ユーザー出口プログラムのコーディングのプログラ
ミング情報については、「CICS Customization Guide」を参照
してください。
モジュール: DFHERM

XMEOUT パラメーター: applid、abcode、progname
宛先: コンソール

DFHAP0801 applid z/VSE Conversion Services are not
available.

説明: z/VSE 変換サービスが使用できないため、これらの変
換サービスを使用して文字変換を行うことはできません。
システムの処置: CICS を続行します。
ユーザーの処置: なし。
このメッセージは、システム初期設定パラメーター
MSGLVL=0 で抑止することができます。 z/VSE 変換サービ
スを CICS で使用する場合は、これらのサービスが z/VSE シ
ステムで使用可能になっていなければならず、モジュール
DFHCCNVG が z/VSE 変換サービス・スタブ CUNLCNV
にリンク・エディットされていなければなりません。
モジュール: DFHCCNVG

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHAP0802 applid Data conversion using CCSID ccsid1
and CCSID ccsid2 is not supported by this
system.

説明: CICS は一部の文字データを 1 つの CCSID エンコー
ド方式から別の方式に変換する要求を受け取りました。この
CCSID の組み合わせは、領域によって現在サポートされてい
ません。
システムの処置: 変換処理が失敗してデータは変換されませ
ん。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHCCNVG

XMEOUT パラメーター: applid、ccsid1、ccsid2
宛先: コンソール

DFHAP1200 applid A CICS request to the Language
Environment for z/VSE has failed. Reason
code rc.

説明: CICS が Language Environment for z/VSE との通信
を試みましたが、エラーのために、CICS が要求した機能を実
行することができませんでした。
システムの処置: システム初期設定時にエラーが発生した場合
には、初期設定は続行されますが、Language Environment for
z/VSE に対するサポートは行われません。 ユーザーのアプリ
ケーション・プログラム内にエラーが発生した場合には、トラ
ンザクションは異常終了します。
ユーザーの処置: Language Environment for z/VSE の戻り
コード rc の説明については、「IBM Language Environment
for z/VSE, Debugging Guide and Run-Time Messages」を参照し
てください。

システム初期設定時にエラーが発生した場合には、Language
Environment for z/VSE のモジュールおよびその環境によっ
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てサポートされる言語に必要なモジュールが正しくインストー
ルされたかどうかを調べてください。 特に次の点について確認
してください。
v インターフェース・モジュール CEECCICS が、CICS スタ

ートアップ・ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーン

に指定されたサブライブラリーに入れられている。

v CSD 内の必須モジュールが定義されている。(それらのモジ

ュールは、z/VSE® のサブライブラリー PRD2.SCEEBASE
で提供されるファイル CEECCSD にリストされています。)

モジュール: DFHAPLI

XMEOUT パラメーター: applid、rc

宛先: コンソール

DFHAP1203I applid Language Environment for z/VSE is

being initialized.

説明: これは、CICS が Language Environment for z/VSE
のサポートを初期設定中であることを示す通知メッセージで

す。

システムの処置: システム初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設

定パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。

モジュール: DFHAPLI

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHAP1212 date time applid The program program_name

was defined as language1 but CICS has

redefined it as language2.

説明: ユーザーはプログラム program_name を language1 と

して定義しました。 妥当性検査の間、CICS によって

language1 が program_name に対して有効な言語でないと判断

され、このプログラムは language2 で再定義されました。

CICS は、プログラム言語を自動的に判別します。 したがっ

て、自動インストール出口を介してプログラムの言語を CICS
に渡す必要はありません。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、通知メッセージ

です。

モジュール: DFHAPLI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、program_name、

language1、language2

宛先: CSTL

DFHAP1213 applid An unexpected error has occurred

during language initialization.

説明: CICS が、必要な言語インターフェース・モジュールの

1 つをロードしようとしたときエラーが検出されました。

CICS スタートアップの言語初期設定の段階で、CICS が必要

なサポートを初期設定していたときに予期しないエラーが発生

しました。 おそらく、CICS はランタイム言語サポートを正し

くインストールするための十分なストレージがないと判断した

と考えられます。 CICS が継続すると、アプリケーション・プ

ログラムの実行は大幅に制限される可能性があります。

システムの処置: CICS の初期設定を続行します。

ユーザーの処置: この CICS メッセージの直前にオペレーテ

ィング・システムによって出されたエラー・メッセージがない

かコンソール・ログを検査してください。 オペレーティング・

システムからメッセージが出されなかった場合は、CICS が継

続するための十分なストレージがないことが考えられます。

DSALIM システム初期設定パラメーターで大きな値を指定して

CICS を再始動する必要があります。

モジュール: DFHAPLI

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHBRxxxx メッセージ

DFHBR0201 date time applid Transaction tranid abend
abcode in bridge exit brexit bridge
transaction bridge

説明: ブリッジ出口 brexit は、異常終了コード abcode で異常
終了しました。

abcode は、CICS トランザクション異常終了コードまたは
CICS の ABEND ABCODE (abcode) コマンドによって生成さ
れたユーザー異常終了コードです。 このコマンドは、ユーザ
ー・プログラムまたは IBM プログラム (例えば、プログラミ
ング言語ライブラリー・モジュール) によって出されます。

ブリッジ出口が終了呼び出しまたは異常終了呼び出しを処理し
ていたときに異常終了が起きたのでなければ、この異常終了の
結果、CICS が ABRQ 異常終了を出すことにもなります。 こ
の場合には、このメッセージに続いて DFHAC2236 異常終了
メッセージが出されます。 リカバリー可能リソースについての
詳細は、そのメッセージを参照してください。
システムの処置: トランザクションが終了または異常終了処理

のためのブリッジ出口を呼び出しているのでなければ、異常終
了 ABRQ が出されます。
ユーザーの処置: 異常終了コード abcode を使用して、問題を
診断してください。 異常終了が、CICS 以外の IBM プログラ
ム・プロダクトによって出された場合、この異常終了コードは
その他のプロダクトのライブラリーに説明があります。

あるいは、ブリッジ出口プログラム brexit に論理エラーがある
可能性もあります。

ブリッジ出口プログラムのコーディングに関するプログラミン
グ情報については、「CICS Customization Guide」を参照して
ください。
モジュール: DFHBRIC、 DFHBRMS、 DFHBRSP、
DFHBRTC、 DFHBRXM、 DFHBRRM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、
abcode、brexit、bridge
宛先: CSMT
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DFHCAxxxx メッセージ

DFHCA4916S applid TCPIPSERVICE tcpipservice has not
been opened because the MAXSOCKETS
limit has been reached.

説明: システム内のアクティブ・ソケット数が現行
MAXSOCKETS 値に等しいため、TCPIPSERVICE tcpipservice
はオープンされませんでした。
システムの処置: リソースはインストールされますが、クロー
ズされた状態になります。
ユーザーの処置: MAXSOCKETS 設定が、通常のシステム負
荷を処理するために十分かどうかを判別してください。十分で
ある場合、これはソケットを使用する作業でのピークによって
引き起こされた一時的な状態である可能性があり、作業負荷が
減ってから CEMT を使用して TCPIPSERVICE をオープンで
きることがあります。
モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: applid、tcpipservice
宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー。

DFHCA5100S date time applid netname tranid Severe error
in module modname. Abend code: abcode

説明: CSD ユーティリティー・コマンドによって呼び出され
たときに、モジュール modname で内部エラーが起こりまし
た。
システムの処置: オペレーティング・システム・ダンプが作成
され、異常終了コード abcode が出され、処理は異常終了しま
す。 CSD ユーティリティーは次の処理を試みます。
1. 前に内部でオープンされたすべてのファイルをクローズし

ます。

2. 動的にロードされた抽出出口ルーチンをアンロードしま

す。

3. 終了出口ルーチンを呼び出します (提供されている場合)。
4. ユーティリティーの呼び出し側に制御を戻します。

ユーザーの処置: 問題の解決方法については、 557 ページの

『第 2 章 トランザクション異常終了コード (CICS
Transaction Server for z/VSE)』で異常終了コード abcode の

説明を参照してください。

モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、

tranid、modname、abcode

宛先: CSMT

DFHCA5101I command command executed successfully.
説明: CSD ユーティリティー・コマンド command の実行が
正常に完了しました。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5102I Warning messages issued while processing
command command.

説明: CSD ユーティリティーが command コマンドの構文検
査または実行時にメッセージを出しました。

システムの処置: 通常のユーティリティー処理が、ジョブの終
わりまで続行されます。
ユーザーの処置: 警告メッセージを見直して、ユーティリティ
ーの処理にどのような影響があったのかを判別してください。
次に、さらに CSD ユーティリティー・ジョブをサブミットす
る必要があるのかどうかを判断してください。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5103I Error(s) occurred while processing command
command.

説明: CSD ユーティリティーが、ユーティリティー・コマン
ド command の構文エラーか、またはそのコマンド command
の実行が正しく行われなかったことを検出しました。
システムの処置: ユーティリティー・コマンドの実行は終了し
ます。

コマンドがユーティリティーによって SYSIPT データ・ストリ
ームから読み取られている場合には、後続のコマンド (LIST を
除く) は、構文のみについて調べられます。 (1 次 CSD ファ
イルをオープンすることができない場合には、LIST も処理さ
れません。)

コマンドが、コマンド読み取り出口から読み取られている場合
には、DFHCSDUP は後続のコマンドの処理を試みます。
ユーザーの処置: 構文エラーが原因でコマンドが失敗した場合
は、コマンドを訂正してください。

コマンドが正しく実行されなかった場合には、前のエラーが原
因になっている可能性があります。 そのような状況では、
DFHCA5275 などの関連したエラー・メッセージが出されてい
るはずです。 詳細については、それらのエラー・メッセージを
参照してください。

すべてのエラーを訂正してから、もう一度 CSD ファイルをオ
ープンしてください。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5104W Subsequent commands (except LIST) are
not executed because of error(s) above.

説明: CSD ユーティリティー・プログラムは、エラーを検出
した後、(メッセージ書き込み出口ルーチンによって提供された
場合とは異なり) データ・ストリームから読み取ったそれ以降
のすべてのコマンドの実行を停止します。 ただし、後続コマン
ドの構文検査は続行されます。 LIST コマンドは例外であっ
て、1 次 CSD ファイルをオープンすることができる場合であ
れば、エラーの起こる前と同じように実行されます。
システムの処置: 後続の CSD ユーティリティー・コマンド
(LIST を除く) は無視されます。
ユーザーの処置: 使用されたコマンドに構文エラーがないかど
うかを検査し、あればそれを訂正してください。

DFHCSDUP がアクティブ処理を停止させる原因となった問題
を識別する関連エラー・メッセージが存在するはずです。 それ
らのメッセージは、メッセージ DFHCA5104 が出される前に
DFHCSDUP 出力に現れるはずです。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST
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DFHCA5105W command Command not executed because of
previous error(s).

説明: データ・ストリームから読み取られて、前に処理された
コマンドで構文エラー (または実行エラー) が起こった場合に
は、それ以降のコマンド (LIST コマンドを除く) は実行されま
せん。 基本 CSD ファイルがオープンできない場合は、LIST
コマンドも実行されません。
システムの処置: CSD ユーティリティー・コマンドは実行さ
れません。
ユーザーの処置: 前に処理されたコマンドに構文エラーまたは
実行エラーがないかどうかを調べてください。

無効なコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5107I Commands executed successfully: nn
Commands giving warnings: nn Commands
in error: nn

説明: CSD ユーティリティーは、入力コマンドの処理を完了
しました。

警告を与えているコマンドは、正常に実行された可能性も、あ
るいは正常に実行されなかった可能性もあります。
システムの処置: 通常の処理が、ジョブの終わりまで続行され
ます。
ユーザーの処置: エラーのあった CSD ユーティリティー・コ
マンドが実行された場合には、その結果が必要なものかどうか
を判別してください。

必要なものではなかった場合には、コマンドを訂正し、別のジ
ョブで再サブミットしてください。

実行されないコマンドがあった場合には、それらを再サブミッ
トしなければなりません。 (メッセージ DFHCA5108 を参照し
てください。)
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5108I Commands not executed after error(s): nn
説明: CSD ユーティリティーは、入力コマンドの処理を完了
しました。エラーのために実行されなかったコマンドの数は、
nn によって示されます。
システムの処置: 通常の処理が、ジョブの終わりまで続行され
ます。
ユーザーの処置: エラーのあるコマンドを訂正し、別のジョブ
でそれを再サブミットしてください。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5109I End of DFHCSDUP utility job. Highest
return code was: retcode

説明: CSD ユーティリティー・ジョブが完了しました。
システムの処置: 制御は、呼び出し側、つまりオペレーティン
グ・システムまたは呼び出し側プログラムのいずれかに戻され
ます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5110W Error found in 'PARM=' parameter data on
EXEC job step. This data is ignored.

説明: DFHCSDUP ユーティリティーを実行するための JCL
内の EXEC ジョブの PARM パラメーター値が正しくありま
せん。
システムの処置: PARM パラメーターは無視されます。 CSD
が読み書き操作のためにオープンされます。
ユーザーの処置: エラーのある PARM 値を訂正してくださ
い。 正しくない値については、ジョブ・ステップで見つけるこ
とができます。

PARM パラメーターのコーディング方法については、「CICS
操作およびユーティリティーの手引き」で説明しています。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5114S The {primary | secondary} CSD has not been
initialized. Command not executed.

説明: CSD ユーティリティー・コマンド (INITIALIZE また
は SERVICE コマンド以外) を実行する前に、1 次 CSD ファ
イルを初期設定しておく必要があります。 2 次 CSD ファイ
ルが使用される場合にも、コマンドを処理する前に必ず初期設
定しておかなければなりません。 CICS は、これらのいずれか
の規則に違反する試みが行われた場合、または CSD ファイル
を初期設定する試みを正しく完了させることができなかった場
合に、このメッセージを出してきます。
システムの処置: CSD ユーティリティーはコマンドを無視し
ます。
ユーザーの処置: CSD ファイルを初期設定してください。 そ
の前に、前回の初期設定の試みが失敗した理由を判別する必要
があるかもしれません。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5115S The primary CSD is already initialized.
Command not executed.

説明: INITIALIZE コマンドまたは SERVICE コマンドが検出
されましたが、1 次 CSD ファイルはすでに初期設定されてい
ました。
システムの処置: INITIALIZE または SERVICE コマンドは無
視されます。
ユーザーの処置: 正しい CSD ファイルが指定されたかどうか
を確かめてください。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5116S The primary CSD has been defined with
an invalid key length. Processing is
terminated.

説明: CSD ファイルが無効なキー長で VSAM に対して定義
されているために、CSD ユーティリティーは CSD ファイル
を初期設定することができません。
システムの処置: CSD ファイルは初期設定されないままにな
り、どのようなユーティリティー・コマンドも処理されませ
ん。
ユーザーの処置: VSAM アクセス方式サービス・プログラム
(AMS) を使用して、その CSD ファイルを削除してください。
CSD クラスターを定義する JCL で、AMS 制御ステートメン
トを、KEYS(22 0) を指定するように変更します。 この JCL
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を用いて CSD ファイルを再定義し、CSD ユーティリティー
を用いてそれを再初期設定してください。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5117S The primary CSD has been defined with
an invalid record size. Processing is
terminated.

説明: CSD ファイルが無効なレコード長指定によって VSAM
に対して定義されていたため、CSD ユーティリティーは CSD
ファイルを初期設定することができません。
システムの処置: CSD ファイルは初期設定されないままにな
り、どのようなユーティリティー・コマンドも処理されませ
ん。
ユーザーの処置: VSAM アクセス方式サービス・プログラム
(AMS) を使用して、その CSD ファイルを削除してください。
CSD クラスターを定義する JCL で、AMS 制御ステートメン
トを、RECORDSIZE(100 500) を指定するように変更します。
この JCL を用いて CSD ファイルを再定義し、CSD ユーティ
リティーを用いてそれを再初期設定してください。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5120I {primary | secondary} CSD opened;
FILENAME: filename

説明: JCL に指定された VSAM データ・セットが正しくオー
プンされ、1 次または 2 次 CSD ファイルとして識別されて
います。 (処理されるユーティリティー・コマンドは、すべて
が同一の 1 次 CSD ファイルを使用することになります。 こ
れに対し、個別の 2 次 CSD ファイルは、個別のユーティリ
ティー・コマンドからアクセスすることができます。)
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5121S I/O error while opening {primary |
secondary} CSD; FILENAME: filename

説明: JCL 内で 1 次または 2 次 CSD ファイルとして識別さ
れた VSAM データ・セットの制御レコードを読み取っている
とき、または書き込んでいるときに、入出力エラーが起こりま
した。
システムの処置: そのユーティリティー・コマンドは実行され
ません。
ユーザーの処置: 失敗に終わったユーティリティー・コマンド
を再試行してください。 問題が続くようであれば、ユーザー独
自のバックアップ手順で CSD ファイルをリストアします。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5122S VSAM error while opening {primary |
secondary} CSD; FILENAME: filename

説明: JCL 内で 1 次または 2 次 CSD ファイルとして識別さ
れたデータ・セットをオープンしているときに、VSAM エラー
が起こりました。
システムの処置: そのユーティリティー・コマンドは実行され
ません。
ユーザーの処置: 詳細な情報および手引きについては、メッセ

ージ DFHCA5179 の VSAM 診断出力を参照してください。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5123I {primary | secondary} CSD closed;
FILENAME: filename

説明: 1 次または 2 次 CSD ファイルとして使用された
VSAM データ・セットが正しくクローズされ、必要に応じて制
御レコードが更新されました。 (1 次 CSD ファイルは、すべ
てのユーティリティー・コマンドが処理された後でクローズさ
れます。これに対して、2 次 CSD ファイルは、それをオープ
ンしたコマンドが終了した後でクローズされます。)
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5124S Processing terminated. Corrupted CSD
control record detected while closing CSD;
FILENAME: filename

説明: ストレージが破壊されているために、CSD ファイルを
クローズするときの CSD 制御レコードの更新が妨げられてい
ます。
システムの処置: これ以降の CSD ユーティリティー・コマン
ドは処理されません。
ユーザーの処置: DFHCSDUP 実行およびその JCL のリスト
と一緒に DFHCSDUP からのダンプを入手してください。 さ
らに、VSAM アクセス方式サービス・プログラム (AMS) の
PRINT コマンドかまたは DFHCSDUP のコマンド LIST ALL
のいずれかを使用して、CSD の印刷出力の入手も試みてくだ
さい。 LIST は、どこでエラーが発生したかを示します。エラ
ーは印刷されないので、エラーが容易に識別できます。

入手できる情報を使用して、エラーの原因を判別し、それらを
訂正してください。

失敗した CSD ユーティリティー・コマンドを再サブミットし
てください。

問題を解決できない場合、あるいは問題が続くようであれば、
IBM のサポートが必要になります。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5125S Error occurred while closing the CSD. File
is full; FILENAME: filename

説明: CSD ユーティリティー・コマンドの処理の後、デー
タ・セットをクローズする前に CSD 制御レコードが更新され
ます。

データ・セット filename がいっぱいであったため、更新は失敗
しました。
システムの処置: ユーティリティー・コマンドの処理は終了し
ます。
ユーザーの処置: より大きなサイズのデータ・セットの新しい
1 次 CSD ファイルを初期設定してください。 その後、VSAM
アクセス方式サービス・プログラム (AMS) の IMPORT およ
び EXPORT コマンドを用いて CSD ファイルを大きなデー
タ・セットにリストアしてください。
モジュール: DFHCSDUP
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宛先: SYSLST

DFHCA5126S I/O error while closing the {Primary |
Secondary} CSD; FILENAME: filename

説明: VSAM データ・セット filename をクローズする前、
CSD ファイルの制御レコードの読み書きをしているときに入
出力エラーが起こりました。
システムの処置: これ以上のユーティリティー・コマンドは実
行されません。
ユーザーの処置: 失敗したユーティリティー・コマンドを再サ
ブミットしてください。 問題が続くようであれば、ユーザー独
自のバックアップ手順で CSD ファイルをリストアします。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5127S VSAM error while closing {Primary |
Secondary} CSD; FILENAME: filename

説明: JCL の中で 1 次または 2 次 CSD ファイルとして識別
されたデータ・セット filename をクローズしているときに、
VSAM エラーが起こりました。
システムの処置: これ以降の CSD ユーティリティー・コマン
ドは実行されません。
ユーザーの処置: 詳細な情報および手引きについては、メッセ
ージ DFHCA5179 の VSAM 診断出力を参照してください。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5128S Processing terminated. {Primary | Secondary}
CSD accessed by another user and could
not be shared. FILENAME: filename

説明: CSD クラスターが、コンカレント使用を制限する
SHAREOPTIONS を指定して定義されています。 オフライ
ン・ユーティリティー・プログラムは、現在、CSD ファイル
をオープンできません。
システムの処置: そのユーティリティー・コマンドは実行され
ません。
ユーザーの処置: CSD ファイルが再び使用可能になるまで
(クラスターに関して定義されている SHAREOPTIONS ルール
に従って) 待ってください。

注: LIST コマンドだけを実行したい場合には、

PARM=CSD(READONLY) を指定することもできます。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5129S {Primary " Secondary} CSD filename has been

upgraded to CICS release cicsrel.

説明: 1 次または 2 次 CSD ファイルであるデータ・セット

filename をオープンしようとしましたが、CSD の制御レコード

には、それが CICS リリース cicsrel にアップグレードされた

ことが示されています。 この CSD に対するデータ更新が失

われないようにすることは、この CICS システムではできなく

なりました。

システムの処置: そのユーティリティー・コマンドは実行され

ません。

ユーザーの処置: ジョブ DFHCSDUP で CSD への書き込み

アクセスが必要でない場合には、PARM=CSD(READONLY) を

指定してジョブ DFHCSDUP を再実行してください。 しか

し、ジョブ DFHCSDUP で CSD への書き込みアクセスが必

要な場合には、CICS のバージョン cicsrel の DFHCSDUP を

用いて CSD に対して必要な更新を行ってください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5130E Unable to locate module DFHCICS.

Primary CSD not initialized.

説明: DFHCICS モジュールがライブラリーから欠落していま

す。

システムの処置: INITIALIZE コマンドの処理は中止されま

す。

ユーザーの処置: DFHCICS モジュールがライブラリーの中に

あることを確認してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5131I List listid created.

説明: INITIALIZE コマンドが、IBM 保護リスト用のヘッダ

ーを作成しました。

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5132S Unable to create list listid

説明: IBM 保護グループ用の CSD ファイルに新しいリスト

listid を作成するため CSD マネージャー・ルーティング・プ

ログラム DFHDMP を呼び出しているときに、INITIALIZE コ

マンドが失敗に終わりました。 CSD ファイルが満杯である

か、または破壊されている可能性があります。

システムの処置: INITIALIZE コマンドの処理は中止されま

す。

ユーザーの処置: CSD ファイルのためのデータ・セット・サ

イズが十分であるかどうかを調べてください。 十分でない場合

には、スペースを増やしてください。

スペースに十分余裕があり、しかも CSD ファイルが破壊され

ていると思われる場合には、IBM のサポートが必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5133S CSD contains one or more lists. No lists

may be present on the CSD when the

INITIALIZE command is issued.

説明: INITIALIZE コマンドの実行中に、リストを作成するた

めに CEDA トランザクションが使用されました。

システムの処置: INITIALIZE コマンドの処理は中止されま

す。

ユーザーの処置: データ・セットを定義し直して、

INITIALIZE コマンドをもう一度実行してください。 CSD フ
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ァイルの初期設定が正常に完了するまで、CEDA トランザクシ

ョンを使用してはなりません。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5134S Error occurred while adding group grpname

to list listid

説明: グループ grpname の定義を IBM 保護リスト listid の

メンバーとして CSD ファイルに書き込むための、CSD マネ

ージャー・ルーティング・プログラム DFHDMP の呼び出しで

エラーが発生しました。 CSD ファイルが満杯であるか、また

は破壊されている可能性があります。

システムの処置: INITIALIZE コマンドの処理は中止されま

す。

ユーザーの処置: CSD ファイルのデータ・セット・サイズを

大きくして、INITIALIZE 要求を繰り返してください。これが

失敗に終わった場合は、IBM からのサポートが必要となりま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5135I Group grpname added to list listid

説明: グループ定義 grpname が、CSD ファイル上のリスト

listid の中に正しく作成されました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5136W Group grpname is already a member of list

listid

説明: グループ grpname が、リスト listid の中にすでに存在

しています。 CICS では、重複した項目は作成されません。

システムの処置: 通常のユーティリティー処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5140I Total xxxxxxxx definitions created: nn

説明: CICS は、CICS テーブルの移行の後にこのメッセージ

を出してきます。 タイプ xxxxxxxx の定義が nn 個、CSD フ

ァイル上に作成されました。

システムの処置: 通常のユーティリティー処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5141S Unable to create new group grpname

説明: 移行中のテーブル内のデータ用に CSD ファイル上に新

しいグループ grpname を作成するため CSD マネージャー・

ルーティング・プログラム DFHDMP を呼び出しているとき

に、MIGRATE コマンドが失敗に終わりました。 CSD ファイ

ルが満杯であるか、壊されているか、または初期設定されてい

ない可能性があります。グループ名が無効である可能性があり

ます。

システムの処置: MIGRATE コマンドの処理が中止されます。

ユーザーの処置: TOGROUP パラメーターの中のグループ名

を調べます。 必要であれば、データ・セットのサイズを大きく

して、INITIALIZE コマンドで CSD ファイルを初期設定し直

してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5142E Command not executed. lgname was not

updated because of a previous update

failure.

説明: リストまたはグループ lgname を使用することができま

せん。これは、DFHCSDUP オフライン・ユーティリティーに

よるリストまたはグループの更新が失敗して完了に至らなかっ

たからです。

これは、おそらく前の DFHCSDUP の実行で発生したエラー

です。

システムの処置: このコマンドは実行されません。ジョブ・ス

トリーム内の後続の DFHCSDUP コマンドの実行も抑止され

ます。

ユーザーの処置: DFHCSDUP VERIFY コマンドを使用して、

このメッセージが作成されたときに検出された未完了フラグを

除去してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5143I Group grpname created.

説明: 移行されているテーブル内のデータ用に新しい CSD グ

ループ grpname が作成されました。

システムの処置: 移行が続けられます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5144I Migration of table table in progress. Default

group is grpname

説明: MIGRATE ユーティリティー・コマンドのパラメーター

はすべて有効で、テーブルは正常にロードされました。

システムの処置: 移行が続けられます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5145E Command not executed. lgname has been

locked by APPLID: applid, OPID:opid to

prevent updating.

説明: リストまたはグループ lgname を使用することができま

せん。原因は、CEDA または CEDB トランザクションのユー

ザーが他のユーザーによる更新を防止する LOCK コマンドを

強制したためです。

システムの処置: コマンドは実行されません。

コマンドが SYSIPT データ・ストリームから読み取られている
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場合には、後続のコマンド (LIST コマンドを除く) は、構文に

ついてのみ検査されます。 (1 次 CSD ファイルをオープンす

ることができない場合には、LIST コマンドも処理されませ

ん。)

コマンドが、コマンド読み取り出口から読み取られている場合

には、DFHCSDUP ユーティリティーは後続のコマンドの処理

を試みます。

ユーザーの処置: 指定された OPID および APPLID を使用し

てユーザーと交渉するか、またはロックされているグループの

中の定義をコピーすることにより新しいグループまたはリスト

を作成してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5146E Command not executed. lgname is currently

being updated by APPLID:applid, OPID:opid

説明: リストまたはグループ lgname を使用することができま

せん。原因は次のとおりです。

v CEDA または CEDB トランザクションのユーザーが、現在

コマンドを実行してリストまたはグループを更新している。

v CEDA または CEDB を使用したリストまたはグループの以

前の更新が失敗して完了に至らなかった。

システムの処置: コマンドは実行されません。

コマンドが SYSIPT データ・ストリームから読み取られている

場合には、後続のコマンド (LIST コマンドを除く) は、構文に

ついてのみ検査されます。 (1 次 CSD ファイルをオープンす

ることができない場合には、LIST コマンドも処理されませ

ん。)

コマンドが、コマンド読み取り出口から読み取られている場合

には、DFHCSDUP ユーティリティーは後続のコマンドの処理

を試みます。

ユーザーの処置: 失敗したコマンドの再試行を行うためにユー

ティリティー・ジョブを再サブミットしてください。 抑止され

ている後続のコマンドを実行してください。

これで問題を解決できない場合には、DFHCSDUP VERIFY コ

マンドを実行して、このメッセージが作成されたときに検出さ

れた未完了フラグを除去してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5147E Command not executed. lgname already

exists as a {GROUP | LIST}

説明: ターゲット・グループ (またはリスト) 用に選ばれた名

前が、CSD ファイル上の既存グループまたはリストの名前と

重複しています。

システムの処置: そのユーティリティー・コマンドの処理を終

了します。

ユーザーの処置: ターゲット・グループ用に別の名前を選んで

ください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5148E Unable to get storage for {PPT | PCT |FCT

| RDT | LD} table named table

説明: テーブル table を求める要求を満たすためのストレージ

が不足しています。

システムの処置: システムの処置は、指定されたテーブルによ

って次のように異なります。

LD (言語定義テーブル)

CSD ユーティリティーは、どのコマンドを処理する

こともできず、終了して、ダンプが作成されます。

VSE ユーザー異常終了コードは 0327 です。

PPT、PCT、FCT、および RDT

CSD ユーティリティーは、テーブルを移行させるこ

とができず、ユーティリティー・コマンドの処理を終

了します。

ユーザーの処置: 追加のストレージを割り振ってください。

TCT のアセンブリーとリンク・エディットが正しく行われた場

合は、RDT はライブラリーの中にあるはずです。 LD は、提

供された事前生成 CICS システムのロード・ライブラリーにあ

ります。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5149E Command not executed. xxxxxxxx is

IBM-protected.

説明: ユーザーは、IBM 提供のグループまたはリスト (DFH
で始まる名前のグループまたはリスト) への定義の追加を試み

ました。 これは許可されていません。

システムの処置: CSD ユーティリティーは、定義を作成しま

せん。

ユーザーの処置: 入力コマンドまたは TCT ソース・データの

名前を、DFH で始まらないターゲット・グループ (またはリス

ト) 名に変更してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5150W Parameter ignored. xxxxxxxx yyyyyyyy was

originally defined with zzzzzzzz (No longer

supported)

説明: 元のテーブル項目が作成されたとき、パラメーター

zzzzzzzz が使用されました。 このパラメーターは、オンライ

ン・リソース定義 (RDO) ではサポートされていません。

xxxxxxxx はリソース・タイプ、yyyyyyyy はリソース名です。

システムの処置: サポートされていないフィールドは、CSD
ファイルに作成されるリソース定義には組み込まれません。

(サポートされるフィールドは、すべて移行されます。)
ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5151W OPTGRP parameter ignored. transaction

tranid was originally defined with parm (No

longer supported.)

説明: 次のような場合に、このメッセージが出されます。

DFHCA5146E • DFHCA5151W
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1. TYPE=OPTGRP パラメーターで指定されたメッセージ・オ

プション・グループを参照する DFHPCT TYPE=ENTRY
マクロ命令があり、しかも

2. TYPE=OPTGRP パラメーターが MSGPOPT パラメーター

を指定している。

システムの処置: システムの処置は、TYPE=OPTGRP マクロ

に指定されたパラメーターによって異なります。

1. TYPE=OPTGRP マクロが MSGPREQ パラメーターを含ん

でおり、しかもこれが MSGPOPT パラメーターと同じオ

ペランド値を指定している場合、MIGRATE コマンドは、

MSGPREQ パラメーターに指定された属性を含んでいるプ

ロファイルを作成します。 MSGPOPT グループは無視さ

れます。 トランザクションはこのプロファイルを参照する

ことになります。

2. TYPE=OPTGRP マクロが、MSGPOPT パラメーターを含

んでいて、同等の MSGPREQ パラメーターがない場合、

OPTGRP 定義は無視されます。 トランザクションは、デ

フォルト値に設定された

MSGINTEG、ONEWTE、PROTECT、および

CHAINCONTROL を持つプロファイルを参照することに

なります。

ユーザーの処置: 処置は不要です。

オンライン・リソース定義およびマクロ・リソース定義のオプ

ションの変更についての詳細は、「CICS Transaction Server for

OS/390 マイグレーション・ガイド」を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5152W Default profile DFHCICSx not found in

the PCT

説明: DFHCICSx は、ユーザーのアセンブル済みの PCT に

存在しなければならない、IBM 提供プロファイルの名前です。

システムの処置: 必要な特性を持つ同等のプロファイルが、必

要に応じて生成されます。 このプロファイルは、トランザクシ

ョン名から名前が生成され、CSD ファイルに移行された他の

トランザクションによって使用されるかもしれません。

ユーザーの処置: 移行を行うために不可欠な処置は不要です。

(生成された同等プロファイルの名前を変えることもできま

す。)
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5153W Assigned TASKREQ xxxxxxxx duplicates a

transaction name and did not migrate

説明: TASKREQ でのみ識別されるトランザクションには、1
次トランザクション名が自動的に割り当てられます (例えば、

TASKREQ X'7B' には「PF11」)。割り当てられた名前が、PCT
内の既存のトランザクション名と矛盾する場合には、

TASKREQ で識別されるトランザクションに関するトランザク

ション定義は CSD ファイル上で作成されません。

システムの処置: このトランザクション項目は移行されませ

ん。

ユーザーの処置: 既存のトランザクションの名前と競合しない

名前を用いて、CEDA トランザクションを使用して RDO で

トランザクションを定義してください。 それに適した既存プロ

ファイルがない場合には、ユーザーは CEDA を用いてプロフ

ァイルを作成する必要もあります。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5154W Duplicate {PPT Entry | Transaction |Profile}

name - this table entry is not migrated

説明: テーブル項目の名前が重複して、テーブルがアセンブル

されました。

システムの処置: 重複名を持つ 1 つのテーブル項目だけが

CSD ファイルに移行されます。 移行されるのは、テーブル項

目の順序列のうちで最初に検出されるものです。

ユーザーの処置:

1. 移行によって作成されたグループを削除してください。 重

複名を持たないようにテーブルを再アセンブルし、もう一

度オフライン移行ルーチンをサブミットしてください。あ

るいは

2. CSD ファイルに移行されたデータを保持し、CEDA トラ

ンザクションを用いて、移行されなかったリソースを定義

してください。 固有の名前を用いるよう注意してくださ

い。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5155W {PPT entry | Transaction | Profile} xxxxxxxx

has same name as an IBM supplied

definition in group grpname

説明: 移行されたテーブル項目名 xxxxxxxx が、INITIALIZE
コマンドで作成した IBM 保護のグループ grpname の IBM 提

供のリソース名と一致しました。

システムの処置: CICS はこの項目を通常通りに移行します。

ユーザーの処置: 必要なら、CEDA トランザクションを用い

てリソースの名前を変更してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5156W {PPT entry | Transaction | Profile} did not

migrate. It's properties match an

IBM-supplied definition in group grpname

説明: ユーザーのテーブル項目に定義されているリソースの特

性が、IBM 保護のグループ grpname に入っている同じ名前の

IBM 提供リソースの特性と同じでした。

システムの処置: ユーザーのリソースに関する項目は移行され

ません。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5157W Generated profile profile not created. name

duplicates an existing profile

説明: CSD ユーティリティーは、PROFILE の特性が、

DFHCICST、DFHCICSA、DFHCICSV、または以前に生成され

たプロファイルのいずれかの特性とは異なるトランザクション

を移行するときには必ず、生成プロファイル profile を作成し
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ます。 生成プロファイルの名前は、トランザクション名から派

生したものです。 この名前が PCT 内の既存プロファイルの名

前と同じである場合、ユーティリティーはこのメッセージを出

します。

システムの処置: 生成済みプロファイルは CSD ファイルに書

き込まれません。

ユーザーの処置: CEDA トランザクションを使用して次のこ

とを行ってください。

1. 固有のプロファイル名を持つ、トランザクションのプロフ

ァイルを定義します。さらに

2. 影響を受けるトランザクションが新しいプロファイルを使

用するように PROFILE キーワードを変更します。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5158W Definition of xxxxxxxx defaulted to

RESIDENT(YES) as

RES=FIX|ALIGN|PGOUT is no longer

supported

説明: DFHPPT マクロに指定された RES=... パラメーター

は、RDO では使用できません。

システムの処置: xxxxxxxx の RDO リソース定義は、属性

RESIDENT(YES) で作成されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5159I resource object defined in group grpname

説明: CSD ユーティリティーは、リソース定義を正しくグル

ープに追加しました。ここで、

v resource はリソース・タイプ (PROGRAM、 MAPSET、

PARTITIONSET、 TRANSACTION、 PROFILE、

TERMINAL、 TYPETERM、 SESSION、 または

CONNECTION) です。

v object はオブジェクトの名前です。

v grpname はグループの名前です。

システムの処置: 通常のユーティリティー処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5160W 'RES=' parameter ignored. Definition of

xxxxxxx assumes RESIDENT(NO) as

USAGE=MAP is specified

説明: DFHPPT マクロに指定されたこの項目のパラメーター

の組み合わせは無効です。

システムの処置: USAGE=MAP が想定されており、結果とし

て得られる RDO MAPSET 定義は、属性 RESIDENT(NO) お

よび USAGE(TRANSIENT) が指定されて作成されます。

ユーザーの処置: これが希望するものであり、CSD の中で正

しいことを確かめてください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5162I Transaction tranid uses profile profile

説明: RDO のトランザクションにはすべて対応するプロファ

イルがなければなりません。 トランザクション tranid の

PROFILE 特性は、DFHCICST、DFHCICSV、DFHCICSA、お

よび生成プロファイルの特性と比較されます。 プロファイル

profile は、プロファイル特性が一致するので使用されます。

システムの処置: トランザクションは正常に移行され、そのた

めの新しい生成プロファイルは作成されません。 トランザクシ

ョン特性リスト内の PROFILE フィールドには、一致するプロ

ファイルの名前が入ります。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5163I Transaction name tranid assigned to

transaction identified by a TASKREQ

説明: RDO のトランザクションにはすべて 1 次トランザクシ

ョン名がなければなりません。 以前に TASKREQ でのみ識別

されたトランザクション tranid には、1 次トランザクション名

が自動的に割り当てられます (例えば、TASKREQ X'7B' には

PF11)。
システムの処置: トランザクションには派生名が与えられ、通

常の方法で移行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5164W No definition of resource object created. This

duplicates an existing definition in group

grpname

説明: CSD ユーティリティーは、CSD ファイルに定義を追加

する前に、一致するキーをもつ CSD レコードを検出しまし

た。

v resource はリソースのタイプです。

v object はオブジェクトの名前です。

v grpname はグループの名前です。

システムの処置: CSD ユーティリティーは、このリソース定

義を CSD ファイルには移行しません。 (それがトランザクシ

ョンである場合には、生成プロファイルも作成されません。)
ユーザーの処置: CEDA トランザクションを用いて、固有の

名前でリソースを定義してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5165S Processing is terminated. An error occurred

while writing resource object to the CSD.

説明: CSD ユーティリティーが、CSD ファイルにオブジェク

ト object の定義を書き込むために DFHDMP を呼び出したと

き、エラーが起こりました。

CSD ファイルがいっぱいであるか、または壊れている可能性

があります。

resource はリソースのタイプです。

システムの処置: CSD が満杯の場合、CSD ユーティリティー
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はメッセージ DFHCA5176 を出してから終了し、メッセージ

DFHCA5109 に 12 の戻りコードが示されます。

CSD が満杯でない場合、メッセージ DFHCA5175 が出され、

CSD ユーティリティーは異常終了します。通常は、このメッ

セージとともに、異常終了を説明する DFHCA5177、

DFHCA5178、および DFHCA5179 のうちの 1 つまたは複数

が出されます。

ユーザーの処置: 追加のメッセージを使用して、エラーの原因

と必要なユーザー処置を判別してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5166E Disallowed character in resource name object

説明: CSD ファイル上に作成されたレコードの有効なキーを

作成するためにモジュール DFHDMP を呼び出しましたが、失

敗に終わりました。原因は、無効な文字が含まれているため、

または移行したテーブル項目のリソース名が無効であるためで

す。 resource はリソースのタイプ、object はオブジェクト名で

す。

システムの処置: この定義のための CSD レコードは作成され

ません。 (それがトランザクションである場合には、生成プロ

ファイルも作成されません。)
ユーザーの処置: CEDA トランザクションを用いて、有効な

名前のリソースを定義してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5168S Table loaded from library member table is

not a valid {PPT | PCT | FCT | RDT

|TCT}.

説明: テーブル table のロードが終わると、移行ルーチンは、

ロード開始点に続くデータ域の DFHVM 拡張部分にある

VMNAME フィールドを検査します。 VMNAME が有効なテ

ーブルの名前 (すなわち、DFHPPTxx または DFHPCTxx) で

ないと、このメッセージが作成されます。

システムの処置: MIGRATE コマンドは処理されません。

ユーザーの処置:

1. テーブルがエラーなしでアセンブルされリンク・エディッ

トされたことを確認してください。

2. 正しいテーブルがライブラリー内にあることを確認し、さ

らに MIGRATE コマンドの TABLE パラメーターが正し

いことを確認してください。

3. PCT の場合、最初に配列される CSECT は DFHSCAN で

なければなりません。 PPT の場合、最初に配列される

CSECT は SCAN でなければなりません。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5169S Processing is terminated. Table table was

assembled for CICS release rrr. Reassemble

for release sss.

説明: テーブル table のロードが終わると、移行ルーチンは、

ロード開始点に続くデータ域の DFHVM 拡張部分にある

VMVERS フィールドを検査します。 このフィールドは、テー

ブルがアセンブルされたときの CICS リリース (rrr) を示して

おり、実行中の CICS システム (リリース sss) については無

効です。

システムの処置: MIGRATE コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: CICS の正しいリリース用にテーブルを再ア

センブルしてください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5170S Processing is terminated. Table table is too

large to migrate

説明: テーブル DFHxxxx 内の項目が多すぎるため、CSD ユ

ーティリティーはこのテーブルを移行することができません。

システムの処置: ユーティリティーは、MIGRATE コマンドを

実行せず、後続コマンドの実行も抑止します。

ユーザーの処置: テーブルをもっと小さなコンポーネントに分

割し、それぞれのコンポーネントをアセンブルしてください。

アセンブルされた各コンポーネントをそれぞれ別のテーブルと

して CSD に移行してください。

注 : 2000 個を超える項目を含んでいるテーブルを移行しよう

としてはなりません。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5171E No definition for file DFHCSD created.

The CSD should be defined in the SIT.

説明: CSD ユーティリティーが、CSD の定義を CSD に移行

する試みを検出しました。

システムの処置: CSD ユーティリティーは、DFHCSD 用の定

義を作成しません。 通常のユーティリティー処理が続行され、

ユーティリティー戻りコードは 8 に設定されます。

ユーザーの処置: CSD の定義を FCT から除去してくださ

い。 CSD のユーザー定義を SIT に必ず追加してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5172W No definition for file file created. filetype

files are not supported by RDO.

説明: CSD ユーティリティーが、DAM または DL/I デー

タ・セットの定義を CSD に移行する試みを検出しました。

DAM および DL/I データ・セットは RDO によってサポー

トされていません。

システムの処置: 移行要求は無視されます。 指定された

DAM または DL/I データ・セットの定義は作成されません。

通常のユーティリティー処理は続行されますが、ユーティリテ

ィー戻りコードは 4 に設定されます。

ユーザーの処置: DAM および DL/I データ・セットは、FCT
を使用して CICS に定義する必要があります。 すべての

VSAM データ・セットの移行を完了した後で、TYPE=INITIAL
マクロ上に MIGRATION=COMPLETE を指定して FCT を再

アセンブルしてください。 生成済み FCT は、非 RDO 環境

の場合と同じように使用してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST
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DFHCA5173 SERVREQ=REUSE is ignored in the

definition of file filename because it is not

supported by RDO.

説明: CSD ユーティリティーは、SERVREQ=REUSE を指定

した VSAM ファイル filename の定義の CSD への移行の試み

を検出しました。 RDO は、SERVREQ=REUSE 属性を指定し

たファイルをサポートしません。

システムの処置: ファイルの SERVREQ=REUSE 属性は無視

され、ファイルは属性なしで CSD に移行されます。 通常の

ユーティリティー処理は続行されますが、ユーティリティー戻

りコードは 4 に設定されます。

CICS Transaction Server では、データ・セットをロードする

ために SERVREQ=REUSE を指定した別の FCT 項目を指定す

る必要もなく、空のファイルを受け入れます。 SET FILE
EMPTY コマンドは、再使用可能として定義されたデータ・セ

ットに割り当てられたファイルに使用することができます。 デ

ータ・セットはファイルが次にオープンされる際に空に設定さ

れるように指定されます。 ファイルが最初にロードされた後、

CICS ファイル制御は、VSAM ロード・モードからファイルを

取り出すために、ファイルのクローズおよび再オープンを内部

的に取り扱います。

ユーザーの処置: インストール・システムから

SERVREQ=REUSE ファイルの使用を除去してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5174W Processing is terminated. Command cannot

be executed because 'PARM=CSD

(READONLY)' was specified.

説明: このコマンドは、読み取り/書き込みアクセスのために

CSD をオープンするように要求します。 ユーザーのジョブ・

ステップは、DFHCSDUP ユーティリティー・ジョブ・ストリ

ーム内で CSD の読み取り専用アクセスを指定しました。

システムの処置: このコマンドは実行されません。

コマンドが SYSIPT データ・ストリームから読み取られている

場合には、後続のコマンド (LIST を除く) は、構文についての

み検査されます。 (1 次 CSD ファイルをオープンすることが

できない場合には、LIST も処理されません。)

コマンドが、コマンド読み取り出口から読み取られている場合

には、DFHCSDUP は後続のコマンドの処理を試みます。

ユーザーの処置: JCL を修正して、「PARM=CSD
(READWRITE)」を指定するようにしてください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5175S Processing is terminated. Unexpected

response from function in CSD manager.

説明: CSD マネージャー DFHDMP の呼び出しの結果、エラ

ーが起こりました。 失敗した機能の名前は function です。

システムの処置: DFHCSDUP は追加メッセージを出し、次に

以下を実行します。

v CSD オープン/クローズ・エラーおよび CSD 満杯条件の場

合は、 正常終了する。あるいは、

v それ以外の場合には、すべて異常終了する。

ユーザーの処置: CSD ファイルが正しく設定されているかど

うかを確認してください。 CSD ファイルを前のリリースから

移行させた場合には、ブロック・サイズを 500 にまで増加させ

なければならなかったことに注意してください。 必要なら、追

加メッセージに示された診断を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5176S Processing is terminated. CSD is full.

説明: CSD ファイルを収容している VSAM データ・セット

が満杯です。

システムの処置: CSD ユーティリティー・コマンドの実行が

終了します。

コマンドが SYSIPT データ・ストリームから読み取られている

場合には、後続のコマンド (LIST コマンドを除く) は、構文に

ついてのみ検査されます。 (1 次 CSD ファイルをオープンす

ることができない場合には、LIST コマンドも処理されませ

ん。)

コマンドが、コマンド読み取り出口から読み取られている場合

には、DFHCSDUP ユーティリティーは後続のコマンドの処理

を試みます。

DFHCSDUP ユーティリティーは、障害が起こったときに作成

されていたグループについてシステム・ロックをかけたままに

します。 このロックは、CSD ユーティリティーまたは CEDA
トランザクションによるグループの処理の妨げとなります。

ユーザーの処置: まず、DFHCSDUP VERIFY プロセスを使用

して、部分的に作成されたグループに対するシステム・ロック

を除去してください。 それで RDO 処理が可能になり、グル

ープ (または、不要な定義) を削除することができるようにな

ります。

CSD ファイルの内容をリカバリーするには、より大きなデー

タ・セットを定義し、VSAM アクセス方式サービス・プログラ

ム (AMS) コマンドを使用してください。 通常は、満杯になっ

た CSD ファイルからの REPRO 処理が可能ですが、 それが

できない場合には、バックアップ・コピーを使用してくださ

い。 (満杯になった CSD ファイルからの定義の転送は、

FROMCSD オプションを指定した DFHCSDUP COPY コマン

ドを使用して行うことができる場合もあります。)
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5177S Processing is terminated. CSD I/O error

occurred.

説明: 1 次または 2 次 CSD ファイル上の CSD レコードの

READ または WRITE を実行しているときに、入出力エラー

が起こりました。

システムの処置: DFHCSDUP は追加メッセージを出し、異常

終了します。

ユーザーの処置: ユーザー独自のバックアップから新しいデー

タ・セットに CSD ファイルをリストアしてください。または

既存の定義をリストアするために INITIALIZE、COPY、およ

び APPEND の各コマンドを使用して、新しい CSD ファイル

を作成してください。
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モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5178S Processing is terminated. Severe CSD error

occurred.

説明: 1 次または 2 次 CSD ファイルにアクセスするために

CSD マネージャー DFHDMP を実行しているときに、エラー

が起こりました。

システムの処置: DFHCSDUP は追加メッセージを出し、異常

終了します。

ユーザーの処置: メッセージ DFHCA5179 に示される VSAM
診断を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5179S VSAM error. Return code = nn error code

= ddd(yy) control block type = {RPL | ACB}

説明: VSAM は、エラーが起こったときに以下の診断を戻し

ました。

v nn は、16 進数の VSAM 戻りコードです。

v yy は、16 進数の VSAM エラー・コードです (ddd は、そ

の 10 進等価値です)。
v CONTROL BLOCK TYPE は、次のような関連エラー・コ

ードのサブセットを指し示しています。

– RPL = VSAM からの要求マクロ応答

– ACB = OPEN/CLOSE 応答

エラー・コード:
– CONTROL BLOCK TYPE = RPL の場合、RPL 内の

FDBK フィールド

– CONTROL BLOCK TYPE = ACB の場合、ACB 内の

ERROR フィールド

システムの処置: CSD ユーティリティーは、コマンドの処理

を終了させ、ある状況では、オペレーティング・システム・ダ

ンプを作成します。

ユーザーの処置: VSAM 戻りコードおよびエラー・コードの

意味については、「IBM z/VSE メッセージおよびコード 第 2

巻」の『VSE/VSAM 戻りコードおよびエラー・コード』を参

照してください。

これらの診断を解釈する際には、JCL の中で参照されているデ

ータ・セットが存在していることを確認してください。 そのデ

ータ・セットを、別の領域で実行されている CICS が現在アク

セスしているかどうか検査してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5180S Processing is terminated. Error occurred

while CSD was being read by

{SETBROWSE | GETNEXT} {SCANSETS |

SCANOBJS}

説明: LIST コマンドが CSD ファイル上のオブジェクトをス

キャンするために DFHDMP を呼び出したとき、DFHDMP 機

能の実行時にエラーが起きました。

システムの処置: CSD ユーティリティーは終了し、VSE 異常

終了コード 0325 が出されます。

ユーザーの処置: このエラーは報告する必要があります。 こ

の問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順について

は、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照し

てください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5181W No match found for generic {group | list}

identifier xxxxxxxx

説明: 総称名またはリスト名の指定された LIST コマンドが実

行されましたが、 CSD ファイル上には修飾するグループまた

はリストがありません。

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5182W {group | list} xxxxxxxx does not exist.

説明: LIST コマンドまたは DELETE コマンドは、あるグル

ープまたはリストの名前を使用して実行されましたが、そのグ

ループまたはリストは、1 次 CSD ファイルの中に存在しませ

ん。

システムの処置: その LIST コマンドまたは DELETE コマン

ドは処理されません。 後続のコマンドは処理されます。

ユーザーの処置: 有効なグループ名またはリスト名を使用する

よう LIST コマンドまたは DELETE コマンドを訂正してくだ

さい。

CSD 更新が実行されている場合は、ユーザーの処置は必要あ

りません。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5183W {group | list} xxxxxxxx exists as a {group |

list} name.

説明: LIST コマンドまたは DELETE コマンドは、リスト名

としてすでに使用されているグループ名、またはグループ名と

してすでに使用されているリスト名を使用して実行されまし

た。

システムの処置: その LIST コマンドまたは DELETE コマン

ドは処理されません。 後続のコマンドは処理されます。

ユーザーの処置: 有効なグループ名またはリスト名を使用する

よう LIST コマンドまたは DELETE コマンドを訂正してくだ

さい。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5184S Processing is terminated. Invalid output

from DFHPUP. Cannot format data for

utility listing.

説明: DFHCSDUP ユーティリティー・プログラムに内部論理

エラーがありました。逆変換された出力バッファー内のデータ

が無効です。長さコードが範囲外であったり、データ・フィー

ルドの順序に誤りがあることも考えられます。データ・フィー

ルドの 1 つまたは複数が無効になっている場合もあります。
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システムの処置: CSD ユーティリティーは終了し、VSE 異常

終了コード 0326 が出されます。

ユーザーの処置: このエラーは報告する必要があります。

DFHCSDUP 実行およびその JCL のリストと一緒に

DFHCSDUP からのダンプを入手してください。 さらに、

VSAM アクセス方式サービス・プログラム (AMS) の PRINT
コマンドまたは DFHCSDUP の LIST ALL コマンドのいずれ

かを使用して、CSD の印刷出力の入手も試みてください。

LIST は、どこでエラー (複数の場合もある) が発生したかを示

します。LIST は印刷をやめるので、エラーがどこで発生した

のかを簡単に識別できます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5186W No resources defined in group grpname or

no groups defined in list lstid

説明: LIST コマンドの実行時に、CSD ユーティリティーは、

CSD ファイル上にグループまたはリストのヘッダーを見つけ

ましたが、それに対応するグループまたはリスト・エレメント

が存在していません。

システムの処置: ユーティリティーは LIST コマンドの処理を

続けますが、メッセージに示されたグループまたはリストのエ

レメントの作表は行いません。

ユーザーの処置: DFHCSDUP VERIFY ユーティリティーを実

行します。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5187I resource is locked, but is not the name of a

group or list.

説明: CSD ユーティリティーが、ロックされたリソースを検

出しましたが、それはグループでもリストでもありません。 こ

れは、CEDA トランザクションまたは前のユーティリティー・

ジョブの実行時に割り込みまたは障害が起こったことが原因で

す。 ロックは作成されていましたが、それに関連するグループ

またはリストがありません。

システムの処置: ユーティリティーは、DFHCSDUP VERIFY
コマンドの正常な処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5188I {group | list | reserved name} resource is now

available for use.

説明: DFHCSDUP VERIFY コマンドは、リソースを CEDA
トランザクションまたはオフライン・コマンドのために使用で

きないことを見つけました。 この使用の可能性に関する制限

は、使用の可能性に影響を与える先行コマンドの失敗によるも

のであり、現在は制限が取り除かれています。

システムの処置: VERIFY コマンドの通常の処理を続行しま

す。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5189I CSD VERIFY process completed

successfully.

説明: DFHCSDUP VERIFY コマンドが正常に処理され、CSD
ファイル上のグループまたはリストと関連したすべての内部ロ

ックが除去されています。

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5190S Command is not executed. Unable to get

storage for service module progname

説明: DFHCSDUP によってロードされて実行されることにな

っていたサービス・モジュール progname をロードするために

使用できるストレージが不足しています。

システムの処置: ユーティリティー・コマンドの実行は終了し

ます。

コマンドが SYSIPT データ・ストリームから読み取られている

場合には、後続のコマンド (LIST コマンドを除く) は、構文に

ついてのみ検査されます。 (1 次 CSD ファイルをオープンす

ることができない場合には、LIST コマンドも処理されませ

ん。)

コマンドが、コマンド読み取り出口から読み取られている場合

には、DFHCSDUP は後続のコマンドの処理を試みます。

ユーザーの処置: ロード・モジュール progname に、十分なス

トレージが割り振られるようにしてください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5191I Service program progname is running.

説明: サービス・モジュール progname が正しくロードされ、

そのモジュールの実行が開始されました。

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5192S Command is not executed. CSD service

level ttt is incompatible with current

service level sss

説明: DFHCSDUP SERVICE コマンドに指定された LEVEL
パラメーターが間違っているか、または CSD ファイルの正し

くないバージョンが 2 次 (入力) CSD ファイルとして使用さ

れています。

システムの処置: その SERVICE コマンドは実行されません。

コマンドが SYSIPT データ・ストリームから読み取られている

場合には、後続のコマンド (LIST コマンドを除く) は、構文に

ついてのみ検査されます。 (1 次 CSD ファイルをオープンす
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ることができない場合には、LIST コマンドも処理されませ

ん。)

コマンドが、コマンド読み取り出口から読み取られている場合

には、DFHCSDUP は後続のコマンドの処理を試みます。

ユーザーの処置: SERVICE コマンドは、CSD ファイルのサー

ビス・レベルを 1 つだけ上のレベルにアップグレードすること

ができます。 入力 CSD ファイルが意図されたものであるこ

と、LEVEL パラメーターの値が CSD ファイルの現行サービ

ス・レベルより 1 だけ高い値であることを確かめてください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5193S Command is not executed. Service module

progname is unable to upgrade CSD to

target service level ttt

説明: DFHCSDUP SERVICE コマンドに指定された LEVEL
パラメーターは、CSD ファイルに適用されようとしているサ

ービス・モジュール progname の状況と矛盾しています。

システムの処置: その SERVICE コマンドは実行されません。

コマンドが SYSIPT データ・ストリームから読み取られている

場合には、後続のコマンド (LIST コマンドを除く) は、構文に

ついてのみ検査されます。 (1 次 CSD ファイルをオープンす

ることができない場合には、LIST コマンドも処理されませ

ん。)

コマンドが、コマンド読み取り出口から読み取られている場合

には、DFHCSDUP は後続のコマンドの処理を試みます。

ユーザーの処置: ここで適用されようとしているサービス・モ

ジュール progname が、IBM 提供のサービス修正によって正し

く更新されているかどうかを確認してください。 (ターゲッ

ト・レベル ttt で SERVICE コマンドを処理できるように修正

されていなければなりません。)
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5194I Upgrading service status of CSD from level

sss to level ttt

説明: ロードされたサービス・モジュールは、CSD ファイル

のサービス・レベル sss からサービス・レベル ttt への必要な

アップグレードを行っています。

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5195I Execution of service program progname

complete.

説明: ロードされたサービス・プログラム progname の実行が

完了しました。 制御は、CSD オフライン・ユーティリティ

ー・プログラム DFHCSDUP へ戻されています。

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5196S Command is terminated. Error occurred

while reading control secondary CSD

record.

説明: 指定された CSD ファイルで入出力エラーが起こりまし

た。

システムの処置: DFHCSDUP SERVICE コマンドは終了しま

す。

コマンドが SYSIPT データ・ストリームから読み取られている

場合には、後続のコマンド (LIST を除く) は、構文についての

み検査されます。 (1 次 CSD ファイルをオープンすることが

できない場合には、LIST も処理されません。)

コマンドが、コマンド読み取り出口から読み取られている場合

には、DFHCSDUP は後続のコマンドの処理を試みます。

ユーザーの処置: 出力 (1 次) CSD ファイル用に指定されたデ

ータ・セットのサイズが十分に大きいことを確認して、コマン

ドを再試行してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5197S Command is terminated. Unrecognized

Control record encountered while secondary

CSD was being read.

説明: 2 次入力 CSD の制御レコードの内容が正しくありませ

ん。

システムの処置: DFHCSDUP SERVICE コマンドは終了しま

す。

コマンドが SYSIPT データ・ストリームから読み取られている

場合には、後続のコマンド (LIST を除く) は、構文についての

み検査されます。 (1 次 CSD ファイルをオープンすることが

できない場合には、LIST も処理されません。)

コマンドが、コマンド読み取り出口から読み取られている場合

には、DFHCSDUP は後続のコマンドの処理を試みます。

ユーザーの処置: 入力および出力用のデータ・セットが正しく

定義されているかどうか、および JCL 内の 2 次 CSD ファイ

ルの DLBL 名が SERVICE ユーティリティー・コマンド内の

FROMCSD パラメーターに一致しているかどうかを確認してく

ださい。

問題が解消されなければ、IBM からのサポートが必要となりま

す。 最初に、DFHCSDUP 実行およびその JCL のリストと一

緒に DFHCSDUP からのダンプを入手してください。 さら

に、IDCAMS オプションまたは DFHCSDUP LIST ALL オプ

ションのいずれかを使用して、CSD の印刷出力の入手を試み

てください。 LIST は、どこでエラーが発生したかを示しま

す。エラーは印刷されないので、簡単に識別できます。 手順に

ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を

参照してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST
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DFHCA5198I CSD record modified for xxxxxxxx

説明: CSD ファイル上のレコードに対して、指定された修正

が行われました。

xxxxxxxx はエレメント・タイプです。

システムの処置: 通常の処理を続行します。 変更されたレコ

ードが GROUP または LIST 内のエレメントであれば、その

日付、時刻フィールドが、出力 (1 次) CSD ファイルへコピー

されるときに更新されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5199W Invalid field encountered in existing record

for xxxxxxxx

説明: エレメント xxxxxxxx 関して修正されようとしていた

CSD レコードのフィールドの 1 つで、予期しない値が見つか

りました。

システムの処置: 通常の処理が続けられ、無効なレコードは新

しい (1 次) CSD ファイル上に未変更のまま残されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5200S date time applid netname tranid Command not

executed. No valid language table was

loaded.

説明: コマンド分析プログラムは、RDO 言語テーブルが正し

くロードされていなかったこと、またはそのテーブルに無効な

データが含まれていることを検出しました。

システムの処置: 分析プログラムは、どのコマンドも処理でき

ないので終了します。

ユーザーの処置: RDO 言語テーブル (DFHEITSP) の正しいバ

ージョンがプログラム・ライブラリーの中にあるかどうか検査

してください。

モジュール: DFHCAP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、tranid

宛先: CSMT

DFHCA5201S date time applid netname tranid 'command'
command is not valid. Command not
executed.

説明: コマンド分析プログラムは、このコマンドを認識しませ
ん。
システムの処置: 分析プログラムはこのコマンドを無視しま
す。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、command
宛先: CSMT

DFHCA5202S date time applid netname tranid Incorrect
syntax for 'command' command. Command
not executed.

説明: コマンドの構文が間違っています。
システムの処置: コマンド分析プログラムはこのコマンドを無
視します。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、command
宛先: CSMT

DFHCA5203W date time applid netname tranid Right
parenthesis assumed after the value of
'xxxx'.

説明: コマンドの構文が間違っています。 右括弧が省略され
たか、または 256 バイトを超えるキーワード値が指定されまし
た。
システムの処置: コマンド分析プログラムは、右括弧があるか
のようにそのコマンドを実行します。
ユーザーの処置: 分析プログラムによって適用された訂正によ
り必要なコマンドが生成されたことを確認してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxx
宛先: CSMT

DFHCA5204E date time applid netname tranid Command not
executed. 'xxxx' keyword is not valid.

説明: キーワード xxxx は、このコマンド上では無効です。
システムの処置: コマンドは無視されます。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxx
宛先: CSMT

DFHCA5205E date time applid netname tranid Command not
executed. No value was specified for 'xxxx'.

説明: オプション xxxx は不完全です。おそらく、ある値が省
略されているためです。
システムの処置: コマンドは無視されます。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxx
宛先: CSMT

DFHCA5206E date time applid netname tranid Command not
executed. Duplicate specification of 'xxxx'.

説明: オプション xxxx が単一コマンドに 2 回現れていま
す。
システムの処置: コマンドは無視されます。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP
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XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxx
宛先: CSMT

DFHCA5207E date time applid netname tranid Command not
executed. 'xxxxxxxx' does not require a
value.

説明: コマンド分析プログラムは、値を必要としないオプショ
ン xxxxxxxx に値がコーディングされている入力コマンドを検
出しました。
システムの処置: コマンド分析プログラムはそのコマンドを処
理しません。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxxx
宛先: CSMT

DFHCA5210E date time applid netname tranid Command not
executed. Invalid value was specified for
'xxxx'.

説明: コマンド分析プログラムは、オプション xxxx に無効な
値がコーディングされた入力コマンドを検出しました。
システムの処置: コマンドは無視されます。
ユーザーの処置: 値を訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxx
宛先: CSMT

DFHCA5211E date time applid netname tranid Command not
executed. Operand delimiter 'x' was
misplaced.

説明: コマンド分析プログラムは、オプション区切り文字 x
の場所が間違っている入力コマンドを検出しました。
システムの処置: コマンド分析プログラムはそのコマンドを処
理しません。
ユーザーの処置: 区切り文字を正しい位置に入れてください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、x
宛先: CSMT

DFHCA5212E date time applid netname tranid Command not
executed. comptype 'string' is not uniquely
identifiable.

説明: あいまいな DFHCSDUP または CREATE コマンドが
指定されました。
v comptype は、コマンドのコンポーネント・タイプです。

v string は実際のコンポーネントです。

システムの処置: コマンドは実行されません。

ユーザーの処置: コマンド構文を訂正して、再試行してくださ

い。 コマンドの障害に関する詳細については、一緒に出される

メッセージ DFHCA5213 を参照してください。

モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、

tranid、comptype、string

宛先: CSMT

DFHCA5213E date time applid netname tranid Specified

input could be interpreted as match1 or

match2

説明: あいまいな DFHCSDUP または CREATE コマンドが

指定されました。

v input は、あいまいな文字ストリングです

v match1 および match2 は、input について考えられる 2 つ

の解釈です。

システムの処置: コマンドは実行されません。

ユーザーの処置: コマンド構文を訂正して、再試行してくださ

い。

モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、

tranid、input、match1、match2

宛先: CSMT

DFHCA5214W date time applid netname tranid keyword is an

obsolete keyword. It is ignored.

説明: コマンド分析プログラムは、古いキーワードがコーディ

ングされた入力コマンドを検出しました。 キーワードが、この

リリースの CICS には無効なオプションを指定しています。

システムの処置: コマンド分析プログラムはこのキーワードを

無視します。

ユーザーの処置: 結果として出されるコマンドが、このリリー

スの CICS において正しいものであることを確認してくださ

い。

モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、

tranid、keyword

宛先: CSMT

DFHCA5216E restype resname is not in group group.
説明: タイプ restype および名前 resname の存在しないリソー
スが ALTER コマンドで指定されました。
システムの処置: コマンドは実行されません。 コマンドが
SYSIPT データ・ストリームから読み取られている場合には、
後続のコマンド (LIST コマンドを除く) は、構文についてのみ
検査されます。 コマンドがコマンド読み取り出口から読み取ら
れている場合には、DFHCSDUP は後続のコマンドの処理を試
みます。
ユーザーの処置: コマンド構文を訂正して、再試行してくださ
い。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5217E date time applid netname tranid Command not
executed. A closing bracket has been
omitted from a description keyword.

説明: DEFINE または CREATE コマンドの DESCRIPTION
キーワードの右大括弧が抜けています。
システムの処置: コマンドは実行されません。
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ユーザーの処置: コマンド構文を訂正して、再試行してくださ
い。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、tranid
宛先: CSMT

DFHCA5218I Altering Resourcetype Resourcename in group
Groupname

説明: 総称 ALTER コマンドの実行中に、CSD バッチ更新ユ
ーティリティーは、指定された総称リソース名または GROUP
キーワード (あるいはその両方) と一致するものがないかどう
か CSD ファイルをスキャンします。 一致するたびにユーテ
ィリティーはその要求を処理して、その結果の resourcename
または groupname (あるいはその両方) をユーザーにそれぞれ
知らせます。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5219W No match found on CSD file for
Resourcetype Resourcename group Groupname

説明: ALTER コマンドは、総称リソースまたはグループ名
(あるいはその両方) を指定して実行されましたが、CSD ファ
イル上にこれに適したグループまたはリスト (あるいはその両
方) が存在していません。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5220E Command not executed. xxxxxxxx must be
the first command.

説明: CSD ユーティリティーは、他のコマンドのあとに
INITIALIZE コマンドを見つけました。
システムの処置: CSD ユーティリティーはコマンドを無視し
ます。
ユーザーの処置: INITIALIZE コマンドの位置が誤っていない
かどうかを確かめてください。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5222E Command not executed. xxxxxxxx keyword
was omitted or specified incorrectly.

説明: 必要なキーワード xxxxxxxx が CSD のユーティリティ
ー・コマンドから欠落しています。
システムの処置: ユーティリティーはそのコマンドを無視しま
す。
ユーザーの処置: キーワード xxxxxxxx を指定してください。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5223E Command not executed. xxxxxxxx keyword
conflicts with xxxxxxxx keyword.

説明: コマンドの構文が間違っています。 矛盾するキーワー
ドが指定されています。

システムの処置: ユーティリティー・コマンドは無視されま
す。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5224E Command not executed. value of xxxxxxxx
is out of valid range.

説明: CSD ユーティリティーは、有効な範囲外の数値が値
xxxxxxxx の数値としてコーディングされている入力コマンドを
検出しました。
システムの処置: ユーティリティーはコマンドを処理しませ
ん。
ユーザーの処置: 値を訂正してください。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5225E Command not executed. Same name
specified for 'to' and xxxxxxxx.

説明: このメッセージは、以下の理由の 1 つにより出されま
した。
1. ユーティリティー COPY コマンドは、ソース・グループ

とターゲット・グループについて同じグループ名がコーデ

ィングされています。

2. APPEND コマンドは、ソース・リストとターゲット・リス

トについて同じリスト名がコーディングされています。

3. ADD コマンドは、 同じグループ名とリスト名がコーディ

ングされています。

システムの処置: CSD ユーティリティーまたは CICS は、そ

のコマンドを無視します。

ユーザーの処置: 間違った名前 (複数の場合もある) を訂正し

てください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5227E Command not executed. Use of generic

name conflicts with xxxxxxxx option.

説明: CSD ユーティリティー・コマンドが、総称名 (つま

り、アスタリスク (*) または正符号 (+) を含む名前) を、総称

名の使用と矛盾するオプションと併用しました。

システムの処置: ユーティリティーはそのコマンドを無視しま

す。

ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5228E Command not executed. Only one

resource-type keyword can be specified.

説明: CSD ユーティリティーは、入力コマンドに複数のリソ

ース・タイプ・キーワードが指定されていることを見つけまし

た。

システムの処置: ユーティリティーはコマンドを処理しませ

ん。

ユーザーの処置: 1 つのリソース・タイプ・キーワードだけを

参照するようにコマンドを訂正してください。

モジュール: DFHCSDUP
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宛先: SYSLST

DFHCA5229E Command not executed. xxxxxxxx is invalid

because a resource-type keyword was

specified.

説明: CSD ユーティリティーは、リソース・タイプのキーワ

ード (例えば PROGRAM、TRANSACTION など) が無効な場

合に、リソース・タイプのキーワードが指定された入力コマン

ドを検出しました。

システムの処置: ユーティリティーはコマンドを処理しませ

ん。

ユーザーの処置: コマンドを訂正して、再サブミットしてくだ

さい。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5230I ERASE command is obsolete. Use the

DELETE command.

説明: CSD ユーティリティーは、廃止された ERASE コマン

ドを入力で検出しました。

システムの処置: ユーティリティーは、そのコマンドを

DELETE コマンドとして処理します。

ユーザーの処置: 次からは、ERASE コマンドの代わりに

DELETE コマンドを使用してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5231E Command not executed. xxxxxxxx is

incompatible with the MIGRATE command

for table-type tables.

説明: 無効なテーブル・タイプまたはキーワード (またはその

両方) を指定して MIGRATE コマンドを実行する試みが行わ

れました。

システムの処置: CSD ユーティリティーは終了します。

ユーザーの処置: コマンド構文を訂正して、ジョブを再サブミ

ットしてください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5232E Command not executed. xxxxxxxx parameter

must not begin with 'DFH'.

説明: CSD ユーティリティー MIGRATE コマンドの中の

xxxxxxxx パラメーターに無効なテーブル名またはグループ名が

入っていました。

システムの処置: ユーティリティーはコマンドを処理しませ

ん。

ユーザーの処置: 有効なテーブル名またはグループ名を指定し

て再サブミットしてください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5233E Command not executed. xxx table type is

not supported by RDO.

説明: CSD ユーティリティーは、RDO によってサポートされ

ていない CICS テーブル・タイプを参照する TABLE パラメ

ーターを検出しました。 RDO は、プログラム、トランザクシ

ョン、および端末定義 (RDT) をサポートします。

システムの処置: ユーティリティーはコマンドを処理しませ

ん。

ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5234E Command not executed. command is not

supported.

説明: CSD ユーティリティーは、入力の中に RDO によって

サポートされていないコマンド command を検出しました。

システムの処置: ユーティリティーはコマンドを処理しませ

ん。

ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5235E Command not executed. GROUP or LIST

must be specified.

説明: CSD ユーティリティー EXTRACT コマンドがサブミッ

トされました。 GROUP または LIST 名を EXTRACT コマン

ドで指定しなければなりません。

システムの処置: そのユーティリティー・コマンドは実行され

ません。 このメッセージの次には DFHCA5104 が続きます。

ユーザーの処置: 有効な GROUP 名または LIST 名を追加し

て無効なコマンドを訂正し、ユーティリティー・ジョブを再実

行してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5236I A user exit program has been specified on

the entry linkage and on the userprogram

keyword. The program specified on the

entry linkage has been ignored.

説明: EXTRACT ユーザー出口プログラムが、項目パラメータ

ー・リストで指定され、さらに EXTRACT コマンドの

USERPROGRAM キーワードで指定されました。

システムの処置: USERPROGRAM キーワードで指定された

プログラムが使用されます。

ユーザーの処置: 使用されているユーザー・プログラムが意図

したものであることを確認してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5240S Processing terminated. Error occurred while

input utility command was being read.

説明: 環境アダプター GETCARD ユーティリティーが入力ユ

ーティリティー・コマンドを読み取ることができません。
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システムの処置: CSD ユーティリティーは異常終了し、入力

コマンドは処理されません。

ユーザーの処置: ユーティリティー・コマンドが正しく準備さ

れ、JCL の中で正しい位置に置かれているかどうか検査してく

ださい。 また、出力データ・セット・スタートアップ・ジョ

ブ・ストリームを定義する DLBL ステートメントが正しいか

どうかについても検査してください。 JCL の例については、

「CICS 操作およびユーティリティーの手引き」を参照してく

ださい。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5241S Processing terminated. Invalid record length

on input utility command data stream.

説明: CSD ユーティリティーは、SYSIPT データ・ストリー

ムの中で正しく形式設定されていない入力を検出しました。

システムの処置: CSD ユーティリティーは、どのようなコマ

ンドも処理できません。 ユーティリティーは次の処理を試みま

す。

1. 前に内部でオープンされたすべてのファイルをクローズし

ます。

2. 動的にロードされた抽出出口ルーチンをアンロードしま

す。

3. 終了出口ルーチンを呼び出します (提供されている場合)。
4. ユーティリティーの呼び出し側に制御を戻します。

ユーザーの処置: 出力データ・セット・データ・ストリームの

形式が、固定長の 80 バイト・レコードに設定されていること

を確認してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5242E Command not processed. Too many

continuation records for input utility

command.

説明: CSD ユーティリティーは、長すぎて、多くのレコード

にまたがっている入力コマンドを検出しました。

システムの処置: ユーティリティーはコマンドを処理しませ

ん。

ユーザーの処置: このメッセージは、拒否されたコマンド内の

エラー、または入力ストリーム内の前のコマンドか後続のコマ

ンドの中のエラーによって出される場合があります。 コマンド

のエラーを訂正してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5251I resource object in group grpname is replaced.

説明: リソース定義がソース・グループとターゲット・グルー

プの両方に存在しています。 サブミットされた CSD ユーテ

ィリティー・コマンドに基づいて、ユーティリティーは、ター

ゲット・グループの定義をソース・グループからの定義と置き

換えました。

v resource はリソースのタイプです。

v object はオブジェクトの名前です。

v grpname はグループの名前です。

システムの処置: 通常のユーティリティー処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5252I resource object copied to group grpname.

説明: CSD ユーティリティーは、示されたグループにリソー

ス定義を正しくコピーしました。

v resource はリソースのタイプです。

v object はオブジェクトの名前です。

v grpname はグループの名前です。

システムの処置: 通常のユーティリティー処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5253E Group grpname not found in CSD file -

FILENAME: filename

説明: CSD ユーティリティーは、DLBL filename に指定され

ている CSD 内の現存していないグループ grpname からの定

義の検索を試みるコマンドを検出しました。

システムの処置: ユーティリティーはコマンドを処理しませ

ん。

ユーザーの処置: コマンドの中のグループ名を訂正するか、ま

たは指定された CSD ファイルが正しいものであることを確認

してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5254E resource object already exists in the target

group.

説明: CSD ユーティリティーは、同じ名前のオブジェクトの

定義がすでに含まれているグループへ定義を追加しようとした

コマンドを検出しました。

v resource はリソースのタイプです。

v object はオブジェクトの名前です。

システムの処置: CSD ユーティリティーはコマンドを処理し

ません。

ユーザーの処置: コマンドの中の名前を変更するか、または既

存の定義の名前を変更してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5255E List xxxxxxxx not found in CSD file -

FILENAME: filename

説明: CSD ユーティリティーは、DLBL filename に指定した

CSD ファイル内に現存していないリストを参照する APPEND
コマンドまたは REMOVE コマンドを検出しました。

システムの処置: ユーティリティーはコマンドを処理しませ

ん。

ユーザーの処置: コマンドの中のリスト名を訂正するか、また

は指定された CSD ファイルが正しいものであることを確認し

てください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST
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DFHCA5256E No resources defined in group grpname.

説明: LIST コマンドの実行中に、CSD ユーティリティーはエ

レメントの存在しないグループ・ヘッダーを CSD ファイル上

で見つけました。

システムの処置: CSD ユーティリティーは、LIST コマンドの

処理を続けますが、上記グループのエレメントはリストしませ

ん。

ユーザーの処置: DFHCSDUP VERIFY ユーティリティーを実

行し、グループを検査してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5257E Length of 'TO' prefix must be less than or

equal to length of 'GROUP' prefix.

説明: 総称 COPY コマンドの実行中に、バッチ更新ユーティ

リティーは、TO キーワードに指定された総称グループの接頭

部の長さが、総称 GROUP キーワードの接頭部よりも長いこ

とを検出しました。

システムの処置: ユーティリティーは、TO グループ名の切り

捨てを防止するためこのコマンドを無視します。

ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5258I Copying group grpname1 to grpname2

説明: 総称 COPY コマンドの実行中に、CSD バッチ更新ユ

ーティリティーは、総称 GROUP キーワードと一致するもの

がないか CSD ファイルをスキャンします。 一致するものが

あるたびに、ユーティリティーは総称 TO キーワードを解決し

て、その結果の grpname1 および grpname2 をユーザーにそれ

ぞれ知らせます。

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5259I Unrecognized resource type found in the

CSD file and has been ignored.

説明: CICS が、認識されていないリソース・タイプ・コード

を CSD レコード内で検出しました。 認識されていないコー

ドは、言語定義テーブルの中のいずれの機能コードとも一致し

ていません。これは次のいずれかの理由により発生する可能性

があります。

1. 新しい CICS リリースによって CSD ファイル上に作成さ

れた定義のタイプをサポートしない CICS リリースを使用

している。

2. 言語定義テーブル (DFHEITSP または DFHEITCU) が、

CICS のこのリリースに対して無効である。

3. CSD マネージャー (DFHDMP) が、無効な CSD レコー

ド・バッファーを DFHPUP に渡した。これは、CICS の

内部論理エラーです。

システムの処置: リソースは無視され、操作は続行されます。

ユーザーの処置: 考えられる上記理由のうち、どれがエラーの

原因であるかを判別してください。理由の 1 と 2 を消去でき

れば、理由 3 に当てはまると仮定することができます。

次のように、確定した理由に応じた処置をとってください。

1. メッセージを無視します。

2. 実行中の CICS のリリースに対して、有効な DFHEITSP
および DFHEITCU のバージョンがライブラリーに入って

いるようにします。

3. この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順に

ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5261W RDT is empty. No VTAM resources in

assembled table.

説明: CSD ユーティリティーは、RDO がサポートする端末ま

たはセッション定義が含まれていない TCT、または

TYPE=INITIAL 項目に MIGRATE=COMPLETE が指定された

TCT を移行する試みを検出しました。

システムの処置: ユーティリティーは、CSD 定義を作成しま

せん。

ユーザーの処置: TCT ソース・コードに RDO がサポートす

る定義が含まれているかどうかを検査してください。 含まれて

いれば、それが (MIGRATE=YES が指定されて) 正しくアセン

ブルされ、リンク・エディットされているかどうかを調べてく

ださい。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5262S Insufficient storage to build type-matching

chain.

説明: CSD ユーティリティーの処理時に、TCT の移行で内部

エラーが起こりました。 これは、TYPETERM 定義のためのス

トレージが不足していたためです。

システムの処置: ユーティリティーは次の処理を試みます。

1. 前に内部でオープンされたすべてのファイルをクローズし

ます。

2. 動的にロードされた抽出出口ルーチンをアンロードしま

す。

3. 終了出口ルーチンを呼び出します (提供されている場合)。
4. ユーティリティーの呼び出し側に制御を戻します。

上記のいずれの場合にも、すでに移行された定義はそのまま

CSD に残されます。

ユーザーの処置:

1. DFHCSDUP VERIFY ユーティリティーを実行します。

2. 失敗に終わった MIGRATE コマンドによって作成されたグ

ループを削除します。

3. ユーティリティーの JCL でより大きな領域サイズを割り振

って、コマンドを再試行します。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5256E • DFHCA5262S

56 z/VSE V6R2 メッセージおよびコード 第 3 巻



DFHCA5263S Error in input RDT. Incorrect sequence of

commands.

説明: CSD ユーティリティーの処理時に、TCT の移行で内部

エラーが起こりました。 これは、アセンブルされたテーブルに

異常なデータがあったために生じたエラーです。

システムの処置: ユーティリティーは次の処理を試みます。

1. 前に内部でオープンされたすべてのファイルをクローズし

ます。

2. 動的にロードされた抽出出口ルーチンをアンロードしま

す。

3. 終了出口ルーチンを呼び出します (提供されている場合)。
4. ユーティリティーの呼び出し側に制御を戻します。

すでに移行された定義は、そのまま CSD に残されます。 VSE
ユーザー異常終了コードは 0308 です。

ユーザーの処置:

1. DFHCSDUP VERIFY ユーティリティーを実行します。

2. 失敗に終わった MIGRATE コマンドによって作成されたグ

ループを削除します。

3. 失敗に終わったテーブルのアセンブリー・リストを保存

し、さらに (入手できる場合) DFHCSDUP ダンプを保存し

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。

手順については、「CICS Problem Determination Guide」の

第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5264W Resource object not defined. Group grpname

not available.

説明: TCT の移行の実行時に、CSD ユーティリティーは、タ

ーゲット・グループ grpname を入手できなかったために、リ

ソース object を定義することができませんでした。 ユーティ

リティーは、理由を示すメッセージを前に出しています。

システムの処置: ユーティリティーは、リソース object につ

いては定義を作成しません。 通常のユーティリティー処理を続

行します。

ユーザーの処置: 元のメッセージをよく調べてください。 必

要なら、TCT ソース・コード内の TYPE=GROUP マクロをコ

ーディングし直し、適当なグループ名を指定してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5265W Action required to find a suitable

TYPETERM for terminal termid.

説明: TCT を移行させているときに、CSD ユーティリティー

は、対応する TYPETERM 定義を作成することができない端末

定義を検出しました。

システムの処置: ユーティリティーは、端末定義を CSD ファ

イルに追加しますが、この装置に適当でない TYPETERM が参

照されます。

ユーザーの処置: CEDA トランザクションを用いて適当な

TYPETERM を定義し、新しい TERMINAL を参照するように

TYPETERM 定義を変更してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5266W sessions sessions not defined because of

error in associated connection.

説明: TCT の移行時にエラーが検出されました。 セッション

を移行しているときに、関連 CONNECTION が正常に定義さ

れたかどうかを DFHCSDUP が検査します。 正常に定義され

ていない場合には、DFHCSDUP がセッション定義を異常終了

します。

システムの処置: 指定された SESSION リソースは CSD に移

行されません。 DFHCSDUP は、後続の TCT 項目の移行を続

行します。

ユーザーの処置: MIGRATE ユーティリティーからの出力リス

ト内の診断情報を使用して、CONNECTION 定義が失敗した

理由を判別してください。 その後 RDO を使用することによ

り、CONNECTION および SESSION を CSD に DEFINE す

ることができます。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5267E resource object not migrated. Target group

grpname is locked to APPLID applid OPID

opid and cannot be updated at present

説明: リソース resource をグループ grpname に入れることは

できません。そのグループが現在 APPLID applid および

OPID opid にロックされているからです。 別のユーザーの操

作が完了すれば、グループは再びアンロックされます。

システムの処置: ユーティリティーは、後に出される

DFHCA5274 メッセージ内に指定されたリソース用の定義を作

成しません。 通常のユーティリティー処理が続行され、ユーテ

ィリティー戻りコードは 8 に設定されます。

ユーザーの処置: ジョブを後で再サブミットするか、そのター

ゲット・グループについて別の名前を選択してください。 グル

ープがロックされたままの場合には、APPLID および OPID
により識別されたユーザーと相談してください。 明白な理由も

ないのにロックが設定されたままの場合には、VERIFY コマン

ドを出して、再サブミットしてください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5268E resource object not migrated. grpname already

exists as a list.

説明: ターゲット・グループのために選択した名前が、CSD
上の既存の LIST の名前と重複しています。

システムの処置: ユーティリティーは、後に出される

DFHCA5274 メッセージ内に指定されたリソース用の定義を作

成しません。 通常のユーティリティー処理が続行され、ユーテ

ィリティー戻りコードは 8 に設定されます。

ユーザーの処置: ターゲット・グループ用に別の名前を選択し

て、FCT ソース内の該当する TYPE=GROUP マクロを変更し

てください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST
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DFHCA5269E resource object not migrated. Group grpname

is IBM protected.

説明: 定義を IBM 提供のグループ (「DFH」で始まるグルー

プ) に追加する試みが行われました。

システムの処置: ユーティリティーは、後に出される

DFHCA5274 メッセージ内に示されたリソース用の定義を作成

しません。 通常のユーティリティー処理が続行され、ユーティ

リティー戻りコードは 8 に設定されます。

ユーザーの処置: 「DFH」で始まらない名前を持つ別のターゲ

ット・グループを指定するように入力ソースを変更してくださ

い。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5270I {group | list} xxxxxxxx deleted from the

CSD.

説明: CSD ユーティリティーは、基本 CSD ファイルからグ

ループまたはリストを正常に削除しました。

システムの処置: 通常のユーティリティー処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5271S Unable to delete {group | list} xxxxxxxx

from the CSD.

説明: CSD ユーティリティーの処理中に、CSD ファイルへの

アクセス・エラーにより削除操作が失敗しました。

システムの処置: ユーティリティーは DELETE コマンドを処

理しません。削除されるべきグループまたはリストが、CSD
ファイルに残っています。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5272I resource object Deleted from group.

説明: CSD ユーティリティーは、メッセージに名前の示され

たリソースを正常に削除しました。

v resource はリソースのタイプです。

v object はオブジェクトの名前です。

システムの処置: 通常のユーティリティー処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5273W resource object is not in group grpname.

説明: CSD ユーティリティーは、メッセージに名前が示され

たグループに存在していないリソースを削除する試みを検出し

ました。

v resource はリソースのタイプです。

v object はオブジェクトの名前です。

v grpname はグループの名前です。

システムの処置: ユーティリティーは DELETE コマンドを処

理しません。

ユーザーの処置: グループ名とリソース名が正しくコーディン

グされているかどうか検査してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5274W resource object not migrated. Group grpname

is not available.

説明: FCT の移行の実行時に、CSD ユーティリティーは、タ

ーゲット・グループ grpname を入手できなかったために、リ

ソース resource を定義することができませんでした。 ユーテ

ィリティーは、このメッセージの前に、その理由を示すメッセ

ージを出しています。

システムの処置: ユーティリティーは、メッセージに示された

リソース object の定義を作成しません。 通常のユーティリテ

ィー処理を続行します。

ユーザーの処置: 元のメッセージをよく調べてください。 必

要であれば、FCT ソース内の TYPE=GROUP マクロを、適切

なグループを指定するようにコーディングし直してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5275S Command not executed. Group grpname is

not the member of list listname.

説明: 実行中の REMOVE コマンドが、LIST listname のメン

バーでない GROUP を指定しています。

システムの処置: コマンドは実行されません。

コマンドが SYSIPT データ・ストリームから読み取られている

場合には、後続のコマンド (LIST コマンドを除く) は、構文に

ついてのみ検査されます。 (1 次 CSD ファイルをオープンす

ることができない場合には、LIST コマンドも処理されませ

ん。)

コマンドが、コマンド読み取り出口から読み取られている場合

には、DFHCSDUP は後続のコマンドの処理を試みます。

ユーザーの処置: コマンドを訂正し、DFHCSDUP ジョブを再

サブミットして、失敗に終わったコマンドおよび抑止された後

続のコマンドのすべてを実行してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5276I Group grpname removed from list listname.

説明: REMOVE コマンドが、リスト listname からグループ

grpname を正常に除去しました。

システムの処置: 通常の実行が続けられます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST
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DFHCA5277I List list deleted from CSD.

説明: リスト listname から最後のグループが除去されまし

た。 このため、リストは削除されました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5280I Processing definitions from library member

xxxxxxxx.

説明: CSD ユーティリティーは、メッセージに名前が示され

たライブラリー・メンバーからデータを正常にロードしまし

た。

システムの処置: 通常のユーティリティー処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5281S Data loaded from library member xxxxxxxx

is invalid.

説明: CSD ユーティリティーは、示されたライブラリー・メ

ンバーからロードされたデータの中にエラーを見つけました。

システムの処置: ユーティリティーは次の処理を試みます。

1. 前に内部でオープンされたすべてのファイルをクローズし

ます。

2. 動的にロードされた抽出出口ルーチンをアンロードしま

す。

3. 終了出口ルーチンを呼び出します (提供されている場合)。
4. ユーティリティーの呼び出し側に制御を戻します。

ユーザーの処置: エラーを起こしたライブラリー・メンバーを

含んでいるダンプを入手してください。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5282E Unable to get storage for library member

xxxxxxxx.

説明: ライブラリー・メンバー xxxxxxxx をロードするための

ストレージが不足しています。

システムの処置: ユーティリティーは、示されたライブラリ

ー・メンバーへのアクセスを必要とするコマンドの処理を終了

します。

ユーザーの処置: JCL EXEC ステートメントで

SIZE=DFHCSDUP を指定している場合には、ALLOC コマン

ドを使用して区画サイズを増やす必要があります。 これを行う

方法については、「z/VSE System Control Statements」で

ALLOC コマンドの説明を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5283S RDL subcommand exceeds 1024 bytes:

xxxxxxxx.

説明: CSD ユーティリティーは、表示された (切り捨てられ

た) UPGRADE、INITIALIZE、または MIGRATE コマンドを

処理しているときにロードされたデータの中に内部エラーを検

出しました。

システムの処置: CSD ユーティリティーは異常終了します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5284E Error analyzing RDL subcommand:

xxxxxxxx.

説明: CSD ユーティリティーは、表示された (切り捨てられ

た) UPGRADE、INITIALIZE、または MIGRATE コマンドを

処理しているときにロードされたデータの中に内部エラーを検

出しました。

システムの処置: ユーティリティーは次の処理を試みます。

1. 前に内部でオープンされたすべてのファイルをクローズし

ます。

2. 動的にロードされた抽出出口ルーチンをアンロードしま

す。

3. 終了出口ルーチンを呼び出します (提供されている場合)。
4. ユーティリティーの呼び出し側に制御を戻します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5285E Invalid verb in RDL subcommand:

xxxxxxxx.

説明: CSD ユーティリティーは、表示された (切り捨てられ

た) UPGRADE、INITIALIZE、または MIGRATE コマンドを

処理しているときにロードされたデータの中に内部エラーを検

出しました。

システムの処置: ユーティリティーは次の処理を試みます。

1. 前に内部でオープンされたすべてのファイルをクローズし

ます。

2. 動的にロードされた抽出出口ルーチンをアンロードしま

す。

3. 終了出口ルーチンを呼び出します (提供されている場合)。
4. ユーティリティーの呼び出し側に制御を戻します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST
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DFHCA5286E Unable to create resource definition on

CSD file, RDL subcommand: xxxxxxxx.

説明: このメッセージは、表示された (切り捨てられた) コマ

ンドの処理中に次のいずれかの理由で出されます。

1. CSD がいっぱいです (この場合、メッセージ DFHCA5175
とメッセージ DFHCA5176 がこのメッセージに伴いま

す)。
2. CSD が読み取り専用として定義されています (この場合、

メッセージ DFHCA5174 がこのメッセージに伴います)。
3. 移行中の TCT に、RDO が受け入れない名前の端末項目が

入っています (この場合、メッセージ DFHCA5165 がこの

メッセージに伴います)。
4. 前の更新命令が失敗したため、リストまたはグループが使

用できません (この場合、メッセージ DFHCA5142 がこの

メッセージに伴います)。
5. CSD ファイルを初期設定 (INITIALIZE) または更新

(UPGRADE) するために使用されるリソース定義リスト

に、無効なリソース名またはグループ名を持つ定義が入っ

ています。

6. DFHCSDUP に論理エラーが発生したか、またはロードさ

れたテーブルに入っているデータに内部エラーが検出され

ました。

システムの処置: システムの処置は、メッセージが出された理

由によって異なります。例えば次のとおりです。

1. TCT テーブルの移行が直ちに終了します。

2. UPGRADE コマンドまたは INITIALIZE コマンドの処理

が終了します。

3. ユーティリティーは次の処理を試みます。

a. 前に内部でオープンされたすべてのファイルをクローズ

します。

b. 動的にロードされた抽出出口ルーチンをアンロードし

ます。

c. 終了出口ルーチンを呼び出します (提供されている場

合)。
d. ユーティリティーの呼び出し側に制御を戻します。

4. コマンドは実行されず、ジョブ・ストリーム内の

DFHCSDUP コマンドの実行はこれ以上行われません。

5. 上記の (3) の場合と同じです。

6. 上記の (3) の場合と同じです。

いかなる場合でも、障害が発生した時点以前にこのコマンドに

より作成されたすべての定義は CSD 上に残ります。

ユーザーの処置: ユーザーの処置は、メッセージが出された理

由によって異なります。例えば次のとおりです。

1. メッセージ DFHCA5175 および DFHCA5176 を参照して

ください。

2. メッセージ DFHCA5174 を参照してください。

3. 端末の名前およびそれへのすべての参照を変更してくださ

い。 メッセージ DFHCA5165 のユーザーの処置も参照し

てください。

4. メッセージ DFHCA5142 を参照してください。

5. これは、CICS 論理エラーです。下記の 6 の指示を参照し

てください。

6. これは、CICS 論理エラーです。 この問題を解決するには

IBM の支援が必要です。 手順については、「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してくださ

い。 障害の CICS バックグラウンド・トレースが、問題

の診断に役立つ場合があります。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5287 EXTRACT terminated at user's request

RC=retcode.

説明: バッチ・ジョブが CSD ユーティリティー EXTRACT
コマンドを出しました。 ユーザー出口プログラムがレジスター

15 に非ゼロ値を戻したので、EXTRACT コマンドは終了しま

した。 後続のメッセージは、ユーティリティーによって検出さ

れた問題がさらにあれば、それを示します。

システムの処置: ユーティリティー・コマンドの実行を終了し

ます。 このメッセージの次には DFHCA5104 が続きます。

ユーザーの処置: 与えられた戻りコード retcode およびユーザ

ー出口プログラムの関連資料を使用して、ユーザー出口プログ

ラムにより検出されたエラーの原因を判別してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5501E date time applid netname tranid Command not
executed. keyword must be specified.

説明: キーワード keyword (コマンドに必要とされる) が省略
されたか、または正しく指定されませんでした。 正しく指定さ
れなかった場合は、前に出ているメッセージからわかります。
システムの処置: コマンド分析プログラムはこのコマンドを無
視します。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、keyword
宛先: CSMT

DFHCA5502W date time applid netname tranid xxxxxxx
implies yyyyyyy.

説明: CREATE コマンドまたは DEFINE コマンドで指定され
た値 xxxxxxxx が、別の値 yyyyyyyy (通常のデフォルトではな
い) としてみなされるようになりました。
システムの処置: 通常のユーティリティー処理を続行します。
ユーザーの処置: その結果生じたリソース定義が受け入れ可能
かどうかを検査してください。 このデフォルトを受け入れる場
合は、他に処置を行う必要はありません。

結果として生じたデフォルト値を受け入れられない場合には、
その定義を修正するか、または定義を削除してもう一度開始す
るかを決定しなければなりません。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxx、yyyyyyy
宛先: CSMT

DFHCA5503E date time applid netname tranid Command not
executed. xxxxxxx option conflicts with
yyyyyyy option and is ignored.

説明: 同時には使用できない 2 つのオプション xxxxxxx およ
び yyyyyyy が指定されました。
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システムの処置: コマンド分析プログラムはこのコマンドを無
視します。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxx、yyyyyyy
宛先: CSMT

DFHCA5504E date time applid netname tranid Command not
executed. Use of xxxxxxx option implies
yyyyyyy option must be specified.

説明: オプション xxxxxxx は、別の値 yyyyyyy を必要としま
す。
システムの処置: コマンド分析プログラムはこのコマンドを無
視します。
ユーザーの処置: yyyyyyy を指定してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxx、yyyyyyy
宛先: CSMT

DFHCA5505W date time applid netname tranid Program
DFHMSP requires a TWASIZE of at least
528.

説明: メッセージ交換プログラム DFHMSP の DEFINE コマ
ンドまたは CREATE TRANSACTION コマンドによって 528
バイトより小さい TWASIZE が与えられました。 それを、そ
の名前の CICS 提供プログラム用の定義とする場合には、正し
く実行されません。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: その結果として生じるリソース定義が、予定
どおりのものであるかどうかを検査してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、tranid
宛先: CSMT

DFHCA5506E date time applid netname tranid Command not
executed. For xxxxxxx many options,
including yyyyyyy, are meaningless.

説明: 他のキーワードまたは値と矛盾するキーワードまたは値
が指定されました。
システムの処置: コマンド分析プログラムはこのコマンドを無
視します。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxx、yyyyyyy
宛先: CSMT

DFHCA5507E date time applid netname tranid Command not
executed. xxxxxxx value must be greater
than yyyyyyy value.

説明: 他の値と矛盾する値が指定されました。 xxxxxxx は
yyyyyyy より大きくなければなりません。
システムの処置: コマンド分析プログラムはこのコマンドを無
視します。

ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxx、yyyyyyy
宛先: CSMT

DFHCA5508E date time applid netname tranid Command not
executed. xxxxxxx value must be less than
or equal to yyyyyyy value.

説明: 他の値と矛盾する値が指定されました。 xxxxxxx は
yyyyyyy 以下でなければなりません。
システムの処置: コマンド分析プログラムはこのコマンドを無
視します。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxx、yyyyyyy
宛先: CSMT

DFHCA5509E date time applid netname tranid Command not
executed. xxxxxxx name must not be the
same as yyyyyyy name.

説明: DEFINE または CREATE コマンド内の一部の値は、リ
ソースの名前と同一であってはなりません。 xxxxxxx の名前
は、yyyyyyy と同一であってはなりません。
システムの処置: コマンド分析プログラムはこのコマンドを無
視します。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxx、yyyyyyy
宛先: CSMT

DFHCA5510W date time applid netname tranid xxxxxxx names
beginning with yyyyyyy are reserved and
may be redefined by CICS.

説明: CICS は、ユーザーが通常使用してはいけない名前の標
準プログラムおよびトランザクションを提供しています。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: その結果として生じるリソース定義が、予定
どおりのものであるかどうかを検査してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxx、yyyyyyy
宛先: CSMT

DFHCA5511W date time applid netname tranid xxxxxxx name
yyyyyyy is reserved and may be redefined
by CICS.

説明: CICS は、ユーザーが通常使用してはいけない名前の標
準プログラムおよびトランザクションを提供しています。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: その結果として生じるリソース定義が、予定
どおりのものであるかどうかを検査してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP
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XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxx、yyyyyyy
宛先: CSMT

DFHCA5512W date time applid netname tranid Program name
begins with 'DFH' but transaction name
does not begin with 'C'.

説明: CICS は、ユーザーが使用してはいけない命名規則を用
いた標準プログラムおよびトランザクションを提供していま
す。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: その結果として生じるリソース定義が、予定
どおりのものであるかどうかを検査してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、tranid
宛先: CSMT

DFHCA5513E date time applid netname tranid Command not
executed. The second value of xxxxxxx
must not be greater than the first.

説明: キーワードのいくつかは対の値からなりますが、これら
は基本的に最大値と最小値を示しています。
システムの処置: ユーティリティーはそのコマンドを無視しま
す。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxx
宛先: CSMT

DFHCA5514E date time applid netname tranid Command not
executed. With SESSNAME there can only
be one COUNT and its value must be 1.

説明: DEFINE コマンドまたは CREATE SESSIONS コマン
ド内の SESSNAME の使用は、単一セッション (送信または受
信のいずれか) を必要とすることを意味します。
システムの処置: コマンドは無視されます。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、tranid
宛先: CSMT

DFHCA5515W date time applid netname tranid
AUTOPAGE(NO) has been specified for a
3270 print device.

説明: DEFINE コマンドまたは CREATE TYPETERM コマン
ドに、AUTOPAGE(NO)5516 および DEVICE(3270P) または
DEVICE(LUTYPE3) があります。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: その結果として生じるリソース定義が、予定
どおりのものであるかどうかを検査してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、tranid
宛先: CSMT

DFHCA5516W date time applid netname tranid The values of
DEVICE and SESSIONTYPE are equivalent
to DEVICE(devtype) and have been replaced.

説明: DEFINE コマンド CREATE TYPETERM コマンドに、
有効であるものの現在使用されていない DEVICE および
SESSIONTYPE の組み合わせがあります。

この DEVICE および SESSIONTYPE の組み合わせは、
devtype に示されたより単純な同等の装置により置き換えられ
ました。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: その結果として生じるリソース定義が、予定
どおりのものであるかどうかを検査してください。 「CICS
Resource Definition Guide」で、同等な装置に関する詳細が説明
されています。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、devtype
宛先: CSMT

DFHCA5517E date time applid netname tranid Command not
executed. prefix and COUNT together make
more than four characters.

説明: SESSIONS 定義では、prefix パラメーター (SENDPFX
または RECEIVEPFX) に、対応するカウントの値
(SENDCOUNT または RECEIVECOUNT) 以下の数値接尾部
を追加してセッション名を生成します。 セッション名は最大 4
文字であるため、セッションのカウントが 99 を超える場合、
接頭部は 1 文字になります。
システムの処置: コマンドは実行されません。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、prefix
宛先: CSMT

DFHCA5518W date time applid netname tranid XTRANIDS
xxxxxxx are reserved and may be redefined
by CICS.

説明: CICS は、ユーザーが通常使用してはならない名前のプ
ログラムおよびトランザクションを提供しています。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: その結果として生じるリソース定義が、予定
どおりのものであるかどうかを検査してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxx
宛先: CSMT

DFHCA5519E date time applid netname tranid Command not
executed. xxxxxxx value contains an invalid
y.

説明: DEFINE または CREATE コマンドにおけるすべての文
字値は、(その値によって) 特定の文字が使用できなくなる規則
に従っています。
システムの処置: コマンドは無視されます。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
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「CICS Resource Definition Guide」で、DEFINE コマンドの構
文の個々の属性におけるそれらの規則の詳細が説明されていま
す。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxx、y
宛先: CSMT

DFHCA5520W date time applid netname tranid The value of
DEVICE is equivalent to xxxxxxx and has
been replaced.

説明: DEFINE コマンドおよび CREATE TYPETERM コマン
ドには、有効であるものの現在使用されていない DEVICE 値
があります。その DEVICE 値はこれに相当するより単純な
DEVICE 値に置き換えられました。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: その結果として生じるリソース定義が、予定
どおりのものであるかどうかを検査してください。

「CICS Resource Definition Guide」で、それらの単純な同等の
装置に関する詳細が説明されています。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxx
宛先: CSMT

DFHCA5521E date time applid netname tranid Command not
executed. xxxxxxx value yyyyyyy is invalid.

説明: 有効でない値 yyyyyyyy が、キーワード xxxxxxxx に指
定されました。 この値は、例えば数値でない場合もあります。
システムの処置: コマンドは無視されます。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxx、yyyyyyy
宛先: CSMT

DFHCA5522E date time applid netname tranid Command not
executed. Length of xxxxxxx value is more
than allowed.

説明: DEFINE または CREATE コマンドにおけるすべての文
字値には、長さの制限があります。
システムの処置: コマンドは無視されます。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxx
宛先: CSMT

DFHCA5523E date time applid netname tranid Command not
executed. File DFHCSD must be defined in
the SIT and not the CSD.

説明: DFHCSD は、SIT ではなく、DEFINE または
CREATE コマンドによって定義されました。 これは許可され
ていません。
システムの処置: コマンドは無視されます。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。

DFHCSD を SIT で定義してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、tranid
宛先: CSMT

DFHCA5524W date time applid netname tranid BMS route
for console may cause unpredictable results
if maps or TEXT(ACCUM) used on device.

説明: 複数行マップまたは蓄積されたテキストをコンソールに
ルーティングすることはサポートされていません。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: サポートされていないコンソール操作が使用
不可になっていることを確認してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、tranid
宛先: CSMT

DFHCA5525W date time applid netname tranid xxxxxxxx
value is not valid, yyyyyyyy has been
assumed.

説明: 値 xxxxxxxx が有効ではありません。 値 yyyyyyyy と
みなされました。
システムの処置: コマンドは無視されます。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxxx、yyyyyyyy
宛先: CSMT

DFHCA5526E date time applid netname tranid xxxxxxxx must
have rows and columns specified.

説明: xxxxxxxx には、行と列を指定しておかなければなりま
せん。
システムの処置: コマンドは無視されます。
ユーザーの処置: そのコマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、xxxxxxxx
宛先: CSMT

DFHCA5527E date time applid netname tranid Command not
executed. Remote options are ignored for
programs starting with DFH.

説明: CICS が、リモート属性を許可されていない標準プログ
ラムを提供しています。
システムの処置: コマンドは無視されます。
ユーザーの処置: プログラム定義からリモート属性を削除し
て、コマンドを訂正してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、tranid
宛先: CSMT
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DFHCA5528E date time applid netname tranid Command not
executed. Value of keyword is out of valid
range.

説明: メッセージに示されたキーワードに無効な値が与えられ
ました。
システムの処置: コマンドは無視されます。
ユーザーの処置: 有効なキーワード値を与えて、再試行してく
ださい。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、keyword
宛先: CSMT

DFHCA5529E date time applid netname tranid keyword or
keyword must be specified.

説明: メッセージに示されたキーワードのいずれも指定されま
せんでした。 リソースを定義するときは、これらのキーワード
のいずれかを指定しなければなりません。
システムの処置: コマンドは無視されます。
ユーザーの処置: 示されたキーワードのいずれかを指定し、再
試行してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、keyword、keyword
宛先: CSMT

DFHCA5530W date time applid netname tranid XTRANIDS
ending with string are reserved and may be
redefined by CICS.

説明: CICS は、ユーザーが通常使用してはならない名前のプ
ログラムおよびトランザクションを提供しています。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: その結果として生じるリソース定義が、予定
どおりのものであるかどうかを検査してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、string
宛先: CSMT

DFHCA5531W date time applid netname tranid XTRANIDS
beginning with string are reserved and may
be redefined by CICS.

説明: CICS は、ユーザーが通常使用してはならない名前のプ
ログラムおよびトランザクションを提供しています。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: その結果として生じるリソース定義が、予定
どおりのものであるかどうかを検査してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、string
宛先: CSMT

DFHCA5532E date time applid netname tranid Command not
executed. An invalid combination of rows
and columns has been specified for
ALTSCREEN.

説明: 指定された値の 1 つがゼロで、もう 1 つが非ゼロで
す。 この組み合わせは無効です。
システムの処置: コマンドは無視されます。
ユーザーの処置: 有効な組み合わせの ALTSCREEN の行と列
が指定されていることを確認してください。有効な組み合わせ
についての詳細は、「CICS Resource Definition Guide」を参照
してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、ALTSCREEN
宛先: CSMT

DFHCA5533W date time applid netname tranid Specified
keyword1 value is less than keyword2 value.
The default value has been assumed.

説明: keyword2 の値と互換性のない値が keyword1 に指定さ
れました。
システムの処置: コマンド分析プログラムは、keyword1 のデ
フォルト値を想定して、このコマンドを処理します。
ユーザーの処置: このリソース定義が受け入れ可能かどうかを
確かめてください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、keyword1、keyword2
宛先: CSMT

DFHCA5534W When you change the value of DEVICE
many other values may be changed for
you.

説明: TYPETERM リソース定義の中の DEVICE を更新
(ALTER) するときに、バッチ更新ユーティリティーが、新しい
DEVICE と合わない強制値を変更します。 しかし、従属デフ
ォルト値が変更されず、ここで値が合わなくなる可能性があり
ます。
システムの処置: 通常のユーティリティー処理を続行します。
ユーザーの処置: その結果として生じるリソース定義が、予定
どおりのものであるかどうかを検査してください。

詳細については、「CICS Resource Definition Guide」を参照し
てください。
モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5535E date time applid netname tranid Command not
executed. restype name resname is reserved
by CICS.

説明: ユーザーは CICS が予約しているリソース名 resname
をリソース・タイプ restype に指定しました。
システムの処置: コマンドは無視されます。
ユーザーの処置: 別のリソース名を指定してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、restype、resname
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宛先: CSMT

DFHCA5536W date time applid netname tranid keyword1 and
keyword2 attributes are inconsistent if
definition is being shared with a
back-level release.

説明: keyword1 が keyword2 に置き換えられました。 しか
し、 keyword1 は互換性のために保持されました。 リソースの
更新または作成後に、keyword1 に指定された値と keyword2 に
指定された値に矛盾が生じました。
システムの処置: リソースは作成または更新されます。
ユーザーの処置: リソースをバックレベルのリリースと共用し
ている場合、結果として生じるリソース定義が受け入れ可能で
あることを確認してください。 共用していない場合は、メッセ
ージを無視してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、keyword1、keyword2
宛先: CSMT

DFHCA5537W date time applid netname tranid Prefix allowed
to default. Use of defaults is recommended
for MRO sessions only.

説明: LU6.1 または MRO セッション用の送信または受信接
頭部にヌル値が受け入れられました。 デフォルト値の '>' は
送信セッション用に、'<' は受信セッション用に CICS によっ
て提供されます。これらの値は、MRO セッション名のデフォ
ルトの接頭部です。 これらの接頭部は、LU6.1 セッションで
使用することができますが、同じ接頭部を持つ MRO セッショ
ン名が使用されている場合は使用しないでください。多数のセ
ッションが定義されている場合には名前が重複する可能性があ
るためです。
システムの処置: CICS は、これらの接頭部を使用してセッシ
ョン名を生成します。
ユーザーの処置: これが LU6.1 セッションである場合は、別
の接頭部を選択するようお勧めします。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、tranid
宛先: CSMT

DFHCA5538W date time applid netname tranid resource names
starting with x may conflict with system
sessions names.

説明: リソース resource は、システム生成 SESSIONS 名に使
用される可能性のある、x の文字で始まる名前を与えられてい
ます。
システムの処置: 定義が作成されます。
ユーザーの処置: リソースに与えられた名前と SESSIONS 名
の間に矛盾がないことを確認してください。
モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、resource、x
宛先: CSMT

DFHCA5539S date time applid netname tranid keyword is not
valid because it starts with the reserved
character or string string.

説明: キーワード keyword に与えた名前が、「C」または
「DFH」などの予約された文字や文字列で始まっているために
無効です。
システムの処置: 定義は作成されません。
ユーザーの処置: キーワードの名前を変更してください。
モジュール: DFHCAP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、
tranid、keyword、string
宛先: CSMT

DFHCA5544S date time applid netname tranid Command not
executed. DSNAME value 'dsname' is
invalid. msg.

説明: VSAM データ・セットの命名規則に従っていないた
め、DSNAME dsname は無効です。 VSAM データ・セットの
命名規則について詳しくは、「IBM z/VSE VSE 中央機能
VSE/VSAM コマンド」を参照してください。
システムの処置: 定義は作成されません。 メッセージ中の挿
入部 msg は、エラーの理由を示しています。 それは次のいず
れかです。
INVALID CHARACTER x in DSNAME.

文字 x は、有効な文字セット (A から Z 、0 から

9 、 $ 、@ 、# 、.、 および -) の中に含まれてい

ません。

INVALID SEGMENT LENGTH.

名前セグメントはすべて 1 から 8 文字の範囲内でな

ければなりません。

SEGMENT NAME STARTS WITH CHARACTER x.

セグメント名は、英字または国別文字 (@ # $) で始

まっていなければなりません。

DSNAME ENDS WITH A PERIOD.

DSNAME の最後はピリオドにしてはなりません。

ユーザーの処置: メッセージに示された名前を訂正してくださ

い。

モジュール: DFHCAP、DFHCSDUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、

tranid、dsname、msg

宛先: CSMT

DFHCA5550W keyword1 implies keyword2. The default

value has been assumed.

説明: keyword1 に、keyword2 の値と互換性のない値が指定さ

れました。

システムの処置: ユーティリティーは keyword1 を変更してデ

フォルト値を設定し、コマンドを処理します。

ユーザーの処置: このリソース定義が受け入れ可能かどうかを

確かめてください。

モジュール: DFHCAP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、

tranid、 keyword1、 keyword2

宛先: CSMT
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DFHCA5600E Unable to get storage for module

DFHCICS. Primary CSD has not been

initialized.

説明: モジュール DFHCICS をロードするためのストレージ

が不足しています。

システムの処置: INITIALIZE コマンドの処理は中止されま

す。

ユーザーの処置: DFHCICS モジュールをロードするのに十分

なストレージがあることを確認してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5601E Unable to load the {PPT | PCT | FCT |

RDT | LD} table named table.

説明: テーブル table をロードできません。

システムの処置: システムの処置は、テーブルのタイプによっ

て異なります。

LD DFHCSDUP がこのコマンドを処理できません。 ユ

ーティリティーは次の処理を試みます。

1. 前に内部でオープンされたすべてのファイルをク

ローズします。

2. 動的にロードされた抽出出口ルーチンをアンロー

ドします。

3. 終了出口ルーチン (与えられている場合) を呼び

出します。

4. ユーティリティーの呼び出し側に制御を戻しま

す。

PPT、PCT、FCT、または RDT

CSD ユーティリティーは、テーブルをロードするこ

とができず、ユーティリティー・コマンドの処理を終

了します。

ユーザーの処置: オペレーティング・システムが出した先行メ

ッセージを参照して、障害の理由を判別してください。

テーブルのアセンブリーおよびリンク・エディットが正常に行

われたなら、PPT、PCT、FCT、または RDT はライブラリー

内にあるはずです。 LD は、提供された事前生成 CICS シス

テムのロード・ライブラリーにあります。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5602E Unable to unload the {PPT | PCT |FCT |

RDT | LD} table named table.

説明: テーブル table をアンロードできません。

システムの処置: システムの処置は、テーブルのタイプによっ

て異なります。

LD DFHCSDUP がこのコマンドを処理できません。 ユ

ーティリティーは次の処理を試みます。

1. 前に内部でオープンされたすべてのファイルをク

ローズします。

2. 動的にロードされた抽出出口ルーチンをアンロー

ドします。

3. 終了出口ルーチン (与えられている場合) を呼び

出します。

4. ユーティリティーの呼び出し側に制御を戻しま

す。

PPT、PCT、FCT、または RDT

CSD ユーティリティーは、テーブルをアンロードす

ることができず、ユーティリティー・コマンドの処理

を終了します。

ユーザーの処置: オペレーティング・システムが出した先行メ

ッセージを参照して、障害の理由を判別してください。

テーブルのアセンブリーおよびリンク・エディットが正常に行

われたなら、PPT、PCT、FCT、または RDT はライブラリー

内にあるはずです。 LD は、提供された事前生成 CICS シス

テムのロード・ライブラリーにあります。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5603E Unable to locate the {PPT | PCT |FCT |

RDT | LD} table named table.

説明: テーブル table を見つけ出すことができません。

システムの処置: システムの処置は、メッセージに示されたテ

ーブルのタイプによって異なります。

LD DFHCSDUP がこのコマンドを処理できません。 ユ

ーティリティーは次の処理を試みます。

1. 前に内部でオープンされたすべてのファイルをク

ローズします。

2. 動的にロードされた抽出出口ルーチンをアンロー

ドします。

3. 終了出口ルーチン (与えられている場合) を呼び

出します。

4. ユーティリティーの呼び出し側に制御を戻しま

す。

PPT、PCT、FCT、または RDT

CSD ユーティリティーは、テーブルを見つけること

ができず、ユーティリティー・コマンドの処理を終了

します。

ユーザーの処置: オペレーティング・システムが出した先行メ

ッセージを参照して、障害の理由を判別してください。

テーブルのアセンブリーおよびリンク・エディットが正常に行

われたなら、PPT、PCT、FCT、または RDT はライブラリー

内にあるはずです。 LD は、提供された事前生成 CICS シス

テムのロード・ライブラリーにあります。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5604E Unable to obtain storage for the

cross-reference table named table.

説明: DFHCSDUP はテーブル table のストレージを獲得でき

ませんでした。

システムの処置: DFHCSDUP がこのコマンドを処理できませ

ん。

コマンドが SYSIN データ・ストリームから読み取られている

場合には、後続のコマンド (LIST を除く) は、構文についての

み検査されます。 (1 次 CSD ファイルをオープンすることが

できない場合には、LIST も処理されません。)

コマンドがコマンド読み取り出口から読み取られている場合に
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は、DFHCSDUP は後続のコマンドの処理を試みます。

ユーザーの処置: JCL EXEC ステートメントで

SIZE=DFHCSDUP を指定している場合には、区画サイズを増

やす必要があります。 これを行う方法については、「z/VSE

System Control Statements」で ALLOC コマンドの説明を参照

してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5605E Disallowed character in group or list name

object.

説明: モジュール DFHDMP の呼び出しが、CSD ファイル上

に作成されるレコードのための有効なキーを構成するのに失敗

しました。 これは、グループ名またはリスト名に無効な文字が

入っているためです。

システムの処置: この定義のための CSD レコードは作成され

ません。 (それがトランザクションである場合には、生成プロ

ファイルも作成されません。)
ユーザーの処置: CEDA トランザクションを用いて、有効な

名前のリソースを定義してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5606S Command is not executed. Unable to load

the service module progname.

説明: ストレージが不足しているためにサービス・モジュール

progname をロードできません。

システムの処置: ユーティリティー・コマンドの実行は終了し

ます。 ユーティリティーがコマンドを SYSIPT データ・スト

リームから読み取っている場合には、後続のコマンドは、構文

についてのみ検査されます。

ユーザーの処置: JCL EXEC ステートメントで

SIZE=DFHCSDUP を指定している場合には、区画サイズを増

やす必要があります。 これを行う方法については、「z/VSE

System Control Statements」で ALLOC コマンドの説明を参照

してください。その後、ユーティリティー・コマンドを再試行

してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5607S Command is terminated. An error occurred

while reading the first secondary CSD

record.

説明: 2 次 CSD ファイル上で入出力エラーが起こりました。

システムの処置: SERVICE コマンドは終了します。 ユーティ

リティーがコマンドを SYSIPT データ・ストリームから読み取

っている場合には、後続のコマンドは、構文についてのみ検査

されます。

ユーザーの処置: 入出力データ・セットが正しく定義されてい

て、しかも JCL 内の 2 次 CSD ファイル用の DLBL 名が

SERVICE ユーティリティー・コマンドの FROMCSD パラメ

ーターに対応しているかどうかを検査してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5608S Command is terminated. An error occurred

while reading a secondary CSD record.

説明: 2 次 CSD ファイル上で入出力エラーが起こりました。

システムの処置: SERVICE コマンドは終了します。 ユーティ

リティーがコマンドを SYSIPT データ・ストリームから読み取

っている場合には、後続のコマンドは、構文についてのみ検査

されます。

ユーザーの処置: 入出力データ・セットが正しく定義されてい

て、しかも JCL 内の 2 次 CSD ファイル用の DLBL 名が

SERVICE ユーティリティー・コマンドの FROMCSD パラメ

ーターに対応しているかどうかを検査してください。

問題が解消しない場合には、VSAM アクセス方式サービス・プ

ログラム (AMS) の PRINT コマンドかまたは DFHCSDUP
の LIST ALL コマンドのいずれかを使用して、CSD の印刷出

力の入手も試みてください。 LIST は、どこでエラーが発生し

たかを示します。エラーは印刷されないので、簡単に識別でき

ます。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5609S Command is terminated. An error occurred

while writing a primary CSD record.

説明: 1 次 CSD ファイルで入出力エラーが起こりました。

システムの処置: SERVICE コマンドは終了します。 ユーティ

リティーがコマンドを SYSIPT データ・ストリームから読み取

っている場合には、後続のコマンドは、構文についてのみ検査

されます。

ユーザーの処置: 十分に大きいデータ・セットが出力 (1 次)
CSD ファイルに指定されていることを確認して、コマンドを

再試行してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5611E Command not executed. parameter parameter

must begin with 'DFH'.

説明: CSD ユーティリティー MIGRATE コマンドにおいて、

メッセージに示されたパラメーターに無効なテーブル名または

グループ名が入っていました。

システムの処置: ユーティリティーはコマンドを処理しませ

ん。

ユーザーの処置: 有効なテーブル名またはグループ名を指定し

て MIGRATE コマンドを再サブミットしてください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5612I resource object in group grpname is

unchanged.

説明: リソース定義がソース・グループとターゲット・グルー

プの両方に存在しています。 サブミットされた CSD ユーテ

ィリティー・コマンドに基づいて、ユーティリティーは、ター

ゲット・グループのリソース定義を置き換えました。

システムの処置: 通常のユーティリティー処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHCSDUP
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宛先: SYSLST

DFHCA5613E Unable to locate the library member

member.

説明: メンバーが、JCL で指定されたライブラリーにありませ

ん。

システムの処置: ユーティリティーは、ライブラリー・メンバ

ー member へのアクセスを必要とするコマンドの処理を終了し

ます。

ユーザーの処置: メンバーがライブラリーに正しくリンク・エ

ディットされていることを確認してから、ジョブを再サブミッ

トしてください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5614E Unable to load the library member member.

説明: DFHCSDUP は、ライブラリー・メンバー member をロ

ードできませんでした。

システムの処置: ユーティリティーは、ライブラリー・メンバ

ーへのアクセスを必要とするコマンドの処理を終了します。

ユーザーの処置: メンバーがライブラリーに正しくリンク・エ

ディットされていることを確認してから、ジョブを再サブミッ

トしてください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5617S Command is terminated. An unrecognized

type of record was encountered while

secondary CSD was being read.

説明: 入力 CSD レコードのレコード・タイプ・フィールドが

無効です。

システムの処置: SERVICE コマンドは終了します。 ユーティ

リティーがコマンドを SYSIPT データ・ストリームから読み取

っている場合には、後続のコマンドは、構文についてのみ検査

されます。

ユーザーの処置: 入出力データ・セットが正しく定義されてい

て、しかも JCL 内の 2 次 CSD ファイル用の DLBL 名が

SERVICE ユーティリティー・コマンドの FROMCSD パラメ

ーターに対応しているかどうかを検査してください。

問題が解消しない場合には、VSAM アクセス方式サービス・プ

ログラム (AMS) のコマンドかまたは DFHCSDUP の LIST
ALL コマンドのいずれかを使用して、CSD の印刷出力の入手

も試みてください。 LIST は、どこでエラーが発生したかを示

します。エラーは印刷されないので、簡単に識別できます。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5619W An Invalid value of the PAGESIZE

parameter has been specified. The default

value of 60 lines per page will be used.

説明: PAGESIZE パラメーターに許可されている範囲 (4 から

9999) 外の値が指定されました。

システムの処置: デフォルト値としてページ当たり 60 行をと

ります。

ユーザーの処置: 今後は、有効な PAGESIZE 値を指定するよ

うにしてください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5620E An Illegal Return Code (RC= ret-code) has

been returned from the {Initialization |

Get-Command |Termination} exit.

説明: メッセージに示されているユーザー出口ルーチンが、許

可されていない戻りコードを戻しました。

システムの処置: そのユーティリティー・コマンドの処理を終

了します。 出口は使用不可になっていません。

ユーザーの処置: メッセージに示された出口ルーチンを調べ

て、戻りコードの原因を突き止めてください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5621E A non-zero Return Code has been returned

from the Put-Message Exit.

説明: メッセージ書き出し出口ルーチンが、許可されていない

戻りコードを戻しました。

システムの処置: そのユーティリティー・コマンドの処理が終

了して、メッセージ書き出し出口が使用不可になります。

ユーザーの処置: メッセージ書き出し出口ルーチンを調べて、

戻りコードの原因を突き止めてください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5622S The secondary CSD has been closed during

clean-up processing following the

interception of an ABEND.

説明: DFHCSDUP 処理時に異常終了が起こりました。 2 次

CSD は、異常終了後の終結処理時にクローズされました。

システムの処置: そのユーティリティー・コマンドの処理を終

了します。

ユーザーの処置: この問題に関する詳細については、前に出さ

れたメッセージを参照してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5623S The primary CSD has been closed during

clean-up processing following the

interception of an ABEND.

説明: DFHCSDUP 処理時に異常終了が起こりました。 1 次

CSD は、異常終了後の終結処理時にクローズされました。

システムの処置: そのユーティリティー・コマンドの処理を終

了します。

ユーザーの処置: この問題に関する詳細については、前に出さ

れたメッセージを参照してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST
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DFHCA5624S The Extract exit program has been

unloaded during clean-up processing

following the interception of an ABEND.

説明: EXTRACT コマンドの処理時に異常終了が起こりまし

た。 EXTRACT ユーティリティー・コマンドの

USERPROGRAM キーワードで指定された抽出出口プログラム

が、異常終了後の終結処理時にアンロードされました。

システムの処置: EXTRACT コマンドは終了します。

ユーザーの処置: 詳細については、前に出されたメッセージを

参照してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: SYSLST

DFHCA5625 The user program has passed an invalid

FILENAME parameter for filename to

DFHCSDUP.

説明: ユーザー・プログラムは、DFHCSD、SYSIPT または

SYSLST のいずれかのパラメーターとして代替 filename を与え

ました。 代替ファイル名は、ブランクで始まっているため無効

です。

システムの処置: デフォルトのファイル名が代わりに使用され

ます。

ユーザーの処置: 有効な filename を渡すようユーザー・プロ

グラムのパラメーター・リストを訂正してください。

モジュール: DFHCSDUP
宛先: コンソール

DFHCCxxxx メッセージ

DFHCC0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in the {local |
global} catalog, module modname

説明: 異常終了またはプログラム・チェックがモジュール
modname 内に発生しました。さらに、ローカル (DFHLCD) カ
タログまたはグローバル (DFHGCD) カタログ・ドメインのい
ずれかにも発生しているはずです。 これは CICS コードにエ
ラーが存在する可能性があることを意味します。

他にも次のことが考えられます。
v 予期しないデータが入力された。

v ストレージが上書きされた。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場

合) と、次に続く 4 桁の英数字 CICS コードから成ります。

VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) です。

VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3 つの

ハイフンで埋められます。CICS コードは、異常終了コード、

または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、AKEA
は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ

DFHTS1310 のことです。)

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー

の applid にアクセスできない場合があります。 このような状

況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ

ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。

システムの処置: 例外項目がトレース・テーブル内に作成され

ます。ただし、現時点でトレースが使用可能な場合に限りま

す。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 システ

ム・ダンプがとられます。

CICS が終了しないようにダンプ・テーブルで指定済みであっ

たとしても、これはクリティカル・エラーなので CICS は終了

します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび

コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび

SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ

てください。

それから、 557 ページの『第 2 章 トランザクション異常終了

コード (CICS Transaction Server for z/VSE)』で CICS 英数

字コードを調べてください。 これにより、エラーが例えばプロ

グラム・チェック、異常終了、ランナウェイ、またはパーコレ

ーションのいずれであるかがわかります。さらに、ユーザーの

処置に関する何らかの手引きが提供されています。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHCCCC、DFHCCDM

XMEOUT パラメーター: applid, aaa/bbbb、X'offset'、

{1=local、2=global}、modname

宛先: コンソール

DFHCC0004 applid A possible loop has been detected in

the {local | global} catalog at offset X'offset'

in module modname

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要

しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'

で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時

に実行されていた命令のオフセットです。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー

の applid にアクセスできない場合があります。 このような状

況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ

ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。

ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 システム・

ダンプがとられます。

CICS が終了しないようにダンプ・テーブルで指定済みであっ
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たとしても、これはクリティカル・エラーなので CICS は終了

します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHCCDM、DFHCCCC

XMEOUT パラメーター: applid、{1=local、 2=global}、

X'offset'、modname

宛先: コンソール

DFHCC0100 applid Global Catalog initialization failure.
{GENERATE ACB | OPEN ACB |
GENERATE RPL | OPEN, SHOWCB.} R15 =
X'yy' VSAM error code = X' zz'

説明: グローバル・カタログ初期設定時に VSAM エラーが発
生しました。

示されている VSAM コードについては、「IBM z/VSE メッセ
ージおよびコード 第 2 巻」 の 『VSE/VSAM 戻りコードお
よびエラー・コード』 に説明があります。

このメッセージの可能なバージョンには、次のテキストが含ま
れます。
v "GENERATE ACB"
v "GENERATE RPL"

GENCB が X'yy' で示された R15 の条件で失敗しました。

X'zz' コードに意味があるのは、X'zz' が GENCB マクロに

応答して VSAM レジスター 0 によって戻されたエラー・

コードであるとき、X'yy'が X'04' である場合だけです。

v "OPEN ACB"

OPEN が R15 の条件コード X'yy' で失敗しました。その後

に正常に SHOWCB が行われ、OPEN エラー・コードが

X'zz' に入れられました。 また、VSAM がオペレーター・

コンソールおよびプログラマーのリストに書き込むメッセー

ジも参照してください。

v "OPEN, SHOWCB"

OPEN が R15 の条件コード X'yy' で失敗しました。

その後に SHOWCB が行われて失敗し、SHOWCB からの

R0 の戻りコードが X'zz' に示されます。 また、VSAM が

オペレーター・コンソールおよびプログラマーのリストに書

き込むメッセージも参照してください。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー

の applid にアクセスできない場合があります。 このような状

況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ

ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。

システムの処置: システム・ダンプが作成され、CICS が終了

します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 『VSE/VSAM 戻りコードおよびエラー・コ

ード』の「IBM z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」で

エラー・コードを調べて、そのエラーを訂正し、それから再試

行してください。

それでも失敗する場合には、システム・プログラマーに連絡し

てください。 この問題を解決するには IBM の支援が必要で

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCCDM

XMEOUT パラメーター: applid、{1=GENERATE ACB、

2=OPEN ACB、3=GENERATE RPL、4=OPEN, SHOWCB.}、

yy、zz

宛先: コンソール

DFHCC0101 LOCAL CATALOG INITIALIZATION

ERROR. {GENERATE ACB | OPEN ACB |

GENERATE RPL | OPEN, SHOWCB.} R15 =

X'yy' VSAM ERROR CODE = X'zz'

説明: ローカル・カタログ初期設定時に VSAM エラーが発生

しました。

示されている VSAM コードについては、「IBM z/VSE メッセ

ージおよびコード 第 2 巻」 の 『VSE/VSAM 戻りコードお

よびエラー・コード』 に説明があります。

このメッセージの可能なバージョンには、次のテキストが含ま

れます。

v "GENERATE ACB"
v "GENERATE RPL"

GENCB が X'yy' で示された R15 の条件で失敗しました。

X'zz' コードに意味があるのは、X'zz' が GENCB マクロに

応答して VSAM レジスター 0 によって戻されたエラー・

コードであるとき、X'yy'が X'04' である場合だけです。

v "OPEN ACB"

OPEN が R15 の条件コード X'yy' で失敗しました。その後

に正常に SHOWCB が行われ、OPEN エラー・コードが

X'zz' に入れられました。 また、VSAM がオペレーター・

コンソールおよびプログラマーのリストに書き込むメッセー

ジも参照してください。

v "OPEN, SHOWCB"

OPEN が R15 の条件コード X'yy' で失敗しました。

その後に SHOWCB が行われて失敗し、SHOWCB からの

R0 の戻りコードが X'zz' に示されます。 また、VSAM が

オペレーター・コンソールおよびプログラマーのリストに書

き込むメッセージも参照してください。

システムの処置: システム・ダンプが作成され、CICS が終了

します。

ユーザーの処置: 『VSE/VSAM 戻りコードおよびエラー・コ

ード』の「IBM z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」で

エラー・コードを調べて、そのエラーを訂正し、それから再試

行してください。それでも失敗する場合には、システム・プロ

グラマーに連絡してください。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。
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モジュール: DFHCCDM
宛先: コンソール

DFHCC0102 applid Global Catalog data set is already in

use.

説明: 先に出された DFHCC0100 メッセージに報告されてい

る VSAM エラーは、おそらく別の CICS 領域で、グローバ

ル・カタログがすでに使用されていることを示します。グロー

バル・カタログ・データ・セットは共有できません。

システムの処置: CICS は終了します。

ユーザーの処置: この CICS の DFHGCD DLBL ステートメ

ントが、すでに実行されている CICS ジョブとは別のグローバ

ル・カタログ・データ・セットを指定していることを確認して

ください。

それでも CICS が失敗する場合は、システム・プログラマーに

連絡してください。 この問題を解決するには IBM の支援が必

要です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCCDM

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHCC0103 LOCAL CATALOG DATA SET IS

ALREADY IN USE.

説明: 先に出された DFHCC0101 メッセージに報告されてい

る VSAM エラーは、おそらく別の CICS 領域で、ローカル・

カタログがすでに使用されていることを示します。ローカル・

カタログ・データ・セットは共有できません。

システムの処置: CICS は終了します。

ユーザーの処置: この CICS の DFHLCD DLBL ステートメ

ントが、すでに実行されている CICS ジョブとは別のローカ

ル・カタログ・データ・セットを指定していることを確認して

ください。

それでも CICS が失敗する場合は、システム・プログラマーに

連絡してください。 この問題を解決するには IBM の支援が必

要です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCCDM
宛先: コンソール

DFHCC0104 AN ABEND HAS OCCURRED DURING

INITIALIZATION OF CATALOG

DOMAIN IN MODULE DFHCCDM.

説明: ローカル・カタログ (CC) ドメインの事前初期設定時

に、DFHCCDM のリカバリー・ルーチンが制御を受け取りま

した。

システムの処置: ダンプ・コード KERNDUMP のシステム・

ダンプがとられ、CICS が終了します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCCDM
宛先: コンソール

DFHCC0200 applid VSAM error on the {local |global}

catalog data set. VSAM return code in R15

= X'yy' RPL-FDBK=X'zz'.

説明: カタログ VSAM 操作により、メッセージに示された

VSAM エラーが出されました。

例外トレース、コード CC 2B60 または GC 2B60 も作成され

ました。

システムの処置: システム・ダンプが作成され、CICS が終了

します。CICS が終了しないようにダンプ・テーブルで指定済

みであったとしても、これはクリティカル・エラーなので

CICS は終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 可能な場合には、VSAM エラーを訂正して

CICS を再始動してください。 戻りコードの意味については、

「IBM z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」の

『VSE/VSAM 戻りコードおよびエラー・コード』を参照して

ください。

これは CICS コードにエラーがある可能性を示しているので、

システム・プログラマーに連絡してください。 この問題を解決

するには、IBM の支援が必要な場合があります。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHCCCC

XMEOUT パラメーター: applid、{1=local、 2=global}、yy、zz

宛先: コンソール

DFHCC0201 VSAM ERROR ON THE LOCAL

CATALOG DATA SET, VSAM RETURN

CODE IN R15 = X'yy' FDBK=X'zz'.

説明: ローカル・カタログ VSAM 操作により、メッセージに

示された VSAM エラーが出されました。

例外トレース、コード CC 2B60 または GC 2B60 も作成され

ました。

システムの処置: システム・ダンプが作成され、CICS が終了

します。 CICS が終了しないようにダンプ・テーブルで指定済

みであったとしても、これはクリティカル・エラーなので

CICS は終了します。

ユーザーの処置: 可能な場合には、VSAM エラーを訂正して

CICS を再始動してください。 戻りコードの意味については、

「IBM z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」の

『VSE/VSAM 戻りコードおよびエラー・コード』を参照して

ください。

これは CICS コードにエラーがある可能性を示しているので、

システム・プログラマーに連絡してください。 この問題を解決

するには、IBM の支援が必要な場合があります。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHCCCC
宛先: コンソール
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DFHCC0202 applid The {local | global} catalog has started

to use new secondary space allocation.

説明: カタログ・データ・セット DFHLCD および DFHGCD
が定義されたときに、2 次スペースを指定することができま

す。 このメッセージは、カタログが追加のスペース割り振りを

使用し始めるときに出されます。

CICS ストレージの制御についての詳細は、「CICS System

Definition and Operations Guide」を参照してください。

システムの処置: 例外項目がトレース・テーブル内に作成され

ます。ただし、現時点でトレースが使用可能な場合に限りま

す。

ユーザーの処置: 原因としては 2 つ考えられます。

v システムが、あるループに入っている。このループは、カタ

ログ・データ・セットに書き込むためのカタログの呼び出し

を含むものです。 システムが突然このメッセージを繰り返

し出し始めた場合には、これが最も可能性のある原因と思わ

れます。

v カタログが定義されたときにそのカタログに対して割り振ら

れた 1 次スペースが不足している。 次のいずれかの場合に

このメッセージが出されたときには、これが最も可能性のあ

る原因と思われます。

– CICS 初期設定時またはその直後に出された場合

– このメッセージがごくまれにしか出されない場合 (およ

びほとんど出されない場合)

ループの可能性のある他の症状を探して、適切に対応してくだ

さい。ループが発生した場合には、次の CICS コールド・スタ

ート時にシステム・プログラマーはカタログを再定義する必要

があります。

CICS がループしていない場合には、システム・プログラマー

に連絡してください。システム・プログラマーは、次の CICS
コールド・スタート時にこのデータ・セット用に割り振る 1 次

スペースを大きくする必要があります。

モジュール: DFHCCCC

XMEOUT パラメーター: applid、{1=local、2=global}

宛先: コンソール

DFHCC0203 applid The {local | global} catalog is full.

説明: メッセージに示されたカタログ・データセット

(DFHLCD または DFHGCD) は満杯です。 このエラーには、

次の 2 つの理由が考えられます。

v システムが、あるループに入っている。このループは、カタ

ログ・データ・セットに書き込むためのカタログの呼び出し

を含むものです。

v カタログが定義されたときにそのカタログに対して割り振ら

れた 1 次スペースが不足している。 このメッセージが

CICS 初期設定中またはその直後に出された場合、これが主

な原因です。

システムの処置: 初期設定中にエラーが起きると、システム・

ダンプが生成されて、CICS は終了します。 初期設定後にエラ

ーが起きると、カタログ・サービスを呼び出したドメインが適

切な処理を決定します。

ユーザーの処置: ループのその他の徴候がないか検査して、そ

れに応じて処理してください。

CICS がループしていない場合には、システム・プログラマー

に連絡してください。システム・プログラマーは、次の CICS
コールド・スタート時にこのデータ・セット用に割り振る 1 次

スペースを大きくする必要があります。

CICS がループしている場合、これは、エラーが CICS コード

内にあることを示します。 この問題を解決するには、IBM の

支援が必要な場合があります。 手順については、「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCCCC

XMEOUT パラメーター: applid、{1=local、2=global}

宛先: コンソール

DFHCC0300 DFHCCUTL ERROR REPORT. ERROR

{OPENING DFHLCD.|WRITING TO

DFHLCD. R15 = X'yy' VSAM RPL

FEEDBACK CODE = X'zz'.}

説明: ローカル・カタログ・データ・セット DFHLCD の初

期設定が、結果として出されたジョブ出力に示された理由によ

り失敗しました。

システムの処置: ジョブが終了します。

ユーザーの処置: VSAM コードの意味については、「IBM

z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」の『VSE/VSAM 戻

りコードおよびエラー・コード』を参照してください。

メッセージに示されたエラーの原因を訂正して、再試行してく

ださい。

モジュール: DFHCCUTL
宛先: SYSLST

DFHCExxxx メッセージ

DFHCE3500 Unable to interpret keyword data. Sign-on
is terminated.

説明: サインオン・トランザクションを呼び出すときに与えら
れたキーワード・データが無効です。
システムの処置: サインオンは終了します。
ユーザーの処置: 正しい形式を使用して、サインオン・トラン
ザクションを呼び出してください。 正しい形式は次のとおりで
す。

CESN USERID=userid,GROUPID=groupid,
PS=password,NEWPS=new_password,
LANGUAGE=language_code

CESN トランザクションの詳細については、「CICS Supplied

Transactions」を参照してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3501 Invalid keyword. Sign-on is terminated.
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説明: 入力したキーワードが無効でした。

システムの処置: サインオン・トランザクションは終了しま

す。

ユーザーの処置: 1 から 8 文字の範囲内の有効な文字キーワ

ードを使用してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3502 Your userid must be 1-8 characters. Sign-on

is terminated.

説明: USERID キーワードの値が 1 文字未満か、もしくは 8
文字を超えています。

システムの処置: サインオンは終了します。

ユーザーの処置: 有効なユーザー ID を使用してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3503 Your password must be 1-8 characters.

Sign-on is terminated.

説明: PS キーワードの値が 1 文字未満か、もしくは 8 文字

を超えています。

システムの処置: サインオンは終了します。

ユーザーの処置: 有効なパスワードを使用してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3504 Your new password must be 1-8 characters.

Sign-on is terminated.

説明: NEWPS キーワードの値が 1 文字未満か、もしくは 8
文字を超えています。

システムの処置: サインオンは終了します。

ユーザーの処置: 有効な新しいパスワードを使用してくださ

い。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3506 Your groupid must be 1-8 characters.

Sign-on is terminated.

説明: GROUPID キーワードの値が 1 文字未満か、もしくは

8 文字を超えています。

システムの処置: サインオンは終了します。

ユーザーの処置: 有効なグループ名を使用してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3507 Your language code must be three

characters. Sign-on is terminated.

説明: LANGUAGE キーワードの値が 3 文字コードではあり

ません。

システムの処置: サインオンは終了します。

ユーザーの処置: 有効な言語コードを使用してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3520 Please type your userid.

説明: システムがユーザー ID を要求しています。

システムの処置: なし。

ユーザーの処置: ユーザー ID を入力してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3521 CICS sign-on. Please type your userid.

説明: システムがユーザー ID を要求しています。

システムの処置: システムは応答を待ちます。

ユーザーの処置: ユーザー ID を入力してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3522 CICS sign-on. Please type your userid==>

説明: システムがユーザー ID を要求しています。

システムの処置: システムは応答を待ちます。

ユーザーの処置: ユーザー ID を入力してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3523 Please type your password.

説明: システムがパスワードを要求しています。

システムの処置: システムは応答を待ちます。

ユーザーの処置: パスワードを入力してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3524 Please type your password==>@@@@@@@@

説明: システムがパスワードを要求しています。

@@@@@@@@ は、パスワードを見えないようするために CICS
が提供している文字ストリングを表しています。

システムの処置: システムは応答を待ちます。

ユーザーの処置: パスワードを入力してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3525 Your password has expired. Please type

your new password.

説明: システムが新しいパスワードを要求しています。

システムの処置: システムは応答を待ちます。

ユーザーの処置: 新しいパスワードを入力してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3526 Your password has expired. Please type

your new password==>@@@@@@@@

説明: システムが新しいパスワードを要求しています。

@@@@@@@@ は、新しいパスワードを見えないようするために

CICS が提供している文字ストリングを表しています。

システムの処置: システムは応答を待ちます。

ユーザーの処置: 新しいパスワードを入力してください。

モジュール: DFHSNP
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宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3527 Use your magnetic (OPID) card or press

ENTER to cancel.

説明: 磁気カードが必要です。

システムの処置: システムは、OPID (磁気) カードを待ちま

す。

ユーザーの処置: バッジを与えるか、またはトランザクション

を終了してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3528 Signon failed during SECLABEL checking.

説明: 外部セキュリティー・マネージャー (ESM) が重大エラ

ーを検出したために、サインオン要求が失敗しました。

システムの処置: サインオン・トランザクションは終了しま

す。

ユーザーの処置: この問題を解決するために必要な情報および

処置については、CSCS ログ上のメッセージ DFHSN1108 を参

照してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3529 The ESM is currently not accepting

signons. Please try later.

説明: 外部セキュリティー・マネージャー (ESM) が静止状態

にあったために、サインオン要求が失敗しました。 静止状態に

ある場合には、特別なユーザーからのサインオン要求だけが受

け入れられます。

システムの処置: サインオン・トランザクションは終了しま

す。

ユーザーの処置: ESM は、おそらく ESM データベース保守

を行うために静止状態にされました。 保守が現在行われている

かどうか、またそれにどれくらいかかるかを判別してくださ

い。 保守が完了したときには、静止状態は ESM ではなくな

り、これによりユーザーは CICS に対してサインオンすること

ができます。 ESM が静止状態に入っていない場合には、この

問題を解決するために必要な情報および処置について、CSCS
ログ上のメッセージ DFHSN1108 を参照してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3530 Your userid is invalid. Please retype.

説明: ユーザー ID が無効です。

システムがユーザー ID を要求しています。

システムの処置: システムは応答を待ちます。

ユーザーの処置: 有効なユーザー ID を入力してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3531 Your userid is invalid. Please retype==>

説明: ユーザー ID が無効です。

システムがユーザー ID を要求しています。

システムの処置: システムは応答を待ちます。

ユーザーの処置: 有効なユーザー ID を入力してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3532 Your password is invalid. Please retype.

説明: 入力したパスワードが無効でした。

システムの処置: システムは応答を待ちます。

ユーザーの処置: 有効なパスワードを入力してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3533 Your password is invalid. Please

retype==>@@@@@@@@

説明: 入力したパスワードが無効でした。

システムの処置: システムは応答を待ちます。

ユーザーの処置: 有効なパスワードを入力してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3534 Your new password is invalid. Please

retype.

説明: 入力した新しいパスワードが無効でした。

システムの処置: なし。

ユーザーの処置: 有効なパスワードを入力してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3535 Your new password is invalid. Please

retype==>@@@@@@@@

説明: 入力した新しいパスワードが無効でした。

システムの処置: システムは応答を待ちます。

ユーザーの処置: 有効なパスワードを入力してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3536 Invalid OPID. Please enter a valid card or

press ENTER to cancel.

説明: 入力した OPID が無効です。

システムの処置: システムは応答を待ちます。

ユーザーの処置: 有効なカードを入力するか、または ENTER
を押してサインオンを取り消してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー
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DFHCE3537 Language is invalid. Please retype.

説明: 入力した言語コードが無効です。

システムの処置: システムは応答を待ちます。

ユーザーの処置: 有効な言語コードを入力してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3538 Language is invalid. Please retype==>

説明: 入力した言語コードが無効です。

システムの処置: システムは応答を待ちます。

ユーザーの処置: 有効な言語コードを入力してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3539 Please reenter the new password for

verification.

説明: ユーザーは、新規パスワードを新しいパスワード・フィ

ールドに入力したので、新規パスワード・データを確認するた

めに同じパスワードを再入力するように促されています。

システムの処置: システムは応答を待ちます。

ユーザーの処置: 新規のパスワードをパスワード・フィールド

に再入力してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3541 Security interface error (rc). Sign-on is

terminated.

説明: 外部セキュリティー・マネージャー内にエラーが検出さ

れました。 rc は、外部セキュリティー・マネージャーからの

戻りコードです。

システムの処置: サインオンは終了します。

ユーザーの処置: マクロの戻りコードについての詳細は、該当

する資料を参照してください。戻りコードはマクロ特有のもの

です。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3542 Sign-on is not allowed at this terminal.

Your sign-on is ignored.

説明: サインオン・トランザクションは、以下のいずれかの理

由のため現行の端末で実行できません。

v 端末が、サインオンで変更できない事前設定のユーザー ID
で定義されている。

v 端末は別の CICS 領域では端末のサロゲートであるが、サ

インオン・トランザクションが、CRTE トランザクションで

設定されたセッション内で実行されていない。

システムの処置: サインオン・トランザクションは終了しま

す。

ユーザーの処置: この端末でサインオン・トランザクションを

使用しないでください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3543 You have cancelled your sign-on request.

Sign-on is terminated.

説明: OPID カードが要求されたときにユーザーが Enter を

押したか、または 3270 端末装置で PF3 を押しました。

システムの処置: サインオン・トランザクションは終了しま

す。

ユーザーの処置: サインオン・プロシージャーを再試行してく

ださい。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3544 Terminal authorization failed. Sign-on is

terminated.

説明: 外部セキュリティー・マネージャーは、サインオン要求

に対して否定応答を出しました。

システムの処置: サインオン・トランザクションは終了しま

す。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。システム・プログラマーは、CSCS ログ上のメッセージ

DFHSN1118 を参照して、この問題を解決するのに必要な関連

情報および処置を知る必要があります。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3545 Application authorization failed. Sign-on is

terminated.

説明: 外部セキュリティー・マネージャーは、サインオン要求

に対して否定応答を出しました。

システムの処置: サインオン・トランザクションは終了しま

す。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。システム・プログラマーは、CSCS ログ上のメッセージ

DFHSN1119 を参照して、この問題を解決するのに必要な関連

情報および処置を知る必要があります。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3546 Your signon {userid | group access} has been

revoked. Signon is terminated.

説明: 外部セキュリティー・マネージャーからの応答は、

CICS にサインオンするために使用するユーザー ID、またはユ

ーザー ID が入っているグループへのアクセスのいずれかが、

システムによって取り消されたことを示しています。

システムの処置: サインオン・トランザクションは終了しま

す。

ユーザーの処置: セキュリティー管理者に知らせてください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3547 Security is not active. Sign-on cannot be

performed.

説明: CICS セキュリティー・システムが活動状態でなかった

ために、CICS システムへのサインオンの要求が拒否されまし

た。
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ユーザーは、CICS セキュリティーが活動状態の場合にのみ、

CICS にサインオンすることができます。

CICS セキュリティー・システムは、システム初期設定パラメ

ーター SEC=YES により活動状態になります。

システムの処置: サインオン・トランザクションは終了しま

す。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3548 date time applid Critical error has occurred

in DFHSNP. Codes: 1,2,3,4,5.

説明: サインオン・プログラム DFHSNP がクリティカル・エ

ラーのために異常終了しました。

エラーの原因とエラーの発生場所が 5 つのコードで示されま

す。

コード 1 は異常終了コードです。 ASNA、ASNB、または

ASNC のいずれかになります。

コード 2、3、4、および 5 は、IBM がエラーの原因を識別す

るのに役立つコードです。 これらは、id_location、

EIBFRCODE、EIBRESP、および EIBRESP2 です。

システムの処置: DFHSNP は異常終了して、トランザクショ

ン・ダンプが作成されます。通常、DFHAC2206 が出されます

が、タスクに関連する端末がない場合は、DFHAC2236 が代り

に出されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHAC2206 または

DFHAC2236 を参照してください。 DFHAC2236 が出された

場合は、おそらく端末がないことが異常終了の原因と考えられ

ます。

メッセージに示された異常終了コードを使用し、エラーの原因

を突き止めて、とるべき処置の手順を決めてください。 これに

より、異常終了がユーザー・エラーによるものか、または

CICS コードのエラーによるものかを判断することができま

す。 (CICS コードのエラーは、異常終了コード ASNA によ

って示されます。)

エラーが CICS コードにあると考えられる場合は、問題を解決

するにはさらに IBM のサポートが必要です。 手順について

は、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照し

てください。

モジュール: DFHSNP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、1、2、3、4、5

宛先: CSMT

DFHCE3549 Sign-on is complete (Language language).

説明: ユーザーが CICS システムに正常にサインオンしまし

た。

システムの処置: CICS がユーザー・トランザクションを受け

取る準備が整っています。

ユーザーの処置: CICS トランザクションの必要に応じて端末

を使用してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3550 Sign-off option must be LOGOFF or

GOODNIGHT. Sign-off is ignored.

説明: LOGOFF|GOODNIGHT 以外のオプションが検出され

ました。

システムの処置: サインオフ・トランザクションは終了しま

す。

ユーザーの処置: サインオフを呼び出すときには正しいオプシ

ョンを指定してください。

モジュール: DFHSFP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3551 date time applid termid DFHSNP has detected

an invalid COMMAREA. It has been

ignored. The data is lost.

説明: CESN トランザクションの処理中に、DFHSNP のもの

ではない COMMAREA が DFHSNP に渡されました。 これ

は、アプリケーションがヌルの transid (X'00000000') を指定し

て EXEC CICS RETURN TRANSID(...) COMMAREA(...) を

出した結果である場合があります。 transid のポインターが誤

って設定されているか、またはそれがシステム設計の一部とな

っていることが原因である可能性があります。

システムの処置: DFHSNP は、CESN トランザクション処理

を続行します。

ユーザーの処置: このメッセージが、システム設計の一部とし

て正しく出されているかどうかを調べてください。メッセージ

がシステム設計の一部である場合には、メッセージは無視でき

るエラーです。 この端末での前のトランザクションを調べてく

ださい。

モジュール: DFHSNP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

宛先: CSMT

DFHCE3560 Sign-off is not allowed at this terminal.

Sign-off is ignored.

説明: サインオフ・トランザクションは、以下のいずれかの理

由のため現行の端末で実行できません。

v 端末が、サインオフで変更できない事前設定のユーザー ID
で定義されている。

v 端末は別の CICS 領域では端末のサロゲートであるが、サ

インオフ・トランザクションが、CRTE トランザクションで

設定されたセッション内で実行されていない。

システムの処置: サインオフ・トランザクションは終了しま

す。

ユーザーの処置: この端末でサインオフ・トランザクションを

使用しないでください。

モジュール: DFHSFP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3570 Your groupid is invalid. Please retype.

説明: グループ ID が無効です。

システムはグループ ID を要求します。

システムの処置: システムは応答を待ちます。

ユーザーの処置: 有効なグループ ID を入力してください。
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モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3571 Your groupid is invalid. Please retype==>

説明: グループ ID が無効です。

システムはグループ ID を要求します。

システムの処置: システムは応答を待ちます。

ユーザーの処置: 有効なグループ ID を入力してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3587 You cannot signon at this terminal at this

time.

説明: この時点でこの端末にサインオンすることはできませ

ん。 SNSCOPE 初期設定パラメーターのため、一度に複数の

端末にサインオンすることはできません。 SNSCOPE 検査時

に内部障害が起きると、ユーザーがすでに別の端末にサインオ

ンしているかどうかを CICS が確認できないことになります。

システムの処置: サインオン・トランザクションは終了しま

す。 メッセージ DFHUS0120 がコンソールに書き込まれてい

るはずです。 詳細については、このメッセージの説明を参照し

てください。

ユーザーの処置: この問題を CICS システム・プログラマー

に報告してください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3588 You are already signed on at another

terminal. Signon cannot be performed.

説明: 他の端末にすでにサインオンしているため、現行の端末

でサインオンすることができません。 CICS システムの

SNSCOPE システム初期設定パラメーターは、一度に複数の端

末にサインオンすることを許しません。

システムの処置: サインオン・トランザクションは終了しま

す。

ユーザーの処置: 他の端末からサインオフしてから、再びサイ

ンオンを行ってください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3589 The external security manager is inactive.

Signon cannot be performed.

説明: 外部セキュリティー・マネージャー・プログラムが活動

状態でないため、サインオンできません。

システムの処置: サインオン・トランザクションは終了しま

す。

ユーザーの処置: 外部セキュリティー・マネージャーが再び活

動化してから、再びサインオンを行ってください。

モジュール: DFHSNP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3590 Sign-off is complete.

説明: ユーザーがシステムに対してサインオンを行うために

CESN コマンドを出した場合には、サインオフが正常に行われ

たということです。 ユーザーのサインオンが行われなかった場

合に、CICS セキュリティーが活動状態であった場合

(SEC=YES システム初期設定パラメーター) には、メッセージ

DFHSN1213 が CSCS ログに書き込まれ、ユーザーがログオフ

したがサインオフすることができなかったことが示されます。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: この端末を CICS トランザクションに使用

してください。

モジュール: DFHSFP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3591 Sign-off is complete. LOGOFF option is

invalid when using CRTE.

説明: 端末はこの時点でサインオフされました。 指定された

LOGOFF オプションは、CRTE を使用するときには無効なの

で、無視されました。

システムの処置: CRTE を通してユーザーが接続している

CICS システムをサインオフしました。

ユーザーの処置: CRTE を介してサインオフするときには、

LOGOFF オプションを使用しないでください。

モジュール: DFHSFP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3592 Sign-off is complete. GOODNIGHT option

is invalid when using CRTE.

説明: 端末はこの時点でサインオフされました。 指定された

GOODNIGHT オプションは、CRTE を使用するときには無効

なので、無視されました。

システムの処置: CRTE を通してユーザーが接続している

CICS システムをサインオフしました。

ユーザーの処置: CRTE を介してサインオフするときは、

GOODNIGHT オプションを使用しないでください。

モジュール: DFHSFP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHCE3598 date time applid Critical error has occurred

in DFHSFP. Codes: 1,2,3,4,5.

説明: サインオフ・プログラム DFHSFP がクリティカル・エ

ラーのために異常終了します。

エラーの原因とエラーの発生場所が 5 つのコードで示されま

す。

コード 1 は異常終了コードです。 これは ASFA、ASFB、ま

たは ASFC のいずれかです。

コード 2、3、4、および 5 は、IBM がエラーの原因を識別す

るのに役立つコードです。 これらは、id_location (16 進数)、
EIBFRCODE、 EIBRESP、および EIBRESP2 です。

システムの処置: DFHSFP は異常終了して、トランザクショ

ン・ダンプが作成されます。 通常、DFHAC2206 が出されま

すが、タスクに関連する端末がない場合は、DFHAC2236 が代

りに出されます。
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ユーザーの処置: メッセージ DFHAC2206 または

DFHAC2236 を参照してください。 DFHAC2236 が出された

場合は、おそらく端末がないことが異常終了の原因と考えられ

ます。

メッセージに示された異常終了コードを使用し、エラーの原因

を突き止めて、とるべき処置の手順を決めてください。 これに

より、異常終了がユーザー・エラーによるものか、または

CICS コードのエラーによるものかを判断することができま

す。 (CICS コードのエラーは、異常終了コード ASFA によっ

て示されます。)

エラーが CICS コードにあると考えられる場合は、問題を解決

するにはさらに IBM のサポートが必要です。 手順について

は、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照し

てください。

モジュール: DFHSFP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、1、2、3、4、5

宛先: CSMT

DFHCPxxxx メッセージ

DFHCP0101I applid CPI initialization has started.
説明: これは、CPI の初期設定が開始されたことを示す通知メ
ッセージです。
システムの処置: 初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。このメッセージは、システム初期設定
パラメーター MSGLVL=0 によって抑止することができます。
モジュール: DFHCPIN1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHCP0102I applid CPI initialization has ended.
説明: これは、CPI 初期設定が正常に完了したことを示す通知
メッセージです。
システムの処置: 初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。このメッセージは、システム初期設定
パラメーター MSGLVL=0 によって抑止することができます。
モジュール: DFHCPIN1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHCP0103I applid CPI initialization has failed.
説明: CPI は初期設定を正常に行えませんでした。
システムの処置: メッセージ DFHSI1522 がこのメッセージの
後に続きます。 CICS は、メッセージ DFHSI1522 に対するオ
ペレーターの応答によって、終了するかまたは初期設定を続行
します。

障害の検出時に例外トレース項目が書き込まれます。

CPI 初期設定によって呼び出される他の CICS コンポーネント
も、メッセージを出すかまたはトレース項目を書き込む場合が
あります。
ユーザーの処置: CICS が CPI サポートなしに実行を継続で
きるかどうかを決定し、それに応じてメッセージ DFHSI1522
に応答してください。

CPI が初期設定に失敗した理由についても調べる必要がありま
す。
モジュール: DFHCPIN1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHCP0701I date time applid tranid program name CPI-C
verb verb used unrecognized
CONVERSATION_ID Conversation_ID.

説明: アプリケーション・プログラムが、CPI の呼び出しの 1
つにおいて、認識されない会話 ID を使用しました。これは次
のことを意味します。
v アプリケーション・プログラムが、CMINIT

(Initialize_Conversation) verb または CMACCP
(Accept_Conversation) verb のいずれかを使用して会話を

正しく作成しなかった。あるいは、

v アプリケーション・プログラムは、CPI によって間違って与

えられた会話 ID を使用した。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: どちらのエラーが発生したかを判別し、それ

に応じてアプリケーション・プログラムを修正してください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPIC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name、verb、Conversation_ID

宛先: CCPI

DFHCP0702I date time applid tranid program name

Conversation_ID CPI-C verb verb was

disallowed because of the conversation

state state.

説明: CPI 状態のマシンが状態エラーを検出しました。 これ

は、会話がこの verb を出すには正しくない状態にあったこと

を意味します。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_STATE_CHECK とともに制御を

戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: 「Common Programming Interface

Communications Reference」で定義されている状態マシン、およ

び CICS トレース情報を使用して、状態エラーを引き起こした

CPI 呼び出し順序を判別してください。与えられているガイド

ラインに従ってアプリケーション・プログラムを修正してくだ

さい。

モジュール: DFHCPIC

DFHCP0101I • DFHCP0702I

78 z/VSE V6R2 メッセージおよびコード 第 3 巻



XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name、Conversation_ID、verb、state

宛先: CCPI

DFHCP0705I date time applid tranid program name

Conversation_ID invalid conversation_type

parameter (X'conv_type') supplied on the

CMSCT (Set_Conversation_Type) verb.

説明: アプリケーション・プログラムが、CMSCT
(Set_Conversation_Type) を無効な conversation_type パラメ

ーター値で呼び出しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: 有効な conversation_type パラメーターを使

用するようアプリケーション・プログラム内の CMSCT を修

正してください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name、Conversation_ID、X'conv_type'

宛先: CCPI

DFHCP0706I date time applid tranid program name

conversation_ID the supplied

conversation_type parameter of

CM_MAPPED_CONVERSATION conflicts

with the current setting of the fill

characteristic CM_FILL_BUFFER.

説明: アプリケーション・プログラムが以前に CMSF
(Set_Fill) verb を使用して fill 特性を設定したときに、そのア

プリケーションが CM_MAPPED_CONVERSATION の

conversation_type パラメーターで CMSCT
(Set_Conversation_Type) を呼び出しました。

これは、CPI では許可されていません。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正して、

こうした無効な組み合わせでこれらの 2 つの verb が使われな

いようにしてください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSA

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID

宛先: CCPI

DFHCP0707I date time applid tranid program name

conversation_ID the supplied

conversation_type parameter

CM_MAPPED_CONVERSATION conflicts

with the current setting of log_data.

説明: アプリケーション・プログラムが以前に CMSLD
(Set_Log_Data) verb を使用して一部のログ・データを作成し

たときに、そのアプリケーションが

CM_MAPPED_CONVERSATION の conversation_type パラ

メーターで CMSCT (Set_Conversation_Type) を呼び出しまし

た。

これは、CPI では許可されていません。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正して、

こうした無効な組み合わせでこれらの 2 つの verb が使われな

いようにしてください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSA

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID

宛先: CCPI

DFHCP0708I date time applid tranid program name

conversation_ID invalid deallocate_type

parameter (X'deallocate_type') supplied on the

CMSDT (Set_Deallocate_Type) verb.

説明: アプリケーション・プログラムが無効な

deallocate_type パラメーターで CMSDT
(Set_Deallocate_Type) を呼び出しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: 有効な deallocate_type パラメーターを使用

するようアプリケーション・プログラム内の CMSDT を修正

してください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSB

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name、conversation_ID、X'deallocate_type'

宛先: CCPI

DFHCP0705I • DFHCP0708I
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DFHCP0709I date time applid tranid program name

conversation_ID the supplied deallocate_type

parameter deallocate_type conflicts with the

current setting of the sync_level

characteristic sync_level.

説明: アプリケーション・プログラムが、 deallocate_type の

deallocate_type で、しかも sync_level 特性が sync_level に設

定された状態で、 CMSDT (Set_Deallocate_Type) を呼び出し

ました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正して、

この矛盾を取り除いてください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSB

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name、conversation_ID、deallocate_type、sync_level

宛先: CCPI

DFHCP0710I date time applid tranid program name

conversation_ID invalid error_direction

parameter (X'error_direction') supplied on the

CMSED (Set_Error_Direction) verb.

説明: アプリケーション・プログラムが無効な error_direction
パラメーターで CMSED (Set_Error_Direction) を呼び出しま

した。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: 有効な error_direction パラメーターを使用

するようアプリケーション・プログラム内の CMSED を修正

してください。

モジュール: DFHCPCSC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name、conversation_ID、X'error_direction'

宛先: CCPI

DFHCP0711I date time applid tranid program name

conversation_ID invalid fill parameter (X'fill')

supplied on the CMSF (Set_Fill) verb.

説明: アプリケーション・プログラムが、無効な充てん文字パ

ラメーター fill で CMSF (Set_Fill) を呼び出しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: 有効な充てん文字パラメーターを使用するよ

うアプリケーション・プログラム内の CMSF を修正してくだ

さい。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name、conversation_ID、X'fill'

宛先: CCPI

DFHCP0712I date time applid tranid program name

conversation_ID CMSF (Set_Fill) call conflicts

with the current conversation_type of

CM_MAPPED_CONVERSATION.

説明: アプリケーション・プログラムは、conversation_type
が CM_MAPPED_CONVERSATION のときに CMSF
(Set_Fill) を呼び出しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正して、

この矛盾を取り除いてください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSD

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID

宛先: CCPI

DFHCP0713I date time applid tranid program name

conversation_ID CMSLD (Set_Log_Data) call

conflicts with the current conversation_type

of CM_MAPPED_CONVERSATION.

説明: アプリケーション・プログラムは、conversation_type
が CM_MAPPED_CONVERSATION のときに CMSLD
(Set_Log_Data) を呼び出しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正して、

この矛盾を取り除いてください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSE

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID

宛先: CCPI
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DFHCP0714I date time applid tranid program name

conversation_ID log_data_length

(log_data_length) supplied on CMSLD

(Set_Log_Data) verb is not in the range

0-512.

説明: アプリケーション・プログラムが、0 から 512 の範囲

外の log_data_length パラメーターで CMSLD
(Set_Log_Data) を呼び出しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: 有効な log_data_length パラメーターを使用

するようアプリケーション・プログラム内の CMSLD を修正

してください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSE

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name、conversation_ID、log_data_length

宛先: CCPI

DFHCP0718I date time applid tranid program name

conversation_ID invalid mode_name_length

parameter (mode_name_length) supplied on

the CMSMN (Set_Mode_Name) verb.

説明: アプリケーション・プログラムが、0 から 8 の範囲外

の mode_name_length パラメーターで CMSMN
(Set_Mode_Name) を呼び出しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: 有効な mode_name_length パラメーターを

使用するようアプリケーション・プログラム内の CMSMN を

修正してください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSF

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name、conversation_ID、mode_name_length

宛先: CCPI

DFHCP0721I date time applid tranid program name

conversation_ID the partner_lu_name_length

(partner_lu_name_len) supplied on the

CMSPLN (Set_Partner_LU_Name) verb is

not in the range 1-17.

説明: アプリケーション・プログラムが、1 から 17 の範囲外

の partner_lu_name_length パラメーターで CMSPLN

(Set_Partner_LU_Name) を呼び出しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: 1 から 17 の範囲内の

partner_lu_name_length パラメーターを使用するようアプリケ

ーション・プログラム内の CMSPLN を修正してください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSG

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name、conversation_ID、partner_lu_name_len

宛先: CCPI

DFHCP0724I date time applid tranid program name

conversation_ID invalid

prepare_to_receive_type parameter

(X'ptr_type') supplied on the CMSPTR

(Set_Prepare_To_Receive_Type) verb.

説明: アプリケーション・プログラムが、無効な

prepare_to_receive_type パラメーターで CMSPTR
(Set_Prepare_To_Receive_Type) を呼び出しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: prepare_to_receive_type パラメーターを使

用するようアプリケーション・プログラム内の CMSPTR を修

正してください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSH

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name、conversation_ID、X'ptr_type'

宛先: CCPI

DFHCP0725I date time applid tranid program name

conversation_ID the supplied

prepare_to_receive_type parameter

CM_PREP_TO_RECEIVE_CONFIRM is

incompatible with the current setting of

the sync_level characteristic CM_NONE.

説明: アプリケーション・プログラムが、CMSPTR
(Set_Prepare_To_Receive_Type) を、

CM_PREP_TO_RECEIVE_CONFIRM の

prepare_to_receive_type パラメーターで、しかも sync_level
特性を CM_NONE に設定した状態で呼び出しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。
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この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正して、

この矛盾を取り除いてください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSH

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID

宛先: CCPI

DFHCP0726I date time applid tranid program name

conversation_ID invalid receive_type

parameter (X'receive_type') supplied on the

CMSRT (Set_Receive_Type) verb.

説明: アプリケーション・プログラムが、CMSRT
(Set_Receive_Type) を無効な receive_type パラメーターで呼

び出しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: 有効な receive_type パラメーターを使用す

るようアプリケーション・プログラム内の CMSRT を修正して

ください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name、conversation_ID、X'receive_type'

宛先: CCPI

DFHCP0727I date time applid tranid program name

conversation_ID invalid return_control

parameter (X'return_control') supplied on the

CMSRC (Set_Return_Control) verb.

説明: アプリケーション・プログラムが、CMSRC
(Set_Return_Control) を無効な return_control パラメーターで

呼び出しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: 有効な return_control パラメーターを使用

するようアプリケーション・プログラム内の CMSRC を修正

してください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSJ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name、conversation_ID、 X'return_control'

宛先: CCPI

DFHCP0728I date time applid tranid program name

conversation_ID invalid send_type parameter

(X'send_type') supplied on the CMSST

(Set_Send_Type) verb.

説明: アプリケーション・プログラムが、CMSST
(Set_Send_Type) を無効な send_type パラメーターで呼び出し

ました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: 有効な send_type パラメーターを使用する

ようアプリケーション・プログラム内の CMSST を修正してく

ださい。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSK

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name、conversation_ID、 X'send_type'

宛先: CCPI

DFHCP0729I date time applid tranid program name

conversation_ID the supplied send_type

parameter CM_SEND_AND_CONFIRM is

incompatible with the current setting of

the sync_level characteristic CM_NONE.

説明: アプリケーション・プログラムが、CMSST
(Set_Send_Type) を、CM_SEND_AND_CONFIRM の

send_type パラメーターで、しかも sync_level 特性を

CM_NONE に設定した状態で呼び出しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正して、

この矛盾を取り除いてください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSK

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID

宛先: CCPI
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DFHCP0730I date time applid tranid program name

conversation_ID invalid sync_level parameter

(X'sync_level') supplied on the CMSSL

(Set_Sync_Level) verb.

説明: アプリケーション・プログラムが、CMSSL
(Set_Sync_Level) を無効な sync_level パラメーターで呼び出

しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: 有効な sync_level パラメーターを使用する

ようアプリケーション・プログラム内の CMSSL を修正してく

ださい。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSL

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID、 X'sync_level'

宛先: CCPI

DFHCP0731I date time applid tranid program name

conversation_ID the supplied sync_level

parameter CM_NONE is incompatible with

the current setting of the send_type

characteristic CM_SEND_AND_CONFIRM.

説明: アプリケーション・プログラムが、CMSSL
(Set_Sync_Level) を CM_NONE の sync_level パラメーター

で呼び出しました。 send_type は

CM_SEND_AND_CONFIRM です。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正して、

この矛盾を取り除いてください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSL

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID

宛先: CCPI

DFHCP0732I date time applid tranid program name

conversation_ID the supplied sync_level

parameter sync_level is incompatible with

the current setting of the deallocate_type

characteristic deallocate_type.

説明: アプリケーション・プログラムが CMSSL
(Set_Sync_Level) を sync_level の sync_level パラメーターで

呼び出しました。 deallocate_type は deallocate_type です。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正して、

この矛盾を取り除いてください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSL

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID、 sync_level、 deallocate_type

宛先: CCPI

DFHCP0733I date time applid tranid program name

conversation_ID the supplied sync_level

parameter CM_NONE is incompatible with

the current setting of the

prepare_to_receive_type characteristic

CM_PREP_TO_RECEIVE_CONFIRM.

説明: アプリケーション・プログラムが、CMSSL
(Set_Sync_Level) を CM_NONE の sync_level パラメーター

で呼び出しました。

CM_PREP_TO_RECEIVE_CONFIRM は、

prepare_to_receive_type です。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを修正して、

この矛盾を取り除いてください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSL

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID

宛先: CCPI

DFHCP0734I date time applid tranid program name

conversation_ID tp_name_length parameter

(tp_name_length) supplied on the CMSTPN

(Set_TP_Name) verb is not in the range

1-64.

説明: アプリケーション・プログラムが、CMSTPN
(Set_TP_Name) を 1 から 64 の範囲外の tp_name_length パ

ラメーターで呼び出しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。
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ユーザーの処置: 有効な tp_name_length パラメーターを使用

するようアプリケーション・プログラム内の CMSTPN を修正

してください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCSM

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID、 tp_name_length

宛先: CCPI

DFHCP0740I date time applid tranid program name No

incoming conversation to accept.

説明: 着信会話がないときに、アプリケーション・プログラム

が CMACCP (Accept_conversation) を呼び出しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_STATE_CHECK とともに制御を

戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: 受け入れるための着信会話があることを確認

してください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name

宛先: CCPI

DFHCP0741I date time applid tranid program name

Duplicate call to CMACCP

(Accept_Conversation).

説明: アプリケーション・プログラムが、CMACCP
(Accept_conversation) を 2 回以上呼び出しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_STATE_CHECK とともに制御を

戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: CMACCP を 1 回だけ呼び出すようにアプ

リケーション・プログラムを修正してください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name

宛先: CCPI

DFHCP0742I date time applid tranid program name Session

is not available for CPI-C as it is already

in use by another process.

説明: アプリケーション・プログラムが、別のプロセス (例え

ば、EXEC インターフェース DTP) のためのセッションをすで

に使用しているときに、CMACCP (Accept_conversation) を呼

び出しました。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラム

に、戻りコード CM_PRODUCT_SPECIFIC_ERROR とともに

制御を戻します。

ユーザーの処置: アプリケーションがこのセッションで CPI
のみを使用していることを確認してください。

モジュール: DFHCPCAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name

宛先: CCPI

DFHCP0743I date time applid tranid program name Unable

to use CPI-C as this transaction was

initiated by ATI.

説明: アプリケーション・プログラムが、自動トランザクショ

ン開始 (ATI) によって開始された後で、CMACCP
(Accept_conversation) を呼び出しました。 これはサポートさ

れていません。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラム

に、戻りコード CM_PRODUCT_SPECIFIC_ERROR とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: アプリケーションがこの制約事項を守ってい

ることを確認してください。

モジュール: DFHCPCAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name

宛先: CCPI

DFHCP0747I date time applid tranid program name

conversation_ID CMCFM (Confirm) call

conflicts with sync_level CM_NONE.

説明: sync_level が CM_NONE に設定されているときに、

アプリケーション・プログラムが CMCFM (Confirm) を呼び

出しました。 これは許可されていません。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: こうした矛盾がこれ以上起こらないようにア

プリケーション・プログラムを修正してください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCCM
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XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID

宛先: CCPI

DFHCP0749I date time applid tranid program name

Unrecognized sym_dest_name

(sym_dest_name) supplied on the CMINIT

(Initialize_Conversation) verb.

説明: アプリケーション・プログラムが CMINIT
(Initialize_Conversation) を呼び出しました。 sym_dest_name
パラメーターは認識されません。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: sym_dest_name パラメーターが正しくなる

ように、アプリケーション・プログラムおよびパートナー・リ

ソース定義を修正してください。

「CICS Resource Definition Guide」で、パートナー・リソース

の正しい使用方法が説明されています。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

モジュール: DFHCPCIC

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、sym_dest_name

宛先: CCPI

DFHCP0750I date time applid tranid program name

Unrecognized profile profile_name supplied

in partner resource sym_dest_name.

説明: アプリケーション・プログラムが CMINIT
(Initialize_Conversation) を呼び出しました。 与えられた

sym_dest_name 内にあるプロファイルが認識されません。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラム

に、戻りコード CM_PRODUCT_SPECIFIC_ERROR とともに

制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: sym_dest_name パラメーターが正しくなる

ように、アプリケーション・プログラムおよびパートナー・リ

ソース定義を修正してください。

「Common Programming Interface Communications Reference」

で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ

れています。

さらに、「CICS Resource Definition Guide」で、パートナー・

リソース定義の詳細が説明されています。

モジュール: DFHCPCIC

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、profile_name、 sym_dest_name

宛先: CCPI

DFHCP0751I date time applid tranid program name
conversation_ID invalid requested_length
parameter requested_length supplied on
CMRCV (Receive).

説明: アプリケーション・プログラムが、32767 を超える値の
requested_length パラメーターで CMRCV (Receive) を呼び出
しました。
システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに
戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに
制御を戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。
ユーザーの処置: requested_length パラメーターに有効な値を
使用するようアプリケーション・プログラムを修正してくださ
い。

「Common Programming Interface Communications Reference」
で、すべての CPI verb とそれを呼び出す方法の詳細が説明さ
れています。
モジュール: DFHCPCRI、DFHCPCRW

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、
program name、conversation_ID、 requested_length
宛先: CCPI

DFHCP0752I date time applid tranid program name
conversation_ID data passed on call to
CMSEND contains an invalid GDS record.

説明: アプリケーション・プログラムが CMSEND
(Send_Data) を呼び出しました。 この呼び出しで渡されたデー
タに、無効な汎用データ・ストリーム (GDS) レコードが入っ
ています。

注 : このメッセージは、基本会話でのみ出されます。 つま
り、conversation_type が CM_BASIC_CONVERSATION に設
定されている場合です。
システムの処置: このデータは送られません。

CICS は、アプリケーション・プログラムに戻りコード
CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに制御を戻し
ます。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。
ユーザーの処置: このパラメーターが正しくなるようアプリケ
ーション・プログラムを修正してください。

「Common Programming Interface Communications Reference」
で、GDS レコードの情報も含め、すべての CPI verb とその
呼び出し方法の詳細が説明されています。

「CICS Distributed Transaction Programming Guide」で、GDS
レコードの補足情報が説明されています。
モジュール: DFHCPCLR

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、
program name、conversation_ID
宛先: CCPI

DFHCP0753I date time applid tranid program name
conversation_ID invalid send_length
parameter send_length supplied on CMSEND
(send_data).

説明: アプリケーション・プログラムが、CMSEND
(Send_Data) を、0 から 32767 バイトの範囲外の send_length

DFHCP0749I • DFHCP0753I

第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server for z/VSE) 85



パラメーターで呼び出しました。
システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに
戻りコード CM_PROGRAM_PARAMETER_CHECK とともに
制御を戻します。
ユーザーの処置: send_length パラメーターは、32767 バイト
を超えてはなりません。 0 から 32767 バイトの範囲内のデー
タを送るように CMSEND を修正してください。これにより、
データは 2 つのチャンクで送られることになる場合がありま
す。

「SAA CPI Reference」で、すべての CPI verb とその呼び出
し方法の詳細が説明されています。
モジュール: DFHCPCN1、DFHCPCN2、DFHCPCN3、
DFHCPCN4、DFHCPCN5

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、
program name、conversation_ID、 send_length
宛先: CCPI

DFHCP0754I date time applid tranid program name
conversation_ID data sent so far is currently
in the middle of a GDS record so cannot
send CMDEAL, CMCFM or CMPTR
requests.

説明: このアプリケーションは基本会話を使用しています (つ
まり、conversation_type 特性が
CM_BASIC_CONVERSATION に設定されています。)

このアプリケーションが、最後の汎用データ・ストリーム
(GDS) レコードに関連付けられたすべてのデータを送っていま
せん。

しかし、このアプリケーションは以下のいずれかの要求を送ろ
うとしました。
v CMDEAL (割り振り解除)
v CMCFM (確認)、または

v CMPTR (受信準備)
システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_STATE_CHECK とともに制御を

戻します。

この CPI verb は、会話にも会話特性にも影響を与えません。

ユーザーの処置: 送信したデータを調べて、前の送信がエラー

になった理由を判別してください。このエラーが、アプリケー

ションが最後のレコードを切り捨てたためによるものなのか、

または長さフィールドの 1 つにエラーがあったために CPI が

データ・ストリームを誤って解釈してしまったのかを調べて、

それに応じてアプリケーション・プログラムを修正してくださ

い。

「SAA CPI Reference」で、GDS レコードの情報も含め、すべ

ての CPI verb とその呼び出し方法の詳細が説明されていま

す。

「CICS Distributed Transaction Programming Guide」で、GDS
レコードの補足情報が説明されています。

モジュール: DFHCPCLR

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID

宛先: CCPI

DFHCP0756 date time applid tranid program name

conversation_ID received an unrecognized

sense_code X'sense_code' from the partner

{program | program - }tp_name.

説明: リモート・システムのパートナー・プログラムから受信

されたセンス・コードは認識されませんでした。 これは、次の

2 つの理由のうちのいずれかによります。

v プロトコル・エラー、または

v このパートナー・プログラムをこれ以降のリリースで実行し

ていて、新しいセンス・コードが APPC 体系に追加されて

いる。

システムの処置: CICS は、戻りコード

CM_DEALLOCATE_ABEND または

CM_PROGRAM_ERROR_PURGING のいずれかとともにアプ

リケーション・プログラムに制御を戻します。 戻りコードは、

認識されないセンス・コードがエラーとして解釈されたか、そ

れとも会話の異常終了として解釈されたかによって異なりま

す。

注: tp_name は、このメッセージがフロントエンド・システム

で出されるときにのみ存在します。

ユーザーの処置: メッセージ内に示されたセンス・コードおよ

び 2 つの通信システムに関するユーザーの知識を活用して、エ

ラーが上記の 2 つの状況のいずれであるかを判断してくださ

い。

エラーがプロトコル・エラーである場合は、問題解決のために

IBM からさらにサポートを受ける必要があります。 手順につ

いては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参

照してください。

モジュール: DFHCPCLR

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID、 X'sense_code'、 {2=program、

1=program - }、 tp_name

宛先: CCPI

DFHCP0757I date time applid tranid program name

conversation_ID unrecognized netname

netname supplied for CMALLC (Allocate)

verb.

説明: この会話用のセッションの割り振りが、認識されないネ

ット名 netname のために失敗しました。

この値は、この会話用のパートナー・リソース内、または CPI
の CMSPLN (set_partner_lu_name) verb 上のいずれかで指定

された partner_lu_name から派生した値です。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PARAMETER_ERROR とともに制御を戻しま

す。

セッションの割り振りは行われません。

ユーザーの処置: 認識されるネット名を使用するようアプリケ

ーション・プログラムを修正してください。

モジュール: DFHCPCLR

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID、 netname
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宛先: CCPI

DFHCP0758I date time applid tranid program name

conversation_ID unrecognized mode_name

mode_name supplied for CMALLC (Allocate)

verb.

説明: この会話用のセッションの割り振りが、認識されないモ

ードネーム mode_name のために失敗しました。

この値は、この会話用のパートナー・リソースで指定されたプ

ロファイル内、または CPI の CMSMN (Set_mode_name)
verb 上のいずれかで指定された値です。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PARAMETER_ERROR とともに制御を戻しま

す。

セッションの割り振りは行われません。

ユーザーの処置: 認識される mode_name を使用するようア

プリケーション・プログラムを修正してください。

モジュール: DFHCPCLR

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID、 mode_name

宛先: CCPI

DFHCP0759I date time applid tranid program name

conversation_ID invalid use of the SNA

service TP X'tp_name'

説明: 会話制御ブロック (CPC) 内で指定されたトランザクシ

ョン・プログラム (TP) が SNA サービス TP であるために、

会話 conversation_id 用のセッションの割り振りが失敗しまし

た。 これは許可されていません。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PARAMETER_ERROR とともに制御を戻しま

す。

ユーザーの処置: このプログラムが異なる TP を使用するよう

アプリケーション・プログラムを修正してください。

モジュール: DFHCPCAL

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID、 X'tp_name'

宛先: CCPI

DFHCP0760I date time applid tranid program name

conversation_ID an invalid partner_lu_name

partner_lu_name was specified for the

CMALLC (Allocate) verb.

説明: セッションの割り振りが失敗しました。 これは、会話

制御ブロック (CPC) で指定された partner_lu_name が以下の

規則に従っていないからです。

1. partner_lu_name は、次のいずれかの形式を取ります。

v Netname (長さ 1 から 8 文字)、または

v Network.netname (ここで、network と netname はそ

れぞれ長さが 1 から 8 文字)
2. ネット名およびネットワークはどちらも次の文字セットで

構成されています。最初の文字は例外なく英字です。

v A から Z

v a から z
v @
v $
v #
v 0 から 9

注 : 英小文字は英大文字に変換されます。

システムの処置: セッションの割り振りは行われません。

CICS は、アプリケーション・プログラムに戻りコード

CM_PARAMETER_ERROR とともに制御を戻します。

ユーザーの処置: アプリケーションに応じて、

partner_lu_name は、(sym_dest_name パラメーター内の

CMINIT (initialize_conversation) verb 上で指定された) パー

トナー・リソースまたは任意指定の CMSPLN
(set_partner_lu_name) verb のいずれかからきます。この値

は、上記の規則に従って変更する必要があります。

モジュール: DFHCPCAL

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID、 partner_lu_name

宛先: CCPI

DFHCP0761I date time applid tranid program name

conversation_ID an invalid mode_name

mode_name was specified for the CMALLC

(Allocate) verb.

説明: 会話 conversation_id 用のセッションの割り振りが失敗

しました。 これは、会話制御ブロック (CPC) 内に指定された

mode_name mode_name が認められていないためです。

システムの処置: セッションの割り振りは行われません。

CICS は、アプリケーション・プログラムに戻りコード

CM_PARAMETER_ERROR とともに制御を戻します。

ユーザーの処置: 異なる mode_name を使用するようアプリ

ケーション・プログラムを修正してください。

モジュール: DFHCPCAL

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID、 mode_name

宛先: CCPI

DFHCP0763I date time applid tranid program name

conversation_ID the mode_name mode_name

specified for the CMALLC (Allocate) verb

is unknown to VTAM.

説明: 会話 conversation_ID 用のセッションの割り振りが失敗

しました。 これは、会話制御ブロック (CPC) 内に指定された

mode_name がリモート・システムには知られているものの、

VTAM には知られていないためです。

システムの処置: セッションの割り振りは行われません。

CICS は、アプリケーション・プログラムに戻りコード

CM_PARAMETER_ERROR とともに制御を戻します。

ユーザーの処置: 異なる mode_name を使用するようアプリ

ケーション・プログラムを修正してください。

モジュール: DFHCPCLR

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、
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program name、conversation_ID、 mode_name

宛先: CCPI

DFHCP0764I date time applid tranid program name Partner

Resource Manager is unavailable.

説明: アプリケーション・プログラムが CMINIT
(Initialize_Conversation) を呼び出しましたが、(パートナー・

リソース・テーブルへのアクセスを行えるようにする) パート

ナー・リソース・マネージャーが使用できません。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラム

に、戻りコード CM_PRODUCT_SPECIFIC_ERROR とともに

制御を戻します。

ユーザーの処置: まずメッセージ DFHPR0106 が CICS 初期

設定中に出されたかどうかを判別してください。出されている

場合には、そのメッセージに関して与えられている指示を参照

してください。 メッセージが出されなかった場合には、CICS
所有のストレージ (静的ストレージ・アドレス・リスト、また

は PR 静的ストレージのいずれか) がオーバーレイされている

ようです。 記憶保護違反の扱い方についての詳細は、「CICS

Problem Determination Guide」を参照してください。

モジュール: DFHCPCIC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、program

name

宛先: CCPI

DFHCP0765I date time applid tranid program name

conversation_ID CPI-C verb verb was

disallowed because of the

BACKOUT-REQUIRED program state.

説明: CPI 状態マシンが状態エラーを検出しました。 verb
verb を BACKOUT-REQUIRED プログラム状態で出すことが

できません。

システムの処置: CICS は、アプリケーション・プログラムに

戻りコード CM_PROGRAM_STATE_CHECK とともに制御を

戻します。

ユーザーの処置: 与えられているガイドラインに従ってアプリ

ケーション・プログラムを修正してください。「SAA CPI

Reference」で、すべての CPI verb とその呼び出し方法の詳細

が説明されています。

モジュール: DFHCPIC

XMEOUT パラメーター: date、 time、applid、 tranid、

program name、conversation_ID、 verb

宛先: CCPI

DFHCRxxxx メッセージ

DFHCR4300 date time applid Transaction tranid not
executed on terminal termid on system sysid.
Transaction invalid on that system

説明: リモート・システム sysid でタスクをスケジュールする
ための要求が出されましたが、トランザクション tranid がシス
テム sysid で定義されていないため、その要求を実行すること
ができませんでした。
システムの処置: その他の処理を続行します。
ユーザーの処置: 端末 termid とトランザクション tranid がシ
ステム sysid で定義されているかを確認してください。
モジュール: DFHCRS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、termid、
sysid
宛先: CSMT

DFHCR4301 date time applid Transaction tranid not
executed on terminal termid on system sysid.
Terminal invalid on that system

説明: リモート・システム sysid でタスクをスケジュールする
ための要求が出されましたが、端末 termid がシステム sysid
で定義されていないため、その要求を実行することができませ
んでした。
システムの処置: その他の処理を続行します。
ユーザーの処置: 端末 termid とトランザクション tranid がシ
ステム sysid で定義されているかを確認してください。
モジュール: DFHCRS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、termid、
sysid
宛先: CSMT

DFHCR4302 date time applid Transaction tranid not
executed on terminal termid on system sysid.
Schedule request failed on that system

説明: リモート・システム sysid でタスクをスケジュールする
ための要求が出されましたが、その要求を実行できませんでし
た。
システムの処置: その他の処理を続行します。
ユーザーの処置: リモート・システムのシステム定義テーブル
を調べて、スケジューリング要求が受け入れられなかった理由
を判別してください。
モジュール: DFHCRS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、termid、
sysid
宛先: CSMT

DFHCR4310 date time applid Request from system sysid
to initiate transaction tranid on that system
on terminal termid was not executed.
Transaction invalid on this system.

説明: リモート・システム sysid のトランザクション tranid
を端末 termid で開始するように、そのリモート・システム
sysid から要求されました。 トランザクション tranid がこの
システムで定義されていないため、その要求を受け入れること
ができませんでした。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: 端末 termid とトランザクション tranid が両
方のシステムで定義されているかを確かめてください。
モジュール: DFHCRS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、tranid、
termid
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宛先: CSMT

DFHCR4311 date time applid Request from system sysid
to initiate transaction tranid on that system
on terminal termid was not executed.
Terminal invalid on this system.

説明: リモート・システム sysid のトランザクション tranid
を端末 termid で開始するように、そのリモート・システム
sysid から要求されました。 端末 termid がこのシステムで定
義されていないため、その要求を受け入れることができません
でした。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: 端末 termid とトランザクション tranid が両
方のシステムで定義されているかを確かめてください。
モジュール: DFHCRS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、tranid、
termid
宛先: CSMT

DFHCR4312 date time applid Request from system sysid
to initiate transaction tranid on that system
on terminal termid was not executed.
Schedule request failed

説明: リモート・システム sysid のトランザクション tranid
を端末 termid で開始するように、そのリモート・システム
sysid から要求されました。 スケジューリング要求が失敗した
ため、その要求を受け入れることができませんでした。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: ローカル・システムのシステム定義テーブル
を調べて、スケジューリング要求が受け入れられなかった理由
を判別してください。
モジュール: DFHCRS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、tranid、
termid
宛先: CSMT

DFHCR4314 date time applid Request to initiate
transaction tranid on remotely owned
terminal termid has been purged. Request
was not deliverable to system sysid within
the ATI purge delay time interval.

説明: トランザクション tranid を開始するための要求は、シ
ステム sysid に引き渡されませんでした。おそらく、システム
sysid へのリンクが使用可能になっていなかったのが原因で
す。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: トランザクション開始要求を出してから、
ATI 除去遅延時間間隔が経過するまでの間、システム sysid へ
のリンクが使用できるようになっていることを確認してくださ
い。
モジュール: DFHCRQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、termid、
sysid
宛先: CSMT

DFHCR4315 date time applid Request to initiate
transaction tranid on remotely owned
terminal termid has been purged. System
sysid has not responded within the ATI
purge delay time interval.

説明: トランザクション tranid の開始要求がシステム sysid
に送られました。 システム sysid は、この要求を確認しまし
たが、以下の理由のため ATI 除去遅延時間間隔内に応答して
いませんでした。
v タスクが開始されたが異常終了した。または

v タスクがセキュリティー検査に失敗した。または

v システム sysid が異常終了して、この要求すべての明細が失

われた。

システムの処置: システム sysid が最終的に応答しても、タス

クは実行されません。

ユーザーの処置: システム sysid が応答しなかった理由を調べ

てください。

モジュール: DFHCRQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、termid、

sysid

宛先: CSMT
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DFHDDxxxx メッセージ

DFHDD0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: 予期しないプログラム・チェックまたは異常終了が発生
して、異常終了コード aaa/bbbb が出されました。

プログラム・チェック時のプログラム状況ワード (PSW) また
は異常終了は、CICS がモジュール modname 内のオフセット
X'offset' で実行していたことを示しています。 これは、CICS
コードまたは制御ブロックの破壊により引き起こされた可能性
があります。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字 CICS コードから成ります。
VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) です。
VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3 つの
ハイフンで埋められます。CICS コードは、異常終了コード、
または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、AKEA
は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: ダンプ・テーブルの項目で指示しない限り、
システム・ダンプがとられ、システムは操作を続行しようとし
ます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

それから、 557 ページの『第 2 章 トランザクション異常終了
コード (CICS Transaction Server for z/VSE)』で CICS 英数
字コードを調べてください。 これにより、エラーが例えばプロ

グラム・チェック、異常終了、ランナウェイ、またはパーコレ
ーションのいずれであるかがわかります。さらに、ユーザーの
処置に関する何らかの手引きが提供されています。

問題が解決できない場合は、IBM の支援が必要になります。手
順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。
モジュール:
DFHDDDM、DFHDDDI、DFHDDLO、DFHDDBR

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname
宛先: コンソール

DFHDD0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: ディレクトリー・ドメインが、CICS の他の部分から予
期しないエラー応答を受け取りました。 ディレクトリー・ドメ
インが要求した操作は、コード X'code' で説明されています。

CICS 例外トレース項目の詳細については、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
システムの処置: ダンプ・テーブル項目で特に禁止されない限
り、システム・ダンプがとられ、システムは操作を続行しよう
とします。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: 問題の原因を次の手順で調べてください。
v CICS のどこか他の部分から以前に出されたメッセージによ

ってこの問題を説明できるかどうかを調べる。

v 症状ストリングを調べる。

v ダンプを調べる。

問題が解決できない場合は、IBM の支援が必要になります。

手順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール:

DFHDDDM、DFHDDDI、DFHDDLO、DFHDDBR

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

宛先: コンソール

DFHDFxxxx メッセージ

DFHDF0001 Data management facility is started.
説明: データ管理機能 (DMF) は、正常に初期設定を行いまし
た。
システムの処置: DMF は続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0002 Data management facility is in the
incorrect state. Enter 'CANCEL' to
terminate, or 'GO' to continue.

説明: データ管理機能 (DMF) は、DMF の別のインスタンス
がシステム内で活動状態である可能性があることを検出しまし
た。 これは許可されていません。
システムの処置: DMF は、オペレーターの応答を待ちます。

'CANCEL' が入力されると、DMF は終了して、戻りコード 12
を出します。 'GO' が入力されると、DMF の初期設定が続行
されます。
ユーザーの処置: DMF の別のインスタンスがシステム内で活
動状態であるかどうかを検査してください。 それがある場合に
は、'CANCEL' を入力する必要があります。 活動状態である
DMF のインスタンスがなければ、'GO' または 'CANCEL' を
入力することができます。
モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0003 Data management facility has been unable
to establish the PC environment. Return
code is X'rc' from macro macro.

説明: データ管理機能 (DMF) が PC 環境を作成しようとし
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たとき、マクロ macro は戻りコード rc で失敗しました。
システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま
す。
ユーザーの処置: DMF は、マクロ SUBSID IDENTIFY を出し
て PC 環境を設定しますが、そのマクロは理由 rc のため失敗
しました。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。
手順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。
モジュール: DFHDFSIP.
宛先: コンソール

DFHDF0004 Data management facility has been unable
to create DMF control blocks. Return code
is X'rc' from macro macro.

説明: データ管理機能 (DMF) が、初期設定を正常に行うため
に必要な制御ブロックを作成しようとしたとき、マクロ macro
は戻りコード rc で失敗しました。macro は次のいずれかで
す。
v DSPSERV、または

v ALESERV

注: macro が DSPSERV である場合、rc の形式は xxyyyyyy で

す。ここで、xx はレジスター 15 の値であり、yyyyyy はレジ

スター 0 に戻される理由コードです。

システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま

す。

ユーザーの処置: マクロ macro が失敗した理由を判別し、そ

のエラーを訂正する処置をとってください。 詳しい手引きにつ

いては、「z/VSE System Macros Reference」を参照してくださ

い。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0005 Invalid suffix specified for initialization

table - suffix. Please enter a two character

suffix, enter 'CANCEL' to terminate DMF,

or enter 'ACCEPT' to continue with the

default values.

説明: このスタートアップで入力された接尾部 suffix が無効

です。その理由は次のいずれかです。

1. 接尾部が長すぎる (3 文字以上)。
2. 不当文字を含んでいる。

システムの処置: DMF は、オペレーターの応答を待ちます。

応答が 'CANCEL' である場合には、DMF は戻りコード 12 を

出して終了します。 応答が 'ACCEPT' である場合には、DMF
はデフォルト値を用いて初期設定を続行します。 その他の応答

の場合には、DMF は、与えられた接尾部を持つスタートアッ

プ・テーブルを使用して初期設定を続行しようとします。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. 接尾部が 2 文字を超えないようにして、接尾部を再入力す

る。

2. 有効な文字を使用した接尾部を再入力する。 有効文字は、

'@'、'A' から 'Z'、および '0' から '9' です。

3. 'ACCEPT' を入力してデフォルトのスタートアップ値を受

け入れる。

4. 'CANCEL' を入力して、この DMF の実行を終了する。

モジュール: DFHDFSIP

宛先: コンソール

DFHDF0006 Unable to find initialization table with

suffix suffix. Please enter a two character

suffix, enter 'CANCEL' to terminate DMF,

or enter 'ACCEPT' to continue with the

default values.

説明: データ管理機能 (DMF) は、次のいずれかの理由のた

め、接尾部 suffix を持つ初期設定テーブルをロードすることが

できませんでした。

1. そのテーブルが存在していない。または

2. そのテーブルは存在しているが、LIBDEF チェーン内のライ

ブラリーに存在していない。

システムの処置: DMF は、オペレーターの応答を待ちます。

応答が 'CANCEL' である場合には、DMF は戻りコード 12 を

出して終了します。 応答が 'ACCEPT' である場合には、DMF
はデフォルト値を用いて初期設定を続行します。 その他の応答

の場合には、DMF は、与えられた接尾部を持つスタートアッ

プ・テーブルを使用して初期設定を続行します。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. 適切な接尾部を持つテーブルを作成する。

2. 初期設定テーブルを含んでいるライブラリーが LIBDEF チ

ェーンに組み込まれるようにする。

3. 別の接尾部を入力する。 接尾部の文字は、'@'、または 'A'

から 'Z' および '0' から '9' の範囲内でなければなりませ

ん。

4. 'ACCEPT' を入力してデフォルトのスタートアップ値を受

け入れる。

5. 'CANCEL' を入力して、この DMF の実行を終了する。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0007 This startup is using suffix suffix.

説明: データ管理機能 (DMF) は、接尾部 suffix を持つスター

トアップ・テーブルを使用しました。

システムの処置: DMF の初期設定は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0008 Data management facility has been unable

to load program program.

説明: データ管理機能 (DMF) は、次の理由のため、プログラ

ム program をロードすることができませんでした。

v プログラムが存在しない。

v プログラムは存在しているが、LIBDEF チェーン内のライブ

ラリーに存在していない。

v プログラムをロードするのに十分な GETVIS ストレージが区

画内にない。

システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま

す。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. プログラムを含んでいるライブラリーが LIBDEF チェーン

に組み込まれるようにする。

2. 区画サイズを増やす。
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3. DFHDFSIP 用の EXEC カードに SIZE パラメーターを指定す

る。 適切な式は SIZE=DFHDFSIP です。

4. この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順に

ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0009 Data management facility has been unable

to create the DMF anchor block.

説明: データ管理機能 (DMF) は、DMF アンカー・ブロック

を保持するための十分な 31 ビット・システム GETVIS スト

レージを獲得することができませんでした。

システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま

す。

ユーザーの処置: 31 ビット・システム GETVIS 域のサイズを

増やしてください。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0010 Invalid over-ride parameter has been

specified. Please enter a two character

suffix, enter 'CANCEL' to terminate DMF,

or enter 'ACCEPT' to continue with default

values.

説明: SYSIPT データ・ストリームのこのスタートアップで入

力されたオーバーライド・パラメーターが無効です。 オーバー

ライドの有効な形式は、'SUFFIX=xx' です。

システムの処置: DMF は、オペレーターの応答を待ちます。

応答が 'CANCEL' である場合には、DMF は戻りコード 12 を

出して終了します。 応答が 'ACCEPT' である場合には、DMF
はデフォルト値を用いて初期設定を続行します。 その他の応答

の場合には、DMF は、与えられた接尾部のスタートアップ・

テーブルを使用して初期設定を続行します。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. 有効な文字を使用した新しい接尾部を入力する。 接尾部の

文字は、'@'、'A' から 'Z' の範囲、または '0' から '9' の

範囲内のものでなければなりません。

2. 'ACCEPT' を入力してデフォルト値を受け入れる。

3. 'CANCEL' を入力して、この DMF の実行を終了する。

4. SYSIPT データ・ストリームを訂正する。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0011 Data management facility was unable to

initialize its lock manager. Reason is

{INVALID_FORMAT | INVALID_FUNCTION

| INVALID_ANCHOR |

DFGF_GET_FAILURE |

GETVIS_EXHAUSTED | PFIX_FAILED}.

説明: データ管理機能 (DMF) は、ロック・マネージャー

DFHDFLM を初期設定しようとしました。 ただし、以下のい

ずれかが発生しました。

INVALID_FORMAT

これは、ロック・マネージャーに渡されたパラメータ

ー・リストが、ロック・マネージャー用の有効なパラ

メーター・リストではなかったことを示します。

INVALID_FUNCTION

これは、ロック・マネージャーに渡されたパラメータ

ー・リストに、無効な要求が含まれていたことを示し

ます。

INVALID_ANCHOR

これは、DMF アンカー・ブロックを検査できなかっ

たことを示します。

DFGF_GET_FAILURE

これは、ストレージ獲得要求が失敗したことを示しま

す。

GETVIS_EXHAUSTED

これは、区画の GETVIS ストレージをこれ以上入手で

きないため、ストレージを求める要求が失敗したこと

を示します。

PFIX_FAILED

これは、要求された区画の GETVIS ストレージが

z/VSE によって PFIX できなかったことを示しま

す。

システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま

す。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. 区画サイズを増やす。

2. DFHDFSIP 用の EXEC カードに SIZE パラメーターを指定す

る。 適切な式は SIZE=DFHDFSIP です。

3. この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順に

ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0012 Data management facility was unable to

initialize its trace facility. Reason is

{INVALID_FORMAT | INVALID_FUNCTION

| INVALID_ANCHOR |

INVALID_DFLM_ANCHOR |

DFGF_GET_FAILURE |

DFLM_GET_FAILURE |

DFLM_DEFINE_FAILURE |

GETVIS_EXHAUSTED | PFIX_FAILED |

DUPLICATE_RESOURCE |

TRACE_INITIALIZED}.

説明: データ管理機能 (DMF) は、トレース機能 DFHDFTR を

初期設定しようとしました。 ただし、以下のいずれかが発生し

ました。

INVALID_FORMAT

これは、トレース・マネージャーに渡されたパラメー

ター・リストが、トレース・マネージャー用の有効な

パラメーター・リストではなかったことを示します。

INVALID_FUNCTION

これは、トレース・マネージャーに渡されたパラメー

ター・リストに、無効な要求が含まれていたことを示

します。
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INVALID_ANCHOR

これは、DMF アンカー・ブロックを検査できなかっ

たことを示します。

INVALID_DFLM_ANCHOR

これは、ロック・マネージャー・アンカー・ブロック

を検査できなかったため、ロック・マネージャーの内

部呼び出しを取り扱えなかったことを示します。

DFGF_GET_FAILURE

これは、ストレージ獲得要求が失敗したことを示しま

す。

DFLM_GET_FAILURE

これは、ロック・マネージャーがロック用ストレージ

を獲得できなかったため、ロック・マネージャーの内

部呼び出しを取り扱えなかったことを示します。

DFLM_DEFINE_FAILURE

これは、ロック・マネージャーの内部呼び出しが、予

期しない応答を戻したことを示します。

GETVIS_EXHAUSTED

これは、区画の GETVIS ストレージをこれ以上入手で

きないため、ストレージを求める要求が失敗したこと

を示します。

PFIX_FAILED

これは、要求された区画の GETVIS ストレージが

z/VSE によって PFIX できなかったことを示しま

す。

DUPLICATE_RESOURCE

これは、すでに定義されているリソースの定義が試み

られたため、ロック・マネージャーの内部呼び出しを

取り扱えなかったことを示します。

TRACE_INITIALIZED

これは、トレース機能がすでに初期設定されているこ

とを示します。

システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま

す。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. 区画サイズを増やす。

2. DFHDFSIP 用の EXEC カードに SIZE パラメーターを指定す

る。 適切な式は SIZE=DFHDFSIP です。

3. この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順に

ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0013 Data management facility was unable to

initialize its report facility. Reason is

{INVALID_FORMAT | INVALID_FUNCTION

| INVALID_ANCHOR |

DFGF_GET_FAILURE |

DFLM_DEFINE_FAILURE |

GETVIS_EXHAUSTED | PFIX_FAILED}.

説明: データ管理機能 (DMF) は、レポート機能 DFHDFTR を

初期設定しようとしました。 ただし、以下のいずれかが発生し

ました。

INVALID_FORMAT

これは、レポート・マネージャーに渡されたパラメー

ター・リストが、レポート・マネージャー用の有効な

パラメーター・リストではなかったことを示します。

INVALID_FUNCTION

これは、レポート・マネージャーに渡されたパラメー

ター・リストに、無効な要求が含まれていたことを示

します。

INVALID_ANCHOR

これは、DMF アンカー・ブロックを検査できなかっ

たことを示します。

DFGF_GET_FAILURE

これは、ストレージ・マネージャーの内部呼び出し

が、予期しない応答を戻したことを示します。

DFLM_DEFINE_FAILURE

これは、ロック・マネージャーの内部呼び出しが、予

期しない応答を戻したことを示します。

GETVIS_EXHAUSTED

これは、区画の GETVIS ストレージをこれ以上入手で

きないため、ストレージを求める要求が失敗したこと

を示します。

PFIX_FAILED

これは、要求された区画の GETVIS ストレージが

z/VSE によって PFIX できなかったことを示しま

す。

システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま

す。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. 区画サイズを増やす。

2. DFHDFSIP 用の EXEC カードに SIZE パラメーターを指定す

る。 適切な式は SIZE=DFHDFSIP です。

3. この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順に

ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0014 Data management facility was unable to

open the console report. Reason is

{INVALID_FORMAT | INVALID_FUNCTION

| INVALID_TOKEN |

REPORT_TITLE_INVALID |

REPORT_HEADING_INVALID |

DFLM_RESERVE_FAILURE

|DFLM_RELEASE_FAILURE |

REPORT_OPEN | IODEV_OPEN}.

説明: データ管理機能 (DMF) は、コンソール・レポートをオ

ープンしようとしました。 ただし、以下のいずれかが発生しま

した。

INVALID_FORMAT

これは、レポート・マネージャーに渡されたパラメー

ター・リストが、レポート・マネージャー用の有効な

パラメーター・リストではなかったことを示します。

INVALID_FUNCTION

これは、レポート・マネージャーに渡されたパラメー

ター・リストに、無効な要求が含まれていたことを示

します。
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INVALID_TOKEN

これは、レポート・マネージャーに渡されたパラメー

ター・リストに、無効なトークンが含まれていたこと

を示します。

REPORT_TITLE_INVALID

これは、レポート・マネージャーに渡されたパラメー

ター・リストに、無効なコンソール・レポート用の表

題が含まれていたことを示します。

REPORT_HEADING_INVALID

これは、レポート・マネージャーに渡されたパラメー

ター・リストに、無効なコンソール・レポート用の見

出しが含まれていたことを示します。

DFLM_RESERVE_FAILURE

これは、ロック・マネージャーの内部呼び出しが、予

期しない応答を戻したことを示します。

DFLM_RELEASE_FAILURE

これは、ロック・マネージャーの内部呼び出しが、予

期しない応答を戻したことを示します。

REPORT_OPEN

これは、コンソール・レポートがすでにオープンされ

ていたため、要求が失敗したことを示します。

IODEV_OPEN

これは、コンソール装置がすでにオープンされていた

ため、要求が失敗したことを示します。

システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま

す。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0015 Data management facility issued CALL

function which failed. Response is X'rc'.

説明: データ管理機能 (DMF) が CALL function を出したと

き、それは戻りコード rc で失敗しました。

システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま

す。

ユーザーの処置: CALL function が失敗した理由を判別し、そ

のエラーを訂正する処置をとってください。 詳しい手引きにつ

いては、「z/VSE System Macros Reference」を参照してくださ

い。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0016 Data management facility has loaded

program phase, which has entry point

X'entry_address'.

説明: データ管理機能 (DMF) は phase という名前のプログラ

ムをロードしました。このプログラムには、entry_address で示

されている入り口点があります。 このアドレスの高位ビットが

オンの場合、プログラムは、アドレッシング・モード

(AMODE) が 31 に設定されてリンク・エディットされていま

す。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: なし。これは単なる通知メッセージです。

モジュール: DFHDFSIP、DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF0017 Data management facility has been unable

to create the cell pool storage.

説明: データ管理機能 (DMF) は、呼び出し可能セル・プー

ル・ストレージを保持するための十分な 31 ビット・ストレー

ジを区画の GETVIS 域から獲得することができませんでし

た。 DMF は、24 ビット・ストレージからの GETVIS ストレ

ージの割り振りを受け入れます。

システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま

す。

ユーザーの処置: DMF が獲得できる区画の GETVIS のサイズ

を増やす必要があります。 これは、次のいずれかの方法で行う

ことができます。

1. 区画でどれだけのプログラム・ストレージが割り振られる

かを制御する SIZE パラメーターを小さくします。または

2. DMF が開始されている区画のサイズを増やします。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0018 Data management facility has been unable

to acquire storage for DFHDFCR to use.

説明: データ管理機能 (DMF) は、DFHDFCR が読み取る

SYSIPT パラメーターを保持するための十分な 24 ビット

GETVIS ストレージを獲得することができません。

システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま

す。

ユーザーの処置: 区画サイズを増やすか、あるいは EXEC

DFHDFSIP ステートメントの SIZE パラメーターを小さくするこ

とにより、24 ビット GETVIS 域のサイズを増やしてください。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0019 Data management facility has been unable

to acquire storage for the statistics block.

説明: データ管理機能 (DMF) は、DMF 統計ブロックを保持

するための十分な 31 ビット GETVIS ストレージを獲得する

ことができませんでした。

システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま

す。

ユーザーの処置: 31 ビット GETVIS 域のサイズを増やしてく

ださい。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0020 Data management facility has been unable

to load phase DFHDFFM.

説明: データ管理機能 (DMF) は、ファイル・マネージャーの

サブタスク・プログラム DFHDFFM をロードすることができ

ませんでした。

システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま

す。
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ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0021 Data management facility has been unable

to acquire storage for the File Manager sub

task save area.

説明: データ管理機能 (DMF) は、ファイル・マネージャーの

サブタスク保管域として使用するための十分な 24 ビット

GETVIS ストレージを獲得することができませんでした。

システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま

す。

ユーザーの処置: 区画サイズを増やすか、あるいは EXEC

DFHDFSIP ステートメントに小さくした SIZE パラメーターを指

定するかのいずれかにより、24 ビット GETVIS 域のサイズを増

やしてください。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0022 Data management facility has been unable

to acquire storage for the File Manager

Request Block. Shutdown will be forced to

Immediate.

説明: データ管理機能 (DMF) は、ファイル・マネージャーの

要求ブロックとして使用するための十分な 31 ビットまたは 24
ビット GETVIS ストレージを獲得することができませんでし

た。 そのため、DMF は通常シャットダウンを完了することが

できません。

システムの処置: DMF は即時シャットダウンを開始します。

ユーザーの処置: 31 ビット GETVIS 域のサイズを増やしてく

ださい。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0023 Data management facility has been unable

to acquire storage for the abend handlers

save areas.

説明: データ管理機能 (DMF) は、異常終了ハンドラーに必要

な保管域を保持するための十分な 31 ビット GETVIS ストレ

ージを獲得することができませんでした。

システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま

す。

ユーザーの処置: 31 ビット GETVIS 域のサイズを増やしてく

ださい。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0024 Data management facility has calculated

there is insufficient data space available.

説明: データ管理機能 (DMF) は、自分用のデータ・スペース

を作成するための十分なデータ・スペースがないと見積もりま

した。 DMF では、少なくとも 4 MB のデータ・スペースが

使用可能でなければなりません。

システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま

す。

ユーザーの処置: SYSDEF DSPACE コマンドを使用して、使用可

能なデータ・スペースを増やしてください。 詳細については、

「z/VSE System Control Statements」を参照してください。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0025 Data management facility has created

dataspace named dspacename, which is

dspacesizeM bytes in size.

説明: データ管理機能 (DMF) は、dspacename という名前のデ

ータ・スペースを作成しました。そのデータ・スペースのサイ

ズは dspacesize M バイトです。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: なし。これは単なる通知メッセージです。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0026 Data management facility cannot continue -

OS390 not specified on EXEC statement

説明: データ管理機能 (DMF) では、正しく作動するために

OS390 エミュレーションが必要です。

システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま

す。

ユーザーの処置: EXEC DFHDFSIP ステートメントで OS390 を

指定してください。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0027 Data Management Facility has called the

trace facility with the function call

{START_TRACE | PAUSE_TRACE

|RESUME_TRACE} but this failed for

reason {INVALID_FORMAT |

INVALID_FUNCTION | INVALID_ANCHOR

| INVALID_DFLM_TOKEN |

DFGF_GET_FAILURE |

DFLM_RESERVE_FAILURE |

DFLM_RELEASE_FAILURE |

GETVIS_EXHAUSTED | PFIX_FAILED |

RESOURCE_BUSY | TRACE_ACTIVE

|TRACE_INACTIVE | TRACE_PAUSED}.

説明: データ管理機能 (DMF) は、トレース機能を呼び出し

て、トレース状況をスタートアップ・テーブルで定義されてい

る状況に設定しました。 呼び出しは次のいずれかでした。

START_TRACE

トレース機能を開始する。

PAUSE_TRACE

トレース機能を一時的に中断する。

RESUME_TRACE

トレース機能を再開する。

ただし、以下のいずれかが発生しました。
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INVALID_FORMAT

これは、トレース機能に渡されたパラメーター・リス

トが、有効なパラメーター・リストではなかったこと

を示します。

INVALID_FUNCTION

これは、トレース機能に渡されたパラメーター・リス

トに、無効な要求が含まれていたことを示します。

INVALID_ANCHOR

これは、DMF アンカー・ブロックを妥当性検査でき

なかったことを示します。

INVALID_DFLM_TOKEN

これは、ロック・マネージャーが、トレース機能ロッ

クを表すロック・トークンを妥当性検査できなかった

ことを示します。

DFGF_GET_FAILURE

これは、ストレージ獲得要求が失敗したことを示しま

す。

DFLM_RESERVE_FAILURE

これは、ロック・マネージャーの内部呼び出しが、予

期しない応答を戻したことを示します。

DFLM_RELEASE_FAILURE

これは、ロック・マネージャーの内部呼び出しが、予

期しない応答を戻したことを示します。

GETVIS_EXHAUSTED

これは、区画の GETVIS ストレージをこれ以上入手で

きないため、ストレージを求める要求が失敗したこと

を示します。

PFIX_FAILED

これは、区画の GETVIS ストレージ要求が z/VSE に

よって PFIX できなかったことを示します。

RESOURCE_BUSY

これは、リソースがすでにロックされていることを示

す応答とともに、トレース機能をロックするための内

部要求が戻ったことを示します。

TRACE_ACTIVE

これは、トレースがすでに活動状態であるとトレース

機能が判別したことを示します。

TRACE_INACTIVE

これは、トレースがすでに非活動状態であるとトレー

ス機能が判別したことを示します。

TRACE_PAUSED

これは、トレースがすでに休止状態であるとトレース

機能が判別したことを示します。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0028 Data management facility trace status is set

to status.

説明: データ管理機能 (DMF) は、トレースが status に設定

されなければならないことがスタートアップ・テーブルで定義

されており、これがすでに実施されていることを判別しまし

た。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0029 Data management facility is about to take

a SDUMPX. (Module modname).

説明: データ管理機能 (DMF) は、即時シャットダウン要求に

対する応答として SDUMPX 要求を出そうとしています。

modname は、メッセージを出したモジュールを示します。

システムの処置: DMF はシステム・ダンプをとります。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。詳細については、関連ダンプおよびエラー・メッセージを

参照してください。

モジュール: DFHDFABX、DFHDFPCX、DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0030 Data management facility SDUMPX

complete. (Module modname).

説明: データ管理機能 (DMF) は、SDUMPX 要求から適切な

応答を受け取りました。 modname は、メッセージを出したモ

ジュールを識別しています。

システムの処置: DMF グローバル・トラップ・プログラム

DFHDFTRP からダンプが要求されない限り、DMF は終了し

ます。

ユーザーの処置: 必要ならシステム・ダンプを印刷してくださ

い。 直前の VSE メッセージは、SYSDUMP ライブラリーを

識別し、SYSDUMP ライブラリーのどのメンバーがダンプを含

んでいるかを示しています。

モジュール:

DFHDFABX、DFHDFPCX、DFHDFSIP、DFHDFTR
宛先: コンソール

DFHDF0031 DMF SDUMPX request failed. (Module

modname) - reason.

説明: メッセージ DFHDF0029 によって伝えられた CICS か

らの VSE SDUMPX 要求は、正常に完了しませんでした。 考

えられる失敗の理由 reason は、以下のとおりです。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' ONLY PARTIAL DUMP

ダンプされるストレージ域の数が、1 つの SDUMPX
要求に許可されている最大数を超えています。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON X'mm' NO

SYSDUMP LIBRARY

DMF ジョブに SYSDUMP ライブラリーが定義され

ていません。 DMF ジョブに関して VSE
SYSDUMPC ジョブ制御オプションが有効である場

合、ダンプは抑止されますが、そうでない場合には、

ダンプは SYSLST にリダイレクトされます。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON X'mm'

SYSDUMP LIBRARY IS FULL

DMF ジョブに定義されている SYSDUMP ライブラ

リーがいっぱいです。 DMF ジョブに関して

SYSDUMPC ジョブ制御オプションが有効である場

合、ダンプは抑止されますが、そうでない場合には、

ダンプは SYSLST にリダイレクトされます。
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SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON X'mm'

VSE は、上記以外の何らかの理由のため、SDUMPX
要求を受け入れませんでした。 X'nn' は 16 進

SDUMPX 戻りコードを示し、X'mm' は 16 進

SDUMPX 理由コードを示します。

システムの処置: DMF は、ダンプが成功したかのように続行

されます。

ユーザーの処置: ユーザーの処置は、失敗の理由によって異な

ります。 それらは、次のとおりです。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' ONLY PARTIAL DUMP

VSE 問題判別方式を用いて、部分ダンプがとられた

理由を判別してください。この戻りコードの説明につ

いては、「z/VSE System Macros Reference」を参照し

てください。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON X'mm' NO

SYSDUMP LIBRARY AVAILABLE

DMF ジョブに SYSDUMP ライブラリーを定義し、

それから SDUMPX 要求が再び出されるようにして

ください。 SYSDUMP ライブラリーの定義方法につ

いては、「z/VSE Diagnosis Tools」を参照してくださ

い。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON X'mm'

SYSDUMP LIBRARY IS FULL

ダンプ・ライブラリーから一部のダンプを消去し、

SDUMPX 要求が再び出されるようにしてください。

SYSDUMP ライブラリーを削除、またはダンプをオ

フロードする方法については、 「z/VSE Diagnosis

Tools」を参照してください。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON X'mm'

ダンプが意図的に抑止されている場合には、処置は必

要ありません。 VSE SDUMPX ルーチンのエラーが

原因でダンプが失敗した場合には、VSE 問題判別方

式を使用してエラーを修正してから、SDUMP 要求

が再び出されるようにしてください。

モジュール:

DFHDFABX、DFHDFPCX、DFHDFSIP、DFHDFTR
宛先: コンソール

DFHDF0032 Data management facility will not issue

any SDUMPX macros in this run.

説明: データ管理機能 (DMF) は、この実行中には SDUMPX マ

クロを出しません。 それは、STDOPT SYSDUMP=NO または //

OPTION NOSYSDUMP のいずれも有効ではないためです。

障害を起こした場合には、SETDMF SHUTDOWN,IMMEDIATE 要求に

対する応答として、あるいはグローバル・トラップ・プログラ

ムからの要求に対する応答として、DMF は SDUMPX マクロを

出します。 それらの SDUMPX ダンプは、問題判別の助けとして

使用することができます。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: SDUMPX ダンプをとる機能を持たせないで

DMF を実行させてもよいなら、このメッセージは無視するこ

とができます。 しかし、DMF が SDUMPX ダンプをとるように

させたい場合には、DMF をシャットダウンし、それから

DMF を開始させる JCL に // OPTION SYSDUMP を追加する

か、もしくは STDOPT SYSDUMP=YES を使用して標準オプション

を変更した後、DMF を再始動してください。

OPTION および STDOPT ステートメントについての詳細は、

「z/VSE System Control Statements」を参照してください。

SDUMPX マクロについての詳細は、「z/VSE System Macros

Reference」を参照してください。

モジュール: DFHDFSIP
宛先: コンソール

DFHDF0033 Data management facility has suppressed

an SDUMPX macro. Module (modname).

説明: データ管理機能 (DMF) は SDUMPX マクロを出そうとし

ましたが、システム・ダンプを抑止しました。 これは、システ

ム・ダンプが (グローバル・トラップ・プログラムの要求で)
とられたばかりであるか、あるいは SYSDUMP オプションが有効

ではないことを DMF が以前に検出していたためです。

modname は、メッセージを出したモジュールを識別していま

す。

システムの処置: DMF はシステム・ダンプを抑止します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール:

DFHDFABX、DFHDFPCX、DFHDFSIP、DFHDFTR
宛先: コンソール

DFHDF0034 Data Management Facility has been passed

an invalid parm statement

説明: データ管理機能 (DMF) が、EXEC DFHDFSIP ステートメ

ントに PARM パラメーターを指定して開始されました。 しか

し、渡されたデータの形式が誤りでした。

システムの処置: DMF は、戻りコード 12 を出して終了しま

す。

ユーザーの処置: DMF スタートアップ JCL の中のパラメー

ター値を訂正して、ジョブを再サブミットする必要がありま

す。 DMF のパラメーター値のコーディングについての詳細

は、「CICS 操作およびユーティリティーの手引き」を参照し

てください。

宛先: コンソール

モジュール: DFHDFSIP

DFHDF1001 Data management facility is ready for

communication. At the prompt you may

enter a DMF command, or request

assistance by entering a '?'

説明: オペレーターは、MSG pn コマンド (ここで、pn は

DMF が実行されている区画を表す) を実行して、データ管理

機能との通信を要求しました。

システムの処置: DMF は、オペレーターが DFHDF0000 に

対して応答するのを待ち、それから次のいずれかの処置を実行

します。

v 応答がヌルの場合 (Enter キーが押された場合)、DMF との

通信は終了する。

v 応答が '?' の場合、 メッセージ DFHDF1002 が表示され

る。

v それ以外の場合には、要求された処置が実行される。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。
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1. Enter キーを押すことでヌル応答を入力して、DMF との通

信を終了する。

2. '?' を入力して、オンライン・ヘルプ情報を表示する。

3. 次のリストから選んだコマンドを入力する。

v Display [O]
v Setdmf Active
v Setdmf Flush
v Setdmf Interval(mmss)
v Setdmf NOActive
v Setdmf NOTrace
v Setdmf SHutdown[,I]
v Setdmf Switch
v Setdmf Trace

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1002 Data management facility supports two

operator commands: 'SETDMF' changes the

state of the DMF system, 'DISPLAY'

reflects the current state of the DMF

system. To end communication with DMF

at any time, enter EOB (End of Block). At

the prompt you may enter a DMF

command, or request further assistance by

entering a '?' followed by one of the

commands (for example ?SETDMF).

説明: オペレーターは、オンライン・ヘルプを表示するよう要

求しました。

システムの処置: DMF は、オペレーターが DFHDF0000 に

対して応答するのを待ち、それから次のいずれかの処置を実行

します。

v 応答が EOB の場合 (Enter キーが押された場合)、DMF と

の通信を終了する。

v 応答が '?' の場合、 メッセージ DFHDF1002 が表示され

る。

v 応答が '?SETDMF' の場合、メッセージ DFHDF1003 が表

示される。

v 応答が '?DISPLAY' の場合、メッセージ DFHDF1004 が表

示される。

v それ以外の場合には、要求された処置が実行される。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. Enter キーを押すことでヌル応答を入力して、DMF との通

信を終了する。

2. '?' を入力して、オンライン・ヘルプ情報を表示する。

3. '?' とその後にコマンドを入力して、そのコマンドに関連し

たヘルプ情報を表示する。

4. 次のリストから選んだコマンドを入力する。

v Display [O]
v Setdmf Active
v Setdmf Flush
v Setdmf Interval(mmss)
v Setdmf NOActive
v Setdmf NOTrace
v Setdmf SHutdown[,I]
v Setdmf Switch
v Setdmf Trace

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1003 SETDMF changes the state of the DMF

system as follows: 'ACTIVE' resumes

recording, 'FLUSH' writes data to the

current data set, 'INTERVAL' changes the

DMF wakeup value, 'NOACTIVE' suspends

recording, 'NOTRACE' suspends trace,

'SHUTDOWN' terminates DMF, 'TRACE'

resumes trace and 'SWITCH' causes DMF

to switch to another data set. At the

prompt you may enter a DMF command,

or request further assistance by entering a

'?' followed by one of the commands (for

example ?SETDMF'), or an operand (for

example ?ACTIVE').

説明: オペレーターは、DMF のコマンド SETDMF のオンラ

イン・ヘルプを表示するよう要求しました。

システムの処置: DMF は、オペレーターが DFHDF0000 に

対して応答するのを待ち、それから次のいずれかの処置を実行

します。

v 応答が EOB の場合 (Enter キーが押された場合)、DMF と

の通信を終了する。

v 応答が '?' の場合、 メッセージ DFHDF1002 が表示され

る。

v 応答が '?SETDMF' の場合、メッセージ DFHDF1003 が表

示される。

v 応答が '?DISPLAY' の場合、メッセージ DFHDF1004 が表

示される。

v 応答が '?ACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1005 が表示

される。

v 応答が '?FLUSH' の場合、メッセージ DFHDF1006 が表示

される。

v 応答が '?INTERVAL' の場合、メッセージ DFHDF1007 が

表示される。

v 応答が '?NOACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1008 が

表示される。

v 応答が '?NOTRACE' の場合、メッセージ DFHDF1009 が

表示される。

v 応答が '?SHUTDOWN' の場合、メッセージ DFHDF1010
が表示される。

v 応答が '?TRACE' の場合、メッセージ DFHDF1011 が表示

される。

v 応答が '?SWITCH' の場合、メッセージ DFHDF1028 が表

示される。

v それ以外の場合には、要求された処置が実行される。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. Enter キーを押すことでヌル応答を入力して、DMF との通

信を終了する。

2. '?' を入力して、オンライン・ヘルプ情報を表示する。

3. '?' とその後にコマンドまたはオペランドを入力して、その

コマンドまたはオペランドに関連したヘルプ情報を表示す

る。

4. 次のリストから選んだコマンドを入力する。

v Display [O]
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v Setdmf Active
v Setdmf Flush
v Setdmf Interval(mmss)
v Setdmf NOActive
v Setdmf NOTrace
v Setdmf SHutdown[,I]
v Setdmf Switch
v Setdmf Trace

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1004 DISPLAY reflects the current state of the

DMF system. Entered on its own it

displays the current data set and its status.

Entered with the operand 'O' it displays

the current settings of DMF. At the prompt

you may enter a DMF command, or

request further assistance by entering a '?'

followed by one of the commands (for

example ?SETDMF'), or an ope rand (for

example ?ACTIVE').

説明: オペレーターは、DMF のコマンド DISPLAY のオンラ

イン・ヘルプを表示するよう要求しました。

システムの処置: DMF は、オペレーターが DFHDF0000 に

対して応答するのを待ち、それから次のいずれかの処置を実行

します。

v 応答が EOB の場合 (Enter キーが押された場合)、DMF と

の通信を終了する。

v 応答が '?' の場合、 メッセージ DFHDF1002 が表示され

る。

v 応答が '?SETDMF' の場合、メッセージ DFHDF1003 が表

示される。

v 応答が '?DISPLAY' の場合、メッセージ DFHDF1004 が表

示される。

v 応答が '?ACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1005 が表示

される。

v 応答が '?FLUSH' の場合、メッセージ DFHDF1006 が表示

される。

v 応答が '?INTERVAL' の場合、メッセージ DFHDF1007 が

表示される。

v 応答が '?NOACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1008 が

表示される。

v 応答が '?NOTRACE' の場合、メッセージ DFHDF1009 が

表示される。

v 応答が '?SHUTDOWN' の場合、メッセージ DFHDF1010
が表示される。

v 応答が '?TRACE' の場合、メッセージ DFHDF1011 が表示

される。

v 応答が '?SWITCH' の場合、メッセージ DFHDF1028 が表

示される。

v それ以外の場合には、要求された処置が実行される。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. Enter キーを押すことでヌル応答を入力して、DMF との通

信を終了する。

2. '?' を入力して、オンライン・ヘルプ情報を表示する。

3. '?' とその後にコマンドまたはオペランドを入力して、その

コマンドまたはオペランドに関連したヘルプ情報を表示す

る。

4. 次のリストから選んだコマンドを入力する。

v Display [O]
v Setdmf Active
v Setdmf Flush
v Setdmf Interval(mmss)
v Setdmf NOActive
v Setdmf NOTrace
v Setdmf SHutdown[,I]
v Setdmf Switch
v Setdmf Trace

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1005 ACTIVE causes DMF to resume recording

data in its data space. ACTIVE is only

actioned if DMF is not currently in an

active state. At the prompt you may enter

a DMF command, or request further

assistance by entering a '?' followed by

one of the commands (for example

?SETDMF'), or an operand (for example

?ACTIVE').

説明: オペレーターは、DMF のオペランド ACTIVE のオン

ライン・ヘルプを表示するよう要求しました。

システムの処置: DMF は、オペレーターが DFHDF0000 に

対して応答するのを待ち、それから次のいずれかの処置を実行

します。

v 応答が EOB の場合 (Enter キーが押された場合)、DMF と

の通信を終了する。

v 応答が '?' の場合、 メッセージ DFHDF1002 が表示され

る。

v 応答が '?SETDMF' の場合、メッセージ DFHDF1003 が表

示される。

v 応答が '?DISPLAY' の場合、メッセージ DFHDF1004 が表

示される。

v 応答が '?ACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1005 が表示

される。

v 応答が '?FLUSH' の場合、メッセージ DFHDF1006 が表示

される。

v 応答が '?INTERVAL' の場合、メッセージ DFHDF1007 が

表示される。

v 応答が '?NOACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1008 が

表示される。

v 応答が '?NOTRACE' の場合、メッセージ DFHDF1009 が

表示される。

v 応答が '?SHUTDOWN' の場合、メッセージ DFHDF1010
が表示される。

v 応答が '?TRACE' の場合、メッセージ DFHDF1011 が表示

される。

v 応答が '?SWITCH' の場合、メッセージ DFHDF1028 が表

示される。

v それ以外の場合には、要求された処置が実行される。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。
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1. Enter キーを押すことでヌル応答を入力して、DMF との通

信を終了する。

2. '?' を入力して、オンライン・ヘルプ情報を表示する。

3. '?' とその後にコマンドまたはオペランドを入力して、その

コマンドまたはオペランドに関連したヘルプ情報を表示す

る。

4. 次のリストから選んだコマンドを入力する。

v Display [O]
v Setdmf Active
v Setdmf Flush
v Setdmf Interval(mmss)
v Setdmf NOActive
v Setdmf NOTrace
v Setdmf SHutdown[,I]
v Setdmf Switch
v Setdmf Trace

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1006 FLUSH causes DMF to write all records

currently stored in its data space to the

currently open data set. FLUSH will only

be actioned when there is a data set

available. At the prompt you may enter a

DMF command, or request further

assistance by entering a '?' followed by

one of the commands (for example

?SETDMF'), or an operand (for example

?ACTI VE').

説明: オペレーターは、DMF のオペランド FLUSH のオンラ

イン・ヘルプを表示するよう要求しました。

システムの処置: DMF は、オペレーターが DFHDF0000 に

対して応答するのを待ち、それから次のいずれかの処置を実行

します。

v 応答が EOB の場合 (Enter キーが押された場合)、DMF と

の通信を終了する。

v 応答が '?' の場合、 メッセージ DFHDF1002 が表示され

る。

v 応答が '?SETDMF' の場合、メッセージ DFHDF1003 が表

示される。

v 応答が '?DISPLAY' の場合、メッセージ DFHDF1004 が表

示される。

v 応答が '?ACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1005 が表示

される。

v 応答が '?FLUSH' の場合、メッセージ DFHDF1006 が表示

される。

v 応答が '?INTERVAL' の場合、メッセージ DFHDF1007 が

表示される。

v 応答が '?NOACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1008 が

表示される。

v 応答が '?NOTRACE' の場合、メッセージ DFHDF1009 が

表示される。

v 応答が '?SHUTDOWN' の場合、メッセージ DFHDF1010
が表示される。

v 応答が '?TRACE' の場合、メッセージ DFHDF1011 が表示

される。

v 応答が '?SWITCH' の場合、メッセージ DFHDF1028 が表

示される。

v それ以外の場合には、要求された処置が実行される。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. Enter キーを押すことでヌル応答を入力して、DMF との通

信を終了する。

2. '?' を入力して、オンライン・ヘルプ情報を表示する。

3. '?' とその後にコマンドまたはオペランドを入力して、その

コマンドまたはオペランドに関連したヘルプ情報を表示す

る。

4. 次のリストから選んだコマンドを入力する。

v Display [O]
v Setdmf Active
v Setdmf Flush
v Setdmf Interval(mmss)
v Setdmf NOActive
v Setdmf NOTrace
v Setdmf SHutdown[,I]
v Setdmf Switch
v Setdmf Trace

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1007 INTERVAL(mmss) causes DMF to set the

wakeup interval to the value in mmss. The

wakeup interval is the minimum time that

DMF will wait between writing data from

the data space to the currently open data

set. At the prompt you may enter a DMF

command, or request further assistance by

entering a '?' followed by one of the

commands (for example ?SETD MF'), or an

operand (for example ?ACTIVE').

説明: オペレーターは、DMF のオペランド INTERVAL のオ

ンライン・ヘルプを表示するよう要求しました。

システムの処置: DMF は、オペレーターが DFHDF0000 に

対して応答するのを待ち、それから次のいずれかの処置を実行

します。

v 応答が EOB の場合 (Enter キーが押された場合)、DMF と

の通信を終了する。

v 応答が '?' の場合、 メッセージ DFHDF1002 が表示され

る。

v 応答が '?SETDMF' の場合、メッセージ DFHDF1003 が表

示される。

v 応答が '?DISPLAY' の場合、メッセージ DFHDF1004 が表

示される。

v 応答が '?ACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1005 が表示

される。

v 応答が '?FLUSH' の場合、メッセージ DFHDF1006 が表示

される。

v 応答が '?INTERVAL' の場合、メッセージ DFHDF1007 が

表示される。

v 応答が '?NOACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1008 が

表示される。

v 応答が '?NOTRACE' の場合、メッセージ DFHDF1009 が

表示される。
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v 応答が '?SHUTDOWN' の場合、メッセージ DFHDF1010
が表示される。

v 応答が '?TRACE' の場合、メッセージ DFHDF1011 が表示

される。

v 応答が '?SWITCH' の場合、メッセージ DFHDF1028 が表

示される。

v それ以外の場合には、要求された処置が実行される。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. Enter キーを押すことでヌル応答を入力して、DMF との通

信を終了する。

2. '?' を入力して、オンライン・ヘルプ情報を表示する。

3. '?' とその後にコマンドまたはオペランドを入力して、その

コマンドまたはオペランドに関連したヘルプ情報を表示す

る。

4. 次のリストから選んだコマンドを入力する。

v Display [O]
v Setdmf Active
v Setdmf Flush
v Setdmf Interval(mmss)
v Setdmf NOActive
v Setdmf NOTrace
v Setdmf SHutdown[,I]
v Setdmf Switch
v Setdmf Trace

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1008 NOACTIVE causes DMF to stop recording

data in its data space. NOACTIVE is only

actioned when DMF is currently in an

ACTIVE state. At the prompt you may

enter a DMF command, or request further

assistance by entering a '?' followed by

one of the commands (for example

?SETDMF'), or an operand (for example

?ACTIVE').

説明: オペレーターは、DMF のオペランド NOACTIVE のオ

ンライン・ヘルプを表示するよう要求しました。

システムの処置: DMF は、オペレーターが DFHDF0000 に

対して応答するのを待ち、それから次のいずれかの処置を実行

します。

v 応答が EOB の場合 (Enter キーが押された場合)、DMF と

の通信を終了する。

v 応答が '?' の場合、 メッセージ DFHDF1002 が表示され

る。

v 応答が '?SETDMF' の場合、メッセージ DFHDF1003 が表

示される。

v 応答が '?DISPLAY' の場合、メッセージ DFHDF1004 が表

示される。

v 応答が '?ACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1005 が表示

される。

v 応答が '?FLUSH' の場合、メッセージ DFHDF1006 が表示

される。

v 応答が '?INTERVAL' の場合、メッセージ DFHDF1007 が

表示される。

v 応答が '?NOACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1008 が

表示される。

v 応答が '?NOTRACE' の場合、メッセージ DFHDF1009 が

表示される。

v 応答が '?SHUTDOWN' の場合、メッセージ DFHDF1010
が表示される。

v 応答が '?TRACE' の場合、メッセージ DFHDF1011 が表示

される。

v 応答が '?SWITCH' の場合、メッセージ DFHDF1028 が表

示される。

v それ以外の場合には、要求された処置が実行される。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. Enter キーを押すことでヌル応答を入力して、DMF との通

信を終了する。

2. '?' を入力して、オンライン・ヘルプ情報を表示する。

3. '?' とその後にコマンドまたはオペランドを入力して、その

コマンドまたはオペランドに関連したヘルプ情報を表示す

る。

4. 次のリストから選んだコマンドを入力する。

v Display [O]
v Setdmf Active
v Setdmf Flush
v Setdmf Interval(mmss)
v Setdmf NOActive
v Setdmf NOTrace
v Setdmf SHutdown[,I]
v Setdmf Switch
v Setdmf Trace

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1009 NOTRACE causes DMF to stop gathering

trace information. NOTRACE is only

actioned when DMF trace is in an ACTIVE

state. At the prompt you may enter a DMF

command, or request further assistance by

entering a '?' followed by one of the

commands (for example ?SETDMF'), or an

operand (for example ?ACTIVE').

説明: オペレーターは、DMF のオペランド NOTRACE のオ

ンライン・ヘルプを表示するよう要求しました。

システムの処置: DMF は、オペレーターが DFHDF0000 に

対して応答するのを待ち、それから次のいずれかの処置を実行

します。

v 応答が EOB の場合 (Enter キーが押された場合)、DMF と

の通信を終了する。

v 応答が '?' の場合、 メッセージ DFHDF1002 が表示され

る。

v 応答が '?SETDMF' の場合、メッセージ DFHDF1003 が表

示される。

v 応答が '?DISPLAY' の場合、メッセージ DFHDF1004 が表

示される。

v 応答が '?ACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1005 が表示

される。

v 応答が '?FLUSH' の場合、メッセージ DFHDF1006 が表示

される。
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v 応答が '?INTERVAL' の場合、メッセージ DFHDF1007 が

表示される。

v 応答が '?NOACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1008 が

表示される。

v 応答が '?NOTRACE' の場合、メッセージ DFHDF1009 が

表示される。

v 応答が '?SHUTDOWN' の場合、メッセージ DFHDF1010
が表示される。

v 応答が '?TRACE' の場合、メッセージ DFHDF1011 が表示

される。

v 応答が '?SWITCH' の場合、メッセージ DFHDF1028 が表

示される。

v それ以外の場合には、要求された処置が実行される。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. Enter キーを押すことでヌル応答を入力して、DMF との通

信を終了する。

2. '?' を入力して、オンライン・ヘルプ情報を表示する。

3. '?' とその後にコマンドまたはオペランドを入力して、その

コマンドまたはオペランドに関連したヘルプ情報を表示す

る。

4. 次のリストから選んだコマンドを入力する。

v Display [O]
v Setdmf Active
v Setdmf Flush
v Setdmf Interval(mmss)
v Setdmf NOActive
v Setdmf NOTrace
v Setdmf SHutdown[,I]
v Setdmf Switch
v Setdmf Trace

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1010 SHUTDOWN causes DMF to terminate.

Entered on its own, it causes DMF to stop

recording data in its data space and write

all data to the currently open data set

before terminating. Entered with the

optional 'I' parameter, it causes DMF to

terminate immediately. At the prompt you

may enter a DMF command, or request

further assistance by entering a '?' followed

by one of the commands (for example

?SETDMF'), or an operand (for example

?ACTIVE').

説明: オペレーターは、DMF のオペランド SHUTDOWN の

オンライン・ヘルプを表示するよう要求しました。

システムの処置: DMF は、オペレーターが DFHDF0000 に

対して応答するのを待ち、それから次のいずれかの処置を実行

します。

v 応答が EOB の場合 (Enter キーが押された場合)、DMF と

の通信を終了する。

v 応答が '?' の場合、 メッセージ DFHDF1002 が表示され

る。

v 応答が '?SETDMF' の場合、メッセージ DFHDF1003 が表

示される。

v 応答が '?DISPLAY' の場合、メッセージ DFHDF1004 が表

示される。

v 応答が '?ACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1005 が表示

される。

v 応答が '?FLUSH' の場合、メッセージ DFHDF1006 が表示

される。

v 応答が '?INTERVAL' の場合、メッセージ DFHDF1007 が

表示される。

v 応答が '?NOACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1008 が

表示される。

v 応答が '?NOTRACE' の場合、メッセージ DFHDF1009 が

表示される。

v 応答が '?SHUTDOWN' の場合、メッセージ DFHDF1010
が表示される。

v 応答が '?TRACE' の場合、メッセージ DFHDF1011 が表示

される。

v 応答が '?SWITCH' の場合、メッセージ DFHDF1028 が表

示される。

v それ以外の場合には、要求された処置が実行される。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. Enter キーを押すことでヌル応答を入力して、DMF との通

信を終了する。

2. '?' を入力して、オンライン・ヘルプ情報を表示する。

3. '?' とその後にコマンドまたはオペランドを入力して、その

コマンドまたはオペランドに関連したヘルプ情報を表示す

る。

4. 次のリストから選んだコマンドを入力する。

v Display [O]
v Setdmf Active
v Setdmf Flush
v Setdmf Interval(mmss)
v Setdmf NOActive
v Setdmf NOTrace
v Setdmf SHutdown[,I]
v Setdmf Switch
v Setdmf Trace

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1011 TRACE causes DMF to resume gathering

trace information. TRACE is only actioned

if the trace was in an INACTIVE state. At

the prompt you may enter a DMF

command, or request further assistance by

entering a '?' followed by one of the

commands (for example ?SETDMF'), or an

operand (for example ?ACTIVE').

説明: オペレーターは、DMF のオペランド TRACE のオンラ

イン・ヘルプを表示するよう要求しました。

システムの処置: DMF は、オペレーターが DFHDF0000 に

対して応答するのを待ち、それから次のいずれかの処置を実行

します。

v 応答が EOB の場合 (Enter キーが押された場合)、DMF と

の通信を終了する。

v 応答が '?' の場合、 メッセージ DFHDF1002 が表示され

る。
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v 応答が '?SETDMF' の場合、メッセージ DFHDF1003 が表

示される。

v 応答が '?DISPLAY' の場合、メッセージ DFHDF1004 が表

示される。

v 応答が '?ACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1005 が表示

される。

v 応答が '?FLUSH' の場合、メッセージ DFHDF1006 が表示

される。

v 応答が '?INTERVAL' の場合、メッセージ DFHDF1007 が

表示される。

v 応答が '?NOACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1008 が

表示される。

v 応答が '?NOTRACE' の場合、メッセージ DFHDF1009 が

表示される。

v 応答が '?SHUTDOWN' の場合、メッセージ DFHDF1010
が表示される。

v 応答が '?TRACE' の場合、メッセージ DFHDF1011 が表示

される。

v 応答が '?SWITCH' の場合、メッセージ DFHDF1028 が表

示される。

v それ以外の場合には、要求された処置が実行される。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. Enter キーを押すことでヌル応答を入力して、DMF との通

信を終了する。

2. '?' を入力して、オンライン・ヘルプ情報を表示する。

3. '?' とその後にコマンドまたはオペランドを入力して、その

コマンドまたはオペランドに関連したヘルプ情報を表示す

る。

4. 次のリストから選んだコマンドを入力する。

v Display [O]
v Setdmf Active
v Setdmf Flush
v Setdmf Interval(mmss)
v Setdmf NOActive
v Setdmf NOTrace
v Setdmf SHutdown[,I]
v Setdmf Switch
v Setdmf Trace

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1012 The command you have entered - command

- could not be understood. At the prompt

you may enter a DMF command, or

request further assistance by entering a '?'

followed by one of the commands (for

example ?SETDMF'), or an operand (for

example ?ACTIVE').

説明: オペレーターは、コマンド command を入力しました

が、これは有効な DMF コマンドではありません。

システムの処置: DMF は、オペレーターが DFHDF0000 に

対して応答するのを待ち、それから次のいずれかの処置を実行

します。

v 応答が EOB の場合 (Enter キーが押された場合)、DMF と

の通信を終了する。

v 応答が '?' の場合、 メッセージ DFHDF1002 が表示され

る。

v 応答が '?SETDMF' の場合、メッセージ DFHDF1003 が表

示される。

v 応答が '?DISPLAY' の場合、メッセージ DFHDF1004 が表

示される。

v 応答が '?ACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1005 が表示

される。

v 応答が '?FLUSH' の場合、メッセージ DFHDF1006 が表示

される。

v 応答が '?INTERVAL' の場合、メッセージ DFHDF1007 が

表示される。

v 応答が '?NOACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1008 が

表示される。

v 応答が '?NOTRACE' の場合、メッセージ DFHDF1009 が

表示される。

v 応答が '?SHUTDOWN' の場合、メッセージ DFHDF1010
が表示される。

v 応答が '?TRACE' の場合、メッセージ DFHDF1011 が表示

される。

v 応答が '?SWITCH' の場合、メッセージ DFHDF1028 が表

示される。

v それ以外の場合には、要求された処置が実行される。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. Enter キーを押すことでヌル応答を入力して、DMF との通

信を終了する。

2. '?' を入力して、オンライン・ヘルプ情報を表示する。

3. '?' とその後にコマンドまたはオペランドを入力して、その

コマンドまたはオペランドに関連したヘルプ情報を表示す

る。

4. 次のリストから選んだコマンドを入力する。

v Display [O]
v Setdmf Active
v Setdmf Flush
v Setdmf Interval(mmss)
v Setdmf NOActive
v Setdmf NOTrace
v Setdmf SHutdown[,I]
v Setdmf Switch
v Setdmf Trace

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1013 The operand you have entered - operand -

could not be understood. At the prompt

you may enter a DMF command, or

request further assistance by entering a '?'

followed by one of the commands (for

example ?SETDMF'), or an operand (for

example ?ACTIVE').

説明: オペレーターは、オペランド operand を入力しました

が、これは有効な DMF オペランドではありません。

システムの処置: DMF は、オペレーターが DFHDF0000 に

対して応答するのを待ち、それから次のいずれかの処置を実行

します。
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v 応答が EOB の場合 (Enter キーが押された場合)、DMF と

の通信を終了する。

v 応答が '?' の場合、 メッセージ DFHDF1002 が表示され

る。

v 応答が '?SETDMF' の場合、メッセージ DFHDF1003 が表

示される。

v 応答が '?DISPLAY' の場合、メッセージ DFHDF1004 が表

示される。

v 応答が '?ACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1005 が表示

される。

v 応答が '?FLUSH' の場合、メッセージ DFHDF1006 が表示

される。

v 応答が '?INTERVAL' の場合、メッセージ DFHDF1007 が

表示される。

v 応答が '?NOACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1008 が

表示される。

v 応答が '?NOTRACE' の場合、メッセージ DFHDF1009 が

表示される。

v 応答が '?SHUTDOWN' の場合、メッセージ DFHDF1010
が表示される。

v 応答が '?TRACE' の場合、メッセージ DFHDF1011 が表示

される。

v 応答が '?SWITCH' の場合、メッセージ DFHDF1028 が表

示される。

v それ以外の場合には、要求された処置が実行される。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. Enter キーを押すことでヌル応答を入力して、DMF との通

信を終了する。

2. '?' を入力して、オンライン・ヘルプ情報を表示する。

3. '?' とその後にコマンドまたはオペランドを入力して、その

コマンドまたはオペランドに関連したヘルプ情報を表示す

る。

4. 次のリストから選んだコマンドを入力する。

v Display [O]
v Setdmf Active
v Setdmf Flush
v Setdmf Interval(mmss)
v Setdmf NOActive
v Setdmf NOTrace
v Setdmf SHutdown[,I]
v Setdmf Switch
v Setdmf Trace

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1014 The DMF Console file is not open, and so

DMF is not able to handle

communications.

説明: データ管理機能 (DMF) は、オペレーターとの通信に必

要なコンソール・ファイルがクローズされており、そのために

オペレーターとの通信を続行できないことを判別しました。

システムの処置: DMF は、この通信要求を終了します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFOCX

宛先: コンソール

DFHDF1015 Data Management Facility Version

X'version', the wake up interval is set to

mm minutes, ss seconds, the trace status is

status, the data space is named dspname,

and the current recording state is state.

説明: データ管理機能 (DMF) は、現行設定値に関する情報を

表示するようオペレーターから要求されました。

システムの処置: DMF は、現在の状況を表示し、続行されま

す。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1016 Data Management Facility will terminate.

Shutdown option is option.

説明: データ管理機能 (DMF) は、終了するようオペレーター

から要求されました。さらに、オプション option が指定され

たか、あるいはデフォルト値をとるようにされました。

システムの処置: DMF は、通常に終了するかまたは即時に終

了します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1017 Data Management Facility has called the

trace facility with the function call

{START_TRACE | PAUSE_TRACE

|RESUME_TRACE | QUERY_TRACE} but

this failed for reason {INVALID_FORMAT |

INVALID_FUNCTION | INVALID_ANCHOR

| INVALID_DFLM_TOKEN |

DFGF_GET_FAILURE |

DFLM_RESERVE_FAILURE |

DFLM_RELEASE_FAILURE |

GETVIS_EXHAUSTED | PFIX_FAILED |

RESOURCE_BUSY | TRACE_ACTIVE

|TRACE_INACTIVE | TRACE_PAUSED}.

説明: データ管理機能 (DMF) は、そのトレース機能状況を変

更するようオペレーターから要求されました。 呼び出しは次の

いずれかでした。

START_TRACE

トレース機能を開始する。

PAUSE_TRACE

トレース機能を一時的に中断する。

RESUME_TRACE

トレース機能を再開する。

QUERY_TRACE

トレース機能の状況を照会する。

ただし、以下のいずれかが発生しました。
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INVALID_FORMAT

これは、トレース機能に渡されたパラメーター・リス

トが、有効なパラメーター・リストではなかったこと

を示します。

INVALID_FUNCTION

これは、トレース機能に渡されたパラメーター・リス

トに、無効な要求が含まれていたことを示します。

INVALID_ANCHOR

これは、DMF アンカー・ブロックを妥当性検査でき

なかったことを示します。

INVALID_DFLM_TOKEN

これは、トレース機能を表すトークンが無効であった

ことを示します。

DFGF_GET_FAILURE

これは、ストレージ獲得要求が失敗したことを示しま

す。

DFLM_RESERVE_FAILURE

これは、ロックを予約するためのロック・マネージャ

ーの内部呼び出しが、予期しない応答を戻したことを

示します。

DFLM_RELEASE_FAILURE

これは、ロックを解放するためのロック・マネージャ

ーの内部呼び出しが、予期しない応答を戻したことを

示します。

GETVIS_EXHAUSTED

これは、区画の GETVIS ストレージをこれ以上入手で

きないため、ストレージを求める要求が失敗したこと

を示します。

PFIX_FAILED

これは、要求された区画の GETVIS ストレージが

z/VSE によって PFIX できなかったことを示しま

す。

RESOURCE_BUSY

これは、リソースがすでにロックされていることを示

す応答とともに、トレース機能をロックするための内

部要求が戻ったことを示します。

TRACE_ACTIVE

これは、トレースがすでに活動状態であるとトレース

機能が判別したことを示します。

TRACE_INACTIVE

これは、トレースがすでに非活動状態であるとトレー

ス機能が判別したことを示します。

TRACE_PAUSED

これは、トレースがすでに休止状態であるとトレース

機能が判別したことを示します。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1018 Data Management Facility trace status is

now status.

説明: データ管理機能 (DMF) は、トレース状況を変更するよ

うオペレーターから要求されました。 トレースは、これで

status に設定されました。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1019 Data Management Facility Trace is already

Active.

説明: データ管理機能 (DMF) は、トレース機能を Active に

するようオペレーターから要求されました。 しかし、トレース

機能はすでに活動状態です。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1020 Data Management Facility Trace is not

Active.

説明: データ管理機能 (DMF) は、トレース機能を Notrace
にするようオペレーターから要求されました。 しかし、トレー

ス機能はすでに活動状態ではありません。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1021 Data Management Facility Interval has

been set to mm minutes, ss seconds.

説明: データ管理機能 (DMF) は、ウェイクアップ・インター

バルを mm 分と ss 秒に設定しました。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1022 Data Management Facility currently has no

open data sets.

説明: このメッセージは、データ管理機能 (DMF) に出された

DISPLAY コマンドに対する応答として出されます。 しかし、

現在、オープン・データ・セットはありません。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール
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DFHDF1023 Data Management Facility is currently

using data set dataset.

説明: このメッセージは、データ管理機能 (DMF) に出された

DISPLAY コマンドに対する応答として出されます。 DMF が

使用している現在のオープン・データ・セットは dataset で

す。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1024 Data Management Facility was unable to

change its recording status. Reason is

{INVALID_FORMAT | INVALID_FUNCTION

| INVALID_STATUS}.

説明: このメッセージは、SETDMF ACTIVE または

SETDMF NOACTIVE コマンドに対する応答として出されま

す。 データ管理機能 (DMF) は、記録状態を変更しようとしま

した。 ただし、以下のいずれかが発生しました。

INVALID_FORMAT

これは、キュー・マネージャーに渡されたパラメータ

ー・リストが、キュー・マネージャー用の有効なパラ

メーター・リストではなかったことを示します。

INVALID_FUNCTION

これは、キュー・マネージャーに渡されたパラメータ

ー・リストに、無効な要求が含まれていたことを示し

ます。

INVALID_STATUS

これは、記録状態を NOACTIVE に変更しようとす

るか (記録状態が直前に ACTIVE ではないとき)、ま

たは記録状態を ACTIVE に変更しようとした (記録

状態が直前に NOACTIVE ではないとき) ことを示

します。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. DISPLAY O を出して現在の記録状態を判別する。

2. この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順に

ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1025 Data Management Facility recording state

has been set to state.

説明: このメッセージは、データ管理機能 (DMF) に出された

SETDMF ACTIVE または SETDMF NOACTIVE コマンドに

対する応答として出されます。 DMF の記録状態は state に設

定されました。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1026 Data Management Facility has passed the

request request to the File Manager.

説明: このメッセージは、データ管理機能 (DMF) に出された

SETDMF コマンドに対する応答として出されます。 request

は、Switch または Flush のいずれかである可能性がありま

す。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1027 Data Management Facility has called the

storage manager to acquire storage, but this

has failed for reason {INVALID_FORMAT |

INVALID_FUNCTION |

SEVERE_STORAGE_ERROR |

GETVIS_EXHAUSTED | PFIX_FAILED}.

説明: データ管理機能 (DMF) は、ファイル・マネージャーに

渡す要求ブロック用のストレージを獲得するよう要求されまし

た。 ただし、以下のいずれかが発生しました。

INVALID_FORMAT

これは、ストレージ・マネージャーに渡されたパラメ

ーター・リストが有効なパラメーター・リストではな

かったことを示します。

INVALID_FUNCTION

これは、ストレージ・マネージャーに渡されたパラメ

ーター・リストに、無効な要求が含まれていたことを

示します。

SEVERE_STORAGE_ERROR

これは、DMF がリカバリーできないようなエラー

が、ストレージ管理で起きたことを示します。

GETVIS_EXHAUSTED

これは、区画の GETVIS ストレージをこれ以上入手で

きないため、ストレージを求める要求が失敗したこと

を示します。

PFIX_FAILED

これは、要求された区画の GETVIS ストレージが

z/VSE によって PFIX できなかったことを示しま

す。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: 以下が可能です。

1. 区画サイズを増やす。

2. DFHDFSIP 用の EXEC カードに SIZE パラメーターを指定す

る。 適切な式は SIZE=DFHDFSIP です。

3. この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順に

ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHDFOC
宛先: コンソール
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DFHDF1028 SWITCH causes DMF to close the currently

open data set (if there is an open data set)

and open the next suitable data set. At the

prompt you may enter a DMF command,

or request further assistance by entering a

'?' followed by one of the commands (for

example ?SETDMF'), or an operand (for

example ?ACTIVE').

説明: オペレーターは、DMF のオペランド SWITCH のオン

ライン・ヘルプを表示するよう要求しました。

システムの処置: DMF は、オペレーターが DFHDF0000 に

対して応答するのを待ち、それから次のいずれかの処置を実行

します。

v 応答が EOB の場合 (Enter キーが押された場合)、DMF と

の通信を終了する。

v 応答が '?' の場合、 メッセージ DFHDF1002 が表示され

る。

v 応答が '?SETDMF' の場合、メッセージ DFHDF1003 が表

示される。

v 応答が '?DISPLAY' の場合、メッセージ DFHDF1004 が表

示される。

v 応答が '?ACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1005 が表示

される。

v 応答が '?FLUSH' の場合、メッセージ DFHDF1006 が表示

される。

v 応答が '?INTERVAL' の場合、メッセージ DFHDF1007 が

表示される。

v 応答が '?NOACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1008 が

表示される。

v 応答が '?NOTRACE' の場合、メッセージ DFHDF1009 が

表示される。

v 応答が '?SHUTDOWN' の場合、メッセージ DFHDF1010
が表示される。

v 応答が '?TRACE' の場合、メッセージ DFHDF1011 が表示

される。

v 応答が '?SWITCH' の場合、メッセージ DFHDF1028 が表

示される。

v それ以外の場合には、要求された処置が実行される。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. Enter キーを押すことでヌル応答を入力して、DMF との通

信を終了する。

2. '?' を入力して、オンライン・ヘルプ情報を表示する。

3. '?' とその後にコマンドまたはオペランドを入力して、その

コマンドまたはオペランドに関連したヘルプ情報を表示す

る。

4. 次のリストから選んだコマンドを入力する。

v Display [O]
v Setdmf Active
v Setdmf Flush
v Setdmf Interval(mmss)
v Setdmf NOActive
v Setdmf NOTrace
v Setdmf SHutdown[,I]
v Setdmf Switch
v Setdmf Trace

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1029 DEBUG,ON causes DMF to load

DFHDFTRP which will now be called at

every trace call. DEBUG,OFF causes DMF

to stop calling DFHDFTRP and to delete

the phase. At the prompt you may enter a

DMF command, or request further

assistance by entering a '?' followed by

one of the commands (for example

?SETDMF'), or an operand (for example

?ACTIVE').

説明: オペレーターは、DMF のオペランド DEBUG のオン

ライン・ヘルプを表示するよう要求しました。

システムの処置: DMF は、オペレーターが DFHDF0000 に

対して応答するのを待ち、それから次のいずれかの処置を実行

します。

v 応答が EOB の場合 (Enter キーが押された場合)、DMF と

の通信を終了する。

v 応答が '?' の場合、 メッセージ DFHDF1002 が表示され

る。

v 応答が '?SETDMF' の場合、メッセージ DFHDF1003 が表

示される。

v 応答が '?DISPLAY' の場合、メッセージ DFHDF1004 が表

示される。

v 応答が '?ACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1005 が表示

される。

v 応答が '?FLUSH' の場合、メッセージ DFHDF1006 が表示

される。

v 応答が '?INTERVAL' の場合、メッセージ DFHDF1007 が

表示される。

v 応答が '?NOACTIVE' の場合、メッセージ DFHDF1008 が

表示される。

v 応答が '?NOTRACE' の場合、メッセージ DFHDF1009 が

表示される。

v 応答が '?SHUTDOWN' の場合、メッセージ DFHDF1010
が表示される。

v 応答が '?TRACE' の場合、メッセージ DFHDF1011 が表示

される。

v 応答が '?SWITCH' の場合、メッセージ DFHDF1028 が表

示される。

v 応答が '?DEBUG' の場合、メッセージ DFHDF1029 が表示

される。

v それ以外の場合には、要求された処置が実行される。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. Enter キーを押すことでヌル応答を入力して、DMF との通

信を終了する。

2. '?' を入力して、オンライン・ヘルプ情報を表示する。

3. '?' とその後にコマンドまたはオペランドを入力して、その

コマンドまたはオペランドに関連したヘルプ情報を表示す

る。

4. 次のリストから選んだコマンドを入力する。

v Display [O]
v Setdmf Active
v Setdmf Flush
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v Setdmf Interval(mmss)
v Setdmf NOActive
v Setdmf NOTrace
v Setdmf SHutdown[,I]
v Setdmf Switch
v Setdmf Trace
v Setdmf Debug,ON|OFF

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1030 Data management facility was unable to

perform the requested action. The reason is

that the DEBUG facility is status.

説明: データ管理機能 (DMF) は、要求された DEBUG 機能

を実行できませんでした。 DEBUG 機能には、次のいずれか

の status があることが検出されました。

v ALREADY ACTIVE、または

v NOT ACTIVE
システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. DFHDFTRP の新しいバージョンを使用可能にしたいときに

は、SETDMF DEBUG,ON を入力した場合、 SETDMF DEBUG,OFF

を入力し、それに続けて SETDMF DEBUG,ON を入力する。

2. SETDMF DEBUG,OFF を入力した場合、さらに処置を行う必要

はない。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1031 Data management facility has been unable

to load phase DFHDFTRP.

説明: データ管理機能 (DMF) は、デバッグ機能プログラム

DFHDFTRP をロードすることができませんでした。

システムの処置: DMF は続行されますが、DEBUG 機能を使

用可能にはしません。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFOCX.
宛先: コンソール

DFHDF1032 Data management facility has determined

that phase DFHDFTRP has not been link

edited with AMODE(31).

説明: データ管理機能 (DMF) は、デバッグ機能プログラム

DFHDFTRP をロードしましたが、そのプログラムは

AMODE(31) が指定されてリンク・エディットされなかったこ

とを判別しました。

システムの処置: DMF は続行されますが、DEBUG 機能を使

用可能にはしません。

ユーザーの処置: AMODE(31) を指定して DFHDFTRP を再度リン

ク・エディットし、それから DEBUG,ON コマンドを DMF にも

う一度出してください。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1033 DFHDFTRP Version version, assembled by

id. Assembled at HH/MM=hh/mm on

MM/DD=mm/dd. Latest PTF/APAR applied

is ptfno.

説明: データ管理機能 (DMF) はデバッグ機能プログラム

DFHDFTRP をロードしました。これは、通知メッセージであ

り、プログラムのアセンブリー情報を表示しています。

v id は、USER または IBM のいずれかであり、だれがプロ

グラムをアセンブルしたかを示します。

v hh/mm は、プログラムがアセンブルされた時刻 (24 時間表

示の時間と分) です。

v mm/dd は、プログラムがアセンブルされた日付 (月と日) で

す。

v ptfno は、プログラムに適用された最新の APAR または

PTF です (プログラムが IBM によってアセンブルされた場

合)。
システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1034 Data management facility has been unable

to acquire storage for the Global Work

Area for DFHDFTRP.

説明: データ管理機能 (DMF) は、DMF デバッグ機能プログ

ラム DFHDFTRP 用のグローバル作業域を保持するのに十分な

31 ビット GETVIS ストレージを入手することができませんで

した。

システムの処置: DMF は続行されますが、デバッグ機能は使

用可能にはされません。

ユーザーの処置: 31 ビット GETVIS 域のサイズを増やしてく

ださい。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1035 Data management Debug facility is now

ON.

説明: データ管理機能 (DMF) は、デバッグ機能を正常に使用

可能にしました。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール

DFHDF1036 Data management Debug facility is now

OFF.

説明: データ管理機能 (DMF) はデバッグ機能を終了しまし

た。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFOCX
宛先: コンソール
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DFHDF2001 Data Management Facility has detected that

no datasets are currently open. Data may

be being lost. You should format a DMF

dataset and issue SETDMF SWITCH as

soon as possible.

説明: データ管理機能 (DMF) は、オープンされているデー

タ・セットが現在ないことを検出しました。 このメッセージは

DMF によって周期的に出されます。

システムの処置: DMF は続行されます。

ユーザーの処置: DFHDFOU を実行して、DMF が使用できるよ

うデータ・セットを準備し、それから DMF がそのデータ・セ

ットを用いてレコードの書き込みを開始するよう SETDMF

SWITCH を入力してください。 これを行わないと、レコードを

収集するために DMF が使用するデータ・スペースは一杯にな

り、後でデータが失われる可能性があります。

モジュール: DFHDFIT
宛先: コンソール

DFHDF2002 Data Management Facility has detected that

an abend has occurred while in Cross

Memory Mode.

説明: データ管理機能 (DMF) は、レコードが仮想記憶間モー

ドで書き込まれているときに、異常終了が起きたことを検出し

ました。

システムの処置: DMF は、これ以上レコードが受け入れられ

ないように状態を設定し、システム・ダンプをとり、さらにデ

ータ・スペースにあるすべてのレコードを現在オープンされて

いるデータ・セットに書き込むことを試み、その後終了しま

す。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFIT
宛先: コンソール

DFHDF2051 DMF Global trap exit has been disabled

by DFHDFTRP.

説明: データ管理機能 (DMF) のグローバル・トラップ出口プ

ログラム (DFHDFTRP) が、その出口の使用禁止を要求しまし

た。

システムの処置: DMF は、トラップ出口に再び入ることがな

いように、その使用を禁止します。

ユーザーの処置: DFHDFTRP がその使用禁止を要求した理由

を判別して、その理由に応じた処置をとってください。 グロー

バル・トラップ出口の使用にあたっては、必ず IBM サポート

担当員と相談するようにしてください。

モジュール: DFHDFTR
宛先: コンソール

DFHDF2052 DMF system dump requested by global

trap exit DFHDFTRP.

説明: ユーザーによりコーディングされたグローバル・トラッ

プ出口プログラム (DFHDFTRP) が、その戻り処置設定値でシ

ステム・ダンプを要求しました。

システムの処置: DMF はシステム・ダンプをとり、グローバ

ル・トラップが活動状態になったまま続行されます。

ユーザーの処置: 要求されたダンプを分析してください。

グローバル・トラップ出口の使用にあたっては、必ず IBM サ

ポート担当員と相談するようにしてください。

モジュール: DFHDFTR
宛先: コンソール

DFHDF2053 DMF abend requested by global trap exit

DFHDFTRP.

説明: データ管理機能 (DMF) のグローバル・トラップ出口プ

ログラム (DFHDFTRP) が、DMF の終了を要求しました。

システムの処置: DMF は、トラップ出口に再び入ることがな

いようにその使用を禁止してから、システム・ダンプをとり、

DMF は終了します。

ユーザーの処置: DFHDFTRP が DMF の終了を要求した理由

を判別し、その理由に応じて処置をとってください。 グローバ

ル・トラップ出口の使用にあたっては、必ず IBM サポート担

当員と相談するようにしてください。

モジュール: DFHDFTR
宛先: コンソール

DFHDF2054 Program check occurred within global trap

exit - DFHDFTRP now marked unusable

by DMF.

説明: トレース項目を作成した後で、データ管理機能 (DMF)
のトレース機能はグローバル・トラップ出口プログラム

(DFHDFTRP) を呼び出しました。 DFHDFTRP の実行中にプ

ログラム・チェックが発生しました。

システムの処置: DMF は、現在活動状態の DFHDFTRP のバ

ージョンに使用不可のマークを付けて、以後トレース機能の呼

び出しのときにそれを無視します。 その後、DMF はダンプを

とり、実行を継続します。 DMF からのトレース項目は引き続

き作成されます。

ユーザーの処置: ダンプを使用して、プログラム・チェックの

原因を見つけてください。現在活動状態であっても使用するこ

とのできない DFHDFTRP を、DMF プログラム・ライブラリ

ー内の新しいバージョンに置き換えるために、次のコマンドを

出してください。

SETDMF DEBUG,ON (トラップの新しいバージョンを活動

化する)

グローバル・トラップ出口の使用にあたっては、必ず IBM サ

ポート担当員と相談するようにしてください。

モジュール: DFHDFTR
宛先: コンソール

DFHDF3001 Data set status report.

説明: オペレーターは、データ管理機能のスタートアップ時に

データ・セット情報を表示するよう要求しました。このメッセ

ージと一緒に、メッセージ DFHDF3002、いくつかの

DFHDF3003 メッセージ、およびメッセージ DFHDF3004 が出

されます。

システムの処置: データ管理機能は、要求されたデータ・セッ

ト状況情報を引き続きコンソールに書き込みます。
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ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3002 Data Set Name Status Avail(%)

説明: オペレーターは、データ管理機能のスタートアップ時に

データ・セット情報を表示するよう要求しました。このメッセ

ージと一緒に、メッセージ DFHDF3001、いくつかの

DFHDF3003 メッセージ、およびメッセージ DFHDF3004 が出

されます。

システムの処置: データ管理機能は、要求されたデータ・セッ

ト状況情報を引き続きコンソールに書き込みます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3003 dataset_name status usage

説明: オペレーターは、データ管理機能のスタートアップ時に

データ・セット情報を表示するよう要求しました。

データ管理機能は、現在使用されている DMF スタートアッ

プ・テーブルにリストされているデータ・セット 1 個につき 1
つの DFHDF3003 メッセージを作成します。 情報は次のとお

りです。

v dataset_name はこのデータ・セットの名前です。

v status は次のいずれかです。

NOTESDS

データ・セットは VSAM ESDS データ・セット

ではありません。

INVREC

データ・セットは、十分に大きな最大レコード長

で定義されていません。

OPNFAIL

データ・セットは、すべての必要な情報を抽出す

るためにオープンすることができませんでした。

INIT ファイルはいつでも使用できます。

PARTIAL

ファイルは、DMF によって部分的に使用されて

いました。

FULL ファイルは一杯であり、DMF が使用するために

はそれを空にする必要があります。

v usage は使用されたファイルのパーセンテージです。

システムの処置: データ管理機能は、要求されたデータ・セッ

ト状況情報を引き続きコンソールに書き込みます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3004 Data set status report is complete.

説明: オペレーターは、データ管理機能のスタートアップ時に

データ・セット情報を表示するよう要求しました。このメッセ

ージと一緒に、メッセージ DFHDF3001、メッセージ

DFHDF3002、およびいくつかの DFHDF3003 メッセージが出

されます。

システムの処置: データ管理機能は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3005 Data Management Facility dataset

dataset_name is open.

説明: データ管理機能はデータ・セット dataset_name をオー

プンしました。そのデータ・セットへのレコードの書き込み開

始の準備ができています。

システムの処置: データ管理機能は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3006 Data Management Facility dataset

dataset_name is closed.

説明: データ管理機能はデータ・セット dataset_name をクロ

ーズしました。

システムの処置: データ管理機能は続行されます。

ユーザーの処置: データ・セット dataset_name 上のデータ

は、データ管理機能がそのデータ・セットを再利用できるよう

に、これから DFHDFOU によって処理され、クリアされる必要が

あります。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3007 Data Management Facility cannot find a

dataset to open. Reply 'GO' to cause DMF

to continue operating but without a dataset

(data will still be recorded in the data

space), or 'RETRY' to cause DMF to retry

its attempt to open a data set

説明: データ管理機能は、データ・セット名のリストを使い果

たしたので、レコードを書き込むための適切な状態にあるデー

タ・セットを見つけることができません。

データ・セットは、データ管理機能が使用できるように、プロ

グラム DFHDFOU を使用して準備する必要があります。 使用す

るためのデータ・セットをデータ管理機能が見つけることがで

きない場合には、データ・スペースがいっぱいになり、データ

が失われてしまう可能性があります。 このメッセージと一緒

に、メッセージ DFHDF0000 が出されますが、そのメッセージ

に対しては応答する必要があります。

システムの処置: データ管理機能は、オペレーターの応答を待

ちます。

ユーザーの処置: ここでデータ・セットの準備を行えない場合

には、後続の DFHDF0000 メッセージに対して 'GO' と入力して

ください。 準備できる場合には、データ・セットの準備をし

て、後続の DFHDF0000 メッセージに対して 'RETRY' と入力しま

す。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール
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DFHDF3009 Data Management Facility has been unable

to build VSAM control block control_block.

The return code from VSAM for the

GENCB request was X'rc'.

説明: データ管理機能は、必要な VSAM 制御ブロックを構成

しようとしましたが、そのうちの 1 つが正常に作成されません

でした。

control_block は次のいずれかです。

v ACB

v EXLST

v RPL

システムの処置: データ管理機能は、ダンプを作成して終了し

ます。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. 区画サイズを増やす。

2. DFHDFSIP 用の EXEC カードに SIZE オペランドを指定す

る。 適切な式は SIZE=DFHDFSIP です。

3. この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順に

ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3010 Data Management Facility has been unable

to add a label for VSAM catalog

catalog_name. The return code from

DFHEVSLV was X'rc'.

説明: データ管理機能は、ユーザー提供のカタログ

catalog_name 用のラベルを追加しようとしましたが、失敗しま

した。 DFHEVLSV からの戻りコードは rc です。

rc は次のいずれかです。

0 正規応答

2 要求が無効

3 ラベル域にスペースなし

4 使用可能な GETVIS ストレージなし

5 DFHEVLBS の内部エラー

6 サブエリアが利用不能

7 サブエリアが無効

8 アクセス方式が無効

A すでに割り振り済み

B アクセス方式が矛盾

システムの処置: データ管理機能は、ダンプを作成して終了し

ます。

ユーザーの処置: 次の処置のいずれかを行ってください。

1. 区画サイズを増やす。

2. DFHDFSIP 用の EXEC カードに SIZE オペランドを指定す

る。 適切な式は SIZE=DFHDFSIP です。

3. この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順に

ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3011 Data Management Facility has been unable

to add a label for VSAM dataset

dataset_name. The return code from

DFHEVSLV was X'rc'.

説明: データ管理機能は、dataset_name という名前のデータ・

セット用のラベルを追加しようとしましたが、失敗しました。

DFHEVLSV からの戻りコードは rc です。

rc は次のいずれかです。

0 正規応答

2 要求が無効

3 ラベル域にスペースなし

4 使用可能な GETVIS ストレージなし

5 DFHEVLBS の内部エラー

6 サブエリアが利用不能

7 サブエリアが無効

8 アクセス方式が無効

A すでに割り振り済み

B アクセス方式が矛盾

システムの処置: データ管理機能は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3012 Data Management Facility has been unable

to delete a label for VSAM dataset

dataset_name. The return code from

DFHEVSLV was X'rc'.

説明: データ管理機能は、dataset_name という名前のデータ・

セット用のラベルを削除しようとしましたが、失敗しました。

DFHEVLSV からの戻りコードは rc です。

rc は次のいずれかです。

0 正規応答

1 DDNAME が存在しない

2 要求が無効

4 使用可能な GETVIS ストレージなし

5 DFHEVLBS の内部エラー

6 サブエリアが利用不能

7 サブエリアが無効

8 アクセス方式が無効

9 正しくないデータ・セットの削除

B アクセス方式が矛盾

システムの処置: データ管理機能は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3013 Data Management Facility has been unable

to find a suitable dataset to open.

説明: データ管理機能は、データ・セットのリストにあるデー

タ・セットをオープンしようとしましたが、適切なものを見つ

けることができませんでした。

システムの処置: データ管理機能は続行されます。

ユーザーの処置: DFHDFOU プログラムを使用してデータ・セッ
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トを使用可能にし、要求を DMF に出してデータ・セットをオ

ープンしてください。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3014 Data Management Facility has been asked

to open a dataset but DMF already has an

open dataset.

説明: データ管理機能は、データ・セットをオープンするよう

要求しましたが、すでにオープン・データ・セットがありま

す。

システムの処置: データ管理機能は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3015 Data Management Facility attempted to

open dataset dataset_name but this failed.

The return code from VSAM for the OPEN

request was X'rc'.

説明: データ管理機能は、データ・セット dataset_name をオ

ープンしようとしました。 しかし、OPEN は、rc に示されてい

る理由のため失敗しました。

示されている VSAM コードは、「z/VSE メッセージおよびコ

ード 第 2 巻」 のセクション『VSE/VSAM コード』で説明さ

れています。

システムの処置: データ管理機能は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3016 Data Management Facility attempted to

close dataset dataset_name but this failed.

The return code from VSAM for the

CLOSE request was X'rc'.

説明: データ管理機能は、データ・セット dataset_name をク

ローズしようとしました。 しかし、CLOSE は、rc に示されて

いる理由のため失敗しました。

示されている VSAM コードは、「z/VSE メッセージおよびコ

ード 第 2 巻」 のセクション『VSE/VSAM コード』で説明さ

れています。

システムの処置: データ管理機能は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3017 Data Management Facility has been asked

to close a dataset but DMF does not have

an open dataset

説明: データ管理機能は、データ・セットをクローズするよう

要求されましたが、オープンされたデータ・セットはありませ

ん。

システムの処置: データ管理機能は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3018 Data Management Facility has been asked

to reduce space in the data space, but

there is no open dataset

説明: データ管理機能は、データ・スペース内のスペースを減

らすよう要求されましたが、データを書き込むことができるオ

ープン・データ・セットがありません。

この状態では、データが失われてしまう可能性があります。

システムの処置: データ管理機能は続行されます。

ユーザーの処置: DFHDFOU プログラムを使用して DMF デー

タ・セットを準備し、SETDMF SWITCH 要求を出してデータ・セ

ットがオープンされるようにしてください。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3019 Data Management Facility has been asked

to flush the data from the data space, but

there is no open dataset

説明: データ管理機能は、データ・スペースのデータを

VSAM データ・セットにフラッシュするよう要求されました

が、データを書き出すことができるオープン・データ・セット

がありません。

この状態では、データが失われてしまう可能性があります。

システムの処置: データ管理機能は続行されます。

ユーザーの処置: DFHDFOU プログラムを使用して DMF デー

タ・セットを準備し、SETDMF SWITCH 要求を出してデータ・セ

ットがオープンされるようにし、それから SETDMF FLUSH 要求

を出してください。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3020 Data Management Facility has been unable

to acquire a buffer area. The reason code

from DFHDFGF was X'reason'.

説明: データ管理機能は、VSE/VSAM で使用するためのバッ

ファー域を獲得しようとしましたが、失敗しました。 DFHDFGF

からの理由コードは reason でした。

reason は次のいずれかです。

1 - Invalid_Format
2 - Invalid_Function
3 - Severe_Storage_Error
4 - GETVIS_Exhausted
5 - PFIX_Failed

システムの処置: データ管理機能は、ダンプを作成して終了し

ます。

ユーザーの処置: reason が 4 の場合には、次のいずれかの処

置を行うことができます。

1. 区画サイズを増やす。

2. SIZE オペランドを EXEC DFHDFSIP ステートメントに指定

する。適切な式は SIZE=DFHDFSIP です。
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3. この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順に

ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3021 An abend code X'abcode' has been detected

by DFHDFFM.

説明: データ管理機能 (DMF) は、z/VSE 取り消しコード

abcode の異常終了を検出しました。これは、DMF のファイ

ル・マネージャー・サブタスクで起きました。

システムの処置: DMF がデータ・セットに記録していた場合

には、そのデータ・セットはクローズされ、ファイル・マネー

ジャー・サブタスクは CANCEL ALL マクロを出します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3022 A program check has been detected by

DFHDFFM PC exit at DFHDFFMP.

説明: データ管理機能 (DMF) のファイル・マネージャー PC
出口が起動されました。これは、DMF のファイル・マネージ

ャー・サブタスクで起きました。

システムの処置: DMF がデータ・セットに記録していた場合

には、そのデータ・セットはクローズされ、ファイル・マネー

ジャー・サブタスクは CANCEL ALL マクロを出します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFFM
宛先: コンソール

DFHDF3023 Data Management Facility has processed

the FLUSH request.

説明: データ管理機能 (DMF) は FLUSH 要求を完了しまし

た。これは、オペレーター・コマンドの結果、あるいは内部処

理 (例えば、SHUTDOWN 処理中) の結果である可能性があり

ます。

システムの処置: DMF は続行されます。

宛先: コンソール

モジュール: DFHDFFM

DFHDF4001 Data management facility has determined

that the Anchor Block is Invalid.

説明: データ管理機能 (DMF) は、異常終了ハンドラーを入力

して、DMF アンカー・ブロックが無効であることを判別しま

した。

システムの処置: DMF は、SDUMPX を取り、DMF 区画の

即時シャットダウンを開始します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFABX
宛先: コンソール

DFHDF4002 A Program Check has occurred in a

message handling module.

説明: データ管理機能 (DMF) はプログラム・チェックを検出

しました。また、メッセージ・モジュール (DFHMEBM また

は DFHDFRM) で異常終了が起きたことも判別しました。

システムの処置: DMF は、SDUMPX を取り、DMF 区画の

即時シャットダウンを開始します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFABX
宛先: コンソール

DFHDF4003 A program check has occurred at X'psw' in

module modulename.

説明: データ管理機能 (DMF) はプログラム・チェックを検出

しました。また、モジュール modulename を指し示す psw に

PSW が設定された状態で異常終了が起きたことも判別しまし

た。

システムの処置: DMF は、SDUMPX を取り、DMF 区画の

即時シャットダウンを開始します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFABX
宛先: コンソール

DFHDF4004 An abend code X'abcode' has been detected

by DMF.

説明: データ管理機能 (DMF) は、z/VSE 取り消しコード

abcode の異常終了を検出しました。

システムの処置: DMF は、SDUMPX を取り、DMF 区画の

即時シャットダウンを開始します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFABX
宛先: コンソール

DFHDF4005 DMF has detected that a CANCEL ALL

macro has been issued by the DFHDFFM

sub-task.

説明: データ管理機能 (DMF) は、サブタスク (DFHDFFM)
が CANCEL ALL マクロを出したことを検出しました。

システムの処置: DMF は、SDUMPX を取り、DMF 区画の

即時シャットダウンを開始します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFABX
宛先: コンソール
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DFHDF4006 Cancel code xxx (X'yy') detected by DMF.

説明: データ管理機能 (DMF) は、取り消しコード xxx (これ

と同等の 16 進数は yy です) が z/VSE によって出されたこ

とを検出しました。取り消しコードについての説明は、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション

『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『VSE 拡

張機能取り消しコード』を参照してください。

システムの処置: これは通知メッセージです。 DMF は取り

消しコードを処理しようとし、また後続の処置を説明するメッ

セージをさらに出します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDFABX
宛先: コンソール

DFHDF5001 Data management facility has determined

that the Anchor Block is Invalid.

説明: データ管理機能 (DMF) は、異常終了ハンドラーを入力

して、DMF アンカー・ブロックが無効であることを判別しま

した。

システムの処置: DMF は、SDUMPX を取り、DMF 区画の

即時シャットダウンを開始します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFPCX
宛先: コンソール

DFHDF5002 A Program Check has occurred in a

message handling module.

説明: データ管理機能 (DMF) はプログラム・チェックを検出

しました。また、メッセージ・モジュール (DFHMEBM また

は DFHDFRM) で異常終了が起きたことも判別しました。

システムの処置: DMF は、SDUMPX を取り、DMF 区画の

即時シャットダウンを開始します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFPCX
宛先: コンソール

DFHDF5003 A program check has occurred at X'psw' in

module modulename.

説明: データ管理機能 (DMF) はプログラム・チェックを検出

しました。また、モジュール modulename を指し示す psw に

PSW が設定された状態で異常終了が起きたことも判別しまし

た。

システムの処置: DMF は、SDUMPX を取り、DMF 区画の

即時シャットダウンを開始します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFPCX
宛先: コンソール

DFHDF6001 Invalid keyword found

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU は

識別できないキーワードを読み取りました。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、有効なキーワード

を与える必要があります。 有効なキーワードは以下のとおりで

す。

INDD
OUTDD
DATE
START
END
SID

DFHDFOU への入力パラメーターのコーディングについての

詳細は、「CICS 操作およびユーティリティーの手引き」を参

照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6002 ( expected

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU は

文字 ( を検出することを予期しましたが、それはありませんで

した。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6003 filename expected

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU は

filename のための値を検出することを予期しましたが、それは

ありませんでした。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST
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DFHDF6004 OPTIONS expected

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU は

文字列 OPTIONS を検出することを予期しましたが、それはあ

りませんでした。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6005 , expected

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU は

文字 , を検出することを予期しましたが、それはありませんで

した。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6006 DUMP, CLEAR or ALL expected

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU は

文字列 DUMP、または CLEAR、または ALL を検出すること

を予期しましたが、それはありませんでした。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6007 ) expected

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU は

文字 ) を検出することを予期しましたが、それはありませんで

した。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6008 filename too long

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、filename に指定された値の長さが 7 文字より長いことを判

別しました。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6009 TYPE or NOTYPE expected

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU は

文字列 TYPE または NOTYPE を検出することを予期しまし

たが、それはありませんでした。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6010 yyyyddd expected

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、DATE パラメーターの yyyyddd 値の 1 つに指定された値

が数値ではないことを判別しました。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。
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モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6011 hhmm expected

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、START または END パラメーターで指定された hhmm 値

に指定された値が数値ではないことを判別しました。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6012 cccc expected

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、SID パラメーター (システム ID) の cccc 値に指定された

値が英数字ではないことを検出しました。 英数字には、数字

(0 から 9) または文字 (a から z、A から Z) が含まれます。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6013 Multiple DATE parameter found - ignored

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU は

複数の DATE パラメーターが指定されていることを判別しま

した。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6014 Multiple START parameter found - ignored

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU は

複数の START パラメーターが指定されていることを判別しま

した。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6015 Multiple END parameter found - ignored

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU は

複数の END パラメーターが指定されていることを判別しまし

た。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6016 Type value expected

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、TYPE または NOTYPE パラメーターのリスト中に指定さ

れたタイプ値の 1 つが数値ではないことを判別しました。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6017 Type value too long

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、TYPE または NOTYPE パラメーターのリスト中に指定さ

れたタイプ値の 1 つが 4 桁以上の数字を含んでいることを判

別しました。 リスト中のそれぞれの値は最大 3 桁です。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、
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SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6018 Type value too large

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、TYPE または NOTYPE パラメーターのリスト中に指定さ

れたタイプ値の 1 つが 255 を超えていることを判別しまし

た。 有効な値は 0 から 255 の範囲です。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6019 Second type value in range smaller than

first type value

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、タイプ値の範囲の 2 番目の値に指定された値がその範囲の

1 番目の値より小さいことを判別しました。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6020 Date value is incorrect length

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、DATE パラメーターの日付値の 1 つが 7 桁ではないこと

を判別しました。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6021 Days value is greater than 366

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、DATE パラメーターの日付値の 1 つにおいて日数部分が

366 を超えていることを判別しました。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6022 Days value is less than 1

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、DATE パラメーターの日付値の 1 つにおいて日数部分が

1 より小さいことを判別しました。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6023 Time value is incorrect length

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、START または END パラメーターで指定された時刻値が

4 桁ではないことを判別しました。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST
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DFHDF6024 Hour value in specified time value is

greater than 23

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、START または END パラメーターで指定された時刻値に

おいて時間部分が 23 を超えていることを判別しました。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6025 Minute value in specified time value is

greater than 59

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、START または END パラメーターで指定された時刻値に

おいて分部分が 59 を超えていることを判別しました。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6026 SID value too long

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、SID に指定された値の長さが 4 文字より長いことを判別

しました。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6027 SID value already exists - cccc

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、SID 値 cccc がすでに指定されていることを判別しまし

た。

システムの処置: DFHDFOU は、この SID 値を廃棄した後、

続行されます。 このエラーで DFHDFOU がファイルの処理

を終了することはありませんが、重大エラーが起こらない限

り、戻りコード 4 が設定されます。この戻りコードは、

DFHDFOU の完了時に z/VSE に戻されます。

ユーザーの処置: SYSIPT データ・ストリームから重複する

SID パラメーターを除去する必要があります。 DFHDFOU へ

の入力パラメーターのコーディングについての詳細は、「CICS

操作およびユーティリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6028 INDD filename already exists - filename

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、INDD 値 filename が INDD または OUTDD パラメータ

ーのいずれかですでに指定されていることを判別しました。

システムの処置: DFHDFOU は、この INDD パラメーター

を廃棄した後、続行されます。 このエラーで DFHDFOU が

ファイルの処理を終了することはありませんが、重大エラーが

起こらない限り、戻りコード 4 が設定されます。この戻りコー

ドは、DFHDFOU の完了時に z/VSE に戻されます。

ユーザーの処置: SYSIPT データ・ストリームから重複するパ

ラメーターを除去する必要があります。 DFHDFOU への入力

パラメーターのコーディングについての詳細は、「CICS 操作

およびユーティリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6029 OUTDD filename already exists - filename

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、OUTDD 値 filename が INDD または OUTDD パラメー

ターのいずれかですでに指定されていることを判別しました。

システムの処置: DFHDFOU は、この OUTDD パラメータ

ーを廃棄した後、続行されます。 このエラーで DFHDFOU
がファイルの処理を終了することはありませんが、重大エラー

が起こらない限り、戻りコード 4 が設定されます。この戻りコ

ードは、DFHDFOU の完了時に z/VSE に戻されます。

ユーザーの処置: SYSIPT データ・ストリームから重複するパ

ラメーターを除去する必要があります。 DFHDFOU への入力

パラメーターのコーディングについての詳細は、「CICS 操作

およびユーティリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6030 Syntax error has been detected. Run

aborted.

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、処理の続行を妨げる構文エラーを検出しました。

システムの処置: DFHDFOU は終了して、戻りコード 8 を

z/VSE に渡すことになります。
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ユーザーの処置: このメッセージの前にエラー・メッセージが

出されますが、それを用いてエラーを判別し、問題を訂正する

のに役立ててください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6031 Open failed for OUTDD filename -

filename, rc = yyyy (decimal)

説明: データの処理中に、DFHDFOU1 (DFHDFOU の一部)
は、filename が指し示すファイルをオープンしようとしました

が、オープン要求から戻りコード yyyy を受け取りました。

システムの処置: DFHDFOU1 はデータの処理を続行します

が、(プログラムの後のほうで値の大きい戻りコードが設定され

ない限り) 戻りコード 8 を設定します。その戻りコードはジョ

ブの終了時に z/VSE に渡されます。

ユーザーの処置: このメッセージと一緒に、接頭部 DFHEV
を持つ通知メッセージがシステム・コンソールにさらに現れま

す。 それらのメッセージを参照してさらに情報を得て、必要な

処置を行ってください。

モジュール: DFHDFOU1
宛先: SYSLST

DFHDF6032 OUTDD filename - filename - is defined as

a VSAM ESDS data set

説明: DFHDFOU1 (DFHDFOU の一部) は、filename が指し

示すファイル ID について VSAM カタログを検査し、そのフ

ァイルが ESDS オブジェクトとして定義されていることを検出

しました。 DFHDFOU からの出力ファイルはすべて、順次フ

ァイルまたは SAM ESDS ファイルのいずれかでなければなり

ません。

システムの処置: DFHDFOU1 は、このファイルをオープンし

ようとしませんが、処理の可能なその他のファイルの処理を続

行します。そして、(プログラムの後のほうで値の大きい戻りコ

ードが設定されない限り) 戻りコード 8 を設定します。その戻

りコードはジョブの終了時に z/VSE に渡されます。

ユーザーの処置: 原因は次のどちらかです。

1. filename の DLBL が正しくない VSAM オブジェクトを参

照しているような JCL 内のエラー。 この場合には、JCL
を訂正して、ジョブを再サブミットしてください。

2. filename が参照している VSAM オブジェクトの定義のエ

ラー。 この場合には、VSAM オブジェクトの VSAM 定

義を訂正して、ジョブを再サブミットしてください。

モジュール: DFHDFOU1
宛先: SYSLST

DFHDF6033 No DLBL or TLBL found for INDD

filename - filename

説明: DFHDFOU1 (DFHDFOU の一部) は、filename が指し

示すファイルのラベル域を検査し、そのファイルの DLBL ま

たは TLBL が存在しないことを見つけました。

システムの処置: DFHDFOU1 は、このファイルをオープンし

ようとしませんが、処理の可能なその他のファイルの処理を続

行します。そして、(プログラムの後のほうで値の大きい戻りコ

ードが設定されない限り) 戻りコード 8 を設定します。その戻

りコードはジョブの終了時に z/VSE に渡されます。

ユーザーの処置: filename の DLBL または TLBL がジョブ・

ストリームに追加されるようにして、ジョブを再サブミットし

てください。

モジュール: DFHDFOU1
宛先: SYSLST

DFHDF6034 Year less than 1900

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、DATE パラメーターに指定された値の 1 つにおいて年数

部分が 1900 より小さいことを判別しました。

システムの処置: DFHDFOU は、ファイルの処理をせずに、

SYSIPT 入力パラメーターの妥当性検査を続行します。

SYSIPT パラメーターの妥当性検査の後、重大エラーが後で検

出されない限り、DFHDFOU は DFHDF6030 を出し、戻りコ

ード 8 で z/VSE に戻ります。

ユーザーの処置: SYSIPT データを訂正し、ジョブを再サブミ

ットする必要があります。 DFHDFOU への入力パラメーター

のコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6035 Unable to acquire storage for statistics

block

説明: DFHDFOU は、ランタイム統計を保持するためのスト

レージを区画 GETVIS から獲得しようとしましたが、失敗し

ました。

システムの処置: DFHDFOU は、データを処理する前に、戻

りコード 16 を出して終了します。

ユーザーの処置: プログラムが使用できる GETVIS のサイズ

を、次の方法で増やしてください。

1. より大きな区画で実行する。または

2. // EXEC DFHDFOU カード上の SIZE パラメーターを小

さくする。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6036 No DLBL or TLBL found for OUTDD

filename - filename

説明: DFHDFOU1 (DFHDFOU の一部) は、filename が指し

示すファイルのラベル域を検査し、そのファイルの DLBL ま

たは TLBL が存在しないことを見つけました。

システムの処置: DFHDFOU1 は、このファイルをオープンし

ようとしませんが、処理の可能なその他のファイルの処理を続

行します。そして、(プログラムの後のほうで値の大きい戻りコ

ードが設定されない限り) 戻りコード 8 を設定します。その戻

りコードはジョブの終了時に z/VSE に渡されます。

ユーザーの処置: filename の DLBL または TLBL がジョブ・

ストリームに追加されるようにして、ジョブを再サブミットし

てください。

モジュール: DFHDFOU1
宛先: SYSLST
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DFHDF6037 Write failed for OUTDD filename -

filename, exit exit_name was driven

説明: データ・セット filename の処理中に、DFHDFOU1
(DFHDFOU の一部) はレコードをファイルに書き込もうとし

ましたが、その処理中にエラーが起きて、出口 exit_name が駆

動されます。

システムの処置: DFHDFOU1 はデータの処理を続行します

が、(プログラムの後のほうで値の大きい戻りコードが設定され

ない限り) 戻りコード 4 を設定します。その戻りコードはジョ

ブの終了時に z/VSE に渡されます。

ユーザーの処置: exit_name は次のいずれかです。

v SYNAD (SYNAD 出口が起動されたことを示す)。この場合、

これは誤長レコードまたはエクステント終了と同等です。

ファイル filename にもっと大きなエクステントを定義して

みて、ジョブを再サブミットしてください。問題が解決しな

い場合は、IBM の支援が必要になります。

v EODAD (EODAD 出口が駆動されたことを示す)。この場合、

これは filename のデータ終了と同等であり、起こらないは

ずです。この問題を解決するには IBM の支援が必要です。

手順については、「CICS 操作およびユーティリティーの手

引き」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDFOU1
宛先: SYSLST

DFHDF6038 An OUTDD parameter had an error and

there was a request to clear an input file.

Run aborted.

説明: SYSIPT 入力パラメーターの処理中に、DFHDFOU
は、OUTDD パラメーターのエラーを検出しました。 さら

に、OPTIONS(CLEAR) または OPTIONS(ALL) が指定されて

いる状態で INDD パラメーターが検出されました。あるい

は、INDD パラメーターが指定されておらず、デフォルト

INDD パラメーターが使用されています。デフォルトは INDD
(DUMPIN, OPTIONS(ALL)) です。

システムの処置: DFHDFOU は終了して、戻りコード 16 を

z/VSE に渡すことになります。

ユーザーの処置: OUTDD パラメーターを訂正して、ジョブを

再サブミットしてください。 DFHDFOU への入力パラメータ

ーのコーディングについての詳細は、「CICS 操作およびユー

ティリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHDFOU
宛先: SYSLST

DFHDF6039 INDD filename - filename - is defined as a

VSAM file, but is not ESDS or SAM

ESDS

説明: DFHDFOU1 (DFHDFOU の一部) は、filename が指し

示すファイル ID について VSAM カタログを検査した結果、

オブジェクトが ESDS または SAM ESDS 以外のものとして

定義されていることを検出しました。

システムの処置: DFHDFOU1 は、このファイルをオープンし

ようとしませんが、処理の可能なその他のファイルの処理を続

行します。そして、(プログラムの後のほうで値の大きい戻りコ

ードが設定されない限り) 戻りコード 8 を設定します。その戻

りコードはジョブの終了時に z/VSE に渡されます。

ユーザーの処置: 原因は次のどちらかです。

v filename の DLBL が正しくない VSAM オブジェクトを参

照しているような JCL 内のエラー。 この場合には、JCL
を訂正して、ジョブを再サブミットしてください。

v filename が参照している VSAM オブジェクトの定義のエラ

ー。 この場合には、VSAM オブジェクトの VSAM 定義を

訂正して、ジョブを再サブミットしてください。

モジュール: DFHDFOU1
宛先: SYSLST

DFHDF6040 OUTDD filename - filename - is defined as

a VSAM file, but is not ESDS or SAM

ESDS

説明: DFHDFOU1 (DFHDFOU の一部) は、filename が指し

示すファイル ID について VSAM カタログを検査した結果、

オブジェクトが ESDS または SAM ESDS 以外のものとして

定義されていることを検出しました。

システムの処置: DFHDFOU1 は、このファイルをオープンし

ようとしませんが、処理の可能なその他のファイルの処理を続

行します。そして、(プログラムの後のほうで値の大きい戻りコ

ードが設定されない限り) 戻りコード 8 を設定します。その戻

りコードはジョブの終了時に z/VSE に渡されます。

ユーザーの処置: 原因は次のどちらかです。

v filename の DLBL が正しくない VSAM オブジェクトを参

照しているような JCL 内のエラー。 この場合には、JCL
を訂正して、ジョブを再サブミットしてください。

v filename が参照している VSAM オブジェクトの定義のエラ

ー。 この場合には、VSAM オブジェクトの VSAM 定義を

訂正して、ジョブを再サブミットしてください。

モジュール: DFHDFOU1
宛先: SYSLST

DFHDF6041 Invalid parm statement passed to

DFHDFOU. Run terminated.

説明: DFHDFOU が、EXEC DFHDFOU ステートメントに PARM

パラメーターを指定して開始されました。 しかし、渡されたデ

ータの形式が誤りでした。

システムの処置: DFHDFOU は、戻りコード 16 を出して終

了します。

ユーザーの処置: DFHDFOU JCL の中の parm 値を訂正し

て、ジョブを再サブミットする必要があります。 DFHDFOU
のパラメーター値のコーディングについての詳細は、「CICS

操作およびユーティリティーの手引き」を参照してください。

宛先: SYSLST
モジュール: DFHDFOU

DFHDF6037 • DFHDF6041
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DFHDHxxxx メッセージ

DFHDH0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは、CICS コードにエラーの可
能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデータが
入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があります。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字の CICS コードから成りま
す。 VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) で
す。 VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3
つのハイフンで埋められます。 CICS コードは、異常終了コー
ド、または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、
AKEA は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合は、呼び
出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM) によ
って CICS が終了させられる場合があります。このことを示す
メッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終了するかどう
か決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、CICS 英数字コードを調べてください。 これにより、例
えば、エラーがプログラム・チェック、異常終了、またはラン
ナウェイであったかがわかります。また、ユーザーの処置に関
する何らかの手引きが得られる場合があります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。モジュール
modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合
には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり
ます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
宛先: コンソール
モジュール: DFHDHDH、DFHDHDM、DFHDHSL

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、modname

DFHDH0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。

コード X'code' は、エラーが何であり、それがどこで検出され
たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル
で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま
す。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合、CICS
を呼び出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM)
が終了させることができます。 このことを示すメッセージが出
されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS コードにエラーの可能性があ
ることを示しています。 その影響の重大度は、エラー発生時に
実行されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。 メッセージが出さ
れたのが 1 回であり、しかもモジュール modname が CICS
システムの実行に不可欠ではない場合には、実行を続行し、適
当な時間に CICS をダウンさせて問題を解決することもできま
す。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはモジュール
modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合
には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり
ます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
宛先: コンソール
モジュール: DFHDHDH、DFHDHDM、DFHDHSL

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

DFHDH0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
で、起こりうるループが検出されました。 これは、エラー検出
時に実行されていた命令のオフセットです。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合は、呼び
出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM) によ
って CICS が終了させられる場合があります。このことを示す
メッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS が終了しなかった場合は、CICS をダウンさせるほ
ど問題が重大かどうかを判断する必要があります。
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一部の CICS 機能はプロセッサー時間を多く使用することがあ
るので、このメッセージは長時間実行機能が原因で出された可
能性があります。そのため、ここではエラーではないことがあ
ります。 通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設
定パラメーター で指定したランナウェイ・タスク時間間隔 (ミ
リ秒単位で測定) を超える CICS 機能を除去します。 これ
は、メッセージ内のモジュール modname が終了し、CICS が
続行されることを意味します。

しかし、ICVR=0 を指定しており、しかもモジュール modname
がループしていると考えられる場合には、ランナウェイ機能を
終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ
がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR システ
ム初期設定パラメーターを大きくする必要があります。 CEMT
トランザクションを使用して、RUNAWAY 時間間隔を一時的
に変更することができます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決しない場合は、IBM のサポ
ートが必要です。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
宛先: コンソール
モジュール: DFHDMTM

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname

DFHDH0100I applid Document domain initialization has
started.

説明: これは、ドキュメント・ドメインの初期設定が開始され
たことを示す通知メッセージです。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設
定パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。
宛先: コンソール
モジュール: DFHDHDM

XMEOUT パラメーター: applid

DFHDH0101I applid Document domain initialization has
ended.

説明: これは、ドキュメント・ドメインの初期設定が正常に完
了したことを示す通知メッセージです。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設
定パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。
宛先: コンソール
モジュール: DFHDHDM

XMEOUT パラメーター: applid

DFHDH0105 date time applid Document template
definition doctemplate has been added as
{LIBRARY-MEMBER |FILE | PROGRAM |
TSQUEUE | TDQUEUE |
EXITPGM}(resourcename) with template name
templatename.

説明: ドキュメント・テンプレート定義 doctemplate がドキュ
メント・ハンドラー・ドメインに正常に追加されました。 テン
プレート定義は、以下のリソースの 1 つである resourcename
という名前のリソースにマッピングされます。

LIBRARY-MEMBER

z/VSE サブライブラリーのメンバー

FILE CICS ファイル

PROGRAM

CICS プログラム

TSQUEUE

CICS 一時ストレージ・キュー

TDQUEUE

CICS 一時データ・キュー

EXITPGM

そのプログラム自身の指定のテンプレートに書かれて

いるユーザー置き換え可能プログラム

ドキュメント・テンプレートは、templatename というテンプレ

ート名を割り当てられます。

システムの処置: この定義は CICS グローバル・カタログの

中にカタログが作成され、CICS ウォーム・スタートでリスト

アされます。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムは、これで、

名前 templatename を使ってテンプレートを使用することがで

きます。

宛先: CSDH
モジュール: DFHDHTM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、doctemplate、

{1=LIBRARY-MEMBER、2=FILE、3=PROGRAM、

4=TSQUEUE、5=TDQUEUE、6=EXITPGM}、resourcename、

templatename

DFHDH0106 date time applid Document template

definition doctemplate has been deleted.

説明: ドキュメント・テンプレート定義 doctemplate がドキュ

メント・ハンドラー・ドメインから正常に削除されました。

システムの処置: この定義は CICS グローバル・カタログの

中から削除され、CICS ウォーム・スタートでリストアされま

せん。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムは、今後は、

名前 templatename を使ってテンプレートを使用できません。

宛先: CSDH
モジュール: DFHDHTM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、doctemplate
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DFHDLxxxx メッセージ

DFHDL3927 applid Program DFHDLRP cannot be found
説明: DFHDLRP (DL/I 再始動用の CICS プログラム) を見
つけることができません。

CICS は、CICS スタートアップ・ジョブ・ストリームの
LIBDEF 検索チェーンのどのサブライブラリーからも
DFHDLRP を見つけることができません。
システムの処置: システム・ダンプが作成され、CICS は異常
終了します。
ユーザーの処置: このエラーを訂正するために、CICS ジョ
ブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブライブラリーの
1 つで DFHDLRP が得られるようにしてください。
モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHDL3928 applid DL/I restart failed
説明: 必要なステップが失敗したため、CICS DL/I 再始動タ
スクは完了できませんでした。 タスクは重要ないくつかのリカ
バリー操作を実行しましたが、異常終了コード ADLH を出し
てそれ自身は異常終了しました。
システムの処置: CICS は、DL/I 再始動タスクに関するトラ
ンザクション・ダンプを書き込みます。

CICS は、2 つのメッセージをコンソールに送ります。1 つは
DL/I 再始動タスクが検出したエラーを識別するものであり、
もう 1 つは DFHDL3928 であり、タスクが失敗したことを知
らせるものです。 どちらのメッセージにも 3 番目のメッセー
ジが続いており、CICS がダンプを作成して異常終了したこと
を知らせるか、または GO または CANCEL と応答するよう
ユーザーに催促するものです。 先に起こったエラーの性質によ
っては、他のシステム・コンポーネント (例えば、アクセス方
式) からメッセージが出されることもあります。
ユーザーの処置: メッセージとダンプを使用して、障害の原因
を調べてください。
モジュール: DFHDLRP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHDL3929 applid Program DFHDLBP cannot be found
- DL/I databases cannot be backed out

説明: DFHDLBP (DL/I バックアウト用の CICS プログラム)
を見つけることができません。

CICS は、CICS スタートアップ・ジョブ・ストリームの
LIBDEF 検索チェーンのどのサブライブラリーからも
DFHDLBP を見つけることができません。
システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。
ユーザーの処置: このエラーを訂正するために、CICS ジョ
ブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブライブラリーの
1 つで DFHDLBP が得られるようにしてください。
モジュール: DFHDLRP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHDL3931I W applid DL/I support requested but there
are no Journals defined

説明: 開始された CICS システムは DL/I サポートを指定し
ていますが、ジャーナルを定義していません。これは、システ
ム初期設定パラメーターとして JCT=NO が指定されているた
めと思われます。
システムの処置: CICS を続行します。しかし、CICS または
トランザクションが失敗した場合には、CICS は、コミットさ
れていない DL/I データベースの更新をバックアウトしませ
ん。
ユーザーの処置: これは、無視できる警告メッセージです。
DL/I データベースの保全性を保ちたい場合には、CICS を終
了し、少なくとも 1 つのシステム・ログを定義し、それから
CICS を再始動してください。
モジュール: DFHDLRP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHDL4540A applid DLI I/O ERROR ON DBD dbdname -
ABEND requested

説明: DLI がデータベース DBDNAME で入出力エラーを検
出しました。SIT には DLIOER=ABEND が指定されていま
す。
システムの処置: CICS は異常終了します。XRF が使用されて
いる場合には、待機システムも終了します。
ユーザーの処置: オフライン DL/I ユーティリティーを使用
して、データベースをリカバリーし、CICS を再始動してくだ
さい。
モジュール: DFHJCP

XMEOUT パラメーター: applid、dbdname
宛先: コンソール

DFHDL4541A applid DLI I/O ERROR ON DBD dbdname -
database closed

説明: DLI がデータベース DBDNAME で入出力エラーを検
出しました。SIT には DLIOER=CONTINUE が指定されてい
ます。
システムの処置: DLI は、内部的にデータベースに入出力エラ
ー停止のフラグを付けます。 これにより、以後のアクセスを防
ぎます。
ユーザーの処置: DLI STOP コマンドを使用して関連した
ACB (1 つまたは複数) をクローズし、それからオフライン
DL/I ユーティリティーを使用するか、あるいは適切なリカバ
リー処置をとってデータベースをリカバリーしてください。
DLI STRT コマンドを使用して、データベースを再始動してく
ださい。
モジュール: DFHJCP

XMEOUT パラメーター: applid、dbdname
宛先: コンソール

DFHDL4542A applid Unable to record Database closed-I/O
error on Global Catalog

説明: CICS は、グローバル・カタログにデータベースの入出
力エラーを書き込むことができません。
システムの処置: CICS は異常終了します。
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ユーザーの処置: カタログに書き込めなかった理由を見つけ
(おそらく、他のメッセージに入出力エラーが表示されていま
す)、問題を訂正してください。
モジュール: DFHJCP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHDL4543A applid Unable to delete database stopped
record in the Global Catalog

説明: CICS は、入出力エラー STOP レコードを削除するた

めにグローバル・カタログにアクセスしているとき、エラーを
検出しました。
システムの処置: CICS は異常終了します。
ユーザーの処置: カタログでの削除操作が失敗した理由 (他の
メッセージで示されている入出力エラーである可能性がありま
す) を調べて、その問題を訂正してください。
モジュール: DFHJCP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHDMxxxx メッセージ

DFHDM0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname 内に異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。 これは CICS コードにエラーが存
在する可能性があることを意味します。

他にも次のことが考えられます。
v 予期しないデータが入力された。

v ストレージが上書きされた。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場

合) と、次に続く 4 桁の英数字 CICS コードから成ります。

VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) です。

VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3 つの

ハイフンで埋められます。CICS コードは、異常終了コード、

または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、AKEA
は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ

DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ

ステム・ダンプがとられます。

次のいずれかとなります。ユーザーがダンプ・テーブル内に

CICS が終了するように指定しない限り、CICS は続行されま

す。この処置は DFHDMIQ によってとられます。

または、 たとえ CICS が終了しないようにダンプ・テーブル

で指定済みであったとしても、これはクリティカル・エラーな

ので CICS は終了します。この処置は、DFHDMDM、

DFHDMDS、および DFHDMWQ によってとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE

メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張

機能コードおよび SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終

了コード』で調べてください。

それから、 557 ページの『第 2 章 トランザクション異常終了

コード (CICS Transaction Server for z/VSE)』で CICS 英数

字コードを調べてください。 これにより、例えば、エラーがプ

ログラム・チェック、異常終了、ランナウェイ、またはそれ以

外のどれであるかがわかります。また、ユーザーの処置に関す

る何らかの手引きが提供されることもあります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール:

DFHDMDM、DFHDMIQ、DFHDMDS、DFHDMWQ

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname

宛先: コンソール

DFHDM0002 applid A severe error (code X'code') has

occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。

コード code は、エラーが何であり、エラーがどこで検出され

たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。

CICS 例外トレース項目の詳細については、「CICS Problem

Determination Guide」を参照してください。

システムの処置: 例外項目 (メッセージ内の code) が、トレー

ス・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブルで特にダン

プを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。

次のいずれかとなります。ユーザーがダンプ・テーブル内に

CICS が終了するように指定しない限り、CICS は続行されま

す。この処置は DFHDMIQ によってとられます。

または、 たとえ CICS が終了しないようにダンプ・テーブル

で指定済みであったとしても、これはクリティカル・エラーな

ので CICS は終了します。この処置は、DFHDMDM、

DFHDMDS、および DFHDMWQ によってとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: これは、CICS コード内にエラーがある可能

性があることを示しています。 この問題を解決するには IBM
の支援が必要です。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール:

DFHDMDM、DFHDMIQ、DFHDMDS、DFHDMWQ

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

宛先: コンソール

DFHDM0003 applid Insufficient storage to satisfy

GETMAIN (code X'code') in module

modname.

説明: CICS GETMAIN がモジュール modname によって出さ
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れましたが、要求を満足させるための十分なストレージがあり

ません。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す

る例外トレース・ポイント ID です。

このエラーは、16 MB 境界より上で発生しました。

システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード code) がト

レース・テーブルに作成されます。ダンプ・テーブルで特にダ

ンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。

次のいずれかです。ダンプ・テーブル内に CICS が終了するよ

うに指定しない限り、CICS は続行されます。この処置は、

DFHDMIQ によってとられます。

または、 たとえ CICS が終了しないようにダンプ・テーブル

で指定済みであったとしても、これはクリティカル・エラーな

ので CICS は終了します。この処置は、DFHDMDM と

DFHDMWQ によってとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: DSA または EDSA のサイズの限界を大き

くしてみてください。 CICS ストレージについての詳細は、

「CICS System Definition and Operations Guide」または「CICS

Performance Guide」を参照してください。

モジュール: DFHDMDM、DFHDMIQ、DFHDMWQ

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

宛先: コンソール

DFHDM0004 applid A possible loop has been detected at

offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要

しています。 モジュール modname 内の X'offset' で、起こり

うるループが検出されました。これは、エラー検出時に実行さ

れていた命令のオフセットです。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ

ステム・ダンプがとられます。

次のいずれかです。ダンプ・テーブル内に CICS が終了するよ

うに指定しない限り、CICS は続行されます。この処置は、

DFHDMIQ によってとられます。

または、 たとえ CICS が終了しないようにダンプ・テーブル

で指定済みであったとしても、これはクリティカル・エラーな

ので CICS は終了します。この処置は、DFHDMDM、

DFHDMDS、および DFHDMWQ によってとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: CICS が終了しなかった場合は、CICS をダ

ウンさせるほど問題が重大かどうかを判断する必要がありま

す。

一部の CICS 機能は多くの CPU 時間を使用することがあるた

め、このメッセージは長時間実行中の機能が原因で発生した可

能性があります。したがって、これはエラーではない可能性が

あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設

定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で計測) で指定したラン

ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。

このことは、モジュール modname が終了し、CICS は続行さ

れることを意味しています。

しかし、SIT で ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール

modname がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェ

イ機能を終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ

がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間

隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当

な時間に CICS をダウンさせる必要があります。ただし、

CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的

にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決されない場合には、IBM か

らサポートを得てこの問題を解決することが必要になります。

手順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール:

DFHDMDM、DFHDMIQ、DFHDMDS、DFHDMWQ

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname

宛先: コンソール

DFHDM0005 applid A hardware error has occurred

(module modname, code X'code'). The

Time-of-Day clock is invalid.

説明: モジュール modname の実行中に、ハードウェア・エラ

ーが発生しました。 時刻機構は、オペレーティング・システム

のためのタイミング機構です。

コード code は、エラーが検出された場所を一意的に識別する

例外トレース・ポイント ID です。

システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード code) がト

レース・テーブルに作成されます。ダンプ・テーブルでダンプ

を特に抑止しない限り、システム・ダンプがとられます。

CICS が終了しないようにダンプ・テーブルで指定済みであっ

たとしても、これはクリティカル・エラーなので CICS は終了

します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: これはおそらくハードウェア・エラーです。

まずストア・クロック機構を調べて、正しく作動しているかど

うかを確認してください。 ストア・クロックに原因がある場合

には、修理または交換などの適切な処置を行う必要がありま

す。

これが万一ハードウェアの問題ではない場合には、問題を解決

するには IBM からのサポートが必要です。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

モジュール: DFHDMDM、DFHDMWQ、DFHDMDS

XMEOUT パラメーター: applid、modname、X'code'

宛先: コンソール
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DFHDM0101I applid CICS is initializing.
説明: これは、通知メッセージです。

CICS 初期設定が開始されました。 ドメイン (DM) マネージ
ャーは、ローカル CICS カタログ DFHLCD 内に定義してあ
る各ドメインごとに初期設定タスクを生成しようとしていま
す。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設
定パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。
モジュール: DFHDMDM

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHDM0102I applid CICS is quiescing.
説明: これは、通知メッセージです。

CICS の制御シャットダウンが開始されました。 ドメイン
(DM) マネージャーは、各 CICS コンポーネントごとに静止タ
スクを生成しようとしています。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。 SIT パラメーター MSGLVL=0 を指
定すれば、このメッセージを抑止することができます。
モジュール: DFHDMDM

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHDM0103 applid Unsuccessful quiesce of domain
domain. CICS は終了します。

説明: ドメインが静止に失敗しました。
システムの処置: CICS は終了します。例外トレースおよびダ
ンプが、エラーのあるドメインによって出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHDMDS

XMEOUT パラメーター: applid、domain
宛先: コンソール

DFHDM0104 applid Unsuccessful load of program domain.
CICS は終了します。

説明: ドメイン (DM) マネージャーは、ローダーを呼び出し
て初期設定タスクのためにプログラムをロードしましたが、そ
のロードが失敗しました。 CICS ジョブのための LIBDEF 検
索チェーンのサブライブラリーにモジュールがないか、あるい
は (メッセージ内に示されたモジュール名が適正でない CICS
モジュールである場合) CICS カタログが破壊されている可能
性があります。
システムの処置: CICS は終了します。ダンプ・テーブル内で
ダンプを抑止しない限り、ダンプ・コード DM0104 のシステ
ム・ダンプがとられます。

例外トレースがドメイン・マネージャーによって出されます。
通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHDMDM

XMEOUT パラメーター: applid、domain
宛先: コンソール

DFHDM0105 applid Unsuccessful initialization of domain
domain. CICS は終了します。

説明: ドメインが初期設定に失敗しました。
システムの処置: CICS は終了します。

診断が、エラーのあるドメインから出されます。 通常、この問
題に関する症状ストリングが入っているメッセージ
DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: 診断を検討し、インストールに関連する問題
に関して修正処置をとってください。 手順については、
「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく
ださい。
モジュール: DFHDMDS

XMEOUT パラメーター: applid、domain
宛先: コンソール

DFHDM0106 applid The Domain Manager records on the
CICS Catalog may have been corrupted.

説明: ドメイン (DM) マネージャー・レコードをブラウズす
るために CICS カタログを呼び出しているときに、問題が検出
されました。 例えば、ドメイン・マネージャー・レコードが存
在しない可能性があります。

このメッセージの後にメッセージ DFHDM0002 が続く場合が
あります。
システムの処置: たとえ CICS が終了しないようにダンプ・
テーブルで指定済みであったとしても、これはクリティカル・
エラーなので CICS は終了します。

ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 システム・
ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: DFHCCUTL を使用してローカル CICS の
カタログ DFHLCD を再初期設定し、CICS をコールド・スタ
ートしてください。

これでも問題が解決しないようなら、IBM からのサポートが必
要になります。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHDMDM

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール
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DFHDSxxxx メッセージ

DFHDS0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは CICS コードにエラーが存在
する可能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデ
ータが入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があり
ます。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字 CICS コードから成ります。
VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) です。
VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3 つの
ハイフンで埋められます。CICS コードは、異常終了コード、
または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、AKEA
は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。CICS が終了するようにダン
プ・テーブルで指定しない限り、CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終
了するかどうか決定する必要があります。
1. VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージお

よびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コー

ドおよび SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コ

ード』で調べてください。

2. 次に、CICS 英数字コードを、 557 ページの『第 2 章 ト

ランザクション異常終了コード (CICS Transaction Server
for z/VSE)』で調べてください。これにより、例えば、エ

ラーがプログラム・チェック、異常終了、またはランナウ

ェイであったかがわかります。また、ユーザーの処置に関

する何らかの手引きが得られる場合があります。

3. モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実

行に不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に

CICS をダウンさせて問題を解決することもできます。

4. モジュール modname を最大限に利用しないとシステムを

実行できない場合には、制御シャットダウンで CICS をダ

ウンさせる必要があります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHDSAT、DFHDSBR、DFHDSDM、

DFHDSDS2、DFHDSDS3、DFHDSDS4、DFHDSIT、

DFHDSKE、DFHDSSM、DFHDSSR、DFHDSST、

DFHDSTCB、DFHDSUE

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname

宛先: コンソール

DFHDS0002 applid A severe error (code X'code') has

occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。

コード X'code' は、エラーが何であり、それがどこで検出され

たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。

CICS 例外トレース項目についての詳細は、「CICS Problem

Determination Guide」を参照してください。

システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード code) がト

レース・テーブルに作成されます。code が X'0056' の場合、

CICS ではカーネル・ドメインのシステム・ダンプがとられま

す。これは抑止できません。それ以外の場合には、ダンプ・テ

ーブルで特にダンプを抑止しない限り、CICS は通常のシステ

ム・ダンプをとります。

次のいずれかとなります。ユーザーがダンプ・テーブル内に

CICS が終了するように指定しない限り、CICS は続行されま

す。

該当する場合には、エラー戻りコードがこのドメインの呼び出

し側に送られます。この場合、CICS を呼び出し側 (例えば、

ドメイン・マネージャー DFHDMDM) が終了させることがで

きます。 このことを示すメッセージが出されます。

または、 たとえ CICS が終了しないようにダンプ・テーブル

で指定済みであったとしても、これはクリティカル・エラーな

ので CICS は終了します。

システム処置はコンテキストによって異なります。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。これは、CICS コードにエラーの可能性があることを示し

ています。 その影響の重大度は、エラー発生時に実行されてい

た機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。

メッセージが出されたのが 1 回であり、しかもモジュール

modname が CICS システムの実行に不可欠ではない場合に

は、実行を続行し、適当な時間に CICS をダウンさせて問題を

解決することもできます。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはモジュール

modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合

には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり

ます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

注: code が X'0056' の場合、グローバル・ユーザー出口

XMEOUT でこのメッセージを操作することはできません。

モジュール: DFHDSAT、DFHDSBR、DFHDSDM、

DFHDSDS2、DFHDSDS3、DFHDSDS4、DFHDSIT、

DFHDSKE、DFHDSSM、DFHDSSR、DFHDSST、

DFHDSTCB、DFHDSUE

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

宛先: コンソール

DFHDS0001 • DFHDS0002
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DFHDS0003 applid Insufficient storage (code X'code') in

module modname.

説明: CICS GETMAIN がモジュール modname によって出さ

れましたが、要求を満足させるための十分なストレージがあり

ません。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す

る例外トレース・ポイント ID です。このエラーは、16 MB
境界より上で発生しました。

システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード code) がト

レース・テーブルに作成されます。ダンプ・テーブルで特にダ

ンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、

CICS は続行されます。

該当する場合には、エラー戻りコードがこのドメインの呼び出

し側に送られます。この場合、CICS を呼び出し側 (例えば、

ドメイン・マネージャー DFHDMDM) が終了させることがで

きます。 このことを示すメッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。CICS が別のモジュールによって終了させられた場合に

は、関連した終了メッセージ (例えば、ドメイン・マネージャ

ーからの) に注意し、これらのメッセージに関して示されたユ

ーザーの処置を調べてください。

CICS がまだ実行中である場合は、問題は一時的なものである

場合があります。その場合は、より多くのストレージが使用可

能になると、自然に問題が解決されます。モジュール modname

なしで済む場合は、CICS の実行を続行し、都合の良いときに

ダウンさせて、問題を解決することもできます。メッセージが

繰り返し表示されるか、またはすべての CICS モジュールを最

大限に利用しないとシステムを実行できない場合には、制御シ

ャットダウンで CICS をダウンさせる必要があります。

DSA または EDSA の全体のサイズ制限を増やしてください。

まだ CICS が終了していない場合には、これを実行するために

CICS をダウンさせる必要があります。 CICS ストレージにつ

いて詳しくは、「CICS System Definition Guide」または

「CICS Performance Guide」を参照してください。

この問題を完全に解決するには、IBM の支援が必要な場合があ

ります。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDSBR

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

宛先: コンソール

DFHDS0004 applid A possible loop has been detected at

offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要

しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'

で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時

に実行されていた命令のオフセットです。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ

ステム・ダンプがとられます。CICS が終了するようにダン

プ・テーブルで指定しない限り、CICS は続行されます。 通

常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセージ

DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。CICS が終了しなかった場合は、CICS をダウンさせるほ

ど問題が重大かどうかを判別する必要があります。

一部の CICS 機能は多くの CPU 時間を使用することがあるた

め、このメッセージは長時間実行中の機能が原因で発生した可

能性があります。したがって、これはエラーではない可能性が

あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設

定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で測定) で指定したラン

ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。

これは、モジュール module が終了し、CICS が続行されるこ

とを意味します。

しかし、ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname

がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を

終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ

がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間

隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当

な時間に CICS をダウンさせる必要があります。 ただし、

CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的

にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決しない場合は、IBM のサポ

ートが必要です。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDSAT、DFHDSBR、DFHDSDM、

DFHDSDS2、DFHDSDS3、DFHDSDS4、DFHDSIT、

DFHDSKE、DFHDSSM、DFHDSSR、DFHDSST、

DFHDSTCB、DFHDSUE

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname

宛先: コンソール

DFHDS0005 applid A hardware error has occurred (code

X'code', module modname). The Time-of-Day

clock is invalid.

説明: モジュール module の実行中に、ハードウェア・エラー

が発生しました。ストア・クロック機構は、オペレーティン

グ・システムのためのタイミング機構です。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す

る例外トレース・ポイント ID です。

システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード code) がト

レース・テーブルに作成されます。ダンプ・テーブルで特にダ

ンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了しないようにダンプ・テーブルで指定済みであっ

たとしても、これはクリティカル・エラーなので CICS は終了

します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。これはおそらくハードウェア・エラーです。まずストア・

クロック機構を調べて、正しく作動しているかどうかを確認し
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てください。 ストア・クロックに原因がある場合には、修理ま

たは交換などの適切な処置を行う必要があります。

これが万一ハードウェアの問題ではない場合には、IBM からの

サポートが必要になります。 手順については、「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDSTCB

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

宛先: コンソール

DFHDS0006 applid Insufficient storage to satisfy

GETMAIN (code X'code') in module

modname. VSE code vsecode.

説明: CICS GETMAIN 要求がモジュール modname によって

出されましたが、十分なストレージがありません。

コード code は、エラーが検出された場所を一意的に識別する

例外トレース・ポイント ID です。

このエラーは、16 MB 境界より上または下で発生している可

能性があります。 どちらで発生しているかはコンテキストによ

ります。

システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード code) がト

レース・テーブルに作成されます。ダンプ・テーブルで特にダ

ンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。

次のいずれかとなります。ユーザーがダンプ・テーブル内に

CICS が終了するように指定しない限り、CICS は続行されま

す。

該当する場合には、エラー戻りコードがこのドメインの呼び出

し側に送られます。この場合、CICS を呼び出し側 (例えば、

ドメイン・マネージャー DFHDMDM) が終了させることがで

きます。 このことを示すメッセージが出されます。

または、 たとえ CICS が終了しないようにダンプ・テーブル

で指定済みであったとしても、これはクリティカル・エラーな

ので CICS は終了します。

システム処置はコンテキストによって異なります。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。CICS が別のモジュールによって終了させられた場合に

は、関連した終了メッセージ (例えば、ドメイン・マネージャ

ーからの) に注意し、これらのメッセージに関して示されたユ

ーザーの処置を調べてください。

CICS がまだ実行中である場合は、問題は一時的なものである

場合があります。その場合は、より多くのストレージが使用可

能になると、自然に問題が解決されます。モジュール modname

なしで済む場合は、CICS の実行を続行し、都合の良いときに

ダウンさせて、問題を解決することもできます。メッセージが

繰り返し表示されるか、またはすべての CICS モジュールを最

大限に利用しないとシステムを実行できない場合には、制御シ

ャットダウンで CICS をダウンさせる必要があります。

VSE 戻りコードの診断情報は、「z/VSE メッセージおよびコー

ド 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび SVC
エラー』にある『OS/390 API 戻りコード』で説明されていま

す。

DSA または EDSA の全体サイズの限界を小さくするようにし

てください。 あるいは、CICS 区画のサイズが最大でない場合

は、サイズを大きくしてみてください。まだ CICS が終了して

いない場合には、これを実行するために CICS をダウンさせる

必要があります。 CICS ストレージについての詳細は、

「CICS System Definition and Operations Guide」または「CICS

Performance Guide」を参照してください。

この問題を完全に解決するには、IBM の支援が必要な場合があ

ります。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール:

DFHDSAT、DFHDSDM、DFHDSDS2、DFHDSSR

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname、vsecode

宛先: コンソール

DFHDS0101 applid Dispatcher cannot enable the CICS

post exit.

説明: タスク指名プログラムは、CICS のポスト出口を使用可

能にすることができませんでした。 これは、CICS のポスト出

口スタブが SVA 内にないことが原因と考えられます。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ

ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了しないようにダンプ・テーブルで指定済みであっ

たとしても、これはクリティカル・エラーなので CICS は終了

します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: CICS ポスト出口スタブ (DFHDSPEX) が

SVA 内にあるかどうか確認してください。

モジュール: DFHDSDM

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHDUxxxx メッセージ

DFHDU0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは CICS コードにエラーが存在
する可能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデ

ータが入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があり
ます。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字 CICS コードから成ります。
VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) です。
VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3 つの
ハイフンで埋められます。 CICS コードは、異常終了コード、
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または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、AKEA
は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。

モジュール DFHDUDT の場合、(XDUREQ 出口でのユーザー
出口プログラム、ダンプ・テーブル、またはグローバル・シス
テム・ダンプ抑止によって) ダンプを特に抑止しない限り、シ
ステム・ダンプがとられます。 CICS が終了するようにダン
プ・テーブルで指定していない限り、CICS の処理は続行され
ます。

モジュール DFHDUTM の場合には、システム・ダンプがとら
れます。 このダンプは抑止できません。 CICS 処理は続行さ
れます。

モジュール DFHDUDU の場合には、システム・ダンプがとら
れます。 このダンプは抑止できません。

CICS 処理は続行されます。

その他のモジュールの場合には、システム・ダンプがとられま
す。

CICS 処理は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終了するかどう
か決定する必要があります。

VSE コードは、「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」
のセクション『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にあ
る『OS/390 API 異常終了コード』で調べてください。

それから、 557 ページの『第 2 章 トランザクション異常終了
コード (CICS Transaction Server for z/VSE)』で CICS 英数
字コードを調べてください。 これにより、例えば、エラーがプ
ログラム・チェック、異常終了、ランナウェイ、またはパーコ
レーションのどれであるかがわかります。また、ユーザーの処
置に関する何らかの手引きが提供されることもあります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないと実行できない場
合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があ
ります。

異常終了がモジュール DFHDUDT か DFHDUTM で起きた場
合には、ダンプ・テーブルが使用できなくなります。 したがっ
て、ダンプ・コードに関連するすべての EXEC API コマンド
は失敗し、とられたダンプはすべて、特定のダンプ・コードに
ついてダンプ・テーブルに書き込んだ情報ではなく、デフォル
ト情報 (例えば、CICS を終了するかどうか) を使用して処理さ
れます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHDUDT、DFHDUTM、DFHDUDU、
DFHDUXD、DFHDUIO、DFHDUSU、DFHDUXW、
DFHPCXDF、DFHSAXDF、DFHXDXDF、DFHXRXDF、
DFHTCXDF、DFHTRXDF、DFHFCXDF

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname
宛先: コンソール

DFHDU0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。
コード code は、エラーが何であり、エラーがどこで検出され
たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
CICS 例外トレース項目の詳細については、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード code) がト
レース・テーブルに作成されます。

モジュール DFHDUDT の場合、(XDUREQ 出口でのユーザー
出口プログラム、ダンプ・テーブル、またはグローバル・シス
テム・ダンプ抑止によって) ダンプを特に抑止しない限り、シ
ステム・ダンプがとられます。 CICS 処理は、CICS を終了さ
せるようダンプ・テーブルで指定しない限り、続行されます。

モジュール DFHDUTM の場合には、システム・ダンプがとら
れます。 このダンプは抑止できません。 CICS 処理は続行さ
れます。

該当する場合には、エラー戻りコードがこのドメインの呼び出
し側に送られます。この場合、呼び出し側が CICS を終了させ
ることができます。 このことを示すメッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。これは、CICS コードにエラーの可能性があることを示し
ています。 その影響の重大度は、エラー発生時に実行されてい
た機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。

メッセージが出されたのが 1 回であり、しかもモジュール
modname が CICS システムの実行に不可欠ではない場合に
は、実行を続行し、適当な時間に CICS をダウンさせて問題を
解決することもできます。

このメッセージが繰り返し表示されるか、モジュール modname
を最大限に使用しないとシステムを実行できない場合は、制御
シャットダウンを実行して CICS をダウンさせる必要がありま
す。

モジュール DFHDUDT または DFHDUTM でエラーが発生し
た場合は、ダンプ・テーブルは使用できない可能性がありま
す。 したがって、ダンプ・コードに関連するすべての EXEC
API コマンドは失敗し、とられたダンプはすべて (特定のダン
プ・コードについてダンプ・テーブルに書き込んだ情報ではな
く) デフォルト情報 (例えば、CICS を終了するかどうか) によ
り処理されます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHDUDT、DFHDUTM

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール
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DFHDU0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時
に実行されていた命令のオフセットです。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。

モジュール DFHDUDT の場合、(XDUREQ 出口でのユーザー
出口プログラム、ダンプ・テーブル、またはグローバル・シス
テム・ダンプ抑止によって) ダンプを特に抑止しない限り、シ
ステム・ダンプがとられます。 CICS が終了するようにダン
プ・テーブルで指定していない限り、CICS の処理は続行され
ます。

モジュール DFHDUTM の場合には、システム・ダンプがとら
れます。 このダンプは抑止できません。 CICS 処理は続行さ
れます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS が終了しなかった場合は、CICS をダウンさせるほ
ど問題が重大かどうかを判別する必要があります。

一部の CICS 機能は多くの CPU 時間を使用することがあるた
め、このメッセージは長時間実行中の機能が原因で発生した可
能性があります。したがって、これはエラーではない可能性が
あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設
定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で測られます) で指定し
たランナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去し
ます。 これは、モジュール modname が終了され、CICS が続
行されることを意味します。

ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname がルー
プに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を終了す
るために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ
がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間
隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当
な時間に CICS をダウンさせる必要があります。 ただし、
CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的
にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決しない場合は、IBM のサポ
ートが必要です。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHDUDT、DFHDUTM、DFHDUXD、
DFHDUIO、DFHDUSU、DFHDUXW、DFHPCXDF、
DFHSAXDF、DFHXDXDF、DFHXRXDF、DFHTCXDF、
DFHTRXDF、DFHFCXDF

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname
宛先: コンソール

DFHDU0006 applid Insufficient storage to satisfy
Getmain (code X'code') in module modname.
VSE code vsecode.

説明: OS/390 GETMAIN がモジュール modname によって発
行されましたが、要求を満たすだけの十分なストレージがあり
ませんでした。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す
る例外トレース・ポイント ID です。このエラーは、16 M 境
界より上で発生しました。

コード vsecode は OS/390 GETMAIN 戻りコードです。
システムの処置: 例外項目は、トレース・テーブル内に作成さ
れ (メッセージ内のコード code)、システム・ダンプがとられま
す。 このダンプは抑止できません。 CICS 処理は続行されま
す。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS が別のモジュールによって終了させられた場合に
は、関連した終了メッセージ (例えば、ドメイン・マネージャ
ーからの) に注意し、これらのメッセージに関して示されたユ
ーザーの処置を調べてください。

CICS がまだ実行中である場合は、問題は一時的なものである
場合があります。その場合は、より多くのストレージが使用可
能になると、自然に問題が解決されます。モジュール modname
なしで済む場合は、CICS の実行を続行し、都合の良いときに
ダウンさせて、問題を解決することもできます。メッセージが
繰り返し表示されるか、またはすべての CICS モジュールを最
大限に利用しないとシステムを実行できない場合には、制御シ
ャットダウンで CICS をダウンさせる必要があります。

問題がモジュール DFHDUTM にあるので、ダンプ・テーブル
をブラウズするための EXEC API コマンドは実行されない可
能性があります。または、ダンプ・テーブルへの追加が行われ
ない可能性があります。

OS/390 GETMAIN 戻りコードの診断情報は、「z/VSE メッセ
ージおよびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コ
ードおよび SVC エラー』にある『OS/390 API 戻りコード』
で説明されています。

DSA または EDSA のサイズの限界を小さくしてみてくださ
い。 あるいは、CICS 区画のサイズが最大でない場合は、サイ
ズを大きくしてみてください。まだ CICS が終了していない場
合には、これを実行するために CICS をダウンさせる必要があ
ります。
モジュール: DFHDUTM
宛先: コンソール

DFHDU0102 applid DFHDUIO could not be loaded.
Transaction dump is inoperative.

説明: CICS は、初期設定中にモジュール DFHDUIO を見つ
けることができませんでした。
システムの処置: 例外トレース項目が作成され、CICS はトラ
ンザクション・ダンプ機能が作動不能の状態で続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: 例外トレース項目および他のすべての関連メ
ッセージを利用して、モジュール DFHDUIO を使用できなか
った理由を判別してください。
モジュール: DFHDUDM

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール
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DFHDU0103 applid An abend has occurred during
initialization of dump domain in module
DFHDUDM.

説明: ダンプ・ドメインの初期設定が失敗しました。
システムの処置: CICS は終了します。

例外トレースおよびカーネル・ダンプが、ダンプ・ドメインに
よって出されます。 通常、この問題に関する症状ストリングが
入っているメッセージ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHDUDU

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHDU0201 applid About to take SDUMP. Dumpcode:
dumpcode, Dumpid: dumpid.

説明: エラー (おそらく以前のメッセージによって伝えられた)
により、CICS ダンプ (DU) ドメインの呼び出しが行われまし
た。 ダンプ・ドメインは、以下の条件が満たされている場合に
は、VSE SDUMP 機能を呼び出す直前にこのメッセージを出し
ます。
v SDUMPS に関してシステム初期設定パラメーター

DUMP=YES が指定された。

v ダンプ・コード dumpcode 用のダンプ・テーブル項目が、シ

ステム SDUMP が必要であることを指定している。

v ダンプ・テーブル項目内のこのダンプ・コードのダンプ最大

限度を超えていない。

v ユーザー出口 XDUREQ がこのダンプをとることを抑止し

ない。

ダンプ・コード dumpcode は、CICS 問題を識別する 8 文字の

システム・ダンプ・コードです。 しかし、これらの文字の一部

はブランクでも構いません。 システム・ダンプ・コードは、

DFH 接頭部を除いた CICS メッセージ番号です。

dumpid は、このダンプを識別する 9 文字の固有の文字列で

す。

システムの処置: ダンプが完了したとき、メッセージ番号

DFHDU0202 が出されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。システム・プログラマーは、dumpcode が示す CICS メッ

セージを参照して問題を解決してくれるはずです。

モジュール: DFHDUDU
宛先: コンソール

DFHDU0202 applid SDUMP complete.

説明: このメッセージは、SDUMP が正常に完了した時点で出

されます。

システムの処置: このダンプ用のダンプ・テーブル項目または

ダンプ (DU) ドメインに対するダンプ呼び出しによって、CICS
のシャットダウンを要求しない限り、処理が続行されます。

ユーザーの処置: 必要ならシステム・ダンプを印刷してくださ

い。 直前の VSE メッセージは、SYSDUMP ライブラリーを

識別し、SYSDUMP ライブラリーのどのメンバーがダンプを含

んでいるかを示しています。

モジュール: DFHDUDU
宛先: コンソール

DFHDU0203I date time applid A transaction dump was

taken for dumpcode: dumpcode, Dumpid:

dumpid.

説明: CICS トランザクションが異常終了し (おそらく前のメ

ッセージによって伝えられている)、CICS ダンプ (DU) ドメイ

ンがトランザクション・ダンプをとりました。

ダンプ・コード dumpcode は、ダンプがトランザクション異常

終了の結果として要求された場合には、通常は 4 文字の CICS
トランザクション異常終了コードです。 それは、EXEC CICS
DUMP TRANSACTION 要求の DUMPCODE オペランドの

値でもある場合があります。

ダンプ ID dumpid は、このダンプを識別する 9 文字の固有の

文字列です。

システムの処置: トランザクション・ダンプは、現行の CICS
ダンプ・データ・セット、すなわち DFHDMPA または

DFHDMPB のいずれかに書き込まれます。

指定された異常終了コード用のダンプ・テーブル項目が終了を

特に要求している場合には、CICS は終了することがありま

す。

ユーザーの処置: 必要ならトランザクション・ダンプを印刷し

てください。

モジュール: DFHDUDU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、dumpcode、

dumpid

宛先: CDUL

DFHDU0205 applid A system dump for dumpcode:

dumpcode was suppressed by the reason.

説明: エラー (おそらく前のメッセージによって示されている)
により、CICS (DU) ダンプ・ドメインの呼び出しが行われまし

たが、理由 reason によりシステム・ダンプをとるのに失敗し

ました。 理由 reason は、ダンプの抑止を引き起こした原因を

示しています。

v XDUREQ ユーザー出口

v ダンプ・コード dumpcode についてのダンプ・テーブル・オ

プション

v グローバル・システム・ダンプ抑止オプション

ダンプ・コード dumpcode は、CICS 問題を識別する 8 文字の

システム・ダンプ・コードです。 しかし、これらの文字の一部

はブランクでも構いません。 システム・ダンプ・コードは、

DFH 接頭部を除いた CICS メッセージ番号です。

システムの処置: システム・ダンプは作成されません。 ただ

し、このダンプ・コード用のダンプ・テーブル項目またはダン

プ・ドメインの呼び出し側が CICS の終了を要求した場合に

は、CICS は終了します。

ユーザーの処置: このダンプ・コードにシステム・ダンプが必

要な場合、メッセージで示された理由 reason に該当するユー

ザーの処置を実行してください。
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v ユーザー出口 XDUREQ がダンプを抑止した場合には、こ

の出口を非活動状態にするか、もしくはより永続的な方法と

して、ダンプを抑止しないようユーザー出口プログラムを変

更する。

v ダンプ・テーブルがダンプを抑止した場合には、CEMT ま

たは CECI を使用して、ダンプ・コード dumpcode 用のダ

ンプ・テーブル項目を表示して更新する。

v グローバル・システム・ダンプ抑止オプションによりダンプ

が抑止された場合には、システム初期設定パラメーター

DUMP=YES を指定して、将来、システム・ダンプがとられ

るようにする。

モジュール: DFHDUDU
宛先: コンソール

DFHDU0206I date time applid A transaction dump for

dumpcode: dumpcode was suppressed by the

reason.

説明: CICS トランザクションが異常終了し (これは、おそら

く前のメッセージによって示されている)、CICS ダンプ (DU)
ドメインが理由 reason によりトランザクション・ダンプをと

るのに失敗しました。 理由 reason は、ダンプが抑止された理

由を示しています。

v XDUREQ ユーザー出口

v このダンプ・コードのダンプ・テーブル・オプション

ダンプ・コード dumpcode は 4 文字の CICS トランザクショ

ン異常終了コードです。

システムの処置: トランザクション・ダンプは作成されませ

ん。 ただし、このダンプ・コード用のダンプ・テーブル項目ま

たはダンプ・ドメインの呼び出し側で特に CICS の終了を要求

している場合には、CICS は終了します。

ユーザーの処置: このダンプ・コードにトランザクション・ダ

ンプが必要な場合には、メッセージで示された理由 reason に

該当するユーザーの処置を実行してください。

v ユーザー出口 XDUREQ がダンプを抑止した場合には、こ

の出口を非活動状態にするか、もしくはより永続的な方法と

して、ダンプが抑止されないようにユーザー出口プログラム

を変更する。

v ダンプ・テーブルがダンプを抑止した場合には、CEMT ま

たは CECI を使用して、ダンプ・コード dumpcode 用のダ

ンプ・テーブル項目を表示して更新する。

モジュール: DFHDUDU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、dumpcode、reason

宛先: CDUL

DFHDU0207I date time applid Transaction and system

dumps for dumpcode: dumpcode were

suppressed by the reason.

説明: CICS トランザクションが異常終了し (これは、おそら

く前のメッセージによって示されている)、理由 reason によ

り、CICS ダンプ (DU) ドメインがトランザクション・ダンプ

もシステム・ダンプもとりませんでした。 理由 reason は、ダ

ンプが抑止された原因を示しています。

v XDUREQ ユーザー出口

v このダンプ・コードのダンプ・テーブル・オプション

ダンプ・コード dumpcode は 4 文字の CICS トランザクショ

ン異常終了コードです。

システムの処置: トランザクション・ダンプもシステム・ダン

プも作成されません。 ただし、このダンプ・コード用のダン

プ・テーブル項目またはダンプ・ドメインの呼び出し側で特に

CICS の終了を要求している場合には、CICS は終了します。

ユーザーの処置: このダンプ・コードにトランザクション・ダ

ンプまたはシステム・ダンプ (あるいはその両方) が必要な場

合には、メッセージで示された理由 reason に該当するユーザ

ーの処置を実行してください。

v ユーザー出口 XDUREQ がダンプを抑止した場合には、こ

の出口を非活動状態にするか、もしくはより永続的な変更と

してダンプが抑止されるようにユーザー出口プログラムを変

更する。

v ダンプ・テーブルがダンプを抑止した場合には、CEMT ま

たは CECI を使用して、ダンプ・コード用のダンプ・テー

ブル項目を表示して更新する。

モジュール: DFHDUDU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、dumpcode、reason

宛先: CDUL

DFHDU0210 applid SDUMPX REQUEST FAILED - reason.

説明: メッセージ DFHDU0201 によって伝えられた CICS か

らの VSE SDUMPX 要求は、正常に完了しませんでした。 考

えられる失敗の理由 (reason ) は、次のとおりです。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' ONLY PARTIAL

DUMP. ダンプされるストレージ域の数が、1 つの SDUMPX
要求に許可されている最大数を超えています。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON X'mm' NO

SYSDUMP LIBRARY AVAILABLE

CICS ジョブに SYSDUMP ライブラリーが定義され

ていません。 VSE SYSDUMPC ジョブ制御オプショ

ンが有効である場合、ダンプは抑止されますが、そう

でない場合には、ダンプは SYSLST にリダイレクト

されます。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON X'mm'

SYSDUMP LIBRARY IS FULL

CICS ジョブに定義されている SYSDUMP ライブラ

リーがいっぱいです。 SYSDUMPC ジョブ制御オプ

ションが有効である場合、ダンプは抑止されますが、

そうでない場合には、ダンプは SYSLST にリダイレ

クトされます。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON = X'mm'

VSE は、上記以外の何らかの理由のため、SDUMPX
要求を受け入れませんでした。 X'nn' は SDUMPX
戻りコードを示し、X'mm' は SDUMPX 理由コード

を示します。

NOT AUTHORIZED IN CICS

SDUMPX は、この CICS 実行に関して許可されて

いません。

INSUFFICIENT STORAGE

CICS は、SDUMPX 要求の実行中にストレージの

OS/390 GETMAIN を出しました。 この OS/390
GETMAIN は VSE により拒否されました。
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DFHDUSVC FESTAE FAILED. FESTAE RETURN CODE

X'nn' CICS は、SDUMPX 要求の処理中に DFHDUSVC
から OS/390 FESTAE 要求を出しました。 この要

求は VSE により拒否されました。

システムの処置: CICS は、ダンプが成功したかのように続行

されます。

ユーザーの処置: ユーザーの処置は、障害が起きた原因

(reason ) によって異なります。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' ONLY PARTIAL

DUMP. 戻りコードを用いて、部分ダンプがとられた理由を判

別してください。 SDUMPX 戻りコード X'nn' の説

明については、「z/VSE System Macros Reference」を

参照してください。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON X'mm' NO

SYSDUMP LIBRARY AVAILABLE

CICS ジョブに SYSDUMP ライブラリーを定義し、

それから SDUMP 要求が再び出されるようにしてく

ださい。 SYSDUMP ライブラリーの定義方法につい

ては、「z/VSE Diagnosis Tools」を参照してくださ

い。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON X'mm'

SYSDUMP LIBRARY IS FULL

ダンプ・ライブラリーから一部のダンプを消去し、

SDUMP が再び出されるようにしてください。

SYSDUMP ライブラリーを削除、またはダンプをオ

フロードする方法については、 「z/VSE Diagnosis

Tools」を参照してください。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON X'mm'

ダンプが意図的に抑止されている場合には、処置は必

要ありません。 SDUMPX ルーチンでのエラーのた

めにダンプが失敗した場合には、戻りコードを用いて

エラーを修正し、それから SDUMPX 要求が再び出

されるようにしてください。 SDUMPX 戻りコード

X'mm' および理由コード X'nn' の説明については、

「z/VSE System Macros Reference」を参照してくださ

い。

NOT AUTHORIZED IN CICS

SDUMPX は CICS の初期設定時に無条件に許可さ

れ、CICS の実行中は許可されているので、この理由

は表示されないはずです。万一この理由が出された場

合には、CICS AFCB (許可された機能制御ブロック

) が誤って上書きされたものと思われます。

INSUFFICIENT STORAGE

十分な区画のストレージが OS/390 GETMAIN 要求

で得られるようにしてください。

DFHDUSVC FESTAE FAILED. FESTAE RETURN CODE

X'nn' 戻りコードを用いて OS/390 FESTAE が失敗した理

由を判別し、それから SDUMPX 要求が再び出され

るようにしてください。 OS/390 FESTAE の戻りコ

ードについての説明は、「z/VSE メッセージおよび

コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コー

ドおよび SVC エラー』にある『OS/390 API 戻り

コード』を参照してください。

モジュール: DFHDUDU
宛先: コンソール

DFHDU0211 applid THE XDUREQ USER EXIT IS NOT

CALLED FOR DUMPCODE dumpcode.

説明: 重大なシステム・エラーが起きたため、システム・ダン

プ dumpcode については XDUREQ ユーザー出口 (システム・

ダンプを抑止できる) は呼び出されませんでした。

システムの処置: XDUREQ ユーザー出口は呼び出されませ

ん。

DFHDU0211 の後には、メッセージ DFHDU0201 (ダンプ

dumpcode がとられたことを示す) か、またはメッセージ

DFHDU0205 (ダンプ dumpcode が抑止されたことを示す) が表

示されます。 CICS が終了する場合は、メッセージ

DFHDU0201 または DFHDU0205 に続いて、メッセージ

DFHDU0309 が表示されます。

後続のシステム・ダンプのために、XDUREQ ユーザー出口が

呼び出されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDUDU
宛先: コンソール

DFHDU0212 applid Requested transaction dump code

dumpcode is invalid.

説明: 要求されたトランザクション・ダンプ・コードに、印刷

不能文字があるか、または先行ブランクあるいは組み込みブラ

ンクがあります。

システムの処置: トランザクション・ダンプは、ユーザー出口

XDUREQ によって抑止されない限り、作成されます。ただ

し、ダンプ統計はコミットされません。 トランザクション・ダ

ンプは、メッセージ DFHDU0203 が出されると完了します。

無効なダンプ・コードは、ダンプ・ドメイン (DU) のトレー

ス・ポイント X'0600' および X'0601' に示されています。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを印刷して、異常

終了または EXEC CICS 要求が無効なダンプ・コードとともに

出された理由を判断してください。

モジュール: DFHDUDU

XMEOUT パラメーター: applid、dumpcode

宛先: コンソール

DFHDU0302I applid Transaction Dump Data set dataset to

be closed due to text-descr

説明: このメッセージは、トランザクション・ダンプ・デー

タ・セットに対してレコードの書き込みを行っているときに出

力されます。 text-descr は次のいずれかです。

v I/O ABEND
v TASK TIMEOUT
v TASK CANCEL
システムの処置: text-descr が I/O ABEND でない限り、な

し。I/O ABEND の場合には、例外項目がトレース・テーブル

に作成され、システム・ダンプがとられます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

I/O ABEND の場合には、通常、データ・セットの問題を識別
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するのに役立つ VSE エラー・メッセージが一緒に出されま

す。

問題が CICS の大きな破壊によるものではない場合には、ダン

プ・データ・セットの正常に交換すれば、トランザクション・

ダンプ環境は復元されます。 正常に交換されない場合、

XDUOUT ユーザー出口が活動状態の場合にのみトランザクシ

ョン・ダンプ環境は使用可能です。

モジュール: DFHDUIO

XMEOUT パラメーター: applid、dataset、text-descr

宛先: コンソール

DFHDU0303I applid Transaction Dump Data set dataset

closed.

説明: このメッセージは、次のいずれかの状態のときに出され

ます。

v ダンプ・データ・セットをクローズする要求が、オペレータ

ーによって出された。

v CICS システムがシャットダウンされた。

v ダンプ・データ・セットを交換する要求が、オペレーターに

よって出された。

v トランザクション・ダンプ・データ・セットがいっぱいにな

った。

メッセージ中の dataset は、クローズされるデータ・セットの

名前を示しています。

システムの処置: 処理を続行します。

トランザクション・ダンプ・データ・セットの自動交換が活動

状態でない場合には、トランザクション・ダンプ環境は、

XDUOUT ユーザー出口が活動状態である場合にのみ使用でき

ます。

自動交換が使用できる場合には、このメッセージに続いて、メ

ッセージ DFHDU0304 と DFHDU0305 が出されます。これら

は、データ・セット交換が正常に行われたことを示します。

交換が正常に行われなかった場合には、このメッセージに続い

てメッセージ DFHDU0306 が出されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDUSU

XMEOUT パラメーター: applid、dataset

宛先: コンソール

DFHDU0304I applid Transaction Dump Data set dataset

opened.

説明: このメッセージは、次のいずれかの状態が起こるときに

出力されます。

v ダンプ・データ・セットをオープンする要求が、オペレータ

ーによって出された。

v CICS システムが立ち上がった。

v ダンプ・データ・セットを交換する要求が、オペレーターに

よって出された。

v ダンプ・データ・セット間での自動交換が実行されている。

メッセージ内の dataset は、オープンされているデータ・セッ

ト名を示しています。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDUSU

XMEOUT パラメーター: applid、dataset

宛先: コンソール

DFHDU0305I applid Transaction Dump Data set switched

to filename

説明: このメッセージは、次のいずれかの状態が起きた場合に

出されます。

v オペレーターが、ダンプ・データ・セットを交換するための

コマンドを出した。

v ダンプ・データ・セットがいっぱいなので、ダンプ・デー

タ・セット間で自動交換が行われている。

このメッセージの前には、必ずメッセージ DFHDU0304 が出

されています。また、旧ダンプ・データ・セットがオープンに

なっている場合には、メッセージ DFHDU0303 が出されてい

ます。

メッセージ内の filename は、活動状態のトランザクション・ダ

ンプ・データ・セットのファイル名 (DFHDMPA または

DFHDMPB) を示しています。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 完了済みのダンプ・データ・セットを印刷ま

たはコピーし、必要であれば、再度コマンド CEMT SET
DUMP AUTO を出してください。

モジュール: DFHDUSU

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHDU0306 applid Unable to open Transaction Dump

Data set dataset - text-descr

説明: このメッセージは、トランザクション・ダンプ・デー

タ・セットをオープンしようとすると出されます。

text-descr は次のいずれかです。

OPEN ERROR

ダンプ・データ・セットをオープンする試みが行わ

れ、異常終了出口が呼び出されました。 この条件が

起こると、通常、VSE システム・メッセージが表示

されます。

INSUFFICIENT STORAGE

16 MB 境界より下のストレージを獲得するために、

OS/390 GETMAIN が出されました。 この要求は成

功しませんでした。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。

いずれの場合もトランザクション・ダンプ・データ・セットは

オープンされません。XDUOUT 出口が活動状態でない限り、

トランザクション・ダンプは操作不能です。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 詳細については、関連した VSE メッセージ

を参照してください。

モジュール: DFHDUIO
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XMEOUT パラメーター: applid、dataset、text-descr

宛先: コンソール

DFHDU0307 applid Module DFHDUIO is unavailable.

Transaction dump is inoperative.

説明: このメッセージは、ダンプ・データ・セットのオープン

またはクローズが行われたとき、またはダンプ・データ・セッ

ト間の交換が行われたときに出されます。これは、初期設定時

に CICS がモジュール DFHDUIO を見つけることができなか

ったことをユーザーが忘れないようにするためです。 CICS は

初期設定時にメッセージ DFHDU0102 を出して、この条件に

関してユーザーに警告します。

システムの処置: CICS は、トランザクション・ダンプ機能が

操作不能のままで続行されます。

ユーザーの処置: 必要なら、メッセージ DFHDU0102 のユー

ザーの処置を参照してください。

モジュール: DFHDUSU

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHDU0308I applid CICS will terminate because the

Dump Table entry for the transaction

dump code: dumpcode specifies shutdown.

説明: トランザクション・ダンプ・コード dumpcode のトラン

ザクション・ダンプが要求されたが、関連付けられたダンプ・

テーブル項目では CICS を終了することを指定している場合

に、このメッセージは出されます。

このメッセージは、その項目が、CICS の終了を要求したトラ

ンザクション・ダンプ・テーブル項目であったことを示してい

ます。

システムの処置: CICS は終了します。

ユーザーの処置: 通常の方法でトランザクション・ダンプを処

理してください。

ウォーム・スタートまたは緊急始動を行うと、明示的に定義さ

れたダンプ・テーブル項目がカタログからリストアされます。

dumpcode のダンプ・テーブル項目を明示的に定義してあった

場合には、CEMT または EXEC API コマンドを使用して、必

要に応じてそれを修正し、CICS が終了しないようにすること

ができます。

暗黙的に定義されたダンプ・テーブル項目は、カタログに記録

されないので、リストアされません。 コールド・スタートで

は、CICS はカタログからダンプ・テーブルをリストアしませ

ん。

モジュール: DFHDUDU

XMEOUT パラメーター: applid、dumpcode

宛先: コンソール

DFHDU0309I applid CICS will terminate because the

Dump Table entry for the system dump

code: dumpcode specifies shutdown.

説明: システム・ダンプ・コード dumpcode のシステム・ダン

プが要求されたが、関連付けられたダンプ・テーブル項目では

CICS を終了することを指定している場合に、このメッセージ

が出されます。

このメッセージは、その項目が、CICS の終了を要求したシス

テム・ダンプ・テーブル項目であったことを示しています。

システムの処置: CICS は終了します。

ユーザーの処置: 必要に応じて、システム・ダンプを印刷して

ください。

ウォーム・スタートまたは緊急始動を行うと、明示的に定義さ

れたダンプ・テーブル項目がカタログからリストアされます。

dumpcode のダンプ・テーブル項目が明示的に定義されている

場合には、CEMT または EXEC API コマンドを使用してそれ

を修正し、CICS が終了しないようにすることができます。

暗黙的に定義されたダンプ・テーブル項目は、カタログに記録

されないので、リストアされません。 コールド・スタートで

は、CICS はカタログからダンプ・テーブルをリストアしませ

ん。

モジュール: DFHDUDU
宛先: コンソール

DFHDU1601 DATA SET READ ERROR.

説明: アクセス方式が読み取りエラーを示しました。 最後の

CICS 実行時に、ダンプ・データ・セットがオープンされてい

ない可能性があります。

システムの処置: そのレコードはスキップされます。

ユーザーの処置: JCL が正しいことを確認してください。また

は、読み取りエラーの理由を判別してください。

モジュール: DFHDU430
宛先: コンソール

DFHDU1602 36 CONSECUTIVE UNIDENTIFIABLE

RECORDS, DUMP UTILITY

TERMINATED.

説明: 識別レコードのコードまたは形式が誤っています。 こ

のエラーに関する最も一般的な理由は、次のとおりです。

v 正しくないデータ・セットが処理されている。

v ユーティリティーが処理しようとしているダンプ・データ・

セットが、現在の CICS の実行で使用されているものでは

ない。

後者の場合、エラーが発生する理由は、現在の実行でダンプが

作成されなかったか、またはそのデータ・セットが交換されて

いたかのいずれかです。

システムの処置: レコードがスキップされ、実行は終了して戻

りコード 8 が出されます。

ユーザーの処置: 正しいデータ・セットが処理されていること

を確認してください。 または、ダンプ管理プログラム

(DFHDCP) にエラーがないかどうかを調べてください。

2 つのダンプ・データ・セットが使用されている場合には、処

理されているデータ・セットが現行の CICS 実行で以前に使用

されたものかどうか検査してください。

モジュール: DFHDU430
宛先: コンソール
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DFHDU1603 NO DLBL CARD FOR {DUMP | PRINT}

DATA SET {DFHDUMP | DFHPRNT},

DUMP UTILITY TERMINATED.

説明: ダンプまたは印刷データ・セットのオープンが正しく行

われませんでした。

システムの処置: オープンが正しく行われなかったのがダン

プ・データ・セットだった場合、システムは、このメッセージ

を印刷データ・セット上に印刷し、実行を終了して戻りコード

12 を出します。

印刷データ・セットのオープンが正しく行われなかった場合に

は、システムは、実行を終了して戻りコード 16 を出します。

ユーザーの処置: JCL が、このメッセージに示されているファ

イル名に関して正しい場合には、データ・セットをオープンで

きない理由を判別してください。 戻りコードは、DFHDU430
によって出されます。これらの戻りコードは、失敗したのがダ

ンプなのか印刷データ・セットなのかを識別するだけです。

モジュール: DFHDU430
宛先: コンソール

DFHDU1604 END OF FILE ENCOUNTERED, LAST

DUMP MAY BE INCOMPLETE.

説明: ダンプ・データ・セットがいっぱいになりました。

システムの処置: ダンプ・ユーティリティー・プログラム

DFHDU430 は終了します。

ユーザーの処置: そのダンプが完全なものであるかどうか、ま

たダンプの最後に不完全メッセージがないかどうかを調べてく

ださい。 ダンプの最後に不完全メッセージがある場合には、デ

ータ・セット内の最後のダンプに必要なすべての情報が入って

いない可能性があります。 問題を再現させて、完全なダンプを

とるように試みてください。 ダンプがとられたときにダンプ・

データ・セット自動交換が活動状態であった場合には、ダンプ

の完全なものが代替ダンプ・データ・セットに存在していま

す。

モジュール: DFHDU430
宛先: SYSLST

DFHDU1609 36 CONSECUTIVE INVALID READ

ERRORS. DUMP UTILITY TERMINATED.

説明: アクセス方式が、ダンプ・データ・セット内に 36 個の

連続する無効なレコードが存在することを示しています。 この

問題の推定原因としては、ファイルの終わりのマーカーが無効

であることが考えられます。この無効なマーカーにより、アク

セス方式は、データ・セット内の最後のレコード以降を読み取

ろうとしました。 この問題は、以下の場合にも発生する可能性

があります。

v DFHDU430 が、これまで CICS によってアクセスされたこ

とのないデータ・セットで実行された。 このデータ・セッ

トには、無効なタイプのレコード形式が入っている可能性が

あります。

v DFHDU430 が、正しくないブロック・サイズとレコード形

式で複写されたデータ・セットで実行された。

システムの処置: ダンプ・ユーティリティーの実行は、

DFHDU430 から戻りコード 8 を出して終了します。

ユーザーの処置: アクセスが失敗した原因を判別して、それを

訂正してください。 必要に応じてダンプを再作成してくださ

い。

モジュール: DFHDU430
宛先: コンソール

DFHDU1610 DUMP FORMATTING HAS

ENCOUNTERED AN INVALID TRACE

BLOCK. TRACE ENTRIES MAY BE LOST.

説明: ダンプ・ユーティリティー・プログラム DFHDU430
が、トレース・データ・セットからトレース・レコードをコピ

ーしているときに、エラーを検出しました。トレース・レコー

ドは、定様式出力から省略されます。

システムの処置: DFHDU430 は、次のトレース・ブロックを

読み取って、トレース・レコードの形式設定を続行しようとし

ます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDU430
宛先: コンソール

DFHDU1611 FILE ERROR, FULL TRACE FAILED.

DUMP FORMATTING WILL CONTINUE

WITH ABBREVIATED TRACE.

説明: NOTE マクロ内のエラーのため、ダンプ・ユーティリ

ティー・プログラム DFHDU430 は、トレース・データが開始

されたデータ・セットの位置を記録することができませんでし

た。そのため、形式設定 FULL でトレースを印刷するために

省略形式のトレースを設定した後に、トレース・データの開始

点に戻ることはできません。

システムの処置: トランザクション・ダンプの形式制御は、こ

のダンプに関しては省略トレースでしか続行されません。

ユーザーの処置: 完全トレースだけが必要な場合は、

NOABBREV パラメーターを設定した DFHDU430 ジョブを再

実行してください。必要でない場合は、ダンプの再作成を試み

てください。 この問題が再発する場合は、IBM の支援が必要

になります。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHDU430
宛先: コンソール
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DFHDXxxxx メッセージ

DFHDX8310I applid Initiating catch-up tasks.
説明: キャッチアップ・トランザクション CXCU が制御を受
け取りました。
システムの処置: キャッチアップ・トランザクションが、特定
の機能区域についてキャッチアップ・タスクを開始するところ
です。
ユーザーの処置: なし。これは単なる「作業進行中」メッセー
ジです。このメッセージは、システム初期設定パラメーター
MSGLVL=0 で抑止することができます。
モジュール: DFHCXCU

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHDX8311I applid System initialized with XRF=NO.
Catch-up transaction CXCU took no action.

説明: キャッチアップ・トランザクション CXCU が呼び出さ
れましたが、CICS システムは XRF=NO を指定していまし
た。キャッチアップ機能は関係がありません。
システムの処置: キャッチアップ・トランザクションは、何も
処置をとらずに正常に終了します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHCXCU

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHDX8312I applid Catch-up transaction failed to run
program DFHZXCU. Catch-up is
incomplete.

説明: 特定のアプリケーション ID が与えられた CICS シス
テムで実行されているキャッチアップ・トランザクション
CXCU は、端末キャッチアップ・サービス・ルーチン
DFHZXCU を呼び出すことができませんでした。
システムの処置: ルーチン DFHZXCU に関連したキャッチア
ップは実行されません。

活動 CICS システムおよび代替 CICS システムは続行されま
すが、代替システムは引き継ぎが行われた場合にあまり効力を
発揮しません。
ユーザーの処置: 端末から「CXCU」を入力して再試行してく
ださい。エラーがなくならない場合には、ルーチン DFHZXCU
が CICS ロード・ライブラリー内に存在するかどうか検査して
ください。
モジュール: DFHCXCU

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHDX8313I applid Catch-up transaction failed.
説明: 特定のアプリケーション ID が与えられた CICS シス
テムで実行中のキャッチアップ・トランザクション CXCU
が、失敗しました。 CXCU は、エンド・ユーザーからのトラ
ンザクション要求に応答して実行されるか、または代替 CICS
システムの出現に応答して活動 CICS システムにより自動的に
実行されます。 その目的は、端末に関する活動システムの状態
を、代替システムに知らせることです。
システムの処置: CXCU トランザクションは異常終了し、ダ
ンプが作成され、トランザクション異常終了コード ACXA が
出されます。

活動 CICS システムも代替 CICS システムも続行されます
が、代替システムは引き継ぎの場合にはあまり効力を発揮しま
せん。例えば、端末バックアップ・セッションが設定されない
可能性があります。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: 端末から「CXCU」を入力して再試行してく
ださい。エラーがなくならない場合には、ダンプから問題を診
断してください。
モジュール: DFHCXCU

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHERxxxx メッセージ

DFHER2813I applid Program DFHRCEX cannot be found
説明: CICS は、CICS スタートアップ・ジョブ・ストリーム
の LIBDEF 検索チェーンで指定されたどのサブライブラリーか
らも DFHRCEX を見つけることができません。
システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。
ユーザーの処置: このエラーを訂正するには、LIBDEF 検索チ
ェーンで指定されたサブライブラリーに DFHRCEX を入れて
ください。
モジュール: DFHDLBP、DFHTCBP、DFHUSBP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHER5721 applid DL/I data on DFHRSD, but no DL/I
support on the system. Reply 'GO' or
'CANCEL'.

説明: DL/I バックアウト・データは再始動データ・セット
DFHRSD 上に存在していますが、DL/I サポートは CICS の

この実行には組み込まれませんでした。 (システム初期設定テ
ーブル (SIT) に DLI=NO が指定されているか、またはそのよ
うに指定変更されています。)
システムの処置: システムはオペレーターの応答を待ちます。
応答が「GO」である場合、再始動データ・セット上のすべて
の DL/I データは無視されます。応答が「CANCEL」の場
合、ダンプが作成され、CICS は異常終了します。
ユーザーの処置: Reply 'GO' or 'CANCEL'.
モジュール: DFHDLBP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHER5722 applid Backout data present for following
{PSB | DMB}(s), but they could not be
scheduled: list. Reply 'GO' or 'CANCEL'.

説明: DL/I バックアウト・データは、リストされたプログラ
ム仕様ブロック (PSB) またはデータ管理ブロック (DMB) につ
いては、再始動データ・セット上にありますが、問題の制御ブ

DFHDX8310I • DFHER5722

138 z/VSE V6R2 メッセージおよびコード 第 3 巻



ロックをスケジュールすることができません。
システムの処置: システムはオペレーターの応答を待ちます。
応答が「GO」である場合、問題の PSB 用の (または問題の
DMB を参照している PSB 用の) 再始動データ・セット上のす
べてのデータは無視されます。応答が「CANCEL」の場合、ダ
ンプが作成され、CICS は異常終了します。
ユーザーの処置: Reply 'GO' or 'CANCEL'.
モジュール: DFHDLBP
宛先: コンソール

DFHER5723 applid Unable to backout for PSB filename.
Backout terminated. Reply 'GO' or
'CANCEL'.

説明: メッセージに示されたプログラム仕様ブロック (PSB)
filename のデータをバックアウトしようとしたとき、エラーが
起こりました。 DL/I エラー出口ルーチンがあれば、制御が渡
され、出口ルーチンは、スタートアップを取り消す機会をオペ
レーターに与えるべきだと判断しました。
システムの処置: システムはオペレーターの応答を待ちます。
応答が「GO」の場合、バックアウトは次のバックアウト・レ
コードで続行されます。応答が「CANCEL」の場合、ダンプが
作成され、CICS は異常終了します。
ユーザーの処置: Reply 'GO' or 'CANCEL'.
モジュール: DFHDLBP

XMEOUT パラメーター: applid、filename
宛先: コンソール

DFHER5730 applid User recovery beginning
説明: 緊急再始動時に、CICS は、CICS モジュール
DFHUSBP が処理を開始するときにこのメッセージを出しま
す。 DFHUSBP は、システム・ログ内のすべてのアクティ
ブ・ユーザー・ジャーナル・レコードをユーザー出口
XRCINPT に与えます。 (アクティブ・ユーザー・レコードと
は、未了タスクに関連する、または JCRUTRID (ユーザー・ヘ
ッダー) フィールドの最上位ビットが設定されている、すべて
のユーザー・ジャーナル・レコードのことです。)
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHUSBP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHER5731 applid No active user records on the system
log

説明: 緊急再始動時に、CICS は、CICS モジュール
DFHUSBP がシステム・ログ内にアクティブ・ユーザー・ジャ
ーナル・レコードを見つけられない場合にこのメッセージを出
します。 (アクティブ・ユーザー・レコードは、未完了タスク
に関連したすべてのユーザー・ジャーナル・レコード、または
JCRUTRID (ユーザー・ヘッダー) フィールドで高位ビットが
設定されているすべてのユーザー・ジャーナル・レコードのこ
とです。) DFHUSBP は、アクティブ・ユーザー・レコードを
ユーザー出口 XRCINPT に与えます。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHUSBP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHER5732 applid User recovery completed
説明: 緊急再始動時に、CICS は、CICS モジュール
DFHUSBP が処理を終了するときにこのメッセージを出しま
す。 DFHUSBP は、アクティブ・ユーザー・レコードをユー
ザー出口 XRCINPT に与えます。 (アクティブ・ユーザー・レ
コードとは、未了タスクに関連する、または JCRUTRID (ユー
ザー・ヘッダー) フィールドの最上位ビットが設定されてい
る、すべてのユーザー・ジャーナル・レコードのことです。)
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHUSBP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHER5750 applid DL/I backout beginning
説明: 緊急再始動時に、CICS は、CICS モジュール
DFHDLBP が処理を開始するときにこのメッセージを出しま
す。 (DFHDLBP は、未完了タスクにより行われた DL/I デー
タベースの変更をバックアウトします。未完了タスクとは異常
終了が前に起きたときに未完了であったタスクのことです。)
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHDLBP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHER5751 applid No DL/I backout required
説明: 緊急再始動時に、CICS は、バックアウトする必要のあ
る DL/I データベースの変更を CICS モジュール DFHDLBP
が見つけられないときに、このメッセージを出します。
(DFHDLBP は、未完了タスクにより行われた DL/I データベ
ースの変更をバックアウトします。未完了タスクとは異常終了
が前に起きたときに未完了であったタスクのことです。)
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHDLBP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHER5752 applid DL/I backout complete
説明: 緊急再始動時に、CICS は、CICS モジュール
DFHDLBP が処理を終了するときにこのメッセージを出しま
す。 (DFHDLBP は、未完了タスクにより行われた DL/I デー
タベースの変更をバックアウトします。未完了タスクとは異常
終了が前に起きたときに未完了であったタスクのことです。)
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHDLBP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール
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DFHER5754 applid Backout data present for following
PSB(s) but no PDIR entry exists: psblist.
Reply 'GO' or 'CANCEL'.

説明: 緊急再始動時に、CICS は、PDIR (PSB ディレクトリ
ー・リスト) に項目のない PSB (DL/I プログラム仕様ブロッ
ク) を必要とするバックアウト・レコードを検出しました。こ
のエラーが起こる理由は、異常終了した前の CICS 実行時に使
用されていたものとは異なる PDIR をユーザーが誤って使用し
ていることであると思われます。
システムの処置: 「GO」と応答すると、CICS は未定義 PSB
のレコードを無視し、再始動を続行します。「CANCEL」と応
答するとシステム・ダンプが作成され、CICS は異常終了しま
す。
ユーザーの処置: 「CANCEL」と応答するのが安全策です。
CICS を再始動する前に、PDIR を修正するか、あるいは SIT
オプションまたはオーバーライドに正しい接尾部 PDIR を指定
してください。
モジュール: DFHDLBP
宛先: コンソール

DFHER5760 applid Message and ISC state recovery
beginning

説明: 緊急再始動時に、CICS は、CICS モジュール
DFHTCBP が処理を開始するときにこのメッセージを出しま
す。 (DFHTCBP は、セッション再同期のときに使用できるよ
うに、端末メッセージとシステム間結合状態をリカバリーしま
す。)
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHTCBP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHER5761 applid No message or ISC state recovery
required

説明: セッション同期が影響を受けたときに前のシステム・リ
カバリーが行われませんでした。そのため CICS モジュール
DFHTCBP はリカバリーを行う必要はありません。
(DFHTCBP は、セッション再同期のときに使用できるよう
に、端末メッセージとシステム間結合状態をリカバリーしま
す。)
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHTCBP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHER5762 applid Message and ISC state recovery
completed

説明: CICS モジュール DFHTCBP は処理を終了しました。
(DFHTCBP は、セッション再同期のときに使用できるよう
に、端末メッセージとシステム間結合状態をリカバリーしま
す。)
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHTCBP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHER5763 applid Message and ISC state recovery
failed. CICS logic error.

説明: CICS モジュール DFHTCBP は失敗しました。
システムの処置: CICS は終了して、異常終了コード ABP3
を出します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHTCBP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHEVxxxx メッセージ

DFHEV1020S filename Logical Unit lunit is either invalid
for this partition or is set to UA or IGN.

説明: ファイル filename をオープンしようとしたとき、論理
装置 lunit が有効でないか、あるいは DLBL に UA または
IGN として定義されていないことが検出されました。
システムの処置: オープンは行われず、オープンを要求したモ
ジュールに戻りコード 8 以上が戻されます。
ユーザーの処置: ファイルが UA または IGN として定義さ
れているかどうか、ファイルの DLBL を検査してください。
そのように定義されているなら、それを変更してジョブを再サ
ブミットしてください。
モジュール: DFHEVOP
宛先: コンソール

DFHEV4020S filename PUT failed. Unsupported mode.
説明: PUT LOCATE が必要なのか PUT MOVE が必要なの
か判別できなかったため、ファイル filename の PUT 操作は失
敗しました。

システムの処置: PUT の要求を行ったモジュールにエラーが
返されます。
ユーザーの処置: エラーの処理は、PUT を要求したモジュー
ルの責任です。 ファイルは、PUT 操作用にオープンされなか
ったか、あるいはストレージの上書きが行われました。追加の
メッセージおよび異常終了がないかどうか検査してください。
モジュール: DFHEVPG
宛先: コンソール

DFHEV4030S filename GET failed. Unsupported mode.
説明: GET LOCATE が必要なのか GET MOVE が必要なの
か判別できなかったため、ファイル filename の GET 操作は失
敗しました。
システムの処置: GET の要求を行ったモジュールにエラーが
返されます。
ユーザーの処置: エラーの処理は、GET を要求したモジュー
ルの責任です。 ファイルは、PUT 操作用にオープンされなか
ったか、あるいはストレージの上書きが行われました。追加の
メッセージおよび異常終了がないかどうか検査してください。
モジュール: DFHEVPG
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宛先: コンソール

DFHEV5010I CICS is busy. VSE MSG command has
been rejected.

説明: トランザクションを起動する 255 個の MSG コマンド
が現在キューに入れられているため、CICS は MSG コマンド
を受け入れることができません。
システムの処置: CICS は MSG コマンドを拒否します。
ユーザーの処置: MSG コマンドを再入力してください。
モジュール: DFHEVAS
宛先: コンソール

DFHEV9910W filename Unable to allocate storage for DTF.
説明: DTF に必要なストレージを割り振ることができなかっ
たため、ファイル filename の DTF の LE 作成が失敗しまし
た。 そのファイル用の DTF がないため、そのファイルに関し
て入出力操作を行うことはできません。
システムの処置: 戻りコードを最小値 8 に設定して呼び出し
モジュールに戻ります。
ユーザーの処置: エラーの処理は、OPEN を要求したモジュ
ールの責任です。 メッセージ DFHEV9920 を検査して LE 戻
りコードを確認し、呼び出しモジュールからの追加メッセージ
および異常終了がないかどうか調べてください。

使用可能な GETVIS スペースが不十分である可能性がありま
す。 ジョブを再始動する前に、JCL EXEC ステートメントの
SIZE パラメーターを設定するか (設定されていない場合)、あ
るいは区画のサイズを増やすことにより、GETVIS 域を増やし
てください。
モジュール: DFHEVOP
宛先: コンソール

DFHEV9920S filename DTF Builder failed: reason Error
code: rc.

説明: reason およびエラー・コード rc のため、ファイル
filename の DTF の LE 作成が失敗しました。
システムの処置: Open は失敗し、戻りコードは最小値 8 に
設定されます。

ユーザーの処置: このファイルがなくても、続行することは可
能です。 オープンを要求しているプログラムは、このオープン
の失敗を処理し、適切な処置を実行する必要があります。

LE 作成プログラムのエラー・コードを検査し、問題が再発す
るのを防ぐために必要な修正処置を実行してください。
モジュール: DFHEVOP
宛先: コンソール

DFHEV9930S filename DCB does not have an associated
DFHSIOCT Structure.

説明: ファイル filename の DTF の作成を取り扱うコード
が、そのファイルの定義にエラーがあるのを検出しました。
DFHSIOCT 構造を見つけることができませんでした。
システムの処置: OPEN は失敗し、戻りコードは最小値 8 に
設定されます。
ユーザーの処置: どのファイルのオープンが失敗するかによっ
て、これは重大な問題となる場合もあれば、そうでない場合も
あります。 適切な処置を実行するのは、オープン要求を出した
プログラムの責任です。

追加のメッセージおよび異常終了がないかどうか検査してくだ
さい。
モジュール: DFHEVOP
宛先: コンソール

DFHEV9941S filename Label is missing.
説明: DLBL または TLBL のファイル名があらゆるラベル域
で利用できないことが CICS によって判別されたため、ファイ
ル filename の DTF のオープンが試行されませんでした。
システムの処置: DTF のオープンは試行されませんでした。
影響を受けるファイルはオープンされません。
ユーザーの処置: CICS ジョブ、ファイル: PK81745
PSFSDATA A1 Worldwide VM/ESA 会話型モニター・シス
テム PARSTD/CLASSTD または STDLABEL のいずれかに、
ファイルについての適切なラベル・ステートメントがあること
を確認してください。
モジュール: DFHEVOP
宛先: コンソール

DFHEXxxxx メッセージ

DFHEX0001 An abend (code aaa/bbbb) has occurred in
module modname.

説明: 予期しないプログラム・チェックまたは異常終了
aaa/bbbb が、モジュール modname で発生しました。 これは、
外部 CICS インターフェース・コードにエラーが存在する可能
性があることを意味します。

あるいは、予期しないデータが外部 CICS インターフェース呼
び出しで渡されたか、ストレージが上書きされました。

コード aaa は、(該当する場合) 3 桁の 16 進 VSE システム完
了コード aaa (例えば、0C1) です。 VSE コードが該当しない
場合には、このフィールドは 3 つのハイフンで埋められます。
aaa の後に続く 4 桁のコード bbbb は、(該当する場合) 外部
CICS インターフェースにより作成されたユーザー異常終了コ
ードです。 ユーザー異常終了コードが該当しない場合は、この
フィールドは 4 つのハイフンで埋められます。
システムの処置: 例外項目が、外部 CICS インターフェース

の内部トレース・テーブルに作成され、SDUMP がとられま
す。

外部 CICS インターフェースは現行要求を終了し、さらにほか
の EXCI 要求が処理できるように整合性のとれた状態にリカバ
リーしようとします。 EXCI CALL API を使用したアプリケ
ーションの場合は、ESTAE_INVOKED の REASON とともに
EXCI_SYSTEM_ERROR の応答がアプリケーションに戻されま
す。 EXCI EXEC API を使用したアプリケーションの場合
は、呼び出しレベル ESTAE ルーチンが呼び出されたか EXEC
レベル ESTAE ルーチンが呼び出されたかに応じて、
ESTAE_INVOKED または EXEC_ESTAE_INVOKED の
EXEC_RESP2 とともに、LINKERR の EXEC_RESP がアプリ
ケーションに戻されます。
ユーザーの処置: VSE コード aaa がある場合には、それを
「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション
『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『OS/390
API 異常終了コード』で調べてください。

該当する場合には、詳細について、 557 ページの『第 2 章 ト
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ランザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for
z/VSE)』 の異常終了コード bbbb の説明を参照してくださ
い。

この問題を解決するには、IBM の支援が必要な場合がありま
す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」
の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXCPRH、DFHXCEIP
宛先: コンソール

DFHEX0002 A severe error (code X'code') has occurred
in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。
コード X'code' は、エラーが何であり、エラーがどこで検出さ
れたかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目が EXCI 内部トレース・テーブル
内に作成されます (メッセージ内の X'code')。 システム・ダン
プがとられます。

これはクリティカル・エラーであり、EXCI 要求が終了しま
す。 外部 CICS インターフェースは、さらに他の EXCI 要求
が出されるように整合性のとれた状態にリカバリーしようとし
ます。 EXCI CALL API を使用するアプリケーションの場
合、アプリケーションに戻された EXCI_REASON はエラーの
理由を示します。 EXCI EXEC API を使用するアプリケーシ
ョンの場合、RETCODE 域の EXEC_RESP2 フィールドに理由
が戻されます。
ユーザーの処置: この障害は、外部 CICS インターフェー
ス・コードに重大エラーがあることを示します。 EXCI 例外ト
レース項目についての詳細は、「CICS Problem Determination
Guide」を参照してください。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHXCPRH、DFHXCEIP
宛先: コンソール

DFHEX0003 A GETMAIN request in module modname
(code X'code') has failed. Reason X'rc'.

説明: ストレージ要求がモジュール modname によって出され
ましたが、それは失敗して戻りコード rc が出されました。

コード X'code' は、要求が出された場所を一意的に識別する例
外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目が EXCI 内部トレース・テーブル
内で作成されます (メッセージ内のコード X'code')。 これはク
リティカル・エラーであり、EXCI 要求が終了します。 外部
CICS インターフェースは、さらに他の EXCI 要求が出される
ように整合性のとれた状態にリカバリーしようとします。

EXCI CALL API を使用するアプリケーションの場合、アプリ
ケーションに戻された EXCI_REASON は障害の位置を示しま
す。

EXCI EXEC API を使用するアプリケーションの場合、
RETCODE 域の EXEC_RESP2 フィールドに障害の位置が戻さ
れます。

EXCI_REASON および 603 の EXCI_RESP の場合、EXCI モ
ジュール DFHXCPRH はさらに ESTAE 出口を駆動する異常
終了 0410 を出します。 メッセージ DFHEX0001 が出され、
SDUMP がとられます。

ユーザーの処置: 「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」
のセクション『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にあ
る『OS/390 API 戻りコード』で VSE 戻りコード rc を調べ
てください。

理由が不十分なストレージである場合、バッチ EXCI ジョブの
領域を大きくしてください。

この問題を解決するには、IBM の支援が必要な場合がありま
す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」
の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXCPRH、DFHXCTRI
宛先: コンソール

DFHEX0004 Jobname: jobname, Execname: execname,
Syslogid: syslogid, Applid: applid.

説明: このメッセージはメッセージ DFHEX0001 に付随して
出され、EXCI ジョブの接続先の jobname、execname、
syslogid、および applid を提供します。 挿入値が不明である
か、指定されていない場合、メッセージ挿入は Unknown とな
ります。 例えば、execname が EXCI ジョブで必須のもので
はなく、これが省略されて DFHEX0004 が出された場合は、
execname の挿入値は Unknown になります。
システムの処置: DFHEX0001 のシステム処置に従います。
ユーザーの処置: DFHEX0001 のユーザーの処置に従ってくだ
さい。
宛先: コンソール
モジュール: DFHXCPRH、DFHXCEIP

DFHEX0101 Unable to start interregion communication
because DFHIRP services are down level.

説明: 使用されている DFHIRP のバージョンが、外部 CICS
インターフェース (EXCI) モジュール DFHXCPRH のレベル
よりも低いレベルです。
システムの処置: EXCI 割り振りパイプ要求が拒否され、戻り
コードがバッチ・アプリケーションに戻されました。
ユーザーの処置: SVA 内の DFHIRP モジュールのレベル
が、使用されている最新の CICS のバージョンのレベルと一致
するように、そのモジュールのレベルを更新してください。
モジュール: DFHXCPRH
宛先: コンソール

DFHEX0110 EXCI SDUMP has been taken. Dumpcode:
dumpcode, Dumpid: dumpid.

説明: このメッセージは、外部 CICS インターフェース・モ
ジュール DFHXCDMP によって出された VSE SDUMP が正
常に完了した際に出されます。 前のメッセージで示されるエラ
ーによって、システム・ダンプをとるように DFHXCDMP が
呼び出されました。

ダンプ・コード dumpcode は、外部 CICS インターフェースの
問題を識別する 8 文字のシステム・ダンプ・コードです。 シ
ステム・ダンプ・コードは、接頭部 DFH を除いた EXCI メッ
セージ番号です。

dumpid は、このダンプを識別する固有な 9 文字の文字列で
す。
システムの処置: EXCI 要求を終了します。
ユーザーの処置: 詳細については、dumpcode によって示され
る EXCI メッセージを参照してください。
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この問題を解決するには、IBM の支援が必要な場合がありま
す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」
の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXCDMP
宛先: コンソール

DFHEX0112 SDUMPX request failed - reason X'nn'.
説明: 外部 CICS インターフェースから出された VSE
SDUMPX 要求は正常に完了しませんでした。 考えられる失敗
の理由 (reason ) は、次のとおりです。
ONLY PARTIAL DUMP

ダンプされるストレージ域の数が、1 つの SDUMPX
要求に許可されている最大数を超えています。

NO SYSDUMP LIBRARY AVAILABLE

CICS ジョブに SYSDUMP ライブラリーが定義され

ていません。 VSE SYSDUMPC ジョブ制御オプショ

ンが有効である場合、ダンプは抑止されますが、そう

でない場合には、ダンプは SYSLST にリダイレクト

されます。

SYSDUMP LIBRARY IS FULL

CICS ジョブに定義されている SYSDUMP ライブラ

リーがいっぱいです。 VSE SYSDUMPC ジョブ制御

オプションが有効である場合、ダンプは抑止されます

が、そうでない場合には、ダンプは SYSLST にリダ

イレクトされます。

REJECTED BY VSE, REASON = X'nn'

ユーザーの処置 (例えば、CICS ジョブの OPTIONS
ステートメントに NOSYSDUMP を指定したこと)
のため、あるいは SDUMPX ルーチンにおける入出

力エラーまたは終了エラーのために、VSE は

SDUMPX 要求を拒否しました。 X'nn' は SDUMPX
理由コードです。

NOT AUTHORIZED FOR EXCI

SDUMPX は、外部 CICS インターフェースに対し

ては許可されていません。

INSUFFICIENT STORAGE

EXCI は、SDUMPX 要求の実行中にストレージに関

して OS/390 GETMAIN を出しました。 この

GETMAIN は VSE により拒否されました。

システムの処置: EXCI は、ダンプが成功したかのように続行

します。

ユーザーの処置: ユーザーの処置は、障害が起きた理由

(reason ) によって異なります。

ONLY PARTIAL DUMP

VSE 問題判別方式を用いて、部分ダンプがとられた

理由を判別してください。SDUMPX 戻りコードの説

明については、「z/VSE System Macros Reference」を

参照してください。

NO SYSDUMP LIBRARY AVAILABLE

CICS ジョブに SYSDUMP ライブラリーを定義し、

それから SDUMP 要求が再び出されるようにしてく

ださい。 SYSDUMP ライブラリーの定義方法につい

ては、「z/VSE Diagnosis Tools」を参照してくださ

い。

SYSDUMP LIBRARY IS FULL

ダンプ・ライブラリーから一部のダンプを消去し、

SDUMP 要求が再び出されるようにしてください。

SYSDUMP ライブラリーを削除、またはダンプをオ

フロードする方法については、 「z/VSE Diagnosis

Tools」を参照してください。

REJECTED BY VSE, REASON = X'nn'

ダンプが故意に抑止されている場合には、処置は必要

ありません。 VSE SDUMPX ルーチンのエラーが原

因でダンプが失敗した場合には、VSE 問題判別方式

を使用してエラーを修正してから、SDUMPX 要求が

再び出されるようにしてください。 SDUMPX 理由

コード X'nn' の説明については、「z/VSE System

Macros Reference」を参照してください。

NOT AUTHORIZED FOR EXCI

SDUMPX が、EXCI の初期設定時に無条件に許可さ

れ、EXCI の実行中は許可されているので、この理由

は表示されないはずです。万一この理由が出された場

合には、EXCI AFCB (許可された機能制御ブロック)
は誤って上書きされたものと思われます。

INSUFFICIENT STORAGE

十分な区画のストレージが OS/390 GETMAIN 要求

で得られるようにしてください。

モジュール: DFHXCDMP
宛先: コンソール

DFHEX0113 EXCI trace Initialization has failed.

説明: EXCI 初期設定時の外部 CICS インターフェース

(EXCI) トレース機能の初期設定の試みが失敗しました。

システムの処置: EXCI 要求はトレース機能なしで続行されま

す。 前のメッセージは障害の原因を識別します。

ユーザーの処置: 障害の原因を判別するには、前のメッセージ

を参照してください。

モジュール: DFHXCTRI
宛先: コンソール

DFHEX0114 Incorrect data has been passed for EXCI

tracing causing a program check in

DFHXCTRP.

説明: EXCI 内部トレース・テーブルに追加するために外部

CICS インターフェース (EXCI) トレース・モジュール

DFHXCTRP に渡された一部のデータに対してアクセスが試み

られたとき、プログラム・チェックが起こりました。

このエラー原因は、トレース・プログラム DFHXCTRP がアク

セスしようとしている、EXCI CALL API 要求で渡されたデー

タが誤っていることだと思われます。

システムの処置: EXCI 要求は終了し、システム・ダンプがと

られます。

ユーザーの処置: ダンプを調べて、誤ったデータの原因を判別

してください。

この問題を解決するには、IBM の支援が必要な場合がありま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHXCTRI
宛先: コンソール
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DFHEX0115 EXCI trace services have been disabled due

to a previous error.

説明: エラーが外部 CICS インターフェース (EXCI) トレー

ス・モジュール DFHXCTRP 内で発生し、メッセージ

DFHEX0001 によって示されました。 エラーの原因が、

DFHXCTRP に渡された誤りのあるデータにアクセスしたため

ではなく、DFHXCTRP でプログラム・チェックが起こったた

めである、とモジュール DFHXCTRI はエラーからリカバリー

しようとする際に判断しました。

システムの処置: EXCI トレース機能はこれ以上エラーを防ぐ

ことはできません。 システム・ダンプがとられます。

ユーザーの処置: エラーの原因を判別するには、DFHEX0001
メッセージおよび SDUMP を参照してください。

この問題を解決するには、IBM の支援が必要な場合がありま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHXCTRI
宛先: コンソール

DFHEX0116 Program check occurred within global trap

exit - DFHXCTRA now marked unusable.

説明: トレース項目を作成した後で、外部 CICS インターフ

ェース (EXCI) トレース・プログラム DFHXCTRP が、EXCI
フィールド開発グローバル・トラップ・プログラム

DFHXCTRA を呼び出しました。 DFHXCTRA の実行中にプ

ログラム・チェックが発生しました。

システムの処置: EXCI は、現在活動状態にある DFHXCTRA
を使用不能としてマークを付け、この TCB のもとで行われる

すべての後続の呼び出しについて、DFHXCTRP の後続の呼び

出しで DFHXCTRA を無視します。 EXCI 要求は終了し、シ

ステム・ダンプがとられます。

ユーザーの処置: ダンプを使用して、プログラム・チェックの

原因を見つけてください。

この問題を解決するには、IBM の支援が必要な場合がありま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

グローバル・トラップ出口の使用にあたっては、必ず IBM サ

ポート担当員と相談するようにしてください。

モジュール: DFHXCTRI
宛先: コンソール

DFHFCxxxx メッセージ

注: opid や termid などの標準メッセージ挿入部分が未定義または判別できない場
合、挿入部分はダッシュで置き換えられます。

DFHFC0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは CICS コードにエラーが存在
する可能性があることを意味します。

他にも次のことが考えられます。
v 予期しないデータが入力された。

v ストレージが上書きされた。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場

合) と、次に続く 4 桁の英数字 CICS コードから成ります。

VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) です。

VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3 つの

ハイフンで埋められます。CICS コードは、異常終了コード、

または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、AKEA
は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ

DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ

ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、

CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終了するかどう

か決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび

コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび

SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ

てください。

次に、 557 ページの『第 2 章 トランザクション異常終了コ

ード (CICS Transaction Server for z/VSE)』で CICS 英数字

コードを調べてください。これにより、例えば、エラーがプロ

グラム・チェック、異常終了、またはランナウェイのどれであ

るかがわかります。また、何らかの手引きが提供されることも

あります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に

不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を

ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないと実行できない場

合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があ

ります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHEFRM、 DFHFCBF、 DFHFCDN、

DFHFCFR、 DFHFCFS、 DFHFCJL、 DFHFCMT、

DFHFCRL、 DFHFCRM、 DFHFCRP、 DFHFCSD、

DFHFCST

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname

宛先: コンソール
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DFHFC0002 applid A severe error (code X'code') has

occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。

コード code は、エラーが何であり、エラーがどこで検出され

たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。

問題の原因を突き止めるためには、例外トレース項目とその直

前の項目を調べてください。 CICS 例外トレース項目について

の詳細は、「CICS Problem Determination Guide」を参照してく

ださい。

システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード code) がト

レース・テーブルに作成されます。エラー・コードが X'046A'

である場合には、システム・ダンプは作成されません。 それ以

外の場合には、ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限

り、システム・ダンプがとられます。

モジュール modname が DFHFCBF である場合、このメッセー

ジが出された後、CICS システムは異常終了し、ダンプが作成

されます。 CICS が終了しないようにダンプ・テーブルで指定

済みであったとしても、これはクリティカル・エラーなので

CICS は終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。これは、CICS コードにエラーの可能性があることを示し

ています。 その影響の重大度は、エラー発生時に実行されてい

た機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。

メッセージが出されたのが 1 回であり、しかもモジュール

modname が CICS システムの実行に不可欠ではない場合に

は、実行を続行し、適当な時間に CICS をダウンさせて問題を

解決することもできます。

このメッセージが繰り返し表示されるか、モジュール modname

を最大限に使用しないとシステムを実行できない場合は、制御

シャットダウンを実行して CICS をダウンさせる必要がありま

す。

メッセージに示されたモジュール modname が DFHFCBF であ

る場合、ダンプを用いて、またこのメッセージの前に多分出さ

れているメッセージも用いて問題を調べてください。 問題を訂

正し、START=AUTO を指定して CICS を再始動してくださ

い。CICS はこれを緊急再始動で解決します。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHEFRM、 DFHFCBF、 DFHFCDN、

DFHFCDTS、 DFHFCEI、 DFHFCFR、 DFHFCFS、

DFHFCJL、 DFHFCL、 DFHFCM、 DFHFCMT、

DFHFCN、 DFHFCRL、 DFHFCRM、 DFHFCRP、

DFHFCSD、 DFHFCST

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

宛先: コンソール

DFHFC0003 applid Insufficient storage (code X'code') in

module modname.

説明: CICS GETMAIN がモジュール modname によって出さ

れましたが、要求を満足させるための十分なストレージがあり

ません。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す

る例外トレース・ポイント ID です。

システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード code) がト

レース・テーブルに作成されます。ダンプ・テーブルで特にダ

ンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、

CICS は続行されます。

該当する場合には、エラー戻りコードがこのドメインの呼び出

し側に送られます。この場合、CICS を呼び出し側 (例えば、

ドメイン・マネージャー DFHDMDM) が終了させることがで

きます。 このことを示すメッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。CICS が別のモジュールによって終了させられた場合に

は、(例えば、ドメイン・マネージャーからの) 関連終了メッセ

ージに注意し、これらのメッセージに関して示されたユーザー

の処置を調べてください。

CICS がまだ実行中である場合には、問題は一時的なものであ

る可能性があります。その場合には、さらに多くの使用可能な

ストレージを得られるようになると、問題も自然に解決されま

す。 モジュール modname なしで済む場合は、CICS の実行を

続行し、都合の良いときにダウンさせて、問題を解決すること

もできます。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはすべての CICS モ

ジュールを最大限に利用しないとシステムを実行できない場合

には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり

ます。

DSA または EDSA のサイズの限界を大きくしてみてくださ

い。 CICS ストレージについての詳細は、「CICS System

Definition and Operations Guide」または「CICS Performance

Guide」を参照してください。

モジュール: DFHFCRP

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

宛先: コンソール

DFHFC0004 applid A possible loop has been detected at

offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要

しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'

で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時

に実行されていた命令のオフセットです。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ

ステム・ダンプがとられます。CICS が終了するようにダン

プ・テーブルで指定しない限り、CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
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ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。CICS が終了しなかった場合は、CICS をダウンさせるほ

ど問題が重大かどうかを判断する必要があります。

一部の CICS 機能は多くの CPU 時間を使用することがあるた

め、このメッセージは長時間実行中の機能が原因で発生した可

能性があります。したがって、これはエラーではない可能性が

あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設

定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で計測) で指定したラン

ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。

これは、モジュール modname が終了し、CICS が続行される

ことを意味しています。

しかし、システム初期設定パラメーターとして ICVR=0 を宣

言し、しかもモジュール modname がループに入ったと考えら

れる場合には、ランナウェイ機能を終了するために CICS を終

了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了し、しかもそれがランナ

ウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間隔を長く

してください。 これを永続的に行うには、適当な時間に CICS
をダウンさせる必要があります。ただし、CEMT トランザクシ

ョンを使用して、ICVR 時間間隔を一時的にオンラインで変更

することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決されない場合には、IBM か

ら援助が必要になります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHEFRM、 DFHFCBF、 DFHFCDN、

DFHFCFR、 DFHFCFS、 DFHFCJL、 DFHFCMT、

DFHFCRL、 DFHFCRM、 DFHFCRP、 DFHFCSD、

DFHFCST

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname

宛先: コンソール

DFHFC0005 applid A hardware error has occurred

(module modname, code X'code'). The

Time-of-Day clock is invalid.

説明: モジュール modname の実行中に、ハードウェア・エラ

ーが発生しました。 ストア・クロック機構は、オペレーティン

グ・システムのためのタイミング機構です。

コード code は、エラーが検出された場所を一意的に識別する

例外トレース・ポイント ID です。

システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード code) がト

レース・テーブルに作成されます。ダンプ・テーブルで特にダ

ンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、

CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード

がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合、CICS
を呼び出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM)
が終了させることができます。 このことを示すメッセージが出

されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。これはおそらくハードウェア・エラーです。まずストア・

クロック機構を調べて、正しく作動しているかどうかを確認し

てください。 ストア・クロックに原因がある場合には、修理ま

たは交換などの適切な処置を行う必要があります。

これが万一ハードウェアの問題ではない場合には、IBM からの

援助が必要になります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: XMEOUT パラメーター: applid、modname、

X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0100I applid File Control initialization has started.

説明: これは、ファイル制御の初期設定が開始されたことを示

す通知メッセージです。

システムの処置: 初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設

定パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。

モジュール: DFHFCRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHFC0101I applid File Control initialization has ended.

説明: ファイル制御の初期設定が正常に完了しました。

システムの処置: 初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設

定パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。

モジュール: DFHFCRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHFC0102 applid File Control initialization has failed.

説明: ファイル制御は、正しい初期設定に失敗しました。

システムの処置: メッセージ DFHSI1521 が出され、初期設定

が終了します。

ユーザーの処置: このエラーはトレース項目によって識別でき

ます。また、前に出されたメッセージによって識別される場合

もあります。 そのエラーに適切な処置をとってください。

モジュール: DFHFCRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHFC0103 applid Required module modname could not

be loaded.

説明: ファイル制御は、モジュール modname を必要としてい

ます。 このモジュールは LIBDEF 検索チェーンから欠落して

いるので、ロードすることができませんでした。

システムの処置: システムは終了し、システム・ダンプが作成

され、コード FC0103 が出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: モジュール modname が LIBDEF 検索チェ

ーンに含まれるようにしてください。

上記が問題の原因でない場合には、IBM からのサポートが必要
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になります。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHFCIN1、DFHFCRP、DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、modname

宛先: コンソール

DFHFC0104 applid Unexpected catalog error.

説明: ファイル制御は、カタログ (CC) ドメインに対して要求

を出しましたが、失敗しました。これは、おそらくカタログ上

の入出力エラーが原因です。

システムの処置: システム・ダンプが作成され、コード

FC0104 が出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: カタログ・ドメインから出されるメッセージ

から、エラーの原因を判別してください。

モジュール: DFHFCRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHFC0105 applid Entry for file filename cannot be

located in the CICS catalog.

説明: ファイル制御の初期設定時に、テーブル・マネージャー

が AFCT 項目を FCT 項目にリンクしている間か、またはテ

ーブル・マネージャーが FCT を DSNAME ブロックに接続す

るために FCT を探索している間に、エラーが発生しました。

システムの処置: CICS 初期設定は異常終了し、トレース項目

が作成されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: カタログに FCT 項目がない理由を調べてく

ださい。 上記が問題の原因でない場合には、FCT を見つける

ことができない理由を判別してください。

モジュール: DFHFCRP

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHFC0106I applid Insufficient storage to satisfy

GETMAIN request in module modname.

説明: ストレージ (SM) ドメインに、CICS 初期設定時に行わ

れた GETMAIN 要求を満たすためのスペースが不足していま

す。

システムの処置: システム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設

定パラメーター MSGLVL=0 によって抑止することができま

す。

モジュール: DFHFCRP

XMEOUT パラメーター: applid、modname

宛先: コンソール

DFHFC0107D applid Unable to load File Control table

DFHFCTxx. Enter either an alternative

suffix, or 'YES', or 'NO'.

説明: ファイル管理テーブル DFHFCTxx を、CICS のコール

ド・スタート時に LIBDEF 検索チェーンから見つけることがで

きませんでした。

システムの処置: ファイル制御の初期設定は、このメッセージ

に対する応答を待ちます。

ユーザーの処置:

v このメッセージに対しては、1 文字または 2 文字の接尾部

で応答して、ファイル制御に DFHFCTxx をロードさせる

か、または

v 「YES」と応答して、接尾部なしの FCT をロードさせる

か、または

v 「NO」と応答して、FCT なしでファイル制御を初期設定し

ます。

モジュール: DFHFCRP

XMEOUT パラメーター: applid、xx

宛先: コンソール

DFHFC0108 applid Invalid reply to message

DFHFC0107D. A 1 or 2 character suffix, or

YES or NO is required

説明: メッセージ DFHFC0107 に対する応答が無効でした。

この応答が長すぎたか、または無効文字が含まれていた可能性

があります。

システムの処置: 再度メッセージ DFHFC0107 が出され、初

期設定が応答を待ちます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHFC0107 に対して応答して

ください。

モジュール: DFHFCRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHFC0109A applid Cold start specified when backout

failure processing is incomplete. Data

integrity is at risk.

説明: 直前に実行された CICS でバックアウト障害が検出さ

れました。 CICS は、影響を受けたデータ・セットをオフライ

ンにしてリカバリーされるように、バックアウト障害を取り扱

う処理を開始しました。しかし、この処理は、CICS が障害を

起こしたときに完了していませんでした。 CICS はコールド・

スタートされたので、直前の CICS 実行からのバックアウト障

害処理は完了していません。 バックアウト障害処理が完了する

ように、CICS は緊急再始動を行うべきでした。 CICS がコー

ルド・スタートされた場合には、バックアウト障害処理は完了

できません。ですから、オフライン・バックアウト・ユーティ

リティーは実行できません。

システムの処置: 影響を受けた VSAM データ・セットが、

CICS ファイルによってこれ以上アクセスされることがないよ

うに、そのデータ・セットには BACKOUT FAILED のマーク

が付けられます。

このメッセージの後に出されるメッセージ DFHFC0305 は、関
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係している VSAM データ・セットを識別します。

ユーザーの処置: 影響を受けたデータ・セットをオフラインに

して、データをリカバリーしてください。 RECOVERY=ALL
が指定されている場合、オフライン順方向リカバリー・ユーテ

ィリティーと保存された順方向リカバリー・ログの両方を用い

て、障害が起きた時点の状態までデータ・セットを順方向リカ

バリーさせることができます。 この場合には、オフライン・バ

ックアウト・ユーティリティーを使用することはできません。

整合性のあるポイントまでデータをリストアするための何らか

の別の方法を使用する必要があります。 データ・セットがリカ

バリーされた場合には、CEMT SET DSNAME NORMAL コ

マンドを使用してバックアウト障害状態をリセットし、CICS
ファイルがそのデータ・セットをアクセスできるようにしてく

ださい。

モジュール: DFHFCRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHFC0110 applid Error, a xxxx version of DFHFCTxx

has been loaded.

説明: DFHFCRP が、CICS リリース xxxx 用にアセンブルさ

れた DFHFCTxx をロードしました。 前のリリースに対して

アセンブルされた FCT で CICS を実行することは有効ではあ

りません。

システムの処置: ファイル制御の初期設定ならびに CICS コ

ールド・スタートは終了します。

ユーザーの処置: 使用中の CICS リリース用に DFHFCTxx

を再アセンブルしてください。 CICS をコールド・スタートす

る。

モジュール: DFHFCRP

XMEOUT パラメーター: applid、xxxx、DFHFCTxx

宛先: コンソール

DFHFC0112 applid Install of remote FCT entry filename

failed. SYSID sysid, specified in the entry,

is the local SYSID.

説明: DFHFCRP が、アセンブル済み FCT からファイル

filename のインストールを試みました。 このファイルは

TYPE=REMOTE として定義されていましたが、指定された

SYSIDNT sysid がこのローカル・システムのシステム ID であ

ったため、このインストールは失敗しました。

システムの処置: ファイル filename はインストールされず、

ファイル制御の初期設定は続行されます。

ユーザーの処置: FCT 内の filename の項目を調べて、その項

目をローカル項目 (TYPE=FILE) にするか、または指定された

SYSIDNT を訂正してください。

モジュール: DFHFCRP

XMEOUT パラメーター: applid、filename、sysid

宛先: コンソール

DFHFC0200I date time applid File filename has been

allocated to data set dataset.

説明: このメッセージは、ファイル filename のデータ・セッ

ト dataset への動的割り振りに関するレコードを提供します。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFCN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、filename、dataset

宛先: CSFL

DFHFC0201I date time applid File filename has been

deallocated.

説明: このメッセージは、ファイル filename の動的割り振り

解除に関するレコードを提供します。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFCN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、filename

宛先: CSFL

DFHFC0202I date time applid terminal userid tranid FCT

entry for filename has been added.

説明: このメッセージは、FCT 項目 filename の動的追加に関

するレコードをシステムに提供します。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFCMT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、filename

宛先: CSFL

DFHFC0203I date time applid terminal userid tranid FCT

entry for filename has been deleted.

説明: このメッセージは、FCT 項目 filename の動的削除に関

するレコードを提供します。

このメッセージは、システムにすでに存在するファイルが

RDO でインストールされている場合に出されます。 このメッ

セージに続いて、新しいファイル定義が追加されたことを示す

メッセージ DFHFC0202 が出されます。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFCMT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、filename

宛先: CSFL

DFHFC0204I date time applid terminal userid tranid FCT

entry for filename has been updated.

説明: このメッセージは、OPEN、CLOSE、ENABLE および

DISABLE 以外の FCT 項目の更新に関するレコードを提供し

ます。
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FCT 項目は、EXEC CICS SET FILE コマンドまたは CEMT
SET FILE コマンドによって更新されます。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFCMT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、filename

宛先: CSFL

DFHFC0205I date time applid terminal userid tranid

SHRCTL block for LSR pool lsrpool has

been updated.

説明: このメッセージは、SHRCTL ブロックの更新に関する

レコードを提供します。

VSAM LSR プール 1 から 15 についての SHRCTL ブロック

が存在し、これは LSRPOOL オブジェクトの RDO インスト

ールによって更新されます。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFCRL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、lsrpool

宛先: CSFL

DFHFC0206 date time applid terminal userid tranid AFCT

entry for filename has been added.

説明: このメッセージは、リモート・ファイル filename の動

的追加に関するレコードをシステムに提供します。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHAFMT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、filename

宛先: CSFL

DFHFC0207 date time applid terminal userid tranid AFCT

entry for filename has been deleted.

説明: このメッセージは、リモート・ファイル filename の動

的削除に関するレコードを提供します。

これは、システム内にすでに存在するリモート・ファイルが

RDO を使用して削除されるときに出されます。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHAFMT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、filename

宛先: CSFL

DFHFC0208I applid LSR pool lsr_pool_id is being built

dynamically by CICS because the following

are not defined: 'CI_SIZE' 'STRINGS'

'MAXKEYLENGTH'. A delay is possible.

説明: パラメーター (CI サイズ、ストリングおよび

maxkeylength) のうちの 1 つまたは複数が LSR プールに関し

て定義されていない場合、CICS は、この LSR プールに割り

振られたデータ・セットの VSAM カタログからの情報を使用

して、サイズを計算します。

このメッセージの中で、CI_SIZE は、LSRPOOL のリソース定

義の中の DATA BUFFERS および INDEX BUFFERS に指定

された値と関連があります。 LSRPOOL の定義についての詳

細は、「CICS Resource Definition Guide」を参照してくださ

い。

システムの処置: CICS は、LSR プール・サイズを計算するの

に必要な情報を入手するために、VSAM SHOWCAT 要求を出

します。 いずれかのデータ・セットが移行されている場合、

SHOWCAT は予想以上に時間がかかることがあります。

ユーザーの処置: SHOWCAT 処理が原因でかなりの遅延が生

じる場合には、ユーザーは、移行済みのデータ・セットが再呼

び出しされるのを待ち、LSR プール・サイズの計算が完了する

のを待つ必要があります。 将来、同様の問題が起こるのを避け

たいなら、LSR プールを明示的に定義することを考慮してくだ

さい。 このメッセージには、欠落パラメーターが含まれていま

す。

通常は、遅延は生じません。その場合にはユーザーの処置は不

要です。

このメッセージは、システム初期設定パラメーター

MSGLVL=0 で抑止することができます。

モジュール: DFHFCL

XMEOUT パラメーター: applid、lsr_pool_id、

'CI_SIZE'、'STRINGS'、'MAXKEYLENGTH'

宛先: コンソール

DFHFC0300 applid (tranid termid) purge deferred due to

incomplete I/O operation on VSAM file

'filename'.

説明: FORCE を使用してトランザクションが除去されようと

しました。 トランザクション tranid は、現在、VSAM ファイ

ル filename での入出力操作の完了を待っています。 termid

は、このトランザクションを実行している端末を識別します。

データ・セット名は、このメッセージに続いて出されるメッセ

ージ DFHFC0305 に示されます。

システムの処置: トランザクションは、入出力操作が完了する

のを待ち、それから除去の実行が許可されます。 これは、デー

タ保全性が損なわれないようにするためです。 入出力操作が完

了すると、トランザクションは終了して、トランザクション異

常終了コード AFCY が出されます。

ユーザーの処置: トランザクションが数秒以内に終了しない場

合には、入出力の待ちが本物である (例えば、別の CPC が

DASD ボリュームを予約済みである) 可能性があります。この

場合には、入出力状態が解除になってからもう一度試みてくだ

さい。
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あるいは、データの保全性を確保するために確実に CICS を終

了させて緊急再始動をしなければならないようなシステム問題

が生じている可能性があります。 この場合には、CICS を終了

し、緊急再始動を実行してください。

モジュール: DFHFCVR

XMEOUT パラメーター: applid、tranid、termid、filename

宛先: コンソール

DFHFC0301 applid (tranid termid) purge deferred due to

incomplete I/O operation on DAM file

'filename'.

説明: FORCE を使用してトランザクションが除去されようと

しました。 トランザクション tranid は、現在、VSAM ファイ

ル filename での入出力操作の完了を待っています。 termid

は、このトランザクションを実行している端末を識別します。

データ・セット名は、このメッセージに続いて出されるメッセ

ージ DFHFC0305 に示されます。

システムの処置: トランザクションは、入出力操作が完了する

のを待ち、それから除去の実行が許可されます。 これは、デー

タ保全性が損なわれないようにするためです。 入出力操作が完

了すると、トランザクションは終了して、トランザクション異

常終了コード AFCY が出されます。

ユーザーの処置: トランザクションが数秒以内に終了しない場

合には、入出力の待ちが本物である (例えば、別の CPC が

DASD ボリュームを予約済みである) 可能性があります。この

場合には、入出力状態が解除になってからもう一度試みてくだ

さい。

あるいは、データの保全性を確保するために確実に CICS を終

了させて緊急再始動をしなければならないようなシステム問題

が生じている可能性があります。 この場合には、CICS を終了

し、緊急再始動を実行してください。

モジュール: DFHFCBD

XMEOUT パラメーター: applid、tranid、termid、filename

宛先: コンソール

DFHFC0302 applid (tranid termid) CICS terminating.

Failure while waiting for I/O operation on

VSAM file 'filename'.

説明: トランザクション tranid が VSAM ファイルでの入出

力操作の完了を待っているときに DISASTER タイプ・エラー

が発生しました。この VSAM ファイルのファイル名およびデ

ータ・セット名は、このメッセージの後に出されるメッセージ

DFHFC0305 に示されます。 termid は、このトランザクショ

ンを実行している端末を識別します。

システムの処置: CICS は、システム・ダンプ (ダンプ・コー

ド FC0302) を作成して終了します。

ユーザーの処置: この問題は、前のエラーが原因になっていま

す。 前に出されたメッセージおよび戻りコード (例えば、タス

ク指名プログラム・ドメインからのもの) および関連トレース

項目およびダンプを調べてください。

問題がアプリケーションのエラーに結びつかない場合は、IBM
からのサポートが必要になります。 手順については、「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHFCVR

XMEOUT パラメーター: applid、tranid、termid、filename

宛先: コンソール

DFHFC0303 applid (tranid termid) CICS terminating.

Failure while waiting for I/O operation on

DAM file 'filename'.

説明: トランザクション tranid が DAM ファイル filename

に対する入出力操作の完了を待っているときに、DISASTER タ

イプ・エラーが発生しました。

termid は、このトランザクションを実行している端末を識別し

ます。

システムの処置: CICS は、システム・ダンプ (ダンプ・コー

ド FC0303) を作成して終了します。

ユーザーの処置: この問題は、前のエラーが原因になっていま

す。 前に出されたメッセージおよび戻りコード (例えば、タス

ク指名プログラム・ドメインからのもの) および関連トレース

項目およびダンプを調べてください。

問題がアプリケーションのエラーに結びつかない場合は、IBM
からのサポートが必要になります。 手順については、「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHFCBD

XMEOUT パラメーター: applid、tranid、termid、filename

宛先: コンソール

DFHFC0304 applid Dump taken in module_name due to a

file control OPEN/CLOSE error.

説明: このメッセージは、DFHFCFS が OPEN 要求または

CLOSE 要求を行った後に出されます。この OPEN 要求また

は CLOSE 要求は、エラーのため完了しました。 この特定の

エラーは、別のメッセージによって識別されています。 多くの

場合、エラーを識別するメッセージは、このメッセージの前に

表示されますが、エラーが共用リソース・プールの作成中に発

生した場合には、このメッセージの後に表示されます。

この障害は、次のいずれかとして識別されます。

v 無効な要求 (OPEN でも CLOSE でもない) が送られた。

v サブタスク障害があった。

v 「DSNAME NOT FOUND」または「VSAM CATALOG
DOMAIN NOT FOUND」以外のシステム障害があった。

v 共用リソース・プールの構築中に障害があった。

システムの処置: トレース項目が作成され、ダンプ・コード

FC0304 のダンプがとられます。

ユーザーの処置: トレース項目およびダンプを調べて障害を見

つけ出してください。

モジュール: DFHFCL、DFHFCM、DFHFCN

XMEOUT パラメーター: applid、module_name

宛先: コンソール

DFHFC0305 applid Message msgno file 'filename' dsname

'dataset'.

説明: このメッセージは、メッセージ

DFHFC0109、DFHFC0300、DFHFC0302、または DFHFC0307
の後に出されます。このメッセージは、これらのメッセージの
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中に引用されている VSAM データ・セット名を識別していま

す。

このメッセージが DFHFC0109 の次に出された場合には、これ

は DFHFCRP から出されています。 その場合、それは無関係

なので、メッセージの中の filename は unknown に設定されま

す。

このメッセージが DFHFC0300 または DFHFC0302 の次に出

された場合には、このメッセージは DFHFCVR から出されて

います。

このメッセージが DFHFC0307 の次に出された場合には、この

メッセージは DFHFCVS から出されています。

システムの処置: 処理は、メッセージ DFHFC0109、

DFHFC0300、DFHFC0302 または DFHFC0307 (該当するいず

れかのもの) に指定された方法で続行されます。

ユーザーの処置: この情報を参照している前に出されたメッセ

ージを見つけて、そのメッセージに関するユーザーの処置を行

ってください。

モジュール: DFHFCRP、DFHFCVR、DFHFCVS

XMEOUT パラメーター: applid、msgno、filename、dataset

宛先: コンソール

DFHFC0306 applid Update via file filename rejected.

Associated data set has failed backout.

説明: バックアウトに失敗したデータ・セットに関連したファ

イル filename を更新するタスクが試みられました。

データ保全性を確保するために、更新要求は拒否されました。

システムの処置: タスクは異常終了し、異常終了コード AFC9
が出されます。そして例外トレースが作成されます。

ユーザーの処置: データ・セットを更新するためには、デー

タ・セットをリカバリーする必要があります。 詳細について

は、その前のバックアウト障害のメッセージを参照してくださ

い。

モジュール: DFHFCVS

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHFC0307 applid I/O error on file 'filename', component

code X'code'. File is temporarily disabled.

説明: VSAM ファイル filename を更新する要求の後で、

VSAM によって入出力エラーが報告されました。

ファイルが LSR で指定されたので、VSAM は、要求を処理す

るために割り当てたバッファーをまだ解放していません。 した

がって、CICS はこれらのバッファーを解放するために特別な

処置をとる必要があります。

ファイルに関連付けられたデータ・セット名は、次に出される

メッセージ DFHFC0305 にありますが、このエラーは別の場所

で検出された可能性があります。 このことは、コンポーネン

ト・コード X'code' の値によって示されます。 出される可能性

のある値とそれに対応するエラーの場所は、次のとおりです。

v X'00' または X'01' - 基本クラスター

v X'02' または X'03' - 代替索引

v X'04' または X'05' - 更新セット

システムの処置: VSAM 出力バッファーを解放するために、

このファイルは静止状態にされ、クローズされた後、再オープ

ンされます。 このファイルは、クローズが正常に完了するま

で、今後このファイルを使用するユーザーに対して

「UNENABLED」と表示し、このファイルを使用する要求に対

して「NOTOPEN」と表示します。エラーを検出したアプリケ

ーション要求は、「IOERR」応答を受け取ります。

ユーザーの処置: インストール・システムは、入出力エラーの

ための標準手順にしたがう必要があります。 データ・セット名

およびコンポーネント・コードは問題を識別するのに役立つ場

合がありますが、この特定のメッセージに応答するために特別

な処置がさらに要求されることはありません。

モジュール: DFHFCVS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0313I applid VSAM has returned an error with an

RPL feedback - return code: X'rc'

component code: X'cc' error code: X'ec' for

file: filename and dsname: dataset. The data

set may be out of synch with its Alternate

Indices.

説明: VSAM が VSAM ファイル filename についてエラーを

戻しました。 アプリケーションは ILLOGIC 応答を戻されて

いるはずです。 このことは、コンポーネント・コード X'cc' の

値によって示されます。 出される可能性のある値とそれに対応

するエラーの場所は、次のとおりです。

v X'00' または X'01' - 基本クラスター

v X'02' または X'03' - 代替索引

v X'04' または X'05' - 更新セット

システムの処置: アプリケーションに ILLOGIC 応答が戻され

ます。

ユーザーの処置: このファイルに基づいて代替索引を削除、再

定義、または再作成する必要があるかもしれません。

モジュール: DFHFCVS

XMEOUT パラメーター:

applid、X'rc'、X'cc'、X'ec'、filename、dataset

宛先: コンソール

DFHFC0400 applid This CICS system is not authorized

to provide shared access to data tables -

reason code X'code'.

説明: CICS はデータ・テーブルをオープンしようとしていま

すが、他の CICS システムとのテーブルの共用を行うための準

備をすることができませんでした。リソース名

DFHAPPL.applid への更新アクセスのセキュリティー検査が失

敗したためです。 理由コード X'code' の値は、セキュリティー

検査の障害の理由についての詳細を示しています。 この値は、

X'ffrraaaa' の形式であり、ff は障害のあった許可検査を識別

し、rr は SAF からのレジスター 15 の戻りコードを示し、

aaaa は ESM 戻りコードです。 SAF 戻りコードについての説

明は、「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクシ

ョン『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『基本
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セキュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照し

てください。

X'ff' の値は次のとおりです。

X'01' アクセスが AUTH セキュリティー検査によって拒

否されました。

X'02' アクセスが、FASTAUTH セキュリティー検査によっ

て拒否されました。

システムの処置: CICS は正常に続行されます。ただし、権限

が認められ、そのテーブルが次にオープンされるまで、他の

CICS システムは、この CICS システムが作成したデータ・テ

ーブルを共用することはできません。

ユーザーの処置: データ・テーブルに共用アクセスを行うため

に必要な権限が CICS にあるかどうかを確認してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0401 applid This CICS system is now authorized

to provide shared access to data tables.

説明: CICS がデータ・テーブルをオープンしようとしていま

す。 許可検査が失敗し、そのためこの CICS システムが、他

の CICS システムとデータ・テーブルを共用する準備を行えな

かっため、以前にメッセージ DFHFC0400 が出されました。検

査は再試行され、成功しました。

システムの処置: CICS は正常に続行されます。特定の許可検

査を受ければ、他の CICS システムは、このシステムのデー

タ・テーブルを共用することができるようになります。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHFC0406 applid This CICS system is not authorized

for shared access to any data tables owned

by the CICS system with applid applid2 -

reason code X'code'.

説明: リモート・ファイル・リソースについてのファイル要求

が、メッセージに示されたアプリケーション ID を持つ CICS
システムに渡されます。 リモート・システムは、共用データ・

テーブル・サーバーとして登録されましたが、リソース名

DFHAPPL.applid2 (applid2 はデータ・テーブル所有 CICS シ

ステムのアプリケーション ID) への読み取りアクセスのセキュ

リティー検査に失敗したため、このシステムがそのテーブルに

アクセスすることはできません。 理由コード X'code' の値は、

バインド・セキュリティー検査の障害の理由についての詳細を

示しています。 この値の形式は X'ffrraaaa' であり、ff は失敗

した許可検査を識別します。 rr は、SAF からのレジスター

15 の戻りコードを示し、aaaa は ESM 戻りコードです。 SAF
戻りコードについての説明は、「z/VSE メッセージおよびコー

ド 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび SVC
エラー』にある『基本セキュリティー・マネージャー (BSM)
戻りコード』を参照してください。

X'ff' の値は次のとおりです。

X'01' アクセスが AUTH セキュリティー検査によって拒

否されました。

X'02' アクセスが、FASTAUTH セキュリティー検査によっ

て拒否されました。

システムの処置: CICS は正常に続行されます。そして、認可

が与えられるまで、指定のリモート・システムに向けられたこ

の要求およびこれ以降の要求を機能シップします。 アクセスは

約 10 分後に再試行されます。

ユーザーの処置: この CICS システムが、システム applid2

の所有するデータ・テーブルにアクセスできなければならない

場合には、外部セキュリティー・マネージャーの必要なセキュ

リティー定義を変更してください。

XMEOUT パラメーター: applid、applid2、X'code'

モジュール: DFHFCFS
宛先: コンソール

DFHFC0407 applid This CICS system is now authorized

for shared access to data tables owned by

the CICS system with applid applid2.

説明: 以前に失敗してメッセージ DFHFC0406 で報告された

セキュリティー検査が、正常に行われました。 このシステム

は、アプリケーション ID applid2 を持つ CICS システムが所

有する共用データ・テーブルへのアクセスを試みることができ

るようになりました。

システムの処置: CICS は正常に続行されます。特定のリソー

ス許可検査を受ければ、このシステムは、リモート CICS シス

テムが所有する共用データ・テーブルにアクセスすることがで

きます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、applid2

宛先: コンソール

DFHFC0408 applid This CICS system is not authorized

for shared access to remote file filename -

reason code X'code'.

説明: メッセージに示されたリモート・ファイル・リソース

(共用データ・テーブル) に対するファイル要求は、たった今処

理されました。 このシステムは、セキュリティー検査に合格し

なかったため、そのテーブルに共用アクセスすることができま

せんでした。しかし、機能シップされたアクセスは同じように

妨げられることはありませんでした。

理由コード X'code' の値は、ファイル・セキュリティー検査の

失敗の理由についての詳細を示しています。 この値は

X'ffrraaaa' の形式で、ff はアクセスを拒否されたユーザー ID
を識別し、rr は SAF からのレジスター 15 の戻りコードを示

し、aaaa は ESM 戻りコードです。 SAF 戻りコードについて

の説明は、「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセ

クション『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある

『基本セキュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を

参照してください。

X'ff' の値は次のとおりです。
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X'01' 要求側システムの独自のユーザー ID は、リモー

ト・ファイル filename への読み取りアクセスを拒否

されました。

X'02' リモート・ファイル filename を持つ CICS システム

のデフォルトのユーザー ID が、ファイルへの読み

取りアクセスのセキュリティー検査で使用され、アク

セスが拒否されました。

システムの処置: CICS は正常に続行されます。そして、共用

アクセスの使用認可が与えられるまで、指定されたリモート・

ファイルへ向けられるこの要求およびこれ以降の要求を機能シ

ップします。 アクセスは約 10 分後に再試行されます。

ユーザーの処置: このシステムから指定のファイルへの共用ア

クセスが、意図されたものであるかどうかを確認してくださ

い。意図されたものであれば、理由コードで与えられた補足情

報を参照して、セキュリティー定義または設定に対してどのよ

うな変更が必要であるかを判断してください。

ファイル・セキュリティー検査に使用されるユーザー ID を決

定する規則についての説明は、「CICS Shared Data Tables

Guide」を参照してください。

モジュール: DFHFCEI

XMEOUT パラメーター: applid、filename、X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0409 applid This CICS system is now authorized

for shared access to remote file filename.

説明: 以前に失敗してメッセージ DFHFC0408 で報告された

セキュリティー検査が、成功しました。 このシステムで、指定

されたテーブルに共用アクセスを行うことが可能になりまし

た。

システムの処置: CICS は正常に続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHFC0410 applid Data table cannot be opened. Data

table initialization has failed for reason

X'code'.

説明: CICS はデータ・テーブルをオープンしようとしていま

すが、共用データ・テーブル・サービスを初期設定することが

できませんでした。 理由コード X'code' の値は、CICS が共用

データ・テーブル・サービスを初期設定できなかった理由の詳

細を示しています。

理由コードの形式は、X'ffaaaaaa' (ff は障害のタイプを識別する

X'80' 未満の値で、aaaaaa はいくつかの障害に対して提供され

る補足情報)、あるいは、異常終了が起こったときは、

X'axxxrrrr' (a は異常終了のタイプを分類する X'8' 以上の値

で、rrrr には、レジスター 15 の異常終了理由コードが入り、

xxx にはシステムまたはユーザー完了コードが 3 個の 16 進数

として含まれる) になります。

X'code' < X'80000000' の場合、X'ff' の値は、以下のとおりで

す。

X'01' 予期しない障害が発生しました。 このコードは、デ

ータ・テーブル SVC が予期しないエラーを検出する

と報告されます。

X'06' エラーが CICS SVC によって戻されました。 補足

情報の最初のバイト X'aa0000' は、CICS SVC を呼

び出すための試行からのレジスター 15 の戻りコード

です。

X'08' VSE DSPSERV マクロによってエラーが戻されまし

た。 理由コード内の補足情報は、レジスター 15 の

戻りコードを含む 1 バイトと、その後に DSPSERV
によって戻されるレジスター 0 の理由コードからの

中央バイトを含む 2 バイトが続きます。

X'09' VSE ALESERV マクロによってエラーが戻されまし

たが、このマクロは、データ・スペースのアクセス・

リスト項目、または 1 次アドレス・スペースへの参

照のためのアクセス・リスト項目を作成するために呼

び出されたものです。 理由コード内の補足情報は、

レジスター 15 の戻りコードを含む 1 バイトと、そ

の後に障害のある要求を識別する ALESERV 機能コ

ード (サービス・タイプ) および修飾子 (オプション)
を含む 2 バイトが続いています。

X'0E' 共用データ・テーブル・サービスの使用の逐次化 (こ
れにより、1 つのアドレス・スペースにつき 1 つの

TCB のみがサービスを使用できるようになります)
に失敗しました。補足情報の最初のバイトには、

OS/390 ENQ 戻りコードが含まれています。

X'code' = X'80000000' の場合、X'a' の値は、以下の組み合わせ

になります。

X'8' 異常終了が検出されました。

X'4' ユーザー異常終了が検出されました。この場合、xxx

には、ユーザー完了コードの 16 進等価値が入ります

(ユーザー異常終了が検出されなかった場合は、xxx

に 16 進システム完了コードが入ります)。
X'2' 異常終了が検出されましたが、SDWA が使用可能で

なかったために十分に分析することができませんでし

た。

X'1' 非同期異常終了が検出されました (または、異常終了

が同期であったか、あるいは SDWA がなかったた

めに異常終了は分類できませんでした)。
システムの処置: CICS は正常に続行されます。このメッセー

ジに続いて、メッセージ DFHFC0931 か DFHFC0932 が出さ

れます。 これらのメッセージは、関連するテーブルでとられる

処置を示しています。予期しないエラー (X'ff'=X'01') の場合は

システム・ダンプがとられ、また異常終了の場合も (その異常

終了コードについてダンプが要求される場合) システム・ダン

プがとられます。

ユーザーの処置: 処置は、理由コードの最初のバイト内に示さ

れている障害の理由によって異なります。

X'01' システム・ダンプを使用して、問題の原因を判別して

ください。

X'06' CICS SVC 呼び出しの障害の理由は、おそらくデー

タ・テーブル SVC モジュール DFHDTSVC がロー

ドできなかったことです。その場合には、戻りコード

値は X'02' です。もしそうであるならば、

DFHDTSVC モジュールが SVA 内にあるかどうか
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検査してください。 モジュールが正しい場所にある

場合は、ロードができなかった理由を調べてくださ

い。 ディスク上にハードウェア障害がある場合があ

ります。 出される可能性の少ない別の戻りコードの

値としては、X'06' があり、これは DFHDTSVC が

再びリンク・エディットされ、再入可能としてマーク

されなかったことを意味します。

X'08' 「z/VSE System Macros Reference」の VSE
DSPSERV マクロの資料を参照して、理由コードの補

足情報の部分で報告されるレジスター 0 とレジスタ

ー 15 の戻りコードを解釈してください。

X'09' 理由コードで報告された機能コード (サービス・タイ

プ) および修飾子 (オプション) は、どの ALESERV
要求が行われていたかを判別するために使用すること

ができます。 VSE ALESERV の資料およびマクロを

参照して、理由コードで報告された機能コード、修飾

子、およびレジスター 15 の戻りコードを解釈してく

ださい。

X'0E' これは、1 つのアドレス・スペースにおける OS/390
ENQ の制限数に達したことを示しているか、または

この CICS アドレス・スペースで実行されている他

の TCB が共用データ・テーブル・サービスの要求側

としてすでに初期設定されていることを示している場

合があります。

= X'80' 異常終了が検出されたことを理由コードが示している

場合は、理由コードで提供されている補足情報を使用

して異常終了が何であるかを調べ、異常終了コードに

関する情報を参照して原因を判別してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0411 applid Data table cannot be opened. Data

table initialization has failed owing to a

storage failure - reason code X'code'.

説明: CICS がデータ・テーブルをオープンしようとしていま

すが、ストレージの獲得に失敗したため共用データ・テーブ

ル・サービスを初期設定することができませんでした。 理由コ

ード X'code' の値は、獲得できなかったストレージのタイプに

ついての詳細を示しています。

理由コードの形式は、X'ttnnnnnn' であり、tt はストレージの

タイプを識別し、一部のコードの場合には、nnnnnn は獲得で

きなかったストレージの 16 進サイズ (バイト単位) を示しま

す。 固定長ストレージ・ブロックの場合は、理由コードは通常

はサイズを報告しません。

X'tt' の値は次のとおりです。

X'01' データ・テーブル SVC によって使用される作業域の

サブプール 230 (キー 0) からのプライベート・スト

レージ。 このサブプールは区画 GETVIS で割り振

られ、ストレージは要求タスクによって所有されま

す。 ストレージは取り出し保護が行われません。

X'02' 共用データ・テーブル・サーバーによって使用される

ローカル・ヘッダー・ブロックのサブプール 0 から

のプライベート・ストレージ。 このサブプールは区

画 GETVIS で割り振られ、ストレージは要求タスク

によって所有されます。 ストレージは取り出し保護

が行われます。

X'03' データ・テーブル・ブロックのプールのサブプール 0
からのプライベート・ストレージ。 このサブプール

は区画 GETVIS で割り振られ、ストレージは要求タ

スクによって所有されます。 ストレージは取り出し

保護が行われます。

X'04' ファイル・ブロックのプールのサブプール 0 からの

プライベート・ストレージ。 このサブプールは区画

GETVIS で割り振られ、ストレージは要求タスクに

よって所有されます。 ストレージは取り出し保護が

行われます。

X'08' z/VSE データ・スペース・ストレージ。

X'09' 領域アンカーのサブプール 252 (キー 0) からのプラ

イベート・ストレージ。 このサブプールは区画

GETVIS で割り振られ、ストレージはジョブ・ステ

ップによって所有されます。 ストレージは取り出し

保護が行われません。

X'11' ダミー・リカバリー・ブロックのサブプール 0 から

のプライベート・ストレージ。 このサブプールは区

画 GETVIS で割り振られ、ストレージは要求タスク

によって所有されます。 ストレージは取り出し保護

が行われます。

X'12' DFHDTAM ロード・モジュールをロードするのに必

要なサブプール 252 からのストレージ。 このサブプ

ールは区画 GETVIS で割り振られ、ストレージはジ

ョブ・ステップによって所有されます。 ストレージ

は取り出し保護が行われません。

X'13' データ・テーブル SVC によって使用されるパラメー

ター・リストのサブプール 230 (CICS キー) からの

プライベート・ストレージ。 このサブプールは区画

GETVIS で割り振られ、ストレージは要求タスクに

よって所有されます。 ストレージは取り出し保護が

行われません。

X'14' 新しい ALET リスト・セクションのサブプール 252
(キー 0) からのプライベート・ストレージ。このサ

ブプールは区画 GETVIS で割り振られ、ストレージ

はジョブ・ステップによって所有されます。 ストレ

ージは取り出し保護が行われません。

システムの処置: CICS は正常に続行されます。このメッセー

ジに続いて、メッセージ DFHFC0931 か DFHFC0932 が出さ

れます。 これらのメッセージは、関連するテーブルでとられる

処置を示しています。

ユーザーの処置: 処置は、理由コードによって示されるストレ

ージのタイプによって異なります。理由コードがプライベー

ト・ストレージを示す場合は、CICS ジョブに指定された様々

な領域サイズのパラメーターをもう一度考慮してください。 ス

トレージが種々のサブプールに割り振られた仕方を調べるため

に、CICS ジョブの SDUMP をとらなければならない場合があ

ります。

理由コードがデータ・スペース・ストレージを示す場合は、こ

の VSE システム内のデータ・スペースのサイズが IEFUSI イ

ンストール・システム出口の使用のために制限されているかど

うか検査してください。

モジュール: DFHFCFS

DFHFC0411
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XMEOUT パラメーター: applid、X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0412 applid Data table cannot be opened. Data

table initialization has failed owing to a

module loading failure - reason code

X'code'.

説明: CICS は、データ・テーブルをオープンしようとしてい

ますが、モジュールのロード障害のために共用データ・テーブ

ル・サービスを初期設定することができませんでした。 理由コ

ード X'code' の値は、どのモジュールがロードされていたの

か、そしてロードを行う際に何に障害が起きたのかについて詳

細を示します。

理由コードの形式は X'mfrraaaa' であり、m はモジュールを識

別し、f は障害のタイプを示すコードです。 一部の障害につい

ては、rr には、失敗したマクロ呼び出しからのレジスター 15
の戻りコードが含まれ、aaaa に補足情報が含まれる場合があり

ます。

X'm' の値は次のとおりです。

X'1' DFHDTFOR
X'2' DFHDTAM
X'8' DFHDTSAN

X'f' の値は次のとおりです。

X'1' OS/390 LOAD、OS/390 BLDL または

DFHCSVQU マクロのいずれによってもモジュール

は検出されませんでした。

X'2' OS/390 LOAD マクロによってエラーが戻されまし

た。 理由コード内の補足情報の 2 バイトの X'aaaa'

には、OS/390 LOAD からの異常終了コードが含ま

れています。 X'rr' は、レジスター 15 の理由コード

です。

X'3' DFHCSVQU マクロによってエラーが戻されまし

た。 X'rr' は、レジスター 15 の戻りコードです。

X'4' OS/390 BLDL マクロによってエラーが戻されまし

た。 理由コード内の補足情報の 2 バイトの X'aaaa'

には、 BLDL によって戻された R0 の理由コードが

含まれています。

X'5' モジュールは再入可能ではありません。

X'6' モジュールの AMODE が間違っていました。

X'7' モジュールの RMODE が間違っていました。

システムの処置: CICS は正常に続行されます。このメッセー

ジに続いて、メッセージ DFHFC0931 か DFHFC0932 が出さ

れます。 これらのメッセージは、関連するテーブルでとられる

処置を示しています。

ユーザーの処置: 処置は、理由コードの 2 番目の 16 進数に

示されている障害の理由によって異なります。

X'1' 最初の 16 進数を使用してどのモジュールが見つから

なかったかを判別して、これが正しいライブラリーに

あるかどうかを確認してください。

X'2' 「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセク

ション『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』

にある『OS/390 API 異常終了コード』 を参照し

て、メッセージに示されている OS/390 LOAD の異

常終了コードおよび理由コードを解釈してください。

障害の理由を説明する OS/390 LOAD からのメッセ

ージがある場合もあります。

X'3' これは、DFHCSVQU マクロの実行時にエラーが起

きたことを示します。このマクロは、z/VSE サブラ

イブラリー内かまたは SVA 内のいずれかにあるプ

ログラムを見つけだすのに使用されるものです。

X'code' の 2 番目のバイトには、次のものが含まれる

可能性があります。

X'8' プログラムが見つからなかったか、または

必要なときに SVA 内にありませんでし

た。

X'10' 機能の実行時に内部障害が起こりました。

X'14' 機能の入力の妥当性検査を行っているとき

にエラーが検出されました。

X'4' これは入出力エラーまたはストレージ割り振り障害を

示します。 「z/VSE メッセージおよびコード 第 1

巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび

SVC エラー』にある『OS/390 API 戻りコード』を

参照して、OS/390 BLDL 理由コード X'code' を解釈

してください。

X'5'、X'6'、X'7'

理由コードの最初の数字を使用して、モジュールの名

前を判別し、そのモジュールの状況を検査してくださ

い。 これらのエラーは、このモジュールが CICS で

提供されたモジュールではないか、またはモジュール

が破壊されたことを示します。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0415 applid Remote data tables cannot be

accessed. Shared data table initialization

has failed for reason X'code'.

説明: CICS がリモート・ファイル・リソースにアクセスしよ

うとしています。 しかし、CICS がデータ・テーブル・サービ

スを初期設定することができないため、共用データ・テーブル

でリモート・テーブルにアクセスすることができません。 理由

コード X'code' の値は、この CICS 領域が、共用データ・テー

ブル・サービスの要求側として機能するために必要な初期設定

を実行することができない理由の詳細を提供します。

理由コードの形式は、X'ffaaaaaa' (ff は障害のタイプを識別する

X'80' 未満の値で、aaaaaa はいくつかの障害に対して提供され

る補足情報)、あるいは、異常終了が起こったときは、

X'axxxrrrr' (a は異常終了のタイプを分類する X'8' 以上の値

で、rrrr には、レジスター 15 の異常終了理由コードが入り、

xxx にはシステムまたはユーザー完了コードが 3 個の 16 進数

として含まれる) になります。

X'code' < X'80000000' の場合、X'ff' の値は、以下のとおりで

す。

X'01' 予期しない障害が発生しました。 このコードは、デ

ータ・テーブル SVC が起こりえないエラーを検出す

ると報告されます。

X'06' エラーが CICS SVC によって戻されました。 補足

DFHFC0412 • DFHFC0415

第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server for z/VSE) 155



情報の最初のバイト aa0000 は、CICS SVC を呼び

出すための試行からのレジスター 15 の戻りコードで

す。

X'0E' 共用データ・テーブル・サービスの使用の逐次化 (こ
れにより、1 つのアドレス・スペースにつき 1 つの

TCB のみがサービスを使用できるようになります)
に失敗しました。補足情報の最初のバイトには、

OS/390 ENQ 戻りコードが含まれています。

X'code' = X'80000000' の場合、X'a' の値は、以下の組み合わせ

になります。

X'8' 異常終了が検出されました。

X'4' ユーザー異常終了が検出されました。この場合、xxx

には、ユーザー完了コードの 16 進等価値が入ります

(ユーザー異常終了が検出されなかった場合は、xxx

に 16 進システム完了コードが入ります)。
X'2' 異常終了が検出されましたが、SDWA が使用可能で

なかったために十分に分析することができませんでし

た。

X'1' 非同期異常終了が検出されました (または、異常終了

が同期であったか、あるいは SDWA がなかったた

めに異常終了は分類できませんでした)。
システムの処置: CICS は、正常に続行され、この要求および

これ以降のリモート・ファイル要求を機能シップします。 初期

設定は約 10 分後に再試行されます。予期しないエラー

(X'ff'=X'01') の場合はシステム・ダンプがとられ、また異常終了

の場合も (その異常終了コードについてダンプが要求される場

合) システム・ダンプがとられます。

ユーザーの処置: 処置は、理由コードの最初のバイト内に示さ

れている障害の理由によって異なります。

X'01' システム・ダンプを使用して、問題の原因を判別して

ください。

X'06' CICS SVC 呼び出しの障害の理由は、おそらくデー

タ・テーブル SVC モジュール DFHDTSVC がロー

ドできなかったことです。その場合には、戻りコード

値は X'02' です。もしそうであるならば、

DFHDTSVC モジュールが SVA 内にあるかどうか

検査してください。 モジュールが正しい場所にある

場合は、ロードができなかった理由を調べてくださ

い。ディスク上にハードウェア障害がある可能性があ

ります。 出される可能性の少ない別の戻りコードの

値としては、X'06' があり、これは DFHDTSVC が

再びリンク・エディットされ、再入可能としてマーク

されなかったことを意味します。

X'0E' これは、1 つのアドレス・スペースにおける OS/390
ENQ の制限数に達したことを示しているか、または

この CICS アドレス・スペースで実行されている他

の TCB が共用データ・テーブル・サービスの要求側

としてすでに初期設定されていることを示している場

合があります。

= X'80' 異常終了が検出されたことを理由コードが示している

場合は、理由コードで提供されている補足情報を使用

して異常終了が何であるかを調べ、異常終了コードに

関する情報を参照して原因を判別してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0416 applid Remote data tables cannot be

accessed. Shared data table initialization

has failed owing to a storage failure -

reason code X'code'.

説明: CICS がリモート・ファイル・リソースにアクセスしよ

うとしています。 しかし、ストレージの獲得に失敗したため、

CICS は共用データ・テーブル・サービスを初期設定すること

ができませんでした。 理由コード X'code' の値は、獲得できな

かったストレージのタイプについての詳細を示しています。

理由コードの形式は、X'ttnnnnnn' であり、tt はストレージの

タイプを識別し、一部のコードの場合には、nnnnnn は獲得で

きなかったストレージの 16 進サイズ (バイト単位) を示しま

す。 長さが固定されているストレージ・ブロックについては、

理由コードは通常はサイズを報告しません。

X'tt' の値は次のとおりです。

X'02' この CICS がデータ・テーブル要求側として機能す

るのに必要な共用データ・テーブル・ヘッダー・ブロ

ックのサブプール 0 からのプライベート・ストレー

ジ。 このサブプールは区画 GETVIS で割り振ら

れ、ストレージは要求タスクによって所有されます。

ストレージは取り出し保護が行われます。

X'09' 領域アンカーのサブプール 252 (キー 0) からのプラ

イベート・ストレージ。 このサブプールは区画

GETVIS で割り振られ、ストレージはジョブ・ステ

ップによって所有されます。 ストレージは取り出し

保護が行われません。

X'0A' 修飾されたサブシステム・ブロックのサブプール 241
(キー 0) からのシステム GETVIS ストレージ。 こ

のサブプールはシステム GETVIS で割り振られ、そ

のストレージはシステムによって所有されます。 ス

トレージは取り出し保護が行われません。

X'0E' 接続ヘッダー・ブロックのサブプール 230 (キー 0)
からのプライベート・ストレージ。このサブプールは

区画 GETVIS で割り振られ、ストレージは要求タス

クによって所有されます。 ストレージは取り出し保

護が行われません。

システムの処置: CICS は、正常に続行され、この要求および

これ以降のリモート・ファイル要求を機能シップします。 初期

設定は約 10 分後に再試行されます。

ユーザーの処置: 処置は、理由コードによって示されるストレ

ージのタイプによって異なります。

理由コードがプライベート・ストレージを示す場合は、CICS
ジョブに指定された様々な区画サイズのパラメーターをもう一

度考慮してください。 VSE ストレージが種々のサブプールに

割り振られた仕方を調べるために、CICS ジョブの SDUMP を

とらなければならない場合があります。

理由コードがシステム GETVIS ストレージを示す場合は、VSE
システムの初期設定時の SET SDL ステートメントで指定され

ている GETVIS サイズを検討する必要があります。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'

宛先: コンソール
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DFHFC0417 applid Remote data tables cannot be

accessed. Shared data table initialization

has failed owing to a module loading

failure - reason code X'code'.

説明: CICS がリモート・ファイル・リソースにアクセスしよ

うとしています。 しかし、モジュールのロードが失敗したため

に CICS がデータ・テーブル・サービスを初期設定することが

できないので、共用データ・テーブルでリモート・テーブルに

アクセスすることができません。

理由コード X'code' の値は、どのモジュールがロードされてい

たのか、そしてロードを行う際に何に障害が起きたのかについ

て詳細を示します。

理由コードの形式は X'mfrraaaa' であり、m はモジュールを識

別し、f は障害のタイプを示すコードです。 一部の障害につい

ては、rr には、失敗したマクロ呼び出しからのレジスター 15
の戻りコードが含まれ、aaaa に補足情報が含まれる場合があり

ます。

X'm' の値は次のとおりです。

X'3' DFHDTAOR
X'4' DFHDTCV

f の値は次のとおりです。

X'1' モジュールが OS/390 LOAD によって検出されませ

んでした。

X'2' OS/390 LOAD マクロによってエラーが戻されまし

た。 理由コード内の補足情報の 2 バイトの X'aaaa'

には、LOAD からの完了コードが含まれています。

X'rr' には、レジスター 15 の戻りコードが含まれて

います。

X'5' モジュールは再入可能ではありません。

X'6' モジュールの AMODE が間違っていました。

システムの処置: CICS は、正常に続行され、この要求および

これ以降のリモート・ファイル要求を機能シップします。 初期

設定は約 10 分後に再試行されます。

ユーザーの処置: 処置は、理由コードの 2 番目の 16 進数に

示されている障害の理由によって異なります。

X'1' 最初の 16 進数を使用してどのモジュールが見つから

なかったかを判別して、これが正しいライブラリーに

あるかどうかを確認してください。

X'2' 「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセク

ション『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』

にある『OS/390 API 異常終了コード』の中の

OS/390 LOAD マクロの資料を参照して、メッセー

ジで報告された戻りコードおよび完了コードを解釈し

てください。 障害の理由を説明する OS/390 LOAD
からのメッセージがある場合もあります。

X'5'、X'6'

理由コードの最初の数字を使用して、モジュールの名

前を判別し、そのモジュールの状況を検査してくださ

い。 このエラーは、このモジュールが CICS で提供

されたモジュールではないか、またはモジュールが破

壊されたことを示します。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0420 applid Shared access to data tables cannot

be provided by this CICS system because

it has not been registered as a shared data

table server - reason code X'code'.

説明: CICS はデータ・テーブルをオープンしようとしました

が、この CICS システムが共用データ・テーブル・サーバーと

して登録されていないためにデータ・テーブルをオープンする

ことができませんでした。 理由コード X'code' の値は、CICS
システムを共用データ・テーブル・サーバーとして登録

(LOGON) できなかった理由の詳細を示します。

理由コードの形式は、X'ffaaaaaa' (ff は障害のタイプを識別する

X'80' 未満の値で、aaaaaa はいくつかの障害に対して提供され

る補足情報)、あるいは、異常終了が起こったときは、

X'axxxrrrr' (a は異常終了のタイプを分類する X'8' 以上の値

で、rrrr には、レジスター 15 の異常終了理由コードが入り、

xxx にはシステムまたはユーザー完了コードが 3 個の 16 進数

として含まれる) になります。

X'code' < X'80000000' の場合、X'ff' の値は、以下のとおりで

す。

X'01' このコードは、データ・テーブル SVC が予期しない

エラーを検出すると報告されます。

X'02' この領域と同じアプリケーション ID を持つ VSE イ

メージ内の他の領域が、共用データ・テーブル・サー

バーとしてすでに登録 (ログオン) されています。

X'03' DFHDTRM がデータ・テーブル SVC に PC ベクト

ルの無効なアドレスを与えたか、または PC ベクト

ルが項目テーブル項目 (ETE) の無効な数を指定して

います。 後者の場合、X'aaaaaa' には要求された

ETE の数が含まれています。

X'06' エラーが CICS SVC によって戻されました。 補足

情報の最初のバイト X'aa0000' は、CICS SVC を呼

び出すための試行からのレジスター 15 の戻りコード

です。

X'0D' 所定の時間に、指定のアプリケーション ID に関し

て 1 つの VSE システムにおいて 1 つのサーバーの

みが活動状態になるように OS/390 ENQ を出した

とき、障害が発生しました。補足情報の最初のバイト

には、ENQ からの戻りコード X'aa0000' が含まれて

います。

X'10' 共用データ・テーブル接続のセキュリティー検査用の

環境を作成しようとしたとき、セキュリティー環境が

すでに設定されていることが検出されました。

X'11' CICS セキュリティー・ブロックの実際のバージョン

と共用データ・テーブル・モジュール DFHDTXS を

アセンブルする際に使用したバージョンの間に不一致

があります。

X'code' = X'80000000' の場合、X'a' の値は、以下の組み合わせ

になります。

X'8' 異常終了が検出されました。

X'4' ユーザー異常終了が検出されました。この場合、xxx

には、ユーザー完了コードの 16 進等価値が入ります

DFHFC0417 • DFHFC0420

第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server for z/VSE) 157



(ユーザー異常終了が検出されなかった場合は、xxx

に 16 進システム完了コードが入ります)。
X'2' 異常終了が検出されましたが、SDWA が使用可能で

なかったために十分に分析することができませんでし

た。

X'1' 非同期異常終了が検出されました (または、異常終了

が同期であったか、あるいは SDWA がなかったた

めに異常終了は分類できませんでした)。
システムの処置: CICS は正常に続行され、そのテーブルをロ

ーカル使用専用にオープンしようとします。予期しないエラー

(X'ff'=X'01') の場合はシステム・ダンプがとられ、また異常終了

の場合も (その異常終了コードについてダンプが要求される場

合) システム・ダンプがとられます。

ユーザーの処置: 処置は、理由コードの最初のバイト内に示さ

れている障害の理由によって異なります。

X'01' システム・ダンプを使用して、問題の原因を判別して

ください。

X'02' 同じ VSE イメージ内で共用データ・テーブル・サー

バーとして機能する、指定のアプリケーション ID
を持つ領域が複数あってはなりません。

X'03' このエラーは、システムの破壊が起きたこと、または

CICS コードにエラーがあることを示す場合がありま

す。

X'06' データ・テーブル SVC モジュール DFHDTSVC の

ロードと関連する CICS SVC エラーが発生しないよ

うに、サーバー初期設定は LOGON が出される前に

完了させなければなりませんでした。 したがって、

このエラーはおそらく論理の問題か、ユーザーのシス

テムの破壊を示しています。

X'0D' 「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセク

ション『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』

にある『OS/390 API 戻りコード』を参照して、理

由コードの補足情報の部分で報告されている OS/390
ENQ 戻りコードを解釈してください。

X'10' このエラーは、システムの破壊が起きたこと、または

CICS コードにエラーがあることを示す場合がありま

す。

X'11' このエラーは、PTF が必要なサービスが、基本

CICS および共用データ・テーブル・コードの両方に

対して適用された場合にこれらのうちの 1 つだけが

正しく更新されたか、あるいはシステムの破壊が発生

したか、あるいは CICS 内にエラーがあることを示

す場合があります。

= X'80' 異常終了が検出されたことを理由コードが示している

場合は、理由コードで提供されている補足情報を使用

して異常終了が何であるかを調べ、異常終了コードに

関する情報を参照して原因を判別してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0421 applid Shared access to data tables cannot

be provided by this CICS system because

a storage failure has prevented it from

registering as a shared data table server -

reason code X'code'.

説明: CICS はデータ・テーブルをオープンしようとしていま

すが、そうすることができません。それは、ストレージの獲得

に失敗したためにこの CICS システムを共用データ・テーブ

ル・サーバーとして登録することができないからです。 理由コ

ード X'code' の値は、獲得できなかったストレージのタイプに

ついての詳細を示しています。

理由コードの形式は、X'ttnnnnnn' であり、tt はストレージの

タイプを識別し、一部のコードの場合には、nnnnnn は獲得で

きなかったストレージの 16 進サイズ (バイト単位) を示しま

す。 長さが固定されているストレージ・ブロックについては、

理由コードは通常はサイズを報告しません。

X'tt' の値は次のとおりです。

X'01' データ・テーブル SVC LOGON 処理で使用される

作業域のサブプール 230 (キー 0) からのプライベー

ト・ストレージ。 このサブプールは区画 GETVIS
で割り振られ、ストレージは要求タスクによって所有

されます。 ストレージは取り出し保護が行われませ

ん。

X'0A' 修飾されたサブシステム・ブロックのサブプール 241
(キー 0) からのシステム GETVIS ストレージ。 こ

のサブプールはシステム GETVIS で割り振られ、そ

のストレージはシステムによって所有されます。 ス

トレージは取り出し保護が行われません。

X'0C' サーバー・エレメントのサブプール 241 (キー 0) か

らのシステム GETVIS ストレージ。このサブプール

はシステム GETVIS で割り振られ、そのストレージ

はシステムによって所有されます。 ストレージは取

り出し保護が行われません。

X'0D' セキュリティー・ブロックのサブプール 241 (キー

0) からのシステム GETVIS ストレージ。このサブプ

ールはシステム GETVIS で割り振られ、そのストレ

ージはシステムによって所有されます。 ストレージ

は取り出し保護が行われません。

システムの処置: CICS は正常に続行され、そのテーブルをロ

ーカル使用専用にオープンしようとします。

ユーザーの処置: 処置は、理由コードによって示されるストレ

ージのタイプによって異なります。

理由コードがプライベート・ストレージを示す場合は、CICS
ジョブに指定された様々な区画サイズのパラメーターをおそら

くもう一度考慮する必要があります。 VSE ストレージが種々

のサブプールに割り振られた仕方を調べるために、CICS ジョ

ブの SDUMP をとらなければならない場合があります。

理由コードがシステム GETVIS ストレージを示す場合は、VSE
システムの初期設定時の SET SDL ステートメントで指定され

ている GETVIS サイズを検討する必要があります。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'

宛先: コンソール
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DFHFC0422 applid Shared access to data tables cannot

be provided by this CICS system because

a module loading failure has prevented it

from registering as a shared data table

server - reason code X'code'.

説明: CICS はデータ・テーブルをオープンしようとしていま

すが、そうすることができません。それは、モジュールのロー

ドが失敗したため、この CICS システムを共用データ・テーブ

ル・サーバーとして登録することができないからです。

理由コード X'code' の値は、どのモジュールがロードされてい

たのか、そしてロードを行う際に何に障害が起きたのかについ

て詳細を示します。

理由コードの形式は X'mfrraaaa' であり、m はモジュールを識

別し、f は障害のタイプを示すコードです。 一部の障害につい

ては、rr には、失敗したマクロ呼び出しからのレジスター 15
の戻りコードが含まれ、aaaa に補足情報が含まれる場合があり

ます。

X'm' の値は次のとおりです。

X'5' DFHDTXS
X'8' DFHDTSAN

X'f' の値は次のとおりです。

X'1' モジュールが OS/390 LOAD によって検出されませ

んでした。

X'2' OS/390 LOAD マクロによってエラーが戻されまし

た。 理由コード内の補足情報の 2 バイトの X'aaaa'

には、OS/390 LOAD からの異常終了コードが含ま

れています。 X'rr' には、レジスター 15 の理由コー

ドが含まれています。

X'5' モジュールは再入可能ではありません。

X'6' モジュールの AMODE が間違っていました。

システムの処置: CICS は正常に続行され、そのテーブルをロ

ーカル使用専用にオープンしようとします。

ユーザーの処置: 処置は、理由コードの 2 番目の 16 進数に

示されている障害の理由によって異なります。

X'1' 最初の 16 進数を使用してどのモジュールが見つから

なかったかを判別して、これが正しいライブラリーに

あるかどうかを確認してください。

X'2' 「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセク

ション『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』

にある『OS/390 API 異常終了コード』を参照し

て、メッセージに示されている OS/390 LOAD の異

常終了コードおよび理由コードを解釈してください。

障害の理由を説明する OS/390 LOAD からのメッセ

ージがある場合もあります。

X'5'、X'6'

理由コードの最初の数字を使用して、モジュールの名

前を判別し、そのモジュールの状況を検査してくださ

い。 このエラーは、このモジュールが CICS で提供

されたモジュールではないか、またはモジュールが何

らかの理由で破壊されたことを示します。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0430 applid Data table open request for file

filename has failed for reason X'code'.

説明: CICS はファイル・リソース filename のデータ・テーブ

ルを作成しようとしましたが、失敗しました。

システムの処置: CICS は正常に続行されます。このメッセー

ジに続いて、メッセージ DFHFC0931 か DFHFC0932 が出さ

れます。 これらのメッセージは、指定したテーブルでとられる

処置を示しています。

ユーザーの処置: これは、内部エラーまたはシステムが破壊さ

れたことを示します。 この問題を解決するには、IBM の支援

が必要な場合があります。手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0431 applid Data table open request for file

filename has failed owing to a storage

failure - reason code X'code'.

説明: CICS は、ファイル・リソース filename のデータ・テー

ブルを作成しようとしましたが、ストレージを獲得できなかっ

たために失敗しました。 16 MB 境界より上のストレージが十

分ではありません。理由コード X'code' の値は、獲得できなか

ったストレージのタイプについての詳細を示しています。

理由コードの形式は、X'ttnnnnnn' であり、tt はストレージの

タイプを識別し、一部のコードの場合には、nnnnnn は獲得で

きなかったストレージの 16 進サイズ (バイト単位) を示しま

す。 長さが固定されているストレージ・ブロックについては、

理由コードは通常はサイズを報告しません。

X'tt' の値は次のとおりです。

X'03' データ・テーブル・ブロックのサブプール 0 からの

プライベート・ストレージ。 このサブプールは区画

GETVIS で割り振られ、ストレージは要求タスクに

よって所有されます。 ストレージは取り出し保護が

行われます。

X'04' ファイル・ブロックのサブプール 0 からのプライベ

ート・ストレージ。 このサブプールは区画 GETVIS
で割り振られ、ストレージは要求タスクによって所有

されます。 ストレージは取り出し保護が行われま

す。

X'05' バックアウト・セルのプールのサブプール 0 からの

プライベート・ストレージ (オープンされるファイル

が、この CICS 実行において最初にオープンされる

リカバリー可能ユーザー保守テーブルである場合に、

プールは作成されます。) このサブプールは区画

GETVIS で割り振られ、ストレージは要求タスクに

よって所有されます。 ストレージは取り出し保護が

行われます。

X'06' テーブル項目記述子ブロックのプールのサブプール

0、またはテーブルをロードする際に使用する記述子

ブロックのサブプール 0 からのプライベート・スト

レージ。 このサブプールは区画 GETVIS で割り振

られ、ストレージは要求タスクによって所有されま

す。 ストレージは取り出し保護が行われます。
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X'07' データ・テーブル索引ストレージのサブプール 0 か

らのプライベート・ストレージ。 このサブプールは

区画 GETVIS で割り振られ、ストレージは要求タス

クによって所有されます。 ストレージは取り出し保

護が行われます。

X'08' z/VSE データ・スペースのデータ・テーブル・レコ

ードのプールのストレージ。

システムの処置: CICS は正常に続行されます。このメッセー

ジに続いて、メッセージ DFHFC0931 か DFHFC0932 が出さ

れます。 これらのメッセージは、関連するテーブルでとられる

処置を示しています。

ユーザーの処置: 処置は、理由コードによって示されるストレ

ージのタイプによって異なります。

理由コードがプライベート・ストレージを示す場合は、CICS
ジョブに指定された様々な区画サイズのパラメーターをおそら

くもう一度考慮する必要があります。 VSE ストレージが種々

のサブプールに割り振られた仕方を調べるために、CICS ジョ

ブの SDUMP をとらなければならない場合があります。

理由コードがデータ・スペース・ストレージを示す場合は、こ

の VSE システム内のデータ・スペースのサイズが SYSDEF
DSPACE コマンドの使用によって制限されているかどうか検査

してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0435 applid Data table access request for remote

file filename has failed for reason X'code'.

説明: 要求側領域が、実行側領域の所有するリモート・ファイ

ル filename への接続を確立しようとしているときに、エラーが

発生しました。理由コード X'code' の値は、CICS がリモー

ト・ファイルに接続できなかった理由についての詳細を示して

います。

理由コードの形式は、X'ffaaaaaa' (ff は障害のタイプを識別する

X'80' 未満の値で、aaaaaa はいくつかの障害に対して提供され

る補足情報)、あるいは、異常終了が起こったときは、

X'axxxrrrr' (a は異常終了のタイプを分類する X'8' 以上の値

で、rrrr には、レジスター 15 の異常終了理由コードが入り、

xxx にはシステムまたはユーザー完了コードが 3 個の 16 進数

として含まれる) になります。

X'code' < X'80000000' の場合、X'ff' の値は、以下のとおりで

す。

X'01' 予期しない障害が発生しました。 このコードは、デ

ータ・テーブル SVC が起こりえないエラーを検出す

ると報告されます。

X'06' エラーが CICS SVC によって戻されました。 補足

情報の最初のバイト aa0000 は、CICS SVC を呼び

出すための試行からのレジスター 15 の戻りコードで

す。

X'07' データ・テーブル SVC によって戻された接続索引

が、呼び出し側のモジュールによってサポートされる

最大値 (220 - 1) を超えています。

X'0A' 実行側領域の所有するファイル・チェーンをスキャン

しようとしましたが失敗しました。これは、チェーン

上に永続的に無効な項目 (チェーンに損傷が起きたこ

とを示すもの) があるためです。

X'0B' この要求側 CICS 領域によるリモート・ファイルへ

の接続が、許可された最大値 (232 - 1) にすでに達し

ています。

X'0C' 要求側 CICS 領域による共用データ・テーブルへの

すべての接続の詳細を記録するベクトルを拡張する必

要がありますが、拡張を行うと 16 MB のサイズと

等しくなるか 16 MB のサイズを超えてしまいま

す。

X'0F' サーバーの終了を逐次化しようとしましたが、

OS/390 ENQ の数がアドレス・スペースの限界に達

したため失敗しました。 補足情報の最初のバイト

X'aa0000' には、ENQ からの戻りコードが含まれま

す。

X'code' = X'80000000' の場合、X'a' の値は、以下の組み合わせ

になります。

X'8' 異常終了が検出されました。

X'4' ユーザー異常終了が検出されました。この場合、xxx

には、ユーザー完了コードの 16 進等価値が入ります

(ユーザー異常終了が検出されなかった場合は、xxx

に 16 進システム完了コードが入ります)。
X'2' 異常終了が検出されましたが、SDWA が使用可能で

なかったため十分に分析することができませんでし

た。

X'1' 非同期異常終了が検出されました (または、異常終了

が同期であったか、あるいは SDWA がなかったた

めに異常終了は分類できませんでした)。
システムの処置: CICS は、正常に続行され、この要求および

これ以降のリモート・ファイル要求を機能シップします。 共用

テーブルの使用は約 10 分後に再試行されます。 予期しないエ

ラー (X'ff'=X'01') の場合はシステム・ダンプがとられ、また異

常終了の場合も (その異常終了コードについてダンプが要求さ

れる場合) システム・ダンプがとられます。

ユーザーの処置: 処置は、理由コードの最初のバイト内に示さ

れている障害の理由によって異なります。

X'01' システム・ダンプを使用して、問題の原因を判別して

ください。

X'06' データ・テーブル SVC モジュール DFHDTSVC の

ロードに関連する CICS SVC エラーが発生しないよ

うに、要求側初期設定は CONNECT が出される前

に完了させなければなりませんでした。 したがっ

て、このエラーはおそらく論理の問題か、ユーザーの

システムの破壊を示しています。

X'07' この要求側領域がアクセスしようとしている、他の領

域によって所有される共用データ・テーブルが多過ぎ

るので、ユーザーのシステム構成を変更する必要があ

ります。使用するリモート・ファイルの数を減らす

か、要求側 CICS 領域を複数の小さな領域に分割す

る必要があります。

X'0A' これは、サーバー領域内のサブプール 0 ストレージ

の破壊を示します。

X'0B' これは、要求側領域に 232 - 1 を超える数のリモー

ト・ファイル定義が含まれ、これらのすべてがサーバ
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ー領域内の同じファイルを参照しているか、またはス

トレージが破壊されたことを示します。

X'0C' X'07' の場合と同じ処置です。

X'0F' 「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセク

ション『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』

にある『OS/390 API 戻りコード』を参照して、理

由コードの補足情報の部分で報告されている OS/390
ENQ 戻りコードを解釈してください。

= X'80' 異常終了が検出されたことを理由コードが示している

場合は、理由コードで提供されている補足情報を使用

して異常終了が何であるかを調べ、異常終了コードに

関する情報を参照して原因を判別してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0436 applid Data table access request for remote

file filename has failed because of a storage

failure - reason code X'code'.

説明: CICS は、リモート・ファイル・リソース filename にア

クセスしようとしましたが、ストレージを獲得できなかったた

めに失敗しました。

理由コード X'code' の値は、獲得できなかったストレージのタ

イプについての詳細を示しています。

理由コードの形式は、X'ttnnnnnn' であり、tt はストレージの

タイプを識別し、一部のコードの場合には、nnnnnn は獲得で

きなかったストレージの 16 進サイズ (バイト単位) を示しま

す。 長さが固定されているストレージ・ブロックについては、

理由コードは通常はサイズを報告しません。

X'tt' の値は次のとおりです。

X'01' モジュール DFHDTXS によって使用される作業域、

またはデータ・テーブル SVC CONNECT 処理によ

って使用される作業域のサブプール 230 (キー 0) か

らのプライベート・ストレージ。 このサブプールは

区画 GETVIS で割り振られ、ストレージは要求タス

クによって所有されます。 ストレージは取り出し保

護が行われません。

X'0F' 接続ベクトルのサブプール 230 (キー 0) からのプラ

イベート・ストレージ。 このサブプールは区画

GETVIS で割り振られ、ストレージは要求タスクに

よって所有されます。 ストレージは取り出し保護が

行われません。

システムの処置: CICS は、正常に続行され、この要求および

これ以降のリモート・ファイル要求を機能シップします。 共用

テーブルの使用は約 10 分後に再試行されます。

ユーザーの処置: 処置は、理由コードによって示されるストレ

ージのタイプによって異なります。

理由コードがプライベート・ストレージを示しているので、

CICS ジョブに指定された様々な領域サイズのパラメーターを

おそらくもう一度考慮する必要があります。 VSE ストレージ

が種々のサブプールに割り振られた仕方を調べるために、CICS
ジョブの SDUMP をとらなければならない場合があります。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0440 applid Data table close request for file

filename has failed for reason X'code'.

説明: CICS はファイル・リソース filename のデータ・テーブ

ルをクローズしようとしましたが、できませんでした。

システムの処置: CICS は正常に続行されます。そのテーブル

はクローズされたものとして処理されます。

予期しないエラー (X'ff'=X'01') の場合はシステム・ダンプがと

られ、また異常終了の場合も (その異常終了コードについてダ

ンプが要求される場合) システム・ダンプがとられます。

ユーザーの処置: 処置は、理由コードの最初のバイト内に示さ

れている障害の理由によって異なります。

X'01' システム・ダンプを使用して、問題の原因を判別して

ください。

X'06' データ・テーブル SVC モジュール DFHDTSVC の

ロードと関連する CICS SVC エラーが発生しないよ

うに、サーバー初期設定は LOGON が出される前に

完了させなければなりませんでした。 したがって、

このエラーはおそらく論理の問題か、ユーザーのシス

テムの破壊を示しています。

X'09' 理由コードで報告された機能コード (サービス・タイ

プ) および修飾子 (オプション) は、どの ALESERV
要求が行われていたかを判別するために使用すること

ができます。 「z/VSE System Macros Reference」の

VSE ALESERV の資料を参照して、理由コードで報

告された機能コード、修飾子、およびレジスター 15
の戻りコードを解釈してください。

= X'80' 異常終了が検出されたことを理由コードが示している

場合は、理由コードで提供されている補足情報を使用

して異常終了が何であるかを調べ、異常終了コードに

関する情報を参照して原因を判別してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0441 applid Data table close request for file

filename has failed owing to a storage

failure - reason code X'code'.

説明: CICS は、ファイル・リソース filename のデータ・テー

ブルをクローズしようとしましたが、ストレージの解放が失敗

したためクローズは失敗しました。

理由コードの形式は、X'ttnnnnnn' であり、tt はストレージの

タイプを識別し、一部のコードの場合には、nnnnnn は獲得で

きなかったストレージの 16 進サイズ (バイト単位) を示しま

す。 長さが固定されているストレージ・ブロックについては、

理由コードは通常はサイズを報告しません。

X'tt' の値は次のとおりです。

X'14' 新しい ALET リスト・セクションのサブプール 252
(キー 0) からのプライベート・ストレージ。

システムの処置: CICS は正常に続行されます。そのテーブル

はクローズされたものとして処理されます。

ユーザーの処置: CICS ジョブに指定された様々な領域サイズ
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のパラメーターをおそらくもう一度考慮する必要があります。

VSE ストレージが種々のサブプールに割り振られた仕方を調べ

るために、CICS ジョブの SDUMP をとらなければならない場

合があります。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0445 applid Data table disconnect request for

remote file filename has failed for reason

code.

説明: CICS はリモート・データ・テーブル filename から切断

しようとしましたが、切断できませんでした。

要求側領域が、実行側領域が所有するリモート・ファイル

filename への接続を中断しようとしているときに、エラーが発

生しました。理由コード X'code' の値は、CICS がリモート・

ファイルから切断できなかった理由についての詳細を示しま

す。

理由コードの形式は、X'ffaaaaaa' (ff は障害のタイプを識別する

X'80' 未満の値で、aaaaaa はいくつかの障害に対して提供され

る補足情報)、あるいは、異常終了が起こったときは、

X'axxxrrrr' (a は異常終了のタイプを分類する X'8' 以上の値

で、rrrr には、レジスター 15 の異常終了理由コードが入り、

xxx にはシステムまたはユーザー完了コードが 3 個の 16 進数

として含まれる) になります。

X'code' < X'80000000' の場合、X'ff' の値は、以下のとおりで

す。

X'01' 予期しない障害が発生しました。 このコードは、デ

ータ・テーブル SVC が起こりえないエラーを検出す

ると報告されます。

X'06' エラーが CICS SVC によって戻されました。 補足

情報の最初のバイト aa0000 は、CICS SVC を呼び

出すための試行からのレジスター 15 の戻りコードで

す。

X'code' = X'80000000' の場合、X'a' の値は、以下の組み合わせ

になります。

X'8' 異常終了が検出されました。

X'4' ユーザー異常終了が検出されました。この場合、xxx

には、ユーザー完了コードの 16 進等価値が入ります

(ユーザー異常終了が検出されなかった場合は、xxx

に 16 進システム完了コードが入ります)。
X'2' 異常終了が検出されましたが、SDWA が使用可能で

なかったために十分に分析することができませんでし

た。

X'1' 非同期異常終了が検出されました (または、異常終了

が同期であったか、あるいは SDWA がなかったた

めに異常終了は分類できませんでした)。
システムの処置: CICS は正常に続行されます。このテーブル

は、要求側の CICS システムから切断されたものとして処理さ

れます。予期しないエラー (X'ff'=X'01') の場合はシステム・ダ

ンプがとられ、また異常終了の場合も (その異常終了コードに

ついてダンプが要求される場合) システム・ダンプがとられま

す。

ユーザーの処置: 処置は、理由コードの最初のバイト内に示さ

れている障害の理由によって異なります。

X'01' システム・ダンプを使用して、問題の原因を判別して

ください。

X'06' データ・テーブル SVC モジュール DFHDTSVC の

ロードに関連する CICS SVC エラーが発生しないよ

うに、要求側の初期設定は DISCONNECT が出され

る前に完了させなければなりませんでした。 したが

って、このエラーはおそらく論理の問題か、ユーザー

のシステムの破壊を示しています。

= X'80' 異常終了が検出されたことを理由コードが示している

場合は、理由コードで提供されている補足情報を使用

して異常終了が何であるかを調べ、異常終了コードに

関する情報を参照して原因を判別してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、code

宛先: コンソール

DFHFC0446 applid Data table disconnect request for

remote file filename has failed because of a

storage failure - reason code X'code'.

説明: CICS はリモート・データ・テーブル filename から切断

しようとしましたが、ストレージの解放に失敗したため切断は

できませんでした。

システムの処置: CICS は正常に続行されます。このテーブル

は、要求側の CICS システムから切断されたものとして処理さ

れます。

ユーザーの処置: これは、内部エラーまたはシステムが破壊さ

れたことを示します。 この問題を解決するには IBM の支援が

必要です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、X'code'

宛先: コンソール

DFHFC0490 applid Unable to use data table for file

filename.

説明: ファイル filename が関連するデータ・セットには、関

連データ・テーブルがありますが、ストレージが不足している

ため、CICS はそのテーブルのデータを使用することができま

せん。

システムの処置: CICS は正常に続行されます。テーブルから

レコードを取り出せないため、ファイルへの読み取り専用アク

セスのパフォーマンスは低下します。

ユーザーの処置: EDSA の外側の CICS 領域に十分なストレ

ージがあることを確認してください。

詳しい手引きについては、「CICS Shared Data Tables Guide」

を参照してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHFC0445 • DFHFC0490

162 z/VSE V6R2 メッセージおよびコード 第 3 巻



DFHFC0920 applid Open of empty file filename failed.

VSAM codes - eeee,rrrr,cccc

説明: CICS ファイル制御が VSAM ファイル filename にオー

プン・コマンドを出しましたが、このコマンドは VSAM 戻り

コード cccc を出して失敗しました。 CICS 内部エラー・コー

ド eeee の値は 8509 で、rrrr はレジスター 15 の戻りコード

です。

このオープンの失敗は、CICS が使用する前にファイルがロー

ドされなかったことによるものと考えられます。

システムの処置: CICS は、ファイル filename がクローズされ

たまま、しかもその状態を UNENABLED にしたままで、処理

を続行します。 このファイルを使用しようとするすべてのトラ

ンザクションには、NOTOPEN 条件が送られます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

VSAM は、コンソール・エラー・メッセージを出します。

ユーザーの処置: CICS がアクセスする前に、ファイルがロー

ドされたかどうか検査してください。 この条件は、空のファイ

ルを CICS に渡す際のユーザー・エラーの結果と考えられま

す。

VSAM 戻りコードの意味については、「z/VSE メッセージお

よびコード 第 2 巻」 のセクション『VSE/VSAM コード』を

参照してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、eeee、rrrr、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0921 applid Open of file fileid failed. Batch

backout needed. Error codes: eeee,cccc,dddd

説明: 基本クラスター・ブロックの「バックアウト失敗」フラ

グがオンに設定されていることが検出されたため、ファイル

fileid をオープンすることができませんでした。バッチ・バッ

クアウト・ユーティリティーを実行して基本クラスター・デー

タを訂正する必要があります。その後、 SET DSNAME(....)
NORMAL コマンドでそのフラグをオフにする必要がありま

す。

eeee の値は 8512 であり、これは CICS 内部エラー・コードを

表します。

cccc および dddd の値は VSAM コードを表し、これらはゼロ

です。

システムの処置: ファイルはクローズされたままです。

ユーザーの処置: このファイルが CSD でない場合は、バッ

チ・バックアウト・ユーティリティーを実行し、基本クラスタ

ー内のデータを検査し、それから SET DSNAME(....)
NORMAL コマンドを出してください。

そのファイルが CSD である場合は、バッチ・バックアウト・

ユーティリティーを実行し、CICS グローバル・カタログ

(DFHGCD) を削除した後、それを再定義してください。 その

ようにした場合には、コールド・スタートしなければなりませ

ん。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、fileid、eeee、cccc、dddd

宛先: コンソール

DFHFC0922A applid Base data set closed, batch backout

needed for base dsname

説明: このメッセージの前に、メッセージ DFHFC4600 と

DFHFC4601、あるいはメッセージ DFHFC5712 と

DFHFC5713 が出されています。それらのメッセージが出され

ているのは、この基本クラスター・データ・セットに行われた

コミットされていない変更を、ファイル・バックアウトでバッ

クアウトすることができなかったためです。

このデータ・セットに対してオープンされているファイルはす

べて、これでクローズされました (あるいは「クローズ要求」

状態にあります)。

特別な「終了」タイプの「バックアウト失敗」レコードがシス

テム・ジャーナルに書き込まれて、バッチ・バックアウト・ユ

ーティリティーにこの事実が知らされました。基本クラスター

制御ブロックには、「バックアウト失敗」のフラグが付けられ

ました。このフラグが CEMT または EXEC CICS SET
DSNAME(base) NORMAL コマンドでリセットされるまで、

この基本クラスター・データ・セットに対してファイルをオー

プンすることはできません。 この時点で、システム・ログを交

換し、それを保存し、コミットされていない変更を CICS とは

オフラインの状態でバックアウトすることができます。

システムの処置: システムは通常どおり続行されます。

ユーザーの処置: CEMT INQUIRE DSNAME FAILED コマ

ンドを用いて、その他のデータ・セットが「バックアウト失

敗」状態にあるか「バックアウト失敗中」状態にあるかを検査

してください。いずれかのデータ・セットが「バックアウト失

敗中」の状態である場合は、「バックアウト失敗」の状態 (デ
ータ・セットに対してオープンされたファイルが、すべてクロ

ーズされている) になるまで待機してください。その後、シス

テム・ログをオフライン・バックアウト・ユーティリティーの

実行の際に使用できるように、システム・ログを交換してそれ

を保存する必要があります。

モジュール: DFHFCBF

XMEOUT パラメーター: applid、base dsname

宛先: コンソール

DFHFC0931 applid OPEN of data table name failed for

reason n.

説明: CICS は、理由 n のため、ユーザー保守データ・テー

ブル name を OPEN することができませんでした。ここで、

n には、次のいずれかの値が入ります。

1 データ・テーブル・サポート初期設定モジュール

DFHDTINT をロードできませんでした。

2 DFHDTINT 以外のデータ・テーブル・サポート・モ

ジュールをロードできませんでした。

3 データ・テーブルのソース・データ・セットが、

KSDS 基本データ・セットではありません。

4 データ・テーブル OPEN モジュール DFHDTOC が

失敗しました。

システムの処置: データ・テーブルはクローズされたままで、

DISABLED になります。 CICS 処理は続行されます。
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ユーザーの処置: 適切なユーザーの処置は、以下に示すとお

り、理由コード n によって異なります。

1 データ・テーブル機能がシステムにインストールされ

ているかどうか、また DFHDTINT がライブラリー

内に存在するかどうか検査してください。

2 モジュール DFHDTxxx のロードの失敗を示す VSE
コンソール・メッセージを探してください。 このモ

ジュールがライブラリー内にあることを確認してくだ

さい。

3 データ・テーブルが、意図したソース・データ・セッ

トに関連付けられているかどうかを調べてください。

4 データ・テーブルおよびその他の機能を実行するため

に必要な合計ストレージが、VSE タスク用の合計専

用区域を超えていないかどうか検査してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、name、n

宛先: コンソール

DFHFC0932 applid OPEN of data table name was

incomplete for reason n.

説明: 理由 n のため、CICS は、CICS 保守データ・テーブル

として name を取り扱うことができませんでした。

システムの処置: データ・テーブルのソース・データ・セット

は、アクセスのために通常の VSAM データ・セットとしてオ

ープンされますが、主ストレージ・テーブルは作成されませ

ん。 CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: 適切なユーザーの処置は理由コード n によ

って異なります。理由コードおよびそれらに該当するユーザー

の処置のリストについては、メッセージ DFHFC0931 を参照し

てください。

このメッセージが出されても失われる機能はないので、緊急な

処置はおそらく必要ありません。 ただし、READ パフォーマ

ンスには悪影響が出る可能性があります。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、name、n

宛先: コンソール

DFHFC0933 applid FREEMAIN failure detected during

CLOSE of data table name.

説明: データ・テーブル name に関連したストレージを CICS
が解放しようとしていたとき、OS/390 FREEMAIN が出され

ました。エラー応答 R15=4 が戻されました。CICS アドレ

ス・スペースのストレージの一部が解放されませんでした。こ

のエラーの原因は、おそらく、以前にデータ・テーブル制御域

が上書きされたことです。

システムの処置: CICS はデータ・テーブル name をクローズ

します。 CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: この条件は、データ・テーブル機能に悪影響

を及ぼすことはありません。 しかし、問題が再発する場合に

は、このメッセージが表示されたらすぐに、システム・ダンプ

(SDUMP) をとってください。 ダンプをとる際に、例えば、

CEMT PERFORM SNAP コマンドを使用します。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、name

宛先: コンソール

DFHFC0934 applid OPEN of data table name1 was

incomplete. Data table name2 already open

with same source.

説明: CICS は、データ・テーブル name1 を CICS 保守デー

タ・テーブルとして取り扱うことができませんでした。それ

は、そのソースとして使用されるデータ・セットが、CICS 保

守データ・テーブル name2 のソースとしてすでに使用されて

いたからです。

システムの処置: CICS は、アクセスのためにデータ・テーブ

ルのソース・データ・セットを通常の VSAM データ・セット

としてオープンしますが、ファイル name1 は、name2 のオー

プンの結果作成された CICS 保守テーブルをアクセスすること

ができます。CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: この不一致が生じた理由を調査してくださ

い。 名前のつづりを誤ったか、あるいは複数のテーブルが並行

してオープンされるよう意図しなかった可能性があります。あ

るいは、 1 つのテーブルが、JCL、または RDO FILE リソー

ス定義の DSNAME パラメーター、または DFHFCT
TYPE=CICSTABLE 項目のいずれかで設定された間違ったデー

タと関連付けられた可能性もあります。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、name1、name2

宛先: コンソール

DFHFC0935 applid SHAREOPTIONS of the source for

data table name allow inconsistencies

between table and source.

説明: データ・テーブル name に関連付けられたソース・デー

タ・セットの領域間 SHAREOPTION は 3 または 4 です。あ

るいは、SHAREOPTION は 2 で、このテーブルは読み取りア

クセスのためだけにオープンされています。 この VSE システ

ム内の別のジョブが CICS に通知しないでソースを更新するこ

とが可能です。 その結果、データ・テーブルはソース・デー

タ・セットに一致しなくなる可能性があります。

システムの処置: データ・テーブルのオープンおよびロード

は、正常に続行されます。 CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: SHAREOPTION が正しく指定されているか

検査してください。

テーブルを所有する CICS システムによって変更が行われた場

合にのみ、ソース・データ・セットの変更がデータ・テーブル

に反映されることに注意してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、name

宛先: コンソール

DFHFC0936 applid Initiation of loading of data table

name has failed.

説明: データ・テーブル name についてのテーブル・ロード・

トランザクションを開始する試みが失敗しました。

システムの処置: CICS 処理は続行されます。この影響とし

て、テーブルがいつでもロード中のように見え、そのためロー

ド完了出口 XDTLC が呼び出されません。

DFHFC0932 • DFHFC0936

164 z/VSE V6R2 メッセージおよびコード 第 3 巻



その結果として、このテーブルは実際には 要求時にロードされ

ることになります。 これは、項目がテーブル内に作成されるの

は、トランザクションが明示的にそのことを指示した場合に限

ることを意味します。 さらに別の結果として、ユーザー保守テ

ーブルの場合、API 要求 (READ を除く) が例外なく

LOADING 条件を引き起こすことにもなります。

ユーザーの処置: OPEN 要求のトレースならびにすべての関

連メッセージとダンプによって障害の原因を判別した後で、訂

正処置をとってください。 テーブルはロードしないでオープン

にしたままにするというシステムの処置は、ユーザーのアプリ

ケーションに悪影響を及ぼす可能性があります。 例えば、その

アプリケーションが、ロードの完了後すぐにユーザー保守テー

ブルを更新できることに依存する場合です。 その場合には、デ

ータ・テーブルのクローズおよび再オープンは即時応答として

成功することがあります。ただし、問題が単にリソースの一時

的な不足による場合に限ります。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、name

宛先: コンソール

DFHFC0937 applid OPEN of name1 as a data table was

not possible. The file has been opened and

will use data table name2 which has the

same source.

説明: CMT name2 がすでに name1 のファイル定義に指定さ

れたソース・データ・セット用にオープンされているため、フ

ァイル name1 を CICS 保守データ・テーブル (CMT) として

オープンすることができませんでした。 ただし、name1 は、

すでにオープンされている CMT にアクセスして共用データ・

テーブル・サポートを利用することができます。

システムの処置: name1 は、通常の CICS ファイルとしてオ

ープンされており、したがって、可能な場合は常に既存デー

タ・テーブル name2 を自動的に使用します。

ユーザーの処置: 通常これは問題ではありませんが、データ・

テーブル name2 が、レコードの最大数およびデータ・テーブ

ル・ユーザー出口の動作について要求どおりの特性になってい

るかどうかを確認してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、name1、name2

宛先: コンソール

DFHFC0940I date time applid CICS data table load has

started for data table name.

説明: データ・テーブル name に対するオープン要求が出され

ていること、ならびにそのデータ・テーブルをロードするタス

クが生成されていることを、CICS ファイル制御が検出しまし

た。

システムの処置: CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDTLDX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、name

宛先: CSFL

DFHFC0941I date time applid CICS data table load has

completed successfully for data table name.

説明: データ・テーブル name をロードするために生成された

タスクが、そのロードを正常に完了しました。

システムの処置: 正常なロードを示すためにパラメーター

UEPDTORC を設定した状態でユーザー出口 XDTLC (使用可

能な場合) が呼び出されます。 CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHDTLDX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、name

宛先: CSFL

DFHFC0942E date time applid CICS data table load has

terminated abnormally for data table name,

reason code = X'xx'.

説明: データ・テーブル name をロードしている CICS タス

クが理由コード X'xx' を受け取りました。ただし、X'xx' は次

のいずれかの値です。

X'FB' CICS ファイル制御は、データ・テーブル・ロードを

中止するよう要求しました。 これは、例えばデー

タ・テーブルに対してクローズ要求が行われた場合に

発生します。

X'FD' テーブル定義で指定した最大項目数を超える項目を、

データ・テーブルに追加しようとしました。

X'FE' 仮想記憶の不足が (DASD からの) 追加項目のサー

ビスによって報告されました。これは、レコード用の

ストレージの獲得に失敗したためです。

システムの処置: ファイル制御がロードを中止するよう要求し

ない限り (理由コード X'FB')、ユーザー出口 XDTLC (使用可

能な場合) が呼び出されます。この出口に渡される

UEPDTORC パラメーターの値は、ロードが異常終了をしたこ

とを示しています。レコードはこれ以上データ・テーブルにロ

ードされません。 このユーザー出口は、ファイルをクローズす

るよう要求する場合があります。

このテーブルが CICS 保守テーブルである場合は、ユーザー出

口がファイルのクローズ要求を出していなければ、API 要求を

満たすために、データ・テーブルに追加されなかったレコード

がソース・データ・セットから取り出されます。

このテーブルがユーザー保守テーブルである場合には、追加さ

れなかったレコードへのアクセスを要求しても、「見つからな

い」ことを示す応答コードが出されます。このテーブルがクロ

ーズされていた場合には、API 要求に対して「使用不可」を示

す応答コードが出されます。

CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: 適切なユーザーの処置は、その理由コードに

よって異なります。 ユーザーの処置は次のとおりです。

X'FB' 処置は不要です。

X'FD' FCT 項目内の SIZE パラメーターまたは RDO FILE
定義内の MAXNUMRECS フィールドのいずれかを

使用して、データ・テーブル用に指定したサイズを増

やしてください。

X'FE' 16 MB 境界より上にある使用可能なストレージを増

やしてください。

DFHFC0937 • DFHFC0942E

第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server for z/VSE) 165



モジュール: DFHDTLDX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、name、X'xx'

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSFL

DFHFC0943E date time applid CICS data table load has

terminated abnormally for data table name,

reason code = X'xx'.

説明: データ・テーブル name をロードしている CICS タス

クが、ソース・データ・セットのブラウズ中に、予期しない戻

りコードを CICS ファイル制御から受け取りました。 理由コ

ード X'xx' は次のいずれかです。

X'02' ILLOGIC : 他のカテゴリーのいずれにも当てはまら

ない VSAM エラー。

X'0C' NOTOPEN : ファイルがクローズされて使用不可の

状態であるか、あるいはまだオープンされていて使用

中であるが、CLOSE 要求が出された。

X'0D' DISABLED : ファイルが使用不可の状態になってい

る。

X'80' IOERR : 入出力エラー。

システムの処置: ロードが異常終了したことを示すためにパラ

メーター UEPDTORC を設定した状態で、ユーザー出口

XDTLC (使用可能な場合) が呼び出されます。 レコードはこ

れ以上データ・テーブルにロードされません。 このユーザー出

口は、ファイルをクローズするよう要求する場合があります。

このテーブルが CICS 保守テーブルである場合は、ユーザー出

口がファイルのクローズ要求を出していなければ、API 要求を

満たすために、データ・テーブルに追加されなかったレコード

がソース・データ・セットから取り出されます。

このテーブルがユーザー保守テーブルである場合には、追加さ

れなかったレコードへのアクセスを要求しても、「見つからな

い」ことを示す応答コードが出されます。このテーブルがクロ

ーズされていた場合には、API 要求に対して「使用できない」

ことを示す応答コードが出されます。

CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: CICS ファイル制御からの戻りコードの理由

を調べてください。 理由コードについての詳細は、「CICS

Application Programming Reference」の STARTBR および

READNEXT コマンドの例外条件の説明を参照してください。

モジュール: DFHDTLDX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、name、X'xx'

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSFL

DFHFC0945E date time applid CICS data table load has

terminated abnormally for data table name.

説明: データ・テーブル name をロードしていた特別な CICS
トランザクションが異常終了を検出しました。

システムの処置: この異常終了の原因に応じて、CICS はシス

テム・ダンプまたはトランザクション・ダンプのいずれかを作

成します。

ロードが異常終了したことを示すためにパラメーター

UEPDTORC を設定した状態で、ユーザー出口 XDTLC (使用

可能な場合) が呼び出されます。 その後、CICS はロード・ト

ランザクションを終了させて、異常終了コード AFCM を出し

ます。 レコードはこれ以上データ・テーブルにロードされませ

ん。 このユーザー出口は、ファイルをクローズするよう要求す

る場合があります。

このテーブルが CICS 保守テーブルである場合は、ユーザー出

口がファイルのクローズ要求を出していなければ、API 要求を

満たすために、データ・テーブルに追加されなかったレコード

がソース・データ・セットから取り出されます。

このデータ・テーブルがユーザー保守テーブルである場合に

は、追加されていない任意のレコードに対するアクセスを要求

しても、「見つからない」ことを示す応答コードが出されま

す。このテーブルがクローズされていた場合には、API 要求に

対して「使用不可」を示す応答コードが出されます。

CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: 関連した CICS メッセージに関するシステ

ム・ログを調べて、ロード・トランザクションによって検出さ

れた最初に出された異常終了を判別してください。 最初に出さ

れた終了の原因に関する詳細については、異常終了コード

AFCM の説明を参照してください。

システム問題の判別方法についての詳細は、「CICS Problem

Determination Guide」を参照してください。

モジュール: DFHDTLDX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、name

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSFL

DFHFC0946E date time applid CICS data table load has

terminated abnormally for data table name,

a call to FCFR has failed for reason code =

n.

説明: ソース・データ・セットをブラウズするためにファイル

制御を呼び出している間に、データ・テーブル name をロード

している CICS タスクが失敗しました。 理由コード n の値

は、次のように障害のタイプを示しています。

1. FCFR からの応答は INVALID でした。

2. FCFR からの応答は DISASTER でした。

3. FCFR からの応答は PURGED でした。

4. FCFR が何らかの予期しない理由により失敗しました。

システムの処置: ロードが異常終了したことを示すようパラメ

ーター UEPDTORC が設定されて、ユーザー出口 XDTLC が

呼び出されます (使用可能な場合)。 その後、CICS はロード・

トランザクションを終了させて、異常終了コード AFCM を出

します。 レコードはこれ以上データ・テーブルにロードされま

せん。 このユーザー出口は、ファイルをクローズするよう要求

する場合があります。

このテーブルが CICS 保守テーブルである場合は、ユーザー出

口がファイルのクローズ要求を出していなければ、API 要求を

満たすために、データ・テーブルに追加されなかったレコード

がソース・データ・セットから取り出されます。 このデータ・

テーブルがユーザー保守テーブルである場合には、追加されて

いない任意のレコードに対するアクセスを要求しても、「見つ

からない」ことを示す応答コードが出されます。このテーブル

がクローズされていた場合には、API 要求に対して「使用でき

ない」ことを示す応答コードが出されます。

CICS 処理は続行されます。
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通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: ファイル制御が提供する診断情報を使用し

て、ドメイン呼び出しの失敗の原因を判別してください。

モジュール: DFHDTLDX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、name、n

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSFL

DFHFC0947E date time applid CICS data table load has

failed to close data table name, a call to

FCFS has failed for reason code = n.

説明: データ・テーブル name をロードしている CICS タス

クが、出口点 XDTLC で呼び出された出口プログラムの要求で

ファイルをクローズしようとしていたときに、失敗しました。

理由コード n の値は、次のように障害のタイプを示していま

す。

1. FCFS からの応答は INVALID でした。

2. FCFS からの応答は DISASTER でした。

3. FCFS からの応答は PURGED でした。

4. FCFS は何らかの予期しない理由により失敗しました。

システムの処置: CICS は、ロード・トランザクションを終了

して、異常終了コード AFCM を出します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 以前の問題がこのロードで発生したことがな

い限り、XDTLC 出口点で呼び出されたユーザー出口がそのフ

ァイルをクローズするよう要求することはほとんどありませ

ん。 そのような以前の問題があれば、データ・テーブル name

に関して出された可能性がある前のメッセージがあるかどうか

調べて、その原因を判別してください。 ファイル制御によって

提供されている診断情報は、クローズ・ファイル呼び出しの障

害を調べるのに使用することができます。

CICS 処理は続行されます。

メッセージ DFHME0116 に示されている症状ストリングの詳

細を報告してください。

モジュール: DFHDTLDX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、name、n

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSFL

DFHFC0948E date time applid CICS data table load for

data table name has failed to free storage, a

call to SMGF has failed for reason code =

n.

説明: データ・テーブル name をロードしている CICS タス

クが、ストレージを解放するためにストレージ・マネージャー

を呼び出している間に、失敗しました。 理由コード n の値

は、次のように障害のタイプを示しています。

1. SMGF からの応答は INVALID でした。

2. SMGF からの応答は DISASTER でした。

3. SMGF からの応答は PURGED でした。

4. SMGF は予期しない理由により失敗しました。

システムの処置: CICS は、ロード・トランザクションを終了

して、異常終了コード AFCM を出します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この条件は、データ・テーブル機能に悪影響

を及ぼすことはありません。 これは、境界より上の少量のスト

レージ (パラメーター・リストに使用されている) が、まだ解

放されていないことを意味します。 この状態が定期的に発生す

る場合には、ストレージ・マネージャー・ドメインによって提

供された診断情報を使用して、ストレージ・マネージャーの

FREEMAIN 呼び出しの失敗の原因を判別してください。

モジュール: DFHDTLDX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、name、n

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSFL

DFHFC0950 applid Warning. File filename Opened with

VSAM SHROPT 3 or 4. CICS cannot

prevent concurrent updates

説明: VSAM 共用オプション 3 および 4 は、複数の領域か

らのデータ・セットの更新を可能にします。 こうした状況下で

は、CICS は並行更新を防ぐことはできません。

このファイルは、共用オプション 3 または 4 で定義されてい

るデータ・セットに対する更新を行うためにオープンされてい

ます。しかもこのファイルは、以下の自動ジャーナリング・オ

プションで定義されています。

次のいずれかになります。ファイルが FCT マクロを使用して

定義されている場合には、JREQ=WU または WN です。

または、ファイルが RDO を使用して定義されている場合に

は、JNLADD = BEFORE、AFTER、または ALL です。

システムの処置: ファイルがオープンされ、警告メッセージが

出されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFCN

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHFC0951 applid Open of file filename failed.

DSNAME not available from JCL or FCT

説明: CICS は、ファイル filename のオープンを試みました

が、データ・セット名が JCL または FCT のいずれにも指定

されていないために、そのオープンに失敗しました。

CICS ファイル制御がファイル filename をオープンしなかった

理由は、次のとおりです。

1. 初期設定時に、スタートアップ JCL に DLBL ステートメ

ントが入っておらず、さらに、

2. CICS のファイルの動的割り振りを可能にする DSNAME
パラメーターが FCT に入っていません。

システムの処置: CICS は、ファイル filename がクローズされ

たまま、しかもその状態を UNENABLED にしたままで、処理

を続行します。 このファイルを使用しようとするすべてのトラ

ンザクションには、NOTOPEN 条件が送られます。

ユーザーの処置: このトランザクションを再サブミットする前

に、データ・セット名を JCL または FCT に与える必要があ

ります。 CEMT トランザクションまたは EXEC CICS SET
コマンドを使用することによって、CICS の実行中に FCT に
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名前を設定することができます。または、CEDA トランザクシ

ョンを使用して FCT 項目の訂正および再インストールを行っ

てください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHFC0952 applid Dynamic allocation of file filename

failed. Return code rrrr,cccc

説明: ファイル filename のラベル定義を動的に追加している

ときに、障害が起こり、戻りコード cccc が戻されました。rrrr

はレジスター 15 の追加戻りコードです。

システムの処置: CICS は、ファイル filename をクローズし

て、しかもその状態を UNENABLED にしたままで処理を続行

します。このファイルを使用しようとするすべてのトランザク

ションには、NOTOPEN 条件が送られます。

ユーザーの処置: 戻りコードの意味は次のとおりです。

4 ラベルを追加できませんでした。 追加戻りコードの

意味は次のとおりです。

X'0204' 使用可能な仮想記憶が不足している。

X'0238' 区画の一時ラベル・サブエリアがいっぱい

である。

X'0410' このファイルのラベルは、すでにラベル域

に存在している。

X'0438' このファイルのラベルは、ラベル域に存在

していない。

X'0460' ラベル削除要求に指定されたファイル ID
は正しくない。

最後の 3 つのコードについては、 この問題を解決す

るには IBM の支援が必要です。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参

照してください。

10 z/VSE LABEL マクロ機能が失敗しました。 この場

合、追加戻りコードには次の 2 つのコンポーネント

があります。

バイト 1

失敗した LABEL マクロ機能です。

バイト 2

失敗した機能の LABEL マクロ戻りコード

です。

上記のコードの意味については、「z/VSE IPL and

Job Control Diagnosis Reference」を参照してくださ

い。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、rrrr、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0953 applid Open or close of file filename failed.

CICS logic error eeee,cccc

説明: ファイル filename をオープンまたはクローズする要求

の処理中に、CICS はファイル制御サービス・プログラムの中

に内部論理エラーを検出しました。 eeee の値により、以下の

ようなエラーが示されます。

8105 DFHFCFS セットのベース dsname ブロックが失敗

しました。 cccc は DFHFCFS からの戻りコードで

す。

8302 DFHFCN への要求が、FCT 内にないプールに関す

るものです。

8701 DFHFCN への要求が、OPEN でも CLOSE でもあ

りません。

8704 DFHFCL への要求が、BUILD でも DELETE でもあ

りません。

8705 DFHFCL への要求が、無効なプール番号 cccc に関

するものです。

8706 DFHFCL への要求が、FCT 内にないプール番号

cccc に関するものです。

8707 DFHFCL は、BLDVRP パラメーターの作成に失敗

しました。 cccc はプール番号です。

8798 DFHFCN 内のオフセット cccc で OPEN 時の論理

エラーが検出されました。

システムの処置: CICS は、タスクを異常終了させ、ダンプを

作成します。そして、ファイル filename の状況は変えずに処理

を続行します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: これは、おそらく CICS 内の論理エラーで

す。 ただし、ファイルのオープンまたはクローズを行っている

間に CICS を即時シャットダウンで終了すると、このような論

理エラーが通常の出来事として発生する可能性があることに注

意してください。 これは、CICS が、タスクの実行とは関係な

しに即時に終了したためです。

CICS によって BLDVRP マクロに関するパラメーターを計算

しなければならない場合 (LSR プール定義を RDO LSRPOOL
リソース定義にも DFHFCT TYPE=SHRCTL マクロにも指定

しなかった場合) にも、このエラーが起きる可能性がありま

す。この LSR プール内のファイルの VSAM カタログをアク

セスしようとする試みはすべて失敗します。 その他のメッセー

ジは、個々のカタログの障害について出されます。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、eeee、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0955 applid Associated data set is dataset

説明: このメッセージは DFHFC0952 の後に出されます。 こ

のメッセージは、そのメッセージの中で示されている VSAM
データ・セットを識別しています。

システムの処置: DFHFC0952 に指定された仕方で処理は続行

されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHFC0952 に関するユーザー

の処置に従ってください。

モジュール: DFHFCFS
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XMEOUT パラメーター: applid、dataset

宛先: コンソール

DFHFC0956 applid Open of file filename failed. VSAM

catalog error. Return code - eeee,cccc

説明: VSAM データ・セット filename をオープンするために

VSAM カタログを読み取っているときに、CICS ファイル制御

は、SHOWCAT マクロから戻りコード cccc を受け取りまし

た。値 eeee は、DFHFCN からのエラー・コードです。これら

のエラー・コードは、以下のとおりです。

8112 経路の AIX® を求めた SHOWCAT が失敗しまし

た。

8113 ベースのデータ・コンポーネントを求めた

SHOWCAT が失敗しました。

8116 経路のベースを求めた SHOWCAT が失敗しまし

た。

8117 アップグレード・メンバーを求めた SHOWCAT が

失敗しました。

システムの処置: CICS は、ファイル filename をクローズし

て、その状態を UNENABLED にしたままで、システム・ダン

プを作成し、処理を続行します。 このファイルを使用しようと

するすべてのトランザクションには、NOTOPEN 条件が送ら

れます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 戻りコードの意味については、「z/VSE メッ

セージおよびコード 第 2 巻」 のセクション『VSE/VSAM コ

ード』を参照してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、eeee、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0958 applid Open of file filename failed. VSAM

resource usage conflict with open file

説明: CICS は、ファイル filename をオープンしませんでし

た。これは、アクセス方式制御ブロック (ACB) が、別の ACB
が指定した (同一の基本クラスターのためにすでにオープンさ

れている) バッファー/ストリング・リソース (NSR プールま

たは LSR プール) とは異なるバッファー/ストリング・リソー

スを指定していることを、CICS が検出したためです。

VSAM は、同一のバッファー/ストリング・リソースを使用す

る ACB に限って、同一の基本クラスターのためにオープンさ

れた種々の ACB に対して保全性を提供します。

システムの処置: CICS は、ファイル filename をクローズし

て、その状態を UNENABLED にしたままで、システム・ダン

プを作成し、処理を続行します。 このファイルを使用しようと

するすべてのトランザクションには、NOTOPEN 条件が送ら

れます。

ユーザーの処置: 正しいバッファー/ストリング・リソースを

判別し、FCT を変更してください。

あるいは、FCT に DSNSHR=UPDATE を指定して、ファイル

を読み取り専用にオープンした場合には、保全性が損なわれる

危険がないため、CICS は異なるバッファー/ストリング・リソ

ースの使用を許可します。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHFC0959 applid Open or close of file filename failed.

CICS detected an error. Return code -

eeee,cccc

説明: CICS は、VSE サブタスクのオープンまたはクローズが

失敗したため、ファイル filename をオープンまたはクローズし

ませんでした。 この障害の原因としては、以下のことが考えら

れます。

v VSE は、VSAM または VSE コードの障害のため、タスク

の異常終了を試みた。

v サブタスク・コード内の CICS 論理障害。

v サブタスクが終了した後、CICS のシャットダウン時に、ト

ランザクションはファイルのオープンまたはクローズを試み

た。

cccc は DFHSKP からの戻りコードです。 eeee の値は次のと

おりです。

8801 RDJFCB 呼び出し時の DFHSKP の障害

8802 ALLOCATE 呼び出し時の DFHSKP の障害

8803 ESTAEX 出口によってインターセプトされた

DFHSKTSK サブタスク内の異常終了による

DFHSKP 障害

8804 DAM OPEN 呼び出し時の DFHSKP の障害

8805 OPEN VSAM 呼び出し時の DFHSKP の障害

8806 SHOWCAT 呼び出し時の DFHSKP の障害

8807 VSAM GET 呼び出し時の DFHSKP の障害

8808 DAM CLOSE 呼び出し時の DFHSKP の障害

8809 VSAM CLOSE 呼び出し時の DFHSKP の障害

880A DEALLOCATE 呼び出し時の DFHSKP の障害

880C VSAM OPEN 呼び出し時の DFHSKP の障害

880D VSAM CLOSE 呼び出し時の DFHSKP の障害

880D ALLOCATE 呼び出し時の DFHSKP の障害

880E DEALLOCATE 呼び出し時の DFHSKP の障害

8816 FCL RDJFCB 呼び出し時の DFHSKP の障害

システムの処置: CICS は、タスクを異常終了させ、システ

ム・ダンプをとり、ファイル filename の状況を変更しないまま

処理を続行します。

DFHSKP からの戻りコードが 001C である場合、動的に割り

振られたデータ・セットは割り振り解除されない可能性があ

り、LSR プールは削除されない可能性があります。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: これは、おそらく CICS かまたは別の IBM
プログラムの論理エラーです。 ただし、ファイルのオープンま

たはクローズを行っている間に CICS を即時シャットダウンで

終了すると、このような論理エラーが通常の出来事として発生

する可能性があることに注意してください。 これは、CICS
が、タスクの実行とは関係なしに即時に終了したためです。

この問題を解決するには、IBM の支援が必要な場合がありま

す。手順については、「CICS Problem Determination Guide」の

第 4 部を参照してください。
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モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、eeee、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0960 applid Open of file filename failed. Unable

to build its LSR pool n. Return code - cccc

説明: CICS は、ファイル filename の FCT 項目で指定された

ローカル共用リソース (LSR) プールの作成を VSAM に要求し

ました。 しかし、VSAM は要求を完了することができません

でした。 n はプール番号であり、cccc は VSAM BLDVRP の

戻りコードです。

システムの処置: CICS は、ファイル filename がクローズされ

たまま、しかもその状態を UNENABLED にしたままで、処理

を続行します。 このファイルを使用しようとするすべてのトラ

ンザクションには、NOTOPEN 条件が送られます。

注: 初めてこのエラーが発生すると、CICS は、処理を続行す

る前にシステム・ダンプを作成します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: BLDVRP 戻りコードの意味については、

「VSE/VSAM User's Guide and Application Programming」を

参照してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、n、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0961 date time applid Calculation of LSR pool n

parameters incomplete. Filename filename

has no DSNAME

説明: ローカル共用リソース (LSR) プール n のためのパラメ

ーターを動的に計算しているときに、CICS は、DSNAME の

存在していない FCT 項目 (FCT 項目に DSNAME がない

か、または DLBL ステートメントが CICS スタートアップ・

ジョブ・ストリーム内に存在してしないかのいずれか) を見つ

けました。

システムの処置: CICS 処理は続行されます。

DSNAME がないと、CICS は、VSAM カタログを使用してフ

ァイル属性を判別することができません。 したがって、LSR
計算では、CICS は FCT 項目の STRNO パラメーターで指定

された文字列の数を使用します。

ユーザーの処置: 各 FCT 項目が、CICS スタートアップ・ジ

ョブ・ストリーム内のその DATASET 名に対応する DLBL ス

テートメントまたは DSNAME のいずれかを備えていることを

確認してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、n、filename

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHFC0962 date time applid Calculation of LSR pool n

parameters incomplete for file filename.

VSAM catalog access error. Return code -

cccc

説明: CICS が、ローカル共用リソース (LSR) プール n のた

めにパラメーターを動的に計算しているときに、VSAM
SHOWCAT または (IKQVCAT による) VSAM カタログ探索

が失敗して、戻りコード cccc が出されました。ファイル

filename に対するパラメーターが不完全です。

システムの処置: CICS は、ファイル filename のためのこれま

でに累積された LSR パラメーターをそのまま維持して、処理

を続行します。ただし、これ以降は、ファイル filename のため

の LSR パラメーターの計算は行われません。

失敗した VSAM 要求およびその戻りコードを識別する例外ト

レース項目がとられます。

ユーザーの処置: SHOWCAT 戻りコードの意味については、

「VSE/VSAM User's Guide and Application Programming」

を、カタログ探索の戻りコードの意味については、「z/VSE メ

ッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクション『IDCAMS コ

ード』を参照してください。

このエラーは、VSAM カタログが破壊されたことを示していま

す。 カタログをリストアできない場合は、問題を解決するため

に IBM のサポートが必要になります。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

モジュール: DFHFCL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、n、filename、cccc

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHFC0963 applid LSR pool n not deleted. Code - cccc

説明: CICS は、ローカル共用リソース (LSR) プール n の削

除を VSAM に要求しました。要求の処理中に、VSAM
DLVRP マクロが失敗して戻りコード cccc が出されました。

(cccc は、VSAM DLVRP の戻りコードです。)
システムの処置: CICS は、システム・ダンプをとり、プール

がまだ存在している状態で処理を続行します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: DLVRP 戻りコードの意味については、

「VSE/VSAM User's Guide and Application Programming」を

参照してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、n、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0964 applid Open of file filename failed. VSAM

codes - eeee,rrrr,cccc

説明: CICS ファイル制御が、VSAM ファイル filename に対

してオープンを出しました。 オープンは失敗し、VSAM 戻り

コード cccc が出されました。eeee には 8502 の値が入り、こ

れは CICS 内部エラー・コードを表しています。rrrr はレジス

ター 15 にある戻りコードを表しています。

システムの処置: CICS は、ファイル filename をクローズにし
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て、しかもその状態を UNENABLED にしたままで処理を続行

します。 このファイルを使用しようとするすべてのトランザク

ションには、NOTOPEN 条件が送られます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: VSAM は、コンソール・エラー・メッセー

ジを出すはずです。 VSAM メッセージ、および CICS メッセ

ージ内の VSAM 戻りコードを使用して、問題を解決してくだ

さい。

VSAM 戻りコードの意味については、「z/VSE メッセージお

よびコード 第 2 巻」 のセクション『VSE/VSAM コード』を

参照してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、eeee、rrrr、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0965 applid Open of DAM file filename failed

説明: CICS ファイル制御は、BDAM ファイル filename に対

してオープンを出しました。 オープンが失敗しました。

システムの処置: CICS は、ファイル filename をクローズにし

て、しかもその状態を UNENABLED にしたままで処理を続行

します。 このファイルを使用しようとするすべてのトランザク

ションには、NOTOPEN 条件が送られます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: DAM は、コンソール・エラー・メッセージ

を出しているはずです。 問題を解決する方法についての詳細

は、DAM メッセージを参照してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHFC0966 applid Open of file filename failed. Unable

to position ESDS. Error codes: eeee,rrrr,cccc

説明: VSAM ESDS ファイル filename を出力用にオープンす

る前に、CICS ファイル制御は、データ終了相対バイト・アド

レス (RBA) を正しく判別することができませんでした。位置

決めの処理時に、CICS では、次のどの ステップも実行するこ

とができますが、そのそれぞれのステップに失敗することも考

えられます。

v どの VSAM カタログがそのファイルを所有しているかを判

別する。

v 基本クラスターを制御インターバル (CI) 処理のためにオー

プンする。

v ファイルの中の最後の CI を読み取る。

v ファイルの中のデータ終了を判別する。

v 基本クラスターをクローズする。

v 基本クラスターを動的に割り振り解除する。

メッセージ内の値 eeee は、次のように、エラーまたは障害の

起こった機能を示しています。

8503 基本クラスターのオープン。 rrrr は、レジスター

15 内の VSAM 戻りコードです。 cccc は、VSAM
ACB 内のエラー・フィールドです。

8504 最後の制御インターバル (CI) の読み取り。 rrrr

は、レジスター 15 内の VSAM 戻りコードです。

cccc は、VSAM RPL 内の FDBK フィールドです。

8505 スパン・レコードの最後の CI の中間。

8506 基本クラスターのクローズ。 rrrr は、レジスター

15 内の VSAM 戻りコードです。 cccc は、VSAM
ACB 内のエラー・フィールドです。

8507 CI を取得するためのストレージが不十分。

8508 基本の動的割り振り。 rrrr は、レジスター 15 内の

VSE 戻りコードです。 cccc は VSAM 戻りコードで

す。

システムの処置: CICS は、ファイル filename がクローズされ

たまま、しかもその状態を UNENABLED にしたままで、処理

を続行します。 このファイルを使用しようとするすべてのトラ

ンザクションには、NOTOPEN 条件が送られます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: VSAM 戻りコードの意味については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクション

『VSE/VSAM コード』を参照してください。

CICS ファイル制御は、VSAM ESDS をオープンする際、制御

インターバル処理を使用します。 したがって、データ・セット

に対して ACCESS(CONTROL) を指定しているかどうかを確

認してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、eeee、rrrr、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0967 applid Error detected while closing file

filename - VSAM codes rrrr,cccc

説明: CICS ファイル制御が、VSAM ファイル filename に対

してクローズを出しました。 クローズは失敗し、VSAM 戻り

コード cccc が出されました。rrrr はレジスター 15 内の戻り

コードです。

システムの処置: CICS 処理を続行します。 VSAM がアクセ

ス方式制御ブロック (ACB) をクローズしているはずなので、

CICS はファイル filename にクローズのマークを付けます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: VSAM 戻りコード cccc および前に出された

VSAM コンソール・メッセージを利用して、問題の原因を判別

してください。

VSAM 戻りコードの意味については、「z/VSE メッセージお

よびコード 第 2 巻」 のセクション『VSE/VSAM コード』を

参照してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、rrrr、cccc

宛先: コンソール
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DFHFC0968 applid Close of DAM file filename failed

説明: CICS ファイル制御が、DAM ファイル filename に対し

てクローズを出しました。 クローズが失敗しました。

システムの処置: CICS は続行し、ファイル filename はオープ

ンされたままです。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: DAM は、コンソール・エラー・メッセージ

を出しているはずです。 DAM メッセージを使用して、問題を

解決してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHFC0969 applid Close of file filename failed. CICS

logic error - 8799 rrrr,cccc

説明: ファイル filename をクローズしようとしていたとき、

CICS は、ファイル制御サービス・プログラムに内部論理エラ

ー 8799 を検出しました。 cccc は、エラーが発生した

DFHFCN 内のオフセットです。

システムの処置: CICS は、タスクを異常終了させ、システ

ム・ダンプをとり、ファイル filename の状況を変更しないまま

処理を続行します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、rrrr、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0970 applid Warning. Recoverable file filename,

Opened with VSAM SHAROPT 3 or 4.

CICS cannot ensure integrity

説明: リカバリー可能な VSAM ファイル filename を更新の

ためにオープンするときに、CICS は、このファイルが

SHAREOPTION 3 または 4 で定義されていることを検出しま

した。このオプションは、複数の領域からの更新を許すもので

す。 CICS は、このメッセージを出して、データの保全性を保

証できないことを警告します。

システムの処置: CICS は、ファイル filename をオープンし

て、処理を続行します。

ユーザーの処置: データの保全性が損なわれても構わない場合

には、ユーザーの処置は不要です。

データの保全性が損なわれることが計画に入っておらず、それ

を受け入れることができない場合には、CICS を取り消して、

別の SHAREOPTION でファイル filename を定義し直してか

ら再始動してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHFC0971 applid Open of file filename warning. In

positioning ESDS. Error codes: rrrr,cccc

説明: VSAM ESDS ファイル filename を出力のためにオープ

ンする前に、CICS ファイル制御はデータ終了相対バイト・ア

ドレス (RBA) を判別する必要がありました。 位置決め処理に

は、DLBL 名 DFHESDS に対する基本クラスターの動的割り

振りおよび動的割り振り解除が含まれていました。 この割り振

り解除が失敗しました。

VSAM 戻りコードは cccc であり、rrrr はレジスター 15 内の

追加戻りコードです。

システムの処置: CICS は、ファイル filename をオープンし

て、処理を続行します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: VSAM 戻りコードの意味については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクション

『VSE/VSAM コード』を参照してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、rrrr、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0972 applid Open of file filename failed. VSAM

catalog entry not found, return code - 8111

cccc

説明: VSAM ファイル filename をオープンしているときに、

CICS ファイル制御が、JCL または FCT 内に与えられたファ

イル名を使用して VSAM カタログからの情報の検索を試みま

した。 この最初の検索は失敗し、SHOWCAT マクロから

VSAM 戻りコード cccc が戻されました。 8111 は、CICS フ

ァイル制御内のどこでエラーが検出されたかを示しています。

システムの処置: CICS は、ファイル filename がクローズされ

たまま、しかもその状態を UNENABLED にしたままで、処理

を続行します。 このファイルを使用しようとするすべてのトラ

ンザクションには、NOTOPEN 条件が送られます。

ユーザーの処置: おそらく DSNAME が FCT に正しく指定

されていないはずです。 DSNAME が正しく指定されている場

合には、「VSE/VSAM User's Guide and Application

Programming」で SHOWCAT 戻りコードの説明を参照してく

ださい。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0973 applid Dynamic deallocation of file filename

failed. Return code - rrrr,cccc

説明: ファイル filename をクローズしているときに、CICS フ

ァイル制御は、VSE ラベル域からラベルを削除しようとしまし

た (割り振り解除)。 この試みは失敗し、戻りコード cccc が戻

されました。rrrr は、レジスター 15 内の追加戻りコードで

す。

システムの処置: ファイルはクローズされますが、割り振られ

たままの状態で、CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
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ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: ユーザーが FCT 内の DSNAME を変更

し、同一の CICS の実行でそのファイルを再オープンすると、

CICS は元のデータ・セットをオープンします。

戻りコードの意味は次のとおりです。

4 ラベルは削除できませんでした。追加戻りコードの意

味は次のとおりです。

X'0204' 使用可能な仮想記憶が不足している。

X'0238' 区画の一時ラベル・サブエリアがいっぱい

である。

X'0410' このファイルのラベルは、すでにラベル域

に存在している。

X'0438' このファイルのラベルは、ラベル域に存在

していない。

X'0460' ラベル削除要求に指定されたファイル ID
は正しくない。

最後の 3 つのコードについては、 この問題を解決す

るには IBM の支援が必要です。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参

照してください。

10 z/VSE LABEL マクロ機能が失敗しました。 この場

合、追加戻りコードには次の 2 つのコンポーネント

があります。

バイト 1

失敗した LABEL マクロ機能です。

バイト 2

失敗した機能の LABEL マクロ戻りコード

です。

上記のコードの意味については、「z/VSE IPL and

Job Control Diagnosis Reference」を参照してくださ

い。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、rrrr、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0974 date time applid Calculation of LSR pool n

parameters incomplete for file filename.

VSAM catalog inconsistency - oooo

説明: ファイル filename のためにローカル共用リソース

(LSR) パラメーターを動的に計算しているときに、VSAM
SHOWCAT マクロから通常の戻りコードが与えられたこと

と、検索の対象となるものが論理的に正しくないことを CICS
は検出しました。 n はプール番号であり、oooo はエラーのあ

った VSAM オブジェクト・タイプです。

システムの処置: CICS は、ファイル filename のためのこれま

でに累積された LSR パラメーターをそのまま維持して、処理

を続行します。 ただし、これ以降は、ファイル filename のた

めの LSR パラメーターの計算は行われません。

ユーザーの処置: このエラーは、VSAM カタログが破壊され

たことを示しています。 カタログをリストアできない場合は、

IBM のサポートが必要になります。 手順については、「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHFCL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、n、filename、oooo

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHFC0975 applid LSR pool n already exists

説明: CICS は、ローカル共用リソース (LSR) プール n の作

成を VSAM に要求しました。しかし、このプールはすでに存

在しています。

システムの処置: CICS の処理を続行します。既存のプールが

不適当なものであれば、後続のファイルの OPEN は失敗しま

す。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: プールの作成時刻および削除時刻について、

システム・コンソール・ログおよび LSR 統計データを調べて

ください。ログの場合には、プールの削除に失敗しなかったか

どうかも調べてください。 (このエラーに関する最も単純でよ

く見られる原因としては、以前にプール n を削除しようとし

て失敗したことが考えられます。)
モジュール: DFHFCL

XMEOUT パラメーター: applid、n

宛先: コンソール

DFHFC0976 applid File filename not opened. DSNAME =

DUMMY

説明: DLBL ステートメント内の DSNAME が DUMMY で

あったため、CICS はファイル filename をオープンできません

でした。

システムの処置: CICS は、ファイル filename がクローズされ

たまま、しかもその状態を UNENABLED にしたままで、処理

を続行します。 このファイルを使用しようとするすべてのトラ

ンザクションには、NOTOPEN 条件が送られます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFCN

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHFC0977 applid Open of file filename failed. VSAM

catalog error. Return code - eeee,cccc

説明: CICS が、ファイル filename をオープンして、VSAM
カタログから情報を検索していたとき、カタログ探索機能は失

敗して戻りコード cccc を出しました。eeee は次のような

DFHFCN 戻りコードです。

8114 (IKQVCAT による) 索引またはデータに関するカタ

ログ探索が失敗しました。

8115 (IKQVCAT による) 基本クラスターに関するカタロ

グ探索が失敗しました。

システムの処置: CICS は、ファイル filename がクローズされ

たまま、しかもその状態を UNENABLED にしたままで、処理

を続行します。 このファイルを使用しようとするすべてのトラ
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ンザクションには、NOTOPEN 条件が送られます。

ユーザーの処置: 戻りコードの意味については、「z/VSE メッ

セージおよびコード 第 2 巻」 のセクション『IDCAMS コー

ド』を参照してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、eeee、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0978 applid Open of file filename failed. VSAM

catalog error. Return code - eeee

説明: CICS がファイル filename をオープンして、VSAM カ

タログから情報を検索していたとき、CICS ファイル制御のオ

ープン/クローズ・ルーチン (DFHFCN) は CICS 論理エラー

を検出しました。 eeee は、以下のとおりです。

8118 経路についての VSAM カタログ項目に、その最初の

関連としての基本クラスターまたは AIX がありませ

ん。

8119 AIX に関する VSAM カタログ項目に、データの関

連または基本クラスターの関連のいずれかが欠落して

います。

811A 基本クラスターに関する VSAM カタログ項目に、デ

ータの関連または索引の関連が欠落しています。

システムの処置: CICS は、ファイル filename がクローズされ

たまま、しかもその状態を UNENABLED にしたままで、処理

を続行します。 このファイルを使用しようとするすべてのトラ

ンザクションには、NOTOPEN 条件が送られます。

ユーザーの処置: ファイル filename 用の VSAM LISTCAT リ

ストを入手してください。 この問題を解決するには IBM の支

援が必要です。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、eeee

宛先: コンソール

DFHFC0979 date time applid LSR pool n parameters

incomplete for file filename Entry not

found. RC - rrrr

説明: VSAM ローカル共用リソース (LSR) パラメーターを動

的に計算しているときに、CICS は、ファイル filename に関す

る FCT 項目のデータ・セット名を使用して、VSAM カタログ

から情報の検索を試みました。 しかし、カタログ・アクセスは

失敗し、SHOWCAT マクロから VSAM 戻りコード rrrr が出

されました。

システムの処置: CICS は処理を続行しますが、LSR プールの

計算には、ファイル filename に関するパラメーターを使用しま

せん。

ユーザーの処置: このファイルについて JCL を正しく指定し

ていることと、このファイルを収容しているカタログが JCL
に含まれていることを確認してください。 こうした検査を行っ

てもエラーがはっきりしない場合には、「VSE/VSAM User's

Guide and Application Programming」で SHOWCAT 戻りコー

ド rrrr の意味を参照してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、n、filename、rrrr

宛先: CSMT

DFHFC0980 applid Open of base for file filename failed.

CICS logic error eeee,cccc

説明: ファイル filename についてレコード挿入が要求された

ときに使用された経路の VSAM ESDS ベースをオープンしよ

うとしていたときに、CICS が内部論理エラーを検出しまし

た。 eeee は、以下のとおりです。

8E01 DFHFCM への要求が、OPEN でも CLOSE でもあ

りません。

8E99 オフセット cccc における DFHFCM 処理中の論理エ

ラー。

システムの処置: CICS はシステム・ダンプをとり、トランザ

クションを異常終了させます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHFCM

XMEOUT パラメーター: applid、filename、eeee、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0982 applid Open of base for file filename failed.

VSAM codes - rrrr,cccc

説明: ファイル filename についてレコード挿入が要求された

ときに使用された経路の VSAM KSDS ベースをオープンしよ

うとしていたときに、CICS ファイル制御が OPEN コマンド

を出しました。しかし、その OPEN は失敗し、ACB から

VSAM エラー・コード cccc が出されました。rrrr は、レジス

ター 15 内の VSAM 戻りコードです。

システムの処置: CICS はシステム・ダンプをとり、トランザ

クションを異常終了させます。

ユーザーの処置: VSAM は、コンソール・エラー・メッセー

ジを出します。 VSAM メッセージ、および CICS メッセージ

内の VSAM 戻りコードを使用して、問題を解決してくださ

い。

VSAM 戻りコードの意味については、「z/VSE メッセージお

よびコード 第 2 巻」 のセクション『VSE/VSAM コード』を

参照してください。

モジュール: DFHFCM

XMEOUT パラメーター: applid、filename、rrrr、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0983 applid Close of base for file filename failed.

CICS logic error eeee,cccc

説明: ファイル filename についてレコード挿入が要求された

ときに使用された経路の VSAM KSDS ベースをクローズしよ

うとしていたときに、CICS はエラーを検出しました。 eeee

は、以下のとおりです。

8E05 VSAM ベースをクローズするための DFHFCM にお

ける失敗。 cccc は、VSAM ACB からのエラー・コ

ードです。
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システムの処置: CICS は、ベースをオープンしたままでシス

テム・ダンプをとり、処理を続行します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHFCM

XMEOUT パラメーター: applid、filename、eeee、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0986 applid Open of base for file filename failed.

CICS detected error eeee,cccc

説明: CICS は、ファイル filename のベースをオープンまたは

クローズしませんでした。それは、レコード挿入が要求された

ときに使用された経路の KSDS (VSAM キー順データ・セッ

ト) ベースをオープンまたはクローズしているときに、オープ

ン/クローズ VSE サブタスクが失敗したためです。

この障害の原因としては、以下のことが考えられます。

v VSE は、VSAM または VSE コードの障害のため、タスク

の異常終了を試みた。

v サブタスク・コード内の CICS 論理障害。

v サブタスクが終了した後、CICS のシャットダウン時に、ト

ランザクションはファイルのオープンまたはクローズを試み

た。

cccc は DFHSKP からの戻りコードです。 eeee の値は次のと

おりです。

8E11 DFHFCM ALLOCATE 呼び出しでの DFHSKP の障

害

8E12 DFHFCM OPEN 呼び出しでの DFHSKP の障害

8E13 DFHFCM CLOSE 呼び出しでの DFHSKP の障害

8E14 DFHFCM DEALLOCATE 呼び出しでの DFHSKP
の障害

システムの処置: CICS は、タスクを異常終了させ、システ

ム・ダンプをとり、処理を続行します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: これは、おそらく CICS かまたは別の IBM
プログラムの論理エラーです。 この問題を解決するには IBM
の支援が必要です。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHFCM

XMEOUT パラメーター: applid、filename、eeee、cccc

宛先: コンソール

DFHFC0987 applid Open of file filename failed: Not

available for type of processing. VSAM

codes - 0008, 00A8

説明: CICS が VSAM ファイル filename のオープンを試みた

ときに、その OPEN は失敗して、メッセージ・テキストに示

される VSAM 戻りコードを出しました。 障害の理由として

は、データ・セットを CICS 領域内の別の ACB または別の領

域が使用中であること、もしくは VSAM 共用オプションが

OPEN を許可するのに必要な共用レベルを禁止していることが

考えられます。

システムの処置: CICS は、ファイルをクローズにしたまま

で、しかもその状態を UNENABLED にして、処理を続行しま

す。このファイルを使用しようとするすべてのトランザクショ

ンには、NOTOPEN 条件が送られます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: このデータ・セットを別のユーザーが使用し

ている場合には、それが解放されるまで待ってから OPEN を

再試行してください。

問題が再発したがそれを解決ができない場合、IBM からのサポ

ートが必要です。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHFC0988 applid Open of file filename failed. This data

set type is not supported by CICS.

説明: ファイル filename をオープンしようとしましたが、フ

ァイルが、CICS によってサポートされていないタイプのデー

タ・セットを参照したので、ファイルのオープンは失敗しまし

た。

CICS ファイル制御は、VSAM KSDS、ESDS および RRDS デ

ータ・セット、KSDS および ESDS データ・セットによる経

路、および DAM データ・セットのオープンをサポートしま

す。 それ以外のデータ・セットはサポートされません。 例え

ば、CICS は、VSAM VRDS データ・セットのオープンをサポ

ートしません。

システムの処置: CICS は、filename をクローズして、その状

態を UNENABLED にしたままで、処理を続行します。 この

ファイルを使用しようとするすべてのトランザクションには、

NOTOPEN 条件が送られます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: おそらく DSNAME がファイル定義に正し

く指定されていないはずです。ファイル定義を訂正してくださ

い。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHFC0990 applid Open of file filename failed. Recovery

specified, but the path is not in the

upgrade set. Base data set dsname

説明: 更新処理 (SERVREQ=ADD、DELETE または

UPDATE の設定) のために、(代替索引による VSAM 経路に

関連付けられた) リカバリー可能なファイルをオープンしよう

としました。 しかし、代替索引がベースの更新セットに入って

いませんでした。 CICS はこの条件を検出し、ファイルをオー

プンしようとしません。
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代替索引がベースの更新セットにない場合には、このベースを

介して行われたすべての更新は、代替索引に反映されないこと

になります。したがって、この経路を介して行われた更新は、

データの保全性を損なう可能性があります。

RECOVERY=ALL または RECOVERY=BACKOUTONLY が、

経路の FCTE 項目上または基本データ・セット上で指定された

場合、経路のオープンは失敗することに注意してください。

この基本データ・セットは、コールド・スタート以降、そのフ

ァイルに対する更新のためにオープンされる最初のファイルの

リカバリー属性をとります。 これらの属性はデータ・セット上

で効力を保ち、ファイルのオープン時に FCT 項目およびデー

タ・セット間で整合性検査が実行されます。

システムの処置: CICS は、ファイル filename をクローズして

使用不可の状態で処理を続行します。

ユーザーの処置: データ・セットをオフラインにして、

UPGRADE オプションを使用して代替索引を再定義してくださ

い。 BLDINDEX ジョブを実行して、基本データ・セットに関

して代替索引を最新のものにしてから、ファイルのオープンを

再試行してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、dsname

宛先: コンソール

DFHFC0991 applid Open of file filename failed. Recovery

attributes conflict with those on the VSAM

data set - cccc. Base data set dsname

説明: 更新処理 (SERVREQ=ADD、DELETE、または

UPDATE 設定) のために、ファイル filename のオープンを試

みました。 CICS は、ファイルのリカバリー属性が、VSAM
基本データ・セットで有効なリカバリー属性と一致していない

ことを検出しました。データ保全性を維持するために、このフ

ァイルはオープンされませんでした。

このデータ・セットは、コールド・スタート以降、そのファイ

ルに対する更新のためにオープンされる最初のファイルのリカ

バリー属性をとります。 コード cccc は見つかった不整合を識

別します。このコードは、以下の値をとります。

8514 ファイルもデータ・セットも RECOVERY=ALL が

指定されていますが、指定されている順方向リカバリ

ー・ログが異なります。

8515 このデータ・セットには、

RECOVERY=BACKOUTONLY または

RECOVERY=NONE が指定されていて、ファイルが

RECOVERY=ALL を使用してオープンしようとして

います。

8516 このデータ・セットには、RECOVERY=NONE が指

定されています。 このファイルは、

RECOVERY=BACKOUTONLY でオープンしようと

しています。

851B ファイルが RECOVERY=NONE または

BACKOUTONLY を指定しました。 VSAM デー

タ・セットには RECOVERY=ALL が指定されてい

ます。

851C ファイルが RECOVERY=NONE を指定しました。

VSAM データ・セットには、BACKOUTONLY が指

定されています。

システムの処置: CICS は、ファイル filename をクローズして

使用不可の状態で処理を続行します。

ユーザーの処置: 同じ VSAM データ・セットを参照している

ファイルに、それぞれ同じリカバリー属性が指定してあること

を確認してください。

CEDA ALTER FILE コマンドを使用して FCT 項目を変更

し、そのグループを再インストールしてください。あるいはフ

ァイルの FCT マクロを変更してください。 この再アセンブル

された FCT が有効になるのは、次の CICS コールド・スター

ト時だけであることに注意してください。

ユーザーは、CEMT SET DSNAME REMOVE コマンドまたは

EXEC CICS SET DSNAME REMOVE コマンドを出すことに

より基本データ・セットのためのリカバリー属性設定を取り消

すことができます。 これにより基本クラスター・ブロックが削

除され、この VSAM データ・セット用の前のリカバリー設定

値のレコードも CICS に残りません。 このデータ・セットに

対して次にオープンされる最初のファイルにより、新しい基本

クラスター・ブロックが作成されます。 ファイルを更新処理の

ためにオープンした場合には、このファイルのリカバリー属性

は、基本クラスター・ブロックに複写されます。

同じ VSAM データ・セットを参照していても、バックアウト

リカバリー属性が異なるファイルを持ちたい場合には、グロー

バル・ユーザー出口 XFCNREC を使用してください。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、cccc、dsname

宛先: コンソール

DFHFC0996 date time applid {Open | Close | Enable |

Disable} of file filename suppressed due to

intervention of User Exit.

説明: メッセージに示されたファイルに対して、オープン要

求、クローズ要求、使用可能要求、または使用不可要求が出さ

れました。 CICS ファイル制御のグローバル・ユーザー出口点

XFCSREQ で使用可能になっている出口プログラムが、CICS
に対して、要求を実行しないように指示しました。

システムの処置: 出されている要求が、使用可能、使用不可、

クローズ要求である場合、ファイルの状態は変更されません。

つまり、要求が出される前と同じ状態です。

要求がオープン要求の場合には、ファイルが、クローズされた

使用不可状態になっていない限り、変更されないままの状態に

なります。 この状態では、そのオープン要求は暗黙のオープン

要求になる場合があります (つまり、ファイルがファイル API
要求の一部としてオープンされます)。 暗黙オープン要求の場

合、ファイル状態は、ファイル API 要求が停止すること、お

よび NOTOPEN 条件がアプリケーションに返されることを確

実にするために、クローズ、使用不可に変更されます。

ユーザーの処置: このコマンドが抑止されている理由を調べて

ください。 これはインストール・システムによってそれぞれ異

なります。

モジュール: DFHFCFS
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XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=Open、

2=Close、3=Enable、4=Disable}、filename

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHFC0998 applid User exit XFCNREC is causing file

filename to be opened even though a file

recovery inconsistency of type X'code' exists.

CICS cannot guarantee data integrity for

base data set dsname

説明: 更新処理 (SERVREQ=ADD、DELETE または

UPDATE) のためにファイル filename のオープンが試みられま

した。CICS は、このファイルのバックアウト・リカバリー属

性が、VSAM 基本データ・セットのバックアウト・リカバリー

属性と一致しないことを検出しました。 CICS では、通常、不

整合が検出されるとオープンは失敗します。 ただし、ユーザー

出口 XFCNREC で実行されるプログラムは、不整合が検出さ

れた場合でもオープンを続行できるよう指示しています。

CICS は、関連データ・セットのデータ保全性を保証できなく

なりました。 コード X'code' は、不整合を識別し、次のいずれ

かの値を取ります。

X'8516' このデータ・セットには、RECOVERY=NONE が指

定されています。 このファイルは、

RECOVERY=BACKOUTONLY でオープンしようと

しています。

X'851C' ファイルが RECOVERY=NONE を指定しました。

VSAM データ・セットには、BACKOUTONLY が指

定されています。

このデータ・セットに関するこれ以降の RECOVSTATUS の

INQUIRE は、NOTRECOVABLE 応答を戻します。 データ・

セットは、次に CEMT SET DSNAME REMOVE、EXEC
CICS SET DSNAME REMOVE コマンド、あるいはコール

ド・スタートが行われるまで、リカバリー不能のマークが付け

られます。

システムの処置: CICS は、ファイル filename をオープンし、

ファイル定義のリカバリー設定値を使用して、バックアウト・

ログを実行するかどうかを判別し、処理を続行します。

ユーザーの処置: このデータ・セットについて、バックアウ

ト・リカバリー属性の不整合を無視してよいかどうかを確認し

てください。

バックアウト・リカバリー属性の不整合を無視してはいけない

場合は、同じ VSAM データを参照している複数のファイル

に、同じリカバリー属性があるかどうかを確認してください。

無視してもよい場合には、CEDA ALTER FILE コマンドを使

用して FCT 項目を変更し、グループを再インストールする

か、またはファイルの FCT マクロ定義を変更してください。

この再アセンブルされた FCT が有効になるのは、次の CICS
コールド・スタート時だけであることに注意してください。

基本データ・セットに設定したリカバリー属性を取り消すに

は、CEMT SET DSNAME REMOVE コマンドまたは EXEC
CICS SET DSNAME REMOVE コマンドを実行してくださ

い。 これにより基本クラスター・ブロックが削除され、この

VSAM データ・セット用の前のリカバリー設定値のレコードも

CICS に残りません。 このデータ・セットに対して次にオープ

ンされる最初のファイルにより、新しい基本クラスター・ブロ

ックが作成されます。 ファイルを更新処理のためにオープンし

た場合には、このファイルのリカバリー属性は、基本クラスタ

ー・ブロックに複写されます。

モジュール: DFHFCN

XMEOUT パラメーター: applid、filename、X'code'、dsname

宛先: コンソール

DFHFC0999 applid Open of BASE for file filename failed.

CICS logic error eeee,cccc

説明: ファイル filename についてレコード挿入が要求された

ときに使用された経路の VSAM KSDS ベースをオープンしよ

うとしていたときに、CICS はエラーを検出しました。 eeee

は、以下のとおりです。

8E03 LABEL マクロ要求の失敗 (ファイルの GETLBL)
8E06 LABEL マクロ要求の失敗 (カタログの GETLBL)

cccc は LABEL マクロの戻りコードです。

システムの処置: CICS はシステム・ダンプをとり、トランザ

クションを異常終了させます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: LABEL マクロの戻りコード cccc の診断情

報については、「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」

のセクション『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にあ

る『システム機能戻りコード』を参照してください。 この問題

を解決するには IBM の支援が必要です。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

モジュール: DFHFCM

XMEOUT パラメーター: applid、filename、eeee、cccc

宛先: コンソール

DFHFC2813 applid Program DFHRCEX cannot be found.

説明: これは破滅的なエラーです。 DC リンクは、FC 初期設

定時に DFHRCEX にリンクできませんでした。

システムの処置: CICS セットアップは、異常終了し、ダンプ

が作成されます。

ユーザーの処置: DFHRCEX を見つけられない理由を調べて

ください。

モジュール: DFHFCBP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHFC4600 applid DTB failed - Batch backout needed

after base data set closed. Trans=tranid

File=filename Task=taskid.

説明: DTB (動的トランザクション・バックアウト) は、トラ

ンザクション・コード tranid を処理するタスク taskid によっ

てファイル filename を介して VSAM データ・セットに行われ

たコミットされていない変更を、バックアウトすることができ

ませんでした。

このメッセージの後に、関係する基本クラスター/経路デー

タ・セット名を含んでいるメッセージ DFHFC4601 が出されま
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す。 基本クラスター制御ブロックには、「バックアウト失敗

中」のフラグが付けられました。このフラグが CEMT または

EXEC CICS SET DSNAME(base) NORMAL コマンドでリセ

ットされるまで、この基本クラスター・データ・セットに対し

てファイルをオープンすることはできません。 これに関係する

メッセージ DFHFC4602 が CSFL に送られます。

注: CICS に定義されているファイルの固定長と一致しないレ

コードがデータ・セットで検出された場合にも、このメッセー

ジが出される可能性があります。

システムの処置: システムは通常どおり続行されます。

ユーザーの処置: 関係する基本クラスター/経路データ・セッ

ト名を知らせるメッセージ DFHFC4601、およびこのデータ・

セットに対してオープンされているすべてのファイルがいつク

ローズされたかを知らせるメッセージ DFHFC0922A が出され

るのを待つ必要があります。 その後、CEMT INQUIRE
DSNAME FAILED コマンドを出して、その他のデータ・セッ

トが「バックアウト失敗」状態または「バックアウト失敗中」

状態にあるかどうかを検査してください。いずれかのデータ・

セットが「バックアウト失敗中」の状態である場合は、「バッ

クアウト失敗」の状態 (データ・セットに対してオープンされ

たファイルが、すべてクローズされている) になるまで待機し

てください。その後、システム・ログをオフライン・バックア

ウト・ユーティリティーの実行の際に使用できるように、シス

テム・ログを交換してそれを保存する必要があります。

バックアウト障害の原因が、CICS に定義されているファイル

の固定長と一致しない長さのレコードがデータ・セット上にあ

ることである場合には、データ・セットをスキャンして、ファ

イルの固定長とは異なる長さを持つすべてのレコードを見つけ

て、それらを正しく調整してください。

モジュール: DFHDBP

XMEOUT パラメーター: applid、tranid、filename、taskid

宛先: コンソール

DFHFC4601 applid Base=base dsname Path=path dsname

説明: このメッセージは、動的トランザクション・バックアウ

ト (DTB) がバックアウトを実行できなかった基本クラスター

および経路データ・セット名を知らせます。このメッセージ

は、関係しているトランザクション・コード、ファイル名、お

よびタスク番号を知らせるメッセージ DFHFC4600 の後に出さ

れます。

システムの処置: システムは通常どおり続行されます。

ユーザーの処置: トランザクション・コード、ファイル名、お

よびタスク番号についての詳細は、メッセージ DFHFC4600 を

参照してください。

このデータ・セットに対してオープンされているすべてのファ

イルがいつクローズされたかを知らせるメッセージ

DFHFC0922A が出されるのを待つ必要があります。 それか

ら、CEMT INQUIRE DSNAME FAILED コマンドを用いて、

その他のデータ・セットが「バックアウト失敗」状態にあるか

「バックアウト失敗中」状態にあるかを検査してください。い

ずれかのデータ・セットが「バックアウト失敗中」の状態であ

る場合は、「バックアウト失敗」の状態 (データ・セットに対

してオープンされたファイルが、すべてクローズされている)
になるまで待機してください。その後、システム・ログをオフ

ライン・バックアウト・ユーティリティーの実行の際に使用で

きるように、システム・ログを交換してそれを保存してくださ

い。

モジュール: DFHDBP

XMEOUT パラメーター: applid、base dsname、path dsname

宛先: コンソール

DFHFC4602 date time applid DTB failed - Batch backout

needed after base data set closed.

Trans=tranid File=filename Task=taskid.

説明: このメッセージは、一時データ・キュー CSFL に送ら

れるという点を除けば、メッセージ DFHFC4600 と同じです。

メッセージ DFHFC4600 の場合はコンソールへ送られます。

動的トランザクション・バックアウト (DTB) は、トランザク

ション・コード tranid を処理するタスク taskid によってファ

イル filename を介して VSAM データ・セットに行われたコミ

ットされていない変更を、バックアウトすることができません

でした。 このメッセージの後に、関係する基本クラスター/経

路データ・セット名を含んでいるメッセージ DFHFC4603 が出

されます。 基本クラスター制御ブロックには、「バックアウト

失敗中」のフラグが付けられました。このフラグが CEMT ま

たは EXEC CICS SET DSNAME(base) NORMAL でリセット

されるまで、この基本クラスター・データ・セットに対してフ

ァイルをオープンすることはできません。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 関係する基本クラスター/経路データ・セッ

ト名を知らせるメッセージ DFHFC4603、およびこのデータ・

セットに対してオープンされているすべてのファイルがいつク

ローズされたかを知らせるメッセージ DFHFC0922A が出され

るのを待ってください。 それから、CEMT INQUIRE
DSNAME FAILED コマンドを用いて、その他のデータ・セッ

トが「バックアウト失敗」状態にあるか「バックアウト失敗

中」状態にあるかを検査してください。いずれかのデータ・セ

ットが「バックアウト失敗中」の状態である場合は、「バック

アウト失敗」の状態 (データ・セットに対してオープンされた

ファイルが、すべてクローズされている) になるまで待機して

ください。その後、システム・ログをオフライン・バックアウ

ト・ユーティリティーの実行の際に使用できるように、システ

ム・ログを交換してそれを保存する必要があります。

モジュール: DFHDBP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

filename、taskid

宛先: CSFL

DFHFC4603 date time applid Base=base dsname Path=path

dsname

説明: このメッセージは、動的トランザクション・バックアウ

ト (DTB) がバックアウトを実行できなかった基本クラスター

および経路データ・セット名を知らせます。

このメッセージは、関係しているトランザクション・コード、

ファイル名、およびタスク番号を知らせるメッセージ

DFHFC4602 の後に出されます。 メッセージ DFHFC4601 は

コンソールに送られます。

システムの処置: システムは通常どおり続行されます。

DFHFC4601 • DFHFC4603
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ユーザーの処置: 関係しているトランザクション・コード、フ

ァイル名、およびタスク番号についての詳細は、メッセージ

DFHFC4602 を参照してください。

このデータ・セットに対してオープンされているすべてのファ

イルがいつクローズされたかを知らせるメッセージ

DFHFC0922A が出されるのを待つ必要があります。 それか

ら、CEMT INQUIRE DSNAME FAILED コマンドを用いて、

その他のデータ・セットが「バックアウト失敗」状態にあるか

「バックアウト失敗中」状態にあるかを検査してください。い

ずれかのデータ・セットが「バックアウト失敗中」の状態であ

る場合は、「バックアウト失敗」の状態 (データ・セットに対

してオープンされたファイルが、すべてクローズされている)
になるまで待機してください。その後、次のことを行う必要が

あります。

1. CEMT SET JOURNAL (01) ADVANCE を用いてシステ

ム・ログを交換する。

2. ログを保存する。

3. バッチ・バックアウト・ユーティリティーを実行する。

モジュール: DFHDBP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、base dsname、

path dsname

宛先: CSFL

DFHFC4604 applid DTB failed for DAM data set.

Trans=tranid File=filename Task=taskid.

説明: DTB (動的トランザクション・バックアウト) は、トラ

ンザクション tranid によってファイル filename を介して

DAM に行われたコミットされていない変更を、バックアウト

することができませんでした。

システムの処置: システムは通常どおり続行されます。

ユーザーの処置: CEMT SET FILE CLOSED を用いて、

DAM データ・セットに対してオープンされているすべてのフ

ァイルをクローズし、コミットされていない変更をオフライン

でバックアウトしてください。

モジュール: DFHDBP

XMEOUT パラメーター: applid、tranid、filename、taskid

宛先: コンソール

DFHFC4605 date time applid DTB failed for DAM data

set. Trans=tranid File=filename Task=taskid.

説明: DTB (動的トランザクション・バックアウト) は、トラ

ンザクション tranid によってファイル filename を介して

DAM に行われたコミットされていない変更を、バックアウト

することができませんでした。

システムの処置: システムは通常どおり続行されます。

ユーザーの処置: CEMT SET FILE CLOSED を用いて、

DAM データ・セットに対してオープンされているすべてのフ

ァイルをクローズし、コミットされていない変更をオフライン

でバックアウトしてください。

モジュール: DFHDBP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

filename、taskid

宛先: CSFL

DFHFC5707 applid Backout data present for file filename

but no FCT entry exists.

説明: 緊急再始動時に、テーブル・マネージャーは、CICS グ

ローバル・カタログからリストアされたファイル filename を

FCT の中から見つけることができませんでした。

システムの処置: CICS は、バックアウトする必要のあるその

他のファイルが FCT から欠落しているかどうか検査し、それ

らに関してこのメッセージを出します。 これは、データ保全性

に影響を与える重大エラーなので、CICS はメッセージ

DFHFC0002 を出して異常終了し、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: 緊急再始動時に FCT をリストアするのに使

用されたグローバル・カタログか、またはバックアウト・レコ

ードを提供するログが破壊されました。

ダンプを用いて、この障害の原因を調べて訂正し、それから緊

急再始動を再実行してください。

モジュール: DFHFCBP

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHFC5708D applid Error while opening file filename.

Reply 'GO' or 'CANCEL'.

説明: CICS は、ファイル filename のオープン時にエラーを検

出しました。

システムの処置: システムはオペレーターの応答を待ちます。

応答が「GO」の場合、初期設定出口は制御を与えられます。

戻ったなら、処理は続行されます。 応答が「CANCEL」の場

合、CICS はダンプを作成し、VSE ユーザー異常終了 0143 を

出して、異常終了します。

ユーザーの処置: Reply 'GO' or 'CANCEL'.
モジュール: DFHFCBP

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHFC5712 applid Backout failed. Batch backout needed

after base d/s closed. Trans=tranid

File=filename Task=taskid.

説明: 緊急再始動時に、ファイル・バックアウトは、トランザ

クション・コード tranid を処理するタスク taskid によってフ

ァイル filename を介して VSAM データ・セットに行われたコ

ミットされていない変更を、バックアウトすることができませ

んでした。

このメッセージの後に、関係する基本クラスター/経路デー

タ・セット名を含んでいるメッセージ DFHFC5713 が出されま

す。 基本クラスター制御ブロックには、「バックアウト失敗

中」のフラグが付けられました。このフラグが CEMT または

EXEC CICS SET DSNAME(base) NORMAL でリセットされ

るまで、この基本クラスター・データ・セットに対してファイ

ルをオープンすることはできません。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 関係する基本クラスター/経路データ・セッ

ト名を知らせるメッセージ DFHFC5713、およびこのデータ・

セットに対してオープンされているすべてのファイルがいつク
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ローズされたかを知らせるメッセージ DFHFC0922A が出され

るのを待ってください。

それから、CEMT INQUIRE DSNAME FAILED コマンドを用

いて、その他のデータ・セットが「バックアウト失敗」状態に

あるか「バックアウト失敗中」状態にあるかを検査してくださ

い。いずれかのデータ・セットが「バックアウト失敗中」の状

態である場合は、「バックアウト失敗」の状態 (データ・セッ

トに対してオープンされたファイルが、すべてクローズされて

いる) になるまで待機してください。その後、システム・ログ

をオフライン・バックアウト・ユーティリティーの実行の際に

使用できるように、システム・ログを交換してそれを保存して

ください。

モジュール: DFHFCBP

XMEOUT パラメーター: applid、tranid、filename、taskid

宛先: コンソール

DFHFC5713 applid Base=base dsname Path=path dsname

説明: このメッセージは、緊急再始動時にファイル・バックア

ウトが実行されなかった基本クラスターおよび経路データ・セ

ット名を知らせます。

このメッセージは、関係しているトランザクション・コード、

ファイル名、およびタスク番号を知らせるメッセージ

DFHFC5712 の後に出されます。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: このデータ・セットに対してオープンされて

いるすべてのファイルがいつクローズされたかを知らせるメッ

セージ DFHFC0922A が出されるのを待ってください。

それから、CEMT INQUIRE DSNAME FAILED コマンドを用

いて、その他のデータ・セットが「バックアウト失敗」状態に

あるか「バックアウト失敗中」状態にあるかを検査してくださ

い。いずれかのデータ・セットが「バックアウト失敗中」の状

態である場合は、「バックアウト失敗」の状態 (データ・セッ

トに対してオープンされたファイルが、すべてクローズされて

いる) になるまで待機してください。その後、システム・ログ

をオフライン・バックアウト・ユーティリティーの実行の際に

使用できるように、システム・ログを交換してそれを保存する

必要があります。

モジュール: DFHFCBP

XMEOUT パラメーター: applid、base dsname、path dsname

宛先: コンソール

DFHFC5714 date time applid Backout failed. Batch

backout needed after base d/s closed.

Trans=tranid File=filename Task=taskid.

説明: このメッセージは、一時データ・キュー CSFL に送ら

れるという点を除けば、メッセージ DFHFC5712 と同じです。

メッセージ DFHFC5712 はコンソールへ送られます。

緊急再始動時に、ファイル・バックアウトは、トランザクショ

ン・コード tranid を処理するタスク taskid によってファイル

filename を介して VSAM データ・セットに行われたコミット

されていない変更を、バックアウトすることができませんでし

た。

このメッセージの後に、関係する基本クラスター/経路デー

タ・セット名を知らせるメッセージ DFHFC5715 が出されま

す。 基本クラスター制御ブロックには、「バックアウト失敗

中」のフラグが付けられました。このフラグが CEMT または

EXEC CICS SET DSNAME(base) NORMAL でリセットされ

るまで、この基本クラスター・データ・セットに対してファイ

ルをオープンすることはできません。

システムの処置: システムは通常どおり続行されます。

ユーザーの処置: 関係する基本クラスター/経路データ・セッ

ト名を知らせるメッセージ DFHFC5715、およびこのデータ・

セットに対してオープンされているすべてのファイルがいつク

ローズされたかを知らせるメッセージ DFHFC0922A が出され

るのを待ってください。

それから、CEMT INQUIRE DSNAME FAILED コマンドを用

いて、その他のデータ・セットが「バックアウト失敗」状態に

あるか「バックアウト失敗中」状態にあるかを検査してくださ

い。いずれかのデータ・セットが「バックアウト失敗中」の状

態である場合は、「バックアウト失敗」の状態 (データ・セッ

トに対してオープンされたファイルが、すべてクローズされて

いる) になるまで待機してください。その後、システム・ログ

をオフライン・バックアウト・ユーティリティーの実行の際に

使用できるように、システム・ログを交換してそれを保存する

必要があります。

モジュール: DFHFCBP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

filename、taskid

宛先: CSFL

DFHFC5715 date time applid Base=base dsname Path=path

dsname

説明: このメッセージは、一時データ・キュー CSFL に送ら

れるという点を除けば、メッセージ DFHFC5713 と同じです。

メッセージ DFHFC5713 はコンソールへ送られます。

このメッセージは、緊急再始動時にファイル・バックアウトが

バックアウトを実行できなかった基本クラスターおよび経路デ

ータ・セット名を知らせます。

このメッセージは、関係しているトランザクション・コード、

ファイル名、およびタスク番号を知らせるメッセージ

DFHFC5714 の後に出されます。

システムの処置: システムは通常どおり続行されます。

ユーザーの処置: このデータ・セットに対してオープンされて

いるすべてのファイルがいつクローズされたかを知らせるメッ

セージ DFHFC0922A が出されるのを待ってください。

それから、CEMT INQUIRE DSNAME FAILED コマンドを用

いて、その他のデータ・セットが「バックアウト失敗」状態に

あるか「バックアウト失敗中」状態にあるかを検査してくださ

い。いずれかのデータ・セットが「バックアウト失敗中」の状

態である場合は、「バックアウト失敗」の状態 (データ・セッ

トに対してオープンされたファイルが、すべてクローズされて

いる) になるまで待機してください。その後、システム・ログ

をオフライン・バックアウト・ユーティリティーの実行の際に

使用できるように、システム・ログを交換してそれを保存する

必要があります。

モジュール: DFHFCBP
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XMEOUT パラメーター: date、time、applid、base dsname、

path dsname

宛先: CSFL

DFHFC5716 applid Backout failed for DAM data set.

Trans=tranid File=fileid Task=taskid.

説明: 緊急再始動時に、ファイル・バックアウトは、トランザ

クション tranid によってファイル filename を介して DAM デ

ータ・セットに行われたコミットされていない変更を、バック

アウトすることができませんでした。

システムの処置: システムは通常どおり続行されます。

ユーザーの処置: DAM データ・セットに対してオープンされ

ているすべてのファイルをクローズし、コミットされていない

変更をすべてオフラインでバックアウトする必要があります。

モジュール: DFHFCBP

XMEOUT パラメーター: applid、tranid、fileid、taskid

宛先: コンソール

DFHFC5717 date time applid Backout failed for DAM

data set. Trans=tranid File=filename

Task=taskid.

説明: このメッセージは、一時データ・キュー CSFL に送ら

れるという点を除けば、メッセージ DFHFC5716 と同じです。

メッセージ DFHFC5716 はコンソールへ送られます。緊急再始

動時に、ファイル・バックアウトは、トランザクション

transaction によってファイル filename を介して DAM デー

タ・セットに行われたコミットされていない変更を、バックア

ウトすることができませんでした。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: DAM データ・セットに対してオープンされ

ているすべてのファイルをクローズしてください。 コミットさ

れていない変更をオフラインでバックアウトしてください。

モジュール: DFHFCBP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

filename、taskid

宛先: CSFL

DFHFC5718 applid A failure has occurred while

processing the restart data set during file

backout processing.

説明: 再始動データ・セット (DFHRSD) で重大な問題が生じ

ました。 これは、通常、CONNECT、START BROWSE、

GETNEXT、または DELETE コマンドが失敗したときに起こ

ります。

システムの処置: システムは、トレース項目およびダンプを作

成します。 CICS の再始動は異常終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: ダンプとトレース項目を用いて、再始動デー

タ・セットの問題を調べてください。

モジュール: DFHFCBP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHFC5719 date time applid A failure has occurred

while processing the restart data set during

file backout processing.

説明: 再始動データ・セット (DFHRSD) で重大な問題が生じ

ました。 これは、通常、CONNECT、START BROWSE、

GETNEXT、または DELETE コマンドが失敗すると起こりま

す。

システムの処置: システムは、トレース項目およびダンプを作

成します。 CICS の再始動は異常終了します。

ユーザーの処置: ダンプとトレース項目を用いて、再始動デー

タ・セットの問題を判別してください。

モジュール: DFHFCBP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

宛先: CSFL

DFHFC5740I applid File backout beginning.

説明: 緊急再始動時に、CICS は、CICS モジュール

DFHFCBP が処理を開始するときに、このメッセージを出しま

す。 DFHFCBP は、未完了タスク (すなわち、前に起きた異常

終了のときに完了しなかったタスク) によって行われたリカバ

リー可能ファイルへの変更をバックアウトします。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFCBP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHFC5741I applid No file backout required.

説明: 緊急再始動時に、CICS は、バックアウトする必要のあ

るリカバリー可能ファイルへの変更を CICS モジュール

DFHFCBP が検出しなかったときに、このメッセージを出しま

す。 DFHFCBP は、未完了タスク (すなわち、前に起きた異常

終了のときに完了しなかったタスク) によって行われたリカバ

リー可能ファイルへの変更をバックアウトします。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFCBP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHFC5742I applid File backout complete.

説明: 緊急再始動時に、CICS は、CICS モジュール

DFHFCBP が処理を終了するときにこのメッセージを出しま

す。 DFHFCBP は、未完了タスク (すなわち、前に起きた異常

終了のときに完了しなかったタスク) によって行われたリカバ

リー可能ファイルへの変更をバックアウトします。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFCBP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール
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DFHFC5804 applid File CLOSE failed during CICS

termination. File ' filename'.

説明: 順序正しい CICS 終了時にファイル filename をクロー

ズしようとしましたが、失敗しました。 このメッセージは、単

にこのファイルをクローズできなかったという警告として作成

されます。 データの保全性は維持されています。

システムの処置: CICS の終了を続行します。

ユーザーの処置: この障害の再発を回避するために、このファ

イルがクローズされなかった理由を、終了時に出された他の

DFHFCxxxx メッセージから判別してください。

モジュール: DFHFCSD

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHFC5820 applid Any files that are still open against

the base data set may need to be closed.

File filename, data set dsname.

説明: ファイル filename は、動的に割り振られたデータ・セ

ット dsname をオープンする最初のファイルでした。 このフ

ァイルは、クローズされ、同じ基本データ・セットに対して 1
つまたは複数のファイルがオープンされたままになります。 し

かし、これらのファイルのどれかが 2 次エクステントを必要と

する場合、その要求は、CICS ILLOGIC エラー (X'08BA0000')
を出して失敗します。

システムの処置: クローズ処理は通常どおり完了します。

ユーザーの処置: 発生する可能性があるこの問題を避けるため

に、基本データ・セットに対してオープンされたままのファイ

ルをクローズして再オープンすることをお勧めします。 デー

タ・セットの関連についてよく分からない場合には、上記の基

本データ・セットに対して LISTCAT を実行し、すべての関連

データ・セットのリストを作成してください。 どのファイルが

影響を受けるかを識別するためには、CEMT INQ FILE(*) を

使用します。 ファイルをすべてクローズして再オープンする必

要があります。その際に、例えば、CEMT SET FILE(file
name) CLOSE および CEMT SET FILE(file name) OPEN を

使用します。

モジュール: DFHFCFS

XMEOUT パラメーター: applid、filename、dsname

宛先: コンソール

DFHFExxxx メッセージ

DFHFE3301 Transaction complete
説明: フィールド開発トランザクション CSFE によって呼び
出されたフィールド開発プログラム DFHFEP が完了しまし
た。
システムの処置: その他の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHFEP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHFE3302 Invalid debug request
説明: フィールド開発トランザクション CSFE によって呼び
出されたフィールド開発プログラム DFHFEP は、デバッグ要
求に構文エラーを見つけたか、あるいは、インストールしたト
ランザクション定義オプションが無効であることを見つけまし
た。
システムの処置: タスクは終了します。
ユーザーの処置: 構文エラーまたは無効なインストール済みト
ランザクション定義オプションがないかどうかを検査してくだ
さい。 エラーを訂正して、要求を入力し直してください。
モジュール: DFHFEP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHFE3303 Invalid trace option
説明: フィールド開発トランザクション CSFE によって呼び
出されたフィールド開発プログラム DFHFEP は、トレース要
求 (ZCQTRACE) の中に構文エラーを見つけました。
システムの処置: タスクは終了します。
ユーザーの処置: 構文エラーがないかどうかを調べてくださ
い。 エラーを訂正して、要求を入力し直してください。
モジュール: DFHFEP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHFE3304 Enter PRINT for character set, END to
terminate. All other data will be echoed.

説明: このメッセージは、CSFE トランザクションを開始した
ときに端末に送られます。 このメッセージは、フィールド開発
プログラム DFHFEP にどんな処置を要求するかを技術員に尋
ねます。
システムの処置: タスクは応答を待ちます。
ユーザーの処置: 文字セットを表示するには、PRINT を入力
してください。

モジュール DFHFEP を終了するには、END を入力してくだ
さい。

入力した他のすべてのデータは、画面に表示されます。
モジュール: DFHFEP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHFE3307 Invalid option specified in request
説明: フィールド開発トランザクション CSFE によって呼び
出されたフィールド開発プログラム DFHFEP が、要求で指定
されたオプションの中の 1 つにエラーを見つけました。 指定
されたオプションが見つからなかった (例えば、無効なトラン
ザクション定義) か、またはそれが無効なタイプだったかのい
ずれかです。 CSFE は、要求を完了しないで終了します。
システムの処置: タスクは終了します。
ユーザーの処置: エラーを訂正し、要求を再入力してくださ
い。
モジュール: DFHFEP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHFE3308 Program DFHTRAP is not available -
global trap not activated

説明: CICS は、CICS フィールド開発トランザクション要求
CSFE DEBUG,TRAP=ON の実行時に、グローバル・トラップ
出口プログラム DFHTRAP を見つけることができませんでし
た。
システムの処置: CICS は、グローバル・トラップが非活動状
態のままで続行されます。

DFHFC5804 • DFHFE3308

182 z/VSE V6R2 メッセージおよびコード 第 3 巻



ユーザーの処置: DFHTRAP が処理プログラム・テーブル内
に定義され、プログラム・ライブラリー内で使用可能になって
いるかどうかを確かめてください。グローバル・トラップ出口
の使用にあたっては、必ず IBM サポート担当員と相談するよ
うにしてください。
モジュール: DFHFEP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHFE3309 Global trap DFHTRAP is unusable
following program check in exit

説明: グローバル・トラップ出口 (CSFE DEBUG,TRAP=ON)
を活動状態にするためにフィールド開発 (FE) トランザクショ
ン要求を実行しているときに、FE プログラム DFHFEP は、
グローバル・トラップ出口プログラム DFHTRAP がすでに活
動状態になっているものの、使用不能のマークが付けられてい
ることを見つけました。 これは、このトラップを最後に使用し
たときに、プログラム・チェックが DFHTRAP に発生したた
めです。 このエラーについては、メッセージ DFHTR1001 に
詳細に記されています。
システムの処置: CICS は、グローバル・トラップに使用不能
のマークが付けられたまま続行されます。
ユーザーの処置: 詳細については、DFHTR1001 を参照してく
ださい。現在活動状態になっているが使用できない DFHTRAP
のバージョンを CICS プログラム・ライブラリーからの新しい
バージョンに置き換えるには、次の順序でコマンドを出してく
ださい。

CSFE DEBUG,TRAP=OFF
(現行トラップを非活動化する)

CEMT SET PROGRAM(DFHTRAP) NEWCOPY
(CICS が認識しているディスク・トラップを更新する)
CSFE DEBUG,TRAP=ON
(トラップの新しいバージョンを活動化する)

グローバル・トラップ出口の使用にあたっては、必ず IBM サ

ポート担当員と相談するようにしてください。

モジュール: DFHFEP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHFE3310 applid Program DFHTRAP is not available -

global trap not activated.

説明: CICS は、CICS フィールド開発トランザクション要求

CSFE DEBUG,TRAP=ON の実行時に、グローバル・トラップ

出口プログラム DFHTRAP を見つけることができませんでし

た。

システムの処置: CICS は、グローバル・トラップが非活動状

態のままで続行されます。

ユーザーの処置: DFHTRAP が処理プログラム・テーブル内

に定義され、プログラム・ライブラリー内で使用可能になって

いるかどうかを確かめてください。 グローバル・トラップ出口

の使用にあたっては、必ず IBM サポート担当員と相談するよ

うにしてください。

モジュール: DFHFEP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHICxxxx メッセージ

DFHIC0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。
コード X'code' は、エラーが何であり、それがどこで検出され
たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル
で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま
す。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS コードにエラーの可能性があ
ることを示しています。 その影響の重大度は、エラー発生時に
実行されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。

メッセージが出されたのが 1 回であり、しかもモジュール
modname が CICS システムの実行に不可欠ではない場合に
は、実行を続行し、適当な時間に CICS をダウンさせて問題を
解決することもできます。

このメッセージが再発するか、またはモジュール modname を
最大限に利用しないと実行できない場合には、サポートが必要
です。 CICS を制御シャットダウンでダウンさせ、ダンプおよ
びメッセージ内で識別されたモジュールが送る関連メッセージ

を収集してください。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHEIIC

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHIC0200 date time applid Automatic transaction restart
for transaction tranid has failed.

説明: 開始した非端末トランザクションが異常終了していて、
自動トランザクション再始動がユーザー置き換え可能モジュー
ル DFHREST を介して要求されました。 CICS がトランザク
ションを再始動しようとしたときに、重大エラーが発生しまし
た。
システムの処置: メッセージ DFHAP0002 が、再始動の失敗
の原因となった重大エラーに対してダンプとともに出されま
す。 再始動が要求されたトランザクションの異常終了は続行さ
れます。 トランザクションは自動的には再始動されません。
ユーザーの処置: 最初の重大エラーが起きた理由を調べてくだ
さい。 詳細については、メッセージ DFHAP0002 を参照して
ください。必要であれば、トランザクションを手動で再始動し
てください。
モジュール: DFHICXM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHIC0310 date time applid Unable to attach transaction
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- tranid to terminal - termid
説明: 以下の結果として、端末 termid でトランザクション
tranid を開始しようとしました。
v START コマンド、または

v DFHIC TYPE=PUT マクロ、または

v DFHIC TYPE=INITIATE マクロ

この試みは拒否されました。 原因としては、トランザクション

の開始が試みられた時点では、その端末がシステムで認識され

ていなかった可能性がまず第一に考えられます。

このメッセージは、以下の場合にも出されます。

v アプリケーション所有領域 (AOR) 内で、AOR 内にリモー

ト端末項目として存在する端末に START コマンドが出さ

れたが、リモート端末と関連のある宛先システム ID が定義

されていない場合

v パイプライン装置、または ATI 要求に適格でないその他の

装置に対して START コマンドが出された場合

システムの処置: この要求は、システムから削除されます。

ユーザーの処置: 有効な端末名が指定されているかどうかを確

認してください。 名前が有効であった場合は、トレース (入手

できる場合) を調べて、その試みが拒否された理由を判別して

ください。

モジュール: DFHICP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、termid

宛先: コンソール

DFHIC0360 date time applid An attempt to establish

security for userid userid has failed.

Transaction tranid cannot be started without

a terminal. SAF codes are

(X'safresp',X'safreas'). ESM codes are

(X'esmresp',X'esmreas').

説明: ユーザー ID userid に関してセキュリティーを確立しよ

うとしましたが、外部セキュリティー・マネージャー (ESM)
によって拒否されました。

時間配列要求 (EXEC CICS START コマンドなど) が、トラン

ザクション tranid を端末なしで開始させるために、セキュリテ

ィーをユーザー ID に関して確立することを要求しました。

システムの処置: このユーザー ID のセキュリティーは確立さ

れませんでした。トランザクション開始の試行が失敗しまし

た。

ユーザーの処置: システム許可機能 (SAF) によって戻される

応答および理由コード (safresp および safreas)、ならびに外部

セキュリティー・マネージャー (ESM) によって戻される応答

および理由コード (esmresp および esmreas) は、RACROUTE
REQUEST=VERIFY または RACROUTE
REQUEST=EXTRACT マクロによって出されるものです。 応

答および理由コードの意味については、「z/VSE メッセージお

よびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードお

よび SVC エラー』にある『基本セキュリティー・マネージャ

ー (BSM) 戻りコード』を参照してください。

CICS または外部セキュリティー・マネージャー (ESM) によ

って、追加の情報を提供するメッセージがさらに作成される場

合があります。

モジュール: DFHICXM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、userid、tranid、

X'safresp'、X'safreas'、X'esmresp'、X'esmreas'

宛先: CSCS

DFHIC0801 applid CICS time altered from hh.mm.sss to

hh.mm.sss - date dddddddd - relative day rrr

説明: このコンソール・メッセージは、オペレーティング・シ

ステムで維持されている時刻がロールバックされたとき (例え

ば、オペレーティング・システム刻時機構が真夜中にゼロにリ

セットされたとき) に印刷されます。 各部の説明は、以下のと

おりです。

v hh.mm.sss は、時、分、および 10 分の 1 秒を表します。

v dddddddd は、システム初期設定テーブルにおいて

DATFORM パラメーターによって指定された形式での現行

日を表します。

v rrr は、CICS が開始された日からの日数を表します。

システムの処置: CICS は、その条件を認識し、CICS 自体の

時刻がオペレーティング・システムの時刻と一致するように調

節しました。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTAJP

XMEOUT パラメーター: applid、hh.mm.sss、hh.mm.sss、

dddddddd、rrr

宛先: コンソール

DFHIC0802 applid System clock inoperative. External

action required

説明: CICS の実行は、プロセッサー時刻機構の継続作動に依

存しています。 この警告メッセージは、時刻調整プログラムの

実行中に、システムがその時点にプロセッサー時刻機構の障害

を検出した場合、コンソール・オペレーターへ送信されます。

時刻機構の使用が何らかの理由で不可にされている場合には、

コンソール・オペレーターが直ちに訂正処置 (可能な場合) を

とる必要があります。

システムの処置: この条件が検出された後に、CICS は異常終

了します。

ユーザーの処置: 時刻機構を使用可能な状態にしたり、それを

使用不可にできるのは、コンソール・オペレーターです。 時刻

機構が使用不可にされていた場合には、直ちに使用可能な状態

にする必要があります。

モジュール: DFHTAJP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール
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DFHIRxxxx メッセージ

DFHIR2122 date time applid Intersystem session recovery.
Database changes found to be
synchronized. Original failure details:
Time=time. Remote system=sysid.
Intersystem terminal=termid.
Transaction=tranid. Task number=taskno.
Operator terminal=termid. Operator=operid.
Unit of work ID=uowid

説明: システム間セッション・リカバリー時にエラーが発生し
ましたが、現在は正常にリカバリーされ、再同期も行われまし
た。 このメッセージは、通常、メッセージ DFHZN2101 の後
に出されます。(同期点処理時の重大なときにセッションが失敗
した場合、その失敗の時点でメッセージ DFHZN2101 が出さ
れていることがあります。)
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHCRR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、
termid、tranid、taskno、termid、operid、uowid
宛先: CSMT

DFHIR2123 date time applid Intersystem session recovery.
Data base changes found to be out of
sync. Original failure details: Time=time.
Remote system=sysid. Intersystem
terminal=termid. Transaction=tranid. Task
number=taskno. Operator terminal=termid.
Operator=operid. Unit of work ID=uowid

説明: このメッセージは、メッセージ DFHZN2101 の後に出
されます。 元のエラー情報が相互参照を示しています。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: ユーザー定義の処置をとって、ローカル・デ
ータベースおよびリモート・データベースの同期をとり直して
ください。
モジュール: DFHCRR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、
termid、tranid、taskno、termid、operid、uowid
宛先: CSMT

DFHIR2124 date time applid Intersystem session recovery.
Error when data base changes may be out
of sync. Original failure details: Time=time.
Remote system=sysid. Intersystem
terminal=termid. Transaction=tranid. Task
number=taskno. Operator terminal=termid.
Operator=operid. Unit of work ID=uowid

説明: このメッセージは、メッセージ DFHZN2101 の後に出
されます。 セッション・リカバリー時に、システムは、データ
ベースの変更が同期をはずしているかどうかを判別できません
でした。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: 必要なデータベース照会を行い、変更の同期
がとれているかを調べてください。 同期がとれていない場合
は、適切なユーザー定義の処置を実行して、データベースを再
同期化してください。

モジュール: DFHCRR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、
termid、tranid、taskno、termid、operid、uowid
宛先: CSMT

DFHIR2321 applid MRO/IRC Communication being
Terminated. Session(s) with the following
Netname(s) are still Active:

説明: CICS が、MRO/IRC 通信をクローズしようとしていま
す。 このメッセージの後には、通常、まだ活動中である各セッ
ションのネット名が続き、また、EXCI セッションの場合は、
さらにジョブ名、ステップ名、procname、このセッション上で
通信しているバッチ・プログラムの ID が続きます。

EXCI セッションの場合は、GENERIC のネット名は総称パイ
プを示します。 メッセージに出てくるバッチ・ジョブ情報につ
いては、少なくとも 1 つの DPL 要求がこのセッションで出さ
れていなければなりません。
システムの処置: CICS は、残りのセッションがクローズする
のを引き続き待ちます。 このメッセージは、30 秒の間隔で、
または最後のセッションがクローズするまで繰り返し出されま
す。
ユーザーの処置: なし。ただし、クローズ終了までの遅延が異
常に長い場合には、処置が必要です。 その場合には、セッショ
ン (複数の場合もある) がまだ活動状態になっている理由を調
べてください。 セッション (複数の場合もある) がクローズで
きるように適切な処置をとってください。
モジュール: DFHZDSP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHIR3747 applid CONNECTION connid with
protocol(EXCI) has been connected to by a
NON-BATCH system. Connection set out
of service.

説明: CICS 接続がプロトコル EXCI を指定して定義され、非
バッチ・システムによって接続が行われました。

このメッセージの説明としては、次の 2 つがあげられます。
v 非バッチ・システムが間違ったターゲット接続定義と通信し

ようとしている。

v ターゲット接続定義が、EXCI 接続として誤って定義されて

いる。

システムの処置: CICS は、接続を停止状態にします。

ユーザーの処置: 関連接続定義を調べて訂正し、サービス状態

に戻してください。

モジュール: DFHCRNP

XMEOUT パラメーター: applid、connid

宛先: コンソール

DFHIR3750 applid Unable to stop interregion

communication session during startup

recovery.

説明: スタートアップ・リカバリー処理時に領域間通信セッシ

ョンを停止する異常終了が発生した結果、要求が受信されまし
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た。この要求は失敗に終わりました。

システムの処置: セッションはアクティブのままです。

ユーザーの処置: セッションを停止させなければならない場合

には、再 IPL をしなければならないことがあります。 この問

題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

モジュール: DFHCRNP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHIR3751 applid Unable to stop interregion

communication session during shutdown.

説明: シャットダウン処理時に、領域間通信セッションを停止

する要求が (システム終了、異常終了、またはマスター端末に

よって) 受信されました。 この要求は失敗に終わりました。

システムの処置: セッションはアクティブのままです。

ユーザーの処置: セッションを停止させなければならない場合

には、再 IPL をしなければならないことがあります。 この問

題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

モジュール: DFHSTP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHIR3760 applid Unable to break lines with
interregion communication. (Modname:
modname)

説明: 領域間セッションをシャットダウンするための要求が出
されました。 これにより、モジュール DFHZCX は、CICS と
領域間通信プログラムとの間の関連を終了させるための要求を
領域間通信プログラムに対して出しましたが、その要求は、シ
ステム・エラーのために失敗に終わりました。
システムの処置: 実行中のすべてのバッチ (EXCI クライアン
ト) プログラムが待ち状態で残っており、取り消さなければな
りません。 このシステムと通信中のすべての (他の CICS シ
ステムの) CICS タスクも待ち状態で残っています。 これらの
他の CICS システムは、CEMT SET CONNECTION(sysid)
OUTSERVICE PURGE を出さなければなりません。ここで、
sysid は、DFHIR3760 の発行先となるシステムの
CONNECTION 名です。 また、(現行または後続の CICS セ
ッションの) 領域間セッションを再始動しようとしても失敗し
ます。
ユーザーの処置: これ以降もバッチ CICS 領域間通信を実行
するためには、再 IPL しなければなりません。 根源的な問題
を解決するためにはサポートが必要になります。 手順について
は、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照し
てください。
モジュール: DFHZIS2、DFHSTP

XMEOUT パラメーター: applid、modname
宛先: コンソール

DFHIR3762 date time applid Inter-region activity now
complete

説明: CEMT SET INTERREGION COMMUNICATION
(IRC) CLOSED 要求がマスター端末で出されました。 IRC セ
ッションは完了しました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHCRNP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: CSMT

DFHIR3765 UNABLE TO STOP INTERREGION
COMMUNICATION SESSION AFTER
SYSTEM ABEND.

説明: 領域間セッションを停止させるための要求が (システム
の終了、異常終了、またはマスター端末で) 受け取られまし
た。 この要求は失敗に終わりました。
システムの処置: セッションはアクティブのままです。
ユーザーの処置: セッションを停止させなければならない場合
には、再 IPL をしなければならないことがあります。 根源的
な問題を解決するためにはサポートが必要になります。 手順に
ついては、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照し
てください。
モジュール: DFHCRC
宛先: コンソール

DFHIR3767 applid The interregion startup program
DFHCRSP is not present.

説明: IRC セッションを開始するには、モジュール
DFHCRSP が必要であるのに、 CICS プログラム・ライブラリ
ーから欠落しているか、またはインストール済みプログラム定
義がありません。
システムの処置: IRC セッションは開始されません。
ユーザーの処置: DFHCRSP 定義 (グループ DFHISC) のイン
ストールまたはモジュール DFHCRSP の提供、あるいはその
両方を行ってください。
モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHIR3771 applid Unable to start interregion
communication because ESTAEX macro
failed.

説明: CICS は、OS/390 ESTAEX マクロを出しましたが、そ
れが正常に実行されませんでした。おそらく、ESTAEX 制御ブ
ロック (SCB) 用のストレージを使用することができなかった
ためです。
システムの処置: IRC セッションは開始されません。
ユーザーの処置: ESTAEX の障害の原因を訂正してくださ
い。
モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール
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DFHIR3772 applid Error while attempting to start
interregion communication.

説明: CICS では、IRC セッションがすでに開始されているこ
とがわかりました。 その前のセッションを停止できなかったこ
とが原因と考えられます (メッセージ DFHIR3760 と
DFHIR3765 を参照)。

注: このセッションは外見上は開始していますが、使用可能な

状態ではありません。

システムの処置: IRC セッションは開始されません。

ユーザーの処置: 別の IPL を行ってください。

モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHIR3773 applid Unable to start interregion

communication because the APPLID option

has a blank value.

説明: (DFHTCT TYPE=INITIAL, DFHSIT オーバーライドの)
applid のデフォルト値を使用しなければならないか、またはヌ

ル値でない値を使用しなければならないかのいずれかです。

システムの処置: IRC セッションは開始されません。

ユーザーの処置: applid 値を訂正してください。

モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHIR3775 applid Unable to start interregion

communication because short on storage.

説明: IRC セッションを開始するためには主ストレージが必要

ですが、ストレージが使用できません。

システムの処置: IRC セッションは開始されません。

ユーザーの処置: ストレージの条件が好転するまで待ってか

ら、マスター端末で CEMT SET IRC OPEN コマンドを出し

てください。

モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHIR3776 applid Unable to start interregion

communication because another CICS

system of the same name is active.

説明: ある CICS システムが、そのアプリケーション ID 値

によって指定されました。 2 つの CICS システムが同じアプ

リケーション ID 値を持っている場合、領域間通信 SVC では

その 2 つのシステムを区別することができません。

注: この状態は、前の領域間通信 (IRC) セッションを停止す

ることができなかった場合に発生することがあります (メッセ

ージ DFHIR3760 を参照)。 この場合に、IRC SVC は、新セ

ッションが (停止させることのできなかった) 旧セッションと

矛盾していたとみなします。

システムの処置: IRC セッションは開始されません。

ユーザーの処置: 各 CICS システムにそれぞれ別の総称アプ

リケーション ID を使用してください。

モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHIR3777 applid The interregion communication table

is full.

説明: 領域間通信 SVC のユーザー・テーブルがいっぱいで

す。

システムの処置: IRC セッションは開始されません。

ユーザーの処置: 実行中のバッチ共用プログラムの数が少なく

なったときに、CEMT SET IRC OPEN をマスター端末から入

力してください。

モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHIR3778 applid Insufficient storage is available for

interregion communication blocks.

説明: IRC 制御ブロックのために使用できるシステム

GETVIS ストレージが不十分です。

システムの処置: IRC セッションは開始されません。

ユーザーの処置: 十分なストレージが使用できるようにしてく

ださい。 VSE SVA コマンドを使用して、システム GETVIS
域のサイズを増やしてください。SVA コマンドの詳細につい

ては、「z/VSE System Control Statements」を参照してくださ

い。

モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHIR3779 applid Insufficient storage is available for

interregion communication subsystem

blocks.

説明: IRC に必要な制御ブロックのためのストレージが不十分

です。 ストレージは、CICS 領域から取る必要がありますが、

CICS DSA 以外からでなければなりません。

システムの処置: IRC セッションは開始されません。

ユーザーの処置: 十分なストレージが使用できるようにしてく

ださい。 CICS 区画のサイズを増やすか、あるいは CICS
DSA のサイズを小さくして、多くのプログラム GETVIS を割

り振ってください。

モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHIR3780 applid Unable to start interregion

communication. Return code=X'retcode',

Reason code=X'rsncode'.

説明: CICS は、それ自身を領域間通信 (IRC) サービスのユー

ザーとして設定することを試みましたが、その試みは失敗に終

わりました。

システムの処置: IRC セッションは開始されません。
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通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 戻りコード (エラー修飾子が含まれているこ

とがある) および理由コード (ある場合) は、可能性のあるエラ

ーの数に対応します。 戻りコード、エラー修飾子、および理由

コードの完全なリストについては、「CICS TS Data Areas」の

『領域間制御ブロック (IRC)』を参照してください。(戻りコー

ド、エラー修飾子および理由コードすべての名前は、それぞれ

IRERR、IRERQ および IRRSN で始まります。) 以下の要件を

満たしていることを確認してください。

v 適切なレベルの機能を提供する DFHIRP のコピーは、共用

仮想記憶域 (SVA) 内にある。

v CICS がオペレーティング・システム・サブシステムとして

定義されている。

v 領域が CICS 領域間プログラム (IRP) へログオンするのを

妨げるような SURROGAT セキュリティー違反がなかっ

た。

これらのすべての条件が満たされているときに、このメッセー

ジが出された場合には、IBM からのサポートが必要です。 手

順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参

照してください。

モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid、X'retcode'、X'rsncode'

宛先: コンソール

DFHIR3781 applid Unable to start interregion

communication because task CSNC cannot

be attached.

説明: CSNC または DFHCRNP の定義がインストールされて

いないか、DFHCRNP が、CICS ジョブの LIBDEF 検索チェ

ーンのサブライブラリーに見つかりませんでした。

システムの処置: IRC セッションは開始されません。

ユーザーの処置: CSNC または DFHCRNP を使用可能にして

ください。

モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHIR3783 date time applid Transaction transid termid

termid - Connected transaction abended

with message xxxx

説明: トランザクション transid は、MRO リンクを通じて、

別の CICS システム内のトランザクションに接続されていま

す。 接続先のトランザクションがこのメッセージで異常終了し

たために、ローカル・トランザクションも異常終了しました。

システムの処置: そのトランザクションは異常終了します。

ユーザーの処置: 接続先のトランザクションで発生した異常終

了の原因を修正してください。

モジュール: DFHZCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、transid、termid、

xxxx

宛先: CSMT

DFHIR3784 applid A severe error (code X'code') has

occurred in module DFHCRR. Connection

conname (if non-blank) has been set out of

service.

説明: モジュール DFHCRR 内にエラーが検出されました。コ

ード X'code' は、エラーが何であり、それがどこで検出された

かを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。 こ

れは AP DD21 ZIS2 EVENT IRC などの定様式トレース項目

に示されます。

戻りコードが 208 (IRERRGM8) の場合、この問題は、CICS
区画間でのデータ転送中にバッファーに使用できるシステム

GETVIS の量に関する、システム全体の内部制限に達したこと

が原因です。戻りコード 208 は、例えば AICA アベンドな

ど、1 つ以上の CICS 区画でのスローダウン (これにより転送

バッファー・ストレージを再利用のためにタイミング良く解放

できなくなります) から生じる一時的な問題である可能性があ

ります。

システムの処置: トレース・テーブル内に例外項目が作成され

ます (メッセージ内の X'code')。 ダンプ・テーブルで特にダン

プを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。エラー

時点で処理中の接続 conname (ある場合) は、サービス休止に

設定され、エラーが繰り返し発生することを防ぎます。CICS
が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、CICS
は続行されます。

ユーザーの処置: CICS を続行するために、接続を再び機能す

るように設定できる場合があります。この問題を解決するため

に IBM の支援が必要な場合は、進め方について「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCRR

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHIR3785 applid Interregion control task CSNC abend.

Interregion activity will be abnormally

terminated.

説明: CSNC が異常終了します。

システムの処置: システム・ダンプが作成され、CSNC が異

常終了します。 他のシステムへの MRO リンクを使用してい

るタスクは、すべて異常終了します。 CICS は、このシステム

と現在通信している他の CICS 領域内のすべてのタスク (外部

CICS インターフェース (EXCI) を使用している非 CICS ジョ

ブを含む) も異常終了させます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

この異常終了の後は、この CICS システム内で IRC を使用す

ることはできなくなります。 IRC を使用する前に CICS を再

始動する必要があります。

モジュール: DFHCRNP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール
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DFHIR3786 applid Unable to start interregion

communication because module DFHSCTE

could not be found.

説明: IRC モジュール DFHIRP が DFHSCTE をロードしよ

うとしましたが、そのモジュールが SVA の中にありませんで

した。

システムの処置: 領域間通信セッションは開始されません。

ユーザーの処置: DFHSCTE が使用可能であることを確かめて

ください。

モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHIR3787 applid Unable to start inter-region

communication because there are no IRC

entries in the system.

説明: 有効な MRO 接続がインストールされていません。

システムの処置: 領域間通信は開始されません。

ユーザーの処置: IRC が必要な場合、適切な MRO 接続とセ

ッションの定義をインストールしてください。 MRO 接続およ

びセッションの定義についての詳細は、「CICS Transaction

Server for VSE/ESA 資源定義の手引き」を参照してください。

IRC が必要ではない場合、システム初期設定オプション

IRCSTRT=NO を指定して実行してください。

モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHIR3788 date time applid Unexpected failure (return

code=X'retcode', reason code=X'rsncode')

trying to establish connection to system

sysid

説明: システム sysid が通信に使用可能であるにもかかわら

ず、CICS はこのシステム sysid に対してリンクを確立するこ

とができませんでした。

領域間通信 SVC によって戻される戻りコード X'code' は、以

下のいずれかです。

12 2 次 - 1 次コンバーターが失敗しました。

68 2 次システムが 1 次 LCB 内にありません。

92 接続先のシステムがログオンされていません。

100 CSB ストレージの GETVIS が失敗しました。

104 2 次システムが 1 次 LCB 内にありません。 システ

ムは定義されていません。

108 1 次 CCB がありません。 接続があるか定義を調べ

てください。

112 2 次システムが静止モードです。

戻りコード (エラー修飾子を含んでいる場合がある) および理

由コードの完全なリストについては、「CICS TS Data Areas」

の 領域間制御ブロック (IRC) を参照してください。(戻りコー

ド、エラー修飾子および理由コードすべての名前は、それぞれ

IRERR、IRERQ および IRRSN で始まります。)

このメッセージが出された理由としては、メッセージが表示さ

れるシステムの applid が、システム sysid で定義されている

システム項目上のいずれの NETNAME とも一致していなかっ

たことが考えられます。

システムの処置: 接続は確立されません。 既存の接続には、

影響はありません。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: applid または NETNAME の不一致が発生し

た場合には、そのエラーを訂正して再試行してください。

不一致がエラーの原因でない場合は、IBM のサポートが必要に

なるかもしれません。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCRNP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、

X'retcode'、X'rsncode'、sysid

宛先: CSMT

DFHIR3789 date time applid SEND/RECEIVE mismatch

between TCT system entries for this

system and system sysid

説明:

v このシステムにおけるシステム sysid 用の TCT 項目に定義

されている送信セッションの数が、システム sysid における

このシステム用の TCT 項目に定義されている受信セッショ

ンの数と一致しません。または

v このシステムにおけるシステム sysid 用の TCT 項目に定義

されている受信セッションの数が、システム sysid における

このシステム用の TCT 項目に定義されている送信セッショ

ンの数と一致しません。

システムの処置: 可能な限り多くのセッションが確立されま

す。

ユーザーの処置: 一方または両方の DFHTCT 項目を変更して

ください。

モジュール: DFHCRNP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid

宛先: CSMT

DFHIR3790 date time applid Unable to connect to system

sysid for security reasons

説明: このシステムに関する、システム sysid の DFHTCT 項

目内の TYPE=SYSTEM 項目に、このシステムの実外部セキュ

リティー ID と一致しない SECURITYNAME オペランドが入

っていたか、もしくは、その ID が IRC に認識されていませ

んでした。

システムの処置: 接続は確立されません。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム sysid を担当するシステム・プログ

ラマーに相談してください。

モジュール: DFHCRNP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid

宛先: CSMT
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DFHIR3791 applid Unable to start interregion

communication because ISC=NO has been

specified.

説明: ISC=NO が指定されているため、IRC 機能は使用でき

ません。

システムの処置: 領域間通信セッションは開始されません。

ユーザーの処置: ISC システム初期設定パラメーターに NO
以外の値を指定して実行してください。

モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHIR3794 date time applid Interregion usage of VSE

system GETVIS storage has reached nnnn

bytes for this IPL

説明: この IPL で CICS 領域間通信機能によって (領域間バ

ッファー用に) これまで使用した VSE システム GETVIS の最

大バイト数は、nnnn です。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nnnn

宛先: CSMT

DFHIR3796 date time applid Transaction tranid termid

termid - A connected transaction sent issue

abend with following message: xxxxxx

説明: トランザクション tranid が、MRO リンクを介して、

別の CICS システムのトランザクションに接続されました。

この別のトランザクションがメッセージと共に ISSUE-ABEND
フローを送信しました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: この中に含まれたメッセージの情報を調べ

て、状況を判断し、とるべき処置を決定してください。

モジュール: DFHZIS1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、termid、

xxxxxx

宛先: CSMT

DFHIR3798 applid IRC Not Started. Unable to load

Interregion Communication Work Exit

DFHIRW10.

説明: 領域間通信初期設定の一部として、内部作業出口機構の

確立が試行されました。この試みは失敗しました。

この失敗の原因として最も考えられるのは、領域間通信作業出

口モジュール DFHIRW10 を SVA 内に配置することができな

いことです。 このモジュールは SVA 内にロードする必要が

あります。

システムの処置: 領域間通信機能を (DFHSIT の IRCSTRT オ

ペランド、IRCSTRT システム初期設定オーバーライドまたは

CEMT SET IRC OPEN コマンドで) 開始しようとしました

が、失敗しました。 CICS を続行します。

ユーザーの処置: 領域間通信作業出口モジュール DFHIRW10
が SVA にロードされるようにしてください。

モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHIR3799 applid Unable to start interregion

communication because DFHIRP services

are down level.

説明: 使用中の DFHIRP のバージョンが、領域間通信の使用

を要求している呼び出し側のレベルより低くなっています。

システムの処置: 領域間通信セッションは開始されません。

ユーザーの処置: IRC が必要である場合は、SVA 内の

DFHIRP モジュールのレベルを更新して、使用中の最新の

CICS バージョンのレベルに一致するようにしてください。

IRC が必要ではない場合、システム初期設定パラメーター

IRCSTRT=NO を指定して実行してください。

モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHJCxxxx メッセージ

DFHJC0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。

あるいは、予期しないデータが入力されたか、ストレージが上
書きされた可能性があります。コード aaa/bbbb は、3 桁の 16
進数 VSE コード (該当する場合) と、次に続く 4 桁の英数字
CICS コードから成ります。 VSE コードは、システム完了コ
ード (例えば、0C1) です。 VSE コードが該当しない場合に
は、このフィールドは 3 つのハイフンで埋められます。CICS
コードは、異常終了コード、または CICS メッセージを表す番
号です。 (例えば、AKEA は CICS 異常終了コードです。
1310 はメッセージ DFHTS1310 のことです。)

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終了するかどう
か決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
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SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、 557 ページの『第 2 章 トランザクション異常終了コ
ード (CICS Transaction Server for z/VSE)』で CICS 英数字
コードを調べてください。これにより、例えば、エラーがプロ
グラム・チェック、異常終了、またはランナウェイであったか
がわかります。また、ユーザーの処置に関する何らかの手引き
が得られる場合があります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないと実行できない場
合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があ
ります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照してく
ださい。
モジュール: DFHJCRM

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname
宛先: コンソール

DFHJC0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。
コード code は、エラーが何であり、エラーがどこで検出され
たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード code) がト
レース・テーブルに作成されます。ダンプ・テーブルで特にダ
ンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS コードにエラーの可能性があ
ることを示しています。 その影響の重大度は、エラー発生時に
実行されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。

メッセージが出されたのが 1 回であり、しかもモジュール
modname が CICS システムの実行に不可欠ではない場合に
は、実行を続行し、適当な時間に CICS をダウンさせて問題を
解決することもできます。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはモジュール
modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合
には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり
ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手
順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。
モジュール: DFHJCRM

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHJC0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時
に実行されていた命令のオフセットです。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS が終了しなかった場合は、CICS をダ
ウンさせるほど問題が重大かどうかを判断する必要がありま
す。

一部の CICS 機能はプロセッサー時間を多く使用することがあ
るので、このメッセージは長時間実行機能が原因で出された可
能性があります。その場合には、ここではエラーではないこと
があります。 通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初
期設定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で計測) で指定した
ランナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去しま
す。 これは、モジュール modname が終了し、CICS が続行さ
れることを意味しています。

しかし、ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname
がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を
終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ
がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間
隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当
な時間に CICS をダウンさせる必要があります。 ただし、
CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的
にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決しない場合は、IBM のサポ
ートが必要です。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHJCRM

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname
宛先: コンソール

DFHJC2900I DFHTEOF UTILITY.
説明: これは、通知メッセージです。 DFHTEOF ユーティリ
ティーが実行を開始しました。
システムの処置: プログラムは続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2901I DFHTEOF COMPLETED, ON SIGNAL
THAT TAPE WAS ALREADY INTACT.

説明: DFHTEOF ユーティリティーが CICS 初期設定で呼び
出されました。 これは正常に完了しました。 これは、直前の
シャットダウン時にテープがクローズされていることが知られ
ていたので、「高速再始動」経路がとられたことを示します。
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テープは上書きされませんが、入力ができるよう逆方向に配置
されています。
システムの処置: プログラムは終了します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2902I UNABLE TO ALLOCATE STORAGE.
DFHTEOF TERMINATES ABNORMALLY.

説明: ストレージ要求が出されたとき、このプログラムが使用
できるストレージがありませんでした。
システムの処置: プログラム実行は異常終了し、異常終了コー
ド 2902 が出されます。
ユーザーの処置: 領域サイズを増やして、再実行してくださ
い。
モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2903I UNABLE TO OPEN LOG VOLUME.
説明: OPEN マクロが出されましたが、それはジャーナルの
オープンに失敗しました。
システムの処置: プログラム実行は異常終了し、異常終了コー
ド 2903 が出されます。
ユーザーの処置: データ定義名 DFHTAPE の DLBL ステー
トメントが欠落していないか検査してください。
モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2904D DO YOU WANT TO SWAP JOURNAL
VOLUMES? REPLY 'Y' OR 'N'.

説明: ジャーナル・ボリュームのラベルを検査しているとき、
否定応答が受信されました。
システムの処置: 応答が「Y」の場合、プログラムは現行ボリ
ュームをクローズし、別のジャーナル・ボリュームを要求しま
す。

応答が「N」の場合、プログラム実行は異常終了し、メッセー
ジ DFHJC2915 が出されます。
ユーザーの処置: 正しくないボリュームが取り付けられてい
て、別のボリュームを取り付ける必要がある場合には、「Y」
と応答してください。そうでない場合には、「N」と応答して
ください。
モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2905I eeee ERROR ON PREVIOUS RECORD -
NEXT RECORD LABEL VALID.

説明: ジャーナルのラベルが妥当性検査されているときに、エ
ラー eeee が発生しました。 しかし、次の順次ラベル・レコー
ドは有効でした。 eeee は次のいずれかです。
v DATA CONVERSION
v WORD COUNT ZERO
v OVERRUN
v DATA CHECK
v EQUIPMENT CHECK
v BUS-OUT CHECK
v INTERVENTION RQ
v COMMAND REJECT

システムの処置: タスクはラベル情報を書き込み、メッセージ

DFHJC2909 を出して処理をさらに続行するかどうかを尋ねま

す。

ユーザーの処置: 処理を続行するかどうかを決定してくださ

い。 決定に応じてメッセージ DFHJC2909 に応答してくださ

い。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2906I VOLUME LABEL VERIFICATION.

説明: このメッセージは、ボリューム・ラベルが検査中であ

り、後に続くメッセージ DFHJC2907 および DFHJC2909 に対

してオペレーターの決定が必要であることを示します。

システムの処置: プログラムは続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2907I LABEL INFORMATION - VOLUME

NUMBER yyddd/nnn/nnn RUN time1 BLOCK

time2.

説明: このメッセージは、オペレーターに調査が要求されてい

るラベル・レコードのフィールドを表示します。 オペレーター

がそれらのフィールドの調査を要求されている状況は、先行メ

ッセージに示されています。 これは、次のことを検査するため

に行う必要があります。

v 正しいボリュームがオープンされている。

v 論理的つながりが失われていない。

v 論理的つながりは、予期されているポイントで終了してい

る。

yyddd はこのボリュームの作成日であり、nnn はその日とその

実行におけるボリューム順序番号であり、time1 は実行が開始

された時刻であり、time2 はブロックがテープに書き込まれた

時刻です。 どちらの "時刻" フィールドも形式は hh:mm:ss で

す。

ジャーナルが DMF 形式である場合、実行の開始に関する詳細

は入手できません。したがって、date および time1 フィールド

は、このリールの最初のブロックが書き込まれたときに作成さ

れて表示されます。

注: ボリューム作成日、実行開始時刻、およびブロック出力時

刻は、すべてが同じ日を指し示しているわけではありません。

システムの処置: ボリューム検査が進行中の場合、メッセージ

DFHJC2908 が出されます。 レコード・ラベル検査が進行中の

場合、メッセージ DFHJC2912 が出されます。

ユーザーの処置: 表示されたラベル情報を調べ、それに応じ

て、メッセージ DFHJC2908 またはメッセージ DFHJC2912 に

応答してください。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール
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DFHJC2908D IS MOUNTED VOLUME VALID - 'Y' OR

'N'.

説明: このメッセージは、取り付けられたジャーナル・ボリュ

ームの検査に言及しています。

システムの処置: システムは応答を待ちます。 応答が「Y」の

場合、有効なジャーナル・レコードの最後の位置に関して処理

が続行されます。

応答が「N」の場合、ボリューム交換が行われます。

ユーザーの処置: ラベル情報が有効な場合には、「Y」と応答

してください。ラベル情報が無効な場合には、「N」と応答し

てください。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2909D CONTINUE PROCESSING? REPLY 'Y' or

'N'.

説明: このメッセージは、入出力エラーが生じて、次のラベ

ル・レコードが有効である場合に、メッセージ DFHJC2905 の

後に出されます。

システムの処置: システムは応答を待ちます。 応答が「Y」の

場合、データ終了が検出されるまで処理は続行されます。

応答が「N」の場合、プログラム DFHTEOF の実行は終了し

ます。

ユーザーの処置: 処理を続行する場合には、「Y」と応答して

ください。処理を終了する場合には、「N」と応答してくださ

い。

注: これがシステム・ログの場合、リカバリー処理時にエラー

が繰り返される可能性があります。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2910I AN I/O ERROR HAS OCCURRED.

DFHTEOF TERMINATES ABNORMALLY.

説明: メッセージ DFHJC2909 に対して否定応答が出されまし

た。

システムの処置: プログラムの実行は異常終了します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2911I RECORD LABEL VERIFICATION.

説明: このメッセージは、レコード・ラベルが検査中であるこ

とを示します。 このメッセージは、次のいずれかの状態のとき

に出されます。

1. レコード・ラベルが、ボリューム上の最初のラベル・レコ

ードと一致しない。

2. 装置チェック・エラーが連続して生じた。

3. 「ハード」エラーが生じた。これは、(3480 の場合) 読み取

りヘッドが良好データの最後を過ぎたことを意味します。

システムの処置: 障害が起こる前のレコードのデータを示した

メッセージ DFHJC2907 が出されます。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージ DFHJC2907 を

参照してください。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2912D IS THE JOURNAL RECORD LABEL

VALID? REPLY 'Y' OR 'N'.

説明: このメッセージは、メッセージ DFHJC2907 の後に出さ

れます。 このメッセージは、プログラム DFHTEOF が検出し

た最後の有効レコード・ラベルの検査を要求しています。

システムの処置: システムは応答を待ちます。 応答が「Y」の

場合、ファイル終わり (EOF) のマークがテープ・ボリューム

に書き込まれ、プログラムは終了します。

応答が「N」の場合、プログラム実行は異常終了します。

ユーザーの処置: ラベル情報が正しい場合には、「Y」と応答

してください。そうでない場合には、「N」と応答してくださ

い。

注: ラベル情報は、そのデータを、前に表示されたボリュー

ム、ならびにこのデータを作成した実行が終了したときの既知

の時刻と比較すれば、検査することができます。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2913I NEGATIVE RESPONSE TO RECORD

LABEL VERIFICATION. DFHTEOF

TERMINATES ABNORMALLY.

説明: このメッセージは、メッセージ DFHJC2912 に対する応

答が否定応答であるときに出されます。

システムの処置: プログラムの実行は異常終了します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2914I END-OF-DATA OCCURRED. LAST

RECORD LABEL VERIFICATION

FOLLOWS.

説明: データ終了条件が見つかりましたが、(DFHJC2926 が示

していなければ) エラーは検出されませんでした。

システムの処置: DFHTEOF が CICS 初期設定で呼び出され

ている場合には、このメッセージの後に DFHJC2901 が続きま

す。 DFHTEOF がバッチ・ユーティリティーとして実行され

ている場合には、このメッセージの後に DFHJC2907 が続きま

す。

ユーザーの処置: このメッセージに関する限り、なし。しか

し、この後に続くメッセージに関しては、ユーザー処置が必要

な場合があります。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2915D IS THE CORRECT VOLUME MOUNTED?

REPLY 'Y' OR 'N'.

説明: データ終了が見つかったとき、最後のレコードのラベル

情報が、検査のためにコンソールに書き込まれます。

システムの処置: システムは応答を待ちます。 応答が「Y」の

場合、プログラムは終了します。応答が「N」の場合、ボリュ
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ームを交換する機会が与えられます。

ユーザーの処置: 正しいボリュームが取り付けられている場合

には、「Y」と応答してください。正しくないボリュームが取

り付けられている場合には、「N」と応答してください。

注: 最初に正しくないボリュームが取り付けられていたような

場合には、ボリュームを交換する機会が与えられます。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2916I AN UNRECOVERABLE I/O ERROR HAS

OCCURRED. DFHTEOF TERMINATES

ABNORMALLY.

説明: 装置チェックまたは装置例外以外のエラーが、ジャーナ

ル・ボリュームで検出されました。

システムの処置: それ以上の処理は中断され、プログラムの実

行は異常終了します。

ユーザーの処置: ハードウェアの誤動作があった可能性があり

ます。 問題を訂正してもらった後、プログラムを再サブミット

してください。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2917I INCORRECT REPLY x.

説明: 処置メッセージに対する応答として、正しくない応答文

字 x が受信されました。

システムの処置: プログラムは、この正しくない応答を受け取

ったメッセージを再度出します。

ユーザーの処置: 正しい応答を再入力してください。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2918I NEGATIVE RESPONSE TO VOLUME

VERIFICATION. DFHTEOF TERMINATES

ABNORMALLY.

説明: ボリューム・ラベル検査に関して、否定応答を受け取り

ました。 ボリュームの交換は必要ではありません。

システムの処置: プログラムの実行は異常終了します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2919I END-OF-DATA. EITHER NO VOLUME

LABEL, OR INVALID VOLUME

MOUNTED.

説明: ボリューム・ラベルの検査時に、検査が実行される前

に、データ終了条件が見つかりました。 これは、通常、正しく

ないボリュームが取り付けられていたことを示します。

システムの処置: メッセージ DFHJC2919 が出された後、ボリ

ュームを交換するための DFHJC2904 が出されます。

ユーザーの処置: 「Y」と応答して正しいボリュームを取り付

けるか、あるいは「N」と応答してプログラムを終了してくだ

さい。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2920I NEGATIVE RESPONSE AFTER

END-OF-DATA OCCURRED. DFHTEOF

TERMINATES ABNORMALLY.

説明: データ終了 (EOD) が見つかった後、ボリュームのラベ

ル検査およびボリュームの交換に関して、否定応答を受け取り

ました。

システムの処置: プログラムの実行は異常終了します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2921I I/O ERROR DURING WRITE. DFHTEOF

TERMINATES ABNORMALLY.

説明: 出力処理を可能にするためにダミー・レコードを書き込

んでいるとき、入出力エラーが起きました。 このため、

CLOSE マクロ命令の実行時に (出力データ・セットの場合と

同様に)、ファイル終わりマークが書き込まれます。

システムの処置: DFHJC2921 がオペレーター・コンソールに

書き込まれ、プログラム実行は異常終了します。

ユーザーの処置: DFHTEOF を再実行し、別の磁気テープ装置

を使用してください。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2922I UNABLE TO OPEN 3480 JOURNAL

VOLUME FOR REPOSITIONING.

説明: 3480 テープでデータ・セットの中断終了が識別された

後、DFHTEOF は、データ・セットを正しく位置付けてクロー

ズするために、その装置を再オープンしようとしました。 しか

し、OPEN は失敗しました。

システムの処置: タスクは異常終了します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2923I ERROR READING 3480 JOURNAL

VOLUME FOR REPOSITIONING.

説明: 最後に書き込まれたレコードが 3480 テープで識別され

た位置の後で、DFHTEOF は、データ・セットを正しく位置変

更してクローズするためにその装置をオープンしました。 しか

し、DFHTEOF は、重大エラーか、または前の分析スキャン時

に見られなかったテープ・マークを検出しました。

システムの処置: タスクは異常終了します。

ユーザーの処置: ハードウェアの誤動作があった可能性があり

ます。 プログラムを再サブミットしてください。 再び失敗し

た場合には、ハードウェアの誤動作がないか検査し、それを訂

正してもらってください。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール
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DFHJC2924I FIRST RECORD ON THIS TAPE IS NOT

FORMATTED AS A JOURNAL LABEL

説明: 一部の予期された定数フィールドおよびパック 10 進フ

ィールドが最初のブロック読み取りで見つからなかったため、

取り付けられたボリュームの検査が失敗しました。

システムの処置: 別のボリュームで試みるために DFHJC2904
が出されます。

ユーザーの処置: 非ジャーナル・テープがおそらく誤って取り

付けられています。 正しいジャーナルを取り付けてください。

あるいは、正しいボリュームが取り付けられていた場合には、

それは破壊されているか、上書きされている可能性がありま

す。 データが失われた可能性がないかどうか調査し、その状態

のリカバリーを試みてください。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2925I I/O ERRORS OCCURRED - NO RECORDS

READ.

説明: ボリュームの検査時に、入出力エラーが起きて、最初の

2 つのブロックの読み取りができませんでした。 これは、通

常、正しくないボリュームまたは損傷したボリュームが取り付

けられていたことを示します。

システムの処置: 上記のメッセージが出された後、ボリューム

を交換するためのメッセージ DFHJC2904 が出されます。

ユーザーの処置: 「Y」と応答して正しいボリュームを取り付

けるか、あるいは「N」と応答してプログラムを終了してくだ

さい。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2926I ERROR FOUND ADJACENT TO FINAL

TAPEMARK. ONE RECORD WILL BE

ELIMINATED.

説明: DFHTEOF がジャーナルのラベルをスキャンしていると

きに、エラーが起きました。次の順次読み取りにより、「装置

例外」が戻されました。装置例外はデータ・セットの正しく配

置された最後のテープ・マークを示しているが、最後のデー

タ・ブロックが読み取り不能であることが、おそらく原因と考

えられます。

システムの処置: タスクは、データ・セットを、障害のあるも

のの前のブロックで論理的に終了しているものとして取り扱い

ます。 タスクは、ジャーナルを位置付けて、障害のあるブロッ

クの前のポイントでクローズしようとします。

ユーザーの処置: ユーザー処置は不要ですが、一部のデータが

永続的に失われた可能性があることに注意してください。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2927I ERROR FOUND AT BEGINNING OF

DATASET. INPUT IS RE-TRIED.

説明: データ・セットの最初の読み取りの試みでエラーが検出

されました。 DFHTEOF は、データ・セットをもう一度読み

取ろうとします。

システム・ログの場合には、再始動がまだ成功する重要な機会

があります。 それは、逆方向読み取りは必ずしもテープの先頭

に達するわけではないからです。

システムの処置: DFHTEOF は、2 回目の読み取り時に何を検

出するかに応じて、分析を続行します。

ユーザーの処置: ユーザー処置は不要ですが、一部のデータが

失われる可能性があることに注意してください。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC2928I DFHTEOF COMPLETED, LEAVING

nnnnnnn BLOCKS IN PLACE.

説明: DFHTEOF ユーティリティーは正常に完了しましたが、

直前のシャットダウンでテープをクローズできませんでした。

DFHTEOF は、テープをスキャンして最後のレコードを見つ

け、最後のレコードの後ろにファイル終わりマーカーを置きま

す。 DFHTEOF は、読み取られたブロックの数をカウントし

ます。 この数は、nnnnnnn で示されています。

システムの処置: DFHTEOF は終了します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTEOF
宛先: コンソール

DFHJC4500 applid nn of mm journals successfully

opened

説明: これは、システム初期設定時に出される通知メッセージ

です。どちらの挿入部も 2 桁の数字です。

注: このメッセージは、MSGLVL=0 で抑止することができま

す。 SIT またはオペレーター・オーバーライドのいずれかで

START=LOGTERM がこの実行にコーディングされているとき

にも、このメッセージは出されません。

システムの処置: システム初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHJCKOJ

XMEOUT パラメーター: applid、nn、mm

宛先: コンソール

DFHJC4501 applid CICS {System Log | Journal nn} not

available - initial open failure

説明: ジャーナル nn は、システム初期設定時に出力のために

オープンできませんでした。

システムの処置: ジャーナル管理テーブル (JCT) 項目に

CRUCIAL オプションと一緒にジャーナルが指定されている場

合、CICS はダンプを作成し、VSE ユーザー異常終了コード

0113 を出して終了します。

そうでない場合には、CICS 実行は続行され、実行の期間中、

ジャーナルは使用できません。

ユーザーの処置: 正しい JCL が与えられていることを確認し

てください。 ディスク・ジャーナルの場合、データ・セットが

正しく事前形式設定されていたか検査してください。 詳しく

は、「CICS System Definition and Operations Guide」 を参照

してください。

エラーがなくならない場合には、データ破損の可能性を示すメ
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ッセージが以前に出されていないか検査してください。 それで

もエラーが再発する場合、別の装置を割り振ってください。

モジュール: DFHJCKOJ

XMEOUT パラメーター: applid、{1=System Log、2=Journal、

nn、}

宛先: コンソール

DFHJC4502 CICS {SYSTEM LOG | JOURNAL nn}

MOUNT SCRATCH VOLUME ON cuu

FOR OUTPUT. {REPLY YES WHEN

AVAILABLE}

説明: メッセージに示されたボリュームまたはスクラッチ・ボ

リュームは取り付けられ、メッセージに示されたジャーナルの

出力を受け取るためにオープンされます。

nn はジャーナルを示し、cuu は磁気テープ装置のアドレスで

す。

「REPLY 'YES' WHEN AVAILABLE」という文は、PAUSE
オプションが JCT に指定されている場合にのみ、このメッセ

ージの一部として出されます。

システムの処置: PAUSE オプションがジャーナル管理テーブ

ル (JCT) に指定されている場合、スクラッチ・ボリュームが使

用可能であることを示すために、このメッセージに対してオペ

レーターが「YES」と応答するのをシステムは待ちます。

オペレーティング・システムの OPEN 要求は、このメッセー

ジと一緒に (または応答が要求される場合には肯定応答の後に)
出されます。 OPEN が成功したとき、または応答が要求され

る場合には肯定応答の後に、メッセージ DFHJC4503 が出され

ます。

ユーザーの処置: アドレッシングされた装置にテープを取り付

け、準備してください。 ボリュームは、ジャーナル nn に関

して出力レコードを受け取ります。

処置をとることを遅らせないでください。遅らせると、他のジ

ャーナルの OPEN または CLOSE (あるいはその両方) が延期

される可能性があります。

モジュール: DFHJCOCP
宛先: コンソール経路コード 2、3、および 11

DFHJC4504 CICS {SYSTEM LOG | JOURNAL nn}

MOUNT ON cuu FOR INPUT: {LATEST

OUTPUT VOLUME | NEXT VOLUME (IF

ANY) | PREVIOUS VOLUME (IF ANY)}

説明: CICS では、ジャーナル・ボリューム nn を装置 cuu

に取り付ける必要があります。 LATEST、NEXT、および

PREVIOUS は、CICS が割り振った外部ラベルが意味している

順序を指し示します。(メッセージ DFHJC4503 を参照してく

ださい。) 外部ラベルは、特定の CICS 実行での日付順および

ボリューム順序番号順になっています。

システムの処置: このメッセージの後には必ずメッセージ

DFHJC4505 が続いており、これに対して YES または NO と

応答する必要があります。

ユーザーの処置: 適切なラベル付きのテープ・リールがまだ取

り付けられていない場合には、それを見つけてください。 ボリ

ュームがすでに取り付けられていて、装置の準備ができている

場合には、それに触れないでください。 それ以外の場合には、

ボリュームを取り付けるだけにし、装置の準備はしないでくだ

さい。 それから、メッセージ DFHJC4504 の後に必ず出され

るメッセージ DFHJC4505 に応答してください。

モジュール: DFHJCOCP
宛先: コンソール経路コード 2、3、および 11

DFHJC4505 CICS {SYSTEM LOG | JOURNAL nn}

REPLY 'YES' IF VOLUME AVAILABLE,

OR 'NO' IF NOT

説明: このメッセージと一緒にメッセージ DFHJC4504 が出さ

れますが、これはジャーナル・テープ・ボリュームを入力用に

取り付けるよう要求します。

システムの処置: 応答が「YES」の場合、CICS はオペレーテ

ィング・システム OPEN 要求を出します。応答が「NO」の場

合は、CICS によりボリューム・エラー状況が要求トランザク

ションに戻されます。

ユーザーの処置: ボリュームが見つかっている場合には

「YES」と応答してください。それが見つからない場合、ある

いは存在しないボリューム・ラベルに関する要求である場合に

は、「NO」と応答してください。YES と応答した後に、ボリ

ュームがすでに取り付けられていて装置に準備されているので

ない限り、ボリュームを磁気テープ装置に取り付ける準備をし

てください (メッセージ DFHJC4506 を参照してください。)
この処置は速やかに行ってください。さもないと他のジャーナ

ルのオープン/クローズ処理に遅れが生じることがあります。

モジュール: DFHJCOCP
宛先: コンソール経路コード 2、3、および 11

DFHJC4506 CICS {SYSTEM LOG | JOURNAL nn} {label}

{LATEST OUTPUT VOLUME NOW

CLOSING BUT REMAINING ON |

UNLOADING FROM | VOLUME FOR

INPUT (BUT NEVER USED), UNLOADING

CUU=cuu}

説明: メッセージに示されたジャーナル・テープ・ボリューム

がクローズされました。 テープが装置からアンロードされてい

る場合には、 CICS が以前に割り振った外部ラベル情報 (メッ

セージ DFHJC4503 を参照) が与えられます。

システムの処置: これは、メッセージ・テキストが示す処置で

す。 つまり、テープは、アドレスが示された装置からアンロー

ドされるか、または装置上に残ります。

ユーザーの処置: テープがアンロードされる場合には、メッセ

ージ・テキストに示されているように物理ラベルをそれに貼り

付けてください。 このラベルは、CICS が後で取り付けを要求

する際に言及する場合がある外部ラベルです (メッセージ

DFHJC4504 参照)。

テープがアンロードされない場合には、テープと装置をそのま

まにしてください。(ただし、テープを除去することになってい

る場合、例えば、別のシステムで読み取ることになっている場

合は別です。)
モジュール: DFHJCOCP
宛先: コンソール経路コード 2、3、および 11
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DFHJC4507 applid CICS {SYSTEM LOG | JOURNAL nn}

{PRIMARY |SECONDARY} DATA SET

ABOUT TO RECEIVE OUTPUT ON cuu.

REPLY 'Ynn{A | B}' WHEN AVAILABLE

説明: メッセージに示されているジャーナル・ディスク・デー

タ・セットが、出力によって上書きされようとしています。こ

のジャーナルについては、ジャーナル管理テーブル (JCT) 項目

内で PAUSE オプションが指定されています。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 休止機構の詳細記述は、「CICS 操作および

ユーティリティーの手引き」を参照してください。データ・セ

ットからデータ・セットをコピー (保存) するためのインスト

ール操作手順がすべて完了したことを確認し、それからメッセ

ージの要求に「{YnnA|B}」と応答してください。他のジャーナ

ルのオープン処理またはクローズ処理が延期されないよう、応

答を遅らせないでください。

モジュール: DFHJCOCP
宛先: コンソール

DFHJC4508 applid CICS {SYSTEM LOG | JOURNAL nn}

{PRIMARY |SECONDARY} DATA SET

NOW RECEIVING OUTPUT ON cuu

説明: 上記のジャーナル・ディスク・データ・セットが使用

(上書き) されようとしています。

applid は、このメッセージを出す CICS システムの VTAM ア

プリケーション ID です。

システムの処置: メッセージに示されているジャーナル nn の

データ・セットが、出力用の現行ボリュームになります。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHJCOCP
宛先: コンソール

DFHJC4509 applid The Global Catalog control record

cannot be updated

説明: グローバル CICS カタログで制御レコードを読み取り

または書き込み中に、エラーが起きました。 レコードは、最新

ボリューム通し番号およびタイム・スタンプが更新中でした。

直前のメッセージは、グローバル・カタログに問題がある理由

を示している可能性があります。

システムの処置: ダンプが作成され、CICS は終了します。

ユーザーの処置: 詳細および手引きについては、前に出された

メッセージを参照してください。カタログの問題を訂正してく

ださい。

モジュール: DFHJCO

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHJC4510I applid All open journals now closed

説明: CICS が実行を終了中であるときに、通知メッセージが

出されました。

システムの処置: システム終了処理が続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHJCSDJ

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHJC4511 applid Link to a journal control transient

failed

説明: CICS は、以下のジャーナル管理一時プログラムのいず

れかをプログラム・ライブラリーから見つけることができませ

んでした (DFHJCO、DFHJCC、DFHJCEOV、DFHJCIOE、ま

たは DFHJCI)。
システムの処置: CICS 実行は終了して、ダンプが作成されま

す。 VSE ユーザー異常終了コードは 0111 です。

ユーザーの処置: ジャーナル管理を使用不可の状態にして

CICS を再始動するか、または上記のすべてのプログラムがプ

ログラム・ライブラリーにあることを確認してください。

モジュール: DFHJCP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHJC4512 date time applid CICS {System Log |Journal

nn} no longer available - output

volume-switch failure

説明: クローズ/オープンの操作順序を実行して、自動的に新

しいジャーナル出力ボリュームに交換されるようにしようとし

ていたとき、CICS ジャーナル・タスクが無効応答コードが受

け取りました。 メッセージ内の applid は、メッセージを出し

た CICS システムの VTAM アプリケーション ID です。

システムの処置: ジャーナルが、そのジャーナル管理テーブル

(JCT) 項目で JOUROPT=CRUCIAL が指定されている場合に

は、CICS 実行は異常終了して、ダンプが作成されます。 VSE
ユーザー異常終了コードは 0112 です。

ジャーナルが不可欠 (CRUCIAL) でない場合には、実行は続行

され、実行の期間中ジャーナルは使用できません。ジャーナル

のジャーナル・タスクは異常終了して、CICS 異常終了コード

AJCB が出されます。

ユーザーの処置: CICS が終了した場合には、CICS を再始動

してください。システム・エラーのデバッグの担当者に、その

条件を知らせてください。その条件は起きないはずのものであ

り、オペレーティング・システムまたは装置のオープン/クロ

ーズの障害のためか、あるいは CICS エラーが原因である可能

性があります。

詳細については、異常終了コード AJCB を参照してください。

モジュール: DFHJCEOV

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=System Log、

2=Journal、nn、}

宛先: CSMT

DFHJC4513 date time applid CICS {System Log |Journal

nn} no longer available - output I/O error

説明: メッセージに示されているジャーナル・データ・セット

で、リカバリー不能の出力時入出力エラーが起きました。 メッ

セージ内の applid は、メッセージを出した CICS システムの

VTAM アプリケーション ID です。

システムの処置: メッセージに示されたジャーナルのジャーナ
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ル・タスクは異常終了して、異常終了 AJCA が出されまし

た。 CICS は続行されますが、実行の残りの部分の間、ジャー

ナルは使用できないままです。

メッセージ DFHJC4513 の後には必ずメッセージ DFHJC4517
が続きます。 JOUROPT=CRUCIAL が指定されている場合、

端末オペレーターを促すメッセージ DFHJC4518 も出されま

す。そしてジャーナルを用いようとするトランザクションは、

異常終了して、異常終了 AJCR が出されます。

ユーザーの処置: ジャーナル・データ・セット保全の責任者に

知らせてください。 エラーがなくならない場合には、別の装置

かデータ・セットをジャーナルに割り振ってください。

詳細については、異常終了コード AJCA を参照してくださ

い。

モジュール: DFHJCIOE

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=System Log、

2=Journal、nn、}

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4514 applid Journal Control subtask has

abnormally terminated

説明: ジャーナル管理がオープン/クローズ要求およびコンソ

ール通信のために使用したオペレーティング・システム・サブ

タスク DFHJCOCP は、異常終了しました。 サブタスクは、

単純なオープン処理またはクローズ処理しか実行しません。 こ

の異常終了は、オペレーティング・システムの障害か、装置の

障害か、または CICS エラーのために起きた可能性がありま

す。

システムの処置: 通常シャットダウンの最終終了段階のときに

サブタスクの異常終了が起きた場合、CICS はジャーナリング

をシャットダウンし、通常シャットダウンが続行されます。

最終終了段階以外のときにサブタスクの異常終了が起きた場

合、CICS はジャーナリングをシャットダウンしようとし、そ

れから異常終了して VSE ダンプが作成されます。 VSE ユー

ザー異常終了コードは 0114 です。

ユーザーの処置: CICS を再始動してください。 エラーがす

ぐに再び起こる場合には、システム・プログラマーに連絡して

ください。

モジュール: DFHJCBSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHJC4515 applid Unable to note open of System Log

by DFHTEOF on DFHGCD data set

説明: テープのファイル終わり処理のためにシステム・ログを

オープンするために DFHTEOF を付加する前に、DFHSIC1
は、CICS グローバル・カタログ (DFHGCD) 内のシステム・

ログ制御レコードの更新/書き込みを行おうとします。 この更

新/書き込み操作は失敗しました。

このメッセージの前に、モジュール DFHCCCC によって出さ

れる別のコンソール・メッセージが出されていることがあり、

このコンソール・メッセージはグローバル・カタログ書き込み

エラーの理由を示します。

システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。

ユーザーの処置: グローバル・カタログ書き込みエラーの理由

を示す、DFHCCCC が出すコンソール・メッセージが前に出さ

れていないか探してください。 DFHCCCC 呼び出しに対する

応答コードも、トレース・テーブルの中か、またはダンプ内の

DFHCCCC パラメーター・リスト内にあります。

モジュール: DFHSIC1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHJC4516 applid Unable to note {Open | Close |
Status} of a journal on CICS Global
Catalog

説明: システム・ログまたはユーザー・ジャーナルがオープン
またはクローズされましたが、その後にジャーナルの状況を更
新または CICS グローバル・カタログ (DFHGCD) に書き込も
うとする試みが失敗しました。

問題のレコードは、システム・ログ制御レコード (これは、後
でテープからの緊急再始動を行う場合に影響します) か、また
はディスク・ジャーナルの保全性にとって重要な「エクステン
ト状況」である可能性があります。

OPEN が挿入されている場合、メッセージは DFHJCO によっ
て出されたものです。

CLOSE が挿入されている場合、メッセージは DFHJCC によ
って出されたものです。

STATUS が挿入されている場合、メッセージは DFHJCP によ
って出されたものです。

このメッセージの前に、モジュール DFHCCCC によって出さ
れる別のコンソール・メッセージが出されていることがあり、
このコンソール・メッセージはグローバル・カタログ書き込み
エラーの理由を示します。
システムの処置: CICS はダンプをとり、異常終了して、VSE
異常終了コード 0183 が出されます。
ユーザーの処置: グローバル・カタログ書き込みエラーの理由
を示す、DFHCCCC が出すコンソール・メッセージが前に出さ
れていないか探してください。 DFHCCCC 呼び出しに対する
応答コードも、トレース・テーブルの中か、またはダンプ内の
DFHCCCC パラメーター・リスト内にあります。
モジュール: DFHJCO、DFHJCC、DFHJCP

XMEOUT パラメーター: applid、{1=Open、 2=Close、
3=Status}
宛先: コンソール

DFHJC4517 date time applid A non-immediate shutdown
of CICS should be initiated

説明: CICS は、DFHJC4513 の後にこのメッセージを出しま
す。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: ジャーナルがデータのセキュリティーにとっ
て重要である場合には、CICS を通常どおりクローズしてくだ
さい。
モジュール: DFHJCIOE

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT
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DFHJC4518D date time applid Reply 'YES' to acknowledge
message DFHJC4517

説明: ジャーナル管理テーブル (JCT) の中に、使用できない
ジャーナルが JOUROPT=CRUCIAL で指定されている場合、
CICS は DFHJC4517 の後にこのメッセージを出します。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: 「YES」と応答して、メッセージ
DFHJC4513 および DFHJC4517 を受け取ったことを知らせて
ください。
モジュール: DFHJCIOE

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4519 applid Program DFHJCBSP is not available
説明: システム初期設定時に、CICS はジャーナル管理モジュ
ール DFHJCBSP を見つけることができず、そのためジャーナ
リングを初期設定することができません。
システムの処置: CICS は異常終了して、VSE ユーザー異常終
了コード 0119 が出されます。
ユーザーの処置: DFHJCBSP が、CICS スタートアップ・ジョ
ブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブライブラリーの
メンバーであることを確認してください。
モジュール: DFHJCKOJ

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHJC4520 applid Required module modname could not
be loaded.

説明: モジュール modname はジャーナル管理に必要です。
このモジュールは LIBDEF 検索チェーンから欠落しているの
で、ロードすることができませんでした。
システムの処置: システムは終了し、システム・ダンプが作成
されます。 通常、この問題に関する症状ストリングが入ってい
るメッセージ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: モジュール modname が LIBDEF 検索チェ
ーンに含まれるようにしてください。

上記が問題の原因でない場合には、IBM からのサポートが必要
になります。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHJCRP

XMEOUT パラメーター: applid、modname
宛先: コンソール

DFHJC4522 FILENAME filename HAD A PERMANENT
I/O ERROR.

説明: CICS ジャーナル印刷ユーティリティーが DLBL ステ
ートメント filename に定義されたデータ・セットを処理してい
るときに、リカバリー不能な入出力エラーが起こりました。
システムの処置: ジャーナル印刷ユーティリティーは終了しま
す。
ユーザーの処置: 出力データ・セットでエラーが起こって、も
う一度実行しようとする場合には、異なるボリュームを参照す
るように DLBL ステートメントを変更して、ジョブを再サブ
ミットしてください。 可能であれば、リカバリーのために元の
ボリュームをオフラインにしてください。

エラーが入力データ・セットで起きた場合には、おそらく、正

しくない形式 (例えば、固定形式) のファイルを読み取ったこ
とが原因と思われます。 DFHJUP は、それぞれの論理レコー
ドの最初の 2 バイトのレコード記述子ワードを妥当性検査し、
それが負かまたは 31,757 よりも大きい場合、それは終了し
て、このメッセージが出されます。 それ以外の場合、それは実
際の入出力エラーである可能性があります。リカバリーするた
めには、欠陥のあるボリュームのバックアップ・コピーを持っ
ていなければなりません。 バックアップ・ボリュームを参照す
るように DLBL ステートメントを変更して、ジョブを再実行
することができます。 欠陥ディスクのバックアップ・コピーを
とってあった場合には、IBM ユーティリティーを使用し、欠陥
トラックにフラグを付けて代替トラックを指し示すことによっ
て、ディスクをリカバリーさせることができます。
モジュール: DFHJUP
宛先: SYSLST

DFHJC4523 PROCESSING IS BEING TERMINATED
FOR THIS OPTION.

説明: これは、OPTION カードのための処理が完了したとき
に CICS ジャーナル印刷ユーティリティーによって出される通
知メッセージです。 言及されているカードは、SYSLST 上のこ
のメッセージの前にある最後の OPTION カードです。
システムの処置: ジャーナル印刷ユーティリティーは次のオプ
ションの処理を続行します。
ユーザーの処置: OPTION カードとこのメッセージの間に他
のメッセージが現れなかった場合は、正常な終了です。 他のメ
ッセージが出されていた場合には、それらを調べて、終了が正
常であったのか、または異常であったのかを判別してくださ
い。 異常終了が起こった場合には、他のメッセージ (複数の場
合もある) で通知されたエラーを訂正して、ジョブを再サブミ
ットしてください。
モジュール: DFHJUP
宛先: SYSLST

DFHJC4524 INVALID CONTROL CARD FORMAT.
説明: CICS ジャーナル印刷ユーティリティーは、入力
CONTROL カードの中でエラーを検出しました。このカード
は、SYSLST 上のこのメッセージの前の行に表示されていま
す。
システムの処置: ジャーナル印刷ユーティリティーは、無効な
カードを無視して、標準のデフォルト値を想定します。
ユーザーの処置: 実行の出力が望んでいるものと異なっていた
場合には、無効なカードを訂正して、ジョブを再サブミットし
てください。
モジュール: DFHJUP
宛先: SYSLST

DFHJC4525 INVALID CARD TYPE.
説明: CICS ジャーナル印刷ユーティリティーは、1 桁目から
始まる次のいずれかの文字列を含んでいない入力カードを読み
取りました。

「CONTROL」、「OPTION」「*」、または「END」

この無効カードは、SYSLST 上のこのメッセージの前の行に表

示されています。

システムの処置: ジャーナル印刷ユーティリティーは、無効な

カードを無視して、処理を続行します。

ユーザーの処置: ジョブが失敗に終ったり、出力が望みのもの
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と異なっていた場合には、無効なカードを訂正して、ジョブを

再サブミットしてください。

モジュール: DFHJUP
宛先: SYSLST

DFHJC4526 INVALID OPTION CARD OR PRIOR

ERROR.

説明: CICS ジャーナル印刷ユーティリティーは、OPTION カ

ードの中でエラーを検出したか、または前にエラーがあったた

めにそのカードを無視しました。 そのカードは、このメッセー

ジの前の行に表示されます。

システムの処置: ジャーナル印刷ユーティリティーは、そのカ

ードを無視して、処理を続行します。

ユーザーの処置: ジョブが失敗に終ったり、出力が望みのもの

と異なっていた場合には、エラーを訂正して、ジョブを再サブ

ミットしてください。

モジュール: DFHJUP
宛先: SYSLST

DFHJC4527 END OF JOB.

説明: これは、CICS ジャーナル印刷ユーティリティーが正常

に終了したときにそのユーティリティーによって出されるジョ

ブ終了通知メッセージです。 エラーが検出された可能性があり

ますが、異常終了を引き起こすほど重大なものではありません

でした。

システムの処置: ジャーナル印刷ユーティリティーは正常に終

了します。

ユーザーの処置: すべてのオプションが正常に完了したかどう

かを調べてください。 正常に完了しなかったものがあった場合

には、まだ必要なオプションのために別のジョブをサブミット

してください。

モジュール: DFHJUP
宛先: SYSLST

DFHJC4528 NO OPTION CARDS SUPPLIED.

説明: CICS ジャーナル印刷ユーティリティーは、1 つの

CONTROL カードについて、次のことを検出しました。

1. OPTION カードがまったく与えられていない。または、

2. OPTION カードのすべてにエラーが含まれている (このメ

ッセージよりも前に出されたメッセージで通知されてい

る)。
システムの処置: ジャーナル印刷ユーティリティーは、

OPTION カードがなければ、CONTROL カードの処理は実行

しません。

ユーザーの処置: 必要とするオプションのための正しい

OPTION カードを与えて、ジョブを再サブミットしてくださ

い。

モジュール: DFHJUP
宛先: SYSLST

DFHJC4529 UNABLE TO OPEN INPUT FILE.

説明: CICS ジャーナル印刷ユーティリティーは、このメッセ

ージの前に表示されている CONTROL カードと関連した入力

データ・セットをオープンすることができませんでした。

システムの処置: ジャーナル印刷ユーティリティーは、次の入

力カードで処理を続行します。

ユーザーの処置: JCL を検査してください。 標準ラベルを持

たないデータ・セットの場合には、データ・セット制御ブロッ

ク (DCB) パラメーターが与えられているか検査してくださ

い。 JCL エラーを見つけた場合には、それを訂正して、ジョ

ブを再サブミットしてください。

モジュール: DFHJUP
宛先: SYSLST

DFHJC4530 ELEMENT LIST ERROR.

説明: CICS ジャーナル印刷ユーティリティーは、入力ファイ

ルを処理しているときにエラーを検出しました。

システムの処置: ジャーナル印刷ユーティリティーは処理を終

了して、VSE ユーザー異常終了コード 0185 が出されます。

ユーザーの処置: これは、通常、前のエラーによって起こりま

す。そのエラーについては、メッセージが出されています。 前

のエラーについて何らかのエラー・メッセージが表示されてい

る場合には、必要な訂正をして、ジョブを再サブミットしてく

ださい。

モジュール: DFHJUP
宛先: SYSLST

DFHJC4531 END OF FILE ON INPUT.

説明: CICS ジャーナル印刷ユーティリティーが、現行入力フ

ァイル上の EOF に達しました。

システムの処置: ジャーナル印刷ユーティリティーは、このメ

ッセージが SYSLST 上に出される前に、CONTROL カードの

処理を完了します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHJUP
宛先: SYSLST

DFHJC4532 OPTION COMPLETE.

説明: CICS ジャーナル印刷ユーティリティーは、SYSLST 上

のこのメッセージの前の OPTION カードの処理を完了しまし

た。

システムの処置: ジャーナル印刷ユーティリティーは、次の

OPTION カードで処理を続行します。あるいは、END カード

の前に他のオプションがなかった場合には、現在の制御カード

のための処理を完了します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHJUP
宛先: SYSLST

DFHJC4533 UNABLE TO OPEN OUTPUT FILE.

説明: CICS ジャーナル印刷ユーティリティーは、SYSLST 上

に表示されているこのメッセージの前の最後の CONTROL カ

ードに関連した出力データ・セットをオープンすることができ

ませんでした。
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システムの処置: ジャーナル印刷ユーティリティーの処理は、

この CONTROL カードについては終了し、次の CONTROL
カードを使って続行されます。

ユーザーの処置: JCL を訂正して、ジョブを再サブミットして

ください。

モジュール: DFHJUP
宛先: SYSLST

DFHJC4534 NO ELEMENT LIST ADDRESS.

説明: CICS ジャーナル印刷ユーティリティーの処理時に、エ

レメント・リストを作成しているときにエラーが起こりまし

た。

システムの処置: ジャーナル印刷ユーティリティーの処理は、

このエレメント・リストについては終了し、さらに異常終了し

て VSE ユーザー異常終了コード 0184 が出されます。

ユーザーの処置: これは、ジャーナル印刷ユーティリティー

DFHJUP 内の内部エラーです。 この問題を解決するには IBM
の支援が必要です。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHJUP
宛先: SYSLST

DFHJC4535 date time applid The JACD cannot be

initialized. Journal journalno will use

'PAUSE' instead of 'AUTOARCH'.

説明: ジャーナル・アーカイブ制御データ・セット (JACD)
のオープンの問題が原因で、アーカイブを初期設定することが

できませんでした。 メッセージに示されているジャーナルは、

PAUSE を使用してジャーナル・データ・セットを制御しま

す。

システムの処置: ジャーナル・データ・セットの状況は JACD
内に含まれているので、ジャーナル・データ・セットの状況が

どのようなものかを判別することができません。 CICS は、す

べてのジャーナル・データ・セットをアーカイブする必要があ

ると想定して、メッセージ DFHJC4583 または DFHJC4586 を

出します。

ユーザーの処置: まず、DFHJC4583 または DFHJC4586 (どち

らか出されたもの) に応答してください。 それから、障害の理

由が調査されて訂正されるまで、データ・セットが再利用され

る前に、PAUSE オプションは CPU コンソール・オペレータ

ーからの応答を要求します。 これにより、データ・セットが再

利用される前に、オペレーターには (バッチ・ジョブを使用し

て) そのデータ・セットをコピーする機会が与えられます。

PAUSE に関する詳細は、「CICS Recovery and Restart

Guide」で説明されています。

問題が起きた最大の原因としては、次のものが考えられます。

v JACD の JCL が欠落しているか、正しくない。 この場合

には、VSE はエラー・メッセージを出します。

v 制御インターバル (CI) サイズが 512 バイトと等しくな

い。 この場合、メッセージ DFHJC4564 が出されます。

v JACD をアクセスしているときに、入出力エラーが起きた。

これはハードウェア・エラーと考えられます。

問題を見つけることができない場合、トレースをオンにして再

実行し、エラーの原因を識別してください。 問題を訂正したな

ら、CICS が再始動される前に、必要に応じてすべてのジャー

ナル・データ・セットがアーカイブされるようにし、JACD を

再定義してください。

モジュール: DFHJCRP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、journalno

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4536 date time applid I/O error while modname
was accessing JACD. Journal journalno
using 'PAUSE' instead of 'AUTOARCH'.

説明: ジャーナル・アーカイブ制御データ・セットのアクセス
を試みているときに、入出力エラーが起きました。 モジュール
modname により、このメッセージが出されました。

ジャーナル journalno は PAUSE を使用してジャーナル・デー
タ・セットを制御します。
システムの処置: ジャーナル・データ・セットの状況を判別で
きないため、CICS は、すべてのジャーナル・データ・セット
をアーカイブする必要があると想定して、メッセージ
DFHJC4583 または DFHJC4586 を出します。
ユーザーの処置: DFHJC4583 または DFHJC4586 のうちどち
らか出されたものに応答してください。 障害の理由が調査され
て訂正されるまで、データ・セットが再利用される前に、
PAUSE オプションは CPU コンソール・オペレーターからの
応答を要求します。これにより、データ・セットが再利用され
る前に、オペレーターには (バッチ・ジョブを使用して) その
データ・セットをコピーする機会が与えられます。 PAUSE に
関する詳細は、「CICS Recovery and Restart Guide」で説明さ
れています。

この問題は、おそらくハードウェア・エラーが原因と考えられ
ます。 関連した VSAM エラー・メッセージがないか注意して
ください。 トレースがオンの場合、直前の要求の流れに従い、
エラーが起きた場所を識別できます。 トレースがオンではな
く、エラーを検出することができない場合には、トレースをオ
ンにして再実行する必要があります。 そのようにすれば、
VSAM 戻りコードが与えられ、「z/VSE メッセージおよびコ
ード 第 2 巻」 のセクション『VSE/VSAM コード』でそれを
調べることができます。 エラーを訂正したなら、必要に応じて
すべてのジャーナル・データ・セットがアーカイブされるよう
にし、CICS が再始動される前に JACD を再定義してくださ
い。
モジュール: DFHJCO、DFHJCC、DFHJCKOJ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、modname、
journalno
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4538 date time applid Error acquiring storage.
Cannot submit archive for journal journalno
datasetid.

説明: ストレージ・マネージャー・ドメインにより、重大エラ
ーが検出されました。 このエラーが何であるかを示すメッセー
ジがこの前にコンソールに示されているはずです。このジャー
ナルのアーカイブ・ジョブはサブミットされません。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: エラーの原因を示している前のメッセージに
示されている処置をとってください。 その後、ジャーナル・デ
ータ・セット journalno のためのアーカイブ・ジョブを手操作
でサブミットしてください。
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DFHJACDU ユーティリティーの UPDATE 機能を使用して、
ジャーナル・データ・セットの状況を READY に設定してくだ
さい。 これを行う方法についての詳細は、「CICS 操作および
ユーティリティーの手引き」を参照してください。
モジュール: DFHJAP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、journalno、
datasetid
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4539 date time applid insert disagrees with the
information on the JACD for journal data
set journalno datasetid.

説明: これは、CICS 初期設定時に出される警告メッセージで
す。 insert は、DSNAME かまたは ARCHJCL のいずれかで
す。 ジャーナル管理アーカイブ・データ・セット (JACD) の
ロード時に、ジャーナル・データ・セット (DSNAME) の
CICS JCL かまたは JCT 内の ARCHJCL パラメーターのいず
れかが、JACD 上のこのジャーナル・データ・セット用に保持
されているデータと異なっていました。 ジャーナル・データ・
セット名 (DSNAME) または ARCHJCL パラメーター のいず
れか該当するものが、メッセージに示されます。 JACD は、
この新しい情報を反映するように更新され、状況は READY に
設定されました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: これが予期された結果であれば必要ありませ
ん。 このメッセージは、CICS の最後の使用以降に、だれかが
ジャーナル・データ・セットの DLBL ステートメントまたは
JCT 内の ARCHJCL パラメーターを変更したことを意味して
います。 それは予期していないことであるなら、CICS を停止
してそれを元に戻し、必要な変更を行い、再始動することがで
きます。

このことを行った場合、属性を再度変更したことになるので、
メッセージ DFHJC4539 が再度出されることに注意してくださ
い。 また、このデータ・セットがオープンされていた場合、
CICS の終了時にアーカイブがサブミットされるはずです。
モジュール: DFHJAP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、insert、
journalno、datasetid
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4540 date time applid There was an error opening
JACD. Journal archiving is not active.

説明: ジャーナル・アーカイブ制御データ・セット (JACD)
のオープン中にエラーが起きました。これが VSAM オープ
ン・エラーである場合には、VSAM オープン・エラー・メッセ
ージに詳細が示されています。
システムの処置: CICS の初期設定は続行されます。ジャーナ
ル・アーカイブを使用しているそれぞれのジャーナルが初期設
定を試みるので、メッセージ DFHJC4535 が出され、ジャーナ
ルは PAUSE モードを使用します。
ユーザーの処置: CICS を早めに停止するかどうかの決定を下
す必要があります。 オープン障害の理由を調べ、CICS を再始
動する前に、それを訂正してください。 必要に応じて、すべて
のジャーナル・データ・セットがアーカイブされるようにして
ください。 その後、JACD を削除してから再定義してくださ
い。
モジュール: DFHJAP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4541 date time applid Journal journalno JACD
records disagree with the journal data sets.
datasetid1 is now READY. The status of
datasetid2 is unaltered.

説明: 初期設定時に、ジャーナル・アーカイブ制御データ・セ
ット (JACD) 上の情報が実際のジャーナル・データ・セットと
調和していないことが検出されました。
システムの処置: CICS は、JACD 上の情報ではなく、ジャー
ナル・データ・セット上の情報にしたがってログ記録を開始し
ます。 最初に使用されるデータ・セットが READY に設定さ
れます。 その他のデータ・セットの状況はそのままです。
ユーザーの処置: このメッセージは、JACD 上の情報がジャー
ナル・データ・セット上の情報と調和していないことを示して
います。 ジャーナルがアーカイブの一部として再形式設定され
ている場合には、このことはあり得ます。 両方のデータ・セッ
トの状況が正しく、すべてのアーカイブが完全であることを確
認してください。 状況が正しくない場合には、DFHJACDU
を更新しなければならないことがあります。
モジュール: DFHJAP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、journalno、
datasetid1、datasetid2
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4542D date time applid Journal data set journalno
datasetid is not ready. Reply 'GO' or
'SUBMIT'.

説明: CICS は、ジャーナル・データ・セット journalno
datasetid を使用したいが、それはまだアーカイブされていませ
んでした。
システムの処置: オペレーターの応答を待ちます。
ユーザーの処置: 処置としては、3 つの方法が考えられます。
v 実行されているアーカイブ・ジョブまたは実行されようとし

ているアーカイブ・ジョブがある場合、それが正常に完了す

るまで待ち、それから GO と応答してください。

v サブミットされているアーカイブ・ジョブまたはサブミット

されようとしているアーカイブ・ジョブがない場合、

SUBMIT を入力してジャーナル・データ・セットをアーカ

イブしてください。 このことが起きた後、メッセージ

DFHJC4544 が出されます。

これは、直前のアーカイブ・ジョブが失敗したことを意味す

るという点に注意してください。 この原因を調べることが

できます。 このサブミットされたジョブが失敗した、また

は現在失敗している場合、いくつかの説明が考えられます。

以下に例を示します。

– ジョブ・ストリーム内にユーザー提供プログラムがある

場合、それらがジョブの出力に影響を与えている可能性

がある。

– ジョブ制御エラーの可能性がある。

– ジャーナル・データ・セットを READY に設定するジョ

ブ・ステップが、ジョブに含まれていない可能性があ

る。

– POWER® キューが非常に長く、ジョブがまだ開始されて

いない可能性がある。
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v 何らかの理由で、アーカイブ・ジョブを実行できない、また

は実行したくない場合、ジャーナル・データ・セットの状況

は、 DFHJACDU ユーティリティーの UPDATE 機能を実

行することで READY に設定することができます。 詳細に

ついては、「CICS 操作およびユーティリティーの手引き」

を参照してください。

モジュール: DFHJAP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、journalno、

datasetid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4543D date time applid Journal data set journalno

datasetid is still not ready. Reply 'GO' or

'SUBMIT'.

説明: メッセージ DFHJC4542、DFHJC4543 または

DFHJC4544 に対して「GO」が入力されたが、ジャーナル・デ

ータ・セット journalno datasetid はまだアーカイブされていま

せんでした。

システムの処置: システムはオペレーターの応答を待ちます。

ユーザーの処置: ユーザー応答は、メッセージ DFHJC4542 の

場合と同じです。

モジュール: DFHJAP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、journalno、

datasetid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4544D date time applid Reply 'GO' when the

archive completes or 'SUBMIT' if it has to

be resubmitted.

説明: このメッセージは、DFHJC4542、DFHJC4543、または

DFHJC4544 のいずれかに対する「SUBMIT」応答の後に出さ

れます。アーカイブ・ジョブがサブミットされます。 この段階

で、CICS はサブミットされたアーカイブ・ジョブが正常に完

了したかどうかを知りません。このメッセージ (DFHJC4544)
は、CICS がこのことを知ることができるように出されます。

システムの処置: システムはオペレーターの応答を待ちます。

ユーザーの処置: アーカイブ・ジョブが正常に完了した場合に

は、「GO」と応答してください。正常に完了しなかった場合

には、「SUBMIT」と応答してください。ジョブが引き続き失

敗し、このメッセージが再び出されるなら、メッセージ

DFHJC4542 の場合のユーザー処置に従ってください。

モジュール: DFHJAP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4545 date time applid Journal data set journalno

datasetid is READY. Archive not submitted.

説明: このメッセージは、DFHJC4542、DFHJC4543、または

DFHJC4544 に対する「SUBMIT」応答の後に出されます。

SUBMIT が要求されたが、ジャーナル・データ・セット

journalno dataseid は READY 状況です。 このデータ・セット

のためのアーカイブ・ジョブは、完了したばかりだと思われま

す。

システムの処置: CICS は続行され、ジャーナル・データ・セ

ットをオープンします。

ユーザーの処置: SUBMIT が正しいメッセージまたはジャー

ナルに関するものかどうか検査してください。

モジュール: DFHJAP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、journalno、

datasetid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4547 date time applid DFHJASP could not be

loaded. No journal archiving can be

performed.

説明: DFHJASP は、CICS 初期設定時にロードに失敗しまし

た。 CICS は DFHJASP を見つけることができませんでし

た。 これは、DFHJASP が、CICS ジョブの LIBDEF 検索チ

ェーンのサブライブラリー内になかったためと思われます。

システムの処置: CICS の初期設定は続行されます。ジャーナ

ル・アーカイブは、ジャーナル・データ・セットの再利用を制

御しますが、アーカイブの実行依頼は実行されません。 CICS
がアーカイブ・ジョブをサブミットしようとすると、メッセー

ジ DFHJC4548 が出されます。

ユーザーの処置: DFHJASP を CICS ジョブの LIBDEF 検索

チェーンのサブライブラリーに追加してください。 DFHJASP
は、この CICS 実行では使用できません。 DFHJASP を使用

するには、CICS を停止してから再始動してください。

モジュール: DFHJAP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4548 date time applid DFHJASP is not active.

Archive for journal journalno datasetid will

not be submitted.

説明: DFHJASP が活動状態でないため、アーカイブ・ジョブ

をサブミットできませんでした。 このメッセージの後に、通

常、DFHJC4543 が続きます。

システムの処置: アーカイブ・ジョブはサブミットされませ

ん。 CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: DFHJASP が活動状態でない理由を調べてく

ださい。 理由としては、DFHJASP が CICS 初期設定時にロ

ードされなかったことが考えられます。このことを示すメッセ

ージ DFHJC4547 が出されます。 この問題を解決する手引き

については、メッセージ DFHJC4547 の説明を参照してくださ

い。

アーカイブ・ジョブを手操作でサブミットし、DFHJACDU ユ

ーティリティーの UPDATE 機能を使用して、ジャーナル・デ

ータ・セットの状況を READY に設定してください。 この点

については、「CICS 操作およびユーティリティーの手引き」

で説明されています。

モジュール: DFHJAP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、journalno、

datasetid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT
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DFHJC4549 date time applid Error acquiring storage

during initialization. Journal archiving not

active.

説明: ストレージ・マネージャー・ドメインにより、重大エラ

ーが検出されたので、ジャーナル・アーカイブは開始できませ

んでした。 このエラーが何であるかを示すメッセージがこの前

にコンソールに示されているはずです。

システムの処置: CICS の初期設定を続行します。

ユーザーの処置: エラーの原因を示した直前のメッセージに示

されている処置をとってください。 CICS のこのセッションで

は、ジャーナル・アーカイブを使用することはできません。 こ

の CICS 実行のために十分なストレージを割り振っていないた

め、CICS はストレージ不足です。

モジュール: DFHJAP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4550 date time applid Error while opening VSE

source library. Archive for journalno datasetid

not submitted.

説明: アーカイブ JCL を含んでいる VSE ソース・ライブラ

リーをオープンできませんでした。このメッセージは、アーカ

イブがサブミットされるたびに出されます。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: オープン・エラーの理由を調べて訂正してく

ださい。 ジャーナル・データ・セット journalno datasetid の

ためのアーカイブ・ジョブを手操作でサブミットしてくださ

い。この原因としては、ソース・ライブラリーの LIBDEF が正

しくないか、または欠落していることが考えられます。

データ・セットはアーカイブ操作ごとに再オープンされるの

で、(例えば、ハードウェア・エラーがある場合) CICS の実行

中にこのエラーを訂正することが可能であることがあります。

そうでない場合には、問題を解決する際に、CICS をいったん

終了して再始動する必要があります。

モジュール: DFHJASP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、journalno、

datasetid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4551 date time applid Connection to VSE/POWER

RDR queue failed. Archive for journalno

datasetid not submitted.

説明: VSE/POWER RDR キューへの必要な接続をオープンで

きませんでした。このメッセージは、アーカイブ・ジョブがサ

ブミットされるたびに出されます。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: オープン・エラーの理由を調べて訂正してく

ださい。 ジャーナル・データ・セット journalo dataseid のた

めのアーカイブ・ジョブを手操作でサブミットしてください。

この接続はアーカイブ操作ごとに再オープンされるので、(例え

ば、ハードウェア・エラーがある場合) CICS の実行中にこの

エラーを訂正することが可能であることがあります。 そうでな

い場合には、問題を解決する際に、CICS をいったん終了して

再始動する必要があります。

モジュール: DFHJASP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、journalno、

datasetid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4552 date time applid Member y could not be

found in the source library search chain.

Archive for journalno datasetid not

submitted.

説明: 区画用の VSE ソース・ライブラリー検索チェーンから

メンバー y を見つけようとしていたとき、エラーが起きまし

た。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: FIND エラーの理由を調べて訂正してくださ

い。 ジャーナル・データ・セット journalno datasetid のため

のアーカイブ・ジョブを手操作でサブミットしてください。

このエラーの理由としては、アーカイブ・ジョブ用の骨組み

JCL を含んでいるソース・ライブラリー内にメンバー y が存

在しないか、あるいは 'LIBDEF SOURCE,SEARCH=' ステート

メントが正しいライブラリーを含んでいないことが考えられま

す。 JCT パラメーター ARCHJCL のコーディングが正しくな

いか、メンバーがソース・ライブラリーに正しくない仕方でカ

タログが作成されているためである可能性があります。

モジュール: DFHJASP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、y、journalno、

datasetid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4553 date time applid Archive job submitted for

journalno datasetid.

説明: ジャーナル・データ・セット journalno datasetid のため

のアーカイブ・ジョブがサブミットされました。

システムの処置: このジョブは POWER キューに送られま

す。 CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHJASP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、journalno、

datasetid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4554 date time applid JCL error building archive

submission job. Archive for journalno

datasetid not submitted.

説明: 記号置換のときに、位置 72 を超えた JCL ステートメ

ントが作成されましたが、そのステートメントは継続できませ

んでした。 その JCL ステートメントは無効です。 CICS は、

エラー条件の位置まで JCL を部分的に作成しました。

システムの処置: DFHJASP は、これまでに行われた JCL の

内容すべてを VSE/POWER RDR キューに出力します。

ユーザーの処置: CICS によって送られた JCL からの出力を

調べて、オーバーフロー条件が起きた理由を調査してくださ
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い。 この JCL 内の最後のステートメントが、無効なオーバー

フローを引き起こしたものになります。 おそらく、ステートメ

ント内の句読記号が省略されたものと思われます。

エラーをオンラインで訂正してください。 次に DFHJASP が

VSE ソース・ライブラリーからアーカイブ JCL を読み取る際

には、更新された JCL を読み取ります。 しかし、ユーザー

は、ジャーナル・データ・セット journalno datasetid のための

アーカイブ・ジョブを手操作でサブミットする必要がありま

す。

モジュール: DFHJASP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、journalno、

datasetid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4555 date time applid I/O error reading VSE

source library member y. Archive for

journalno datasetid not submitted.

説明: アーカイブの実行依頼時に、アーカイブ・ジョブのため

の骨組み JCL を含んでいる VSE ソース・ライブラリーから

読み取っているとき、入出力エラーが検出されました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 入出力エラーの理由を調べてください。 こ

の原因としてハードウェア・エラーが考えられます。

ジャーナル・データ・セット journalno datasetid のためのアー

カイブ・ジョブを手操作でサブミットしてください。

問題がなくならない場合、トレースをオンにして再実行し、エ

ラーの原因を突き止めてください。

モジュール: DFHJASP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、y、journalno、

datasetid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4556 date time applid Error acquiring storage.

Archive for journalno datasetid not

submitted.

説明: ストレージ・マネージャー・ドメインにより、重大エラ

ーが検出されたので、ジャーナル・データ・セット journalno

datasetid のアーカイブはサブミットできません。 このエラー

が何かを示す関連したコンソール・メッセージが出されている

はずです。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 前のメッセージに示された処置をとってか

ら、ジャーナル・データ・セット journalno datasetid のための

アーカイブ・ジョブを手操作でサブミットしてください。

DFHJACDU ユーティリティーの UPDATE 機能を使用して、

ジャーナル・データ・セットの状況を READY に設定してくだ

さい。 UPDATE 機能の使用についての詳細は、「CICS 操作

およびユーティリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHJASP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、journalno、

datasetid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4557 date time applid Error writing to

VSE/POWER RDR queue. Archive for

journalno datasetid not submitted.

説明: アーカイブの実行依頼時に、VSE/POWER RDR キュー

へ書き込んでいるとき入出力エラーが検出されました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 入出力エラーの理由を調べてください。 こ

の原因としてハードウェア・エラーが考えられます。

ジャーナル・データ・セット journalno datasetid のためのアー

カイブ・ジョブを手操作でサブミットしてください。

問題がなくならない場合、トレースをオンにして再実行し、エ

ラーの原因を突き止めてください。

モジュール: DFHJASP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、journalno、

datasetid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4558 date time applid XPCC FUNC=IDENT failed,

R15=return_code, IJBXRETC=ijbxretc

説明: XPCC FUNC=IDENT が失敗しました。 このメッセー

ジは、DFHJASP 初期設定時に出されます。

システムの処置: ジョブの実行依頼サポートは、CICS セッシ

ョンの残りの部分では使用不可になります。

ユーザーの処置: メッセージに示されている XPCC R15 戻り

コードおよび XPCCB IJBXRETC に基づいて、エラーの理由を

調べてください。 可能な R15 および IJBXRETC 戻りコード

のリストについては、「z/VSE System Macros Reference」の

MAPXPCCB マクロを参照してください。それぞれのジャーナ

ル・データ・セットごとのアーカイブ・ジョブを手操作でサブ

ミットしてください。

問題が解決されると、自動的にアーカイブ・ジョブの実行依頼

が再び行われるように、CICS はいったん終了してから再始動

する必要があります。

モジュール: DFHJASP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、return_code、

ijbxretc

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4559 THERE WAS AN ERROR WHILE

OPENING DFHJACD.

説明: ジャーナル・アーカイブ制御データ・セット (JACD)
をオープンすることができませんでした。

システムの処置: ジョブは終了して、条件コード 16 が出され

ます。

ユーザーの処置: 条件コード 16 は、これが重大エラーである

ことを示します。 エラーを訂正しないまま、これ以上続行して

はなりません。 オープン・エラーの理由を調べてください。

VSAM メッセージが出されて VSAM 戻りコードが戻されま

す。 戻りコードの意味については、「z/VSE メッセージおよ

びコード 第 2 巻」 のセクション『VSE/VSAM コード』を参

照してください。

モジュール: DFHJACDU
宛先: SYSLST
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DFHJC4560 THERE HAS BEEN A PARAMETER

ERROR xxxx

説明: 無効パラメーターが DFHJACDU に渡されました。 メ

ッセージの中の xxxx は、エラーのタイプを示しています。

システムの処置: ジョブは終了して、条件コード 16 が出され

ます。

ユーザーの処置: 条件コード 16 は、これが重大エラーである

ことを示します。 エラーを訂正しないまま、これ以上続行して

はなりません。 無効パラメーターを訂正して、ジョブを再サブ

ミットしてください。

モジュール: DFHJACDU
宛先: SYSLST

DFHJC4561 I/O ERROR ACCESSING JOURNAL DATA

SET journalno datasetid. THE VSAM

RETURN CODE IS rc

説明: ジャーナル・アーカイブ・データ・セット (JACD) 上

のジャーナル・データ・セット journalno datasetid をアクセス

中に、入出力エラーが起きて、VSAM 戻りコード rc が戻され

ました。

システムの処置: ジョブは続行されます。

ユーザーの処置: 入出力エラーの理由を調べて訂正してくださ

い。 VSAM 戻りコードの意味は、「z/VSE メッセージおよび

コード 第 2 巻」 のセクション『VSE/VSAM コード』で調べ

てください。

モジュール: DFHJACDU
宛先: SYSLST

DFHJC4562 NO DATA HAS BEEN FOUND FOR

JOURNAL DATA SET journalno datasetid

説明: ジャーナル・アーカイブ制御データ・セット (JACD)
上にジャーナル・データ・セット journalno datasetid に関する

データがありませんでした。 このプログラムには 3 つの機能

(LIST、CHECK 、および UPDATE) があります。

機能が LIST の場合、ジャーナル・データ・セット A のデー

タが見つかりましたが、予期されたジャーナル・データ・セッ

ト B のデータは見つかりませんでした。 JACD 内にエラーが

あります。

初期設定時に CICS が取り消された場合に、これが起こる可能

性があります。 AUTOARCH オプションが指定されてジャー

ナル・データ・セットが JCT にコーディングされていた場

合、問題は、次の CICS 初期設定時に自動的に解決されます。

AUTOARCH が必要であるが、それがコーディングされていな

い場合には、この状態は問題ではなく、さらに調査する必要は

ありません。

機能が CHECK かまたは UPDATE である場合、問題の原因

として 2 つの可能性があります。 ユーザーがジャーナル・デ

ータ・セットを指定していた場合には、問題は単にユーザー・

エラーである場合があります。

ジョブが CICS ジャーナル・アーカイブによってサブミットさ

れた場合、おそらく、ジョブ・サブミットとジョブ・サブミッ

トの間にエラーが起きました。 CICS がジョブのサブミットを

要求したとき、ジャーナル・データ・セット情報は存在してい

ましたが、この情報はそれ以降破棄されていました。

JACD が無許可で使用された場合にも、このメッセージは出さ

れる可能性があります。

システムの処置: 状況に応じて、3 つのシステム処置が考えら

れます。

v CICS にはこのエラーがない可能性があります (例えば、別

の CPC のチャネルに障害がある場合)。 この場合には、

CICS は前と同様に続行されます。

v CICS にはまだこのエラーがない可能性があります (例え

ば、問題が検出される前に、ジャーナル・データ・セットを

交換した可能性があります)。 この場合には、エラーが検出

されるまで、CICS は前と同様に続行されます。

v CICS にこのエラーがある可能性があります。 その場合に

は、自動アーカイブは続行されない可能性があります。

CICS は、PAUSE のフォールバック位置に行きます。 その

後、CICS のこの区域から種々のメッセージが生成される可

能性があります。

ユーザーの処置: データが欠落している理由を調べて訂正して

ください。 正しいジャーナル・データ・セットが指定されてい

るか検査してください。 その後、CHECK に依存していたジ

ョブ・ステップを手操作で実行してください。 あるいは、これ

が UPDATE ジョブだった場合には、それに依存するジョブ・

ステップはもうないと思われるので、さらに処置をとる必要は

ありません。

モジュール: DFHJACDU
宛先: SYSLST

DFHJC4563 THERE WAS AN ERROR WHILE

OPENING DFHJAPRT FILE.

説明: DFHJAPRT をオープンしようとしているときに、エラ

ーが起きました。 このメッセージは、通常、VSE メッセージ

と一緒に出されます。

システムの処置: ジョブは終了して、条件コード 16 が出され

ます。

ユーザーの処置: 条件コード 16 は、これが重大エラーである

ことを示します。 問題を訂正しないまま、これ以上続行しては

なりません。 エラーの詳細は、一緒に出される VSE メッセー

ジを参照してください。 DLBL ステートメントが欠落してい

ないか検査してください。

モジュール: DFHJACDU
宛先: コンソール

DFHJC4564 date time applid The JACD control interval
size is not 512 bytes.

説明: これは、制御インターバル・サイズが 512 バイトでは
ないジャーナル・アーカイブ・データ・セット (JACD) がある
ために生じた OPEN エラーです。
システムの処置: JACD はクローズされ、ジャーナル・アーカ
イブはこの CICS セッションでは非活動状態になります。
AUTOARCH が指定されているジャーナルには、メッセージ
DFHJC4535 が出されます。

CICS の初期設定を続行します。
ユーザーの処置: 正しいインターバル・サイズで JACD を再
定義してください。
モジュール: DFHJAP、DFHJACDU
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XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4565 NO DATA HAS BEEN FOUND FOR
JOURNAL(S) journalno

説明: ユーザーによりジャーナルをリストするよう要求されま
したが、ジャーナル活動データ・セット (JACD) 内に見つかり
ませんでした。 JACD にはジャーナル journalno のデータが
ありませんでした。 このエラーは、LIST 機能でエラーが見つ
かったときに出されます。

完全な JACD をリストするよう要求された場合、このメッセ
ージは、見つからなかったすべてのジャーナルについて出され
ます。 JACD の特別のジャーナルが要求された場合、このメ
ッセージは見つからなかった指定のジャーナルについて出され
ます。
システムの処置: ジョブは続行されます。
ユーザーの処置: データが欠落している理由は、ユーザー・エ
ラーと思われます。 自動アーカイブを使用するすべてのジャー
ナルについて作成された項目を検査してください。
モジュール: DFHJACDU
宛先: コンソール

DFHJC4566 applid Journal Archive failure whilst
waiting for I/O operation on DFHJACD to
complete.

説明: トランザクションが VSAM ファイル DFHJACD に対
する入出力操作の完了を待っているときに、DISASTER タイ
プ・エラーが発生しました。 これは、IORB アドレスが無効で
あるか、または CICS 内に内部エラーがあるためと思われま
す。
システムの処置: 応答コード、理由コード、EXCPAD パラメ
ーター・リストの最初の 12 バイト、および IORB の最初の
16 バイトを含んでいる例外トレース項目が作成され、システ
ム・ダンプがとられます。呼び出し側には、入出力エラーを示
す戻りコードが戻されます。
ユーザーの処置: この問題は、前のエラーが原因になっていま
す。 前に出されたメッセージおよび戻りコード (例えば、タス
ク指名プログラム・ドメインからのもの) および関連トレース
項目およびダンプを調べてください。

問題がアプリケーションのエラーに結びつかない場合は、IBM
からのサポートが必要になります。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHJAP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHJC4571 AN ERROR (CODE X'code') HAS
OCCURRED IN THE USER EXIT
PROGRAM.

説明: ユーザー出口プログラム内にエラーが検出されました。
コード code は、DFHJUP へ出口プログラムからレジスター
15 で戻された値です。ジャーナル印刷ユーティリティーは、残
りの OPTION カードを処理せずに終了します。
ユーザーの処置: ユーザー出口プログラムのエラーを訂正し
て、ジョブを再サブミットしてください。
モジュール: DFHJUP
宛先: SYSLST

DFHJC4583 applid CICS {SYSTEM LOG | JOURNAL nn}
{PRIMARY | SECONDARY} DATA SET
(FILENAME=DFHJnnx) READY TO BE
COPIED. REPLY 'Ynnx' WHEN COPIED.

説明: JOUROPT=PAUSE が、ディスク・ジャーナル nn の
JCT 項目に指定されています。 CICS は、メッセージに示され
ているジャーナルのデータ・セットをクローズしました。ここ
で、それを (必要ならば、例えば順方向リカバリーのために)
コピーする必要があります。 applid は、このメッセージを出す
CICS システムの VTAM アプリケーション ID です。要求さ
れている応答は、次のとおりです。
v nn は、メッセージからのジャーナル番号です。

v x は、1 次データ・セットの場合には A、2 次データ・セ

ットの場合には B です。

システムの処置: CICS は、要求された応答を受け取るまで、

メッセージに示されたデータ・セットを出力用に再利用しませ

ん。 正しくない応答を入力すると、CICS はメッセージ

DFHJC4586 を出します。

CICS がメッセージに示されたデータ・セットを出力用に再利

用しようとする前に、ユーザーが正しい応答を入力しなけれ

ば、CICS はメッセージ DFHJC4584 を出します。 ユーザーが

元の DFHJC4583 メッセージに対して正しく応答するまで、ジ

ャーナル nn を使用するタスクは遅延させられます。

単一データ・セット・ジャーナルの場合、CICS は、ジャーナ

ル・データ・セットがいっぱいのときにはそれをクローズし、

メッセージ DFHJC4583 および DFHJC4584 を出します。

ユーザーの処置: 必要ならば、ディスク・データ・セットをコ

ピーしてください。 コピーが完了したら (あるいは、コピーし

ない場合には、即時に)「Ynnx」と応答してください。それぞ

れのジャーナルごとに、出されたメッセージの順にメッセージ

に対して応答してください。

モジュール: DFHJCO
宛先: コンソール

DFHJC4584 applid AWAITING 'Ynnx' REPLY BEFORE

SWITCHING TO CICS {SYSTEM LOG |

JOURNAL nn} {PRIMARY | SECONDARY}

DATA SET.

説明: このディスク・データ・セットについては、以前にメッ

セージ DFHJC4583 が出されました。 応答を受け取りません

でした。 applid は、このメッセージを出す CICS システムの

VTAM アプリケーション ID です。

システムの処置: ジャーナルを使用するタスクはすべて、メッ

セージ DFHJC4583 に対する「Ynnx」応答を受け取るまで、延

期されます。

ユーザーの処置: DFHJC4583 の場合のユーザーの処置を参照

してください。

モジュール: DFHJCO
宛先: コンソール

DFHnn 接頭部メッセージ
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DFHJC4586 applid CICS {SYSTEM LOG | JOURNAL nn}
{PRIMARY | SECONDARY} DATA SET IS
NOT READY. PLEASE REPLY Ynnx WHEN
READY.

説明: メッセージ DFHJC4583 に対して正しくない応答が入力
されました。 その意味については、メッセージ DFHJC4583
を参照してください。 ジャーナル・アーカイブ制御データ・セ
ット (JACD) でのエラーが原因で、おそらくメッセージに示さ
れたジャーナルは AUTOARCH から PAUSE へ切り替えられ
たばかりです。これはメッセージ DFHJC4536 によって示され
ています。
システムの処置: CICS は、要求された応答を受け取るまで、
メッセージに示されたデータ・セットを再利用しません。
ユーザーの処置: できるだけ早く (またはコピーを行わない場
合には即時に)、「Ynnx」と応答してください。
モジュール: DFHJCO、DFHJCP
宛先: コンソール

DFHJC4587 date time applid Unable to invoke Journal
exit DFHXJCO

説明: ジャーナル出口 DFHXJCO の DFHPC リンクが失敗し
ました。
システムの処置: 要求を出したタスクは異常終了して、異常終
了コード AJCH が出され、トランザクション・ダンプが作成
されます。 初期設定時に、システム・ログがオープンされてい
るときにこのエラーが起きた場合には、初期設定を完了でき
ず、CICS は異常終了します。
ユーザーの処置: これはおそらくセットアップ・エラーです。
DFHXJCO がプログラム・ライブラリーにあることを確認して
ください。
モジュール: DFHJCO

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4588 applid Journal Exit {DFHXJCC | DFHXJCO}
has abnormally terminated with abend
code abcode.

説明: ユーザー置き換え可能モジュール (URM) で異常終了が
起きました。活動状態の HANDLE ABEND コマンドがあり
ません。 メッセージ・テキストに DFHXJCO が含まれている
場合には、これは DFHJCO によって出されたものです。
DFHXJCC が含まれている場合には、これは DFHJCC によっ
て出されたものです。 この異常終了コードは、URM 内の異常
終了と関係しています。
システムの処置: 要求を出したタスクは異常終了して、トラン
ザクション・ダンプが作成されます。初期設定時に、システ
ム・ログがオープンされているときにこのエラーが起きた場合
には、初期設定を完了できず、CICS は異常終了します。
ユーザーの処置: これはおそらく、URM 内のプログラミン
グ・エラーが原因と思われます。 出された異常終了コードを用
いて、エラーの理由を判別してください。 これは、ハンドル・
コマンドのない条件が起きた結果である可能性があります。こ
のような場合には、デフォルト処置がとられて、トランザクシ
ョンは異常終了します。 URM 内で無効な EXEC コマンドが
使用された可能性もあります。 ジャーナル URM 内で許され
ている EXEC コマンドのリストは、「CICS Customization
Guide」を参照してください。
モジュール: DFHJCC、DFHJCO

XMEOUT パラメーター: applid、{1=DFHXJCC、
2=DFHXJCO}、abcode
宛先: コンソール

DFHJC4589 date time applid Unable to invoke Journal
exit DFHXJCC

説明: ジャーナル出口の DFHPC リンクが失敗しました。
システムの処置: 要求を出したタスクは異常終了して、異常終
了コード AJCH が出され、トランザクション・ダンプが作成
されます。 初期設定時に、システム・ログがオープンされてい
るときにこのエラーが起きた場合には、初期設定を完了でき
ず、CICS は異常終了します。
ユーザーの処置: これはおそらくセットアップ・エラーです。
DFHXJCC が、CICS ジョブの LIBDEF 検索チェーンのサブラ
イブラリーの中にあることを確認してください。
モジュール: DFHJCC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHJC4596 JOURNAL DATA SET NOT INITIALIZED
- I/O ERROR OCCURRED.

説明: ジャーナル・データ・セットが初期設定されません。
入出力エラーが発生しました。
システムの処置: ユーティリティー・プログラム DFHJCJFP
の実行は異常終了して、ダンプが作成されます。 VSE ユーザ
ー異常終了コードは 0117 です。
ユーザーの処置: このエラーが引き続き再発する場合は、シス
テム・エラーのデバッグ担当者に状況を知らせ、ダンプを渡し
てください。
モジュール: DFHJCJFP
宛先: コンソール

DFHJC4597 JOURNAL DATA SET NOT INITIALIZED
- UNABLE TO OPEN FILE. CHECK DLBL
SUPPLIED.

説明: ジャーナル・データ・セットが初期設定されません。
ファイルをオープンできません。
システムの処置: ユーティリティー・プログラム DFHJCJFP
の実行は異常終了します。
ユーザーの処置: DLBL、EXTENT、および ASSGN ステート
メントが与えられており、それらが正しいことを確認してか
ら、ジョブを再実行してください。
モジュール: DFHJCJFP
宛先: コンソール

DFHJC4598 JOURNAL DATA SET NOT INITIALIZED
- INSUFFICIENT SPACE HAS BEEN
ALLOCATED.

説明: ジャーナル・データ・セットが初期設定されませんでし
た。 形式設定ユーティリティー・プログラム DFHJCJFP は、
ジャーナル・データ・セットに関して EXTENT ステートメン
トで割り振られたスペースは、CICS ジャーナリング要件には
不十分であることを見つけました。
システムの処置: ユーティリティー・プログラム DFHJCJFP
の実行は異常終了し、完了コード 16 が出されます。
ユーザーの処置: 条件コード 16 は、これが重大エラーである
ことを示します。 エラーを訂正しないまま、これ以上続行して
はなりません。
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ジャーナル・データ・セット用の EXTENT ステートメントで
指定するトラック数またはブロック数を増やしてください。 必
要最小サイズは、CKD 装置を使用する場合にはトラック数が
3 であり、FBA 装置を使用する場合にはブロック数が 200 で
す。 割り振りスペースは隣接している必要があります。ジャー
ナル・データ・セットの必要サイズの判別についての詳細は、
「CICS System Definition and Operations Guide」を参照してく
ださい。
モジュール: DFHJCJFP
宛先: コンソール

DFHJC4599 JOURNAL DATA SET INITIALIZED -
nnnnn {TRACKS | BLOCKS} FORMATTED.

説明: CICS ジャーナル形式設定ユーティリティー・プログラ
ムはこの通知メッセージを出し、メッセージに示された数のト
ラック/ブロックが、CICS ディスク・ジャーナル出力データ・
セット用として正しく事前初期設定されたことを示していま
す。
システムの処置: ユーティリティーは処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHJCJFP
宛先: コンソール

DFHJC5610 date time applid DFHJCP DMF problem n
説明: JCP は DFHASV を呼び出して、DFHSMFEW マクロ
を出します。 戻りコードは n であり、次のような意味があり
ます。

コード 意味

1 DMF レコードが 32KB より大きい。

2 レコードが CICS レコードではない。

3 おそらく、CICS SVC が使用不可であるため、ペー

ジの固定化もページの解放も実行できない。

5 ストレージが不十分である。 DMF への書き込みを

行うにはストレージが十分ではありません。

システムの処置: 要求は無視されます。 CICS を続行しま

す。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。ユーザーは、ジャーナルがデータ管理機能へ向けられるこ

とを JCT で指示しました (JCT JTYPE=SMF)。 これは

DFHASV でしかサポートされていません。JCT は VSE 上で

アセンブルする必要があります。

モジュール: DFHJCP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、n

宛先: CSMT

DFHJC6100 FORMAT TAPE.

説明: テープ形式設定プログラム (DFHFTAP) の実行が開始

されました。

システムの処置: プログラムは続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFTAP
宛先: SYSLST

DFHJC6101 UNABLE TO OPEN MESSAGE DATASET.

説明: おそらく DLBL ステートメントが与えられていないた

め、SYSOUT メッセージ・データ・セットをオープンできませ

んでした。

システムの処置: プログラム DFHFTAP の実行は異常終了し

ます。

ユーザーの処置: 適切な DLBL ステートメントを与えて、プ

ログラムを再実行してください。

モジュール: DFHFTAP
宛先: コンソール

DFHJC6102 UNABLE TO ALLOCATE WORKING

STORAGE. DFHFTAP TERMINATES

ABNORMALLY.

説明: このプログラムが使用できるストレージがありませんで

した。

システムの処置: プログラムの実行は異常終了します。

ユーザーの処置: 区画サイズを大きくし、再実行してくださ

い。

モジュール: DFHFTAP
宛先: SYSLST

DFHJC6103 UNABLE TO OPEN LOG VOLUME.

DFHFTAP TERMINATES ABNORMALLY.

説明: おそらく DLBL ステートメントが与えられていないた

め、オペレーター・ログ・データ・セットをオープンできませ

んでした。

システムの処置: プログラムの実行は異常終了します。

ユーザーの処置: 適切な DLBL ステートメントを与えて、プ

ログラムを再実行してください。

モジュール: DFHFTAP
宛先: SYSLST

DFHJC6104I DISCONTINUED PROCESSING ON LOG

VOLUME DUE TO xxxxxxxx ERROR,

PROGRAM PROCEEDING TO NEXT

VOLUME.

説明: ログ・ボリュームの初期設定時にエラーが起きました。

このためボリュームは拒否されました。 このメッセージの後に

メッセージ DFHJC6110 が続きます。

システムの処置: メッセージ DFHJC6110 が出されて、さらに

ログ・ボリュームを形式設定するかどうかを尋ねます。

ユーザーの処置: 同時に出されたアクセス方式メッセージを調

べて、エラーの原因を判別してください。

モジュール: DFHFTAP
宛先: コンソール

DFHJC6105 UNRECOVERABLE I/O ERROR

OCCURRED. DFHFTAP TERMINATES

ABNORMALLY.

説明: 入出力装置でハードウェア・エラーが起きましたが、リ

カバリーができませんでした。

システムの処置: プログラムの実行は異常終了します。

ユーザーの処置: なし。
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モジュール: DFHFTAP
宛先: SYSLST

DFHJC6107I LOG VOLUME FORMATTED.

説明: ログ・ボリュームが正常にフォーマットされました。

システムの処置: ボリュームはクローズされ、メッセージ

DFHJC6110 が出されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFTAP
宛先: コンソール

DFHJC6110D MORE VOLUMES TO BE FORMATTED.

REPLY 'Y', 'N' or 'VOLUME SERIAL

NUMBER'.

説明: メッセージ DFHJC6107I の後にこのメッセージが出さ

れて、さらにログ・ボリュームを形式設定するかどうかを尋ね

ます。

システムの処置: 応答が Y の場合、次のログ・ボリュームが

オープンされます。 N の応答があると、プログラムは終了し

ます。

ユーザーの処置: さらにログ・ボリュームを形式設定する場合

には「Y」と応答し、そうでない場合には「N」と応答してくだ

さい。ラベル付きテープの場合は、次のボリューム通し番号で

応答することもできます。

モジュール: DFHFTAP
宛先: コンソール

DFHJC6111 INVALID REPLY x

説明: メッセージ DFHJC6110 に対する応答が Y でも N で

もなく、応答は x でした。

システムの処置: メッセージ DFHJC6110 が再び出されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFTAP
宛先: コンソール

DFHJC6199 nnnn VOLUME(S) FORMATTED -

FORMAT TAPE ENDED.

説明: このメッセージは、ジョブの終了時に出されます。

nnnn はフォーマットされたボリュームの数です。

システムの処置: そのプログラムは終了します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHFTAP
宛先: SYSLST

DFHKCxxxx メッセージ

DFHKC0102 date time applid terminal userid tranid PFT
entry for profname has been added.

説明: これは監査ログ・メッセージであり、プロファイル項目
profname が INSTALL コマンドを使用して CICS プロファイ
ル・テーブル (PFT) に追加されたことを示しています。

terminal は、INSTALL コマンドが入力された端末の端末 ID
またはネット名です。

userid は、INSTALL コマンドを実行しているオペレーターの
ユーザー ID です。

tranid は、INSTALL コマンドを実行するために使用するトラ
ンザクションです。
システムの処置: システムは正常に続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHKCQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、
userid、tranid、profname
宛先: CSKL

DFHKC0104 date time applid terminal userid tranid PFT
entry for profname has been deleted.

説明: これは監査ログ・メッセージであり、プロファイル項目
profname が DISCARD コマンドを使用して CICS プロファイ
ル・テーブル (PFT) から削除されたことを示しています。

terminal は、DISCARD コマンドが入力された端末の端末 ID
またはネット名です。

userid は、DISCARD コマンドを実行しているオペレーターの
ユーザー ID です。

tranid は、DISCARD コマンドを実行するために使用するトラ
ンザクションです。

システムの処置: システムは正常に続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHKCQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、
userid、tranid、profname
宛先: CSKL

DFHKC0106 date time applid terminal userid tranid PFT
entry for profname has been replaced.

説明: これは監査ログ・メッセージであり、プロファイル項目
profname が、INSTALL コマンドを使用して CICS プロファイ
ル・テーブル PFT の中で置換されたことを示しています。

terminal は、INSTALL コマンドが入力された端末の端末 ID
またはネット名です。

userid は、INSTALL コマンドを実行しているオペレーターの
ユーザー ID です。

tranid は、INSTALL コマンドを実行するために使用するトラ
ンザクションです。
システムの処置: システムは正常に続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHKCQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、
userid、tranid、profname
宛先: CSKL

DFHKC0301 applid Program DFHKCRP cannot be found.
説明: トランザクション・マネージャーのリカバリー・プログ
ラムが使用できません。 CICS は、CICS スタートアップ・ジ
ョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのどのサブライブラ
リーからも DFHKCRP を見つけることができません。
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システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。
ユーザーの処置: このエラーを訂正するには、CICS スタート
アップ・ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブラ
イブラリーに DFHKCRP を入れてください。
モジュール: DFHKCQ

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHKC0302 applid Transaction Manager restart failed.
Reason - rc.

説明: CICS は、トランザクション・マネージャーの初期設定
中に、次のステップをリストされている順序で実行します。
1 プログラム管理テーブル・ディレクトリーを作成す

る。

3 DFHCCP を使用して、RSD カタログからトランザ

クション定義を除去する。 (前の実行からのコール

ド・スタート)
4 DFHRCP を使用して、リカバリー・ファイルからト

ランザクション定義を除去する。 (システム・ログを

使用した実行の後のコールド・スタート)
5 DFHCCP を使用して、RSD カタログからトランザ

クション定義をリストアする。 (ウォーム・スタート

または緊急再始動)
6 DFHRCP を使用して、リカバリー・ファイルからト

ランザクション定義をリカバリーする。 (緊急再始

動)
8 DFHCCP を使用して、RSD カタログからプロファ

イル定義を除去する。 (前の実行からのコールド・ス

タート)

9 DFHRCP を使用して、リカバリー・ファイルからプ

ロファイル定義を除去する。 (システム・ログを使用

した実行の後のコールド・スタート)
10 DFHCCP を使用して、カタログからプロファイル定

義をリストアする。 (ウォーム・スタートまたは緊急

再始動)
11 DFHRCP を使用して、リカバリー・ファイルからプ

ロファイル定義をリカバリーする。 (緊急再始動)

トランザクション・マネージャーの再始動が、理由 rc のため

に失敗しました。ここで、rc は、正常に完了しなかったジョ

ブ・ステップを示します。 その後のステップは行われていませ

ん。

システムの処置: CICS は、DFHKCRP が実行されているタス

クを終了させて、AKCB 異常終了コードを出し、メッセージ

DFHSI1521 を出します。

ユーザーの処置: CICS AKCB トランザクション・ダンプ内の

トレースを調べて、DFHKCRP 情報が実行されているタスクの

ヒストリーを見て、障害の正確な原因に関する詳しい情報を入

手してください。

モジュール: DFHKCRP

XMEOUT パラメーター: applid、rc

宛先: コンソール

DFHKExxxx メッセージ

DFHKE0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは CICS コードにエラーが存在
する可能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデ
ータが入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があり
ます。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字 CICS コードから成ります。
VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) です。
VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3 つの
ハイフンで埋められます。 CICS コードは、異常終了コード、
または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、AKEA
は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終
了するかどうか決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、CICS 英数字コードを、 557 ページの『第 2 章 トラン
ザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for
z/VSE)』で調べてください。これにより、例えば、エラーがプ
ログラム・チェック、異常終了、またはランナウェイであった
かがわかります。また、ユーザーの処置に関する何らかの手引
きが得られる場合があります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないとシステムを実行
できない場合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせ
る必要があります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

DFHKC0302 • DFHKE0001

第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server for z/VSE) 211



ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール:
DFHKEDD、DFHKEDS、DFHKEGD、DFHKETI

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname
宛先: コンソール

DFHKE0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。
コード code は、エラーが何であり、エラーがどこで検出され
たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。

CICS 例外トレース項目についての詳細は、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル
で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま
す。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合、CICS
を呼び出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM)
が終了させることができます。 このことを示すメッセージが出
されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS コードにエラーの可能性があ
ることを示しています。 その影響の重大度は、エラー発生時に
実行されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。

メッセージが出されたのが 1 回であり、しかもモジュール
modname が CICS システムの実行に不可欠ではない場合に
は、実行を続行し、適当な時間に CICS をダウンさせて問題を
解決することもできます。

このメッセージが繰り返し表示されるか、モジュール modname
を最大限に使用しないとシステムを実行できない場合は、制御
シャットダウンを実行して CICS をダウンさせる必要がありま
す。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHKEDD、DFHKEGD、DFHKEIN

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHKE0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時
に実行されていた命令のオフセットです。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS が終了しなかった場合は、CICS をダウンさせるほ
ど問題が重大かどうかを判断する必要があります。

一部の CICS 機能は多くの CPU 時間を使用することがあるた
め、このメッセージは長時間実行中の機能が原因で発生した可
能性があります。したがって、これはエラーではない可能性が
あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設
定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で計測) で指定したラン
ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。
これは、モジュール modname が終了し、CICS が続行される
ことを意味しています。

しかし、ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname
がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を
終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ
がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間
隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当
な時間に CICS をダウンさせる必要があります。ただし、
CEMT トランザクションを使用して ICVR 時間間隔を一時的
にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決しない場合は、IBM のサポ
ートが必要です。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール:
DFHKEDD、DFHKEDS、DFHKEGD、DFHKETI

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname
宛先: コンソール

DFHKE0005 applid A hardware error has occurred
(module modname, code X'code'). The
Time-of-Day clock is invalid.

説明: モジュール modname の実行中に、ハードウェア・エラ
ーが発生しました。 ストア・クロック機構は、オペレーティン
グ・システムのためのタイミング機構です。

コード code は、エラーが検出された場所を一意的に識別する
例外トレース・ポイント ID です。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード code) がト
レース・テーブルに作成されます。ダンプ・テーブルで特にダ
ンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。
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CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。
ユーザーの処置: CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終
了するかどうか決定する必要があります。これは、おそらくハ
ードウェア・エラーです。まずストア・クロック機構を調べて
正しく作動しているかどうかを確認してください。 ストア・ク
ロックに原因がある場合には、修理または交換などの適切な処
置を行う必要があります。

これが万一ハードウェアの問題ではない場合には、IBM からの
サポートが必要になります。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHKETI
宛先: コンソール

DFHKE0006 applid Insufficient storage to satisfy
Getmain (code X'code') in module modname.
VSE code vsecode.

説明: OS/390 GETMAIN がモジュール modname によって出
されましたが、要求を満足させるための十分なストレージがあ
りませんでした。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す
る例外トレース・ポイント ID です。

コード vsecode は OS/390 GETMAIN 戻りコードです。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: CICS は終了し、システム・ダンプが作成さ
れます。 例外項目 (メッセージ内のコード code) がトレース・
テーブルに作成されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。

VSE 戻りコードの診断情報については、「z/VSE メッセージお
よびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードお
よび SVC エラー』にある『OS/390 API 戻りコード』を参照
してください。

DSA または EDSA の全体のサイズ制限を小さくするようにし
てください。 あるいは、CICS 区画のサイズが最大でない場合
は、サイズを大きくしてみてください。まだ CICS が終了して
いない場合には、これを実行するために CICS をダウンさせる
必要があります。 CICS ストレージについての詳細は、
「CICS System Definition and Operations Guide」または「CICS
Performance Guide」を参照してください。
モジュール: DFHKEIN

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname、vsecode
宛先: コンソール

DFHKE0101 applid UNABLE TO OBTAIN SUBSYSTEM
STATUS. CICS WILL TERMINATE.

説明: CICS 初期設定の一部は、VSE 許可状態で行う必要があ
ります。 カーネルは、この状態を取得できませんでした。

これは、CICS と VSE の間のインターフェースの内部エラー
を示します。

システムの処置: CICS は終了します。 CICS ジョブ・ステッ
プは終了して、戻りコード 12 が戻されます。
ユーザーの処置: IBM サポート・センターに連絡してくださ
い。
モジュール: DFHKESIP
宛先: コンソール

DFHKE0102 applid UNSUCCESSFUL PRE-
INITIALIZATION OF domain DOMAIN.
CICS WILL TERMINATE.

説明: ドメインを事前初期設定することに失敗しました。その
ため、システムは終了します。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。

この問題が CICS 初期設定において早い時期に発生したので、
原因としては、ストレージがかなり不足しているか、またはロ
ーカル・カタログの破壊が考えられます。
システムの処置: CICS は終了します。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。ダンプがとられている場合、障害を起こしたドメインが出
した例外トレースを使用して、この問題を調べてください。 ダ
ンプがとられていない場合は、障害が発生したドメインから発
行された先行メッセージで、このエラーの理由が説明されてい
ないかを確認してください。

この問題を解決するには支援が必要な場合があります。 手順に
ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を
参照してください。
モジュール: DFHKETCB
宛先: コンソール

DFHKE0103 applid LOAD FOR DFHEIVD1 IN
MODULE DFHKETCB FAILED WITH
RETURN CODE code. CICS WILL
TERMINATE.

説明: カーネルは、失敗した DFHEIVD1 に対して OS/390
LOAD を出しました。

コード code は OS/390 LOAD 戻りコードです。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: CICS は終了します。 CICS ジョブ・ステッ
プは終了して、戻りコード 12 が戻されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。

問題を解決するには、LOAD 戻りコード vsecode を用いて、
LOAD が失敗した理由を判別してください。 OS/390 LOAD
戻りコードの診断情報については、「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 戻りコード』を参照して
ください。
モジュール: DFHKETCB
宛先: コンソール
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DFHKE0105 applid DFHEVAS LOAD FAILED WITH
RETURN CODE code. CICS WILL
TERMINATE.

説明: DFHEVAS のロードが失敗しました。 CICS が初期設
定を行うためには、DFHEVAS がロードされている必要があり
ます。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 こうした状況
で CICS がこのメッセージを出した場合には、CICS はデフォ
ルトの applid の値として DBDCCICS をとります。
システムの処置: CICS は終了します。 CICS ジョブ・ステッ
プは終了して、戻りコード 12 が戻されます。
ユーザーの処置: 戻りコードは、VSE CDLOAD マクロから
きます。 これらのコードのリストは、「z/VSE System Macros
Reference」の CDLOAD マクロの説明に示されています。失敗
の理由を訂正して、CICS を再始動してください。
モジュール: DFHKESIP
宛先: コンソール

DFHKE0106 applid DFHEVAS INITIALIZATION
FAILED WITH RETURN CODE code. CICS
WILL TERMINATE.

説明: DFHEVAS の初期設定が失敗しました。 CICS が初期
設定を行うためには、DFHEVAS が初期設定されている必要が
あります。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 こうした状況
で CICS がこのメッセージを出した場合には、CICS はデフォ
ルトの applid の値として DBDCCICS をとります。
システムの処置: CICS は終了します。 CICS ジョブ・ステッ
プは終了して、戻りコード 12 が戻されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。

このエラーの最大の原因としては、区分 GETVIS の不足が考
えられます。 戻りコード 40、42、43、80、81、および 200
は、16 MB 境界より上からの GETVIS の獲得に関する問題
を、戻りモード 41 および 201 は 16 MB 境界より下からの
GETVIS 獲得に関する問題を示します。

GETVIS の不足が原因ではない場合、問題の解決には IBM の
サポートが必要になります。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHKESIP
宛先: コンソール

DFHKE0107 applid CICS INITIALIZATION IS NOT
SUPPORTED ON THIS LEVEL OF
OPERATING SYSTEM.

説明: オペレーティング・システムのリリース・レベルが、
CICS の実行に必要な前提条件リリース・レベルより前のもの
であることが検出されました。
システムの処置: CICS DFHSIP フェーズは終了して、戻りコ
ード 12 が戻されます。
ユーザーの処置: 前提条件となるオペレーティング・システ
ム・リリース・レベル以上をインストールしてください。
モジュール: DFHKESIP
宛先: コンソール

DFHKE0201 applid ABOUT TO TAKE SDUMP.
DUMPCODE: dumpcode, DUMPID: dumpid.
(MODULE modname).

説明: 事前初期設定時または終了時のエラー (おそらく前のメ
ッセージにより出されている) により、カーネル・ドメインが
ダンプをとることになり、その結果 VSE SDUMP 機能を呼び
出す直前にこのメッセージが出されます。

ダンプ・コード dumpcode は、8 文字のダンプ・コード
「KERNDUMP」です。

ダンプ識別名 dumpid は、文字列「0/0000」です。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: ダンプが完了すると、メッセージ番号
DFHKE0202 が出されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。詳細については、関連ダンプおよびエラー・メッセージを
参照してください。
モジュール: DFHKEDD、 DFHKEDS、 DFHKEGD、
DFHKEIN、 DFHKESTX
宛先: コンソール

DFHKE0202 applid SDUMP COMPLETE. (MODULE
modname).

説明: このメッセージは、SDUMPX が正常に完了した時点で
出されます。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: CICS は終了します。
ユーザーの処置: 必要ならシステム・ダンプを印刷してくださ
い。 直前の VSE メッセージは、SYSDUMP ライブラリーを
識別し、SYSDUMP ライブラリーのどのメンバーがダンプを含
んでいるかを示しています。
モジュール: DFHKEDD、 DFHKEDS、 DFHKEGD、
DFHKEIN、 DFHKESTX
宛先: コンソール

DFHKE0210 applid SDUMP REQUEST FAILED.
(MODULE modname) - reason.

説明: メッセージ DFHKE0201 によって伝えられた CICS か
らの VSE SDUMPX 要求は、正常に完了しませんでした。 考
えられる失敗の理由 reason は、以下のとおりです。
SDUMPX RETURN CODE X'nn' ONLY PARTIAL DUMP

ダンプされるストレージ域の数が、1 つの SDUMPX
要求に許可されている最大数を超えています。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON X'mm' NO

SYSDUMP LIBRARY

CICS ジョブに SYSDUMP ライブラリーが定義され

ていません。 CICS ジョブに関して VSE
SYSDUMPC ジョブ制御オプションが有効である場

合、ダンプは抑止されますが、そうでない場合には、

ダンプは SYSLST にリダイレクトされます。
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SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON X'mm'

SYSDUMP LIBRARY IS FULL

CICS ジョブに定義されている SYSDUMP ライブラ

リーがいっぱいです。 CICS ジョブに関して

SYSDUMPC ジョブ制御オプションが有効である場

合、ダンプは抑止されますが、そうでない場合には、

ダンプは SYSLST にリダイレクトされます。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON X'mm'

VSE は、上記以外の何らかの理由のため、SDUMPX
要求を受け入れませんでした。 X'nn' は 16 進

SDUMPX 戻りコードを示し、X'mm' は 16 進

SDUMPX 理由コードを示します。

NOT AUTHORIZED IN CICS

SDUMPX は、この CICS 実行に関して許可されて

いません。

INSUFFICIENT STORAGE

CICS は、SDUMPX 要求の実行中にストレージの

OS/390 GETMAIN を出しました。 GETMAIN は

VSE により拒否されました。

DFHDUSVC FESTAE FAILED. FESTAE RETURN CODE

X'nn' CICS は、SDUMPX 要求の処理中に DFHDUSVC
から OS/390 FESTAE 要求を出しました。 FESTAE
は VSE により拒否されました。

DFHDUSVC FUNCTION INVALID

CICS は、SDUMPX 要求の処理中に DFHDUSVC
を呼び出しました。 DFHDUSVC に渡された機能は

無効でした。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー

の applid にアクセスしません。 このような状況で CICS がこ

のメッセージを作成する場合、CICS はデフォルトの applid 値

DBDCCICS を使用します。

システムの処置: CICS は、ダンプが成功したかのように続行

されます。

ユーザーの処置: ユーザーの処置は、失敗の理由によって異な

ります。 それらは、次のとおりです。

SDUMP RETURN CODE X'nn' ONLY PARTIAL DUMP

VSE 問題判別方式を用いて、部分ダンプがとられた

理由を判別してください。この戻りコードの説明につ

いては、「z/VSE System Macros Reference」を参照し

てください。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON X'mm' NO

SYSDUMP LIBRARY AVAILABLE

CICS ジョブに SYSDUMP ライブラリーを定義し、

それから SDUMP 要求が再び出されるようにしてく

ださい。 SYSDUMP ライブラリーの定義方法につい

ては、「z/VSE Diagnosis Tools」を参照してくださ

い。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON X'mm'

SYSDUMP LIBRARY IS FULL

ダンプ・ライブラリーから一部のダンプを消去し、

SDUMP 要求が再び出されるようにしてください。

SYSDUMP ライブラリーを削除、またはダンプをオ

フロードする方法については、 「z/VSE Diagnosis

Tools」を参照してください。

SDUMPX RETURN CODE X'nn' REASON X'mm'

ダンプが意図的に抑止されている場合には、処置は必

要ありません。 VSE SDUMPX ルーチンのエラーが

原因でダンプが失敗した場合には、VSE 問題判別方

式を使用してエラーを修正してから、SDUMP 要求

が再び出されるようにしてください。

NOT AUTHORIZED IN CICS

この理由は表示されないはずです。なぜなら、

SDUMP は CICS 初期設定時に無条件に許可され、

CICS 実行中ずっと許可されているはずだからです。

万一この理由が出された場合には、CICS AFCB (許
可された機能制御ブロック ) が誤って上書きされた

ものと思われます。

INSUFFICIENT STORAGE

十分な区画のストレージが OS/390 GETMAIN 要求

で得られるようにしてください。

DFHDUSVC FESTAE FAILED. FESTAE RETURN CODE

X'nn' VSE 問題判別方式を使用して OS/390 FESTAE 障害

を修正し、それから SDUMP が再び出されるように

してください。 FESTAE 戻りコードについての説明

は、「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 の

セクション『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラ

ー』にある『OS/390 API 戻りコード』を参照して

ください。

DFHDUSVC FUNCTION INVALID

CICS DAFPB (ダンプ許可機能パラメーター・ブロッ

ク) が、おそらく誤って上書きされました。

システム・プログラマーに連絡してください。CICS
がまだ実行中である場合には、CICS を終了するかど

うかを決定しなければなりません。

実行の継続を決定し、都合のよい時間に CICS をダ

ウンさせて問題を解決することができます。

この問題を解決するには、ダンプおよび関連メッセー

ジをすべて集めて、IBM サポート・センターに連絡

してください。

IBM サポートのために情報を用意する方法について

は、「CICS Problem Determination Guide」で説明さ

れています。この処理に精通していない場合には、

IBM サポートに連絡する前に、この手引きを参照し

てください。

モジュール: DFHKEDD、 DFHKEDS、 DFHKEGD、

DFHKEIN、 DFHKESTX
宛先: コンソール

DFHKE0301 applid Insufficient storage to satisfy
Getmain in module modname. VSE code
vsecode.

説明: カーネル (KE) ドメインがカーネル・スタック・ストレ
ージに対して OS/390 GETMAIN を出しましたが、要求を満
たすためのストレージが不足していました。

コード vsecode は OS/390 GETMAIN 戻りコードです。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
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ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: システム・ダンプが作成され、CICS は異常
終了します。 トレース (TR) ドメインの呼び出し自体がカーネ
ル・スタック・ストレージを必要とするので、例外項目はトレ
ース・テーブル内に作成されません。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。

GETMAIN 戻りコードの診断情報については、「z/VSE メッ
セージおよびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能
コードおよび SVC エラー』にある『OS/390 API 戻りコー
ド』を参照してください。さらにシステム・ダンプのカーネ
ル・ドメイン・セクションを見て、カーネル・スタック・スト
レージがどのように使用し尽くされているかを見てください。

DSA または EDSA のサイズの限界を小さくしてみてくださ
い。 あるいは、それらのサイズがまだ最大になっていない場合
には、領域全体のサイズを大きくしてみてください。 CICS ス
トレージについての詳細は、「CICS System Definition and
Operations Guide」または「CICS Performance Guide」を参照し
てください。
モジュール: DFHKESGM
宛先: コンソール

DFHKE0302 applid Freemain of stack storage failed in
module modname. VSE code vsecode.

説明: カーネル (KE) ドメインがカーネル・スタック・ストレ
ージに対して OS/390 FREEMAIN を出しましたが、間違った
戻りコードが戻されました。

コード vsecode は OS/390 FREEMAIN 戻りコードです。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: システム・ダンプが作成され、CICS は異常
終了します。 トレース (TR) ドメインの呼び出し自体がカーネ
ル・リンケージを必要とするので、例外項目はトレース・テー
ブル内に作成されません。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。

FREEMAIN 戻りコードの診断情報については、「z/VSE メッ
セージおよびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能
コードおよび SVC エラー』にある『OS/390 API 戻りコー
ド』を参照してください。
モジュール: DFHKEDS
宛先: コンソール

DFHKE0303 applid A RECURSIVE ABEND HAS BEEN
DETECTED BY THE KERNEL DOMAIN.

説明: カーネル (KE) ドメインが、異常終了からのリカバリー
の試行中に、現行タスクが繰り返し異常終了していることを検
出しました。
システムの処置: システム・ダンプが作成され、CICS は異常
終了します。 トレース (TR) ドメインがループ原因になる場合
があるため、例外項目はトレース・テーブル内に作成されませ
ん。
ユーザーの処置: 与えられたダンプを使用してカーネル・エラ
ー・テーブルを調べて、失敗したタスクの初期の異常終了を診
断してください。

モジュール: DFHKERRI
宛先: コンソール

DFHKE0999 applid VSE HAS CALLED DFHKESTX
WITH NO SDWA. ABEND CODE X'code'.

説明: VSE が CICS ESTAE タイプのリカバリー・ルーチン
DFHKESTX の呼び出しを行いましたが、それはシステム診断
作業域 (SDWA) を提供しませんでした。 DFHKESTX はリカ
バリーを続行することができません。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: モジュール DFHKESTX がシステム・ダン
プを作成し、次の ESTAE ルーチンにエラーをパーコレートし
ます。 これは潜在的に重大エラーです。 CICS は処理を続行
しますが、エラー・パーコレーションの結果を保留します。
ユーザーの処置: 異常終了コード X'code' は、CICS ESTAE が
呼び出された理由です。どのプロダクトが異常終了を起こした
かを知る必要があります。 通常、そのコードは、VSE システ
ム完了コード (例えば、0C1) です。 ただし、異常終了は
CICS によって出された可能性もあり (例えば、異常終了
1596)、または他の製品によって出された可能性もあります。

これに関する診断情報が少ないため、異常終了の理由を示すメ
ッセージを参照してください。 異常終了コードに関する適切な
資料の項目は、エラーに関する手引きをユーザーに提供し、さ
らに適切なユーザーの処置に関する手引きについても提供して
います。

SDWA が渡されず、リカバリーが試行されなかった理由とし
ては、おそらくストレージの不足があげられます。 このストレ
ージの不足は、異常終了自体にも影響を与えている可能性があ
ります。
モジュール: DFHKESTX
宛先: コンソール

DFHKE1799 applid TERMINATION OF CICS IS
COMPLETE.

説明: このメッセージは、CICS が終了したときに出されま
す。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: 制御はオペレーティング・システムに返され
ます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHKESIP
宛先: コンソール

DFHKE1800 applid ABNORMAL TERMINATION OF
CICS IS COMPLETE.

説明: CICS は、異常終了するときにこのメッセージを出しま
す。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
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ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: CICS の異常終了が続行されます。 カーネ
ルは、ユーザー 1800 異常終了を出すことにより、オペレーテ
ィング・システムに制御を返します。

異常終了を引き起こした最初のエラーにより、ダンプが作成さ
れた可能性もあります。 このメッセージに伴う特定のダンプは
作成されません。
ユーザーの処置: ダンプが作成された場合、ダンプを調べてエ

ラーの原因を判別してください。「CICS Problem
Determination Guide」を使用して、問題の判別に役立ててくだ
さい。

ダンプが作成されなかった場合には、その他の CICS メッセー
ジ、VSE メッセージ、および異常終了コードを調べて、問題の
原因の判別に役立ててください。
モジュール: DFHKESIP
宛先: コンソール

DFHLDxxxx メッセージ

DFHLD0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは CICS コードにエラーが存在
する可能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデ
ータが入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があり
ます。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字 CICS コードから成ります。
VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) です。
VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3 つの
ハイフンで埋められます。 CICS コードは、異常終了コード、
または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、AKEA
は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。

プログラム・チェック時のプログラム状況ワード (PSW) また
は異常終了は、CICS がモジュール modname 内のオフセット
X'offset' で実行していたことを示しています。 これは、CICS
コードまたは制御ブロックの破壊により引き起こされた可能性
があります。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。 ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、
システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS、アクセス方式、またはオペレーティ
ング・システムが提供したシステム・ダンプおよび前に出力さ
れたすべての診断情報を使用して、プログラム・チェックまた
は異常終了の原因を調べてください。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、CICS 英数字コードを、 557 ページの『第 2 章 トラン
ザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for
z/VSE)』で調べてください。これにより、例えば、エラーがプ
ログラム・チェック、異常終了、またはランナウェイであった

かがわかります。また、ユーザーの処置に関する何らかの手引
きが得られる場合があります。

この問題を解決するには、IBM の支援が必要な場合がありま
す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」
の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHLDDM、DFHLDDMI、DFHLDLD、
DFHLDLD1、DFHLDLD2、DFHLDLD3、DFHLDNT、
DFHLDST

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname
宛先: コンソール

DFHLD0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: ローダーが、CICS のどこか他の部分またはオペレーテ
ィング・システム・サービスから予期しないエラー応答を受け
取りました。 ローダーが要求した操作は、X'code' で記述され
ています。

CICS 例外トレース項目の詳細については、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
システムの処置: ダンプ・テーブル項目で特に禁止されない限
り、システム・ダンプがとられ、システムは操作を続行しよう
とします。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: 問題の原因を次の手順で調べてください。
1. CICS のどこか他の部分から以前に出されたメッセージに

よってこの問題を説明できるかどうかを調べる。

2. 症状ストリングを調べる。

3. ダンプを調べる。

モジュール: DFHLDDM、DFHLDDMI、DFHLDLD、

DFHLDLD1、DFHLDLD2、DFHLDLD3、DFHLDNT、

DFHLDST

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

宛先: コンソール

DFHLD0004 applid A possible loop has been detected at

offset X'offset' in module modname.

説明: CICS がコード実行ループと思われるものを検出しまし

た。 実行が中断したとき、プログラム状況ワード (PSW) は、

次の命令アドレスがモジュール modname のオフセット

X'offset' にあることを示しました。

システムの処置: ダンプ・テーブル・オプションで CICS が

特に終了しないように指定しない限り、CICS は終了して、シ

ステム・ダンプが作成されます。
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通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: CICS 制御ブロックの破壊、または予期した

イベントの完了不可を引き起こす可能性のあるエラー状態が以

前に存在したかどうかを調べてください。 以前にエラーが存在

した形跡がない場合には、IBM のサポートを得て問題を解決す

る必要があります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHLDDM、DFHLDDMI、DFHLDLD、

DFHLDLD1、DFHLDLD2、DFHLDLD3、DFHLDNT、

DFHLDST

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname

宛先: コンソール

DFHLD0101I applid CICS nucleus module modname not
found.

説明: CICS ローダー (LD) は、SVA からも、CICS スタート
アップ・ジョブ・ストリームに指定された LIBDEF 検索チェー
ンからもモジュール modname のコピーを見つけることができ
ませんでした。
システムの処置: ダンプ・テーブル項目により特に禁止されて
いない限り、システム・ダンプがとられ、CICS 実行は続行さ
れます。
ユーザーの処置: このメッセージの次には、モジュール
modname が欠落しているために機能の可用性が低下しているこ
とをユーザーに通知する 1 つまたは複数のメッセージが出され
ます。

SVA、または CICS ジョブの LIBDEF 検索チェーン内のサブ
ライブラリー (あるいはその両方) にモジュール modname の
コピーがあるようにしてください。
モジュール: DFHLDDMI

XMEOUT パラメーター: applid、modname
宛先: コンソール

DFHLD0102 applid Unable to declare gate ff for module
modname.

説明: その初期設定の一部として、CICS ローダーがモジュー
ル modname に対してドメイン・ゲート ff を定義しようとしま
したが、間違った応答を受け取りました。
システムの処置: ダンプ・テーブル項目により特に禁止されて
いない限り、システム・ダンプがとられ、CICS 実行は続行さ
れます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: このメッセージは、CICS 内の内部エラーを
診断します。 以前のエラーが CICS を損傷状態のままにして
あったかどうかを調べてください。 以前に重大エラーが存在し
た形跡がない場合には、IBM のサポートを得て問題を解決する
必要があります。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHLDDMI

XMEOUT パラメーター: applid、ff、modname
宛先: コンソール

DFHLD0103I applid Module Storage Compression OFF.
All modules are USAGE=TRANSIENT.

説明: このメッセージの前に、通常、メッセージ DFHLD0101
またはメッセージ DFHLD0102 のいずれかが出され、ローダ
ー (LD) ドメインがその動的プログラム・ストレージ圧縮機能
を初期設定できなかったことを示しています。
システムの処置: CICS 実行は続行されますが、すべての非常
駐アプリケーション・プログラムは USAGE=TRANSIENT オ
プションを指定して定義されたかのように処理されます。 した
がって、これらのプログラムは、使用カウントがゼロに達した
と同時にストレージから削除されます。

一部の機能については、トランザクションの実行中にプログラ
ムを 1 回だけではなく何回もロードできるので、結果的に性能
が低下する可能性があります。
ユーザーの処置: メッセージ DFHLD0101 またはメッセージ
DFHLD0102 のいずれかによって診断された、モジュール
DFHLDNT に関して以前に発生した問題の原因を調べてくださ
い。
モジュール: DFHLDDMI

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHLD0104I applid Module Statistics are not being
collected.

説明: このメッセージの前に、通常、メッセージ DFHLD0101
またはメッセージ DFHLD0102 のいずれかが出され、ローダ
ー (LD) ドメインがその統計収集モジュールを初期設定できな
かったことを示しています。
システムの処置: CICS 実行は続行されますが、モジュール統
計は集められません。
ユーザーの処置: メッセージ DFHLD0101 またはメッセージ
DFHLD0102 のいずれかによって診断された、モジュール
DFHLDST に関して以前に発生した問題の原因を調べてくださ
い。
モジュール: DFHLDDMI

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHLD0105 applid Restart of Loader Option Block
(LOB) failed. System defaults in use.

説明: CICS ローダーの初期設定により、ローカル・カタログ
からリカバリーしたローダー・オプション・ブロック (LOB)
内に 1 つまたは複数の無効なパラメーターが検出されました。

これは、CICS ローカル・カタログ (DFHLCD) の破壊が起き
たことを示している可能性があります。
システムの処置: ダンプ・テーブル・オプションにより特に禁
止されていない限り、システム・ダンプがとられ、CICS 実行
は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: DFHLCD の破壊の可能性を調べてくださ
い。 ローカル・カタログに破壊の可能性がある場合は、再初期
設定して CICS ジョブを再サブミットしてください。
モジュール: DFHLDDM

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール
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DFHLD0107I applid modname1 is unable to locate module
modname2 in the SVA. LIBDEF search chain
version of module will be used.

説明: ユーザーがシステム初期設定パラメーター SVA=YES
を指定しました。 モジュール modname2 は、RDO により
USESVACOPY(YES) として定義されているか、あるいは CICS
PCLASS=SYSTEM モジュールです。 CICS は、SVA から
module2 を見つけることができませんでした。
システムの処置: CICS 実行は、CICS ジョブの LIBDEF 検索
チェーンからモジュール modname2 を見つけようとして、続行
されます。
ユーザーの処置: 次のいずれかを実行してください。
v モジュール modname2 が必要であり、そのモジュールが

SVA 適格である場合には、そのモジュールを SVA にロー

ドしてください。(CICS モジュールの SVA 適格について

は、「CICS System Definition Guide」を参照してくださ

い。)
v システム初期設定パラメーターとして PRVMOD=modname2

をコーディングしてください。これにより、CICS はそのモ

ジュールを見つけようとして SVA を探索することはなくな

ります。

v システム初期設定パラメーターとして SVA=NO をコーデ

ィングしてください。 これにより、CICS はモジュールを

見つけようとして SVA を探索することはなくなります。

モジュール: DFHLDDMI、DFHLDLD1

XMEOUT パラメーター: applid、modname1、modname2

宛先: コンソール経路コード 11

DFHLD0108I applid The maximum of 32767 entries that
CICS allows on a BLDL has been
exceeded.

説明: ウォーム・リスタートまたは緊急再始動時に、ローダ
ー・ドメインが OS/390 BLDL に適格なモジュールを 32767
より多く検出しました。
システムの処置: BLDL マクロ呼び出しが出され、最初の
32767 個のモジュールが位置指定され、残りは無視されます。
CICS 初期設定は正常に続行されます。

初期設定時に位置指定されていなかったモジュールを、モジュ
ールが初めて使用されるときに、CICS は位置指定しようとす
るので、これは問題ではありません。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHLDDMI

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHLD0109 applid Insufficient storage to satisfy
GETMAIN request by DFHLDSVC.

説明: CICS ローダーは、CICS 初期設定時に OS/390
GETMAIN 要求を出しました。これは、ローダー監視プログラ
ム・サービスの制御ブロック用として 16 MB 境界より下の
VSE 区画ストレージを獲得するためです。 しかし、使用可能
になっているストレージがこの要求を満たすのに不十分です。
システムの処置: CICS は続行されますが、アクセス可能なの
は SVA 常駐モジュールだけです。
ユーザーの処置: OS/390 GETMAIN 要求を満たすために、
16 MB 境界より下の区画ストレージが十分に使用できるよう

にしてください。 これは、それらの要求を満たすために、シス
テム初期設定パラメーター DSALIM のサイズを小さくして、
16 MB 境界より下のストレージをさらに解放することを意味
するかもしれません。
モジュール: DFHLDDM

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHLD0201 applid Corrupt Loader load structure detected
at X'address'. Module marked as
unavailable.

説明: CICS ローダー要求の実行時に、ローダーが、ストレー
ジ・アドレス address の制御ブロック・タイプ tttt に無効フィ
ールドを検出しました。
システムの処置: ダンプ・テーブル・オプションにより特に禁
止されない限り、システム・ダンプがとられ、実行は続行され
ます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS モジュール、制御ブロック、ローカ
ル・カタログ、またはグローバル・カタログにそれぞれ破壊の
可能性がないか調べてください。
モジュール: DFHLDLD1

XMEOUT パラメーター: applid、load,X'address'
宛先: コンソール

DFHLD0202 applid Loader SVC svc request failed due to
shortage of free storage in the region.

説明: ローダー・ドメインは、その CICS SVC サービス・ル
ーチン DFHLDSVC に対して要求を出しましたが、フリー・
ストレージが不足していたために、この要求の実行が失敗しま
した。要求のタイプは、svc により示されます。
システムの処置: ダンプ・テーブル項目により特に抑止しない
限り、システム・ダンプがとられ、システムは実行を続行しま
す。 ローダー・サービスを要求するタスクは、異常終了コード
APCT が出されて異常終了するか、もしくは PGMIDERR 条
件が出されます。
ユーザーの処置: DSA または EDSA の全体サイズの限界
と、CICS 区画のサイズの釣り合いをとることによって、十分
なフリー・ストレージを確保してください。
モジュール: DFHLDLD1

XMEOUT パラメーター: applid、svc
宛先: コンソール

DFHLD0203 applid Loader SVC svc request failed due to
I/O errors processing the LIBDEF search
chain.

説明: ローダー・ドメインがその CICS SVC サービス・ルー
チン DFHLDSVC に対して要求を出しましたが、LIBDEF 検索
チェーンの処理中に起きた入出力エラーのため、この要求の実
行が失敗しました。 要求のタイプは、svc により示されます。
システムの処置: ダンプ・テーブル項目により特に抑止しない
限り、システム・ダンプがとられ、システムは実行を続行しま
す。 ローダー・サービスを要求するタスクは、異常終了コード
APCT が出されて異常終了するか、もしくは PGMIDERR 条
件が出されます。
ユーザーの処置: 検出された入出力エラーの原因を調べてくだ
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さい。 VSE システム・コンソール・ログには、アクセス方式
または入出力サブシステムのメッセージの形で、問題に関する
詳しい情報が入っている可能性があります。 システム・ダンプ
内の (全トレースからの) ローダー・ドメイン例外トレース項
目は、通常、入出力エラーが発生したモジュールを識別しま
す。
モジュール: DFHLDLD1

XMEOUT パラメーター: applid、svc
宛先: コンソール

DFHLD0204 applid Bad Loader PDB for module modname
recovered from the {Local | Global} catalog.
Corruption suspected.

説明: モジュール modname 用のローダー定義レコード PDB
が、スタートアップ時にローカル・カタログ (DFHLCD) また

はグローバル・カタログ (DFHGCD) のいずれかから読み取ら
れ、そのなかに無効なデータが入っていることがわかりまし
た。
システムの処置: 特にダンプを抑止しない限り、システム初期
設定は終了し、システム・ダンプが作成されます。 システム・
ダンプを抑止すると、モジュール定義は無視されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: メッセージに示されたカタログ・データ・セ
ットが破壊されておらず、しかも CICS ジョブが使用できるこ
とを確認してください。
モジュール: DFHLDDMI、DFHLDLD

XMEOUT パラメーター: applid、modname、{1=Local、
2=Global}
宛先: コンソール

DFHLMxxxx メッセージ

DFHLM0001 applid An abend (code abcode) has occurred
at offset X'offset' in module modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは CICS コードにエラーが存在
する可能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデ
ータが入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があり
ます。

コード abcode は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字の CICS コードから成りま
す。 VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) で
す。 VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3
つのハイフンで埋められます。CICS コードは、異常終了コー
ド、または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、
AKEA は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。 ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、
システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終了するかどう
か決定する必要があります。

VSE コードがある場合には、それを 「z/VSE メッセージおよ
びコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよ
び SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調
べてください。

次に、CICS 英数字コードを、 557 ページの『第 2 章 トラン
ザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for
z/VSE)』で調べてください。これにより、例えば、エラーがプ
ログラム・チェック、異常終了、またはランナウェイであった
かがわかります。また、ユーザーの処置に関する何らかの手引
きが得られる場合があります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないと実行できない場
合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があ
ります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHLMDM、DFHLMDS、DFHLMIQ、
DFHLMLM

XMEOUT パラメーター: applid、abcode、X'offset'、modname
宛先: コンソール

DFHLM0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。
コード X'code' は、エラーが何であり、エラーがどこで検出さ
れたかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
CICS 例外トレース項目の詳細については、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード code) がト
レース・テーブルに作成されます。ダンプ・テーブルで特にダ
ンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

該当する場合には、エラー戻りコードがこのドメインの呼び出
し側に送られます。この場合、CICS を呼び出し側 (例えば、
ドメイン・マネージャー DFHDMDM) が終了させることがで
きます。 このことを示すメッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。これは、CICS コードにエラーの可能性があることを示し
ています。 その影響の重大度は、エラー発生時に実行されてい
た機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。

メッセージが出されたのが 1 回であり、しかもモジュール
modname が CICS システムの実行に不可欠ではない場合に
は、実行を続行し、適当な時間に CICS をダウンさせて問題を
解決することもできます。
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メッセージが繰り返し表示されるか、またはモジュール
modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合
には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり
ます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHLMDM、DFHLMDS、DFHLMIQ、
DFHLMLM

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHLM0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時
に実行されていた命令のオフセットです。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS が終了しなかった場合は、CICS をダウンさせるほ
ど問題が重大かどうかを判別する必要があります。

一部の CICS 機能は多くの CPU 時間を使用することがあるた
め、このメッセージは長時間実行中の機能が原因で発生した可
能性があります。したがって、これはエラーではない可能性が
あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設
定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で計測) で指定したラン
ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。
これは、メッセージ内のモジュール modname が終了し、CICS
が続行することを意味します。

しかし、ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname
がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を
終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ
がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間
隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当
な時間に CICS をダウンさせる必要があります。 ただし、
CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的
にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決しない場合は、IBM のサポ
ートが必要です。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHLMDM、DFHLMDS、DFHLMIQ、
DFHLMLM

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname
宛先: コンソール

DFHLM0006 applid Insufficient storage to satisfy
Getmain (code X'code') in module modname.
VSE code vsecode.

説明: OS/390 GETMAIN がモジュール modname によって発
行されましたが、要求を満たすだけの十分なストレージがあり
ませんでした。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す
る例外トレース・ポイント ID です。

このエラーは、16 MB 境界より上で発生しました。

コード vsecode は OS/390 GETMAIN 戻りコードです。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード code) がト
レース・テーブルに作成されます。ダンプ・テーブルで特にダ
ンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

該当する場合には、エラー戻りコードがこのドメインの呼び出
し側に送られます。この場合、CICS を呼び出し側 (例えば、
ドメイン・マネージャー DFHDMDM) が終了させることがで
きます。 このことを示すメッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。

VSE 戻りコードの診断情報については、「z/VSE メッセージお
よびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードお
よび SVC エラー』にある『OS/390 API 戻りコード』を参照
してください。CICS が別のモジュールによって終了させられ
た場合には、関連した終了メッセージ (例えば、ドメイン・マ
ネージャーからの) に注意し、これらのメッセージに関して示
されたユーザーの処置を調べてください。

CICS がまだ実行中である場合は、問題は一時的なものである
場合があります。その場合は、より多くのストレージが使用可
能になると、自然に問題が解決されます。モジュール modname
なしで済む場合は、CICS の実行を続行し、都合の良いときに
ダウンさせて、問題を解決することもできます。メッセージが
繰り返し表示されるか、またはすべての CICS モジュールを最
大限に利用しないとシステムを実行できない場合には、制御シ
ャットダウンで CICS をダウンさせる必要があります。

DSA または EDSA の全体サイズの限界を小さくするようにし
てください。 あるいは、CICS 区画のサイズが最大でない場合
は、サイズを大きくしてみてください。まだ CICS が終了して
いない場合には、これを実行するために CICS をダウンさせる
必要があります。 CICS ストレージについての詳細は、
「CICS Transaction Server for VSE/ESA システム定義の手引
き」または「CICS Performance Guide」を参照してください。
モジュール: DFHLMDM、DFHLMDS、DFHLMIQ、
DFHLMLM

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname、vsecode
宛先: コンソール
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DFHMCxxxx メッセージ

DFHMC4000 CICS SYNAD EXIT TAKEN FOR dscname,
INPUT MSG TRUNCATED.

説明: このメッセージは、SYNAD 出口が入力キューに対して
とられるときに出されます。dscname は DSCNAME を表して
います。
システムの処置: データ制御ブロック (DCB) はクローズされ
て、再びオープンされます。 データは、指定されたブロック・
サイズに合わせて切り捨てられてから、ユーザーに渡されま
す。
ユーザーの処置: ブロック・サイズを大きくするか、または入
力の長さを短くしてください。
モジュール: 問題は VSE データ管理によって判別されます。
このメッセージは、端末管理テーブル (TCT) 内で生成された
CICS 提供の SYNAD ルーチンから出されます。
宛先: コンソール

DFHMC4001I date time applid Error purge delay
inoperative, {transid | invalid req |
unexpected} error

説明: 除去遅延トランザクション CSPQ の開始時に、エラー
戻りコードがインターバル制御機能プログラム (ICP) から受信
されました。

この戻りコードの原因には、次のものがあります。
v TRANSID エラー

v INVALD REQ エラー

v UNEXPECTED エラー

システムの処置: 除去遅延は、CICS のこの実行について操作

をしません。 ダンプがとられます。

ユーザーの処置:

v TRANSID エラーの場合、トランザクション CSPQ を定義

してください。

v INVALID REQ の場合、ICP は INITIATE 要求に応答して

INVALID REQUEST 戻りコードを戻してきました。 これ

が発生した理由を判別して、問題を訂正してください。

v UNEXPECTED エラーの場合、ICP は INITIATE 要求に応

答して認識されないエラー・コードを戻してきました。 そ

のエラー・コードは、ダンプ内のプログラム DFHMCP の

ラベル MCPINERR にあります。 これが発生した理由を判

別して、問題を訂正してください。

モジュール: DFHMCP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=transid、

2=invalid req、3=unexpected}

宛先: CSMT

DFHMExxxx メッセージ

DFHME0001 applid An abend (code xxx/yyyy) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname 内で異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。

コード xxx/yyyy は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字の CICS コードから成りま
す。 VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) で
す。 VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3
つのハイフンで埋められます。 CICS コードは、異常終了コー
ド (例えば AKEA) または CICS メッセージを表す番号です
(例えば、 1310 は CICS メッセージ DFHTS1310 のことで
す)。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルでダンプを特に抑止しない限り、シ
ステム・ダンプがとられます。 このエラーは重大でない可能性
があるので、たとえ終了するようダンプ・テーブル内で指定済
みであったとしても、CICS は終了しません。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: 異常終了はメッセージ (ME) ドメイン内の各
国語モジュールに影響するので、CICS は自動的には終了しま
せん。 しかし、これらのモジュールなしにシステムを実行する
べきでないと判断した場合には、CICS をダウンさせる必要が
あります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、 557 ページの『第 2 章 トランザクション異常終了コ

ード (CICS Transaction Server for z/VSE)』で CICS 英数字
コードを調べてください。このコードにより、エラーが、例え
ばプログラム・チェック、異常終了、ランナウェイ、またはパ
ーコレーションのいずれであるかがわかります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHMEDM、DFHMEME、DFHMESR
宛先: コンソール

DFHME0002 applid An error (code X'code') has occurred
in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。
コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す
る例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 間違った戻りコードがメッセージ (ME) ドメ
インの呼び出し側に送られました。 ドメイン・マネージャー
DFHDMDM が呼び出しを行った場合には、 CICS はドメイ
ン・マネージャーによって終了させられ、そのことを示すメッ
セージが出されます。 しかし、メッセージがメッセージ・ドメ
イン・モジュールによって出された場合には、CICS を続行さ
せることができます。

例外項目が、トレース・テーブル内に作成されます。 CICS 例
外トレース項目の詳細については、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。

ダンプ・テーブルでダンプを特に抑止しない限り、システム・
ダンプがとられます。 このエラーは重大でない可能性があるの
で、たとえ 終了するようダンプ・テーブル内で指定済みであっ
たとしても、CICS は即時には終了しません。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
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ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: このメッセージは CICS コード内の重大エ
ラーを示しているので、システム・プログラマーに連絡してく
ださい。 その影響はこれらの状況によって、重大な場合も重大
でない場合もあります。例えば、メッセージが 1 回しか出され
ず、しかもドメイン・マネージャーが CICS を終了していない
場合には、実行を継続し、都合のよい時間に CICS をダウンさ
せて問題を解決することもできます。 ただし、メッセージが繰
り返し表示されるか、またはすべての CICS メッセージを最大
限に利用しないとシステムを実行できない場合には、制御シャ
ットダウンで CICS をダウンさせる必要があります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHMEDM、DFHMEME、DFHMESR、
DFHMEWT
宛先: コンソール

DFHME0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時
に実行されていた命令のオフセットです。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルでダンプを特に抑止しない限り、シ
ステム・ダンプがとられます。 この状態はエラーでない可能性
があります。また、仮にエラーであったとしても、重大でない
可能性があるので、たとえ終了するようダンプ・テーブル内で
指定済みであったとしても、CICS は即時には終了しません。
ICVR システム初期設定パラメーターに非ゼロの値を指定した
場合、CICS はランナウェイ・タスクを除去します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: このエラーはメッセージ生成に影響し、メッ
セージ (ME) ドメインは自動的には CICS を終了しません。
ユーザーは、この問題が CICS をダウンさせるほど重大である
かどうかを判断する必要があります。

一部のトランザクションが CPU 時間をたくさん使用すること
があるので、このメッセージは、長時間実行機能が原因で発生
した可能性があります。 通常、CICS は、ランナウェイ・タス
クと考えられるタスクを終了します。 タスクが、ユーザーが
ICVR システム初期設定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で
計測) で指定したランナウェイ・タスク時間間隔を超えたと
き、この終了が行われます。

ICVR=0 を宣言している場合、タスクがループに入ったと考え
られるときには、ユーザーはタスクを自分で終了する必要があ
ります。 CEMT トランザクションを使用してタスクを除去し
てください。

CICS がこのタスクを除去し、しかもユーザーがそれをランナ
ウェイではないと判断した場合には、ICVR 時間間隔を長くす
る必要があります。 これを行うには、適当な時間に CICS を
ダウンさせる必要があります。

ICVR 時間を長くしても問題が解決しない場合は、IBM のサポ
ートが必要です。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHMEDM、DFHMESR、DFHMEME

宛先: コンソール

DFHME0006 applid Insufficient storage to satisfy
GETMAIN (code X'code') in module
modname. VSE code vsecode.

説明: OS/390 GETMAIN がモジュール modname によって発
行されましたが、要求を満たすだけの十分なストレージがあり
ませんでした。コード X'code' は、エラーが発生したコードの
場所を一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
コード vsecode は OS/390 GETMAIN 戻りコードです。
システムの処置: 例外項目が、コード X'code' でトレース・テ
ーブル内に作成されます。ダンプ・テーブルでダンプを特に抑
止しない限り、システム・ダンプがとられます。 このエラーは
重大でない可能性があるので、たとえ終了するようダンプ・テ
ーブル内で指定済みであったとしても、CICS は即時には終了
しません。しかし、このエラーがストレージの一般的問題を示
している場合には、CICS はストレージ・マネージャーによっ
て異常終了させられる可能性があります。このことを示すメッ
セージが出されます。

DFHMEDM の場合に GETMAIN が失敗したときには、戻り
コードがドメイン・マネージャー DFHDMDM に送られ、
CICS はドメイン・マネージャーによって終了させられます。
このことを示すメッセージが出されます。

メッセージ・ドメイン DFHMEME の場合に GETMAIN が失
敗したときには、4 つのいずれかで起こる可能性があります。
コード X'code' は、以下のとおり、どの GETMAIN が失敗し
たのかを示しています。

コード 意味

X'0340' -

TD メッセージの形式設定時

メッセージは出されません。

X'0341' -

メッセージの作成時

メッセージは出されません。

X'0342' -

ユーザー出口パラメーターの作成中

メッセージは元の宛先に出されます。

X'0343' -

英語でのメッセージの再作成時

再作成済みの英語のメッセージは出されません。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: CICS が終了した場合には、ストレージ・マ

ネージャーまたはドメイン・マネージャーからの関連終了メッ

セージ、および提案されたユーザーの処置に注意してくださ

い。

DSA または EDSA のサイズの限界を小さくしてみてくださ

い。 あるいは、CICS 区画のサイズが最大でない場合は、サイ

ズを大きくしてみてください。まだ CICS が終了していない場

合には、これを実行するために CICS をダウンさせる必要があ

ります。

問題は一時的なものである可能性があります。その場合には、

ストレージをもっと使用できるようになれば、問題も自然に解
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決されます。 CICS がまだ実行されており、CICS メッセージ

の全セットがなくても済む場合には、続行して、適当な時間に

CICS をダウンさせることもできます。

VSE 戻りコード vsecode の診断情報は、「z/VSE メッセージ

およびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コード

および SVC エラー』にある『OS/390 API 戻りコード』 に

あります。

モジュール: DFHMEDM、DFHMEME
宛先: コンソール

DFHME0102 applid An error (code X'code') has occurred

in module modname while producing

message msgno.

説明: 重大エラーが検出され、メッセージ (ME) ドメインがメ

ッセージ msgno を出すことができませんでした。 コード

X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別する例外ト

レース・ポイント ID です。

システムの処置: 戻りコードがメッセージ (ME) ドメインの呼

び出し側に送られますが、メッセージ・ドメイン・モジュール

によって呼び出しが行われたので、CICS は続行されます。

例外項目が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・

テーブルでダンプを特に抑止しない限り、システム・ダンプが

とられます。 このエラーは重大でない可能性があるので、たと

え終了するようダンプ・テーブル内で指定済みであったとして

も、CICS は即時には終了しません。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: これは CICS コード内に重大エラーがある

ことを示しているので、システム・プログラマーに連絡してく

ださい。しかし、その影響はそれほど深刻でない可能性があり

ます。 例えば、メッセージが 1 回しか出されず、メッセージ

msgno なしでも実行できる場合には、実行を継続し、都合のよ

い時間に CICS をダウンさせることができます。

ただし、メッセージが繰り返し出されたり (繰り返されるたび

に別のメッセージ番号 msgno が出される)、あるいはすべての

CICS メッセージを最大限に利用しないとシステムを実行でき

ない場合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必

要があります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHMEBU、DFHMEIN、DFHMEWT、

DFHMEME
宛先: コンソール

DFHME0105 applid Insufficient storage to load module
modname.

説明: OS/390 LOAD が失敗しました。 使用可能なストレー
ジが不足していたので、メッセージ言語モジュール modname
をロードできませんでした。 この言語モジュールは、特定言語
のメッセージ用の NATLANG システム初期設定パラメーター
で定義されているか、あるいはデフォルトの言語モジュールで
す。

デフォルトの言語は、例外なく、一時データ・キューおよびコ
ンソールに送られるメッセージに使用されます。(ただし、2 バ
イト言語であってはなりません。2 バイト言語の場合はメッセ
ージは英語でコンソールに送られます。) デフォルト言語モジ
ュールをロードできない場合には、メッセージを送ることがで
きません。 端末装置では、デフォルト言語または別の選択言語
でメッセージを受け取ることができます。 選択された言語モジ
ュールをロードできなかった場合には、端末メッセージは代わ
りにデフォルト言語を使用します。
システムの処置: ダンプを特にダンプ・テーブル内で抑止しな
い限り、トレース・テーブルに例外項目が作成され、ダンプが
とられます。 これは重大な問題ではない可能性があるので、
(たとえダンプ・テーブル内で終了するよう指定されていても)
デフォルト言語モジュールをロードできない場合でない限り、
CICS は終了しません。

欠落しているモジュールがデフォルト言語モジュールでない場
合には、CICS は、端末へのメッセージにデフォルト言語を使
用します。 デフォルト言語モジュールをロードできない場合に
は、戻りコードがドメイン・マネージャーに送られ、CICS は
ドメイン・マネージャーによって終了させられます。
ユーザーの処置: デフォルト言語が有効で、これが受け入れ可
能な場合には、CICS をダウンさせる必要はありません。 (ま
たは、もっと都合のよい時間に CICS をダウンさせることもで
きます。)

デフォルト言語が有効で、これを受け入れられない場合、また
はデフォルト言語モジュール自体が欠落している場合には、
DSA または EDSA のサイズの限界を小さくしてください。
あるいは、CICS 区画のサイズがまだ最大になっていない場合
には、それを大きくしてみてください。

さらに、ストレージから不要な言語モジュールを削除すること
によって、もっとストレージのスペースを確保することができ
ます。 これを行うためには、CICS をダウンさせ、不要な言語
コードを NATLANG システム初期設定パラメーターから除去
し、それから CICS を再始動させてください。

注: 決してデフォルト言語モジュールを SIT から削除しないで

ください。

モジュール: DFHMEDM
宛先: コンソール

DFHME0106 applid Module modname could not be

loaded. REGISTER 1 = X'nnnnnnnn' and

REGISTER 15 = X'nnnnnnnn'.

説明: メッセージ言語モジュール modname をロードすること

はできません。 このモジュールをロードできない理由は、レジ

スター 1 および 15 の内容により示されます。これらは、VSE
によって戻されます。 レジスター 1 および 15 には、OS/390
LOAD 異常終了コードおよび理由コードがそれぞれ入ります。

システムの処置: 欠落しているモジュールがデフォルト言語モ

ジュールでない場合には、CICS は、メッセージにデフォルト

言語を使用します。

デフォルト言語モジュールが欠落している場合には、戻りコー

ドがドメイン・マネージャーに送られて、CICS は終了しま

す。

ダンプを特にダンプ・テーブル内で抑止しない限り、トレー

ス・テーブルに例外項目が作成され、ダンプがとられます。 こ
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れは重大な問題ではない可能性があるので、(たとえダンプ・テ

ーブル内で終了するよう指定されていても) デフォルト言語モ

ジュールをロードできないのでない限り、CICS は終了しませ

ん。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: デフォルト言語が有効で、しかも受け入れ可

能な場合には、CICS をダウンさせる必要はありません。また

は、いつか都合のよい時間にダウンさせることもできます。

デフォルト言語が有効であるが、これを受け入れられない場

合、あるいはデフォルト言語モジュール自体が欠落している場

合には、「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセク

ション『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある

『OS/390 API 異常終了コード』を調べて、メッセージに示さ

れている OS/390 の異常終了コードおよび理由コードを解釈し

てください。これらの戻りコードは、モジュールをロードでき

ない理由を示しています。

モジュール: DFHMEDM
宛先: コンソール

DFHME0107 applid Module modname cannot be found in

the library.

説明: メッセージ・ロード・モジュール modname は、CICS
スタートアップ・ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーン

のサブライブラリーにはありませんでした。 このロード・モジ

ュールは、メッセージ用の言語モジュールです。 この言語モジ

ュールは、特定言語のメッセージ用の NATLANG システム初

期設定パラメーターで定義されているモジュールか、またはデ

フォルトの言語モジュールです。

デフォルトの言語は、例外なく一時データ・キューおよびコン

ソールに送られるメッセージに使用されます。(ただし、2 バイ

ト言語であってはなりません。その場合はメッセージは英語で

コンソールに送られます。) デフォルト言語モジュールが欠落

していると、メッセージは送ることができません。

端末装置では、デフォルト言語または別の選択言語でメッセー

ジを受け取ることができます。 選択された言語モジュールが欠

落している場合には、端末メッセージは代わりにデフォルト言

語を使用します。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。 ダンプ・テーブルでダンプを特に抑止しない限り、シ

ステム・ダンプがとられます。 これは重大な問題ではない可能

性があるので、たとえこれをダンプ・テーブル内で指定したと

しても、(たとえ終了するようダンプ・テーブル内で指定済みで

あったとしても) デフォルト言語モジュールが欠落していない

限り、CICS は即時には終了しません。

欠落しているモジュールがデフォルト言語モジュールでない場

合には、CICS は、メッセージにデフォルト言語を使用しま

す。デフォルト言語モジュールが欠落している場合には、戻り

コードがドメイン・マネージャーに送られて、CICS は終了し

ます。

ユーザーの処置: このエラーは、ライブラリー内または SIT
内に問題があるために発生した可能性があります。 デフォルト

言語が有効で、しかも受け入れ可能な場合には、CICS をダウ

ンさせる必要はありません。または、いつか都合のよい時間に

ダウンさせることもできます。

この欠落しているモジュールを間違ったライブラリーに入れた

か、または正しいライブラリー内で間違ったモジュール名また

はつづりを誤ったモジュール名を使用している可能性がありま

す。

デフォルト言語が有効であるが、これを受け入れることができ

ない場合には、欠落しているモジュールを CICS ジョブの

LIBDEF 検索チェーンのサブライブラリーにリンクしてくださ

い。 これを実行するには、CICS をダウンさせる必要がありま

す。

また、NATLANG システム初期設定パラメーターで正しくな

い言語コード、またはつづりを誤った言語コードが使用された

可能性もあります。 この場合は、CICS をダウンさせて、ユー

ザーが選択した言語コードをシステム初期設定パラメーターと

して再インストールして、CICS を再始動してください。

この言語モジュールを必要としなくなったら、次の適当な機会

に NATLANG システム初期設定パラメーターからその言語モ

ジュールを削除する必要があります。

デフォルト言語モジュールが欠落している場合には、CICS は

ドメイン・マネージャーによって終了させられます。 この場

合、障害がライブラリー内または SIT のいずれにあるのかを突

き止めて、該当する手順に従う必要があります。

モジュール: DFHMEDM
宛先: コンソール

DFHME0108 applid Message msgno cannot be found in

module modname.

説明: メッセージ msgno が本来なら渡されるべきですが、メ

ッセージ言語モジュール modname の中に見つけられませんで

した。

このモジュールは、ユーザーにより SIT で指定された各国語モ

ジュールであり、選択された言語でメッセージを示します。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。 ダンプ・テーブルでダンプを特に抑止しない限り、シ

ステム・ダンプがとられます。 これは重大なエラーではない可

能性があるため、ダンプ・テーブル内で終了するよう指定した

場合でも、CICS は終了しません。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: これは、CICS コード内にエラーがあること

を示しています。 ただし、その影響はそれほど深刻ではない可

能性があります。 例えば、エラーは 1 回しか発生しない場合

もありますし、メッセージ番号 msgno なしで実行を続行する

ようユーザーが決定する場合もあります。 CICS ジョブの

LIBDEF 検索チェーン内のどこかに保守が適用される前の古い

バージョンの DFHMET1x メッセージ・モジュールがある場合

には、このメッセージは、保守が CICS メッセージ・ドメイン

に適用された後に現れることに注意してください。

たった今保守を適用して、このメッセージが現れたなら、CICS
ジョブの LIBDEF 検索チェーン内の他のサブライブラリーにメ
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ッセージ・モジュールの古いバージョンがないか調べて、それ

を除去してください。

問題がなくならない場合には、IBM のサポートが必要になりま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHMEIN
宛先: コンソール

DFHME0109 applid Message set setname could not be

found in module modname while producing

message msgno.

説明: メッセージ・セット setname が、メッセージ言語モジ

ュール modname の中に見つかりませんでした。

setname は、CICS メッセージ内の DFH の後の最初の 2 文字

(例えば、LD または 21) であり、その後にメッセージ番号が

続きます。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。 ダンプ・テーブルでダンプを特に抑止しない限り、シ

ステム・ダンプがとられます。 これは重大なエラーではない可

能性があるため、ダンプ・テーブル内で終了するよう指定した

場合でも、CICS は終了しません。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: これは、CICS コード内にエラーがあること

を示しています。 ただし、その影響はそれほど深刻ではない可

能性があります。 例えば、エラーは 1 回しか発生しない場合

や、メッセージ番号 msgno なしで続行するようユーザーが決

定する場合もあります。

問題がなくならない場合には、IBM のサポートが必要になりま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHMEIN
宛先: コンソール

DFHME0110 applid Optional insert ii is missing for

message msgno.

説明: 任意指定の挿入部 ii がメッセージ・ドメインの呼び出

し時に要求されましたが、メッセージ定義テンプレート内に見

つけることができませんでした。

システムの処置: CICS は ??? を持つメッセージを、 欠落し

ている挿入部分 ii の代わりに渡します。

例外項目が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・

テーブルでダンプを特に抑止しない限り、システム・ダンプが

とられます。 これは重大なエラーではない可能性があるため、

ダンプ・テーブル内で終了するよう指定した場合でも、CICS
は終了しません。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: このメッセージは、CICS コード内にエラー

があることを示しています。 ただし、その影響はそれほど深刻

ではない可能性があります。 例えば、エラーは 1 回しか発生

しない場合や、メッセージ msgno なしで続行するようユーザ

ーが決定する場合もあります。

問題がなくならない場合には、IBM のサポートが必要になりま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHMEBU
宛先: コンソール

DFHME0111 applid Insert ii is missing for message

msgno.

説明: メッセージ msgno に挿入部 ii が必要とされています。

挿入部が見つかりませんでした。

システムの処置: CICS は ??? を持つメッセージを、 欠落し

ている挿入部分 ii の代わりに渡します。

例外項目が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・

テーブルでダンプを特に抑止しない限り、システム・ダンプが

とられます。 このエラーは重大ではないので、たとえ終了する

ようダンプ・テーブル内で指定済みであったとしても、CICS
は終了しません。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 正しいメッセージ言語モジュールをロードし

たことを確認してください。 つまり、正しい言語が

NATLANG システム初期設定パラメーターに指定されてお

り、CICS ジョブの LIBDEF 検索チェーンのサブライブラリー

に正しいメッセージ言語モジュールが含まれていることを確認

してください。

このメッセージは、CICS コード内に重大エラーがあることを

示しています。 しかし、その影響はそれほど深刻でない可能性

があります。 例えば、エラーは 1 回しか発生しない場合や、

メッセージ msgno なしで続行するようユーザーが決定する場

合もあります。

問題がなくならない場合には、IBM のサポートが必要になりま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHMEBU
宛先: コンソール

DFHME0112 applid Insert number ii is invalid for

message msgno (code X'code').

説明: メッセージ (ME) ドメインの呼び出し時に与えられた挿

入部 ii が無効でした。 例えば、4 バイトを超える長さの 10
進数の挿入部である可能性があります。

コード X'code' は、無効な挿入部を一意的に識別します。

システムの処置: CICS は ??? を持つメッセージを、 無効な

挿入部 ii の代わりに渡します。

コード X'code' を持つ例外項目がトレース・テーブル内に作成

されます。ダンプ・テーブルでダンプを特に抑止しない限り、

システム・ダンプがとられます。 これは重大なエラーではない

可能性があるため、ダンプ・テーブル内で終了するよう指定し

た場合でも、CICS は終了しません。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 正しいメッセージ言語モジュールをロードし
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たことを確認してください。 つまり、正しい言語が

NATLANG システム初期設定パラメーターに指定されてお

り、CICS ジョブの LIBDEF 検索チェーンのサブライブラリー

に正しいメッセージ言語モジュールが含まれていることを確認

してください。

このメッセージは、CICS コード内にエラーがあることを示し

ています。 しかし、その影響はそれほど深刻でない可能性があ

ります。 例えば、エラーは 1 回しか発生しない場合や、メッ

セージ msgno を作成しないで続行するようユーザーが決定す

る場合もあります。

問題がなくならない場合には、IBM のサポートが必要になりま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHMEBU
宛先: コンソール

DFHME0113 applid Incorrect parameters used in call to

DFHMEME for message msgno.

説明: メッセージ msgno に関してメッセージ (ME) ドメイン

の呼び出しが、無効な組み合わせのパラメーターで行われまし

た。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。 ダンプ・テーブルでダンプを特に抑止しない限り、シ

ステム・ダンプがとられます。

たとえ終了するようダンプ・テーブル内で指定済みであったと

しても、CICS は終了しません。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 正しいメッセージ言語モジュールをロードし

たことを確認してください。 つまり、正しい言語が

NATLANG システム初期設定パラメーターに指定されてお

り、CICS ジョブの LIBDEF 検索チェーンのサブライブラリー

に正しいメッセージ言語モジュールが含まれていることを確認

してください。

このメッセージは、CICS コード内に重大エラーがあることを

示しています。 しかし、その影響はそれほど深刻でない可能性

があります。 例えば、エラーは 1 回しか発生しない場合や、

メッセージ msgno なしで続行するようユーザーが決定する場

合もあります。

問題がなくならない場合には、IBM のサポートが必要になりま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHMEME
宛先: コンソール

DFHME0114 applid There are no destinations specified

for message msgno.

説明: 宛先 destid が、メッセージ msgno のメッセージ言語モ

ジュール内に指定されていませんでした。 このエラーは、メッ

セージ言語モジュールが破壊されているか、もしくは正しいリ

リース・レベルにない場合に発生する可能性があります。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。 ダンプ・テーブルでダンプを特に抑止しない限り、シ

ステム・ダンプがとられます。 このエラーは重大でない可能性

があるので、たとえ終了するようダンプ・テーブル内で指定済

みであったとしても、CICS は終了しません。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 正しいメッセージ言語モジュールをロードし

たことを確認してください。 つまり、正しい言語が

NATLANG システム初期設定パラメーターに指定されてお

り、CICS ジョブの LIBDEF 検索チェーンのサブライブラリー

に正しいメッセージ言語モジュールが含まれていることを確認

してください。

このメッセージは、CICS コード内に重大エラーがあることを

示しています。 しかし、その影響はそれほど深刻でない可能性

があります。 例えば、エラーは 1 回しか発生しない場合や、

メッセージ msgno を作成しないで続行するようユーザーが決

定する場合もあります。問題が重大でないと思われる場合に

は、問題を解決するのに都合のよい時がくるまで、メッセージ

msgno なしでシステムの実行を続行することができます。

問題がなくならない場合には、IBM のサポートが必要になりま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHMEIN
宛先: コンソール

DFHME0115 applid modname Message module for

language language not found. The default

module modnameb is used.

説明: 各国語 language 用のメッセージ言語モジュール

modname を、使用可能なモジュールのリストから見つけること

ができません。 CICS プログラムが特定言語のメッセージをメ

ッセージ・ドメインから呼び出すが、そのメッセージ・ドメイ

ンがその言語のメッセージを見つけることができない場合に、

それは見つかりません。

該当するメッセージ言語モジュールの LOAD が初期設定時に

失敗したために、メッセージ言語モジュールを使用できない可

能性があります。 この場合には、その失敗した LOAD に関す

る前に出されたメッセージがあるはずです。 あるいは、端末定

義で指定された言語またはユーザー ID 定義が NATLANG シ

ステム初期設定パラメーターに指定されていなかったか、また

は間違って指定されていたために、このモジュールを使用でき

ない可能性もあります。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。 ダンプ・テーブルでダンプを特に抑止しない限り、シ

ステム・ダンプがとられます。 これは重大なエラーではない可

能性があるため、ダンプ・テーブル内で終了するよう指定した

場合でも、CICS は終了しません。

モジュール modname 内の言語 language で表示されなければ

ならないすべてのメッセージは、代わりにシステム・デフォル

ト言語 modnameb で表示されます。

ユーザーの処置: メッセージに関するデフォルト言語の使用が

受け入れ可能か否かによって、ユーザーの処置も異なります。

受け入れ可能な場合には、都合のよい時がくるまで処置を遅ら

せることができます。 端末定義またはユーザー ID 定義が問

題の原因なら、それらを変更する必要があるかもしれません。
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デフォルト言語の使用が受け入れられない場合、しかもモジュ

ール modname が初期設定時にロードに失敗した場合には、ス

タートアップ時に出された LOAD の失敗に関する該当するメ

ッセージに記述してある処置をとってください。

受け入れることができる場合には、CICS をダウンさせ、

NATLANG システム初期設定パラメーターで言語 language を

指定し、CICS を再始動してください。

モジュール: DFHMEIN
宛先: コンソール

DFHME0116 applid (Module:modname) CICS symptom

string for message msgno is symstring.

説明: 起こりうる CICS エラーの結果として、メッセージ

msgno が出されました。

症状ストリング symstring が作成され、IBM サポートのため

の追加の診断情報が提供されました。

システムの処置: このメッセージは、メッセージ msgno を伴

い、システム処置には影響しません。 システム処置は、メッセ

ージ msgno で説明されているとおりです。

ユーザーの処置: メッセージ msgno のユーザーの処置を参照

してください。これには、このエラーが IBM サポートに報告

するほど重大かどうかを判断するのに必要な情報が提供されて

います。

モジュール: DFHMEME

XMEOUT パラメーター: applid、modname、msgno、symstring

宛先: コンソール

DFHME0117 applid The Message User Exit point

XMEOUT is unavailable for message msgno.

説明: メッセージ (ME) ドメインがメッセージ msgno を処理

していたときに、メッセージ・ユーザー出口点 'XMEOUT' を

使用することができませんでした。 これはおそらく、CICS 初

期設定で呼び出しが早すぎたためです。 KERNERROR の応答

が、ユーザー出口 DFHAPEX を呼び出すプログラムからメッ

セージ (ME) ドメインに戻されました。

システムの処置: このエラーは重大エラーではないので、メッ

セージ (ME) ドメインは処理を続行します。 メッセージ (ME)
ドメインが作成しようとしていたメッセージ msgno は、メッ

セージ・ユーザー出口によって抑止も再経路指定もされませ

ん。 その代り、メッセージ msgno について定義された元の宛

先に出されます。

ユーザーの処置: なし。エラーが初期設定であまりにも早く発

生したため、メッセージ msgno を抑止することはできませ

ん。

モジュール: DFHMEME
宛先: コンソール

DFHME0118 applid An error has occurred when calling

the Message User Exit for message msgno.

説明: メッセージ (ME) ドメインが DFHAPEX から間違った

応答を受け取りました。DFHAPEX は、メッセージ・ユーザー

出口を呼び出したプログラムです。

システムの処置: このエラーは重大エラーではないので、メッ

セージ (ME) ドメインは処理を続行します。 メッセージ・ド

メインが作成しようとしていたメッセージ msgno は、メッセ

ージ・ユーザー出口によって抑止も再経路指定もされず、元の

宛先に出されます。

ユーザーの処置: このメッセージは、メッセージ・ユーザー出

口内で起こりうるエラーを示しています。 メッセージ・ユーザ

ー出口プログラムが正しく動作していることを確認してくださ

い。

ただし、プログラム DFHAPEX インターフェースを呼び出す

ユーザー出口が破壊されている可能性があります。 DFHAPEX
は例外トレース項目を出してエラーがあることを示しますが、

メッセージ・ドメインを介して DFHAPEX 自体のエラー・メ

ッセージを出すことはできません。なぜなら、エラー・メッセ

ージを出すと CICS がループに入ってしまうからです。 ルー

プに入ってしまった場合には、問題を解決するために IBM の

サポートが必要になります。 手順については、「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHMEME
宛先: コンソール

DFHME0119 applid Message msgno has an invalid

{Destination | User Exit | Message

Identification} component.

説明: メッセージ (ME) ドメインは、メッセージ言語モジュー

ルのメッセージ msgno の定義の中に無効なコンポーネントを

検出しました。 メッセージ言語モジュールは破壊されている

か、もしくは間違ったリリース・レベルにあります。

システムの処置: ME ドメインは、例外トレース項目を作成

し、処理を続行します。 ダンプはとられません。

ユーザーの処置: 正しいレベルのメッセージ言語モジュールを

使用していることを確認してください。つまり、正しい言語が

NATLANG システム初期設定パラメーターに指定されてお

り、CICS ジョブの LIBDEF 検索チェーンのサブライブラリー

に正しいメッセージ言語モジュールが含まれていることを確認

してください。

このメッセージは、CICS コード内に重大エラーがあることを

示しています。 ただし、その影響はそれほど深刻ではない可能

性があります。 例えば、エラーは 1 回しか発生しない場合

や、メッセージ番号 msgno なしで続行するようユーザーが決

定する場合もあります。 この問題が重大でないと思われる場合

には、問題を解決するのに都合のよい時がくるまで、このメッ

セージなしでシステムの実行を続行することができます。

問題がなくならない場合には、IBM のサポートが必要になりま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHMEIN
宛先: コンソール

DFHME0120I applid Message msgno has been rerouted to

its original destination.

説明: メッセージ・ドメイン・ユーザー出口点 XMEOUT
が、CICS の静止中または終了中に、一時データ (TD) キュー

へのメッセージ msgno の経路指定を試みました。 CICS シャ

ットダウンの開始後は、元の宛先に TD キューがある場合に
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は、メッセージは、TD キュー以外へは再経路指定できませ

ん。

システムの処置: メッセージは、元の宛先に再経路指定されま

す。

ユーザーの処置: なし。 XMEOUT ユーザー出口のプログラ

ミング情報については、「CICS Customization Guide」を参照

してください。

モジュール: DFHMEME

XMEOUT パラメーター: applid、msgno

宛先: コンソール

DFHME0121 applid The {first | second} attempt at

formatting message msgno, TD queue

queuename has failed - {Invalid DBCS format

|Unknown error}.

説明: このメッセージ (ME) ドメインは、(一時データ・キュ

ー queuename あての) メッセージ msgno を作成しようとして

いました。 しかし、メッセージ形式設定ルーチン DFHMEFO
から無効な応答が戻されました。 このエラーは、メッセージ挿

入部またはメッセージ・テキストのいずれかにある無効な

DBCS 文字によるものです。 定義時に、ミスマッチのシフト

アウト文字およびシフトイン文字がないかどうか、このメッセ

ージ・テキストは検査されます。 しかし、例えば 2 バイト・

メッセージ挿入部が正しく与えられていない場合には、メッセ

ージに隣接するシフトイン文字およびシフトアウト文字が表示

されることがあります。

メッセージ (ME) ドメインは、まず、メッセージの 120 バイ

ト・セグメントへの形式設定を試みます。 しかし、一時デー

タ・キューが異なるキュー長で定義された場合には、その新し

いキュー長を使用してもう一度形式設定が実行されます。 (し
たがって、メッセージの形式設定時における最初または 2 番目

の試みの理由ということになります。)
システムの処置: ダンプがとられます。 メッセージ・ドメイ

ンは、形式設定されたメッセージを出しません。 例外トレース

項目は、形式設定ルーチン DFHMEFO によって作成されま

す。

ユーザーの処置: このメッセージは、CICS コード内にエラー

があることを示しています。 ただし、その影響はそれほど深刻

ではない可能性があります。 例えば、エラーは 1 回しか発生

しない場合や、メッセージ msgno なしで続行するようユーザ

ーが決定する場合もあります。 問題が重大でないと思われる場

合には、問題を解決するのに都合のよい時がくるまで、メッセ

ージ msgno なしでシステムの実行を続行することができま

す。問題がなくならない場合には、IBM のサポートが必要にな

ります。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHMEME
宛先: コンソール

DFHME0122 applid The Message User Exit has returned

invalid route code information for message

number msgno.

説明: メッセージ・ユーザー出口プログラムが、メッセージ

msgno の宛先として無効な経路コードを設定しました。 有効

な経路コードは、番号 1 から 28 です。

システムの処置: メッセージ (ME) ドメインは、無効な経路コ

ードを無視して、デフォルトとして、メッセージ言語モジュー

ルのメッセージ msgno について定義された元の宛先をとりま

す。

ユーザーの処置: ユーザーのメッセージ・ユーザー出口プログ

ラムが、メッセージ msgno に対して有効な経路コード情報を

設定しているかどうかを調べてください。

モジュール: DFHMEME
宛先: コンソール

DFHME0123 applid The Message User Exit has returned

invalid TD queue information for message

number msgno.

説明: メッセージ・ユーザー出口プログラムは、メッセージ

msgno の宛先として無効なキュー名を設定しました。 有効な

キュー名は、4 文字の英数字から成ります。

システムの処置: メッセージ (ME) ドメインは、無効なキュー

名を無視して、デフォルトとして、メッセージ言語モジュール

のメッセージ msgno について定義された元の宛先をとりま

す。

ユーザーの処置: ユーザーのメッセージ・ユーザー出口プログ

ラムが、メッセージ msgno に対して有効なキュー名情報を設

定しているかどうかを調べてください。

モジュール: DFHMEME
宛先: コンソール

DFHME0124 applid TD is unavailable for writing

message msgno to TD queue queuename.

説明: メッセージ (ME) ドメインが、一時データ・キュー

queuename にメッセージ msgno を出力しようとしました。 し

かし、まだ一時データ (TD) が使用可能になっていません。こ

の状態は、CICS 初期設定の初期段階で発生する場合がありま

す。

システムの処置: メッセージは失われます。

ユーザーの処置: このエラーの影響はあまり深刻ではない可能

性があります。 例えば、エラーは 1 回しか発生しない場合

や、メッセージ msgno なしで続行するようユーザーが決定す

る場合もあります。問題が重大でないと思われる場合には、問

題を解決するのに都合のよい時がくるまで、メッセージ msgno

なしでシステムの実行を続行することができます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHMEME
宛先: コンソール

DFHME0125 applid The Message User Exit has returned

an invalid return code rc for message

msgno.

説明: メッセージ・ユーザー出口がメッセージ msgno を処理

していたときに、0 でも 4 でもない戻りコード rc を戻しまし

た。 (戻りコード 4 は、メッセージを抑止することを示してい

ます。)
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システムの処置: メッセージ (ME) ドメインは通常どおり処理

を続行し、このメッセージの抑止も再経路指定も行いません。

その代りメッセージ定義域は、最初からメッセージ言語モジュ

ールに定義されていたかのようにメッセージを出します。

ユーザーの処置: ユーザーのメッセージ・ユーザー出口プログ

ラムが正しく作動していて、しかも正しい戻りコードをメッセ

ージ (ME) ドメインに戻していることを確認してください。

モジュール: DFHMEME
宛先: コンソール

DFHME0128 applid Message msgno has an invalid route

code.

説明: コンソール・メッセージを出すルーチンが、メッセージ

msgno に関連付けられた無効な経路コードを検出したので、コ

ンソール・メッセージを出すことができませんでした。有効な

経路コードは、1 から 28 の番号です。

このエラーは、コンソール・メッセージ DFHSUWT を出すル

ーチンに渡される際に経路コードが破壊された場合に限り発生

します。

システムの処置: メッセージ (ME) ドメインは例外トレース項

目を出します。 メッセージ msgno は出されません。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHMEME
宛先: コンソール

DFHME0129 applid Unable to format console message

msgno as it contains invalid DBCS

characters.

説明: コンソール・メッセージ msgno の形式設定を試みたル

ーチンは、このコンソール・メッセージに無効な 2 バイト

(DBCS) 文字が入っていたために、それを実行することができ

ませんでした。例えば、隣接するまたはアンマッチのシフトイ

ン文字およびシフトアウト文字は、DBCS テキスト・ストリン

グ内では無効です。

メッセージに挿入部があり、それが、例えばシフトインおよび

シフトアウト文字を含んでいて、その間に 2 バイト文字が入っ

ていない場合に、この状態は発生します。

システムの処置: メッセージ (ME) ドメインは処理を続行しま

すが、メッセージ msgno は形式設定できないので出されませ

ん。 メッセージ形式設定ルーチン DFHMEFO が例外トレー

ス項目を出します。 コンソール・メッセージ DFHSUWT を

出すルーチンも、例外トレース項目を出します。

ユーザーの処置: 端末から入力したメッセージ挿入部として使

用できる 2 バイト情報が、正しく入力してあることを確認して

ください。

モジュール: DFHMEME
宛先: コンソール

DFHME0130 applid Message msgno has an invalid

descriptor code.

説明: コンソール・メッセージを出すルーチンが、メッセージ

msgno に関連付けられた無効な記述子コードを検出したので、

コンソール・メッセージを出すことができませんでした。有効

な記述子コードは、1 から 16 の番号です。

このエラーは、記述子コードが、コンソール・メッセージ

DFHSUWT を出すルーチンに渡される際に破壊された場合に

限り発生します。

システムの処置: メッセージ (ME) ドメインは例外トレース項

目を出します。 メッセージ msgno は出されません。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHMEME
宛先: コンソール

DFHME0131 applid Unable to calculate length of

message msgno due to message table

corruption, code(code).

説明: メッセージ言語モジュールが破壊された可能性があるた

めに、メッセージ (ME) ドメインがメッセージ msgno の長さ

を計算することができません。

システムの処置: 戻りコードがメッセージ (ME) ドメインの呼

び出し側に送られます。 メッセージ msgno は出されません。

ユーザーの処置: 正しいレベルのメッセージ・データ・モジュ

ールを使用していることを確認してください。つまり、正しい

言語が NATLANG システム初期設定パラメーターに指定され

ており、CICS ジョブの LIBDEF 検索チェーンのサブライブラ

リーに正しいメッセージ言語モジュールが含まれていることを

確認してください。

このメッセージは、CICS コード内にエラーがあることを示し

ています。 ただし、その影響はそれほど深刻ではない可能性が

あります。 例えば、エラーは 1 回しか発生しない場合や、メ

ッセージ番号 msgno なしで続行するようユーザーが決定する

場合もあります。 問題が重大でないと思われる場合には、問題

を解決するのに都合のよい時がくるまで、メッセージ msgno

なしでシステムの実行を続行することができます。

この問題を解決するには、IBM の支援が必要な場合がありま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHMEME
宛先: コンソール

DFHME0132 applid The User's Message Exit program has

failed while processing message msgno

説明: ユーザーのメッセージ出口プログラムがループに入って

いるか、またはプログラム・チェックで失敗しました。

システムの処置: メッセージ (ME) ドメインは処理を続行し、

メッセージ msgno をその元の宛先に出します。 プログラム

DFHAPEX を呼び出しているユーザー出口は、例外トレース項

目を出して、ユーザーのメッセージ出口プログラムが失敗した

ことを示しています。しかし、メッセージ (ME) ・ドメインを

DFHME0128 • DFHME0132

230 z/VSE V6R2 メッセージおよびコード 第 3 巻



介して DFHAPEX 自体のエラー・メッセージを出すことはで

きません。なぜなら、エラー・メッセージを出すと、CICS が

ループに入ってしまうからです。

ユーザーの処置: メッセージ出口プログラムを使用不可にし、

プログラムが正しく作動していることを確認してください。

モジュール: DFHMEME
宛先: コンソール

DFHME0133 applid Message msgno could not be found

in module DFHMEMGT.

説明: メッセージ・ドメインが、それ自体のエラー・メッセー

ジの 1 つを出して、そのメッセージ・ドメインにエラーが発生

したことを示そうとしました。 しかし、メッセージ・ドメイン

は、それ自体の内部メッセージ・テーブル DFHMEMGT 内

に、出そうとしたメッセージを見つけることはできませんでし

た。

システムの処置: トレース・テーブル内に、メッセージ・ドメ

インにより例外項目が作成されます。 ダンプ・テーブルでダン

プを特に抑止しない限り、システム・ダンプがとられます。 こ

れは重大なエラーではない可能性があるため、ダンプ・テーブ

ル内で終了するよう指定した場合でも、CICS は終了しませ

ん。

ユーザーの処置: このメッセージは、CICS コード内にエラー

があることを示しています。 ただし、その影響はそれほど深刻

ではない可能性があります。

問題がなくならない場合には、IBM のサポートが必要になりま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHSUME
宛先: コンソール

DFHME0134 applid Message msgno has been truncated

because it was too long.

説明: メッセージ (ME) ドメインがメッセージ msgno の出力

を試みましたが、そのメッセージが長すぎたため、切り捨てま

した。 メッセージ msgno はオペレーターへの会話メッセージ

であり、最大サイズである 119 文字を超えました。

システムの処置: ME ドメインは、メッセージを出す前にそれ

を 119 バイトに切り捨てます。 例外トレース項目が作成さ

れ、ダンプがとられますが、処理は続行されます。

ユーザーの処置: このメッセージは、msgno のメッセージ・テ

ーブル内の定義が正しくないこと、またはそのメッセージに提

供された挿入部により、会話メッセージに課されたサイズ制限

を超えたことを示します。 切り捨てられたメッセージから十分

な情報が得られる場合には、エラーの影響はそれほど重大では

ありません。 必要に応じて、問題の解決に都合が良いときま

で、このメッセージなしでシステムの実行を続行することがで

きます。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHMEME
宛先: コンソール

DFHME0135 applid The default language language

specified in the SIT NATLANG parameter

is invalid. It has been defaulted to E.

説明: デフォルトの言語は、NATLANG システム初期設定パ

ラメーターの先頭文字です。 デフォルト言語 language は、有

効な CICS 言語接尾部のリストにありません。

システムの処置: CICS はデフォルト言語の E (米国英語) で

続行します。

ユーザーの処置: デフォルト言語の E を使用したくない場合

は、NATLANG システム初期設定パラメーターの先頭文字

を、別の有効な CICS 言語接尾部に変更してください。 有効

な CICS 言語接尾部については、「CICS System Definition

Guide」を参照してください。

モジュール: DFHMESR
宛先: コンソール

DFHME0136 applid Message msgno is missing from

national language module modname.

Searching the English message table for

the message text.

説明: 各国語モジュール modname 内に msgno メッセージが

見つからないため、指定の言語でこのメッセージを出すことが

できません。

この原因としては、メッセージ msgno を含んでいる PTF がモ

ジュール modname に適用されていないことが考えられます。

その場合には、欠落したメッセージのテキストは、英語のメッ

セージ・テーブル DFHMET1E 内にあります。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。 メッセージ・ドメインは、英語のメッセージ・テーブ

ル内でそのメッセージを探します。 そのメッセージが英語のメ

ッセージ・テーブル内にもなかった場合には、メッセージ

DFHME0108 が出され、続いてシステム・ダンプが作成されま

す。

ユーザーの処置: このメッセージの後にメッセージ

DFHME0108 が出た場合は、CICS コードにエラーがありま

す。IBM のサポートが必要になります。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

モジュール: DFHMEIN
宛先: コンソール

DFHME0137 applid Message msgno cannot be rerouted to

a transient data destination by the message

user exit XMEOUT.

説明: XMEOUT を介してメッセージ msgno を一時データ宛

先に再経路指定できません。それは、再経路指定により、CICS
がループに入ったためです。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。 メッセージ (ME) ドメインは、メッセージ出口によ

り戻されたキュー宛先を無視して、デフォルトとして、メッセ

ージ言語モジュールのメッセージ msgno に定義された元の宛

先をとります。

ユーザーの処置: メッセージ・ユーザー出口プログラムを変更

して、メッセージ msgno が一時データ宛先に再経路指定され
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ないようにしてください。 メッセージ・ドメインが未再経路指

定標識を出口に渡すので、出口プログラムは、特定のメッセー

ジを再経路指定することが有効かどうかを調べることができま

す。

モジュール: DFHMEME
宛先: コンソール

DFHME9993I UNABLE TO DETERMINE LENGTH OF

MESSAGE msgno - response reason

説明: メッセージ (ME) ドメインは、メッセージ DFH msgno

を、メッセージ・テーブルから見つけることができませんでし

た。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 問題がなくならない場合には、IBM のサポ

ートが必要になります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHMGPME
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHME9994I UNABLE TO RETRIEVE MESSAGE msgno

- response reason

説明: メッセージ (ME) ドメインは、メッセージ DFH msgno

をメッセージ・テーブルから検索できませんでした。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 問題がなくならない場合には、IBM のサポ

ートが必要になります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHMGPME
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHME9996I MESSAGE PARAMETER LIST ERROR -

CHECK PLIST

説明: メッセージ生成処理のためのパラメーター・リストが無

効です。

システムの処置: CICS は続行されますが、エラーが起こった

メッセージは出されません。

ユーザーの処置: そのメッセージの DFHMGT 項目が正しく

作成されていることを確認してください。

モジュール: DFHMGP00
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHME9997I MESSAGE FIND ERROR - CHECK THE

MESSAGE MODULE

説明: 出そうとしているメッセージは、メッセージ生成処理に

おいて、このメッセージ・セットの DFHMGT テーブル項目内

に検出できませんでした。

システムの処置: CICS は続行されますが、エラーが起こった

メッセージは出されません。

ユーザーの処置: 適切な DFHMGT テーブル内に、そのメッ

セージ番号の項目が存在することを確認してください。

モジュール: DFHMGP00
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHME9998I MESSAGE NUMBERS GREATER THAN

9999 ARE INVALID

説明: 出そうとしているメッセージのメッセージ番号が、9999
より大きい番号です。 メッセージ番号は 1 から 9999 の範囲

でなければなりません。

システムの処置: CICS は続行されますが、エラーが起こった

メッセージは出されません。

ユーザーの処置: メッセージ番号を再定義してください。

モジュール: DFHMGP00
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHME9999I THE MESSAGE INDEX MODULE

'DFHMGT' IS MISSING

説明: メッセージ生成処理は、出そうとしているメッセージの

DFHMGT テーブル内に、索引モジュールを検出できません。

これは、宛先がコンソールまたは一時データ・キューであると

定義されたメッセージを、端末エンド・ユーザー・メッセージ

として出そうとした場合に起こります。

システムの処置: CICS は続行されますが、エラーが起こった

メッセージは出されません。

ユーザーの処置: 出されるメッセージの宛先が正しいことを確

認してください。

モジュール: DFHMGP00
宛先: 端末エンド・ユーザー
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DFHMNxxxx メッセージ

DFHMN0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname 内で異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。 これは、CICS コードにエラーがあ
ることを示しています。 他にも、予期しないデータが入力され
たか、またはストレージが上書きされたことが考えられます。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字の CICS コードから成りま
す。 VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) で
す。 VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3
つのハイフンで埋められます。CICS コードは、異常終了コー
ド、または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、
AKEA は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。CICS が終了するようにダン
プ・テーブルで指定しない限り、CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終
了するかどうか決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、CICS 英数字コードを、 557 ページの『第 2 章 トラン
ザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for
z/VSE)』で調べてください。これにより、エラーが、例えばプ
ログラム・チェック、異常終了、またはランナウェイのいずれ
であるかがわかります。さらに、ユーザーの処置に関する何ら
かの手引きが提供されています。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、都合のよい時間に
CICS をダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないとシステムを実行
できない場合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせ
る必要があります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHMNDM、DFHMNMN、DFHMNSR、
DFHMNST、DFHMNSU、 DFHMNTI、DFHMNUE

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname
宛先: コンソール

DFHMN0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。

コード X'code' は、エラーが何であり、それがどこで検出され
たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
CICS 例外トレース項目の詳細については、「CICS Problem

Determination Guide」を参照してください。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード code) がト
レース・テーブルに作成されます。ダンプ・テーブルで特にダ
ンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。
CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

該当する場合には、エラー戻りコードがこのドメインの呼び出
し側に送られます。この場合、CICS を呼び出し側 (例えば、
ドメイン・マネージャー DFHDMDM) が終了させることがで
きます。 このことを示すメッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。これは、CICS コードにエラーの可能性があることを示し
ています。 その影響の重大度は、エラー発生時に実行されてい
た機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。

メッセージが出されたのが 1 回であり、しかもモジュール
modname が CICS システムの実行に不可欠ではない場合に
は、実行を続行し、適当な時間に CICS をダウンさせて問題を
解決することもできます。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはモジュール module
を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合には、制
御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照してく
ださい。
モジュール: DFHMNDM、DFHMNMN、DFHMNNT、
DFHMNSR、DFHMNST、
DFHMNSU、DFHMNTI、DFHMNUE

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHMN0003 applid Insufficient storage to satisfy
Getmain (code X'code') in module modname.

説明: モジュール modname による要求を満たすための十分な
ストレージがありません。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す
る例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード code) がト
レース・テーブルに作成されます。ダンプ・テーブルで特にダ
ンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。これ
はクリティカル・エラーです。

DFHMNDM がこのメッセージを出した場合には、たとえダン
プ・テーブル内で CICS が終了しないよう指定されていても、
CICS は終了します。

DFHMNMN または DFHMNST のいずれかがこのメッセージ
を出した場合には、例外トレースおよびシステム・ダンプがと
られ、CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS が別のモジュールによって終了させら
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れた場合には、関係のある終了メッセージ (例えば、ドメイ
ン・マネージャーからのもの) に注意し、これらのメッセージ
に関して示されたユーザーの処置を調べてください。

CICS がまだ実行中である場合は、問題は一時的なものである
場合があります。その場合は、より多くのストレージが使用可
能になると、自然に問題が解決されます。モジュール modname
なしで済む場合は、CICS の実行を続行し、都合の良いときに
ダウンさせて、問題を解決することもできます。メッセージが
繰り返し表示されるか、またはすべての CICS モジュールを最
大限に利用しないとシステムを実行できない場合には、制御シ
ャットダウンで CICS をダウンさせる必要があります。

DSA または EDSA のサイズの限界を大きくしてみてくださ
い。 CICS ストレージについての詳細は、「CICS System
Definition Guide」または「CICS Performance Guide」を参照し
てください。
モジュール: DFHMNDM、DFHMNMN、DFHMNST

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHMN0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時
に実行されていた命令のオフセットです。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。CICS が終了しないようにダン
プ・テーブルで指定済みであったとしても、これはクリティカ
ル・エラーなので CICS は終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS が終了しなかった場合は、CICS をダウンさせるほ
ど問題が重大かどうかを判別する必要があります。

一部の CICS 機能は多くの CPU 時間を使用することがあるた
め、このメッセージは長時間実行中の機能が原因で発生した可
能性があります。したがって、これはエラーではない可能性が
あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設
定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で測定) で指定したラン
ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。
これは、モジュール modname が終了され、CICS が続行され
ることを意味します。

しかし、ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname
がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を
終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ
がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間
隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当
な時間に CICS をダウンさせる必要があります。 ただし、
CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的
にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決しない場合は、IBM のサポ
ートが必要です。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHMNDM、DFHMNMN、DFHMNSR、

DFHMNST、DFHMNSU、 DFHMNTI、DFHMNUE

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname
宛先: コンソール

DFHMN0005 applid A hardware error has occurred
(module modname, code X'code'). The
Time-of-Day clock is invalid.

説明: モジュール modname の実行中に、ハードウェア・エラ
ーが発生しました。 ストア・クロック機構は、オペレーティン
グ・システムのためのタイミング機構です。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す
る例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル
で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま
す。CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限
り、CICS は続行されます。 該当する場合には、エラー戻りコ
ードがこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合、
CICS を呼び出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー
DFHDMDM) が終了させることができます。 このことを示す
メッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。これはおそらくハードウェア・エラーです。まずストア・
クロック機構を調べて、正しく作動しているかどうかを確認し
てください。 ストア・クロックに原因がある場合には、修理ま
たは交換などの適切な処置を行う必要があります。

これが万一ハードウェアの問題ではない場合には、IBM からの
サポートが必要になります。 手順については、「CICS TS 問
題判別の手引き」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHMNDM、DFHMNMN、DFHMNST、
DFHMNUE

XMEOUT パラメーター: applid、modname、X'code'
宛先: コンソール

DFHMN0101 applid DMF error - DMF return code X'rc'.
説明: モニター・ドメイン許可サービス・ルーチンが
DFHSMFEW マクロを出して、レコードを CICS データ管理
機能 (DMF) データ・ハンドラーに書き込み、非ゼロ戻りコー
ドを検出しました。
システムの処置: この要求は無視され、DMF レコードは失わ
れます。 例外項目が、トレース・テーブル内に作成されます。
CICS 操作は続行されます。

同じエラー条件が継続して発生する場合には、これらのエラ
ー・メッセージは抑止されますが、トレースは続行されます。
異なるエラー条件が発生した場合、またはメッセージが最後に
出されて以来、ゼロの戻りコードが受け取られた場合に、メッ
セージは再発行されます。
ユーザーの処置: 戻りコード X'rc' の詳しい説明については、
「CICS 操作およびユーティリティーの手引き」の
DFHEWTM マクロの説明を調べてください。
モジュール: DFHMNSU

XMEOUT パラメーター: applid、X'rc'
宛先: コンソール
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DFHMN0103I applid Monitoring control table for suffix
'xx' not found.

説明: 接尾部 xx に関するモニター管理テーブルが、LIBDEF
検索チェーンに記述されたサブライブラリーにありませんでし
た。 この接尾部は、MCT システム初期設定パラメーターに指
定されています。
システムの処置: 制御がパラメーター・マネージャーに戻さ
れ、オペレーターと対話が行えるようになります。これ以降の
処置は、どのオプションが PARMERR システム初期設定パラ
メーターに指定されているかによって異なります。 オペレータ
ーは別の接尾部を入力するか、またはシステム初期設定を続行
することができます。

初期設定がオーバーライドなしで続行される場合、モニター・
ドメインはデフォルトのモニター管理テーブルを使用します。
ユーザーの処置: このエラーには、3 つの原因が考えられま
す。
v モニター管理テーブルが、LIBDEF 検索チェーンに記述され

たサブライブラリー内にない。

v モニター管理テーブル名のつづりが誤っていた。

v 正しくない接尾部がスタートアップ時に使用さた。

正しい接尾部が指定されていて、しかも LIBDEF 検索チェーン

に記述されているサブライブラリーに、指定されたモニター管

理テーブルのコピーが入っていることを確認してください。

接尾部に誤りがあり、PARMERR=INTERACT が指定されてい

る場合には、オペレーターは代わりの接尾部を入力するよう促

されます。

接尾部に誤りがあり、PARMERR=IGNORE が指定してある場

合には、モニター・ドメインはデフォルトのモニター管理テー

ブルを使用します。

モニター管理テーブルが欠落しているかまたはつづりが誤って

いて、しかもこれを再インストールしたい場合には、CICS を

終了する必要があります。 モニター管理テーブルを関係のある

サブライブラリーに再アセンブルしてください。

モジュール: DFHMNSR

XMEOUT パラメーター: applid、xx

宛先: コンソール

DFHMN0104 applid Monitoring Control Table with suffix

'xx' required for restart not found.

説明: モニター・ドメインは、最後の CICS 実行からモニタ

ー管理テーブルの接尾部 xx を決定しましたが、LIBDEF 検索

チェーンに記述されたサブライブラリー内のモニター管理テー

ブルを探し出すことができませんでした。また、指定変更接尾

部が指定されていません。

CICS のこれ以降の実行では、SIT で接尾部が変更されるま

で、引き続きメッセージに示されている接尾部が使用されま

す。

システムの処置: 初期設定は、デフォルトのモニター管理テー

ブルを使用して、モニター・ドメインで続行されます。

ユーザーの処置: LIBDEF 検索チェーンに記述されたサブライ

ブラリーに、指定されたモニター管理テーブルのコピーが入っ

ていることを確認してください。 モニター管理テーブルが欠落

している場合には、それは削除されたに違いありません。 テー

ブルを再インストールしたい場合には、CICS を終了させる必

要があります。 モニター管理テーブルを関係のあるライブラリ

ーに再アセンブルしてください。

モジュール: DFHMNDM

XMEOUT パラメーター: applid、xx

宛先: コンソール

DFHMN0105I applid Using default Monitoring Control

Table.

説明: モニター・ドメインは、デフォルトのモニター管理テー

ブルの設定値で初期設定を行っています。 これは次のいずれか

の場合に発生します。

1. ユーザーが MCT=NO を指定した場合

2. メッセージ DFHMN0104 の後

3. メッセージ DFHMN0103 またはメッセージ DFHMN0106
が出されたが訂正の処置はとられなかった場合

システムの処置: システム初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHMNDM

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHMN0106 applid Unable to read the catalog record for

the Monitoring Domain.

説明: モニター・ドメインが、モニター・クラスの状況、およ

び CICS の最後の実行時にモニター・ドメインが実行されてい

たときのモニター管理テーブルの接尾部の再設定を試みまし

た。 しかし、CICS グローバル・カタログ (DFHGCD) からレ

コードを正常に読み取ることができませんでした。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。

システム初期設定は、与えられたシステム初期設定パラメータ

ーで続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: (例えば、VSAM または VSE から) 出され

たダンプまたは他の診断メッセージを使用して、エラーの原因

を調べてください。

入出力エラーによって生じた問題の場合には、前に出された

CICS メッセージがあるはずです。 このメッセージに関するユ

ーザーの処置に従ってください。

問題が無効なデータ長によって生じた場合には、トレース・テ

ーブル内の例外トレース項目があるはずです。

モジュール: DFHMNDM

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHMN0107 applid Unable to update the catalog record

for the Monitoring Domain.

説明: モニター・ドメインが、モニター・クラスの状況、また

は CICS グローバル・カタログ内のモニター管理テーブル接尾
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部のいずれかの更新を試みましたが、この要求を正常に完了す

ることができませんでした。

システムの処置: 例外項目がトレース・テーブル内に作成さ

れ、CICS 操作は更新値で続行されます。 再始動が行われた場

合、更新は保管されないので、CICS の次の実行は更新が適用

される前に記録された値で再始動されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: (例えば、VSAM または VSE から) 出され

たダンプまたは他の診断メッセージを使用して、エラーの原因

を調べてください。

入出力エラーによって生じた問題の場合には、前に出されたカ

タログからの CICS メッセージがあるはずです。 このメッセ

ージに関するユーザーの処置に従ってください。

問題が無効なデータ長によって生じた場合には、トレース・テ

ーブル内に例外トレース項目があります。

モジュール: DFHMNSU

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHMN0108I applid Using Monitoring Control Table

suffix 'xx'.

説明: この CICS 実行については、接尾部 xx の付いたモニ

ター管理テーブルが使用されます。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。このメッセージは、システム初期設定

パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。

モジュール: DFHMNDM

XMEOUT パラメーター: applid、xx

宛先: コンソール

DFHMN0109I applid CICS Monitoring is active.

説明: CICS モニター機能は、CICS のこの実行について現在

活動状態になっています。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。このメッセージは、システム初期設定

パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。

モジュール: DFHMNDM

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHMN0110I applid CICS Monitoring is inactive.

説明: CICS モニター機能は、CICS のこの実行について、現

在非活動状態になっています。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。このメッセージは、システム初期設定

パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。

モジュール: DFHMNDM

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHMN0201S Invalid parameter. The equals sign is

missing.

説明: 等号を含まない SYSIPT パラメーターが検出されまし

た。 等号は、モニター辞書ユーティリティーがサポートするす

べてのキーワードについて必須です。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: 等号を持たない SYSIPT キーワードを訂正

して、ジョブを再サブミットしてください。 DFHMNDUP キ

ーワードの構文についての詳細は、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: SYSLST

DFHMN0202S Invalid parameter. MCT incorrectly

specified

説明: MCT= キーワードの等号の後に 2 文字のオペランドま

たは 1 つの区切り文字が必要です。 しかし、そのいずれもあ

りませんでした。 2 文字のオペランドは、ロードする MCT
の接尾部として処理されます。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: MCT= キーワードを、有効なオペランドま

たは区切り文字を使用して訂正してください。

特定の MCT から作成された辞書レコードが不要な場合には、

等号の後にブランクまたはコンマを指定するか、あるいは

MCT=NO を指定して、デフォルト MCT イメージを使用する

ことができます。詳細については、「CICS 操作およびユーテ

ィリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: SYSLST

DFHMN0203S Invalid parameter. SYSID must be four

characters or less.

説明: 4 文字を超える SYSID、またはオペランドを持たない

SYSID キーワードが指定されました。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: 最高 4 文字までの有効な SYSID を指定し

てください。 詳細については、「CICS 操作およびユーティリ

ティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: SYSLST

DFHMN0204S Invalid parameter. GAPPLID must be eight

characters or less.

説明: 8 文字を超える総称 APPLID (GAPPLID)、またはオペ

ランドを持たない GAPPLID キーワードが指定されました。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: 最高 8 文字までの有効な GAPPLID を指定

してください。 詳細については、「CICS 操作およびユーティ

リティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHMNDUP
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宛先: SYSLST

DFHMN0205S Invalid parameter. SAPPLID must be eight

characters or less.

説明: 8 文字を超える特定の APPLID (SAPPLID) が指定され

ました。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: 最高 8 文字までの有効な SAPPLID を指定

するか、または SAPPLID を指定しないことによって

SAPPLID がデフォルトとして GAPPLID をとるようにしてく

ださい。 詳細については、「CICS 操作およびユーティリティ

ーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: SYSLST

DFHMN0206S Invalid parameter. DATE must be of

format yyddd or yyyyddd.

説明: 日付が正しく指定されていません。 これには、3 つの

理由が考えられます。

v 指定された日付が正しい形式 yyddd または yyyyddd では

ない。

v 日付に非数値文字が含まれている。

v 「ddd」が 1 から 366 の範囲内に入っていない。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: 日付が形式「yyddd」または「yyyyddd」に

なっていて、しかもこれらの値が有効であることを確認してく

ださい。

DATE がデフォルトとして現行日をとるようにしたい場合に

は、このパラメーターを指定しないでください。詳細について

は、「CICS 操作およびユーティリティーの手引き」を参照し

てください。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: SYSLST

DFHMN0207S Invalid parameter. TIME must be of format

hhmmss.

説明: 時間が正しく指定されていません。 これには、3 つの

理由が考えられます。

v 6 文字を超える文字が指定された。

v 指定した値に非数字の文字が含まれている。

v 時間 (hh)、分 (mm)、または秒 (ss) が、有効範囲外の値に

なっている。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: 指定した時間が形式「hhmmss」になってい

て、しかもこれらの値が有効であることを確認してください。

TIME がデフォルトとして現行時間をとるようにしたい場合に

は、このパラメーターを指定しないでください。詳細について

は、「CICS 操作およびユーティリティーの手引き」を参照し

てください。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: SYSLST

DFHMN0208S Invalid parameter. Keyword is unknown.

説明: SYSIPT パラメーターが処理され、認識されないキーワ

ードが含まれているのが見つかりました。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: 認識されないキーワードの名前を変更してく

ださい。 サポートされるキーワードの完全なリストは、CICS

操作およびユーティリティーの手引き を参照してください。ま

た、SYSIPT データ・セット内のどのキーワードの前にもブラ

ンクがないことを確認してください。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: SYSLST

DFHMN0209S No SYSIPT parameters have been specified.

説明: JCL 内に SYSIPT パラメーターが指定されていませ

ん。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: SYSIPT パラメーターが JCL にあるかどう

かを調べてください。 SYSIPT がないか、またはパラメーター

を持っていない場合、DFHMNDUP パラメーターのコーディ

ングについて、「CICS 操作およびユーティリティーの手引

き」を参照してください。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: SYSLST

DFHMN0210S applid Load for MCT has failed. MCT

cannot be found. A dump will be

provided.

説明: DFHMNDUP が LIBDEF 検索チェーンから

「DFHMCTxx」のロードを試みました。ここで、「xx」は

MCT= キーワードで提供される接尾部です。この MCT は、

LIBDEF 検索チェーン内にありませんでした。

システムの処置: ジョブ・ステップは異常終了して、ダンプが

作成されます。

ユーザーの処置: MCT 接尾部が正しくて、しかもこの接尾部

を含むサブライブラリーがそのジョブ・ステップのための

LIBDEF 検索チェーンに入っていることを確認してください。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: コンソール

DFHMN0211S Storage obtain for control blocks has

failed.

説明: ユーティリティー・グローバル・ストレージを求める要

求が失敗しました。 区画内には、16 MB 境界より下に使用可

能なストレージが十分にありません。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: VSE 区画内で使用できるストレージを増や

して、再び試してください。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: SYSLST
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DFHMN0212S Storage obtain for output record has failed.

説明: 32KB レコード・バッファー・ストレージ用のストレー

ジを求める要求が失敗しました。 区画内には、16 MB 境界よ

り下に、使用可能なストレージが十分にありません。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: VSE 区画内で使用できるストレージを増や

して、再び試してください。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: SYSLST

DFHMN0214S Invalid parameter. Missing delimiter

detected.

説明: DFHMNDUP パラメーター構文では、キーワード/オペ

ランドの対を、コンマまたはブランク・スペースの形式の区切

り文字で分離する必要があります。 区切り文字がキーワード/
オペランドに欠落しています。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: SYSIPT データ・セットが、1 行に複数のパ

ラメーターが入るようにコーディングされている場合には、各

パラメーターの間にブランクまたはコンマが 1 つ入っているこ

とを確認してください。 SYSIPT データ・セットが、1 行に 1
つのパラメーターしか入らないようにコーディングされている

場合には、そのパラメーターがブランクまたはコンマで終って

いることを確認してください。 DFHMNDUP パラメーターの

構文についての詳細は、「CICS 操作およびユーティリティー

の手引き」を参照してください。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: SYSLST

DFHMN0215S Mandatory SYSIPT parameter(s) missing.

説明: 2 つの必須パラメーターは、総称 APPLID (GAPPLID)
および VSE システム識別名 (SYSID) 用のパラメーターです。

これらの 2 つのパラメーターが指定されておらず、しかもデフ

ォルトもありません。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: 以下について指定してください。

v DFHMNDUP が辞書レコードを作成する予定の CICS シス

テムの総称アプリケーション ID
v 処理する予定のモニター・パフォーマンス・クラス・レコー

ドを作成したシステムの VSE システム識別名

DFHMNDUP パラメーターの構文についての詳細は、「CICS

操作およびユーティリティーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: SYSLST

DFHMN0216S Invalid parameter. JOBNAME must be

eight characters or less.

説明: 8 文字を超えた JOBNAME が指定されています。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: 8 文字以下の有効な JOBNAME を指定して

ください。 詳細については、「CICS 操作およびユーティリテ

ィーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: SYSLST

DFHMN0217S Invalid parameter. JOBDATE must be of

format yyddd or yyyyddd.

説明: JOBDATE パラメーターが正しく指定されていません。

これには、3 つの理由が考えられます。

v 指定された日付が正しい形式 yyddd または yyyyddd では

ない。

v 非数字が指定されている。

v 日数の「ddd」が、1 から 366 の範囲内にない。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: JOBDATE が「yyddd」または「yyyyddd」

の形式の有効な文字で構成されていることを確認してくださ

い。

JOBDATE がデフォルトとして現行日をとるようにしたい場合

には、このパラメーターを指定しないでください。 詳細につい

ては、「CICS 操作およびユーティリティーの手引き」を参照

してください。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: SYSLST

DFHMN0218S Invalid parameter. JOBTIME must be of

format hhmmss.

説明: JOBTIME パラメーターが正しく指定されていません。

これには、3 つの理由が考えられます。

v 6 文字を超えて指定されている。

v 非数字が指定されている。

v 時間 (hh)、分 (mm)、または秒 (ss) が、有効範囲外の値に

なっている。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: JOBTIME が「hhmmss」の形式の有効な文

字で構成されていることを確認してください。

JOBTIME がデフォルトとして現行時間をとるようにしたい場

合には、このパラメーターを指定しないでください。 詳細につ

いては、「CICS 操作およびユーティリティーの手引き」を参

照してください。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: SYSLST

DFHMN0219S Invalid parameter. USERID must be eight

characters or less.

説明: 8 文字を超えた USERID が指定されています。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: 8 文字以内の有効な USERID を指定してく

ださい。 詳細については、「CICS 操作およびユーティリティ

ーの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: SYSLST
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DFHMN0220 DFHMNDUP CANNOT OPEN THE

SYSLST FILE.

説明: SYSLST DLBL ステートメントが欠落しているか、また

は正しく定義されていないため、SYSLST ファイルがオープン

できません。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: SYSLST DLBL ステートメントが正しく定義

されていることを確認してください。 詳細については、

「CICS 操作およびユーティリティーの手引き」を参照してく

ださい。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: コンソール

DFHMN0221 DFHMNDUP CANNOT OPEN THE

SYSIPT FILE.

説明: SYSIPT DLBL ステートメントが欠落しているか、また

は正しく定義されていないため、SYSIPT ファイルがオープン

できません。

システムの処置: ジョブ・ステップは終了して、戻りコード

12 が戻されます。

ユーザーの処置: SYSIPT DLBL ステートメントが正しく定義

されていることを確認してください。 詳細については、

「CICS 操作およびユーティリティーの手引き」を参照してく

ださい。

モジュール: DFHMNDUP
宛先: コンソール

DFHPAxxxx メッセージ

DFHPA0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: 予期せぬプログラム・チェック、または異常終了コード
aaa/bbbb のオペレーティング・システム異常終了が、モジュー
ル modname のオフセット X'offset' で発生しました。 これ
は、CICS コードまたは制御ブロックの破壊が原因である場合
があります。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字 CICS コードから成ります。
VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) です。
VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3 つの
ハイフンで埋められます。 CICS コードは、異常終了コード、
または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、AKEA
は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: このシステム異常終了コードについて特に抑
止しない限りシステム・ダンプがとられます。さらに、ダン
プ・テーブルを介して終了が要求されていない限り、システム
は操作を続行しようとします。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。 CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終了するかどう
か決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、CICS 英数字コードを、 557 ページの『第 2 章 トラン
ザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for
z/VSE)』で調べてください。これにより、例えば、エラーがプ
ログラム・チェック、異常終了、またはランナウェイであった
かがわかります。また、ユーザーの処置に関する何らかの手引
きが得られる場合があります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に

不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないとシステムを実行
できない場合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせ
る必要があります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHPAGP、DFHPADM、DFHPAIO

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname
宛先: コンソール

DFHPA0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。

コード X'code' は、エラーが何であり、エラーがどこで検出さ
れたかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル
で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま
す。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

該当する場合には、エラー戻りコードがこのドメインの呼び出
し側に送られます。この場合、CICS を呼び出し側 (例えば、
ドメイン・マネージャー DFHDMDM) が終了させることがで
きます。 このことを示すメッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS コードにエラーの可能性があ
ることを示しています。 その影響の重大度は、エラー発生時に
実行されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。

メッセージが出されたのが 1 回であり、しかもモジュール
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modname が CICS システムの実行に不可欠ではない場合に
は、実行を続行し、適当な時間に CICS をダウンさせて問題を
解決することもできます。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはモジュール
modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合
には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり
ます。

CICS 例外トレース項目の詳細については、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHPADM

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHPA0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時
に実行されていた命令のオフセットです。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS が終了しなかった場合は、CICS をダ
ウンさせるほど問題が重大かどうかを判断する必要がありま
す。

一部の CICS 機能はプロセッサー時間を多く使用することがあ
るので、このメッセージは長時間実行機能が原因で出された可
能性があります。 したがって、これはエラーではない可能性が
あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設
定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で計測) で指定したラン
ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。
これは、メッセージで示された CICS モジュールが終了し、
CICS が続行することを意味します。

しかし、ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname
がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を
終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ
がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間
隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当
な時間に CICS をダウンさせる必要があります。ただし、
CEMT トランザクションを使用して ICVR 時間間隔を一時的
にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決しない場合は、IBM のサポ
ートが必要です。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHPADM

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname
宛先: コンソール

DFHPA1100 applid OVERRIDE PARAMETERS FROM
JCL EXEC STATEMENT: parm

説明: CICS 初期設定中にこのメッセージが表示され、CICS
ジョブ用の JCL EXEC ステートメントの PARM パラメータ
ーから取得される SIT の指定変更を示します。パラメーター・
ストリング parm に 40 文字以下の文字が含まれる場合は、こ
のメッセージに示されます。 それ以外の場合は、このメッセー
ジの後の DFHPA1927 メッセージに示されます。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPAIO
宛先: コンソール

DFHPA1101 applid DFHSITxx IS BEING LOADED.
説明: これは、CICS 初期設定時に表示される通知メッセージ
です。

xx (存在する場合) は、使用中の SIT に関する 1 文字ないし
2 文字の接尾部を表しています。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1102 applid OVERRIDE PARAMETERS FROM
SYSIPT:

説明: このメッセージは、SYSIPT データ・セットから取得さ
れた SIT 指定変更値が表示される前に、CICS 初期設定中に表
示されます。 このメッセージの後に、SYSIPT レコードの実際
の内容を示す一連の DFHPA1927 メッセージが出されます。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPAIO
宛先: コンソール

DFHPA1103 applid END OF FILE ON SYSIPT.
説明: これは、CICS が SYSIPT データ・セットの最後に達し
たときに表示される通知メッセージです。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
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況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPAIO
宛先: コンソール

DFHPA1104 applid SPECIFY ALTERNATIVE SIT
PARAMETERS, IF ANY, AND THEN TYPE
'.END'.

説明: 「CONSOLE」または「CN」が、CICS JCL の EXEC
ステートメント上のパラメーター入力ストリーム、または
SYSIPT データ・セット内のいずれかに検出された場合、この
プロンプト・メッセージは、パラメーター (PA) マネージャー
がコンソール指定変更値を受け入れる準備が整ったときに表示
されます。
システムの処置: システム初期設定プログラムは、オペレータ
ーからの応答を待ちます。
ユーザーの処置: 必要なパラメーターの変更を入力して、コン
マで区切ってください。 「.END」を入力して応答を終了して
ください。
モジュール: DFHPAIO
宛先: コンソール

DFHPA1105 applid CONTINUE SPECIFYING SIT
PARAMETERS AND THEN TYPE '.END'.

説明: SIT 指定変更値をコンソール上に入力している間に、こ
のプロンプト・メッセージは、前の行が「.END」で終らなかっ
た場合に、もっと指定変更値を要求するために表示されます。
システムの処置: システム初期設定プログラムは、オペレータ
ーにより指定変更パラメーターがさらに入力されるのを待ちま
す。
ユーザーの処置: 必要なパラメーターの変更を引き続き入力し
て、コンマで区切ってください。「.END」を入力して応答を終
了してください。
モジュール: DFHPAIO
宛先: コンソール

DFHPA1106 applid MODULE DFHSITxx COULD NOT
BE LOADED. SPECIFY NEW SUFFIX,
'NONE'(UNSUFFIXED) OR 'CANCEL'.

説明: PA ドメイン初期設定時に、接尾部 xx を持った SIT
をロードすることができませんでした。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: PA ドメイン初期設定ルーチンは、オペレー
ターが、別の 1 文字ないし 2 文字の接尾部を入力するか、接
尾部なしの SIT を要求するために YES を入力するか、または
CANCEL を入力するのを待ちます。 CANCEL が入力される
と、CICS は異常終了します。
ユーザーの処置: 接尾部が正しいかどうかを確認してくださ
い。 正しくない場合には、正しい接尾部を入力するか、もしく
は「YES」を入力して接尾部なしのものにしてください。それ
以外の場合には「CANCEL」を入力して、(モジュールを該当
するライブラリーに追加することにより) エラーを修正して、
CICS を再始動してください。

モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1107 applid A level VERSION OF MODULE
DFHSITxx WAS LOADED. CICS CAN
ONLY INITIALIZE WITH THE CURRENT
LEVEL SIT.

説明: PA ドメイン初期設定時に、接尾部 xx およびリリー
ス・レベル level の SIT がロードされました。 このバージョ
ンは現行 CICS コードと互換性がないので、CICS は異常終了
します。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: CICS は異常終了します。
ユーザーの処置: エラーを訂正するには、現行の CICS レベ
ルで SIT を再アセンブルしてください。 新しいリリースで必
要な場合がある SIT の変更の手引きについては、「CICS
Transaction Server for OS/390 マイグレーション・ガイド」を
参照してください。 その後で CICS の再始動を行ってくださ
い。

他にも、システムが間違った SIT を指し示している場合があり
ます。 この 2 番目の問題を訂正するには、立ち上げ JCL を
調べて、「SIT=」指定変更が正しいことを確認してください。
システム初期設定パラメーターのコーディングについての詳細
は、「CICS System Definition Guide」を参照してください。
さらに、ライブラリー検索順序を調べて、はぐれた SIT (知ら
ないうちに存在する可能性がある) を除去してあるか、または
名前を変更してあることを確認してください。
モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1108 applid DFHSITxx HAS BEEN LOADED.
(GENERATED AT MM/DD= mm/dd
HH/MM= hh/mm).

説明: これは、CICS 初期設定時に表示される通知メッセージ
です。これは、ロードされたシステム初期設定テーブルが生成
された日時を表示します。
v xx は、使用される SIT の接尾部です。

v mm/dd は、その SIT が生成された日付 (月日) です。

v hh/mm は、その SIT が生成された時刻 (24 時間表示の時と

分) です。

システムの処置: CICS の初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1901 applid modname COULD NOT BE FOUND.

CICS IS TERMINATED.

説明: DFHPASYL または DFHPAIO のいずれかのロードを

試みている間に、エラーが発生しました。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー

の applid にアクセスできない場合があります。 このような状

況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ

ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
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システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: ロードに失敗したモジュールの問題を訂正し

てください。

例えば、モジュール modname が、CICS により使用されるプ

ログラム・ライブラリーの中に実際に存在するかどうかを調べ

てください。 JCL を調べて、正しい名前、正しいライブラリ

ー、およびライブラリー内の正しいメンバーが使用されている

ことを確認してください。

モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1902 applid UNABLE TO OPEN SYSIPT DATA

SET. CICS IS TERMINATED.

説明: SYSIPT データ・セットのオープンを試みている間に、

エラーが発生しました。 これは、SYSIPT データ・セットが存

在しない場合に発生します。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー

の applid にアクセスできない場合があります。 このような状

況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ

ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: SYSIPT データ・セットが存在しており、し

かもそれが正しいことを確認してください。

モジュール: DFHPAIO
宛先: コンソール

DFHPA1903 applid ERROR WHILE READING FROM

SYSIPT DATA SET. CICS IS

TERMINATED.

説明: SYSIPT データ・セットからのレコードの読み取りを試

みている間に、エラーが発生しました。 これは、SYSIPT デー

タ・セットが破壊されたか、または正しく定義されていない場

合 (例えば、論理レコード長 LRECL が 80 で定義されていな

い場合) に、発生する可能性があります。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー

の applid にアクセスできない場合があります。 このような状

況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ

ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: SYSIPT データ・セットの問題を訂正してく

ださい。

モジュール: DFHPAIO
宛先: コンソール

DFHPA1907 applid SIT DATA data IS INVALID FOR

KEYWORD keyword. KEYWORD IS

IGNORED.

説明: このメッセージは、SIT のキーワードまたは SIT 指定

変更値のいずれかについて指定されたデータが無効である場

合、しかも PARMERR=IGNORE オプションを SIT 内に、も

しくは指定変更値として指定している場合に表示されます。

v keyword は、その値がエラーになっているキーワードのこと

です。

v data は無効なデータのことです。

システムの処置: このキーワードは無視されます。 CICS
は、エラーになっているキーワードを使用しないで初期設定を

試みます。

ユーザーの処置: CICS の再始動を行う前に、SIT 内または

CICS 入力 JCL 内のいずれかに指定されているキーワードにつ

いて有効な値を指定して、エラーを訂正してください。 この実

行方法については、「CICS System Definition Guide」を参照し

てください。

モジュール: DFHPAGP
宛先: コンソール

DFHPA1908 applid SIT DATA data IS INVALID FOR

KEYWORD keyword. CICS IS

TERMINATED.

説明: このメッセージは、SIT のキーワードまたは SIT 指定

変更値のいずれかについて指定されたデータが無効である場

合、そして PARMERR=ABEND オプションを SIT 内に、も

しくは指定変更値として指定している場合に表示されます。

v keyword は、その値がエラーになっているキーワードのこと

です。

v data は無効なデータのことです。

このメッセージは、キーワード MCT 用のデータがエラーにな

っている場合にのみ出されます。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: CICS の再始動を行う前に、SIT 内または

CICS 入力 JCL 内のいずれかに指定されているキーワードにつ

いて有効な値を指定して、エラーを訂正してください。 この実

行方法については、「CICS System Definition Guide」を参照し

てください。

モジュール: DFHPAGP
宛先: コンソール

DFHPA1909 applid SIT DATA data IS INVALID FOR

KEYWORD keyword. RESPECIFY

KEYWORD AND DATA.

説明: このメッセージは、SIT のキーワードまたは SIT 指定

変更値のいずれかについて指定されたデータが無効である場

合、そして PARMERR=INTERACT オプションを SIT 内に、

もしくは指定変更値として指定している場合に出されます。 メ

ッセージには、以下の情報が挿入されます。

v keyword は、その値がエラーになっているキーワードのこと

です。

v data は無効なデータのことです。

注: PARMERR=INTERACT は、無効なキーワード・データの

ためのデフォルトの処置です。

システムの処置: CICS は、オペレーターがコンソール上で訂

正済みキーワードおよびデータを指定変更値として入力するの

を待ってから、この指定変更値の分析を行います。

ユーザーの処置: 訂正済み SIT キーワードおよびデータをコ

ンソール上で入力するか、または「.END」を入力してバイパス

するか、または単にブランク行を入力してください。この実行

方法については、「CICS System Definition Guide」を参照して

ください。

モジュール: DFHPAGP
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宛先: コンソール

DFHPA1910 applid SIT OVERRIDE keyword IS NOT
RECOGNIZED. OVERRIDE IS IGNORED.
(MODULE modname).

説明: このメッセージは、入力指定変更パラメーター・ストリ
ームに指定されているキーワードが無効で、しかも
PARMERR=IGNORE オプションを SIT 内に、もしくは指定
変更値として指定している場合に出されます。 挿入部 keyword
は無効なキーワードのことです。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: キーワードが無視され、CICS はエラーのキ
ーワードを使用しないで初期設定を試みます。
ユーザーの処置: 指定されたキーワードが正しいことを確認
し、CICS の次の初期設定を行う前に、訂正したキーワードで
CICS 入力 JCL を更新してください。
モジュール: DFHPADM、DFHPAGP
宛先: コンソール

DFHPA1911 applid SIT OVERRIDE keyword IS NOT
RECOGNIZED. CICS IS TERMINATED.

説明: このメッセージは、入力指定変更パラメーター・ストリ
ームに指定されているキーワードが無効で、しかも
PARMERR=ABEND オプションを SIT 内に、もしくは指定変
更値として指定している場合に表示されます。 挿入部 keyword
は無効なキーワードのことです。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: CICS は異常終了します。
ユーザーの処置: SIT 指定変更値内に有効なキーワードを指定
することによりエラーを訂正して、CICS を再始動してくださ
い。 この実行方法については、「CICS System Definition
Guide」を参照してください。
モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1912 applid SIT OVERRIDE keyword IS NOT
RECOGNIZED. SPECIFY CORRECT SIT
OVERRIDE.

説明: このメッセージは、入力指定変更パラメーター・ストリ
ームに指定されているキーワードが無効で、しかも
PARMERR=INTERACT オプションを SIT 内に、もしくは指
定変更値として指定している場合に出されます。 挿入部
keyword は無効なキーワードのことです。
PARMERR=INTERACT は、無効な SIT 指定変更値のための
デフォルトの処置であることに注意してください。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: CICS は、オペレーターがコンソール上で訂

正済み指定変更値を入力するのを待ってから、この指定変更値
の分析を行います。
ユーザーの処置: 訂正済み SIT 指定変更値をコンソール上で
入力するか、または「.END」を入力してバイパスするか、また
は単にブランク行を入力してください。
モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1913 applid INVALID DATA HAS BEEN
DETECTED FOR SIT OVERRIDE keyword
BY MODULE modname. OVERRIDE IS
IGNORED.

説明: このメッセージは、次のような状態の場合に出されま
す。
v SIT 指定変更のために与えられたデータが構文上無効であ

り、かつ PARMERR=IGNORE システム初期設定パラメー

ターが指定されている場合。 挿入部 keyword は、その値が

エラーになっているキーワードを示します。

v PARMERR=INTERACT が指定されているが、ユーザーが

前の無効な SIT キーワードまたは値を訂正しようと試みて

いる場合に、無効なデータへの応答として。この場合には、

メッセージ DFHPA1912 またはメッセージ DFHPA1915 が

このメッセージの次に表示され、最初に出されたエラーに対

する訂正を入力するよう催促します。

v 無効なデータが、コンソールから入力できない (そのため、

コンソールとの対話で訂正することができない) キーワード

に関して PARM または SYSIPT で渡されたとき、

PARMERR=INTERACT が指定されている場合。 これは通

常、セキュリティー・キーワードに当てはまります。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー

の applid にアクセスできない場合があります。 このような状

況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ

ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。

システムの処置: キーワードが無視され、CICS はエラーのキ

ーワードを使用しないで初期設定を試みます。

ユーザーの処置: 指定された値が正しいことを確認し、CICS
の次の初期設定を行う前に、訂正したキーワードで CICS 入力

JCL を更新してください。

モジュール: DFHPADM、DFHPAGP
宛先: コンソール

DFHPA1914 applid INVALID DATA HAS BEEN
DETECTED FOR SIT OVERRIDE keyword.
CICS IS TERMINATED.

説明: このメッセージは、SIT 指定変更値のために指定された
データが構文上無効で、しかも PARMERR=ABEND オプショ
ンを SIT 内に、もしくは指定変更値として指定している場合に
表示されます。

挿入部 keyword は、その値がエラーになっているキーワードを
示します。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: CICS は異常終了します。
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ユーザーの処置: SIT 指定変更値内に有効なキーワードの値を
指定することによりエラーを訂正して、CICS を再始動してく
ださい。 この実行方法については、「CICS System Definition
Guide」を参照してください。
モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1915 applid INVALID DATA HAS BEEN
DETECTED FOR SIT OVERRIDE keyword.
RESPECIFY THE OVERRIDE.

説明: このメッセージは、SIT 指定変更のために指定されたデ
ータが構文上無効であるか、または 2 ギガバイト以上の数値で
ある場合に表示されます。 これは、PARMERR=INTERACT
オプションが SIT 内に、または指定変更として指定されている
場合にのみ表示されます。

挿入部 keyword は、その値がエラーになっているキーワードを
示します。

注: PARMERR=INTERACT は、無効な SIT 指定変更値のた

めのデフォルトの処置です。

システムの処置: CICS は、オペレーターがコンソール上で訂

正済み指定変更値を入力するのを待ってから、この指定変更値

の分析を行います。

ユーザーの処置: 訂正済み SIT 指定変更値をコンソール上で

入力するか、または「.END」を入力してバイパスするか、また

は単にブランク行を入力してください。

モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1916 applid SIT OVERRIDE DATA data IS OUT

OF RANGE FOR KEYWORD keyword.

OVERRIDE IS IGNORED.

説明: このメッセージは、SIT 指定変更値に与えられたデータ

が有効な範囲外で、しかも PARMERR=IGNORE オプション

を SIT 内に、もしくは指定変更値として指定している場合に表

示されます。

v keyword は、その値がエラーになっているキーワードのこと

です。

v data は無効なデータのことです。

システムの処置: このキーワードは無視されます。 CICS
は、エラーになっているキーワードを使用しないで初期設定を

試みます。

ユーザーの処置: 指定された値が正しいことを確認し、CICS
の次の初期設定を行う前に、訂正したキーワードで CICS 入力

JCL を更新してください。

モジュール: DFHPAGP
宛先: コンソール

DFHPA1917 applid SIT OVERRIDE DATA data IS OUT

OF RANGE FOR KEYWORD keyword. CICS

IS TERMINATED.

説明: このメッセージは、SIT 指定変更値に指定されたデータ

が有効な範囲外で、しかも PARMERR=ABEND オプションを

SIT 内に、もしくは指定変更値として指定している場合に表示

されます。

v keyword は、その値がエラーになっているキーワードのこと

です。

v data は無効なデータのことです。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: SIT 指定変更値内に有効なキーワードの値を

指定することによりエラーを訂正して、CICS を再始動してく

ださい。 この実行方法については、「CICS System Definition

Guide」を参照してください。

モジュール: DFHPAGP
宛先: コンソール

DFHPA1918 applid SIT OVERRIDE DATA data IS OUT

OF RANGE FOR KEYWORD keyword.

RESPECIFY THE OVERRIDE.

説明: このメッセージは、SIT 指定変更値に指定されたデータ

が有効な範囲外で、しかも PARMERR=INTERACT オプショ

ンを SIT 内に、もしくは指定変更値として指定している場合に

表示されます。

v keyword は、データがエラーになっているキーワードのこと

です。

v data は無効なデータのことです。

注: PARMERR=INTERACT は、無効な SIT 指定変更値のため

のデフォルトの処置です。

システムの処置: CICS は、オペレーターがコンソール上で訂

正済み指定変更値を入力するのを待ってから、この指定変更値

の分析を行います。

ユーザーの処置: 訂正済み SIT 指定変更値をコンソール上で

入力するか、または「.END」を入力してバイパスするか、また

は単にブランク行を入力してください。

モジュール: DFHPAGP
宛先: コンソール

DFHPA1919I applid SPECIFIED DATA IS INCORRECT.

ALL SUBSEQUENT OVERRIDES ON THIS

LINE IGNORED.

説明: キーワードの無効値が、メッセージ DFHPA1912 また

はメッセージ DFHPA1915 が出された後で入力されました。

CICS は、無効な値に続く指定変更値を分析することができま

せん。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー

の applid にアクセスできない場合があります。 このような状

況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ

ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。

システムの処置: CICS は、メッセージ DFHPA1912 または

メッセージ DFHPA1915 を使用して、引き続き訂正済み指定

変更値を入力するよう催促します。

ユーザーの処置: 訂正済みの SIT 指定変更値を入力し、デー

タがそのキーワードの有効範囲内にあることを確認してくださ

い。

このメッセージは、システム初期設定パラメーター

MSGLVL=0 で抑止することはできません。

モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール
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DFHPA1920I applid SIT KEYWORD keyword AND ALL

SUBSEQUENT OVERRIDES ON THIS

LINE IGNORED.

説明: メッセージ DFHPA1912 またはメッセージ

DFHPA1915 に応答して、無効なキーワードが入力されまし

た。 CICS は、無効な値に続く指定変更値を分析することがで

きません。

挿入部 keyword は無効なキーワードのことです。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー

の applid にアクセスできない場合があります。 このような状

況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ

ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。

システムの処置: CICS は、メッセージ DFHPA1912 または

メッセージ DFHPA1915 を使用して、引き続き訂正済みキー

ワードを入力するよう催促します。

ユーザーの処置: 訂正済みの SIT 指定変更値を入力してくだ

さい。その際、キーワードが有効であることを確認してくださ

い。

この実行方法については、「CICS System Definition Guide」を

参照してください。

このメッセージは、SIT パラメーター MSGLVL=0 で抑止する

ことができません。

モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1921 applid PLEASE SPECIFY THE REQUIRED

SIT SUFFIX, OR SPECIFY

'NONE'(UNSUFFIXED).

説明: システム初期設定テーブル (SIT) は、CICS が初期設定

を行うために必要な情報を保持しています。 これは、事前初期

設定時にロードされます。 ユーザーは 1 文字または 2 文字の

接尾部を指定して、どちらの SIT をロードするかを識別しま

す。 接尾部なしのデフォルト SIT を使用するには、

「SIT=NO」と応答します。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー

の applid にアクセスできない場合があります。 このような状

況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ

ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。

システムの処置: システムは、指定された SIT (見つけられた

場合) をロードし、使用します。 それ以外の場合には、ユーザ

ーは有効な接尾部を入力するよう催促されます。

ユーザーの処置: このメッセージに応答して「SIT=xx」を入力

してください。ここで、xx は使用される SIT 接尾部を表して

います。(「NO」の接尾部により、接尾部なしの SIT をシステ

ムにロードさせます。)
モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1922I applid SPECIAL KEYWORD keyword HAS

BEEN REPEATED AND IS IGNORED.

説明: 2 つの特殊なキーワードがあり、それぞれに省略形があ

ります。 最初のキーワードは SYSIPT で、省略形は SI で

す。 2 番目のキーワードは CONSOLE で、省略形は CN で

す。 これらのキーワードは、SYSIPT データ・ストリームおよ

びコンソールからそれぞれ SIT 指定変更値を読み取るように

CICS に対して指示します。

システムは、これらのキーワードの 1 つに重複を見つけまし

た。 JCL を修正する必要があります。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー

の applid にアクセスできない場合があります。 このような状

況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ

ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。

システムの処置: システム初期設定を続行します。

ユーザーの処置: 指定された特殊なキーワードの 2 番目のも

のを削除することにより、JCL を訂正してください (CICS シ

ステム初期設定パラメーターのコーディングについての詳細

は、「CICS System Definition Guide」を参照してください。)

このメッセージは、システム初期設定パラメーター

MSGLVL=0 で抑止することはできません。

モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1923I applid SPECIAL KEYWORD keyword HAS

BEEN DEFINED OUT OF CONTEXT.

説明: 2 つの特殊なキーワードがあり、それぞれに省略形があ

ります。 最初のキーワードは SYSIPT で、省略形は SI で

す。 2 番目のキーワードは CONSOLE で、省略形は CN で

す。 これらのキーワードは、SYSIPT データ・ストリームおよ

びコンソールからそれぞれ SIT 指定変更値を読み取るように

CICS に対して指示します。

SYSIPT は、SYSIPT データ・ストリームまたはコンソールの

いずれからも指定することができません。 CONSOLE は、コ

ンソールから指定することができません。

システムが、上記で説明した状態のいずれかにある指定キーワ

ード keyword を検出しました。したがって、JCL は修正する

必要があります。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー

の applid にアクセスできない場合があります。 このような状

況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ

ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。

システムの処置: システム初期設定を続行します。

ユーザーの処置: 指定されている特殊キーワードを除去するこ

とにより JCL を訂正してください。(CICS システム初期設定

パラメーターのコーディングについての詳細は、「CICS

System Definition Guide」を参照してください。)

このメッセージは、システム初期設定パラメーター

MSGLVL=0 で抑止することはできません。

モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1920I • DFHPA1923I
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DFHPA1924I applid INITIALIZATION PARAMETER
parm1 EXCEEDS parm2. BOTH ARE
DEFAULTED. (MODULE modname).

説明: 次の 2 つの状態のうちのいずれかが起きました。
v パラメーター parm1 が、指定変更により、パラメーター

parm2 より大きく設定された。

v パラメーター parm1 は、SIT マクロで、ある特定レベルに

設定されたが、パラメーター parm2 は、パラメーター

parm1 より小さくなるよう指定変更で変更された。

いずれの場合も、この条件は無効です。したがって、デフォル

ト値が両方のパラメーターに適用されます。

システムの処置: 両方のパラメーターがそれぞれのデフォルト

値に設定され、システム初期設定が続行されます。

ユーザーの処置: CICS の次の立ち上げのために parm2 が

parm1 よりも大きくなるように、システム初期設定パラメータ

ーを変更してください。 (システム初期設定パラメーターのコ

ーディングについての詳細は、「CICS System Definition

Guide」を参照してください。)

CICS 初期設定は、デフォルト値で続行されます。 その後、ユ

ーザーは、CICS 提供のトランザクションを使用してデフォル

ト値を変更することができます。

このメッセージは、システム初期設定パラメーター

MSGLVL=0 で抑止することはできません。

モジュール: DFHPADM、DFHPAGP
宛先: コンソール

DFHPA1926 applid A MISSING DELIMITER HAS BEEN
DETECTED FOR OVERRIDE keyword
(MODULE modname).

説明: SIT 指定変更値 keyword に与えられたデータが、正し
く区切られていませんでした。
システムの処置: CICS は異常終了します。
ユーザーの処置: SYSIPT データ・セットのデータにオープン
またはクローズの区切り文字を入力することによって、デー
タ・セット内の指定済み指定変更値を訂正してください。

CICS を再始動してください。

キーワード keyword の必須区切り文字については、「CICS
System Definition Guide」を参照してください。
モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1927 applid text
説明: このメッセージは、CICS 初期設定中に表示され、
DFHSIT マクロにコーディングされたシステム初期設定パラメ
ーターを指定変更するパラメーターを示します。このメッセー
ジがメッセージ DFHPA1100 の後に出される場合、text は、
JCL EXEC ステートメントからの PARM パラメーターの内容
を示します。 このメッセージがメッセージ DFHPA1102 の後
に出される場合、text は、SYSIPT データ・セットから読み取
られたレコードの内容を示します。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。

システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPAIO
宛先: コンソール

DFHPA1928 applid IF XRF=YES, THE GENERIC AND
SPECIFIC APPLIDS MUST BE
DIFFERENT. CICS IS TERMINATED.

説明: XRF CICS システムでは、総称 applid および特定の
applid を定義する必要があります。これらは固有なものでなけ
ればなりません。

このメッセージは、これらの両方の applid (SIT 指定変更値と
して定義されている) が XRF 環境内で同一であることがわか
った場合に表示され、CICS は終了します。

このメッセージは、総称 applid のみが定義された場合にも表示
されます。
システムの処置: CICS は異常終了します。
ユーザーの処置: 総称および特定の applid の両方を SIT 指定
変更値として定義することにより、エラーを訂正してくださ
い。 これらが固有であることを確認してください。 これを行
う方法についての詳細は、「CICS System Definition Guide」を
参照してください。
モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1930 applid CSDFRLOG=nn HAS BEEN
IGNORED AS CSDRECOV=ALL HAS
NOT BEEN SPECIFIED.

説明: 順方向リカバリー・ログ値を CSDFRLOG キーワード
に指定した場合、CSDRECOV キーワードには値 ALL を指定
する必要があります。 しかし、指定変更パラメーター・ストリ
ームが SIT 値を指定変更したために、この要件が満たされませ
んでした。
システムの処置: 初期設定の続行を可能にするために、
CSDFRLOG 値は無視されました。 CSDFRLOG が無視された
ために、入力 JCL に定義してある CICS CSD は順方向リカバ
リー・ロギングに関して適格ではありません。
ユーザーの処置: 次の CICS の初期設定を行う前に、
CSDFRLOG キーワードおよび CSDRECOV キーワードに正し
い値を与えて CICS 入力 JCL を更新してください。
モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1931 applid keyword IS A SECURITY KEYWORD
AND CANNOT BE ENTERED AT THE
CONSOLE. THE KEYWORD IS IGNORED.

説明: SIT 指定変更値がコンソールから入力されましたが、こ
れは一連のセキュリティー・システム初期設定パラメーターの
メンバーであると思われます。 セキュリティー・システム初期
設定パラメーターは、コンソールからは入力できません。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ
ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: CICS はセキュリティー SIT 指定変更値を
無視し、初期設定が続行されます。
ユーザーの処置: CICS 入力 JCL を更新して、次の CICS の

DFHPA1924I • DFHPA1931

246 z/VSE V6R2 メッセージおよびコード 第 3 巻



初期設定の前に、セキュリティー・キーワードが SIT、SYSIPT
または PARM に含まれるようにしてください。
モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1932 applid A PSDINT VALUE GREATER THAN
ZERO WAS SPECIFIED WITH XRF=YES.
PSDINT HAS BEEN RESET TO 0.

説明: オプションの対立が検出されました。 ユーザーは、
PSDINT システム初期設定パラメーターに非ゼロ値を指定し
て、持続セッション・サポートを要求しました。 このパラメー
ターは、持続セッションの遅延間隔を設定するために使用され
ます。しかし、ユーザーは XRF=YES を指定することによっ
て、XRF サポートも要求しました。 持続セッション・サポー
トと XRF は、同時に指定することはできません。
システムの処置: PSDINT 値はデフォルトとして 0 をとりま
す。 CICS は XRF サポートで続行を試みます。
ユーザーの処置: 次回の CICS の初期設定を行う前に、
PSDINT=0 または XRF=NO のいずれかになるようにシステム
初期設定パラメーターを変更してください。詳細については、
「CICS System Definition Guide」を参照してください。
モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1935 applid keyword IS A SECURITY KEYWORD.
THIS KEYWORD AND ALL
SUBSEQUENT KEYWORDS ON THIS
LINE ARE IGNORED.

説明: SIT 指定変更値がコンソールから入力されましたが、こ
れは一連のセキュリティー・システム初期設定パラメーターの
メンバーであると思われます。 セキュリティー・システム初期
設定パラメーターは、コンソールからは入力できません。
CICS は、セキュリティー・キーワードに続く指定変更値を分
析することができません。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー
の applid にアクセスできない場合があります。 このような状
況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ

ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。
システムの処置: CICS は、セキュリティー SIT 指定変更
値、およびこれ以降この行に入力されるすべての指定変更値を
無視します。 初期設定を続行します。
ユーザーの処置: CICS 入力 JCL を更新して、次の CICS の
初期設定の前に、セキュリティー・キーワードが SIT、SYSIPT
または PARM に含まれるようにしてください。
モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPA1940 applid WRONG VERSION OF CICS SVC
MODULE DFHCSVC IN SVA.

説明: CICS は、CICS SVC モジュール DFHCSVC を妥当性
検査しましたが、それは CICS のこのリリースには正しくない
バージョンです。 CICS は、正しいバージョンの DFHCSVC
がないと機能できません。
システムの処置: CICS は異常終了します。
ユーザーの処置: DFHCSVC の正しいバージョンを SVA に
インストールすることでエラーを訂正してから、CICS を再始
動してください。 この実行方法については、「CICS System
Definition Guide」を参照してください。
モジュール: DFHPAGP
宛先: コンソール

DFHPA1945 applid sitname MUST BE LINK-EDITED
WITHOUT THE SVA OPTION. CICS IS
TERMINATED.

説明: システム初期設定テーブル sitname は、SVA オプショ
ンが指定されてリンク・エディットされました。このオプショ
ンは、CICS がそれを読取専用ストレージにロードすることを
意味します。
システムの処置: CICS 初期設定は終了します。
ユーザーの処置: SVA オプションを指定しないで、システム
初期設定テーブルをもう一度連係する必要があります。
モジュール: DFHPADM
宛先: コンソール

DFHPCxxxx メッセージ

DFHPC0401 applid Abend abcode issued by yyy task.
説明: CICS が、CICS トランザクション異常終了コード
abcode を出して異常終了しました。yyy は、例えば TCP (端末
管理) のように、タスクを識別するものです。

タスクの異常終了が、システム・タスクに対して要求されまし
た。 システム・ダンプが作成され、CICS は異常終了します。
システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。
ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、異常終了 abcode
の説明を参照してください。
モジュール: DFHABAB

XMEOUT パラメーター: applid、abcode、yyy
宛先: コンソール

DFHPC0402 applid Error with kernel error code errorcode
has occurred while processing transaction
abend abcode in transaction tranid

説明: トランザクション異常終了の処理中に、プログラム・チ

ェック、異常終了、ループ、または 2 番目のトランザクション
異常終了が起こり、CICS は最初のトランザクション異常終了
を完了することができません。
システムの処置: CICS 処理は終了します。
ユーザーの処置: これは、CICS 内部処理における重大エラー
です。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手
順については、「CICS System Definition Guide」の第 4 部を
参照してください。
モジュール: DFHABAB

XMEOUT パラメーター: applid、errorcode、abcode、tranid
宛先: コンソール

DFHPC0405 applid Abend abcode2 has been issued while
processing abend abcode1 for the same task,
transaction tranid.

説明: トランザクション tranid が異常終了コード abcode1 を
出して異常終了しました。 CICS がトランザクション tranid
をバックアウトしているときに、別の異常終了 (すなわち、
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abcode2) が起こりました。 そのため、CICS は、先に起こった
異常終了 abcode を正しく処理できませんでした。
システムの処置: ダンプが作成され、CICS は終了します。
ユーザーの処置: 異常終了 abcode1 が起こった原因を調べてく
ださい。 CICS 異常終了処理内のエラーが原因となっている可
能性もあります。
モジュール: DFHABAB

XMEOUT パラメーター: applid、abcode2、abcode1、tranid
宛先: コンソール

DFHPC0408 applid Abend abcode has been issued during
post commit processing, transaction tranid.

説明: トランザクション tranid のコミット後の処理中に、ト
ランザクションが異常終了 abcode を出しました。 トランザク
ションのコミット後の処理中に異常終了が起きたということ
は、リソース・マネージャーが同期点処理を正しく行えず、そ
のためデータの整合性が不確かであるということを意味しま
す。
システムの処置: システム・ダンプが作成され、CICS は異常
終了します。
ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、異常終了 abcode
の説明を参照してください。
モジュール: DFHABAB

XMEOUT パラメーター: applid、abcode、tranid
宛先: コンソール

DFHPC0409 applid Abends abcode2 and abcode3 have
been issued while processing abend abcode1
for the same task, transaction tranid.

説明: タスクは異常終了し、異常終了コード abcode1 が出され
ました。 この異常終了の処理中に、そのタスクは異常終了コー
ド abcode2 および abcode3 の順序で (CICS コードで) さらに
2 回異常終了しました。 永続異常終了ループに入っている可能
性があります。
システムの処置: システム・ダンプが作成され、CICS は異常
終了します。
ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、異常終了 abcode1
の説明を参照してください。 この問題を解決するには、IBM
の支援が必要な場合があります。 手順については、「CICS
System Definition Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHABAB

XMEOUT パラメーター: applid、abcode2、abcode3、abcode1、
tranid
宛先: コンソール

DFHPDxxxx メッセージ

DFHPD0101 Pointer to xxxxxxxx at offset X'offset' is
invalid.

説明: タイプ xxxxxxxx のブロック (そのアドレスは、形式設
定されたばかりのブロックのオフセット offset である) を指す
ポインターが無効です。
システムの処置: ダンプの形式設定は、エラーの影響を受けた
すべてのセクションをスキップした後で続行されます。
ユーザーの処置: 要求された区域を指すポインターが破壊され
ているか、ポインターが初期化されていなかったか、またはア
ドレスは有効でもその区域がダンプに存在しなかったかのいず
れかです。後者では、この区域が問題を診断する上で不可欠で
ある場合には、欠落した区域を含む新規のダンプを得る必要が
あります。

ストレージがダンプ内に存在し、ポインターがそのアドレスで
初期設定されているが、ストレージが CICS コードによって参
照されていないということもあります。 ダンプ内のこのアドレ
スのストレージをブラウズして、この点を検査することができ
ます。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0102 Pointer to xxxxxxxx at offset X'offset' is zero.
説明: タイプ xxxxxxxx のブロック (そのアドレスは、形式設
定されたばかりのブロック内のオフセット offset である) を指
すポインターがゼロです。
システムの処置: ダンプの形式設定は、エラーの影響を受けた
すべてのセクションをスキップした後で続行されます。
ユーザーの処置: この区域は破壊されているか、もしくは正し
く設定されていません。 ゼロ値が有効である可能性もありま
す。 これはダンプ収集の環境やタイミングによります。例え
ば、ゼロ値はブロックが初期設定される前には有効です。
モジュール: DFHPD430

宛先: SYSLST

DFHPD0103 xxxxxxxx address X'address' is invalid.
説明: タイプ xxxxxxxx のブロックのアドレス address が無効
です。
システムの処置: ダンプの形式設定は、エラーの影響を受けた
すべてのセクションをスキップした後で続行されます。
ユーザーの処置: 要求された区域を指すポインターが破壊され
ているか、ポインターが初期化されていなかったか、またはア
ドレスは有効でもその区域がダンプに存在しなかったかのいず
れかです。後者では、この区域が問題を診断する上で不可欠で
ある場合には、欠落した区域を含む新規のダンプを得る必要が
あります。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0104 Address of xxxxxxxx is zero.
説明: タイプ xxxxxxxx のブロックのアドレスがゼロです。
システムの処置: ダンプの形式設定は、エラーの影響を受けた
すべてのセクションをスキップした後で続行されます。
ユーザーの処置: この区域は破壊されているか、もしくは正し
く設定されていません。 ゼロ値が有効である可能性もありま
す。 これはダンプ収集の環境やタイミングによります。例え
ば、ゼロ値はブロックが初期設定される前には有効です。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0105 A loop has been detected. xxxxxxxx at
address X'address' already encountered.

説明: 形式設定プログラムは、重複したアドレスがないかどう
かを調べることにより、破壊された制御ブロック連鎖によるル
ープが生じないようにします。 アドレス address のブロック
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xxxxxxxx がすでに検出され、すでに形式設定されていた可能性
があります。
システムの処置: ダンプの形式設定は、エラーの影響を受けた
すべてのセクションをスキップした後で続行されます。
ユーザーの処置: すでに処理されている同じタイプの制御ブロ
ックのチェーン・フィールドを調べてください。 それが原因で
はない場合、例えば、ブロックが初期設定される前にこれが起
きたときには、これはダンプ収集のタイミングによって問題が
引き起こされた可能性があります。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0106 An error has occurred while formatting
xxxxxxxx.

説明: タイプ xxxxxxxx のブロックの形式設定時にエラーが発
生しました。
システムの処置: ダンプの形式設定は、エラーの影響を受けた
すべてのセクションをスキップした後で続行されます。
ユーザーの処置: そのブロックのデータを形式設定していなか
った場合には、そのブロック・アドレスが無効だったことが考
えられます。 この場合には、メッセージ DFHPD0101 を参照
してください。

ブロックの一部が正常に形式設定されている場合には、制御ブ
ロックの長さが正しくないことが考えられます。 長さが上書き
されている場合があります。これが、問題に対する手掛かりに
なる可能性があります。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0107 Eyecatcher for xxxxxxxx at X'address' is
invalid.

説明: アドレス address のタイプ xxxxxxxx の制御ブロックの
目印フィールドの値が正しくありません。
システムの処置: ダンプの形式設定は、エラーの影響を受けた
すべてのセクションをスキップした後で続行されます。
ユーザーの処置: 目印が上書きされた理由または制御ブロック
が正しく設定されなかった理由を調べてください。 ストレージ
の上書きの問題を解決する方法についての詳細は、「CICS
Problem Determination Guide」を参照してください。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0108 Unable to start browse of xxxxxxxx.
説明: タイプ xxxxxxxx のテーブルのブラウズを開始しようと
したときに、エラーが発生しました。
システムの処置: ダンプの形式設定は、エラーの影響を受けた
すべてのセクションをスキップした後で続行されます。
ユーザーの処置: このエラーの原因は、テーブル・マネージャ
ー (TMP) の制御ブロックが無効であることが考えられます。
問題のテーブルの TMP 制御ブロックを検査してください。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0109 Unable to get next entry in xxxxxxxx table.
説明: タイプ xxxxxxxx のテーブルの次の項目にアクセスしよ
うとしたときに、エラーが発生しました。
システムの処置: ダンプの形式設定は、エラーの影響を受けた
すべてのセクションをスキップした後で続行されます。
ユーザーの処置: このエラーの原因は、テーブル・マネージャ
ー (TMP) の制御ブロックが無効であることが考えられます。
問題のテーブルの TMP 制御ブロックを検査してください。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0110 Unable to access data for xxxxxxxx
説明: 対話式問題制御システム (IPCS) サービス・ルーチン
ADPLMEMA が、ダンプ内の制御ブロック xxxxxxxx に関し
て要求されたデータを見つけることができませんでした。
システムの処置: ダンプの形式設定は、データがないことによ
って影響を受けたセクションをスキップした後で続行されま
す。
ユーザーの処置: 要求された区域を指すポインターが破壊され
ているか (そのこと自体が問題に対する手掛かりになるかもし
れません)、またはアドレスは有効でもその区域がダンプに存在
しなかったかのいずれかです。 後者では、この区域が問題を診
断する上で不可欠である場合には、欠落した区域を含む新規の
ダンプを得てください。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0111I Pointer to xxxxxxxx at offset X'offset' is zero.
説明: タイプ xxxxxxxx のブロック (そのアドレスは、形式設
定されたばかりのブロック内のオフセット offset である) を指
すポインターがゼロです。
システムの処置: ダンプの形式設定は、ゼロ・ポインターによ
り影響を受けたすべてのセクションをスキップした後で続行さ
れます。
ユーザーの処置: このメッセージは、ダンプがとられたときに
その区域がゼロだったことを示す通知メッセージです。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0112I Address of xxxxxxxx is zero.
説明: タイプ xxxxxxxx のブロックのアドレスがゼロです。
システムの処置: ダンプの形式設定は、ブロックによって影響
を受けたすべてのセクションをスキップした後で続行されま
す。
ユーザーの処置: このメッセージは、ダンプがとられたときに
その区域にアドレスが含まれていなかったことを示す通知メッ
セージです。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0113 This block has already been processed.
説明: 見出し行が印刷されたばかりのこのブロックが、ダンプ
のこのセクションですでに形式設定されていました。
システムの処置: このブロックはもう一度形式設定され、起こ
りうる制御ブロック・チェーン・ループによって影響を受ける
可能性のあるすべてのセクションはスキップされます。
ユーザーの処置: これまで処理された制御ブロック内のチェー
ン・フィールドを検査してください。 これが、問題に対する手
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掛かりになる可能性があります。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0114 Invalid keyword keyword
説明: CICS430 verb のキーワード keyword は無効です。
システムの処置: このキーワードは無視されます。
ユーザーの処置: キーワードを訂正して、再試行してくださ
い。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0115 CICS job not found.
説明: ダンプ形式設定プログラムは、CICS を見つけようとし
てダンプを探索しましたが、見つかりませんでした。
システムの処置: 形式設定は終了します。このメッセージの後
にメッセージ DFHPD0120 が続きます。
ユーザーの処置: ダンプが正しいものであること、ダンプに必
要なデータ域が含まれていることを確認してください。 CICS
初期設定時の非常に早い時期にダンプがとられた場合、ダンプ
を形式設定するダンプ形式設定プログラムのために初期設定さ
れた制御ブロックが十分にない可能性があります。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0117 An error has occurred while formatting
xxxxxxxx.

説明: タイプ xxxxxxxx のブロックの形式設定時にエラーが発
生しました。

次のいずれかです。 ユーザーがストレージを獲得しようとした
が、ストレージは参照されませんでした。 参照されないストレ
ージは、ダンプ内に存在することはできません。

または、ブロック・アドレスが無効です。

または、制御ブロックの長さが正しくありません。
システムの処置: ダンプの形式設定は、エラーの影響を受けた
すべてのセクションをスキップした後で続行されます。
ユーザーの処置: このブロックに対してデータが形式設定され
ていない場合には、このストレージが参照されていないか、ま
たはブロック・アドレスが無効です。 ブロック・アドレスが無
効だった場合には、メッセージ DFHPD0101 を参照してくだ
さい。

ブロックの一部が正常に形式設定されている場合には、制御ブ
ロックの長さが正しくないことが考えられます。 長さが上書き
されている場合があります。これが、問題に対する手掛かりに
なる可能性があります。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0119 Duplicate keyword keyword found. Value
value accepted

説明: DFHPD430 のキーワード keyword がすでに検出されて
います。
システムの処置: メッセージに指定された値 value は、キーワ
ード keyword に以前に指定されたすべての値を指定変更しま
す。 処理は、新しい値 value で続行されます。
ユーザーの処置: VSE Info/Analysis (INFOANA) の DATA

ステートメントで指定されている重複キーワードを除去してく
ださい。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0120 CICS dump analyzer exit is terminating.
説明: CICS 出口が終了中です。
システムの処置: 出口が、要求された機能を実行しないで
VSE Info/Analysis (INFOANA) に戻ります。 前に出された
メッセージには、この理由が示されています。
ユーザーの処置: どのような処置が必要かを判別するには、ダ
ンプ上のこのメッセージの直前のメッセージを参照してくださ
い。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0121I Formatting control blocks for job jobname
説明: これは、ダンプがとられた CICS システムのジョブ名
を示しています。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0122I End of dump for job jobname
説明: これは、CICS 印刷ダンプ出口からの出力の最後を示し
ます。
システムの処置: なし。 形式設定ジョブがちょうど完了した
ところです。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0123 A program check has occurred while
processing keyword keyword

説明: メッセージに示されているキーワードの処理時にプログ
ラム・チェックが起きました。
システムの処置: ダンプの形式設定は、エラーの影響を受けた
すべてのセクションをスキップした後で続行されます。

このメッセージの最大発生可能回数は、5 回であることに注意
してください。 6 度目のプログラム・チェックが発生した場
合、ダンプ形式設定プログラムは異常終了し、ユーザー異常終
了コード 212 が出されます。
ユーザーの処置: このメッセージが出されると、ダンプが作成
されます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0124 Storage violation detected at X'address'.
Leading SAA is invalid.

説明: アドレス X'address' のユーザー記憶素子の最初の 8 バ
イトのストレージ・アカウンティング域 (SAA) が無効である
ことがわかりました。しかし、後書き SAA は有効です。
システムの処置: ダンプの形式設定は、エラーの影響を受けた
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すべてのセクションをスキップした後で続行されます。
ユーザーの処置: ストレージが上書きされた理由または正しく
設定されなかった理由を調べてください。 ストレージの上書き
の問題を解決する方法についての詳細は、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0125 Storage violation detected at X'address'.
Trailing SAA is invalid.

説明: アドレス X'address' のユーザー記憶素子の最初の 8 バ
イトのストレージ・アカウンティング域 (SAA) が無効である
ことがわかりました。しかし、先行 SAA は有効です。
システムの処置: ダンプの形式設定は、エラーの影響を受けた
すべてのセクションをスキップした後で続行されます。
ユーザーの処置: ストレージが上書きされた理由または正しく
設定されなかった理由を調べてください。 ストレージの上書き
の問題を解決する方法についての詳細は、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0126 Storage violation detected at X'address'.
Leading and trailing SAAs are invalid.

説明: アドレス X'address' のユーザー記憶素子の最初と最後の
8 バイトのストレージ・アカウンティング域 (SAA) が無効で
す。
システムの処置: ダンプの形式設定は、エラーの影響を受けた
すべてのセクションをスキップした後で続行されます。
ユーザーの処置: ストレージが上書きされた理由または正しく
設定されなかった理由を調べてください。 ストレージの上書き
の問題を解決する方法についての詳細は、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0127 Storage violation detected at X'address'.
Leading and trailing SAAs differ.

説明: アドレス X'address' のユーザー記憶素子の最初と最後の
8 バイトにあるストレージ・アカウンティング域 (SAA) は有
効ですが、それらが一致しません。
システムの処置: ダンプの形式設定は、エラーの影響を受けた
すべてのセクションをスキップした後で続行されます。
ユーザーの処置: ストレージが上書きされた理由または正しく
設定されなかった理由を調べてください。 ストレージの上書き
の問題を解決する方法についての詳細は、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0128 Invalid data length X'length' specified for
address X'address'.

説明: オフライン・ユーティリティー DFHPD430 は、システ
ム・ダンプの形式設定を行っている間に、無効な長さ X'length'
のデータ・ブロックを求める要求を検出しました。
システムの処置: ダンプの形式設定は、通常、このエラーの影
響を受けたすべてのセクションをスキップした後で続行されま
す。

ユーザーの処置: このメッセージは、CICS コード内にエラー
がある可能性を示しています。 この問題を解決するには IBM
の支援が必要です。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0129 CICS Domain Anchor Blocks not found for
AFCB. Scan will continue.

説明: ダンプ・フォーマッターが TCB チェーン内の CICS ダ
ンプの検出を試みましたが、失敗しました。 スキャンは続行さ
れます。 これは、DFHPD430 が CICS ドメイン・アンカー・
ブロックのアドレスをカーネル・グローバル・ストレージ内に
見つけることができなかったためです。この原因としては、次
のものが考えられます。
v TCB チェーン上の誤った TCB をスキャンした。 スキャン

は続行されます。

v カーネル・グローバル・ストレージが上書きまたは解放さて

いる。

v ダンプが CICS 初期設定で早期にとられたため、カーネ

ル・グローバル・ストレージがまだ設定されていなかった。

システムの処置: このメッセージの後にメッセージ

DFHPD0120 が続くのは、重大な問題の場合のみです。

ユーザーの処置: 重大エラーである場合には、 元のエラーを

再現し、ダンプ・フォーマッターを再実行できる有効なシステ

ム・ダンプを作成してください。

問題が再発する場合には、IBM のサポートが必要になります。

ダンプ・フォーマッターからの sysprint 出力を集めて、関係

のあるすべてのメッセージを書き留めてください。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST

DFHPD0131 CICS job jobname is for CICS version

version1. CICS INFOANA exit is for CICS

version version2.

説明: ダンプ形式設定プログラムが処理しようとしている

CICS ジョブ jobname は、CICS バージョン version1 の下で実

行されましたが、INFOANA 出口プログラムは、CICS バージ

ョン version2 と一緒に配布されたプログラムでした。

システムの処置: ダンプ形式設定プログラムは終了します。

ユーザーの処置: CICS バージョン version1 用のダンプ形式設

定プログラムを使用して、その CICS ジョブのダンプ形式設定

を再試行してください。

モジュール: DFHPD430
宛先: SYSLST
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DFHPGxxxx メッセージ

DFHPG0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは、CICS コードにエラーの可
能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデータが
入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があります。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字の CICS コードから成りま
す。 VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) で
す。 VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3
つのハイフンで埋められます。CICS コードは、異常終了コー
ド、または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、
AKEA は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合は、呼び
出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM) によ
って CICS が終了させられる場合があります。このことを示す
メッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終了するかどう
か決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、CICS 英数字コードを、 557 ページの『第 2 章 トラン
ザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for
z/VSE)』で調べてください。これにより、例えば、エラーがプ
ログラム・チェック、異常終了、またはランナウェイであった
かがわかります。また、ユーザーの処置に関する何らかの手引
きが得られる場合があります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないと実行できない場
合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があ
ります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHPGAI、 DFHPGAQ、 DFHPGDD、
DFHPGDM、 DFHPGEX、 DFHPGHM、 DFHPGIS、
DFHPGLD、 DFHPGLK、 DFHPGLU、 DFHPGPG、
DFHPGRP、 DFHPGST、 DFHPGXM

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname

宛先: コンソール

DFHPG0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。
コード X'code' は、エラーが何であり、エラーがどこで検出さ
れたかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル
で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま
す。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合、CICS
を呼び出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM)
が終了させることができます。 このことを示すメッセージが出
されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS コードにエラーの可能性があ
ることを示しています。 その影響の重大度は、エラー発生時に
実行されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。 メッセージが出さ
れたのが 1 回であり、しかもモジュール modname が CICS
システムの実行に不可欠ではない場合には、実行を続行し、適
当な時間に CICS をダウンさせて問題を解決することもできま
す。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはモジュール
modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合
には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり
ます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHPGAI、 DFHPGAQ、 DFHPGDD、
DFHPGDM、 DFHPGEX、 DFHPGHM、 DFHPGIS、
DFHPGLD、 DFHPGLK、 DFHPGLU、 DFHPGPG、
DFHPGRP、 DFHPGST、 DFHPGXM

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHPG0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時
に実行されていた命令のオフセットです。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合は、呼び
出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM) によ
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って CICS が終了させられる場合があります。このことを示す
メッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS が終了しなかった場合は、CICS をダウンさせるほ
ど問題が重大かどうかを判断する必要があります。

一部の CICS 機能はプロセッサー時間を多く使用することがあ
るので、このメッセージは長時間実行機能が原因で出された可
能性があります。 したがって、これはエラーではない可能性が
あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設
定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で計測) で指定したラン
ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。
これは、メッセージ内のモジュール modname が終了し、CICS
が続行されることを意味します。

ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname がルー
プに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を終了す
るために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ
がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間
隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当
な時間に CICS をダウンさせる必要があります。ただし、
CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的
にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決しない場合は、IBM のサポ
ートが必要です。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHPGAI、 DFHPGAQ、 DFHPGDD、
DFHPGDM、 DFHPGEX、 DFHPGHM、 DFHPGIS、
DFHPGLD、 DFHPGLK、 DFHPGLU、 DFHPGPG、
DFHPGRP、 DFHPGST、 DFHPGXM

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname
宛先: コンソール

DFHPG0101 date time applid terminal userid tranid PPT
entry for progname has been added.

説明: これは、プログラム項目 progname が、CEDA
INSTALL または EXEC CICS CREATE コマンドを使用して
PPT に追加されたことを示す監査ログ・メッセージです。 各
部の説明は、以下のとおりです。
v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーの ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: システムは正常に続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHPGDD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、progname

宛先: CSPL

DFHPG0102 date time applid terminal userid tranid PPT

entry for progname has been deleted.

説明: これは、プログラム項目 progname が、CEMT または

EXEC CICS DISCARD コマンドを使用して PPT から削除さ

れたことを示す監査ログ・メッセージです。各部の説明は、以

下のとおりです。

v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーのユーザー ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: システムは正常に続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHPGDD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、progname

宛先: CSPL

DFHPG0103 date time applid terminal userid tranid PPT

entry for progname has been replaced.

説明: これは、プログラム項目 progname が、CEDA
INSTALL または EXEC CICS CREATE コマンドを使用して

PPT 内で置換されたことを示す監査ログ・メッセージです。

各部の説明は、以下のとおりです。

v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーの ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: システムは正常に続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHPGDD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、progname

宛先: CSPL

DFHPG0104 date time applid Program progname is defined
with DATALOCATION(ANY) but is
linkedited with AMODE(24).

説明: プログラム項目 progname がロードされました。 これ
は (RDO を使用して、またはプログラム自動インストールに
よって) DATALOCATION(ANY) で定義されていますが、
AMODE(24) でリンク・エディットされています。 SET オプ
ションを使用して EXEC CICS コマンドによりプログラムへ戻
されるアドレスは、16 MB 境界を超えるため AMODE(24) プ
ログラムによるアクセスができないことがあります。

この定義は、プログラムが AMODE(31) でリンク・エディッ
トされている別のプログラムへストレージを渡すことができる
ときに、受け入れられます。 「CICS Resource Definition
Guide」の DATALOCATION の説明を参照してください。

定義された後、このメッセージは、プログラムが初めてロード
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されるとき、リンクされるとき、または XCTL されるときに
出されます。
システムの処置: システムは正常に続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPGLD、DFHPGLE、DFHPGLK、
DFHPGLU、DFHPGPG、DFHPGXE、DFHPGEX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、progname
宛先: CSPL

DFHPG0201 date time applid terminal userid tranid Program
autoinstall exit urmname indicated that
program progname should not be added to
the PPT.

説明: リンク、XCTL、ロード、または出口処理の間にプログ
ラムの自動インストールが試みられましたが、自動インストー
ル出口は、プログラムがインストールできないことを示す戻り
コードを設定しました。 各部の説明は、以下のとおりです。
v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーの ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: 制御は、エラー応答とともに呼び出し側へ戻

されます。 EXEC コマンドの場合は、EIBRESP が

PGMIDERR に設定され、EIBRESP2 はエラーの原因を示すよ

うに設定されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHPGAI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、urmname、progname

宛先: CSPL

DFHPG0202 date time applid terminal userid tranid Program

autoinstall exit urmname has abended with

code abcode. The program autoinstall

function has been disabled.

説明: リンク、XCTL、ロード、または出口処理の間にプログ

ラムの自動インストールが試みられましたが、プログラム自動

インストール出口プログラムは、コード abcode で異常終了し

ました。 各部の説明は、以下のとおりです。

v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーのユーザー ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: 制御は、エラー応答とともに呼び出し側へ戻

されます。 EXEC コマンドの場合は、EIBRESP が

PGMIDERR に設定され、EIBRESP2 はエラーの原因を示すよ

うに設定されます。 自動インストール機能は使用不可になりま

す。

ユーザーの処置: プログラム自動インストールなしで処理を続

行するか、または自動インストール出口プログラムのエラーを

訂正し、CEMT SET AUTOINSTALL コマンドを使用して自動

インストール機能を再び使用可能にしてください。

モジュール: DFHPGAI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、urmname、abcode

宛先: CSPL

DFHPG0203 date time applid terminal userid tranid Program

autoinstall exit urmname failed, reason:

reason. The program autoinstall function has

been disabled.

説明: リンク、XCTL、ロード、または出口処理の間にプログ

ラムの自動インストールが試みられましたが、プログラム自動

インストール出口プログラムが正しく定義されていないか、ま

たはロード・ライブラリーに見つかりません。 各部の説明は、

以下のとおりです。

v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーの ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

v reason は次のいずれかです。

– Program not defined (プログラムが定義されていない)
– Program not enabled (プログラムが使用可能でない)
– Program not loadable (プログラムがロード可能でない)
– Remote program (リモート・プログラム)
– AMODE error (AMODE エラー)
– Invalid COMMAREA (COMMAREA が無効)
– Recursion in autoinstall exit (自動インストール出口に

おける再帰)
システムの処置: 制御は、エラー応答とともに呼び出し側へ戻

されます。 EXEC CICS コマンドの場合は、EIBRESP が

PGMIDERR に設定され、EIBRESP2 はエラーの原因を示すよ

うに設定されます。自動インストール機能は使用不可になりま

す。

ユーザーの処置: プログラム自動インストールなしで処理を続

行するか、または問題を訂正し、CEMT トランザクションまた

は SPI コマンドを使用して自動インストール機能を再び使用可

能にしてください。 次のように適切な処置をとって問題を訂正

してください。

Program not defined (プログラムが定義されていない)

自動インストール出口プログラムをインストールして

ください。

Program not enabled (プログラムが使用可能でない)

自動インストール出口プログラムの状況をリセットし

てください。

Program not loadable (プログラムがロード可能でない)

自動インストール出口プログラムがロード・ライブラ

リーにあることを確認してください。

Remote program (リモート・プログラム)

自動インストール出口プログラムがローカル・プログ

ラムとして定義されていることを確認してください。

AMODE error (AMODE エラー)

自動インストール出口プログラムが AMODE 31 で

あることを確認してください。
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Invalid COMMAREA (COMMAREA が無効)

プログラム自動インストール出口プログラムが

COMMAREA を別のプログラムに渡す場合に、

COMMAREA が正しく渡されることを確認してくだ

さい。

Recursion in autoinstall exit

自動インストール・ユーザー置き換え可能モジュール

が、定義されていない別のプログラムのリンク、

XCTL、またはロードを試みました。 自動インスト

ールは自動インストール出口では試みることはできま

せん。 参照先のプログラムが、RDO を使用して定

義されていることを確認してください。

モジュール: DFHPGAI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、urmname、reason

宛先: CSPL

DFHPG0204 date time applid terminal userid tranid

Autoinstall for program progname failed.

Program autoinstall model modelname is not

defined.

説明: リンク、XCTL、ロード、または出口処理の間にプログ

ラムの自動インストールが試みられましたが、自動インストー

ル用に選択されたモデルが定義されていません。各部の説明

は、以下のとおりです。

v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーのユーザー ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: 制御は、エラー応答とともに呼び出し側へ戻

されます。 EXEC CICS コマンドの場合は、EIBRESP が

PGMIDERR に設定され、EIBRESP2 はエラーの原因を示すよ

うに設定されます。

ユーザーの処置: 自動インストール機能用のモデルとして使用

されるすべてのプログラムが定義されていることを確認してく

ださい。

モジュール: DFHPGAI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、progname、modelname

宛先: CSPL

DFHPG0205 date time applid terminal userid tranid Invalid

value: value returned by program autoinstall

exit urmname for field fieldname.

説明: リンク、XCTL、ロード、または出口処理の間にプログ

ラムの自動インストールが試みられましたが、プログラム自動

インストール出口はプログラム定義フィールドに対して無効値

を戻したか、または共通域を経由して戻りコードを戻しまし

た。 各部の説明は、以下のとおりです。

v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーの ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

v value は戻り値です。 これが無効であるか、または指定され

たロード属性とモデル・プログラムのロード・タイプとの間

に対立がある可能性があります。 プログラム・タイプが共

用である場合は、ロード属性は常駐でなければなりません。

システムの処置: 制御は、エラー応答とともに呼び出し側へ戻

されます。 EXEC CICS コマンドの場合は、EIBRESP が

PGMIDERR に設定され、EIBRESP2 はエラーの原因を示すよ

うに設定されます。

ユーザーの処置: 自動インストール出口プログラムによって戻

されたデータが正しいことを確認してください。

モジュール: DFHPGAI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、value、urmname、fieldname

宛先: CSPL

DFHPG0206 date time applid terminal userid tranid

Autoinstall for program progname failed.

Programs starting with 'DFH' cannot be

defined as remote programs.

説明: リモート属性でリンク、XCTL、ロード、または出口処

理を行っている間にプログラムの自動インストールが試みられ

ましたが、そのプログラムは文字 'DFH' で始まっています。

各部の説明は、以下のとおりです。

v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーの ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: 制御は、エラー応答とともに呼び出し側へ戻

されます。 EXEC CICS コマンドの場合は、EIBRESP が

PGMIDERR に設定され、EIBRESP2 はエラーの原因を示すよ

うに設定されます。

ユーザーの処置: 'DFH' で始まるプログラム用に選択された自

動インストール・モデル・プログラムがローカル・プログラム

として定義されていること、およびプログラム自動インストー

ル出口プログラムによってリモート属性が指定されていないこ

とを確認してください。

モジュール: DFHPGAI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、progname

宛先: CSPL

DFHPG0207 date time applid terminal userid tranid

Autoinstall for program progname failed.

The program name is not valid.

説明: リンク、XCTL、ロード、または出口処理の間にプログ

ラムの自動インストールが試みられましたが、プログラム名に

無効文字が含まれています。 各部の説明は、以下のとおりで

す。
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v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーの ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: 制御は、エラー応答とともに呼び出し側へ戻

されます。 EXEC CICS コマンドの場合は、EIBRESP が

PGMIDERR に設定され、EIBRESP2 はエラーの原因を示すよ

うに設定されます。

ユーザーの処置: プログラム名が有効であることを確認してく

ださい。

モジュール: DFHPGAI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、progname

宛先: CSPL

DFHPG0208 date time applid terminal userid tranid

Autoinstall for program progname failed.

説明: リンク、XCTL、ロード、または出口処理の間にプログ

ラムの自動インストールが試みられましたが、定義のインスト

ールが失敗しました。 AMODE/RMODE の組み合わせが無効

であるか、またはロード属性とタイプの組み合わせが無効であ

るかのいずれかです。各部の説明は、以下のとおりです。

v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーのユーザー ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: 制御は、エラー応答とともに呼び出し側へ戻

されます。 EXEC CICS コマンドの場合は、EIBRESP が

PGMIDERR に設定され、EIBRESP2 はエラーの原因を示すよ

うに設定されます。

ユーザーの処置: AMODE と RMODE が互換性があること、

さらにプログラム・タイプが共用である場合には、プログラム

属性が常駐として指定されていることを確認してください。

モジュール: DFHPGAI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、progname

宛先: CSPL

DFHPG0209 date time applid terminal userid tranid PPT

entry for progname has been autoinstalled

using model modelname.

説明: これは、プログラム項目 progname が、

AUTOINSTALL 機能によりモデル modelname を使用して

PPT に追加されたことを示す監査ログ・メッセージです。

各部の説明は、以下のとおりです。

v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーの ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: システムは正常に続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHPGAI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、progname、modelname

宛先: CSPL

DFHPG0210 date time applid terminal userid tranid PPT

entry for progname has been system

autoinstalled.

説明: これは、プログラム項目 progname が、システム

AUTOINSTALL 機能により PPT に追加されたことを示す監

査ログ・メッセージです。

各部の説明は、以下のとおりです。

v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーの ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: システムは正常に続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHPGAI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、progname

宛先: CSPL

DFHPG0211 date time applid terminal userid tranid

Autoinstall for program progname failed.

Program autoinstall model modelname is

disabled.

説明: リンク、XCTL、ロード、または出口処理の間にプログ

ラムの自動インストールが試みられましたが、自動インストー

ル用に選択されたモデルは使用不可です。各部の説明は、以下

のとおりです。

v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーの ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: 制御は、エラー応答とともに呼び出し側へ戻

されます。 EXEC CICS コマンドの場合は、EIBRESP が

PGMIDERR に設定され、EIBRESP2 はエラーの原因を示すよ

うに設定されます。

ユーザーの処置: 自動インストール機能用のモデルとして使用

されるすべてのプログラムが使用可能であることを確認してく

ださい。

モジュール: DFHPGAI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、progname、modelname

宛先: CSPL
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DFHPRxxxx メッセージ

DFHPR0101I date time applid The table entry for partner
ptnrname has been replaced.

説明: これは、パートナー・リソース・マネージャーが、パー
トナー ptnrname 用の既存のテーブル項目を新しいテーブル項
目に置き換えたことを示す通知メッセージです。
システムの処置: システムは正常に続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPRPT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、ptnrname
宛先: CSRL

DFHPR0102I date time applid The table entry for partner
ptnrname has been added.

説明: パートナー・リソース・マネージャーは、パートナー
ptnrname 用の新しいテーブル項目を追加しました。
システムの処置: システムは正常に続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPRPT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、ptnrname
宛先: CSRL

DFHPR0103I date time applid The table entry for partner
ptnrname has been deleted.

説明: これは、パートナー・リソース・マネージャーが
ptnrname パートナーのテーブル項目を削除したことを示す通知
メッセージです。
システムの処置: システムは正常に続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPRPT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、ptnrname
宛先: CSRL

DFHPR0104I applid Partner resource manager
initialization has started.

説明: パートナー・リソース・マネージャーの初期設定が開始
されました。
システムの処置: 初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPRIN1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHPR0105I applid Partner resource manager
initialization has ended.

説明: パートナー・リソース・マネージャーの初期設定は正常
に完了しました。
システムの処置: 初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、SIT パラメータ
ーの MSGLVL=0 で抑止することができます。
モジュール: DFHPRIN1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHPR0106I applid Partner resource manager
initialization has failed.

説明: パートナー・リソース・マネージャーの初期設定が失敗
しました。
システムの処置: このメッセージの後にメッセージ
DFHSI1522 が出されます。 CICS は、メッセージ DFHSI1522
に対するオペレーターの応答によって、終了するか、または初
期設定を続行します。 障害の検出時に例外トレース項目が書き
込まれます。 パートナー・リソース・マネージャーの初期設定
処理によって呼び出された他の CICS コンポーネントも、メッ
セージを出したり、またはトレース項目を書き込む場合があり
ます。
ユーザーの処置: CICS がパートナー・リソース・マネージャ
ーなしで実行を続行することができるかどうかを判断し、それ
にしたがってメッセージ DFHSI1522 に応答してください。
例外トレース項目に含まれるデータを手始めに、パートナー・
リソース・マネージャーが初期設定に失敗した理由についても
調べる必要があります。
モジュール: DFHPRIN1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHRCxxxx メッセージ

DFHRC5301 applid FAILED TO INITIALIZE POWER
INTERFACE.

説明: POWER への NOTIFY パスをオープンしようとしまし
たが、失敗しました。
システムの処置: システム・スプーリングの初期設定は続行さ
れません。
ユーザーの処置: POWER プログラムが使用可能であり、作動
中であることを確認してください。 複数の CICS システムが
実行中である場合、POWER が使用している名前を調べてそれ
らのシステムを識別してください。 それらの名前の形式は
SYSCICx です。ここで、x は SPOOL システム初期設定パラ
メーターで指定されています。 x はデフォルトとして "A" を
とります。 x の値は、POWER と一緒に実行されているそれ

ぞれの CICS システムごとに異なっていることを確認してくだ
さい。
モジュール: DFHCXPA

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHRC5302 applid AUDIT LOG CSMT IS FULL,
LOGGING DISCONTINUED.

説明: 監査ファイル CSMT への書き込みが CEMS または
CEOS によって試みられました。この試みによって、
NOSPACE 条件が設定されました。
システムの処置: CSMT に対するロギングは中断されます。
ユーザーの処置: CSMT への監査の書き込みは、このファイ
ルが処理されて空になった後に続行されます。
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モジュール: DFHCXPA

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHRC5311I applid CXPB is terminating because a return
code of X'return_code' has been received
from an OPEN,ANY request

説明: トランザクション CXPB は、OPEN,ANY 要求から戻
りコード return_code を受け取りました。
システムの処置: 異常終了コード APTP でトランザクショ
ン・ダンプが出されます。 CICS は続行されますが、レポー
ト・コントローラーの印刷装置はもはや開始できなくなりま
す。 これは、CXPB トランザクションが、VSE/POWER が開
始要求を渡す CICS インターフェースであるためです。
ユーザーの処置: 作成されたダンプを使用して、戻りコードが
CXPB へ戻された理由を分析してください。 必要な処置をと
ってから、CICS 提供トランザクション CEMS 間の接続を再
確立してください。 CEMS の使用の手引きについては、
「CICS Report Controller User's Guide」を参照してください。
問題の性質によっては、EXEC CICS START TRANSID(CXPB)
コマンドを実行して、CICS と VSE/POWER との間の接続を
再開することもできます。

接続を再確立するこうした試みが失敗した場合には、CICS を
再始動して、VSE/POWER との接続を再確立する必要があり
ます。
モジュール: DFHCXPB

XMEOUT パラメーター: applid、X'return_code'
宛先: コンソール

DFHRC5312I applid CXPB is terminating because abend
code abend_code has been detected

説明: トランザクション CXPB は、異常終了コード
abend_code を検出しました。
システムの処置: 異常終了コード APTQ でトランザクショ
ン・ダンプが出されます。 CICS は続行されますが、レポー
ト・コントローラーの印刷装置はもはや開始できなくなりま
す。 これは、CXPB トランザクションが、VSE/POWER が開
始要求を渡す CICS インターフェースであるためです。
ユーザーの処置: 作成されたダンプを使用して、異常終了コー
ドが出された理由を分析してください。 必要な処置をとってか
ら、CICS 提供トランザクション CEMS のオプション 5 を入
力することで、CICS と POWER との間の接続を再確立する必
要があります。 CEMS の使用の手引きについては、「CICS
Report Controller User's Guide」を参照してください。

問題の性質によっては、EXEC CICS START TRANSID(CXPB)
コマンドを実行して、CICS と VSE/POWER との間の接続を
再開することもできます。

接続を再確立するこうした試みが失敗した場合には、CICS を
再始動して、VSE/POWER との接続を再確立する必要があり
ます。
モジュール: DFHCXPB

XMEOUT パラメーター: applid、abend_code
宛先: コンソール

DFHRC5366 applid System spooling interface
initialization program DFHPSIP not
present.

説明: CICS は、DFHPSIP へのリンクを試みましたが、その
試みは失敗しました。これは、DFHPSIP が CICS スタートア
ップ・ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブライ
ブラリーになかったためです。
システムの処置: CICS は、システム・スプーラーの初期設定
を終了します。
ユーザーの処置: DFHPSIP を、CICS ジョブ・ストリームの
LIBDEF 検索チェーンのサブライブラリーに入れてください。
モジュール: DFHPSBP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHRC5440 operid tranid yy.ddd hh.mm.ss REPORT
reportid CHANGED xxxxxxxxxxxxxxxxxxxx.

説明: レポート特性が、CEOS または CEMS を使用して変更
されました。
システムの処置: この変更を記述する監査レコードを作成して
ください。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHEMSRE
宛先: CSPA

DFHRC5441 AUDIT LOG CSPA IS FULL, NOW
LOGGING TO CSMT.

説明: 監査ファイル CSPA への書き込みが CEOS または
CEMS によって試みられました。この試みによって、
NOSPACE 条件が起きました。
システムの処置: CSMT へのレコードの書き込みが試みら
れ、この警告メッセージがオペレーター・コンソールへ送られ
ます。 ファイルが処理されて空になった後、CSPA への監査
が続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHEMSRE
宛先: コンソール

DFHRC5443 operid tranid yy.ddd hh.mm.ss PRINTER
reportid CHANGED xxxxxxxxxxxxxxxxxxxx.

説明: 印刷装置特性が、CEOS または CEMS を使用して変更
されました。
システムの処置: この変更を記述する監査レコードを作成して
ください。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHEMSPR
宛先: CSPA

DFHRC5444 AUDIT LOG CSPA IS FULL, NOW
LOGGING TO CSMT.

説明: 監査ファイル CSPA への書き込みが CEOS または
CEMS によって試みられました。この試みによって、
NOSPACE 条件が起きました。
システムの処置: CSMT へのレコードの書き込みが試みら
れ、この警告メッセージがオペレーター・コンソールへ送られ
ます。 ファイルが処理されて空になった後、CSPA への監査
が続行されます。
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ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHEMSPR
宛先: コンソール

DFHRC5446 operid tranid yy.ddd hh.mm.ss REPORT
reportid CHANGED xxxxxxxxxxxxxxxxxxxx.

説明: レポート特性が、CEOS または CEMS を使用して変更
されました。
システムの処置: この変更を記述する監査レコードを作成して
ください。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHEMSJB
宛先: CSPA

DFHRC5447 AUDIT LOG CSPA IS FULL, NOW
LOGGING TO CSMT.

説明: 監査ファイル CSPA への書き込みが CEOS または
CEMS によって試みられました。この試みによって、
NOSPACE 条件が起きました。
システムの処置: CSMT へのレコードの書き込みが試みら
れ、この警告メッセージがオペレーター・コンソールへ送られ
ます。 ファイルが処理されて空になった後、CSPA への監査
が続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHEMSJB
宛先: コンソール

DFHRC5458 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - REPORT reportid at DESTINATION
destid is not printable. Report is now held.
time date

説明: CICS レポート・コントローラー書き込み機能タスク
(CEPW) が取り扱えない形式のレポートを印刷する試みが行わ
れました。
システムの処置: そのレポートは、レポート・コントローラー
書き込み機能タスクによって拒否され、POWER 後処置 "Y"
で保留にされます (ERRPRT)。
ユーザーの処置: オペレーティング・システム管理者と一緒に
検査し、レポート・コントローラー書き込みタスクによって管
理されていない印刷装置で報告書を印刷するように、スケジュ
ールを変更してください。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5459 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - REPORT reportid is not format
compatible with device at DESTINATION
destid. Report is now held.

説明: CICS レポート・コントローラー書き込み機能タスク
(CEPW) が取り扱えない形式のレポートを印刷する試みが行わ
れました。例えば、T3270 NOCONV レポートを SCS 印刷装
置で印刷する試み、または SCS NOCONV レポートを 3270
印刷装置で印刷する試みが行われました。
システムの処置: そのレポートは、レポート・コントローラー
書き込み機能タスクによって拒否され、POWER 後処置 "Y"
で保留にされます (ERRPRT)。
ユーザーの処置: レポートをスケジュール変更して、レポート
と互換性のある形式の装置で印刷を行ってください。

モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5460 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - REPORT reportid AT
DESTINATION destid requires FORMS
formid to be loaded. Ensure that the line
counter is correctly set for the new
stationary.

説明: レポート・コントローラー書き込み機能タスクは、次の
レポートを印刷装置上で印刷するために、用紙変更が必要であ
ることを検出しました。
システムの処置: 書き込み機能タスクは、用紙変更が完了した
ことが確認されるまで待ちます。
ユーザーの処置: 要求された用紙を印刷装置に取り付け、行カ
ウンターを適切な値に変更してください。 その後、
CEMS/CEOS の印刷装置オペレーター・コマンドを使用して
印刷装置を再開してください。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5461 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid LINEUP REQUEST FOR REPORT
reportid at DESTINATION destid is not
format compatible. Request rejected.

説明: ラインアップがサポートされていない形式のレポートに
関して、ラインアップ要求が行われました。
システムの処置: ラインアップはこの報告書に対して出されま
せん。
ユーザーの処置: CEMS/CEOS 印刷装置オペレーター・コマ
ンドを用いて印刷装置を再始動してください。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5462 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - forms load request for report
reportid at DESTINATION destid has been
fulfilled.

説明: レポート・コントローラー書き込み機能タスクは、直前
の用紙装てん要求の後、印刷再開コマンドを受け取ったことを
確認しています。
システムの処置: 書き込み機能タスクは、メッセージに示され
たレポートの印刷をこれから開始します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5463 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - REPORT reportid at DESTINATION
destid has started printing.

説明: レポート・コントローラー書き出しプログラムは、示さ
れた報告書の印刷を開始したときの日付と時刻を通知していま
す。
システムの処置: 書き込みタスクは、メッセージに示されたレ
ポートの印刷を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPA
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DFHRC5464 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - REPORT reportid AT
DESTINATION destid has finished printing.

説明: レポート・コントローラー書き出しプログラムは、示さ
れた報告書の印刷を終了したときの日付と時刻を通知していま
す。
システムの処置: 書き込みタスクは、入手できる次のレポート
を処理します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPA

DFHRC5465 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - REPORT reportid at DESTINATION
destid had a mapping failure, for MAP
mapid within MAPSET mapsetname. Report
is now held.

説明: MAP 形式レポートを印刷する際に、CICS は SEND
MAP コマンドからのエラー応答を戻したか、またはレポー
ト・コントローラー書き込み機能タスク (CEPW) の異常終了
を試みました。
システムの処置: そのレポートは、レポート・コントローラー
書き込み機能タスク (CEPW) によって拒否され、POWER 後
処置 "Y" で保留にされます (ERRPRT)。
ユーザーの処置: CICS の補助トレースが実行されている間
に、レポートを再印刷するようスケジュール変更してくださ
い。レポートの印刷を試みた後、補助トレース・ファイルをク
ローズして印刷してください。 次に、トレース内の失敗したタ
スクの最後の SEND MAP 項目を見つけて、失敗の理由を調
べてください。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5466 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - ESCAPE PROGRAM progid could
not be located for the ESC report reportid
at DESTINATION destid. Report is now
held.

説明: 示されたエスケープ・プログラムへのリンクが失敗しま
した。
システムの処置: そのレポートは、レポート・コントローラー
書き込み機能タスクによって拒否され、POWER 後処置 "Y"
で保留にされます (ERRPRT)。
ユーザーの処置: CICS 補助トレースを入手して、リンクの失
敗の理由を判別してください。レポートは、問題が修正された
後に印刷されるようスケジュール変更することができます。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5467 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - ESCAPE PROGRAM progid
RESPONSE: RETURN CODE = X'nn' TEXT
= xxxxxxxxxxxxxxxxxxxx. REPORT reportid
AT DESTINATION destid IS NOW HELD.

説明: 示されたエスケープ・プログラムが非ゼロの戻りコード
を戻しました。
システムの処置: そのレポートは、レポート・コントローラー
書き込み機能タスク (CEPW) によって拒否され、POWER 後

処置 "Y" で保留にされます (ERRPRT)。
ユーザーの処置: エスケープ・プログラムにより、戻りコード
とテキストが与えられます。 それらを用いて問題を診断および
修正した後、レポートを印刷するためにスケジュール変更して
ください。
モジュール: DFHPSOP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、taskno、termid、
progid、X'nn'、xxxxxxxxxxxxxxxxxxxx、reportid、destid
宛先: CSPW

DFHRC5468 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - A severe interrupt on the device at
DESTINATION destid has caused the
printer task to terminate. (REPORT reportid
was being printed).

説明: メッセージに示された装置で印刷している間に、重大な
割り込みが発生しました。
システムの処置: POWER との通信が中断されます。 書き込
み機能タスクは終了して、異常終了コード APSM または
APSN が出されます。 異常終了コード APSM の場合、印刷
装置も停止状態にされます。 報告書の状況は、PRINTFAIL オ
プションおよび元の POWER 後処理によって異なります。
ユーザーの処置: 割り込みの原因を訂正し、印刷装置を再始動
してください。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5469 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - An interrupt on the device at
DESTINATION destid has caused the
printer task to pause.

説明: メッセージに示された装置での印刷割り込みにより、
CICS の書き込み機能タスクは割り込みが消去されるまで休止
することになりました。
システムの処置: 書き込みタスクは休止状態で待ちます。
ユーザーの処置: 割り込みの理由を修正し、CEMS/CEOS を
用いて印刷装置を再始動してください。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5470 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - Request to facilitate the device at
DESTINATION destid for system spooling
has been rejected. The CICS Report
Controller is not activated or is quiescing.

説明: オペレーティング・システム・スプーラーに対して
CICS 端末を代理印刷装置として使用するよう要求が出されま
したが、レポート・コントローラーが活動化されていないか、
あるいは CICS シャットダウンの一部として静止中です。
システムの処置: 書き込みタスクはシステムの状況を検出し、
自らをクローズします。
ユーザーの処置: CICS が再初期設定された後に、印刷装置の
開始要求を再試行してください。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW
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DFHRC5471 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - ESCAPE REPORT reportid at
DESTINATION destid has had an error
while building the report for data
transmission. The report is now held.

説明: エスケープ形式レポートを作成中に、CICS は
WRITEQ TS コマンドからのエラー応答を戻しました。
システムの処置: そのレポートは、レポート・コントローラー
書き込み機能タスク (CEPW) によって拒否され、POWER 後
処置 "Y" で保留にされます (ERRPRT)。
ユーザーの処置: CICS の補助トレースが実行されている間
に、レポートを再印刷するようスケジュール変更してくださ
い。レポートの印刷を試みた後、補助トレース・ファイルをク
ローズして印刷してください。 次に、トレース内の失敗したタ
スクの最後の WRITEQ TS 項目を見つけて、失敗の理由を調
べてください。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5478 SETUP COMPLETE.
説明: オペレーターが印刷装置上の用紙セットアップを要求
し、セットアップ処置が完了しました。
システムの処置: 書き込みタスクはオペレーターの処置を待ち
ます。
ユーザーの処置: オペレーターは、印刷を再開するために
PGO コマンドを出すか、セットアップをやり直すために
PSETUP コマンドを出してください。
モジュール: DFHPSPIO
宛先: コンソール

DFHRC5479 SETUP PRINTER printerid WITH FORMS
formid.

説明: レポート・コントローラー書き込みタスク (CEPW)
は、印刷装置 printerid の用紙 formid を変更する必要があると
いうことを検出しました。
システムの処置: 書き込みタスクは PGO または PSETUP コ
マンドを待ちます。
ユーザーの処置: オペレーターは、印刷装置の用紙を変えて
PGO または PSETUP コマンドを出してください。
モジュール: DFHPSPIO
宛先: コンソール

DFHRC5480 applid Report Controller recovery failed for
REPORT - reportid.

説明: 緊急再始動中に、レポート・コントローラーは上記の報
告書をオープンできませんでた。
システムの処置: 報告書はスキップされます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPSBP

XMEOUT パラメーター: applid、reportid
宛先: コンソール

DFHRC5481 applid Report Controller backout program -
DFHPSBP - missing.

説明: 緊急再始動中に、レポート・コントローラーは、バック
アウト・プログラムをロードすることができませんでした。
システムの処置: 報告書のリカバリーはスキップされます。

ユーザーの処置: CICS スタートアップ・ジョブ・ストリーム
の LIBDEF 検索チェーンのサブライブラリーに DFHPSBP が
含まれていることを確認してください。
モジュール: DFHPSP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHRC5482 applid Report Controller waiting for
POWER connection.

説明: システム初期設定時に、レポート・コントローラーは、
POWER から NOTIFY PATH CONNECTION への応答を受
け取りませんでした。
システムの処置: システムは 30 秒間待ってメッセージを再び
出します。
ユーザーの処置: POWER が使用可能かどうかを調べてくださ
い。
モジュール: DFHPSPIO

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHRC5483 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - this terminal is not authorized to
print REPORT reportid. The report is now
held.

説明: RSL でレポートを印刷することが試みられましたが、
選択された印刷装置はそれにアクセスする許可を与えられてい
ません。
システムの処置: そのレポートは、レポート・コントローラー
書き込み機能タスク (CEPW) によって拒否され、POWER 後
処置 "Y" で保留にされます (ERRPRT)。
ユーザーの処置: レポートの DESTINATION および CLASS
を、許可されている印刷装置のそれらと一致するように変更
し、その後、もう一度その印刷を要求してください。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5484 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - this terminal has received an
immediate stop request while printing
REPORT reportid. The report is now held.

説明: オペレーターによる停止要求のため、レポートの印刷は
早めに終了しました。
システムの処置: そのレポートは、レポート・コントローラー
書き込み機能タスク (CEPW) によって拒否され、POWER 後
処置 "Y" で保留にされます (ERRPRT)。
ユーザーの処置: 報告書を、使用可能な印刷装置で印刷するた
めに、再スケジュールすることができます。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5485 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - this terminal, serving
DESTINATION destid has been stopped.

説明: 印刷装置が、オペレーターの要求により停止しました。
システムの処置: 印刷装置は停止します。
ユーザーの処置: オペレーターが印刷装置の開始を要求するま
で、これ以降レポートはこの印刷装置では印刷されません。
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モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5486 applid AUDIT LOG CPSA/CSPW IS FULL,
NOW LOGGING TO CSMT.

説明: 監査ログ CSPA または CSPW への書き込みが CEPW
によって試みられました。この試みによって、NOSPACE 条件
が起きました。
システムの処置: CSMT へのレコードの書き込みが試みら
れ、この警告メッセージがオペレーター・コンソールへ送られ
ます。 ファイルが空になった後、CSPA または CSPW への監
査が続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPSOP
宛先: コンソール

DFHRC5487 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - ERROR CODE X'nn' occurred
whilst attempting to send data to this
device.

説明: メッセージに示された端末への印刷が試みられていると
きに、エラーが発生し、それによってレポート・コントローラ
ー NEP が駆動されました。
システムの処置: エラーが重大エラーでない場合には、印刷装
置は PAUSED 状況になります。エラーが重大エラーである場
合には、書き込み機能タスクは異常終了し、端末は強制的に使
用できない状態にされることがあります。
ユーザーの処置: エラー・コードは、端末異常条件回線記入項
目 (TACLE) のオフセット '8' のコードです。 このコードの可
能な値については、「CICS Data Areas」の TACLE の説明を
参照してください。重大エラーでない場合、CEMS/CEOS オ
ペレーターは印刷の再開を要求できます。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5488 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - load of FCB phasename for REPORT
reportid at DESTINATION destid failed. The
report will be printed using the default
FCB.

説明: 印刷されるレポートは、メッセージに示されている
FCB フェーズの中のチャネル指定に従って形式設定される予定
でした。 このフェーズをロードできませんでした。
システムの処置: 報告書は、デフォルト FCB を使用して印刷
されます。
ユーザーの処置: FCB フェーズをロードできなかった理由を
判別して、その障害を訂正してください。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5489 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - an error occurred switching EPC
on/off the architected capability is now
disabled.

説明: 印刷装置には、早期印刷完了 (EPC) 機能がインストー
ルされていますが、その機能を ON または OFF にしようと
したとき、CICS はエラー条件を検出しました。
システムの処置: EPC がインストールされていない印刷装置

を使用して RCF 印刷タスクを続行します。
ユーザーの処置: エラーの原因を判別し、訂正してください。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5490 applid UNABLE TO LOAD RCF MESSAGE
MODULE module

説明: CEMS または CEOS は、レポート・コントローラー
(RCF) のメッセージ・モジュール module のロードに失敗しま
した。 module の形式は DFHPSEx です。ここで、x は RCF
が呼び出されたときに使用中の各国語を指定します。 例えば、
"E" は英語を指定し、"K" は漢字を指定し、"G" はドイツ語を
指定し、"C" は中国語を指定します。
システムの処置: トランザクション CEMS または CEOS
は、CICS に戻ります。
ユーザーの処置: module が PPT 内およびグループ DFHRCF
内にあるかどうか検査してください。 もしなければ、指定され
ている各国語に関して RCF が正しくインストールされていな
い可能性があります。 詳細については、「CICS System
Definition Guide」を参照してください。
モジュール: DFHEMS00
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHRC5491 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - this terminal, serving
DESTINATION destid has been started.

説明: 宛先 destid の印刷装置は、タスク taskno に関して、オ
ペレーター要求により端末 termid で正常に開始されました。
システムの処置: 印刷装置は、タスク taskno に関してレポー
トを処理する準備ができています。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5492 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - this terminal, serving
DESTINATION destid has been released
due to time-out.

説明: 宛先 destid の印刷装置は、SPOOLPRTTO タイムアウ
ト期間が満了したため、タスク taskno により解放されまし
た。
システムの処置: 印刷装置はタスク taskno から解放され、他
のタスクが使用できる状態になりました。 印刷装置は、他の作
業が実行できるようになると、解放後直ちに、次の作業のため
に自動的に再始動を始めます。
ユーザーの処置: 印刷装置があまりに頻繁にタイムアウトにな
るようであれば、関連した RDO TERMINAL 定義の
SPOOLPRTTO に指定する値を増やすことを考慮してくださ
い。 印刷装置のタイムアウト期間の設定に関する詳細について
は、「CICS 資源定義の手引き」を参照してください。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRC5493 date time applid TASK taskno TERMINAL
termid - truncation of records for REPORT
reportid at DESTINATION destid has
occurred.

説明: 印刷装置バッファーの容量を超えたため、報告書
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reportid のレコードが宛先 destid で切り捨てられました。
システムの処置: レポートは印刷されますが、形式設定時に、
破壊された可能性があります。
ユーザーの処置: スプール・レコードが、印刷装置のバッファ

ー容量、またはキャリッジ幅 (レポートが形式設定される場合)
を決して超えないようにしてください。
モジュール: DFHPSOP
宛先: CSPW

DFHRDxxxx メッセージ

DFHRD0101 date time applid terminal userid tranid
INSTALL PROGRAM(progname)

説明: プログラム progname が、ユーザー userid によって、
端末 terminal でトランザクション tranid を使用して CICS に
インストールされました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、
userid、tranid、progname
宛先: CRDI

DFHRD0102 date time applid terminal userid tranid
INSTALL MAPSET(mapsetid)

説明: マップ・セット mapsetid が、ユーザー userid によっ
て、端末 terminal でトランザクション tranid を使用して
CICS にインストールされました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、
userid、tranid、mapsetid
宛先: CRDI

DFHRD0103 date time applid terminal userid tranid
INSTALL PARTITIONSET(partitionsetid)

説明: 区分セット partitionsetid が、ユーザー userid によっ
て、端末 terminal でトランザクション tranid を使用して
CICS にインストールされました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、
userid、tranid、partitionsetid
宛先: CRDI

DFHRD0104 date time applid terminal userid tranid
INSTALL TRANSACTION(transid)

説明: トランザクション transid が、ユーザー userid によっ
て、端末 terminal でトランザクション tranid を使用して
CICS にインストールされました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、
userid、tranid、transid
宛先: CRDI

DFHRD0105 date time applid terminal userid tranid

INSTALL PROFILE(profid)
説明: プロファイル profid が、ユーザー ID userid によっ
て、端末 terminal でトランザクション tranid を使用して
CICS にインストールされました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、
userid、tranid、profid
宛先: CRDI

DFHRD0106 date time applid terminal userid tranid
INSTALL FILE(fileid)

説明: ファイル fileid が、ユーザー userid によって、端末
terminal でトランザクション tranid を使用して CICS にイン
ストールされました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、
userid、tranid、fileid
宛先: CRDI

DFHRD0107 date time applid terminal userid tranid
INSTALL LSRPOOL(lsrpoolid)

説明: Lsrpool lsrpoolid がユーザー ID userid によって、端末
terminal でトランザクション tranid を使用して CICS にイン
ストールされました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、
userid、tranid、lsrpoolid
宛先: CRDI

DFHRD0108 date time applid terminal userid tranid
INSTALL PARTNER(partner_name)

説明: パートナー partner_name が、ユーザー userid によっ
て、端末 terminal でトランザクション tranid を使用して
CICS にインストールされました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、
userid、tranid、partner_name
宛先: CRDI

DFHRD0109 date time applid terminal userid tranid
INSTALL TRANCLASS(tranclassid)

説明: トランザクション・クラス tranclassid が、ユーザー
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userid によって、端末 terminal でトランザクション tranid を
使用して CICS にインストールされました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、
userid、tranid、tranclassid
宛先: CRDI

DFHRD0119 I date time applid terminal userid tranid
INSTALL DOCTEMPLATE(doctemplate-name)

説明: DOCTEMPLATE doctemplate-name が、ユーザー ID
userid によって、端末 terminal でトランザクション tranid を
使用して CICS にインストールされました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
宛先: CRDI

モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、
userid、tranid、doctemplate-name

DFHRD0120 I date time applid terminal userid tranid
INSTALL TCPIPSERVICE(tcpipservice-name)

説明: TCPIPSERVICE tcpipservice-name が、ユーザー ID
userid によって、端末 terminal でトランザクション tranid を
使用して CICS にインストールされました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
宛先: CRDI
モジュール: DFHAMP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、
userid、tranid、tcpipservice-name

DFHRMxxxx メッセージ

DFHRM0101 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module DFHSPP.

説明: CICS は、モジュール DFHSPP 内に重大エラーを検出
しました。
システムの処置: これがクリティカル・エラーである場合、
(たとえダンプ・テーブルで CICS が終了しないよう指定され
ていても) CICS は終了し、ダンプ・テーブルで特にダンプを
抑止していない限り、システム・ダンプがとられてダンプ・コ
ード RM0101 が出されます。 エラーがクリティカル・エラー
でない場合には、トランザクションは終了し、異常終了コード
ASPM が出され、CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHSPP

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'
宛先: コンソール

DFHRM0102 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module DFHDBP.

説明: CICS は、モジュール DFHDBP 内に重大エラーを検出
しました。
システムの処置: これはクリティカル・エラーです。 CICS
は、(CICS が終了しないようダンプ・テーブル内で指定されて
いても) 終了します。ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止

しない限り、システム・ダンプがとられ、ダンプ・コード
RM0102 が出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHDBP

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'
宛先: コンソール

DFHRM0103 date time applid Transaction tranid has been
backed out during task detach.

説明: タスクの終了時の暗黙同期点で、バックアウトが行われ
ました。 リソース・マネージャーのいずれかが、同期点要求に
対してバックアウトで応答する場合に、これが起こります。

このメッセージは、CSMT ログに送られ、端末には送られませ
ん。それは、この時点において、端末はすでにタスクから切り
離されているためです。
システムの処置: その他の処理を続行します。
ユーザーの処置: すべてのローカル・リソースおよびリモー
ト・リソースが同期化されるようにユーザー定義の処置をとっ
てください。
モジュール: DFHSPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid
宛先: CSMT

DFHRTxxxx メッセージ

DFHRT4401 time applid No transaction identification
specified. Please try again.

説明: 端末オペレーターは、このトランザクションの ID を入
力していません。
システムの処置: CICS 処理は続行されます。
ユーザーの処置: 有効なトランザクション ID を入力してくだ
さい。

モジュール: DFHRTE
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHRT4402 time applid You cannot use a Program
Function key to start transactions on other
systems.

説明: プログラム・ファンクション・キーの使用により、経路
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指定トランザクション (CRTE) を用いて別のシステムでトラン
ザクションを開始することはできません。
システムの処置: CICS 処理は続行されます。
ユーザーの処置: 有効なトランザクション ID を入力してくだ
さい。
モジュール: DFHRTE
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHRT4403 time applid The routing session to system
sysid has been terminated. Further
transactions will not be routed to the
connected system.

説明: ルーティング・セッションが終了しました。 後続のト
ランザクション ID は、接続されたシステムに送られません。
システムの処置: CICS 処理は、システム sysid への接続を行
わずに続行されます。
ユーザーの処置: システム sysid を使用する必要がある場合に
は、ルーティング・セッションが終了した理由を調べてくださ
い。
モジュール: DFHRTE
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHRT4404 time applid Please change format of request
to CRTE
SYSID=XXXX,TRPROF=YYYYYYYY.

説明: ルーティング・トランザクション CRTE に対する要求
に、誤った構文が含まれていました。
システムの処置: CICS 処理は続行されます。
ユーザーの処置: 正しい構文を使用して、ルーティング・トラ
ンザクション CRTE に対する要求を入力し直してください。
モジュール: DFHRTE
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHRT4405 time applid System sysid cannot be found.
Please check that you have used the correct
system name.

説明: システム sysid が、CICS に対して定義されていませ
ん。
システムの処置: CICS 処理は続行されます。
ユーザーの処置: 正しいシステム名を使用したかどうかを検査
してください。 正しいシステム名を指定して要求を入力し直す
か、または CICS に対してシステム sysid を定義してくださ
い。
モジュール: DFHRTE
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHRT4406 time applid System sysid is not in service or
is released.

説明: システム sysid は現在使用されていないか、または解放
されていません。
システムの処置: CICS 処理は続行されます。ルーティング・
セッションは、接続が利用不能になる前に確立されていた場合
は、ユーザーが CANCEL を入力するまで有効なままです。
その入力の前に接続が使用できるようになった場合は、トラン
ザクションは再び経路指定されます。 このメッセージが初期
CRTE コマンドに対する応答として出された場合は、有効なル
ーティング・セッションはなく、後続の端末入力についてはル
ーティングは試みられません。

ユーザーの処置: システム sysid が使用可能になるまで待機し
てください。 既存のルーティング・セッションを終了するに
は、CANCEL を入力してください。
モジュール: DFHRTE
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHRT4407 time applid This system does not include
support of Intersystem Communication.

説明: このシステムは、システム間通信に対するサポートなし
で生成されています。
システムの処置: CICS 処理は、システム間通信のサポートな
しで続行されます。
ユーザーの処置: システム間通信をサポートするシステムを生
成してください。
モジュール: DFHRTE
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHRT4408 time applid Terminal termid is not of the
type supported by routing transaction
tranid.

説明: ルーティング・トランザクションが、使用されている端
末のタイプをサポートしていません。
システムの処置: CICS 処理は、端末 termid に対するサポー
トがないまま続行されます。
ユーザーの処置: 経路指定トランザクションがサポートしてい
るタイプの端末 (すなわち、3270 ディスプレイ端末またはコン
ソール) を使用してください。
モジュール: DFHRTE
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHRT4409 time applid The routing session to system
sysid has been started.

説明: 経路指定セッションが開始されました。
システムの処置: CICS 処理は続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHRTE
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHRT4410 time applid System sysid is unavailable. The
routing session to it is terminated.

説明: システムが使用不能になったため、ルーティング・トラ
ンザクションが終了しました。 後続のトランザクション ID
は、接続されたシステムに送られません。
システムの処置: CICS 処理は続行されます。
ユーザーの処置: 適切であれば、システム sysid への経路指定
セッションが使用可能になったときに、トランザクションを再
入力してください。
モジュール: DFHRTE
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHRT4411 time applid The Communication Profile
cannot be found.

説明: このメッセージの宛先となる端末から呼び出されたトラ
ンザクションについて指定されたプロファイルが、CICS に対
して定義されていません。
システムの処置: CICS は、トランザクションの初期設定を停
止します。
ユーザーの処置: CICS に対して通信プロファイルを定義し
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て、トランザクションの呼び出しをやり直してください。プロ
ファイルの定義方法についての詳細は、「CICS Distributed
Transaction Programming Guide」を参照してください。
モジュール: DFHRTE
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHRT4412 time applid The transaction code is not
defined on the remote system.

説明: リモート CICS システムに経路指定されたトランザク
ション識別が、リモート・システムにおいてインストール済み
トランザクション定義になっていません。 CICS は、このメッ
セージをトランザクション識別が入力された端末に送ります。

このメッセージは、ローカル・システムの DFHAC2001 と類
似しています。
システムの処置: CICS は、トランザクションの初期設定を停
止します。
ユーザーの処置: 有効なトランザクション ID を入力するか、
またはトランザクションをリモート・システムにインストール
してください。
モジュール: DFHZTSP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHRT4413 time applid The transaction has been
disabled on the remote system.

説明: リモート CICS システムへ経路指定されたトランザク
ションが、リモート・システムのインストール済みトランザク
ション定義で使用不可になっています。 CICS は、このメッセ
ージをトランザクション識別が入力された端末に送ります。

このメッセージは、ローカル・システムの DFHAC2008 と類
似しています。
システムの処置: CICS は、トランザクションの初期設定を停
止します。
ユーザーの処置: リモート・システム上のトランザクションを
使用可能にしてください。
モジュール: DFHZTSP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHRT4414 time applid Transaction tranid cannot run.
CICS shutdown is in progress in the
remote system.

説明: トランザクション tranid が、静止されつつあったリモ
ート CICS システムに経路指定されました。 CICS は、この
メッセージをトランザクション識別が入力された端末に送りま
す。

このメッセージは、ローカル・システムの DFHAC2007 と類
似しています。
システムの処置: リモート CICS システムは、静止を続行し
ます。
ユーザーの処置: リモート CICS システムが通常の実行モー
ドのときに、トランザクションを再入力してください。
モジュール: DFHZTSP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHRT4415 time applid Transaction CXRT was invoked
directly by terminal input. This is not
allowed.

説明: 内部 CICS トランザクション用に予約されているトラ
ンザクション・コード CXRT が端末から入力されました。
システムの処置: トランザクションは実行されますが、何の結
果も生じません。
ユーザーの処置: トランザクション・コード CXRT を端末か
ら入力してはなりません。
モジュール: DFHCRT
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHRT4416 date time applid Abend abcode has occurred
in the Dynamic Routing Program

説明: 動的ルーティング・プログラムが異常終了して、異常終
了コード abcode が出されました。
システムの処置: 通常のトランザクション異常終了処理が続行
されます。
ユーザーの処置: 異常終了コードは、トランザクション異常終
了コードかユーザー異常終了コードのいずれかです。まず、異
常終了コードを 557 ページの『第 2 章 トランザクション異
常終了コード (CICS Transaction Server for z/VSE)』で調べ
てください。

そのコードが CICS トランザクション異常終了コードでない場
合には、それはユーザー異常終了コードです。 この分野を担当
するプログラマーに説明を求めてください。
モジュール: DFHAPRT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、abcode
宛先: CSMT

DFHRT4417 date time applid Abend abcode in DFHAPRT
- Dynamic routing program must be
AMODE=31.

説明: 動的ルーティング・プログラムが AMODE(31) でなか
ったために、CICS は動的ルーティング・プログラムに連係で
きませんでした。
システムの処置: 通常のトランザクション異常終了処理が続行
されます。
ユーザーの処置: 動的ルーティング・プログラムを再コンパイ
ルおよび再アセンブルして、AMODE(31) にリンク・エディッ
トしてください。
モジュール: DFHAPRT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、abcode
宛先: CSMT

DFHRT4418 date time applid Abend abcode in DFHAPRT
- Dynamic routing program PPT entry not
found.

説明: CICS は、動的ルーティング・プログラムの PPT 項目
を見つけることができませんでした。
システムの処置: 通常のトランザクション異常終了処理が続行
されます。
ユーザーの処置: DTRPGM システム初期設定パラメーターま
たは EXEC CICS SET SYSTEM DTRPROGRAM(program
name) コマンドで指定された動的ルーティング・プログラム
が、正しく CICS に定義されていることを確かめてください。
モジュール: DFHAPRT
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XMEOUT パラメーター: date、time、applid、abcode
宛先: CSMT

DFHRT4419 date time applid Abend abcode in DFHAPRT
- Fetch for dynamic routing program failed.

説明: CICS は、動的ルーティング・プログラムをロードする
ことができませんでした。
システムの処置: 通常のトランザクション異常終了処理が続行
されます。
ユーザーの処置: DTRPGM システム初期設定パラメーターま
たは EXEC CICS SET SYSTEM DTRPROGRAM(program
name) コマンドで指定された動的ルーティング・プログラム
が、正しく定義されていることを確かめてください。 さらに、
CICS がアクセスできるロード・ライブラリーに、動的経路指
定プログラムが入っていることを確認してください。
モジュール: DFHAPRT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、abcode
宛先: CSMT

DFHRT4420 date time applid Abend abcode in DFHAPRT
- Link to the dynamic routing program
failed.

説明: 動的ルーティング・プログラムへのリンクから予期しな
い戻りコードが戻されました。
システムの処置: 通常のトランザクション異常終了処理が続行
されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHAPRT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、abcode
宛先: CSMT

DFHRT4421 date time applid Unable to Delete remote
Terminal termid that is connected to system
sysid.

説明: termid のリモート端末定義、システム sysid に削除のフ
ラグが付けられましたが、DELETE が失敗したため、トランザ
クションを開始できませんでした。 これは、端末上でトランザ
クションがループしていることを示している場合があります。
システムの処置: ユーザー・トランザクションが異常終了し、
異常終了コード AZTI が出されます。
ユーザーの処置: 詳細については、関連した DFHZCxxxx メ
ッセージを参照してください。 訂正すれば、トランザクション
を再び実行することができます。
モジュール: DFHZTSP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、sysid
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHRT4480 time applid The CSSF transaction is no
longer supported. Please use CESF.

説明: ユーザーが CSSF トランザクションの実行を試みまし
た。 CSSF トランザクションは、CRTE 取り消し処理のために
CICS によってのみ内部的に呼び出されます。
システムの処置: トランザクションは終了します。
ユーザーの処置: CESF トランザクションを使用してサインオ
フしてください。
モジュール: DFHRTC
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHRUxxxx メッセージ

DFHRU2800I applid DFHRUP completed
説明: リカバリー・ユーティリティー・プログラムが処理を完
了しました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHRUP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHRU2801 applid I/O error reading the system log.
DFHRUP terminates abnormally.

説明: DFHRUP がシステム・ログを読み取ろうとしていたと
き、緊急再始動時に識別されないエラーが起きました。
システムの処置: システム・ダンプが作成され、CICS は異常
終了します。
ユーザーの処置: システム・ログを調べて、DFHRUP が逆方
向読み取りを完了する前に EOF (ファイル終わり) マーカーを
検出したかどうか検査してください。 これは、DFHRUP によ
るジャーナル・エクステントでの折り返しが原因である可能性
があり、おそらく同期点または活動キーポイントが欠落してい
ます。

DFHRUP が EOF マーカーを検出しなかった場合には、物理
テープまたはディスクのエラーがないか調べてください。
モジュール: DFHRUP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHRU2802 applid Log record invalid. DFHRUP
terminates abnormally.

説明: ジャーナル・データ・セットに項目が含まれていない
か、あるいは読み取られたジャーナル・レコードが、緊急再始
動の行われている最後の CICS 実行と関連した一連のレコード
の一部ではありませんでした。 これがディスク・ボリュームで
ある場合には、循環条件が起きた可能性があり、システムを再
始動するための十分なデータが収集されませんでした。 (これ
は、通常、システム・ログ用にスペースが十分にディスクで割
り振られなかったときに起きます。)
システムの処置: ダンプが作成され、CICS は異常終了しま
す。
ユーザーの処置: 正しいジャーナル・ボリュームが取り付けら
れているかどうかを調べてください。

これがテープ・ボリュームであり、DFHTEOF が実行されなか
った場合には、DFHTEOF を実行してテープ・ボリュームのフ
ァイル終わりを見つけてください。

これがディスク・ボリュームである場合には、レコードがログ
記録された時間よりも長い間、同期点を出さずにシステム内に
存在したタスクがないか検査してください。 AKPFREQ シス
テム初期設定パラメーターに指定された値がゼロより大きいか
検査してください。 緊急再始動を実行できない場合には、
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START=AUTO ではなく START=COLD を指定してくださ
い。
モジュール: DFHRUP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHRU2803 applid Failure detected on open of the
system log. DFHRUP terminates
abnormally.

説明: このメッセージは、DFHRUP によって出されるジャー
ナル管理に対する 3 つのマクロ呼び出しのうちの 1 つから生
じるエラーによって出されることがあります。
1. GETJCA,OPEN,VOL=FIRST
v JCA ストレージを求める GETMAIN が失敗した可能性

があります。

v 初期オープン処理は、どれが現行ログ・データ・セット

になるかを確かめるためにログ・データ・セットを調

べ、その後最後に書き込まれたレコードを探すものです

が、これが何らかの理由により失敗した可能性がありま

す。

2. OPEN,INPUT,VOL=CURRENT
v メインの入力用オープン処理は、DFHRUP による読み

取りの準備のためにログを位置付けるものですが、これ

が失敗しました。

3. OPEN,INPUT,VOL=PREVIOUS
v 前に使用されたデータ・セットのオープンが失敗しまし

た。

メッセージが出された理由として、以下のことが考えられま

す。

1. 最後の CICS 実行以降にシステム・ログが再形式設定され

た。

2. システム初期設定パラメーター AKPFREQ がゼロに指定さ

れていたため、最後の CICS 実行は活動キーポイントをロ

グに書き込まなかった。

3. 緊急再始動中に DFHRUP がシステム・ログを逆方向に読

み取り、データ・セットの先頭に達したので別のログ・デ

ータ・セットをオープンしようとしたが別のログ・デー

タ・セットがない。 (直前の実行のときに、CICS ログ記録

は、ログ・データ・セットの最後からその先頭に折り返し

ました。)
4. CICS スタートアップ・ジョブ・ストリームは、必要はす

べての DLBL ステートメントを含んではいない。

システムの処置: ダンプが作成され、CICS は異常終了しま

す。

ユーザーの処置: どのマクロ呼び出しがこのメッセージの原因

となったかについて判別を試みてください。これを行うには、

おそらくダンプおよびトレース・テーブルを参照する必要があ

るかもしれません。

要求情報 (おそらく応答コードも) を入手する JCA、およびロ

グの JCT 項目も見つけて、その状況情報を得てください。

DFHJUP を用いてログ・データ・セットを印刷して、その内容

を調べる必要もあるかもしれません。

上に説明した理由のいずれかが当てはまるならば、以下に示す

ような処置をとってください。

1. CICS をコールド・スタートする。

2. 将来、緊急再始動を行えるようにしたい場合には、

AKPFREQ を非ゼロ値に変更して、CICS をコールド・ス

タートする。

3. この問題の再発、および今後の緊急再始動の失敗を防ぐた

めに、ログ・データ・セットのサイズを増やすか、あるい

はもう 1 つのログ・データ・セットを作成する。 それか

ら CICS をコールド・スタートする。

4. 欠落している DLBL ステートメントをスタートアップ・ジ

ョブ・ストリームに追加して、緊急再スタートアップを再

試行する。

モジュール: DFHRUP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHRU2804 applid Unable to allocate storage. DFHRUP

terminates abnormally.

説明: ストレージ・マクロに対する応答としてストレージが割

り振られませんでした。

システムの処置: ダンプが作成され、CICS は異常終了しま

す。

ユーザーの処置: 領域サイズを増やして、再実行してくださ

い。

モジュール: DFHRUP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHRU2805 applid Unrecoverable I/O error on the

system log. DFHRUP terminates

abnormally.

説明: システム・ログ・ボリュームで、ファイル終わり (EOF)
または読み取りエラー以外のエラーが起きました。

システムの処置: ダンプが作成され、CICS は異常終了しま

す。

ユーザーの処置: 緊急再始動を再実行してください。

モジュール: DFHRUP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHRU2806 applid No storage available for TBO record.

DFHRUP terminates abnormally.

説明: トランザクション・バックアウト (TBO) データ域用に

ストレージを割り振ろうとしましたが、失敗しました。

システムの処置: ダンプが作成され、CICS は異常終了しま

す。

ユーザーの処置: 領域サイズを増やして、再実行してくださ

い。

モジュール: DFHRUP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール
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DFHRU2807 applid Error occurred writing stats to

transient data.

説明: CICS リカバリー・ユーティリティー・プログラム

(DFHRUP) は、統計を一時データ宛先 CSSL へ書き込むため

に出された DFHTD TYPE=PUT マクロからの正規応答

(NORESP) を入手しませんでした。

システムの処置: CICS は、統計データの書き込みを終了しま

すが、緊急再始動は続行されます。

ユーザーの処置: 宛先管理テーブル (DCT) を調べ、どの装置

上に CSSL が保持されているのかを判別してください。 その

装置に存在する問題を訂正してください。 統計データが必要な

場合には、緊急再始動を取り消し、エラーを訂正した後に

CICS を再始動してください。

モジュール: DFHRUP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHRU2808 applid I/O error writing backout data to the

restart data set. DFHRUP terminates

abnormally.

説明: プログラムが再始動データ・セットにバックアウト・デ

ータ・レコードを書き込んでいる間に、入出力エラーが起こり

ました。 このメッセージが出されたのは、再始動データ・セッ

トがいっぱいであるためです。

システムの処置: ダンプが作成され、CICS は異常終了しま

す。

ユーザーの処置: 再始動データ・セットを別のエクステントに

再割り振りするか、あるいは必要ならば、再始動データ・セッ

トのサイズを増やしてください。 データ・セットは、コール

ド・スタートの場合のように形式設定する必要があります。

このメッセージが緊急再始動時に出された場合には、さらに多

くのスペースを再始動データ・セットに割り振り、引き続き緊

急再始動が行えるようにするため、次のことを行ってくださ

い。

1. DFHRSD で VSAM REPRO を実行する。

2. DELETE/DEFINE プロシージャーを使用して元の再始動デ

ータ・セットを大きくする。

3. REPRO を使用してデータを DFHRSD に再ロードする。

この後、START=AUTO により緊急再始動が起動されるはずで

す。

モジュール: DFHRUP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHRU2809 applid I/O error writing control tables to

the restart data set. DFHRUP terminates

abnormally.

説明: プログラムが、再始動データ・セットに管理テーブルを

書き込んでいるとき、入出力エラーが起こりました。

システムの処置: ダンプが作成され、CICS は異常終了しま

す。

ユーザーの処置: 再始動データ・セットを別のエクステントに

再割り振りするか、あるいは必要ならば、再始動データ・セッ

トのサイズを増やしてください。 データ・セットは、コール

ド・スタートの場合のように形式設定してください。

モジュール: DFHRUP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHRU2811 applid Recovery control restart failed

説明: 必要なステップが失敗したために、CICS リカバリー管

理再始動タスクを完了させることができませんでした。 タスク

は重要ないくつのリカバリー操作を実行しましたが、異常終了

コード ARCA を出して異常終了しました。

システムの処置: CICS は、リカバリー管理再始動タスクのト

ランザクション・ダンプを書き込みます。 その後、CICS は異

常終了し、システム・ダンプが作成されます。

CICS は、2 つのメッセージをコンソールへ送ります。1 つ

は、リカバリー管理再始動タスクによって検出されたエラーを

識別するものであり、もう 1 つは、タスクが失敗に終わったこ

とを示す DFHRU2811 です。 先に起こったエラーの性質によ

っては、他のシステム・コンポーネント (例えば、アクセス方

式) からメッセージが出されることもあります。

ユーザーの処置: メッセージとダンプを使用して、障害の原因

を調べてください。

モジュール: DFHRCRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHRU2812 applid Program DFHRCRP cannot be found

説明: CICS リカバリー管理再始動プログラム (DFHRCRP)
を見つけることができません。

CICS は、CICS スタートアップ・ジョブ・ストリームの

LIBDEF 検索チェーンのどのサブライブラリーからも

DFHRCRP を見つけることができません。

システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。

ユーザーの処置: このエラーを訂正するには、CICS スタート

アップ・ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンの中のサ

ブライブラリーに DFHRCRP を入れてください。

モジュール: DFHRCP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHRU2814 applid I/O error on restart data set, VSAM

return codes are RF=nn, FDBK=mm

説明: 再始動データ・セットの読み取りまたは書き込み中に、

VSAM エラーが起きました。nn はレジスター 15 の中の戻り

コードであり、mm は、要求パラメーター・リスト (RPL) の

中のフィードバック・フィールドの値です。

システムの処置: このメッセージがシャットダウン時に出さ

れ、CICS が START=AUTO で再始動された場合には、緊急

始動が行われます。

ユーザーの処置: メッセージ内のコードの意味については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクション

『VSE/VSAM コード』を参照してください。

モジュール: DFHRCP
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XMEOUT パラメーター: applid、nn、mm

宛先: コンソール

DFHRU2815 applid Program DFHUSBP cannot be found.

User backout processing cannot be

performed

説明: CICS は、プログラム DFHUSBP が見つからないた

め、ユーザー・バックアウト処理を行うことができません。

CICS は、CICS スタートアップ・ジョブ・ストリームの

LIBDEF 検索チェーンのどのサブライブラリーからも

DFHUSBP を見つけることができません。

システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。

ユーザーの処置: このエラーを訂正するには、CICS スタート

アップ・ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブラ

イブラリーに DFHUSBP を入れてください。

モジュール: DFHRCRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHRU2816 applid Exit program progname is not

available

説明: ユーザー定義のグローバル出口プログラム progname

は、定義されていないか、使用不可か、またはプログラム・ラ

イブラリーから欠落しています。

システムの処置: CICS は、リカバリー管理再始動タスクを異

常終了させ、トランザクション異常終了コード ARCB が出さ

れます。 そして、CICS が異常終了します。

ユーザーの処置: プログラム progname を使用可能にしてくだ

さい。

モジュール: DFHRCEX

XMEOUT パラメーター: applid、progname

宛先: コンソール

DFHRU2818A applid Unable to browse DL/I entries on

the CICS Global Catalog

説明: DL/I 状況レコードについてのグローバル・カタログ・

ブラウズで、無効な戻りコードが検出されました。 グローバ

ル・カタログは破壊されています。

システムの処置: 実行は異常終了します。

ユーザーの処置: グローバル・カタログとローカル・カタログ

の両方を再形式設定してから、システムをコールド・スタート

してください。

モジュール: DFHRUP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHRU2820I applid DFHRUP in progress

説明: CICS リカバリー・ユーティリティー・プログラムが実

行を開始しました。

システムの処置: CICS リカバリー処理が続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHRUP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHRU2821 applid Storage Allocation error. DFHRUP

abnormally terminates.

説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインへの要求でエ

ラーが起きました。 エラーを検出したドメインは、例外トレー

ス、コンソール・メッセージ、そして (おそらく) システム・

ダンプを与えているはずです。

システムの処置: システム・ダンプが作成され、CICS は異常

終了します。

ユーザーの処置: 元のエラーを検出したドメインからの関連し

たメッセージを参照してください。 それには、詳しい情報や手

引きが示されています。

モジュール: DFHRUP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHRU2830 applid Unable to find the start of unit of

work record on the system log for task

taskid, transaction tranid on terminal termid.

説明: タスク taskid を完全にリカバリーすることができませ

ん。これは、CICS がシステム・ログ上の作業単位レコードの

始まりを見つけることができないためです。 これは、通常、シ

ステム・ログの循環条件 (システムを再始動するための十分な

データが収集されない状態) によって引き起こされます。 これ

は、次のような場合に起こります。

v システム・ログ用にディスクで十分なスペースが割り振られ

なかった。

v システム・ログ・データ・セットの交換が早めに行われた。

v タスクが、遅れている外部イベントを待っている。

システムの処置: 処理を続行します。 このメッセージは、十

分にリカバリーできないそれぞれのタスクごとに出されます。

その後、メッセージ DFHRU2839 が出されます。

ユーザーの処置: タスクを手動でリカバリーする際に必要にな

る可能性があるので、メッセージの詳細を書き留めておいてく

ださい。 詳しい手引きについては、メッセージ DFHRU2839
を参照してください。

モジュール: DFHRUP

XMEOUT パラメーター: applid、taskid、tranid、termid

宛先: コンソール

DFHRU2831 applid Unable to find the committed output

message record on the system log for

terminal termid.

説明: 端末 termid へのコミット済み出力メッセージの肯定応

答を CICS は受け取りませんでした。メッセージはシステム・

ログ内に見つかりません。 これは、通常、循環条件 (システム

を再始動するための十分なデータが収集されない状態) によっ

て引き起こされます。 これは次のような場合に起こります。

v システム・ログ用にディスクで十分なスペースが割り振られ

なかった。

v システム・ログ・データ・セットの交換が早めに行われた。

システムの処置: 処理を続行します。 リカバリーの終了時に
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メッセージ DFHRU2839 が出されます。

ユーザーの処置: メッセージと端末を手動でリカバリーする際

に必要になる可能性があるので、メッセージの詳細を書き留め

ておいてください。 詳しい手引きについては、メッセージ

DFHRU2839 を参照してください。

モジュール: DFHRUP

XMEOUT パラメーター: applid、termid

宛先: コンソール

DFHRU2839D applid Emergency restart failed to complete.

Do you wish to continue? Reply 'Yes' or

'No'.

説明: 1 つまたは複数のメッセージ DFHRU2830 および

DFHRU2831 で報告された理由のため、緊急再始動は正常に行

われませんでした。

システムの処置: CICS はメッセージに対する応答を待ちま

す。

ユーザーの処置: 「Yes」または「No」と応答してください。

v 正しいシステム・ログがロードされたことを確信しており、

DFHRU2830 および DFHRU2831 メッセージで報告された

リカバリー問題の数が少ない場合には、「Yes」と応答して

ください。「Yes」と応答した場合、必要とされる手動によ

るリカバリーの量はかなり少なくなります。

「Yes」を選択した場合、完全にリカバリーできるすべての

作業単位がリカバリーされ、さらにメッセージ DFHRU2830
で報告された完全にはリカバリーしないすべての作業単位が

部分リカバリーされます (一部のデータが使用可能である場

合)。

対応するスケジュール・レコードのない活動 DL/I レコー

ドが見つかった場合、作業単位はリカバリーされず、メッセ

ージ DFHRU2830 で報告されます。 活動 DL/I レコード

とそれに対応するスケジュール・レコードが見つかった場

合、作業単位は完全にリカバリーされます。 つまり、アク

ティブ DL/I 作業単位は、完全にリカバリーされるか、ま

ったくリカバリーされないかのいずれかです。

保存されたシステム・ログ・テープから報告済みメッセージ

に関連したレコードを検索して、これらのリカバリーを手操

作で完了することを考慮してください。

v 正しいシステム・ログがリカバリーされたかどうか確信がな

い場合、個別のリカバリー問題 (メッセージ DFHRU2830
および DFHRU2831 で報告されたもの) が多数ある場合、

あるいはシステムの状況がよく分からない場合には、

「No」と応答してください。

「No」と応答すると、トランザクションはリカバリーされ

ず、メッセージ DFHRU2802 がこのメッセージの後に出さ

れます。

この問題が再発する可能性を小さくするために、以下のことを

検討してください。

v 同期点処理

トランザクションは、一連の作業単位に分割することがで

き、それぞれの作業単位は障害の後にリカバリーされるリソ

ースの範囲を明確に定めます。 アプリケーション・プログ

ラム全体にわたって適切な地点で多くの SYNCPOINT 呼び

出しを出すことにより、これを最小にしてください。

v システム初期設定パラメーター AKPFREQ

AKPFREQ=0 を指定すると、キーポイント処理はオフにさ

れ、試みられるリカバリーはすべて失敗します。

v システム・ログ・サイズ

システム・ログは、最も古い作業単位の実行中にログに記録

されたすべてのログ・データを保持できるほど十分大きくな

ければならず、適切な場合には、すべてのコミット済み出力

メッセージを受け取るときまでに拡張する必要があります。

システム・ログには、完全な活動キーポイントが保存されて

いなければなりません。

モジュール: DFHRUP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSIxxxx メッセージ

DFHSI0101 applid Storage error while restoring DWE
warm start data.

説明: CICS は、直前のウォーム・キーポイントの間にカタロ
グに保管された据え置き作業エレメント (DWE) を作成しよう
としました。 ストレージ (SM) 管理機能ドメインの呼び出し
が失敗しました。 DWE リカバリーができません。
システムの処置: CICS は異常終了し、システム・ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: 前に出されている SM ドメイン・メッセー
ジを参照して、GETMAIN の失敗の原因を判別してください。

CICS は、AUTO または COLD で再始動する必要がありま
す。
モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI0102 applid Error reading DWE warm start data.
説明: CICS は、直前のウォーム・キーポイントの間にカタロ
グに保管された据え置き作業エレメント (DWE) を作成しよう
としました。 カタログに保管されている次の DWE を検索す
るための呼び出しが失敗しました。 このメッセージは、カタロ
グが破壊されていることを示しています。
システムの処置: CICS は異常終了し、システム・ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: 前に出されているカタログ (CC) マネージャ
ー・メッセージを参照して、カタログ処理のエラーの原因を判
別してください。

CICS は、カタログが信頼できないため、コールド (COLD) ス
タートする必要があります。
モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHRU2839D • DFHSI0102

第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server for z/VSE) 271



DFHSI0103 applid Error chaining a DWE onto a {LU6.1
| LU6.2} owner.

説明: CICS は、直前のウォーム・キーポイントの間にカタロ
グに保管された据え置き作業エレメント (DWE) のコピーを作
成しました。 その後、CICS はそれを適切な制御ブロックにチ
ェーニングしようとしましたが、制御ブロックが見つかりませ
んでした。 再始動では、チェーニングを正常に行うために必要
な情報がすべては生成されませんでした。

DWE が LU6.1 タイプである場合には、それを所有する制御
ブロックは DWE で示されている TCTTE です。

DWE が LU6.2 タイプである場合には、それを所有する制御
ブロックは、DWE で示されているリカバリー単位記述子
(URD) 番号です。
システムの処置: CICS は異常終了し、システム・ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: CICS は、ウォーム (WARM) リスタートが
信頼できないためコールド (COLD) リスタートを行う必要が
あります。
モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid、{1=LU6.1、2=LU6.2}
宛先: コンソール

DFHSI0104 applid Catalog error while restoring URDP
warm start data.

説明: CICS は、直前のウォーム・キーポイントでカタログに
保管された URDP (リカバリー単位記述子ポインター) を読み
取ろうとしました。

カタログに保管されている次の URDP を検索するための呼び
出しが失敗しました。 このメッセージは、カタログが破壊され
ていることを示しています。
システムの処置: CICS は異常終了し、システム・ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: 前に出されているカタログ (CC) マネージャ
ー・メッセージを参照して、カタログ処理のエラーの原因を判
別してください。

CICS は、カタログが信頼できないため、コールド (COLD) ス
タートする必要があります。
モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI0105 applid Error locating terminal tttt for URDP
processing.

説明: CICS は、端末 tttt 用に URDP (リカバリー単位記述
子ポインター) エレメントを再び連鎖しようとしました。 端末
tttt が見つかりませんでした。
システムの処置: CICS は異常終了し、システム・ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: CICS は、カタログが信頼できないため、コ
ールド (COLD) スタートする必要があります。
モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid、tttt
宛先: コンソール

DFHSI0106 applid Error terminal tttt has no LUC
extension.

説明: CICS は、端末 tttt 用に URDP (リカバリー単位記述
子ポインター) エレメントを再び連鎖しようとしました。 端末
tttt には LUC 拡張子がありませんでした。
システムの処置: CICS は異常終了し、システム・ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: CICS は、カタログが信頼できないため、コ
ールド (COLD) スタートする必要があります。
モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid、tttt
宛先: コンソール

DFHSI0914I applid Unable to initiate transaction CSFU.
Files will not be opened at initialization.

説明: モジュール DFHSIJ1 は、トランザクション CSFU を
開始することができませんでした。 CSFU がインストール済
みトランザクション定義でないか、もしくは DFHFCU がイン
ストール済みプログラム定義でないためです。
システムの処置: CICS は、初期設定時にいかなるファイルも
オープンしません。 初期設定時にオープンするものとしてファ
イル管理テーブル (FCT) にファイルが定義されている場合
は、CICS は、最初の参照時にそのファイルをオープンしま
す。
ユーザーの処置: トランザクション CSFU とプログラム
DFHFCU を実行できるようにしてください。 DFHLIST のグ
ループ DFHOPCLS には、ファイルのオープンとクローズ (初
期設定時だけでなく動的にも) に必要なすべての定義が入って
います。
モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1250 applid VSAM error processing SHOWCAT
for intrapartition data set dsetname
R15=xxxx.

説明: 区画内データ・セット dsetname の SHOWCAT 処理中
に、VSAM がエラーを検出し、戻りコード xxxx を出しまし
た。
システムの処置: CICS は、ダンプを作成して、異常終了しま
す。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: 「VSE/VSAM User's Guide and Application
Programming」で戻りコードを確認し、CICS を再始動してくだ
さい。
モジュール: DFHSID1

XMEOUT パラメーター: applid、dsetname、xxxx
宛先: コンソール

DFHSI1499 applid Unable to acquire special storage.
説明: CICS 初期設定の一環として、取り出し保護サブプール
からストレージの領域の獲得が試みられます。 この試みが失敗
しました。
システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。
ユーザーの処置: このエラーは、ユーザーのオペレーティン
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グ・システムに重大な問題があることを示しています。 この問
題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順については、
「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく
ださい。
モジュール: DFHSIB1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1500 applid element startup is in progress for
CICS Transaction Server Version version

説明: これは、element のスタートアップが進行中であること
を示す通知メッセージです。

Element は、CICS トランザクション・サーバー・バージョン
version の一部です。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。このメッセージは抑止できません。
モジュール: DFHAPSIP

XMEOUT パラメーター: applid、element、version
宛先: コンソール

DFHSI1501I applid Loading CICS nucleus.
説明: これは、CICS の中核がロードされていることを示す通
知メッセージです。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSIB1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1502I applid CICS startup is {Cold | Warm |
Emergency | Logterm}.

説明: CICS の初期設定時に再始動のタイプが判別され、その
タイプがこのメッセージによってオペレーターに伝えられま
す。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSIC1

XMEOUT パラメーター: applid、{1=Cold、 2=Warm、
3=Emergency、4=Logterm}
宛先: コンソール

DFHSI1503I applid Terminal data sets are being opened.
説明: これは、端末データ・セットがオープンされていること
を示す通知メッセージです。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSIF1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1504 applid Error reading URD warm start
control data.

説明: CICS は、再始動データ・セット (DFHRSD) 内にある
URD (リカバリー単位記述子) ウォーム・スタート制御情報を
読み取ることができませんでした。 通常、このメッセージの前

に、VSAM 戻りコードを示すメッセージが出されます。
システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。
ユーザーの処置: 再始動データ・セット内の問題を訂正してく
ださい。 問題を訂正できない場合は、コールド・スタートまた
は緊急再始動を行う必要があります。
モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1506 applid Unable to OPEN the global catalog.
説明: 初期設定時に、CICS はグローバル・カタログ・デー
タ・セット (DFHGCD) に対して OPEN を出しましたが、
OPEN は失敗しました。
システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。
ユーザーの処置: OPEN の障害の理由については、前に出さ
れた VSAM メッセージを調べてください。 START=AUTO
を指定する場合、またはジャーナル・サポート付きシステムを
定義する場合には、JCL でグローバル・カタログ・データ・セ
ットを与えなければならないことに注意してください。
モジュール: DFHSIC1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1508 applid Error reading AID warm start control
data.

説明: CICS は、再始動データ・セット (DFHRSD) 内にある
AID (自動開始記述子) ウォーム・スタート制御情報を読み取
ることができませんでした。 通常、このメッセージの前に、
VSAM 戻りコードを示すメッセージが出されます。
システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。
ユーザーの処置: 再始動データ・セット内の問題を訂正してく
ださい。 問題を訂正できなければ、コールド・スタートかまた
は緊急再始動を行う必要があります。
モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1509 applid Error reading ICE warm start control
data.

説明: CICS は、再始動データ・セット (DFHRSD) 内にある
ICE (インターバル制御エレメント) ウォーム・スタート制御情
報を読み取ることができませんでした。 通常、このメッセージ
の前に、VSAM 戻りコードを示すメッセージが出されます。
システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。
ユーザーの処置: 再始動データ・セット内の問題を訂正してく
ださい。 問題を訂正できなければ、コールド・スタートかまた
は緊急再始動を行う必要があります。
モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1510I applid Journal control subtask is being
attached/entered.

説明: これは、ジャーナル管理 OPEN/CLOSE オペレーティ
ング・システム・サブタスクが生成されようとしていることを
示す通知メッセージです。
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システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSIH1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1511I applid Installing group list grplist.
説明: グループ・リスト grplist がインストールされようとし
ています。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid、grplist
宛先: コンソール

DFHSI1514I applid DL/I initialization started.
説明: これは、データ言語 /I (DL/I) 初期設定が開始された
ことを示す通知メッセージです。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSIH1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1516I applid Opening journal data sets.
説明: これは、ジャーナル・データ・セットがオープンされよ
うとしていることを示す通知メッセージです。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: SIT パラメーター MSGLVL=0 を指定すれ
ば、このメッセージを抑止することができます。
モジュール: DFHRCRP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1517 applid Control is being given to CICS.
説明: 制御が CICS に与えられようとしていることを示す通
知メッセージです。

applid は、このメッセージを出す CICS システムの VTAM ア
プリケーション ID です。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1518 applid No control record on global catalog
data set. Cold start forced.

説明: グローバル・カタログ・データ・セットに制御レコード
がありませんでした。 このメッセージが出されるのは、グロー
バル・カタログ・データ・セットが最初に使用されるときだけ
です。
システムの処置: CICS の初期設定を続行します。
ユーザーの処置: グローバル・カタログ・データ・セットが最
初に使用される場合には、このメッセージが出されることが予
期されます。 しかし、グローバル・カタログ・データ・セット

内に直前の CICS 実行からの情報が含まれていなければならな
い場合には、CICS を取り消して、この矛盾の理由を調べる必
要があります。
モジュール: DFHSIC1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1519I applid The interregion communication
session was successfully started.

説明: これは、領域間通信 (IRC) セッションが正常に開始さ
れたことを示す通知メッセージです。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1521 applid CICS unable to continue for reasons
given above.

説明: 1 つまたは複数の重大エラーがあるために、CICS の初
期設定を続行することができません。 このメッセージの前に、
エラーを記述する 1 つまたは複数のメッセージが出されていま
す。
システムの処置: ダンプが作成され、CICS は終了します。
ユーザーの処置: 問題の判別とそれらの解決方法についての手
引きは、このメッセージの前に出されたいずれかのメッセージ
を参照してください。 エラーを訂正して、CICS を再始動して
ください。
モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1522D applid Restart errors reported above. Reply
'GO' or 'CANCEL'.

説明: このメッセージの前に、1 つまたは複数のエラー・メッ
セージが出されています。 CICS は低下モードでのみ初期設定
を続行することができます。
システムの処置: このメッセージに対する応答に応じて CICS
は、終了するかまたは低下モードで初期設定を続行します。
ユーザーの処置: 報告されたエラーとそれらの影響を考慮し
て、CICS を低下モードで続行させるかどうかを判断してくだ
さい。 続行させる場合には、「GO」と応答してください。そ
れ以外の場合には、「CANCEL」と応答してください。エラー
を訂正して、CICS を再始動してください。
モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1525 applid Control record on DFHGCD data set
invalid.

説明: CICS は、グローバル・カタログから制御レコードを読
み取ることができません。

このメッセージは、システム・ログ・データ・セットがジョブ
制御テーブル (JCT) から欠落している場合にも出されます。
システムの処置: ダンプが作成され、CICS は終了します。
ユーザーの処置: システム・ログ・データ・セットが欠落して
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いる場合、システム・ログ・データ・セットを生成して、緊急
再始動を試みてください。

システム・ログ・データ・セットが欠落していないか、または
緊急再始動が失敗した場合には、コールド・スタートを実行し
てください。
モジュール: DFHSIC1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1527 applid Cannot open DFHGCD data set.
Cold start will be forced when CICS
restarted.

説明: コールド・スタート時に、CICS はグローバル・カタロ
グをオープンできませんでした。 これは、グローバル・カタロ
グがスタートアップ・ジョブ・ストリームに定義されていない
ためか、VSAM エラー (前に出されている VSAM エラー・メ
ッセージを参照してください) が原因であると思われます。
CICS はグローバル・カタログに書き込みができないため、次
回 CICS を起動する際にはコールド・スタートしか行えませ
ん。
システムの処置: CICS の初期設定を続行します。
ユーザーの処置: この CICS 実行が異常終了した場合には、
緊急再始動を行うことはできません。 こうしたリスクを許容で
きる場合には、CICS を続行させてください。許容できない場
合には、CICS を取り消して、ジョブ・ストリームに定義され
ている使用可能なグローバル・カタログを使って再始動してく
ださい。
モジュール: DFHSIC1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1528 applid CSA record on DFHGCD data set
invalid.

説明: CICS は、共通システム域 (CSA) ウォーム・スタート
の制御レコードをグローバル・カタログから読み取ろうとしま
したが、それが無効であることを検出しました。
システムの処置: CICS は異常終了し、ダンプが提供されま
す。
ユーザーの処置: 緊急再始動を実行してください。
モジュール: DFHSIC1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1530 applid Purge of non-executable ATI request
inoperative.

説明: CICS は、自動トランザクション開始 (ATI) 除去遅延間
隔よりも長い時間受け入れられなかった ATI 要求をシステム
から削除する CRSQ タスクを、開始することができません。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: ATI の除去が必要な場合には、次の CICS
の初期設定時に CRSQ タスクが使用可能であることを確認し
てください。
モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1531 applid Terminal control incompatibility.
macro VTAM return code: retcode error code:
errcode (modname: DFHZRPL).

説明: CICS が端末管理の初期設定時に矛盾を見つけました。
macro は、失敗した VTAM マクロの名前です。

retcode は、レジスター 15 内の VTAM 16 進戻りコードで

す。

errcode には、レジスター 0 の内容が含まれ、この内容は、

関連する 16 進数のエラー・コードです。

VTAM 戻りコード retcode および VTAM エラー・コード

errcode についての詳細は、「z/VSE メッセージおよびコード

第 2 巻」 のセクション『VTAM コード』を参照してくださ

い。

この矛盾は、(おそらくデフォルトにより) VTAM=YES が SIT
に指定されているものの、VTAM マクロの GENCB および

SHOWCB を使用できないことが原因と考えられます。

システムの処置: このメッセージを出した後、システム・ダン

プが作成され、CICS システム初期設定が異常終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この VTAM 戻りコードとエラー・コードを

使用して、VTAM マクロ macro 内での失敗の原因を判別して

ください。 VTAM 戻りコードの診断情報については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクション

『VTAM コード』を参照してください。 エラーを訂正して、

CICS を再始動してください。

モジュール: DFHZRPL

XMEOUT パラメーター: applid、macro、retcode、errcode

宛先: コンソール

DFHSI1533 applid modname loaded at X'address'.

説明: これは、CICS がアドレス address においてモジュール

modname をロードしたことを示す通知メッセージです。

システムの処置: システム初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHAPSIP

XMEOUT パラメーター: applid、modname、address

宛先: コンソール

DFHSI1534 applid Unable to link to program DFHAMP

- GRPLIST parameter ignored.

説明: DFHAMP プログラムは、CICS ジョブの LIBDEF 検

索チェーンのどのサブライブラリーからも見つけることができ

ません。 GRPLIST パラメーターを処理できないので、このパ

ラメーターは無視されます。

システムの処置: システム初期設定を続行します。

ユーザーの処置: DFHAMP プログラムが CICS ジョブの

LIBDEF 検索チェーンのサブライブラリーにあるか確認してく

ださい。

モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール
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DFHSI1535 applid Severe error detected in DFHAMP -

CICS is terminating.

説明: GRPLIST パラメーターの処理中に重大エラーが検出さ

れました。

システムの処置: ダンプが提供されて、CICS が終了します。

ユーザーの処置: これは、おそらく DFHAMP での論理エラ

ーです。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。

手順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSI1536D applid GRPLIST grplist does not exist. Enter

alternative name, 'GO' or 'CANCEL'.

説明: グループ・リスト grplist を CSD ファイル上に見つけ

ることができません。

システムの処置: CICS は応答を待ちます。 CANCEL と応答

すると、CICS は終了します。 GO と応答すると、CICS は指

定された GRPLIST を無視して次のものをインストールしよう

とします。有効なリスト名を指定すると、CICS 初期設定は続

行され、リストがインストールされます。

ユーザーの処置: 「GO」、「CANCEL」、または有効な

GRPLIST を入力してください。

モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid、grplist

宛先: コンソール

DFHSI1537D applid GRPLIST grplist does not exist. Enter

alternative name or 'CANCEL'.

説明: グループ・リスト grplist を CSD ファイル上に見つけ

ることができません。

システムの処置: CICS は応答を待ちます。 CANCEL と応答

すると、CICS は終了します。 有効なリスト名を指定すると、

CICS 初期設定は続行され、リストがインストールされます。

ユーザーの処置: 「CANCEL」または有効な GRPLIST を入

力してください。

モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid、grplist

宛先: コンソール

DFHSI1538D applid Install GRPLIST Errors. Is startup to

be continued - Enter 'GO' or 'CANCEL'.

説明: GRPLIST を CICS 初期設定時にインストールしている

間に、DFHAMP にエラーが検出されました。 一緒に出される

メッセージがエラーの性質について説明しています。

システムの処置: CICS は応答を待ちます。 CANCEL と応答

すると、CICS は終了します。 GO と応答すると、CICS の初

期設定は続行されます。

ユーザーの処置: これらのエラーについての詳細は、関連する

メッセージを参照してください。 GO または CANCEL と応

答してください。

モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSI1539 applid Error attaching the CESC (Terminal

Timeout) transaction.

説明: 代替 XRF 領域の初期設定中に、CESC トランザクショ

ンが開始に失敗しました。 CICS は初期設定を続行しますが、

引き継ぎがタイムアウトにならなかった後も、端末はサインオ

ンされたままです。

システムの処置: ダンプが作成され、CICS は初期設定を続行

します。

ユーザーの処置: ダンプを使用して、トランザクションを開始

することができなかった理由を調査してください。 システムの

ストレージが不足していたか、またはトランザクションが使用

不能であったなどの理由が考えられます。

モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSI1543 applid Time-Of-Day clock inoperative.

説明: システム初期設定で、CICS 用の時刻機構の値を設定す

ることができませんでした。

システムの処置: CICS は異常終了し、ダンプが提供されま

す。

ユーザーの処置: 時刻機構は、CICS 実行の範囲外にあって、

使用を禁止されている場合があります。時刻機構を使用できる

ようにして、CICS を再始動してください。

モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSI1545 applid Unable to OPEN ACB for restart

data set.

説明: CICS は、再始動データ・セット (DFHRSD) に OPEN
を出しましたが、OPEN は失敗しました。

システムの処置: CICS は異常終了し、ダンプが提供されま

す。

ユーザーの処置: OPEN の障害の理由については、前に出さ

れた VSAM メッセージを調べてください。

モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSI1546 applid Control record on DFHGCD data set

invalid.

説明: CICS は、グローバル・カタログ (DFHGCD) から制御

レコードを読み取ろうとしましたが、それが無効であることを

検出しました。

システムの処置: CICS は異常終了し、ダンプが提供されま

す。

ユーザーの処置: コールド・スタートを実行してください。

モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid
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宛先: コンソール

DFHSI1549 applid Logic error when building TCT

module list.

説明: モジュール DFHZCA、ZCB、ZCP、ZCW、ZCX、

ZCY、ZCZ、および ZCXR の形式が、期待どおりに設定され

ていないか、または TCT が正しく生成されていませんでし

た。

システムの処置: CICS は異常終了し、ダンプが提供されま

す。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: このメッセージの理由としては、以下のこと

が考えられます。

1. リストされたモジュールは VTAM 機能なしで生成された

が、システム初期設定テーブル (SIT) は VTAM=YES を指

定している。

2. TCT には、ACCESSMETHOD=VTAM が含まれていない

のに、システム初期設定テーブル (SIT) では、VTAM=YES
が指定されている。

3. リストされたモジュールの入り口点が正しくない。

4. リストされた各モジュール内のモジュール・リストが正し

くない。

理由 1 または 2 が当てはまる場合には、エラーを訂正してく

ださい。 それ以外の場合には、IBM のサポートが必要になり

ます。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHSIF1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSI1550 applid A severe error has occurred while

making a domain domain call with response

(X'response') and reason (X'reason').

説明: 指定されたドメインから予期しないエラーが戻されまし

た。 応答と理由コードが示されます。

システムの処置: 障害のあるドメインが前に診断を受けていな

い限り、システム・ダンプがとられます。

CICS が終了しないようにダンプ・テーブルで指定済みであっ

たとしても、これはクリティカル・エラーなので CICS は終了

します。 通常、この問題に関する症状ストリングが入っている

メッセージ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム管理者に知らせてください。 この

障害は、CICS 内に重大エラーがあることを示しています。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid、domain、

X'response'、X'reason'

宛先: コンソール

DFHSI1551 applid The CICS region userid userid is not

authorized to use the PLTPIUSR parameter

userid userid. Initialization cannot continue,

so CICS is terminated.

説明: CICS 領域に対するジョブ制御ステートメントに指定さ

れたユーザー ID は、PLTPIUSR システム初期設定パラメータ

ーに指定されたユーザー ID の使用を許可されていません。

システムの処置: CICS 初期設定は終了します。

ユーザーの処置: PLT 処理に対して正しいユーザー ID が指

定されていることを確認してください。

CICS 領域用のユーザー ID に、必要な許可があることを確認

してください。セキュリティー管理者の支援が必要になる場合

があります。

必要な訂正が行われたら、CICS ジョブを再実行してくださ

い。

モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid、userid、userid

宛先: コンソール

DFHSI1552 applid Userid userid specified for the

PLTPIUSR parameter has not been defined

correctly to the external security manager

(ESM). SAF codes are (X'safresp',X'safreas').

ESM codes are (X'esmresp',X'esmreas').

説明: PLTPIUSR 初期設定パラメーターに指定されたユーザー

ID が、正しく定義されていません。

システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。

ユーザーの処置: PLT 処理用に適したユーザー ID が指定さ

れていること、および外部セキュリティー・マネージャー

(ESM) の定義が正しく指定されていることを確認してくださ

い。

システム許可機能 (SAF) によって戻される応答および理由コ

ード (safresp および safreas)、ならびに外部セキュリティー・

マネージャー (ESM) によって戻される応答および理由コード

(esmresp および esmreas) は、RACROUTE REQUEST=VERIFY
または RACROUTE REQUEST=EXTRACT マクロによって出

されるものです。 メッセージ内の応答および理由コードの意味

については、「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 の

セクション『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある

『基本セキュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を

参照してください。

CICS または外部セキュリティー・マネージャー (ESM) によ

って、追加の情報を提供するメッセージがさらに作成される場

合があります。

エラーを訂正して、CICS を再始動してください。

モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid、userid、X'safresp'、

X'safreas'、X'esmresp'、X'esmreas'

宛先: コンソール
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DFHSI1556 applid SKRP {A | F}x disabled due to

extension of PGRET value.

説明: 初期設定オプションとして与えられた PGRET 値によ

り、すべての単一キー検索値が設定し直されました。 メッセー

ジに示された値が 16 バイトを超えています。 x には、A の

場合は 1 から 3 の値、F の場合は 1 から 12 の値が示され

ます。

システムの処置: メッセージに示されているキー (それぞれ

PA1 から PA3 および PF1 から PF12) の使用が禁止になりま

す。

ユーザーの処置: コンソールを使用して初期設定指定変更値を

入力できることが (PARM によって) 指定されていれば、

PGRET または SKRxxxxx (あるいはその両方) の初期設定オプ

ションを入力し直すことができます。

モジュール: DFHPASY

XMEOUT パラメーター: applid、{1=A、2=F}、x

宛先: コンソール

DFHSI1558 applid Program progname cannot be found.

説明: プログラム progname は、CICS の初期設定を正しく行

うために不可欠なものですが、スタートアップ・ジョブ・スト

リームで指定されたグループ・リストにより参照されるグルー

プ内に定義されていませんでした。

システムの処置: ダンプが提供されて、CICS が終了します。

ユーザーの処置: このプログラムが、スタートアップ・ジョ

ブ・ストリームで指定されたグループ・リストにより参照され

るグループ内に定義されていることを確認してください。

モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid、progname

宛先: コンソール

DFHSI1559 applid Profile DFHCICSE cannot be found.
説明: DFHCICSE プロファイルは、CICS の初期設定を正し
く行うために不可欠なものです。 しかし、これがスタートアッ
プ・ジョブ・ストリームで指定されたグループ・リスト内に定
義されていませんでした。
システムの処置: ダンプが提供されて、CICS が終了します。
ユーザーの処置: DFHCICSE プロファイルが、スタートアッ
プ・ジョブ・ストリームで指定されたグループ・リスト内に定
義されていることを確認してください。 DFHCICSE の定義
は、CICS システム定義 (CSD) ファイル上の DFHSTAND グ
ループ内に与えられています。
モジュール: DFHXCPA、DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1560 applid Time-Of-Day clock inoperative.
説明: システム初期設定で、CICS 用の時刻機構の値を設定す
ることができませんでした。
システムの処置: CICS は異常終了し、ダンプが提供されま
す。
ユーザーの処置: 時刻機構は、CICS 実行の範囲外にあって、
使用を禁止されている場合があります。時刻機構を使用できる
ようにして、CICS を再始動してください。
モジュール: DFHSIC1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1561D applid Startup time earlier than shutdown
time. Reply 'WAIT' or 'CANCEL'.

説明: CICS がウォーム・スタートされようとしています。
スタートアップ用の時刻機構が、直前のウォーム終了で記録さ
れた時刻機構値と比較されます。これら 2 つの値が、15 秒よ
り多く異なっています。 シャットダウンとスタートアップの両
方の時刻機構値は、ストア・クロック (STCK) 命令を使用して
取得されます。次の点に注意してください。
1. 種々のリソース・マネージャーは、時刻機構の値が減少し

ないことを前提としている。

2. CICS がある CPC で実行されていたのに、別の CPC で

再始動される場合にのみ問題が生じる。

システムの処置: 応答が「CANCEL」である場合、CICS は異

常終了して、ダンプが提供されます。応答が「WAIT」である

場合、CICS スタートアップは最大 15 秒間まで遅らされ、そ

の後、時刻機構の値がもう一度比較されます。

ユーザーの処置: 時刻機構は、CICS に使用される可能性があ

るすべての CPC で同期化されている必要があります。 それ

が行われていないと、CICS に対して次のような影響がありま

す。

1. START=STANDBY が SIT で指定されている場合、引き継

ぎが遅らされる可能性がある。

2. CICS が緊急始動されると、予測不能なエラーが起こる可

能性がある。

モジュール: DFHSIC1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSI1562 applid Unable to initialize application

domain statistics.

説明: CICS 初期設定時に、アプリケーション・ドメイン

(AP) 統計制御モジュール DFHSII1 の初期設定が行われている

間に、エラーが検出されました。 CICS の AP コンポーネン

トで問題が発生した可能性があります。

システムの処置: 例外トレース項目がトレース・テーブル内に

作成され、CICS は異常終了し、システム・ダンプが作成され

ます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: このエラーは、CICS のカーネル (KE) ドメ

インによって検出された以前のエラーのために発生した可能性

があります。 KE ドメインから出された DFHKExxxx で始ま

る以前のメッセージ、接頭部 KE を持つ CICS トレース・テ

ーブル項目、およびダンプを探してください。これらは、エラ

ーのタイプととるべき処置を示します。

KE コンポーネントによって以前にエラーが検出されていない

場合には、DFHSII1 は例外項目をトレース・テーブル内に作成

し (id=X'0700')、CICS を異常終了させ、コード=1562 を出

し、システム・ダンプが作成されます。この場合には、IBM の

サポートが必要になります。 手順については、「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHSII1
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XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSI1563 applid System log entry not present in JCT.

説明: システム・ログ用の項目が JCT にはありませんでし

た。 次のいずれかの理由のため、項目が必要です。

1. DLI が要求された (DLI=YES)。
2. 緊急再始動が必要である。

システムの処置: ダンプが提供されて、CICS が終了します。

ユーザーの処置: ユーザーの処置は、メッセージが出された理

由によって異なります (説明の中の番号を参照してください)。
1. システム・ログ項目を用意する。

2. システム・ログ項目および正しいログを用意して、緊急再

始動を実行する。あるいは データベースの同期がとれてい

ない可能性があるので、START=COLD を指定する。

モジュール: DFHSIB1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSI1564 applid Program DFHSTP failed.

説明: 緊急再始動時に、メッセージ DFHSI1588 に対して

CANCEL 応答が入力されました。 CICS システム初期設定プ

ログラムはシステム終了プログラムにリンクされました。それ

は CICS を終了させたはずですが、そうではなく、制御をシス

テム初期設定プログラムに戻しました。

システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: これは、内部 CICS エラーです。 この問題

を解決するには IBM の支援が必要です。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSI1565 applid Program DFHSTP cannot be found.

説明: CICS 初期設定時に、ユーザーの CANCEL 要求が出さ

れましたが、CICS システム終了プログラムを見つけることが

できませんでした。 CICS は、CICS スタートアップ・ジョ

ブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのどのサブライブラリ

ーからも DFHSTP を見つけることができません。

システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。

ユーザーの処置: このエラーを訂正するには、CICS スタート

アップ・ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブラ

イブラリーに DFHSTP を入れてください。

モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSI1566 applid Unable to establish JCT entries.
説明: システム初期設定時に、CICS グローバル・カタログ
(DFHGCD) から JCT 項目を設定しようとしたとき、CICS は
エラーを検出しました。
システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS カタログおよびジャーナル管理テーブ
ル (JCT) を検査してください。
モジュール: DFHSIC1、DFHJCRP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1572 applid Unable to OPEN VTAM ACB -
RC=xxxxxxxx ACB Code=yy.

説明: システムの初期設定時に、VTAM ACB のオープンを試
みているときにエラーが起こりました。 RC=xxxxxxxx は、レ
ジスター 15 にある VTAM エラー・コードです。 yy は、16
進数の ACB の内容です。
システムの処置: CICS の初期設定を続行します。
ユーザーの処置: ACB エラー・フィールドの値および戻りコ
ードに関する詳細については、「VTAM プログラミング」を参
照してください。

これらの値と戻りコードを使用して、問題の原因を判別してく
ださい。

取り消すか続行するかを決定してください。 (このメッセージ
は、VTAM を立ち上げる前に CICS を立ち上げたときに出さ
れます。)

この CICS 実行中に VTAM 端末を使用したいときには、
VTAM を活動化させなければなりません。 VTAM ACB は、
CEMT SET VTAM OPEN コマンドによってオープンするこ
とができます。
モジュール: DFHSIF1

XMEOUT パラメーター: applid、xxxxxxxx、yy
宛先: コンソール

DFHSI1573 date time applid Terminal Control is
unavailable due to an unsupported access
method.

説明: バージョン 3 以前の VTAM のリリースは、CICS の
このリリースではサポートされていません。
システムの処置: CICS は終了し、システム・ダンプが作成さ
れます。
ユーザーの処置: アクセス方式を更新してください。
モジュール: DFHZSLS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: コンソール

DFHSI1574 applid TCTUA Subpool not added in
DFHZRPL. CICS initialization cannot
continue.

説明: ストレージ・マネージャーがサブプールの追加を試みて
失敗しました。 VTAM 以外の端末に関連した TCTUA が使
用できるようサブプールを追加しようとしているときに、モジ
ュール DFHZRPL が失敗しました。 サブプールは必要なとき
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に存在していなければならないので、これは重大エラーです。
システムの処置: サブプールの追加を試みた CICS システム
の初期設定が異常終了します。 サブプールを追加できない場合
には、CICS を正しく実行することはできません。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHZRPL

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1575 applid Getmain failed for TCTUA subpool
in module DFHZRPL. CICS initialization
cannot continue.

説明: TCTUA サブプールが使用できるようストレージを
GETMAIN しようとしているときに、モジュール DFHZRPL
が失敗しました。 このサブプールはすでに追加されています
が、そのためのストレージがまだありません。 これは重大エラ
ーです。
システムの処置: 初期設定の手順の途中で、GETMAIN 障害
が早すぎたため、CICS 初期設定を続行することができませ
ん。 GETMAIN の実行を試みて失敗した CICS システムが終
了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHZRPL

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1576 applid Unable to find VTAM ACB.
説明: システムの初期設定時に、VTAM ACB の検出を試みて
いるときにエラーが起こりました。
システムの処置: CICS は初期設定を続行しますが、VTAM
は使用できません。
ユーザーの処置: VTAM サポートが必要でない場合には、こ
のメッセージは無視してかまいません。

システムに VTAM がインストールしてある場合には、
VTAM=NO がシステム初期設定パラメーターとして指定され
ていないことを確かめてください。 VTAM=YES が指定されて
いる場合には、自分のシステムで現在 VTAM が使用できない
理由を調べてください。
モジュール: DFHSIF1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1578D applid PLTPI specified cannot be found.
Reply 'GO' or 'CANCEL'.

説明: プログラム・リスト・テーブル (PLT) が CICS プログ
ラム・ライブラリー内に存在していないために、初期設定後プ
ログラム・リスト・テーブル (PLTPI) を見つけることができま
せん。

システムの処置: 応答が「CANCEL」の場合には、CICS は終
了します。応答が「GO」の場合には、PLT は処理されずに処
理が続行されます。
ユーザーの処置: 「GO」または「CANCEL」と応答してくだ
さい。
モジュール: DFHSIPLT

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1579D applid Module modname - PLT program
progname not found. Reply 'GO' or
'CANCEL'.

説明: このメッセージは、初期設定後プログラム・リスト・テ
ーブル (PLTPI) に定義されているプログラムを見つけられない
ことを示しています。

初期設定の最初の PLT フェーズ (DFHSII1) の間にこのメッセ
ージが出された場合には、そのプログラムは CICS ジョブの
LIBDEF 検索チェーンのどのサブライブラリーにも存在してい
ません。

このメッセージが、初期設定後 PLT フェーズ (DFHSIJ1) の間
に出された場合には、プログラムはインストール済みプログラ
ム項目ではないか、あるいは CICS ジョブの LIBDEF 検索チ
ェーンのどのサブライブラリーにも見つからなかったかのいず
れかです。

modname は、どのモジュールがそのメッセージを出したかを示
します。progname は、見つけられなかったプログラムの名前で
す。
システムの処置: 応答が「CANCEL」の場合には、CICS は終
了します。応答が「GO」の場合には、そのプログラムはバイ
パスされます。
ユーザーの処置: 「CANCEL」または「GO」と応答してくだ
さい。
モジュール: DFHSIPLT

XMEOUT パラメーター: applid、modname、progname
宛先: コンソール

DFHSI1580D applid PLTPI program program-name has
abended, code abcode. Reply 'GO' or
'CANCEL'.

説明: PLT プログラム program-name が異常終了して、異常
終了コード abcode が出されたとき、CICS は初期設定プログラ
ム・リスト・テーブル (PLT) を処理中でした。
システムの処置: 応答が「CANCEL」の場合には、CICS は終
了します。応答が「GO」の場合には、そのプログラムはバイ
パスされます。
ユーザーの処置: 「CANCEL」または「GO」と応答してくだ
さい。
モジュール: DFHSIPLT

XMEOUT パラメーター: applid、program-name、abcode
宛先: コンソール

DFHSI1581 applid Journaling specified, but initialization
programs not present

説明: システム初期設定テーブル (SIT) ではジャーナリングを
指定していますが、ジャーナル初期設定プログラムはインスト
ール済みプログラム定義として存在していません。
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システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。
ユーザーの処置: エラーを訂正して、CICS を再始動してくだ
さい。 CICS 提供のグループ DFHJRNL を (オンライン・リ
ソース定義 (RDO) を使用して) インストールすることによ
り、ジャーナリングに必要なすべてのトランザクション項目お
よびプログラム項目を生成することができます。
モジュール: DFHRCRP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1584 applid System log positioning subtask attach
failure.

説明: システム初期設定で、システム・ログ (DFHTEOF) を
位置付ける CICS サブタスクを生成しようとしましたが、
ATTACH は失敗しました。 ATTACH が失敗した理由として
は、許可されているサブタスクの最大数を超過したことが最も
考えられます。 許可されているサブタスクの最大数は 15 で
す。
システムの処置: ダンプが提供されて、CICS が異常終了しま
す。
ユーザーの処置: サブタスクの最大数を超過しなかったか検査
してください。 エラーを訂正して、CICS を再始動してくださ
い。
モジュール: DFHSIC1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1585 applid System log positioning subtask
abend

説明: 緊急再始動時に、システム・ログ・テープ (DFHTEOF)
を位置変更する CICS サブタスクが異常終了しました。
システムの処置: ダンプが提供されて、CICS が異常終了しま
す。
ユーザーの処置: 可能な場合には、エラーを訂正して CICS
を再始動してください。可能でない場合には CICS をコール
ド・スタートしてください。
モジュール: DFHRCRP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1586 applid Recovery utility program not present
説明: 緊急再始動時に、システム初期設定プログラム (SIP) は
リカバリー・ユーティリティー・プログラム (DFHRUP) を見
つけることができませんでした。
システムの処置: ダンプが提供されて、CICS が異常終了しま
す。
ユーザーの処置: DFHRUP が CICS プログラム・ライブラリ
ー内にあることを確認してください。ない場合には、CICS を
コールド・スタートしてください。
モジュール: DFHRCRP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1587 applid Unable to link to program DFHAKP.
説明: CICS 実行の初期キーポイントをとろうとしたとき、
CICS は活動キーポイント・プログラム (DFHAKP) にリンク
することができませんでした。 一般に、DFHAKP は、CICS
スタートアップ・ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーン
のサブライブラリーから欠落しています。

このエラーの理由として、他にも次のようなことが考えられま
す。
v 動的ストレージ域 (DSA) が十分に大きくない。

v グループ DFHAKP が、GRPLIST システム初期設定パラメ

ーターに指定されたどのグループ・リストにも含まれていな

い。

システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。

ユーザーの処置: DFHAKP が、CICS スタートアップ・ジョ

ブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブライブラリーに

あるか確認してください。

それがすでにある場合には、DSA が十分大きいか検査してく

ださい。 それが小さすぎる場合には、DSALIM 初期設定パラ

メーターに指定されているサイズを大きくしてください。

モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSI1588D applid Is startup to be continued? Reply

'GO' or 'CANCEL'.

説明: このメッセージは、緊急再スタートアップの完了後、ま

たは CICS スタートアップ時にエラーが発生した時に現れるこ

とがあります。

システムの処置: 「GO」と応答すると、CICS は初期設定を

続行します。「CANCEL」と応答すると、緊急再始動が完了し

た場合に CICS は正常にシャットダウンするか、あるいは初期

設定時にエラーが起きた場合に CICS は異常終了してダンプが

作成されます。

ユーザーの処置: Reply 'GO' or 'CANCEL'.
モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSI1589D applid VTAM is not currently active.

説明: VTAM が活動状態ではないため、CICS 初期設定で

VTAM アクセス方式制御ブロック (ACB) を OPEN すること

ができません。

システムの処置: これが代替システムである場合は、CICS は

15 秒間待った後、無期限に OPEN を再試行します。

これが代替システムではない場合は、CICS は初期設定の残り

を続行します。 Open VTAM Retry (オープン VTAM 再試

行) トランザクション COVR がタスク生成され、OPEN の再

試行が 5 秒ごとに 10 分間繰り返されます。

ユーザーの処置: 代替システムの場合には、VTAM が起動中

であることを確認してください。 VTAM が起動中でなけれ

ば、この代替システムを取り消すことができます。

モジュール: DFHSIF1

XMEOUT パラメーター: applid
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宛先: コンソール

DFHSI1590 applid XRF alternate cannot proceed without

VTAM.

説明: CICS 初期設定で、VTAM アクセス方式制御ブロック

(ACB) を OPEN することができません。 ACB エラー・コー

ドは、前に出されているメッセージ DFHSI1572 の中に見つけ

ることができます。

システムの処置: ダンプが作成され、CICS は終了します。

ユーザーの処置: DFHSI1572 を参照し、その情報を使用し

て、エラーの原因を解決してください。

モジュール: DFHSIF1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSI1592 applid CICS applid not (yet) active to

VTAM.

説明: VTAM が、アプリケーション ID を認識しないので

(VTAM エラー X'5A')、CICS 初期設定で VTAM アクセス方

式制御ブロック (ACB) を OPEN することができません。こ

れは、(例えば、SIT 指定変更の) アプリケーション ID の値に

ユーザー・エラーがあるか、またはアプリケーション ID を含

んでいるアプリケーション・サブエリアが VTAM 内で活動状

態にない可能性があります。 また、VTAM がまだ起動中であ

る可能性もあります。 この場合には、VTAM の初期設定が完

了した時点で、この問題は自然に訂正される可能性がありま

す。

システムの処置: これが代替 CICS の場合には、15 秒間待っ

た後で、OPEN をいつまでも再試行し続けます。代替 CICS
でない場合には、CICS は残りの初期設定を続行します。

ユーザーの処置: 代替システムの場合には、VTAM が起動中

であることを確認してください。 VTAM が起動中であれば、

必要なアプリケーション・サブエリアが VTAM 内で活動状態

にあることを確認してください。活動状態にある場合には、こ

の代替を取り消しても構いません。 これが代替ではない場合

は、CICS が初期設定されたときに CEMT を使用して OPEN
を再試行することができます。

モジュール: DFHSIF1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSI1594 applid A xxxx level of module progname is

being loaded.

説明: このシステムは、CICS トランザクション・サーバー・

プロダクトの CICS の現行レベルに対してアセンブルされなか

ったレベルのモジュール progname を、ロードしています。 レ

ベル xxxx は、使用するモジュールのレベルを示します。

システムの処置: システム初期設定を続行します。

ユーザーの処置: モジュール progname の旧レベルの使用が有

効であるかを確認してください。通常は、使用する CICS の現

行レベルに合わせてモジュールを再アセンブルすることが必要

になります。

モジュール: DFHAPSIP

XMEOUT パラメーター: applid、xxxx、progname

宛先: コンソール

DFHSI1595S applid Failure to create a special purpose

storage subpool - CICS will be terminated.

説明: CICS 初期設定時に特別の目的のストレージ・サブプー

ルを割り振ろうとしましたが、それは失敗しました。

システムの処置: CICS 初期設定は終了します。

ユーザーの処置: 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHSIDZ

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSI1596 applid Nucleus module progname cannot be
located.

説明: 中核をロードする際に、CICS ライブラリー内に中核モ
ジュール progname が検出できませんでした。
システムの処置: AP ドメイン初期設定ルーチンは、残りの中
核モジュールをロードする試みを続行します。 すべての中核モ
ジュールのロードを試みた後、CICS は終了します。
ユーザーの処置: 欠落したモジュール progname を適切なライ
ブラリーに追加して、CICS を再始動してください。
モジュール: DFHAPSIP, DFHSID1

XMEOUT パラメーター: applid、progname
宛先: コンソール

DFHSI1597 applid VTAM=YES invalid with a non
VTAM TCT - VTAM=NO forced.

説明: ロードされた TCT が ACCESSMETHOD=VTAM でア
センブルされなかったものの、VTAM=YES が SIT で指定され
ました。
システムの処置: CICS は VTAM サポートなしで続行されま
す。
ユーザーの処置: VTAM を使用するには、TCT を
ACCESSMETHOD=VTAM を指定してアセンブルするか、ま
たは DY の接尾部を持つ CICS 提供の TCT 使用してくださ
い。
モジュール: DFHZINT

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI1599 applid CICS Partition size insufficient to
initialize transient data.

説明: ストレージ・マネージャーのサブプールの作成を試みて
失敗したか、またはストレージを獲得する試みが失敗したた
め、一時データ初期設定が失敗しました。
システムの処置: システム・ダンプが作成され、CICS が異常
終了します。
ユーザーの処置: システム・ダンプを使用して、どの DSA が
小さすぎるのか判別してください。 状況に応じて、DSALIM
または EDSALIM システム初期設定パラメーターに指定され
たサイズを大きくしてください。
モジュール: DFHSID1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール
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DFHSI1600S UNABLE TO LOAD CICS SYSTEM
INITIALIZATION MODULE DFHSIP31.
CDLOAD FAILED. R15=X'xxxx'

説明: CICS は、システム初期設定モジュール DFHSIP31 を
ロードすることができませんでした。

レジスター 15 内のコード (X'xxxx') は、CDLOAD マクロか
らの戻りコードです。
システムの処置: CICS は終了します。
ユーザーの処置: CDLOAD 戻りコードの意味については、
「z/VSE System Macros Reference」を参照してください。この
コードを使用して、ロードが失敗した原因を判別してくださ
い。
モジュール: DFHSIP
宛先: コンソール

DFHSI2810 applid CANCEL reply received. CICS is
terminating.

説明: CANCEL 応答が受信されました。
システムの処置: CICS は終了します。
ユーザーの処置: 前のメッセージを参照して、行う処置を決め
てください。
モジュール: DFHSII1、DFHSIPLT

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI2813 applid Program DFHRCEX cannot be found.
説明: CICS は、CICS スタートアップ・ジョブ・ストリーム
の LIBDEF 検索チェーンのどのサブライブラリーからも
DFHRCEX を見つけることができません。
システムの処置: CICS 初期設定が終了し、ダンプが提供され
ます。
ユーザーの処置: このエラーを訂正するには、CICS スタート
アップ・ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブラ
イブラリーに DFHRCEX を入れてください。
モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI8420I applid About to link to PLT programs
during the second stage of initialization.

説明: 初期設定の第 2 段階で、PLTPI システム初期設定パラ
メーターに定義したユーザー PLT プログラムに、CICS がリ
ンクしようとしています。
システムの処置: 制御は、ユーザー PLT プログラムに渡され
ます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSIPLT

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI8424I applid Control returned from PLT programs
during the second stage of initialization.

説明: 制御が CICS に戻されて、システム初期設定が続行さ
れます。
システムの処置: 制御は CICS に戻されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSIPLT

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI8430I applid About to link to PLT programs
during the third stage of initialization.

説明: 初期設定の第 3 段階で PLTPI SIT パラメーターに定義
したユーザー PLT プログラムに、CICS がリンクしようとし
ています。
システムの処置: 制御は、ユーザー PLT プログラムに渡され
ます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSIPLT

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI8434I applid Control returned from PLT programs
during the third stage of initialization.

説明: 制御が CICS に戻されて、システム初期設定が続行さ
れます。
システムの処置: 制御は CICS に戻されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSIPLT

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSI9000I applid CICS system initialization is
complete.

説明: CICS が初期設定を正常に終了し、アプリケーションに
よる使用の準備ができました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。これは、通知メッセージです。

このメッセージは抑止できません。
モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSKxxxx メッセージ

DFHSK1101I applid General purpose subtask terminated
abnormally - system completion code=
X'xxxx'

説明: DFHSKP によって生成されたサブタスクが異常終了し
ました。
システムの処置: CICS は低下モードで続行されます。

ユーザーの処置: サブタスクが失敗した理由を調べてくださ
い。 xxxx はオペレーティング・システム完了コードです。
モジュール: DFHSKP

XMEOUT パラメーター: applid、X'xxxx'
宛先: コンソール

DFHSI1600S • DFHSK1101I

第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server for z/VSE) 283



DFHSK1102I applid Unable to attach general purpose
subtask - system return code= X'xxxx'

説明: DFHSKP がオペレーティング・システム・サブタスク
の生成を試みました。 この ATTACH は失敗しました。
システムの処置: CICS は低下モードで続行されます。
ユーザーの処置: タスク生成が失敗した原因を突き止めてくだ
さい。 xxxx はオペレーティング・システム完了コードです。
モジュール: DFHSKP

XMEOUT パラメーター: applid、X'xxxx'
宛先: コンソール

DFHSK1103I applid ESTAEX macro failed in general
purpose subtask - system return code=
X'xxxx'

説明: 汎用サブタスクが OS/390 ESTAEX マクロを出しまし
た。 xxxx は VSE からの非ゼロ応答です。
システムの処置: CICS は低下モードで続行されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。

ESTAEX 戻りコードの診断情報については、「z/VSE メッセー
ジおよびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コー
ドおよび SVC エラー』にある『OS/390 API 戻りコード』を
参照してください。
モジュール: DFHSKP

XMEOUT パラメーター: applid、X'xxxx'
宛先: コンソール

DFHSK1104I applid General purpose subtask terminated
because error threshold has been reached

説明: 汎用サブタスクが、その独自のコードを実行中に、何回
かにわたって障害を起こしました。 CICS がこのタスクを終了
させました。
システムの処置: CICS は低下モードで続行されます。
ユーザーの処置: サブタスクが失敗した理由を調べてくださ
い。
モジュール: DFHSKP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSK1106I applid Unable to authorize a general
purpose subtask - RC=nn

説明: CICS サブタスク・プログラムは、VSE サブタスクの
TCB に対して CICS 許可を与えるための CICS SVC を出しま
した。 SVC は、エラー応答コード nn を戻してきました。
可能な nn の値およびこれらの意味は、次のとおりです。

nn 意味

01 SVC サービスは許可されません。

02 DFHASV のロードに失敗しました。

03 CICS SVC の内部エラーです。

04 CICS SVC の内部エラーです。 RB 検査は失敗しま

した。

10 DFHAUTH TYPE=CHECK マクロが失敗しました。

14 無効な TCB アドレスが DFHASV に渡されまし

た。

18 DFHAUTH TYPE= サブタスク AFCB ストレージが

失敗しました。

1C サブタスク AFCB ストレージのための GETMAIN
が失敗しました。

20 メインタスク AFCB バージョンは CICS 1.7 以前で

す。

24 メインタスク AFCB バージョンが、使用中の SVC
バージョンに対して大きすぎます。

その他 SVC は、「CICS System Definition Guide」で説明さ

れているとおりに定義およびインストールされていま

せん。

システムの処置: CICS を続行します。 CICS SVC は、汎用

サブタスクによって再度呼び出された場合に失敗する可能性が

あります。

ユーザーの処置: メッセージ内の応答コードを使用して、失敗

の原因を判別してください。

モジュール: DFHSKP

XMEOUT パラメーター: applid、nn

宛先: コンソール

DFHSMxxxx メッセージ

DFHSM0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは、CICS コードにエラーの可
能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデータが
入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があります。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字の CICS コードから成りま
す。 VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) で
す。 VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3
つのハイフンで埋められます。 CICS コードは、異常終了コー
ド、または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、
AKEA は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合は、呼び
出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM) によ
って CICS が終了させられる場合があります。このことを示す
メッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終了するかどう
か決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
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SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、CICS 英数字コードを、 557 ページの『第 2 章 トラン
ザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for
z/VSE)』で調べてください。これにより、例えば、エラーがプ
ログラム・チェック、異常終了、またはランナウェイであった
かがわかります。また、ユーザーの処置に関する何らかの手引
きが得られる場合があります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないとシステムを実行
できない場合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせ
る必要があります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照してく
ださい。
モジュール: DFHSMAD、DFHSMAR、DFHSMCK、
DFHSMDM、DFHSMGF、DFHSMMCI、DFHSMMC2、
DFHSMMF、DFHSMMG、DFHSMPQ、DFHSMPP、
DFHSMSR、DFHSMST、DFHSMSU、DFHSMSY

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname
宛先: コンソール

DFHSM0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。
コード X'code' は、エラーが何であり、エラーがどこで検出さ
れたかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル
で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま
す。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合、CICS
を呼び出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM)
が終了させることができます。 このことを示すメッセージが出
されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS コードにエラーの可能性があ
ることを示しています。 その影響の重大度は、エラー発生時に
実行されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。 メッセージが出さ
れたのが 1 回であり、しかもモジュール modname が CICS
システムの実行に不可欠ではない場合には、実行を続行し、適
当な時間に CICS をダウンさせて問題を解決することもできま
す。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはモジュール
modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合
には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり
ます。

例外トレース・ポイント ID の X'code' およびその中に含まれ

るデータは、「CICS Trace Entries Handbook」で説明されてい
ます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHSMAD、DFHSMAR、DFHSMCK、
DFHSMGF、DFHSMMC2、DFHSMMF、DFHSMMG、
DFHSMPQ、DFHSMPP、DFHSMSCP、DFHSMSR、
DFHSMST、DFHSMSU、DFHSMSY

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHSM0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時
に実行されていた命令のオフセットです。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合は、呼び
出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM) によ
って CICS が終了させられる場合があります。このことを示す
メッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS が終了しなかった場合は、CICS をダウンさせるほ
ど問題が重大かどうかを判断する必要があります。

一部の CICS 機能はプロセッサー時間を多く使用することがあ
るので、このメッセージは長時間実行機能が原因で出された可
能性があります。 したがって、これはエラーではない可能性が
あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設
定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で計測) で指定したラン
ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。
これは、メッセージ内のモジュール modname が終了し、CICS
が続行されることを意味します。

しかし、ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname
がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を
終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ
がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間
隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当
な時間に CICS をダウンさせる必要があります。ただし、
CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的
にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を増やしても問題が解決されない場合は、IBM のサ
ポートが必要です。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHSMMCI、DFHSMST

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname
宛先: コンソール
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DFHSM0006 applid Insufficient storage to satisfy
Getmain (code X'code') in module modname.
VSE code vsecode.

説明: モジュール modname が、ストレージを獲得しようとし
ましたが、要求を満たすほど十分なストレージがありませんで
した。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す
る例外トレース・ポイント ID です。

コード vsecode は OS/390 GETMAIN 戻りコードです。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます (コード X'code')。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止
しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

該当する場合には、エラー戻りコードがこのドメインの呼び出
し側に送られます。この場合、CICS を呼び出し側 (例えば、
ドメイン・マネージャー DFHDMDM) が終了させることがで
きます。 このことを示すメッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS が別のモジュールによって終了させら
れた場合には、関連した終了メッセージ (例えば、ドメイン・
マネージャーからの) に注意し、これらのメッセージに関して
示されたユーザーの処置を調べてください。

CICS がまだ実行中である場合には、問題は一時的なものであ
る可能性があります。その場合には、さらに多くの使用可能な
ストレージを得られるようになると、問題も自然に解決されま
す。 モジュール modname なしで済む場合は、CICS の実行を
続行し、都合の良いときにダウンさせて、問題を解決すること
もできます。メッセージが繰り返し表示されるか、またはすべ
ての CICS モジュールを最大限に利用しないとシステムを実行
できない場合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせ
る必要があります。

例外トレース・ポイント ID の X'code' およびその中に含まれ
るデータは、「CICS Trace Entries Handbook」で説明されてい
ます。

GETMAIN 戻りコードの診断情報は、「z/VSE メッセージお
よびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードお
よび SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で
説明されています。

CICS 動的ストレージ域 (DSA) の限界を小さくするか、また
は VSE 区画サイズを大きくしてみてください。 CICS DSA
は、CEMT 発信端末コマンドに DSALIM および EDSALIM
パラメーターを使用して、動的に変更することができます。区
画サイズを大きくするには、CICS をダウンさせる必要があり
ます。
モジュール: DFHSMDM

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname、vsecode
宛先: コンソール

DFHSM0102 applid A storage violation (code X'code') has
been detected by module modname.

説明: モジュール modname により記憶保護違反が検出されま
した。 コード X'code' は、記憶保護違反のタイプを一意的に識
別する例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル
で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま
す。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

ストレージ・リカバリーを (システム初期設定パラメーター
STGRCVY=YES を指定することにより) 使用可能にした場合、
CICS は記憶保護違反の修理を試みます。 それ以外の場合に
は、ストレージは変更されないままとなります。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: 例外トレース・ポイント ID の X'code' を使
用して、記憶保護違反の原因を調べてください。 例外トレー
ス・ポイント ID およびその中に含まれるデータは、「CICS
Trace Entries Handbook」で説明されています。
モジュール: DFHSMAR、DFHSMCK、DFHSMGF、
DFHSMMC2、DFHSMMF

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHSM0103 applid A storage violation (code X'code') has
been detected by the storage violation trap.
Trap is now inactive.

説明: 記憶保護違反が記憶保護違反トラップによって検出され
ました。このトラップは、システム初期設定パラメーター
CHKSTSK または CHKSTRM を介して、もしくは CSFE ト
ランザクションを介して使用可能にすることができます。 コー
ド X'code' は、検出された記憶保護違反のタイプを一意的に識
別する例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: CICS は、記憶保護違反トラップを使用禁止
にします。 例外項目 (メッセージ内のコード X'code') が、トレ
ース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブルで特にダ
ンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

ストレージ・リカバリーを (システム初期設定パラメーター
STGRCVY=YES を指定することにより) 使用可能にした場合、
CICS は記憶保護違反の修理を試みます。 それ以外の場合に
は、ストレージは変更されないままとなります。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。

注: CICS がストレージを修理できたとしても、記憶保護違反

トラップは非活動状態のまま存在します。

ユーザーの処置: 例外トレース・ポイント ID の X'code' を使

用して、記憶保護違反の原因を調べてください。 例外トレー

ス・ポイント ID およびその中に含まれるデータは、「CICS

Trace Entries Handbook」で説明されています。

モジュール: DFHSMCK
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XMEOUT パラメーター: applid、X'code'

宛先: コンソール

DFHSM0113I applid Storage protection is not active.

説明: これは、ストレージ保護が要求されておらず、この

CICS の実行についてはストレージ保護が実施されないことを

示す通知メッセージです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設

定パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。スト

レージ保護は、システム初期設定パラメーター STGPROT=YES
を指定することで使用可能にできます。

モジュール: DFHSMDM

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSM0114 applid Storage protection was requested but

the support is not available. Storage

protection is not active.

説明: ストレージ保護が要求されましたが、この CICS の実

行についてはストレージ保護が実施されないことを示す通知メ

ッセージです。これは、必要なハードウェアまたはオペレーテ

ィング・システム (あるいは両方) のサポートが使用できない

ためです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSMDM

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSM0115I applid Storage protection is active.

説明: これは、ストレージ保護が要求され、そのため、この

CICS の実行についてストレージ保護が実施されることを示す

通知メッセージです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設

定パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。

モジュール: DFHSMDM

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSM0120I applid Reentrant programs will not be

loaded into read-only storage.

説明: これは、この CICS の実行について、読み取り専用プ

ログラムが、読取専用ストレージにロードされないことを示す

通知メッセージです。 これは、RENTPGM=NOPROTECT が

システム初期設定パラメーターとして指定されたためです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。

故意にプログラムを上書きする必要がない限り (例えば、テス

ト中にブレークポイントを設定するため)、
RENTPGM=NOPROTECT を指定してはなりません。

モジュール: DFHSMDM

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSM0122I applid Limit of DSA storage below 16MB is

dsalimitK.

説明: このメッセージは、16 MB 境界より下の動的ストレー

ジ域 (DSA) の限界 dsalimit を示します。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、メッセージ・レ

ベル・システム初期設定パラメーター MSGLVL=0 で抑止する

ことができます。

モジュール: DFHSMDM

XMEOUT パラメーター: applid、dsalimit

宛先: コンソール

DFHSM0123I applid Limit of DSA storage above 16MB is

edsalimitM.

説明: このメッセージは、16 MB 境界より上の動的ストレー

ジ域 (DSA) の限界 edsalimit を示します。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、メッセージ・レ

ベル・システム初期設定パラメーター MSGLVL=0 で抑止する

ことができます。

モジュール: DFHSMDM

XMEOUT パラメーター: applid、edsalimit

宛先: コンソール

DFHSM0127 applid Insufficient storage to allocate

requested size for DSA limit storage below

16MB (dsalimitK).

説明: CICS は、16 MB より下の DSA ストレージの最大

dsalimit を求める要求を出しましたが、失敗しました。

システムの処置: 要求されたサイズがデフォルトよりも大きい

場合には、CICS は、DSALIM パラメーターにデフォルトのサ

イズを使用して要求を出し直します。

要求されたサイズがデフォルト以下である場合は、ストレー

ジ・マネージャーによりトレース・テーブルに例外項目が作成

されます。 エラー戻りコードが、ドメイン・マネージャー

DFHDMDM (ストレージ・マネージャーの呼び出し側) に送ら

れます。 その後、ドメイン・マネージャーは、CICS を終了さ

せます。その場合、そのことを示すメッセージが出されます。

ユーザーの処置: DSALIM システム初期設定パラメーターが

正しく指定されていることを確認してください。

CICS 区画サイズが十分大きいことを確認してください。

モジュール: DFHSMDM

XMEOUT パラメーター: applid、dsalimit

宛先: コンソール
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DFHSM0128 applid Insufficient storage to allocate

requested size for DSA limit storage above

16MB (dsalimitM).

説明: CICS は、16 MB より上の DSA ストレージの最大

dsalimit を求める要求を出しましたが、失敗しました。

システムの処置: 要求されたサイズがデフォルトよりも大きい

場合には、CICS は、EDSALIM パラメーターにデフォルトの

サイズを使用して要求を出し直します。

要求されたサイズがデフォルト以下である場合は、ストレー

ジ・マネージャーによりトレース・テーブルに例外項目が作成

されます。 エラー戻りコードが、ドメイン・マネージャー

DFHDMDM (ストレージ・マネージャーの呼び出し側) に送ら

れます。 その後、ドメイン・マネージャーは、CICS を終了さ

せます。その場合、そのことを示すメッセージが出されます。

ユーザーの処置: EDSALIM パラメーターが正しく指定されて

いることを確認してください。

CICS 区画サイズが十分大きいことを確認してください。

モジュール: DFHSMDM

XMEOUT パラメーター: applid、dsalimit

宛先: コンソール

DFHSM0129 applid Insufficient storage to allocate default

size for DSA limit storage below 16MB

(dsalimitK).

説明: メッセージ DFHSM0127 が出された後、CICS は

DSALIM システム初期設定パラメーターのデフォルト・サイズ

まで要求ストレージを減らしましたが、それでも要求は失敗し

ました。

システムの処置: ストレージ・マネージャーは、トレース・テ

ーブル内に例外項目を作成します。

エラー戻りコードが、ドメイン・マネージャー DFHDMDM
(ストレージ・マネージャーの呼び出し側) に送られます。 そ

の後、ドメイン・マネージャーは、CICS を終了させます。そ

の場合、そのことを示すメッセージが出されます。

ユーザーの処置: 詳細については、DFHSM0127 を参照してく

ださい。

CICS 区画サイズが十分大きいことを確認してください。

モジュール: DFHSMDM

XMEOUT パラメーター: applid、dsalimit

宛先: コンソール

DFHSM0130 applid Insufficient storage to allocate default

size for DSA limit storage above 16MB

(dsalimitM).

説明: メッセージ DFHSM0128 が出された後、CICS は

EDSALIM システム初期設定パラメーターのデフォルト・サイ

ズまで要求ストレージを減らしましたが、それでも要求は失敗

しました。

システムの処置: ストレージ・マネージャーは、トレース・テ

ーブル内に例外項目を作成します。

エラー戻りコードが、ドメイン・マネージャー DFHDMDM
(ストレージ・マネージャーの呼び出し側) に送られます。 そ

の後、ドメイン・マネージャーは、CICS を終了させます。そ

の場合、そのことを示すメッセージが出されます。

ユーザーの処置: 詳細については、DFHSM0128 を参照してく

ださい。

CICS 区画サイズが十分大きいことを確認してください。

モジュール: DFHSMDM

XMEOUT パラメーター: applid、dsalimit

宛先: コンソール

DFHSM0131 applid CICS is under stress (short on

storage below 16MB).

説明: このメッセージは、16 MB より下の動的ストレージ域

(DSA) 内のストレージ域が不足しているときに出されます。 1
つの DSA 内の最大のフリー域が、その DSA 用に内部で定義

されたクッションのサイズよりも小さいか、または連続するフ

リー・ストレージが不十分なために延期されたトランザクショ

ンが少なくとも 1 つあるかのいずれかです。

システムの処置: イベントを記録するために、トレース・テー

ブル内に例外項目が作成されます。

CICS は操作を継続しますが、例えば新しいタスクの開始率を

下げたり、現在使用中でないプログラムの入ったストレージを

解放して、状態を緩和するための手段をとります。

ユーザーの処置: 即時に処置する必要はありません。 ただ

し、その問題が続く場合には、(可能であれば) DSALIM シス

テム初期設定パラメーターの値を大きくするか、またはユーザ

ーの CICS システムの 16 MB より下のストレージ要件を小さ

くすることができます。 これを行う方法についての詳細は、

「CICS Performance Guide」を参照してください。

モジュール: DFHSMSY

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSM0132 applid CICS is no longer short on storage

below 16MB.

説明: メッセージ DFHSM0131 により報告されたストレージ

不足状態は解消されました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSMSY

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSM0133 applid CICS is under stress (short on

storage above 16MB).

説明: 16 MB 境界より上の動的ストレージ域 (DSA) の 1 つ

でストレージ域が不足しています。 1 つの DSA 内の最大の

フリー域が、その DSA 用に内部で定義されたクッションのサ

イズよりも小さいか、または連続するフリー・ストレージが不

十分なために延期されたトランザクションが少なくとも 1 つあ

るかのいずれかです。

システムの処置: イベントを記録するために、トレース・テー

ブル内に例外項目が作成されます。

DFHSM0128 • DFHSM0133

288 z/VSE V6R2 メッセージおよびコード 第 3 巻



CICS は操作を継続しますが、例えば新しいタスクの開始率を

下げたり、現在使用中でないプログラムの入ったストレージを

解放して、状態を緩和するための手段をとります。

ユーザーの処置: 即時に処置する必要はありません。 ただ

し、その問題が続く場合には、(可能であれば) EDSALIM シス

テム初期設定パラメーターの値を大きくするか、または 16
MB 境界より上の CICS システムのストレージ要件を小さくす

ることができます。この方法に関する手引きについては、

「CICS Performance Guide」を参照してください。

モジュール: DFHSMSY

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSM0134 applid CICS is no longer short on storage

above 16MB.

説明: メッセージ DFHSM0133 により報告されたストレージ

不足状態は解消されました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSMSY

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHSM0135 applid Insufficient storage to allocate the

requested size of dsasizeK for the dsaname.

説明: CICS は、dsaname についての要求サイズ dsasize を割

り振ろうとしましたが、その要求を満たすためのストレージが

十分ありません。 SIT 指定変更で指定された 16 M 境界より

下の動的ストレージ域 (DSA) サイズは、256K (またはトラン

ザクション分離が有効な場合、UDSA については 1M) の倍数

に切り上げられ、SIT 指定変更で指定された 16 M 境界より上

の DSA サイズは 1M の倍数に切り上げられたはずであるこ

とに注意してください。

システムの処置: エラー戻りコードが、ドメイン・マネージャ

ー DFHDMDM (ストレージ・マネージャーの呼び出し側) に

送られます。 その後、ドメイン・マネージャーは、CICS を終

了させます。その場合、そのことを示すメッセージが出されま

す。

ユーザーの処置: xDSASZE パラメーターで指定された値を小

さくするか、または xDSALIM パラメーターで指定された値を

大きくしてください。

モジュール: DFHSMDM

XMEOUT パラメーター: applid、dsasize、dsaname

宛先: コンソール

DFHSM0136I applid The size of the dsaname was

specified as dsasizeK.

説明: これは、動的ストレージ域 (DSA) dsaname のサイズ

dsasize を示す通知メッセージです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、メッセージ・レ

ベル・システム初期設定パラメーター MSGLVL=0 で抑止する

ことができます。

モジュール: DFHSMDM

XMEOUT パラメーター: applid、dsaname、dsasize

宛先: コンソール

DFHSM0300 DFHSMUTL ERROR REPORT

説明: これは、ローカル・カタログ・ストレージ・マネージャ

ー・ドメインのサブプール・レコード操作プログラム

DFHSMUTL からのレポートです。 数行にわたってレポート

に書き込まれる場合があります。

DFHSM0300 DFHSMUTL REPORT

レポート・ヘッダー。

ADD SUBPOOL=xxxxxxxx PROCESSED SUCCESSFULLY

ADD SUBPOOL=xxxxxxxx が正常に処理されまし

た。

DEL SUBPOOL=xxxxxxxx PROCESSED SUCCESSFULLY

DEL SUBPOOL=xxxxxxxx が正常に処理されまし

た。

FOUND DFHLCD RECORD SMSUBPOL=xxxxxxxx

LST コマンドによりサブプール・レコードが検出さ

れました。

ERROR OPENING DFHLCD

ローカル・カタログ・データ・セットをオープン中に

エラーが起きました。 そのプログラムは終了しま

す。

UNRECOGNISED VERB xxx IN INPUT

許可されているのは ADD、DEL および LST だけ

です。 そのステートメントは無視されます。

UNRECOGNISED OPERAND xxxxxxxx IN INPUT

許可されているのは ADD SUBPOOL=xxxxxxxx ま

たは DEL SUBPOOL=xxxxxxxx だけです。 そのス

テートメントは無視されます。

ERROR PROCESSING 'ADD SUBPOOL=xxxxxxxx'. R15 =

X'yy'. RPL FEEDBACK CODE = X'zz'.

ADD SUBPOOL=xxxxxxxx コマンドの処理中に

VSAM エラーが起きました。 VSAM コードの意味

については、「z/VSE メッセージおよびコード 第 2

巻」 のセクション『VSE/VSAM コード』を参照し

てください。 そのプログラムは終了します。

ERROR PROCESSING 'DEL SUBPOOL=xxxxxxxx'. R15 =

X'yy'. RPL FEEDBACK CODE = X'zz'.

DEL SUBPOOL=xxxxxxxx コマンドの処理中に

VSAM エラーが起きました。 VSAM コードの意味

については、「z/VSE メッセージおよびコード 第 2

巻」 のセクション『VSE/VSAM コード』を参照し

てください。 そのプログラムは終了します。

END OF DFHSMUTL REPORT

レポートのトレーラー。

システムの処置: 説明を参照してください。

ユーザーの処置: エラーが報告された場合、原因を訂正して、

再試行してください。

モジュール: DFHSMUTL
宛先: SYSLST
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DFHSNxxxx メッセージ

DFHSN0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは、CICS コードにエラーの可
能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデータが
入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があります。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字の CICS コードから成りま
す。 VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) で
す。 VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3
つのハイフンで埋められます。 CICS コードは、異常終了コー
ド、または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、
AKEA は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合は、呼び
出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM) によ
って CICS が終了させられる場合があります。このことを示す
メッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終了するかどう
か決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、CICS 英数字コードの説明を 557 ページの『第 2 章
トランザクション異常終了コード (CICS Transaction Server
for z/VSE)』で調べてください。これにより、例えば、エラー
がプログラム・チェック、異常終了、またはランナウェイであ
ったかがわかります。また、ユーザーの処置に関する何らかの
手引きが得られる場合があります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないとシステムを実行
できない場合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせ
る必要があります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHSNUS、DFHSNAS、DFHSNPU、
DFHSNSU、DFHSNTU、 DFHSNXR 0

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname
宛先: コンソール

DFHSN0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in program progname.

説明: CICS が、モジュール progname の実行中に重大エラー
を検出しました。このエラーは、例外トレース・ポイント ID
code に関連したエラーです。 CICS 例外トレース項目の詳細
については、「CICS Problem Determination Guide」を参照して
ください。
システムの処置: サインオンを出しているタスクは異常終了し
ます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHSNUS、DFHSNAS、DFHSNPU、
DFHSNSU、DFHSNTU、 DFHSNXR

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、progname
宛先: コンソール

DFHSN0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時
に実行されていた命令のオフセットです。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合は、呼び
出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM) によ
って CICS が終了させられる場合があります。このことを示す
メッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS が終了しなかった場合は、CICS をダウンさせるほ
ど問題が重大かどうかを判断する必要があります。

一部の CICS 機能はプロセッサー時間を多く使用することがあ
るので、このメッセージは長時間実行機能が原因で出された可
能性があります。 したがって、これはエラーではない可能性が
あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設
定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で計測) で指定したラン
ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。
これは、メッセージ内のモジュール modname が終了し、CICS
が続行されることを意味します。

しかし、ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname
がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を
終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ
がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間
隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当
な時間に CICS をダウンさせる必要があります。ただし、
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CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的
にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を増やしても問題が解決されない場合は、この問題
を解決するために IBM のサポートが必要になります。 手順に
ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を
参照してください。
モジュール: DFHSNUS、DFHSNAS、DFHSNPU、
DFHSNSU、DFHSNTU、 DFHSNXR

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname
宛先: コンソール

DFHSN1100 date time applid Signon at {netname |console
| terminal }portname by user userid in group
groupid is complete.

説明: 端末 portname はサインオンされました。 これでこの
端末には、グループ groupid 内でユーザー ID userid のセキュ
リティー属性が与えられました。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: 端末 portname のユーザーは、グループ
groupid 内でこのユーザー ID に使用できる CICS トランザク
ションを使用できるようになりました。
モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、
2=console、3=terminal}、portname、userid、groupid
宛先: CSCS

DFHSN1101 date time applid Signon at {netname |console
| terminal }portname has failed. User userid
not recognized.

説明: ESM に知られていないユーザー ID userid が指定され
て、端末 portname からサインオンが出されました。
システムの処置: サインオン要求は拒否されます。
ユーザーの処置: これが、調査を必要とするセキュリティーの
違反を意味する場合以外は、そのユーザー ID が ESM に認識
されるように、セキュリティー管理者に連絡してください。
モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、
2=console、3=terminal }、portname、userid
宛先: CSCS

DFHSN1102 date time applid Signon at {netname |console
| terminal }portname by user userid has
failed. Password not recognized.

説明: 間違ったパスワードが指定されて、端末 portname から
サインオンが出されました。

これはおそらく、パスワードのつづりが誤っているか、または
パスワードがこのユーザー ID には無効であるためです。
システムの処置: サインオン要求は拒否されます。
ユーザーの処置: なし。ただし、これが調査を必要とするセキ
ュリティー違反を意味する場合には、その限りではありませ
ん。
モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、
2=console、3=terminal }、portname、userid
宛先: CSCS

DFHSN1103 date time applid Signon at {netname |console
| terminal }portname by user userid has
failed. OID card damaged or not
authorized.

説明: 端末 portname からサインオンが出されましたが、無許
可のまたは損傷のあるオペレーター識別 (OID) カードが使用
されました。
システムの処置: サインオン要求は拒否されます。
ユーザーの処置: なし。ただし、これが調査を必要とするセキ
ュリティー違反を意味する場合には、その限りではありませ
ん。
モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、
2=console、3=terminal }、portname、userid
宛先: CSCS

DFHSN1104 date time applid Signon at {netname |console
| terminal }portname by user userid has
failed. New password not allowed.

説明: 端末 portname からサインオンが出され、パスワードを
外部セキュリティー・マネージャー (ESM) が許可しない値に
変更しようとしました。
システムの処置: サインオン要求は拒否されます。
ユーザーの処置: なし。ただし、これが調査を必要とするセキ
ュリティー違反を意味する場合には、その限りではありませ
ん。
モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、
2=console、3=terminal }、portname、userid
宛先: CSCS

DFHSN1105 date time applid Signon at {netname |console
| terminal }portname by user userid requires
a password.

説明: パスワードを指定せずに端末 portname からサインオン
が出されました。 ユーザー userid にはパスワードが必要であ
るため、サインオンは拒否されました。
システムの処置: サインオン要求は拒否されます。
ユーザーの処置: なし。ただし、これが調査を必要とするセキ
ュリティー違反を意味する場合には、その限りではありませ
ん。
モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、
2=console、3=terminal }、portname、userid
宛先: CSCS

DFHSN1106 date time applid Signon at {netname |console
| terminal }portname by user userid requires
a new password.

説明: 端末 portname からサインオンが出されましたが、外部
セキュリティー・マネージャー (ESM) はそのパスワードの有
効期限が切れたことを示しています。

これはセキュリティー違反を意味するものではありません。 こ
れは、ESM パスワードの有効期限が切れたことを示す正規応
答です。
システムの処置: サインオン要求は拒否されます。
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ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、
2=console、3=terminal }、portname、userid
宛先: CSCS

DFHSN1107 date time applid Signon at {netname |console
| terminal }portname by user userid requires
an OID card.

説明: 端末 portname からサインオンが出されましたが、外部
セキュリティー・マネージャー (ESM) がオペレーター識別
(OID) カードの使用を必要とすることを示しているときにそれ
が使用されませんでした。
システムの処置: サインオン要求は拒否されます。
ユーザーの処置: なし。ただし、これが調査を必要とするセキ
ュリティー違反を意味する場合には別です。
モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、
2=console、3=terminal }、portname、userid
宛先: CSCS

DFHSN1108 date time applid Signon at {netname |console
| terminal }portname by user userid has
failed. SAF codes are (X'safresp',X'safreas').
ESM codes are (X'esmresp',X'esmreas').

説明: 端末 portname からサインオンが出され、それは外部セ
キュリティー・マネージャー (ESM) に拒否されました。
システムの処置: サインオン要求は拒否されます。
ユーザーの処置: システム許可機能 (SAF) によって戻される
応答および理由コード (safresp および safreas)、ならびに外部
セキュリティー・マネージャー (ESM) によって戻される応答
および理由コード (esmresp および esmreas) は、RACROUTE
REQUEST=VERIFY または RACROUTE
REQUEST=EXTRACT マクロによって出されるものです。 メ
ッセージ内の応答および理由コードの意味については、
「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション
『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『基本セキ
ュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照してく
ださい。
モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、
2=console、3=terminal }、portname、userid、
X'safresp'、X'safreas'、X'esmresp'、X'esmreas'
宛先: CSCS

DFHSN1112 date time applid Signon at {netname |console
| terminal }portname by user userid has
failed because the terminal has preset
security.

説明: 端末 portname からサインオンが出されました。 この
端末は、固定セキュリティー属性で CICS に対して定義されま
した。 これは、サインオンはサポートしません。
システムの処置: サインオン要求は拒否されます。
ユーザーの処置: なし。ただし、これが調査を必要とするセキ
ュリティー違反を意味する場合には、その限りではありませ
ん。
モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、
2=console、3=terminal }、portname、userid
宛先: CSCS

DFHSN1113 date time applid Signon at {netname |console
| terminal }portname by user userid has
failed because the terminal was already
signed on.

説明: まだ以前のサインオンがこの端末に対して有効である間
に、端末 portname からサインオンが出されました。
システムの処置: サインオン要求は拒否されます。
ユーザーの処置: なし。ただし、これが調査を必要とするセキ
ュリティー違反を意味する場合には別です。
モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、
2=console、3=terminal }、portname、userid
宛先: CSCS

DFHSN1114 date time applid Signon by user userid has
failed because there is no terminal
associated with the requesting task.

説明: 端末を使用しないで開始されたタスクからユーザー
userid によりサインオンが出されました。
システムの処置: サインオン要求は拒否されます。
ユーザーの処置: 端末に関連付けられていないタスクからサイ
ンオンが出された理由を調べてください。
モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、userid
宛先: CSCS

DFHSN1115 date time applid Signon at {netname |console
| terminal }portname by user userid has
failed. Signon is not allowed at a surrogate
terminal except by use of the CRTE
transaction.

説明: CICS は、代理端末装置のサインオンをサポートしませ
ん。ただし、CRTE ルーティング・セッション時に行った場合
を除きます。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: ユーザーがトランザクション・ルーティング
を介してサインオンの使用を試みている理由とその方法につい
て調べてください。
モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、
2=console、3=terminal }、portname、userid
宛先: CSCS

DFHSN1116 date time applid Signon at {netname |console
| terminal }portname by user userid has
failed because the national language to be
used is not supported in this run of CICS.

説明: 指定された各国語は、有効な IBM 各国語として認識さ
れました。 しかし、この言語は CICS 初期設定に対して有効
な各国語として指定できないか、または CICS は現行の実行に
おいてこの言語を指定して初期設定されていません。

使用するよう CICS で初期設定できる各国語リストについて

DFHSN1107 • DFHSN1116

292 z/VSE V6R2 メッセージおよびコード 第 3 巻



は、「CICS Problem Determination Guide」を参照してくださ
い。
システムの処置: サインオンは失敗します。
ユーザーの処置: 使用するように CICS で初期設定された各
国語で、サインオンを再試行してください。
モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、
2=console、3=terminal }、portname、userid
宛先: CSCS

DFHSN1117 date time applid Signon at {netname |console
| terminal }portname by user userid has
failed because an invalid national language
was selected.

説明: 指定された言語が IBM 各国語として認識されないた
め、サインオンは失敗しました。
システムの処置: サインオンは失敗します。
ユーザーの処置: 正しい言語の値でもう一度サインオンを試み
てください。
モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、
2=console、3=terminal }、portname、userid
宛先: CSCS

DFHSN1118 date time applid Signon at {netname |console
| terminal }portname by user userid has
failed because the user is not authorized to
use the terminal.

説明: 端末 portname からサインオンが出されましたが失敗し
ました。 このユーザーは、この端末の使用許可を持っていませ
ん。
システムの処置: サインオン要求は拒否されます。
ユーザーの処置: セキュリティー管理者に連絡して、そのユー
ザーが端末 portname の使用を許可されているか調べてくださ
い。

特に、その日時にユーザーがシステムにアクセスすることが可
能であるのか、およびその日時にその端末を使用することが可
能であるのかを調べてください。
モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、
2=console、3=terminal }、portname、userid
宛先: CSCS

DFHSN1119 date time applid Signon at {netname |console
| terminal }portname by user userid has
failed because the user is not authorized to
use application applname.

説明: 端末 portname からサインオンが出されましたが失敗し
ました。 このユーザーは、このアプリケーション applname の
使用許可を持っていません。
v XRF を使用する場合は、applname は、APPLID システム初

期設定パラメーターの第 1 オペランドとして指定された総

称アプリケーション ID です。

v それ以外の場合は、applname は APPLID システム初期設定

パラメーターの単一オペランドとして指定されたアプリケー

ション ID です。

システムの処置: サインオン要求は拒否されます。

ユーザーの処置: セキュリティー管理者に連絡して、そのユー

ザーがアプリケーション applid の使用を許可されているか調べ

てください。

モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、

2=console、3=terminal}、portname、userid、applname

宛先: CSCS

DFHSN1120 date time applid Signon at {netname |console

| terminal }portname by user userid has

failed because the {userid | group access} has

been revoked.

説明: ユーザー ID またはそれを含む ESM グループへのユー

ザーのアクセスが、ESM によって取り消されました。 これは

通常、無効なパスワードでサインオンを繰り返し試みた結果生

じます。

システムの処置: サインオン要求は拒否されます。

ユーザーの処置: セキュリティー管理者に連絡し、取り消され

たユーザー ID を再び許可してもらうか、グループへのユーザ

ー・アクセスをリストアしてもらってください。

モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、

2=console、3=terminal}、portname、userid、{1=userid、2=group

access}

宛先: CSCS

DFHSN1129 date time applid Signon at {netname |console

| terminal }portname by user userid has

failed because the user is already signed

on elsewhere.

説明: 端末 portname からサインオンが出されましたが、その

ユーザーはすでに、SNSCOPE システム初期設定パラメーター

の現行の設定により課された制限のもとでサインオンされてい

ます。

システムの処置: サインオン要求は拒否されます。

ユーザーの処置: ユーザーが現行のサインオンの有効範囲内に

2 回サインオンを試みた理由を調べてください。

SNSCOPE パラメーターについての詳細は、「CICS System

Definition Guide」を参照してください。

モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、

2=console、3=terminal }、portname、userid

宛先: CSCS

DFHSN1130 date time applid Signon at {netname |console

| terminal }portname by user userid failed

because the userid was not found in the

specified group.

説明: 端末 portname からサインオンが出されましたが失敗し

ました。 ユーザー ID が指定されたグループ内にないか、ま

たはこのユーザーがサインオン後に関連付けられるように指定

されたグループが ESM に知られていません。
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システムの処置: サインオン要求は拒否されます。

ユーザーの処置: 指定されたグループ ID が正しいか調べてく

ださい。 正しい場合は、セキュリティー管理者に連絡し、この

グループが適切に定義されていること、およびこのユーザーが

このグループに接続されていることを確認してください。

モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、

2=console、3=terminal }、portname、userid

宛先: CSCS

DFHSN1131 date time applid Signon at {netname |console

| terminal }portname by user userid has

failed because security is not active in this

CICS region.

説明: 端末 portname からサインオンが出されましたが失敗し

ました。 これは、この CICS 領域が、セキュリティーを活動

状態にせずに実行されているためです。

システムの処置: サインオン要求は拒否されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、

2=console、3=terminal }、portname、userid

宛先: CSCS

DFHSN1132 date time applid Signon at terminal termid by

user userid has failed because the terminal

is a session.

説明: 端末 termid からサインオンが出されましたが、端末は

セッションです。 セッションのセキュリティー属性は、有効な

FMH-5 付加ヘッダーが受信されたときにのみ変更されます。

システムの処置: サインオン要求は拒否されます。

ユーザーの処置: ユーザーがセッションにサインオンの使用を

試みている理由とその方法について調べてください。

モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、userid

宛先: CSCS

DFHSN1133 date time applid Signon at {netname |console

| terminal }portname by user userid has

failed because of an error during

SNSCOPE checking.

説明: 端末 portname からサインオンが出されました。

SNSCOPE 初期設定パラメーターのため、一度に複数の端末に

サインオンすることはできません。 SNSCOPE 検査時に内部

障害が起きると、ユーザーがすでに別の端末にサインオンして

いるかどうかを CICS が確認できないことになります。同時

OS/390 ENQ 要求の限界に達したため、障害が起こりまし

た。

システムの処置: サインオン要求は拒否されます。 メッセー

ジ DFHUS0120 がコンソールに書き込まれているはずです。

詳細については、このメッセージの説明を参照してください。

ユーザーの処置: この問題を CICS システム・プログラマー

に報告してください。

SNSCOPE パラメーターについての詳細は、「CICS System

Definition Guide」を参照してください。

モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、

2=console、3=terminal }、portname、userid

宛先: CSCS

DFHSN1200 date time applid Signoff at {netname |console

| terminal }portname by user userid is

complete. tt transactions entered with nn

errors.

説明: 端末 portname はサインオフされました。 この端末

は、現在、デフォルトのセキュリティー属性を持っています。

nn は、発生したエラーの数を示しています。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、

2=console、3=terminal}、portname、userid、tt、nn

宛先: CSCS

DFHSN1211 date time applid Signoff at terminal termid

has failed because the terminal is a

session.

説明: 端末 termid からサインオフが出されましたが、端末は

セッションです。 セッションのセキュリティー属性は、有効な

FMH-5 付加ヘッダーが受信されたときにのみ変更されます。

システムの処置: サインオフ要求は拒否されます。

ユーザーの処置: ユーザーがセッションにサインオフの使用を

試みている理由とその方法について調べてください。

モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

宛先: CSCS

DFHSN1212 date time applid Signoff at {netname |console

| terminal }portname has failed because the

terminal has preset security.

説明: 端末 portname からサインオフが出されましたが、その

端末は固定セキュリティー属性で CICS に対して定義されてい

るので、サインオフをサポートしません。

システムの処置: サインオフ要求は拒否されます。

ユーザーの処置: なし。ただし、これが調査を必要とするセキ

ュリティー違反を意味する場合には別です。

モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、

2=console、3=terminal}、portname

宛先: CSCS
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DFHSN1213 date time applid Signoff at {netname |console

| terminal }portname has failed because the

terminal was not signed on.

説明: 前のサインオンが実行されていないときに、端末

portname からサインオフが出されました。

システムの処置: サインオフ要求は拒否されます。

ユーザーの処置: なし。ただし、これが調査を必要とするセキ

ュリティー違反を意味する場合には別です。

モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、

2=console、3=terminal}、portname

宛先: CSCS

DFHSN1214 date time applid An attempted signoff has

failed because there was no terminal

associated with the requesting task.

説明: 端末を使用しないで開始されたタスクからサインオフが

出されました。

システムの処置: サインオフ要求は拒否されます。

ユーザーの処置: 端末に関連付けられていないタスクからサイ

ンオフが出された理由を調べてください。

モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

宛先: CSCS

DFHSN1215 date time applid Signoff at {netname |console

| terminal }portname has failed. Signoff is

not allowed at a surrogate terminal except

by use of the CRTE transaction.

説明: CICS は、代理端末装置のサインオフをサポートしませ

ん。ただし、CRTE ルーティング・セッション時に行った場合

を除きます。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: ユーザーがトランザクション・ルーティング

を介してサインオフの使用を試みている理由とその方法につい

て調べてください。

モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、

2=console、3=terminal}、portname

宛先: CSCS

DFHSN1300 date time applid An attempt to reschedule

BMS pages for operator opid at {netname |

console | terminal }portname has failed

following a timeout. Pages on temporary

storage queue X'hexqueueid' may require

cleanup.

説明: オペレーター opid が、BMS ページの表示中に端末

netname でタイムアウトになりました。 CICS は、オペレータ

ーが再びサインオンしたときに使用できるように、それらのペ

ージのスケジュール変更を試みましたが、失敗しました。

これらのページは、一時ストレージ・キュー hexqueueid にあ

ります。このキューは、明示的に廃棄されるまで存在し続けま

す。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: まだこのデータを表示する必要がある場合

は、BMS ページを作成した処理と同じ処理を繰り返してくだ

さい。

モジュール: DFHSNTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、opid、

{1=netname、2=console、3=terminal }、portname、X'hexqueueid'

宛先: CSCS

DFHSN1400 date time applid Session signon for session

session by user userid is complete.

説明: 2 つの CICS システムは接続済みで、MRO/ISC セッ

ションにはユーザー userid のセキュリティー権限が与えられ

ています。

システムの処置: MRO/ISC セッションがサインオンされま

す。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSNSU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、session、userid

宛先: CSCS

DFHSN1401 date time applid Session signon for session

session by user userid has failed. SAF codes

are (X'safresp',X'safreas'). ESM codes are

(X'esmresp',X'esmreas').

説明: ユーザー userid がサインオンを試みましたが、

MRO/ISC サインオンは、メッセージに示された理由により失

敗しました。

システムの処置: このセッションはサインオンされません。

ユーザーの処置: システム許可機能 (SAF) によって戻される

応答および理由コード (safresp および safreas)、ならびに外部

セキュリティー・マネージャー (ESM) によって戻される応答

および理由コード (esmresp および esmreas) は、RACROUTE
REQUEST=VERIFY または RACROUTE
REQUEST=EXTRACT マクロによって出されるものです。 メ

ッセージ内の応答および理由コードの意味については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション

『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『基本セキ

ュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照してく

ださい。

モジュール: DFHSNSU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、session、userid、

X'safresp'、X'safreas'、X'esmresp'、X'esmreas'

宛先: CSCS

DFHSN1410 date time applid Session signon for session

session with default security attributes is

complete.

説明: 2 つの CICS システムは接続済みで、MRO/ISC セッ

ションにはデフォルト・ユーザーのセキュリティー権限が与え

られています。
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システムの処置: MRO/ISC セッションがサインオンされま

す。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSNSU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、session

宛先: CSCS

DFHSN1500 date time applid Session signoff for session

session is complete. tt transactions entered

with nn errors.

説明: MRO/ISC セッションはサインオフされます。

nn は、発生した異常終了の数を示しています。

システムの処置: セッションからセキュリティー権限が除去さ

れます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSNSU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、session、tt、nn

宛先: CSCS

DFHSN1501 date time applid Session signoff for session

session has failed. SAF codes are

(X'safresp',X'safreas'). ESM codes are

(X'esmresp',X'esmreas').

説明: MRO/ISC サインオフが試みられましたが、メッセージ

に示された理由により失敗しました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: システム許可機能 (SAF) によって戻される

応答および理由コード (safresp および safreas)、ならびに外部

セキュリティー・マネージャー (ESM) によって戻される応答

および理由コード (esmresp および esmreas) は、RACROUTE
REQUEST=VERIFY または RACROUTE
REQUEST=EXTRACT マクロによって出されるものです。 メ

ッセージ内の応答および理由コードの意味については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション

『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『基本セキ

ュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照してく

ださい。

モジュール: DFHSNSU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、session、

X'safresp'、X'safreas'、X'esmresp'、X'esmreas'

宛先: CSCS

DFHSN1604 date time applid Attach header signon at

terminal termid by user userid has failed.

SAF codes are (X'safresp',X'safreas'). ESM

codes are (X'esmresp',X'esmreas').

説明: ユーザー userid は、接続セキュリティーの暗黙のサイ

ンオンに失敗しました。

システムの処置: 接続は失敗します。

ユーザーの処置: システム許可機能 (SAF) によって戻される

応答および理由コード (safresp および safreas)、ならびに外部

セキュリティー・マネージャー (ESM) によって戻される応答

および理由コード (esmresp および esmreas) は、RACROUTE

REQUEST=VERIFY または RACROUTE
REQUEST=EXTRACT マクロによって出されるものです。 メ

ッセージ内の応答および理由コードの意味については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション

『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『基本セキ

ュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照してく

ださい。

モジュール: DFHSNUS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、userid、

X'safresp'、X'safreas'、X'esmresp'、X'esmreas'

宛先: CSCS

DFHSN1605 date time applid Attach header signon at

terminal termid has failed. SAF codes are

(X'safresp',X'safreas'). ESM codes are

(X'esmresp',X'esmreas').

説明: ローカル・ユーザー・セキュリティーのための暗黙のサ

インオンが失敗しました。

システムの処置: 接続は失敗します。

ユーザーの処置: システム許可機能 (SAF) によって戻される

応答および理由コード (safresp および safreas)、ならびに外部

セキュリティー・マネージャー (ESM) によって戻される応答

および理由コード (esmresp および esmreas) は、RACROUTE
REQUEST=VERIFY または RACROUTE
REQUEST=EXTRACT マクロによって出されるものです。 メ

ッセージ内の応答および理由コードの意味については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション

『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『基本セキ

ュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照してく

ださい。

モジュール: DFHSNUS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、

X'safresp'、X'safreas'、X'esmresp'、X'esmreas'

宛先: CSCS

DFHSN1606 date time applid Attach header signoff at

terminal termid has failed. SAF codes are

(X'safresp',X'safreas'). ESM codes are

(X'esmresp',X'esmreas').

説明: ユーザーは接続セキュリティーの暗黙のサインオフに失

敗しました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: システム許可機能 (SAF) によって戻される

応答および理由コード (safresp および safreas)、ならびに外部

セキュリティー・マネージャー (ESM) によって戻される応答

および理由コード (esmresp および esmreas) は、RACROUTE
REQUEST=VERIFY または RACROUTE
REQUEST=EXTRACT マクロによって出されるものです。 メ

ッセージ内の応答および理由コードの意味については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション

『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『基本セキ

ュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照してく

ださい。

モジュール: DFHSNUS
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XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、

X'safresp'、X'safreas'、X'esmresp'、X'esmreas'

宛先: CSCS

DFHSN1800 date time applid Signon at {netname |console

| terminal }portname by preset user userid in

group groupid is complete.

説明: 事前設定セキュリティー端末 portname に指定されたユ

ーザー userid が、外部セキュリティー・マネージャー (ESM)
にサインオンしました。

システムの処置: このユーザー ID のセキュリティー属性が、

この端末に対して出されるすべてのセキュリティー要求で使用

されます。

端末はこのユーザー ID で、その持続期間全体にわたって事前

設定されたことになります。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSNPU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、

2=console、3=terminal}、portname、userid、groupid

宛先: CSCS

DFHSN1801 date time applid Signon at {netname |console

| terminal }portname by preset user userid

has failed. SAF codes are

(X'safresp',X'safreas'). ESM codes are

(X'esmresp',X'esmreas').

説明: 事前設定セキュリティー端末 portname に指定されたユ

ーザー userid が、外部セキュリティー・マネージャー (ESM)
にサインオンすることができませんでした。

システムの処置: サインオン要求は拒否され、端末を使用する

ことはできません。

ユーザーの処置: システム許可機能 (SAF) によって戻される

応答および理由コード (safresp および safreas)、ならびに外部

セキュリティー・マネージャー (ESM) によって戻される応答

および理由コード (esmresp および esmreas) は、RACROUTE
REQUEST=VERIFY または RACROUTE
REQUEST=EXTRACT マクロによって出されるものです。 メ

ッセージ内の応答および理由コードの意味については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション

『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『基本セキ

ュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照してく

ださい。

モジュール: DFHSNPU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、

2=console、3=terminal }、portname、userid、

X'safresp'、X'safreas'、X'esmresp'、X'esmreas'

宛先: CSCS

DFHSN1850 date time applid Signoff at preset {netname |

console | terminal }portname is complete.

説明: 事前設定セキュリティー端末 portname が、削除されて

いる途中でサインオフされました。 この端末のセキュリティー

は除去されました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSNPU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、

2=console、3=terminal}、portname

宛先: CSCS

DFHSN1851 date time applid Signoff at preset {netname |

console | terminal } portname has failed. SAF

codes are (X'safresp',X'safreas'). ESM codes

are (X'esmresp',X'esmreas').

説明: 事前設定セキュリティー端末 portname は、削除されて

いる途中にサインオフはできませんでした。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: システム許可機能 (SAF) によって戻される

応答および理由コード (safresp および safreas)、ならびに外部

セキュリティー・マネージャー (ESM) によって戻される応答

および理由コード (esmresp および esmreas) は、RACROUTE
REQUEST=VERIFY または RACROUTE
REQUEST=EXTRACT マクロによって出されるものです。 メ

ッセージ内の応答および理由コードの意味については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション

『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『基本セキ

ュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照してく

ださい。

モジュール: DFHSNPU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、

2=console、3=terminal }、portname、

X'safresp'、X'safreas'、X'esmresp'、X'esmreas'

宛先: CSCS

DFHSOxxxx メッセージ

DFHSO0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは、CICS コードにエラーの可
能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデータが
入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があります。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字の CICS コードから成りま
す。 VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) で

す。 VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3
つのハイフンで埋められます。 CICS コードは、異常終了コー
ド、または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、
AKEA は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
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がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合は、呼び
出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM) によ
って CICS が終了させられる場合があります。このことを示す
メッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終了するかどう
か決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、CICS 英数字コードを調べてください。 これにより、例
えば、エラーがプログラム・チェック、異常終了、またはラン
ナウェイであったかがわかります。また、ユーザーの処置に関
する何らかの手引きが得られる場合があります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。モジュール
modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合
には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり
ます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
宛先: コンソール
モジュール: DFHSOCK

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、modname

DFHSO0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。
コード X'code' は、エラーが何であり、それがどこで検出され
たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル
で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま
す。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合、CICS
を呼び出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM)
が終了させることができます。 このことを示すメッセージが出
されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS コードにエラーの可能性があ
ることを示しています。 その影響の重大度は、エラー発生時に
実行されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。 メッセージが出さ
れたのが 1 回であり、しかもモジュール modname が CICS
システムの実行に不可欠ではない場合には、実行を続行し、適
当な時間に CICS をダウンさせて問題を解決することもできま
す。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはモジュール
modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合
には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり
ます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
宛先: コンソール
モジュール: DFHSODM、DFHSOL、DFHSOCK、
DFHSORD、DFHSOIS

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

DFHSO0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
で、起こりうるループが検出されました。 これは、エラー検出
時に実行されていた命令のオフセットです。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。

(XDUREQ 出口のユーザー出口プログラム、ダンプ・テーブ
ル、またはグローバル・システム・ダンプ抑止により) 特にダ
ンプを抑止しない限り、システム・ダンプがとられます。
CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定していない限
り、CICS の処理は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS が終了しなかった場合は、CICS をダ
ウンさせるほど問題が重大かどうかを判断する必要がありま
す。

一部の CICS 機能は CPU 時間を多く使用することがあるの
で、このメッセージは長時間実行機能が原因で出された可能性
があります。その場合には、エラーはないことがあります。 通
常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設定パラメータ
ーで指定したランナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機
能を除去します。 これは、モジュール modname の実行が終了
し、CICS は続行することを意味します。

システム初期設定パラメーター ICVR=0 を指定しており、し
かもモジュール modname がループしていると考えられる場合
には、ランナウェイ機能を終了するために CICS を終了する必
要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ
がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR システ
ム初期設定パラメーターの値を大きくする必要があります。 こ
れを永続的に行うには、適当な時間に CICS をクローズする必
要があります。 CEMT トランザクションを使用して、ICVR
時間間隔を一時的にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を増やしても問題が解決されない場合は、IBM のサ
ポートが必要になることがあります。 手順については、
「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく
ださい。
宛先: コンソール
モジュール: DFHSOCK、DFHSOSE

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname
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DFHSO0100I applid Sockets domain initialization has
started.

説明: これは、ソケット・ドメインの初期設定が開始されたこ
とを示す通知メッセージです。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設
定パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。
宛先: コンソール
モジュール: DFHSODM

XMEOUT パラメーター: applid

DFHSO0101I applid Sockets domain initialization has
ended.

説明: これは、ソケット・ドメインの初期設定が正常に完了し
たことを示す通知メッセージです。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設
定パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。
宛先: コンソール
モジュール: DFHSODM

XMEOUT パラメーター: applid

DFHSO0102 applid date time A Language Environment
Callable Service error (code X'code') has
occurred on receipt of a severe TCP/IP
return code; theTCPIPSERVICE tcpipservice
on port portnumber at IP address ipaddress
will be closed.

説明: DFHSOCK でエラーが検出されました。 このエラーの
原因は、TCP/IP から受け取った重大戻りコードです。
システムの処置: 例外項目 X'code' がトレース・テーブルに作
成されます。 ダンプ・テーブルで特にダンプを要求しない限
り、システム・ダンプがとられます。 CICS が終了するように
ダンプ・テーブルで指定しない限り、CICS は続行されます。

指定された IP アドレスのポート portnumber で
TCPIPSERVICE tcpipservice がシャットダウンされました。 こ
れが完了すると、メッセージ DFHSO0108 が出されます。
ユーザーの処置: 例えば TCP/IP がシャットダウンされてい
る場合、このエラーが返されると考えられます。どのサービ
ス・ルーチンが呼び出されたか、戻された戻り値が何であった
かは例外トレース項目から分かります。 エラーの原因を特定す
るには、「TCP/IP for VSE Messages」を参照してください。

TCPIPSERVICE tcpipservice はクローズされ、TCP/IP 領域が
再始動された後、TCPIPSERVICE は再オープンされます。 こ
の時点で、通常の作業を TCPIPSERVICE で再開することがで
きます。
宛先: コンソール
モジュール: DFHSODM

XMEOUT パラメーター: applid、date、time、X'code'、
tcpipservice、portnumber、ipaddress

DFHSO0103 applid ENCRYPTION=level is not available
on this system.

説明: ENCRYPTION=level システム初期設定パラメーターが
指定されていましたが (ここで、 level は STRONG または
NORMAL です)、それを実装するために必要なサポートが
SSL にインストールされていません。
システムの処置: ソケット・ドメインの初期設定は失敗し、
CICS は終了します。
ユーザーの処置: TCP/IP SSL のバージョンが要求されるレベ
ルをサポートしていることを確認してください。

この機能が利用できない場合、ENCRYPTION=NORMAL を指
定しなければなりません。これがデフォルトです。
宛先: コンソール経路コード 2、9、10、および 11
モジュール: DFHSODM

XMEOUT パラメーター: applid、level

DFHSO0104 applid Secure sockets program pgmname
could not be loaded. Secure Sockets Layer
is not available.

説明: SSL を実装するために必要なプログラム・モジュール
pgmname をロードできませんでした。
システムの処置: システムの初期設定を続行しますが、SSL の
サポートは使用可能になりません。
ユーザーの処置: このメッセージの前にメッセージ
DFHSO0103 が出されている場合、ENCRYPTION=NORMAL
を指定して CICS を再始動してください。
宛先: コンソール経路コード 2、9、10、および 11
モジュール: DFHSODM

XMEOUT パラメーター: applid、pgmname

DFHSO0105 applid ENCRYPTION=level is not available
on this system. ENCRYPTION=WEAK is
used instead.

説明: ENCRYPTION=NORMAL システム初期設定パラメー
ターが指定されていますが、それを実装するために必要なサポ
ートが TCP/IP を介してシステムにインストールされていませ
ん。
システムの処置: ENCRYPTION=WEAK に対応する、低いレ
ベルの暗号化を使用します。
ユーザーの処置: なし。
宛先: コンソール経路コード 2、9、10、および 11
モジュール: DFHSODM

XMEOUT パラメーター: applid、level

DFHSO0106 date time applid A Language Environment
Callable Service error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。
コード X'code' は、エラーが何であり、それがどこで検出され
たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル
で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま
す。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
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がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合、CICS
を呼び出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM)
が終了させることができます。 このことを示すメッセージが出
されます。
ユーザーの処置: これは、CICS コードまたは呼び出された言
語環境プログラムの呼び出し可能サービス・ルーチンにエラー
の可能性があることを示しています。どのサービス・ルーチン
が呼び出されたか、戻された戻り値が何であったかは例外トレ
ース項目から分かります。 その影響の重大度は、エラー発生時
に実行されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。 メッセージが出さ
れたのが 1 回であり、しかもモジュール modname が CICS
システムの実行に不可欠ではない場合には、実行を続行し、適
当な時間に CICS をダウンさせて問題を解決することもできま
す。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはモジュール
modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合
には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり
ます。
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSOO
モジュール: DFHSOCK

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、X'code'、
modname

DFHSO0107 date time applid TCPIPSERVICE tcpipservice
has been opened on port portnumber at IP
address ipaddress.

説明: 指定された IP アドレスのポート portnumber で
TCPIPSERVICE tcpipservice がオープンされました。
システムの処置: CICS を続行します。
ユーザーの処置: なし。
宛先: CSOO
モジュール: DFHSOCK

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tcpipservice、
portnumber、ipaddress

DFHSO0108 date time applid TCPIPSERVICE tcpipservice
on port portnumber at IP address ipaddress
has been closed.

説明: 指定された IP アドレスのポート portnumber で
TCPIPSERVICE tcpipservice がクローズされました。
システムの処置: CICS を続行します。
ユーザーの処置: なし。
宛先: CSOO
モジュール: DFHSOCK

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tcpipservice、
portnumber、ipaddress

DFHSO0109 date time applid The TCPIPSERVICE
tcpipservice could not be opened because the
port portnumber is already in use on the IP
address ipaddress .

説明: このメッセージは、TCPIPSERVICE のオープンが完了
できなかったときに出されます。指定されたポート番号が IP
アドレスと組み合わされてすでに使用中です。デフォルトで
は、TCP/IP は、任意の一時点では、ポート上で 1 つのサーバ

ーだけが listen を続けることができます。

具体的には、このメッセージは、TCP/IP バインド呼び出しが
戻りコード EADDRINUSE を戻して失敗したときに出されま
す。
システムの処置: TCPIPSERVICE はオープンされず、クロー
ズされたままです。 TCP/IP バインド呼び出しからの戻り値を
詳述した例外トレース項目が書き込まれます。 EXEC API を
使って TCPIPSERVICE をオープンに設定するアプリケーショ
ンは RESP(INVREQ) RESP2(9) を受信します。
ユーザーの処置: 失敗した TCPIPSERVICE と同じポート番
号、同じ IP アドレスを使って他の TCPIPSERVICE がオープ
ンされていないかを検査してください。 そのポートを使って他
の TCPIPSERVICE がオープンされている場合、新規の
TCPIPSERVICE をオープンする前に以前の TCPIPSERVICE
をクローズしなければなりません。

要求されたポートを他の TCPIPSERVICE が使用していなけれ
ば、そのポートですでに listen を続けている TCP/IP サーバ
ーとして別の z/VSE が活動している可能性があります。すで
に使用中のポートで TCPIPSERVICE をオープンしようとする
と、失敗します。 この TCPIPSERVICE には、使用されてい
ないポートを選択してください。

z/VSE システムに複数の TCP/IP スタックがあれば、
TCPIPSERVICE 定義に他のスタックの IP アドレスを指定する
ことができます。 このようにすると、複数の TCPIPSERVICE
のそれぞれを同じポート番号を使ってインストールすることが
できます。
宛先: CSOO
モジュール: DFHSOCK

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tcpipservice、
portnumber、ipaddress

DFHSO0110 date time applid The TCPIPSERVICE
tcpipservice cannot be opened on the IP
address ipaddress because the address is
unknown to TCP/IP.

説明: 定義に指定されている IP アドレスが TCP/IP にとっ
て未知なので、 TCPIPSERVICE のオープンが失敗しました。

このメッセージは、TCP/IP バインド呼び出しが戻り値
EADDRNOTAVAIL を戻して失敗したときに出されます。
システムの処置: IP アドレスは、TCP/IP が認識する有効な
アドレスでなければなりません。 システムに IP アドレスが 1
つしかない場合、TCPIPSERVICE 定義の IP アドレス・フィー
ルドはブランクのままにしてもよいし、文字列 INADDR_ANY
を記入してもかまいません。 このようにすると、バインドはシ
ステムのデフォルト IP アドレスを使用します。 別のアドレス
を使用するには、有効なアドレスを指定しなければなりませ
ん。
ユーザーの処置: TCPIPSERVICE 定義に指定されているアド
レスがシステムの TCP/IP で認識されるかどうかを検査してく
ださい。
宛先: CSOO
モジュール: DFHSOCK

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tcpipservice、
ipaddress
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DFHSO0111 date time applid Opening the
TCPIPSERVICE tcpipservice has failed
because the region userid is not authorized
to bind to port portnumber.

説明: 領域のユーザー ID が、指定されたポート番号を使用す
る権限がないので、 TCPIPSERVICE のオープンは失敗しまし
た。

このメッセージは、TCP/IP バインド呼び出しが戻り値
EPERM を戻して失敗したときに出されます。
システムの処置: TCPIPSERVICE はオープンされません。 ア
プリケーションが EXEC API を使って TCPIPSERVICE をオ
ープンしようとした場合、アプリケーションは
RESP(INVREQ) RESP2(3) 値を受け取ります。
ユーザーの処置: CICS 領域のユーザー ID は、指定されたポ
ートをオープンする権限がなければなりません。
宛先: CSOO
モジュール: DFHSOCK

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tcpipservice、
portnumber

DFHSO0112 date time applid TCPIPSERVICE tcpipservice
cannot be opened because TCPIP status is
not OPEN.

説明: TCPIP が現在オープンされていないので、
TCPIPSERVICE のオープンが失敗しました。 SIT に
TCPIP=NO が指定されていたか、または CEMT または SPI
コマンドを使って、TCPIP が動的にクローズされました。
システムの処置: TCPIPSERVICE はオープンされません。 ア
プリケーションが EXEC API を使って TCPIPSERVICE をオ
ープンしようとした場合、アプリケーションは
RESP(INVREQ) RESP2(4) 値を受け取ります。
ユーザーの処置: TCPIP をオープンし、TCPIPSERVICE を再
オープンしてください。
宛先: CSOO
モジュール: DFHSORD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tcpipservice

DFHSO0113 applid The IP address ip_address cannot be
resolved to a host name by the
gethostbyaddr function.

説明: CICS は TCP/IP 機能 gethostbyaddr を出して IP ア
ドレス ip_address をホスト名に解決しようとしましたが、その
呼び出しが失敗しました。
システムの処置: 例外トレース項目が作成されます。 CICS
は、これ以降の要求でネーム・サーバーにアクセスしようとし
続けます。
ユーザーの処置: gethostbyaddr 機能は、IP アドレスをホス
ト名に解決するためには、通常、ネーム・サーバーの逆ルック
アップを実行します。 しかし、CICS がネーム・サーバーに連
絡できない場合、またはネーム・サーバーがホスト名と IP ア
ドレスの正しいマッピングを知らない場合、これは失敗しま
す。

SET DNS1 コマンドによって TCP/IP に定義されたネーム・
サーバーが有効で、正しく応答しているかを検査してくださ
い。 TCP/IP にネーム・サーバーが正しく定義されているなら
ば、管理者に連絡して、IP アドレスのルックアップがなぜ失敗
したかを判別してください。

宛先: コンソール
モジュール: DFHSOIS
宛先: コンソール
モジュール: XMEOUT パラメーター: applid、ip_address

DFHSO0114 date time applid The socket listener cannot
attach the transaction transaction, the
TCPIPSERVICE tcpipservice will be closed.

説明: TCP/IP listener タスクがクライアントから接続を受け
取りましたが、 TCPIPSERVICE 定義で関連付けられているト
ランザクションの接続が失敗しました。 この関連トランザクシ
ョンがインストールされていないか、または TCPIPSERVICE
定義が誤ったトランザクションを指定している可能性がありま
す。
システムの処置: 接続が到着したポートで定義されている
TCPIPSERVICE はクローズされます。 そのクライアントに受
け入れられたソケットはクローズされます。
ユーザーの処置: トランザクションの接続がなぜ失敗したのか
判別してください。 エラーを訂正して、TCPIPSERVICE を再
オープンしてください。
宛先: CSOO
モジュール: DFHSOCK

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、transaction、
tcpipservice

DFHSO0115 date time applid CICS has registered the
group name groupname with Work Load
Manager. The TCP/IP host name
genericname will become available for DNS
connection optimization.

説明: ドメイン・ネーム・サービス (DNS) の接続最適化のた
めにグループ名がワークロード・マネージャーに登録されまし
た。 これは、名前が文字 'D' で始まる TCPIPSERVICE がオ
ープンされたときに行われます。 新しい総称 TCP/IP ホスト
名は、CICS システムにアクセスするためにクライアントが使
用するためと、この名前のグループ名に登録してある他のもの
すべてが使用できます。
システムの処置: メッセージに示されたグループ名を DNS の
接続最適化のために登録するために、CICS はワークロード・
マネージャーのマクロ IWMSRSRG を出しました。 これは、
TCPIPSERVICE の名前が 'D' で始まるときのみ行われます。
ワークロード・マネージャーの登録は、特定のグループ名に関
して 1 回だけ行われます。 複数の TCPIPSERVICES が同じ
グループ名を定義していても、登録は 1 回行われるだけです。

登録されるグループ名は、TCPIPSERVICE の名前の一部と、
その TCPIPSERVICE に定義されているトランザクションを組
み合わせて作られます。 名前のドット '.' 以降の文字が、トラ
ンザクション ID に連結されてグループ名が生成されます。
例えば、TCPIPSERVICE の名前が D1.CICS であって、それが
トランザクション IIOP を定義されているものとします (IIOP
トランザクションは、CICS が提供する CIOR トランザクショ
ンの別名です)。 生成されるグループ名は 'CICSIIOP' です。
TCPIPSERVICE の名前にドットが含まれない場合、トランザ
クション ID だけが使われます。 例えば、TCPIPSERVICE の
名前が 'DYNWEB' であって、トランザクションが WWW の
場合、グループ 'WWW' が登録されます。

登録されたグループ名は、シスプレックスの TCP/IP ドメイン
内の新規名前になります。 シスプレックス内の複数の CICS
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システムがそれぞれ同じグループ名で登録されているとき、
DNS サーバーはグループ名を、ワークロード・マネージャー
を使って、関連システムの IP アドレスの 1 つに解決します。
戻される IP アドレスは、ワークロード・マネージャーのロー
ド・バランシング規則に基づいて選ばれた、最も適格なシステ
ムの IP アドレスです。 例えば、シスプレックス内の 2 つの
OS/390® システムが mvs1.plex.hursley.ibm.com と
mvs2.plex.hursley.ibm.com であるとし、それぞれのシステム
で、CICS がグループ名 cicsiiop で登録されているものとしま
す。 新しい名前 cicsiiop.plex.hursley.ibm.com が DNS ネー
ム・サーバー・テーブルに動的に追加されます。 クライアント
の TCP/IP アプリケーションは、具体的な OS/390 イメージ
の名前ではなく、この名前を使用します。 クライアントが
DNS を使ってこの名前を IP アドレスに解決すると、最も適
格なシステムの IP アドレスが得られます。 DNS はシステム
の登録と登録解除を動的に認識するので、追加 CICS システム
を必要に応じて登録し、グループ名に関して戻される利用可能
な IP アドレスのリストを拡張することができます。 システム
に障害が起こると、その IP アドレスは、それが登録されてい
たすべてのグループに関する関連アドレスの DNS サーバーの
リストから削除されます。
ユーザーの処置: ユーザーの処置は必要ありません。
宛先: CSOO
モジュール: DFHSOCK

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、groupname、
genericname

DFHSO0116 date time applid CICS has de-registered the
group name groupname with Work Load
Manager.

説明: グループ名がワークロード・マネージャーから登録解除
されました。 この CICS システムは、今後、メッセージに示
されたグループ内の接続最適化で使用されません。 これは、名
前が文字 'D' で始まる TCPIPSERVICE がクローズされたとき
に行われます。
システムの処置: グループ名を登録解除するためにワークロー
ド・マネージャー IWMSRDRS 呼び出しが行われます。これに
より、このグループ名に関連付けられている DNS サーバー・
テーブルからシステムの IP アドレスが除去されます。

オープン中の 2 つ以上の TCPIPSERVICE が同じグループ名
を共用している場合、 WLM の登録解除は、最後の
TCPIPSERVICE がクローズされたときに行われるだけです。
ユーザーの処置: ネーム・サーバーが使用可能であるかどうか
を検査してください。
宛先: CSOO
モジュール: DFHSOCK

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、groupname

DFHSO0117 applid Unable to determine the TCP/IP host
name. Language Environment return code
X'retcode', reason code X'rc'. TCP/IP
services are unavailable.

説明: 言語環境プログラムが、Listener 初期設定時の
gethostname 呼び出しに対して、ゼロ以外の戻りコードまたは
理由コードを戻しました。
システムの処置: Listener の初期設定は終了します。 CICS
領域はそれの TCP/IP インターフェースをオープンしません。
ユーザーの処置: gethostname が失敗した理由を判別してくだ

さい。 メッセージ・テキストで示される戻りコードおよび理由
コードについては、資料「TCP/IP for VSE Messages」の中で説
明しています。
宛先: コンソール
モジュール: DFHSOCK

XMEOUT パラメーター: applid、X'retcode'、X'rc'

DFHSO0119 applid Unable to register service servicename
for WLM DDNS on host hostname.

説明: TCPIPSERVICE を活動化していたとき、ソケット・ド
メインが TCP/IP ネーム・サーバーを見つけることができませ
んでした。 ネーム・サーバーがないと、CICS は、WLM
DDNS への登録に必要な情報を入手することができません。
システムの処置: TCPIPSERVICE の活動化は続行されます
が、このサービスは WLM DDNS に登録されません。
ユーザーの処置: ネーム・サーバーがなぜ見つからなかったか
を判別してください。 このメッセージの前にメッセージ
DFHSO0113 が出されている可能性があります。 ネーム・サー
バーが活動化されたら、TCPIPSERVICE を再インストールし
てください。
宛先: コンソール
モジュール: DFHSOCK

XMEOUT パラメーター: applid、servicename、hostname

DFHSO0120 applid numtcbs TCBs are initialized for SSL
processing.

説明: 指定された数 (numtcbs) の TCB が接続され、CICS 用
の SSL の処理を行うように初期設定されました。
システムの処置: CICS は、numtcbs 個の同時 SSL セッショ
ンを扱うことができます。
ユーザーの処置: なし。
宛先: コンソール経路コード 2 および 10
モジュール: DFHSOSE

XMEOUT パラメーター: applid、numtcbs

DFHSO0121 applid No TCBs have been initialized for
SSL processing. Secure Sockets Layer has
been deactivated.

説明: TCP/IP SSL を扱うためには、CICS は少なくとも 1
つの TCB が正しく初期設定されている必要がありますが、ど
れも初期設定できませんでした。
システムの処置: CICS は SSL セッションを扱うことができ
ず、そのため、SSL(YES) または SSL(CLIENTAUTH) を指定
する TCPIPSERVICE をオープンしようとする試みは失敗しま
す。
ユーザーの処置: CICS アドレス・スペースの区画サイズが、
CICS SSL を初期設定するには小さすぎることが考えられま
す。 区画サイズを大きくして CICS を再始動してください。
宛先: コンソール経路コード 2 および 10
モジュール: DFHSOSE

XMEOUT パラメーター: applid
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DFHSO0122 date time applid SSL request from ipaddr on
TCPIPSERVICE(service) rejected because of
insufficient TCBs.

説明: アドレス ipaddr とクライアントからの SSL との接続
が TCPIPSERVICE(service) で受信されましたが、その要求を処
理するための使用可能な TCB がありませんでした。
システムの処置: その接続のためのソケットはクローズされま
す。 クライアントは、応答は SSL で暗号化されるものと期待
しているのに、 SSL サービスが提供できないので、メッセー
ジはクライアントに送られません。
ユーザーの処置: このメッセージが頻繁に出される場合、この
アプリケーションで別の CICS を始動することを検討してくだ
さい。
宛先: CSOO
モジュール: DFHSOSE

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、ipaddr、service

DFHSO0126W applid An attempt to create a socket has
failed because the MAXSOCKETS limit has
been reached.

説明: tcpip ソケットを作成しようとしましたが、システム内
のオープン・ソケット数が現行 MAXSOCKETS 値を超えたた
め、失敗しました。
システムの処置: ソケットはオープンされず、失敗が報告され
ます。
ユーザーの処置: この動作が望ましくない場合は、SIT で
MAXSOCKETS 値を変更してください。
宛先: コンソール
モジュール: DFHSOCK

XMEOUT パラメーター: applid

DFHSO0130 date time applid A TCPIP accept call has
failed. The TCPIPSERVICE tcpipservice on
port portnumber, at IP address ipaddress will
be closed. The values returned are
bpx_return_value (bpx_return_value),
bpx_return_code (bpx_return_code), and

bpx_reason_code (bpx_reason_code).
説明: TCP/IP ACCEPT 呼び出しがエラーを戻しました。
システムの処置: 例外トレース項目が、トレース・テーブル内
に作成されます。CICS が終了するダンプ・テーブルで特にダ
ンプを要求しない限り、システム・ダンプはとられません。指
定された IP アドレスのポート portnumber で TCPIPSERVICE
tcpipservice がシャットダウンされました。このシャットダウン
が完了すると、メッセージ DFHSO0108 が出されます。
TCP/IP によってレポートされる戻り値、戻りコード、および
理由コードが表示され、診断を支援します。
ユーザーの処置: ACCEPT 障害の理由を判別してください。
メッセージ・テキストで示される戻りコードおよび理由コード
については、「z/OS UNIX System Services Messages and
Codes」の asyncio (BPX1AIO) 呼び出し可能サービスの説明の
中で説明しています。システム・コンソールを確認して
TCP/IP によって出されたメッセージを調べ、指示されるリカ
バリー処置をとってください。TCPIPSERVICE tcpipservice は
クローズされ、TCP/IP の問題が解決された後、クローズされ
た TCPIPSERVICE は再オープンされます。
宛先: コンソール
モジュール: DFHSOCK

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、ipaddress、
tcpipservice、portnumber

DFHSO0150 applid ENCRYPTION=level was specified,
but is no longer supported, STRONG is
assumed.

説明: ENCRYPTION=WEAK または
ENCRYPTION=NORMAL を指定した SIT を使用して CICS
が開始されました。これらのレベルはどちらもサポートされて
いません。
システムの処置: CICS は ENCRYPTION=STRONG が指定さ
れたものと想定します。
ユーザーの処置: SIT の ENCRYPTION パラメーターを
ENCRYPTION=STRONG に変更し、再生成してください。
宛先: コンソール
モジュール: DFHSOSE

XMEOUT パラメーター: applid、 level

DFHSRxxxx メッセージ

DFHSR0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in program
progname.

説明: プログラム progname で異常終了 (ABEND) またはプ
ログラム・チェックが起こりました。 異常終了またはプログラ
ム・チェックの起きたとき、記憶保護が活動状態であり、CICS
が USER キーで実行していました。

コード aaa は、3 桁の 16 進数 VSE システム完了コード (例
えば、0C1) です。 VSE コードが該当しない場合には、このフ
ィールドは 3 つのハイフンで埋められます。aaa の後に続く 4
桁のコード bbbb は、CICS またはユーザー・システム上の別
のプロダクトにより出されたユーザー異常終了コードです。 通
常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセージ
DFHME0116 が作成されます。
システムの処置: エラーの詳細を示す例外トレース項目が作成
されます。 ダンプ・テーブル内でそのダンプ・コードのダンプ

を特に抑止しない限り、システム・ダンプ SR0001 がとられま
す。

CICS が終了するようダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行し、トランザクションを異常終了させます。 トラ
ンザクション異常終了コードは ASRA、ASRB、または ASRD
です。
ユーザーの処置: 実行キーが USER キーであった場合には、
modname は、おそらくカスタマー・アプリケーション・プログ
ラムです。 このプログラムを検討して、エラーを訂正してくだ
さい。

最初に、VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセー
ジおよびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コー
ドおよび SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コー
ド』で調べてください。

次に、CICS 英数字コードを、 557 ページの『第 2 章 トラン
ザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for
z/VSE)』で調べてください。これにより、例えば、エラーがプ
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ログラム・チェック、異常終了、またはランナウェイであった
かがわかります。また、ユーザーの処置に関する何らかの手引
きが得られる場合があります。

このエラーが、CICS DSA を上書きしようとしたために起きた
0C4 プログラム・チェックであった場合には、例外トレース項
目は、そのプログラムが上書きしようとした DSA を示すこと
に注意してください。 この場合には、メッセージ DFHSR0622
の説明も参照してください。

問題判別に関する注意事項については、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。

メッセージ DFHME0116 に示されている症状ストリングの詳
細を報告してください。

実行キーが USER であるときに、ASRA、ASRB および
ASRD 異常終了の前に作成されるシステム・ダンプを抑止した
い場合には、ダンプ・テーブル内でシステム・ダンプ・コード
SR0001 の項目にそのことを指定する必要があります。 CEMT
コマンドか EXEC CICS コマンドのいずれかを使用してくださ
い。 これについての詳しい手引きは、「CICS System
Definition Guide」で説明されています。
モジュール: DFHSRP

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 progname
宛先: コンソール

DFHSR0601 applid Program interrupt occurred with
system task taskid in control

説明: システム・タスクでプログラム・チェックが検出されま
した。 taskid は、フィールド TCAKCTTA に設定されたシス
テム・タスク ID (TCP、III など) です。
システムの処置: CICS が異常終了し、プログラム・チェック
のカーネル・エラー・データを提供する例外トレース項目およ
びシステム・ダンプ SR0601 が作成されます。
ユーザーの処置: ダンプを使用して、プログラム・チェックの
原因を判別してください。 このプログラム・チェックの原因と
しては、CICS モジュールでのエラーか、ユーザー作成 PLT
プログラムでのエラーが考えられます。

問題判別に関する注意事項については、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
モジュール: DFHSRP

XMEOUT パラメーター: applid、taskid
宛先: コンソール

DFHSR0602 applid Program interrupt routine has been
entered while processing program interrupt
for same task

説明: プログラム・チェックが発生しました。 別のプログラ
ム・チェックが発生したときに、CICS がタスクの異常終了処
理を開始して、異常終了コード ASRA が出されました。 これ
は反復的な状況の可能性があるため、DFHSRP は CICS を終
了させます。
システムの処置: CICS が異常終了し、各プログラム・チェッ
クのカーネル・エラー・データを提供する例外トレース項目お
よびシステム・ダンプ SR0602 が作成されます。
ユーザーの処置: 最初のプログラム・チェックが発生した場所
と理由を突き止めるようにしてください。 原因としては、アプ
リケーション・プログラム内のエラーがまず第一に考えられま
す。 2 回目のプログラム・チェックは、タスクを終了している

間の CICS エラーが原因である可能性があります。

問題判別に関する注意事項については、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
モジュール: DFHSRP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSR0603 applid Program interrupt has occurred
説明: プログラム・チェックが発生しましたが、システム初期
設定テーブル内に、またはスタートアップ時にオペレーターに
より SRT=NO が指定されているので、CICS はリカバリーを
試みませんでした。
システムの処置: CICS は異常終了し、プログラム・チェック
のカーネル・エラー・データを提供する例外トレース項目およ
びシステム・ダンプ SR0603 が作成されます。
ユーザーの処置: まず、SRT=NO の指定が正しいかどうかを
調べてください。 正しくない場合には、「CICS System
Definition Guide」で説明されているようにそれを変更してくだ
さい。

問題判別に関する注意事項については、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
モジュール: DFHSRP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSR0605 applid Error from KE Domain - DFHSRP
initialization

説明: モジュール DFHSRP が、CICS の初期設定段階で重大
エラーを検出しました。 エラーが検出され、訂正されるまで、
リカバリー機能はおそらく実行できません。
システムの処置: CICS が異常終了し、システム・ダンプ
SR0605 が作成されます。
ユーザーの処置: ダンプを使用して、(可能なら) 問題の原因を
判別し、これを訂正するためにとるべき処置を決定してくださ
い。

問題判別に関する注意事項については、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
モジュール: DFHSRP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSR0606 applid Abend (code aaa/bbbb) has been
detected.

説明: DFHSRP は、CICS が完全に処理することのできない異
常終了を検出しました (例えば、SRT で異常終了コードが見つ
からないなど)。 この場合、異常終了したのは、単にトランザ
クションではなく CICS システムです。

コード aaa は、3 桁の 16 進数 VSE システム完了コード (例
えば、0C1) です。 VSE コードが該当しない場合には、このフ
ィールドは 3 つのハイフンで埋められます。 aaa の後に続く
4 桁のコード bbbb は、CICS またはユーザー・システム上の
別のプロダクトにより出されたユーザー異常終了コードです。
システムの処置: CICS は異常終了します。 異常終了コード
に応じて、システム・ダンプ (ダンプ・コード SR0606) がとら
れて、このメッセージが出されることがあります。 例外トレー
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ス項目が作成され、異常終了のカーネル・エラー・データを提
供します。
ユーザーの処置: ダンプを使用して、異常終了を判別し、その
原因を調べてください。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、CICS 英数字コードを、 557 ページの『第 2 章 トラン
ザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for
z/VSE)』で調べてください。これにより、例えば、エラーがプ
ログラム・チェック、異常終了、またはランナウェイであった
かがわかります。また、ユーザーの処置に関する何らかの手引
きが得られる場合があります。
モジュール: DFHSRP

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb
宛先: コンソール

DFHSR0612 applid Abend recovery has been entered by
same task

説明: オペレーティング・システム異常終了が発生しました。
別のオペレーティング・システム異常終了が起きたときに、
CICS が、異常終了コード ASRB を出して、タスクの異常終了
を開始しました。 これは反復的な状況の可能性があるため、
DFHSRP は CICS を終了させます。
システムの処置: CICS が異常終了し、各オペレーティング・
システム異常終了のカーネル・エラー・データを提供する例外
トレース項目およびシステム・ダンプ SR0612 が作成されま
す。
ユーザーの処置: 2 番目のオペレーティング・システム異常終
了の原因としては、XSRAB 出口で実行されているグローバ
ル・ユーザー出口プログラム内のエラーが考えられます。 これ
はグローバル・ユーザー出口で、SRT で異常終了コードが見つ
かったときに呼び出すことができます。 そのようなプログラム
が実行されていた場合には、2 回目の異常終了の原因を調べ
て、再発を防止する処置をとってください。

XSRAB 出口で実行中のグローバル・ユーザー出口プログラム
が、ループ (ランナウェイ) 状態に入った場合、または認識さ
れない XPI 呼出し (カーネル・エラー) を出した場合には、こ
のメッセージも出されることに注意してください。 2 番目の例
外トレース項目が、これを診断するのに役立ちます。

問題判別に関する注意事項については、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
モジュール: DFHSRP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSR0613 applid Abend has occurred with system task
taskid in control

説明: システム・タスクでオペレーティング・システム異常終
了が検出されました。 taskid は、フィールド TCAKCTTA に
設定されたシステム・タスク ID (TCP、III など) です。
システムの処置: CICS が異常終了し、オペレーティング・シ
ステム異常終了のカーネル・エラー・データを提供する例外ト
レース項目およびシステム・ダンプ SR0613 が作成されます。
ユーザーの処置: ダンプを使用して、異常終了の原因を判別

し、それを訂正するための処置を取ってください。

問題判別に関する注意事項については、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
モジュール: DFHSRP

XMEOUT パラメーター: applid、taskid
宛先: コンソール

DFHSR0615 applid Program interrupt has occurred in
recovery task

説明: オペレーティング・システム異常終了が発生しました。
プログラム・チェックが発生したときに、CICS はタスクの異
常終了処理を開始して、異常終了コード ASRB が出されまし
た。 DFHSRP は CICS を終了させます。
システムの処置: CICS が異常終了し、オペレーティング・シ
ステム異常終了のカーネル・エラー・データとプログラム・チ
ェックを提供する例外トレース項目およびシステム・ダンプ
SR0615 が作成されます。
ユーザーの処置: このプログラム・チェックの原因としては、
XSRAB 出口で実行中のグローバル・ユーザー出口プログラム
内のエラーがまず第一に考えられます。 これはグローバル・ユ
ーザー出口で、SRT で異常終了コードが見つかったときに呼び
出すことができます。 そのようなプログラムが実行されていた
場合には、プログラム・チェックの原因を判別して、これを訂
正してください。

問題判別に関する注意事項については、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
モジュール: DFHSRP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHSR0618 applid An illegal macro call or reference to
the CSA or TCA has caused the abend
which follows

説明: 現在はサポートされていないアセンブラー・マクロが入
ったユーザー・プログラムか、あるいは CICS TCA または
CSA を正しくない仕方で参照するユーザー・プログラムが実
行されていました。 このエラーは、0C4 プログラム・チェッ
クとして示されます。
システムの処置: 次のいずれかです。 トランザクションが異
常終了し、異常終了コード ASRD が出されます。このメッセ
ージに続いて、メッセージ DFHAP0001 または DFHSR0001
が出されます。このメッセージには、エラーのあるプログラム
の名前と、エラーが起きたそのプログラムへのオフセットが示
されます。

または、これはクリティカル・エラーであり、CICS は終了し
ます。このメッセージに続いてメッセージ DFHSR06xx が出さ
れ、終了の理由を示します。
ユーザーの処置: このプログラムを検討して、エラーを訂正し
てください。

エラーがモジュール DFHUEHC 内にある場合は、UEPCSA
および UEPTCA が使用されていないことを確認してくださ
い。これらは取り出し保護ストレージを参照するからです。

問題判別に関する注意事項については、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
モジュール: DFHSRP

XMEOUT パラメーター: applid
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宛先: コンソール

DFHSR0622 applid An attempt to overwrite the dsaname
has caused the abend which follows

説明: 0C4 プログラム割り込み (記憶保護例外) が起こりまし
た。 CICS は、 0C4 の原因を DSA dsaname 内のストレージ
の上書きの試みと診断しました。 dsaname は、CDSA、
RDSA、UDSA、ECDSA、ERDSA、または EUDSA のいずれ
かです。
dsaname が CDSA または ECDSA である場合:

CICS は、記憶保護を活動状態にして実行中です。

したがって、CDSA と ECDSA の両方に CICS キ

ー・ストレージが含まれています。 これらは、

USER キーで実行されているユーザー・プログラム

から、書き込み保護されています。 0C4 が起きた最

大の原因としては、次のものが考えられます。

v CICS キーで実行されるプログラムが、CDSA ま

たは ECDSA 内の CICS キー・ストレージのア

ドレスを、ユーザー・キーで実行されるユーザ

ー・プログラムに渡し、このユーザー・プログラ

ムがこのストレージに書き込みを行おうとした。

v ユーザー・キーで実行されるプログラムにエラー

があり、このプログラムが誤って CDSA または

ECDSA 内の CICS キー・ストレージに書き込み

を行おうとした。

v ユーザー・キーで実行されるユーザー・プログラ

ムが、故意に CDSA または ECDSA 内の CICS
キー・ストレージに書き込みを行おうとした。

dsaname が ERDSA または RDSA である場合:

CICS は、記憶保護を活動状態にして実行されている

場合もあり、そうでない場合もあります。 ERDSA
または RDSA に含まれるのは、再入可能 CICS と

ユーザー・プログラムだけです。

RENTPGM=PROTECT がシステム初期設定パラメー

ターとして指定された場合は、ERDSA または

RDSA は、CICS キーとユーザー・キーの両方で実

行されるプログラムから書き込み保護されています。

RENTPGM=NOPROTECT の場合、ERDSA または

RDSA はユーザー・キーで実行されるユーザー・プ

ログラムからのみ、書き込み保護されています。

0C4 が起きた最大の原因としては、次のものが考え

られます。

v ERDSA または RDSA にあるユーザー・プログラ

ムが、そのプログラム固有のストレージを修正し

ようとした (つまり、そのプログラムは再入可能

ではありません)。
v ユーザー・プログラムにエラーがあり、そのプロ

グラムが誤って ERDSA または RDSA 内のプロ

グラム・ストレージを上書きしようとした。

システムの処置: 次のいずれかです。 トランザクションが異

常終了し、異常終了コード ASRA が出されます。 このメッセ

ージに続いて、メッセージ DFHAP0001 または DFHSR0001
が出されます。このメッセージには、エラーのあるプログラム

の名前と、エラーが起きたそのプログラムへのオフセットが示

されます。 さらに、プログラム、オフセット、実行キーおよび

問題の DSA を示す例外トレース項目が取られます。

または、これはクリティカル・エラーであり、CICS が終了し

ます。 このメッセージに続いてメッセージ DFHSR06xx が出

され、終了の理由を示します。

ユーザーの処置: 原因と dsaname に応じて、次のいずれかを

行ってください。

v プログラム中のエラーをすべて訂正する。

v プログラムが CICS キーで実行されるように、プログラ

ム・リソース定義を変更する。

v SVA オプションを指定してリンク・エディットを行わない

ことによりプログラムが ERDSA にロードされていないこ

とを確認する。

モジュール: DFHSRP

XMEOUT パラメーター: applid、dsaname

宛先: コンソール

DFHSTxxxx メッセージ

DFHST0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは CICS コードにエラーが存在
する可能性があることを意味します。

あるいは、予期しないデータが入力されたか、ストレージが上
書きされた可能性があります。

注: DFHSTUP モジュールの場合は applid がありません。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場

合) と、次に続く 4 桁の英数字の CICS コードから成りま

す。 VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) で

す。 VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3
つのハイフンで埋められます。CICS コードは、異常終了コー

ド、または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、

AKEA は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ

DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。

モジュール DFHSTST および DFHSTTI については、ダンプ

がとられ、収集間隔は 24 時間に設定されます。 メッセージ

DFHST0101 も出されます。

モジュール DFHSTDM については、処置は、ドメイン (DM)
マネージャーが使用する初期設定エラー処置の値によって異な

ります。 通常の処置では、CICS は終了し、ダンプが作成され

ます。

モジュール DFHSTUE については、処理が続行されます。

モジュール DFHSTWR、DFHSTRD、および DFHSTUx

(DFHSTUP 内のモジュール) については、ジョブ・ステップは

終了し、ダンプが作成されます。

DFHSR0622 • DFHST0001
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すべてのモジュールの場合に、ダンプ・テーブルで特にダンプ

を抑止しない限り、システム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終

了するかどうか決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび

コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび

SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ

てください。

それから、 557 ページの『第 2 章 トランザクション異常終了

コード (CICS Transaction Server for z/VSE)』で CICS 英数

字コードを調べてください。 これにより、例えば、エラーがプ

ログラム・チェック、異常終了、ランナウェイ、またはパーコ

レーションのどれであるかがわかります。また、ユーザーの処

置に関する何らかの手引きが提供されることもあります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に

不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を

ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないと実行できない場

合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があ

ります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHSTST、DFHSTDM、DFHSTTI、
DFHSTUE、DFHSTUx (DFHSTUP 内のモジュール)、
DFHSTWR、DFHSTRD

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、modname

宛先: コンソール

DFHST0002 applid A severe error (code X'code') has

occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。

コード X'code' は、エラーが何であり、それがどこで検出され

たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。

システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル

で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま

す。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、

CICS は続行されます。

該当する場合には、エラー戻りコードがこのドメインの呼び出

し側に送られます。この場合、CICS を呼び出し側 (例えば、

ドメイン・マネージャー DFHDMDM) が終了させることがで

きます。 このことを示すメッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。これは、CICS コードにエラーの可能性があることを示し

ています。 その影響の重大度は、エラー発生時に実行されてい

た機能の重要度によって異なります。

CICS 例外トレース項目の詳細については、「CICS Problem

Determination Guide」を参照してください。

CICS は終了していない可能性があります。 メッセージが出さ

れたのが 1 回であり、しかもモジュール modname が CICS
システムの実行に不可欠ではない場合には、実行を続行し、適

当な時間に CICS をダウンさせて問題を解決することもできま

す。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはモジュール

modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合

には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり

ます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHSTST、DFHSTDM、DFHSTTI、DFHSTUE

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

宛先: コンソール

DFHST0003 applid Insufficient storage to satisfy
GETMAIN (code X'code') in module
modname.

説明: CICS GETMAIN がモジュール modname によって出さ
れましたが、要求を満足させるための十分なストレージがあり
ません。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す
る例外トレース・ポイント ID です。

このエラーは、16 MB 境界より上で発生しました。
システムの処置: 例外項目がトレース・テーブル内に作成され
ます (メッセージ内のコード X'code')。 ダンプ・テーブルで特
にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

該当する場合には、エラー戻りコードがこのドメインの呼び出
し側に送られます。この場合、CICS を呼び出し側 (例えば、
ドメイン・マネージャー DFHDMDM) が終了させることがで
きます。 このことを示すメッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS が別のモジュールによって終了させられた場合に
は、関連した終了メッセージ (例えば、ドメイン・マネージャ
ーからの) に注意し、これらのメッセージに関して示されたユ
ーザーの処置を調べてください。

CICS がまだ実行中である場合は、問題は一時的なものである
場合があります。その場合は、より多くのストレージが使用可
能になると、自然に問題が解決されます。モジュール modname
なしで済む場合は、CICS の実行を続行し、都合の良いときに
ダウンさせて、問題を解決することもできます。メッセージが
繰り返し表示されるか、またはすべての CICS モジュールを最
大限に利用しないとシステムを実行できない場合には、制御シ
ャットダウンで CICS をダウンさせる必要があります。

DSA または EDSA のサイズの限界を大きくしてみてくださ

DFHST0002 • DFHST0003

第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server for z/VSE) 307



い。 まだ CICS が終了していない場合には、これを実行する
ために CICS をダウンさせる必要があります。 CICS ストレ
ージについての詳細は、「CICS System Definition Guide」また
は「CICS Performance Guide」を参照してください。
モジュール: DFHSTDM

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHST0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時
に実行されていた命令のオフセットです。

DFHSTUP モジュールの場合は applid は含まれないことに注
意してください。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。

モジュール DFHSTST および DFHSTTI については、システ
ム・ダンプがとられ、収集間隔は 24 時間に設定されます。 メ
ッセージ DFHST0101 も出されます。

モジュール DFHSTDM については、処置は、ドメイン (DM)
マネージャーが使用する初期設定エラー処置の値によって異な
ります。 通常の処置では、CICS は終了し、ダンプが作成され
ます。

モジュール DFHSTUE については、処理が続行されます。

モジュール DFHSTWR、DFHSTRD、および DFHSTUx
(DFHSTUP 内のモジュール) については、ジョブ・ステップは
終了し、ダンプが作成されます。

すべてのモジュールの場合に、ダンプ・テーブルで特にダンプ
を抑止しない限り、システム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS が終了しなかった場合は、CICS をダウンさせるほ
ど問題が重大かどうかを判断する必要があります。

一部の CICS 機能が CPU 時間をかなり使用することがあるの
で、このメッセージは長時間実行機能が原因で発生した可能性
があります。 したがって、これはエラーではない可能性があり
ます。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設定パ
ラメーター (ICVR はミリ秒単位で計測) で指定したランナウ
ェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。 こ
れは、モジュール modname が終了し、CICS が続行されるこ
とを意味しています。

しかし、ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname
がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を
終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ
がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間
隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当
な時間に CICS をダウンさせる必要があります。ただし、
CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的
にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決しない場合は、IBM のサポ

ートが必要です。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHSTST、DFHSTDM、DFHSTTI、
DFHSTUE、DFHSTUx (DFHSTUP 内のモジュール)、
DFHSTWR、DFHSTRD

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname
宛先: コンソール

DFHST0005 applid A hardware error has occurred
(module modname, code X'code'). The
Time-of-Day clock is invalid.

説明: STCK マシン語命令の実行の結果、非ゼロ条件コードが
出されました。
システムの処置: システム・ダンプがとられ、間隔の収集は取
り消されました。 メッセージ DFHST0102 も出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。これは、おそらくハードウェア・エラーです。まずスト
ア・クロック機構を調べて正しく作動しているかどうかを確認
してください。 ストア・クロックに原因がある場合には、修理
または交換などの適切な処置を行ってください。

これが万一ハードウェアの問題ではない場合には、IBM からの
サポートが必要になります。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHSTST、DFHSTDM

XMEOUT パラメーター: applid、modname、X'code'
宛先: コンソール

DFHST0101I applid The Statistics Domain has set the
collection interval to 24 hours.

説明: 問題が統計 (ST) ドメインによって検出されたか、もし
くは統計 (ST) ドメインに戻されました。 結果として、収集間
隔は最大値に設定されました。 1 日の終わりの収集時間は変更
されません。

問題を説明しているメッセージが、エラーになっているモジュ
ールによってすでに出されています。
システムの処置: その他の処理を続行します。
ユーザーの処置: 元の問題の解決の手引きについては、関連し
たメッセージを参照してください。

問題が解決されたなら、CEMT SET STATISTICS コマンドを
出して間隔をリセットしてください。
モジュール: DFHSTST、DFHSTDM、DFHSTTI

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHST0102I applid The Statistics Domain has cancelled
interval collections.

説明: 問題が統計 (ST) ドメインによって検出されたか、もし
くは統計 (ST) ドメインに戻されました。 問題を説明している
メッセージが、エラーになっているモジュールによってすでに
出されている可能性があります。

この問題の発生頻度を減らすために、間隔の収集が取り消され
ました。 1 日の終わりの収集時間は変更されません。
システムの処置: その他の処理を続行します。
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ユーザーの処置: 元の問題の解決の手引きについては、関連し
たメッセージを参照してください。

関連したメッセージが出されていない場合は、IBM のサポート
が必要になります。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHSTST、DFHSTDM、DFHSTTI

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHST0103 applid A DMF error has occurred with
return code X'rc'.

説明: DMF が統計 (ST) ドメインに戻り、DFHSMFEW マク
ロからのエラー戻りコード X'rc' が出されました。
システムの処置: 他の CICS 処理を続行します。
ユーザーの処置: 戻りコードの意味についての詳細は、「CICS
操作およびユーティリティーの手引き」を参照してください。
モジュール: DFHSTST

XMEOUT パラメーター: applid、X'rc'
宛先: コンソール

DFHST0201S An attempt to open the statistics data set
has failed.

説明: DFHSTUP が、アンロードされた DMF データ・セッ
トをオープンしようとして失敗しました。
システムの処置: ダンプがとられ、ジョブ・ステップが終了し
ます。
ユーザーの処置: ジョブの JCL が正しいかどうかを確認して
ください。 DFHSTUP ユーティリティーを実行するための
JCL のサンプル・セットは、「CICS 操作およびユーティリテ
ィーの手引き」にあります。

間違った JCL が問題の原因ではない場合には、IBM のサポー
トが必要になります。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHSTRD
宛先: SYSLST

DFHST0202S A read error on the statistics data set has
occurred

説明: アンロードされた DMF データ・セット上で読み取り
エラーが検出されました。
システムの処置: ダンプがとられ、ジョブ・ステップが終了し
ます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。まず、ジョブの JCL が正しいかどうかを調べてくださ
い。 DFHSTUP ユーティリティーを実行するための JCL のサ
ンプル・セットは、「CICS 操作およびユーティリティーの手
引き」にあります。ジョブを再実行依頼してください。
モジュール: DFHSTRD
宛先: SYSLST

DFHST0203W The statistics data set is empty.
説明: アンロードされた DMF データ・セットを最初に読み
取ろうとしたときにファイルの終わり条件が検出されたか、ま
たはアンロードされた DMF データ・セットにどの CICS シ
ステムからの CICS 統計も含まれていませんでした。
システムの処置: ジョブ・ステップは終了します。

ユーザーの処置: 原因としては、DMF データ・セットをアン
ロードする JCL 内のエラーが最も考えられます。 まず、JCL
が正しいかどうかを検査してください。 DMF データ・セット
をアンロードするための JCL のサンプル・セットは、「CICS
操作およびユーティリティーの手引き」にあります。 正しい
DMF データ・セットをアンロードしたかどうかも検査してく
ださい。 ジョブを再実行依頼してください。
モジュール: DFHSTIN
宛先: SYSLST

DFHST0204S Invalid record id recid encountered on the
statistics data set.

説明: アンロードされた DMF データ・セットで無効なレコ
ード ID recid が検出されました。
システムの処置: ダンプがとられ、ジョブ・ステップが終了し
ます。
ユーザーの処置: アンロードされた DMF データ・セットに
統計レコードが入っているかどうかを検査してください。
CICS 統計レコードは、SMF レコード・タイプ 110 のサブタ
イプ 2 です。詳細については、「CICS Data Areas」を参照し
てください。

DMF データ・セットに統計レコードが入っている場合には、
問題の最大の原因として DMF データ・セットが破壊されてい
ることが考えられます。 DMF データ・セットをもう一度アン
ロードして、DFHSTUP ユーティリティーを再実行してくださ
い。 問題がなくならない場合には、IBM のサポートが必要に
なります。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHSTUx (DFHSTUP 内のモジュール)
宛先: SYSLST

DFHST0206S An invalid parameter (parameter) has been
specified for the DFHSTUP utility.

説明: SYSIN データ・セットに指定された 1 つ以上のパラメ
ーターが間違っています。
システムの処置: ジョブ・ステップは終了します。
ユーザーの処置: メッセージで示されたエラーのあるパラメー
ターを訂正してから、ジョブを再サブミットしてください。
モジュール: DFHSTUP1
宛先: SYSLST

DFHST0207W An incomplete data record has been
encountered on the statistics data set.

説明: アンロードされた DMF データ・セットからのレコー
ド入力は、このデータ・セットに含まれるデータが不完全であ
ることを示しています。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: 不完全なデータ・レコードが検出されたとい
うことは、CICS の実行にエラーがあったに違いありません。
これは例外トレースを引き起こすことになり、さらにダンプが
出されることになるはずです。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHSTUx (DFHSTUP 内のモジュール)
宛先: SYSLST
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DFHST0208S An attempt to open the SYSIPT data set
has failed.

説明: DFHSTUP が、SYSIPT データ・セットをオープンしよ
うとして失敗しました。
システムの処置: ダンプがとられ、ジョブ・ステップが終了し
ます。
ユーザーの処置: ジョブの JCL が正しいかどうかを確認して
ください。 DFHSTUP ユーティリティーを実行するための
JCL のサンプル・セットは、「CICS 操作およびユーティリテ
ィーの手引き」にあります。

間違った JCL が問題の原因ではない場合には、IBM のサポー
トが必要になります。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHSTRD
宛先: SYSLST

DFHST0209S A read error on the SYSIPT data set has
occurred.

説明: SYSIPT データ・セット上で読み取りエラーが検出され
ました。
システムの処置: ダンプがとられ、ジョブ・ステップが終了し
ます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。

問題を解決するには、ダンプおよびすべての関連メッセージを
集めて、読み取りが失敗した理由を判別してください。 ジョブ
を再実行依頼してください。
モジュール: DFHSTRD
宛先: SYSLST

DFHST0210I No statistics are available for applid applid.
説明: アンロードされた DMF データ・セット内には、アプ
リケーション ID applid の統計データ・レコードが存在しませ
ん。 これは、
v アプリケーション ID applid が不明である。または、

v 間違った DMF データ・セットをアンロードした。また

は、

v そのアプリケーション ID applid が統計を持たない

COLLECTION TYPE= パラメーターを指定した。または、

v アプリケーション ID applid について CICS 統計レコード

が書き込まれていない。

システムの処置: ジョブ・ステップを続行します。

ユーザーの処置: 正しいアプリケーション ID を指定してある

かどうか検査してください。 必要なら、正しいアプリケーショ

ン ID を指定し直してください。

正しい DMF データ・セットをアンロードしたかどうかを検査

してください。 必要なら、正しい DMF データ・セットをア

ンロードしてください。

正しいアプリケーション ID を指定し、正しい DMF データ・

セットをアンロードした場合には、アプリケーション ID
applid に関する統計データ・レコードはありません。

モジュール: DFHSTUP1
宛先: SYSLST

DFHST0211S Processing terminated. Getmain failed with

a short on storage condition.

説明: 作業用ストレージを獲得している間に、DFHSTUP ユー

ティリティーが OS/390 GETMAIN マクロからエラーを検出

しました。 その原因は、DFHSTUP が使用可能なストレージ

を使い果たしたことによります。

システムの処置: ダンプがとられ、ジョブ・ステップが終了し

ます。

ユーザーの処置: DFHSTUP ユーティリティーを実行するため

に使用された EXEC JCL コマンドに正しいサイズを指定した

かどうか検査してください。 DFHSTUP ユーティリティーを

実行するための JCL のサンプル・セットは、「CICS 操作およ

びユーティリティーの手引き」にあります。

あるいは、DFHSTUP ジョブが実行される区画のサイズを増や

してください。

モジュール: すべての DFHSTUP モジュール

宛先: SYSLST

DFHST0213S Processing terminated. Error detected by

DFSORT. Check DFSORT messages.

説明: DFSORT ユーティリティーがエラーを検出して、

DFHSTUP ユーティリティーが終了しました。

システムの処置: ダンプがとられ、ジョブ・ステップが終了し

ます。

ユーザーの処置: DFSORT メッセージ・データ・セットを調

べて、DFSORT ユーティリティーの障害の理由を示すメッセー

ジがないかどうか探してください。 DFSORT が出すメッセー

ジの詳細は、「DFSORT アプリケーション・プログラミングの

手引き」で説明されています。

DFSORT エラー・メッセージを分析した後、適切な修正処置を

とり、ジョブを再サブミットしてください。

モジュール: DFHSTUP1
宛先: SYSLST

DFHST0214S Processing terminated. Failure to obtain

system time and date.

説明: DFHSTUP ユーティリティーは、CICS カーネルからシ

ステム時刻および日付を入手することができませんでした。

システムの処置: ダンプがとられ、ジョブ・ステップが終了し

ます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHSTUP1
宛先: SYSLST

DFHST0216W An incompatible statistics record version

number version, was detected by module

module.

説明: 統計レコードのバージョン番号は、DFHSTUP ユーティ

リティーが予期しているバージョン番号と互換性がないこと

を、統計ユーティリティー・プログラムが検出しました。

システムの処置: 無効なバージョン番号の入っている統計レコ
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ードは無視されます。その直後の、同じタイプのもので、しか

も無効なバージョン番号が入っている統計レコードも無視され

ます。 処理を続行します。

ユーザーの処置: DMF データ・セットのダンプを入手してく

ださい。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。

手順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: すべての DFHSTUP モジュール

宛先: SYSLST

DFHST0217S An attempt to open the DFHSTWK data

set has failed.

説明: 非要約統計処理の際、DFHSTWK データ・セットのオ

ープンを試行中に、統計ユーティリティー・プログラムがエラ

ーを検出しました。

システムの処置: 統計ユーティリティー・プログラムは異常終

了します。

ユーザーの処置: ジョブに DFHSTWK データ・セットが指定

されているかどうか、およびデータ・セットの属性が正しいか

どうか確認してください。

モジュール: DFHSTU17、DFHSTSOX、DFHSTUSO
宛先: SYSLST

DFHST0218S A write error has occurred on the

DFHSTWK data set.

説明: 非要約統計処理の際、DFHSTWK データ・セットへの

書き込みを試行中に、統計ユーティリティー・プログラムがエ

ラーを検出しました。

システムの処置: 統計ユーティリティー・プログラムは異常終

了します。

ユーザーの処置: ジョブに DFHSTWK データ・セットが指定

されていること、データ・セットの属性が正しいこと、および

データ・セットの大きさが十分であることを確認してくださ

い。

モジュール: DFHSTU17、DFHSTSOX、DFHSTUSO
宛先: SYSLST

DFHST0219S A read error has occurred on the

DFHSTWK data set.

説明: 非要約統計処理の際、DFHSTWK データ・セットから

の読み取りの試行中に、統計ユーティリティー・プログラムが

エラーを検出しました。

システムの処置: 統計ユーティリティー・プログラムは異常終

了します。

ユーザーの処置: ジョブに DFHSTWK データ・セットが指定

されていること、データ・セットの属性が正しいこと、および

データ・セットの大きさが十分であることを確認してくださ

い。

モジュール: DFHSTU17、DFHSTSOX、DFHSTUSO
宛先: SYSLST

DFHST0220S An attempt to open the DFHSTWK data

set has failed.

説明: 要約統計処理の際、DFHSTWK データ・セットのオー

プンの試行中に、統計ユーティリティー・プログラムがエラー

を検出しました。

システムの処置: 統計ユーティリティー・プログラムは異常終

了します。

ユーザーの処置: ジョブに DFHSTWK データ・セットが指定

されているかどうか、およびデータ・セットの属性が正しいか

どうか検査してください。

モジュール: DFHST17X
宛先: SYSLST

DFHST0221S A write error has occurred on the

DFHSTWK data set.

説明: 要約統計処理の際、DFHSTWK データ・セットへの書

き込みの試行中に、統計ユーティリティー・プログラムがエラ

ーを検出しました。

システムの処置: 統計ユーティリティー・プログラムは異常終

了します。

ユーザーの処置: ジョブに DFHSTWK データ・セットが指定

されていること、データ・セットの属性が正しいこと、および

データ・セットの大きさが十分であることを確認してくださ

い。

モジュール: DFHST17X
宛先: SYSLST

DFHST0222S A read error has occurred on the

DFHSTWK data set.

説明: 要約統計処理の際、DFHSTWK データ・セットからの

読み取りの試行中に、統計ユーティリティー・プログラムがエ

ラーを検出しました。

システムの処置: 統計ユーティリティー・プログラムは異常終

了します。

ユーザーの処置: ジョブに DFHSTWK データ・セットが指定

されていること、データ・セットの属性が正しいこと、および

データ・セットの大きさが十分であることを確認してくださ

い。

モジュール: DFHST17X
宛先: SYSLST

DFHST0223I There are no data table statistics to report.
説明: 現在処理中のデータに、データ・テーブルとしてアクセ
スされるファイルのための統計レコードが含まれている場合
は、「Data Table Requests Information」という、DFHSTUP
レポートのファイル・サブセクションには、形式設定済みの情
報のみが含まれています。このメッセージは、統計レポートの
このセクション内にデータ・テーブル統計がないことをユーテ
ィリティー・プログラムが検出した際に、DFHSTUP レポート
に書き込まれます。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: DFHSTUP レポートにデータ・テーブル統計
があることが予期される場合以外は、何の処置もとりません。
この場合、処理しようとしている統計が扱う時間枠内で、デー
タ・テーブル機能が使用されていることを確認してください。
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モジュール: DFHSTU17、DFHST17X
宛先: SYSLST

DFHST0224S UNABLE TO LOAD STATISTICS
INITIALIZATION MODULE DFHSTU31.
LOAD FAILED. R15=X'xxxx'.

説明: DFHSTUP は、統計初期設定モジュール DFHSTU31
をロードすることができませんでした。

レジスター 15 内のコード (X'xxxx') は、VSE LOAD マクロ
からの戻りコードです。
システムの処置: DFHSTUP は終了します。
ユーザーの処置: LOAD 戻りコードの意味については、
「z/VSE System Macros Reference」を参照してください。この
コードを使用して、ロードが失敗した原因を判別してくださ
い。
モジュール: DFHSTUP
宛先: コンソール

DFHST0225S Processing terminated. Unable to load
phase SORT. Return code from LOAD was
X'rc'.

説明: フェーズ SORT がロードされようとしましたが、これ
は失敗しました。 DFHSTUP ユーティリティーは終了しま
す。
システムの処置: ダンプがとられ、ジョブ・ステップが終了し
ます。
ユーザーの処置: rc は、VSE LOAD 要求からの戻りコードで
す。

rc の最も一般的な値は 4 です。これは、ジョブに指定された
LIBDEF PHASE 検索チェーンに DFSORT/VSE フェーズ
SORT (またはそれと同等のもの) がなかったことを意味しま
す。

戻りコードの理由の詳細は、「z/VSE System Macros
Reference」で説明されています。

LOAD エラーの理由を分析した後、適切な修正処置をとり、ジ
ョブを再サブミットしてください。
モジュール: DFHSTUP1
宛先: SYSLST

DFHSZxxxx (FEPI) メッセージ

DFHSZ4001I date time applid FEPI initialization has
started.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース
(FEPI) を初期設定中です。

これは、CSZI トランザクション - FEPI - の実行が開始され
たことを意味します。システム初期設定パラメーター FEPI を
YES に設定すると、CSZI は CICS システム初期設定の一部と
して開始されます。

FEPI=YES を指定した場合に CICS 初期設定時にこのメッセー
ジが表示されないときには、CSZI の開始が失敗しました。こ
の理由として最も普通に考えられるのは、GRPLIST システム
初期設定パラメーターによって指定されたリストに、グループ
DFHFEPI が含まれていないことです。

メッセージ DFHSZ4001 の後にメッセージ DFHSZ4002 が出
されない場合は、FEPI の開始は失敗しました。 この場合、メ
ッセージ DFHSZnnnn が出されてエラーを示します。
システムの処置: FEPI 初期設定は続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSZRMP(DFHSZSIP)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSZL

DFHSZ4002I date time applid FEPI initialization has
ended.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース
(FEPI) の初期設定が終了しました。
システムの処置: EXEC CICS FEPI コマンドが使用可能にな
ります。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSZRMP(DFHSZSIP)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSZL

DFHSZ4003I date time applid FEPI termination complete.
説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース
(FEPI) が終了しました。

メッセージ DFHSZnnnn がメッセージ DFHSZ4003 の前に出
されて、FEPI が終了した原因を示すことがあります。
システムの処置: EXEC CICS FEPI コマンドが使用不能にな
ります。
ユーザーの処置: メッセージが示す問題を解決してから CICS
を再始動してください。
モジュール: DFHSZRMP(DFHSZSIP)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSZL

DFHSZ4004E date time applid FEPI cannot be started:
FEPI=YES not specified in the SIT.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース
(FEPI) を開始できません。これは、FEPI システム初期設定パ
ラメーターを NO (FEPI が必要ないことを示します) に設定し
たためです。

通常、このメッセージは、ユーザーが FEPI トランザクション
(CSZI) を手動で開始しようとしたが、それを実行するための正
しい環境を設定しなかったことを意味します。
システムの処置: FEPI トランザクションは実行されません。
ユーザーの処置: CICS システムに FEPI が必要な場合には、
システム初期設定パラメーター FEPI=YES を指定して CICS
を再始動してください。 FEPI トランザクションを手動で開始
する必要はありません。
モジュール: DFHSZRMP(DFHSZSIP)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSZL

DFHSZ4005E date time applid FEPI cannot be started: FEPI
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is already active, in state X'ssssssss'.
説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース
(FEPI) を開始できません。これは、FEPI がシステム内ですで
に活動状態になっているためです。

通常、このメッセージは、ユーザーが FEPI トランザクション
(CSZI) を実行して FEPI の新しいインスタンスを手動で開始
しようとしたが、何らかの理由により前の FEPI のインスタン
スが失敗して「active」標識がエラーのまま残されたことを示
します。

考えられる FEPI 状態 (X'ssssssss') は以下のとおりです。

状態 意味

X'00000002'

FEPI は初期設定中です。

X'00000003'

FEPI は活動中です。

X'00000004'

CICS が通常シャットダウンされるため、FEPI は終

了します。

X'00000005'

CICS が即時シャットダウンされるため、FEPI は終

了します。

X'00000006'

CICS が異常シャットダウンされるため、FEPI は終

了します。

システムの処置: 新しい FEPI のインスタンスの開始要求が拒

否されます。

ユーザーの処置: 前の FEPI のインスタンスが失敗したことを

状態が示唆している場合には、CICS を再始動して問題を解決

する必要があります。 FEPI トランザクションを手動で開始す

る必要はありません。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZSIP)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、X'ssssssss'

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSZL

DFHSZ4006E date time applid FEPI initialization failed:

enqueue failure, code X'rr'.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) を初期設定できません。これは、FEPI 待機名

SZENQRMI で待機を試みて失敗したためです (FEPI がすでに

システム内で活動中であることを示します)。 FEPI 初期設定

は、このシステムに別の FEPI のインスタンスがないようにす

るために、このエンキューを出します。

通常、このメッセージは、FEPI トランザクション (CSZI) を

手動で開始しようとしたが、前の CSZI のインスタンスがまだ

実行中であることを意味します。

考えられる X'rr' の値 (障害の理由) は以下のとおりです。

コード 意味

X'31' SZENQRMI で重複する待機を試みました。

X'32' エンキュー処理中に障害が発生しました。

システムの処置: 別の FEPI のインスタンスの開始要求が拒否

されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZSIP)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、X'rr'

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSZL

DFHSZ4007E date time applid FEPI initialization failed:

storage ADD_SUBPOOL failure for subpool

pppppppp, reason X'rr' response X'ee'.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) を開始できません。これは、FEPI で使用するための、

メッセージに示されたストレージ・サブプールの作成が失敗し

たためです。

X'rr' の値 (障害の理由) は以下のとおりです。

理由 意味

X'01' サブプールに使用できるストレージが不足していま

す。

X'03' 無効な固定長でサブプールが要求されました。

X'04' 無効な境界合わせでサブプールが要求されました。

X'05' エレメントの無効な先頭の番号でサブプールが要求さ

れました。

X'06' 無効な名前でサブプールが要求されました。

X'08' 要求されたサブプールがすでに存在しています。

X'11' ストレージ・マネージャーへのアクセスが拒否されま

した。

X'ee'の値 (失敗した要求に対する応答) は、以下のとおりで

す。

応答 意味

X'01' 要求が正常に完了しました。

X'02' 例外応答が生成されました。

X'03' 災害時応答が生成されました。

X'04' 無効な応答が生成されました。

X'05' カーネル・エラーが検出されました。

X'06' 要求が除去されました。

システムの処置: FEPI 初期設定が終了します。EXEC CICS
FEPI コマンドは使用できません。例外トレース項目が生成さ

れます。

ユーザーの処置: ユーザーがとれる処置は、ストレージが不足

しているとき、再始動時に CICS が使用できるストレージを大

きくすることだけです。

その他のすべてのエラーはシステム障害です。システム・プロ

グラマーに問い合わせてください。 この問題を解決するには

IBM の支援が必要です。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZSIP)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppppppp、

X'rr'、X'ee'

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSZL

DFHSZ4008E date time applid FEPI initialization failed:

Non-runaway task setting failure, reason

X'rr' response X'ee'.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) を初期設定できません。 FEPI は長期実行中のトランザ

クション (CSZI) なので、ランナウェイ・タスク・タイムアウ
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トの対象であってはなりません。 これを防止する要求が失敗し

ました。

X'rr' (障害の理由) は、必ず X'00' です。

X'ee'の値 (失敗した要求に対する応答) は、以下のとおりで

す。

応答 意味

X'01' 要求が正常に完了しました。

X'02' 例外応答が生成されました。

X'03' 災害時応答が生成されました。

X'04' 無効な応答が生成されました。

システムの処置: FEPI 初期設定が終了し、EXEC CICS FEPI
コマンドは使用できなくなります。例外トレース項目が生成さ

れます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZSIP)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、 X'rr'、X'ee'

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSZL

DFHSZ4009E date time applid FEPI initialization failed:

change-priority failure, response X'ee'.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) を初期設定できません。これは、FEPI のトランザクシ

ョン (CSZI) のディスパッチング優先順位の変更が失敗したた

めです。

FEPI はトランザクションとして実行されるので、高い優先順

位が必要です。 このディスパッチング優先順位を設定する要求

が失敗しました。

X'ee'の値 (失敗した要求に対する応答) は、以下のとおりで

す。

応答 意味

X'01' 要求が正常に完了しました。

X'03' 災害時応答が生成されました。

X'04' 無効な応答が生成されました。

X'05' カーネル・エラーが検出されました。

システムの処置: FEPI 初期設定が終了し、EXEC CICS FEPI
コマンドは使用できなくなります。例外トレース項目が生成さ

れます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZSIP)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、X'ee'

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSZL

DFHSZ4010E date time applid FEPI initialization failed: SZ

TCB swap failure, response X'ee'.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) は、通常、CICS SZ TCB のもとで実行されます。 QR
TCB のもとで実行される FEPI トランザクション (CSZI) を、

SZ TCB のもとに転送しようとして失敗しました。

X'ee'の値 (失敗した要求に対する応答) は、以下のとおりで

す。

応答 意味

X'01' 要求が正常に完了しました。

X'02' 例外応答が生成されました。

X'03' 災害時応答が生成されました。

X'04' 無効な応答が生成されました。

X'05' カーネル・エラーが検出されました。

システムの処置: FEPI 初期設定が終了し、EXEC CICS FEPI
コマンドは使用できなくなります。例外トレース項目が生成さ

れます。

ユーザーの処置: SZ TCB は、初期の CICS 初期設定の一部

として作成されます。コンソール・ログを検査して、TCB 作成

障害を示すメッセージが生成されなかったかどうかを調べてく

ださい。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZSIP)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、X'ee'

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSZL

DFHSZ4011E date time applid FEPI storage GETMAIN

failed in subpool NB, reason X'rr' response

X'ee'.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) は、NIB が使用するための SZSPFCNB ストレージ・

サブプールのストレージを獲得しようとしましたが、失敗しま

した。

X'rr' の値 (障害の理由) は以下のとおりです。

理由 意味

X'01' 要求に対するストレージが不足しています。

X'02' 無効なサブプール・トークンが与えられました。

X'04' エレメントの無効な長さが要求されました。

X'05' エレメントの長さを指定していません。

X'08' ストレージ・サブプールへのアクセスが拒否されまし

た。

X'11' 無効な初期イメージが提供されました。

X'12' ストレージ・マネージャーに異常終了が発生しまし

た。

X'13' ストレージ・マネージャーにループが検出されまし

た。

X'ee'の値 (失敗した要求に対する応答) は、以下のとおりで

す。

応答 意味

X'01' 要求が正常に完了しました。

X'02' 例外応答が生成されました。

X'03' 災害時応答が生成されました。

X'04' 無効な応答が生成されました。

X'05' カーネル・エラーが検出されました。

X'06' 要求が除去されました。
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これらすべての応答は、システム・エラーが発生したことを示

します。

システムの処置: 例外トレース項目が生成されます。

FEPI は、要求を再試行することにより、このエラーからのリ

カバリーを試みます。 ただし、複数回の発生を防止する処置は

とりません。

ユーザーの処置: このメッセージが頻繁に出される場合には、

再始動する前に、CICS システムのダンプをとってください。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZZNG)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、 X'rr'、X'ee'

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSZL

DFHSZ4012E date time applid FEPI storage GETMAIN

failed in subpool DA, reason X'rr' response

X'ee'.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、一般使用のために SZSPVCDA ストレージ・サブ

プールのストレージの獲得を試みましたが、その要求は失敗し

ました。

X'rr' の値 (障害の理由) は以下のとおりです。

理由 意味

X'01' 要求に対するストレージが不足しています。

X'02' 無効なサブプール・トークンが与えられました。

X'04' エレメントの無効な長さが要求されました。

X'05' エレメントの長さを指定していません。

X'08' ストレージ・サブプールへのアクセスが拒否されまし

た。

X'11' 無効な初期イメージが提供されました。

X'12' ストレージ・マネージャーに異常終了が発生しまし

た。

X'13' ストレージ・マネージャーにループが検出されまし

た。

X'ee'の値 (失敗した要求に対する応答) は、以下のとおりで

す。

応答 意味

X'01' 要求が正常に完了しました。

X'02' 例外応答が生成されました。

X'03' 災害時応答が生成されました。

X'04' 無効な応答が生成されました。

X'05' カーネル・エラーが検出されました。

X'06' 要求が除去されました。

これらの応答はすべて、システム・エラーが発生したことを示

します。

システムの処置: 例外トレース項目が生成されます。

FEPI は、要求を再試行することにより、このエラーからのリ

カバリーを試みます。 ただし、複数回の発生を防止する処置は

とりません。

ユーザーの処置: このメッセージが頻繁に出される場合には、

再始動する前に、CICS システムのダンプをとってください。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZZAG)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、 X'rr'、X'ee'

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSZL

DFHSZ4013E date time applid FEPI storage GETMAIN

failed in subpool RP, reason X'rr' response

X'ee'.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、RPL が使用するための SZSPPCRP ストレージ・

サブプールのストレージを獲得しようとしました。 要求は失敗

しました。

X'rr' の値 (障害の理由) は以下のとおりです。

理由 意味

X'01' 要求に対するストレージが不足しています。

X'02' 無効なサブプール・トークンが与えられました。

X'04' エレメントの無効な長さが要求されました。

X'05' エレメントの長さを指定していません。

X'08' ストレージ・サブプールへのアクセスが拒否されまし

た。

X'11' 無効な初期イメージが提供されました。

X'12' ストレージ・マネージャーに異常終了が発生しまし

た。

X'13' ストレージ・マネージャーにループが検出されまし

た。

X'ee'の値 (失敗した要求に対する応答) は、以下のとおりで

す。

応答 意味

X'01' 要求が正常に完了しました。

X'02' 例外応答が生成されました。

X'03' 災害時応答が生成されました。

X'04' 無効な応答が生成されました。

X'05' カーネル・エラーが検出されました。

X'06' 要求が除去されました。

これらの応答はすべて、システム・エラーが発生したことを示

します。

システムの処置: 例外トレース項目が生成されます。

FEPI は、要求を再試行することにより、このエラーからのリ

カバリーを試みます。 ただし、複数回の発生を防止する処置は

とりません。

ユーザーの処置: このメッセージが頻繁に出される場合には、

再始動する前に、CICS システムのダンプをとってください。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZZRG)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、 X'rr'、X'ee'

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSZL
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DFHSZ4014E date time applid FEPI storage FREEMAIN

failed in subpool DA|NB|RP, reason X'rr'

response X'ee'.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、SZSPxxxx ストレージ・サブプールのストレージを

解放しようとしました。 要求は失敗しました。

X'rr' の値 (障害の理由) は以下のとおりです。

理由 意味

X'02' 無効なサブプール・トークンが与えられました。

X'03' 解放するエレメントのアドレスが無効です。

X'06' エレメントの無効な長さが指定されました。

X'07' エレメントの長さを指定していません。

X'08' ストレージ・サブプールへのアクセスが拒否されまし

た。

X'10' 指定したストレージ・サブプールが空でした。

X'12' ストレージ・マネージャーに異常終了が発生しまし

た。

X'13' ストレージ・マネージャーにループが検出されまし

た。

X'ee'の値 (失敗した要求に対する応答) は、以下のとおりで

す。

応答 意味

X'01' 要求が正常に完了しました。

X'02' 例外応答が生成されました。

X'03' 災害時応答が生成されました。

X'04' 無効な応答が生成されました。

X'05' カーネル・エラーが検出されました。

X'06' 要求が除去されました。

これらの応答はすべて、システム・エラーが発生したことを示

します。

システムの処置: 要求は拒否され、再試行は行われません (お
そらく、後でアクセスできないストレージが残されます)。 例

外トレース項目が生成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZZFR)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、 X'rr'、X'ee'

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSZL

DFHSZ4015I date time applid FEPI {normal | immediate |

forced} termination has started.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) がシャットダウン要求を確認しました。終了を開始しま

す。

FEPI が終了を完了すると、メッセージ DFHSZ4003 が出され

ます。

FEPI は、CICS シャットダウン要求 (CEMT PERFORM
SHUTDOWN など) に対する応答の場合のみ、終了します。

CICS シャットダウンのタイプによっては、DFHSZ4015 メッ

セージが 2 回以上出されることになる場合があります。

システムの処置: ある特定の EXEC CICS FEPI コマンドが、

FEPI の終了時に使用不能になります。

正常終了では、FEPI リソースを使用するすべてのトランザク

ションは、FEPI 自体が終了する前に終了することができま

す。 ただし、新たに FEPI リソースを使用することができま

せん。

即時終了では、FEPI 機能の使用は即時に停止されますが、通

信機能は制御シャットダウンが行われます。

強制終了では、FEPI 機能の使用が即時に停止され、通信機能

のシャットダウンが可能な限り即時に行われます (多数の

VTAM メッセージが出される場合があります)。
ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRDP)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=normal、

2=immediate、3=forced}

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSZL

DFHSZ4099E date time applid FEPI ended abnormally.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が異常終了しました。

システムの処置: システム・ダンプがとられます。 すべての

EXEC CICS FEPI コマンドが使用不能になります。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZSIP)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSZL

DFHSZ4101I date time applid FEPI node nnnnnnnn

installed, for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたノードを正常にインストール

しました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRII)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nnnnnnnn、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4102W date time applid FEPI node nnnnnnnn

installation failed, code rrr, for transaction

xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたノードをインストールするこ

とができません。コード rrr は理由を示します。これは、

EXEC CICS FEPI INSTALL NODE コマンドによって戻され

る RESP2 値です。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 障害を調査し、訂正してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRII)
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XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nnnnnnnn、rrr、

xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4103I date time applid FEPI node nnnnnnnn

discarded, for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたノードを正常に廃棄しまし

た。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRDN)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nnnnnnnn、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4104I date time applid FEPI node nnnnnnnn discard

scheduled, for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたノードの廃棄操作をスケジュ

ールしました。

システムの処置: 処理を続行します。 このノードは、非活動

状態になったときに廃棄されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRID)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nnnnnnnn、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4105W date time applid FEPI node nnnnnnnn discard

failed, code rrr, for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたノードを廃棄することができ

ません。コード rrr は理由を示します。これは、EXEC CICS
FEPI DISCARD NODE コマンドによって戻される RESP2 値

です。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 障害を調査し、訂正してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRID)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nnnnnnnn、rrr、

xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4106I date time applid FEPI pool pppppppp (with

property set yyyyyyyy) installed, for

transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたプールを正常にインストール

しました。このプールは、メッセージに示された登録情報セッ

トの特性を持っています。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRII)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppppppp、

yyyyyyyy、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4107W date time applid FEPI pool pppppppp (with

property set yyyyyyyy) installation failed,

code rrr, for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたプールをインストールするこ

とができません。このプールは、メッセージに示された登録情

報セットの特性を持っています。 コード rrr は理由を示しま

す。これは、 EXEC CICS FEPI INSTALL POOL コマンドに

よって戻される RESP2 値です。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 障害を調査し、訂正してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRII)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppppppp、

yyyyyyyy、rrr、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4108I date time applid FEPI pool pppppppp

discarded, for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたプールを正常に廃棄しまし

た。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRDG)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppppppp、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4109I date time applid FEPI pool pppppppp discard

scheduled, for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたプールの廃棄操作をスケジュ

ールしました。

システムの処置: 処理を続行します。 このプールは、非活動

状態になったときに廃棄されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRID)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppppppp、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4110W date time applid FEPI pool pppppppp discard

failed, code rrr, for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) は、メッセージに示されたプールを廃棄することができ

ません。コード rrr は理由を示します。これは、EXEC CICS
FEPI DISCARD POOL コマンドによって戻される RESP2 値

です。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 障害を調査し、訂正してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRID)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppppppp、rrr、

xxxx
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宛先: CSZL

DFHSZ4111I date time applid FEPI target tttttttt installed,

for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたターゲットを正常にインスト

ールしました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRII)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tttttttt、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4112W date time applid FEPI target tttttttt

installation failed, code rrr, for transaction

xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) は、メッセージに示されたターゲットをインストールす

ることができません。コード rrr は理由を示します。これは、

EXEC CICS FEPI INSTALL TARGET コマンドによって戻さ

れる RESP2 値です。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 障害を調査し、訂正してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRII)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tttttttt、rrr、

xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4113I date time applid FEPI target tttttttt discarded,

for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたターゲットを正常に廃棄しま

した。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRDT)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tttttttt、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4114I date time applid FEPI target tttttttt discard

scheduled, for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたターゲットの廃棄操作をスケ

ジュールしました。

システムの処置: 処理を続行します。 このターゲットは、非

活動状態になったときに廃棄されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRID)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tttttttt、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4115W date time applid FEPI target tttttttt discard

failed, code rrr, for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) は、メッセージに示されたターゲットを廃棄することが

できません。コード rrr は理由を示します。これは、EXEC
CICS FEPI DISCARD TARGET コマンドによって戻される

RESP2 値です。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 障害を調査し、訂正してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRID)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tttttttt、rrr、

xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4116I date time applid FEPI property set yyyyyyyy

installed, for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示された登録情報セットを正常にイン

ストールしました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRII)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、yyyyyyyy、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4117W date time applid FEPI property set yyyyyyyy

installation failed, code rrr, for transaction

xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) は、メッセージに示された登録情報セットをインストー

ルすることができません。 コード rrr は理由を示します。こ

れは、EXEC CICS FEPI INSTALL PROPERTYSET コマンド

によって戻される RESP2 値です。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 障害を調査し、訂正してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRII)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、yyyyyyyy、rrr、

xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4118I date time applid FEPI property set yyyyyyyy

discarded, for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示された登録情報セットを正常に廃棄

しました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRID)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、yyyyyyyy、xxxx

宛先: CSZL
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DFHSZ4119W date time applid FEPI property set yyyyyyyy

discard failed, code rrr, for transaction

xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) は、メッセージに示された登録情報セットを廃棄するこ

とができません。 コード rrr は理由を示します。これは、

EXEC CICS FEPI DISCARD PROPERTYSET コマンドによっ

て戻される RESP2 値です。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 障害を調査し、訂正してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRID)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、yyyyyyyy、rrr、

xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4120I date time applid FEPI node nnnnnnnn added

to pool pppppppp, for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたノードをメッセージに示され

たプールに正常に追加しました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRII)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nnnnnnnn、

pppppppp、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4121W date time applid FEPI node nnnnnnnn not

added to pool pppppppp, code rrr, for

transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) は、メッセージに示されたノードをメッセージに示され

たプールに追加することができません。 コード rrr は理由を

示します。これは、EXEC CICS FEPI ADD POOL コマンド

によって戻される RESP2 値です。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 障害を調査し、訂正してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRII)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nnnnnnnn、

pppppppp、rrr、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4122I date time applid FEPI node nnnnnnnn deleted

from pool pppppppp, for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたノードをメッセージに示され

たプールから正常に削除しました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRID)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nnnnnnnn、

pppppppp、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4123W date time applid FEPI node nnnnnnnn not

deleted from pool pppppppp, code rrr, for

transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) は、メッセージに示されたノードをメッセージに示され

たプールから削除することができません。 コード rrr は理由

を示します。これは、EXEC CICS FEPI DELETE POOL コマ

ンドによって戻される RESP2 値です。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 障害を調査し、訂正してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRID)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nnnnnnnn、

pppppppp、rrr、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4124I date time applid FEPI target tttttttt added to

pool pppppppp, for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたターゲットをメッセージに示

されたプールに正常に追加しました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRII)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tttttttt、

pppppppp、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4125W date time applid FEPI target tttttttt not added

to pool pppppppp, code rrr, for transaction

xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) は、メッセージに示されたターゲットをメッセージに示

されたプールに追加することができません。 コード rrr は理

由を示します。これは、EXEC CICS FEPI ADD POOL コマ

ンドによって戻される RESP2 値です。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 障害を調査し、訂正してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRII)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tttttttt、

pppppppp、rrr、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4126I date time applid FEPI target tttttttt deleted

from pool pppppppp, for transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたターゲットをメッセージに示

されたプールから正常に削除しました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRID)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tttttttt、

pppppppp、xxxx

宛先: CSZL
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DFHSZ4127W date time applid FEPI target tttttttt not

deleted from pool pppppppp, code rrr, for

transaction xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) は、メッセージに示されたターゲットをメッセージに示

されたプールから削除することができません。 コード rrr は

理由を示します。これは、EXEC CICS FEPI DELETE POOL
コマンドによって戻される RESP2 値です。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 障害を調査し、訂正してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRID)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tttttttt、

pppppppp、rrr、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4128W date time applid FEPI delete from pool

pppppppp failed, code rrr, for transaction

xxxx.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) は、メッセージに示されたプールでの削除操作を行うこ

とができません。 コード rrr は理由を示します。これは、

EXEC CICS FEPI DELETE POOL コマンドによって戻される

RESP2 値です。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 障害を調査し、訂正してください。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRID)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppppppp、rrr、

xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4151I date time applid Unsolicited data received for

FEPI pool pppppppp target tttttttt node

nnnnnnnn. Transaction xxxx started.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたプール - ターゲット - ノー

ドの接続についての非送信請求データを受信し、このデータを

処理するメッセージに示されたトランザクションを開始しまし

た。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZBUN)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppppppp、

tttttttt、nnnnnnnn、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4152I date time applid Begin-session processing

required for FEPI pool pppppppp target

tttttttt node nnnnnnnn. Transaction xxxx

started.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) は、メッセージに示されたトランザクションを開始する

ことにより、メッセージに示されたプール - ターゲット - ノ

ードの接続についてのセッション開始処理を呼び出しました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZBSI)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppppppp、

tttttttt、nnnnnnnn、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4153I date time applid STSN processing required

for FEPI pool pppppppp target tttttttt node

nnnnnnnn. Transaction xxxx started.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) は、メッセージに示されたトランザクションを開始する

ことにより、メッセージに示されたプール - ターゲット - ノ

ードの接続についての STSN 処理を呼び出しました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZBST)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppppppp、

tttttttt、nnnnnnnn、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4154W date time applid FEPI session setup in pool

pppppppp to target tttttttt and node

nnnnnnnn failed with a reason code of

X'rrrrrrrr'. Setup will be retried later.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたプール - ターゲット - ノー

ドの接続についてのセッション・セットアップ時に、エラーを

検出しました。 このエラーを記述した理由コード (エラー・コ

ードまたはセンス・コード) についての説明は、「z/VSE メッ

セージおよびコード 第 2 巻」 のセクション『VTAM コー

ド』を参照してください。

システムの処置: 処理が続行されます。短い間隔をあけてか

ら、使用可能であれば別のノードを使用して、セッション・セ

ットアップが再試行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZBLO)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppppppp、

tttttttt、nnnnnnnn、X'rrrrrrrr'

宛先: CSZL

DFHSZ4155W date time applid FEPI session in pool

pppppppp to target tttttttt and node

nnnnnnnn ended with a reason code of

X'rrrrrrrr'.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) は、メッセージに示されたプール - ターゲット - ノー

ドの接続についてこの VTAM イベントを検出しました。 こ

のイベントを記述した理由コード (エラー・コードまたはセン

ス・コード) についての説明は、「z/VSE メッセージおよびコ

ード 第 2 巻」 のセクション『VTAM コード』を参照してく

ださい。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。このメッセージの理由コードはゼロで
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あることがあります。 ゼロの理由コードを持つメッセージが出

されないようにしたい場合には、XMEOUT グローバル・ユー

ザー出口を使用してそれを抑止するようお勧めします。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZBLO)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppppppp、

tttttttt、nnnnnnnn、X'rrrrrrrr'

宛先: CSZL

DFHSZ4156I date time applid End-session processing

required for FEPI pool pppppppp target

tttttttt node nnnnnnnn. Transaction xxxx

started.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたトランザクションを開始する

ことにより、メッセージに示されたプール - ターゲット - ノ

ードの接続についてのセッション終了処理を呼び出しました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZBFT)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppppppp、

tttttttt、nnnnnnnn、xxxx

宛先: CSZL

DFHSZ4157W date time applid FEPI session setup in pool

pppppppp to target tttttttt and node

nnnnnnnn failed with a reason code of

X'rrrrrrrr'. Setup will not be retried.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたプール - ターゲット - ノー

ドの接続についてのセッション・セットアップ時に、エラーを

検出しました。 このエラーを記述した理由コード (エラー・コ

ードまたはセンス・コード) についての説明は、「z/VSE メッ

セージおよびコード 第 2 巻」 のセクション『VTAM コー

ド』を参照してください。この接続についてのセッションのセ

ットアップが数回失敗しました。

システムの処置: 処理は続行されますが、この接続についての

セッション・セットアップは再試行されません。

ユーザーの処置: ありませんが、オペレーターが介入してその

接続を使用可能にする必要がある場合があります。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZBLO)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppppppp、

tttttttt、nnnnnnnn、X'rrrrrrrr'

宛先: CSZL

DFHSZ4158W date time applid The VTAM OPEN request

for FEPI node nnnnnnnn failed with a

reason code of X'rrrrrrrr'. This operation

will be retried.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたノードについての VTAM
OPEN 処理時に、エラーを検出しました。

考えられる X'rrrrrrrr' の値 (障害の理由) は以下のとおりで

す。

コード 意味

X'00000000'

VTAM TPEND が起きて、エラー・コード 0 が出さ

れました。

X'00000004'

VTAM TPEND が起きて、エラー・コード 4 が出さ

れました。

X'00000008'

VTAM TPEND が起きて、エラー・コード 8 が出さ

れました。

X'0000000C'

VTAM SETLOGON が失敗しました。

その他の値

VTAM OPEN が失敗して、エラー・コードが与えら

れました。

これらのエラー・コードについての説明は、「VTAM プログラ

ミング」を参照してください。

システムの処置: 処理は続行され、そのノードについての

VTAM OPEN が、短い間隔をあけて繰り返されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRIO)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nnnnnnnn、

X'rrrrrrrr'

宛先: CSZL

DFHSZ4159W date time applid The VTAM OPEN request

for FEPI node nnnnnnnn failed with a

reason code of X'rrrrrrrr'. This operation

will not be retried.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) が、メッセージに示されたノードについての VTAM
OPEN 処理時に、エラーを検出しました。 理由コードは、

VTAM OPEN 操作で戻されるエラー・コードです。 これらの

エラー・コードについての説明は、「z/VSE メッセージおよび

コード 第 2 巻」 のセクション『VTAM コード』を参照して

ください。

システムの処置: 処理は続行され、そのノードについての

VTAM OPEN は繰り返されません。

ユーザーの処置: ありませんが、オペレーターが介入してその

ノードを使用可能にする必要がある場合があります。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRIO)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nnnnnnnn、

X'rrrrrrrr'

宛先: CSZL

DFHSZ4201I date time applid FEPI node nnnnnnnn now

has status {INSERVICE | OUTSERVICE |

GOINGOUT}, {ACQUIRED | RELEASED

|ACQUIRING | RELEASING}.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) ノードの状況が、EXEC CICS FEPI SET NODE また

は CEMT SET FENODE コマンドによって変更されました。

現在は、上記のとおりです。

システムの処置: 処理を続行します。
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ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRIW)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nnnnnnnn、

{1=INSERVICE、2=OUTSERVICE、3=GOINGOUT}、

{4=ACQUIRED、5=RELEASED、6=ACQUIRING、

7=RELEASING}

宛先: CSZL

DFHSZ4202I date time applid FEPI pool pppppppp now has

status {INSERVICE | OUTSERVICE |

GOINGOUT}.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) プールの状況が、EXEC CICS FEPI SET POOL または

CEMT SET FEPOOL コマンドによって変更されました。現在

は、上記のとおりです。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRIW)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppppppp、

{1=INSERVICE、2=OUTSERVICE、3=GOINGOUT}

宛先: CSZL

DFHSZ4203I date time applid FEPI target tttttttt now has

status {INSERVICE | OUTSERVICE |

GOINGOUT}.

説明: フロントエンド・プログラミング・インターフェース

(FEPI) ターゲットの状況が、EXEC CICS FEPI SET TARGET
または CEMT SET FETARGET コマンドによって変更されま

した。現在は、上記のとおりです。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSZRMP(DFHSZRIW)

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tttttttt、

{1=INSERVICE、2=OUTSERVICE、3=GOINGOUT}

宛先: CSZL

DFHTCxxxx メッセージ

DFHTC1001 applid Terminal control initialization failed
(modname).

説明: 必要なステップが失敗したため、CICS 端末管理再始動
タスクを完了させることができませんでした。 このタスクで
は、必要ないくつかのリカバリー操作は実行されましたが、タ
スクそれ自体が異常終了して、コード ATC1 が出されまし
た。
システムの処置: CICS は、端末制御再始動タスクのトランザ
クション・ダンプを作成します。 CICS は、2 つのメッセージ
をコンソールへ送ります。1 つは、端末管理再始動タスクによ
って検出されたエラーを識別するものであり、もう 1 つは、タ
スクが失敗に終わったことを示す DFHTC1001 です。 これら
のメッセージに続いて、ダンプが作成されて CICS が異常終了
したことを示すか、あるいは GO または CANCEL の応答を
要求する 3 番目のメッセージが出されます。 先に起こったエ
ラーの性質によっては、他のシステム・コンポーネント (例え
ば、アクセス方式) からメッセージが出されることもありま
す。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS が応答を要求している場合には、ま
ず、それに応答する必要があります。 「GO」と応答した場合
には、CICS の処理は続行されますが、端末管理は行われませ
ん。「CANCEL」と応答した場合には、CICS は異常終了し、
ダンプが作成されます。メッセージとダンプを使用して、障害
の原因を調べてください。 この問題を解決するには IBM の支
援が必要です。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHSII1、DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid、modname
宛先: コンソール

DFHTC1002 applid Unable to link to program
DFHTCRP.

説明: CICS 端末管理リカバリー・プログラム DFHTCRP が

使用できません。 CICS は、CICS スタートアップ・ジョブ・
ストリームの LIBDEF 検索チェーンのどのサブライブラリーか
らも DFHTCRP を見つけることができません。
システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。
ユーザーの処置: このエラーを訂正するには、CICS スタート
アップ・ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブラ
イブラリーに DFHTCRP を入れてください。
モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHTC1003 applid Program DFHTCBP cannot be found
- message recovery cannot be performed

説明: CICS 端末管理バックアウト・プログラム DFHTCBP
が使用できません。 CICS は、CICS スタートアップ・ジョ
ブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのどのサブライブラリ
ーからも DFHTCBP を見つけることができません。
システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。
ユーザーの処置: このエラーを訂正するには、CICS スタート
アップ・ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブラ
イブラリーに DFHTCBP を入れてください。
モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHTC1011 applid Unable to load modname
説明: CICS コールド・スタート時に、CICS は CICS モジュ
ール modname を PC LOAD できませんでした。これは、そ
のモジュールがライブラリーから欠落しているためと思われま
す。
システムの処置: CICS の初期設定が続行されます。ただし、
たとえ初期設定が完了したとしても VTAM リソースの初期設
定は、モジュール modname の機能に応じて、何らかの点で正
しくないものとなります。
ユーザーの処置: CICS が初期設定を完了した場合には、
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VTAM リソースの処理は無効になります。 CICS を取り消し
て、モジュール modname を使用できるようにし、それから
CICS を再始動してください。
モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid、modname
宛先: コンソール

DFHTC1012 applid Failure in installing VTAM resources
説明: コールド・スタート時に、CICS は TCT マクロによっ
て定義されたすべての VTAM リソースをインストールするこ
とはできませんでした。 CICS は、インストールできなかった
リソースを識別する他のメッセージ (複数の場合もある) を出
しました。
システムの処置: CICS の初期設定を続行します。
ユーザーの処置: アンインストールされたリソースが必須なも
のであった場合には、RDO を使用してそれを使用できるよう
にするか、または CICS を取り消してください。 このメッセ
ージの理由としては、以下のことが考えられます。
v DFHTCT アセンブリーの出力が破壊されている。または

v CICS が前にエラー・メッセージ、例えば、DFHTC1011 な

どを出している。または

v CICS コードに論理エラーが含まれている。

CICS にエラーがあると思われる場合は、IBM のサポートが必

要になります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTC1013 applid Restore failed for xxxxxx

説明: ウォーム・リスタートまたは緊急再始動時に、CICS
は、リソース xxxxxx をリストアできませんでした。

システムの処置: CICS の初期設定が続行されます。 そのリ

ソースが DFHTCT マクロで定義されている場合には、CICS
は、DFHRDTxx の処理時にそれをコールド・スタートしよう

とします。

ユーザーの処置: リソース xxxxxx がシステムに必須のもので

あるにもかかわらずコールド・スタートされない場合には、

CICS を取り消してください。 この問題は、おそらく CICS
の論理エラーによって起こると考えられます。 この問題を解決

するには IBM の支援が必要です。 手順については、「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid、xxxxxx

宛先: コンソール

DFHTC1015 applid TCT load module contains obsolete

entries

説明: CICS の初期設定時に、TCT ロード・モジュール

DFHTCTxx (xx は接尾部です) に、このリリースの CICS 用

のアセンブリー・マクロによって生成されなかった項目が含ま

れていることが判明しました。 このテーブルを使用することは

できません。

システムの処置: 立ち上げは中止されます。

ユーザーの処置: 正しくない TCT 接尾部が指定または暗黙指

定されたか、または間違ったレベルの CICS マクロで TCT が

アセンブルされたかのどちらかです。 別の接尾部を指定する

か、または正しいマクロに対してアセンブルされた TCT を使

って、立ち上げを再試行してください。

モジュール: DFHAPSIP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTC1022 applid Error for XRF tracking record - Type:

type - Key: key

説明: XRF 追跡時にエラーがあったために、リソースに対す

る変更の追跡が失敗しました。 このリソースのタイプは type

であり、キー key に関連しています。

type は追跡レコード・タイプを表しています。 これは次のい

ずれかになります。

TCT CONTENTS
ZCP SESSIONS

key は TCTTE 階層内のオブジェクトの位置です。

システムの処置: 関連したリソースが、正しくない状態にある

か、欠落しているか、もしくは引き継ぎ終了時に削除されてい

ませんでした。

ユーザーの処置: この名前の付いたリソースが重要なものであ

るかどうかを判別して、問題を解決できるかどうかを判断して

ください。

モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid、type、key

宛先: コンソール

DFHTC1023 applid Logic error in tracking condition

説明: XRF 追跡中に、設計意図上起こりえない条件が検出さ

れました。 挿入部は、検査される条件のうちのどれが検出され

たかを示しています。

1. ブロードキャスト・メッセージは、追跡時のみ受け入れら

れます。 DFHTCRP の GETMSG ルーチンは、ブロード

キャスト・メッセージと、フィールド GETMSPEC 内の

ID と一致する ID を持つメッセージだけを受け入れます。

このフィールドは、追跡時にのみ設定されます。

2. ヌル・キーを持つブロードキャスト・メッセージ。 ヌル・

キー・レコードは、そのレコードが到着する先のキャッチ

アップ・ストリームが完全であることを示します。 これ

は、活動側が通常の (ウォーム) シャットダウンを行ったば

かりのときには、ブロードキャスト追跡ストリームにしか

起こりません。

システムの処置: 当該メッセージは無視されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid、condition

宛先: コンソール
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DFHTC1024I applid XRF takeover while catching up.

説明: このメッセージを出した代替 CICS は開始されたばか

りです。 活動 CICS は、代替 CICS が活動 CICS の TCT リ

ソースに関するすべての情報を取得する前に、失敗しました。

欠落している情報タイプまたは不完全な情報タイプについての

詳細は、メッセージ DFHTC1034 から DFHTC1036 を参照し

てください。

システムの処置: 引き継ぎが続行されます。

ユーザーの処置: さらに出されるメッセージがないかどうか注

意してください。

モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTC1034I applid TCT contents incomplete. Will read

catalog.

説明: DFHTC1024 がこのメッセージの背景情報を提供しま

す。 活動 CICS は、代替 CICS が活動システムの TCT 内に

ある追跡可能なリソースのすべてについて定義を取得する前に

失敗しました。 この時点では、欠落している定義がある場合も

あります。 ただし、活動システム内の CICS カタログには、

再始動データ・セット内の、より完全な 1 組の定義が入ってい

る場合もあります。 これらの定義が、ウォーム・リスタートま

たは緊急再始動の場合と同様に、読み取られることになりま

す。

システムの処置: 引き継ぎが続行されます。

ユーザーの処置: CICS カタログの読み取り中に、エラーが発

生しないか注意してください。

モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTC1035E applid Session states may be incorrect

説明: DFHTC1024 がこのメッセージの背景情報を提供しま

す。 活動 CICS は、代替 CICS が活動システムの TCT 内に

ある追跡可能なリソースのすべてについてセッション状態を取

得する前に失敗しました。 この時点では、正しくない状態にな

っている場合もあります。

システムの処置: 引き継ぎが続行されます。

ユーザーの処置: 旧活動システムで獲得された一部の論理装置

(LU) については、引き継ぎの後にならないように準備をして

ください。

モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTC1036I applid Unimplemented tracking-type

incomplete: xxxx

説明: DFHTC1024 がこのメッセージの背景情報を提供しま

す。 活動 CICS は、まだ実施されていない種類のリソースに

関するすべての情報が代替 CICS に送られる前に失敗しまし

た。 そのような情報は廃棄されたと思われるので、これによっ

て重大な結果にいたることはありません。ただし、このような

状況は、旧活動システムと現在のシステムとの間にレベル互換

性がないことを示しています。

システムの処置: 引き継ぎが続行されます。

ユーザーの処置: 暗黙のレベル非互換性が存在しているか、ま

たは予想されるかを判別してください。

モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid、xxxx

宛先: コンソール

DFHTC1040I applid nnnn Terminal control tracking

records received.

説明: 代替 CICS が待機中であり、その CICS が nnnn の端

末管理追跡メッセージを活動 CICS から受信しました。

システムの処置: トレースが続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid、nnnn

宛先: コンソール

DFHTC1041I applid Terminal control tracking started.

説明: 代替 CICS が初期設定中であり、それが活動システム

からのメッセージをちょうど受け入れ始めるところです。 メッ

セージ DFHTC1044 が短時間のうちに表示されるはずです。

システムの処置: 初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTC1042I applid Waiting for terminal control tracking

to drain.

説明: 代替システムが引き継ぎを行っている最中であり、その

システムが活動システムからの追跡レコードの残りのいくつか

を処理しているところです。 処理を完了させるために引き継ぎ

が中断され、その間、このメッセージが 15 秒おきに出されま

す。 これはエラーである可能性がありますが、特にこのメッセ

ージが異常に何回も繰り返し出される場合はそうです。 原因と

しては、VTAM の UNBIND 処理の遅延や、CICS 論理エラー

などが考えられます。 システムはこのメッセージを 2 回出し

てから、メッセージ DFHTC1046 で述べられているように、未

解決の追跡活動をフラッシュします。

ユーザーの処置: メッセージ DFHTC1046 を探してくださ

い。

モジュール: DFHZXQO

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTC1043I applid Terminal control tracking ended -

nnn records received.

説明: XRF 代替システムが引き継ぎを行っています。 障害を

起こしている活動システムからの最後の端末管理追跡レコード

は受信済みで、現在処理されているところです。

システムの処置: 引き継ぎが続行されます。
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ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid、nnn

宛先: コンソール

DFHTC1044I applid Terminal control catch-up started.

説明: XRF 代替システムが待機の準備を行っているところで

す。この代替システムは、自分が開始される前にインストール

またはバインド (またはその両方) が行われた端末管理リソー

スについての情報が入った最初のメッセージを、活動システム

から受信しました。

システムの処置: 初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTC1045I applid Terminal control catch-up complete.

説明: XRF 代替システムが待機中です。この代替システム

は、自分が開始される前に活動システムでインストールまたは

バインド (またはその両方) が行われた端末管理リソースにつ

いて自分が必要とするすべての端末管理情報を、今ちょうど受

信したところです。

システムの処置: 通常のトレースが続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTC1046I applid Flushing terminal control tracking.

説明: 代替システムが引き継ぎを行っている最中であり、その

システムが活動システムからの追跡レコードの残りのいくつか

を処理しているところです。 メッセージ DFHTC1042 が 2 回

出されました。 DFHZXQO が未解決の活動の制御されたフラ

ッシュを行っています。

システムの処置: CICS は、中断を解放する試みの際に、2 秒

ごとに 1 つの未解決な処置を通知します。システム・ダンプが

とられるのは最初の処置に対してだけです。

ユーザーの処置: この処理は、エラーまたは予測しない状況が

発生したときに限って行われます。問題が再発するような場合

は、IBM のサポートが必要になります。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

モジュール: DFHZXQO

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTC1047I applid Higher node missing. Record

dropped for key

説明: XRF 代替システムが活動 CICS から追跡メッセージを

受信しました。しかし、この端末用の関連システム項目が存在

しないか、または再始動データ・セットにある端末カタログ・

レコードの順序が間違っているかのいずれかです。 (その中

で、エラーのあるその端末は関連システム項目の前にきていま

す。)

key は TCTTE 階層内のオブジェクトの位置です。 このような

状況は、活動システムが自分の追跡メッセージをすべて送信す

ることができない場合に起こります。 その結果、システム項目

が送信されないことがあります。

システムの処置: トレース・メッセージは廃棄されます。した

がって、関連した処置 (INSTALL または LOGON) は行われ

ません。

ユーザーの処置: CAVM メッセージ・データ・セットが十分

な大きさであることを確認してから、代替システムを再始動し

てください。活動 CICS ジョブが正しい再始動データ・セット

を参照しているかどうか検査してください。

モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid、key

宛先: コンソール

DFHTC1060 applid Insufficient storage (code FCF7) in

module DFHTCRP.

説明: ストレージの要求をモジュール DFHTCRP で満たすこ

とができませんでした。 この特定のエラーは、コード FCF7
によって識別されます。 これは、動的ストレージ域 (DSA) の

サイズが小さすぎることを意味します。

システムの処置: 端末制御初期設定が終了して、システム・ダ

ンプが作成され、メッセージ DFHTC1001 が出されます。

ユーザーの処置: 最小サイズの DSA 内からでも十分なストレ

ージを確保できるはずなので、これは CICS 内の論理エラーを

意味している可能性があります。 DSA サイズの限界を増やし

てみてください。 この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTC1575 applid No TCT entry for termid

説明: このメッセージは、システムの初期設定において、一致

する端末管理テーブル (TCT) 項目のないウォーム・スター

ト・レコードが読み取られたときに出されます。 termid は、

欠落している TCT 名です。

システムの処置: そのレコードを無視します。

ユーザーの処置: TCT termid が必要とされた場合には、シス

テムの初期設定を取り消す必要があります。端末 termid につ

いて一致する TCT 項目が存在していることを確認してから再

試行してください。

モジュール: DFHTCRP

XMEOUT パラメーター: applid、termid

宛先: コンソール
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DFHTC2501 Msg too long, please resubmit

説明: 端末オペレーターがこの READ について予期された量

以上のデータをキー入力しました。

システムの処置: 進行中のトランザクションが終了します。

ユーザーの処置: TRANSACTION HAS BEEN ABENDED
というメッセージが出たあとで、端末をリセットし、トランザ

クションを再始動してください。

モジュール: DFHTACP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTC2506 date time applid Output event rejected return

code zz {on line w/term | at term }termid{,

trans }tranid{, rel line=}rrtime

説明: 出力操作が試行されましたが、入出力ルーチンにより停

止され、SAM 戻りコード zz が出されました。 READ または

WRITE マクロ命令の後で異常条件を検出した場合には、操作

は開始されず、制御は、READ または WRITE マクロ命令に

続く命令でユーザー・プログラムに戻されます。

システムの処置: 回線はサービス休止状態に置かれます。

ユーザーの処置: シャットダウン時にシステム・ダンプが出さ

れ、エラーが文書化されていることを確かめてください。

モジュール: DFHTACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、zz、{1=on line

w/term、2=at term }、termid、{1=, trans }、tranid、{1=, rel

line=}、rr、time

宛先: CSMT

DFHTC2507 date time applid Input event rejected return

code zz {on line w/term | at term }termid{,

trans }tranid{, rel line=}rr,time

説明: 入力操作が試行されましたが、入出力ルーチンにより停

止され、SAM 戻りコード zz が出されました。 READ または

WRITE マクロ命令の後で異常条件を検出した場合には、操作

は開始されず、制御は、READ または WRITE マクロ命令に

続く命令でユーザーのプログラムに戻されます。

システムの処置: 回線はサービス休止状態に置かれます。

ユーザーの処置: シャットダウン時にシステム・ダンプが出さ

れ、障害が文書化されていることを確かめてください。

モジュール: DFHTACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、zz、{1=on line

w/term、2=at term }、termid、{1=, trans }、tranid、{1=, rel

line=}、rr、time

宛先: CSMT

DFHTC2511 date time applid Invalid write request {on

line w/term | at term }termid{, trans }tranid{,

rel line=}rr,time

説明: このメッセージは、次のいずれかが発生した場合に出さ

れます。

1. トランザクションが、現在入力状況にある端末機能に対し

て、書き込み要求を出しました。

2. トランザクションが、ファイル終わり (EOF) 条件を受け取

る前に、バッチ伝送中の 3735 に対して書き込み要求を出

しました。

システムの処置: その書き込み要求は実行されず、トランザク

ションは異常終了します。 CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: ユーザーの処置は、発生した条件によって異

なります。 条件については次のとおりです。

1. トランザクションが、入力状況の端末に対して書き込み要

求を出さないようにしてください。

2. 3735 バッチ・トランザクションが、必ず EOF 条件を受け

取ってから最初の書き込み要求を出すようにしてくださ

い。

モジュール: DFHTACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=on line

w/term、2=at term }、termid、{1=, trans }、tranid、{1=, rel

line=}、rr、time

宛先: CSTL

DFHTC2513 date time applid Output length zero {on line

w/term | at term }termid{, trans }tranid{, rel

line=}rr,time

説明: 書き込み操作で、TIOATDL 内のデータ長が正の値では

ありません。

システムの処置: トランザクションは異常終了します。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラム内のゼロまた

は負のデータ長指定を訂正してください。

モジュール: DFHTACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=on line

w/term、2=at term }、termid、{1=, trans }、tranid、{1=, rel

line=}、rr、time

宛先: CSMT

DFHTC2514 date time applid No output area provided {on

line w/term | at term }termid{, trans }tranid{,

rel line=}rr,time

説明: トランザクション tranid が端末 termid で書き込みを要

求しました。 しかし、その TCTTEDA フィールドの初期設定

は行われませんでした。

システムの処置: その書き込み要求は実行されず、トランザク

ションは異常終了します。 CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: トランザクション tranid が必要なストレー

ジを取得して、TCTTEDA フィールドの初期設定を行うことを

確認してください。

モジュール: DFHTACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=on line

w/term、2=at term }、termid、{1=, trans }、tranid、{1=, rel

line=}、rr、time

宛先: CSTL

DFHTC2501 • DFHTC2514

326 z/VSE V6R2 メッセージおよびコード 第 3 巻



DFHTC2515 date time applid Output area exceeded {on

line w/term | at term }termid{, trans }tranid{,

rel line=}rr,time

説明: 端末入出力域 (TIOA) が、データとキャリア制御文字の

両方を入れるのに十分な大きさではありません。

システムの処置: その書き込み要求は実行されません。(可能

であれば) その端末書き込みストレージは解放され、トランザ

クションは異常終了します。 CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムが TIOATDL
の値を TIOA GETMAIN サイズよりも大きく設定しないよう

に、訂正してください。

モジュール: DFHTACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=on line

w/term、2=at term }、termid、{1=, trans }、tranid、{1=, rel

line=}、rr、time

宛先: CSTL

DFHTC2521 date time applid Undetermined unit error {on

line w/term | at term }termid{, trans }tranid{,

rel line=}rr,time

説明: 端末 termid が定義した回線で (装置チェック、装置例

外、または否定応答以外の) 入出力エラーが発生しました。

システムの処置: 端末 termid と関連した回線は使用されなく

なります。

ユーザーの処置: このエラーのために SAM が生成したシステ

ム・コンソール・ログ・メッセージを調べてください。 装置エ

ラーを訂正してください。

モジュール: DFHTACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=on line

w/term、2=at term }、termid、{1=, trans }、tranid、{1=, rel

line=}、rr、time

宛先: CSMT

DFHTC2536 date time applid Link to DFHTEP from

DFHTACP failed because {module DFHTEP

is not AMODE 31 | module DFHTEP could

not be loaded | there is no PPT entry for

program DFHTEP}.

説明: 非 VTAM 端末のエラーの処理中に、CICS が、ユーザ

ー置き換え可能モジュール DFHTEP への連係を試みました。

連係は失敗しました。 メッセージ DFHTC2538 で説明されて

いる 1 つ以上のデフォルトの処置がとられました。

システムの処置: DFHTACP が設定したデフォルト処置がと

られます。

ユーザーの処置: とられたデフォルト処置についての説明は、

メッセージ DFHTC2538 を参照してください。

以下の解決策が考えられます。

v DFHTEP が AMODE 31 で連係されていることを確認して

ください。

v DFHTEP が LIBDEF 検索チェーンのサブライブラリーの 1
つに含まれていて、正しい名前を持っていることを確認して

ください。

v モジュール DFHTEP の PPT 項目が存在し、有効であるこ

とを確認してください。

モジュール: DFHTACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=module

DFHTEP is not AMODE 31、2=module DFHTEP could not be

loaded、3=there is no PPT entry for program DFHTEP}

宛先: CSMT

DFHTC2537 date time applid Abend abcode has occurred

in module DFHTEP.

説明: 非 VTAM 端末のエラーの処理中に、ユーザー置き換え

可能モジュール DFHTEP に連係が行われ、プログラムが異常

終了して abcode が出されました。 メッセージ DFHTC2538
で説明されている 1 つ以上のデフォルトの処置がとられまし

た。

システムの処置: 呼び出しモジュール DFHTACP に制御が戻

されます。 DFHTACP は、DFHTEP が呼び出される前に設定

されたデフォルトの処置を復元します。 それから処置がとられ

ます。

ユーザーの処置: とられたデフォルト処置についての説明は、

メッセージ DFHTC2538 を参照してください。

最初に出されたエラーについての詳細は、異常終了コード

abcode を参照してください。問題を解決するには、異常終了コ

ード abcode で示されたユーザーの処置に従ってください。

モジュール: DFHTACP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、abcode

宛先: CSMT

DFHTC2538 date time applid I Default actions actions

have been taken for message number

related message.

説明: 非 VTAM 端末のエラーの処理時に問題が発生し、メッ

セージ msgno が出されました。 とられる可能性のあるすべて

のデフォルト処置についての説明を以下に示します。

アクション

意味

LINEOS

回線を使用停止状態にする。

NONPRGT

除去不可能なタスク

TERMOS

端末を使用停止状態にする。

ABENDT

端末上のタスクを異常終了させる。

ABORTWR

書き込みを打ち切り、端末ストレージを解放する。

SIGNOFF

エラーのある端末のサインオフ・プログラムを呼び出

す。

システムの処置: システム処置は、メッセージ related message

に示されています。

ユーザーの処置: メッセージ related message のユーザーの処

置の項に示されている手引きに従ってください。

モジュール: DFHTACP

DFHTC2515 • DFHTC2538

第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server for z/VSE) 327



XMEOUT パラメーター: date、time、applid、actions、related

message

宛先: CSMT

DFHTC8510 date time applid SNA protocol violation

detected in query response at termid termid

説明: CICS が、装置 termid からの照会応答に SNA プロト

コルの違反を検出しました。

システムの処置: DFHQRY は、影響を受けることなく実行さ

れます。

ユーザーの処置: 無効な照会応答が CICS に送られた理由を

突き止めてください。

モジュール: DFHQRY

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

宛先: CSMT

DFHTDxxxx メッセージ

DFHTD0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは CICS コードにエラーが存在
する可能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデ
ータが入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があり
ます。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字の CICS コードから成りま
す。 VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) で
す。 VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3
つのハイフンで埋められます。CICS コードは、異常終了コー
ド、または CICS メッセージを表す番号です (例えば、AKEA
は CICS 異常終了コードです。TS1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです)。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終
了するかどうか決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

それから、 557 ページの『第 2 章 トランザクション異常終了
コード (CICS Transaction Server for z/VSE)』で CICS 英数
字コードを調べてください。 これにより、エラーが、例えばプ
ログラム・チェック、異常終了、またはランナウェイのいずれ
であるかがわかります。さらに、ユーザーの処置に関する何ら
かの手引きを提供してくれます。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないと実行できない場
合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があ
ります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHAPTD

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname

宛先: コンソール

DFHTD0002 applid A severe error (code X'code') has

occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。

コード X'code' は、エラーが何であり、それがどこで検出され

たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。

CICS 例外トレース項目の詳細については、「CICS Problem

Determination Guide」を参照してください。

システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル

で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま

す。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、

CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード

がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合、CICS
を呼び出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM)
が終了させることができます。 このことを示すメッセージが出

されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: このエラーの重大度は、エラー発生時に実行

されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。

メッセージが出されたのが 1 回であり、しかもモジュール

modname が CICS システムの実行に不可欠ではない場合に

は、実行を続行し、適当な時間に CICS をダウンさせて問題を

解決することもできます。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはモジュール

modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合

には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり

ます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。
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モジュール: DFHAPTD

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

宛先: コンソール

DFHTD0003 applid Insufficient storage (code X'code') in

module modname.

説明: CICS GETMAIN がモジュール modname によって出さ

れましたが、要求を満足させるための十分なストレージがあり

ません。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す

る例外トレース・ポイント ID です。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます (コード X'code')。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止

しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了しないようにダンプ・テーブルで指定済みであっ

たとしても、これはクリティカル・エラーなので CICS は終了

します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。CICS が別のモジュールによって終了させられた場合に

は、関係のある終了メッセージ (例えば、ドメイン・マネージ

ャーからのもの) に注意し、これらのメッセージに関して示さ

れたユーザーの処置を調べてください。

DSA または EDSA のサイズの限界を大きくしてみてくださ

い。 CICS ストレージについての詳細は、「CICS System

Definition Guide」または「CICS Performance Guide」を参照し

てください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHAPTD

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

宛先: コンソール

DFHTD0004 applid A possible loop has been detected at

offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要

しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'

で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時

に実行されていた命令のオフセットです。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ

ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、

CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。CICS が終了しなかった場合は、CICS をダウンさせるほ

ど問題が重大かどうかを判別する必要があります。

一部の CICS 機能は多くの CPU 時間を使用することがあるた

め、このメッセージは長時間実行中の機能が原因で発生した可

能性があります。したがって、これはエラーではない可能性が

あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設

定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で測定) で指定したラン

ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。

これは、モジュール modname が終了され、CICS が続行され

ることを意味します。

しかし、ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname

がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を

終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ

がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間

隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当

な時間に CICS をダウンさせる必要があります。ただし、

CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的

にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決しない場合は、IBM のサポ

ートが必要です。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHAPTD

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname

宛先: コンソール

DFHTD0005 applid A hardware error has occurred

(module modname, code X'code'). The

Time-of-Day clock is invalid.

説明: モジュール modname の実行中にエラーが発生しまし

た。

ストア・クロック機構は、オペレーティング・システムのため

のタイミング機構です。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す

る例外トレース・ポイント ID です。

システムの処置: 例外項目 (コード X'code') が、トレース・テ

ーブル内に作成されます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑

止しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了しないようにダンプ・テーブルで指定済みであっ

たとしても、これはクリティカル・エラーなので CICS は終了

します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。これはおそらくハードウェア・エラーです。まずストア・

クロック機構を調べて、正しく作動しているかどうかを確認し

てください。 ストア・クロックに原因がある場合には、修理ま

たは交換などの適切な処置を行う必要があります。

これが万一ハードウェアの問題ではない場合には、IBM からの

サポートが必要になります。 手順については、「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
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注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHAPTD

XMEOUT パラメーター: applid、modname、X'code'

宛先: コンソール

DFHTD0006 applid Insufficient storage to satisfy

Getmain (code X'code') in module modname.

VSE code vsecode.

説明: モジュール modname が、ストレージを獲得しようとし

ましたが、要求を満たすほど十分なストレージがありませんで

した。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す

る例外トレース・ポイント ID です。

コード vsecode は OS/390 GETMAIN 戻りコードです。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます (コード X'code')。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止

しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、

CICS は続行されます。

該当する場合には、エラー戻りコードがこのドメインの呼び出

し側に送られます。この場合、CICS を呼び出し側 (例えば、

ドメイン・マネージャー DFHDMDM) が終了させることがで

きます。 このことを示すメッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: CICS が別のモジュールによって終了させら

れた場合には、関係のある終了メッセージ (例えば、ドメイ

ン・マネージャーからのもの) に注意し、これらのメッセージ

に関して示されたユーザーの処置を調べてください。

CICS がまだ実行中である場合は、問題は一時的なものである

場合があります。その場合は、より多くのストレージが使用可

能になると、自然に問題が解決されます。モジュール modname

なしで済む場合は、CICS の実行を続行し、都合の良いときに

ダウンさせて、問題を解決することもできます。メッセージが

繰り返し表示されるか、またはすべての CICS モジュールを最

大限に利用しないとシステムを実行できない場合には、制御シ

ャットダウンで CICS をダウンさせる必要があります。

GETMAIN 戻りコード vsecode の診断情報は、「z/VSE メッ

セージおよびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能

コードおよび SVC エラー』にある『OS/390 API 戻りコー

ド』で説明されています。

DSA または EDSA のサイズの限界を小さくしてみてくださ

い。 あるいは、それらのサイズがまだ最大になっていない場合

には、領域全体のサイズを大きくしてみてください。 CICS ス

トレージについての詳細は、「CICS System Definition Guide」

または「CICS Performance Guide」を参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHAPTD

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname、vsecode

宛先: コンソール

DFHTD0100I applid Transient Data initialization has

started.

説明: これは、一時データの初期設定が開始されたことを通知

するメッセージです。

システムの処置: システム初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設

定パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTD0101I applid Transient Data initialization has

ended.

説明: これは、一時データ初期設定が正常に完了したことを示

す通知メッセージです。

システムの処置: システム初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設

定パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTD0102A applid Transient Data initialization has

failed.

説明: 一時データ初期設定が失敗しました。

一時データ初期設定タスクの異常終了後に DFHTDRP にある

SETXIT ルーチンに入りました。

システムの処置: 以後 CICS の初期設定を妨げるような重大

エラーがない限り、初期設定時にどのようなエラーが他に発生

したかによって、CICS は 2 つのメッセージのいずれかを出し

ます。

DFHSI1521 が出された場合には、CICS 初期設定が終了しま

す。 DFHSI1522 が出された場合には、低下モードで CICS 初

期設定を続行するか、または終了するかを決定してください。

ユーザーの処置: 前のコンソール・メッセージを調べてくださ

い。そのなかの 1 つで、一時データ初期設定が失敗した理由を

説明しているはずです。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール
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DFHTD0103I applid Transient Data initialization has been

suspended pending takeover.

説明: これは、引き継ぎの保留中に、一時データ初期設定が中

断されたことを示す通知メッセージです。

一部の一時データ初期設定は、CICS が待機モードで動作して

いる間に実行することができます。 しかし、残りの初期設定

は、引き継ぎが完了するまで実行することができません。なぜ

なら、一時データ・セット (DFHCXRF データ・セットを除く)
は、受動的に共用していると想定されているからです。

システムの処置: システム初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTD0104I applid Transient Data initialization has been

resumed following takeover.

説明: これは、一時データ初期設定が引き継ぎに続いて再開さ

れたことを示す通知メッセージです。

システムの処置: システム初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTD0180 applid Unexpected response (code X'response')

and reason (code X'reason') from a dfhxxyym

call.

説明: モジュール DFHTDA は、ドメイン xx の dfhxxyym

呼び出しに失敗した後には、処理を続行することができませ

ん。

応答 (コード X'response') および理由 (コード X'reason') は、

ドメイン呼び出しから戻されたものです (つまり、

xxyy_response および xxyy_reason)。
システムの処置: CICS が終了しないようにダンプ・テーブル

で指定済みであったとしても、これはクリティカル・エラーな

ので CICS は終了します。

ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、ダンプ・コ

ード TD0180 のシステム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDA

XMEOUT パラメーター: applid、X'response'、 X'reason'、

dfhxxyym

宛先: コンソール

DFHTD0181 applid Unexpected response (code X'response')

and reason (code X'reason') from a dfhxxyym

call.

説明: モジュール DFHTDB は、ドメイン xx の dfhxxyym 呼

び出しに失敗した後には、処理を続行することができません。

応答 (コード X'response') および理由 (コード X'reason') は、

ドメイン呼び出しから戻されたものです (つまり、

xxyy_response および xxyy_reason)。
システムの処置: CICS が終了しないようにダンプ・テーブル

で指定済みであったとしても、これはクリティカル・エラーな

ので CICS は終了します。

ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、ダンプ・コ

ード TD0181 のシステム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDB

XMEOUT パラメーター: applid、X'response'、 X'reason'、

dfhxxyym

宛先: コンソール

DFHTD0182 applid Unexpected response (code X'response')

and reason (code X'reason') from a dfhxxyym

call.

説明: モジュール DFHTDRP は、ドメイン xx の dfhxxyym

呼び出しに失敗した後には、処理を続行することができませ

ん。

応答 (コード X'response') および理由 (コード X'reason') は、

ドメイン呼び出しから戻されたものです (つまり、

xxyy_response および xxyy_reason)。
システムの処置: これはクリティカル・エラーです。

CICS は、ダンプを作成して、異常終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP
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XMEOUT パラメーター: applid、X'response'、 X'reason'、

dfhxxyym

宛先: コンソール

DFHTD0183 applid Unexpected response (code X'response')

and reason (code X'reason') from a dfhxxyym

call during processing of intrapartition

queue queue.

説明: 区画内一時データ・キュー queue のトリガー・レベル

に達しました。

モジュール DFHTDB は、ドメイン xx の dfhxxyym 呼び出し

の応答の後に、関連したトランザクションを開始することがで

きませんでした。

応答 (コード X'response') および理由 (コード X'reason') は、

ドメイン呼び出しから戻されたものです (つまり、

xxyy_response および xxyy_reason)。

関連したトランザクションの開始は失敗しました。

システムの処置: これは、おそらく CICS 論理エラーです。

その後に一時データ・キューへ書き込むたびにトランザクショ

ンの開始が試みられますが、失敗します。 ただし、このメッセ

ージは、最初にエラーが検出されたときにのみ出されます。

CICS はダンプを作成して、処理を続行します。 通常、この問

題に関する症状ストリングが入っているメッセージ

DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDB

XMEOUT パラメーター: applid、X'response'、 X'reason'、

dfhxxyym、queue

宛先: コンソール

DFHTD0240 applid Queue queue (DLBL name dlblname) is
full.

説明: DLBL 名 dlblname の区画外キュー queue へこれ以上デ
ータを書き込むことができません。
システムの処置: EXEC CICS WRITEQ TD コマンドの処理
時にシステム異常終了が発生した場合には、NOSPACE 条件が
戻されます。

EXEC CICS SET TDQUEUE CLOSED コマンドの処理時にシ
ステム異常終了が発生した場合には、データ・セットはクロー
ズされないで、IOERR 条件が戻されます。

2 回目のデータ・セットをクローズする試みは成功することに
注意してください。
ユーザーの処置: CICS を再始動する前に、データ・セットに
より多くのスペースを割り振ることを検討してください。

このメッセージは、システム初期設定パラメーター
MSGLVL=0 で抑止することができます。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: サンプル集 DFHTDEXP に含まれているコード

からの DFHTDA

XMEOUT パラメーター: applid、queue、dlblname

宛先: コンソール

DFHTD0242 applid An abend has been detected during

processing for queue queue (DLBL name

dlblname).

説明: 区画外キュー queue (つまり、DLBL 名 filename のデー

タ・セット) での処理時にシステム異常終了が発生しました。

システムの処置: ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない

限り、ダンプ・コード TD0242 のシステム・ダンプがとられま

す。

これはクリティカル・エラーでない可能性があるので、CICS
は終了しないで、IOERROR 条件が戻されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

このメッセージは、システム初期設定パラメーター

MSGLVL=0 で抑止することができます。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: サンプル集 DFHTDEXP に含まれているコード

からの DFHTDA

XMEOUT パラメーター: applid、queue、dlblname

宛先: コンソール

DFHTD0244 applid An I/O error has occurred during an
output operation to an extrapartition
dataset for queue queue. (DLBL name =
dlblname).

説明: キュー queue 上の区画外データ・セット dlblname に対
する出力操作の処理時に、入出力エラーが発生しました。

このメッセージは、サンプル集 DFHTDEXP に含まれているコ
ードからのモジュール DFHTDA によって出されます。
システムの処置: IOERR 条件が戻されます。 後続の書き込み
要求には、IOERR が戻されます。
ユーザーの処置: CEMT を使用してデータ・セット dlblname
をクローズしてください。 後続のオープンの後にも入出力エラ
ーがなくならない場合には、おそらくこのデータ・セットを異
なったボリュームに再割り振りする必要があります。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDA

XMEOUT パラメーター: applid、queue、dlblname

宛先: コンソール
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DFHTD0245 applid NOSPACE condition on a PUT to

the intrapartition data set (DLBL name

dlblname). The RBA of the next CI would

have exceeded 2 gigabytes.

説明: DLBL 名 dlblname の区画内一時データ・セットへ書き

込もうとされましたが、NOSPACE 条件のため失敗しました。

CICS はデータ・セットを拡張しようとしましたが、次の制御

インターバル (CI) (追加された場合) の相対バイト・アドレス

(RBA) が 2 ギガバイト (x'7FFFFFFF') を超えたようです。

システムの処置: システムは正常に続行されます。

ユーザーの処置: 不要な一時データ・キューを区画内データ・

セットから削除してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDB

XMEOUT パラメーター: applid、dlblname

宛先: コンソール

DFHTD0246 applid An I/O error has occurred during an

input operation to an extrapartition dataset

for queue queue. (DLBL name = dlblname).

説明: キュー queue 上の区画外データ・セット dlblname に対

する入力操作の処理時に、入出力エラーが発生しました。 この

メッセージは、サンプル集 DFHTDEXP に含まれているコード

からのモジュール DFHTDA によって出されます。

システムの処置: IOERR 条件が戻されます。 後続の書き込み

要求には、IOERR が戻されます。

ユーザーの処置: CEMT を使用してデータ・セット dlblname

をクローズしてください。 後続のオープンの後にも入出力エラ

ーがなくならない場合には、おそらくこのデータ・セットを異

なったボリュームに再割り振りする必要があります。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDA

XMEOUT パラメーター: applid、queue、dlblname

宛先: コンソール

DFHTD0340 applid Transaction tranid initiated when the
trigger level is reached for Transient Data
queue queue is defined as REMOTE. The
transaction initiation has failed.

説明: 一時データ・キュー queue のトリガー・レベルに達し
ました。 キューに関連付けられたトランザクションはリモート
ですが、これはトリガー・トランザクションについては無効で
す。 したがって、トランザクションの開始は失敗しました。
システムの処置: エラーを訂正するまで、一時データ・キュー
に対して以後書き込みを行うたびに、トランザクションを開始
する試みがさらに行われますが、これは失敗します。 しかし、
ログがメッセージで一杯にならないように、このメッセージ
は、エラーを最初に検出したときにのみ出されます。
ユーザーの処置: 次のいずれかの適切な処置をとってくださ
い。
v DCT 内のトランザクション ID が間違っている場合:

– DCT を修正して、キューのトランザクション ID をロ

ーカルのトランザクション ID と交換し、再アセンブル

するか、または、

– EXEC CICS SET TDQUEUE(queue) ATITRANID(tranid)
を使用して、キューのトランザクション ID をローカル

のトランザクション ID と交換する。 詳細については、

「CICS Transaction Server for VSE/ESA システム・プロ

グラミング解説書」を参照してください。

v トランザクション定義が間違っている場合には、CEDA を

使用してトランザクション定義を修正し、トランザクション

をローカルにします。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: サンプル集 DFHTDSUB に含まれているコード

からの DFHTDB

XMEOUT パラメーター: applid、tranid、queue

宛先: コンソール

DFHTD0341 applid Transaction tranid associated with the

trigger level for Transient Data queue queue

has not been initiated.

説明: 一時データ・キュー queue のトリガー・レベルに達し

ました。システム・セットアップでのエラーのために関連トラ

ンザクションの開始が失敗しました。

システムの処置: エラーを訂正するまで、一時データ・キュー

に対して以後書き込みを行うたびに、トランザクションを開始

する試みがさらに行われますが、これは失敗します。しかし、

ログがメッセージで一杯にならないように、このメッセージ

は、エラーを最初に検出したときにのみ出されます。

ユーザーの処置: DCT 内のキューの定義を検査してくださ

い。 キューには、キューに関連付けられたトランザクションが

なければなりません。そのトランザクションは既存のもので、

ローカルとして定義され、しかもインストール済みであるもの

です。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: サンプル集 DFHTDSUB に含まれているコード

からの DFHTDB

XMEOUT パラメーター: applid、tranid、queue

宛先: コンソール

DFHTD0342 applid Transaction tranid associated with the

trigger level for Transient Data queue queue

has not been scheduled.

説明: 一時データ・キュー queue のトリガー・レベルに達し

ました。 システム・セットアップでのエラーのために、関連ト

ランザクションのスケジュールが失敗しました。

システムの処置: エラーを訂正するまで、一時データ・キュー

に対して以後書き込みを行うたびに、トランザクションをスケ

ジュールする試みがさらに行われますが、これは失敗します。

しかし、ログがメッセージで一杯にならないように、このメッ

セージは、エラーを最初に検出したときにのみ出されます。
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ユーザーの処置: 次の点について検査し、必要なら修正を加え

てください。

v キューには、キューに関連付けられたトランザクションがな

ければなりません。そのトランザクションは既存のもので、

ローカルとして定義され、しかもインストール済みであるも

のです。 リモート属性がトランザクション定義に設定され

ていなかったので、トランザクションはローカルでした。し

かし、動的 parm はそれがリモートである可能性を示して

いました。

v SYSTEM または TERMINAL の DESTFAC (宛先機構) に

ついては、指定された機構が必ず存在し、任意の必要なシス

テム・リンクがインストール済みでしかも使用可能でなけれ

ばなりません。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: サンプル集 DFHTDSUB に含まれているコード

からの DFHTDB

XMEOUT パラメーター: applid、tranid、queue

宛先: コンソール

DFHTD0343 date time applid Automatic transaction restart
for transaction tranid processing TD queue
queue-name has failed.

説明: TD トリガー・レベルに達したときに接続されたトラン
ザクションが異常終了しようとしており、このトランザクショ
ンの自動トランザクション再始動がユーザー置き換え可能モジ
ュール DFHREST を介して要求されました。 CICS がトラン
ザクションを再始動しようとしたときに、重大エラーが発生し
ました。
システムの処置: 再始動の失敗の原因となった重大エラーに関
して、メッセージ DFHAP0002 が出され、ダンプがとられま
す。 再始動が要求されたトランザクションの異常終了は続行さ
れます。 トランザクションは自動的には再始動されません。

この TD キューに対する次の TD 要求が受信され、トリガ
ー・レベルに達したか、または超えたときに、システムはトリ
ガー・レベル・トランザクションを再接続しようとします。
ユーザーの処置: 最初の重大エラーが起きた理由を調べてくだ
さい。 詳細については、メッセージ DFHAP0002 を参照して
ください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDXM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

queue-name

宛先: コンソール

DFHTD0360 applid Logical I/O error occurred during a
GET request to the intrapartition data set
(DLBL name dlblname); VSAM return codes
are R15=X'retcode', FDBK=X'fdbkcode'.

説明: 論理入出力エラーが発生したために、DLBL 名
dlblname の区画内データ・セットからの制御インターバルの読
み取りが失敗しました。 retcode は、レジスター 15 の中の戻
りコードで、fdbkcode は、要求パラメーター・リスト (RPL) の

フィードバック・フィールドの値です。
システムの処置: CICS が終了しないようにダンプ・テーブル
で指定済みであったとしても、これはクリティカル・エラーな
ので CICS は終了します。

ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止しない限り、ダンプ・
コード TD0360 のシステム・ダンプがとられます。
ユーザーの処置: 通常、この問題に関する症状ストリングが入
っているメッセージ DFHME0116 が作成されます。 メッセー
ジ内のコードの意味については、「z/VSE メッセージおよびコ
ード 第 2 巻」 のセクション『VSE/VSAM コード』を参照し
てください。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: サンプル集 DFHTDSUB に含まれているコード

からの DFHTDB

XMEOUT パラメーター: applid、dlblname、X'retcode'、

X'fdbkcode'

宛先: コンソール

DFHTD0361 applid Logical I/O error occurred during a

PUT request to the intrapartition data set

(DLBL name dlblname); VSAM return codes

are R15=X'retcode', FDBK=X'fdbkcode'.

説明: 論理入出力エラーが発生したために、DLBL 名

dlblname の区画内データ・セットへの制御インターバルの (再)
書き込みが失敗しました。 retcode は、レジスター 15 の中の

戻りコードで、fdbkcode は、要求パラメーター・リスト (RPL)
のフィードバック・フィールドの値です。

システムの処置: CICS が終了しないようにダンプ・テーブル

で指定済みであったとしても、これはクリティカル・エラーな

ので CICS は終了します。

ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止しない限り、ダンプ・

コード TD0361 のシステム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: メッセージ内のコードの意味については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクション

『VSE/VSAM コード』を参照してください。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: サンプル集 DFHTDSUB に含まれているコード

からの DFHTDB

XMEOUT パラメーター: applid、dlblname、X'retcode'、

X'fdbkcode'

宛先: コンソール
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DFHTD0362 applid Physical I/O error occurred during a

GET request to the intrapartition data set

(DLBL name dlblname); VSAM return codes

are R15=X'retcode', FDBK=X'fdbkcode'.

説明: 物理入出力エラーが発生したために、DLBL 名

dlblname の区画内データ・セットからの制御インターバルの読

み取りが失敗しました。 retcode は、レジスター 15 の中の戻

りコードで、fdbkcode は、要求パラメーター・リスト (RPL) の

フィードバック・フィールドの値です。

システムの処置: ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止しな

い限り、ダンプ・コード TD0362 のシステム・ダンプがとられ

ます。

CICS が終了しないようにダンプ・テーブルで指定済みであっ

たとしても、これはクリティカル・エラーなので CICS は終了

します。

ユーザーの処置: メッセージ内のコードの意味については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクション

『VSE/VSAM コード』を参照してください。

VSAM によって生成された物理エラー・メッセージのコピー

が、システム・ダンプ内の (いずれかの) 一時データ VSAM
エラー・メッセージ域 (1 つまたは複数) に表示されます。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: サンプル集 DFHTDSUB に含まれているコード

からの DFHTDB

XMEOUT パラメーター: applid、dlblname、X'retcode'、

X'fdbkcode'

宛先: コンソール

DFHTD0363 applid Physical I/O error occurred during a

PUT request to the intrapartition data set

(DLBL name dlblname); VSAM return codes

are R15=X'retcode', FDBK=X'fdbkcode'.

説明: 物理入出力エラーが発生したために、DLBL 名

dlblname の区画内データ・セットへの制御インターバルの (再)
書き込みが失敗しました。 retcode は、レジスター 15 の中の

戻りコードで、fdbkcode は、要求パラメーター・リスト (RPL)
のフィードバック・フィールドの値です。

システムの処置: ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止しな

い限り、ダンプ・コード TD0363 のシステム・ダンプがとられ

ます。

CICS が終了しないようにダンプ・テーブルで指定済みであっ

たとしても、これはクリティカル・エラーなので CICS は終了

します。

ユーザーの処置: メッセージ内のコードの意味については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクション

『VSE/VSAM コード』を参照してください。

VSAM によって生成された物理エラー・メッセージのコピー

が、システム・ダンプ内の (いずれかの) 一時データ VSAM
エラー・メッセージ域 (1 つまたは複数) に表示されます。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: サンプル集 DFHTDSUB に含まれているコード

からの DFHTDB

XMEOUT パラメーター: applid、dlblname、X'retcode'、

X'fdbkcode'

宛先: コンソール

DFHTD0380 applid Illegal attempt to read control

interval 0 for the intrapartition data set

(DLBL name dlblname).

説明: 区画内データ・セット内の制御インターバル 0 は、一

時データ管理情報用に予約済みです。 アプリケーション・プロ

グラム要求のために一時データ処理により決められたとおりに

キューのデータを保持するように、残りの制御インターバルが

割り振られます。

DLBL 名 dlblname の区画内データ・セットの制御インターバ

ル 0 を読み取ろうとする無効な試みが行われました。

システムの処置: CICS が終了しないようにダンプ・テーブル

で指定済みであったとしても、これはクリティカル・エラーな

ので CICS は終了します。

ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止しない限り、ダンプ・

コード TD0380 のシステム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 各区画内 DCTE には、dlblname の区画内デ

ータ・セットに関連付けられた相対バイト・アドレス (RBA)
であるポインターが入っています (キューが空でない場合)。

さらに、(最初のものは別として) 割り振られた各制御インター

バルには、キュー制御レコードだけでなく 1 つ以上のユーザ

ー・レコードが入っています。 このキュー制御レコード (制御

インターバル内の最初のもの) には、キュー用のデータの入っ

た次の制御インターバルのための順方向チェーン・ポインター

または RBA が入っています。

いずれの場合も、一時データは、RBA が区画内データ・セッ

ト内のレコード境界をアドレッシングすると想定しています。

この想定はいくつかの形で違反になる可能性があります。 違反

のタイプは、次の方法で判断します。

v 区画内データ・セットの制御インターバル印刷

v アクセス方式サービス・プログラムの使用

v システム・ダンプの使用

違反のタイプには次のものがあります。

v THE WRONG INTRAPARTITION DATA SET WAS
USED - 間違ったデータ・セットを使用した場合、つまり、

この CICS のスタートアップに使用したデータ・セットを

前の CICS のスタートアップに使用していなかった場合に

は、DCTE 内のほとんどの RBA が区画内データ・セット

内のレコード境界をアドレッシングしない可能性がありま

す。CICS は再始動できますが、一時データはコールド・ス

タートする必要があります。

v THE INTRAPARTITION DATA SET WAS ALTERED -
レコードを移動した場合 (おそらくデータ・セット圧縮によ
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り) には、制御インターバル 0 に複数のレコードが含ま

れ、しかも DCTE 内のほとんどの RBA が区画内データ・

セット内のレコード境界をアドレッシングしない可能性があ

ります。CICS は再始動できますが、一時データはコール

ド・スタートする必要があります。

v A DCTE WAS CORRUPTED - DCTE が破壊された場合に

は、区画内データ・セット内のレコード境界をアドレッシン

グしない RBA は、1 つないし 2 つだけである可能性が高

くなります。問題のプログラムを識別するために、特殊トラ

ップを必要とする場合があります。

CICS の再始動を行うことができます。 一時データの緊急

再始動により、RBA はシステム・ログおよび区画内デー

タ・セットから再構築されることになります。

注: エラーの発生からその検出までの間に活動キーポイント

がとられた場合、一時データをコールド・スタートする必要

があることがわかることがあります。

v AN I/O BUFFER WAS CORRUPTED - 入出力バッファー

が破壊された場合には、DCTE 内の RBA の 1 つが入出力

バッファー内のレコード境界をアドレッシングしない可能性

が高くなります。問題のプログラムを識別するために、特殊

トラップを必要とする場合があります。

CICS の再始動を行うことができます。 一時データの緊急

再始動により、RBA はシステム・ログおよび区画内デー

タ・セットから再構築されることになります。

注 : 入出力バッファーの内容が、エラーの発生からその検

出までの間に区画内データ・セットに書き込まれた場合に

は、一時データをコールド・スタートする必要があることが

分かることがあります。

v A CICS LOGIC ERROR OCCURRED この問題を解決する

には IBM の支援が必要です。 手順については、「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してくださ

い。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: サンプル集 DFHTDSUB に含まれているコード

からの DFHTDB

XMEOUT パラメーター: applid、dlblname

宛先: コンソール

DFHTD0381 applid Invalid attempt to (re)write control

interval 0 for the intrapartition data set

(DLBL name dlblname).

説明: 区画内データ・セット内の制御インターバル 0 は、一

時データ管理情報用に予約済みです。アプリケーション・プロ

グラム要求のために一時データ処理により決められたとおりに

キューのデータを保持するように、残りの制御インターバルが

割り振られます。

DLBL 名 dlblname の区画内データ・セットの制御インターバ

ル 0 を (再) 書き込みしようとする無効な試みが行われまし

た。

システムの処置: CICS が終了しないようにダンプ・テーブル

で指定済みであったとしても、これはクリティカル・エラーな

ので CICS は終了します。

ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止しない限り、ダンプ・

コード TD0381 のシステム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHTD0380 を参照してくださ

い。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: サンプル集 DFHTDSUB に含まれているコード

からの DFHTDB

XMEOUT パラメーター: applid、dlblname

宛先: コンソール

DFHTD0382 applid The output pointer for queue qqqq

does not match the contents of the

intrapartition data set (DLBL name

dlblname).

説明: キュー qqqq の出力ポインターは、DLBL 名 dlblname

の区画内データ・セットのレコード境界をアドレッシングしま

せん。

システムの処置: CICS が終了しないようにダンプ・テーブル

で指定済みであったとしても、これはクリティカル・エラーな

ので CICS は終了します。

ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止しない限り、ダンプ・

コード TD0382 のシステム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHTD0380 を参照してくださ

い。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: サンプル集 DFHTDSUB に含まれているコード

からの DFHTDB

XMEOUT パラメーター: applid、qqqq、dlblname

宛先: コンソール

DFHTD0383 applid The input pointer for queue qqqq

does not match the contents of the

intrapartition data set (DLBL name

dlblname).

説明: キュー qqqq の入力ポインターは、DLBL 名 dlblname

の区画内データ・セットのレコード境界をアドレッシングしま

せん。

システムの処置: CICS が終了しないようにダンプ・テーブル

で指定済みであったとしても、これはクリティカル・エラーな

ので CICS は終了します。

ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止しない限り、ダンプ・

コード TD0383 のシステム・ダンプがとられます。
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通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHTD0380 を参照してくださ

い。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: サンプル集 DFHTDSUB に含まれているコード

からの DFHTDB

XMEOUT パラメーター: applid、qqqq、dlblname

宛先: コンソール

DFHTD0384 applid A forward chain pointer for queue

qqqq does not match the contents of the

intrapartition data set (DLBL name

dlblname).

説明: キュー qqqq の順方向チェーン・ポインターは、DLBL
名 dlblname の区画内データ・セットに関して無効です。

システムの処置: CICS が終了しないようにダンプ・テーブル

で指定済みであったとしても、これはクリティカル・エラーな

ので CICS は終了します。

ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止しない限り、ダンプ・

コード TD0384 のシステム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHTD0380 を参照してくださ

い。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: サンプル集 DFHTDSUB に含まれているコード

からの DFHTDB

XMEOUT パラメーター: applid、qqqq、dlblname

宛先: コンソール

DFHTD0385 applid Invalid attempt to allocate/deallocate

CI 0 for the intrapartition data set (DLBL

name dlblname).

説明: 区画内データ・セット dlblname 内の制御インターバル

(CI) 0 は、一時データ管理情報用に予約済みです。 アプリケ

ーション・プログラム要求のために一時データ処理により決め

られたとおりにキューのデータを保持するように、残りの制御

インターバルが割り振られます。

システムの処置: ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止しな

い限り、ダンプ・コード TD0385 のシステム・ダンプがとられ

ます。

これはクリティカル・エラーです。 CICS が終了しないようダ

ンプ・テーブル内で指定したとしても、CICS は終了します。

ユーザーの処置: メッセージ DFHTD0380 のユーザーの処置

も参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: サンプル集 DFHTDSUB に含まれているコード

からの DFHTDB

XMEOUT パラメーター: applid、dlblname

宛先: コンソール

DFHTD1210 applid DCT index in error, xxxx failed
説明: 操作 xxxx (CREATEINDEX、ADD、LOCATE、または
GETNEXT) の実行中に、CICS は宛先管理テーブル (DCT) 索
引内にエラーを検出しました。このエラーの理由として最も可
能性が高いのは、次のいずれかです。
v 記憶保護違反。 アプリケーション・プログラムが索引を上

書きしました。

v CICS 論理エラー CICS テーブル・マッピング・プログラム

DFHTMP が、索引を正しく作成しませんでした。

システムの処置: CICS はダンプを作成します。 トランザク

ションは異常終了して、異常終了コード ATDY が出され、メ

ッセージ DFHSI1522 が出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHSI1522 に対して GO また

は CANCEL と応答してください。

「CICS Data Areas」は、TMDEL および TMSKT の見出しの

部分で DCT 索引項目の形式を示しています。ダンプの中から

これらの項目を探して、無効なデータを見つけてください。こ

うすることによって、問題が生じた原因が記憶保護違反である

か CICS であるのかを判断することができます。

エラーがストレージ違反であり、トレース機能が活動化されて

いる場合は、 DFHTDP による DCT へのアクセスで正常に行

われなかったものをトレースから見つけてください。 次に、そ

の前に最後に成功したアクセスを見つけてください。 これによ

り、これら 2 つのアクセスの間に実行中であったプログラムに

検索範囲が狭まります。 それらのプログラムを調べて、ストレ

ージ違反を起こしたエラーを見つけてください。

トレースが活動化されていなかった場合でも、エラーを再現す

ることができる場合には、トレースを活動化し、エラーを再現

して、上記の処置をとってください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、xxxx

宛先: コンソール

DFHTD1211 applid DCT in error

説明: CICS は、DCT 内に破壊されたデータを検出しまし

た。

CICS 初期設定時に、テーブル管理プログラム (DFHTMP)
は、宛先管理テーブル (DCT) への索引リンクを設定しました

が、それは有効な形式に設定されました。

初期設定後に、DCT が、ほぼ間違いなくアプリケーション・

プログラムによって上書きされました (記憶保護違反)。
システムの処置: CICS はダンプを作成します。 トランザク
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ションは異常終了して、異常終了コード ATDY が出され、メ

ッセージ DFHSI1522 が出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHSI1522 に対して GO また

は CANCEL と応答してください。

トレース機能が活動化されていたと想定して、DFHTDRP によ

る DCT への正常に行われなかったアクセスをトレースから見

つけてください。 次に、その前に最後に成功したアクセスを見

つけてください。 これにより、これら 2 つのアクセスの間に

実行中であったプログラムに検索範囲が狭まります。

トレースが活動化されていなかった場合でも、エラーを再現す

ることができる場合には、トレースを活動化し、エラーを再現

して、上記の処置をとってください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTD1212 applid Unrecognizable entry found in the

DCT

説明: 初期設定時に、CICS は、宛先管理テーブル (DCT) 内

で認識できない項目を見つけました。 これは、ロードされた

DCT にエラーがあることを意味します - DFHDCT マクロが

正しくコーディングされていないか、またはマクロ・アセンブ

リーの出力が破壊されているかのいずれか。

システムの処置: CICS は、認識できない DCT 項目およびそ

れ以降のすべての DCT 項目を無視して、初期設定を続行しま

す。

ユーザーの処置: CICS がどれだけ多くの DCT 項目を無視し

たかによって異なりますが、初期設定されたこの CICS の実行

では、ほとんどすべての一時データ宛先を使用することができ

る場合もあれば、限られたわずかな一時データ宛先しか使用で

きない場合もあります。CICS を終了させるべきか否かを判断

しなければなりません。 問題を永続的に解決するには、無効な

DCT 項目を取り除くか、または置き換えてください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTD1213 applid Duplicate entry for xxxx found in

the DCT

説明: 初期設定時に、CICS は宛先管理テーブル (DCT) 内に

宛先 xxxx の重複項目を検出しました。 それらの項目は実際に

重複しているか、あるいは一方の項目に正しくない宛先名が含

まれているかのいずれかです。

システムの処置: CICS は、重複 DCT 項目を無視し、初期設

定を続行します。

ユーザーの処置: 最初に、無視した項目なしで CICS を続行

するかどうかを決めてください。その項目が実際の重複項目で

なければ、重要な宛先がないまま実行することになる可能性が

あります。 この問題を永続的に解決するには、重複項目を

DCT から除去するか、またはその宛先名を訂正してくださ

い。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、xxxx

宛先: コンソール

DFHTD1214 applid No entry for xxxx found in the DCT

説明: ウォーム・リスタートまたは緊急再始動時に、一時デー

タ・リカバリー・プログラム (DFHTDRP) は、宛先 xxxx のカ

タログまたはリカバリー・レコードを読み取りました。 しか

し、DCT には宛先 xxxx の項目が入っていません。 CICS が

異常終了したときに使用されていたものとは異なる DCT を使

用している可能性が十分に考えられます。

システムの処置: CICS はそのレコードを無視し、初期設定を

続行します。

ユーザーの処置: 最初に、欠落している一時データ宛先がない

まま CICS を続行するかどうかを決めてください。その宛先は

リカバリーされず、この実行ではアクセスできません。 一番安

全な処置は、CICS を取り消し、正しい DCT を使用してさら

に緊急再始動を実行することです。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、xxxx

宛先: コンソール

DFHTD1215 applid Conflicting entry for xxxx found in

the DCT

説明: ウォーム・スタート時に、一時データ・リカバリー・プ

ログラム (DFHTDRP) は、宛先 xxxx のカタログまたはリカバ

リー・レコードを読み取りました。 しかし、宛先 xxxx の宛先

管理テーブル (DCT) 項目が、レコード内の宛先定義と矛盾し

ています。 CICS が終了したときに使用されていたものとは異

なる DCT を使用していると考えられます。

システムの処置: CICS はそのレコードを無視し、初期設定を

続行します。

ユーザーの処置: 最初に、無視したレコードなしで CICS を

続行するかどうかを決めてください。 CICS を続行しない場合

には、CICS を取り消し、正しい DCT を使用して再始動して

ください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、xxxx

宛先: コンソール
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DFHTD1216 applid Loop starting with indirect entry

xxxx found in the DCT

説明: 初期設定時に、一時データ・リカバリー・プログラム

(DFHTDRP) は、宛先管理テーブル (DCT) 項目 xxxx で始ま

る間接ポインターのチェーンに従い、そのチェーンがエンドレ

スであることを検出しました。

システムの処置: CICS は、項目 xxxx 内の間接ポインターを

ゼロに設定し、初期設定を続行します。

ユーザーの処置: TYPE=INDIRECT として定義されたすべて

の DCT 項目を検査してください。 間違った項目 (複数の場合

もある) を訂正してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、xxxx

宛先: コンソール

DFHTD1220 applid Unrecognizable entry found in a

DCT catalog record

説明: ウォーム・スタート時に、一時データ・リカバリー・プ

ログラム (DFHTDRP) は、認識できない項目を含んでいる一時

データ・カタログ・レコードを読み取りました。 正しくないデ

ータ・セットをスタートアップ・ジョブ・ストリームに指定し

た可能性があります。

システムの処置: CICS は、ダンプを作成して、異常終了しま

す。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 説明 (正しくない JCL など) を見つけるこ

とができない場合には、IBM のサポートが必要になります。

手順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTD1221 applid DCT not restored, xxxx failed

説明: ウォーム・スタート時に、操作 xxxx (CONNECT、

STARTBROWSE、GETNEXT、ENDBROWSE、または

DISCONNECT) を実行している途中で、一時データ・リカバ

リー・プログラム (DFHTDRP) が宛先管理テーブル (DCT) カ

タログ内でエラーを検出しました。

このエラーの原因として、カタログ・データ・セット内の入出

力エラー、または CICS モジュール DFHCCCC 内の論理エラ

ーが考えられます。

システムの処置: CICS はダンプを作成します。 トランザク

ションは異常終了して、異常終了コード ATDY が出され、メ

ッセージ DFHSI1522 が出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHSI1522 に対して GO また

は CANCEL と応答してください。

カタログ・データ・セットの入出力エラーを判別し、これらを

訂正してください。 カタログ・データ・セットをリストアでき

ない場合、または DFHCCCC に CICS 論理エラーがあるかも

しれないと思われる場合は、IBM のサポートが必要になりま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、xxxx

宛先: コンソール

DFHTD1222 applid Unrecognizable entry found in a

CSM catalog record

説明: CICS は、CSM (制御インターバル状態マップまたは一

時データ・ビットマップ) の DFHRSD カタログ・レコードで

認識できない項目を検出しました。 前回の CICS シャットダ

ウン時にエラーが起き、CSM の上書きが行われた可能性があ

ります。

システムの処置: CICS は、ダンプを作成して、異常終了しま

す。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTD1223 applid CSM not restored, xxxx failed

説明: 操作 xxxx (CONNECT、STARTBROWSE、

GETNEXT、ENDBROWSE、または DISCONNECT) を実行し

ているときに、一時データ・リカバリー・プログラム

(DFHTDRP) は、制御インターバル状態マップ (一時データ・

ビットマップ) のカタログ・レコードでエラーを検出しまし

た。

このエラーの原因として、カタログ・データ・セット内の入出

力エラー、または CICS モジュール DFHCCCC 内の論理エラ

ーが考えられます。

システムの処置: CICS はダンプを作成します。 トランザク

ションは異常終了して、異常終了コード ATDY が出され、メ

ッセージ DFHSI1522 が出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHSI1522 に対して GO また
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は CANCEL と応答してください。

カタログ・データ・セットの入出力エラーを判別し、これらを

訂正してください。 カタログ・データ・セットをリストアでき

ない場合、または DFHCCCC に CICS 論理エラーがあるかも

しれないと思われる場合は、IBM のサポートが必要になりま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、xxxx

宛先: コンソール

DFHTD1230 applid Unrecognizable entry found in a

DCT recovery record

説明: CICS は、宛先管理テーブル (DCT) のリカバリー・レ

コード内で認識できない項目を検出しました。

システムの処置: CICS は、ダンプを作成して、異常終了しま

す。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTD1231 applid DCT not recovered, xxxx failed

説明: 操作 xxxx (CONNECT、STARTBROWSE、

GETNEXT、ENDBROWSE、または DISCONNECT) を実行し

ているときに、一時データ・リカバリー・プログラム

(DFHTDRP) は、DCT のリカバリー・レコード内のエラーを

検出しました。

このエラーの原因としては、リカバリー・データ・セット内の

入出力エラー、または CICS モジュール DFHRCP 内の論理エ

ラーが考えられます。

システムの処置: CICS はダンプを作成します。 トランザク

ションは異常終了して、異常終了コード ATDY が出され、メ

ッセージ DFHSI1522 が出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHSI1522 に対して GO また

は CANCEL と応答してください。

リカバリー・データ・セットをリストアできない場合は、IBM
のサポートが必要になります。 手順については、「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、xxxx

宛先: コンソール

DFHTD1232 applid CSM not recovered, {Forward Chain |

Record Offset} in error for qname

説明: 区画内一時データ・セット (DFHNTRA) の CI ストレ

ージ・マップをリカバリーしようとしていたとき、順方向チェ

ーンまたはレコード・オフセットのエラーが発生しました。 フ

ィールド qname には、リカバリーできなかった一時データ・

キューの名前が示されます。

このエラーの理由としては、区画内データ・セットのデータが

破壊されていること、または区画内データ・セット上の入出力

エラーが考えられます。

システムの処置: CICS はダンプを作成します。 トランザク

ションは異常終了して、異常終了コード ATDY が出され、メ

ッセージ DFHSI1522 が出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHSI1522 に対して GO また

は CANCEL と応答してください。

区画内データ・セットをリストアできない場合は、IBM のサポ

ートが必要になります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、{1=Forward Chain、

2=Record Offset}、qname

宛先: コンソール

DFHTD1260 applid No DLBL statement for intrapartition

data set dlblname

説明: DLBL ステートメントが与えられていなかったため、

CICS は区画内データ・セット dlblname をオープンできませ

ん。

システムの処置: CICS はダンプを作成します。 トランザク

ションは異常終了して、異常終了コード ATDY が出され、メ

ッセージ DFHSI1522 が出されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHSI1522 に対して GO また

は CANCEL と応答してください。

CICS JCL を修正して、区画内データ・セット (DFHNTRA)
を定義する DLBL ステートメントを追加してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、dlblname

宛先: コンソール
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DFHTD1261 applid Intrapartition data set filename not

defined as VSAM ESDS

説明: 区画内データ・セット filename が VSAM ESDS とし

て定義されていないため、CICS はそれをオープンできませ

ん。

システムの処置: CICS はダンプを作成します。 トランザク

ションは異常終了して、異常終了コード ATDY が出され、メ

ッセージ DFHSI1522 が出されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHSI1522 に対して GO また

は CANCEL と応答してください。

区画内データ・セットを VSAM ESDS として再作成してか

ら、CICS を再始動してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHTD1262 applid Intrapartition data set filename not

formatted

説明: 区画内データ・セット filename が形式設定されていま

せん (それは空です)。一時データがコールド・スタートされる

ときに、初期形式設定が行われます (必要な場合)。
システムの処置: CICS はダンプを作成します。 トランザク

ションは異常終了して、異常終了コード ATDY が出され、メ

ッセージ DFHSI1522 が出されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHSI1522 に対して GO また

は CANCEL と応答してください。

次の始動時に CICS をコールド・スタートしてください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHTD1263 applid Invalid control record for

Intrapartition data set filename

説明: 区画内データ・セット filename が区画内一時データ用

に初期設定されませんでした。 この理由としては、VSAM エ

クスポートおよびインポートによってデータが破壊されたこと

が考えられます。

システムの処置: CICS はダンプを作成します。 トランザク

ションは異常終了して、異常終了コード ATDY が出され、メ

ッセージ DFHSI1522 が出されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHSI1522 に対して GO また

は CANCEL と応答してください。

区画内データ・セットを再初期設定してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、filename

宛先: コンソール

DFHTD1271 applid VSAM error processing SHOWCB for

intrapartition data set filename, R15=retcode

説明: VSAM は、区画内データ・セット filename の

SHOWCB 処理時にエラーを検出し、VSAM 戻りコード

retcode を戻しました。

システムの処置: CICS はダンプを作成します。 トランザク

ションは異常終了して、異常終了コード ATDY が出され、メ

ッセージ DFHSI1522 が出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHSI1522 に対して GO また

は CANCEL と応答してください。

VSAM 戻りコード retcode を、「z/VSE メッセージおよびコー

ド 第 2 巻」 のセクション『VSE/VSAM コード』で調べてく

ださい。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、filename、retcode

宛先: コンソール

DFHTD1272 applid VSAM error processing OPEN for

Intrapartition data set filename, R15=retcode,

RC=errorcode

説明: VSAM は、区画内データ・セット filename の OPEN
処理時にエラーを検出しました。 retcode は VSAM 戻りコー

ドであり、errorcode は VSAM エラー・コードです。

システムの処置: CICS はダンプを作成します。 トランザク

ションは異常終了して、異常終了コード ATDY が出され、メ

ッセージ DFHSI1522 が出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHSI1522 に対して GO また

は CANCEL と応答してください。

VSAM 戻りコードおよびエラー・コードを、「z/VSE メッセ

ージおよびコード 第 2 巻」 のセクション『VSE/VSAM コー

ド』で調べてください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、filename、retcode、errorcode

宛先: コンソール

DFHTD1273 applid VSAM error processing CLOSE for

intrapartition data set filename, R15=retcode

説明: VSAM は、区画内データ・セット filename の CLOSE
処理時にエラーを検出しました。 retcode は VSAM 戻りコー

ドです。
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システムの処置: CICS はダンプを作成します。 トランザク

ションは異常終了して、異常終了コード ATDY が出され、メ

ッセージ DFHSI1522 が出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHSI1522 に対して GO また

は CANCEL と応答してください。

VSAM 戻りコードを、「z/VSE メッセージおよびコード 第 2

巻」 のセクション『VSE/VSAM コード』で調べてください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、filename、retcode

宛先: コンソール

DFHTD1274 applid VSAM error processing PUT for

intrapartition data set filename, R15=retcode,

RC=errorcode

説明: VSAM は、区画内データ・セット filename の PUT 処

理時にエラーを検出しました。 retcode は VSAM 戻りコード

であり、errorcode は VSAM エラー・コードです。

システムの処置: CICS はダンプを作成します。 トランザク

ションは異常終了して、異常終了コード ATDY が出され、メ

ッセージ DFHSI1522 が出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHSI1522 に対して GO また

は CANCEL と応答してください。

VSAM 戻りコードおよびエラー・コードを、「z/VSE メッセ

ージおよびコード 第 2 巻」 のセクション『VSE/VSAM コー

ド』で調べてください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、filename、retcode、errorcode

宛先: コンソール

DFHTD1275 applid VSAM error processing GET for

intrapartition data set filename, R15=retcode,

RC=errorcode

説明: VSAM は、区画内データ・セット filename の GET 処

理時にエラーを検出しました。 retcode は VSAM 戻りコード

であり、errorcode は VSAM エラー・コードです。

システムの処置: CICS はダンプを作成します。 トランザク

ションは異常終了して、異常終了コード ATDY が出され、メ

ッセージ DFHSI1522 が出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHSI1522 に対して GO また

は CANCEL と応答してください。

「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクション

『VSE/VSAM コード』 を参照して、戻りコードとエラー・コ

ードを調べてください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、filename、retcode、errorcode

宛先: コンソール

DFHTD1278 applid An error occurred during

initialization of intrapartition queue

queuename for userid userid. ATI for

non-terminal transactions has been

deactivated for this queue.

説明: 自動トランザクション開始の区画内キューの初期設定中

に、一時データの初期設定でユーザー ID userid のエラーを検

出しました。

指定されたユーザー ID は、一時データ・トリガーによって開

始された非端末トランザクション用のこの CICS ジョブによる

使用には有効ではありません。

このエラーの原因を示すメッセージが前に出されていることが

あります。

システムの処置: 一時データの初期設定は続行されます。

区画内キューが端末なしで定義された場合、キューの自動トラ

ンザクション開始が非活動化されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

ユーザー ID が無効である場合は、区画内キューのリソース定

義に指定されているユーザー ID を訂正してください。

ユーザー ID が有効である場合は、区画内キューのトリガーに

よって開始された非端末トランザクションがそれを使用できる

ことを確認してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、queuename、userid

宛先: コンソール

DFHTD1279 applid Unexpected response (code X'response')

and reason (code X'reason') from a dfhxxyym

call.

説明: モジュール DFHTDRP が、ドメイン xx の dfhxxyym

呼び出しの失敗を検出しました。

応答 (コード X'response') および理由 (コード X'reason') は、

ドメイン呼び出しから戻されたものです (つまり、

xxyy_response および xxyy_reason)。

これは CICS 論理エラーによるものである可能性があります。

システムの処置: 一時データの初期設定は続行されます。

ユーザーの処置: 前に出たメッセージと、ドメイン xx により

作成されたダンプを参照してください。
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この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、X'response'、 X'reason'、

dfhxxyym

宛先: コンソール

DFHTD1280 applid An attempt to establish security has

failed for userid userid. SAF codes are

(X'safresp',X'safreas'). ESM codes are

(X'esmresp',X'esmreas').

説明: ユーザー ID userid のセキュリティーを確立しようとし

ましたが、 この試みは、外部セキュリティー・マネージャー

(ESM) により拒否されました。

システムの処置: このユーザー ID のセキュリティーは確立さ

れませんでした。

ユーザーの処置: システム許可機能 (SAF) によって戻される

応答および理由コード (safresp および safreas)、ならびに外部

セキュリティー・マネージャー (ESM) によって戻される応答

および理由コード (esmresp および esmreas) は、RACROUTE
REQUEST=VERIFY または RACROUTE
REQUEST=EXTRACT マクロによって出されるものです。 メ

ッセージ内の応答および理由コードの意味については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション

『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『基本セキ

ュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照してく

ださい。

CICS または外部セキュリティー・マネージャー (ESM) によ

って、追加の情報を提供するメッセージがさらに作成される場

合があります。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDRP

XMEOUT パラメーター: applid、userid、X'safresp'、

X'safreas'、X'esmresp'、X'esmreas'

宛先: コンソール

DFHTD1290 applid Program DFHTDRP cannot be found.

説明: CICS は、一時データ・リカバリー・プログラム

(DFHTDRP) にリンクできません。

CICS は、CICS スタートアップ・ジョブ・ストリームの

LIBDEF 検索チェーンのどのサブライブラリーからも

DFHTDRP を見つけることができません。

システムの処置: 一時データの初期設定は異常終了します。

CICS は初期設定を続行し、取り消されない限り、一時データ

のサポートなしで実行されます。

ユーザーの処置: このエラーを訂正するには、CICS スタート

アップ・ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブラ

イブラリーに DFHTDRP を入れてください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHTDX

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTFxxxx メッセージ

DFHTF0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは、CICS コードにエラーの可
能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデータが
入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があります。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字の CICS コードから成りま
す。 VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) で
す。 VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3
つのハイフンで埋められます。CICS コードは、異常終了コー
ド、または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、
AKEA は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。エラーが重要な XM ドメイン・モジュ
ール内で発生した場合、状況によっては、CICS は直ちに終了
します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終
了するかどうか決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、CICS 英数字コードを、 557 ページの『第 2 章 トラン
ザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for
z/VSE)』で調べてください。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないとシステムを実行
できない場合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせ
る必要があります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHTFIQ、DFHZSUP、DFHTFRF、DFHTFAL
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XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname
宛先: コンソール

DFHTF0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。
コード X'code' は、エラーが何であり、エラーがどこで検出さ
れたかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル
で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま
す。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。エラーがクリティカル・エラーである
場合、状況によっては、CICS は直ちに終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS コードにエラーの可能性があ
ることを示しています。 その影響の重大度は、エラー発生時に
実行されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。 メッセージが出さ
れたのが 1 回であり、しかもモジュール modname が CICS
システムの実行に不可欠ではない場合には、実行を続行し、適
当な時間に CICS をダウンさせて問題を解決することもできま
す。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはモジュール
modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合
には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり
ます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHTFIQ、DFHZSUP、DFHTFRF、DFHTFAL

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHTF0100 date time applid nnnn AIDs canceled for
terminal termid. nnnn AIDs remain.

説明: 端末 termid をキューイングしている AID が取り消さ
れました。 これは端末が削除されたためか、または SPI ある
いは CEMT SET TERMINAL(termid) CANCEL コマンドの結
果です。 この操作の後に残っているすべての AID も、このメ
ッセージに列挙されます。 CICS SET TERMINAL のプログラ
ミング情報については、「CICS Transaction Server for
VSE/ESA システム・プログラミング解説書」を参照してくだ
さい。 同等の CEMT コマンドについては、「CICS
Transaction Server for VSE/ESA CICS 提供のトランザクショ
ン」を参照してください。
システムの処置: 端末をキューイングしている AID として表
された要求は、システムから除去されました。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHALP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nnnn、termid、
nnnn
宛先: CSMT

DFHTF0101 date time applid nnnn AIDs {canceled |
force-canceled} for connection conname. nnnn
AIDs remain.

説明: 接続 conname をキューイングしている AID が、取り
消しまたは強制取り消しされました。これは、接続の再インス
トールのためか、SPI または CEMT SET
CONNECTION(conname) CANCEL あるいは
FORCECANCEL コマンドの結果です。 この操作の後に残っ
ているすべての AID も、このメッセージに列挙されます。
システムの処置: 接続をキューイングしている AID として表
された要求は、システムから除去されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHALP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nnnn、
{1=canceled、2=force-canceled}、conname、nnnn
宛先: CSMT

DFHTIxxxx メッセージ

DFHTI0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール module 内で異常終了またはプログラム・チ
ェックが発生しました。 これは CICS コードにエラーが存在
する可能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデ
ータが入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があり
ます。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字 CICS コードから成ります。
VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) です。
VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3 つの
ハイフンで埋められます。CICS コードは、異常終了コード、
または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、AKEA
は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合、CICS
は、呼び出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー
DFHDMDM) が終了させることができます。 このことを示す
メッセージが出されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終了するかどう
か決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、CICS 英数字コードを、 557 ページの『第 2 章 トラン
ザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for
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z/VSE)』で調べてください。これにより、例えば、エラーがプ
ログラム・チェック、異常終了、またはランナウェイであった
かがわかります。また、ユーザーの処置に関する何らかの手引
きが得られる場合があります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないとシステムを実行
できない場合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせ
る必要があります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHTISR、DFHTIDM

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname
宛先: コンソール

DFHTI0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。
コード X'code' は、エラーが何であり、それがどこで検出され
たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: トレース・テーブル内に例外項目が作成され
ます (メッセージ内の X'code')。ダンプ・テーブルで特にダン
プを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。
次のいずれかとなります。 たとえ CICS が終了しないように
ダンプ・テーブル内で指定済みであったとしても、これはクリ
ティカル・エラーなので CICS は終了します。
または、CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定して
いない限り、CICS は継続します。 通常、この問題に関する症
状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116 が作成さ
れます。
ユーザーの処置: システム管理者に知らせてください。 この
障害は、CICS 内に重大エラーがあることを示しています。ダ
ンプ・テーブルで終了を要求していなければ、CICS を終了さ
せることもできます。 CICS 例外トレース項目の詳細について
は、「CICS Problem Determination Guide」を参照してくださ
い。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHTIMF

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHTI0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時
に実行されていた命令のオフセットです。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合、CICS
は、呼び出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー
DFHDMDM) が終了させることができます。 このことを示す
メッセージが出されます。
ユーザーの処置: CICS が終了しなかった場合は、CICS をダ
ウンさせるほど問題が重大かどうかを判断する必要がありま
す。

一部の CICS 機能はプロセッサー時間を多く使用することがあ
るので、このメッセージは長時間実行機能が原因で出された可
能性があります。 したがって、これはエラーではない可能性が
あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設
定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で計測) で指定したラン
ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。
これは、モジュール modname が終了し、CICS が続行される
ことを意味しています。

しかし、ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname
がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を
終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ
がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間
隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当
な時間に CICS をダウンさせる必要があります。ただし、
CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的
にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決しない場合は、IBM のサポ
ートが必要です。手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHTISR、DFHTIDM

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname
宛先: コンソール

DFHTI0005 applid A hardware error has occurred
(module modname, code X'code'). The
Time-of-Day clock is invalid.

説明: モジュール modname の実行中にエラーが発生しまし
た。 ストア・クロック機構は、オペレーティング・システムの
ためのタイミング機構です。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す
る例外トレース・ポイント ID です。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル
で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま
す。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定されていない
限り、可能なら CICS は続行されます。 該当する場合には、
エラー戻りコードがこのドメインの呼び出し側に送られます。
この場合、CICS は、呼び出し側 (例えば、ドメイン・マネー
ジャー DFHDMDM) が終了させることができます。 このこと
を示すメッセージが出されます。
ユーザーの処置: CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終
了するかどうか決定する必要があります。まず、ストア・クロ
ックを調べて、それが正しく作動しているかどうか確認してく
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ださい。 ストア・クロックに原因がある場合には、修理または
交換などの適切な処置を行う必要があります。

これが万一ハードウェアの問題ではない場合には、IBM からの
サポートが必要になります。 手順については、「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHTISR、DFHTIDM

XMEOUT パラメーター: applid、modname、X'code'
宛先: コンソール

DFHTMxxxx メッセージ

DFHTM1703 applid product is being terminated by userid
userid in transaction tranid{at netname | at
terminal }terminal.

説明: このメッセージは、PERFORM SHUT IMMEDIATE 要
求の後で出されます。
システムの処置: 終了処理が続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSTP

XMEOUT パラメーター: applid、product、userid、tranid、{1=
at netname、2= at terminal }、terminal
宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHTM1707I applid Program DFHWKP cannot be found.
No warm keypoint taken.

説明: CICS モジュール DFHWKP を CICS スタートアッ
プ・ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのどのサブラ
イブラリーからも見つけることができないため、CICS はウォ
ーム・キーポイントをとることができません。
システムの処置: CICS は、制御をユーザー・フェーズ 1 PLT
プログラムに渡します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSTP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHTM1709I applid About to link to PLT programs.
説明: DFHSTP が、システム初期設定テーブル内のユーザー
PLT プログラムの PLTSD パラメーターにリンクしようとして
いるところです。
システムの処置: 制御は、ユーザー PLT プログラムに渡され
ます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSTP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHTM1710I applid Control returned from PLT programs.
説明: 制御が DFHSTP に戻されて、システム初期設定が続行
されます。
システムの処置: 制御は DFHSTP に戻されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSTP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHTM1711I applid About to link to phase 2 PLT
programs.

説明: DFHSTP が、PLTSD システム初期設定パラメーターで

定義されたフェーズ 2 PLT プログラムにリンクしようとして
います。
システムの処置: CICS は、制御をフェーズ 2 ユーザー PLT
プログラムに渡します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSTP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHTM1712I applid Control returned from phase 2 PLT
programs.

説明: CICS が制御を DFHSTP に戻して、システム・シャッ
トダウンを続行できるようにします。
システムの処置: CICS は、制御を DFHSTP に戻します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSTP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHTM1715 applid product is being quiesced by userid
userid in transaction tranid{at netname | at
terminal }terminal.

説明: このメッセージは、PERFORM SHUT 要求の後で出さ
れます。
システムの処置: CICS の静止が続行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSTP

XMEOUT パラメーター: applid、product、userid、tranid、{1=
at netname、2= at terminal }、terminal
宛先: コンソールおよび端末エンド・ユーザー

DFHTM1752 applid PLT - program progname not
available.

説明: シャットダウン用に指定したプログラム・リスト・テー
ブル (PLT) には、プログラム progname が入っていますが、次
のいずれかが起きたために、 CICS がそのプログラムにリンク
することができません。
v プログラムの実行可能コピーがストレージに入れられません

でした。

v プログラムのインストール済み定義が使用不能です。

v プログラムのインストール済み定義はありません。

システムの処置: プログラム progname を実行せずに、CICS
の終了処理が続行されます。

ユーザーの処置: 次の実行時に、PLT に指定されたそれぞれ

のプログラムが、CICS スタートアップ・ジョブ・ストリーム

の LIBDEF 検索チェーンのサブライブラリーに含まれているか

検査し、またプログラムが定義されて使用可能にされているこ

とを確認してください。

モジュール: DFHSTP
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XMEOUT パラメーター: applid、progname

宛先: コンソール

DFHTM1780 applid Abend has occurred while processing

program progname during termination,

code=abcode.

説明: シャットダウン用のプログラム・リスト・テーブル

(PLT) に指定されたプログラム progname が異常終了しまし

た。 abcode は CICS トランザクション異常終了コードです。

システムの処置: 制御は、PLT に指定された次のプログラム

に渡され、調査できるよう CICS ダンプが提供されます。

ユーザーの処置: エラーについての詳細は、CICS トランザク

ション異常終了コードを 557 ページの『第 2 章 トランザク

ション異常終了コード (CICS Transaction Server for
z/VSE)』で調べてください。 プログラム progname の訂正を

試みてください。

モジュール: DFHSTP

XMEOUT パラメーター: applid、progname、abcode

宛先: コンソール

DFHTM1781 applid CICS shutdown cannot complete

because some non-system user tasks have

not terminated.

説明: このメッセージは、CICS セッションのシャットダウン

時に出され、1 つ以上の CICS タスクがまだ活動状態にあるた

め CICS の正常な終了は妨げられていることを示します。

システムの処置: CICS シャットダウンは、アクティブ・タス

ク (1 つまたは複数) が正常に終了するまで待機します。

ユーザーの処置: どの CICS タスクがまだ実行中であるか

を、例えば、CEMT INQUIRE TASK コマンドを使用して判別

し、それらを終了させるために必要なステップを実行してくだ

さい。

モジュール: DFHSTP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTM1782I applid All non-system tasks have been

successfully terminated.

説明: このメッセージは、以前に終了を妨げたすべてのアクテ

ィブ・タスクをユーザーが正常に終了させた後、CICS セッシ

ョンのシャットダウン時に出されます。

システムの処置: CICS のシャットダウンは正常に続行されま

す。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSTP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTM1783 applid CICS shutdown cannot complete

because a system task which prevents

normal shutdown has not terminated.

説明: このメッセージは、CICS セッションのシャットダウン

時に出され、CICS システム・トランザクション CLS1 がまだ

活動状態にあるため、CICS の正常な終了が妨げられているこ

とを示します。

システムの処置: CICS シャットダウンは、アクティブ・タス

クが正常に終了されるまで待機します。

ユーザーの処置: CLS1 トランザクションを遅らせているもの

(例えば他の CICS ジョブや停止したシステムなど) を判別し、

その状態を解決するために必要な処置をとってください。

モジュール: DFHSTP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTM1797 applid System termination program has

abended.

説明: CICS の終了処理を行っているときに、CICS システム

終了プログラム (DFHSTP) が異常終了しました。

システムの処置: システム・ダンプが作成され、CICS は異常

終了します。

ユーザーの処置: DFHSTP が終了した理由を調べてくださ

い。 問題が解決できない場合は、IBM の支援が必要になりま

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHSTP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTM1798 applid Requested dump in progress.

説明: このメッセージは、CICS の終了時に、要求されたダン

プが開始される前に出されます。

システムの処置: CICS がシステム・ダンプを作成し、シャッ

トダウンが続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSTP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTOxxxx メッセージ

DFHTO6000E date time applid The definition for
TERMINAL termdef refers to an undefined
TYPETERM termtype.

説明: 初期設定時に GRPLIST をインストールしているとき、
あるいは CEDA CHECK、CEDA INSTALL、あるいは EXEC
CICS CREATE コマンドを実行しているときに、CICS は存在
しない TYPETERM 定義 (termtype) を参照している

TERMINAL 定義 (termdef) を検出しました。
システムの処置: TERMINAL はインストールされません。
ユーザーの処置: TERMINAL 定義を訂正するか、または上記
の TYPETERM を定義してください。
モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termdef、termtype
宛先: CSMT
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DFHTO6001E date time applid The definition for pooled
TERMINAL termdef refers to an undefined
TYPETERM termtype.

説明: 初期設定時に GRPLIST をインストールしているとき、
あるいは CEDA CHECK、CEDA INSTALL、あるいは EXEC
CICS CREATE コマンドを実行しているときに、CICS は、存
在しない TYPETERM 定義 (termtype) を参照している
TERMINAL 定義 (termdef) を検出しました。
システムの処置: TERMINAL はインストールされません。
ユーザーの処置: TERMINAL 定義を訂正するか、または上記
の TYPETERM を定義してください。
モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termdef、termtype
宛先: CSMT

DFHTO6002E date time applid The definition for
SESSIONs sesdef refers to an undefined
CONNECTION condef.

説明: 初期設定時に GRPLIST をインストールしているとき、
あるいは CEDA CHECK、CEDA INSTALL、あるいは EXEC
CICS CREATE コマンドを実行しているときに、 CICS は、
存在しない CONNECTION 定義 (condef) を参照している
SESSIONS 定義 (sesdef) を検出しました。
システムの処置: SESSIONS 定義はインストールされません。
ユーザーの処置: SESSIONS 定義を訂正するか、または上記の
CONNECTION を定義してください。
モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sesdef、condef
宛先: CSMT

DFHTO6003E date time applid TERMINAL termdef specifies
CONSNAME but refers to TYPETERM
termtype which does not specify
DEVICE=CONSOLE.

説明: 初期設定時に GRPLIST をインストールしているとき、
あるいは CEDA CHECK、CEDA INSTALL、または EXEC
CICS CREATE コマンドを実行しているときに、CICS は、
CONSNAME=name と一緒に指定された TERMINAL 定義
termdef が DEVICE=CONSOLE の指定なしの TYPETERM 定
義 termtype を参照していることを検出しました。
システムの処置: TERMINAL 定義はインストールされませ
ん。 (TYPETERM 定義はインストールされるので、別の互換
性のある TERMINAL 定義によって参照することができま
す。)
ユーザーの処置: TERMINAL または TYPETERM 定義を訂正
してください。
モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termdef、termtype
宛先: CSMT

DFHTO6004E date time applid TERMINAL termdef does not
specify CONSNAME but refers to
TYPETERM termtype which specifies
DEVICE=CONSOLE.

説明: 初期設定時に GRPLIST をインストールしているとき、
あるいは CEDA CHECK、CEDA INSTALL、または EXEC
CICS CREATE コマンドを実行しているときに、CICS は、

CONSNAME の指定されていない TERMINAL 定義 (termdef)
が、DEVICE=CONSOLE の指定されている TYPETERM 定義
(termtype) を参照していることを検出しました。
システムの処置: TERMINAL 定義はインストールされませ
ん。 (TYPETERM 定義はインストールされるので、別の互換
性のある TERMINAL 定義によって参照することができま
す。)
ユーザーの処置: TERMINAL または TYPETERM 定義を訂正
してください。
モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termdef、termtype
宛先: CSMT

DFHTO6005E date time applid PRINTER or ALTPRINTER
for TERMINAL termdef is invalid for the
DEVICE specified in TYPETERM termtype.

説明: 初期設定時に GRPLIST をインストールしているとき、
あるいは CEDA CHECK、CEDA INSTALL、あるいは EXEC
CICS CREATE コマンドを実行しているときに、CICS は、
PRINTER または ALTPRINTER (あるいはその両方) の指定さ
れている TERMINAL 定義 (termdef) が 3270、3275、3270P、
LUTYPE2、または LUTYPE3 のいずれの DEVICE も指定し
ていない TYPETERM 定義 (termtype) を参照していることを
検出しました。
システムの処置: TERMINAL 定義はインストールされませ
ん。 (TYPETERM 定義はインストールされるので、別の互換
性のある TERMINAL 定義によって参照することができま
す。)
ユーザーの処置: TERMINAL または TYPETERM 定義を訂正
してください。
モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termdef、termtype
宛先: CSMT

DFHTO6006E date time applid PRINTERCOPY or
ALTPRINTCOPY for TERMINAL termdef is
invalid for the DEVICE specified in
TYPETERM termtype.

説明: 初期設定時に GRPLIST をインストールしているとき、
あるいは CEDA CHECK、CEDA INSTALL、あるいは EXEC
CICS CREATE コマンドを実行しているときに、CICS は、互
換性のない TERMINAL および TYPETERM 定義を検出しま
した。 この TERMINAL 定義 termdef は、PRINTERCOPY
または ALTPRINTCOPY (あるいはその両方) を指定しました
が、LUTYPE2 または LUTYPE3 装置を指定した TYPETERM
定義 termtype を参照しています。
システムの処置: TERMINAL 定義はインストールされませ
ん。 (TYPETERM 定義はインストールされるので、別の互換
性のある TERMINAL 定義によって参照することができま
す。)
ユーザーの処置: TERMINAL または TYPETERM 定義を訂正
してください。
モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termdef、termtype
宛先: CSMT
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DFHTO6007E date time applid AUTINSTMODEL
YES|ONLY for TERMINAL termdef is
invalid for the DEVICE specified in
TYPETERM termtype.

説明: 初期設定時に GRPLIST をインストールしているとき、
あるいは CEDA CHECK、CEDA INSTALL、あるいは EXEC
CICS CREATE コマンドを実行しているときに、CICS は、
AUTINSTMODEL=[YES|ONLY] を指定した TERMINAL 定
義 (termdef) を検出しましたが、これは、
DEVICE=3614|TLX|TWX を指定した TYPETERM 定義
(termtype) を参照しているか、または PIPELINE 端末でした。
システムの処置: TERMINAL 定義はインストールされませ
ん。 (TYPETERM 定義はインストールされるので、別の互換
性のある TERMINAL 定義によって参照することができま
す。)
ユーザーの処置: TERMINAL または TYPETERM 定義を訂正
してください。
モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termdef、termtype
宛先: CSMT

DFHTO6009E date time applid The definition for
SESSIONs sesdef refers to CONNECTION
condef which specifies a different
PROTOCOL.

説明: 初期設定時に GRPLIST をインストールしているとき、
あるいは CEDA CHECK、CEDA INSTALL、または EXEC
CICS CREATE コマンドを実行しているときに、CICS は、
SESSIONS 定義 (sesdef) を検出しましたが、これは、異なる
PROTOCOL を指定した CONNECTION 定義 (condef) を参照
していました。
システムの処置: SESSIONS 定義はインストールされません。
ユーザーの処置: SESSIONS または CONNECTION 定義を訂
正してください。
モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sesdef、condef
宛先: CSMT

DFHTO6010E date time applid The definition for
SESSIONs sesdef must specify PROTOCOL
LU61 as it refers to an MRO
CONNECTION condef.

説明: 初期設定時に GRPLIST をインストールしているとき、
あるいは CEDA CHECK、CEDA INSTALL、または EXEC
CICS CREATE コマンドを実行しているときに、CICS は、
LU61 の指定されていない SESSIONS 定義 (sesdef) を検出し
ましたが、この定義が ACCESSMETHOD=IRC (MRO) を指定
した CONNECTION 定義 (condef) を参照していました。
システムの処置: SESSIONS 定義はインストールされません。
ユーザーの処置: SESSIONS または CONNECTION 定義を訂
正してください。
モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sesdef、condef
宛先: CSMT

DFHTO6011E date time applid SESSIONs sesdef must
specify both SENDCOUNT and
RECEIVECOUNT as it refers to an MRO
CONNECTION condef.

説明: 初期設定時に GRPLIST をインストールしようとしてい
るとき、あるいは CEDA CHECK、CEDA INSTALL、または
EXEC CICS CREATE コマンドを実行しているときに、CICS
は、SENDCOUNT=0 または RECEIVECOUNT=0 のいずれか
を指定した SESSIONS 定義 (sesdef) を検出しましたが、この
定義は、ACCESSMETHOD=IRC (MRO) を指定した
CONNECTION 定義 (condef) を参照していました。
システムの処置: SESSIONS 定義はインストールされません。
ユーザーの処置: SESSIONS または CONNECTION 定義を訂
正してください。
モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sesdef、condef
宛先: CSMT

DFHTO6012 date time applid The CICS global catalog
dataset is not available. RDO function is
restricted.

説明: コールド (COLD) スタートのための初期設定時に、
CICS はグローバル・カタログ・データ・セット (DFHGCD)
を見つけることができませんでした。
システムの処置: CICS の処理は続行されるものの、RDO 機
能に対して次のような制約が生じます。
v TYPETERM 定義は、これを参照する TERMINAL 定義と

同一グループ内になければなりません。

v MODEL 定義を保管することができないため、

AUTOINSTALL は使用できません。

ユーザーの処置: これ以降の CICS の実行で RDO 機能に対

する上記の制約をなくしたい場合には、グローバル・カタロ

グ・データ・セットを作成し、CICS スタートアップ・ジョ

ブ・ストリームの DFHGCD DLBL ステートメントを使用し

て CICS がそれを使用できるようにしてください。

モジュール: DFHTORP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

宛先: CSMT

DFHTO6013E date time applid No SESSIONs definition

refers to CONNECTION condef.

説明: 初期設定の時の GRPLIST のインストール時、GROUP
の CEDA INSTALL の実行時、あるいは CEDA CHECK コ

マンドまたは EXEC CICS CREATE コマンドの実行時に、有

効な SESSIONS 定義のない CONNECTION 定義が検出され

ました。 これは INDIRECT または REMOTE 接続関係の場

合にだけ有効です。

システムの処置: CONNECTION はインストールされませ

ん。

失敗の原因が 1 つ以上の無効な SESSIONS 定義である場合

は、CICS は正しくない定義を識別する別のメッセージを出し

ます。原因が SESSIONS 定義がないことによる場合は、これ

が唯一のメッセージになります。

ユーザーの処置: 状況に応じて CONNECTION 定義を訂正す

るか、SESSIONS 定義を作成するか、あるいは既存の
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SESSIONS 定義 (複数の場合も) を訂正してください。

モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、condef

宛先: CSMT

DFHTO6014E date time applid POOL is required for

TERMINAL termdef as it refers to

TYPETERM typedef which specifies

SESSIONTYPE=PIPELINE.

説明: 端末のインストールが試みられました。その端末の

TYPETERM は SESSIONTYPE=PIPELINE を指定していた

が、その端末定義は POOL を指定していませんでした。

システムの処置: CICS 初期設定は続行されますが、

TERMINAL termdef はインストールされません。

ユーザーの処置: TERMINAL 定義または TYPETERM 定義を

訂正してください。

モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termdef、typedef

宛先: CSMT

DFHTO6015E date time applid TRANSACTION for

TERMINAL termdef is invalid for the

DEVICE specified in TYPETERM typedef.

説明: TRANSACTION を指定した TERMINAL 定義をイン

ストールしようとしましたが、その定義は装置 APPC を指定

する TYPETERM を参照していました。

システムの処置: CICS 初期設定は続行されますが、

TERMINAL termdef はインストールされません。

ユーザーの処置: TERMINAL 定義または TYPETERM 定義を

訂正してください。

モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termdef、typedef

宛先: CSMT

DFHTO6016E date time applid The MRO CONNECTION

condef is referenced by more than one

SESSIONs definition, including sesdef.

説明: 初期設定時に GRPLIST をインストールしているとき、

あるいは CEDA CHECK、CEDA INSTALL、または EXEC
CICS CREATE コマンドを実行しているときに、CICS は、

ACCESSMETHOD=IRC を指定した CONNECTION 定義

condef を検出しましたが、それはこの定義が MRO 接続である

ことを意味しています。 この CONNECTION は複数の

SESSIONS 定義によって参照され、そのうちの 1 つが sesdef

でした。 MRO 接続が持つ (MRO 接続を参照する)
SESSIONS 定義は 1 つだけです。 この CONNECTION を参

照する他の SESSION 定義名は、このメッセージが次に出され

たときにその中にリストされます。

システムの処置: CONNECTION 定義はインストールされま

せん。

ユーザーの処置: CONNECTION 定義または SESSIONS 定義

を訂正してください。

モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、condef、sesdef

宛先: CSMT

DFHTO6017E date time applid REMOTESYSTEM for

TERMINAL 'termid' is invalid for the

DEVICE specified in TYPETERM 'typeterm'.

説明: 初期設定時に GRPLIST をインストールしているとき、

あるいは CEDA CHECK、CEDA INSTALL、または EXEC
CICS CREATE コマンドを実行しているときに、CICS はリモ

ートとして定義されている CONSOLE を検出しました。 これ

は無効なオプションです。

システムの処置: CONSOLE はインストールされません。

ユーザーの処置: リモートとして定義された CONSOLE を訂

正してください。

モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、typeterm

宛先: CSMT

DFHTO6018E date time applid TERMINAL 'termid' refers to

TYPETERM 'typeterm' which has an invalid

ALTSCREEN.

説明: TYPETERM 定義は、無効な ALTSCREEN を含んでい

ます。 ALTSCREEN には、2 つのコンポーネント、すなわち

幅および高さがあります。 これらのコンポーネントの 1 つは

ゼロで、もう 1 つは非ゼロです。 この組み合わせは無効で

す。 初期設定時に GRPLIST をインストールしているとき、

あるいは CEDA CHECK、CEDA INSTALL、あるいは EXEC
CICS CREATE コマンドを実行しているときに、CICS は、

TERMINAL 定義にこの問題があるのを検出しました。

システムの処置: TERMINAL 定義はインストールされませ

ん。

ユーザーの処置: 参照されている TYPETERM を訂正する

か、または TERMINAL 定義内で別の TYPETERM を参照し

てください。 有効な ALTSCREEN 値についての詳細は、

「CICS Resource Definition Guide」を参照してください。

モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、typeterm

宛先: CSMT

DFHTO6019E date time applid User userid is not authorized

to install TERMINAL tttt with preset

security.

説明: ユーザー userid が端末 tttt をインストールしようとし

ましたが、ユーザー ID の権限が不足していました。 これ

は、TERMINAL が事前設定セキュリティーを備えているため

です (TERMINAL tttt の定義が USERID 値を指定していま

す)。 事前設定セキュリティーを持つリソースをインストール

するには、特殊な許可を必要とします。

システムの処置: リソース・セキュリティー違反メッセージ

が、CSCS 一時データ・キューならびにシステム・コンソール

に記録されます。 リソースはインストールされません。 CICS
を続行します。

ユーザーの処置: このリソースをインストールするには、次の

いずれかを行ってください。
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v CESN トランザクションを使用して、事前設定セキュリテ

ィーを持つ端末をインストールすることを許可されているユ

ーザー ID でサインオンする。

v ユーザー userid に対して、事前設定セキュリティーを持つ

端末をインストールする許可を与えるようにセキュリティー

管理者に依頼する。

v リソース定義から USERID 指定を除去して、事前設定セキ

ュリティーを持たないリソースをインストールする。

モジュール: DFHTOATM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、userid、tttt

宛先: CSMT

DFHTO6020E date time applid SESSIONS sesdef refers to

single-session CONNECTION condef but

has an invalid MAXIMUM option

specified.

説明: condef は単一セッションとして定義されているので、

SESSIONS 定義 sesdef の MAXIMUM オプションに指定され

た値は、CONNECTION 定義 condef と互換性がありません。

このことは、初期設定での GRPLIST のインストール時、

GROUP の CEDA INSTALL 時やまたは CHECK コマンドを

出した後、あるいは EXEC CICS CREATE コマンドの間に、

sesdef が condef を参照したときに検出されました。

SESSION 定義が単一セッション CONNECTION 定義を参照

している場合には、MAXIMUM オプションの値は (1,0) でな

ければなりません。

システムの処置: SESSIONS 定義はインストールされません。

ユーザーの処置: この問題を解決するには 2 つの方法があり

ます。

v CEDA あるいは CSD バッチ更新ユーティリティー

DFHCSDUP のいずれかを使用して、MAXIMUM(1,0) と指

定して SESSIONS 定義を訂正する。

v 単一セッションではなくなるように、SINGLESESS=NO を

指定して CONNECTION 定義を再定義する。

モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sesdef、condef

宛先: CSMT

DFHTO6025E date time applid The definition for LU6.1

SESSIONs sesdef specifies a send or receive

count with no prefix.

説明: 初期設定時に GRPLIST をインストールしているとき、

あるいは CEDA CHECK、CEDA INSTALL、または EXEC
CICS CREATE コマンドを実行しているときに、CICS は、送

信接頭部なしの送信カウントまたは受信接頭部なしの受信カウ

ントを指定している LU6.1 SESSIONS 定義 (sesdef) を検出し

ました。 LU6.1 には、必ず接頭部を指定しなければなりませ

ん。

システムの処置: SESSIONS 定義はインストールされません。

ユーザーの処置: メッセージに示されている定義を訂正してく

ださい。

モジュール: DFHTOR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sesdef

宛先: CSMT

DFHTPxxxx メッセージ

DFHTP4101 Cannot reset from temporary paging to
autopaging.

説明: ある端末が、その状況を一時ページング状況から自動ペ
ージング状況へリセットするよう要求しました。 しかし、その
端末はページング端末として定義されているか、またはこのメ
ッセージに、オペレーターが除去する必要があることを示すマ
ークが付けられています。
システムの処置: その他の処理を続行します。
ユーザーの処置: 端末が除去端末として定義されている場合に
は、マスター端末プログラムを使用して、端末の状況を変更し
てください。

メッセージに上記のようなマークが付けられている場合には、
オペレーターはこのメッセージを除去する必要があります。 そ
うすれば、システムは自動的に状況を自動ページングにリセッ
トします。
モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4102 nnnn messages are queued for immediate
delivery.

説明: オペレーターは、nnnn 個のメッセージをページ検索コ
マンド・キューを介して送達するように要求しました。
システムの処置: このオペレーターまたは端末についてキュー
イングされているメッセージのカウントが表示されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHTPR

宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4103 Attempting to PURGE, COPY or CHAIN,
but no pages are currently connected to
this terminal.

説明: 現在、この端末に対して生成されたタスクはありませ
ん。
システムの処置: その他の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4104 A paging request was received but there
are no pages for display.

説明: CICS ページング・コマンド (CSPG) またはページング
要求がトランザクション状況の端末から入力されましたが、そ
の端末で表示すべきページがありません。
システムの処置: その他の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4105 The specified message is not recognized.
説明: 端末オペレーターは、メッセージ ID を用いて特定のメ
ッセージ (現在もしくは次に使用可能メッセージ以外) を検索
または除去しようとしました。 指定したメッセージが存在しな
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いか、またはこの端末を宛先とするものではありません。
システムの処置: その他の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4106 You are not allowed to RETRIEVE or
PURGE this message.

説明: 端末オペレーターは、メッセージ ID を用いて特定のメ
ッセージ (現在もしくは次に使用可能メッセージ以外) を検索
または除去しようとしました。 指定されたメッセージは、この
オペレーター ID を宛先としていません。
システムの処置: その他の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4107 Chain value chain is less than 1 or greater
than the level of chaining allowed.

説明: ページ検索コマンドによって指示されたチェーンの値
chain が 1 よりも小さいか、またはその端末でのチェーンのレ
ベルよりも大きくなっています。
システムの処置: その他の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4108 Requested page pageno does not exist (it is
less than 1 or more than the number of
pages in the message).

説明: ページ検索コマンドによって指示されたページ pageno
が 1 よりも小さいか、またはメッセージのページ数よりも大き
くなっています。これは、例えば、最初のページの後に前のペ
ージを要求したり、最後のページの後に次のページを要求する
ことによって起こります。
システムの処置: その他の処理を続行します。
ユーザーの処置: ページング・セッションは、有効なページ値
を使用して続行することができます。 表示された最後の有効な
ページが、そのまま現行ページとなります。 例えば、表示され
ている最後の有効ページを呼び戻すためには、現在のページを
取得するために用いるページ検索コマンドを使用してくださ
い。
モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4109 The requested command command was not
recognized. Check that you have the correct
value.

説明: トランザクション CSPG が端末から入力されました
が、その後に続くものはページング・コマンドとして識別でき
ません。 command は、CSPG の後に続く最初の 4 個の非ブ
ランク文字を表します。
システムの処置: その他の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4110 function is not valid. Page RETRIEVE
function must be A, C, L, N, P, Q, or a
number.

説明: function によって表されているページ検索機能が、A、
C、L、N、P、Q、または、前に + (正符号) か - (負符号) の
付く数値のいずれかになっていません。

関数 意味

A その端末を宛先とし、その端末に表示されているすべ

ての論理メッセージ

C 現行 (レベル) の論理メッセージ

L 最後のページ

N 次のページ

P 前のページ

Q この端末を宛先とするすべての論理メッセージの ID
を表示 (照会) します。 メッセージのセキュリティ

ーが行われている場合には、その ID が表示される

のは、サインオンが行われたオペレーターに関するオ

ペレーター ID およびクラスが、メッセージの中の

オペレーター ID およびクラスと一致したときだけ

です。 ID は、1 から 6 桁の 16 進数から成ってお

り、任意にメッセージの表題も含まれています。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: 有効なページ検索機能を使用してください。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4111 function is not valid. Page PURGE function

must be A, B, C, H, or R.

説明: function によって表されているページ除去機能が、A、

B、C、H、または R のいずれかになっていません。関数は次

の意味を持ちます。

関数 意味

A その端末を宛先とし、その端末に表示されているすべ

ての論理メッセージ

B その端末に表示されている論理メッセージ、およびそ

の論理メッセージに連鎖されたすべての論理メッセー

ジ

C 現行 (レベル) の論理メッセージ

H その端末に表示されている基本論理メッセージに連鎖

されたすべての論理メッセージ

R 端末への即時送達 (経路指定) のためにキューイング

されているすべての論理メッセージ

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: 有効なページ除去機能を使用してください。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4112 The terminal identifier termid is unknown

or is not supported.

説明: termid で示されている端末 ID が存在しないか、また

は、基本マッピング・サポート (BMS) ではサポートされてい

ません。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: 有効な端末 ID を使用してください。
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モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4113 date time applid msgno termtype pageno I/O

error on MCR or Page (MODULE NAME:

modname).

説明: メッセージ制御レコード (MCR) またはメッセージのペ

ージを検索しようとしているときに、一時ストレージ入出力エ

ラーが起こりました。 msgno は、メッセージ番号を 16 進数

で表したものです。termtype は、端末タイプです。pageno は、

MCR についてエラーが起こったのであればゼロとなり、それ

以外の場合はページ番号となります。 示されているメッセージ

またはページは、この端末と他の端末のいずれかまたは両方か

ら失われている可能性があります。

システムの処置: ページが自動ページング端末で表示されてい

る場合には、次のページがあれば、それが表示されます。 次の

ページがなければ、処置は行われません。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTPQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、msgno、

termtype、pageno、modname

宛先: CSMT

DFHTP4114 You must purge messages from the

terminal before issuing a new transaction.

説明: メッセージが端末に表示されているときに、オペレータ

ーがページング・コマンドでないデータを入力しました。その

データは、エラーがあるか、または新しいトランザクションを

開始するためのものかのいずれかでした。 しかし、端末上のメ

ッセージの少なくとも 1 つに、新しいトランザクションを開始

する前にオペレーターが特別にそのメッセージを除去しなけれ

ばならないというマークが付いています。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: この端末 (T/A) に表示されているすべての

メッセージを除去するか、またはチェーン・コマンドを使用し

て希望するトランザクションをチェーニングさせてください。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4115 You must purge the message from your

terminal to continue.

説明: トランザクションが端末にページを表示しています。

このトランザクションを続けるためには、オペレーターはこの

メッセージを除去しなければなりません。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: 現行メッセージ (T/C) を除去してくださ

い。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4116 Your message request cannot be done

while another message is being displayed.

説明: メッセージが表示されているときに、オペレーターが、

別の特定のメッセージ (例えば P/1,xxx) に対する要求を入力

したか、または表示されるのを待っているメッセージ (P/Q)
のメッセージ ID を要求しました。 CICS は、他のメッセージ

が表示されている間は、この要求を処理することができませ

ん。 xxx は、表示されるのを待っているメッセージのうちの 1
つのメッセージ ID です。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: 必要であれば、端末にメッセージが表示され

ていないときに要求を入力し直してください。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4117 Purge display % after viewing.

説明: 3270 のオペレーターが、表示されるのを待っているメ

ッセージ ID の表示を要求しました。 これに対する応答は、

一時ストレージに保管される 1 ページまたは複数ページとして

構成されるので、他のページ・メッセージと同様にそれを表示

することができます。 % はページ番号標識です。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: 見終わったら、メッセージを除去してくださ

い。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4118 An ID error occurred while retrieving a

Message Control Record (MCR) or Message

Page. Message bmsid, terminal type termtype,

page pageno.

説明: CICS は、ID エラーが出されたときに、一時ストレー

ジからメッセージのページ pageno を検索しようとしていまし

た。

あるいは、ページ pageno がゼロの場合には、CICS は、ID エ

ラーが出されたときにメッセージ制御レコード (MCR) の検索

を試みていた可能性があります。 この原因としては、メッセー

ジがスケジュールまたは保管された後に一時ストレージがコー

ルド・スタートされていたことが考えられます。 そうでない場

合は、メッセージはすでに除去されています。

挿入部 bmsid は BMS 論理メッセージ ID です。これは、固

有の 16 進数の ID で、このページまたはメッセージを保管す

るための TS キーの生成に使用されます。 挿入部 termtype

は、端末タイプを識別します。

システムの処置: メッセージまたはページが脱落している可能

性があります。 その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー
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DFHTP4119 An invalid request on Message Control

Record (MCR) or Page Retrieval has

occurred. Message bmsid, terminal type

termtype, page pageno.

説明: 一時ストレージ無効要求エラーが起きたとき、CICS は

メッセージのページ pageno の保管または検索を試みていまし

た。 あるいは、ページ pageno がゼロの場合には、CICS は、

一時ストレージ無効エラーが出されたときに、メッセージ制御

レコード (MCR) の保管または検索を試みていた可能性があり

ます。

メッセージまたはページが脱落している可能性があります。 原

因としては、一時ストレージがロードされていなかったことが

考えられます。 bmsid は、BMS 論理メッセージ ID です。こ

れは、固有の 16 進数の ID で、このページまたはメッセージ

を保管するための TS キーの生成に使用されます。 termtype

は端末タイプです。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: 一時ストレージ・プログラムがロードされて

いることを確かめてください。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4120 Unable to interpret input. Please try again.

説明: オペレーターが、解釈できないデータを入力しました。

システムの処置: 入力は廃棄されます。

ユーザーの処置: 入力が既存の条件のもとで有効であることを

確認してください。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4121 An I/O error occurred while retrieving a

message control record or message page.

Message bmsid, terminal type termtype, page

pageno.

説明: 一時ストレージ入出力エラーが起きたとき、CICS は、

メッセージのページ pageno を検索しようとしていました。 あ

るいは、ページ pageno がゼロの場合には、CICS は、一時ス

トレージ入出力エラーが発生したときに、メッセージ制御レコ

ード (MCR) の保管または検索を試みていた可能性がありま

す。

メッセージまたはページが脱落している可能性があります。

bmsid は、BMS 論理メッセージ ID です。これは、固有の 16
進数の ID で、このページまたはメッセージを保管するための

TS キーの生成に使用されます。 termtype は端末タイプです。

システムの処置: ページが自動ページング端末で表示されてい

る場合には、次のページがあれば、それが表示されます。 次の

ページがなければ、処置は行われません。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4122 Requested purge completed successfully.

説明: CICS は、その端末から要求されたページ除去機能を完

了しました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4123 Terminal is now Autopaging.

説明: 端末オペレーターは、一時的にページング状況にある端

末を自動ページング状況にリセットすることを CICS に要求し

ました。

システムの処置: そのメッセージ内の残りのページが表示され

ます。 残されたページがなく、自動的に除去することができる

ときは、そのメッセージは除去されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4124 Page copied from terminal termid (Message

number msgno).

説明: このメッセージは、表示されるのを待っているメッセー

ジ (P/Q) の表示の中に現れ、複写されたページを識別しま

す。 msgno は複写されたページのメッセージ番号であり、

termid は、そのメッセージがキューイングされている端末で

す。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4126 msgno has been copied.

説明: このメッセージは、別の端末へコピーする要求に対する

応答として出されます。msgno は、表示されているメッセージ

のメッセージ番号です。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4127 nnnn must be a number. Please try again.

説明: 文字 nnnn は無効です。 システムは、ページまたはチ

ェーン番号には 10 進数、メッセージ番号には 16 進数を予期

していました。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: ページング・コマンドを再入力してくださ

い。 有効な番号を使用してください。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー
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DFHTP4128 command is undefined for page retrieval.

説明: オペレーターは、ページ検索 (PR) セッションが開始さ

れた後に PA または PF キーを押しましたが、そのキーにつ

いては、PR コマンドが SIT の中に定義されていませんでし

た。

システムの処置: コマンドは無視されます。 表示状況ビット

は変更されません。

ユーザーの処置: 問題の PR コマンドが、SIT に定義されてい

ることを確認してください。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4130 You have used an unrecognized logical

device. The valid names are xxx,yyy.

説明: 無効な論理装置簡略記号を含んでいるページング・コマ

ンドが入力されました。xxx,yyy,... は、要求された論理メッセ

ージのための有効な論理装置簡略記号を示しています。

システムの処置: 入力は廃棄され、他の処理が続行されます。

ユーザーの処置: メッセージにリストされているものから論理

装置簡略記号を選択し、ページング・コマンドを再入力してく

ださい。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4131 Requested page cannot be copied to that

terminal.

説明: オペレーターが、外部形式を参照するページを端末にコ

ピーしようとしましたが、

v 外部形式をサポートしない端末、または

v 外部形式をサポートしてはいるが、複写元の端末とページ幅

が異なるかそれよりもページの行数の少ない端末

システムの処置: ページング要求は無視されます。

ユーザーの処置: 次のいずれか該当する方の処置を実行してく

ださい。

v 問題のページを、外部形式の設定をサポートする端末へコピ

ーする。

v 参照されている形式を非外部形式にする。

v 問題のページを、外部形式の設定をサポートし、コピー元の

端末と同じページ・サイズの端末へコピーする。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4132 No pages have been built for this

partition.

説明: これは、ページ検索セッション時に出される通知メッセ

ージです。 このメッセージは、ページが作成されていない画面

の区画に現れます。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 影響を受けた区画で表示が予期されていない

かぎり、処置は不要です。 表示が予期されている場合には、オ

ペレーターまたはアプリケーションのエラーがないかどうかを

調べてください。

モジュール: DFHTPR
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4133 date time applid bmsid termtype pageno ID

error on MCR or page.

説明: CICS は、ID エラーを受け取ったときに、メッセージ

のページ pageno を検索しようとしていました。 あるいは、ペ

ージ pageno がゼロの場合には、CICS は、ID エラーを受け取

ったときに、メッセージ制御レコード (MCR) の検索を試みて

いた可能性があります。 メッセージまたはページが脱落してい

る可能性があります。

この原因としては、メッセージがスケジュールまたは保管され

た後に一時ストレージがコールド・スタートされたか、あるい

はメッセージがすでに除去されていたことが考えられます。

bmsid は、BMS 論理メッセージ ID です。これは、固有の 16
進数の ID で、このページまたはメッセージを保管するための

TS キーの生成に使用されます。 termtype は端末タイプです。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTPQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、bmsid、

termtype、pageno

宛先: CSMT

DFHTP4134 date time applid bmsid termtype pageno Invalid

request on MCR or page.

説明: CICS は、一時ストレージ無効要求エラーが発生したと

きに、メッセージのページ pageno の保管または検索を試みて

いました。 あるいは、ページ pageno がゼロの場合には、

CICS は、一時ストレージ無効要求エラーを受け取ったとき

に、メッセージ制御レコード (MCR) の保管または検索を試み

ていた可能性があります。 メッセージまたはページが脱落して

いる可能性があります。

原因としては、一時ストレージがロードされていなかったこと

が考えられます。

bmsid は、BMS 論理メッセージ ID です。これは、固有の 16
進数の ID で、このページまたはメッセージを保管するための

TS キーの生成に使用されます。 termtype は端末タイプです。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: 一時ストレージ・プログラムがロードされて

いることを確かめてください。

モジュール: DFHTPQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、bmsid、

termtype、pageno

宛先: CSMT

DFHTP4150 date time applid ID error on MCR.

説明: 遅延送達メッセージの処理時に、一時ストレージ識別エ

ラーが起こりました。 このメッセージは、すべての宛先端末に

ついて失われます。おそらく、メッセージが最初にスケジュー

ルされていた後で、一時ストレージがコールド・スタートされ

たと考えられます。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTPS
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XMEOUT パラメーター: date、time、applid

宛先: CSMT

DFHTP4151 date time applid I/O error on MCR.

説明: 遅延送達メッセージの処理時に、一時ストレージ入出力

エラーが起こりました。 このメッセージは、すべての宛先端末

について失われます。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTPS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

宛先: CSMT

DFHTP4152 date time applid Invalid request on MCR.

説明: 遅延送達メッセージの処理時に、一時ストレージ無効要

求エラーが起こりました。 このメッセージは、すべての宛先端

末について失われます。システムが一時ストレージなしで初期

設定されたものと考えられます。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: システムが一時ストレージありで初期設定さ

れていることを確認してください。

モジュール: DFHTPS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

宛先: CSMT

DFHTP4160 date time applid Message msgno purged as

undeliverable from nnnn terminal(s).

説明: msgno の番号をもつメッセージが端末で表示されるのを

待っていました。しかし、これらの端末の nnnn 台は使用され

ていないために、そのメッセージを表示することができませ

ん。 このメッセージは、マスター端末オペレーターに送られま

す。

システムの処置: システム・パフォーマンスの低下を避けるた

めに、インストール・システムで定めた時間よりも長い間待っ

ているメッセージは除去されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTPQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、msgno、nnnn

宛先: CSMT

DFHTP4161 Message msgno was not delivered. It was

purged from terminal(s) termid. Message

title was title.

説明: msgno の番号を持つメッセージは、システムが定義した

時間制限内に送達されなかったために、除去されました。

title はメッセージ msgno の表題ですが、これはそのメッセー

ジに表題がある場合に限り表示されます。 termid は、メッセ

ージが除去された端末です。

システムの処置: メッセージはシステムから除去されます。

メッセージを引き渡す試みはこれ以上行われません。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTPQ
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTP4162 date time applid nnnn BMS system messages

purged as undeliverable from error

notification terminal.

説明: 基本マッピング・サポート (BMS) のシステム・メッセ

ージ (例えば、DFHTP4161) がエラー通知端末で表示されるの

を待っていました。しかし、その端末の状況がメッセージの状

況と一致していないか、または通信量が過剰な状態であったた

めに、メッセージを表示することができません。

nnnn は除去された BMS システム・メッセージの数であり、

termid はエラー通知端末の ID です。

システムの処置: システムのパフォーマンスに影響が及ばない

ようにするために、設置場所で指定された時間よりも長く待っ

ているメッセージは除去されます。

ユーザーの処置: メッセージを表示できるように端末の状況を

変更するか、または CICS システム初期設定時に除去遅延時間

を延長してください。

モジュール: DFHTPQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nnnn

宛先: CSMT

DFHTP4164 date time applid termid cannot accept message

DFHTP4161. It is undefined or does not

support paging.

説明: termid は、メッセージを送達することができなかった場

合に通知を受け取るように指定された端末の ID です。 しか

し、この termid が、現在、TCT の中に存在していないか、ま

たは BMS がサポートする端末として定義されていません。

このメッセージに続いて、エラー通知を含むメッセージ

DFHTP4161 が出されます。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: このメッセージに続いて出されるメッセージ

DFHTP4161 の内容を端末 termid に知らせてください。

モジュール: DFHTPQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

宛先: CSMT

DFHTP4165 Undeliverable messages are being purged.

The terminal is available for use.

説明: このメッセージは、宛先 CSMT に送られます。 ま

た、トランザクション CSPQ が親端末から開始された場合に

は、その端末にも送られます。 プログラム DFHTPQ が、配

信不能と考えられるすべてのメッセージを除去するために、時

間指定で開始されています。

システムの処置: 非端末タスクが開始され、配信不能なメッセ

ージは除去されます。

ユーザーの処置: なし。 端末が使用可能であることを示すた

めに、このメッセージがその端末に表示されます。

モジュール: DFHTPQ
宛先: 端末エンド・ユーザー
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DFHTP4166 date time applid BMS has received an error

return code retcode from CICS macro {TS

PURGE | BMS TEXTBLD | BMS PAGEOUT

| TS PUT}.

説明: BMS は、CICS システム・マクロ要求を出した後、エ

ラー戻りコードを受け取りました。 retcode は戻りコードであ

り、macro はマクロ要求です。

システムの処置: 通常、この問題に関する症状ストリングが入

っているメッセージ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHTPQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、retcode、{1=TS

PURGE、2=BMS TEXTBLD、3=BMS PAGEOUT、4=TS PUT}

宛先: CSMT

DFHTP4170 date time applid Request from system sysid

to route message number msgno to terminal

termid was not executed.

説明: BMS は、メッセージ msgno の経路を端末 termid へ指

定する要求を、システム sysid から受け取りました。その要求

を実行できませんでした。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 2 つのシステムの TCT が矛盾していないこ

とを確認してください。

モジュール: DFHTPS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、msgno、

termid

宛先: CSMT

DFHTP4171 date time applid Request from system sysid

to route message number msgno to terminal

termid was not executed. Terminal not

valid.

説明: BMS は、メッセージ msgno の経路を端末 termid へ指

定する要求を、システム sysid から受け取りました。このシス

テムで端末 termid が定義されていないため、要求を実行でき

ませんでした。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 2 つのシステムの TCT が矛盾していないこ

とを確認してください。

モジュール: DFHTPS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、msgno、

termid

宛先: CSMT

DFHTP4172 date time applid Request from system sysid

to route message number msgno to terminal

termid was not executed. Terminal not

supported by BMS.

説明: BMS は、メッセージ msgno の経路を端末 termid へ指

定する要求を、システム sysid から受け取りました。端末

termid は BMS でサポートされないタイプであるため、その要

求を実行することができませんでした。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 2 つのシステムの TCT が矛盾していないこ

とを確認してください。

モジュール: DFHTPS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、msgno、

termid

宛先: CSMT

DFHTP4173 date time applid Request from system sysid

to route message number msgno to terminal

termid was not executed. Invalid LDC

specified.

説明: BMS は、メッセージ msgno の経路を端末 termid へ指

定する要求を、システム sysid から受け取りました。 LDC の

指定が無効であったため、要求を実行することができませんで

した。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 2 つのシステムの TCT が矛盾していないこ

とを確認してください。

モジュール: DFHTPS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、msgno、

termid

宛先: CSMT

DFHTP4174 date time applid Message routing has failed

for terminal termid. The termid was invalid

or could not be located.

説明: BMS は、メッセージ msgno の経路を端末 termid へ指

定する要求を、システム sysid から受け取りました。 この要

求は、端末 termid が無効であるか、または検出できないため

に、実行することができませんでした。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 2 つのシステムの TCT が矛盾していないこ

とを確認してください。

モジュール: DFHTPS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

宛先: CSMT

DFHTP4180 date time applid Terminal termid specified as

error terminal for message msgno from

system sysid invalid and ignored.

説明: BMS は、メッセージ msgno の経路を指定する要求で、

メッセージが送達されなかった場合には端末 termid へ通知す

ることを指定した要求を、システム sysid から受け取りまし

た。 端末 termid は端末管理テーブルの中で定義されていませ

ん。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 2 つのシステムの TCT が矛盾していないこ

とを確認してください。

モジュール: DFHTPS
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XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、msgno、

sysid

宛先: CSMT

DFHTP4190 Please enter your data again in the

partition containing the cursor.

説明: 端末オペレーターは、予定された入力区画以外の区画か

らデータを入力しました。 予期された入力区画が活動化されま

した (つまり、その区画にカーソルが移動しました)。端末オペ

レーターはその区画でデータを入力し直す必要があります。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 端末オペレーターが正しい区画にデータを入

力するのを確認してください。

モジュール: DFHPHP
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHTRxxxx メッセージ

DFHTR0001 applid An abend (code abcode) has occurred
at offset X'offset' in module modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは CICS コードにエラーが存在
する可能性があることを意味します。

あるいは、予期しないデータが入力されたか、ストレージが上
書きされた可能性があります。

コード abcode は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字の CICS コードから成りま
す。 VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) で
す。 VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3
つのハイフンで埋められます。CICS コードは、異常終了コー
ド、または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、
AKEA は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終
了するかどうか決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』で調べてください。

次に、 557 ページの『第 2 章 トランザクション異常終了コ
ード (CICS Transaction Server for z/VSE)』で CICS 英数字
コードを調べてください。これにより、例えば、エラーがプロ
グラム・チェック、異常終了、またはランナウェイであったか
がわかります。また、ユーザーの処置に関する何らかの手引き
が得られる場合があります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないとシステムを実行
できない場合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせ
る必要があります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHTRSR、DFHTRPT、DFHTRDM、DFHTRFT

XMEOUT パラメーター: applid、abcode、X'offset'、modname
宛先: コンソール

DFHTR0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。
コード X'code' は、エラーが何であり、それがどこで検出され
たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
CICS 例外トレース項目の詳細については、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
システムの処置: 例外項目 (コード X'code') が、トレース・テ
ーブル内に作成されます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑
止しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合、CICS
を呼び出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM)
が終了させることができます。 このことを示すメッセージが出
されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS コードにエラーの可能性があ
ることを示しています。 その影響の重大度は、エラー発生時に
実行されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。

メッセージが出されたのが 1 回であり、しかもモジュール
modname が CICS システムの実行に不可欠ではない場合に
は、実行を続行し、適当な時間に CICS をダウンさせて問題を
解決することもできます。

このメッセージが繰り返し表示されるか、モジュール modname
を最大限に使用しないとシステムを実行できない場合は、制御
シャットダウンを実行して CICS をダウンさせる必要がありま
す。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHTRSR

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHTR0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
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で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時
に実行されていた命令のオフセットです。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS が終了しなかった場合は、CICS をダ
ウンさせるほど問題が重大かどうかを判断する必要がありま
す。

一部の CICS 機能はプロセッサー時間を多く使用することがあ
るので、このメッセージは長時間実行機能が原因で出された可
能性があります。 したがって、これはエラーではない可能性が
あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設
定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で計測) で指定したラン
ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。
これは、モジュール modname が終了し、CICS が続行される
ことを意味しています。

しかし、ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname
がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を
終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ
がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間
隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当
な時間に CICS をダウンさせる必要があります。ただし、
CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的
にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決しない場合は、IBM のサポ
ートが必要です。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHTRSR、DFHTRPT、DFHTRDM、DFHTRFT

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname
宛先: コンソール

DFHTR0101 STORAGE FOR INTERNAL TRACE
TABLE NOT AVAILABLE -TRACE
INOPERATIVE.

説明: CICS 初期設定時に、ストレージが最低許容量の内部ト
レース・テーブル・サイズ (16 KB) さえも満たすことができ
ませんでした。
システムの処置: CICS は終了し、システム・ダンプが作成さ
れます。
ユーザーの処置: 初期設定のこの初期段階で VSE からたった
16 KB さえも取得できないということは、CICS の他の区域な
らびに他のシステム機能も動作に必要なストレージを獲得でき
ないことを意味します。したがって、システムは完全には初期
設定を行うことができません。 考えられる解決方法は、CICS
区画のサイズを増やすことです。
モジュール: DFHTRDM
宛先: コンソール

DFHTR0102 REQUESTED TRACE TABLE SIZE NOT
AVAILABLE.

説明: CICS は、内部トレース・テーブル・ストレージを得る
ための変数タイプ VSE GETMAIN を出しました。このメッセ
ージは、(TRTABSZ キーワードに) 指定された上限量を入手で
きなかったこと、しかし少なくとも下限量の 16K は獲得でき
たことを示しています。

このメッセージに続いて出されるメッセージ DFHTR0103 に、
獲得した実サイズが示されています。
システムの処置: CICS は、メッセージ DFHTR0103 で示され
たサイズの内部トレース・テーブルで続行されます。
ユーザーの処置: 処置としては、3 つの方法が考えられます。
v 減らしたテーブル・サイズで CICS を実行させることが適

当と思われる場合には、それを実行してください。

v CICS が使用できる領域サイズを増やした後でシステムを終

了して初期設定をし直してください。

v システムが初期設定されたなら、CETR を用いて必要な値ま

でテーブル・サイズを増やしてください。

モジュール: DFHTRDM
宛先: コンソール

DFHTR0103 TRACE TABLE SIZE IS nnK.

説明: CICS 初期設定時に獲得した内部トレース・テーブルの

テーブル・サイズは、nn KB です。

これは、SIT の TRTABSZ キーワードで指定されたサイズと同

じか、もしくはコンソール上でこのメッセージの前にメッセー

ジ DFHTR0101 または DFHTR0102 が出されています。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTRDM
宛先: コンソール

DFHTR0104 applid No buffer storage available for

auxiliary trace data set. Auxiliary trace is

inoperative.

説明: 4KB 出力バッファー用に使用できるストレージが不足

していたために、補助トレースを開始する試みが失敗しまし

た。

システムの処置: ダンプ・コード TR0104 の CICS システ

ム・ダンプがとられます。 その後、CICS は、補助トレースが

非活動状態のまま続行されます。

ユーザーの処置: 使用できるストレージがそれほど少ない理由

を判別し、可能なら再試行してください。

モジュール: DFHTRDM

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTR0105 AUXILIARY TRACE DATA SET dataset
COULD NOT BE OPENED - AUXILIARY
TRACE INOPERATIVE.

説明: 補助トレースを開始するか、または補助トレース・エク
ステントを切り替える試みが失敗しました。これは、SAM に
対するデータ・セット dataset のオープン要求が失敗したため
です。
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システムの処置: 2 つの状況があります。
v (エクステントの切り替えとは異なり) 補助トレースを開始さ

せる明示的な要求の後でエラーが発生した場合には、ダン

プ・コード TR0105 の CICS システム・ダンプがとられま

す。 その後、CICS は、補助トレースが非活動状態のまま

続行されます。

v 補助トレースがすでに活動状態のとき (つまり、補助トレー

スが開始されたときの明示切り替え要求、または自動切り替

えが活動状態になっているエクステント終了) にエラーが発

生した場合、ダンプ・コード KERNDUMP の SDUMP が

とられます。 このタイプのダンプは、ダンプ・テーブルを

使用した抑止または修正の対象にはなりません。

ユーザーの処置: データ・セット dataset の DLBL ステート

メントが存在しているかどうか検査してください。

存在している場合には、システム・ダンプを形式設定して、

TR ドメイン情報を調べてください。補助トレース・データ・

セットに関する DCB が存在しているはずです。 これを使用

して、オープン障害の理由を判別してください。

モジュール: DFHTRSR、DFHTRSU
宛先: コンソール

DFHTR0106 applid DFHTRAO could not be loaded.
Auxiliary trace is inoperative.

説明: CICS モジュール DFHTRAO (補助トレース・データ・
セットへの書き込みに使用される) をロードできないために、
補助トレースを開始する試みが失敗しました。
システムの処置: ローダー・ドメイン (LD) が必要に応じてメ
ッセージおよびダンプを出すはずです。 CICS は、補助トレー
スが非活動状態のまま続行されます。
ユーザーの処置: 詳しい情報および手引きについては、関連し
たローダー・ドメイン・メッセージを参照してください。
モジュール: DFHTRSR

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHTR0107 ABEND X'abcode' ON AUXILIARY TRACE
DATA SET dataset - AUXILIARY TRACE
STOPPED.

説明: 補助トレース・データ・セット dataset での順次入出力
操作の実行中にエラーが検出されました。

3 桁の異常終了コードが X'abcode' として示されています。
システムの処置: CICS は、補助トレースが非活動状態のまま
続行されます。
ユーザーの処置: 異常終了コード X'abcode' については、
「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション
『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『OS/390
API 異常終了コード』を参照してください。
モジュール: DFHTRAO
宛先: コンソール

DFHTR0108 I/O ERROR ON AUXILIARY TRACE
DATA SET dataset - AUXILIARY TRACE
STOPPED.

説明: 補助トレース・データ・セット dataset に対する順次入
出力操作の実行中に、エラーが検出されました。

システムの処置: CICS は、補助トレースが非活動状態のまま
続行されます。
ユーザーの処置: 同時に出されている VSE メッセージを用い
て、エラーの原因を判別してください。
モジュール: DFHTRAO
宛先: コンソール

DFHTR0109 AUXILIARY TRACE DATA SET dataset
FULL -AUXILIARY TRACE HAS BEEN
STOPPED.

説明: 補助トレース・データ・セット dataset がいっぱいで
す。 自動切り替えが活動状態になっていないので、補助トレー
スが停止されました。
システムの処置: CICS は、補助トレースが非活動状態のまま
続行されます。
ユーザーの処置: これで、補助トレース・データ・セット
dataset を、印刷ルーチン DFHTU430 で処理することができま
す。
モジュール: DFHTRSU
宛先: コンソール

DFHTR0110 AUXILIARY TRACE DATA SET dataset1
FULL - SWITCHING TO dataset2.

説明: 補助トレース・データ・セット dataset1 がいっぱいで
す。 自動切り替えを要求しために、データ・セット dataset2
上で補助トレースが続行されています。
システムの処置: CICS は、データ・セット dataset2 上で補助
トレース活動状態のまま続行されます。
ユーザーの処置: 必要ならデータ・セット全体を処理してくだ
さい。
モジュール: DFHTRSU
宛先: コンソール

DFHTR0112 applid Bad data passed for tracing to
module modname.

説明: 内部トレース・テーブルまたは補助トレース・データ・
セットに追加するためにトレース (TR) ドメインに渡された一
部のデータが原因で、このデータにアクセスしようとしたとき
に、プログラム・チェックが起きました。

これは、CICS システム・コードによって行われた要求か、あ
るいは API または XPI を介してユーザー・プログラムが行っ
た要求の結果である可能性があります。
システムの処置: ダンプ・コード TR0112 のシステム・ダン
プがとられます。

このメッセージが DFHTRPT によって出された場合、ダンプ
には、DFHTRPT に渡されたエラーのあるパラメーター・リス
トを含んでいる例外トレース項目 (ポイント ID TR0102) が入
っています。

このメッセージが DFHTRFT によって出された場合、ダンプ
には DFHTRFT に渡されたエラーのあるパラメーター・リス
トを含んでいる例外トレース項目 (ポイント ID TR0402) が入
っています。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: 解釈された例外トレース項目を調べて、呼び
出しと項目の ID を出したドメインを判別してください。 そ
れから、妥当な値が入っているかどうかを調べるために、デー
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タ n フィールド内に指定されたアドレスおよび長さを見てく
ださい。 障害は、トレース呼び出しのためにこれらのフィール
ドを設定するモジュールの中にあります。
モジュール: DFHTRPT、DFHTRFT

XMEOUT パラメーター: applid、modname
宛先: コンソール

DFHTR0113 applid Auxiliary trace is being started on
data set dataset.

説明: 補助トレースを開始する要求が正常に処理されました。
トレース・レコードがデータ・セット dataset に書き込まれて
います。
システムの処置: CICS は、補助トレースが活動状態のまま続
行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHTRSR

XMEOUT パラメーター: applid、dataset
宛先: コンソール

DFHTR0114 AN ABEND HAS OCCURRED DURING
INITIALIZATION OF TRACE IN
MODULE modname.

説明: トレース (TR) ドメインの事前初期設定時に、モジュー
ル modname のリカバリー・ルーチンが制御を受け取りまし
た。 これは、モジュール modname にプログラム・チェックが
発生したことを示しています。

この条件には、3 つの原因が考えられます。
v 主ストレージでモジュールが上書きされた。

v モジュールが、残りの CICS モジュールのレベルと互換性

がない。

v モジュール内にエラーがある。

システムの処置: ダンプ・コード KERNDUMP のシステム・

ダンプがとられます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

これは、CICS コードにエラーの可能性があることを示してい

ます。 その影響の重大度は、エラー発生時に実行されていた機

能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。

メッセージが出されたのが 1 回であり、しかもモジュール

modname が CICS システムの実行に不可欠ではない場合に

は、実行を続行し、適当な時間に CICS をダウンさせて問題を

解決することもできます。

このメッセージが繰り返し表示されるか、モジュール modname

を最大限に使用しないとシステムを実行できない場合は、制御

シャットダウンを実行して CICS をダウンさせる必要がありま

す。

ダンプを使用して、この条件の原因を判別してください。

モジュール: DFHTRDM、DFHTRSR
宛先: コンソール

DFHTR0115 AN ABEND HAS OCCURRED IN THE
AUXILIARY TRACE MODULE DFHTRAO.

説明: モジュール DFHTRAO のリカバリー・ルーチンが制御
を受け取りました。

これは、DFHTRAO 内でプログラム・チェックまたは VSW
異常終了が発生したことを示しています。

この条件には、3 つの原因が考えられます。
v 主ストレージで DFHTRAO が上書きされた。

v DFHTRAO が、残りの CICS モジュールのレベルと互換性

がない。

v DFHTRAO 内にエラーがある。

システムの処置: ダンプ・コード KERNDUMP のシステム・

ダンプがとられます。

ユーザーの処置: これは、CICS コードにエラーの可能性があ

ることを示しています。 その影響の重大度は、エラー発生時に

実行されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。

メッセージが出されたのが 1 回であり、しかもモジュール

DFHTRAO が CICS システムの実行に不可欠ではない場合に

は、実行を継続し、適当な時間に CICS をダウンさせて問題を

解決することもできます。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはすべてのモジュー

ル DFHTRAO を最大限に利用しないとシステムを実行できな

い場合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要

があります。

ダンプを使用して、この条件の原因を判別してください。

モジュール: DFHTRAO
宛先: コンソール

DFHTR0116 AN ABEND HAS OCCURRED IN THE

TRACE SUBROUTINES MODULE

DFHTRSU.

説明: トレース・ドメイン・モジュール DFHTRSU に属する

リカバリー・ルーチンが制御を受け取りました。

これは、そのモジュール内でプログラム・チェックまたは異常

終了が発生したことを示しています。

この条件には、3 つの原因が考えられます。

v 主ストレージで DFHTRSU が上書きされた。

v DFHTRSU が、残りの CICS モジュールのレベルと互換性

がない。

v DFHTRSU にエラーがある。

システムの処置: ダンプ・コード KERNDUMP のシステム・

ダンプがとられます。

ユーザーの処置: これは、CICS コードにエラーの可能性があ

ることを示しています。 その影響の重大度は、エラー発生時に

実行されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。

メッセージが出されたのが 1 回であり、しかもモジュール

DFHTRSU が CICS システムの実行に不可欠ではない場合に

は、実行を継続し、適当な時間に CICS をダウンさせて問題を

解決することもできます。
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メッセージが繰り返し出されたり、あるいはモジュール

DFHTRSU を最大限に利用しないとシステムを実行できない場

合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があ

ります。

ダンプを使用して、この条件の原因を判別してください。

モジュール: DFHTRSU
宛先: コンソール

DFHTR0117 applid Auxiliary trace on data set dataset has

been stopped.

説明: 補助トレース・データ・セット dataset への CICS トレ

ースを停止するためのオペレーター要求またはアプリケーショ

ン・プログラム要求が、正常に処理されました。

システムの処置: CICS は、補助トレースが非活動状態のまま

続行されます。

ユーザーの処置: これで、補助トレース・データ・セット

dataset を、印刷ルーチン DFHTU430 で処理することができま

す。

モジュール: DFHTRSR

XMEOUT パラメーター: applid、dataset

宛先: コンソール

DFHTR0118 applid Auxiliary trace is being switched

from dataset1 to dataset2.

説明: 補助トレースが活動状態のときに補助トレース・デー

タ・セット上でエクステントを切り替えるためのオペレーター

要求またはアプリケーション・プログラム要求が処理されまし

た。

システムの処置: CICS は、最初に指定されたデータ・セット

dataset1 上でのトレースを停止し、2 番目に指定されたデー

タ・セット dataset2 でのトレースを再開します。

ユーザーの処置: これで、最初に指定された補助トレース・デ

ータ・セット dataset1 は、印刷ルーチン DFHTU430 によって

処理することができます。

モジュール: DFHTRSR

XMEOUT パラメーター: applid、dataset1、dataset2

宛先: コンソール

DFHTR1000 applid CICS abend requested by global trap
exit DFHTRAP in module modname.

説明: フィールド開発グローバル・トラップ出口プログラム
(DFHTRAP) が CICS の終了を要求しました。
システムの処置: CICS は、トラップ出口を使用不可にしてそ
の出口に再入力が行われないようにしてから CICS を終了しま
す。
ユーザーの処置: DFHTRAP がシステム終了を要求した理由
を判別し、それにしたがって処置をとってください。 グローバ
ル・トラップ出口の使用にあたっては、必ず IBM サポート担
当員と相談するようにしてください。
モジュール: DFHTRPT、DFHTRFT

XMEOUT パラメーター: applid、modname
宛先: コンソール

DFHTR1001 applid Program check occurred within
global trap exit - DFHTRAP now marked
unusable by module modname.

説明: トレース項目を作成した後で、CICS トレース・ドメイ
ン (TR) が、フィールド開発グローバル・トラップ出口プログ
ラム (DFHTRAP) を呼び出しました。 DFHTRAP の実行中に
プログラム・チェックが起こりました。
システムの処置: CICS は、現在活動状態の DFHTRAP のバ
ージョンに使用不可のマークを付けて、以後 TR ドメインの呼
び出しのときにそれを無視します。 それから、CICS は、シス
テム・ダンプ・コード TR1001 のダンプをとり、実行を続行し
ます。
ユーザーの処置: ダンプを使用して、プログラム・チェックの
原因を見つけてください。 現在活動中であっても使用すること
ができない DFHTRAP のバージョンを、CICS プログラム・
ライブラリーからの新しいバージョンに置き換えるために、次
の順序でコマンドを出してください。

CSFE DEBUG,TRAP=OFF (現行トラップを非活動化する)
CEMT SET PROGRAM(DFHTRAP) NEWCOPY (CICS に

とって既知のトラップ・ディスク・アドレスを更新する)
CSFE DEBUG,TRAP=ON (トラップの新しいバージョンを活

動化する)

グローバル・トラップ出口の使用にあたっては、必ず IBM サ

ポート担当員と相談するようにしてください。

モジュール: DFHTRPT、DFHTRFT

XMEOUT パラメーター: applid、modname

宛先: コンソール

DFHTR1002 applid Program DFHTRAP is not available -
global trap not activated

説明: CICS の初期設定での TRAP=ON SIT キーワードまた
は指定変更値の処理時に、CICS がフィールド開発グローバ
ル・トラップ出口プログラム DFHTRAP を活動状態にするこ
とができませんでした。 これは、ほぼ間違いなく DFHTRAP
がプログラム・ライブラリーに存在しないためです。
システムの処置: CICS は、ダンプ・コード TR1002 のシステ
ム・ダンプをとり、グローバル・トラップが活動状態になって
いないまま続行されます。
ユーザーの処置: DFHTRAP が RDO に定義されており、プ
ログラム・ライブラリーで使用可能になっていることを確認し
てください。

グローバル・トラップ出口の使用にあたっては、必ず IBM サ
ポート担当員と相談するようにしてください。
モジュール: DFHTRDM

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHTR1003 applid CICS system dump requested by
global trap exit DFHTRAP in module
modname.

説明: ユーザーによりコーディングされたグローバル・トラッ
プ出口プログラム (DFHTRAP) が、その戻り処置設定値でシス
テム・ダンプを要求しました。
システムの処置: CICS は、ダンプ・コード TR1003 のシステ
ム・ダンプをとり、グローバル・トラップが活動状態のまま続
行されます。
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ユーザーの処置: 要求されたダンプを分析してください。

グローバル・トラップ出口の使用にあたっては、必ず IBM サ
ポート担当員と相談するようにしてください。
モジュール: DFHTRPT、DFHTRFT

XMEOUT パラメーター: applid、modname
宛先: コンソール

DFHTR3001 ERROR IN OPENING DFHAXPR FILE.
説明: 補助トレース印刷プログラム DFHTU430 は、印刷出力
を受け取るように定義されたデータ・セットをオープンできま
せんでした。
システムの処置: 印刷ジョブは終了して、戻りコード 8 が戻
されます。
ユーザーの処置: DFHTU430 ジョブの中の DFHAXPR の
DLBL ステートメントを正しいものにするか、DLBL ステート
メントを除去して DFHTU430 が出力を SYSLST に書き込め
るようにしてください。
モジュール: DFHTRPRA
宛先: コンソール

DFHTR3002 ERROR IN OPENING DFHAUXT FILE.
説明: 補助トレース印刷プログラム DFHTU430 は、処理され
る予定であった補助トレース・データ・セットをオープンでき
ませんでした。
システムの処置: 印刷ジョブは終了して、戻りコード 8 が戻
されます。
ユーザーの処置: DFHTU430 ジョブに、正しい DFHAUXT
の DLBL ステートメントが存在するようにしてください。
モジュール: DFHTRPRA
宛先: コンソール

DFHTR3003 ERROR IN OPENING DFHAXPM FILE.

説明: 補助トレース印刷プログラム DFHTU430 は、パラメー
ター入力データ・セット DFHAXPM をオープンできませんで
した。
システムの処置: 印刷ジョブは終了して、戻りコード 8 が戻
されます。
ユーザーの処置: DFHTU430 ジョブの中の DFHAXPM の
DLBL ステートメントを正しいものにするか、その DLBL ス
テートメントを除去し、SYSIPT または EXEC ステートメント
の PARM キーワードを使用して入力パラメーターを指定して
ください。
モジュール: DFHTRPRA
宛先: コンソール

DFHTR3010 ERROR IN TRACE DATA - ENTRIES
MAY HAVE BEEN LOST.

説明: 形式化されているトレース・ブロックに、無効な長さフ
ィールドまたは無効なポインター・フィールド (またはその両
方) が入っています。 トレース・テーブルが誤って上書きされ
た場合に生じる可能性があります。
システムの処置: トレース形式設定コードは、ブロックをスキ
ャンして、有効な項目を探そうとします。 探し出された有効な
項目は印刷されます。 残りのデータは無視されます。
ユーザーの処置: 内部トレース・テーブルの上書きが生じた理
由を判別してください。

印刷出力内のこのメッセージの直前および直後のトレース項目
は、間違いがあると仮定して見る必要があります。 これらのト
レース項目には、間違ったデータが入っている可能性がありま
す。または、この時点で全体的に見て 1 つ以上の項目が欠落し
ている可能性もあります。
モジュール: DFHTRFPB
宛先: SYSLST

DFHTSxxxx メッセージ

DFHTS0100I applid Temporary Storage initialization has
started.

説明: これは、一時ストレージ初期設定が開始されたことを示
す通知メッセージです。
システムの処置: 初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設
定パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。
モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHTS0101I applid Temporary Storage initialization has
ended.

説明: 一時ストレージ初期設定は正常に完了しました。
システムの処置: 初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設
定パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。
モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHTS0102I applid About to format the temporary
storage data set (numcis control intervals).

説明: 一時ストレージは新規のデータ・セットでコールド・ス
タートが行われました。 このメッセージは、データ・セットの
形式設定が開始されたときに出され、形式設定される制御イン
ターバルの数 numcis を示します。
システムの処置: CICS を続行します。メッセージ
DFHTS0101 は、一時ストレージの初期設定が完了すると出さ
れます。 データ・セットが大きいと形式設定にかなりの時間が
かかることがあることに注意してください。
ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、メッセージ・レ
ベル・システム初期設定パラメーター MSGLVL=0 で抑止する
ことができます。
モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid、numcis
宛先: コンソール

DFHTS1300 applid Clock is not in set state, reply
'RETRY', 'GO' or 'CANCEL'.

説明: プロセッサーのストア・クロックの STCK 値が、直前
の実行時にキーポイント処理された値よりも現時点では小さい
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か、あるいはストア・クロック自体が使用不可の状態であるか
または設定されていません。
システムの処置: システムはオペレーターの応答を待ちます。
ユーザーの処置: クロックを設定して続行するか、または取り
消してください。 このメッセージに対して「GO」と応答する
と、CICS は一時ストレージのコールド・スタートで初期設定
されます。
モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHTS1301 applid {READ | WRITE} Error detected by
temporary storage. RPL feedback area is
X'yyyyy'.

説明: 一時ストレージで入出力エラーが検出されました。 次
のいずれかです。
v タスクが一時ストレージ・データ・セットにアクセスしてい

るときに、ハードウェア・エラーが検出された。または、

v VSAM がその要求の中に論理エラーを検出した。 原因とし

ては、データ・セットが正しく定義されていないことが考え

られます。

システムの処置: 入出力エラー戻りコードがアプリケーショ

ン・プログラムに戻されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 一時ストレージ・データ・セットの定義が正

しいか確認してください。

一時ストレージの問題を扱う際の詳しい手引きについては、

「CICS Problem Determination Guide」を参照してください。

モジュール: DFHTSP

XMEOUT パラメーター: applid、{1=READ、2=WRITE}、

X'yyyyy'

宛先: コンソール

DFHTS1302 applid I/O error on temporary storage data

set attempting to emergency restart

説明: 一時ストレージ・データ・セットでリカバリー不能入出

力エラーが起こりました。

システムの処置: 緊急再始動プロセスは異常終了して、システ

ム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 問題を訂正した後、緊急再始動を試みるか、

あるいは一時ストレージのコールド・スタートで CICS の初期

設定を行ってください。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1303 applid No storage available for temporary

storage control blocks

説明: 使用可能なストレージが不十分だったため、緊急再始動

時のストレージの割り振りの試みは失敗しました。

システムの処置: 緊急再始動処理は異常終了し、ダンプが出さ

れます。

ユーザーの処置: ダンプを使用して、ストレージ・マネージャ

ー・ドメイン統計を調べてください。 動的ストレージ域

(DSA) のサイズを増やさなければならない可能性があります。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1304 applid Clock is not in set state, reply

'RETRY', 'GO' or 'CANCEL'.

説明: プロセッサーのストア・クロックの STCK 値が、直前

の実行時にキーポイント処理された値よりも現時点では小さい

か、あるいはストア・クロック自体が使用不可の状態であるか

または設定されていません。

システムの処置: システムはオペレーターの応答を待ちます。

ユーザーの処置: クロックを設定して続行するか、または取り

消してください。 メッセージ DFHTS1304 に対して「GO」と

応答すると、CICS は一時ストレージのコールド・スタートで

初期設定されます。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1305 CURRENT STCK VALUE LESS THAN

TEMPORARY STORAGE RECORD STCK

VALUE. REPLY 'GO' OR 'CANCEL'.

説明: プロセッサーのストア・クロック (STCK) 値が、現時点

では、直前の実行時に記録された値よりも小さくなっていま

す。

システムの処置: CICS が一時ストレージをコールド・スター

トさせるか (「GO」の応答の場合)、あるいは緊急再始動プロ

セスが終了して (「CANCEL」の応答の場合) ダンプが作成さ

れます。

ユーザーの処置: クロックを設定して続行するか、または取り

消してください。 「GO」の応答の場合、一時ストレージのコ

ールド・スタートで CICS が初期設定されます。

モジュール: DFHTSRP
宛先: コンソール

DFHTS1306 applid Restart has been terminated by

request from operator.

説明: このメッセージは、メッセージ DFHTS1304、

DFHTS1305、および DFHTS1308 のいずれかでの CANCEL
応答に対して出されます。

システムの処置: ダンプが作成され、CICS は異常終了しま

す。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール
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DFHTS1307 applid Interval control element not

recoverable.

説明: 一時ストレージの緊急再始動時にインターバル制御エレ

メント (ICE) をスケジュールしようとしましたが、失敗しまし

た。

再始動の後、ICE に関連した端末がシステムに認識されていな

いことが理由として考えられます。

他にも、ICE が、緊急再始動時に削除された自動インストール

済み TCTTE 用のものであることも理由として考えられます。

削除が行われたのは、AIRDELAY システム初期設定パラメー

ターにゼロが指定されたためです。これは、自動インストール

済み TCTTE が即時に削除されることを意味しています。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1308 TEMPORARY STORAGE DATA ADDRESS

NOT RECOVERABLE. REPLY 'GO' OR

'CANCEL'.

説明: 一時ストレージの緊急再始動時に、リカバリー可能デー

タ識別 (DATAID) に関連付けられたデータがデータ・セット

に見つかりませんでした。

TSAGE が TST 生成で非ゼロとして指定されている場合、こ

のメッセージが出されたことは妥当である可能性があります。

その場合には、与えられた TS キューに関して、緊急再始動に

より、TSAGE で指定された値の前に作成された TS レコード

の一部または全部がリカバリーされなかった可能性がありま

す。 オペレーターが緊急再始動の続行を許可し、レコードの一

部だけしかリカバリーされなかった場合には、リカバリーされ

なかったレコードにアクセスしようとするトランザクションに

IOERR が戻されます。 しかし、TS レコードは、トランザク

ションによって正常に除去することができます。

オペレーターが緊急再始動の続行を許可し、キュー内のどのレ

コードもリカバリーされなかった場合には、そのキューにアク

セスしようとするトランザクションには QIDERR が戻されま

す。

システムの処置: システムは、GO かまたは CANCEL の応

答を待ちます。

「GO」と応答すると、見つけることができないデータはリス

トアされません。その他のデータはすべてリストアされます。

リストアされないデータの DATAID は、一時データ宛先

CSSL に書き込まれます。 それぞれの DATAID ごとに、次の

ような形式の実際の識別を引用したメッセージ行が書き込まれ

ます。

DFHTSR dataid - UNRECOVERABLE TEMP STRG DATAID

「CANCEL」と応答すると、システムは異常終了し、メッセー

ジ DFHTS1306 が出されます。

ユーザーの処置:

1. 取り消して、エラーの原因を判別してください。

2. データなしで CICS の初期設定を行ってください。

3. 一時ストレージのコールド・スタートで CICS を初期設定

してください。

モジュール: DFHTSRP
宛先: コンソール

DFHTS1309 applid Temporary storage is being cold

started

説明: このメッセージは、メッセージ DFHTS1304 またはメ

ッセージ DFHTS1305 での「GO」応答に対して出されます。

システムの処置: CICS は、一時ストレージをコールド・スタ

ートします。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1310 applid Temporary storage data set does not

match bit map

説明: CICS は、一時ストレージ・データ・セット制御インタ

ーバル (CI) 内の未使用スペースを再獲得するための圧縮時

に、CI 内のレコード、装置テーブル、およびビットマップの

間に互換性がないことを見つけました。

一時ストレージ・プログラム DFHTSP は、新しい一時ストレ

ージ・レコード用の隣接スペースを残すために、CI 内の有効

レコードすべてを左に移動させようとします。 それは最初に、

一時ストレージ共通域 (TSCOM) を使用して、書き込もうとし

ているレコード用の十分な余裕が CI にあるかどうか検査しま

す。 余裕があっても、CI の最後に十分な隣接するスペースが

ない場合には、CI を左から右へスキャンして、それぞれのレ

コードがそのまま有効かどうかを判別します。

バッファーの最初の引き渡し時に、レコードが有効であること

を検出した場合、DFHTSP はフラグ TSCIREQD をレコードの

中で 1 に設定します。 レコードが必要でなくなったなら、

DFHTSP は TSCIREQD をゼロに設定します。 また、このと

き、DFHTSP は、圧縮が行われた後の位置を反映させるため

に、必要なレコードのディスク・アドレスを更新します。

2 回目にバッファーを渡すとき、DFHTSP はレコードを左に移

動させて、連続したフリー・スペースを右に残しておきます。

システムの処置: ダンプが作成され、CICS は異常終了しま

す。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: エラーの原因を判別するために、次の事項を

調べてください。

v 正しいデータ・セットが使用されたかどうか。

v DFHTEMP の CISIZE が、CICS の実行と実行の間に変更

されていないかどうか (CISIZE がすでに変更されていた場

合には、一時ストレージはコールド・スタートされていなけ

ればなりません。)

エラーの原因に関係なく、この時点で一時ストレージをコール

ド・スタートする必要があります。
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上書きが行われた場合には、IBM サポート・センターに連絡し

て、トラップを書き込む際のサポートを得て原因を検出してく

ださい。

レコードの長さが、バッファーの最後を超えると思われるほど

長い場合には、CICS は異常終了してメッセージ DFHTS1310
が出されることに注意してください。 そのような場合には、バ

ッファーの長さは VSAM CI サイズ (TSACSZ) と同じです。

これが生じた場合には、その長さが正しくない理由を判別して

ください。(この問題の最大の原因としては、CI がディスクに

書き込まれる前のオーバーレイが考えられます。)

オーバーレイが起こっている場合には、IBM のサポートを得る

必要があります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHTSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1311 applid Temporary storage data set is full

and cannot be extended

説明: 一時ストレージ・データ・セットがいっぱいです。

CICS は、その拡張に失敗しました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 一時ストレージ・データ・セット用にスペー

ス割り振りを増やす必要があるか検討してください。

モジュール: DFHTSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1312I PROGRAM DFHTSRP CANNOT BE

FOUND.

説明: CICS は、CICS スタートアップ・ジョブ・ストリーム

の LIBDEF 検索チェーンのどのサブライブラリーからも一時ス

トレージ再スタートアップ・プログラム DFHTSRP を見つけ

ることができません。

システムの処置: CICS は、一時ストレージ再始動タスクを異

常終了させます。 CICS は、別のメッセージを出して、GO ま

たは CANCEL と応答するよう求めます。

ユーザーの処置: 2 番目のメッセージに対して「GO」と応答

すると、CICS は処理を続行しますが、一時ストレージのサポ

ートはありません。「CANCEL」と応答した場合には、CICS
は異常終了し、ダンプが作成されます。

このエラーを訂正するには、CICS スタートアップ・ジョブ・

ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブライブラリーに

DFHTSRP を入れてください。

モジュール: DFHTSP
宛先: コンソール

DFHTS1313 applid Temporary storage restart failed.

説明: 必要なステップに失敗したため、CICS 一時ストレージ

再始動タスクを完了させることができません。 そのタスクで

は、重要ないくつかのリカバリー操作は実行されたものの、タ

スクそれ自体はコード ATSA で異常終了しました。

システムの処置: CICS は、一時ストレージ再始動タスクに関

するトランザクション・ダンプを作成します。

CICS は、2 つのメッセージをコンソールに送ります。1 つは

このメッセージであり、もう 1 つは一時ストレージ再始動タス

クによって検出されたエラーを識別するものです。 2 つのメッ

セージの後には、CICS が異常終了してダンプが作成されたこ

とを知らせるか、GO または CANCEL と応答するように促

す、3 つ目のメッセージが続きます。元のエラーの性質に従っ

て、他のシステム・コンポーネントからメッセージが出される

こともあります。

ユーザーの処置: CICS が応答を要求している場合には、ま

ず、それに応答する必要があります。

「GO」と応答すると、CICS は処理を続行しますが、一時スト

レージのサポートはありません。

CANCEL と応答すると、CICS は異常終了し、ダンプが作成

されます。

メッセージとダンプを使用して、障害の原因を調べてくださ

い。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1314 applid Program DFHTSUT cannot be loaded.

説明: 一時ストレージ・ユニット・テーブル・プログラム

DFHTSUT をロードできませんが、これはそのプログラムが利

用不能なためと思われます。 CICS が、CICS スタートアッ

プ・ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのどのサブラ

イブラリーからも DFHTSUT を見つけることができない場合

には、そのプログラムを使用することはできません。

システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。

ユーザーの処置: このエラーを訂正するには、CICS スタート

アップ・ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブラ

イブラリーに DFHTSUT を入れてください。

モジュール: DFHTSIP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1315 applid The temporary storage data set has

exceeded the maximum number of control

intervals supported.

説明: 一時ストレージ書き込み要求の際に、一時ストレージ・

データ・セットに新たな制御インターバルを追加する試みが行

われました。 一時ストレージ・データ・セットには、すでに最

大数のサポートされている制御インターバルが含まれており、

拡張することはできません。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 一時ストレージ・データ・セットに対する制

御インターバル・サイズを増加させる必要があるかどうか考慮

してください。 一時ストレージ・データ・セットの定義に関す

る手引きについては、「CICS System Definition Guide」を参照

してください。

モジュール: DFHTSP

XMEOUT パラメーター: applid
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宛先: コンソール

DFHTS1317 applid No DSA storage available below the

line for temporary storage control blocks.

説明: 境界より下の使用可能なストレージが不十分だったた

め、緊急再始動時のストレージの割り振りの試みは失敗しまし

た。

システムの処置: 緊急再始動処理は異常終了し、ダンプが出さ

れます。

ユーザーの処置: ダンプを使用して、ストレージ・マネージャ

ー・ドメイン統計を調べてください。 動的ストレージ域

(DSA) のサイズを増やさなければならない可能性があります。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1324 applid Temporary storage byte map cannot

be restored.

説明: 一時ストレージ・バイト・マップが CICS グローバ

ル・カタログ (DFHGCD) からリストアされているときに、エ

ラーが起きました。

システムの処置: 一時ストレージ初期設定タスクを異常終了し

ます。 このため、メッセージ DFHTS1313 がコンソールに送

られます。

ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、ダンプ・コ

ード TS1324 のシステム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、メッセージ

DFHTS1313 を参照してください。

ダンプを使用して、カタログ問題の原因を判別してください。

一時ストレージの問題を扱う際の詳しい手引きについては、

「CICS Problem Determination Guide」を参照してください。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1325 applid Temporary storage unit tables cannot

be restored.

説明: 一時ストレージ・ユニット・テーブルを CICS グロー

バル・カタログ (DFHGCD) からリストアしているときに、エ

ラーが起きました。

システムの処置: 一時ストレージ初期設定タスクを異常終了し

ます。 このため、メッセージ DFHTS1313 がコンソールに送

られます。

ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止しない限り、ダンプ・

コード TS1325 のシステム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、メッセージ

DFHTS1313 を参照してください。

ダンプを使用して、カタログ問題の原因を判別してください。

一時ストレージの問題を扱う際の詳しい手引きについては、

「CICS Problem Determination Guide」を参照してください。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1340 applid No DLBL statement provided for

temporary storage data set.

説明: DLBL ステートメントが与えられていなかったため、

CICS は補助一時ストレージ・データ・セット (DFHTEMP) を

オープンできません。

システムの処置: ダンプが提供されて、CICS が終了します。

ユーザーの処置: エラーを訂正して、CICS を再始動してくだ

さい。

モジュール: DFHSIG1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1341 applid VSAM error processing SHOWCAT

for temporary storage data set.

説明: 補助一時ストレージ・データ・セット (DFHTEMP) の

SHOWCAT 処理時に、VSAM がエラーを検出しました。

システムの処置: ダンプが提供されて、CICS が終了します。

ユーザーの処置: エラーを訂正して、CICS を再始動してくだ

さい。

モジュール: DFHSIG1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1342 applid Invalid VSAM definition for

temporary storage data set.

説明: 補助一時ストレージ・データ・セット (DFHTEMP) が

VSAM ESDS として定義されていないため、CICS はそれをオ

ープンできません。

システムの処置: ダンプが提供されて、CICS が終了します。

ユーザーの処置: エラーを訂正して、CICS を再始動してくだ

さい。

モジュール: DFHSIG1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1362 applid Temporary storage data set not

formatted

説明: 補助一時ストレージ・データ・セット (DFHTEMP) が

形式設定されていません。 データ・セットが空です。 初期形

式設定が必要な場合には、一時ストレージがコールド・スター

トされるときに行われます。

システムの処置: 一時ストレージ初期設定タスクを異常終了し

ます。 このため、メッセージ DFHTS1313 がコンソールに送

られます。

ユーザーの処置: DFHTS1313 を参照してください。 エラー
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を訂正して、CICS を再始動してください。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1363 applid Invalid control record for temporary

storage data set

説明: 補助一時ストレージ・データ・セット (DFHTEMP) が

一時ストレージ用に初期設定されていませんでした。

システムの処置: 一時ストレージ初期設定タスクを異常終了し

ます。 このため、メッセージ DFHTS1313 がコンソールに送

られます。

ユーザーの処置: DFHTS1313 を参照してください。 エラー

を訂正して、CICS を再始動してください。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1371 applid VSAM error processing SHOWCB for

temporary storage data set, RC=retcode

説明: 補助一時ストレージ・データ・セット (DFHTEMP) の

SHOWCB 処理時に、VSAM がエラーを検出しました。

システムの処置: 一時ストレージ初期設定タスクを異常終了し

ます。 このため、メッセージ DFHTS1313 がコンソールに送

られます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: DFHTS1313 を参照してください。

VSAM SHOWCB 戻りコード retcode を、「z/VSE メッセージ

およびコード 第 2 巻」 のセクション『VSE/VSAM コード』

で調べてください。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid、retcode

宛先: コンソール

DFHTS1372 applid VSAM error processing OPEN for

temporary storage data set, R15=retcode,

RC=errorcode

説明: 補助一時ストレージ・データ・セットの OPEN 処理時

に、VSAM がエラーを検出しました。 挿入された項目は、戻

りコードとエラー・コードを示します。

システムの処置: 一時ストレージ初期設定タスクは異常終了し

ます。このため、メッセージ DFHTS1313 がコンソールに送ら

れます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、メッセージ

DFHTS1313 を参照してください。

VSAM OPEN 戻りコード retcode およびエラー・コード

errorcode を、「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 の

セクション『VSE/VSAM コード』で調べてください。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid、retcode、errorcode

宛先: コンソール

DFHTS1373 applid VSAM error processing CLOSE for

temporary storage data set, R15=retcode,

RC=errorcode

説明: 補助一時ストレージ・データ・セット (DFHTEMP) の

CLOSE 処理時に、VSAM がエラーを検出しました。 挿入さ

れた項目は、戻りコードとエラー・コードを示します。

システムの処置: 一時ストレージ初期設定タスクは異常終了し

ます。このため、メッセージ DFHTS1313 がコンソールに送ら

れます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、メッセージ

DFHTS1313 を参照してください。

VSAM CLOSE 戻りコード retcode とエラー・コード errorcode

を、「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクショ

ン『VSE/VSAM コード』で調べてください。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid、retcode、errorcode

宛先: コンソール

DFHTS1374 applid VSAM error processing PUT for

temporary storage data set, R15=retcode,

RC=errorcode

説明: 補助一時ストレージ・データ・セット (DFHTEMP) の

PUT 処理時に、VSAM がエラーを検出しました。 挿入された

項目は、戻りコードとエラー・コードを示します。

システムの処置: 一時ストレージ初期設定タスクを異常終了し

ます。 このため、メッセージ DFHTS1313 がコンソールに送

られます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、メッセージ

DFHTS1313 を参照してください。

VSAM PUT 戻りコード retcode とエラー・コード errorcode

を、「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクショ

ン『VSE/VSAM コード』で調べてください。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid、retcode、errorcode

宛先: コンソール

DFHTS1375 applid VSAM error processing GET for

temporary storage data set, R15=retcode,

RC=errorcode

説明: 補助一時ストレージ・データ・セット (DFHTEMP) の

GET 処理時に、VSAM がエラーを検出しました。 挿入された

項目は、戻りコードとエラー・コードを示します。

システムの処置: 一時ストレージ初期設定タスクを異常終了し

ます。 このため、メッセージ DFHTS1313 がコンソールに送

られます。
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通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、メッセージ

DFHTS1313 を参照してください。

VSAM GET 戻りコード retcode とエラー・コード errorcode

を、「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクショ

ン『VSE/VSAM コード』で調べてください。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid、retcode、errorcode

宛先: コンソール

DFHTS1376 applid VSAM error processing MODCB for

temporary storage data set, R15=retcode

説明: 補助一時ストレージ・データ・セット (DFHTEMP) の

MODCB 処理時に、VSAM がエラーを検出しました。 挿入さ

れた項目は戻りコードを示します。

システムの処置: 一時ストレージ初期設定タスクを異常終了し

ます。 このため、メッセージ DFHTS1313 がコンソールに送

られます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、メッセージ

DFHTS1313 を参照してください。

VSAM MODCB 戻りコード retcode とエラー・コード

errorcode を、「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 の

セクション『VSE/VSAM コード』で調べてください。

モジュール: DFHTSRP

XMEOUT パラメーター: applid、retcode

宛先: コンソール

DFHTS1377 applid Error during temporary storage

backout, operation failed

説明: 緊急再始動時に、CONNECT、STARTBROWSE、また

は GETNEXT 操作 (operation で示されている) を実行してい

るとき、一時ストレージ・バックアウト・プログラム

DFHTSBP がリカバリー管理要求から好ましくない応答を受け

取りました。 これは、入出力エラーが原因と思われます。

システムの処置: CICS はそのタスクを終了して異常終了コー

ド ABP2 を出し、また一時ストレージ再始動が失敗したことを

示すメッセージ DFHTS1313 を出します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、メッセージ

DFHTS1313 を参照してください。

ダンプを使用して、失敗の原因を判別してください。

一時ストレージの問題を扱う際の詳しい手引きについては、

「CICS Problem Determination Guide」を参照してください。

モジュール: DFHTSBP

XMEOUT パラメーター: applid、operation

宛先: コンソール

DFHTS1378 applid Logic error during temporary storage

backout

説明: 緊急再始動時に、一時ストレージ・バックアウト・プロ

グラムは論理エラーを検出しました。

システムの処置: CICS はそのタスクを終了して異常終了コー

ド ABP3 を出し、また一時ストレージ再始動が失敗したことを

示すメッセージ DFHTS1313 を出します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、メッセージ

DFHTS1313 を参照してください。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHTSBP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1379 applid Temporary storage MVCL failed with

destructive overlap

説明: 一時ストレージとの間のデータのやりとりが失敗しまし

た。 その理由としては、CICS に渡される区域のサイズと使用

されるデータ長が矛盾していたということが考えられます。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS シス

テム・ダンプが作成されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: これは一時ストレージ処理の内部論理エラー

と思われます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要で

す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHTSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1380 applid Severe error occurred while waiting

for I/O to the temporary storage data set to

complete.

説明: CICS タスクは、一時ストレージ・データ・セットの入

出力が完了するのを待っていましたが、その待ち状態は予期し

ない理由のため失敗しました。 このメッセージは、CICS コー

ドにエラーの可能性があることを示しています。

システムの処置: ダンプが提供されて、CICS が終了します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHTSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール
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DFHTS1576 applid Temporary storage format error

説明: CICS が VSAM 要求パラメーター・リスト (RPL) の

作成を試みているときに、VSAM マクロ GENCB からゼロ以

外の戻りコードを受け取りました。

システムの処置: システム・ダンプが作成され、CICS は異常

終了します。 通常、この問題に関する症状ストリングが入って

いるメッセージ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHTSIP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHTS1599 applid Partition size insufficient to initialize

CICS.

説明: 初期設定時に、CICS は自分自身の制御ブロック用の十

分なストレージを得ることができませんでした。

システムの処置: CICS は終了し、システム・ダンプが作成さ

れます。

ユーザーの処置: DSALIM または EDSALIM システム初期設

定パラメーターの値を状況に応じて大きくして、CICS が使用

できるようさらに多くのストレージを割り振ってください。シ

ステム・ダンプと併せて「CICS Data Areas」を使用すれば、

関係のある制御ブロックの場所、サイズ、および数に関する情

報を得ることができます。

モジュール: DFHTSIP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHUSxxxx メッセージ

DFHUS0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは、CICS コードにエラーの可
能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデータが
入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があります。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字の CICS コードから成りま
す。 VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) で
す。 VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3
つのハイフンで埋められます。 CICS コードは、異常終了コー
ド、または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、
AKEA は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合は、呼び
出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM) によ
って CICS が終了させられる場合があります。このことを示す
メッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終了するかどう
か決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、CICS 英数字コードを、 557 ページの『第 2 章 トラン
ザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for
z/VSE)』で調べてください。これにより、例えば、エラーがプ

ログラム・チェック、異常終了、またはランナウェイであった
かがわかります。また、ユーザーの処置に関する何らかの手引
きが得られる場合があります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないとシステムを実行
できない場合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせ
る必要があります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHUSAD、DFHUSDM、DFHUSFL、
DFHUSIS、DFHUSST、DFHUSXM

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname
宛先: コンソール

DFHUS0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。
コード X'code' は、エラーが何であり、それがどこで検出され
たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル
で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま
す。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合、CICS
を呼び出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM)
が終了させることができます。 このことを示すメッセージが出
されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS コードにエラーの可能性があ
ることを示しています。 その影響の重大度は、エラー発生時に
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実行されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。 メッセージが出さ
れたのが 1 回であり、しかもモジュール modname が CICS
システムの実行に不可欠ではない場合には、実行を続行し、適
当な時間に CICS をダウンさせて問題を解決することもできま
す。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはモジュール
modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合
には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり
ます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHUSAD、DFHUSDM、DFHUSFL、

DFHUSIS、DFHUSST、DFHUSXM

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

宛先: コンソール

DFHUS0004 applid A possible loop has been detected at

offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要

しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'

で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時

に実行されていた命令のオフセットです。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ

ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、

CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード

がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合は、呼び

出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM) によ

って CICS が終了させられる場合があります。このことを示す

メッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。CICS が終了しなかった場合は、CICS をダウンさせるほ

ど問題が重大かどうかを判断する必要があります。

一部の CICS 機能はプロセッサー時間を多く使用することがあ

るので、このメッセージは長時間実行機能が原因で出された可

能性があります。 したがって、これはエラーではない可能性が

あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設

定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で計測) で指定したラン

ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。

これは、メッセージ内のモジュール modname が終了し、CICS
が続行されることを意味します。

しかし、ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname

がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を

終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ

がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間

隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当

な時間に CICS をダウンさせる必要があります。ただし、

CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的

にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決しない場合は、IBM のサポ

ートが必要です。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHUSAD、DFHUSDM、DFHUSFL、

DFHUSIS、DFHUSST、DFHUSXM

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname

宛先: コンソール

DFHUS0006 applid Insufficient storage to satisfy

Getmain (code X'code') in module modname.

VSE code vsecode.

説明: モジュール modname が出したストレージ要求を満たす

ための十分なストレージがありません。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す

る例外トレース・ポイント ID です。

コード vsecode は OS/390 GETMAIN 戻りコードです。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます (コード X'code')。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止

しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、

CICS は続行されます。

該当する場合には、エラー戻りコードがこのドメインの呼び出

し側に送られます。この場合、CICS を呼び出し側 (例えば、

ドメイン・マネージャー DFHDMDM) が終了させることがで

きます。 このことを示すメッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: CICS が別のモジュールによって終了させら

れた場合には、関係のある終了メッセージ (例えば、ドメイ

ン・マネージャーからのもの) に注意し、これらのメッセージ

に関して示されたユーザーの処置を調べてください。

CICS がまだ実行中である場合には、問題は一時的なものであ

る可能性があります。その場合には、さらに多くの使用可能な

ストレージを得られるようになると、問題も自然に解決されま

す。 モジュール modname なしで済む場合は、CICS の実行を

続行し、都合の良いときにダウンさせて、問題を解決すること

もできます。メッセージが繰り返し表示されるか、またはすべ

ての CICS モジュールを最大限に利用しないとシステムを実行

できない場合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせ

る必要があります。

GETMAIN 戻りコードの診断情報は、「z/VSE メッセージお

よびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードお

よび SVC エラー』にある『OS/390 API 戻りコード』で説明

されています。
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DSA または EDSA のサイズの限界を小さくしてみてくださ

い。 あるいは、区画全体のサイズがまだ最大になっていない場

合には、それを大きくしてみてください。 CICS ストレージに

ついての詳細は、「CICS System Definition Guide」または

「CICS Performance Guide」を参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHUSDM、DFHUSAD

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname、vsecode

宛先: コンソール

DFHUS0050 applid The default userid userid1 cannot be
used by this CICS job with region userid
userid2.

説明: システム初期設定パラメーター DFLTUSER に指定され
たデフォルトのユーザー ID を、この CICS ジョブは使用する
ことができません。

この CICS ジョブの領域ユーザー ID は、DFLTUSER システ
ム初期設定パラメーターに指定されているユーザー ID の使用
を許可されていません。
システムの処置: CICS 初期設定は終了します。
ユーザーの処置: デフォルトのユーザー ID と、CICS 領域の
ユーザー ID が正しいことを確認してください。

両方のユーザー ID が正しい場合は、必要な許可を取得し、
CICS 領域ユーザー ID がデフォルトのユーザー ID を使用で
きるようにしてください。 セキュリティー管理者の支援が必要
になる場合があります。

前にジョブによって作成されたメッセージがあり、追加情報が
示されていることもあります。
モジュール: DFHUSDM

XMEOUT パラメーター: applid、userid1、userid2
宛先: コンソール

DFHUS0120 applid An error occurred when performing
SNSCOPE checking for a sign on request.

説明: SNSCOPE 検査の一部として出された OS/390 ENQ が
失敗しました。 戻りコードは、31 ビット・システム GETVIS
が使い果たされたことを示しています。
システムの処置: ダンプ・テーブルでこのダンプ・コードのダ
ンプを特に使用可能にしていない限り、システム・ダンプは抑
止されます。 サインオン要求は拒否されます。
ユーザーの処置: 使用可能な 31 ビット・システム GETVIS
の量を増やしてください。 これを行う方法については、
「z/VSE System Control Statements」で SVA コマンドの説明
を参照してください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHUSAD、DFHUSFL

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHUS0150 applid An attempt to establish security has
failed for userid userid in group groupid, {no
terminal, | netname | console }portname
applid applid. Unable to initialize the
transaction tranid. SAF codes are
(X'safresp',X'safreas'). ESM codes are
(X'esmresp',X'esmreas').

説明: 端末またはコンソール portname およびアプリケーショ
ン applid に対して許可されているリソース・アクセスに関し
て、グループ groupid のユーザー ID userid のセキュリティー
を確立する試みがなされました。 この試みは、外部セキュリテ
ィー・マネージャー (ESM) により拒否されました。

トランザクション tranid を初期設定することはできません。
システムの処置: このユーザー ID のセキュリティーは確立さ
れませんでした。 トランザクションの初期設定の試みは失敗し
ました。
ユーザーの処置: システム許可機能 (SAF) によって戻される
応答および理由コード (safresp および safreas)、ならびに外部
セキュリティー・マネージャー (ESM) によって戻される応答
および理由コード (esmresp および esmreas) は、RACROUTE
REQUEST=VERIFY または RACROUTE
REQUEST=EXTRACT マクロによって出されるものです。 メ
ッセージ内の応答および理由コードの意味については、
「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション
『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『基本セキ
ュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照してく
ださい。

CICS または外部セキュリティー・マネージャー (ESM) によ
って、追加の情報を提供するメッセージがさらに作成される場
合があります。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHUSXM

XMEOUT パラメーター: applid、userid、groupid、{99=no

terminal、1=netname、2=console }、portname、applid、tranid、

X'safresp'、X'safreas'、X'esmresp'、X'esmreas'

宛先: コンソール

DFHUS0200 date time applid User userid in group groupid{

at netname | at console }portname has been

timed out.

説明: グループ groupid のユーザー userid (該当する場合は、

端末 portname の) は、この CICS システムから除去されまし

た。このユーザー ID が使用されないでいる期間が、

USRDELAY システム初期設定パラメーターに指定された期間

を超えたためです。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: USRDELAY システム初期設定パラメーター

についての詳細は、「CICS System Definition Guide」を参照し

てください。

モジュール: DFHUSDM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、userid、groupid、

{1= at netname、2= at console }、portname

宛先: CSCS
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DFHWBxxxx メッセージ

DFHWB0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは、CICS コードにエラーの可
能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデータが
入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があります。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字の CICS コードから成りま
す。 VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) で
す。 VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3
つのハイフンで埋められます。 CICS コードは、異常終了コー
ド、または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、
AKEA は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合は、呼び
出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM) によ
って CICS が終了させられる場合があります。このことを示す
メッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終了するかどう
か決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、CICS 英数字コードを調べてください。 これにより、例
えば、エラーがプログラム・チェック、異常終了、またはラン
ナウェイであったかがわかります。また、ユーザーの処置に関
する何らかの手引きが得られる場合があります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。モジュール
modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合
には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり
ます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
宛先: コンソール
モジュール: DFHWBWB

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、modname

DFHWB0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す
る例外トレース・ポイント ID です。
v 4643—DFHWBST を呼び出したときに使用した形式が無効

です。

v 4644—DFHWBST を呼び出したときに使用した機能が無効

です。

v 4647—Web 状態管理機能は、新規の状態ブロックを作成す

るときに Web 状態トークン・ディレクトリーを更新できま

せんでした。

v 4654—Web 状態管理機能は、ガーベッジの収集時に Web
状態トークン・ディレクトリーをブラウズできませんでし

た。

v 4652—Web 状態管理機能は、Web 状態データのロックを実

行できませんでした。

v 4653—Web 状態管理機能は、Web 状態データのアンロック

を実行できませんでした。

v 4683—DFHWBTC を呼び出したときに使用した形式が無効

です。

v 4684—DFHWBTC を呼び出したときに使用した機能が無効

です。

v 4685—LE/370 事前初期設定済み環境からエラーが戻されま

した。

v 4686—CICS Web 3270 エミュレーターの呼び出しが失敗し

ました。

システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル

で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま

す。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには、IBM の支援が必

要な場合があります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

宛先: コンソール

モジュール: DFHWBST、DFHWBTC

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

DFHWB0004 applid A possible loop has been detected at

offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要

しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'

で、起こりうるループが検出されました。 これは、エラー検出

時に実行されていた命令のオフセットです。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ

ステム・ダンプがとられます。

次のいずれかとなります。 たとえ CICS が終了しないように

ダンプ・テーブル内で指定済みであったとしても、これはクリ

ティカル・エラーなので CICS は終了します。

または、CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定して

いない限り、CICS は継続します。 通常、この問題に関する症
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状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116 が作成さ

れます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。CICS が終了しなかった場合は、CICS をダウンさせるほ

ど問題が重大かどうかを判別する必要があります。

一部の CICS 機能はプロセッサー時間を多く使用することがあ

るので、このメッセージは長時間実行機能が原因で出された可

能性があります。 したがって、これはエラーではない可能性が

あります。通常、CICS は、ユーザーが SIT で指定したランナ

ウェイ・タスク時間間隔 (ICVR はミリ秒単位で測定) を超え

る CICS 機能を除去します。 これは、モジュール modname

が終了され、CICS が続行されることを意味します。

SIT で ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname

がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を

終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ

がランナウェイではないと考えられる場合には、SIT の ICVR
時間間隔を長くする必要があります。これを永続的に行うに

は、適当な時間に CICS をダウンさせる必要があります。 た

だし、CEMT トランザクションを使用して ICVR 時間間隔を

一時的にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を増やしても問題が解決されないときは、この問題

を解決するために IBM のサポートがさらに必要な場合があり

ます。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

宛先: コンソール

モジュール: DFHWBST、DFHWBTC

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname

DFHWB0006 applid Insufficient storage to satisfy

Getmain (code X'code') in module modname.

VSE code vsecode.

説明: モジュール modname によって OS/390 GETMAIN が

出されましたが、要求を満足させるための十分なストレージが

ありませんでした。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す

る例外トレース・ポイント ID です。

コード vsecode は OS/390 GETMAIN 戻りコードです。

初期設定時に、CICS は SIT 内にコーディングされたユーザー

の applid にアクセスできない場合があります。 このような状

況で CICS がこのメッセージを作成する場合、CICS はデフォ

ルトの applid 値 DBDCCICS を使用します。

システムの処置: CICS は終了し、システム・ダンプが作成さ

れます。 例外項目 (メッセージ内のコード code) がトレース・

テーブルに作成されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

VSE 戻りコード vsecode の診断情報は、「z/VSE メッセージ

およびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コード

および SVC エラー』にある『OS/390 API 戻りコード』 に

あります。

DSA または EDSA の全体のサイズ制限を小さくするようにし

てください。 あるいは、それらのサイズがまだ最大になってい

ない場合には、領域全体のサイズを大きくしてみてください。

まだ CICS が終了していない場合には、これを実行するために

CICS をダウンさせる必要があります。 CICS ストレージにつ

いての詳細は、「CICS Transaction Server for VSE/ESA システ

ム定義の手引き」または「CICS Performance Guide」を参照し

てください。

宛先: コンソール

モジュール: DFHWBST

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname、vsecode

DFHWB0100 date time applid tranid The CICS Web

Support program cannot link to program

DFHWBBLI. EIBRESP: eibresp. EIBRESP2:

resp2val. Host IP address: hostaddr. Client IP

address: clientaddr. [TCPIPSERVICE:

tcpipservice]

説明: 別名プログラムが EXEC CICS LINK を使用しました

が、プログラム DFHWBBLI にリンクできませんでした。

システムの処置: リンクは中止されます。 Web ブラウザーに

HTTP 応答コードの 500 (内部サーバー・エラー) が戻されま

す。 この別名プログラムは異常終了コード AWBL で異常終了

します。

ユーザーの処置: CEDA トランザクションを使って、プログ

ラム DFHWBBLI の定義およびインストールが正しく行われて

いるかを確認してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、eibresp、

resp2val、hostaddr、clientaddr、[tcpipservice]

DFHWB0101 date time applid tranid The CICS Web

Support alias program DFHWBA detected a

failure in program DFHWBBLI. Host IP

address: hostaddr. Client IP address:

clientaddr. [TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: プログラム DFHWBBLI がこの別名プログラムにエラ

ー応答を戻しました。

システムの処置: 要求は中止されます。 プログラム

DFHWBBLI によって戻されるエラー応答が HTTP 応答に入れ

られて Web ブラウザーに戻されます。

403 要求に関連付けられているユーザー ID は、要求し

たコンバーター・プログラムまたは要求したサーバ

ー・プログラムを呼び出す権限がありません。

404 CICS が、要求されたプログラムを見つけることがで

きなかったので、コンバーター・プログラムまたはサ

ーバー・プログラムとのリンクは失敗しました。

500 コンバーター・プログラムまたはサーバー・プログラ

ムとのリンクは、予期しないエラーが起きて失敗しま

した。
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503 コンバーター・プログラムまたはサーバー・プログラ

ムとのリンクは以下のいずれかの理由で失敗しまし

た。

v サーバー・プログラムが「リモート」として定義

されているが、このプログラムとのリンクが

SYSID エラーで失敗したので、リモート接続が正

しく定義されていないか、または活動状態になっ

ていない。

v コンバーター・プログラムまたはサーバー・プロ

グラムとのリンクが ROLLEDBACK 応答で失敗

した。

この別名プログラムは異常終了コード AWBM で異常終了しま

す。

ユーザーの処置: プログラム DFHWBBLI と、それが呼び出

すプログラムを検査してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

hostaddr、clientaddr、 [tcpipservice]

DFHWB0102 date time applid tranid The CICS Web

Support alias program has received an

incorrect response on a call made to CICS

during alias initialization. EIBRESP: eibresp

EIBRESP2: resp2val. [TCPIPSERVICE:

tcpipservice]

説明: この別名プログラムは、別名の初期設定時に CICS に

対して行った呼び出しで予期しない応答を受け取りました。

システムの処置: この別名プログラムは異常終了コード AWBI
で異常終了します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには、IBM の支援が必

要な場合があります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、eibresp、

resp2val、 [tcpipservice]

DFHWB0103 date time applid tranid The CICS Web

Support alias program has received an

error response (code X'code') on a call

made to CICS during alias initialization.

[TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: この別名プログラムがこの要求の START データを見つ

けることができなかったか、または START データが無効でし

た。 エラー応答コード X'code' は、どのエラーが発生したか

を一意的に識別する例外トレース・ポイント id です。コード

'4565'X は START データが欠落していることを意味し、コー

ド '4566'X は START データが無効であったことを意味しま

す。

システムの処置: この別名プログラムは異常終了コード

AWBF で異常終了し、トレース項目が、トレース・テーブル内

に作成されます。

ユーザーの処置: 別名プログラム DFHWBA は、CICS Web

サポートによって開始された別名トランザクションに対しての

み使用されます。 ユーザー作成のアプリケーションは、別名ト

ランザクションに渡されるデータが期待される形式になってい

ないので、別名トランザクションを開始すべきではありませ

ん。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、X'code'、

[tcpipservice]

DFHWB0106 date time applid tranid The CICS Web

Support program DFHWBA has detected an

error. [TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: 別名プログラムがエラーを検出しました。

システムの処置: システム・ダンプがとられます。 この別名

プログラムは異常終了コード AWBH で異常終了します。 通

常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセージ

DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 診断情報を調べて、エラーの理由を判別して

ください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

[tcpipservice]

DFHWB0108 date time applid tranid The CICS Web

Support alias program has detected an

abend. Host IP address: hostaddr. Client IP

address: clientaddr. [TCPIPSERVICE:

tcpipservice]

説明: 別名プログラムが異常終了を検出しました。

システムの処置: この別名プログラムは異常終了コード

AWBK で異常終了します。

ユーザーの処置: 診断情報を調べて、エラーの理由を判別して

ください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

hostaddr、clientaddr、[tcpipservice]

DFHWB0109I applid Web domain initialization has

started.

説明: これは、Web ドメイン初期設定が開始されたことを示

す通知メッセージです。

システムの処置: CICS の初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設

定パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。

宛先: コンソール

モジュール: DFHWBDM

XMEOUT パラメーター: applid

DFHWB0102 • DFHWB0109I

第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server for z/VSE) 375



DFHWB0110I applid Web domain initialization has ended.

説明: Web ドメインの初期設定は正常に完了しました。

システムの処置: CICS の初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設

定パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。

宛先: コンソール

モジュール: DFHWBDM

XMEOUT パラメーター: applid

DFHWB0111 applid WB Domain initialization failed.

Reason Code: X'rc'.

説明: CICS の Web ドメイン初期設定は、理由コード rc で

失敗しました。

システムの処置: CICS の初期設定は続行されます。CICS
Web 環境のコンポーネントをこれ以降呼び出しても、その呼

び出しは失敗します。

ユーザーの処置: 理由コード rc を使用して、初期設定が失敗

した理由を判別してください。次の理由が考えられます。

1 Web アンカー・ブロックのためのストレージを取得

できませんでした。

5 状態管理機能アンカー・ブロックのためのストレージ

を取得できませんでした。

6 状態トークン・ディレクトリーの作成が失敗しまし

た。

7 状態管理に必要なサブプールを追加できませんでし

た。

8 HTTP バッファーに必要なサブプールを追加できま

せんでした。

9 Web 状態管理機能のロックの追加が失敗しました。

A 3270 バッファーに必要なサブプールを追加できませ

んでした。

B Web 要求クラスの初期設定が失敗しました。

宛先: コンソール

モジュール: DFHWBDM

XMEOUT パラメーター: applid、X'rc'

DFHWB0114 A non-HTTP request has been received by

an HTTP service. The request has been

rejected. Host IP address: hostaddr. Client

IP address: clientaddr. TCPIPSERVICE:

tcpipservice.

説明: CICS Web サポートは、HTTP TCPIPSERVICE に対す

る非 HTTP 要求または SSL 要求を受け取りました。

システムの処置: 要求は拒否されます。

ユーザーの処置: TCPIPSERVICE 定義を、送信されている要

求のタイプに適合するように修正してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time,applid、hostaddr、

clientaddr、{1= 、2= TCPIPSERVICE: }、tcpipservice

DFHWB0117 date time applid tranid The CICS Web

Support program DFHWBBLI has received

a corrupt parameter list from the converter

program program_name during {Decode |

Encode} processing. [TCPIPSERVICE:

tcpipservice]

説明: プログラム DFHWBBLI はデコードまたはエンコード

処理中にコンバーター・プログラム program_name からエラー

応答を受け取り、受け取り中のパラメーター・リストが壊れて

いました。

システムの処置: クライアントにエラー・メッセージが送ら

れ、例外トレース項目が、トレース・テーブル内に作成されま

す。

ユーザーの処置: 使用されているコンバーター・プログラムが

正しいことを確認してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBBLI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

program_name、{4=Decode、5=Encode}、[tcpipservice]

DFHWB0118 date time applid tranid The CICS Web

Support program DFHWBBLI has detected

an error. [TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: プログラム DFHWBBLI がエラーを検出しました。

システムの処置: システム・ダンプがとられます。 トランザ

クションは異常終了コード AWBR で異常終了します。 通

常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセージ

DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 診断情報を調べて、エラーの理由を判別して

ください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBBLI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

[tcpipservice]

DFHWB0119 date time applid tranid The CICS Web

Support program DFHWBBLI has been

started incorrectly. [TCPIPSERVICE:

tcpipservice]

説明: 初期設定情報の妥当性検査を行っているときにプログラ

ム DFHWBBLI がエラーを検出しました。 原因は、このプロ

グラムが正しく始動されなかったことが考えられます。

システムの処置: トランザクションは異常終了コード AWBQ
で異常終了します。

ユーザーの処置: プログラムが一時データ・トリガー・レベル

で始動されなかったか、または CECI ユーザーによって始動さ

れなかったかを検査してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBBLI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

[tcpipservice]
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DFHWB0120 date time applid tranid The CICS Web

Support program DFHWBBLI cannot link

to program program_name. EIBRESP: eibresp

EIBRESP2: resp2val. [TCPIPSERVICE:

tcpipservice]

説明: プログラム DFHWBBLI が EXEC CICS LINK を使用

しましたが、所定のプログラムにリンクすることができず、

EIB 応答が戻されました。

システムの処置: リンクは中止されます。

ユーザーの処置: プログラム定義が正しいことを確認してくだ

さい。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBBLI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

program_name、eibresp、resp2val、[tcpipservice]

DFHWB0121 date time applid tranid The CICS Web

Support program DFHWBBLI encountered

an error during Decode processing in the

converter program. Response code: respcode,

reason code: reasoncode. [TCPIPSERVICE:

tcpipservice]

説明: コンバーター・プログラムのデコード機能がエラーを戻

しました。

システムの処置: クライアントにエラー・メッセージが送られ

ます。

ユーザーの処置: 挿入される応答コードは、コンバーター・プ

ログラムから戻される応答コードです。 挿入される理由コード

は、コンバーター・プログラムから戻される理由コードです。

これらのフィールドに CICS が定義している値は、コピーブッ

ク DFHWBUCD の中で定義されています。応答コードに

CICS が定義している値は次のとおりです。

0 OK
4 例外

8 与えられたデータが無効

16 災害

理由コードに CICS が定義している値は次のとおりです。

1 セキュリティー障害

2 クライアント・データが壊れている

ユーザーは分析機能から戻される応答コードおよび理由コード

に独自の値を定義することができますが、その値は、CICS が

提供するコピーブック DFHWBUCD に定義されている値以外

でなければなりません。

戻された応答コードと理由コードを調べて、エラーの原因を判

別してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBBLI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

program、respcode、reasoncode、[tcpipservice]

DFHWB0122 date time applid tranid The CICS Web

Support program DFHWBBLI encountered

an error during Encode processing in the

converter program. Response code: respcode,

reason code: reasoncode. [TCPIPSERVICE:

tcpipservice]

説明: コンバーター・プログラムのエンコード機能がエラーを

戻しました。

システムの処置: クライアントにエラー・メッセージが送られ

ます。

ユーザーの処置: 挿入される応答コードは、コンバーター・プ

ログラムから戻される応答コードです。 挿入される理由コード

は、コンバーター・プログラムから戻される理由コードです。

これらのフィールドに CICS が定義している値は、コピーブッ

ク DFHWBUCD の中で定義されています。応答コードに

CICS が定義している値は次のとおりです。

0 OK
4 例外

8 与えられたデータが無効

16 災害

理由コードに CICS が定義している値は次のとおりです。

1 セキュリティー障害

2 クライアント・データが壊れている

ユーザーは分析機能から戻される応答コードおよび理由コード

に独自の値を定義することができますが、その値は、CICS が

提供するコピーブック DFHWBUCD に定義されている値以外

でなければなりません。

戻された応答コードと理由コードを調べて、エラーの原因を判

別してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBBLI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

program、respcode、reasoncode、[tcpipservice]

DFHWB0123 date time applid tranid The CICS Web

Support program DFHWBA1 has detected

an error. [TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: プログラム DFHWBA1 がエラーを検出しました。

システムの処置: システム・ダンプがとられます。 トランザ

クションは異常終了コード AWBR で異常終了します。 通

常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセージ

DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 診断情報を調べて、エラーの理由を判別して

ください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBA1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

[tcpipservice]
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DFHWB0124 date time applid tranid The CICS Web

Support program DFHWBA1 has been

started incorrectly. [TCPIPSERVICE:

tcpipservice]

説明: 初期設定情報の妥当性検査を行っているときにプログラ

ム DFHWBA1 がエラーを検出しました。原因は、このプログ

ラムが正しく始動されなかったことが考えられます。

システムの処置: トランザクションは異常終了コード AWBQ
で異常終了します。

ユーザーの処置: プログラムが一時データ・トリガー・レベル

で始動されなかったか、または CECI ユーザーによって始動さ

れなかったかを検査してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBA1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

[tcpipservice]

DFHWB0125 date time applid tranid The CICS Web

Support program DFHWBBLI has detected

an abend issued by the program program.

[TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: プログラム DFHWBBLI が、要求を処理していたプロ

グラムによる異常終了を検出しました。

システムの処置: この別名プログラムは制御を呼び出し元に戻

します。

ユーザーの処置: 診断情報を調べて、エラーの理由を判別して

ください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBBLI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

program、[tcpipservice]

DFHWB0126 date time applid tranid The CICS Web

Support program DFHWBBLI has detected

an abend issued by Encode in converter

program program. [TCPIPSERVICE:

tcpipservice]

説明: プログラム DFHWBBLI が、エンコード処理中に要求

を処理していたプログラムによる異常終了を検出しました。

システムの処置: この別名プログラムは制御を呼び出し元に戻

します。

ユーザーの処置: 診断情報を調べて、エラーの理由を判別して

ください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBBLI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

program、[tcpipservice]

DFHWB0127 date time applid tranid The CICS Web

Support program DFHWBBLI has detected

an abend issued by Decode in converter

program. [TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: プログラム DFHWBBLI が、デコード処理中に要求を

処理していたコンバーター・プログラムによる異常終了を検出

しました。

システムの処置: この別名プログラムは制御を呼び出し元に戻

します。

ユーザーの処置: 診断情報を調べて、エラーの理由を判別して

ください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBBLI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

program、[tcpipservice]

DFHWB0128 date time applid tranid An error has been

detected by program program.

[TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: プログラム DFHWBBLI がエラーを検出しました。

システムの処置: この別名プログラムは制御を呼び出し元に戻

します。

ユーザーの処置: 診断情報を調べて、エラーの理由を判別して

ください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBBLI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

program、[tcpipservice]

DFHWB0130 date time applid tranid No state token passed

to program DFHWBLT. [TCPIPSERVICE:

tcpipservice]

説明: プログラム DFHWBLT が、期待していた状態トークン

を渡されませんでした。

システムの処置: トランザクションはコード AWC2 で異常終

了し、例外トレース項目 410C が書き込まれます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには、IBM の支援が必

要な場合があります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBLT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

[tcpipservice]

DFHWB0131 date time applid tranid An error code X'code'

occurred in DFHWBLT while accessing the

Web state data for this transaction.

[TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: Web ブリッジ出口プログラム DFHWBLT が、このト

ランザクション用に保持されている Web 状態データにアクセ

スしようとしていたときにエラーを検出しました。

システムの処置: 例外トレース項目が、トレース・テーブル内

にコード X'code を使って作成されます。ブリッジ出口が CWI
別名トランザクションとのパートナー関係を確立しようとして

いた場合には、トランザクションは異常終了コード AWC1 で

異常終了します。

ユーザーの処置: エラー・コード code を使用して、障害の理

由を判別してください。
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4106 関連付けられた CWI 別名トランザクションとのパ

ートナー関係を確立できません。

4107 DFHWBLT のこのインスタンスと、それに関連付け

られた CWI 別名トランザクションの間のパートナ

ー関係を終了させるための呼び出しが失敗しました。

4108 DFHWBLT のこのインスタンスに関連付けられた

CWI 別名トランザクションを待つための呼び出しが

失敗しました。

4109 DFHWBLT のこのインスタンスに関連付けられた

CWI 別名トランザクションを再活動化するための呼

び出しが失敗しました。

4116 DFHWBLT のこのインスタンスを中断するための呼

び出しが失敗しました。

4112 このトランザクションの状態データを更新するための

呼び出しが失敗しました。

4113 このトランザクションの状態データを検索するための

呼び出しが失敗しました。

4114 DFHWBLT のこのインスタンスに関連付けられてい

る別名タスクが、必要な状態になっていませんでし

た。

411B DFHWBLT のこのインスタンス用の状態データを破

棄するための呼び出しが失敗しました。

このエラーの原因は、Web 状態データのタイムアウト間隔を

超えてしまい、関連の状態データが削除されたことが最も考え

られます。状態データのタイムアウト間隔が適切な値に設定さ

れているかを確認してください。この問題を解決するには、

IBM の支援が必要な場合があります。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBLT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、X'code'、

[tcpipservice]

DFHWB0132 date time applid tranid Program DFHWBLT

terminated due to storage problems.

[TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: DFHWBLT から出されたストレージの GETMAIN が

失敗しました。 ストレージがないので、処理を続行できませ

ん。

システムの処置: トランザクションはコード AWC5 で異常終

了し、例外トレース項目 410D が書き込まれます。

ユーザーの処置: このエラーが繰り返し起きる場合、CICS シ

ステムのストレージのセットアップを調べる必要があるかもし

れません。 CICS ストレージの制御についての詳細は、

「CICS Customization Guide」を参照してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBLT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

[tcpipservice]

DFHWB0133 date time applid tranid Error X'code' occurred

during CICS Web 3270 transaction

processing. [TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: プログラム DFHWBTTA が、Web ブリッジ・トラン

ザクションを接続しようとしていたときにエラーを検出した

か、または Web 3270 ブリッジ出口プログラム DFHWBLT
が内部エラーを検出しました。

システムの処置: トランザクションは HTTP クライアントに

内部サーバー・エラー (HTTP 応答 500) を戻します。

ユーザーの処置: エラー・コード code は、この障害に対応す

る CICS トレース項目を識別します。 この項目から Web ブ

リッジ・トランザクションのトランザクション ID、さらにそ

の特性を判別することができます。

CICS トレース出力を収集してください。 この問題を解決する

には、IBM の支援が必要な場合があります。 手順について

は、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照し

てください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBTTA、DFHWBLT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、X'code'、

[tcpipservice]

DFHWB0134 date time applid tranid Error X'code' occurred

resolving the AID from HTTP forms data

in the CICS Web terminal translation

application. [TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: プログラム DFHWBTTA が、Web ブラウザーから戻

された HTTP フォーム・データからアテンション ID を解決

することができません。 DFHWBTTA は HTTP フォーム・デ

ータを、この要求の宛先である CICS 端末向けトランザクショ

ンで必要な、正しい 3270 形式に変換します。 アテンション

ID (AID) はこの形式では必須部分です。 HTTP フォーム・デ

ータの中で、CICS Web サポートが定義した命名規則に合っ

た、 AID を表すための name=value ペアが見つからないの

で、 DFHWBTTA は、端末向けトランザクションに AID 値

を戻すことができません。

システムの処置: DFHWBTTA は HTTP クライアントに内部

サーバー・エラー (HTTP 応答 500) を戻し、端末向けトラン

ザクションとの交換を終了させます。

ユーザーの処置: エラー・コード code は、この障害に対応す

る CICS トレース項目を識別します。 HTTP フォーム・デー

タはトレース・データとして生成されます。 CICS トレース出

力を収集してください。 HTTP フォーム・データを調べて、

Web ブラウザーから何が戻されたかを判別してください。

Web ブラウザーが HTML フォームをサブミットしたのはど

の HTML 入力タイプによるものであるかを識別してくださ

い。 HTTP フォーム・データが壊れていることが問題の原因

かもしれません。 この問題を解決するには、IBM の支援が必

要な場合があります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBTTA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、X'code'、

[tcpipservice]
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DFHWB0135 date time applid tranid Error X'code' occurred

resolving the next transaction identifier

from HTTP forms data in the CICS Web

terminal translation application.

[TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: プログラム DFHWBTTA が、Web ブラウザーから戻

された HTTP フォーム・データから次のトランザクション ID
を解決することができません。 DFHWBTTA は HTTP フォー

ム・データを変換し、実行する次のトランザクションの ID を

取り出します。 HTTP フォーム・データの中で、CICS が定義

した命名規則に合った、次のトランザクション ID を表すため

の name=value ペアが見つからないので、 DFHWBTTA は、

どの端末向けトランザクションを開始すべきかを判別できませ

ん。

システムの処置: DFHWBTTA は HTTP クライアントに内部

サーバー・エラー (HTTP 応答 500) を戻します。

ユーザーの処置: エラー・コード code は、この障害に対応す

る CICS トレース項目を識別します。 HTTP フォーム・デー

タはトレース・データとして生成されます。 CICS トレース出

力を収集してください。 HTTP フォーム・データを調べて、

Web ブラウザーから何が戻されたかを判別してください。

HTTP フォーム・データが壊れていることが問題の原因かもし

れません。 この問題を解決するには、IBM の支援が必要な場

合があります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBTTA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、X'code'、

[tcpipservice]

DFHWB0136 date time applid tranid An error code X'code'

has occurred as a result of the Web State

Garbage Collection process.

[TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: プログラム DFHWBLT が、このトランザクション用に

保持されている Web 状態データにアクセスしようとしていた

ときにエラーを検出しました。 トランザクション待ち時間がガ

ーベッジ収集の制限を超えて、状態ブロックがガーベッジ収集

処理によって削除されました。

システムの処置: このエラーが DFHWBLT 内で起きた場合、

アプリケーションに TERMERR 条件が戻され、処理は続行さ

れます。 このエラーが DFHWBTTA 内で起きた場合、ブラウ

ザーにエラー応答が送られ、処理は続行されます。

ユーザーの処置: エラー・コード code を使用して、どのモジ

ュールがエラーを受け取ったかを判別してください。

4108 このエラーは DFHWBLT 内で発生しました。

420B このエラーは DFHWBTTA 内で発生しました。

このエラーの原因は、Web 状態データのガーベッジ収集間隔

を超え、関連した状態データが削除されたことです。状態デー

タ用のガーベッジ収集間隔が適切な値に設定されているかを確

認してください。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBLT、DFHWBTTA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、X'code'、

[tcpipservice]

DFHWB0137 date time applid tranid An error code X'code'

occurred in DFHWBTTA while accessing

the Web state data for this transaction.

[TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: Web 端末変換アプリケーション・プログラム

DFHWBTTA が、このトランザクション用に保持されている

Web 状態データにアクセスしようとしていたときにエラーを

検出しました。

システムの処置: 例外トレース項目が、トレース・テーブル内

にコード X'code を使って作成されます。

ユーザーの処置: エラー・コード code を使用して、障害の理

由を判別してください。

4203 関連付けられた CWI 別名トランザクションとのパ

ートナー関係を確立できません。

4204 関連付けられた CWI 別名トランザクションとのパ

ートナー関係を初期設定できません。

4205 DFHWBTTA のこのインスタンスに関連付けられて

いる別名タスクが、必要な状態になっていませんでし

た。

4206 DFHWBTTA のこのインスタンス用の状態データを

作成するための呼び出しが失敗しました。

4207 DFHWBTTA のこのインスタンス用の状態データを

破棄するための呼び出しが失敗しました。

4208 DFHWBTTA のこのインスタンス用の状態データを

検索するための呼び出しが失敗しました。

4209 関連付けられたトランザクションと DFHWBTTA の

間に確立されているパートナー関係を切断するための

呼び出しが失敗しました。

420A DFHWBTTA のこのインスタンスに関連付けられた

CWI 別名トランザクションを再活動化するための呼

び出しが失敗しました。

420B DFHWBTTA のこのインスタンスに関連付けられた

CWI 別名トランザクションを待つための呼び出しが

失敗しました。

420C DFHWBTTA のこのインスタンスと、それに関連付

けられた CWI 別名トランザクションの間のパート

ナー関係を終了させるための呼び出しが失敗しまし

た。

4213 このトランザクションの状態データを更新するための

呼び出しが失敗しました。

このエラーの原因は、Web 状態データのタイムアウト間隔を

超えてしまい、関連の状態データが削除されたことが最も考え

られます。状態データのタイムアウト間隔が適切な値に設定さ

れているかを確認してください。この問題を解決するには、

IBM の支援が必要な場合があります。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBTTA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、X'code'、

[tcpipservice]
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DFHWB0150 date time applid tranid The CICS HTML

template manager could not locate template

template_name in the HTML template data

set. [TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: CICS HTML テンプレート管理機能 DFHWBTL が

HTML データ・セットの中でテンプレート名 template_name

を見つけられませんでした。

システムの処置: 3270 と HTML 間変換はこのテンプレート

なしで実行することはできないので、CICS はアプリケーショ

ンに TERMERR 条件を戻します。 通常、この問題に関する症

状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116 が作成さ

れます。

ユーザーの処置: このテンプレートがテンプレート・ライブラ

リーの中に存在していることを確認してください。 HTML テ

ンプレートの作成方法については、「CICS 外部インターフェ

ース・ガイド」を参照してください。 メッセージ

DFHME0116 に示されている症状ストリングの詳細を報告して

ください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBTC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

template_name、[tcpipservice]

DFHWB0151 date time applid tranid The CICS Web

Support 3270 emulation code was unable to

process the data it was passed.

[TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: 3270 データ・ストリームを HTML に、さらにその逆

に変換する CICS Web サポート・ルーチンがエラーを検出し

ました。 これは、おそらく、EXEC CICS SEND コマンドで

無効な 3270 データ・ストリームが渡されたか、またはブラウ

ザーが、EXEC CICS RECEIVE コマンドへの応答として扱う

ことができないデータを戻したことが原因です。

システムの処置: トランザクションはコード AEIP (INVREQ)
で異常終了します。 Web 状態管理コードが異常終了したタス

クに関して整理されるとき、そのコードからさらにメッセージ

が出されます。 通常、この問題に関する症状ストリングが入っ

ているメッセージ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: CEDX またはトレースを使ってエラーにな

ったデータを見て、送信しているアプリケーションを訂正して

ください。 メッセージ DFHME0116 に示されている症状スト

リングの詳細を報告してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBTC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

[tcpipservice]

DFHWB0152 The request receiver SOCB notify gate is

unable to attach transaction transaction.

説明: ソケット・ドメインは、PROTOCOL HTTP または

USER を指定した TCPIP サービスに対する要求を受け取りま

した。しかし、モジュール DFHWBSO 内のソケット通知ゲー

トが、TCPIP サービス定義で指定されたトランザクションに接

続できませんでした。

システムの処置: 例外トレース・ポイント 0B07 が出されま

す。

ユーザーの処置: TCPIP サービス内の定義と、指定されたト

ランザクションを確認してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBSO

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、

client_ip_addr、tcpipservice、transaction

DFHWB0153 clientaddr tcpipservice The web asynchronous

socket receive failed with an IO error.

説明: 未処理の非同期ソケット受信要求が入出力エラーで終了

したため、Web ソケット通知ゲートがアクション・コード

ERROR で駆動されました。

システムの処置: 例外トレース・ポイント 0B05 が出されま

す。ソケットはクローズされ、要求は終了します。

ユーザーの処置: このポート上で入出力エラーが発生した理由

を判別してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBSO

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、

client_ip_addr、tcpipservice

DFHWB0360 date time applid An attempt to establish

security for userid userid has failed.

Transaction tranid cannot be started. SAF

codes are (X'safresp',X'safreas'). ESM codes

are (X'esmresp',X'esmreas'). Host IP address:

hostaddr. Client IP address: clientaddr.

TCPIPSERVICE: tcpipservice

説明: ユーザー ID userid に関してセキュリティーを確立しよ

うとしましたが、外部セキュリティー・マネージャー (ESM)
によって拒否されました。

トランザクション tranid を開始するためには、CICS Web 接

続処理は、ユーザー ID userid に関して、TCPIPSERVICE
tcpipservice 用に指定された分析機能 URM によってこのトラ

ンザクションに選択されているとおりにセキュリティーが確立

される必要があります。

システムの処置: このユーザー ID のセキュリティーは確立さ

れませんでした。 トランザクション開始の試行が失敗しまし

た。

ユーザーの処置: システム許可機能 (SAF) によって戻される

応答および理由コード (safresp および safreas)、ならびに外部

セキュリティー・マネージャー (ESM) によって戻される応答

および理由コード (esmresp および esmreas) は、RACROUTE
REQUEST=VERIFY または RACROUTE
REQUEST=EXTRACT マクロによって出されるものです。 こ

れらの戻りコードについては、「OS/390 MVS Programming:

Authorized Assembler Services Guide」および「External Security

Interface (RACROUTE) Macro Reference for MVS and VM」に

説明があります。コードの説明について、これらの資料を参照

してください。

CICS または外部セキュリティー・マネージャー (ESM) によ
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って、追加の情報を提供するメッセージがさらに作成される場

合があります。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXM

XMEOUT パラメーター: date、 time、 applid、 userid、

tranid、 X'safresp'、 X'safreas'、 X'esmresp'、 X'esmreas'、

hostaddr、 clientaddr、tcpipservice

DFHWB0361 date time applid An attempt to attach a

CICS Web alias transaction for userid

userid has failed because the user is not

authorized to execute transaction tranid.

Host IP address: hostaddr. Client IP address:

clientaddr. TCPIPSERVICE: tcpipservice

説明: ユーザー ID userid によってトランザクション tranid

を開始しようとしましたが、その試みが拒否されました。

CICS Web 接続処理は、ユーザー ID userid がトランザクショ

ン tranid を実行する権限がないので、トランザクション ID
tranid の処理を開始できませんでした。tranid は、

TCPIPSERVICE tcpipservice 用に指定された分析機能 URM に

よって、この HTTP 要求のために選択されたものです。

システムの処置: トランザクション tranid の接続は失敗し、

処理が続行されます。

ユーザーの処置: 分析機能 URM がなぜトランザクション

tranid を選択したかを調べるか、または許可トランザクション

ID を選択するように分析機能 URM を変更してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、userid、tranid、

hostaddr、clientaddr、tcpipservice

DFHWB0362 date time applid CICS Web alias transaction

tranid could not be started due to an

unexpected error. Host IP address: hostaddr.

Client IP address: clientaddr.

TCPIPSERVICE: tcpipservice

説明: トランザクション tranid を開始しようとしましたが、

予期しないエラーのためにその接続は失敗しました。

CICS Web 接続処理は、予期しないエラーのために、トランザ

クション ID tranid の処理を開始できませんでした。

システムの処置: トランザクション tranid の接続は失敗し、

処理が続行されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには、IBM の支援が必

要な場合があります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

hostaddr、clientaddr、tcpipservice

DFHWB0500I date time applid tranid CICS Web Support

enable processing is complete. Host IP

address: hostaddr.

説明: 「使用可能にする」処理が正常に完了しました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CWBO
モジュール: DFHWBM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、hostaddr

DFHWB0551 date time applid tranid The CICS Web

Support server controller detected an abend

ACN1 processing a request from client

clientaddr. Host IP address: hostaddr.

説明: 着信データにデータ変換を行おうとしてプログラム

DFHCCNV を呼び出した後、 HTTP 呼び出し元がエラーを検

出しました。

システムの処置: DFHCNV テーブルが定義されていないと、

CICS Web サポートは着信データにデータ変換を行うことがで

きません。 CICS Web サポートの「例外使用禁止」が開始さ

れます。 通常、この問題に関する症状ストリングが入っている

メッセージ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: DFHRPL ライブラリー連結の中のライブラ

リーの 1 つに有効な DFHCNV テーブルがリンク・エディッ

トされていることを確認してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

clientaddr、hostaddr

DFHWB0723 date time applid tranid The CICS Web

analyzer program returned an error

response. Program name: progname.

RESPONSE: response. REASON: reason. Host

IP address: hostaddr. Client IP address:

clientaddr. [TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: CICS Web 接続処理は、要求の通常処理の一部とし

て、必要な処置を調整するためにユーザー置き換え可能分析機

能を呼び出します。 このプログラムは RESPONSE 値と

REASON 値を戻します。 CICS 提供のサンプル分析機能が使

用されている場合、 RESPONSE コード値として戻される値は

次のとおりです。

0 OK
4 例外

8 無効

12 災害

REASON コード値として戻される値は次のとおりです。

1 着信 HTTP 要求の URL が短すぎます。

2 HTTP 要求の URI に "/" 文字がありません。

3 この要求に関して受信するデータがまだあります。

4 コンバーター・プログラム名の長さが 1 バイト未満

か、8 バイトを超えています。
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5 別名トランザクション ID の長さが 1 バイト未満

か、4 バイトを超えています。

6 サーバー・プログラム名の長さが 1 バイト未満か、8
バイトを超えています。

7 この要求で照会ストリング・データとして渡されたユ

ーザー・トークンが無効です。

8 この要求で渡された URL が無効です。

ユーザーは分析機能から戻される応答コードおよび理由コード

に独自の値を定義することもできますが、その値は、CICS が

提供するコピーブック DFHWBUCD に定義されている値以外

でなければなりません。

このエラーが発生したときにホスト IP アドレスおよびクライ

アント IP アドレスが不明の場合、これらのアドレスはメッセ

ージの中で "UNKNOWN" と表示されます。

システムの処置: クライアントにエラー応答が送られ、要求の

処理は終了します。

ユーザーの処置: メッセージ内の RESPONSE および

REASON コード値を調べて、エラーの原因を判別してくださ

い。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、 time、 applid、 tranid、

progname、 response、 reason、 hostaddr、 clientaddr、

[tcpipservice]

DFHWB0724 date time applid tranid CICS Web attach

processing detected an error linking to the

codepage conversion module DFHCCNV.

Host IP address: hostaddr. Client IP address:

clientaddr. [TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: プログラム DFHCCNV へのリンクでエラーが起きたた

め、CICS Web 接続処理はクライアントの要求を中止せざるを

えませんでした。 このエラーが発生したときにホスト IP アド

レスおよびクライアント IP アドレスが不明の場合、これらの

アドレスは "UNKNOWN" と表示されます。

システムの処置: システム・ダンプがとられます。 クライア

ントにエラー応答が送られ、要求は終了します。 通常、この問

題に関する症状ストリングが入っているメッセージ

DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには、IBM の支援が必

要な場合があります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。 メッセ

ージ DFHME0116 に示されている症状ストリングの詳細を報

告してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

hostaddr、clientaddr、[tcpipservice]

DFHWB0725 date time applid tranid CICS Web attach

processing detected an error linking to the

analyzer user replaceable module progname.

Host IP address: hostaddr. Client IP address:

clientaddr. [TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: 分析機能ユーザー置き換え可能モジュール (URM) への

リンクでエラーが起きたため、CICS Web 接続処理はクライア

ントの要求を中止せざるをえませんでした。 このエラーが発生

したときにホスト IP アドレスおよびクライアント IP アドレ

スが不明の場合、これらのアドレスは "UNKNOWN" と表示

されます。

システムの処置: クライアントにエラー応答が送られ、要求は

終了します。 tcpipservice はオープンされたままですが、使用

できません。

ユーザーの処置: 指定されたプログラムが正しくインストール

されていて、CICS に定義されていることを確認してくださ

い。 ユーザー置き換え可能モジュール (URM) が CEMT を使

うか、または SPI コマンドを使って動的に設定された場合、そ

のモジュールが CICS に定義されていて使用可能になっている

こと、または自動インストールがアクティブならば、そのモジ

ュールがライブラリーに入っていることを確認してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

progname、hostaddr、clientaddr、[tcpipservice]

DFHWB0726 date time applid tranid CICS Web attach

processing cannot link to the analyzer user

replaceable program. No analyzer specified.

Host IP address: hostaddr. Client IP address:

clientaddr. [TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: 処理中の要求に関連付けられている TCPIPSERVICE に

関して何も指定されていないので、CICS Web 接続処理は分析

機能ユーザー置き換え可能モジュール (URM) を呼び出すこと

ができません。 このエラーが発生したときにホスト IP アドレ

スおよびクライアント IP アドレスが不明の場合、これらのア

ドレスは "UNKNOWN" と表示されます。

システムの処置: クライアントにエラー応答が送られ、要求は

終了します。 通常、この問題に関する症状ストリングが入って

いるメッセージ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: CEMT SET TCPIPSERVICE を使って URM
パラメーターに分析機能名を指定してください。保管されてい

る定義を変更するには CEDA を使用します。 CICS Web
TCPIPSERVICE (トランザクション ID として CWXN が指定

されている TCPIPSERVICE です) 用の URM 名は、URM キ

ーワードに有効な分析プログラム名を指定しなければなりませ

ん。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

hostaddr、clientaddr、[tcpipservice]
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DFHWB0727 date time applid tranid CICS Web Support

attach processing could not attach the

requested alias transaction tranid. Userid:

userid. Host IP address: hostaddr. Client IP

address: clientaddr. [TCPIPSERVICE:

tcpipservice]

説明: Web 接続処理が、要求された別名トランザクション ID
tranid を持つ新規タスクを生成することができませんでした。

クライアントにエラー応答が送られ、要求の処理は異常終了コ

ード AWB2 で終了します。 このエラーが発生したときにホス

ト IP アドレスおよびクライアント IP アドレスが不明の場

合、これらのアドレスは "UNKNOWN" と表示されます。

ユーザーの処置: 分析機能ユーザー置き換え可能プログラムで

提供される別名トランザクション ID が CICS に対して定義さ

れていることを確認してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、tranid、

userid、hostaddr、clientaddr、[tcpipservice]

DFHWB0728 date time applid tranid CICS Web attach

processing detected a storage error within

the Web receive module DFHWBSR. Host

IP address: hostaddr. Client IP address:

clientaddr. [TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: プログラム DFHWBSR 内でストレージ・エラーが起き

たため、CICS Web 接続処理はクライアントの要求を中止せざ

るをえませんでした。 このエラーが発生したときにホスト IP
アドレスおよびクライアント IP アドレスが不明の場合、これ

らのアドレスは "UNKNOWN" と表示されます。

システムの処置: クライアントにエラー応答が送られ、要求は

終了します。

ユーザーの処置: このエラーの原因は、クライアントの要求を

処理するストレージが不足していることが最も考えられます。

この障害は、EDSA のサイズ制限を大きくする必要があること

を表している可能性があります。 EDSA のストレージ制限

は、EDSALIM システム初期設定パラメーターで指定します。

EDSALIM の詳細については、「CICS System Definition

Guide」を参照してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

hostaddr、clientaddr、[tcpipservice]

DFHWB0729 CICS Web attach processing detected an

abend in the analyzer user replaceable

module progname. Host IP address: hostaddr.

Client IP address: clientaddr.

TCPIPSERVICE: tcpipservice.

説明: 分析機能ユーザー置き換え可能モジュールで異常終了が

発生したため、CICS Web 接続処理はクライアント要求を中止

しました。このエラーが発生したときにホスト IP アドレスお

よびクライアント IP アドレスが不明の場合、これらのアドレ

スは "UNKNOWN" と表示されます。

システムの処置: クライアントにエラー応答が送られ、要求は

終了します。

ユーザーの処置: 指定されたプログラムが正しいことを確認し

てください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、 applid、tranid、

progname、 hostaddr、 clientaddr、 {1= , 2=TCPIPSERVICE:

}、 tcpipservice

DFHWB0730 date time applid tranid CICS Web attach

processing encountered an internal error

while processing a client request. Client IP

address: clientaddr Host IP address: hostaddr.

[TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: 内部エラーが起きたため、CICS Web 処理はクライア

ントの要求を中止せざるをえませんでした。このエラーが発生

したときにホスト IP アドレスおよびクライアント IP アドレ

スが不明の場合、これらのアドレスは "UNKNOWN" と表示

されます。

システムの処置: システム・ダンプがとられます。 クライア

ントにエラー応答が送られ、要求は終了します。 通常、この問

題に関する症状ストリングが入っているメッセージ

DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには、IBM の支援が必

要な場合があります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。 メッセ

ージ DFHME0116 に示されている症状ストリングの詳細を報

告してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

clientaddr、hostaddr、[tcpipservice]

DFHWB0731 date time applid tranid CICS Web attach

processing detected an HTTP header longer

than 32767 bytes. Host IP address: hostaddr.

Client IP address: clientaddr.

[TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: HTTP 要求を受信中に、DFHWBSR が、要求のヘッダ

ー・データが、現在サポートされている最大の 32767 バイトを

超えたことを検出しました。 このエラーが発生したときにホス

ト IP アドレスおよびクライアント IP アドレスが不明の場

合、これらのアドレスは "UNKNOWN" と表示されます。

システムの処置: Web 要求ブロックを含むトレース項目 0418
が出されます。 HTTP ヘッダー・データの長さは、

user_data_offset フィールドから推定することができます。

ユーザーの処置: 入力された HTTP 要求を調べて、許可され

た制限内になるようにヘッダー情報の長さを減らしてくださ

い。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、
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hostaddr、clientaddr、[tcpipservice]

DFHWB0732 date time applid tranid CICS Web attach

processing encountered a sockets I/O error

while receiving a client request. Client IP

address: clientaddr. Host IP address: hostaddr.

[TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: ソケット入出力エラーが起きたため、CICS Web 処理

はクライアントの要求を中止せざるをえませんでした。 このエ

ラーが発生したときにホスト IP アドレスおよびクライアント

IP アドレスが不明の場合、これらのアドレスは "UNKNOWN"

と表示されます。

システムの処置: Web エラー・プログラム DFHWBEP が起

動されますが、クライアントにエラー応答を送ることはできま

せん。 要求を打ち切ります。

ユーザーの処置: 関連のソケット・ドメイン・エラー・メッセ

ージがないか検査してください。発生したエラーに関する詳細

がそのメッセージに示されているかもしれません。 このエラー

は、CICS が要求を処理し終える前にユーザーが Web ブラウ

ザーを終了させたために起きた可能性があります。 この問題が

再発する場合、TCP/IP ネットワークに問題があるかもしれま

せん。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

clientaddr、hostaddr、[tcpipservice]

DFHWB0734 CICS Web attach processing failed because

the SSL handshake with the client has

failed. Host IP address: hostaddr. Client IP

address: clientaddr. TCPIPSERVICE:

tcpipservice.

説明: アドレス ipaddr のクライアントからの Secure Sockets
Layer 接続が TCPIPSERVICE(service) で受信されましたが、

SSL ハンドシェークに失敗しました。

システムの処置: その接続のためのソケットはクローズされま

す。 クライアントは、応答は SSL で暗号化されるものと期待

しているのに、 SSL サービスが提供できないので、メッセー

ジはクライアントに送られません。ハンドシェーク失敗の理由

が、前の DFHSO0123 メッセージに表示されている可能性があ

ります。

ユーザーの処置: DFHSO0123 メッセージが CICS 構成エラ

ーを示している場合は、それを修正してください。それ以外の

場合、問題はクライアント・エラーであると考えられるため、

無視してもかまいません。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

hostaddr、 clientaddr、{1= , 2= TCPIPSERVICE: }、

tcpipservice

DFHWB0736 The method in the received HTTP request

is not implemented by the server. Host IP

address: hostaddr. Client IP address:

clientaddr. TCPIPSERVICE: tcpipservice.

説明: CICS Web サポートは、通常の要求処理の一環とし

て、要求の HTTP バージョンとサーバーでサポートされてい

る HTTP バージョンで提供されるメソッドを検査します。

CICS でサポートされる HTTP バージョンは、サーバー・アプ

リケーションが稼働しているバージョンによって異なります。

また、メソッドは有効でも提供されたヘッダーのいずれかが正

しくない場合、CICS はこのエラーを報告することがありま

す。これは、CICS がそのメソッドを実装できないことを意味

します。

システムの処置: クライアントにエラー応答が送られ、要求の

処理は終了します。

ユーザーの処置: 要求内のメソッドを、使用中の HTTP バー

ジョンおよびサーバー・アプリケーションが稼働できるバージ

ョンでサポートされるメソッドに修正してください。サーバー

のバージョンは HTTP 応答で提供されています。メソッドが

正しい場合は、要求で提供されたすべてのヘッダーが正しいこ

とを確認してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

hostaddr、 clientaddr、tcpipservice

DFHWB0737 CICS Web support has detected that the

version of the incoming HTTP request is

higher than the version that CICS supports.

Host IP address: hostaddr. Client IP address:

clientaddr. TCPIPSERVICE: tcpipservice.

説明: CICS Web サポートは、通常の要求処理の一環とし

て、着信 HTTP 要求のバージョンを検査します。これが CICS
でサポートされるバージョンより上位で、メソッドが認識され

ない場合、要求は拒否されます。

システムの処置: クライアントにエラー応答が送られ、要求の

処理は終了します。

ユーザーの処置: HTTP 応答内のバージョンを調べて、サポー

トされる HTTP バージョンを判別してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

hostaddr、 clientaddr、tcpipservice

DFHWB0738 CICS Web support has detected that the

incoming HTTP request has a version that

is at least HTTP/1.1 but has no host

header. Host IP address: hostaddr. Client IP

address: clientaddr. TCPIPSERVICE:

tcpipservice.

説明: CICS Web サポートは、通常の要求処理の一環とし

て、着信 HTTP 要求のバージョンを検査します。これが

HTTP/1.1 以上で、ホスト・ヘッダーがない場合、要求は仕様

に準拠していないため、拒否されます。
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システムの処置: クライアントにエラー応答が送られ、要求の

処理は終了します。

ユーザーの処置: ホスト・ヘッダーを追加してから、要求を再

発行してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

hostaddr、 clientaddr、tcpipservice

DFHWB0739 An invalid EXPECT header has been

received. Client IP address: clientaddr.

TCPIPSERVICE: tcpipservice.

説明: EXPECT ヘッダーの処理中に、CICS は値が

100-continue ではないことを検出しました。

システムの処置: 要求は HTTP/1.1 ステータス 417
Expectation Failed で拒否されます。

ユーザーの処置: HTTP/1.1 クライアントを修正してくださ

い。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

clientaddr、tcpipservice

DFHWB0740 An HTTP/1.0 client has sent an EXPECT

header which is not supported. Client IP

address: clientaddr. TCPIPSERVICE:

tcpipservice.

説明: EXPECT ヘッダーの処理中に、CICS はクライアントが

HTTP バージョン 1.1 を使用していないことを検出しました。

システムの処置: 要求は HTTP/1.0 ステータス・コード 400
Bad Request で拒否されます。

ユーザーの処置: HTTP クライアントを修正してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

clientaddr、tcpipservice

DFHWB0741 An HTTP socket receive request has timed

out. Client IP address: clientaddr.

TCPIPSERVICE: tcpipservice.

説明: このメッセージについて以下の 2 つの理由が考えられ

ます。

v クライアントからデータを受信中に CICS がタイムアウト

になった。

v CICS が EXPECT: ヘッダーに対する応答で 100 Continue
ヘッダーを送信した。

ところが、クライアントがメッセージ本体を送信する前に、

要求がタイムアウトになりました。

システムの処置: 以下の原因が考えられます。

v TCPIPSERVICE の SOCKECTCLOSE パラメーターの値が

小さすぎる。

v クライアントが正しくない Content-Length ヘッダーを送信

した。

v クライアントが要求の本体を送信していない。

ユーザーの処置: 以下の解決策が考えられます。

v TCPIPSERVICE の SOCKETCLOSE パラメーターの値を大

きくします。

v HTTP クライアントを修正します。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

clientaddr、tcpipservice

DFHWB0742 Conversion of HTTP header failed. Host IP

address: hostaddr. Client IP address:

clientaddr. TCPIPSERVICE: tcpipservice.

説明: インバウンド HTTP ヘッダーの変換が失敗したため、

CICS Web 処理は要求を中止しました。このエラーが発生した

ときにホスト IP アドレスおよびクライアント IP アドレスが

不明の場合、これらのアドレスは "UNKNOWN" と表示され

ます。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。 クライアントにエラー応答が送られ、要求は終了しま

す。 この問題に関する症状ストリングを含むメッセージ

DFHME0116 が作成されるはずです。

ユーザーの処置: エラーの原因を判別するために、例外トレー

ス項目が役立つことがあります。役立たなければ、この問題を

解決するために IBM の支援が必要になる場合があります。メ

ッセージ DFHME0116 に示されている症状ストリングの詳細

を報告してください。これが問題判別に役立ちます。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

hostaddr、 clientaddr、{1= , 2= TCPIPSERVICE: }、tcpipservice

DFHWB0743 The CICS Web character set code page is

invalid. Host IP address: hostaddr. Client IP

address: clientaddr. TCPIPSERVICE:

tcpipservice.

説明: CICS Web 文字セット・コード・ページが無効である

ため、CICS Web 処理は要求を中止しました。このエラーが発

生したときにホスト IP アドレスおよびクライアント IP アド

レスが不明の場合、これらのアドレスは "UNKNOWN" と表

示されます。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。 クライアントにエラー応答が送られ、要求は終了しま

す。 この問題に関する症状ストリングを含むメッセージ

DFHME0116 が作成されるはずです。

ユーザーの処置: エラーの原因を判別するために、例外トレー

スが役立つことがあります。役立たなければ、この問題を解決

するために IBM の支援が必要になる場合があります。メッセ

ージ DFHME0116 に示されている症状ストリングの詳細を報

告してください。これが問題判別に役立ちます。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

hostaddr、 clientaddr、{1= , 2= TCPIPSERVICE: }、tcpipservice
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DFHWB0744 The CICS Web host code page is invalid.

Host IP address: hostaddr. Client IP address:

clientaddr. TCPIPSERVICE: tcpipservice.

説明: CICS Web ホスト・コード・ページが無効であるた

め、CICS Web 処理は要求を中止しました。このエラーが発生

したときにホスト IP アドレスおよびクライアント IP アドレ

スが不明の場合、これらのアドレスは "UNKNOWN" と表示

されます。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。 クライアントにエラー応答が送られ、要求は終了しま

す。 この問題に関する症状ストリングを含むメッセージ

DFHME0116 が作成されるはずです。

ユーザーの処置: エラーの原因を判別するために、例外トレー

スが役立つことがあります。役立たなければ、この問題を解決

するために IBM の支援が必要になる場合があります。メッセ

ージ DFHME0116 に示されている症状ストリングの詳細を報

告してください。これが問題判別に役立ちます。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

hostaddr、 clientaddr、{1= , 2= TCPIPSERVICE: }、tcpipservice

DFHWB0745 Conversion of user data failed. Host IP

address: hostaddr. Client IP address:

clientaddr. TCPIPSERVICE: tcpipservice.

説明: インバウンド・ユーザー・データの変換が失敗したた

め、CICS Web 処理は要求を中止しました。このエラーが発生

したときにホスト IP アドレスおよびクライアント IP アドレ

スが不明の場合、これらのアドレスは "UNKNOWN" と表示

されます。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。 クライアントにエラー応答が送られ、要求は終了しま

す。 この問題に関する症状ストリングを含むメッセージ

DFHME0116 が作成されるはずです。

ユーザーの処置: エラーの原因を判別するために、例外トレー

ス項目が役立つことがあります。役立たなければ、この問題を

解決するために IBM の支援が必要になる場合があります。メ

ッセージ DFHME0116 に示されている症状ストリングの詳細

を報告してください。これが問題判別に役立ちます。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

hostaddr、 clientaddr、{1= , 2= TCPIPSERVICE: }、tcpipservice

DFHWB0746 The maximum length of data that can be

received has been exceeded. Client IP

address: clientaddr. TCPIPSERVICE:

tcpipservice.

説明: クライアントによって送信されたデータ量が、TCP/IP
サービスで定義された限度を超えました。

システムの処置: 要求は拒否されます。

ユーザーの処置: 以下の 2 つの原因が考えられます。

v TCPIPSERVICE の MAXDATALEN パラメーターの値が小

さすぎる。

v クライアントにエラーがある。

以下の 2 つの解決策があります。

v TCPIPSERVICE の MAXDATALEN パラメーターの値を大

きくします。

v HTTP クライアントを修正します。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

clientaddr、tcpipservice

DFHWB0747 A Content-Length and Transfer-Encoding

conflict has been detected. Client IP

address: clientaddr. TCPIPSERVICE:

tcpipservice.

説明: クライアントが、Content-Length ヘッダーと

Transfer-Encoding ヘッダーを含む要求を送信しました。

システムの処置: 要求は拒否されます。

ユーザーの処置: クライアントを修正してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

clientaddr、tcpipservice

DFHWB0748 An invalid Chunk Size header has been

received. Client IP address: clientaddr.

TCPIPSERVICE: tcpipservice.

説明: クライアントが、無効なチャンク・サイズ・ヘッダーを

含む要求を送信しました。有効な値は 0 から 9、A から F
で、最大長は 8 文字です。

システムの処置: 要求は拒否されます。

ユーザーの処置: クライアントを修正してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

clientaddr、tcpipservice

DFHWB0749 An invalid Trailer has been received.

Client IP address: clientaddr.

TCPIPSERVICE: tcpipservice.

説明: 長さが 32767 バイトを超えるトレーラーが要求に含ま

れています。

システムの処置: 要求は拒否されます。

ユーザーの処置: クライアントを修正してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

clientaddr、tcpipservice
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DFHWB0750 HTTP warning request header received.

Warning: warnvalue. Host IP address:

hostaddr. Client IP address: clientaddr.

説明: CICS Web サポートが、着信 HTTP 要求で警告ヘッダ

ーを受信しました。この内容は、監査目的でこのメッセージに

書き込まれたものです。

システムの処置: 要求の処理は正常に続行されます。

ユーザーの処置: 警告を確認し、処置が必要かどうかを判断し

てください。

宛先: CWBW
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

warnvalue、hostaddr、clientaddr、tcpipservice

DFHWB0751 A precondition specified by an

If-Unmodified-Since header has failed.

Client IP address: clientaddr.

TCPIPSERVICE: tcpipservice.

説明: 要求に If-Unmodified-Since ヘッダーが含まれており、

前提条件が失敗しました。 CICS が動的コンテンツまたは静的

コンテンツ (文書テンプレート) を返す場合、どの

If-Unmodified-Since 前提条件も満たされないことが想定され

ます。

システムの処置: 要求は HTTP/1.1 412 応答で拒否されま

す。

ユーザーの処置: なし。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

clientaddr、tcpipservice

DFHWB0754 An invalid Chunk has been received.

Client IP address: clientaddr.

TCPIPSERVICE: tcpipservice.

説明: クライアントがチャンク要求を送信しましたが、チャン

クは予期された CRLF 文字で終了していません。

システムの処置: 要求は拒否されます。

ユーザーの処置: クライアントを修正してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

clientaddr、tcpipservice

DFHWB0756 The host on the received HTTP request is

invalid. Client IP address: clientaddr.

TCPIPSERVICE: tcpipservice.

説明: CICS が受信した HTTP 要求のホストが無効です。

システムの処置: 要求は拒否されます。

ユーザーの処置: クライアントを修正してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

clientaddr、tcpipservice

DFHWB1007 applid Initializing CICS Web environment.

説明: CICS Web 3270 環境を初期設定するためにモジュール

DFHWBIP が呼び出されました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

宛先: コンソール

モジュール: DFHWBIP

XMEOUT パラメーター: applid

DFHWB1008 applid CICS Web environment initialization

is complete.

説明: CICS Web 3270 環境が初期設定されて、Web 関連の

作業を処理する準備が整いました。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

宛先: コンソール

モジュール: DFHWBIP

XMEOUT パラメーター: applid

DFHWB1009 applid CICS Web environment initialization

failed. Reason Code: X'rc'.

説明: CICS Web 3270 環境の初期設定は、理由コード rc で

失敗しました。

システムの処置: CICS の初期設定は続行されます。CICS
Web 環境のコンポーネントをこれ以降呼び出しても、その呼

び出しは失敗します。

ユーザーの処置: 理由コード rc を使用して、初期設定が失敗

した理由を判別してください。次の理由が考えられます。

1 Web アンカー・ブロックのためのストレージを取得

できませんでした。

3 モジュール DFHWBST のロードが失敗しました。

4 モジュール DFHWBTC のロードが失敗しました。

5 状態管理機能アンカー・ブロックのためのストレージ

を取得できませんでした。

6 状態トークン・ディレクトリーの作成が失敗しまし

た。

7 状態管理に必要なサブプールを追加できませんでし

た。

8 HTTP バッファーに必要なサブプールを追加できま

せんでした。

9 WBST ロックの追加が失敗しました。

A モジュール DFHWBIP のロードが失敗しました。

理由コード 1 から 9 は DFHWBIP で発生します。 理由コー

ド A は DFHSIJ1 で発生します。

宛先: コンソール

モジュール: DFHWBIP、DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid、X'rc'
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DFHWB1020 date time applid CICS Web State Manager

could not find state data for state token

stoken for a {destroy | retrieve | store}

request. [TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: CICS Web 状態管理機能が状態トークン stoken 用の状

態データを見つけることができなかったか、または与えられた

状態トークン stoken が存在しません。

システムの処置: Web 状態管理機能は、要求された状態デー

タを破棄、更新、または検索できません。 例外トレース項目

が、トレース・テーブル内に作成されます。

ユーザーの処置: 与えられた状態トークン stoken が正しいこ

とを確認してください。 使用中の CICS 領域上では、このエ

ラーの原因は、 Web 状態管理機能が状態データをアクセスす

る前に、 Web ガーベッジ収集プロセスによって状態データが

廃棄されたことが最も考えられます。 システム初期設定の

「WEBDELAY」パラメーターが適切な値であるかを検査してく

ださい。 Web ガーベッジ収集間隔および Web 端末タイムア

ウト間隔の値の設定については、「CICS System Definition

Guide」を参照してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBST

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、stoken、

{1=destroy、2=retrieve、3=store}、[tcpipservice]

DFHWB1021 date time applid CICS Web State Manager

could not find state data for state token

stoken in order to perform the {initialize

partnership | make partnership |break

partnership | trigger partner | wait for partner

| query partner | terminate partnership}

request for task number taskid, CICS unit

of work id X'cuowid'. [TCPIPSERVICE:

tcpipservice]

説明: CICS Web 状態管理機能は、与えられた状態トークン

stoken が存在しないので、状態トークン stoken 用の状態デー

タを見つけることができませんでした。 実行中のタスクはタス

ク番号 taskid であり、関連の CICS 作業単位 ID は cuowid

です。

システムの処置: そのため、Web 状態管理機能は、実行中の

タスクに対して、要求されたパートナー関係の機能を実行する

ことができません。 例外トレース項目が、トレース・テーブル

内に作成されます。

ユーザーの処置: 与えられた状態トークン stoken が正しいこ

とを確認してください。 使用中の CICS 領域上では、このエ

ラーの原因は、Web 状態管理機能が実行中のタスク用に状態

データをアクセスする前に、 Web ガーベッジ収集プロセスに

よって状態データが廃棄されたことが最も考えられます。 シス

テム初期設定の「WEBDELAY」パラメーターが適切な値である

かを検査してください。 Web ガーベッジ収集間隔および

Web 端末タイムアウト間隔の値の設定については、「CICS

System Definition Guide」を参照してください。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBST

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、stoken、

{1=initialize partnership、2=make partnership、3=break

partnership、4=trigger partner、5=wait for partner、6=query

partner、 7=terminate partnership}、taskid、X'cuowid'、

[tcpipservice]

DFHWB1100 E date time applid The CICS Web Support

received data from the user application that

is longer than expected.

説明: 環境変数プログラムがユーザー・アプリケーションから

データを受信しました。しかし、受信したデータが予期したよ

りも長いものでした。

システムの処置: 例外トレース・ポイント 4623 が書き込まれ

ます。 環境変数プログラムは異常終了コード AWB7 で異常終

了します。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムから CICS
に送られたデータを調べてください。

宛先: コンソール経路コード 2 および 12、および一時デー

タ・キュー CWBO
モジュール: DFHWBENV

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHWB1200 date time applid tranid The CICS Web

Support analyzer program set parameter

WBRA_USER_DATA_LENGTH to more

than the maximum. Program name:

progname. RESPONSE: response. REASON:

reason. Host IP address: hostaddr. Client IP

address: clientaddr. Data offset: X'dataoffset'.

Data length: X'datalength'. Buffer length:

X'bufferlength'. [TCPIPSERVICE: tcpipservice]

説明: Web 接続処理は、要求の通常処理の一部として、必要

な処置を調整するためにユーザー置き換え可能分析機能を呼び

出します。 このプログラムは、HTTP 要求のユーザー・デー

タ部分の長さをパラメーター WBRA_USER_DATA_LENGTH
に入れて渡され、それを変更することができます。 しかし、変

更された値が、データ・バッファー内の使用可能なスペースを

表す許容最大値より大きい値です。

システムの処置: クライアントにエラー応答が送られ、要求の

処理は終了します。

ユーザーの処置: パラメーター

WBRA_USER_DATA_LENGTH を最大値より大きくしないよ

うに分析プログラムを変更してください。 データ・オフセット

とデータ長の合計がバッファー長を超えてはなりません。

宛先: CWBO
モジュール: DFHWBXN

XMEOUT パラメーター: date、 time、 applid、 tranid、

progname、 response、 reason、 hostaddr、 clientaddr、

X'dataoffset'、 X'datalength'、 X'bufferlength'、[tcpipservice]

DFHWB1525 date time applid tranid The CICS Web

Support connection manager received an

unexpected response from CICS.

説明: 接続管理機能が CICS コマンドに対して予期しない応

答を受信しました。これは論理エラーです。

DFHWB1020 • DFHWB1525
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システムの処置: システム・ダンプがとられます。 処理を続

行します。 通常、この問題に関する症状ストリングが入ってい

るメッセージ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには、IBM の支援が必

要な場合があります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。 メッセ

ージ DFHME0116 に示されている症状ストリングの詳細を報

告してください。

宛先: CWBO および端末エンド・ユーザー

モジュール: DFHWBC01

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid

DFHWB1551 date time applid The CWBC Transaction is

no longer used to manage CICS Web

resources.

説明: CICS 提供のトランザクション CWBC を実行しようと

しました。 このトランザクションは、今では、CICS Web リ

ソースを管理するために使われていません。

システムの処置: なし。 処理を続行します。

ユーザーの処置: CICS Web リソースの管理方法についての

詳細は、CICS Internet and External Interfaces Guide および

Resource Definition Guide を参照してください。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

宛先: CWBO および端末エンド・ユーザー

モジュール: DFHWBC01

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHWKxxxx メッセージ

DFHWK0101 applid Storage manager failure for DWE
Warm Restart.

説明: ウォーム・キーポイントで、LU6.1 および APPC セッ
ションの据え置き作業エレメント (DWE) の保管を処理してい
ます。

カタログに DWE を書き込むために使用されるバッファーが失
敗しました。 前に出されているストレージ (SM) 管理機能ド
メイン・メッセージは、失敗の原因を示しています。
システムの処置: CICS は異常終了し、システム・ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: 詳しい情報および手引きについては、前に出
されている SM ドメインのメッセージを参照してください。

AUTO 再始動または COLD CICS 再始動を実行してくださ
い。
モジュール: DFHWKP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHWK0102 applid Too large a DWE for warm restart -
AUTO START should be performed.

説明: ウォーム・キーポイントで、LU6.1 および APPC セッ
ションの据え置き作業エレメント (DWE) の保管を処理してい
ます。 DWE が大きすぎて保管できないことが検出されまし
た。

DWE はカタログに保管されますが、そのため最大レコード・
サイズの制約が生じてきます。許可される最大サイズは、
DFHDWEDS DSECT の中のフィールド DWEMAXLN に指定
されています。 詳細については、「CICS Data Areas」を参照
してください。
システムの処置: これ以上 DWE は保管されません。

ウォーム・キーポイント処理が失敗したことを示すようカタロ
グが更新されます。 次の自動スタートは、強制的に緊急再始動
にされます。
ユーザーの処置: その緊急再始動に備えて適切な処置をとって
ください。
モジュール: DFHWKP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHWK0103I applid LUC resync required.
説明: 再同期を必要とする未解決の LUC リカバリー単位記述
子 (URD) があります。
システムの処置: CICS のシャットダウンは続行されます。
ユーザーの処置: 未解決の再同期作業が、シャットダウン時に
存在していました。 CICS の再始動時に、再同期を開始するた
めの適切な処置をとってください。
モジュール: DFHWKP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHWK0104I applid External resource manager resync
required.

説明: 再同期を必要とする未解決の RMI リカバリー単位記述
子 (URD) があります。
システムの処置: CICS のシャットダウンは続行されます。
ユーザーの処置: 未解決の再同期作業が、シャットダウン時に
存在していました。 AUTO スタートによって CICS を再始動
して緊急再始動を行い、未確定の状態を復元してください。
モジュール: DFHWKP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHWK0105I applid Warm keypoint successful.
説明: キーポイント処理が正常に行われました。
システムの処置: シャットダウンが続けられます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHWKP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール
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DFHXAxxxx メッセージ

DFHXA6521I applid CICS shutdown initiated by CEBT
event

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで
す。
システムの処置: CICS は正常に終了します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHXRCP

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHXA6526I applid MESSAGE RECEIVED FOR
UNSUPPORTED QUEUE X'queue'.

説明: このメッセージは CAVM タスクから出されます。 16
進数名 X' queue' のキューに関して追跡メッセージが出されま
した。 しかし、CICS はこのキューを認識していません。
システムの処置: CICS の処理は続行されますが、キュー X'
queue' の追跡メッセージは無視されます。
ユーザーの処置: XRF に関して、活動 CICS システムおよび
代替 CICS システムが同じ機能レベルにあるかどうか検査して
ください。

両方の CICS システムが同じレベルにある場合には、活動
CICS システムが代替システムにデータを書き込んだ理由を調
べてください。

キュー名が破壊されていないことを確かめてください。
モジュール: DFHXRB
宛先: コンソール

DFHXA6528I applid Unable to link to program progname
説明: このメッセージは CICS タスクから出されます。 CICS
がプログラム progname にリンクできません。
システムの処置: システム・ダンプが作成されて、CICS は異
常終了コード 0210 で異常終了します。
ユーザーの処置: ダンプを調べて、CICS がプログラム
program にリンクできない理由を判別してください。

メッセージに示されたプログラムが、CICS スタートアップ・
ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブライブラリ
ーの中にあることを確認してください。progname が欠落してい
る場合には、プログラムのコピーをとってライブラリーの中に
入れてください。 さらに、動的ストレージ域用に十分なストレ
ージ域が使用できることを確認してください。
モジュール: DFHXRE

XMEOUT パラメーター: applid、progname
宛先: コンソール

DFHXA6530 applid START=STANDBY specified. CICS
start-up is terminated because XRF=NO is
specified

説明: START=STANDBY と XRF=NO を同時に指定すること
はできません。
システムの処置: CICS はダンプを作成して異常終了します。
ユーザーの処置: オペランド START と XRF の矛盾した値を
訂正してください。
モジュール: DFHSIC1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHXA6540I XRF HAS FAILED. ERROR NUMBER nn
ON XRF MESSAGE DATA SET IN
CONTROL INTERVAL WITH RBA
HEX'xx'.

説明: XRF メッセージ・マネージャーが、メッセージ・デー
タ・セット内の、ここに示された制御インターバルの内容の問
題を検出しました。 このメッセージに含まれているエラー番号
nn は、次の値のうちいずれか 1 つをとります。
01 CI には XRF メッセージ・マネージャー制御レコー

ドが含まれていない。

02 XRF メッセージ制御レコードには、現在の読み取り

周期数よりも小さい周期数が入っている。

03 XRF メッセージ・マネージャーが、予定した個所で

メッセージ・レコード境界を見つけられなかった。

04 XRF メッセージ順序番号エラーが存在する。

05 CIDF が無効である (例えば、フリー域の長さが負

数)。
06 RDF 内の長さが、メッセージ・レコード・ヘッダー

の長さよりも小さいか、またはメッセージ・レコー

ド・ヘッダー内のデータ長と矛盾している。

07 レコードの終わりが、CIDF のデータ長フィールドで

定義されたデータ域の外側にある。

システムの処置: 代替システムによる監視は停止します。

ユーザーの処置: 活動システムと代替システムが XRF 監視用

に使用しているデータ・セットの対が同一のものであるかどう

かを検査してください。 同一であれば、これは、CICS エラー

であることはほぼ確実であり、代替システムまたは活動システ

ム (あるいはその両方) に影響を及ぼします。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHWMRD
宛先: コンソール

DFHXA6541I XRF HAS FAILED. THE XRF MESSAGE

READER IN THE ALTERNATE SYSTEM

HAS FALLEN TOO FAR BEHIND.

説明: 代替システムが、活動 CICS が生成するメッセージに

ついていけなくなっています。 循環メッセージ・データ・セッ

ト内のその読み取り位置が、アクティブ・システムによって

「重ね」られています。

システムの処置: 代替システムによる監視は停止します。

ユーザーの処置: 代替システムの遅延の理由を調べて、これを

訂正してください。 メッセージ・データ・セットが小さすぎ

て、十分なバッファー操作ができないか、あるいはメッセー

ジ・データ・セットがアクティブ CPC (アクティブ CICS と

は限りません) によって予約されている可能性があります。

モジュール: DFHWMRD
宛先: コンソール
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DFHXA6560A applid TERMINATION COMMAND

FAILED: command.

説明: 活動 CICS を終了させるために引き継ぎ時に代替 CICS
によって出されたコマンドが失敗しました。 VSE は、プログ

ラム制御のもとで出されたシステム・オペレーター・コマンド

command を無効として拒否しました。

システムの処置: メッセージ DFHXA6581 または

DFHXA6582 も表示されます。 代替 CICS は、活動 CICS の

ジョブの終了を検出するために処理を続行します。

ユーザーの処置: 活動 CICS のジョブが終了することを確認

してください。 メッセージ DFHXA6581 およびメッセージ

DFHXA6582 を参照してください。 問題判別には、コンソー

ル・ログのハードコピーが必要になる場合があります。

モジュール: DFHWTI
宛先: コンソール

DFHXA6561D applid WHEN ACTIVE JOB

'powerjobname,powerno' ENDS REPLY 'JOB'

OR WHEN CPC 'powersysid' HAS FAILED

REPLY 'CPC'.

説明: 引き継ぎの試行時に、メッセージを出した CICS シス

テムは、別の CPC 上で実行されているジョブ powerjobname

が終了したかどうかを判別することができませんでした。これ

は、次のいずれかの理由によります。

v CICS が、メッセージに示されたジョブを取り消すためにプ

ログラム制御下でシステム・オペレーター・コマンドを出す

ことができませんでした。 この場合、メッセージ

DFHXA6560、DFHXA6569、または DFHXA6570 が作成さ

れています。

v CICS が取り消しコマンドを正常に出しましたが、そのジョ

ブが、初期設定パラメーター XRFTODI で指定された期間

以後もまだ実行されているようです。

powerjobname が活動 CICS である場合、 powerjobname が終了

するまで引き継ぎは続行できません。

システムの処置: システムは応答を待ちます。 その間、メッ

セージを出した CICS システムは処理を続行して、ジョブの終

了を検出します。

応答が未処理のうちに終了が検出された場合には、このメッセ

ージは削除されて、メッセージ DFHXA6564 が表示されま

す。 この場合は、応答はもはや必要ありません。

応答が「JOB」の場合には、CICS 自体が終了を検出したかの

ように処理が続行されます。

応答が「CPC」の場合にもこの状態は発生しますが、同時に

CPC がこの時点で操作不能であることを示す内部レコードが

作成されます。メッセージに示された CPC 上で実行されてい

るジョブにこのメッセージを出し、まだ応答を待っている他の

代替 CICS は、障害の起きた CPC の内部レコードを検出する

ことになります。 その後で、これらの代替システムは、未解決

の応答を削除して、メッセージ DFHXA6563 を出します。

ユーザーの処置: オペレーターは、次のいずれかを行ってくだ

さい。

v POWER ジョブ番号 powerno を持つジョブ powerjobname

が終了したことを確認してから、「JOB」と応答する。

v VSE システム ID powersysid を持つ CPC がこの時点で操

作不能であることを、例えばその CPC 上で SYSTEM
RESET を選択して確認し、その後「CPC」と応答する。

CICS が上記の説明通り、随時このメッセージを削除する場合

には、処置は必要ありません。

モジュール: DFHWTI
宛先: コンソール

DFHXA6562D applid WHEN ACTIVE JOB

'powerjobname,powerno' ENDS REPLY 'GO.'

説明: 代替 CICS による引き継ぎは、次のいずれかの理由の

ため続行できません。

1. 代替 CICS は、活動 CICS のジョブを終了するためにプロ

グラム制御下でシステム・オペレーター・コマンドを出し

ましたが、失敗しました。 メッセージ DFHXA6560 が出

されました。

2. 活動 CICS のジョブを終了するためにプログラム制御下で

システム・オペレーター・コマンドを出したとき、活動

CICS のジョブが終了するためにかかった時間が、システ

ム初期設定パラメーター XRFTODI で指定された期間を超

過しました。

活動 CICS のジョブは、代替 CICS と同じプロセッサー上で

開始されました。

メッセージに示された POWER ジョブ名および POWER ジョ

ブ番号を持つ活動 CICS のジョブが終了するまで、引き継ぎは

続行できません。

システムの処置: 代替 CICS は応答を待ちますが、活動 CICS
のジョブの終了を検出するためにその処理を続行します。 この

メッセージに対する応答が未処理の間に活動 CICS のジョブの

終了が起きた場合には、このメッセージは削除され、メッセー

ジ DFHXA6564 が表示されて、引き継ぎが続行されます。 こ

の場合、応答は不要です。 応答として GO が入力された場合

には、引き継ぎが続行されます。

ユーザーの処置: この応答がまだ未解決の間に、メッセージに

示されたジョブの終了が起きた場合には、メッセージは削除さ

れます。システム・オペレーターによる処置は不要です。 この

場合、メッセージ DFHXA6564 が表示されます。メッセージ

に示されたジョブ名および POWER ジョブ番号を持つ活動

CICS のジョブが終了することを確認してください。 終了が起

きたとき、メッセージ DFHXA6564 が表示されていなけれ

ば、GO と応答してください。

モジュール: DFHWTI
宛先: コンソール

DFHXA6563I applid ACTIVE JOB 'powerjobname,powerno'

ENDED DUE TO FAILURE OF CPC

'powersysid'.

説明: VSE システム ID powersysid を持つ CPC が失敗し、

そのためにジョブ名 powerjobname および POWER ジョブ番号

powerno を持つ活動 CICS のジョブが終了したとみなされるこ

とを、代替 CICS が引き継ぎ時に検出しました。

システムの処置: 代替 CICS は、引き継ぎ処理を続行しま

す。
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ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHWTI
宛先: コンソール

DFHXA6564I applid TERMINATION OF ACTIVE JOB

'powerjobname,powerno' DETECTED.

説明: 引き継ぎ時に、代替 CICS は、メッセージに示された

POWER ジョブ名および POWER ジョブ番号を持つ活動

CICS のジョブが終了したことを検出しました。

システムの処置: 代替 CICS は、引き継ぎ処理を続行しま

す。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHWTI
宛先: コンソール

DFHXA6566I applid modname NOT LINK-EDITED

REENTERABLE.

説明: モジュール modname (現在使用中の CLT) は、SVA 属

性でリンク・エディットされていないことが検出されました。

システム初期設定オプション CLT=xx は、この代替 CICS が

現在使用している CLT の接尾部を指定します。

システムの処置: さらにメッセージが出されて、CICS がとる

処置が説明されます。

ユーザーの処置: 適切な応答は、後続のメッセージによって示

されます。

モジュール: DFHWTI
宛先: コンソール

DFHXA6567I applid APPLID applid2 NOT FOUND IN

modname.

説明: モジュール modname (この代替 CICS が現在使用して

いる CLT) は、アプリケーション ID applid2 を含んでいない

ことが検出されました。

システムの処置: さらにメッセージが出されて、CICS がとる

処置が説明されます。

ユーザーの処置: 適切な応答は、後続のメッセージによって示

されます。

モジュール: DFHWTI
宛先: コンソール

DFHXA6568I applid JOBNAME jobname NOT FOUND IN

modname.

説明: CLT は、この代替 CICS のアプリケーション ID に関

連したジョブ名 jobname を含んでいないことが検出されまし

た。

jobname は、引き継ぎ時に、活動 CICS のジョブを取り消すた

めに代替 CICS が使用したはずのジョブ名です。

システムの処置: さらにメッセージが出されて、CICS がとる

処置が説明されます。

ユーザーの処置: 適切な応答は、後続のメッセージによって示

されます。

モジュール: DFHWTI
宛先: コンソール

DFHXA6572I applid UNABLE TO LOAD modname.

説明: このメッセージを出した代替 CICS が使用できるよう

CLT によって定義されたモジュール modname を、ロードする

ことができません。

システムの処置: 代替 CICS によってさらにメッセージが出

され、取られる処置について説明されます。

ユーザーの処置: 適切な応答は、後続のメッセージによって示

されます。

モジュール: DFHWTI
宛先: コンソール

DFHXA6573I applid LOAD MODULE modname IS NOT

VALID.

説明: この CICS システムが使用できるように CLT が定義し

たモジュール modname は無効です。

システムの処置: 代替 CICS によってさらにメッセージが出

され、取られる処置について説明されます。

ユーザーの処置: 適切な応答は、後続のメッセージによって示

されます。

モジュール: DFHWTI
宛先: コンソール

DFHXA6574I applid ERROR FOUND WITH DFHCLTxx.

説明: このメッセージを出した代替 CICS が、CLT のロード

ができないか、もしくは CLT の内容に関して検査を行いエラ

ーを見つけました。 指定された CLT がこれ以降の引き継ぎ時

に使用された場合、その引き継ぎは正常に行われない場合があ

ります。 新規または訂正済み CLT を使用可能にして、これを

引き継ぎ時にロードすることができます。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 代替 CICS のジョブが活動 CICS の引き継

ぎを実行できる許可を持っているかどうかを確認してくださ

い。 許可されていない場合には、該当する処置をとってくださ

い。

この代替 CICS が前に出したメッセージを見つけてください。

そのメッセージには、CLT エラーの詳細が示されています。

この代替 CICS で正しい CLT が使用できるようにするために

必要な、適切なソース・コードの編集、アセンブリーおよびリ

ンク・エディットのタスクを実行してください。

モジュール: DFHWTI
宛先: コンソール

DFHXA6576I applid CLT PROCESSING NOT POSSIBLE

OWING TO ERROR IN DFHCLTxx.

説明: 引き継ぎ時に、このメッセージを出した代替 CICS が

CLT の内容に関して検査を行い、エラーを見つけました。

前のメッセージがこのエラーを示しています。

システムの処置: CLT 内のコマンドは、この代替 CICS によ

っては出されません。 他の引き継ぎ処理が続行されます。

ユーザーの処置: 代替 CICS のジョブが活動 CICS の引き継

ぎを実行できる許可を持っているかどうかを検査してくださ

い。許可を持っていなければ適切な処置を取ってください。

この引き継ぎが正常に行われるようにするためには、システ
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ム・オペレーターは、XRF 複合体内の活動 CICS のジョブと

代替 CICS のジョブを実行ならびに調整する必要があります。

CLT を訂正するのに必要なソース・コードの編集、アセンブリ

ーおよびリンク・エディット・タスクを実行してください。

モジュール: DFHWTI
宛先: コンソール

DFHXA6577D applid NOT AUTHORIZED TO CANCEL

'powerjobname,powerno' ON CPC 'powersysid'.

IF OK AND ENDED, RELPY 'JOB' OR

'CPC'.

説明: メッセージを出している代替 CICS が、指定された活

動 CICS のジョブの引き継ぎを試みています。 CLT で引き継

ぎを完全に許可するために必要なデータを見つけることができ

ませんでした。 これは、代替がテーブルをロードできないか、

あるいは powerjobname が見つからないためです。

v 活動 CICS で、CLT 内にありません。あるいは

v CLT が無効であるためです。

さらに出されるメッセージでは、CLT でのエラーを示している

か、CLT が無効である理由を明確にしています。

さらに、代替 CICS による引き継ぎは、次のいずれかの理由の

ため続行できません。

1. 現在使用中の CLT の中に欠落している情報があるため、

代替 CICS は、活動状態の CICS を終了させるための適切

なシステム・オペレーター・コマンドを作成できません。

CLT エラーを示すメッセージが前に出されています。

2. 代替 CICS は、活動 CICS のジョブを終了するためにプロ

グラム制御下でシステム・オペレーター・コマンドを出し

ましたが、失敗しました。 メッセージ DFHXA6560 が出

されました。

3. 活動 CICS のジョブを終了するためにプログラム制御下で

システム・オペレーター・コマンドを出したとき、活動

CICS のジョブが終了するためにかかった時間が、システ

ム初期設定パラメーター XRFTODI で指定された期間を超

過しました。

活動 CICS のジョブは、代替 CICS とは異なるプロセッサー

上で開始されました。 以下が行われるまで、引き継ぎを続行で

きません。

1. POWER ジョブ名 powerjobname および POWER ジョブ番

号 powerno を持つ活動 CICS のジョブが終了するまで。

2. POWER システム ID powersysid を持つプロセッサーが作

動不能になるまで。

システムの処置: メッセージを出している CICS は CANCEL
を出すことはできないものの、XRF 制御データ・セットを介し

て、引き継ぎ要求について活動状態の CICS システムにアラー

トを出そうとします。 ほとんどの場合、これによって活動状態

のシステムは終了の実行を開始します。

代替 CICS は応答を待ちますが、活動 CICS のジョブの終了

を検出するためにその処理を続行します。

このメッセージに対する応答が未処理の間に活動 CICS のジョ

ブの終了が起きた場合には、このメッセージは削除され、メッ

セージ DFHXA6564 が表示されて、引き継ぎが続行されま

す。 この場合、応答は不要です。

応答として JOB が入力された場合には、引き継ぎが続行され

ます。

応答として CPC を入力すると、引き継ぎは続行されますが、

プロセッサーが操作不能であることを示す内部レコードがこの

時点で作成されます。 このメッセージを出し、応答を待ってい

るその他の CICS システムで、その活動 CICS のジョブが指

定されたプロセッサー上で実行されていたものは、障害を起こ

したプロセッサーの内部レコードを検出します。 その後で、こ

れらの代替システムは、未解決の応答を削除して、メッセージ

DFHXA6563 を出し、引き継ぎを続行します。

ユーザーの処置: 代替 CICS のジョブが活動 CICS の引き継

ぎを実行できる許可を持っているかどうかを確認し、持ってい

なければ適切な処置をとってください。この応答がまだ未解決

の間に、メッセージに示されたジョブの終了が起きた場合に

は、メッセージは削除されます。システム・オペレーターによ

る処置は不要です。 この場合、メッセージ DFHXA6564 が表

示されます。

引き継ぎを実行する代替 CICS システムがほかにない場合に

は、次のことを行ってください。

1. メッセージに示されたジョブ名および POWER ジョブ番号

を持つ活動 CICS のジョブが終了することを確認してくだ

さい。 これは、次のステップに移る前に行う必要がありま

す。

2. 終了が起きたとき、メッセージ DFHXA6564 が表示されて

いなければ、JOB と応答してください。

引き継ぎを実行する代替 CICS が複数存在する場合には、それ

ぞれの DFHXA6561 メッセージに上記のように応答するか、

あるいは次のことを行ってください。

1. メッセージに示された POWER システム ID (powersysid)
を持つプロセッサーが、この時点で作動不能であることを

確認してください。 例えば、システム・オペレーターは、

関連するプロセッサーでシステム・リセットを選択するこ

とができます。 これは、次のステップに移る前に行う必要

があります。

2. CPC と応答してください。

CLT の訂正に必要な該当ソース・コードの編集、アセンブリ

ー、およびリンク・エディットの作業を行ってください。

モジュール: DFHWTI
宛先: コンソール

DFHXA6578D applid NOT AUTHORIZED TO CANCEL

'powerjobname,powerno'. IF OK AND ENDED,

REPLY 'GO'.

説明: メッセージを出している代替 CICS が、メッセージに

示された活動 CICS のジョブの引き継ぎを試みていますが、使

用中の CLT には、引き継ぎを完全に許可するために必要な内

容が入っていません。 これは、代替がテーブルをロードできな

いか、あるいは powerjobname が見つからないためです。

v 活動 CICS で、CLT 内にありません。あるいは

v CLT が無効であるためです。

さらに出されるメッセージでは、CLT でのエラーを示している

か、CLT が無効である理由を明確にしています。
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さらに、代替 CICS による引き継ぎは、次のいずれかの理由の

ため続行できません。

1. 代替 CICS は、活動 CICS のジョブを終了するためにプロ

グラム制御下でシステム・オペレーター・コマンドを出し

ましたが、失敗しました。 メッセージ DFHXA6560 が出

されました。

2. 活動 CICS のジョブを終了するためにプログラム制御下で

システム・オペレーター・コマンドを出したとき、活動

CICS のジョブが終了するためにかかった時間が、システ

ム初期設定パラメーター XRFTODI で指定された期間を超

過しました。

活動 CICS のジョブは、代替 CICS と同じプロセッサー上で

開始されました。

POWER ジョブ名 powerjobname および POWER ジョブ番号

powerno を持つ活動 CICS のジョブが終了するまで、引き継ぎ

は続行できません。

システムの処置: メッセージを出している CICS は CANCEL
を出すことはできないものの、XRF 制御データ・セットを介し

て、引き継ぎ要求について活動状態の CICS システムにアラー

トを出そうとします。 ほとんどの場合、これによって活動状態

のシステムは終了の実行を開始します。

代替 CICS は応答を待ちますが、活動 CICS のジョブの終了

を検出するためにその処理を続行します。

このメッセージに対する応答が未処理の間に活動 CICS のジョ

ブの終了が起きた場合には、このメッセージは削除され、メッ

セージ DFHXA6564 が表示されて、引き継ぎが続行されま

す。 この場合、応答は不要です。

GO と応答すると、引き継ぎは続行されます。

ユーザーの処置: 代替 CICS のジョブが活動 CICS の引き継

ぎを実行できる許可を持っているかどうかを確認し、持ってい

なければ適切な処置をとってください。

この応答がまだ未解決の間に、メッセージに示されたジョブの

終了が起きた場合には、メッセージは削除されます。システ

ム・オペレーターによる処置は不要です。 この場合、メッセー

ジ DFHXA6564 が表示されます。

メッセージに示されたジョブ名および POWER ジョブ番号を

持つ活動 CICS のジョブが終了することを確認してください。

終了が起きたとき、メッセージ DFHXA6564 が表示されてい

なければ、GO と応答してください。

CLT を訂正するのに必要な適切なソース・コードの編集、アセ

ンブリー、およびリンク・エディット・タスクを実行してくだ

さい。

モジュール: DFHWTI
宛先: コンソール

DFHXA6580I PROGRAM LOGIC ERROR DETECTED.

説明: CICS XRF CAVM 処理の続行を妨げる内部エラーが検

出されました。

この時点で処理されていた CAVM サービスによって、CICS
は、異常終了する場合としない場合があります。

サービスを処理するための CAVM タスクは、異常終了しまし

た。

診断 : レジスター 2 は、DFHWTI グローバル・ストレージ用

の基底レジスターです。 このストレージは、目印フィールド

WTISTOR で始まります。 このストレージの形式は、ソー

ス・メンバー DFHWTI の DSECT WSTORAGE に定義され

ています。

グローバル・ストレージに複写された DFHWTI 要求引数は、

フィールド WGLODATA から始まります。

ソース・メンバー DFHWTADS は、グローバル・ストレージ

引数の形式を定義します。

フィールド WGLOLOCA には、DFHWTI 内のルーチン用の

最初のレジスター保管域のアドレスが収められています。

レジスター 4 は、DFHWTI 内の各ルーチン用のローカル・ス

トレージの基底レジスターです。その形式は、書式 WLOCxxx

の名前を持つ DSECT 内に定義されています。ただし、xxx

は、ルーチンの短い名前です (ルーチン名のリストについては

下記を参照してください)。

これらの DSECT は、ソース・メンバー DFHWTI の中にあり

ます。 最初のハーフワード は、ルーチンの内部戻りコードで

す。 内部戻りコードに使用される値は、PRD1.BASE のソー

ス・メンバー DFHWTADS の中のフィールド WTARRC で定

義された DFHWTI 要求の理由コードと同じです。

さらに、形式 X'40nn' の内部戻りコードが使用されます。

X'40F0' は、「内部論理エラー」変数名 RCLOGERR です。

これと同じ形式を持つその他の内部戻りコードは、ローカル・

ストレージ DSECT 内に定義してあります。

CAVM 監視プログラム状態サービスの DFHWTI 要求タイプ

は、DFHWTI 初期設定および終了ルーチン、フィールド名

WWTIREQ、ソース・メンバー DFHWTI 内の DSECT
WLOCWTI に関連付けられたローカル・ストレージに複写さ

れます。

レジスター 6 は、DFHWTI 内の各ルーチン用の基底レジスタ

ーです。 このレジスターは、設定された場合、ルーチンの完全

名 (以下のルーチン名のリストを参照) の目印フィールドの直

後の位置を指し示します。

レジスター 13 は、DFHWTI 内のルーチンに対してローカル

なレジスター保管域のための基底レジスターです。 これらの保

管域の形式は、最初のフルワード にルーチンの短い名前 (名前

のリストを参照) が入っていることを除けば、標準の VSE 形

式と同じです。これらの保管域は、ルーチンへの入り口に設定

され、戻り時にゼロにされる逆方向ポインターおよび順方向ポ

インターを使用する標準的な方法で連鎖されています。

レジスター保管域の物理的な位置は、ルーチンに対してローカ

ルなストレージよりも前になります。

ルーチンが CLT をアクセスする必要がある場合は、CLT のア

ドレスはそのルーチンのローカル・ストレージ内にあります。

CLT アドレスのフィールド名の書式は、WxxxCLTA です。た

だし、xxx はルーチンの短い名前です。

システムの処置: 一般に、この CICS ジョブが出した CAVM
要求は失敗します。 失敗がこの CICS ジョブによる処理に及
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ぼす影響については、この後に出されるメッセージを参照して

ください。

CAVM XRF 監視プログラム状態処理は、システム異常終了コ

ード 0214 で VSE 異常終了を出し、VSE SDUMP ダンプが作

成されます。

ユーザーの処置: 問題判別のために、ジョブ出力およびコンソ

ール・ログを保存してください。

SDUMP を使用して、レジスター 6 またはレジスター保管域

チェーン・フィールドからエラーを検出した DFHWTI ルーチ

ンを見つけてください。

ルーチンのローカル・ストレージに現在設定されている内部戻

りコードを見つけてください。

理由コード値、ローカル・ストレージおよびグローバル・スト

レージの残っている内容を使用して、ルーチンによってとられ

た処置の原因の判別を試みてください。

PRINT NOGEN オプションを指定してアセンブルされた CLT
のアセンブリー・リストが必要になる場合もあります。

ルーチン名 長い名前は、次のものについて使用されます。

v ルーチン入り口点の名前

v ルーチン入り口目印

短い名前は、次のものについて使用されます。

v ルーチン・レジスター保管域目印

v ルーチン・ローカル・ストレージ・フィールド名の 2 から

4 番目の文字

v ルーチン・ローカル・ストレージ DSECT 名の 5 から 7
番目の文字

v ルーチン・ラベルの 1 から 3 番目の文字

ルーチンには次のものがあります。

長い名前 短い名前

TIPENTRY

TIP
OATERM

OAT
OAWAIT

OAW
VERCLT

VCL
CLPENTRY

CLE
CLPROC

CLP
OPCLT OCL
CHECKT

CHT
OPCDATA

OPC
INQPWR

IPW
MUVENTRY

MUV
1. 標準の DFHVM フィールドを持つモジュール入り口点

2. モジュールの先頭を入り口点として持ち、かつローカル・

ストレージに SIJSTOR を使用するサブタスク

エラーの診断の詳しい手引きについては、「CICS Problem

Determination Guide」を参照してください。

モジュール: DFHWTI
宛先: コンソール

DFHXA6581I applid FAILED IN XPCC-IDENT OR

CONNECT. R15=X'r15', IJBXRETC=X'retcode'.

説明: 代替 CICS は、VSE/POWER (オペレーティング・シス

テム・スプーラー) への区画間接続を確立しようとして失敗し

ました。 r15 はレジスター 15 の内容です。 retcode は VSE
XPCC マクロからの戻りコードです。

システムの処置: 通常、この CICS XRF ジョブによって出さ

れた CAVM 要求は失敗します。 この CICS XRF ジョブによ

る処理への影響については、後で出されるメッセージを参照し

てください。

ユーザーの処置: 戻りコードおよびレジスター 15 の内容の意

味については、「VSE/POWER 適用業務プログラミング」を参

照してください。以下のいずれかの理由のために、障害が起き

る場合があります。

v システムに関して POWER が開始されなかった。

v POWER がまだ VSE に接続されていなかった。

v VSE に、制御ブロックをセットアップするストレージがな

い。

v CICS に内部エラーがある。

戻りコードおよび出された他のメッセージを調べた後でも、ま

だ問題を解決できなければ、この問題を完全に解決するために

IBM のサポートが必要な場合があります。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

モジュール: DFHWTI
宛先: コンソール

DFHXA6582I applid UNEXPECTED OUTCOME OF

XPCC-SENDR R15=X'r15',

IJBXRETC=X'retcode',

PXPFBKCD=X'powercode'.

説明: 代替 CICS は DISPLAY コマンドを VSE スプーラー

POWER に送り、活動ジョブの情報を要求しました。 要求は

失敗しました。 r15 はレジスター 15 の内容です。 retcode

は、VSE マクロ XPCC からの戻りコードです。powercode

は、フィールド PXPFBKCD 内の POWER フィードバック・

コードです。

システムの処置: CICS XRF ジョブは取り消されます。

ユーザーの処置: このエラーは起こらないはずのものであり、

呼び出しの形式設定が間違っているか、あるいは POWER ま

たは XPCC 内の障害を意味しています。 戻りコードおよびレ

ジスター 15 の内容の意味については、「VSE/POWER 適用業

務プログラミング」を参照してください。

この問題を解決するためには IBM からのサポートが必要にな

ります。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHWTI
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宛先: コンソール

DFHXA6583I applid CANNOT LOCATE DFHCDDAN IN

SVA.

説明: CICS は、同じ CPC 内の他の CICS システムが共有し

ている情報をアクセスしようとしました。 この試みは失敗しま

した。それは、共用データ用の SVA 内のアンカーとして働く

モジュール DFHCDDAN が、ロードできなかったか、または

非共用ストレージ内にあることが分かったためです。

システムの処置: CICS は実行を続行します。 共用データに

関するこの問い合わせ (またはこれ以降の問い合わせ) は、

「該当データなし」の場合として取り扱われます。

ユーザーの処置: このエラーは、システム・セットアップのエ

ラーを意味します。 DFHCDDAN が存在していて、SVA 適

格モジュールとして定義されていることを確認してください。

それでも障害が取り除くことができない場合には、問題を解決

するために IBM からのサポートが必要になります。 手順につ

いては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参

照してください。

モジュール: DFHWTI
宛先: コンソール

DFHXA6599I applid STATE CHANGE WORK ELEMENT

GETVIS FAILURE

説明: CAVM によって出された 16 MB 境界より上の作業エ

レメント・ストレージを求める GETVIS 要求は失敗しまし

た。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: CICS 区画のサイズを大きくするか、または

CICS ジョブの EDSALIM システム初期設定パラメーターに指

定されるサイズを小さくすることにより、16 MB 境界より上

の使用可能な区画 GETVIS の量を増やしてください。

モジュール: DFHXRB
宛先: コンソール

DFHXCxxxx メッセージ

DFHXC6455I SVC GETVIS FAILED IN XRF SIGNOFF
説明: CAVM サインオフ・コンポーネントが出した SVC ス
トレージ要求は失敗しました。
システムの処置: CICS は異常終了します。
ユーザーの処置: 使用可能な GETVIS が使い果たされている
場合には、区画のサイズを増やすか、あるいは EDSALIM シ
ステム初期設定パラメーターの値を小さくしてください。

使い果たされているわけではない場合には、問題は CICS 論理
エラーが原因と思われるので、問題を解決するために IBM の
サポートが必要になります。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHWSSOF
宛先: コンソール

DFHXC6456I SVC GETVIS FAILED IN XRF SIGNON
説明: CAVM サインオン・コンポーネントが出した SVC ス
トレージ要求は失敗しました。
システムの処置: CICS は異常終了します。
ユーザーの処置: 使用可能な GETVIS が使い果たされている
場合には、区画のサイズを増やすか、あるいは EDSALIM シ
ステム初期設定パラメーターの値を小さくしてください。

使い果たされているわけではない場合には、問題は CICS 論理
エラーが原因と思われるので、問題を解決するために IBM の
サポートが必要になります。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHWSSN2
宛先: コンソール

DFHXC6457I SVC GETVIS FAILED IN XRF SIGNON
説明: CAVM サインオン・コンポーネントが出した SVC ス
トレージ要求は失敗しました。
システムの処置: CICS は異常終了します。
ユーザーの処置: 使用可能な GETVIS が使い果たされている
場合には、区画のサイズを増やすか、あるいは EDSALIM シ
ステム初期設定パラメーターの値を小さくしてください。

使い果たされているわけではない場合には、問題は CICS 論理

エラーが原因と思われるので、問題を解決するために IBM の
サポートが必要になります。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHWSSN3
宛先: コンソール

DFHXC6600I applid CAVM DATA SET INITIALIZATION
FAILED.

説明: CICS ジョブは、CAVM へのサインオンを試みました
が、そのサインオン要求は失敗しました。これは、CAVM デ
ータ・セットを正しく初期設定できなかったためです。 これは
次のいずれかによるものです。
v データ・セット形式設定サブタスクが処理を 2 分以内に完

了しなかった。 これが起こる可能性があるのは、他の CPC
内で実行されているジョブ (CICS とは限らない) から出さ

れる LOCK が原因で、 CAVM デー タ・セットの DASD
ボリュームまたは VSAM カタログが長い時間アクセス不能

のままになる場合です。

v CAVM データ・セットの 1 つが別の CICS ジョブによっ

てすでに形式設定されているものの、もう一方のデータ・セ

ットが空であるか、あるいはデータ・セットの別のユーザー

と競合しているためにそのデータ・セットをオープンできな

いことを、SIGNON が見つけた。 SIGNON は、もう一方

の CICS ジョブがデータ・セットの形式設定を終了するの

を待ちましたが、5 分間たっても形式設定は終了しませんで

した。 これが起こる可能性があるのは、データ・セットの

形式設定中に CICS ジョブが障害を起こした場合です。 先

に出されたメッセージで報告された特定のエラーのために、

データ・セット初期設定の正常終了が失敗しました。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: 必要なら JCL を訂正するか、あるいは

CAVM データ・セットを再定義して、CICS ジョブを再サブミ

ットしてください。 CAVM データ・セットについては、

「CICS Problem Determination Guide」を参照してください。

モジュール: DFHWSSN3
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宛先: コンソール

DFHXC6603I applid CAVM DATA SET dsname IS

INVALID.

説明: CICS ジョブが CAVM に SIGNON を出しました。

CAVM は CAVM データ・セットをオープンしようとしまし

たが、メッセージ・テキストに示されたエラー条件が検出され

ました。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: メッセージ DFHXC6600 を参照してくださ

い。

モジュール: DFHWSSN3
宛先: コンソール

DFHXC6604I applid CAVM DATA SET dsname MUST BE

A VSAM ESDS.

説明: CICS ジョブが CAVM に SIGNON を出しました。

CAVM は CAVM データ・セットをオープンしようとしまし

たが、メッセージ・テキストに示されたエラー条件が検出され

ました。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: メッセージ DFHXC6600 を参照してくださ

い。

モジュール: DFHWSSN3
宛先: コンソール

DFHXC6605I applid CI SIZE OF PAIRED CAVM DATA

SETS MUST BE EQUAL.

説明: CICS ジョブが CAVM に SIGNON を出しました。

CAVM は CAVM データ・セットをオープンしようとしまし

たが、メッセージ・テキストに示されたエラー条件が検出され

ました。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: メッセージ DFHXC6600 を参照してくださ

い。

モジュール: DFHWSSN3
宛先: コンソール

DFHXC6606I applid CI SIZE OF CAVM DATA SET

dsname MUST BE AT LEAST 4K.

説明: CICS ジョブが CAVM に SIGNON を出しました。

CAVM は CAVM データ・セットをオープンしようとしまし

たが、メッセージ・テキストに示されたエラー条件が検出され

ました。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: メッセージ DFHXC6600 を参照してくださ

い。

モジュール: DFHWSSN3
宛先: コンソール

DFHXC6608I applid I/O ERROR ACCESSING CAVM

DATA SET dsname DURING SIGNON.

説明: CICS ジョブが CAVM に SIGNON を出しました。

CAVM は CAVM データ・セットにアクセスしようとしまし

たが、メッセージ・テキストに示されたエラー条件が検出され

ました。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: メッセージ DFHXC6600 を参照してくださ

い。

モジュール: DFHWSSN3
宛先: コンソール

DFHXC6609I applid CAVM DATA SET dsname IS OF

THE WRONG TYPE OR ITS FORMAT IS

INCOMPATIBLE WITH THIS CODE

LEVEL.

説明: このメッセージを表示した CICS ジョブが CAVM に

SIGNON を出しました。 しかし、CAVM は、データ・セッ

ト制御レコード中の情報が本来の使用法に一致していないか、

あるいは互換性のないレベルの CAVM コードによってそこに

入れられたことを検出しました。 これが起きるのは次のような

場合です。

v dlblname DFHXCTL を持つデータ・セットが空になってお

らず、しかもそのデータ・セットが、CAVM メッセージ・

データ・セット以外のもののためにすでに使用されている

か、もしくは、互換性のないレベルの CAVM コードによっ

てすでに使用されている。

v dlblname DFHXMSG を持つデータ・セットが空になって

おらず、しかもそのデータ・セットが、CAVM メッセー

ジ・データ・セット以外のもののためにすでに使用されてい

るか、もしくは、互換性のないレベルの CAVM コードによ

ってすでに使用されている。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: メッセージ DFHXC6600 を参照してくださ

い。

モジュール: DFHWSSN3
宛先: コンソール

DFHXC6610I applid CAVM DATA SET dsname DOES

NOT BELONG TO THE GENERIC

APPLID SPECIFIED AT SIGNON.

説明: CICS ジョブが CAVM に SIGNON を出しました。

しかし、サインオン要求で指定された総称アプリケーション

ID が CAVM データ・セットの制御レコード内に保管されて

いる総称アプリケーション ID と一致していないことを、デー

タ・セットが最初に形式設定されたときに、CAVM が見つけ

ました。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: メッセージ DFHXC6600 を参照してくださ

い。

モジュール: DFHWSSN3
宛先: コンソール

DFHXC6603I • DFHXC6610I

398 z/VSE V6R2 メッセージおよびコード 第 3 巻



DFHXC6611I applid CAVM DATA SETS DO NOT

FORM A VALID PAIR.

説明: このメッセージを表示した CICS ジョブが CAVM に

SIGNON を出しました。 しかし、CAVM は、データ・セッ

トの最初の形式設定のときに 2 つのデータ・セットの制御レコ

ード内に入れられたタイム・スタンプが一致していないことを

見つけました。 2 つの CAVM データ・セットが最初に使用

されたときに、それらのデータ・セットが単一の CICS ジョブ

によって 1 対のものとして使用されていない限り、この問題が

起こります。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: メッセージ DFHXC6600 を参照してくださ

い。

モジュール: DFHWSSN3
宛先: コンソール

DFHXC6618I applid SPACE ALLOCATED TO CAVM

DATA SET dsname IS INADEQUATE.

説明: このメッセージを出した CICS ジョブが、CAVM に

SIGNON を出しました。 CAVM は、CAVM データ・セット

をフォーマットしようとしていますが、メッセージ・テキスト

に示されたエラー条件が検出されました。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: メッセージ DFHXC6600 を参照してくださ

い。

モジュール: DFHWSSN3
宛先: コンソール

DFHXC6620I applid SIGNON IS WAITING TO LOCK

OR ACCESS A CAVM DATA SET.

説明: このメッセージを表示した CICS ジョブが、CAVM に

サインオンを出しました。 CAVM が CAVM 制御データ・セ

ットを LOCK しようと試みているか、あるいは制御データ・

セットまたはメッセージ・データ・セットをアクセスしようと

試みていますが、かなり長い時間にわたって、要求されたリソ

ースが使用不能のままになっているか、または未解決の入出力

要求が完了していないかのいずれかが起きています。 同一の

CAVM データ・セットを使用していて、かつサインオン要

求、サインオフ要求または引き継ぎ要求を実行している別の

CICS ジョブが、正常な LOCK 要求を出した後に入出力の遅

延などによって停止されていない限り、この LOCK の試みが

失敗することはありません。

システムの処置: 短い遅延の後に、このメッセージを出した

CICS ジョブは、LOCK マクロを出し直すか、または未解決の

入出力が完了したかどうかを検査するかのいずれかを行いま

す。要求されたリソースがこの時点で利用可能になっている

か、あるいは入出力要求が完了していれば、正常な処理が続行

されます。 そうでない場合には、このメッセージが再び出され

ます。

ユーザーの処置: 原因がプロセッサーの障害である場合には、

VSE コマンドの UNLOCK を出してください。UNLOCK コ

マンドの形式は次のとおりです。

UNLOCK SYSTEM=sysid

ここで、sysid は作動不能プロセッサーのプロセッサー ID で

す。

モジュール: DFHWSSN2
宛先: コンソール

DFHXC6621I applid CAVM SIGNON CANNOT

PROCEED BECAUSE POWER IS EITHER

NOT RUNNING OR NOT RESPONDING

TO JOB STATUS ENQUIRIES.

説明: このメッセージを表示した CICS ジョブが、CAVM に

サインオンを出しました。この要求を処理するためには、

CAVM は制御データ・セット中の項目で識別されるジョブの

状況を知っている必要がありますが、メッセージ・テキストに

示された理由のために、この情報を得ることができません。

システムの処置: 1 分間の遅延の後に、このメッセージを表示

した CICS ジョブは、失敗したジョブの状況照会を出し直しま

す。 このときに要求が正常に完了すれば、正常な処理が続行さ

れます。 そうでない場合には、このメッセージが再び出されま

す。

ユーザーの処置: POWER が実行されていない場合、可能なら

それを再始動してください。 それ以外の場合には、この条件が

存続していれば、ジョブ状況照会に対する応答を妨げている問

題の訂正を試みてください。 場合によっては、単に POWER
を停止させてから再度始動するだけで、希望する効果が得られ

る場合もあります。

モジュール: DFHWSSN2
宛先: コンソール

DFHXC6622I applid ERROR IN INQUIRE HEALTH EXIT

DURING SIGNON.

説明: このメッセージを表示した CICS ジョブは、CAVM に

対して SIGNON を出しましたが、INQUIRE HEALTH 出口

(DFHXRC) がサインオン処理時に呼び出されたときに、この出

口によって CAVM に戻された戻りコードが非ゼロであること

を見つけました。 このメッセージが出された場合は例外なく、

CAVM または CICS 内に内部エラーがあることを意味してい

ます。

システムの処置: CAVM SIGNON は続行されますが、おそら

く XRF 機能は低下します。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに報告してくださ

い。

モジュール: DFHWSSN2
宛先: コンソール

DFHXC6623I applid CAVM SIGNON IMPOSSIBLE AT

PRESENT BECAUSE ANOTHER JOB HAS

SIGNED ON WITH THE SAME SPECIFIC

APPLID.

説明: このメッセージを出した CICS ジョブが CAVM に対

して SIGNON を出しましたが、メッセージ・テキストに記述

されているエラー条件が検出されたために、この要求を受け入

れることはできません。
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システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: 誤った特定の APPLID が新しいジョブとし

て要求されたり、競合するジョブが誤って開始されない限り、

処置は不要です。 これらのいずれかに該当する場合は、適切な

訂正を加えるか、または競合するジョブを取り消した後に、失

敗した CICS ジョブを再サブミットしてください。

モジュール: DFHWSSN2
宛先: コンソール

DFHXC6624I applid CAVM SIGN ON ABANDONED

BECAUSE THIS PARTITION IS NOT

RUNNING UNDER POWER

説明: これは、区画へのサインオンを試みているときに、

CAVM タスクによって出された通知メッセージです。 これ

は、CICS の設定が正しく行われていないことを示していま

す。その理由は、後で行われる引き継ぎの正しい操作では、区

画が POWER の制御下になければならないためです。

システムの処置: CICS は初期設定を中止します。 後続のメ

ッセージを参照してください。

ユーザーの処置: セットアップを訂正してください。

モジュール: DFHWSSN2
宛先: コンソール

DFHXC6625I applid CAVM SIGNON IMPOSSIBLE

BECAUSE CAVM DATA SETS ARE

UNUSABLE.

説明: このメッセージを出した CICS ジョブが CAVM に対

して SIGNON を出しましたが、メッセージ・テキストに記述

されているエラー条件が検出されたために、この要求を受け入

れることはできません。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: メッセージ DFHXC6620 を参照してくださ

い。

モジュール: DFHWSSN2
宛先: コンソール

DFHXC6626D applid POSSIBLE CAVM SIGNON

CONFLICT. IS JOB powerjobname, powerno

RUNNING ON SYSTEM powersysid? REPLY

'YES' OR 'NO'.

説明: このメッセージを表示した CICS ジョブが CAVM へ

の SIGNON を出しましたが、CAVM がこの要求を受け入れ

ても安全であるかどうかを決めるためには、オペレーターの援

助が必要です。 CAVM は、制御データ・セットが、以下のす

べての条件を満たしているジョブを参照していることを検出し

ました。

v POWER は、このジョブがまだ実行中であると考えてい

る。

v POWER の判断が正しい場合は、現行のサインオン要求は

拒否されなければならない。なぜなら、このジョブの存在

が、現行のサインオン要求と競合するからです。

v このジョブは、サインオンを試みている CICS ジョブと同

一の CPC 内で実行されていない。

v このジョブの監視信号が存在していない。

このような状況は、競合ジョブが実行されていた CPC が障害

を起こしたために生じた可能性があります。その場合には、

CAVM は、サインオン要求を拒否する別の理由を見つけない

限り、この要求を拒否できません。 このメッセージを表示した

ジョブが CICS 活動ジョブである場合、競合ジョブは、別の活

動ジョブか、または引き継ぎを開始した代替ジョブです。 この

メッセージを表示したジョブが CICS 代替ジョブである場合、

競合ジョブは、別の代替ジョブです。競合ジョブの POWER
ジョブ名、ジョブ ID、およびシステム ID は、メッセージ・

テキストに示されています。

システムの処置: CICS ジョブは応答を待ちます。

ユーザーの処置: このメッセージを表示したジョブが CICS
活動ジョブである場合には、次の場合に限って NO と応答し

てください。

1. メッセージ・テキストで示されたジョブが実行中ではない

ことが確実である場合。ジョブが実行されていた CPC の

システム・リセットを実行して、ジョブが確かに実行され

ていないことを確認しなければならない場合もあります。

および

2. このメッセージを出したジョブが、自分の CAVM サイン

オン要求を続行して、CICS 活動ジョブになる必要がある

場合。

上記以外の場合は、YES と応答してください。

このメッセージを表示したジョブが CICS 代替ジョブであると

きは、次の場合に限って NO と応答してください。

1. メッセージ・テキストで示されたジョブが実行中ではない

ことが確実である場合。ジョブが実行されていた CPC の

システム・リセットを実行して、ジョブが確かに実行され

ていないことを確認しなければならない場合もあります。

および

2. そのメッセージを出したジョブが、自分の CAVM サイン

オン要求を続行して、CICS 代替ジョブになる必要がある

場合。

上記以外の場合は、YES と応答してください。

モジュール: DFHWSSN2
宛先: コンソール

DFHXC6627I applid CAVM SIGNON IMPOSSIBLE

BECAUSE THIS JOB IS CURRENTLY

SIGNED ON OR WAS ONCE AN ACTIVE

SYSTEM.

説明: このメッセージを出した CICS ジョブが CAVM に対

して SIGNON を出しましたが、メッセージ・テキストに記述

されているエラー条件が検出されたために、この要求を受け入

れることはできません。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: このメッセージは、内部エラーが起きたこと

を示します。

モジュール: DFHWSSN2
宛先: コンソール
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DFHXC6628I applid CAVM SIGNON IMPOSSIBLE AT

PRESENT BECAUSE CONFLICTING

JOB(S) HAVE NOT YET SIGNED OFF OR

TERMINATED.

説明: このメッセージを出した CICS ジョブが CAVM に対

して SIGNON を出しましたが、メッセージ・テキストに記述

されているエラー条件が検出されたために、この要求を受け入

れることはできません。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: 新しいジョブに対して間違った START オプ

ションが要求されたか、または競合するジョブ (複数の場合も

ある) が誤って始動された場合を除いて、処置は不要です。 こ

れらのいずれかに該当する場合は、適切な訂正を加えるか、ま

たは競合するジョブを取り消した後に、失敗した CICS ジョブ

を再サブミットしてください。

モジュール: DFHWSSN2
宛先: コンソール

DFHXC6629I applid CAVM SIGNON IMPOSSIBLE

BECAUSE REQUESTING JOB AND

SIGNED-ON JOB(S) DO NOT SHARE

POWER.

説明: このメッセージを出した CICS ジョブが CAVM に対

してサインオンを出しましたが、メッセージ・テキストに記述

されているエラー条件が検出されたために、この要求を受け入

れることはできません。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: ジョブ名が固有であることを確認してから、

失敗したジョブおよび取り消す必要のあるジョブを再サブミッ

トしてください。

モジュール: DFHWSSN2
宛先: コンソール

DFHXC6630I applid TAKEOVER REJECTED BECAUSE

LAST ACTIVE SIGNED OFF NORMALLY.

説明: このメッセージを出した CICS ジョブが CAVM に対

して引き継ぎ要求を出しましたが、メッセージ・テキストに記

述されているエラー条件のため、この要求は拒否されました。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHWSTKV
宛先: コンソール

DFHXC6631I applid TAKEOVER REJECTED BECAUSE

LAST ACTIVE INSTANCE NUMBER

DOES NOT MATCH THAT SPECIFIED.

説明: このメッセージを出した CICS ジョブが CAVM に対

して引き継ぎ要求を出しましたが、メッセージ・テキストに記

述されているエラー条件のため、この要求は拒否されました。

この CICS 代替ジョブが前の CICS 活動ジョブからの引き継

ぎを試みることをすでに決定した後に、新しい CICS 活動ジョ

ブが CAVM にサインオンした場合に、このエラーが起こりま

す。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHWSTKV
宛先: コンソール

DFHXC6632I applid NON PRE-EMPTIVE TAKEOVER

REJECTED BECAUSE LATEST ACTIVE

VERSION NUMBER DOES NOT MATCH

THAT SPECIFIED.

説明: このメッセージを出した CICS ジョブが CAVM に対

して引き継ぎ要求を出しましたが、メッセージ・テキストに記

述されているエラー条件のため、この要求は拒否されました。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHWSTKV
宛先: コンソール

DFHXC6633I applid NON PRE-EMPTIVE TAKEOVER

REJECTED BECAUSE A TAKEOVER IS

ALREADY IN PROGRESS.

説明: このメッセージを出した CICS ジョブが CAVM に対

して引き継ぎ要求を出しましたが、メッセージ・テキストに記

述されているエラー条件のため、この要求は拒否されました。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHWSTKV
宛先: コンソール

DFHXC6634I applid TAKEOVER REJECTED BECAUSE

NECESSARY TOD CLOCK DIFFERENCE

INFORMATION IS NOT AVAILABLE.

説明: このメッセージを出した CICS ジョブが CAVM に対

して引き継ぎ要求を出しましたが、メッセージ・テキストに記

述されているエラー条件のため、この要求は拒否されました。

このエラーは、次の条件の両方が満たされない限り、起きるこ

とはありません。

v CICS 活動ジョブおよび代替ジョブが、互いに異なる CPC
内で実行されている。

v それぞれの TOD 刻時機構の相互間の時間差の最大可能値

を推定するために必要とされる短時間 (1 分未満) の間に、

活動ジョブの監視信号を代替ジョブが観察する機会を得られ

ないうちに、TAKEOVER が試みられた。

これらの CPC の TOD 時刻機構相互間の時間差が分かってい

ない限り、引き継ぎを行うことはできません。なぜなら、現在

の TOD 時刻機構の表示が、旧 CICS 活動ジョブが終了したと

きの TOD 時刻機構の表示 (このジョブが実行されていた

CPC 内で観察されたもの) よりも後になるまでは、正常な

CICS 処理を再開することはできないからです。
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システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHWSTKV
宛先: コンソール

DFHXC6635I applid TAKEOVER PROCESSING

TERMINATED BECAUSE ANOTHER

BACKUP HAS STARTED A PRE-EMPTIVE

TAKEOVER.

説明: このメッセージを出した CICS ジョブが CAVM に対

して引き継ぎ要求を出し、この要求が受け入れられました。し

かし、TAKEOVER が完了する前にメッセージ・テキストに記

述されているエラー条件が検出されました。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHWSTKV
宛先: コンソール

DFHXC6636I applid TAKEOVER PROCESSING

TERMINATED BECAUSE STATUS OF

ACTIVE JOB CANNOT BE DETERMINED.

説明: CICS ジョブが CAVM に対して引き継ぎ要求を出し、

この要求が受け入れられました。しかし、DFHWTI によって

提供された CAVM サービスの使用中にエラーが検出されたた

めに、引き継ぎ処理を完了することができませんでした。

システムの処置: この CICS ジョブが続いて出すメッセージ

を参照してください。

ユーザーの処置: 問題判別については、「CICS Problem

Determination Guide」を参照してください。コンソール・ログ

およびジョブ出力が必要になる場合があります。

モジュール: DFHWSTKV
宛先: コンソール

DFHXC6637I applid TAKEOVER IS WAITING TO

RESERVE OR ACCESS THE CAVM

CONTROL DATA SET.

説明: このメッセージを出した CICS ジョブが、CAVM に対

して TAKEOVER 要求を出しました。 CAVM は、この要求

を処理するために CAVM 制御データ・セットを LOCK また

はアクセスしようと試みていますが、かなり長い時間にわたっ

て、要求されたリソースが使用不可能のままとなっているか、

または未解決の入出力要求が完了していないかのいずれかが起

きています。同一の CAVM データ・セットを使用していて、

かつ SIGNON、SIGNOFF、または TAKEOVER 要求を実行し

ている別の CICS ジョブが、正常な LOCK 要求を出した後に

入出力の遅延などによって停止されていない限り、この LOCK
の試みが失敗することはありません。

システムの処置: メッセージ DFHXC6620 を参照してくださ

い。

ユーザーの処置: メッセージ DFHXC6620 を参照してくださ

い。

モジュール: DFHWSTKV
宛先: コンソール

DFHXC6638I applid NOTIFY RC= retcode - text

説明: CICS ジョブが、NOTIFY 出口 (DFHXRB) により

CAVM に戻された戻りコードが非ゼロであることを検出しま

した。 メッセージには、実際の戻りコード値 retcode (または

99 よりも大きい値) と、エラー発生時に処理中であったイベン

トのタイプを示すテキストが含まれています。 このメッセージ

が出された場合は例外なく、CAVM または CICS 内に内部エ

ラーがあるか、あるいはコードまたはデータが破壊されてしま

っていることを意味しています。

システムの処置: 処理は続行されますが、おそらく XRF 機能

は低下します。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに報告してくださ

い。

モジュール: DFHWSTKV
宛先: コンソール

DFHXC6640I applid ALL STATUS WRITERS ARE IN I/O

WAIT.

説明: CICS ジョブが、制御データ・セットおよびメッセー

ジ・データ・セットに対して出された自分の最新状況の書き込

みの完了に長い時間を要していることを見つけました。これが

起こる可能性があるのは、他の CPC 内で実行されていたジョ

ブ (CICS とは限りません) が出した LOCK が、両方の

CAVM データ・セットの DASD ボリュームを一時的にアク

セス不能にした場合です。

システムの処置: CICS ジョブは、そのジョブの状況書き込み

の 1 つが完了するまで、この警告メッセージを一定の間隔で出

し直します。 その間にも、CICS ジョブは、状況書き込みの完

了に依存しないすべての処理の実行を継続します。 このメッセ

ージを表示したジョブが CICS 活動ジョブであり、かつこの条

件が十分長い時間存続している場合には、代替ジョブ (このジ

ョブは別の CPC 内で実行されているので、CAVM データ・

セットを読み取ることができるものと仮定して) が活動システ

ムの監視信号の停止したことを通知するときに、予期しない引

き継ぎが開始されてしまう危険があります。

ユーザーの処置: このメッセージが、他には問題が生じていな

いように思える CICS 活動ジョブによって出された場合は、対

応する代替ジョブに適切なコマンドを出して、そのジョブが不

必要な引き継ぎを開始しないようにしておくことをお勧めしま

す。 メッセージ DFHXC6620 も参照してください。

モジュール: DFHWSSW
宛先: コンソール

DFHXC6641I applid STATUS WRITE I/O ERROR ON

dsname

説明: このメッセージを表示した CICS ジョブが、制御デー

タ・セットまたはメッセージ・データ・セットのいずれかに対

して自分の最新状況を書き込んでいるときに、入出力エラーを

検出しました。

システムの処置: CICS ジョブが、自分の最新状況を制御デー

タ・セットまたはメッセージ・データ・セットのいずれかに正

常に書き込める場合には、処理は続行されます。 さらに、エラ

ー条件が一時的なものであったことが考えられるため、障害を

起こしたデータ・セットへの書き込みが、後で試みられる可能

性があります。 両方のデータ・セットが同時に使用不能になっ
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たときは、CAVM タスクが異常終了します。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに報告してくださ

い。

モジュール: DFHWSSW
宛先: コンソール

DFHXC6642I applid ALL STATUS READERS ARE IN I/O

WAIT.

説明: CICS ジョブは、自分のパートナー・システムの最新の

可用性状況を入手するために制御データ・セットおよびメッセ

ージ・データ・セットに対して自分が出した読み取りが、両方

とも完了に時間を要することを見つけました。

システムの処置: CICS ジョブは、状況読み取りの 1 つが完

了するまで、間隔を置いてこの警告メッセージを出し直しま

す。 その間にも、CICS ジョブは、状況読み取りの完了に依存

しないすべての処理の実行を継続します。 このメッセージを表

示したジョブが CICS 代替ジョブである場合は、活動ジョブが

障害を起こしたときに引き継ぎが開始されない危険がありま

す。なぜなら、この代替ジョブは活動ジョブの監視信号が停止

したことを検出できないからです。

ユーザーの処置: メッセージ DFHXC6620 を参照してくださ

い。

モジュール: DFHWSSR
宛先: コンソール

DFHXC6643I applid STATUS READ I/O ERROR ON

dsname

説明: このメッセージを表示した CICS ジョブが、制御デー

タ・セットまたはメッセージ・データ・セットのいずれかから

パートナー・システムの最新の可用性状況を読み取っていると

きに、入出力エラーを検出しました。 dsname はこのデータ・

セットの名前です。

システムの処置: 処理は続行されますが、エラーの起きたシス

テムがパートナーの状況の変化を検出できない可能性があるた

め、XRF 機能は低下します。 さらに、エラー条件が一時的な

ものであったことも考えられるため、障害を起こしたデータ・

セットからの読み取りが後で試みられる可能性があります。 こ

のエラーが代替システムで、引き継ぎ要求の処理中に起きてい

る場合には、引き継ぎは正常に実行されません。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに報告してくださ

い。

モジュール: DFHWSSR
宛先: コンソール

DFHXC6644I applid NOTIFY RC= retcode - text

説明: このメッセージを表示した CICS ジョブは、NOTIFY
出口 (DFHXRB) により CAVM に戻された戻りコードが非ゼ

ロであることを見つけました。 メッセージには、実際の戻りコ

ード値 retcode (または 99 よりも大きい値) と、エラー発生時

に処理中であったイベントのタイプを示すテキストが含まれて

います。 このメッセージが出された場合は例外なく、CAVM
または CICS 内に内部エラーがあるか、あるいはコードまたは

データが破壊されてしまっていることを意味しています。

システムの処置: 処理は続行されますが、おそらく XRF 機能

は低下します。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに報告してくださ

い。

モジュール: DFHWSSR
宛先: コンソール

DFHXC6645I applid ERROR IN INQUIRE HEALTH EXIT.

説明: このメッセージを表示した CICS ジョブは、INQUIRE
HEALTH 出口 (DFHXRC) から CAVM に戻された戻りコー

ドが非ゼロであることを見つけました。 このメッセージは、

CAVM または CICS 内に内部エラーがあるか、あるいはコー

ドまたはデータが破壊されてしまっていることを意味していま

す。

システムの処置: 処理は続行されますが、おそらく XRF 機能

は低下します。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに報告してくださ

い。

モジュール: DFHWSTI
宛先: コンソール

DFHXC6649I applid SIGNOFF IS UNABLE TO LOCK

THE CAVM CONTROL DATA SET.

説明: このメッセージを出した CICS ジョブが CAVM に対

して SIGNOFF 要求を出したか、あるいは CAVM タスクの

異常終了によって SIGNOFF 処理が暗黙的に呼び出されまし

た。 CAVM は、要求を処理するために CAVM 制御データ・

セットを LOCK しようと試みましたが、要求されたリソース

がかなり長時間にわたって利用不能になったままでした。 同一

の CAVM データ・セットを使用していて、かつ

SIGNON、SIGNOFF、または TAKEOVER 要求を実行してい

る別の CICS ジョブが、正常な LOCK 要求を出した後に入出

力の遅延などによって停止されていない限り、この LOCK の

試みが失敗することはありません。

システムの処置: CAVM タスクは、この CICS ジョブがサイ

ンオフしたことを示すために、CAVM データ・セットの更新

を行わずに終了します。 この CICS ジョブがこの後に出すメ

ッセージがあれば、それも参照してください。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHWSSOF
宛先: コンソール

DFHXC6650I applid A SEVERE ERROR HAS
OCCURRED DURING CAVM
PROCESSING. CODE = code

説明: このメッセージを出した CICS XRF ジョブは、CAVM
処理時に、予期しなかった重大エラーを検出しました。 メッセ
ージ内のコード code は、エラーおよびそのエラーを検出した
CAVM モジュールの両方を識別するものです。これらは次の
とおりです。

DFHWSRTR によって検出されるエラー (00XX)
0001 SIGNON、SIGNOFF または TAKEOVER 要求のパ

ラメーター・ブロックが無効である。

0002 CAVM タスク指名プログラムに、タスク指名の対象

となる作動可能プロセスおよび待機の対象となる外部

イベントが何もない。

DFHXC6642I • DFHXC6650I

第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server for z/VSE) 403



DFHWSSN1 によって検出されるエラー (10XX)
1001 CAVM タスクの ATTACH から非ゼロ戻りコードが

戻されている。

DFHWSSN2 によって検出されるエラー (20XX)
2001 SIGNON パラメーター・ブロック内の機能コードが

無効である。

2002 SIGNON パラメーター・ブロック内の機能修飾子が

無効である。

2003 SIGNON パラメーター・ブロック拡張の長さが正し

くない。

2004 要求された監視間隔が正数ではない。

2006 状態管理レコードの読み取り中に、非同期 VSAM
GET または CHECK から非ゼロ戻りコードが戻さ

れている。 (入出力エラーによって発生する場合があ

ります。)
2007 状態管理レコードの更新中に、非同期 VSAM PUT

または CHECK から非ゼロ戻りコードが戻されてい

る。 (入出力エラーによって発生する場合がありま

す。)
2008 監視信号が存在するかどうかの検査を開始させる要求

から非ゼロ戻りコードが戻されている。

2009 監視信号が存在するかどうかの検査を完了させる要求

から予期しなかった戻りコードが戻されている。

200A 監視信号が存在するかどうか調べるために状況 CI
を読み取り中に、非同期 VSAM GET または

CHECK から非ゼロ戻りコードが戻されている。 (入
出力エラーによって発生する場合があります。)

200B 監視信号が存在するかどうかを調べるためのルーチン

が、状況 CI の順序番号が減少していることを検出

した。

200C 状況 CI の更新のために状況 CI を読み取っている

ときに、非同期 VSAM GET または CHECK から

の非ゼロ戻りコードが戻されている。 (入出力エラー

によって発生する場合があります。)
200D 状態管理レコードの内容に変化があったが、そのセキ

ュリティー・カウントは未変更のままである。

200E 制御データ・セット内の状況 CI を更新中に、非同

期 VSAM PUT または CHECK からの非ゼロ戻り

コードが戻されている。 (入出力エラーによって発生

する場合があります。)
200F LOCK マクロから予期しない戻りコード (>4) が戻

されている。考えられる原因としては、LOCK ファ

イルのオーバーフロー、入出力エラー、および種々の

論理エラーがあります。

2010 RPL 内の OPTCD を UPD に変更する VSAM
MODCB マクロから非ゼロ戻りコードが戻されてい

る。

2011 RPL 内の ACB アドレスを変更する VSAM
MODCB マクロから非ゼロ戻りコードが戻されてい

る。

2013 DFHWTI から予期しない戻りコードが戻されてい

る。

2014 要求された POWER ジョブ STATUS 照会機能から

予期しない戻りコードが戻されている。

DFHWSSN3 によって検出されるエラー (30XX)
3001 RPL を作成する VSAM GENCB マクロから非ゼロ

戻りコードが戻されている。

3002 ACB の長さを入手する VSAM SHOWCB マクロか

らの非ゼロ戻りコードが戻されている。

3003 RPL の長さを入手する VSAM SHOWCB マクロか

らの非ゼロ戻りコードが戻されている。

3004 ACB OPEN エラー・コードを入手する VSAM
SHOWCB マクロからの非ゼロ戻りコードが戻されて

いる。

3005 ACB CI サイズおよび RBA データを入手する

VSAM SHOWCB マクロからの非ゼロ戻りコードが

戻されている。

3006 CAVM データ・セットの高使用頻度の RBA が空で

あるはずがないときに、その RBA がゼロになって

いる。

3007 CAVM データ・セットから制御 CI を読み取ってい

るときに、非同期 VSAM GET から非ゼロ戻りコー

ドが戻されている。

3008 ACB 内の STRNO を変更する VSAM MODCB マ

クロからの非ゼロ戻りコードが戻されている。

3009 LOCK マクロから予期しない戻りコードが戻されて

いる。

300A サブタスクが CAVM データ・セットの新しい対を

形式設定するための ATTACH から非ゼロ戻りコー

ドが戻されている。

300B CAVM データ・セットの新しい対の処理中に発生し

た内部論理エラー。

300C オープンされている ACB と関連するデータ・セッ

トが ESDS であるかどうかをテストする VSAM
TESTCB マクロからの非ゼロ戻りコードが戻されて

いる。

300D データ・セットの形式設定の最中に、ACB CI サイ

ズおよび RBA データを入手する VSAM SHOWCB
マクロからの非ゼロ戻りコードが戻されている。

300E CAVM データ・セットの新しい対を形式設定してい

るときに、同期 VSAM PUT から非ゼロ戻りコード

が戻されている。 (入出力エラーによって発生する場

合があります。)
300F ACB を作成する VSAM GENCB マクロからの非ゼ

ロ戻りコードが戻されている。

3010 ACB CI サイズおよび RBA データを入手する

VSAM SHOWCB マクロからの非ゼロ戻りコードが

戻されている。

3011 RPL 内の ACB アドレスを変更する VSAM
MODCB マクロからの非ゼロ戻りコードが戻されて

いる。

DFHWSSOF によって検出されるエラー (40XX)
4001 RPL (複数) を作成する VSAM GENCB マクロから

の非ゼロ戻りコードが戻されている。

4003 状態管理レコードを読み取ろうとしているときに、

VSAM MODCB マクロまたは同期 GET から非ゼロ

戻りコードが戻されているか、あるいは、タイマー出

口によって入出力要求が除去された。 (入出力エラー

によって発生する場合があります。)
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4007 状態管理レコードに、この CICS XRF ジョブの無効

な重複項目が入っている。

4008 状態管理レコード内におけるこの CICS ジョブの記

述の位置は、SMDR1NDX の現行値と矛盾してい

る。

4009 制御データ・セットおよびメッセージ・データ・セッ

ト内でこの CICS XRF ジョブが持つ状況 CI の対の

順序番号は等しいが、非ゼロである。

400A LOCK マクロから予期しない戻りコードが戻されて

いる。

400B 制御データ・セットを LOCK しようとする試みが何

回も繰り返されたが、LOCK できなかった。

400C 状況 CI を更新しようと試みているときに VSAM
MODCB マクロから非ゼロ戻りコードが戻された

か、または同期 PUT から戻りコード 4 が戻され

た。

400D 状態管理レコードを更新しようとしているときに、

VSAM MODCB マクロまたは同期 GET から非ゼロ

戻りコードが戻されているか、あるいは、タイマー出

口によって入出力要求が除去された。 (入出力エラー

によって発生する場合があります。)

DFHWSSR によって検出されるエラー (50XX)
5001 RPL を作成する VSAM GENCB マクロから非ゼロ

戻りコードが戻されている。

5002 アクティブ・ジョブがサインオフまたは終了した後

で、アクティブ・ジョブの状況 CI がまだ変更中で

あることを、代替ジョブが検出した。 (このエラー

は、活動ジョブおよび代替ジョブが共通の POWER
ジョブ・キューを共用していない無効な XRF 構成に

よって発生する場合があります。 2 番目のジョブが

CAVM にサインオンしたときにはこの問題が見つか

らなかったのは、最初のジョブの監視信号を検出でき

なかったためです。)
5003 XRF パートナー・ジョブの状況 CI 内の順序番号が

減少した。

5004 制御データ・セットおよびメッセージ・データ・セッ

ト内で活動ジョブが持つ状況 CI の対の順序番号が

等しいが非ゼロであることを、代替ジョブが検出し

た。

5005 いま読み取った状況 CI 中のタイム・スタンプから

計算されたアクティブ・ジョブと代替ジョブの TOD
刻時機構の差の下限の予測値が、この差の上限の既存

の予測値より大きくなっている。

5006 いま読み取った状況 CI 中のタイム・スタンプから

計算されたアクティブ・ジョブと代替ジョブの TOD
刻時機構の差の上限の予測値が、この差の下限の既存

の予測値より小さくなっている。

5007 制御データ・セットおよびメッセージ・データ・セッ

ト内でこの XRF パートナー・ジョブが持つ状況 CI
の対の順序番号は等しいが、非ゼロである。

5008 XRF パートナー・ジョブの状況 CI 内の順序番号

が、この時点では、前に監視された値と矛盾してい

る。

5009 XRF パートナー・ジョブの状況 CI 内のインスタン

ス番号およびバージョン番号が、この時点では、共通

状況域内の対応する値よりも小さい。

500A XRF パートナー・ジョブの状況 CI 内のインスタン

ス番号およびバージョン番号には、変更が加えられて

いないが、ジョブ状況標識は「サインオフ」から「サ

インオン」に変更された。

500B 本来この時点では共通状況域に入っているはずのない

XRF パートナーに関する有効なデータが、共通状況

域に入っているようである。

500C 共通状況がすでにすべてのパートナーで利用可能にな

っているときに、別の XRF パートナー・ジョブ用に

共通状況が使用可能であることを示そうと試みた。

500D 制御データ・セットとメッセージ・データ・セットの

両方から続けてアクティブ・ジョブの状況 CI を読

み取ろうとしたときに、代替ジョブで入出力エラーが

検出された。

500E 引き継ぎ中に、アクティブ・ジョブの状況 CI の 1
つを読み取ろうとしたときに、代替ジョブで入出力エ

ラーが検出された。

500F 非同期 GET の VSAM CHECK からの論理エラー

戻りコードが戻されている。

5010 非同期 VSAM GET からの非ゼロ戻りコードが戻さ

れている。

5011 おそらくメッセージ伝送に問題があるために、この代

替ジョブが活動ジョブによって無効にされた。 これ

は、メッセージ・データ・セットが小さすぎる場合に

も起こることがあります。 この場合には、メッセー

ジ・データ・セットのサイズを大きくし、代替 CICS
の更新が活動 CICS の更新により上書きされる前

に、代替 CICS が更新を適用できるようにしてくだ

さい。

DFHWSSW によって検出されるエラー (60XX)
6001 非同期 PUT の VSAM CHECK からの論理エラー

戻りコードが戻されている。

6002 制御データ・セットとメッセージ・データ・セットの

両方に続けてこのジョブの状況 CI を書き込もうと

したときに、入出力エラーが検出された。

6003 非同期 VSAM PUT からの非ゼロ戻りコードが戻さ

れている。

6004 「状況書き込み完了」イベント・マスクが壊れてい

る。

6005 WSAGINDX が破壊されている。

6006 RPL を作成する VSAM GENCB マクロから非ゼロ

戻りコードが戻されている。

6007 このジョブの状況 CI のうちの 1 つの順序番号が、

制御データ・セットまたはメッセージ・データ・セッ

ト内で破壊されている。

DFHWSTKV によって検出されるエラー (80XX)
8001 RPL を作成する VSAM GENCB マクロから非ゼロ

戻りコードが戻されている。

8002 引き継ぎを試みている代替ジョブがすでに引き継ぎロ

ックを保持していることを、状況管理レコードが示し

ている。

8003 引き継ぎを試みている代替ジョブが活動ジョブの
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SIGNOFF によって解放されたリソースをすでに保持

していることを、状況管理レコードが示している。

8004 引き継ぎを試みている代替ジョブが活動ジョブの終了

によって解放されたリソースをすでに保持しているこ

とを、状況管理レコードが示している。

8005 引き継ぎを行っている代替ジョブが活動ジョブの

SIGNOFF によって解放されたリソースをすでに獲得

した後で、DFHWTI が、活動ジョブの終了を確認し

ようとしているときにエラーを検出した。

8006 活動ジョブの SIGNOFF によって解放されたリソー

スをこの代替ジョブがすでに獲得した後で、別の代替

ジョブがプリエンプティブの引き継ぎを始動させた。

8007 活動ジョブの終了によって解放されたリソースに関連

したタイム・スタンプを更新することができない。こ

れは、この代替ジョブが活動ジョブの SIGNOFF に

よって解放されたリソースをすでに獲得した後で、予

期しなかった問題が TOD 刻時機構差のデータに関

して発生したためです。

8009 状況管理レコードの非同期 GET の VSAM CHECK
からの非ゼロ戻りコードが戻されている。 (入出力エ

ラーによって発生する場合があります。)
800B 状況管理レコードの非同期 PUT の VSAM CHECK

からの非ゼロ戻りコードが戻されている。 (入出力エ

ラーによって発生する場合があります。)
800C QUIESCE ルーチン内の状況管理レコードを読み取る

非同期 VSAM GET からの非ゼロ戻りコードが戻さ

れている。

800D QUIESCE ルーチン内の状況管理レコードの非同期

GET の VSAM CHECK からの非ゼロ戻りコードが

戻されている。 (入出力エラーによって発生する場合

があります。)
800E RPL 内の OPTCD を UPD に変更する VSAM

MODCB マクロから非ゼロ戻りコードが戻されてい

る。

800F RPL 内の OPTCD を NUP に変更する VSAM
MODCB マクロから非ゼロ戻りコードが戻されてい

る。

8010 LOCK マクロから予期しない戻りコードが戻されて

いる。

8011 DFHWTI に対して XRF 要求を出すためにサブタス

クを生成するルーチンに、無効な要求コードが渡され

た。

8012 DFHWTI に対して XRF 要求を出すためのサブタス

クの ATTACH から非ゼロ戻りコードが戻されてい

る。

8013 サブタスクの DETACH から非ゼロ戻りコードが戻

されている。

システムの処置: メッセージ DFHXC6650 の中のコードと等

しい理由コードを持つ ABEND が出されます。 その結果、

CICS XRF ジョブは異常終了します。 この CICS XRF ジョブ

によって出される後続のメッセージがあれば、それも参照して

ください。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに報告してくださ

い。

モジュール: DFHWSRTR、DFHWSSN1、DFHWSSN2、

DFHWSSN3、DFHWSSOF、 DFHWSSR、DFHWSSW、

DFHWSTKV
宛先: コンソール

DFHXC6651I applid CAVM HAS DETECTED AN
INVALID REQUEST.

説明: CAVM に渡されるパラメーター・ブロックが無効であ
るか、または要求が適切な時期に行われていないことを、
CAVM が見つけました。
システムの処置: 理由コード 1 を持つ ABEND が出されま
す。その結果、CICS ジョブは異常終了します。 この CICS
ジョブによって後に出されたメッセージがあれば、それも参照
してください。
ユーザーの処置: 障害を起こした CICS ジョブを再始動し
て、インストール・システムのシステム・プログラマーに連絡
してください。
モジュール: DFHWSRTR
宛先: コンソール

DFHXGxxxx (XRF 汎用) メッセージ

DFHXG6215 applid progname operation failure, response
code cccc cccc keyrange: rrrr{. | key: }key

説明: テーブル作成サービス (DFHTBSS) は、グローバル・カ
タログ (DFHCCCC) に関する操作に失敗しました。

失敗に終わった操作はメッセージに示されます。それは
DELETE、WRITE_NEXT 、START_WRITE、または
END_WRITE の各要求のいずれかになります。
v cccc cccc は、カタログ・ドメインからの応答および理由コ

ードです。

v rrrr は、カタログ・ドメインに渡された内部 RQ トークン

です。

v key は、WRITE または DELETE 操作の場合のみメッセー

ジに現れ、通常、CICS がグローバル・カタログで記録に失

敗したリソースの名前が含まれています。

これは通常は内部 CICS エラーですが、シャットダウンの際に

発生することもあります。それは、あるタスクが通常シャット

ダウンを開始し、その直後に別のタスクが即時シャットダウン

を開始した場合です。 これは、即時シャットダウンにより、通

常シャットダウン・タスクで使用されているリソースがクロー

ズされるためです。

これは、グローバル・カタログが大規模なグループのインスト

ールを行うだけの大きさがない場合にも起こります。

システムの処置: CICS は終了します。

ユーザーの処置: グローバル・カタログのサイズを検査してく

ださい。 必要に応じてより大きなカタログを再定義してくださ

い。

あるいは、このメッセージは CICS の即時シャットダウンが原

因で出された可能性もあります。まだ休止していないタスク

が、シャットダウン処理により除去されたサービスへアクセス

しようとして異常終了することがあるからです。

モジュール: DFHTBSS
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XMEOUT パラメーター: applid、progname、operation、cccc、

cccc、rrrr、{1=.、2= key:}、key

宛先: コンソール

DFHXG6400I applid Signing on to the CAVM as active

with generic APPLID genericid

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、システムが CICS 可用性マネージャ

ー (CAVM) に活動システムとしてサインオンしようとしてい

ることを示すものです。 メッセージの挿入部分には総称アプリ

ケーション ID が入れられます。

システムの処置: CICS 初期設定は、サインオン要求が処理さ

れるまで延期されます。

通常、この遅延が重要な意味を持つことはありません。 この遅

延が重要な意味を持つ場合には、CAVM によってメッセージ

が作成され、理由が示されます。

ユーザーの処置: なし。

注: 代替 CICS システムが、活動システムと同時に CAVM デ

ータ・セットをオープンしようとすると (メッセージ

DFHXA6500I が出されます)、遅いほうのシステムに関して

VSAM オープンの試みの際に 2 つの VSE VSAM オープン・

エラー・メッセージが表示されます。 これらのメッセージの形

式は次のとおりです。

4228I FILE DFHXMSG OPEN ERROR X'A8'.....
4228I FILE DFHXCTL OPEN ERROR X'A8'.....

影響を受けた CICS は短い間隔の後にオープンを再試行するの

で、これらのメッセージは無視することができます。最初のシ

ステムのオープンが正常終了し、データ・セットが共有状況の

ままにされた場合には、この試みは成功します。

モジュール: DFHXRA

XMEOUT パラメーター: applid、genericid

宛先: コンソール

DFHXG6401I applid Sign on to the CAVM as active

accepted

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、サインオン要求 (メッセージ

DFHXG6400 を参照) を CAVM が受け入れたことを示してい

ます。

システムの処置: CICS 初期設定が再開されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRA

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6402I applid Sign on to the CAVM as active

rejected

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、サインオン要求が CAVM によって

拒否されたことを示すものです。 (メッセージ DFHXG6400 を

参照してください。) CAVM によってメッセージが生成され、

要求を拒否した理由が示されます。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: エラーを訂正してください。

モジュール: DFHXRA

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6403I applid Sign on of specificid to the CAVM as

alternate detected.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、指定された代替 CICS が CAVM に

サインオンしたことが CICS に通知されたことを示すもので

す。

システムの処置: 代替 CICS にキーポイント・データを送る

ために、トランザクション CXCU が生成されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid、specificid

宛先: コンソール

DFHXG6404I applid Signing off normally from the

CAVM.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、システムが CAVM から正常にサイ

ンオフしようとしていることを示します。

システムの処置: CICS の終了は、サインオフ要求が処理され

るまで延期されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRF
宛先: コンソール

DFHXG6405I applid Sign off normal from the CAVM

accepted.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、サインオフ要求が CAVM によって

受け入れられたことを示すものです。 (メッセージ

DFHXG6404 を参照してください。)
システムの処置: CICS の終了を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRF
宛先: コンソール

DFHXG6406I applid Sign off normal from the CAVM

rejected.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、システムが CAVM から異常にサイ

ンオフしようとしていることを示します。

システムの処置: CICS の終了は、サインオフ要求が処理され

るまで延期されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRF
宛先: コンソール
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DFHXG6407I applid Sign off normal from the CAVM

detected.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、代替 CICS が CAVM からサインオ

フしたことが CICS に通知されたことを示すものです。

システムの処置: CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6408I applid Signing off abnormally from the

CAVM.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、サインオフ要求が CAVM によって

受け入れられたことを示すものです。

システムの処置: CICS の終了を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRF
宛先: コンソール

DFHXG6409I applid Sign off abnormal from the CAVM

accepted.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、サインオフ要求が CAVM によって

受け入れられたことを示すものです。 (メッセージ

DFHXG6408 を参照してください。)
システムの処置: CICS の終了を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRF
宛先: コンソール

DFHXG6410I applid Sign off abnormal from the CAVM

rejected.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、サインオフ要求が CAVM によって

拒否されたことを示すものです。 (メッセージ DFHXG6408 を

参照してください。)

CAVM によってメッセージが生成され、要求を拒否した理由

が示されます。

システムの処置: CICS の終了を続行します。

ユーザーの処置: 詳細については、CAVM が作成したメッセ

ージを参照してください。

モジュール: DFHXRF
宛先: コンソール

DFHXG6411I applid Sign off abnormal from the CAVM

detected.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、代替 CICS が CAVM からサインオ

フしたことが CICS に通知されたことを示すものです。

システムの処置: システムは、通常の処理を続行します。 た

だし、活動 CICS が失敗しても、引き継ぎは行われないので注

意してください。

ユーザーの処置: 異常なサインオフが生じた理由を判別してく

ださい。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6415I applid CICS is being taken over. Execution

will be terminated.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、代替 CICS からの引き継ぎ要求を

CAVM が受け入れたことが CICS に通知されたことを示すも

のです。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6416I applid APPARENT FAILURE OF

ALTERNATE CICS DETECTED.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、代替 CICS が障害を起こしているよ

うに見えることが CICS に通知されたことを示すものです。

システムの処置: システムは、通常の処理を続行します。 た

だし、活動 CICS が失敗した場合、引き継ぎは行われない可能

性があることに注意してください。

ユーザーの処置: 代替 CICS の見かけの障害の理由を判別し

てください。

モジュール: DFHXRSP
宛先: コンソール

DFHXG6417I applid Recovery of alternate CICS detected.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、メッセージ DFHXG6416 で報告され

た見かけの障害から代替 CICS がリカバリーしたことが CICS
に通知されたことを示すものです。

システムの処置: システムは、通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6422I applid Sign off normal from the CAVM

assumed.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、CICS が、代替 CICS が CAVM か

らサインオフしたことを想定していることを示すものです。

これが出される可能性があるのは、活動 CICS が CPC 1 上で

実行されていて、しかも次のいずれかが行われている場合で

す。

1. 代替 CICS が CPC 2 上で開始される。または、
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2. CPC 2 が初期プログラム・ロードをし直される。または、

3. 代替 CICS が CPC 2 上で再始動される。

システムの処置: CICS 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6423I applid CAVM failure detected. CICS cannot

continue as active.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、CAVM が障害を起こしたことが

CICS に通知されたことを示すものです。

障害の理由を示すメッセージが CAVM によって作成されま

す。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: エラーを訂正してください。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6427I applid Terminal control restart task has

failed. CICS execution will be terminated.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、端末管理再始動タスクが障害を起こし

たことを示します。 そのために、CICS は活動システムとして

も代替システムとしても続行できなくなりました。

障害の理由を示すメッセージが、端末管理再始動タスクによっ

て作成されます。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: エラーを訂正してください。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6429I applid Transaction CXCU cannot be

attached.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、CICS がトランザクション CXCU を

生成できないことを示しています。 そのために、CICS は、追

跡メッセージの伝送を開始できません。 CXCU を生成できな

い場合には、引き継ぎに悪影響が現れます。 これは以下の場合

に発生する可能性があります。

1. CXCU が CICS に定義されていない。または

2. CICS のストレージが不足している。

システムの処置: CICS は、一定の時間間隔で CXCU の生成

を試みます。

ユーザーの処置: RDO を使用して CXCU をインストールす

るか、またはストレージの不足を解消してください。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6430 applid START=LOGTERM specified. CICS

start-up is terminated because XRF=YES is

specified

説明: 矛盾したシステム初期設定パラメーター

START=LOGTERM および XRF=YES が指定されています。

システムの処置: CICS は異常終了し、ダンプが作成されま

す。

ユーザーの処置: 矛盾を解決してください。

モジュール: DFHSIC1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6432 applid Unable to open restart data set. CICS

startup will be terminated because

XRF=YES is specified.

説明: CICS は、再始動データ・セットに関して OPEN を出

しましたが、OPEN は失敗しました。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: OPEN の障害の理由については、前に出さ

れた VSAM メッセージを調べてください。

モジュール: DFHSIC1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6433 applid System log not defined in JCT. CICS

startup will be terminated because

XRF=YES is specified.

説明: XRF=YES を指定する場合には、システム・ログを指定

しなければなりません。

引き継ぎの後、代替 CICS は、活動 CICS が行った未完了の

変更をバックアウトします。このためには、アクティブ・シス

テムと代替システムの両方にシステム・ログを定義しておかな

ければなりません。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: システム・ログを定義してください。

注: XRF=YES を指定する場合には、システム・ログを DISK2
として定義しなければなりません。

モジュール: DFHSIC1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6434 applid System log not defined as DISK2 in

JCT. CICS startup will be terminated

because XRF=YES is specified.

説明: XRF=YES を指定する場合には、システム・ログを

DISK2 として定義しなければなりません。 XRF=YES オプシ

ョンは、TAPE1、TAPE2、または DISK1 として定義されたシ

ステム・ログとは互換性がありません。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: システム・ログを DISK2 として定義し直し

てください。

モジュール: DFHSIC1
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XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6439I applid CICS startup is terminated for

reasons given above.

説明: これは、CICS のスタートアップが終了したことを示す

通知メッセージです。

システムの処置: CICS は異常終了し、ダンプが作成されま

す。

ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、システム・コンソ

ールに送信された先行メッセージを参照してください。

モジュール: DFHSIC1

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6440I I/O ERROR ON XRF MESSAGE DATA

SET. RPL ADDRESS = X'xx'.

説明: VSAM が、XRF メッセージ・データ・セットに物理的

な入出力エラーがあることを報告しました。 アドレス X'xx'

は、エラーを報告した VSAM RPL のアドレスです。

システムの処置: XRF システムによる監視は停止します。

ユーザーの処置: 新たな一対の監視データ・セットを使用し

て、活動 CICS システムおよび代替 CICS システムの両方を

再始動することが必要です。診断のために、エラーが報告され

た時点で使用中であった RPL のアドレスがメッセージによっ

て示されます。 RPL は、関連した VSAM メッセージ領域を

持っています。

モジュール: DFHWMMT
宛先: コンソール

DFHXG6441I LOGICAL ERROR ON XRF MESSAGE

DATA SET. VSAM FEEDBACK DATA =

X'xx'.

説明: VSAM が、XRF メッセージ・データ・セットの論理的

なエラーを報告しました。

システムの処置: XRF システムによる監視は停止します。

ユーザーの処置: これは、CICS システム内のエラーです。

診断のために、このエラーの VSAM フィードバック・データ

がメッセージに示されます。

モジュール: DFHWMMT
宛先: コンソール

DFHXG6442I INTERNAL ERROR IN XRF MESSAGE

MANAGER.

説明: CICS メッセージ・マネージャーが維持する要求連鎖が

不整合な状態になっています。

システムの処置: XRF システムによる監視は停止します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

モジュール: DFHWMQS
宛先: コンソール

DFHXG6443I INTERNAL ERROR IN XRF

SURVEILLANCE COMPONENT.

説明: XRF 監視コンポーネント中のルーチンに対して正しく

ない内部呼び出しが実行されました。

システムの処置: XRF システムによる監視は停止します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHWCCS
宛先: コンソール

DFHXG6444I VSAM REQUEST REJECTED FOR XRF

MESSAGE DATA SET.

説明: XRF メッセージ・データ・セットに対して出された

VSAM PUT 要求または GET 要求が拒否されました。

システムの処置: XRF システムによる監視は停止します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHWMMT
宛先: コンソール

DFHXG6445I XRF MESSAGE DATA SET FORMATTING

STARTED.

説明: この XRF メッセージ・データ・セットは新しいものな

ので、事前に形式設定しておかなければ、活動システムから代

替システムにメッセージを渡すためにこの XRF メッセージ・

データ・セットを使用することはできません。

システムの処置: 通常のサービスが続行されます。

ユーザーの処置: 活動システムから代替システムにメッセージ

を送れるようになるまでには、メッセージ・データ・セットの

サイズに応じて、多少の遅延が生じます。 代替システムの始動

は、対応するメッセージ DFHXG6446 を受け取るまで据え置

くほうがよいかもしれません。

モジュール: DFHWMMT
宛先: コンソール

DFHXG6446I XRF MESSAGE DATA SET FORMATTING

COMPLETED.

説明: XRF メッセージ・データ・セットの形式設定が完了し

ました。 これで、活動システムから代替システムにメッセージ

を渡すためにこの XRF メッセージ・データ・セットを使用す

ることができます。

システムの処置: 通常のサービスが続行されます。

ユーザーの処置: なし。 メッセージ DFHXG6445 を参照して

ください。

モジュール: DFHWMMT
宛先: コンソール

DFHXG6447I NON CRUCIAL XRF MESSAGE(S)

DISCARDED.

説明: XRF メッセージ・データ・セットが満杯です。 代替シ

ステムがまだ読み取っていないメッセージを上書き代替システ

ムを無効化する代わりに、一部のメッセージが廃棄されます。
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システムの処置: 通常のサービスが続行されます。

ユーザーの処置: この状態は、メッセージ DFHXA6541 の説

明で示されている状況と同様の状況で発生することがありま

す。 この時点では代替システムはまだ無効にはなっていません

が、無効になる可能性は高く、訂正処置が必要になります。 詳

しい手引きについては、メッセージ DFHXA6541 を参照して

ください。

モジュール: DFHWMWR
宛先: コンソール

DFHXG6450I GETVIS FAILED IN XRF SURVEILLANCE.

説明: CICS 監視コンポーネントによって出された SVC スト

レージ要求が失敗しました。この要求は、CICS タスクまたは

XRF タスクのいずれかの下で出された可能性があります。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: 使用可能な GETVIS が使い果たされている

場合には、区画のサイズを増やすか、あるいは EDSALIM シ

ステム初期設定パラメーターの値を小さくしてください。

使い果たされているわけではない場合には、問題は CICS 論理

エラーが原因と思われるので、問題を解決するために IBM の

サポートが必要になります。 手順については、「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHWCCS
宛先: コンソール

DFHXG6451I GETVIS FAILED IN XRF SURVEILLANCE.

説明: CICS 監視コンポーネントによって出された SVC スト

レージ要求が失敗しました。この要求は、CICS タスクまたは

XRF タスクのいずれかの下で出された可能性があります。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: 使用可能な GETVIS が使い果たされている

場合には、区画のサイズを増やすか、あるいは EDSALIM シ

ステム初期設定パラメーターの値を小さくしてください。

使い果たされているわけではない場合には、問題は CICS 論理

エラーが原因と思われるので、問題を解決するために IBM の

サポートが必要になります。 手順については、「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHWLGET
宛先: コンソール

DFHXG6452I INTERNAL ERROR IN XRF

SURVEILLANCE.

説明: XRF LIFO ストレージ・マネージャーによって行われた

整合性検査が失敗しました。 この障害は、CICS タスクまたは

XRF タスクのいずれかの下での実行中に起こった可能性があり

ます。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHWLFRE
宛先: コンソール

DFHXG6453I INTERNAL ERROR IN XRF

SURVEILLANCE.

説明: XRF 処理マネージャーによって行われた整合性検査が

失敗しました。 処理が、正しくない内部ロック要求を出してい

ます。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHWDWAT
宛先: コンソール

DFHXG6454I PROGRAM CHECK IN XRF

SURVEILLANCE. PSW = X'psw'. ADDRESS

OF SAVE AREA = X'savearea'.

説明: プログラム・チェックが発生し、そこから XRF プロセ

スがリカバリーすることができませんでした。

システムの処置: SDUMP が作成され、CICS は異常終了しま

す。

ユーザーの処置: これは、CICS システム内のエラーです。

プログラム・チェックが起きた PSW をメッセージが示しま

す。 詳細な情報は、ダンプ内に保存されています。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHWDSRP
宛先: コンソール

DFHXG6460I applid UNABLE TO LOAD TERMINAL

SWITCHING PROGRAM progname.

CDLOAD FAILED. R15= retcode.

説明: DFHWSPX は、CDLOAD を使用して、XSWITCH シ

ステム初期設定パラメーターに指定された端末切り替えプログ

ラムをロードしようとしました。 このロードは失敗し、戻りコ

ード retcode が戻されました。

retcode は、CDLOAD マクロからの戻りコードです。

システムの処置: 端末切り替えサブタスクは終了します。

ユーザーの処置: CDLOAD 戻りコードの意味については、

「z/VSE System Macros Reference」を参照してください。この

コードを使用して、ロードが失敗した原因を判別してくださ

い。

モジュール: DFHWSPX
宛先: コンソール

DFHXG6461I applid ERROR RETURNED BY TERMINAL

SWITCHING PROGRAM. OPCODE= opcode

RC= retcode

説明: DFHWSPX は、XSWITCH システム初期設定パラメー

ターで指定された端末切り替えプログラムを呼び出しました。

このプログラムは非ゼロ戻りコードを与えました。

システムの処置: 戻りコードが 4 より大きい場合、端末切り

替えプログラムは終了します。

ユーザーの処置: 戻りコードは、XSWITCH システム初期設定
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パラメーターで指定されたユーザー作成プログラムからのもの

です。

モジュール: DFHWSPX
宛先: コンソール

DFHXG6475 applid iiii Backup simlogon(s) abandoned

説明: XRF 代替システムが引き継ぎ中で、セッション・トレ

ース要求の最後のいくつかを処理しています。

CICS は待機セッション用の SIMLOGON を出しましたが、

VTAM は、まだログオン要求を CICS の VTAM ログオン出

口へ戻していません。

メッセージ DFHXG6480 が 2 回出されているので、ログオン

は表示されないものと CICS は想定しました。

処理は正常に続行されます。しかし、バックアップ

SIMLOGON を現在保留にしているセッションの状態は、CICS
の初期設定の終了時点では予測不能です。

再接続プロセスがこれらのセッションを正常に BIND しよう

と試みます。

システムの処置: 通常の引き継ぎ処理が続行されます。

ユーザーの処置: CSTL ログおよび CICS トレースを集める必

要があります。

モジュール: DFHZXST

XMEOUT パラメーター: applid、iiii

宛先: コンソール

DFHXG6476I applid XRF catch-up abandoned - all XRF

alternates signed off

説明: XRF 代替システムが存在していないために、XRF キャ

ッチアップ・トランザクションの実行が中止されました。 障害

を起こした代替システムから、メッセージがいくつか出されて

いる可能性があります。

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZXCU

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6477I applid Generic and Specific Ids have same

value

説明: CICS システムが、XRF 複合体を表す VTAM
USERVAR の再割り当てをするコマンドを出しました。これに

よって、今後は XRF 複合体へのログオン要求はこの CICS に

向けられます。 ただし、このシステムは XRF 1 次システムで

あり、特定 ID 値は、XRF 複合体の総称 ID と同じです。

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。 ただし、アプリケーション ID を使

用するときは、特別の注意を払う必要があります。つまり、

CICS システムを参照するのか、あるいは XRF 複合体を参照

するのかを明確にする必要があります。

モジュール: DFHZXSTS

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6479 applid Modify USERVAR issued

unsuccessfully. Return code nn

説明: CICS システムが、XRF 複合体を表す VTAM
USERVAR を再割り当てするコマンドを出すのに失敗しまし

た。

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: メッセージ内の戻りコードの診断情報につい

ては、「VTAM プログラミング」を参照してください。

システム・オペレーターは、CICS に代わってコマンドを出す

ことができます。 その形式は次のとおりです。

F proc,USERVAR,ID=generic-id,VALUE=specific-id

各部の説明は、以下のとおりです。

v 「proc」は、VTAM のプロシージャー名です。

v 「generic-ID」は、複合体全体の VTAM アプリケーション

ID です。

v 「specific-ID」は、新規 CICS の VTAM アプリケーション

ID です。

USERVAR を変更できない場合には、総称 ID の値を指定され

たエンド・ユーザーのログオンが引き続き旧特定アプリケーシ

ョン ID に送られて、予測不能な結果を招くことになります。

(ただし、新しいシステムの特定 ID を指定したログオンは、そ

の新しいシステムに経路指定されることになります。)
モジュール: DFHZXSTS

XMEOUT パラメーター: applid、nn

宛先: コンソール

DFHXG6480I applid Waiting for backup simlogon

processing to drain

説明: XRF 代替システムが引き継ぎ中で、セッション・トレ

ース要求の最後のいくつかを処理しています。

CICS は待機セッション用の SIMLOGON を出しましたが、

VTAM は、まだログオン要求を CICS VTAM ログオン出口に

戻していません。

このメッセージは、引き継ぎが停止されている 20 秒の間に 5
秒間隔で出されます。

これは、VTAM エラーまたは CICS 論理エラーのいずれかが

発生したことを示しています。

システムの処置: このメッセージが 2 回出されてから、メッ

セージ DFHXG6475 が出されます。

ユーザーの処置: このメッセージが繰り返し表示される場合に

は、CICS または VTAM の障害を示す他の形跡を探してくだ

さい。

モジュール: DFHZXQO

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール
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DFHXG6481I applid Autoconnect delayed for hh hours,

mm minutes, ss seconds.

説明: CICS が、次のいずれかを行うために、再接続トランザ

クション CXRE の実行を、hh 時間、mm 分、ss 秒の時間間隔

分だけ延期しました。

v CICS のスタートアップ後に AUTOCONNECT 端末を獲得

するため。または

v XRF 引き継ぎ後に端末セッションを獲得し直すため。

遅延の値 (hh 時間、mm 分、ss 秒) は、AUTCONN システム

初期設定パラメーターからとられています。

XRF 引き継ぎの場合には、引き継ぎ時に保留されていた待機

BIND の数から値は計算されます。 この余分な間隔によっ

て、XRF 以外のセッションが CXRE によって接続し直される

前に、XRF 可能端末の切り替えを行うことが可能になります。

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid、hh、mm、ss

宛先: コンソール

DFHXG6482 applid Unable to issue SETLOGON HOLD

(reqcode,reg15,reg0)

説明: このメッセージが出されるのは、VTAM SETLOGON
START が初期設定時に失敗した場合か、または VTAM ログ

オンのルーティング変更の準備の際に、このシステム (現在

XRF 引き継ぎを行っている) が、これ以上ログオン要求を送っ

てこないように VTAM に要求しようとした場合です。 この

試みは失敗し、失敗の詳細がメッセージに次のように表示され

ます。 最初の挿入部は、次のうちのいずれかです。

v 「S」: SETLOGON START 要求が失敗した。

v 「H」: SETLOGON HOLD 要求が失敗した。

2 番目および 3 番目の挿入部は、それぞれ、障害が起きた時点

のレジスター 15 およびレジスター 0 の値です。

上記の値の解釈については、「VTAM プログラミング」を参照

してください。

メッセージ DFHSI1517 が出される前に CICS に届いたログオ

ンは、有効であっても拒否されることがあります。

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: メッセージを注意して読んでください。

モジュール: DFHZXSTS

XMEOUT パラメーター: applid、reqcode、reg15、reg0

宛先: コンソール

DFHXG6483I applid This will be the last pass.

説明: 再接続トランザクション CXRE が、最後に行われる

(再) 接続の対象となっていた VTAM 端末およびセッションを

スキャンしようとしています。 見つかったものはすべてメッセ

ージ DFHXG6486 にリストされます。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: メッセージ DFHXG6486 にリストされた

VTAM 端末またはセッションに重要なものがあれば、このパ

スの結果それらが正常に接続されているかどうかを検査してく

ださい。

モジュール: DFHZXRE

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6484I applid Autoconnect processing now

complete.

説明: 再接続トランザクション CXRE が、すべての VTAM
端末およびセッションをスキャンしたところです。(再) 接続を

行う必要があったものがすべて接続されています。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZXRE

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6485 applid Unable to schedule

Autoconnection/Reconnection process.

説明: CICS 初期設定が再接続処理をスケジュールしようと試

みましたが、CICS が DFHPC TYPE=LINK 呼び出しを拒否し

たため、スケジュールできませんでした。

理由については、後続のメッセージ DFHXG6487 または

DFHXG6488 を参照してください。

システムの処置: 再接続処理は実行されません。

ユーザーの処置: 個々の端末を望ましい状態にリストアするに

は、CEMT を使用する必要があります。

モジュール: DFHZOPA

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6486I applid termid may not be acquired after

takeover

説明: 再接続トランザクション CXRE は、最後の実行を行っ

ているところですが、前に CICS が障害を起こした実行時と同

じ状況でまだバインドされていない端末/セッション termid を

見つけました。

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: メッセージ内の端末識別名 termid を記録

し、以前の再接続の試みが失敗した理由を調べてください。 例

えば、端末が物理的に交換されていない可能性があります。問

題を明らかにした後で、CEMT は個々の端末を獲得するために

使用することができます。

モジュール: DFHZXRE0

XMEOUT パラメーター: applid、termid

宛先: コンソール
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DFHXG6487 applid Unexpected IC/PC error code X'code'.
Module modname

説明: 再接続トランザクション CXRE をスケジュールまたは
スケジュール変更できませんでした。これは、DFHIC
TYPE=INITIATE または DFHPC TYPE=LINK が、コード
X'code' で拒否されたためです。 これは CICS 論理エラーが原
因です。

このメッセージは、以下のいずれかに続いて出されます。
v DFHXG6485 (CICS が CXRE をスケジュールできなかった

場合)
v DFHXG6489 (CICS が CXRE をスケジュール変更できなか

った場合)
システムの処置: CICS のとる処置は、エラーが CXRE のス

ケジュール時に起こったか、CXRE のスケジュール変更時に起

こったかにより異なります。

CICS がとる処置に関する詳細については、DFHXG6485 また

は DFHXG6489 のいずれかのシステム処置を参照してくださ

い。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHSIJ1、DFHZOPA

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname

宛先: コンソール

DFHXG6488 applid Required transaction CXRE is not

defined to CICS. Module modname

説明: 再接続トランザクション CXRE をスケジュール変更す

ることができませんでした。 これは、必要なトランザクショ

ン・コードに現在はインストール済みトランザクション定義が

ないか、または必要なプログラムにインストール済みプログラ

ム定義がないかのいずれかです。

このメッセージは、DFHXG6489 または DFHXG6485 の後に

出されます。

システムの処置: 再接続トランザクションの現行の実行が最後

の実行です。 見つかった端末およびセッションのすべてについ

てメッセージ DFHXG6486 が出されます。

ユーザーの処置: 端末を再接続する場合には、問題を訂正して

ください。

モジュール: DFHSIJ1、DFHZOPA

XMEOUT パラメーター: applid、modname

宛先: コンソール

DFHXG6489 applid Unable to schedule Autoconnection /
Reconnection transaction CXRE. Module
modname.

説明: 再接続トランザクション CXRE が、それ自体をスケジ
ュール変更しようと試みましたが、CICS インターバル制御機
能が DFHIC TYPE=INITIATE 呼び出しを拒否したために、ス
ケジュールすることはできませんでした。

このメッセージの次には、DFHXG6487 または DFHXG6488

のいずれかが続きます。これらのメッセージには、エラーの原
因の詳細が示されます。
システムの処置: 再接続トランザクションの現行の実行が最後
の実行です。 見つかった端末およびセッションのすべてについ
てメッセージ DFHXG6486 が出されます。
ユーザーの処置: 後続のメッセージを参照してください。 個
々の端末を獲得するには、CEMT を使用する必要があるかもし
れません。
モジュール: DFHSIJ1

XMEOUT パラメーター: applid、modname
宛先: コンソール

DFHXG6490I applid Reconnecting VTAM session - pass
number xxxx

説明: XRF 引き継ぎが行われたすぐ後に、制御が CICS に与
えられました。 パス番号 xxxx に関して、障害が起きた活動シ
ステム内でセッション中であった論理装置の獲得処理を開始し
ようする再接続トランザクション CXRE が開始されたところ
です。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: CICS が端末およびセッションを再接続しよ
うとするときに発生するエラー・メッセージを書き留めてくだ
さい。
モジュール: DFHZXRE0

XMEOUT パラメーター: applid、xxxx
宛先: コンソール

DFHXG6491 applid Logic error during session tracking.
REASON rcode terminal/session event

説明: XRF セッションの追跡で、設計エラーによると考えら
れる予期しない状況が起きました。 理由コード (rcode) は、次
のいずれかです。
1 POST が呼び出されましたが、端末またはセッショ

ンに保留中の処置はありません。

挿入部分 :
v 端末またはセッションの名前

2 不良要求値を使って DFHZXST が呼び出されまし

た。

4 トレース・メッセージ作成のためのキーを取り出すこ

とができません。

挿入部分 :
v 端末またはセッションの名前

v 追跡されるイベントのコード

以下は、DFHSUSX の場合のみ有効です。

v X'01' - サインオン・データの送信

v X'02' - サインオン・データの送信 (キャッチアッ

プ)
v X'03' - サインオン・データの受信

以下は、DFHZXST の場合にのみ有効です。

v X'F1' - BIND
v X'F2' - LOGON データの解放

v X'F3' - UNBIND
5 送信トレース・メッセージを取り出すことができませ

ん。
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挿入部分 :
v 端末またはセッションの名前

v 追跡するイベントのコード (上記の 4 を参照)
6 トレース・メッセージで示されたセッションを見つけ

ることができません。

挿入部分 :
v 端末またはセッションの名前

v 追跡するイベントのコード (上記の 4 を参照)
7 追跡メッセージ内で指定された正しくない項目

挿入部分 :
v 端末またはセッションの名前

v 追跡するイベントのコード (上記の 4 を参照)
8 トレース・メッセージに不良要求コードがあります。

挿入部分 :
v 端末またはセッションの名前

v 不良要求コード (有効な DFHZXST コードについ

ては上記の 4 を参照)
10 待機 BIND をスケジュールできません。

挿入部 :
v 端末またはセッションの名前

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: メッセージを注意して読んでください。 バ

ックアップへ引き継がれるとすれば、リソースと状態が正しく

ない可能性があります。 これらのメッセージの多くが出されて

いる場合には、より一般的な問題が起きている可能性がありま

す。

モジュール: DFHSUSX、DFHZXST

XMEOUT パラメーター: applid、rcode、terminal/session、event

宛先: コンソール

DFHXG6492I applid XRF catch-up logic error reason length
説明: XRF キャッチアップ・プログラムが、おそらく CICS
設計エラーが原因で起こったと考えられる予期せぬ状況を検出
しました。 最初の挿入部で示される理由は、次のいずれかで
す。
1 カタログ・レコードの内部的な長さの値が正しくあり

ません。

2 カタログ・レコード形式のエラー。 キーが入る余地

がありません。

3 カタログ・レコード形式のエラー。 キーの長さが 16
を超えています。

4 カタログ・レコードが長すぎて、バッファーに入りき

りません (変数 CUBUFFER)。 必要な長さが 2 番目

の挿入部に示されます。

5 予期しない ABEND または EXEC CICS コマンドか

らの応答

6 カタログ・レコード形式のエラー。 リソース・マネ

ージャー接頭部がありません。

システムの処置: 上記の 1、2、3、および 6 の場合、正常な

処理を続行します。

4 の場合、DFHZXCU が異常終了して、異常終了コード

AZXB が出されます。 5 の場合、DFHZXCU が異常終了し

て、異常終了コード AZXA が出されます。

ユーザーの処置: メッセージを注意して読んでください。 代

替 CICS へ引き継がれるとすれば、リソースと状態が正しくな

い可能性があります。 このメッセージが多く出るようであれ

ば、より広範な問題がある可能性があります。

モジュール: DFHZXCU

XMEOUT パラメーター: applid、reason、length

宛先: コンソール

DFHXG6493 date time applid XRF tracking record could
not be sent xxxx xxxx xxxx xxxx xxxx
(Module: modname)

説明: XRF キャッチアップ・プログラムが、XRF メッセー
ジ・マネージャーから好ましくない戻りコードを取得したため
に、活動 CICS の正しいコピーを取得するために代替 CICS
が必要とするレコードを送ることができませんでした。 挿入部
(内部的な診断情報) は、次のとおりです。
1. WMSRETC

DFHWMS 戻りコード。 (この戻りコードの値および意味

については、「CICS Data Areas」の XRF CICS マネージ

ャー要求インターフェース・ブロック (WMSPS) リストを

参照してください。)
2. WMSREASN

DFHWMS 理由コード。 (この理由コードの値および意味

については、「CICS Data Areas」の XRF CICS マネージ

ャー要求インターフェース・ブロック (WMSPS) リストを

参照してください。)
3. XTR-KEY-VALUE は追跡レコードのキーです。

4. XTR-ID はレコード ID です。ただし、

v ゼロ = 追跡

v 非ゼロ = キャッチアップ

5. XTR-TYPE はレコード・タイプです (DFHZXTR を参照)。
ただし、

v X = 追跡制御

v C = TCT 内容

v S = ZCP セッション追跡

v U = サインオン・データ

メッセージは、モジュール modname から出されます。

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: メッセージを注意して読んでください。 代

替 CICS へ引き継がれるとすれば、リソースと状態が正しくな

い可能性があります。 これらのメッセージの多くが出されてい

る場合には、より一般的な問題が起きている可能性がありま

す。

モジュール: DFHZXCU、DFHZXST、DFHTCRP、

DFHTBSSP、DFHSUSX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、xxxx、xxxx、

xxxx、xxxx、xxxx、modname

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHXG6494I date time applid XRF session state catch-up
ended

説明: XRF キャッチアップ・プログラムが、メッセージの送
信をちょうど完了したところです。これにより、新たにサイン
オンされた代替 CICS が、それ自体をバインドまたはアンバイ
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ンドされたセッション状態に関して最新のものにすることがで
きます。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHZXCU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: CSMT

DFHXG6495I date time applid XRF session state catch-up
started

説明: XRF キャッチアップ・プログラムが、メッセージの送
信をちょうど開始しようとするところです。これにより、新た
にサインオンされた代替 CICS が、それ自体をバインドまたは
アンバインドされたセッション状態に関して最新のものにする
ことができます。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHZXCU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: CSMT

DFHXG6496I date time applid XRF TCT contents catch-up
ended

説明: XRF キャッチアップ・プログラムが、メッセージの送
信をちょうど完了したところです。これにより、新たにサイン
オンされた代替 CICS が、それ自体を TCT の内容に関して最
新のものにすることができます。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHZXCU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: CSMT

DFHXG6497I date time applid XRF TCT contents catch-up
started

説明: XRF キャッチアップ・プログラムが、メッセージの送
信をちょうど開始しようとするところです。これにより、新た
にサインオンされた代替 CICS が、それ自体を TCT の内容に
関して最新のものにすることができます。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHZXCU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: CSMT

DFHXG6498I date time applid XRF catch-up ended
説明: XRF キャッチアップ・プログラムが、メッセージの送
信をちょうど完了したところです。これにより、新たにサイン
オンされた代替 CICS がそれ自体を最新のものにすることがで
きます。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHZXCU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: CSMT

DFHXG6499I date time applid XRF catch-up started
説明: 新たにサインオンされた代替 CICS が自分自身を最新
のものにすることができるようにするためのメッセージを、
XRF キャッチアップ・プログラムがちょうど送り始めようとす
るところです。
システムの処置: 通常の処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHZXCU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: CSMT

DFHXG6500I applid Signing on to the CAVM as alternate
with generic APPLID genericid

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで
す。 このメッセージは、システムが CICS 可用性マネージャ
ー (CAVM) に代替システムとしてサインオンしようとしてい
ることを示しています。 メッセージの挿入部分には総称アプリ
ケーション ID が入れられます。
システムの処置: CICS 初期設定は、サインオン要求が処理さ
れるまで延期されます。通常、この遅延が重要な意味を持つこ
とはありません。 この遅延が重要な意味を持つ場合には、
CAVM によってメッセージが作成され、理由が示されます。
ユーザーの処置: なし。

注: 活動 CICS システムが、代替システムと同時に CAVM デ

ータ・セットをオープンしようとすると (メッセージ

DFHXA6400I が出されます)、遅いほうのシステムに関して

VSAM オープンの試みの際に 2 つの VSE VSAM オープン・

エラー・メッセージが表示されます。 これらのメッセージの形

式は次のとおりです。

4228I FILE DFHXMSG OPEN ERROR X'A8'.....
4228I FILE DFHXCTL OPEN ERROR X'A8'.....

影響を受けた CICS は短い間隔の後にオープンを再試行するの

で、これらのメッセージは無視することができます。最初のシ

ステムのオープンが正常終了し、データ・セットが共有状況の

ままにされた場合には、この試みは成功します。

モジュール: DFHXRA

XMEOUT パラメーター: applid、genericid

宛先: コンソール

DFHXG6501I applid Sign on to the CAVM as alternate

accepted

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、サインオン要求が CAVM によって

受け入れられたことを示すものです。 (メッセージ

DFHXG6500 を参照してください。)
システムの処置: CICS 初期設定が再開されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRA

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール
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DFHXG6502I applid Sign on to the CAVM as alternate

rejected

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、サインオン要求が CAVM によって

拒否されたことを示すものです。 (メッセージ DFHXG6500 を

参照してください。) CAVM によってメッセージが生成され、

要求を拒否した理由が示されます。

システムの処置: CICS 初期設定は終了します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRA

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6503I applid Sign on of specificid to the CAVM as

active detected.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、指定された活動 CICS が CAVM に

サインオンしたことが CICS に通知されたことを示していま

す。

システムの処置: CICS の初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid、specificid

宛先: コンソール

DFHXG6507I applid Sign off normal from the CAVM

detected.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、活動 CICS が CAVM からサインオ

フしたことが CICS に通知されたことを示しています。

システムの処置: CICS 処理は終了します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6511I applid Sign off abnormal from the CAVM

detected.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、活動 CICS が CAVM からサインオ

フしたことが CICS に通知されたことを示しています。

システムの処置: とられる処置は、引き継ぎオプションの現行

値によって異なります。 この値は、システム初期設定テーブル

に指定されています。 値を変更するには、 CEBT SET
TAKEOVER コマンドを使用します。 引き継ぎオプションの

現行値が AUTOMATIC または MANUAL のいずれかである

場合は、引き継ぎ要求が CAVM に渡されることになります。

ユーザーの処置: ユーザーの処置は (ある場合には)、インスト

ール・システムによって異なります。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6512I applid Takeover request passed to the

CAVM

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、システムが CAVM に引き継ぎの開

始を要求しようとしていることを示します。

システムの処置: CICS の初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRA

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6513I applid Takeover request accepted by the

CAVM

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、引き継ぎ要求 (メッセージ

DFHXG6512 を参照) を CAVM が受け入れたことを示してい

ます。

システムの処置: CICS の初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRA

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6514I applid Takeover request rejected by the

CAVM

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、引き継ぎ要求 (メッセージ

DFHXG6512 を参照) を CAVM が拒否したことを示していま

す。 CAVM によってメッセージが生成され、要求を拒否した

理由が示されます。

システムの処置: CICS の初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRA

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6516I applid Apparent failure of active CICS

detected.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、活動 CICS が障害を起こしていると

思われることが CICS に通知されたことを示しています。

システムの処置: とられる処置は、引き継ぎオプションの現行

値によって異なります。 この値は、システム初期設定テーブル

に指定されています。 値を変更するには、 CEBT SET
TAKEOVER コマンドを使用します。 引き継ぎオプションの

現行値が AUTOMATIC である場合は、引き継ぎ要求が

CAVM に渡されます。 現行値が MANUAL の場合には、メ

ッセージ DFHXG6518 がコンソールに送られます。

ユーザーの処置: 活動 CICS の見かけの障害が起きた理由を

判別してください。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール
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DFHXG6517I applid Recovery of active CICS detected.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、メッセージ DFHXG6516 で報告され

た見かけの障害から活動 CICS がリカバリーしたことが CICS
に通知されたことを示しています。

システムの処置: CICS の初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6518D applid APPARENT FAILURE OF ACTIVE

CICS DETECTED. REPLY 'TAKEOVER' OR

'IGNORE'

説明: これは、CICS タスクから出された処置メッセージで

す。 このメッセージは、活動 CICS の現行値が障害を起こし

たように思われる場合に出されます。

システムの処置: 応答が「TAKEOVER」の場合には、CICS
が CAVM に引き継ぎを開始するように要求します。

応答が「IGNORE」の場合には、CICS は次のうちのいずれか

を想定します。

v 活動 CICS システムが見かけの障害からリカバリーする。

v 活動 CICS システムが再始動される。

v 引き継ぎを開始するのに CEBT PERFORM TAKEOVER コ

マンドが使用される。

これ以降に発生するイベントは、メッセージ DFHXG6518 に

対してユーザーの処置は必要ないことを意味する場合もありま

す。その例は次のとおりです。

v メッセージ DFHXG6516 で報告された見かけの障害から活

動 CICS システムがリカバリーしたことが CICS に通知さ

れる場合には、メッセージ DFHXG6517 および

DFHXG6519 がコンソールに送られる。

v 活動 CICS システムが CAVM から異常なサインオフをし

たと CICS に通知される場合には、メッセージ

DFHXG6511 および DFHXG6519 がコンソールに送られ

る。

v メッセージ DFHXG6516 で報告された見かけの障害から活

動 CICS がリカバリーすると同時に引き継ぎが (代替 CICS
システムから) 開始される場合には、メッセージ

DFHXG6513 および DFHXG6539 がコンソールに送られて

くる。

ユーザーの処置: 活動 CICS に起きた見かけの障害の理由を

調べてください。 可能な場合には障害を取り除いて、適切な応

答を行ってください。

モジュール: DFHXRSP
宛先: コンソール

DFHXG6519I applid The reply to message DFHXG6518 is

assumed to be IGNORE.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、ユーザーがメッセージ DFHXG6518
に応答することを CICS がもはや必要としていないことを示し

ています。

システムの処置: CICS の初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6520I applid CICS shutdown initiated by CAVM

event.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 次のような状況で、CICS によって開始されるシャットダ

ウンが起こります。

1. 活動 CICS が CAVM から正常なサインオフを行ったこと

が CICS に通知された場合。 メッセージ DFHXG6507 が

コンソールに送られます。

2. 活動 CICS が「インプレース」で再始動されたことが

CICS に通知された場合。メッセージ DFHXG6511 がコン

ソールに送られます。

3. 活動 CICS が CAVM から正常にサインオフしたと CICS
が想定した場合。 メッセージ DFHXG6522 がコンソール

に送られます。

システムの処置: CICS は正常に終了します。ただし、(活動)
CICS が障害を起こした場合には、引き継ぎは行われないこと

に注意してください。

ユーザーの処置: (代替) CICS を再始動することを考慮してく

ださい。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6522I applid Sign off normal from the CAVM

assumed.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、CICS が、活動 CICS が CAVM か

らサインオフしたと想定したことを示しています。 これが出さ

れる可能性があるのは、代替 CICS が CPC 1 上で実行されて

いて、しかも次のいずれかが行われる場合です。

1. 活動 CICS が CPC 2 上で始動される。

2. CPC 2 が再初期設定される。

3. 活動 CICS が CPC 2 上で再始動される。

システムの処置: CICS 処理は終了します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6523I applid CAVM failure detected. CICS cannot

continue as Alternate.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、CAVM が障害を起こしたことが

CICS に通知されたことを示すものです。障害の理由を示すメ

ッセージが CAVM によって作成されます。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: エラーを訂正してください。

モジュール: DFHXRSP
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XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6524I applid CAVM error detected. CICS cannot

continue as Alternate.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、代替システムとして CICS が続行で

きないようなエラーを CAVM が検出したことが CICS に通知

されたことを示しています。

これが該当するようなケースとしては、例えば、活動 CICS に

よって生成されたメッセージに代替 CICS がついていけないで

いる場合です。

障害の理由を示すメッセージが CAVM によって作成されま

す。

システムの処置: CICS は異常終了します。

ユーザーの処置: エラーを訂正してください。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6539I applid The reply to message DFHXG6518 is

assumed to be TAKEOVER.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 このメッセージは、ユーザーがメッセージ DFHXG6518
に応答することを CICS がもはや必要としていないことを示し

ています。

システムの処置: CICS の初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRSP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6680I applid TIME-OF-DAY CLOCK DIFFERENCE

IS AT LEAST sss SECONDS.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 活動 CICS システムおよび代替 CICS システムは別々の

CPC 上で実行されており、代替 CPC の時刻機構は活動 CPC
の時刻機構より進んでいます。 引き継ぎが起こった場合には、

代替 CPC の時刻機構が活動 CPC の時刻機構よりも遅くなる

まで、CICS 処理の一部を延期しなければならなくなります。

CAVM は、時刻機構差の下限を見積もりましたが、その差

は、少なくとも 15 秒です。このメッセージには、見積もられ

た時刻機構差が示されています。 CAVM によって処理される

監視信号の数が増えるにつれて、この下限が変化する可能性が

あることに注意してください。 この状況は、活動 CICS 開始

の最初の 3 つから 5 つの監視信号が処理される間に発生する

可能性があります。 経過時間は約 10 秒です。 必要に応じ

て、このメッセージが繰り返されることになります。

システムの処置: CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: それぞれの時刻機構をできるだけ正確に同期

化してください。これらの差が大きい場合には、引き継ぎの時

間が増える可能性があることに注意してください。

モジュール: DFHXRSP

宛先: コンソール

DFHXG6681I applid TIME-OF-DAY CLOCK DIFFERENCE

IS AT MOST sss SECONDS.

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 活動 CICS システムおよび代替 CICS システムは別々の

CPC 上で実行されており、代替 CPC の時刻機構は活動 CPC
の時刻機構より進んでいます。 引き継ぎが起こった場合には、

代替 CPC の時刻機構が活動 CPC の時刻機構よりも遅くなる

まで、CICS 処理の一部を延期しなければならなくなります。

CAVM は時刻機構差の上限を見積もりましたが、その差は少

なくとも 15 秒です。このメッセージには、見積もられた時刻

機構差が含まれています。 CAVM によって処理される監視信

号が増えるにつれて、この上限が変化する可能性があることに

注意してください。必要に応じて、メッセージ DFHXG6681
が繰り返されることになります。

システムの処置: CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: それぞれの時刻機構をできるだけ正確に同期

化してください。これらの差が大きい場合には、引き継ぎの時

間が増える可能性があることに注意してください。

モジュール: DFHXRSP
宛先: コンソール

DFHXG6682I applid XRF clock synchronization started

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 代替 CPC の時刻機構は活動 CPC の時刻機構よりも進

んでいるため、時刻に依存する処理を延期する必要がありま

す。 そのような処理は、活動ジョブが終了したときの活動

CPC の時刻機構よりも代替 CPC の時刻機構が遅くなるま

で、延期されます。

システムの処置: 一部の CICS 初期設定を続行します。

ユーザーの処置: それぞれの時刻機構をできるだけ正確に同期

化してください。これらの差が大きい場合には、引き継ぎの時

間が増える可能性があることに注意してください。

モジュール: DFHXRA

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXG6683I applid XRF clock synchronization ended

説明: これは、CICS タスクから出された通知メッセージで

す。 代替 CPC の時刻機構は、この時点では、活動 CPC の

時刻機構よりも遅れているため、時刻に依存する処理を再開す

ることができます。

システムの処置: CICS の初期設定を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXRA

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール
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DFHXMxxxx メッセージ

DFHXM0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは、CICS コードにエラーの可
能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデータが
入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があります。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字の CICS コードから成りま
す。 VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) で
す。 VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3
つのハイフンで埋められます。 CICS コードは、異常終了コー
ド、または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、
AKEA は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。エラーが重要な XM ドメイン・モジュ
ール内で発生した場合、状況によっては、CICS は直ちに終了
します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終
了するかどうか決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、詳しい手引きについて CICS 英数字コードを、 557 ペ
ージの『第 2 章 トランザクション異常終了コード (CICS
Transaction Server for z/VSE)』で調べてください。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないとシステムを実行
できない場合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせ
る必要があります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHXMAT、DFHXMBD、DFHXMCL、
DFHXMDD、DFHXMDM、DFHXMER、DFHXMFD、
DFHXMIQ、DFHXMLD、DFHXMQD、DFHXMQC、
DFHXMRP、DFHXMSR、DFHXMTA、DFHXMXD、
DFHXMXE

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname
宛先: コンソール

DFHXM0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。

コード X'code' は、エラーが何であり、それがどこで検出され
たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル
で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま
す。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。エラーがクリティカル・エラーである
場合、状況によっては、CICS は直ちに終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS コードにエラーの可能性があ
ることを示しています。 その影響の重大度は、エラー発生時に
実行されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。 メッセージが出さ
れたのが 1 回であり、しかもモジュール modname が CICS
システムの実行に不可欠ではない場合には、実行を続行し、適
当な時間に CICS をダウンさせて問題を解決することもできま
す。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはモジュール
modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合
には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり
ます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHXMAT、DFHXMBD、DFHXMCL、
DFHXMDD、DFHXMDM、DFHXMER、DFHXMFD、
DFHXMIQ、DFHXMLD、DFHXMQD、DFHXMQC、
DFHXMRP、DFHXMSR、DFHXMTA、DFHXMXD、
DFHXMXE

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHXM0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時
に実行されていた命令のオフセットです。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。

(XDUREQ 出口のユーザー出口プログラム、ダンプ・テーブ
ル、またはグローバル・システム・ダンプ抑止により) 特にダ
ンプを抑止しない限り、システム・ダンプがとられます。
CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定していない限
り、CICS の処理は続行されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS が終了しなかった場合は、CICS をダ
ウンさせるほど問題が重大かどうかを判断する必要がありま
す。

一部の CICS 機能は多くの CPU 時間を使用することがあるた
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め、このメッセージは長時間実行中の機能が原因で発生した可
能性があります。したがって、エラーは存在しない可能性があ
ります。 通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設
定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で計測) で指定したラン
ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。
これは、モジュール modname の実行が終了し、CICS は続行
することを意味します。

ICVR=0 を指定しており、しかもモジュール modname がルー
プに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を終了す
るために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ
がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間
隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当
な時間に CICS をダウンさせる必要があります。ただし、
CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的
にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を増やしても問題が解決されない場合は、IBM のサ
ポートが必要になることがあります。 手順については、
「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく
ださい。
モジュール: DFHXMAT、DFHXMBD、DFHXMCL、
DFHXMDD、DFHXMDM、DFHXMER、DFHXMFD、
DFHXMIQ、DFHXMLD、DFHXMQD、DFHXMQC、
DFHXMRP、DFHXMSR、DFHXMTA、DFHXMXD、
DFHXMXE

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname
宛先: コンソール

DFHXM0101 date time applid terminal userid tranid
TRANSACTION definition entry for
transname has been added.

説明: これは、トランザクション定義項目 transname を、
INSTALL コマンドを使用してシステムに追加したことを示す
監査ログ・メッセージです。
v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーのユーザー ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: システムは正常に続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXMXD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、transname

宛先: CSKL

DFHXM0103 date time applid terminal userid tranid

TRANSACTION definition entry for

transname has been deleted.

説明: これは、トランザクション定義項目 transname を、

CEMT または EXEC CICS DISCARD コマンドを使用してシ

ステムから削除したことを示す監査ログ・メッセージです。

v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーのユーザー ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: システムは正常に続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXMDD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、transname

宛先: CSKL

DFHXM0105 date time applid terminal userid tranid

TRANSACTION definition entry for

transname has been replaced.

説明: これは、トランザクション・クラス定義項目 transname

を、CEDA INSTALL または EXEC CICS CREATE コマンド

を使用してシステム内で置き換えたことを示す監査ログ・メッ

セージです。

v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーのユーザー ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: システムは正常に続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXMXD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、transname

宛先: CSKL

DFHXM0110 date time applid Transaction definition

transid1 has been installed with the same

REMOTENAME and REMOTESYSTEM as

existing definition transid2.

説明: トランザクション定義 transid1 が、トランザクション

定義 transid2 と同じ REMOTENAME および

REMOTESYSTEM を指定してインストールされました。

この CICS システムが、あるトランザクションを、両方の定義

の REMOTESYSTEM として指定された CICS システムへ経路

指定し、そのトランザクションが、transid1 および transid2 の

REMOTENAME として指定されたトランザクション ID の

EXEC CICS START 要求を出した場合、CICS はその START
要求を満たすために、transid1 と transid2 のいずれかをローカ

ル・システム上でタスク生成することができます。

システムの処置: トランザクション定義 transid1 のインスト

ールは正常に続行されます。

リモート・システムで、メッセージの説明で述べられたように

EXEC CICS START 要求が出された場合、CICS は transid2

ではなく、transid1 をローカル・システム上でタスク生成しま

す。
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ただし、CICS は、ウォーム再始動または緊急再始動の後に必

ずしも同じようにこのあいまいさを解決するわけではありませ

ん。

ユーザーの処置: リモート・システムで正しいトランザクショ

ンがタスク生成されるため、通常、この状態により問題が起き

ることはありません。 ただし、ローカル・システムでは正しい

トランザクションがタスク生成されていない可能性があり、そ

れは次のような状態として表れます。

v 矛盾した統計がローカル・システムで累積される。

v START 要求をリモート・システムへ戻す際に、誤った

TRPROF が使用される。

v CEMT INQUIRE TASK は、ローカル・システムで実行中

のトランザクションの組として、誤ったものを表示する。

これらは必ずしも問題であるとは限りませんが、このシステム

のリモート・トランザクションの定義を検査して、定義が誤っ

ているということのないようにしたほうがよいでしょう。

説明で述べられたようにリモート START 要求が出され、CICS
がローカル・システムでどのトランザクションをタスク生成す

るのかが問題になる場合は、タスク生成させないトランザクシ

ョン定義を修正して再インストールしてください。 これによ

り、あいまいな点が除去されます。

モジュール: DFHXMXD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、transid1、

transid2

宛先: CSMT

DFHXM0111 date time applid Catalog failure while
processing {INSTALL | SET | DISCARD}
request for transaction definition transid.

説明: トランザクション定義 transid のインストール、設定、
または廃棄要求の処理の際、カタログを変更中にエラーが発生
しました。
システムの処置: 要求は通常どおり続行されます。

カタログに発生したエラーによっては、CICS のウォーム再始
動または緊急再始動が試みられた場合に、重大な問題になるこ
とがあります。 その場合には、カタログ・ドメインにより、問
題の概要を説明するメッセージが出されます。

あるいは、問題はトランザクション定義 transid のイメージが
含まれているカタログ・レコードに限定されたものであり、以
下の問題はウォーム再始動または緊急再始動の際にのみ発生す
るという可能性もあります。
INSTALL

これが再インストールである場合は、トランザクショ

ン定義の古いバージョンがリカバリーされます。 イ

ンストールである場合は、トランザクション定義はリ

カバリーされません。

SET SET により要求された変更はリカバリーされませ

ん。 代わりにトランザクション定義が、SET 要求が

出される前の状態にリカバリーされます。

DISCARD

現在は廃棄されているにもかかわらず、トランザクシ

ョン定義が再始動の際にリカバリーされます。

ユーザーの処置: 即時に処置する必要はありません。 次に

CICS を再始動するときに、コールド・スタートを実行して問

題を解決することを考慮してください。 コールド・スタートが

適切でなく、かつ問題がトランザクション定義 transid のみに

限られる場合は、前述のそれぞれの場合の影響を除去してくだ

さい。

例えば、

INSTALL

再始動の後にトランザクション・クラス定義を再イン

ストールします。

SET CICS が再始動した後に SET コマンドを出し直しま

す。

DISCARD

CICS が再始動した後に DISCARD コマンドを出し

直します。

再始動の後もカタログの問題が続くようであれば、IBM のサポ

ートが必要です。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHXMDD、DFHXMXD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=INSTALL、

2=SET、3=DISCARD}、transid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHXM0112 date time applid The install of transaction
definition transid1 has removed ALIAS alias
of transid2.

説明: トランザクション定義 transid1 が、ALIAS alias を指定
してインストールされました。 しかし、ALIAS alias は現在、
トランザクション定義 transid2 を呼び出します。
システムの処置: transid1 のインストールは、通常どおり続行
されます。

ALIAS alias は、以前のトランザクション定義 transid2 ではな
く、transid1 を呼び出すようになりました。
ユーザーの処置: トランザクション定義 transid2 の ALIAS
が除去されることが、予期していたものである場合は、処置は
必要ありません。 しかし、トランザクション定義 transid2 は
CSD で修正され、この別名を指定しなくなります。

誤って ALIAS が除去された場合には、トランザクション定義
transid2 を再インストールして、その ALIAS を復元してくだ
さい。 トランザクション定義 transid1 は CSD で修正され、
この ALIAS を指定しなくなります。
モジュール: DFHXMXD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、transid1、alias、
transid2
宛先: CSMT

DFHXM0113 date time applid The install of transaction
definition transid1 has removed TASKREQ
taskreq of transid2.

説明: トランザクション定義 transid1 が、TASKREQ taskreq
を指定してインストールされました。 しかし、TASKREQ
taskreq は、現在、トランザクション定義 transid2 を呼び出し
ます。
システムの処置: transid1 のインストールは、通常どおり続行
されます。

TASKREQ taskreq は、以前のトランザクション定義 transid2
ではなく、transid1 を呼び出すようになりました。
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ユーザーの処置: トランザクション定義 transid2 の
TASKREQ が除去されることが、予期していたものである場合
は、処置は必要ありません。 しかし、トランザクション定義
transid2 は CSD で修正され、この TASKREQ を指定しなく
なります。

誤って TASKREQ が除去された場合には、トランザクション
定義 transid2 を再インストールして、その TASKREQ を復元
してください。 トランザクション定義 transid1 は CSD で修
正され、この TASKREQ を指定しなくなります。
モジュール: DFHXMXD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、transid1、
taskreq、transid2
宛先: CSMT

DFHXM0114 date time applid The install of transaction
definition transid1 has removed XTRANID
X'xtranid' of transid2.

説明: トランザクション定義 transid1 が、XTRANID xtranid
を指定してインストールされました。 しかし、XTRANID
xtranid は、現在、トランザクション定義 transid2 を呼び出し
ます。
システムの処置: transid1 のインストールは、通常どおり続行
されます。

XTRANID xtranid は、以前のトランザクション定義 transid2
ではなく、transid1 を呼び出すようになりました。
ユーザーの処置: トランザクション定義 transid2 の
XTRANID が除去されることが、予期していたものである場合
は、処置は必要ありません。 しかし、トランザクション定義
transid2 は CSD で修正され、この XTRANID を指定しなく
なります。

誤って XTRANID が除去された場合には、トランザクション
定義 transid2 を再インストールして、その XTRANID を復元
してください。 トランザクション定義 transid1 は CSD で修
正され、この XTRANID を指定しなくなります。
モジュール: DFHXMXD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、transid1、
X'xtranid'、transid2
宛先: CSMT

DFHXM0115 date time applid The install of transaction
definition transid1 has removed TPNAME
tpname of transid2.

説明: トランザクション定義 transid1 が、TPNAME tpname
を指定してインストールされました。 しかし、TPNAME
tpname は現在、トランザクション定義 transid2 を呼び出しま
す。
システムの処置: transid1 のインストールは、通常どおり続行
されます。

TPNAME tpname は、以前のトランザクション定義 transid2
ではなく、transid1 を呼び出すようになりました。
ユーザーの処置: トランザクション定義 transid2 の
TPNAME が除去されることが、予期していたものである場合
は、処置は必要ありません。 しかし、トランザクション定義
transid2 は CSD で修正され、この TPNAME を指定しなくな
ります。

誤って TPNAME が除去された場合には、トランザクション定

義 transid2 を再インストールして、その TPNAME を復元し
てください。 トランザクション定義 transid1 は CSD で修正
され、この TPNAME を指定しなくなります。
モジュール: DFHXMXD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、transid1、
tpname、transid2
宛先: CSMT

DFHXM0116 date time applid PROGRAM parameter
missing from transaction definition transid.
PROGRAM is required because
REMOTESYSTEM is the same as the local
system.

説明: トランザクション定義 transid が、PROGRAM パラメ
ーターを指定せずにインストールされました。
REMOTESYSTEM がローカル・システムに等しいと指定して
これは定義されているので、このシステムでトランザクション
を実行する場合は、プログラムが必要です。
システムの処置: transid のインストールは、通常どおり続行
されます。 リンク先のプログラムがないため、トランザクショ
ン transid を実行しようとしても、すべて失敗します。
ユーザーの処置: このメッセージは、通知メッセージです。
トランザクション transid がこのシステムで実行されなくて
も、問題はありません。 実行できるようにする場合は、transid
の定義を修正してから再インストールする必要があります。

このトランザクションが実行できないのに、なぜトランザクシ
ョン定義がインストールされたのかを調べたいことがあるかも
しれません。 この理由として、このトランザクションが、いく
つかの異なる CICS システムの間で共用されている RDO グ
ループに定義されているということが考えられます。 例えば
transid は、次に示す 1 組の定義における TTT1 である可能性
があります。この定義は、このローカル・システム CICB への
トランザクション・ルーティングを実施するために使用される
ものです。

トラン リモート・ リモート・ プログラム
ザクション システム ネーム
TTT1 CICB TTT2 -
TTT2 - - PROGA

この例で、トランザクションがこのシステムで同じ名前を持つ

ようにすれば、1 つの定義で十分です。

トラン リモート・ リモート・ プログラム
ザクション システム ネーム
TTT1 CICB TTT1 PROGA

モジュール: DFHXMXD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、transid

宛先: CSMT

DFHXM0201 date time applid terminal userid tranid

TRANCLASS definition entry for

tranclassname has been added.

説明: これは、トランザクション・クラス定義項目

tranclassname を、INSTALL コマンドを使用してシステムに追

加したことを示す監査ログ・メッセージです。

v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。
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v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーのユーザー ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: システムは正常に続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXMCL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、tranclassname

宛先: CSKL

DFHXM0203 date time applid terminal userid tranid

TRANCLASS definition entry for

tranclassname has been deleted.

説明: これは、トランザクション・クラス定義項目

tranclasssname を、DISCARD コマンドを使用してシステムか

ら削除したことを示す監査ログ・メッセージです。

v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーのユーザー ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: システムは正常に続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXMCL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、tranclassname

宛先: CSKL

DFHXM0205 date time applid terminal userid tranid

TRANCLASS definition entry for

tranclassname has been replaced.

説明: これは、トランザクション・クラス定義項目 transname

を、INSTALL コマンドを使用してシステム内で置き換えたこ

とを示す監査ログ・メッセージです。

v terminal は、メッセージを出したトランザクションに関連し

た端末の端末 ID またはネット名です。 トランザクション

に関連した端末がない場合は、端末名は抑止されます。

v userid は、メッセージを出したトランザクションに関連した

ユーザーのユーザー ID です。

v tranid は、メッセージを出したトランザクションです。

システムの処置: システムは正常に続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXMCL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、terminal、

userid、tranid、tranclassname

宛先: CSKL

DFHXM0211 date time applid Catalog failure while

processing {INSTALL | SET | DISCARD}

request for tranclass definition tranclassname.

説明: トランザクション・クラス定義 tranclassname のインス

トール、設定、または廃棄要求の処理の際、カタログを変更中

にエラーが発生しました。

システムの処置: 要求は通常どおり続行されます。

カタログに発生したエラーによっては、CICS のウォーム再始

動または緊急再始動が試みられた場合に、重大な問題になるこ

とがあります。 その場合には、カタログ・ドメインにより、問

題の概要を説明するメッセージが出されます。

あるいは、問題はトランザクション・クラス定義 tranclassname

のイメージが含まれているカタログ・レコードに限定されたも

のであり、以下の問題はウォーム再始動または緊急再始動の際

にのみ発生するという可能性もあります。

INSTALL

これが再インストールである場合は、トランザクショ

ン・クラス定義の古いバージョンがリカバリーされま

す。 インストールである場合は、トランザクショ

ン・クラス定義はリカバリーされませんでした。

SET SET により要求された変更はリカバリーされませ

ん。 代わりにトランザクション・クラス定義が、

SET 要求が出される前の状態にリカバリーされま

す。

DISCARD

現在は廃棄されているにもかかわらず、トランザクシ

ョン・クラス定義が再始動時にリカバリーされまし

た。

ユーザーの処置: 即時に処置する必要はありません。 問題を

完全に解決するためには、次に CICS を再始動するときにコー

ルド・スタートを実行することを考慮してください。 コール

ド・スタートが適切でなく、かつ問題がトランザクション・ク

ラス定義 tranclassname のみに限られる場合は、それぞれの症

状を個別に解決することができます。

例:
INSTALL

CICS が再始動された後にトランザクション・クラス

定義を再インストールします。

SET CICS が再始動した後に SET コマンドを出し直しま

す。

DISCARD

CICS が再始動した後に DISCARD コマンドを出し

直します。

再始動の後もカタログの問題が続くようであれば、問題を解決

するために IBM のサポートを得なければならない場合があり

ます。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHXMCL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=INSTALL、

2=SET、3=DISCARD}、tranclassname

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHXM0212 applid Transaction transid has been attached

with unknown tranclass tranclassname.

説明: トランザクション transid がたった今タスク生成されま

した。 これはトランザクション・クラス tranclassname に属す

るように定義されていますが、tranclassname は存在しません。

このメッセージは、トランザクション transid が不明なトラン
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ザクション・クラスを指定してタスク生成された最初のときに

のみ出されます。

システムの処置: トランザクション transid のタスク生成は通

常どおり続行されますが、どのトランザクション・クラスのス

ケジューリング制約にも規制されません。

ユーザーの処置: トランザクション transid をトランザクショ

ン・クラス tranclassname に属させたい場合は、そのトランザ

クション・クラスをインストールしてください。 そうでなけれ

ば、transid のトランザクション定義を状況に応じて修正し、再

インストールしてください。

CEDA CHECK コマンドを使用すると、トランザクション定義

により参照されるトランザクション・クラスのそれぞれが、同

じスタートアップ GRPLIST 内に定義されていることを確認す

ることができます。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHXMQC

XMEOUT パラメーター: applid、transid、tranclassname

宛先: コンソール

DFHXM0213 applid Insufficient storage for system attach

of transaction transid.

説明: トランザクション transid のタスク生成のために新しい

タスクを作成するための、十分なストレージがありません。

新しいタスクに必要なストレージの大部分は DSA ストレージ

から獲得されるので、CICS は DSA の 1 つでおそらくストレ

ージ不足になります。

システムの処置: そのタスク生成要求は待機させられます。

後で使用可能なストレージが増えたときに、再試行されます。

再試行されたタスク生成が失敗した場合は、成功するまで待機

と再試行が繰り返されます。

ユーザーの処置: CICS のストレージが不足している場合は、

メッセージ DFHSM0133 も出されます。 この条件の解決方法

については、そのメッセージを参照してください。

メッセージ DFHSM0133 が出されていない場合は、VSE スト

レージの不足が原因です。その場合は、システムの EDSALIM
を下げて、使用可能なストレージの量を増やすことを考慮して

ください。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHXMAT

XMEOUT パラメーター: applid、transid

宛先: コンソール

DFHXM0301 date time applid An attempt to link to the

user-replaceable transaction restart program

(DFHREST) has failed for task number

tasknum. Transaction restart is not

performed for transaction tranid.

説明: 再始動可能トランザクションが異常終了し、トランザク

ション・マネージャーはユーザー置換可能トランザクション再

始動プログラム (DFHREST) にリンクしようとしましたが、失

敗しました。 考えられる理由は次のとおりです。

v DFHREST が定義されていない (かつ自動インストールされ

ていない)。
v DFHREST は、CICS スタートアップ・ジョブ・ストリーム

の LIBDEF 検索チェーンのどのサブライブラリーにも存在

していない。

v DFHREST が AMODE(24) を指定してリンクされた。

システムの処置: トランザクションは再始動されません。

ユーザーの処置: 問題をそのままにしておくと、DFHREST へ

のリンクが失敗するたびにメッセージが出されます。 そうなら

ないようにするには、DFHREST が正しく定義され、CICS ス

タートアップ・ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンの

サブライブラリーにそれが含まれるようにしてください。

ユーザー置換可能プログラムについての詳細は、「CICS

Customization Guide」を参照してください。

モジュール: DFHXMTA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tasknum、tranid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHXM0302 applid An abend abcode occurred in the

user-replaceable transaction restart program

(DFHREST) under task number tasknum.

Transaction restart is not performed for

transaction tranid.

説明: 再始動可能トランザクションが異常終了し、トランザク

ション・マネージャーはユーザー置換可能トランザクション再

始動プログラム (DFHREST) にリンクしました。 DFHREST
は異常終了しました。

システムの処置: トランザクションは再始動されません。

ユーザーの処置: 問題をそのままにしておくと、DFHREST が

異常終了するたびにメッセージが出されます。 そうならないよ

うにするには、DFHREST の問題を修正し、それが正しく定義

され、CICS スタートアップ・ジョブ・ストリームの LIBDEF
検索チェーンのサブライブラリーにそれが含まれるようにして

ください。

ユーザー置換可能プログラムについての詳細は、「CICS

Customization Guide」を参照してください。

モジュール: DFHXMTA

XMEOUT パラメーター: applid、abcode、tasknum、tranid

宛先: コンソール

DFHXM0303 applid A severe error (code X'code') has

occurred while initializing task number

tasknum with transaction identifier tranid.

Terminal termid has not been released. The

task is suspended indefinitely.

説明: 内部エラーのために、タスク番号 tasknum の、 ID
tranid での初期設定が失敗しました。

このタスクは実行することも、異常終了することもできませ

ん。 このタスクの基本機能は端末です。 その端末にはメッセ

ージが送られることはなく、CICS がこの端末を使用すること

もできません。 トランザクション・マネージャーは、CICS を
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終了せずに、CICS の実行を続行し、タスクを延期することに

より保全性を保持します。

延期されたタスクは、CICS が終了するまで MXT スロットを

保留にします。

タスクはリソースを保留しているかもしれないので (ロックや

エンキューなど)、できるだけ早く CICS を取り消してくださ

い。 そうしないと、他のタスクも同じリソースへのアクセスを

必要とするために、その実行が妨げられる危険があります。 ダ

ンプ・テーブル項目を追加して、このメッセージが出たら常に

CICS が終了するようにすることもできます。

システムの処置: タスクは無期限に延期されます。 エラーを

最初に検出したコンポーネントにより、最初の障害診断が作成

されるはずです。 トランザクション・マネージャーもダンプを

とります。 通常、この問題に関する症状ストリングが入ってい

るメッセージ DFHME0116 が作成されます。

タスクの端末基本機能は、CICS が取り消されるまで、CICS
が使用することはできません。

タスクは、リソース・タイプ FOREVER およびリソース名

DFHXMTA で延期されます。

ユーザーの処置: このタスクに関連した端末を解放する必要が

ある場合は、CICS を取り消さなければなりません。 このタス

クは終了しないので、CICS を休止させることはできません。

タスクの除去や強制除去はできません。

エラー・コード X'code' を書き留めてください。 この問題を解

決するには IBM の支援が必要です。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

モジュール: DFHXMTA

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、tasknum、tranid、

termid

宛先: コンソール

DFHXM0304 applid A severe error (code X'code') has

occurred while initializing task number

tasknum with transaction identifier tranid.

Transient data queue tdqueue has not been

released. The task is suspended

indefinitely.

説明: 内部エラーのために、タスク番号 tasknum の、 ID
tranid での初期設定が失敗しました。

このタスクは実行することも、異常終了することもできませ

ん。 このタスクの基本機能は一時データ・キューです。 TD
キューは、CICS が終了するまで、別のタスクを生成しませ

ん。 トランザクション・マネージャーは、CICS を終了せず

に、CICS の実行を続行し、タスクを延期することにより保全

性を保持します。

延期されたタスクは、CICS が終了するまで MXT スロットを

保留にします。

タスクはリソースを保留しているかもしれないので (ロックや

エンキューなど)、できるだけ早く CICS を取り消してくださ

い。 そうしないと、他のタスクも同じリソースへのアクセスを

必要とするために、その実行が妨げられる危険があります。 ダ

ンプ・テーブル項目を追加して、このメッセージが出たら常に

CICS が終了するようにすることもできます。

システムの処置: タスクは無期限に延期されます。 エラーを

最初に検出したコンポーネントにより、最初の障害診断が作成

されるはずです。 トランザクション・マネージャーもダンプを

とります。 通常、この問題に関する症状ストリングが入ってい

るメッセージ DFHME0116 が作成されます。

タスクは、リソース・タイプ FOREVER およびリソース名

DFHXMTA で延期されます。

ユーザーの処置: このタスクに関連した TD キューを解放す

る必要がある場合は、CICS を取り消さなければなりません。

このタスクは終了しないので、CICS を休止させることはでき

ません。タスクの除去や強制除去はできません。

エラー・コード X'code' を書き留めてください。 この問題を解

決するには IBM の支援が必要です。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHXMTA

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、tasknum、tranid、

tdqueue

宛先: コンソール

DFHXM0305 applid A severe error (code X'code') has

occurred while initializing task number

tasknum with transaction identifier tranid.

The interval control element has not been

released. The task is suspended

indefinitely.

説明: 内部エラーのために、タスク番号 tasknum の、 ID
tranid での初期設定が失敗しました。

このタスクは実行することも、異常終了することもできませ

ん。 このタスクの基本機能はインターバル制御エレメントで

す。 ICE に関連したすべての開始データは、検索されませ

ん。 トランザクション・マネージャーは、CICS を終了せず

に、CICS の実行を続行し、タスクを延期することにより保全

性を保持します。

延期されたタスクは、CICS が終了するまで MXT スロットを

保留にします。

タスクはリソースを保留しているかもしれないので (ロックや

エンキューなど)、できるだけ早く CICS を取り消してくださ

い。 そうしないと、他のタスクも同じリソースへのアクセスを

必要とするために、その実行が妨げられる危険があります。 ダ

ンプ・テーブル項目を追加して、このメッセージが出たら常に

CICS が終了するようにすることもできます。

システムの処置: タスクは無期限に延期されます。 エラーを

最初に検出したコンポーネントにより、最初の障害診断が作成

されるはずです。 トランザクション・マネージャーもダンプを

とります。 通常、この問題に関する症状ストリングが入ってい

るメッセージ DFHME0116 が作成されます。

DFHXM0304 • DFHXM0305

426 z/VSE V6R2 メッセージおよびコード 第 3 巻



タスクは、リソース・タイプ FOREVER およびリソース名

DFHXMTA で延期されます。

ユーザーの処置: ICE を破棄する必要がある場合は、CICS を

取り消さなければなりません。 すべての開始データは、リカバ

リー不能でない限り、削除されるまで一時ストレージに残りま

す。リカバリー不能である場合は、次回の CICS のコールド再

始動または緊急再始動の際に消滅します。このタスクは終了し

ないので、CICS を休止させることはできません。タスクの除

去や強制除去はできません。

エラー・コード X'code' を書き留めてください。 この問題を解

決するには IBM の支援が必要です。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

モジュール: DFHXMTA

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、tasknum、tranid

宛先: コンソール

DFHXM0306 applid A severe error (code X'code') has

occurred while initializing task number

tasknum with transaction identifier tranid.

The task is suspended indefinitely.

説明: 内部エラーのために、タスク番号 tasknum の、 ID
tranid での初期設定が失敗しました。

このタスクは実行することも、異常終了することもできませ

ん。 このタスクには、基本機能は設定されていません。 トラ

ンザクション・マネージャーは、CICS を終了せずに、CICS
の実行を続行し、タスクを延期することにより保全性を保持し

ます。

延期されたタスクは、CICS が終了するまで MXT スロットを

保留にします。

タスクはリソースを保留しているかもしれないので (ロックや

エンキューなど)、できるだけ早く CICS を取り消してくださ

い。 そうしないと、他のタスクも同じリソースへのアクセスを

必要とするために、その実行が妨げられる危険があります。 ダ

ンプ・テーブル項目を追加して、このメッセージが出たら常に

CICS が終了するようにすることもできます。

システムの処置: タスクは無期限に延期されます。 エラーを

最初に検出したコンポーネントにより、最初の障害診断が作成

されるはずです。 トランザクション・マネージャーもダンプを

とります。 通常、この問題に関する症状ストリングが入ってい

るメッセージ DFHME0116 が作成されます。

タスクは、リソース・タイプ FOREVER およびリソース名

DFHXMTA で延期されます。

ユーザーの処置: タスクを破棄する必要がある場合は、CICS
を取り消さなければなりません。 このタスクは終了しないの

で、CICS を休止させることはできません。タスクの除去や強

制除去はできません。

エラー・コード X'code' を書き留めてください。 この問題を解

決するには IBM の支援が必要です。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

モジュール: DFHXMTA

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、tasknum、tranid

宛先: コンソール

DFHXM0307 applid A severe error (code X'code') has

occurred while terminating task number

tasknum with transaction identifier tranid.

The terminal termid has not been released.

The task is suspended indefinitely.

説明: 内部エラーのために、タスク番号 tasknum の、 ID
tranid での終了が失敗しました。 タスクを異常終了させたり、

その端末基本機能へメッセージを送ることはできません。 トラ

ンザクション・マネージャーは、CICS を終了せずに、CICS
の実行を続行し、タスクを延期することにより保全性を保持し

ます。

延期されたタスクは、CICS が終了するまで MXT スロットを

保留にします。

タスクはリソースを保留しているかもしれないので (ロックや

エンキューなど)、できるだけ早く CICS を取り消してくださ

い。 そうしないと、他のタスクも同じリソースへのアクセスを

必要とするために、その実行が妨げられる危険があります。 ダ

ンプ・テーブル項目を追加して、このメッセージが出たら常に

CICS が終了するようにすることもできます。

システムの処置: タスクは無期限に延期されます。 エラーを

検出したコンポーネントにより、最初の障害診断が作成される

はずです。 トランザクション・マネージャーもダンプをとりま

す。 通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッ

セージ DFHME0116 が作成されます。

タスクの端末基本機能は、CICS が取り消されるまで、使用す

ることはできません。

タスクは、リソース・タイプ FOREVER およびリソース名

DFHXMTA で延期されます。

ユーザーの処置: このタスクに関連した端末を解放する必要が

ある場合は、CICS を取り消さなければなりません。 このタス

クは終了しないので、CICS を休止させることはできません。

タスクの除去や強制除去はできません。

エラー・コード X'code' を書き留めてください。 この問題を解

決するには IBM の支援が必要です。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

モジュール: DFHXMTA

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、tasknum、tranid、

termid

宛先: コンソール

DFHXM0308 applid A severe error (code X'code') has

occurred while terminating task number

tasknum with transaction identifier tranid.

The transient data queue tdqueue has not

been released. The task is suspended

indefinitely.

説明: 内部エラーのために、タスク番号 tasknum の、 ID
tranid での終了が失敗しました。 タスクの異常終了はできませ

ん。このタスクの基本機能は一時データ・キューです。 TD キ
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ューは、CICS が終了するまで、別のタスクを生成しません。

トランザクション・マネージャーは、CICS を終了せずに、

CICS の実行を続行し、タスクを延期することにより保全性を

保持します。

延期されたタスクは、CICS が終了するまで MXT スロットを

保留にします。

タスクはリソースを保留しているかもしれないので (ロックや

エンキューなど)、できるだけ早く CICS を取り消してくださ

い。 そうしないと、他のタスクも同じリソースへのアクセスを

必要とするために、その実行が妨げられる危険があります。 ダ

ンプ・テーブル項目を追加して、このメッセージが出たら常に

CICS が終了するようにすることもできます。

システムの処置: タスクは無期限に延期されます。 エラーを

検出したコンポーネントにより、最初の障害診断が作成される

はずです。 トランザクション・マネージャーもダンプをとりま

す。 通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッ

セージ DFHME0116 が作成されます。

タスクは、リソース・タイプ FOREVER およびリソース名

DFHXMTA で延期されます。

ユーザーの処置: このタスクに関連した一時データ・キューを

解放する必要がある場合は、CICS を取り消さなければなりま

せん。 このタスクは終了しないので、CICS を休止させること

はできません。タスクの除去や強制除去はできません。

エラー・コード X'code' を書き留めてください。 この問題を解

決するには IBM の支援が必要です。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

注: このメッセージを一時データ・キューに転送しないでくだ

さい。

モジュール: DFHXMTA

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、tasknum、tranid、

tdqueue

宛先: コンソール

DFHXM0309 applid A severe error (code X'code') has

occurred while terminating task number

tasknum with transaction identifier tranid.

The interval control element has not been

released. The task is suspended

indefinitely.

説明: 内部エラーのために、タスク番号 tasknum の、 ID
tranid での終了が失敗しました。 タスクの異常終了はできませ

ん。このタスクの基本機能はインターバル制御エレメントで

す。 トランザクション・マネージャーは、CICS を終了せず

に、CICS の実行を続行し、タスクを延期することにより保全

性を保持します。

延期されたタスクは、CICS が終了するまで MXT スロットを

保留にします。

タスクはリソースを保留しているかもしれないので (ロックや

エンキューなど)、できるだけ早く CICS を取り消してくださ

い。 そうしないと、他のタスクも同じリソースへのアクセスを

必要とするために、その実行が妨げられる危険があります。 ダ

ンプ・テーブル項目を追加して、このメッセージが出たら常に

CICS が終了するようにすることもできます。

システムの処置: タスクは無期限に延期されます。 エラーを

検出したコンポーネントにより、最初の障害診断が作成される

はずです。 トランザクション・マネージャーもダンプをとりま

す。 通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッ

セージ DFHME0116 が作成されます。

タスクは、リソース・タイプ FOREVER およびリソース名

DFHXMTA で延期されます。

ユーザーの処置: このタスクに関連した ICE を破棄する必要

がある場合は、CICS を取り消さなければなりません。 すべて

の開始データは、リカバリー不能でない限り、削除されるまで

一時ストレージに残ります。リカバリー不能である場合は、次

回の CICS のコールド再始動または緊急再始動の際に消滅しま

す。 このタスクは終了しないので、CICS を休止させることは

できません。タスクの除去や強制除去はできません。

エラー・コード X'code' を書き留めてください。 この問題を解

決するには IBM の支援が必要です。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

モジュール: DFHXMTA

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、tasknum、tranid

宛先: コンソール

DFHXM0310 applid A severe error (code X'code') has

occurred while terminating task number

tasknum with transaction identifier tranid. If

the task had a principal facility, it has

been released. The task is suspended

indefinitely.

説明: 内部エラーのために、タスク番号 tasknum の、 ID
tranid での終了が失敗しました。 タスクの異常終了はできませ

ん。トランザクション・マネージャーは、CICS を終了せず

に、CICS の実行を続行し、タスクを延期することにより保全

性を保持します。

延期されたタスクは、CICS が終了するまで MXT スロットを

保留にします。

タスクはリソースを保留しているかもしれないので (ロックや

エンキューなど)、できるだけ早く CICS を取り消してくださ

い。 そうしないと、他のタスクも同じリソースへのアクセスを

必要とするために、その実行が妨げられる危険があります。 ダ

ンプ・テーブル項目を追加して、このメッセージが出たら常に

CICS が終了するようにすることもできます。

システムの処置: タスクに基本機能があった場合、それが解放

されました。 それが端末であった場合は、その端末は CICS
により使用できるはずです。

タスクは無期限に延期されます。 エラーを検出したコンポーネ

ントにより、最初の障害診断が作成されるはずです。 トランザ

クション・マネージャーもダンプをとります。 通常、この問題

に関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

タスクは、リソース・タイプ FOREVER およびリソース名

DFHXMTA で延期されます。
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ユーザーの処置: このタスクは終了しないので、CICS を休止

させることはできません。タスクの除去や強制除去はできませ

ん。

エラー・コード X'code' を書き留めてください。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHXMTA

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、tasknum、tranid

宛先: コンソール

DFHXM0501 applid CICS cannot satisfy request for MXT.

Value mxtvalue has been used instead.

説明: MXT に入力した値をシステムが処理することができま

せん。 mxtvalue は、タスク・ストレージとして CICS が獲得

できる最大値です。

この場合、必要なタスク・ストレージの大部分は CICS DSA
から獲得されます。

システムの処置: システムは MXT 値 mxtvalue で稼働を継続

します。

ユーザーの処置: MXT に入力した最初の値が正しく入力して

あるかどうかを確認してください。 この値が間違って入力して

ある場合には、CEMT を使用して MXT 値を修正してくださ

い (値を大きくすることは、通常はできません)。 MXT には現

在、ユーザー・タスクのみが含まれているので、以前のリリー

スと同じ大きさの値に設定する必要はないことを覚えておいて

ください。

この値 mxtvalue が受け入れ可能な場合には、処置は必要あり

ません。

この値が mxtvalue 小さすぎる場合には、CICS 以外のどのプ

ログラムがこの領域内で実行されているのかを調べてくださ

い。 ストレージの制約を緩めるには、システムの DSALIM ま

たは EDSALIM を大きくして、CICS が独自に使用できるスト

レージを増やしてください。 初期設定時のストレージ割り振り

についての詳細は、「CICS System Definition Guide」を参照し

てください。

モジュール: DFHXMSR

XMEOUT パラメーター: applid、mxtvalue

宛先: コンソール

DFHXM0502 applid A catalog failure has occurred while

saving the MXT setting.

説明: 要求された MXT の設定を保管中に、カタログにエラー

が発生しました。

システムの処置: 要求された MXT の変更要求は、通常どおり

続行されます。

カタログに発生したエラーによっては、CICS のウォーム再始

動または緊急再始動が試みられた場合に、重大な問題になるこ

とがあります。 その場合には、カタログ・ドメインにより、問

題の概要を説明するメッセージが出されます。

あるいは、問題は MXT 値を含んでいるカタログ・レコードに

限られ、ウォーム再始動または緊急再始動の際にリカバリーさ

れないだけである可能性もあります。

ユーザーの処置: 即時に処置する必要はありません。 次に

CICS を再始動するときに、SIT に指定された必要な MXT 値

で、コールド・スタートを実行することを考慮してください。

コールド・スタートが適切でない場合は、MXT を SIT 指定変

更値として追加して、必要な MXT 値を指定してください。

モジュール: DFHXMSR

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHXM0503 applid CICS cannot support minimum MXT

value of minmxt. CICS は終了します。

説明: 重大なストレージ不足により、CICS は最小 MXT 値

minmxt を満たせるだけのタスク・ストレージすら獲得するこ

とができません。

CICS は、minmxt 個のユーザー・タスクがなければ、実用的

な作業を実行することはできません。

システムの処置: CICS は終了します。

ユーザーの処置: これだけ小さな数のユーザー・タスクを

CICS がサポートできないほどストレージが不足している理由

を調査してください。

ストレージの制約を緩めるには、システムの DSALIM または

EDSALIM を大きくして、CICS が独自に使用できるストレー

ジを増やしてください。 初期設定時のストレージ割り振りにつ

いての詳細は、「CICS 導入の手引き」を参照してください。

モジュール: DFHXMSR

XMEOUT パラメーター: applid、minmxt

宛先: コンソール

DFHXOxxxx メッセージ

DFHXO6700 OPTION STARTING xxx HAS ILLEGAL
SYNTAX.

説明: オプション xxx の構文が正しくありません。
システムの処置: 制御プログラムは、パラメーター分析の完了
後、異常終了します。
ユーザーの処置: エラーを訂正して、制御プログラムを再サブ
ミットしてください。
モジュール: DFHWOSA
宛先: コンソール

DFHXO6701 OVERSEER GETVIS FAILURE -
PROGRAM TERMINATING

説明: 読み取り/書き込み制御ブロック用の GETVIS ストレー
ジを取得しようとしているときに、非ゼロ戻りコードを受け取
りました。
システムの処置: 制御プログラムは異常終了します。
ユーザーの処置: 制御ジョブに使用できる区画 GETVIS を増
やしてください。
モジュール: DFHWOSA
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宛先: コンソール

DFHXO6702 OVERSEER PARAMETER CHECK
FAILURE - PROGRAM TERMINATING.

説明: 制御プログラムに渡されたパラメーター・ストリングが
無効であるか、またはパラメーター・ストリングが制御プログ
ラムに渡されていません。
システムの処置: 制御プログラムは異常終了します。
ユーザーの処置: パラメーター・ストリングを訂正してから、
ジョブを再サブミットしてください。
モジュール: DFHWOSA
宛先: コンソール

DFHXO6703 UNABLE TO SET UP AUTHORIZED
FACILITY.

説明: 制御プログラムが必要とする許可済み機能を初期設定す
るためのストレージが足りません。
システムの処置: 制御プログラムは異常終了します。
ユーザーの処置: REGION パラメーターが十分な大きさを持
つようにしてください。
モジュール: DFHWOSA
宛先: コンソール

DFHXO6705 option OPTION IS MISSING.
説明: オプション option を省略することはできません。
システムの処置: 制御プログラムは、パラメーター分析の完了
後、異常終了します。
ユーザーの処置: エラーを訂正して、制御プログラムを再サブ
ミットしてください。
モジュール: DFHWOSA
宛先: コンソール

DFHXO6706 CYTIM OPTION MUST BE IN RANGE 20
TO 32767.

説明: CYTIM オプションは、20 から 32767 の範囲になけれ
ばなりません。
システムの処置: 制御プログラムは、パラメーター分析の完了
後、異常終了します。
ユーザーの処置: エラーを訂正して、制御プログラムを再サブ
ミットしてください。
モジュール: DFHWOSA
宛先: コンソール

DFHXO6707 VALUE OF option OPTION IS LONGER
THAN 5 DIGITS.

説明: 与えられた数値オプションの値は、5 桁を超えてはなり
ません。
システムの処置: 制御プログラムは、パラメーター分析の完了
後、異常終了します。
ユーザーの処置: エラーを訂正して、制御プログラムを再サブ
ミットしてください。
モジュール: DFHWOSA
宛先: コンソール

DFHXO6708 VALUE OF option OPTION IS
NON-NUMERIC.

説明: オプション option の値は数値でなければなりません。
システムの処置: 制御プログラムは、パラメーター分析の完了
後、異常終了します。
ユーザーの処置: エラーを訂正して、制御プログラムを再サブ
ミットしてください。
モジュール: DFHWOSA
宛先: コンソール

DFHXO6709 VALUE OF option OPTION IS LONGER
THAN 8 CHARACTERS.

説明: オプション option の値は 8 文字を超えてはなりませ
ん。
システムの処置: 制御プログラムは、パラメーター分析の完了
後、異常終了します。
ユーザーの処置: エラーを訂正して、制御プログラムを再サブ
ミットしてください。
モジュール: DFHWOSA
宛先: コンソール

DFHXO6710 VALUE OF OPTION option IS NEITHER Y
NOR N.

説明: オプション option の値は、Y (はい) または N (いい
え) のいずれかでなければなりません。
システムの処置: 制御プログラムは、パラメーター分析の完了
後、異常終了します。
ユーザーの処置: エラーを訂正して、制御プログラムを再サブ
ミットしてください。
モジュール: DFHWOSA
宛先: コンソール

DFHXO6711 option OPTION IS NO LONGER
SUPPORTED.

説明: CICS 制御プログラムを実行するためのジョブ制御ステ
ートメントの 1 つに、オプション option が指定されました。
このオプションは以前のリリースの CICS ではサポートされて
いましたが、もはやサポートされていません。
システムの処置: オプション option は無視されます。 制御プ
ログラムはパラメーター分析を続行します。
ユーザーの処置: 冗長なオプション option をジョブから除去
してください。
モジュール: DFHWOSA
宛先: コンソール

DFHXO6712 option IS AN INVALID OPTION
KEYWORD.

説明: メッセージに示されたキーワード option は無効オプシ
ョンです。
システムの処置: オプション option は無視されます。
ユーザーの処置: エラーを訂正してください。
モジュール: DFHWOSA
宛先: コンソール

DFHXO6702 • DFHXO6712

430 z/VSE V6R2 メッセージおよびコード 第 3 巻



DFHXO6713 OVERSEER CDLOAD ERROR -
PROGRAM TERMINATING.

説明: DFHWOSA は、CDLOAD DFHWOSB を試みたか、
またはユーザー制御プログラムの CDLOAD を試みました。こ
のロードは失敗しました。
システムの処置: 制御プログラムは異常終了します。
ユーザーの処置: 制御プログラムが使用できる区画 GETVIS
を増やしてください。
モジュール: DFHWOSA
宛先: コンソール

DFHXO6714 AN ABEND HAS BEEN DETECTED.
OVERSEER WILL TERMINATE.

説明: 制御プログラム内の AB STXIT プロシージャーが起動
されました。
システムの処置: DFHWOSM FUNC=TERM が実行され、制
御ジョブは終了して、VSE ユーザー異常終了コード 220 が出
され、ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: ダンプを使用して、異常終了の原因を調べて
ください。
モジュール: DFHWOSB
宛先: コンソール

DFHXO6715 A PROGRAM CHECK HAS BEEN
DETECTED. OVERSEER WILL
TERMINATE.

説明: 制御プログラムの PC STXIT プロシージャーが起動さ
れました。
システムの処置: DFHWOSM FUNC=TERM が実行され、制
御ジョブは終了して、VSE ユーザー異常終了コード 221 が出
され、ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: ダンプを使用して、異常終了の原因を調べて
ください。
モジュール: DFHWOSB
宛先: コンソール

DFHXSxxxx メッセージ

DFHXS0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは、CICS コードにエラーの可
能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデータが
入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があります。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字の CICS コードから成りま
す。 VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) で
す。 VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3
つのハイフンで埋められます。 CICS コードは、異常終了コー
ド、または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、
AKEA は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。 ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、
システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合は、呼び
出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM) によ
って CICS が終了させられる場合があります。このことを示す
メッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終了するかどう
か決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、CICS 英数字コードを、 557 ページの『第 2 章 トラン
ザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for

z/VSE)』で調べてください。これにより、例えば、エラーがプ
ログラム・チェック、異常終了、またはランナウェイであった
かがわかります。また、ユーザーの処置に関する何らかの手引
きが得られる場合があります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないとシステムを実行
できない場合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせ
る必要があります。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照してく
ださい。
モジュール:
DFHXSAD、DFHXSCL、DFHXSDM、DFHXSFL、DFHXSIS、
DFHXSLU、DFHXSPW、DFHXSRC、DFHXSST、DFHXSXM

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname
宛先: コンソール

DFHXS0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。
コード X'code' は、エラーが何であり、それがどこで検出され
たかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル
で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま
す。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合、CICS
を呼び出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM)
が終了させることができます。 このことを示すメッセージが出
されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
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ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS コードにエラーの可能性があ
ることを示しています。 その影響の重大度は、エラー発生時に
実行されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。 メッセージが出さ
れたのが 1 回であり、しかもモジュール modname が CICS
システムの実行に不可欠ではない場合には、実行を続行し、適
当な時間に CICS をダウンさせて問題を解決することもできま
す。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはモジュール
modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合
には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり
ます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照してく
ださい。
モジュール:
DFHXSAD、DFHXSCL、DFHXSDM、DFHXSFL、DFHXSIS、
DFHXSLU、DFHXSPW、DFHXSRC、DFHXSST、DFHXSXM

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHXS0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時
に実行されていた命令のオフセットです。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、 シ
ステム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合は、呼び
出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM) によ
って CICS が終了させられる場合があります。このことを示す
メッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS が終了しなかった場合は、CICS をダウンさせるほ
ど問題が重大かどうかを判断する必要があります。

一部の CICS 機能はプロセッサー時間を多く使用することがあ
るので、このメッセージは長時間実行機能が原因で出された可
能性があります。 したがって、これはエラーではない可能性が
あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設
定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で計測) で指定したラン
ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。
これは、メッセージ内のモジュール modname が終了し、CICS
が続行されることを意味します。

しかし、ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname
がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を
終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ
がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間
隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当

な時間に CICS をダウンさせる必要があります。ただし、
CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的
にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決しない場合は、IBM のサポ
ートが必要です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手
引き」の第 4 部を参照してください。
モジュール:
DFHXSAD、DFHXSCL、DFHXSDM、DFHXSFL、DFHXSIS、
DFHXSLU、DFHXSPW、DFHXSRC、DFHXSST、DFHXSXM

XMEOUT パラメーター: applid、X'offset'、modname
宛先: コンソール

DFHXS0006 applid Insufficient storage to satisfy
Getmain (code X'code') in module modname.
VSE code vsecode.

説明: OS/390 GETMAIN がモジュール modname によって出
されましたが、要求を満足させるための十分なストレージがあ
りませんでした。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す
る例外トレース・ポイント ID です。

コード vsecode は OS/390 GETMAIN 戻りコードです。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます (コード X'code')。ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止
しない限り、 システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

該当する場合には、エラー戻りコードがこのドメインの呼び出
し側に送られます。この場合、CICS を呼び出し側 (例えば、
ドメイン・マネージャー DFHDMDM) が終了させることがで
きます。 このことを示すメッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: CICS が別のモジュールによって終了させら
れた場合には、関連した終了メッセージ (例えば、ドメイン・
マネージャーからの) に注意し、これらのメッセージに関して
示されたユーザーの処置を調べてください。

CICS がまだ実行中である場合には、問題は一時的なものであ
る可能性があります。その場合には、さらに多くの使用可能な
ストレージを得られるようになると、問題も自然に解決されま
す。 モジュール modname なしで済む場合は、CICS の実行を
続行し、都合の良いときにダウンさせて、問題を解決すること
もできます。メッセージが繰り返し表示されるか、またはすべ
ての CICS モジュールを最大限に利用しないとシステムを実行
できない場合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせ
る必要があります。

GETMAIN 戻りコードの診断情報は、「z/VSE メッセージお
よびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードお
よび SVC エラー』にある『OS/390 API 戻りコード』で説明
されています。

DSA または EDSA のサイズの限界を小さくしてみてくださ
い。 あるいは、それらのサイズがまだ最大になっていない場合
には、領域全体のサイズを大きくしてみてください。 CICS ス
トレージについての詳細は、「CICS Transaction Server for
VSE/ESA システム定義の手引き」または「CICS TS パフォー
マンスの手引き」を参照してください。
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モジュール:
DFHXSAD、DFHXSCL、DFHXSDM、DFHXSFL、DFHXSIS、
DFHXSLU、DFHXSPW、DFHXSRC、DFHXSST、DFHXSXM

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname、vsecode
宛先: コンソール

DFHXS0200I date time applid External security
initialization has been successfully tracked.

説明: 活動 CICS システムで (CEMT PERFORM
SECURITY、または EXEC CICS SECURITY REBUILD を使
用して) 実行された外部セキュリティー初期設定が、XRF 代替
システムで追跡され、正常に完了しました。
システムの処置: なし。
ユーザーの処置: なし。 このメッセージは、システム初期設
定パラメーター MSGLVL=0 で抑止することができます。
モジュール: DFHXSWM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: コンソール

DFHXS0201I date time applid External security
initialization has been tracked, and has
failed with return code X'xx' and reason
code X'yy'.

説明: CEMT PERFORM SECURITY または EXEC CICS
SECURITY REBUILD を使用して、活動 CICS システムで外
部セキュリティー初期設定が実行されました。

外部セキュリティー初期設定が、XRF 代替システムで追跡され
ましたが、戻りコード xx および理由コード yy で失敗しまし
た。

xx および yy は、外部セキュリティー・マネージャーによりレ
ジスター 15 およびレジスター 0 に入れられた値です。
システムの処置: CICS は、XRF 代替システムのシステム・ダ
ンプを提供し、セキュリティー初期設定の追跡を続行します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: この代替システムのセキュリティーの特性
が、活動システムの特性ともはや一致しません。 この代替シス
テムをシャットダウンして、引き継ぎ時にセキュリティーを再
作成するか、またはその不一致を受け入れてください。

メッセージ内の戻りコードを使用して、セキュリティー初期設
定が失敗した理由を判別してください。

コードが無効である場合は、IBM のサポートが必要になりま
す。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4
部を参照してください。
モジュール: DFHXSWM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、X'xx'、X'yy'
宛先: コンソール

DFHXS0202 date time applid An attempt to track external
security initialization has failed, tracking
data could not be sent.

説明: 外部セキュリティー初期設定が、(CEMT PERFORM
SECURITY または EXEC CICS SECURITY REBUILD を使用
して) 活動 CICS システムで実行されました。

追跡データを送ることができなかったために、その初期設定は

代替システムで追跡されませんでした。
システムの処置: CICS は、活動システムのシステム・ダンプ
を提供し、セキュリティー初期設定の追跡を続行します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: この代替システムのセキュリティーの特性
が、活動システムの特性ともはや一致しなくなります。 この代
替システムをシャットダウンして、引き継ぎ時にセキュリティ
ーを再作成するか、またはその不一致を受け入れてください。
モジュール: DFHXSWM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: CSCS

DFHXS0203 date time applid An attempt to track external
security initialization has failed, tracking
data could not be received.

説明: 外部セキュリティー初期設定が、(CEMT PERFORM
SECURITY または EXEC CICS SECURITY REBUILD を使用
して) 活動 CICS システムで実行されました。

追跡データを送ることができなかったために、外部セキュリテ
ィー初期設定は代替システムで追跡されませんでした。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
システムの処置: CICS は、活動システムのシステム・ダンプ
を提供し、セキュリティー初期設定の追跡を停止します。
ユーザーの処置: この代替システムのセキュリティーの特性
が、活動システムの特性ともはや一致しません。 この代替シス
テムをシャットダウンして、引き継ぎ時にセキュリティーを再
作成するか、またはその不一致を受け入れてください。
モジュール: DFHXSWM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: CSCS

DFHXS0204 date time applid An attempt to track external
security initialization has failed, tracking
data was corrupted.

説明: 外部セキュリティー初期設定が、(CEMT PERFORM
SECURITY または EXEC CICS SECURITY REBUILD を使用
して) 活動 CICS システムで実行されました。

外部セキュリティー初期設定は代替システムで追跡されました
が、追跡データが転送中に破壊されました。
システムの処置: CICS は、代替システムのシステム・ダンプ
を提供し、セキュリティー初期設定の追跡を停止します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: この代替システムのセキュリティーの特性
が、活動システムの特性ともはや一致しません。 この代替シス
テムをシャットダウンして、引き継ぎ時にセキュリティーを再
作成するか、またはその不一致を受け入れてください。
モジュール: DFHXSWM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: CSCS
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DFHXS1100I applid Security initialization has started.
説明: これは、セキュリティー・ドメインの初期設定が開始さ
れたことを示す通知メッセージです。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。

このメッセージは、システム初期設定パラメーター
MSGLVL=0 で抑止することができます。
モジュール: DFHXSDM

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHXS1101I applid Security initialization has ended.
説明: これは、セキュリティー・ドメインの初期設定が正常に
完了したことを示す通知メッセージです。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。

このメッセージは、システム初期設定パラメーター
MSGLVL=0 で抑止することができます。
モジュール: DFHXSDM

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHXS1102I applid Security is inactive.
説明: これは、セキュリティーが活動状態でないことを示す通
知メッセージです。
システムの処置: システム初期設定を続行します。
ユーザーの処置: なし。

このメッセージは、システム初期設定パラメーター
MSGLVL=0 で抑止することができます。
モジュール: DFHXSDM

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHXS1103I applid Default security for userid dfltuser
has been established.

説明: CICS は、デフォルト・ユーザー ID dfltuser のために
セキュリティー環境を確立しました。
システムの処置: ほかにユーザー ID が確立されていない場合
は、常に外部セキュリティー・マネージャーによりこのユーザ
ー ID に割り当てられた権限が、CICS リソース検査で使用さ
れます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHXSDM

XMEOUT パラメーター: applid、dfltuser
宛先: コンソール経路コード 2、9、および 11

DFHXS1104 applid Default security could not be
established for userid dfltuser. The security
domain cannot continue, so CICS is
terminated. SAF codes are
(X'safresp',X'safreas'). ESM codes are
(X'esmresp',X'esmreas').

説明: CICS は、デフォルト・ユーザー ID dfltuser のために
セキュリティー環境を確立できませんでした。 セキュリティ
ー・ドメインは、デフォルト・ユーザーなしで続行することは

できません。システム許可機能 (SAF) によって戻される応答
および理由コード (safresp および safreas)、ならびに、外部セ
キュリティー・マネージャー (ESM) によって戻される応答お
よび理由コード (esmresp および esmreas) は、RACROUTE
REQUEST=VERIFY マクロによって出されるものです。 メッ
セージ内の応答および理由コードの意味については、「z/VSE
メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張
機能コードおよび SVC エラー』にある『基本セキュリティ
ー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照してください。
システムの処置: CICS は終了します。
ユーザーの処置: 外部セキュリティー・マネージャー・コード
を使用して、RACROUTE REQUEST=VERIFY 操作が失敗した
理由を判別してください。 その後で、障害のあるデフォルト・
ユーザーのエラーを訂正して CICS を再始動するか、または、
異なるデフォルト・ユーザー ID を指定して CICS を再始動し
てください。
モジュール: DFHXSDM

XMEOUT パラメーター: applid、dfltuser、X'safresp'、
X'safreas'、X'esmresp'、X'esmreas'
宛先: コンソール経路コード 2、9、10、および 11

DFHXS1105 applid Resource profiles for class classname
have been built.

説明: クラス classname のセキュリティー・リソース・プロフ
ァイルは、外部セキュリティー・マネージャーにより、正常に
ストレージへロードされました。
システムの処置: プロファイルは、この後のリソース検査で、
メッセージに示されたクラスのリソースへのユーザーのアクセ
ス権限を判別するために使用されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHXSRC

XMEOUT パラメーター: applid、classname
宛先: コンソール経路コード 2、9、10、および 11

DFHXS1106 applid Resource profiles could not be built
for class classname. CICS is terminated. SAF
codes are (X'safresp',X'safreas'). ESM codes
are (X'esmresp',X'esmreas').

説明: クラス classname のセキュリティー・リソース・プロフ
ァイルは、外部セキュリティー・マネージャーがストレージへ
ロードできませんでした。 システム許可機能 (SAF) によって
戻される応答および理由コード (safresp および safreas)、なら
びに、外部セキュリティー・マネージャー (ESM) によって戻
される応答および理由コード (esmresp および esmreas) は、
RACROUTE REQUEST=LIST マクロによって出されるもので
す。 メッセージ内の応答および理由コードの意味については、
「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション
『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『基本セキ
ュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照してく
ださい。

プロファイルの作成は、次のいずれかにより要求されました。
v セキュリティー・ドメインの初期設定

v CEMT コマンド PERFORM SECURITY REBUILD
v EXEC CICS PERFORM SECURITY REBUILD コマンドを

呼び出すユーザー提供トランザクション

システムの処置: 信頼性のあるリソース・セキュリティーを提

供することができないため、CICS は終了します。
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ユーザーの処置: 外部セキュリティー・マネージャー・コード

を使用して、RACROUTE REQUEST=LIST 操作が失敗した理

由を判別してください。 外部セキュリティー・マネージャーの

問題を修正して、CICS を再始動してください。

モジュール: DFHXSRC

XMEOUT パラメーター: applid、classname、X'safresp'、

X'safreas'、X'esmresp'、X'esmreas'

宛先: コンソール経路コード 2、9、10、および 11

DFHXS1107 applid Partner-LU profiles for class APPCLU

have been built.

説明: クラス APPCLU のパートナー LU プロファイルは、

外部セキュリティー・マネージャーにより、正常にストレージ

へロードされました。

システムの処置: プロファイルは、この後の LU6.2 セッショ

ン (その CONNECTION 定義が BINDSECURITY(YES) を指

定しているもの) のバインド権限検査に使用されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHXSRC

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール経路コード 2、9、10、および 11

DFHXS1108 applid Partner-LU profiles could not be
built for class APPCLU. SAF codes are
(X'safresp',X'safreas'). ESM codes are
(X'esmresp',X'esmreas').

説明: クラス APPCLU のパートナー LU プロファイルは、
外部セキュリティー・マネージャーが正常にストレージへロー
ドできませんでした。 そのため CICS には、APPCLU セキュ
リティー・プロファイルがありません。システム許可機能
(SAF) によって戻される応答および理由コード (safresp および
safreas)、ならびに、外部セキュリティー・マネージャー (ESM)
によって戻される応答および理由コード (esmresp および
esmreas) は、RACROUTE REQUEST=LIST マクロによって出
されるものです。 メッセージ内の応答および理由コードの意味
については、「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 の
セクション『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある
『基本セキュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を
参照してください。

プロファイルの作成は、次のいずれかにより要求されました。
v 端末管理の VTAM サポートの初期設定

v CEMT コマンド SET VTAM OPEN
v CEMT コマンド PERFORM SECURITY REBUILD
v EXEC CICS SET VTAM OPEN コマンドを呼び出すユーザ

ー提供トランザクション

v EXEC CICS PERFORM SECURITY REBUILD コマンドを

呼び出すユーザー提供トランザクション

システムの処置: 障害が発生したのが CICS 初期設定か

PERFORM SECURITY REBUILD の際である場合は、CICS は

終了します。 障害が発生したのが SET VTAM OPEN の際で

ある場合は、VTAM ACB はクローズされ、CICS は続行しま

す。

ユーザーの処置: 外部セキュリティー・マネージャー・コード

を使用して、RACROUTE REQUEST=LIST 操作が失敗した理

由を判別してください。 外部セキュリティー・マネージャーの

問題を修正して、CICS を再始動してください。

モジュール: DFHXSIS、DFHXSRC

XMEOUT パラメーター: applid、X'safresp'、X'safreas'、

X'esmresp'、X'esmreas'

宛先: コンソール経路コード 2、9、10、および 11

DFHXS1109 applid APPC PROFILE profile COULD NOT
BE AUDITED. SAF CODES ARE
(X'safresp',X'safreas'). ESM CODES ARE
(X'esmresp',X'esmreas').

説明: パートナー LU 検査の監査要求が、プロファイル
profile で失敗しました。

APPC セッションのスタートアップの際に、各パートナーはも
う片方の妥当性を検査することができます。この妥当性検査処
理の際に、システムは次のことを行います。
v 外部セキュリティー・マネージャーから、関係のある

APPCLU プロファイルを検索する。

v セッション・キーがまだ使用可能かどうかを検査する。

v このプロファイルと妥当性検査に関連する監査レコードをデ

ータ管理機能 (DMF) に書き込むように、外部セキュリティ

ー・マネージャーに要求する。

監査対象のイベントは次のとおりです。

v セッション・パートナーの妥当性検査が正しく行われたかど

うか

v セッション・パートナーが妥当性検査に失敗したかどうか

v セッション・キーが 5 日以内に有効期限が切れるかどうか

v 検索されたプロファイルが 『ロック』 されているかどうか

v セッション・キーが空またはすべてゼロであるかどうか

v セッション・キーが有効期限切れになっているかどうか

システム許可機能 (SAF) によって戻される応答および理由コ

ード (safresp および safreas)、ならびに、外部セキュリティ

ー・マネージャー (ESM) によって戻される応答および理由コ

ード (esmresp および esmreas) は、RACROUTE
REQUEST=AUDIT マクロによって出されるものです。メッセ

ージ内の応答および理由コードの意味については、「z/VSE メ

ッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機

能コードおよび SVC エラー』にある『基本セキュリティー・

マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照してください。

システムの処置: CICS システムはこのイベントの影響を受け

ず、CICS は続行されます。

ユーザーの処置: 外部セキュリティー・マネージャー・コード

を使用して、RACROUTE REQUEST=AUDIT 操作が失敗した

理由を判別してください。 外部セキュリティー・マネージャー

の問題を訂正してから、該当する場合はセキュリティーの再作

成を実行してください。

モジュール: DFHXSSB
宛先: コンソール経路コード 9

DFHXS1110 applid Security is requested, but the

external security manager is inactive.

説明: この領域のセキュリティーが要求されましたが、外部セ

キュリティー・マネージャー (ESM) は非活動状態でした。

SEC システム初期設定パラメーターは YES と指定されている

か、またはデフォルト値のままになっています。 ESM が活動
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状態でなければ、CICS はセキュリティー・マネージャーを初

期設定することができません。

システムの処置: CICS は終了します。

ユーザーの処置: システムに ESM がインストールされている

場合は、CICS を開始する前に、それが活動状態であることを

確認してください。 インストールされていない場合は、システ

ム初期設定パラメーターとして SEC=NO を指定し、セキュリ

ティーなしで CICS を再始動します。 SEC パラメーターは、

コンソール指定変更として入力できないことに注意してくださ

い。

モジュール: DFHXSIS

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール経路コード 1、9、10、および 11

DFHXS1111 date time applid tranid Security violation by

user userid{ at netname | at console }

portname for resource resource in class

classname. SAF codes are (X'safresp',X'safreas').

ESM codes are (X'esmresp',X'esmreas').

説明: リソース・クラス classname のリソース resource に対

する許可検査を実行しているときに、CICS はユーザー userid

によるセキュリティー違反を検出しました。

違反したユーザー ID が VTAM 端末でサインオンされている

場合は、句 『at netname portname』 により、違反の生じたネ

ット名が示されます。 違反したユーザー ID がコンソールで

サインオンされている場合は、句 『at console portname』 に

より、違反の生じたコンソール名が示されます。 違反したユー

ザー ID がサインオンされていなかったり、あるいは非端末タ

スクである場合は、エントリー・ポートは利用不能なので、こ

のメッセージには示されません。

システム許可機能 (SAF) によって戻される応答および理由コ

ード (safresp および safreas)、ならびに、外部セキュリティ

ー・マネージャー (ESM) によって戻される応答および理由コ

ード (esmresp および esmreas) は、RACROUTE
REQUEST=FASTAUTH または RACROUTE
REQUEST=AUTH マクロによって出されるものです。 メッセ

ージ内の応答および理由コードの意味については、「z/VSE メ

ッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機

能コードおよび SVC エラー』にある『基本セキュリティー・

マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照してください。

ユーザーが LOGMESSAGE(LOG) オプションを指定して

EXEC CICS QUERY SECURITY コマンドを使用したときに

も、CICS はこのメッセージを出します。

システムの処置: CICS は、以下のいずれかの条件の場合は除

いて、無効なアクセスを要求するタスクを異常終了させます。

v このコマンドが EXEC CICS HANDLE NOTAUTH コマン

ドの有効範囲内で出された場合

v このコマンドが EXEC CICS QUERY SECURITY コマンド

の結果として出された場合

ユーザーの処置: セキュリティー違反に注意してください。

モジュール: DFHXSRC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、userid、

{1= at netname、2= at console }、portname、resource、

classname、X'safresp'、X'safreas'、X'esmresp'、X'esmreas'

宛先: CSCS

DFHXS1112 applid The CICS region userid and groupid

could not be determined. SAF codes are

(X'safresp',X'safreas'). ESM codes are

(X'esmresp',X'esmreas').

説明: CICS は、この CICS 領域のユーザー ID およびグルー

プ ID を判別することができませんでした。

システム許可機能 (SAF) によって戻される応答および理由コ

ード (safresp および safreas)、ならびに、外部セキュリティ

ー・マネージャー (ESM) によって戻される応答および理由コ

ード (esmresp および esmreas) は、RACROUTE
REQUEST=EXTRACT マクロによって出されるものです。 メ

ッセージ内の応答および理由コードの意味については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション

『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『基本セキ

ュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照してく

ださい。

システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ

れます。 ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、

システム・ダンプがとられます。

ユーザーの処置: 外部セキュリティー・マネージャー・コード

を使用して、RACROUTE REQUEST=EXTRACT 操作が失敗し

た理由を判別してください。 その後で、障害のある領域のユー

ザー ID およびグループ ID のエラーを訂正して CICS を再始

動するか、または、異なるユーザー ID およびグループ ID を

指定して CICS を再始動してください。

モジュール: DFHXSIS

XMEOUT パラメーター: applid、

X'safresp'、X'safreas'、X'esmresp'、X'esmreas'

宛先: コンソール経路コード 2、9、10、および 11

DFHXS1113 applid The region userid cannot access

system transaction tranid. CICS will

terminate. SAF codes are

(X'safresp',X'safreas'). ESM codes are

(X'esmresp',X'esmreas').

説明: この CICS システムの領域ユーザー ID は、システ

ム・トランザクション tranid をタスク生成する許可を得ていま

せん。 CICS 要件として、領域ユーザー ID はこのトランザク

ションにアクセスできなければなりません。

システム許可機能 (SAF) によって戻される応答および理由コ

ード (safresp および safreas)、ならびに、外部セキュリティ

ー・マネージャー (ESM) によって戻される応答および理由コ

ード (esmresp および esmreas) は、RACROUTE
REQUEST=FASTAUTH または AUTH マクロによって出され

るものです。メッセージ内の応答および理由コードの意味につ

いては、「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセク

ション『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『基

本セキュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照

してください。

システムの処置: CICS は終了します。

ユーザーの処置: CICS 領域ユーザー ID に、必要なすべての

CICS システム・トランザクションへのアクセスを許可する
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か、または必要な権限を持つ別の領域ユーザー ID を指定して

ください。 (必要なトランザクションは、「CICS TS セキュリ

ティーの手引き」で 『カテゴリー 1』のトランザクションとし

て説明されています。)

その後で CICS を再始動してください。

モジュール: DFHXSRC

XMEOUT パラメーター: applid、tranid、

X'safresp'、X'safreas'、X'esmresp'、X'esmreas'

宛先: コンソール経路コード 2、9、10、および 11

DFHXS1201 date time applid The password supplied in

the verification request for userid userid

was invalid. This occurred in transaction

tranid when userid userid was signed on at

netname netname.

説明: ユーザー検査に、無効なパスワードが提供されました。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプはとられませ

ん。

ユーザーの処置: 正しいパスワードを与えるか、あるいはセキ

ュリティー管理者に連絡して援助を求めてください。 誤ったパ

スワードを与え続けると、このユーザー ID は、外部セキュリ

ティー・マネージャーにより取り消されることがあります。 取

り消されたユーザー ID は、セキュリティー管理者しか復元で

きません。

モジュール: DFHXSPW

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、userid、tranid、

userid、netname

宛先: CSCS

DFHXS1202 date time applid The password supplied in

the verification request for userid userid

has expired. This occurred in transaction

tranid when userid userid was signed on at

netname netname.

説明: ユーザー検査に、有効期限切れのパスワードが提供され

ました。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプはとられませ

ん。

ユーザーの処置: CICS サインオン処理、EXEC CICS
CHANGE PASSWORD API、あるいはその他の使用可能な方

法で、パスワードを変更してください。 あるいはセキュリティ

ー管理者に連絡して援助を求めてください。

モジュール: DFHXSPW

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、userid、tranid、

userid、netname

宛先: CSCS

DFHXS1203 date time applid The userid supplied in the

verification request for userid userid is

revoked. This occurred in transaction tranid

when userid userid was signed on at

netname netname.

説明: ユーザー検査に、取り消されたユーザー ID が提供され

ました。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプはとられませ

ん。

ユーザーの処置: セキュリティー管理者に連絡して援助を求め

てください。

モジュール: DFHXSPW

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、userid、tranid、

userid、netname

宛先: CSCS

DFHXS1205 date time applid The userid userid supplied

in a verification request is not defined in

the ESM. This occurred in transaction

tranid at netname netname.

説明: ユーザー検査に、未定義のユーザー ID が提供されまし

た。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプはとられませ

ん。

ユーザーの処置: セキュリティー管理者に連絡して援助を求め

てください。

モジュール: DFHXSPW

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、userid、tranid、

netname

宛先: CSCS

DFHXS1211 date time applid The password supplied in a

change password request for userid userid

was invalid. This occurred in transaction

tranid when userid userid was signed on at

netname netname.

説明: パスワード変更処理に、無効なパスワードが提供されま

した。

システムの処置: 外部セキュリティー・マネージャーは、VSE
コンソールにもメッセージを出す場合があります。

CICS を続行します。ダンプはとられません。

ユーザーの処置: 正しいパスワードを与えるか、あるいはセキ

ュリティー管理者に連絡して援助を求めてください。 誤ったパ

スワードを与え続けると、このユーザー ID は、外部セキュリ

ティー・マネージャーにより取り消されることがあります。 取

り消されたユーザー ID は、セキュリティー管理者しか復元で

きません。

モジュール: DFHXSPW

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、userid、tranid、

userid、netname

宛先: CSCS

DFHXS1213 date time applid The userid supplied in a

change password request for userid userid

is revoked. This occurred in transaction

tranid when userid userid was signed on at

netname netname.
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説明: パスワード変更要求の際に、取り消されたユーザー ID
が提供されました。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプはとられませ

ん。

ユーザーの処置: ユーザー ID を復元してもらって、使用でき

るようにする必要があります。 セキュリティー管理者に連絡し

て援助を求めてください。

モジュール: DFHXSPW

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、userid、tranid、

userid、netname

宛先: CSCS

DFHXS1214 date time applid The new password supplied

in a change password request for userid

userid was not accepted. This occurred in

transaction tranid when userid userid was

signed on at netname netname.

説明: パスワード変更要求の際に、無効な新規パスワードが提

供されました。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプはとられませ

ん。

ユーザーの処置: 適切な新規パスワードを選択して再試行して

ください。 必要な場合は、セキュリティー管理者に連絡して援

助を求めてください。

モジュール: DFHXSPW

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、userid、tranid、

userid、netname

宛先: CSCS

DFHXS1215 date time applid The userid userid supplied

in a change password request is not

defined in the ESM. This occurred in

transaction tranid at netname netname.

説明: パスワード変更要求の際に、未定義のユーザー ID が提

供されました。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプはとられませ

ん。

ユーザーの処置: セキュリティー管理者に連絡して援助を求め

てください。

モジュール: DFHXSPW

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、userid、tranid、

netname

宛先: CSCS

DFHXS1216 date time applid The userid userid supplied

in a change password request has a

revoked connection to the default group in

the ESM. This occurred in transaction

tranid at netname netname.

説明: パスワード変更要求の際に提供されたユーザー ID は、

デフォルト・グループへの ESM 接続において取り消されてい

ます。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプはとられませ

ん。

ユーザーの処置: セキュリティー管理者に連絡して援助を求め

てください。

モジュール: DFHXSPW

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、userid、tranid、

netname

宛先: CSCS

DFHZCxxxx メッセージ
VTAM の SYNAD 出口および LERAD 出口に入ったために生成されるメッセージ
には、VTAM RETURN CODE xxyy というテキストが付加されます。ここで、xx
は VTAM リカバリー処置戻りコード、yy は VTAM 固有のエラー戻りコードで、
いずれも RPL のフィールドから取られます。

システムまたはユーザーのセンス・データが受け取られたために生成されるメッセ
ージには、SENSE RECEIVED xxyy zzzz というテキストが付加されます。ここ
で、xx は VTAM システム・センス情報バイト、yy は VTAM システム・センス
修飾バイトです。また、zzzz は 2 バイトのユーザー・センス情報を表しています。

xx、yy、および zzzz の値は、16 進数で示されています。 VTAM システムのセン
ス情報バイト xx は、以下のいずれかの値になります。

xx 意味
X'00' ユーザー・センス・データのみ (zzzz を参照)
X'08' 要求の拒否
X'10' 要求エラー
X'20' 状態エラー
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X'40' 要求ヘッダー (RH) 使用エラー
X'80' 経路エラー

yy の意味については、「SNA Formats」を参照してください。

有益なフィードバックを使用できない場合には、sense という文字は DFHZCxxxx
メッセージには含まれません。

一部の DFHZCxxxx メッセージ上の instance フィールドは、IBM 内部使用専用の
ものです。

DFHZC0001 applid An abend (code aaa/bbbb) has
occurred at offset X'offset' in module
modname.

説明: モジュール modname で、異常終了またはプログラム・
チェックが発生しました。これは、CICS コードにエラーの可
能性があることを意味します。 あるいは、予期しないデータが
入力されたか、ストレージが上書きされた可能性があります。

コード aaa/bbbb は、3 桁の 16 進数 VSE コード (該当する場
合) と、次に続く 4 桁の英数字の CICS コードから成りま
す。 VSE コードは、システム完了コード (例えば、0C1) で
す。 VSE コードが該当しない場合には、このフィールドは 3
つのハイフンで埋められます。CICS コードは、異常終了コー
ド、または CICS メッセージを表す番号です。 (例えば、
AKEA は CICS 異常終了コードです。1310 はメッセージ
DFHTS1310 のことです。)
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。 ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、
システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合は、呼び
出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM) によ
って CICS が終了させられる場合があります。このことを示す
メッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS がまだ実行中の場合には、CICS を終了するかどう
か決定する必要があります。

VSE コードがあるならば、それを 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機能コードおよび
SVC エラー』にある『OS/390 API 異常終了コード』で調べ
てください。

次に、CICS 異常終了コードを、 557 ページの『第 2 章 トラ
ンザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for
z/VSE)』で調べてください。 これにより、例えば、エラーが
プログラム・チェック、異常終了、またはランナウェイであっ
たかがわかります。また、ユーザーの処置に関する何らかの手
引きが得られる場合があります。

モジュール modname が、ユーザーの CICS システムの実行に
不可欠でない場合には、実行を継続し、適当な時間に CICS を
ダウンさせて問題を解決することもできます。

モジュール modname を最大限に利用しないとシステムを実行
できない場合には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせ
る必要があります。

code についての詳細は、「CICS TS 問題判別の手引き」を参
照してください。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照してく
ださい。
モジュール: DFHZGBM、DFHZGCA、DFHZGCC、
DFHZGCN、DFHZGDA、 DFHZGPC、DFHZGRP、
DFHZGSL、DFHZGUB

XMEOUT パラメーター: applid、aaa/bbbb、X'offset'、 modname
宛先: コンソール

DFHZC0002 applid A severe error (code X'code') has
occurred in module modname.

説明: モジュール modname 内にエラーが検出されました。
コード X'code' は、エラーが何であり、エラーがどこで検出さ
れたかを一意的に識別する例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目 (メッセージ内のコード X'code')
が、トレース・テーブル内に作成されます。 ダンプ・テーブル
で特にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられま
す。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合、CICS
を呼び出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM)
が終了させることができます。 このことを示すメッセージが出
されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS コードにエラーの可能性があ
ることを示しています。 その影響の重大度は、エラー発生時に
実行されていた機能の重要度によって異なります。

CICS は終了していない可能性があります。 メッセージが出さ
れたのが 1 回であり、しかもモジュール modname が CICS
システムの実行に不可欠ではない場合には、実行を続行し、適
当な時間に CICS をダウンさせて問題を解決することもできま
す。

メッセージが繰り返し表示されるか、またはモジュール
modname を最大限に利用しないとシステムを実行できない場合
には、制御シャットダウンで CICS をダウンさせる必要があり
ます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照してく
ださい。
モジュール: DFHZGCA、DFHZGCC、DFHZGCN、
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DFHZGDA、DFHZGPC、 DFHZGRP、DFHZGSL、
DFHZGUB

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHZC0003 applid Insufficient storage (code X'code') in
module modname.

説明: CICS GETMAIN がモジュール modname によって出さ
れましたが、要求を満足させるための十分なストレージがあり
ません。

コード X'code' は、エラーが検出された場所を一意的に識別す
る例外トレース・ポイント ID です。
システムの処置: 例外項目がトレース・テーブル内に作成され
ます (メッセージ内のコード X'code')。 ダンプ・テーブルで特
にダンプを抑止しない限り、 システム・ダンプがとられます。
CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。

該当する場合には、エラー戻りコードがこのドメインの呼び出
し側に送られます。この場合、CICS は呼び出し側が終了させ
ることができます。このことを示すメッセージが出されます。
通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。

DSA または EDSA のサイズの限界を大きくしてみてくださ
い。 CICS ストレージについての詳細は、「CICS Transaction
Server for VSE/ESA システム定義の手引き」または「CICS TS
パフォーマンスの手引き」を参照してください。
モジュール: DFHTCRP、DFHZGRP

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、modname
宛先: コンソール

DFHZC0004 applid A possible loop has been detected at
offset X'offset' in module modname.

説明: CICS 機能は、CICS が予想する以上に処理に時間を要
しています。 モジュール modname 内のオフセット X'offset'
で、ループの可能性が検出されました。これは、エラー検出時
に実行されていた命令のオフセットです。
システムの処置: 例外項目が、トレース・テーブル内に作成さ
れます。 ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない限り、
システム・ダンプがとられます。

CICS が終了するようにダンプ・テーブルで指定しない限り、
CICS は続行されます。該当する場合には、エラー戻りコード
がこのドメインの呼び出し側に送られます。この場合は、呼び
出し側 (例えば、ドメイン・マネージャー DFHDMDM) によ
って CICS が終了させられる場合があります。このことを示す
メッセージが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。CICS が終了しなかった場合は、CICS をダウンさせるほ
ど問題が重大かどうかを判断する必要があります。

一部の CICS 機能はプロセッサー時間を多く使用することがあ
るので、このメッセージは長時間実行機能が原因で出された可
能性があります。 したがって、これはエラーではない可能性が
あります。通常、CICS は、ユーザーが ICVR システム初期設

定パラメーター (ICVR はミリ秒単位で計測) で指定したラン
ナウェイ・タスク時間間隔を超える CICS 機能を除去します。
これは、メッセージ内のモジュール modname が終了し、CICS
が続行されることを意味します。

しかし、ICVR=0 を宣言しており、しかもモジュール modname
がループに入ったと考えられる場合には、ランナウェイ機能を
終了するために CICS を終了する必要があります。

CICS がモジュール modname を終了した場合で、しかもそれ
がランナウェイではないと考えられる場合には、ICVR 時間間
隔を長くする必要があります。 これを永続的に行うには、適当
な時間に CICS をダウンさせる必要があります。ただし、
CEMT トランザクションを使用して、ICVR 時間間隔を一時的
にオンラインで変更することもできます。

ICVR 時間を長くしても問題が解決しない場合は、IBM のサポ
ートが必要です。手順については、「CICS TS 問題判別の手引
き」の第 4 部を参照してください。
モジュール: XMEOUT パラメーター: applid、
X'offset'、modname
宛先: コンソール

DFHZC0101I date time applid A predatory takeover has
forced VTAM to allow another application
to open the ACB which CICS was using.

説明: 強制的な引き継ぎが起きています。 これは、CICS シ
ステムと同じアプリケーション ID を持つジョブが初期設定し
ていることを意味します。 これにより、ネットワークの引き継
ぎが開始されます。 この処理の通常の一部として、VTAM に
よって TPEND 出口が駆動されます。
システムの処置: VTAM セッションに関するすべての要求は
異常終了し、セッションがクローズされます。 そして、CICS
領域と同じアプリケーション ID を使用しているアプリケーシ
ョンによって VTAM ACB がオープンされます。 新しいシス
テムでは、持続セッションがリカバリーされます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHZNCA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSNE

DFHZC0110 date time applid The LU6.2 NIB and the
TCTTE/BIND data for session sessid did not
match during a persistent sessions restart.
Reason code X'n'.

説明: 持続セッションの再始動時に、ノード初期設定ブロック
(NIB) が、VTAM によって CICS に渡されました。 CICS は
NIB とセッション TCTTE を一致させようとしました。 理由
コードで、両者が一致しない原因がわかります。

理由 解説

1 単一/並列セッションの指示が一致しなかった。

2 LU タイプが一致しなかった。

3 LU タイプおよび単一/並列セッションが一致しなか

った。

システムの処置: TCTTE を持つ持続セッションを一致させる

試みが失敗しました。 セッションはアンバインドされます。

CICS はこのセッションを無視し、次のセッションがある場合

はそれを続行します。

ユーザーの処置: このメッセージは、VTAM が渡した NIB
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に一致する、適当なグローバル・カタログ・レコードがないこ

とを意味します。 また、正しくないグローバル・カタログが

CICS のこの初期設定に使用されているか、カタログ・レコー

ドが破壊されていることも示しています。 使用されているグロ

ーバル・カタログが正しいことを確認してください。

モジュール: DFHZGPC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sessid、X'n'

宛先: CSNE

DFHZC0111 date time applid No session TCTTE is

available to match sysid sysid for

modename modename because VTAM has

returned more NIBs than the CNOS

session limit values require.

説明: 持続セッションの再始動時に、現行 CNOS セッション

限界値の要求を上回るノード初期設定ブロック (NIB) を、

VTAM が戻しました。 CICS が失敗したときに、高いセッシ

ョン限度からより低いセッション限度へと CNOS が進行中で

あったことが原因と考えられます。

システムの処置: NIB 機能の処理は終了し、 セッションはア

ンバインドされます。 CICS はこのセッションを無視し、次の

セッションがある場合はそれを続行します。

このような状況になっても、リストアされた CICS には何の影

響もありません。 最後にカタログが作成された CNOS 値がリ

ストアされます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZGPC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、modename

宛先: CSNE

DFHZC0112 date time applid No TCTME was found for

sysid sysid modename modename during a

persistent sessions restart.

説明: 持続セッションの再始動時にエラーが起こりました。

VTAM は、メッセージに示されたモードネームを含む NIB を

CICS に渡しましたが、CICS は対応する TCTME を見つける

ことができませんでした。

システムの処置: NIB を TCTTE と突き合わせる試みが終了

し、 セッションはアンバインドされます。

システム・ダンプが作成されます。

このモードグループに関係ない CNOS 値はリストアされます

が、メッセージに示されたモードグループはリカバリーするこ

とができません。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

モジュール: DFHZGPC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、modename

宛先: CSNE

DFHZC0120I applid VTAM sessions persisted for a

COLD start. Sessions terminated. Inquires

issued icount, sessions persisting spcount,

sessions terminated stcount.

説明: CICS はコールド・スタートで初期設定されています

が、VTAM セッションの中にはゼロ以外の PSDI 値で直前の

CICS 実行時から持続しているものがあります。

CICS は、持続セッションをすべて終了しようとしました。 メ

ッセージには、以下の情報が挿入されます。

v icount は、VTAM INQUIRE OPTCD=PERSESS コマンドが

出された回数を示します。

v spcount は、持続 VTAM セッションの数を示します。

v stcount は、CICS が CLSDST マクロまたは TERMSESS マ

クロで終了したセッションの数を示します。 これは、

spcount の値と同じでなければなりません。 同じでない

と、持続セッションのリカバリーはおそらく失敗しました。

前に出されたメッセージで理由が分かります。

前にメッセージが出されていない場合は、アクティブ・セッ

ションの数を示す VTAM INQUIRE カウント・マクロから

得られたカウントが、VTAM が持続させていたセッション

の数と同じではなかった可能性があります。 これは、問題

ありません。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZGRP

XMEOUT パラメーター: applid、icount、spcount、stcount

宛先: コンソール

DFHZC0121I applid VTAM sessions persisted for a

WARM start. Sessions terminated. Inquires

issued icount, sessions persisting spcount,

sessions terminated stcount.

説明: CICS は WARM スタートで初期設定されていますが、

VTAM セッションの中には、ゼロ以外の PSDI 値で直前の

CICS 実行時から予想外に持続しているものがあります。

CICS は、持続セッションをすべて終了しようとしました。 メ

ッセージには、以下の情報が挿入されます。

v icount は、VTAM INQUIRE OPTCD=PERSESS コマンドが

出された回数を示します。

v spcount は、持続 VTAM セッションの数を示します。

v stcount は、CICS が CLSDST マクロまたは TERMSESS マ

クロで終了したセッションの数を示します。 これは、

spcount の値と同じでなければなりません。 同じでない

と、持続セッションのリカバリーはおそらく失敗しました。

前に出されたメッセージで理由が分かります。

前にメッセージが出されていない場合は、アクティブ・セッ

ションの数を示す VTAM INQUIRE カウント・マクロから

得られたカウントが、VTAM が持続させていたセッション

の数と同じではなかった可能性があります。 これは、問題

ありません。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 直前の実行の JOBLOG を調べて、WARM
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シャットダウンにもかかわらずセッションが持続している理由

を判別してください。

モジュール: DFHZGRP

XMEOUT パラメーター: applid、icount、spcount、stcount

宛先: コンソール

DFHZC0122I applid VTAM sessions persisted for an

EMERGENCY, XRF=YES start. Sessions

terminated. Inquires issued icount, sessions

persisting spcount, sessions terminated

stcount.

説明: CICS は EMERGENCY スタートで初期設定されていま

す。しかし、XRF = YES が指定されており、VTAM セッショ

ンの中には、ゼロ以外の PSDI 値で直前の CICS 実行時から

予想外に持続しているものがあります。

CICS は、持続しているセッションをすべてクローズしようと

しました。 メッセージには、以下の情報が挿入されます。

v icount は、VTAM INQUIRE OPTCD=PERSESS コマンドが

出された回数を示します。

v spcount は、持続 VTAM セッションの数を示します。

v stcount は、CICS が CLSDST マクロまたは TERMSESS マ

クロで終了したセッションの数を示します。 これは、

spcount の値と同じでなければなりません。 同じでない

と、持続セッションのリカバリーはおそらく失敗しました。

前に出されたメッセージで理由が分かります。

前にメッセージが出されていない場合は、アクティブ・セッ

ションの数を示す VTAM INQUIRE カウント・マクロから

得られたカウントが、VTAM が持続させていたセッション

の数と同じではなかった可能性があります。 これは、問題

ありません。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: XRF と持続セッションを混合しないでくだ

さい。 XRF を使用したい場合は、COLD スタートを行ってく

ださい。

モジュール: DFHZGRP

XMEOUT パラメーター: applid、icount、spcount、stcount

宛先: コンソール

DFHZC0123I applid VTAM sessions persisted when

OPEN VTAM ACB issued. Sessions

terminated. Inquires issued icount, sessions

persisting spcount, sessions terminated

stcount.

説明: CICS の実行中に VTAM ACB がオープンされました

が、ゼロ以外の PSDI 値で直前の CICS 実行時から持続して

いる VTAM セッション、もしくは VTAM ACB のクローズ

中にも持続していた VTAM セッションがありました。

持続しているセッションは終了しました。 メッセージには、以

下の情報が挿入されます。

v icount は、VTAM INQUIRE OPTCD=PERSESS コマンドが

出された回数を示します。

v spcount は、持続 VTAM セッションの数を示します。

v stcount は、CICS が CLSDST マクロまたは TERMSESS マ

クロで終了したセッションの数を示します。 これは、

spcount の値と同じでなければなりません。 同じでない

と、持続セッションのリカバリーはおそらく失敗しました。

前に出されたメッセージに理由が説明されています。

前にメッセージが出されていない場合は、アクティブ・セッ

ションの数を示す VTAM INQUIRE カウント・マクロから

得られたカウントが、VTAM が持続させていたセッション

の数と同じではなかった可能性があります。 これは、問題

ありません。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZGRP

XMEOUT パラメーター: applid、icount、spcount、stcount

宛先: コンソール

DFHZC0124I applid VTAM sessions persisted for an

EMERGENCY start. Inquires issued icount,

sessions persisting spcount, sessions

terminated stcount, sessions OPNDSTed

socount, sessions in error secount.

説明: CICS は EMERGENCY スタートで初期設定されていま

したが、VTAM セッションの中に、ゼロ以外の PSDI 値で直

前の CICS 実行時から持続しているものがあります。

持続しているセッションは、それぞれリストアされたか、終了

しました。 メッセージには、以下の情報が挿入されます。

v icount は、VTAM INQUIRE OPTCD=PERSESS コマンドが

出された回数を示します。

v spcount は、持続 VTAM セッションの数を示します。

これは、VTAM INQUIRE OPTCD=COUNTS マクロから

得られるもので、 以下の 3 つのフィールドの合計と等しく

なるはずです。

3 つのフィールドの合計と等しくない場合は、INQUIRE が

報告したアクティブ・セッションの数が、実際に持続してい

るセッションの数と同じでないことが考えられます。 これ

は、問題ありません。 ただし、このカウントが以下の 3 つ

のフィールドと等しくないことに加えて、メッセージが

DFHZGRP から前もって出されていると、持続セッション

のリカバリーが失敗した可能性があります。この場合、前も

って出されたメッセージで理由が分かります。

v stcount は、CICS が CLSDST マクロまたは TERMSESS マ

クロで終了したセッションの数を示します。 OPNDST 障害

が NIBLIST 全体にわたって起きた場合 (メッセージ

DFHZC0129 を参照)、NIBLIST 内のセッションは終了しま

した。このカウントはそれらのセッションを含んでいます。

v socount は、OPNDST OPTCD=RESTORE マクロで CICS
が正常にリストアした VTAM セッションの数を示します。

v secount は、CICS がリストアできなかったセッションの数

を示します。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZGRP

XMEOUT パラメーター: applid、icount、spcount、stcount、

socount、secount
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宛先: コンソール

DFHZC0125 date time applid netname persistent session

will be terminated. sense ((instance) Module

name: {DFHZGRP})

説明: CICS は EMERGENCY スタートで初期設定されていま

したが、VTAM セッションの中に、ゼロ以外の PSDI 値で直

前の CICS 実行時から持続しているものがあります。

しかし、netname の NETNAME を持つセッションは、メッセ

ージ中の instance によって示される以下の理由の 1 つによ

り、終了します。 AP 例外トレース項目が、それぞれの

instance について以下のように作成されます。

インスタンス

ポイント ID および説明

1 X'FB21' APPC セッションをリカバリーするための十

分なストレージがない。

2 X'FB22' 端末セッションをリカバリーするための十分

なストレージがない。

3 X'FB25' 同じ NETNAME を持つ NIB および

TCTTE の LU TYPE が同じではなかった。

システムの処置: 上記のポイント ID を持つ AP 例外トレー

スが出されます。 セッションは終了し、CICS は続行されま

す。

ユーザーの処置: メッセージが出された場所を例外トレース・

ポイントで識別し、どのような処置を取るかを判別してくださ

い。

モジュール: DFHZGRP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、sense、

instance、{1=DFHZGRP、2=DFHZGRP、3=DFHZGRP}

宛先: CSNE

DFHZC0126I applid No VTAM sessions persisted for an

EMERGENCY restart.

説明: CICS は EMERGENCY スタートで初期設定されていま

したが、直前の CICS 実行時から持続している VTAM セッシ

ョンはありませんでした。 次の理由が考えられます。

v 直前の実行時に持続が指定されていなかった。

v CICS が ACB オープンによって破損したが、セッションは

使用されていなかった。

v PSDI 値の有効期限が切れていた。

v セッションが持続するかどうかを、DFHZGRP が判別する

より先にエラーが起きた。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZGRP

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHZC0127 applid Cannot reestablish persisting sessions
- VTAM ACB is closed. Code: X'code'.
Module name: module

説明: ACB がクローズしていたか、すべてのセッションをリ
ストアまたは終了する前にオペレーターの処置によって ACB
がクローズされようとしていたにもかかわらず、VTAM ACB

がオープンされ、CICS が VTAM 持続セッションを処理して
います。
システムの処置: CICS は VTAM ACB のクローズを継続
し、VTAM サポートなしで実行されます。
ユーザーの処置: オペレーターが ACB をクローズした理由を
判別してから、VTAM なしで継続するか、ACB を動的にオー
プンするか、または CICS を正常にシャットダウンし再始動し
てください。

X'code' は、ACB がクローズしているとどの VTAM マクロが
診断したか、またどこでその診断が出されたかを判別する AP
例外トレース項目です。
モジュール: DFHZGRP、DFHZGUB

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'、module
宛先: コンソール

DFHZC0128 applid Cannot reestablish persisting sessions
- VTAM not responding. Module name:
module

説明: CICS が VTAM 持続セッションを処理しています。
しかし、CICS は VTAM マクロを出し、応答を 5 分間待ちま
した。
システムの処置: スタートアップ中にこのようなことが起きる
と、CICS は終了します。 動的オープン中に起きると、VTAM
ACB はクローズし、CICS は VTAM なしで続行されます。

どちらの場合も、このメッセージに関してダンプがとられま
す。
ユーザーの処置: すぐに CICS を再始動することもできます
が、持続セッションのタイムアウトを待ってから CICS を再始
動することもできます。

この問題が再発する場合には、VTAM が、(メッセージが
DFHZGRP によって出された場合) INQUIRE または
OPNDST マクロに対して、または (メッセージが DFHZGUB
によって出された場合) CLSDST または TERMSESS マクロに
対して応答していない理由を突き止める必要があります。

どのマクロが応答していないかを判別するには、ダンプの TCP
セクションを調べ、PS_RPL とラベル付けされた PS POOL 内
の RPL を見てください。 最初の RPL は INQUIRE または
OPNDST が使用するもので、次の 10 個は CLSDST または
TERMSESS が使用するものです。
モジュール: DFHZGRP、DFHZGUB

XMEOUT パラメーター: applid、module
宛先: コンソール

DFHZC0129 applid VTAM OPNDST RESTORE failed.
All sessions in the NIBLIST will be
terminated instead. RTNCD,FDB2: X'rc',X'fd'.
Code: X'code'

説明: CICS は EMERGENCY 再始動中に VTAM 持続セッ
ションを処理していますが、OPNDST OPTCD=RESTORE マ
クロへの応答の中で、VTAM によって rc,fd の RTNCD,FDB2
が戻されました。
システムの処置: AP 例外トレース項目 X'code' が作成されま
す。

ダンプ・テーブル内でダンプが特に抑制されていない限り、こ
のような問題が初めて起きたときにシステム・ダンプがとられ
ます。
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CICS は、NIBLIST 内のセッションをすべてリストアする代り
に、終了しようとします。
ユーザーの処置: この問題が初めて起きたときに取られたダン
プまたは例外トレース項目、および 「z/VSE メッセージおよ
びコード 第 2 巻」 のセクション『VTAM コード』を使用し
て、RTNCD,FDB2 の意味および問題を訂正するのに必要な処
置を判別してください。
モジュール: DFHZGRP

XMEOUT パラメーター: applid、X'rc'、X'fd'、X'code'
宛先: コンソール

DFHZC0130 applid VTAM INQUIRE PERSESS failed.
Cannot restore any persisting sessions.
RTNCD,FDB2: X'rc',X'fd'. Code: X'code'

説明: CICS は VTAM 持続セッションを処理していますが、
INQUIRE OPTCD=PERSESS マクロへの応答の中で、VTAM
によって rc,fd の RTNCD,FDB2 が戻されました。
システムの処置: AP 例外トレース項目 X'code' が作成されま
す。

ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止しない限り、システ
ム・ダンプがとられます。

初期設定中にこのような問題が起きると、CICS は終了しま
す。

ACB の動的オープン中に起きると、CICS は ACB をクローズ
し、VTAM なしで実行が継続されます。

PSDI 値がタイムアウトになるか、VTAM オペレーター・コマ
ンドが出されてセッションが終了するまで、セッションは持続
します。
ユーザーの処置: ダンプまたは例外トレース項目、および
「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクション
『VTAM コード』を使用して、RTNCD,FDB2 の意味および問
題を訂正するために必要な処置を判別してください。

初期設定時に問題が起こった場合には、エラーの訂正を試みて
からスタートアップを再試行するか、あるいは PSDI 値の時間
が満了するまで待ってから CICS を再始動してください。

ACB の動的オープン中にこのような問題が起きた場合は、コ
マンドをもう一度出して VTAM ACB をオープンするか、
PSDI 値の時間が満了するのを待ってからコマンドをもう一度
出してください。
モジュール: DFHZGRP

XMEOUT パラメーター: applid、X'rc'、X'fd'、X'code'
宛先: コンソール

DFHZC0131 date time applid netname termid VTAM
OPNDST RESTORE failed.

説明: CICS は VTAM 持続セッションを処理しており、
NIBLIST に対して OPNDST OPTCD=RESTORE を出しまし
た。 しかし、netname、および termid のセッションまたは端
末 ID で識別される NIB は正常にオープンできませんでし
た。 この理由としては、INQUIRE OPTCD=PERSESS が出さ
れた後に VTAM オペレーターがセッションを終了したことが
考えられます。
システムの処置: CICS を続行します。
ユーザーの処置: 通常の方法でセッションを再オープンしてく
ださい。
モジュール: DFHZGRP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、termid
宛先: CSNE

DFHZC0132 applid VTAM INQUIRE PERSESS failed.
Cannot restore some persisting sessions.
Network only partially restored.
RTNCD,FDB2: X'rc',X'fd'. Code: X'code'

説明: CICS は VTAM 持続セッションを処理していますが、
後続の INQUIRE OPTCD=PERSESS マクロへの応答の中で、
VTAM によって rc,fd の RTNCD,FDB2 が戻されました。
システムの処置: AP 例外トレース項目 X'code' が作成されま
す。

ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止しない限り、システ
ム・ダンプがとられます。

CICS は、部分的なネットワークで続行されます。 セッション
には使用可能なものとそうでないものがあります。使用可能に
なっていないものも、PSDI 値がタイムアウトになるか、
VTAM オペレーターが失敗したセッションを終了すれば使用
できます。
ユーザーの処置: ダンプまたは例外トレース項目、および
「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクション
『VTAM コード』を使用して、RTNCD,FDB2 の意味および問
題を訂正するために必要な処置を判別してください。

ネットワークのかなりの部分が利用可能な場合は、PSDI 値が
満了するのを待つか、VTAM オペレーター・コマンドを使用
してセッションを終了してください。

ネットワークが使用できない場合は、VTAM ACB をいったん
クローズしてから再オープンするか、または CICS を再始動し
てください。
モジュール: DFHZGRP

XMEOUT パラメーター: applid、X'rc'、X'fd'、X'code'
宛先: コンソール

DFHZC0133A applid Persistent session recovery failed.
説明: CICS の初期設定中に、VTAM 持続セッションを処理
する試みが失敗しました。 理由は、前に出されたメッセージで
分かります。
システムの処置: CICS は終了します。
ユーザーの処置: 前に出されたメッセージと例外トレース項目
を調べて、障害の理由を判別してください。
モジュール: DFHSII1

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHZC0136 applid PSDI value indicated persistence but
the run time VTAM does not support
persistent sessions.

説明: PSDI 値は非ゼロです。 これは、CICS 障害が起きても
VTAM セッションが持続するよう指定しています。 しかし、
このリリースの VTAM では、持続セッションはサポートされ
ていません。
システムの処置: CICS は PSDI 値を 0 に設定し、持続セッ
ションのサポートなしで続行されます。
ユーザーの処置: CICS の持続セッション・サポートを利用す
るためには、もっと上位レベルの VTAM を使用する必要があ
ります。
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VTAM の旧リリースの使用時にこのメッセージが出されるの
を防ぐには、PSDINT システム初期設定パラメーターをゼロに
設定してください。EXEC CICS SET VTAM コマンドの使用
時には、省略するか、PSDINTERVAL オペランドにゼロの値
を指定してください。
モジュール: DFHZSLS

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHZC0137 applid PSDI value indicated persistence but
the TCT assemble time VTAM does not
support persistent sessions.

説明: PSDI 値は非ゼロです。 これは、CICS 障害が起きても
VTAM セッションが持続するよう指定しています。 ただし、
持続セッションをサポートできないリリースの VTAM に対し
て、DFHTCTxx がアセンブルされました。
システムの処置: CICS は PSDI 値を 0 に設定し、持続セッ
ションのサポートなしで続行されます。
ユーザーの処置: CICS の持続セッション・サポートを利用す
るためには、正しいレベルの VTAM に対して TCT を再アセ
ンブルしてください。

VTAM の旧リリースの使用時にこのメッセージが出されるの
を防ぐには、PSDINT システム初期設定パラメーターをゼロに
設定してください。EXEC CICS SET VTAM コマンドの使用
時には、省略するか、PSDINTERVAL オペランドにゼロの値
を指定してください。
モジュール: DFHZSLS

XMEOUT パラメーター: applid
宛先: コンソール

DFHZC0140 applid SETLOGON PERSIST failed.
RTNCD,FDB2: X'rc',X'fd'. Code: X'code'

説明: CICS が VTAM ACB をオープンしていたか、オペレ
ーター・コマンドからの PSDI 値を設定していたか、あるいは
WARM シャットダウンを行っていました。 CICS は、VTAM
コマンド SETLOGON OPTCD=PERSIST または
OPTCD=NPERSIST を出そうと試みました。 しかし、VTAM
は rc,fd の RTNCD,FDB2 を戻しました。
システムの処置: AP 例外トレース項目 code が作成されま
す。

ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止しない限り、システ
ム・ダンプがとられます。

ACB がオープンされていた場合、VTAM セッションは持続さ
れず、PSDI 値は 0 に設定されます。

PSDI 値をオペレーターがちょうど変更していたか、終了中に
ちょうど変更されていた場合には、CICS と VTAM の双方に
対して値は変更されません。

VTAM シャットダウンの最中で、まだクローズしていないセ
ッションがあるときにこの問題が起きると、セッションは
VTAM スタートアップ時に存在している場合がありますが、
その後終了します。
ユーザーの処置: ダンプかまたは例外トレース項目 code を使
用して、RTNCD,FDB2 の意味および問題を訂正するために必
要な処置を判別してください。
モジュール: DFHZGSL

XMEOUT パラメーター: applid、X'rc'、X'fd'、X'code'

宛先: コンソール

DFHZC0144 date time applid sysid termid Synclevel 2
conversation started by netname before
Exchange Lognames, and following a
persistent sessions restart. sense ((instance)
Module name: {DFHZGDA})

説明: 持続セッションが再始動された後、CICS は、ログ名の
交換の処理が完了する前に、ネット名 netname を持つパートナ
ーから同期レベル 2 の会話の付加 FMH5 を受け取りました。
システムの処置: センス・コード 08640001 の
deallocate(Abend) が、この会話に対して出されます。
ユーザーの処置: ログ名の交換が完了するまで、さらに他の
APPC の同期レベル 2 の会話をパートナーが開始してはなり
ません。 交換ログ名が完了したかどうかを判別するために、
CEMT を使用して接続の状況を照会してください (詳細につい
ては、「CICS Transaction Server for VSE/ESA CICS 提供のト
ランザクション」を参照してください)。
モジュール: DFHZGDA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、termid、
netname、sense、instance、{1=DFHZGDA}
宛先: CSNE

DFHZC0145 date time applid netname termid Synclevel 2
APPC conversation started before Exchange
Lognames completed. Error occurred
executing Deallocate(Abend). sense ((instance)
Module name: {DFHZGDA})

説明: netname を持つ APPC セッション termid が、CICS 持
続セッションの再始動中に持続していました。 パートナーは、
ログ名交換処理が完了する前に、新しい同期レベル 2 の会話を
開始しました。 CICS は、この会話に対して
Deallocate(Abend) を出そうと試みました。
Deallocate(Abend) は、以下のメッセージ内の instance が示す
理由のため、完了することができませんでした。

インスタンス

解説

01 DFHZGDA が、チェーン有限状態マシンによって、

予期しない状態のときに呼び出された。

02 DFHZGDA が、ブラケット有限状態マシンによっ

て、予期しない状態のときに呼び出された。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 持続セッションの再始動後のセッションの状

態を判別することはできません。この状態をリセットするた

め、セッションが非活動化されます。その後、セッションは再

活動化されます。

ユーザーの処置: セッションの再活動化がうまくいかなかった

場合は、CSNE ログを検査して、新しい BIND が失敗した理

由を示しているメッセージを見つけてください。 VTAM オペ

レーターが、セッションを使用できない状態にしている可能性

があります。

モジュール: DFHZGDA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、

termid、sense、instance、{1=DFHZGDA、2=DFHZGDA}
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宛先: CSNE

DFHZC0146 date time applid VTAM session for termid

successfully recovered following a

persistent sessions restart sense ((instance)

Module name: {DFHZXRC})

説明: CICS が、持続セッションの再始動後に、端末 termid

の VTAM 持続セッションをリストアしました。

APPC セッションの場合のこれと同等のメッセージは、

DFHZC0156 です。

システムの処置: リカバリー通知がこの端末に指定されている

と、リカバリー・メッセージが送信されるか、リカバリー通知

時に実行されるよう要求されたトランザクションが開始されま

す。

ユーザーの処置: 必要であれば、NEP をコーディングして、

もともとこのセッションの TYPETERM 定義で指定されていた

リカバリー通知オプションを上書きしてください。 詳細につい

ては、「CICS Transaction Server for VSE/ESA 資源定義の手引

き」および「CICS Transaction Server for VSE/ESA カストマイ

ズの手引き」を参照してください。

モジュール: DFHZXRC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、sense、

instance、{1=DFHZXRC}

宛先: CSNE

DFHZC0147 date time applid sysid termid Error occurred

recovering persisting session. sense

((instance) Module name: {DFHZGDA})

説明: エラーのため、緊急再始動が行われても持続していた

APPC 会話のリカバリーが失敗しました。

termid の端末 ID を持つセッションが終了します。 この理由

および対応する AP 例外トレース項目は、メッセージ内の

instance によって示されています。

インスタンス

ポイント ID および説明

1 X'FB79' ブラケット状態が無効なため、SEND が実行

されなかった。

2 X'FB7B' セッションのリカバリーのための十分なスト

レージがなかった。

3 X'FB76' リカバリー状況バイト TCTE_PRSS に予期

しない値が含まれている。

4 X'FB7A' ブラケット状態が無効なため、RECEIVE が

実行されなかった。

5 X'FB78' 持続セッションのリカバリー中に、予期しな

いセンスを受け取った。

システムの処置: 上記のポイント ID を持つ AP 例外トレー

スが出されます。 セッションは終了し、CICS は続行されま

す。

ユーザーの処置: ストレージが足りないためにリカバリーが失

敗した場合は、DSA または EDSA のサイズ限界を上げてみて

ください。 これを行う方法についての詳細は、「CICS

Transaction Server for VSE/ESA システム定義の手引き」を参

照してください。

その他のインスタンスが起こった場合は、IBM のサポートが必

要になります。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引

き」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZGDA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、termid、

sense、instance、{1=DFHZGDA、2=DFHZGDA、

3=DFHZGDA、4=DFHZGDA、5=DFHZGDA}

宛先: CSNE

DFHZC0148 date time applid sysid termid VTAM send or

receive failed during persistent sessions

recovery. sense ((instance) Module name:

{DFHZGDA})

説明: 持続セッションの再始動後のセッション・リカバリーの

一部として、CICS が VTAM SEND または RECEIVE を出し

ました。 VTAM 要求は失敗し、セッションは不明の状態にな

ります。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: セッションは終了します。

ユーザーの処置: 問題の原因を判別するためには、CSNE ログ

内の関連した DFHZCnnnn メッセージを参照してください。

このメッセージによって、VTAM 要求の失敗に関するさらに

詳しい診断情報が得られます。

モジュール: DFHZGDA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、termid、

sense、instance、{1=DFHZGDA、2=DFHZGDA}

宛先: CSNE

DFHZC0149 date time applid termid Connection failure

occurred during a persistent sessions restart

sense ((instance) Module name: {DFHZNSP})

説明: 持続セッションの再始動中に、CICS の直前のインスタ

ンス中に出されたセッション開始要求が失敗したという通知

を、CICS が受け取りました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZNSP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、sense、

instance、{1=DFHZNSP}

宛先: CSNE

DFHZC0150 date time applid termid Error processing the

session state data returned after a

persistent sessions restart. sense ((instance)

Module name: {DFHZXRC})

説明: 端末 termid の VTAM セッションは CICS 持続セッシ

ョンの再始動中も持続していましたが、VTAM によって戻さ

れたセッション状態データの処理中にエラーが起きました。 そ

の理由は、メッセージ内の instance によって以下のように示さ

れます。
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インスタンス

解説

01 DFHZXRC が無効な要求によって呼び出された。

02 TCTTEDA に、予期されたアドレスの代りにヌル文

字が含まれている。

03 予約済み

04 VTAM によって渡されたデータのベクトル・キーが

正しくない。

05 vector_29 データの長さが短すぎる。

06 識別できない終結処置が検出された。

07 識別できないリカバリー・オプションが検出された。

08 RECOVOPTION(NONE) に対する終結処置が無効。

RECOVOPTION(MESSAGE) に対する終結処置が無

効。

10 RECOVOPTION(TRANSACTION) に対する終結処

置が無効。

11 予約済み。

12 DFHZXRC が、LU6 セッションを処理するよう駆動

された。

13 XRF または持続セッションのリカバリーが進行状態

にない。DFHZXRC の呼び出しがエラー。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 持続セッションの再始動後のセッションの状

態を判別することはできません。この状態をリセットするた

め、セッションが終了します。 APPC 以外のセッションが再

始動されます。

ユーザーの処置: セッションの再始動がうまくいかなかった場

合は、CSNE ログを検査して、新しい BIND が失敗した理由

を示しているメッセージを見つけてください。 VTAM オペレ

ーターが、セッションを使用できない状態にしている可能性が

あります。

モジュール: DFHZXRC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、sense、

instance、{1=DFHZXRC、2=DFHZXRC、3=DFHZXRC、

4=DFHZXRC、5=DFHZXRC、6=DFHZXRC、7=DFHZXRC、

8=DFHZXRC、9=DFHZXRC、10=DFHZXRC、

11=DFHZXRC、12=DFHZXRC、13=DFHZXRC}

宛先: CSNE

DFHZC0155 date time applid sysid termid Error occurred

during processing of session state data

returned after restart of persisting session.

sense ((instance) Module name: {DFHZXPS})

説明: CICS 持続セッション再始動中も VTAM APPC セッシ

ョン sysid termid は持続していましたが、OPNDST
OPTCD=RESTORE の後に VTAM によって戻されたセッショ

ン状態データの処理中にエラーが起きました。

エラーをさらに調査する必要がある場合は、ダンプがとられま

す。

前の問題でダンプがすでにとられている場合、またはセッショ

ンの持続を許可できないような問題として知られているもので

ある場合には、ダンプはとられません。 その例としては、

CICS の終了時にこのセッションでのバインド・セキュリティ

ー処理が完了していない場合があります。

この理由および対応する AP 例外トレース項目は、メッセージ

内の instance に示されています。

インスタンス

ポイント ID および説明

1 X'FBFD'

拒否接続処理時に、DFHZGDA の呼び出しが行われ

たが、DFHZGDA は無効な形式または無効な機能の

その呼び出しを拒否した。

2 X'FBFD'

拒否接続処理時にエラーが起きた。セッションは不明

状態です。

3 X'FBD2'

TCTE_PRSS 状況バイトは 0 に設定されたが、拒否

接続処理は行われていなかった。 このセッション状

態は、DFHZXPS に入るには無効です。

4 X'FBE4'

DEALLOCATE ABEND 処理時にエラーが起きた。

これは DFHZGDA によって処理されているはずな

ので、ダンプはとられませんが、セッションは終了し

ます。

5 X'FBD2'

TCTE_PRSS バイト (持続セッション状況バイト) に

は、DFHZXPS へ入る際に不明値が入っていた。

6 X'FBE6'

TCTE_PRSS_CV29_PTR (VTAM によって戻される

データを指すポインター) には、DFHZXPS に入る際

にゼロが入っていた。

7 X'FBD3'

VTAM から戻された CV29 データの長さは、

DFHZXPS へ入る際にゼロであった。

8 X'FBD4'

VTAM によって戻された BIS フロー・データは、

BIS RQE1 が受け取られたことを示したが、アウト

バウンド BIS フローはそれと矛盾していた。

9 X'FBD4'

VTAM によって戻された BIS フロー・データは、

BIS RQE3 が受け取られたことを示したが、アウト

バウンド BIS フローはそれと矛盾していた。

10 X'FBD4'

VTAM によって戻された BIS フロー・データは、

BIS フローが受け取られなかったことを示したが、ア

ウトバウンド BIS フローはそれと矛盾していた。

11 X'FBD4'

VTAM から戻された BIS フロー・データは認識さ

れなかった。

12 X'FBD5'

VTAM によって戻された送信権要求フロー・データ

は、このセッションがコンテンション勝者である場合

に認識されなかった要求を示した。
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13 X'FBD5'

VTAM によって戻された送信権要求フロー・データ

は、X'088B' 否定応答が送信されたことを示したが、

セッションが終了中であることを示すものは何もなか

った。このセッションはコンテンション勝者です。

14 X'FBD5'

VTAM によって戻された送信権要求フロー・データ

は、このセッションがコンテンション勝者である場合

に認識されなかった応答を含んでいた。

15 X'FBD5'

VTAM から戻された送信権要求フロー・データは認

識されなかった。このセッションはコンテンション勝

者です。

16 X'FBD5'

VTAM によって戻された送信権要求フロー・データ

は、このセッションがコンテンション敗者である場合

に認識されなかった要求を含んでいた。

17 X'FBD5'

VTAM によって戻された送信権要求フロー・データ

は、X'088B' 否定応答を含んでいたが、セッションが

終了中であることを示すものは何もなかった。このセ

ッションはコンテンション敗者です。

18 X'FBD5'

VTAM によって戻された送信権要求フロー・データ

は、このセッションがコンテンション敗者である場

合、認識されなかった応答を含んでいた。

19 X'FBD5'

VTAM から戻された送信権要求フロー・データは認

識されなかった。このセッションはコンテンション敗

者です。

20 X'FBD8'

VTAM によって戻された CV29 データ内の RU カ

テゴリーは、LU6.2 には無効であった。 (このセッシ

ョンは 1 次であり、最後のフローはアウトバウンド

要求でした。)
21 X'FBD8'

VTAM によって戻された CV29 データ内の RU カ

テゴリーは、LU6.2 には無効であった。 (このセッシ

ョンは 1 次であり、最後のフローはインバウンド要

求でした。)
22 X'FBD8'

VTAM によって戻された CV29 データ内の RU カ

テゴリーは、LU6.2 には無効であった。 (このセッシ

ョンは 1 次であり、最後のフローはアウトバウンド

応答でした。)
23 X'FBD8'

VTAM によって戻された CV29 データ内の RU カ

テゴリーは、LU6.2 には無効であった。 (このセッシ

ョンは 1 次であり、最後のフローはインバウンド応

答でした。)
24 X'FBD9'

DFHZXPS は、VTAM によって戻された CV29 デ

ータから最後のフローの方向を判別できなかった。

(このセッションは 1 次でした。)
25 X'FBD8'

VTAM によって戻された CV29 データ内の RU カ

テゴリーは、LU6.2 には無効であった。 (このセッシ

ョンは 2 次であり、最後のフローはインバウンド要

求でした。)
26 X'FBD8'

VTAM によって戻された CV29 データ内の RU カ

テゴリーは、LU6.2 には無効であった。 (このセッシ

ョンは 2 次であり、最後のフローはアウトバウンド

要求でした。)
27 X'FBD8'

VTAM によって戻された CV29 データ内の RU カ

テゴリーは、LU6.2 には無効であった。 (このセッシ

ョンは 2 次であり、最後のフローはインバウンド応

答でした。)
28 X'FBD8'

VTAM によって戻された CV29 データ内の RU カ

テゴリーは、LU6.2 には無効であった。 (このセッシ

ョンは 2 次であり、最後のフローはアウトバウンド

応答でした。)
29 X'FBD9'

CICS は、VTAM によって戻された CV29 データか

ら最後のフローの方向を判別できなかった。 (このセ

ッションは 2 次でした。)
30 X'FBD9'

last_thing_to_flow バイトに無効値が入っていた。

これは、DFHZXPS に論理エラーがあることを示し

ています。

31 X'FBDA'

最後のインバウンド・フローは、直前の要求に対する

ものではない応答であった。

32 X'FBDA'

コマンドに対するものではない否定応答が出された。

これは、X'0846' 否定応答ではありませんでした。

33 X'FBDA'

最後のインバウンド・フローは、このブラケットに対

するものではない応答であった。 (このセッションは

1 次であり、現行ブラケットを開始しました。)
34 X'FBDA'

最後のインバウンド・フローは、このブラケットに対

するものではない応答であった。 (このセッションは

2 次であり、現行ブラケットを開始しました。)
35 X'FBDA'

最後のインバウンド・フローは、このブラケットに対

するものではない応答であった。 (このセッションは

1 次であり、現行ブラケットを開始しませんでし

た。)
36 X'FBDA'
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最後のインバウンド・フローは、このブラケットに対

するものではない応答であった。 (このセッションは

2 次であり、現行ブラケットを開始しませんでし

た。)
37 X'FBDA'

最後のフローは肯定応答アウトバウンドであり、直前

の要求に対するものではなかった。

38 X'FBDB'

最後のフローは、識別できなかったインバウンド

LUSTAT コマンドであった。

39 X'FBDB'

最後のフローは、送信権要求分析ルーチンによって処

理されなかったインバウンド RTR であった。

40 X'FBDB'

最後のフローは、識別できなかったインバウンド・コ

マンドであった。

41 X'FBDB'

最後のフローは、識別できなかったアウトバウンド

LUSTAT コマンドであった。

42 X'FBDB'

最後のフローは、送信権要求分析ルーチンによって処

理されなかったアウトバウンド RTR 要求であった。

43 X'FEDB'

最後のフローは、識別できなかったアウトバウンド・

コマンド要求であった。

44 X'FBDC'

最後のフローは、BIS フロー・データで処理されなか

った BIS に対するインバウンド応答であった。

45 X'FBDD'

最後のフローは、識別できなかったコマンドに対する

インバウンド肯定応答であった。

46 X'FBDA'

最後のフローは、LUSTAT コマンドに対するインバ

ウンド応答であったが、対応するアウトバウンド要求

がなかった。

47 X'FBDA'

最後のフローは、識別できなかった LUSTAT 要求に

対するインバウンド否定応答であった。

48 X'FBDC'

最後のフローは、BIS フロー・データに現れなかった

BIS 要求に送られる否定応答であった。

49 X'FBDD'

最後のフローは、識別できなかったコマンドに送られ

る否定応答であった。

50 X'FBDC'

最後のフローは、BIS フロー・データと調和していな

い BIS に送られる肯定応答アウトバウンドであっ

た。

51 X'FBDD'

最後のフローは、識別できなかったコマンドに送られ

る肯定応答アウトバウンドであった。

52 X'FBDC'

最後のフローは、BIS フロー・データと調和していな

い BIS に送られる否定応答アウトバウンドであっ

た。

53 X'FBDD'

最後のフローは、識別できなかったコマンドに対する

アウトバウンド否定応答であった。

54 X'FBE1'

フローさせる最後の要求は SIGNAL (急送フロー)
であったが、CV29 通常フロー・データ域には通常フ

ロー・データが現れない。

55 X'FBE1'

最後のフローは SIGNAL 要求 (急送フロー) であっ

た。 しかし、通常フロー・データの分析では、可能

ではない両側での送信が示されている。 (アウトバウ

ンド・フローは EC と一緒にありました。)
56 X'FBE1'

最後のフローは SIGNAL 要求 (急送フロー) であっ

た。 しかし、通常フロー・データの分析では、可能

ではない両側での送信が示されている。 (アウトバウ

ンド・フローはチェーン内にありました。)
57 X'FBD5'

TCTTE 内の tctewin/tctelse ビットが正しく設定さ

れなかった。

58 X'FBDF'

現行トランザクションを ABEND させるための

DFHZGDA の呼び出しが必要であることが CV29
データの分析で示されたとき、セッションは CS モ

ードではない。

59 X'FBE7'

DFHZGDA に対する SEND_FMH7 呼び出しは、

invalid_format または invalid_function で拒否され

た。

60 X'FBE7'

DFHZGDA での重大エラーのため、DFHZGDA に

対する SEND_FMH7 呼び出しは拒否された。

61 X'FBE7'

DFHZGDA に対する RECEIVE_FMH7 呼び出し

は、invalid_format または invalid_function で拒否

された。

62 X'FBE7'

DFHZGDA での重大エラーのため、DFHZGDA に

対する RECEIVE_FMH7 呼び出しは拒否された。

63 X'FBE0'

DFHZXPS の内部論理エラー。 DFHZGDA に対し

て呼び出しが行われようとするときの入力パラメータ

ーが無効です。

64 X'FBE5'
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ENTRY=DFHZRST1 を指定した DFHTCPCL の呼

び出しから、無効な戻りコードが戻された。

65 X'FBDE'

tcte_bid_status バイトは、認識されない値を含んで

いた。

システムの処置: ポイント ID を持つ AP 例外トレースが出

されます。 再始動後のセッションの状態を判別することはでき

ません。この状態をリセットするため、セッションが終了しま

す。 その後、セッションは再始動されます。 04 を除くすべて

のインスタンスについて、システム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: セッションの再始動がうまくいかなかった場

合は、CSNE ログを検査して、新しい BIND が失敗した理由

を示しているメッセージを見つけてください。 VTAM オペレ

ーターが、セッションを使用できない状態にしている可能性が

あります。

モジュール: DFHZXPS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、termid、

sense、instance、{1=DFHZXPS、2=DFHZXPS、3=DFHZXPS、

4=DFHZXPS、5=DFHZXPS、6=DFHZXPS、7=DFHZXPS、

8=DFHZXPS、9=DFHZXPS、10=DFHZXPS、

11=DFHZXPS、12=DFHZXPS、13=DFHZXPS、

14=DFHZXPS、15=DFHZXPS、 16=DFHZXPS、

17=DFHZXPS、18=DFHZXPS、19=DFHZXPS、

20=DFHZXPS、21=DFHZXPS、22=DFHZXPS、

23=DFHZXPS、24=DFHZXPS、25=DFHZXPS、

26=DFHZXPS、27=DFHZXPS、28=DFHZXPS、

29=DFHZXPS、30=DFHZXPS、 31=DFHZXPS、

32=DFHZXPS、33=DFHZXPS、34=DFHZXPS、

35=DFHZXPS、 36=DFHZXPS、37=DFHZXPS、

38=DFHZXPS、39=DFHZXPS、40=DFHZXPS、

41=DFHZXPS、42=DFHZXPS、43=DFHZXPS、

44=DFHZXPS、45=DFHZXPS、 46=DFHZXPS、

47=DFHZXPS、48=DFHZXPS、49=DFHZXPS、

50=DFHZXPS、 51=DFHZXPS、52=DFHZXPS、

53=DFHZXPS、54=DFHZXPS、55=DFHZXPS、

56=DFHZXPS、57=DFHZXPS、58=DFHZXPS、

59=DFHZXPS、60=DFHZXPS、 61=DFHZXPS、

62=DFHZXPS、63=DFHZXPS、64=DFHZXPS、65=DFHZXPS}

宛先: CSNE

DFHZC0156 date time applid sysid VTAM APPC session

termid successfully recovered following a

persistent sessions restart. sense ((instance)

Module name: {DFHZXPS})

説明: 持続セッションの再始動後、CICS が sysid termid の

VTAM APPC 持続セッションをリストアしました。

APPC 以外のセッションの場合のこれと同等のメッセージは、

DFHZC0146 です。 メッセージ DFHZC0146 に適用される

RECOVNOTIFY オプションは、APPC セッションには適用で

きないことに注意してください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZXPS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、termid、

sense、instance、{1=DFHZXPS、2=DFHZXPS}

宛先: CSNE

DFHZC0157 date time applid sysid VTAM APPC session

termid could not be recovered following a

persistent sessions restart. The session will

be unbound.sense ((instance) Module name:

{DFHZXPS})

説明: 持続セッションの再始動後、CICS は、sysid termid の

APPC 持続セッションをリストアできませんでした。 これに

は、3 つの理由が考えられます。

1. CICS が障害を起こしたとき、BIND 処理は完了していな

かった。

2. CICS が障害を起こしたとき、セッションの再同期は進行

中であった。

3. VTAM によって戻されたセッションのリカバリー・データ

は、複数の解釈が可能であった。

TCTTE と TIOA が参考だけのために出力されます。

システムの処置: セッションはいったんアンバインドされてか

ら、再バインドされます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZXPS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、termid、

sense、instance、{1=DFHZXPS}

宛先: CSNE

DFHZC0160 date time applid tranid CNOS changes for

modename modename to node netname

connection sysid are incomplete.

説明: CICS は、APPC 接続 sysid 上のモードネーム

modename に対するセッション数変更 (CNOS) コマンドの実行

を 2 回試みました。 モード・グループに対して他の活動が行

われているため、このコマンドは失敗しました。このような失

敗は、非常に混み合っているモード・グループにのみ起こりま

す。 CNOS 要求の処理中に、1 つまたは複数のセッションの

状態が変更されました。

CNOS コマンドが出された原因として考えられるのは、接続の

獲得、接続の解放、もしくは、このシステムまたは接続された

システムにある特定のモードネームに対する要求などです。接

続されたシステムが CICS でない場合は、そのシステムに固有

のコマンドが使用された可能性があります。

システムの処置: モード・グループは、2 度目の変更の試みの

後の状態のままになります。

ユーザーの処置: CEMT INQUIRE MODENAME コマンドを

使用して、モード・グループの現在の状態を判別してくださ

い。 このコマンドを使用すると、CNOS が正常に完了した際

に予期されるモード・グループを表示することができます。 こ

れは、このコマンドが、使用可能なアクティブ・セッションの

データを表示するだけであるためです。 CICS は、敗者セッシ

ョンの CNOS 値で問題が起きた可能性があります。これは、

CEMT を使用しても明らかにはなりません。 値が必要なもの

と異なっている場合は、元のコマンドを出し直してください。

モジュール: DFHZGCA
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XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

modename、netname、sysid

宛先: CSNE

DFHZC0161 date time applid tranid CNOS command for

modename modename to node netname

connection sysid has failed with code

X'code'.

説明: CICS が、APPC 接続 sysid 上のモードネーム

modename に対するセッション数変更 (CNOS) コマンドの実行

を試みている間に、エラーが起きました。 障害コード X'code'

は、以下のいずれかです。

X'FBA2' modename 用のロック・マネージャー・ロックを作成

する要求が失敗した。

X'FBA3' CICS が、CNOS 折衝会話にセッションを割り振る

ことができなかった。

X'FBA6' modename 用のロック・マネージャー・ロックを取得

する要求が失敗した。

X'FBAA'

modename が検出されなかったか、予約名

SNASVCMG または CPSVCMG のどちらかで定義

されていた。

X'FBAB'

sysid が認識されているが、接続としては認識されて

いない。

X'FBAC'

指定された接続 sysid にモード・グループがない。

これは、ストレージの上書きが原因である可能性があ

ります。

X'FBAD'

指定された接続 sysid 上の最初のモード・グループ

にセッションがない。 これは、ストレージの上書き

が原因である可能性があります。

X'FBAF'

CNOS 応答についての受信コマンドが失敗した。

X'FBB1' CNOS コマンドまたは CNOS 応答についての送信

コマンドが失敗した。

X'FBB2' 単一セッション接続のセッションを検出できなかっ

た。 これは、ストレージの上書きが原因である可能

性があります。

X'FBB3' sysid が接続名として認識されていない。

X'FBB4' 接続が、CNOS をサポートするように CICS に定義

されていない。 これは、ストレージの上書きが原因

である可能性があります。

システムの処置: CICS は、ID が AP xxxx の例外トレース

を作成します。ここで xxxx は、メッセージ内のコードを表し

ます。CICS は、X'FBA2'、X'FBA3'、X'FBA6'、X'FBAF'、およ

び X'FBB1' を除くすべての障害コードについてシステム・ダン

プをとります。要求を完了せずに、CICS は続行されます。 タ

スクは異常終了しません。 通常、この問題に関する症状ストリ

ングが入っているメッセージ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 以下のように、エラー・コードによって異な

ります。

X'FBA2' 先に出されているロック・マネージャーのコンソー

ル・メッセージに関して示されている手引きに従って

ください。

X'FBA3' セッションがすべてふさがっている場合は、その内の

1 つを使用可能にして、再試行してください。

X'FBA6' 先に出されているロック・マネージャー・メッセージ

に関して示されている手引きに従ってください。

X'FBAA'

モードネームを訂正して要求を出し直してください。

X'FBAB'

接続名を訂正して要求を出し直してください。

X'FBAC'

ストレージの問題に関する詳しい手引きについては、

「CICS TS 問題判別の手引き」を参照してくださ

い。

X'FBAD'

X'FBAC' の場合と同様です。

X'FBAF'

接続されたシステム、またはそのシステムへのリンク

が障害を起こしました。 出された他のメッセージを

参照して、理由を判別してください。

X'FBB1' X'FBAF' の場合と同様です。

X'FBB2' X'FBAC' の場合と同様です。

X'FBB3' 接続名を訂正して要求を出し直してください。

X'FBB4' X'FBAC' の場合と同様です。

モジュール: DFHZGCN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、

modename、netname、sysid、X'code'

宛先: CSNE

DFHZC0162 date time applid tranid CNOS transaction for

connection sysid has failed with code X'code'

subcode X'subcode'.

説明: セッション数変更 (CNOS) トランザクション・プログ

ラム DFHZLS1 が正常に完了しませんでした。 エラー・コー

ド X'code' は、以下のいずれかです。

X'FB92' データ、もしくは接続されたシステムからの接続フロ

ーによって、トランザクションが IC 要求として開

始されなかった。 挿入部 subcode は

XMIQ_START_CODE からの開始コードです。

X'FB93' トランザクションがデータを使用して開始されたが、

データは検出されなかった。

X'FB94' トランザクションがデータを使用して開始されたが、

そのデータは正しいパラメーター・リストの形式に合

っていなかった。

X'FB95' トランザクションが正しい形式のパラメーター・リス

トを使用して開始されたが、その機能コードは無効だ

った。

X'FB96' トランザクションが、接続されたシステムからの接続

によって開始されたが、CNOS データがなかった。

X'FB97' トランザクションが、接続されたシステムからの接続

によって開始されたが、関連データは CNOS コマン

ドではなかった。

システムの処置: CICS は例外トレースを作成します。また、

開始が無効だった場合を除いて、システム・ダンプがとられま

す。 タスクは終了します。 通常、この問題に関する症状スト

リングが入っているメッセージ DFHME0116 が作成されま

す。
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ユーザーの処置: 以下のように、エラー・コードによって異な

ります。

X'FB92' トランザクションは、端末でトランザクション ID
を入力して開始されたと考えられます。 これは許可

されていません。

X'FB93' ダンプを分析して、IC がデータを検出できなかった

理由を判別してください。

X'FB94' ダンプを分析して、データがどのようなものかを判別

してください。

X'FB95' ダンプを分析して、データがどのようなものかを判別

してください。

X'FB96' ダンプを分析して、使用可能なデータがない理由を判

別してください。

X'FB97' ダンプを分析して、データが接続によって正しく送信

されなかった理由を判別してください。

モジュール: DFHZLS1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、sysid、

X'code'、X'subcode'

宛先: CSNE

DFHZC0199 CICS has recovered after a system failure.

Execute recovery procedures. { Already

signed on. | Please sign on. }

説明: CICS の持続セッションが再始動された後、関連した

VTAM セッションが正常にリカバリーされました。

RECOVNOTIFY(MESSAGE) が装置の TYPETERM で指定さ

れている場合 (「CICS Transaction Server for VSE/ESA 資源定

義の手引き」を参照)、またはノード・エラー・プログラムに指

定されている場合 (「CICS Transaction Server for VSE/ESA カ

ストマイズの手引き」を参照)、これは CICS によって出され

るデフォルト・メッセージです。

RECOVNOTIFY(MESSAGE) が使用されている場合は、CICS
提供のサンプル・マップ・セット DFHXMSG を、インストー

ル・リカバリー要件に合うように調整することをお勧めしま

す。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 必要な場合はサインオンを行い、必要なリカ

バリー処置をとってください。

モジュール: DFHZNAC
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHZC0200 applid An attempt by the COVR transaction

to OPEN VTAM has failed with return

code X'retcode'; CICS will retry.

説明: COVR トランザクションが EXEC CICS SET VTAM
OPEN を試みましたが、その操作は失敗して、OPEN ACB か

ら戻りコード retcode が出されました。

システムの処置: CICS を続行します。 COVR トランザクシ

ョンは、5 秒ごとにこの操作を再試行します。 このメッセージ

は、操作が成功するか 10 分経過するまで、1 分ごとに出され

ます。10 分経過すると、メッセージ DFHZC0201 が出されま

す。

ユーザーの処置: VTAM を使用できない理由を調べてくださ

い。

モジュール: DFHZCOVR

XMEOUT パラメーター: applid、X'retcode'

宛先: コンソール

DFHZC0201 applid An attempt by the COVR transaction

to OPEN VTAM has failed with return

code X'retcode'; the COVR transaction will

terminate.

説明: COVR トランザクションが EXEC CICS SET VTAM
OPEN を繰り返し試みましたが、失敗しました。 OPEN ACB
が、戻りコード retcode を出しました。

システムの処置: CICS を続行します。 COVR トランザクシ

ョンは終了し、SET VTAM OPEN は再試行されません。

ユーザーの処置: VTAM を使用できない理由を調べてくださ

い。

モジュール: DFHZCOVR

XMEOUT パラメーター: applid、X'retcode'

宛先: コンソール

DFHZC2102I date time applid Intersystem session recovery.
Data base changes found to be
synchronized. Original failure details: time.
Remote system=sysid. Intersystem
terminal=termid. Transaction=tranid. Task
number=taskno. Operator terminal=termid.
Operator=operid. Unit of work ID=uowid
((instance) Module name {DFHZRSY |
DFHZSCX | DFHZSEX})

説明: システム間セッション・リカバリーが正常に行われまし
た。 システム間セッション・リカバリー時にエラーが発生しま
したが、現在は正常にリカバリーされ、再同期も行われまし
た。 このメッセージは、通常、メッセージ DFHZN2101 (これ
は、障害の起きた時点で出された可能性があります) の後に出
されます。 これが出されるのは、同期点処理時の重要な時点で
セッションの障害が起きた場合です。

セッションでの次のインバウンド・フローを待っている保留の
リカバリー単位記述子 (URD) がある場合、同期点処理時にも
このメッセージが出されることがあります。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHZRSY、DFHZSEX、DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、
termid、tranid、taskno、termid、operid、uowid、instance、
{1=DFHZRSY、2=DFHZRSY、3=DFHZSEX、4=DFHZSCX、
5=DFHZSCX、6=DFHZSCX}
宛先: CSNE

DFHZC2103E date time applid Intersystem session recovery.
Data base changes found to be out of
sync. Original failure details: time. Remote
system=sysid. Intersystem terminal=termid.
Transaction=tranid. Task number=taskno.
Operator terminal=termid. Operator=operid.
Unit of work ID=uowid ((instance) Module
name {DFHZRSY | DFHZSCX |
DFHZSEX})
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説明: このメッセージは、メッセージ DFHZN2101 の後に出
されます。 元のエラー情報が相互参照を示しています。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: ユーザー定義の処置をとって、ローカル・デ
ータベースおよびリモート・データベースの同期をとり直して
ください。
モジュール: DFHZRSY、DFHZSEX、DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、
termid、tranid、taskno、termid、operid、uowid、instance、
{1=DFHZRSY、2=DFHZRSY、3=DFHZSEX、4=DFHZSCX、
5=DFHZSCX、6=DFHZSCX}
宛先: CSNE

DFHZC2104E date time applid Intersystem session recovery
error when data base changes may be out
of sync. Original failure details: time.
Remote system=sysid. Intersystem
terminal=termid. Transaction=tranid. Task
number=taskno. Operator terminal=termid.
Operator=operid. Unit of work ID=uowid
((instance) Module name {DFHZRSY |
DFHZSCX | DFHZSEX})

説明: セッション・リカバリー時にデータベース変更の同期が
とれていないかどうかをシステムが見つけられなかった場合、
メッセージ DFHZN2101 の後にこのメッセージが出されま
す。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: 必要なデータベース照会を行い、変更の同期
がとれているかを調べてください。 同期がとれていない場合
は、適切なユーザー定義の処置を実行して、データベースを再
同期化してください。
モジュール: DFHZRSY、DFHZSEX、DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、
termid、tranid、taskno、termid、operid、uowid、instance、
{1=DFHZRSY、2=DFHZRSY、3=DFHZSEX、4=DFHZSCX、
5=DFHZSCX、6=DFHZSCX}
宛先: CSNE

DFHZC2106E date time applid Intersystem session recovery.
suspended changes now being committed.
Original failure details: Time= time. Remote
system=sysid. Intersystem terminal=termid.
Transaction=tranid. Task number=taskno.
Operator terminal=termid. Operator=operid.
Unit of work ID=uowid ((instance) Module
name {DFHZRSY | DFHZSCX |
DFHZSEX})

説明: これは、システム間セッションのリカバリー時に、メッ
セージ DFHZN2105 に続いて出される通知メッセージです。
このメッセージは、リモート・システムが同期点を完了し、そ
れに応じてローカル変更をコミット中であることを示します。
システムの処置: システムは、ローカル変更をコミットし、ア
ンロックを行います。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHZRSY、DFHZSEX、DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、
termid、tranid、taskno、termid、operid、uowid、instance、

{1=DFHZRSY、2=DFHZRSY、3=DFHZSEX、4=DFHZSCX、
5=DFHZSCX、6=DFHZSCX}
宛先: CSNE

DFHZC2107E date time applid Intersystem session recovery.
Suspended changes now being backed out.
Original failure details: Time= time. Remote
system=sysid. Intersystem terminal=termid.
Transaction=tranid. Task number=taskno.
Operator terminal=termid. Operator=operid.
Unit of work ID=uowid ((instance) Module
name {DFHZRSY | DFHZSCX |
DFHZSEX})

説明: このメッセージは、システム間セッション・リカバリー
時に、メッセージ DFHZN2105 に続いて出されるメッセージ
です。これで、リモート・システム sysid が作業単位を完了し
なかったことが確証されました。 ローカル変更はそれに応じて
バックアウトされています。
システムの処置: システムは、ローカル変更をバックアウト
し、アンロックを行います。
ユーザーの処置: 必要であれば、割り込まれたトランザクショ
ン tranid を再始動してください。
モジュール: DFHZRSY、DFHZSEX、DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、
termid、tranid、taskno、termid、operid、uowid、instance、
{1=DFHZRSY、2=DFHZRSY、3=DFHZSEX、4=DFHZSCX、
5=DFHZSCX、6=DFHZSCX}
宛先: CSNE

DFHZC2108E date time applid Intersystem session recovery.
Error while local recoverable changes are
suspended. Original failure details: Time=
time. Remote system=sysid. Intersystem
terminal=termid. Transaction=tranid. Task
number=taskno. Operator terminal=termid.
Operator=operid. Unit of work ID=uowid
((instance) Module name {DFHZRSY |
DFHZSCX | DFHZSEX})

説明: このメッセージは、システム間セッション・リカバリー
時に、メッセージ DFHZN2105 に続いて出されるメッセージ
です。再同期は失敗しました。したがって、リモート・システ
ム sysid がコミットされたかバックアウトされたかはまだ確証
できません。
システムの処置:
v 延期されている変更に対するロックが解放されて、ユーザ

ー・トランザクションがアクセスできるようになります。

v 関連した延期されている開始コマンドがある場合、それは時

期尚早な処置が行われないように取り消されます。

ユーザーの処置: 割り込まれたトランザクションによって行わ

れたローカル変更およびリモート変更が有効になったかどうか

を知るために、データを調べてください。 整合性をリストアす

るために必要な変更を行ってください。

モジュール: DFHZRSY、DFHZSEX、DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、

termid、tranid、taskno、termid、operid、uowid、instance、

{1=DFHZRSY、2=DFHZRSY、3=DFHZSEX、4=DFHZSCX、

5=DFHZSCX、6=DFHZSCX}
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宛先: CSNE

DFHZC2114E date time applid termid tranid A SEND

response failed during receive-any

processing. sense ((instance) Module name:

{DFHZRAC})

説明: 受信不特定 RPL で出された SEND 応答が失敗した

か、VTAM に受け入れられませんでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: ログ内の後続のメッセージには、失敗した理

由が示されています。詳しい情報および手引きについては、こ

のメッセージを参照してください。

モジュール: DFHZRAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRAC、2=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC2115 applid termid Potential CICS hang detected

following a SEND to node netname, CID

X'cid'. Investigation is required. ((instance)

Module name: {DFHZRAC})

説明: CICS が VTAM SEND マクロを出して応答を送信しま

したが、応答が完了したという通知は受信されませんでした。

この SEND 操作が完了するまで、限られた受信不特定 RPL
の内の 1 つは使用不能のままです (受信不特定 RPL の数は、

RAPOOL システム初期設定パラメーターによって定義されて

います)。

これは重大な状況です。 このようにして、受信不特定 RPL が

すべて使用不能になってしまうと、CICS は VTAM からの新

しい要求を受け入れることができなくなってしまいます。 同じ

ように、使用可能な受信不特定 RPL の数を減らすと、端末の

パフォーマンスおよびトランザクションのスループットに悪影

響を与える可能性があります。

さらに、RPL の停止中は、CICS のシャットダウンを正常に完

了することができない場合もあります。

CID とは、セッションが確立されたときに割り当てられた、32
ビットの VTAM 通信 ID です。

システムの処置: CICS は、SEND 操作の完了をモニターし続

けます。 これが発生するまで、CICS は約 3 分間隔でこのメ

ッセージを出します。

ユーザーの処置: このような問題は、通常、SEND の完了を妨

げているネットワーク内の障害が原因です。 セッションおよび

関連する論理装置を検査して、VTAM が SEND 要求を完了す

るのを妨げるようなエラー条件が起こっていないことを確認し

てください。

モジュール: DFHZRAC

XMEOUT パラメーター: applid、termid、netname、

X'cid'、instance、{1=DFHZRAC}

宛先: コンソール

DFHZC2117E date time applid termid tranid Data received

on pipeline session exceeds RAIA size.

((instance) Module name: {DFHZRAC})

説明: CICS が、受信不特定 RPL に割り振られた初期入出力

域よりも大きいパイプライン・セッションでデータを受け取り

ました。 受信不特定入力域 (RAIA) の大きさは、RAMAX シ

ステム初期設定パラメーターで指定されます。

システムの処置: CICS は、データを送信したセッションを終

了し、停止状態であることを示すマークを付けます。また

CICS は、このセッションから開始された実行トランザクショ

ンを異常終了させようとします。

ユーザーの処置: パイプライン・セッションに指定される最大

の (CINIT からの) RUSIZE と少なくとも等しくなるように、

RAMAX システム初期設定パラメーターの値を増やしてくださ

い。

モジュール: DFHZRAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

instance、{1=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC2118 applid Receive Any stall for netname

netname.

説明: すべての CICS 受信不特定 RPL が追加されましたが、

それぞれについての TCTTE は VTAM 端末またはセッション

からの応答を待っています。 すべての受信不特定 RPL は、

TCP タスク (CSTP) の 10 のディスパッチについて停止され

ました。 このメッセージは、この状態にあるそれぞれのセッシ

ョンに対して出されます。 VTAM セッションは、CICS が送

った BID や SHUTD などのコマンドに応答しませんでした。

これは、通常、プロトコル・エラーによって起こります。

システムの処置: CICS は、システム初期設定パラメーター

RAPOOL=(n,FORCE) が指定されて実行されていないので、

CICS VTAM の活動はコマンドのいずれかが完了するまで延期

されます。

ユーザーの処置: netname が示すセッションの 1 つまたはそ

れ以上に対して VTAM コマンド V
NET,INACT,ID=netname,I を出して、受信不特定 RPL の解放

を試みてください。注 : セッションが LU6.2 の場合には、上

記のコマンドは VTAM のパートナー・アプリケーション ID
を非活動状態にします。

停止を引き起こした CICS 端末管理コマンドがなぜ完了しなか

ったかを調査してください。 パートナーまたは装置からのプロ

トコル・エラーが原因である場合には、プロトコル・エラーの

訂正を試みてください。

システム初期設定パラメーター RAPOOL で指定されている受

信不特定 RPL の数を増やすことを考慮してください。 例え

ば、古いデフォルト 2 を使用していたなら、それを新しいデフ

ォルト 50 に増やしてください。

RAPOOL の値を変更してもまだこのメッセージが出されるな

ら、システム初期設定パラメーター RAPOOL=(n,FORCE) を

指定して CICS を実行することを考慮してください。そのよう

にすると、問題になっているセッションまたは端末すべてに
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CLSDST を出して、受信不特定 RPL をもう一度出すことが試

みられます。

モジュール: DFHZRAC

XMEOUT パラメーター: applid、netname

宛先: コンソール

DFHZC2119E date time applid termid tranid LUSTAT

received on pipeline session incorrectly

requests a definite response. ((instance)

Module name: {DFHZRAC})

説明: CICS は、パイプライン・プロトコルに違反するパイプ

ライン・セッションでデータを受け取りました。確定応答を要

求するデバイスから LUSTAT SENSE 08310000 'Device
Powered Off' を受け取りましたが、EXC 応答のみが許可され

ています。

システムの処置: CICS は、データを送信したセッションを終

了し、停止状態であることを示すマークを付けます。また

CICS は、このセッションから開始された実行トランザクショ

ンを異常終了させようとします。

ユーザーの処置: プール・パイプライン端末がプロトコルに違

反する理由を判別してください。

モジュール: DFHZRAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

instance、{1=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC2300 applid Recovery action requested for

connection sysid.

説明: 接続に問題がある可能性があるため、XZIQUE グロー

バル・ユーザー出口プログラムが CICS によって呼び出されま

した。 グローバル・ユーザー出口が使用した戻りコード

UERCAKLL は、接続上のスループットが異常に低く、例外的

な処置が必要であることを示しています。 接続のパフォーマン

スの低下の原因として、以下が考えられます。

v 受信側の応答が不十分であった。

v 送信側の負荷が増大した。

このような条件は断続的なものです。 続いて、接続がリカバリ

ーされたことを示すメッセージ DFHZC2301 が出されること

があります。

システムの処置: CICS は、接続の使用を求める未解決の (キ
ューイングされた) 要求を持つすべてのトランザクションを取

り消します。

ユーザーの処置: 接続のパフォーマンスの低下の原因を調べて

ください。 そして、接続されたシステムの可用性および条件を

検査してください。

モジュール: DFHZISP

XMEOUT パラメーター: applid、sysid

宛先: コンソール

DFHZC2301I applid Connection sysid operating normally

following recovery action.

説明: この接続に関してメッセージ DFHZC2300 が出されま

した。 接続はリカバリーされ、正常に働いています。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZISP

XMEOUT パラメーター: applid、sysid

宛先: コンソール

DFHZC2302 applid SETLOGON start command rejected

説明: CICS は、OPEN VTAM ACB が正しく実行された後

に SETLOGON START コマンドを出しました。 SETLOGON
START コマンドは、次の場合には、拒否されます。

v CICS OPEN VTAM ACB は正常に実行されたが、その後

VTAM が異常終了した。

v CICS OPEN VTAM ACB は正常に実行されたが、

SETLOGON START コマンドを満足させられるだけの十分

なシステム・ストレージがなかった。

v CICS OPEN VTAM ACB は正常に実行されたが、その後

VTAM が VTAM HALT QUICK コマンドによって終了さ

せられた。

システムの処置: CICS 初期設定時にエラーが発生した場合、

システム・ダンプがとられて、CICS は異常終了し、U2302 異

常終了コードが出されます。

CEMT または EXEC CICS SET VTAM OPEN の結果として

エラーが起こると、CICS は、異常終了コード ATC2 とトラン

ザクション・ダンプを出して、タスクを異常終了させ、VTAM
ACB がクローズされます。

ユーザーの処置: VTAM 戻りコードは、システム・ダンプま

たはトランザクション・ダンプ内の、TCTVRVRA からアドレ

ッシングされた RA プール内の最初の RPL の

RTNCD-FDBK2 内で見つけることができます。

「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクション

『VTAM コード』を使用して、エラーの原因およびそれを訂

正するのに必要な処置を判別してください。

エラーを訂正した後に、CICS を再初期設定するか (異常終了

コード U2302 の場合)、または異常終了コード ATC2 につい

ての指示に従ってください。

モジュール: DFHZSLS

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHZC2303 applid No storage available when initiating

RECEIVE-ANY's. Code: X'code'

説明: 受信不特定入出力域を獲得しようとしている間に、

SETLOGON START VTAM コマンドは、ストレージが使用で

きないことを見つけました。

システムの処置: ダンプが作成され、CICS は終了します。例

外項目 code がトレース・テーブルに作成されます。

ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止しない限り、システ

ム・ダンプがとられます。
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メッセージ DFHZC0133 が出されます。

ユーザーの処置: RAMAX システム初期設定パラメーターの

サイズを小さくしてください。

詳細については、「CICS TS パフォーマンスの手引き」を参照

してください。

モジュール: DFHZGRP

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'

宛先: コンソール

DFHZC2304 applid RECEIVE-ANY command rejected.

Code: X'code'

説明: このメッセージは、初期設定中または動的オープン中に

ACB がオープンされた場合に出されます。 DFHZGRP は、

VTAM RECEIVE-ANY を開始していましたが、VTAM のスト

レージが不足していたか、VTAM HALT QUICK コマンドが

出されました。

システムの処置: 例外項目 code がトレース・テーブルに作成

されます。

ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止しない限り、システ

ム・ダンプがとられます。

CICS の初期設定中にエラーが起きると、CICS はメッセージ

DFHZC0133 を出して終了します。

CEMT または EXEC CICS SET VTAM OPEN の結果エラー

が起きると、CICS は VTAM ACB をクローズします。

ユーザーの処置: VTAM 戻りコードは RPL の中の

RTNCD-FDBK2 内にあります。RPL は、例外トレース項目

code、またはシステム・ダンプ内の TCTVRVRA からアドレッ

シングされた RA プールにあります。

「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクション

『VTAM コード』を使用して、エラーの原因およびそれを訂

正するのに必要な処置を判別してください。

エラーの訂正後、CICS を初期設定し直すか、VTAM ACB を

再オープンしてください。

モジュール: DFHZGRP

XMEOUT パラメーター: applid、X'code'

宛先: コンソール

DFHZC2305I applid Termination of VTAM sessions

beginning

説明: CICS または VTAM の終了処理が行われているか、ま

たは VTAM ACB の動的クローズが要求されました。

システムの処置: すべての CICS-VTAM セッションはクロー

ズされ、ACB がクローズされます。 終了が正常なものでない

場合には、活動トランザクションが異常終了します。

ユーザーの処置: VTAM が活動状態である場合には、マスタ

ー端末オペレーター・コマンド CEMT SET VTAM OPEN を

使用して、通信を再開することができます。

モジュール: DFHZSHU

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHZC2307 applid CICS VTAM ABNORMALLY

QUIESCING (modname).

説明: VTAM ストレージの不足以外の理由で、RPL 要求が

TCTTE トークンなしで完了しました。

システムの処置: CICS が ACB の FORCECLOSE を実行し

ます。

モジュール DFHZRAC とモジュール DFHZSYX の両方がこ

の条件を検出する可能性があるため、CICS はこのメッセージ

を 2 回出すこともあります。

ユーザーの処置: VTAM が再始動されたときに、CEMT SET
VTAM OPEN を出してください。

モジュール: DFHZRAC、DFHZSYX
宛先: コンソール

DFHZC2308 applid TCP Task WAIT failed. Unexpected

response from DSSR WAIT_OLDW call

(RESPONSE X'xx', REASON X'yy').

説明: TCP タスクの待機が失敗しました。 TCP タスク指名

プログラム・モジュール DFHZDSP が、DSSR WAIT_OLDW
呼び出しから、応答コード X' xx' および理由コード X' yy'

で、予期しない応答を受け取りました。

システムの処置: CICS は、異常終了コード U1800 で異常終

了し、システム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: TCP タスク待機の失敗の原因を判別してく

ださい。 そして、他の付随するエラー・メッセージと関連して

いるダンプ、もしくはタスク指名プログラム・ドメインによっ

て出された可能性がある例外トレース項目を調べてください。

モジュール: DFHZDSP

XMEOUT パラメーター: applid、X'xx'、X'yy'

宛先: コンソール

DFHZC2309 applid Recovery action requested for

connection sysid using mode group

modename.

説明: 接続に問題がある可能性があるため、XZIQUE グロー

バル・ユーザー出口プログラムが CICS によって呼び出されま

した。 グローバル・ユーザー出口が使用した戻りコード

UERCAKLM は、接続上のスループットが異常に低く、例外的

な処置が必要であることを示しています。 接続のパフォーマン

スの低下の原因として、以下が考えられます。

v 受信側の応答が不十分であった。

v 送信側の負荷が増大した。

このような条件は断続的なものです。 続いて、モードグループ

がリカバリーされたことを示すメッセージ DFHZC2310 が出

されます。

システムの処置: CICS は、このモードグループの使用を求め

る未解決の (キューイングされた) 要求を持つすべてのトラン

ザクションを取り消します。

ユーザーの処置: モードグループのローパフォーマンスの原因

を調べてください。 そして、接続されたシステムの可用性およ

び条件を検査してください。

モジュール: DFHZISP

XMEOUT パラメーター: applid、sysid、modename
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宛先: コンソール

DFHZC2310I applid Connection sysid using mode group

modename operating normally following

recovery action.

説明: このモードグループに関して、メッセージ DFHZC2309
が出されました。 モードグループはリカバリーされ、正常に操

作が行われています。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZISP

XMEOUT パラメーター: applid、sysid、modename

宛先: コンソール

DFHZC2312 *** WELCOME TO CICS ***

説明: これは、VTAM LU のための CICS のデフォルトの日

常業務開始メッセージです。 代わりの GMTEXT がシステム

初期設定パラメーターとして指定されるか、typeterm 定義ロ

グオン・メッセージ (LOGONMSG) が NO に設定されるま

で、このメッセージが表示されます。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHSIT
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHZC2316 applid VTAM ACB is closed

説明: CICS と VTAM が切断されました。 考えられる原因

は次のとおりです。

v CICS が終了中である。

v VTAM が終了中である。

v CICS マスター端末オペレーターが、以下のコマンドを使用

した。

CEMT SET {VTAM CLOSED|IMMCLOSE|FORCECLOSE}

システムの処置: VTAM ACB はクローズされます。

ユーザーの処置: VTAM が終了していなければ、マスター端

末オペレーター・コマンドを用いて VTAM との接続を再確立

することができます。

モジュール: DFHZSHU

XMEOUT パラメーター: applid

宛先: コンソール

DFHZC2318 applid The autoinstall user program

progname is not enabled. Module modname.

説明: VTAM ACB をオープンしているときに、CICS は、

SIT に指定された自動インストール・ユーザー・プログラム

progname のインストール済みプログラム定義が存在していない

ことを検出しました。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: 自動インストールを使用したければ、SIT に

指定された自動インストール・ユーザー・プログラム progname

のインストール済みプログラム定義を作成してください。

モジュール: DFHSIJ1、DFHZOPA

XMEOUT パラメーター: applid、progname、modname

宛先: コンソール

DFHZC2319 applid Unable to close VTAM ACB RC=xx

error code=yy

説明: VTAM ACB CLOSE 要求が失敗しました。

システムの処置: ACB がクローズされているかのように扱わ

れて、CICS は継続します。 (実際にはクローズされていませ

ん。)
ユーザーの処置: 戻りコードおよびエラー・コードについての

説明は、「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセク

ション『VTAM コード』を参照してください。

戻りコード xx は、レジスター 15 内の VTAM 戻りコードで

す。 エラー・コード yy は、ACB エラー・フラグ

「ACBERFLG」になります。

モジュール: DFHZSHU

XMEOUT パラメーター: applid、xx、yy

宛先: コンソール

DFHZC2320 CORRUPTED TCTTE ADDRESS FOUND

DURING SHUTDOWN.

説明: DFHTC CTYPE=LOCATE マクロが、VTAM のシャッ

トダウン中にエラー指示を戻しました。 これは、おそらくテー

ブル管理制御ブロックのオーバーレイによって、TCTTE チェ

ーンが破壊されたことを意味します。

システムの処置: システム・ダンプが作成され、CICS は異常

終了します。

ユーザーの処置: ダンプを調べて、問題の原因を判別してくだ

さい。

モジュール: DFHZSHU
宛先: コンソール

DFHZC2350A date time applid CICS Terminal Control

shutdown threshold (mm minutes) exceeded.

Sessions still active: sesslist ((instance)

Module name: {DFHZSHU})

説明: CICS はネットワークのシャットダウンを試みました

が、許可された時間枠内に完了しませんでした。 この時間枠

(端末管理シャットダウン待機しきい値) は、TCSWAIT システ

ム初期設定パラメーターによって指定されます。

このメッセージでは、mm は TCSWAIT の値を表し、sesslist

は停止している VTAM 端末の最初の 10 個 (10 個あれば) の

VTAM ネットワーク名を表します。

システムの処置: CICS は、このメッセージを CSNE 一時デ

ータ・キューと、オペレーティング・システム・コンソールの

両方に出します。 このメッセージは、オペレーターへの書き込

み (WTO) メッセージ記述子コード 2 とともに、オペレーテ

ィング・システム・コンソールに出されます。これは、オペレ

ーターが削除するまで、メッセージがオペレーティング・シス

テムによって保留になっている (つまり、画面がロールオフさ

れない) ことを意味します。 停止しているそれぞれの VTAM
セッションごとに、メッセージ DFHZC2351 も出されます。

DFHZC2351 は、セッションのさらに詳しい情報を示します

が、CSNE 一時データ・キューにのみ出されます。 CICS が、

セッションで FORCECLOSE を試みるか (詳細については、メ
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ッセージ DFHZC2351 を参照)、CICS 端末管理シャットダウ

ンが正常なものとして継続されます。

DFHZNAC (ノード異常条件プログラム) は、このメッセージ

(DFHZC2350) を処理しません。このため、インストール・シ

ステムの DFHZNEP (ノード・エラー・ プログラム) で条件

を代行受信することはできません。 ただし、DFHZC2351 は

DFHZNAC によって処理され、インストール・システムの

DFHZNEP で代行受信できる、ということに注意してくださ

い。

ユーザーの処置: メッセージを書きとめ、CONTROL E (また

は K E) システム・コマンドを使用しているオペレーティン

グ・システム・コンソールからそのメッセージを削除してくだ

さい。 詳しい手引きについては、メッセージ DFHZC2351 を

参照してください。

モジュール: DFHZSHU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、mm、sesslist、

instance、{1=DFHZSHU}

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSNE

DFHZC2351 date time applid termid netname Session still

active after TC shutdown threshold expired.

Reason: {01 Request in progress | 02 Task

still active | 03 Waiting for SHUTC | 04

Waiting for BIS | 05 Waiting for UNBIND

| 06 Waiting for RTR | 07 BID in

progress | 08 Other TC work pending | 99

Undetermined} sense ((instance) Module

name: {DFHZSHU})

説明: CICS はネットワークのシャットダウンを試みました

が、許可された時間枠内に完了しませんでした。 この時間枠

(端末管理シャットダウン待機しきい値) は、TCSWAIT システ

ム初期設定パラメーターによって指定されます。 このメッセー

ジは、時間枠を過ぎても活動状態にある (シャットダウンされ

ていない) VTAM 端末に、それぞれ出されます。

メッセージの中の termid および netname は、それぞれ CICS
端末 ID と、中断状態の端末の VTAM ネットワーク名です。

メッセージ内で中断の理由を表しているのは、以下の内の 1 つ

です。

01 要求が進行中である。

02 タスクがまだ活動状態である。

03 SHUTC を待っている。

04 BIS を待っている。

05 UNBIND を待っている。

06 RTR を待っている。

07 BID が進行中である。

08 他の TC 作業が保留になっている。

99 未判別

システムの処置: CICS がセッションで FORCECLOSE を試

みるか、CICS 端末管理シャットダウンが通常どおり継続され

ます。 CICS が FORCECLOSE を行うかどうかは、以下によ

って異なります。

v TCSACTN システム初期設定パラメーターのコーディン

グ、および

v インストール・システムの DFHZNEP (ノード・エラー・

プログラム) がこの条件を処理する方法

以下の条件のいずれかに当てはまる場合:
v TCSACTN=UNBIND であり、この処置が DFHZNEP で変

更されない場合

v TCSACTN=NONE であり、この処置が DFHZNEP によっ

て FORCECLOSE (UNBIND) に変更される場合

CICS 端末管理は VTAM CLSDST を出し、SNA UNBIND コ

マンドを送信します。どちらの条件も当てはまらない場合は、

特に処置はとられません。

注: CLSDST は、あらゆる環境で実行されるとは限りません。

このメッセージによって報告される最初の 10 個の端末 (10 個

あれば) は、メッセージ DFHZC2350 にも含まれています。

ユーザーの処置: 端末の状態を検査してください。 そして、

関連する DFHZC3437 メッセージに CLSDST が含まれている

かどうか調べてください。 DFHZC3437 に CLSDST が含まれ

ていないか、含まれていても CLSDST がまだ完了していない

場合は、CICS の外部で適切な処置をとり、端末をシャットダ

ウンしてください。

適度な間隔をおいても、まだ端末管理シャットダウンが完了し

ない (メッセージ DFHZC2316 が表示されない) 場合は、以下

の処置の内の 1 つを行ってください。

v CICS/VTAM ACB を FORCECLOSE する。

v CICS CEMT PERFORM SHUTDOWN IMMEDIATE を実

行する。

v オペレーティング・システム・コンソールから CICS ジョ

ブを取り消す。

警告 : 他に適当な処置が見つからないときにのみ、以上の処置

を行ってください。

端末がシャットダウンされない原因は、CICS よりも、端末装

置またはネットワークの問題だと考えられます。

シャットダウン処理中に、メッセージ DFHZC2350、

DFHZC2351、および DFHZC2352 が出されるのが早すぎたり

遅すぎたりした場合は、適切なステップを経て、CICS を今後

稼働する際に TCSWAIT システム初期設定パラメーターを変

更してください。 いったん CICS で初期設定してしまうと、

TCSWAIT は変更できません。

モジュール: DFHZSHU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、

netname、{1=01 Request in progress、2=02 Task still active、

3=03 Waiting for SHUTC、4=04 Waiting for BIS、5=05

Waiting for UNBIND、6=06 Waiting for RTR、7=07 BID in

progress、8=08 Other TC work pending、99=99

Undetermined}、sense、instance、{1=DFHZSHU}

宛先: CSNE

DFHZC2352 date time applid sysid netname Intersystem

parallel connection still active after TC

shutdown threshold expired. ((instance)

Module {DFHZSHU}).

説明: CICS はネットワークのシャットダウンを試みました

が、許可された時間枠内に完了しませんでした。 この時間枠
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(端末管理シャットダウン待機しきい値) は、TCSWAIT システ

ム初期設定パラメーターによって指定されます。 このメッセー

ジは、時間枠を超えてまだ活動状態 (シャットダウンされてい

ない) にある各接続 (LU タイプ 6.1 および LU タイプ 6.2、

ただし LU タイプ 6.2 単一セッション APPC 端末は除く) で

の最初の VTAM システム間並列セッションに関して出されま

す。

メッセージの中の sysid および netname は、それぞれ CICS
システム ID と、中断状態の接続の VTAM ネットワーク名で

す。

システムの処置: CICS 端末管理シャットダウンは通常どおり

に継続します。 端末と異なり (メッセージ DFHZC2351 を参

照)、端末管理は中断状態の並列接続上では FORCECLOSE を

行いません。 DFHZNAC (ノード異常条件プログラム) は、こ

のメッセージを処理しません。このため、インストール・シス

テムの DFHZNEP (ノード・エラー・プログラム) で条件を代

行受信することはできません。このメッセージによって報告さ

れる並列接続は、メッセージ DFHZC2350 に含まれていませ

ん。

ユーザーの処置: 接続の状態を検査してください。 そして、

この CICS システムの外側で適切な処置をとり、接続をシャッ

トダウンしてください。

シャットダウン処理中に、メッセージ DFHZC2350、

DFHZC2351、および DFHZC2352 が出されるのが早すぎたり

遅すぎたりした場合は、適切なステップを経て、CICS を今後

稼働する際に TCSWAIT システム初期設定パラメーターを変

更してください。 いったん CICS で初期設定してしまうと、

TCSWAIT は変更できません。

モジュール: DFHZSHU

XMEOUT パラメーター: date、time,applid、sysid、netname、

instance、{1=DFHZSHU}

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSNE

DFHZC2400E date time applid termid tranid Error not

supported. sense ((instance) Module name:

{DFHZSYX})

説明: CICS が VTAM から予期しないエラー・コードを受け

取りました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、セッションを終了します。 タス

クが生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 症状ストリングを使用し、必要な場合はさら

にトランザクション・ダンプも使用して、エラーの原因を判別

してください。

モジュール: DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、 time、 applid、 termid、

tranid、 sense、 instance、 {1=DFHZSYX、 2=DFHZSYX、

3=DFHZSYX、 4=DFHZSYX、 5=DFHZSYX、

6=DFHZSYX、 7=DFHZSYX、 8=DFHZSYX、

9=DFHZSYX、 10=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC2401E date time applid termid tranid RPL Active.

sense ((instance) Module name: {DFHZRVL |

DFHZRVS | DFHZSDA | DFHZSDL |

DFHZSDR | DFHZSDS | DFHZSES |

DFHZSKR})

説明: CICS は、現在活動状態の要求パラメーター・リスト

(RPL) を使用して、VTAM サービスの要求を試みました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、セッションを終了します。 タス

クが生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 症状ストリングを使用して、必要ならさらに

トランザクション・ダンプも使用して、エラーの原因を判別し

てください。

モジュール: DFHZRVS、 DFHZSDA、 DFHZSDR、

DFHZSDS、 DFHZSES、 DFHZSDL、 DFHZRVL、

DFHZSKR

XMEOUT パラメーター: date、 time、 applid、 termid、

tranid、 sense、 instance、 {1=DFHZRVS、 2=DFHZSDA、

3=DFHZSDL、 4=DFHZSDS、 5=DFHZSES、 6=DFHZSKR、

7=DFHZRVL、 8=DFHZSDR、 9=DFHZRVL、

10=DFHZRVL、 11=DFHZRVL、 12=DFHZSDL}

宛先: CSNE

DFHZC2402I date time applid termid tranid netname VTAM

has returned error on synchronous receive.

sense ((instance) Module name: {DFHZRAS})

説明: VTAM は、受信不特定の低速処理で DFHZRAS によ

って出された同期受信が正常に完了しなかったことを示しまし

た。 これは、CICS のセッションの状態の見方と VTAM のそ

れとの間にかなりの不一致があることを示しています。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 要求は無視されます。 CICS は、関連セッ

ション TCTTE を CSNE 一時データ宛先に出力します。

VTAM により戻された RPL は、例外トレース項目 AP FCA2
に含まれています。

ユーザーの処置: 例外トレース項目内のこの RPL をもとにし

て、VTAM がエラーを引き起こした理由を判別してくださ

い。

モジュール: DFHZRAS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

netname、sense、instance、{1=DFHZRAS}

宛先: CSNE

DFHZC2400E • DFHZC2402I
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DFHZC2403E date time applid termid tranid Bind failure.

sense ((instance) Module name: {DFHZSYX})

説明: セッションを確立する試みが失敗しました。 その理由

は、おそらく、装置への物理経路が見つからないか、またはそ

の装置が存在していないかもしくは正しく定義されていない

か、または装置がバインドを拒否したためです。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

このセッションが LU62 セッションまたは LU61 セッション

で、パートナー LU がセンス・バイト X'08350000' を送信して

おり、かつ oooo が BIND 内の NETNAME のオフセットで

ある場合は、パートナー LU が適当なセッションを検出できな

かったことを表します。

センス・バイトが X'08010000' である場合は、パートナー LU
が接続の自動インストールに失敗した可能性があります。

システムの処置: ノードとの通信を確立することができないの

で、以前に作成された制御ブロックを解放するために VTAM
CLSDST マクロが出されます。ノードは使用できない状態にさ

れている可能性があります。

ユーザーの処置: メッセージに示された VTAM センス・コー

ドを利用して、障害の原因を判別してください。 該当する場合

には、ノード名がネットワーク制御プログラム/仮想記憶

(NCP/VS) 生成デックに含まれていることを確認し、不良通信

回線の可能性について調べてください。

センス・バイトが X'0835oooo' (ここで、oooo は BIND 内の

NETNAME のオフセットを表す) だった場合は、パートナー

LU が適当なセッションを検出できていません。パートナー

LU が CICS である場合は、DFHZC2411 のパートナー LU
のログ、および同じセッションに関する直前のメッセージを調

べてください。 セッションが検出されなかった理由が示されて

いるはずです。

LU62 自動インストールが使用中で、センス・バイトが

X'08010000' である場合は、メッセージ DFHZC2411 およびメ

ッセージ DFHZC69xx についてパートナー LU のログを調べ

てください。これらのメッセージには、接続を自動インストー

ルできなかった理由が示されているはずです。

モジュール: DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC2404E date time applid termid tranid VTAM

Detected Logic Error. sense ((instance)

Module name: {DFHZLEX})

説明: VTAM が要求の中にエラーを検出しました。 要求が不

完全であったか、または実行不可能でした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、ノード (CLSDST) との通信を中断

し、生成されたすべてのタスクを異常終了させて、そのノード

を使用できない状態にして、トランザクション・ダンプを作成

します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 並行して実行されているすべてのアプリケー

ション・プログラムが適切なアドレス可能度を有していること

を確認し、それによって、TCTTE または RPL といった CICS
制御ブロックの変更を防止してください。 このメッセージが通

常のシステム実行時に出された場合には、IBM のサポートが必

要になります。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引

き」の第 4 部を参照してください。

このメッセージは、VTAM が終了している場合にも発生する

可能性があります。 こうした条件の下では、深刻な問題ではな

いので、処置は通常必要ありません。

モジュール: DFHZLEX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZLEX、2=DFHZLEX、3=DFHZLEX、

4=DFHZLEX、5=DFHZLEX、6=DFHZLEX}

宛先: CSNE

DFHZC2405E date time applid termid tranid Node netname

not activated. sense ((instance) Module name:

{DFHZSIM | DFHZSIX | DFHZSYX})

説明: ネットワーク・オペレーターによってノードが活動化さ

れなかったか、または非活動化されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。その

ノードとの通信を停止させるための VTAM CLSDST マクロが

出され、内部 LOGON が妨げられます。

引き継ぎ時にこのメッセージが出される場合には、最初の試行

後、1、2、4、または 8 分の間隔で獲得が再試行されます。 こ

れにより、手操作で介入する必要があるセッション用に時間を

与えることができ、獲得が成功します。

ユーザーの処置: ノードをネットワークで使用する前に、

VTAM VARY コマンドを使用して、そのノードを活動化して

ください。

問題のノードが、以前総称アプリケーション ID (VTAM 用語

では USERVAR) として使用されていたことが考えられます。

VTAM オペレーター・コマンド DISPLAY USERVAR を使用

して、今回がこのケースに当てはまるかどうかを調べてくださ

い。 このケースに当てはまる場合は、MODIFY
USERVAR,OPTION=DELETE,ID=node を使用して USERVAR
を削除することができます。

モジュール: DFHZSYX、DFHZSIX、DFHZSIM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

netname、sense、instance、{1=DFHZSIM、2=DFHZSIM、

3=DFHZSIM、4=DFHZSIM、5=DFHZSIM、6=DFHZSYX、

7=DFHZSYX、8=DFHZSYX、9=DFHZSIX、10=DFHZSYX、

11=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC2403E • DFHZC2405E
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DFHZC2406E date time applid termid tranid Terminate self

command received. sense ((instance) Module

name: {DFHZSYX})

説明: 論理装置 (LU) がセッションの終了を要求しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: そのノードとの通信を停止するために、

VTAM CLSDST マクロが出されました。 タスクが生成されて

いる場合には、そのタスクは異常終了し、トランザクション・

ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC2407E date time applid termid tranid Permanent

channel failure. sense ((instance) Module

name: {DFHZSYX})

説明: ネットワーク制御プログラム/仮想記憶 (NCP/VS) が

ネットワーク・オペレーターによってシャットダウンされた

か、または異常終了しました。 あるいは、チャネルに障害が起

こりました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 論理装置との通信が中断されたために、

VTAM によって以前に作成された制御ブロックを解放するた

めの VTAM CLSDST マクロが出されます。 タスクが生成さ

れている場合には、そのタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 与えられたダンプを利用して、考えられる

NCP/VS またはチャネルの問題を調べてください。

モジュール: DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSYX、2=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC2408E date time applid termid tranid Apparent

VTAM Error. sense ((instance) Module name:

{DFHZSYX})

説明: VTAM は、それ自体の処理中にエラーを検出しまし

た。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

ノードはサービス休止状態に置かれます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: センス・データを使用して、エラーの性質を

判別してください。

モジュール: DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSYX、2=DFHZSYX、3=DFHZSYX、

4=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC2409I date time applid termid tranid VTAM

Recovered Node. LOSTERM Error Code

X'xx'. sense ((instance) Module name:

{DFHZLTX})

説明: VTAM は、ノードとの通信を正常に再確立しました。

LOSTERM 出口に入る理由が xx に示されます。この xx の値

は、以下のいずれかになります。

値 意味

0 ダイヤルインでのダイヤル切断

4 ダイヤルアウトでのダイヤル切断

0C 即時非活動化

14 無条件自己終止

1C セグメント化エラー

20 条件付き自己終止

24 BUFLIM 値の超過

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、通信を再確立し、ノードを使用で

きる状態にします。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZLTX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

X'xx'、sense、instance、{1=DFHZLTX、2=DFHZLTX}

宛先: CSNE

DFHZC2410E date time applid termid tranid Node

Unrecoverable. VTAM LOSTERM Error

Code X'xx'. sense ((instance) Module name:

{DFHZLTX})

説明: ノードとの通信は割り込まれたので、VTAM は通信を

再確立することはできません。 LOSTERM 出口に入る理由

が、エラー・コード X'xx' に示されます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: ノード用に以前に作成された制御ブロックを

解放するために、VTAM CLSDST マクロが出されます。 タス

クが生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: エラー・コードについての説明は、「VTAM

プログラミング」を参照してください。

モジュール: DFHZLTX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

X'xx'、sense、instance、{1=DFHZLTX、2=DFHZLTX、

3=DFHZLTX、4=DFHZLTX}

宛先: CSNE

DFHZC2406E • DFHZC2410E
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DFHZC2411E date time applid termid tranid nodeid

attempted invalid logon. sense ((instance)

Module name: {DFHACP | DFHZATA |

DFHZLGX | DFHZSCX | RESERVE})

説明: ノード nodeid は、CICS にログオンしようとしました

が、このログオンは無効です。

このメッセージが DFHZATA によって出されると、CICS は

端末または接続の自動インストールに失敗します。

インスタンス instance は、以下のいずれかです。

1 適切な TCTTE が検出できないか、またはセッショ

ンの TCTTE が存在しません。 メッセージ内の

nodeid は、「ネット名」とその後に続く 8 個のブラ

ンクまたは 8 個のドットとして表示されます。この

メッセージが出されたのは、バインドがモードネーム

を含んでいなかったためです。

2 接続は獲得されませんでした。

3 ログオンが、接続セッション限度を超えたようです。

4 システムが終了中のため、自動インストールが許可さ

れません。

5 VTAM ACB がクローズ中のため、自動インストー

ルが許可されません。

6 ISC サポートが存在しません。

7 BIND 不良およびユーザー出口不良といった理由の

ため、DFHZATA によって使用されました。

8 リストアされた TCTTE アドレスと NIBSEARCH
で検出されたアドレスが一致しません。

9 システムが終了中です。

10 VTAM が終了中です。

11 適切な TCTTE が存在しない SCIP 出口によって

APPC BIND が受け取られました。 モードグループ

が SNASVCMG ではなかったため、自動インストー

ルは続行できませんでした。 要求は、センス 0805
0000 で拒否されます。

12 予約済み。

13 RPL にアドレスが存在しません。

14 LU6.1 は自動インストールを行うことができませ

ん。

15 ISC サポートが存在しません。

16 モードネームが存在しないか、または予約名

SNASVCMG です。

17 セッションがバインドされていません。

18 この番号は使用されません。

19 LU が使用可能ではありません。 通常、これは、

XRF 代替 CICS です。

20 同じネット名を持つ別の CINIT が到着しました。

21 CATA 異常終了のためにログオンが拒否されまし

た。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

???????? が nodeid フィールドの後半に表示されている場合

は、BIND には無効な長さが指定された SESSION
QUALIFIER あるいは MODENAME が含まれている可能性が

あります。

システムの処置: ログオンは拒否されます。 その拒否がダミ

ーの TCTTE を通じて DFHZSCX から出されたものである場

合は、失敗した BIND および拒否されたときのセンス・コー

ドをメッセージの一部として印刷する試みが行われます。

ユーザーの処置: インスタンス番号を使用して、試みたログオ

ンが拒否された理由を判別し、適切な処置をとってください。

モジュール: DFHACP、DFHZATA、DFHZLGX、DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

nodeid、sense、instance、{1=DFHZSCX、2=DFHZSCX、

3=DFHZSCX、4=DFHZSCX、5=DFHZSCX、6=DFHZSCX、

7=DFHZATA、8=DFHZLGX、9=DFHZLGX、10=DFHZLGX、

11=DFHZSCX、12=RESERVE、13=DFHZLGX、

14=DFHZLGX、15=DFHZLGX、16=DFHZLGX、

17=DFHZLGX、18=DFHZLGX、19=DFHZLGX、

20=DFHZLGX、21=DFHACP}

宛先: CSNE

DFHZC2412E date time applid termid tranid Receive any

request failed. sense ((instance) Module

name: {DFHZRAC})

説明: VTAM に対する受信不特定要求は失敗に終わりまし

た。 VTAM は終了しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: VTAM RPL 制御ブロックが、目で見て調べ

ることができるように、CSMT ログに記録されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 受信不特定要求が失敗に終わった理由を判別

してください。 まず最初に、VTAM RPL が変更されたかどう

かを調べてください。 変更された場合は、その変更が何らかの

問題を引き起こした可能性があるかどうかを調べてください。

明らかなエラーがあれば、それらを訂正してください。 問題判

別時に「z/VSE メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクシ

ョン『VTAM コード』を参照すると、センス・データを解釈

するのに役立ちます。

モジュール: DFHZRAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRAC、2=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC2413E date time applid termid tranid nodeid CLSDST

failed. sense ((instance) Module name:

{DFHACP | DFHZATA | DFHZLGX})

説明: nodeid で示されているノードに対する CLSDST 要求が

失敗に終わりました。 VTAM がこの要求のために十分なスペ

ースを持っていなかったものと思われます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: これ以降、そのノードとの通信は開始されま

せん。

ユーザーの処置: VTAM のストレージの問題またはエラー・

メッセージが示されていないかどうかを、CSNE、CSMT、およ

DFHZC2411E • DFHZC2413E
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び CSTL の各ログで調べてください。 入出力の問題を示して

いるメッセージがないかどうかも調べてください。

モジュール: DFHACP、DFHZATA、DFHZLGX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

nodeid、sense、instance、{1=DFHZATA、2=DFHZLGX、

3=DFHACP}

宛先: CSNE

DFHZC2414E date time applid termid tranid Temporary

VTAM Storage Problem. sense ((instance)

Module name: {DFHZSYX})

説明: VTAM のストレージ不足のため、VTAM 要求が失敗し

ました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 失敗した VTAM 要求は、VTAM が受け入

れ可能になるまで再試行されます。

ユーザーの処置: この条件が繰り返し起こり、問題の原因とな

っている場合には、VTAM 作業用バッファー・ストレージを

大きくしてください。

モジュール: DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC2415E date time applid termid tranid Node netname

out of service. sense ((instance) Module

name: {DFHZNAC})

説明: ノード nodeid でノード・エラー条件が起こりました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、そのノードを使用できない状態に

します。

ユーザーの処置: センス・データを使用して、エラーの性質を

判別してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

netname、sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2416E date time applid termid tranid VTAM is

halting. sense ((instance) Module name:

{DFHZSYX})

説明: SIMLOGON 要求または OPNDST 要求の処理が進行中

であるときに、ネットワーク・オペレーターによって VTAM
HALT コマンドが入力されました。 インスタンス番号は、ど

のような停止のタイプが要求されたのかを示しています。

1 正常シャットダウン

2 即時シャットダウン

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: VTAM ネットワークは、それ以上の要求を

防止するために静止します。ノードはサービス休止状態になり

ます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSYX、2=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC2417E date time applid termid tranid VTAM Inactive

to TCB. sense ((instance) Module name:

{DFHZCLS | DFHZCLX | DFHZOPN |

DFHZOPX | DFHZRAC | DFHZRLP |

DFHZRST | DFHZRVL | DFHZRVS |

DFHZRVX | DFHZSDA | DFHZSDL |

DFHZSDR | DFHZSDS | DFHZSES |

DFHZSIM | DFHZSIX | DFHZSKR |

DFHZSLX | DFHZSYX | DFHZTAX})

説明: CICS はその VTAM ACB をオープンしなかったか、

または VTAM が停止しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: VTAM ネットワークは静止させられ、これ

以降の要求が妨げられ、ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: VTAM がネットワーク・オペレーターによ

って停止されたのではない場合は、出されたダンプを使用して

問題を判別してください。

モジュール: DFHZSYX、 DFHZCLS、 DFHZCLX、

DFHZOPN、 DFHZOPX、 DFHZRAC、 DFHZRLP、

DFHZRST、 DFHZRVL、 DFHZRVS、 DFHZRVX、

DFHZSDL、 DFHZSDR、 DFHZSDS、 DFHZSES、

DFHZSIM、 DFHZSIX、 DFHZSKR、 DFHZSLX、

DFHZTAX、 DFHZSDA

XMEOUT パラメーター: date、 time、 applid、 termid、

tranid、 sense、 instance、 {1=DFHZOPX、 2=DFHZCLS、

3=DFHZOPN、 4=DFHZRLP、 5=DFHZRST、

6=DFHZRVS、 7=DFHZRVX、 8=DFHZSDA、

9=DFHZSDL、 10=DFHZSDS、 11=DFHZSES、

12=DFHZSIM、 13=DFHZSKR、 14=DFHZSLX、

15=DFHZRAC、 16=DFHZCLX、 17=DFHZRVL、

18=DFHZSDR、 19=DFHZSIX、 20=DFHZTAX、

21=DFHZOPX、 22=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC2418E date time applid termid tranid Unknown

command in RPL. sense ((instance) Module

name: {DFHZSEX})

説明: CICS SESSIONC 出口ルーチンによって、VTAM 要求

パラメーター・リスト (RPL) の中に未知のコマンドが検出さ

れました。 RPL アドレスが無効であるか、または RPL が変

更されていることが考えられます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは
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異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

CLSDST が出されてノードとの通信が停止し、ノードはサービ

ス休止状態になります。

ユーザーの処置: まず、VTAM RPL に無効なアドレスがある

かどうかを調べてください。 アドレスが有効である場合には、

RPL が変更されていないかどうかを調べてください。 変更さ

れた場合は、その変更が何らかの問題を引き起こした可能性が

あるかどうかを調べてください。 明らかなエラーがあれば、そ

れらを訂正してください。 問題判別時に「z/VSE メッセージ

およびコード 第 2 巻」 のセクション『VTAM コード』を参

照すると、センス・データを解釈するのに役立ちます。

モジュール: DFHZSEX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSEX、2=DFHZSEX}

宛先: CSNE

DFHZC2419E date time applid termid tranid Unknown

command in RPL. sense ((instance) Module

name: {DFHZRAC | DFHZSLX |

DFHZSSX})

説明: 送信データ・フロー同期出口ルーチンによって、要求パ

ラメーター・リスト (RPL) の中に未知のコマンドが検出され

ました。 RPL アドレスが無効であるか、または RPL が変更

されていることが考えられます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

そのノードとの通信を停止させるための VTAM CLSDST マク

ロが出され、そのノードは使用されなくなります。

ユーザーの処置: まず最初に、VTAM RPL が無効なアドレス

を持っていないかどうかを調べてください。 アドレスが有効で

ある場合には、RPL が変更されていないかどうかを調べてくだ

さい。 変更された場合は、その変更が何らかの問題を引き起こ

した可能性があるかどうかを調べてください。 明らかなエラー

があれば、それらを訂正してください。 問題判別時に「z/VSE

メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクション『VTAM コ

ード』を参照すると、センス・データを解釈するのに役立ちま

す。

モジュール: DFHZSSX、DFHZSLX、DFHZRAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSSX、2=DFHZSLX、3=DFHZRAC、

4=DFHZRAC、5=DFHZRAC、6=DFHZRAC、7=DFHZRAC、

8=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC2420E date time applid termid tranid Unknown

command in RPL. sense ((instance) Module

name: {DFHZSAX})

説明: 送信データ・フロー非同期出口ルーチンによって、RPL
の中に未知のコマンドが検出されました。 RPL アドレスが無

効であるか、または RPL が変更されていることが考えられま

す。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

そのノードとの通信を停止させるための VTAM CLSDST マク

ロが出され、そのノードは使用されなくなります。

ユーザーの処置: まず最初に、VTAM RPL が無効なアドレス

を持っていないかどうかを調べてください。 アドレスが有効で

ある場合には、RPL が変更されていないかどうかを調べてくだ

さい。 変更された場合は、その変更が何らかの問題を引き起こ

した可能性があるかどうかを調べてください。 明らかなエラー

があれば、それらを訂正してください。 問題判別時に「z/VSE

メッセージおよびコード 第 2 巻」 のセクション『VTAM コ

ード』を参照すると、センス・データを解釈するのに役立ちま

す。

モジュール: DFHZSAX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSAX}

宛先: CSNE

DFHZC2421E date time applid termid tranid Unsupported

command received. sense ((instance) Module

name: {DFHZRAC | DFHZRLP |

DFHZRVX})

説明: 未知のコマンドまたは要求が検出されたか、RPL に論

理装置 (LU) 状況が含まれています。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 無効なコマンドまたは要求が検出された場

合、未解決の送信および受信要求はすべて除去されます。 タス

クが生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。VTAM CLSDST マク

ロが出され、ノードとの通信が停止します。

ISC セッションの場合には、各ノードで互換性のないセッショ

ン・タイプを指定すると、このエラーが起こることがありま

す。 (例えば、あるノードで SESSIONTYPE=SEND が指定さ

れ、他のノードで SESSIONTYPE=FASTRECV が指定される場

合。)

RPL に論理装置 (LU) 状況が含まれる場合には、

DFHZC2461、DFHZC2462、DFHZC2464、DFHZC2465、また

は DFHZC2466 メッセージの 1 つが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
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ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 無効なコマンドまたは要求は、

CICS、VTAM または LU6 セッションに接続されたシステム

内の、指定された端末定義あるいはセッションの定義が矛盾し

ているか、またはエラーがあることを示しています。 これらの

定義が、装置またはセッション特性に関して一貫性があり、正

しいかどうかを確かめてください。

モジュール: DFHZRAC、DFHZRVX、DFHZRLP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRLP、2=DFHZRLP、3=DFHZRVX、

4=DFHZRVX、5=DFHZRAC、6=DFHZRAC、7=DFHZRAC、

8=DFHZRAC、9=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC2422E date time applid termid tranid ZCP Logic

Error. sense ((instance) Module name:

{DFHZARL | DFHZDET | DFHZERH |

DFHZEV1 | DFHZEV2 | DFHZNAC |

DFHZOPN | DFHZRAC | DFHZRVS |

DFHZSDS | DFHZSIM | DFHZSKR |

DFHZSLX | DFHZSSX})

説明: 端末の処理時に、CICS は DFHZCP の中で無効な内部

状態を検出しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去され、そのタスクは異常終了して、トランザクション・ダン

プが作成されます。 そのノードは使用できない状態にされ、

TCTTE、RPL、および処置フラグが、デバッグの目的で CSMT
宛先に記録されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 並行して実行されているアプリケーション・

プログラムが TCTTE を変更しないことを確認してください。

TCTTE が変更されていなければ、ダンプを使用して、エラー

の原因を突き止めてください。

何がうまくゆかなかったのかを探る手掛かりを得るには、

CSMT ログに印刷されたデバッグ・データを調べると役立ちま

す。

モジュール: DFHZARL、 DFHZDET、 DFHZERH、

DFHZEV1、 DFHZEV2、 DFHZOPN、 DFHZRAC、

DFHZRVS、 DFHZSDS、 DFHZSIM、 DFHZSKR、

DFHZSLX、 DFHZNAC、 DFHZSSX

XMEOUT パラメーター: date、 time、 applid、 termid、

tranid、 sense、 instance、 {1=DFHZDET、 2=DFHZSIM、

3=DFHZSIM、 4=DFHZERH、 5=DFHZERH、

6=DFHZERH、 7=DFHZERH、 8=DFHZERH、

9=DFHZERH、 10=DFHZERH、 11=DFHZERH、

12=DFHZERH、 13=DFHZERH、 14=DFHZNAC、

15=DFHZERH、 16=DFHZERH、 17=DFHZERH、

18=DFHZERH、 19=DFHZSDS、 20=DFHZEV1、

21=DFHZEV1、 22=DFHZOPN、 23=DFHZOPN、

24=DFHZRVS、 25=DFHZRVS、 26=DFHZSKR、

27=DFHZSSX、 28=DFHZSLX、 29=DFHZSLX、

30=DFHZRAC、 31=DFHZRAC、 32=DFHZRAC、

33=DFHZRAC、 34=DFHZRAC、 35=DFHZRAC、

36=DFHZRAC、 37=DFHZRAC、 38=DFHZRAC、

39=DFHZARL、 40=DFHZARL、 41=DFHZEV2、

42=DFHZEV2、 43=DFHZRAC、 44=DFHZRAC、

45=DFHZOPN}

宛先: CSNE

DFHZC2423E date time applid termid tranid Attempted to

send unsupported command. sense ((instance)

Module name: {DFHZSDS})

説明: データを同期的に送信するための要求が不完全でした。

この理由としては、次のものが考えられます。

1. TCTTE が変更された。

2. 論理エラーが検出された。

3. TCTTE が誤って送信同期キュー上に置かれた。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。ノー

ドとの通信は、VTAM CLSDST マクロが発行されて終了しま

す。

ユーザーの処置: 上記に記された理由 1 から 3 の場合には、

並行して実行されているアプリケーション・プログラムが

TCTTE を変更しないことを確認してください。

論理エラー (2) の疑いがある場合には、VTAM RPL が破壊さ

れていないかどうかを検査してください。 それでも問題が解決

できない場合は、IBM の支援が必要になります。 手順につい

ては、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照してく

ださい。

モジュール: DFHZSDS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSDS}

宛先: CSNE

DFHZC2424E date time applid termid tranid SESSIONC

command request invalid. sense ((instance)

Module name: {DFHZSES})

説明: SESSIONC 要求が不完全であるか、または無効です。

この理由としては、次のものが考えられます。

1. TCTTE が変更された。

2. そのコマンド要求ビットが不完全である。 DFHZSES は、

データ通信開始 (SDT) コマンドがないかどうか

TCTEISDT を検査し、順序番号セットおよびテスト

(STSN) コマンドがないかどうか TCTEISTS を検査し、

CLEAR コマンドがないかどうか TCTEICLR を検査しま

す。 これらのいずれも見つからなかった場合に、

DFHZSES がこのメッセージを出します。

3. 間違った要求が SESSIONC キューに入れられた。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除
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去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ノードとの通信は、VTAM CLSDST マクロが発行されて終了

します。

ユーザーの処置: 並行して実行されているアプリケーション・

プログラムが TCTTE を変更しないことを確認してください。

TCTTE が変更されていない場合には、条件 2 または条件 3
について検査してください。

モジュール: DFHZSES

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSES、2=DFHZSES}

宛先: CSNE

DFHZC2425E date time applid termid tranid ASYNC

command request invalid. sense ((instance)

Module name: {DFHZSDA})

説明: データを非同期的に送信するための要求が不完全であっ

たか、または無効でした。 この条件は、TCTTE が変更された

ことが原因で起きることがあります。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ノードとの通信は、VTAM CLSDST マクロが発行されて終了

します。

ユーザーの処置: TCTTE を検査してください。 並行して実行

されているアプリケーション・プログラムが TCTTE を変更し

ないことを確認してください。

モジュール: DFHZSDA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSDA、2=DFHZSDA}

宛先: CSNE

DFHZC2426E date time applid termid tranid Node Status

Error. Node is out of service or receive

only. sense ((instance) Module name:

{DFHZATT})

説明: 出力専用または永続的に使用されないものとして識別さ

れているノードから、入力が受け取られました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: そのノードが出力専用装置ではないことを示

すように、TCT 内の端末項目を変更してください。 ノードが

使用できない状態にある場合には、マスター端末オペレーター

はそれを再び使用できる状態にする必要があります。

モジュール: DFHZATT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZATT、2=DFHZATT、3=DFHZATT}

宛先: CSNE

DFHZC2427I date time applid termid tranid NCP Restarted.

sense ((instance) Module name: {DFHZSYX})

説明: OPNDST に失敗した後で、ネットワーク制御プログラ

ム/仮想記憶 (NCP/VS) が再始動されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: OPNDST 要求が再び出されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC2428E date time applid termid tranid Send DFSYN

request incomplete. sense ((instance) Module

name: {DFHZSDS})

説明: 同期送信要求が出されましたが、コマンドまたはデータ

の送信であることが示されていません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 明らかなエラーがあるかどうか VTAM RPL
を検査してください。 並行して実行されているアプリケーショ

ン・プログラムが TCTTE を変更しないことを確認してくださ

い。 TCTTE が変更されていない場合には、症状ストリングを

使用し、必要ならさらにダンプも使用して、エラーの原因を判

別してください。

モジュール: DFHZSDS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSDS}

宛先: CSNE

DFHZC2429E date time applid termid tranid RESETSR

request invalid RTYPE. sense ((instance)

Module name: {DFHZRST})

説明: 無効な RESETSR 要求が、CICS によって出された

VTAM マクロで行われました。 その無効な要求は、RTYPE
が指定されていないか、正しく指定されていないか、または

TCTTE が変更されたために生じた可能性があります。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。
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システムの処置: 未解決の受信要求はすべて除去されます。

タスクが生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、

トランザクション・ダンプが作成されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 明らかなエラーがあるかどうか VTAM RPL
を検査してください。 並行して実行されているアプリケーショ

ン・プログラムが TCTTE を変更しないことを確認してくださ

い。 TCTTE が変更されていない場合には、症状ストリングを

使用し、必要ならさらにダンプも使用して、エラーの原因を判

別してください。

モジュール: DFHZRST

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRST、2=DFHZRST、3=DFHZRST}

宛先: CSNE

DFHZC2430E date time applid termid tranid Send response

command request invalid. sense ((instance)

Module name: {DFHZSDR})

説明: 送信応答要求が無効でした。 要求に応答レベル (DR1
または DR2) が指定されていなかったか、または TCTTE が要

求されていませんでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求はすべて除去されます。

タスクが生成されると、タスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプが作成され、そのノードは使用できない状態にされ

ます。

ユーザーの処置: 明らかなエラーがあるかどうか VTAM RPL
を検査してください。 並行して実行されているアプリケーショ

ン・プログラムが TCTTE を変更しないことを確認してくださ

い。 TCTTE が変更されていない場合は、ダンプを使用してエ

ラーの原因を判別してください。

モジュール: DFHZSDR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSDR}

宛先: CSNE

DFHZC2431E date time applid termid tranid Request to a

released node. sense ((instance) Module

name: {DFHZSYX})

説明: CICS は、現在 CICS が 『所有している』 ノードのた

めの宛先をクローズするように VTAM に要求しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS ACB がオープンされたら、すべての

未解決要求は除去されます。そして、タスクが生成されている

場合は異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されま

す。

ユーザーの処置: CICS ACB がオープンされている場合に

は、ダンプを使用して、エラーの原因を判別してください。

TCTTE が有効であるかどうかを検査してください。

モジュール: DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC2432E date time applid termid tranid Exception

response received. sense ((instance) Module

name: {DFHZRAC | DFHZRVX |

DFHZSSX})

説明: CICS が例外応答を受け取りました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: このメッセージとともに別の CICS メッセ

ージが出されます。

ユーザーの処置: 関連した CICS メッセージについて示され

た処置を実行してください。

モジュール: DFHZRAC、DFHZRVX、DFHZSSX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRVX、2=DFHZRVX、

3=DFHZRVX、4=DFHZRVX、5=DFHZRVX、6=DFHZRVX、

7=DFHZRVX、8=DFHZSSX、9=DFHZSSX、10=DFHZSSX、

11=DFHZSSX、12=DFHZRAC、13=DFHZRAC、

14=DFHZRAC、15=DFHZRAC、16=DFHZRAC、

17=DFHZRAC、18=DFHZRAC、19=DFHZRAC、

20=DFHZRAC、21=DFHZRAC、22=DFHZRAC、

23=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC2433E date time applid termid tranid nodeid Logon

has failed because autoinstall is disabled.

sense ((instance) Module name: {DFHZLGX |

DFHZSCX})

説明: ノード nodeid が、CICS へのログオンを試みました。

自動インストールが使用不可のため、ログオンが失敗しまし

た。 次の理由が考えられます。

v 自動インストール・システム初期設定パラメーターが正しく

定義されていない。

v CICS 端末接続処理中にエラーが検出された。

v システムのストレージが不足している。 いったん SOS 条

件が終了するたびに自動インストールは使用可能にされま

す。

システムの処置: ログオンは拒否されます。

ユーザーの処置: AIQMAX システム初期設定パラメーターの

値がゼロより大きいことを確かめてください。 システム初期設

定パラメーター AIEXIT に自動インストール・ユーザー・プロ

グラムが指定されている場合には、プログラム名が CICS に定

義されていることを検査してください。 自動インストール・パ

ラメーターについての詳細は、「CICS Transaction Server for

VSE/ESA システム定義の手引き」を参照してください。

システムのストレージが不足している場合、詳しい手引きにつ

いては、関連したメッセージを参照してください。

モジュール: DFHZLGX、DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

nodeid、sense、instance、{1=DFHZLGX、2=DFHZLGX、

3=DFHZSCX、4=DFHZSCX}
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宛先: CSNE

DFHZC2434E date time applid termid tranid Invalid copy

request - Copy not supported. sense

((instance) Module name: {DFHZARQ})

説明: DFHTC TYPE=COPY 要求が、3270 互換モードの論理

装置に対して出されました。 3270 COPY コマンドは、3270
互換モードの論理装置によってはサポートされないため、この

要求は無効です。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクは異常終了します。

ユーザーの処置: COPY 要求を出さないように、アプリケー

ション・プログラムを変更してください。

モジュール: DFHZARQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZARQ}

宛先: CSNE

DFHZC2435E date time applid termid tranid RPL missing.

sense ((instance) Module name: {DFHZRVS})

説明: 要求パラメーター・リスト (RPL) を指定せずに、CICS
によって特定受信要求が VTAM に対して出されました。 こ

の条件は、次のいずれかの結果であると考えられます。

v RPL が割り振られていない。

v RPL は割り振られたものの、その後解放された。

v TCTERPLA が変更された。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の受信要求はすべて除去されます。

タスクが生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、

トランザクション・ダンプが作成されます。CLSDST マクロが

出され、ノードとの通信が終了します。

ユーザーの処置: ダンプを使用して、TCTTE がアプリケーシ

ョン・プログラムによって変更されたのかどうかを調べてくだ

さい。 TCTTE が更新された場合には、エラーを訂正してくだ

さい。 TCTTE が変更されていない場合には、RPL に潜在的

な問題がないか検査してください。

モジュール: DFHZRVS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRVS}

宛先: CSNE

DFHZC2436E date time applid termid tranid TIOA missing.

sense ((instance) Module name: {DFHZRVS |

DFHZRVX})

説明: 特定受信要求が処理されているときに、TIOA が欠落し

ていました。この条件は、TIOA が解放されているか、または

TCTTEDA が変更されている結果である可能性があります。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の受信要求はすべて除去されます。

タスクが生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、

トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: ダンプを使用して、TCTTE がアプリケーシ

ョン・プログラムによって変更されたかどうかを判別してくだ

さい。

モジュール: DFHZRVS、DFHZRVX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRVS、2=DFHZRVX、3=DFHZRVS}

宛先: CSNE

DFHZC2437E date time applid termid tranid Invalid WRITE

request to an input only device. sense

((instance) Module name: {DFHZSDS})

説明: 入力専用装置として定義されている VTAM 端末に対し

て出力要求が出されました。 TCTTETS が変更されたか、また

は生成されたタスクが送信要求を出したことが原因と思われま

す。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求はすべて除去されます。

タスクが生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、

トランザクション・ダンプが作成されます。端末の状況はその

まま変わりません。

ユーザーの処置: ノードが TCTTE で正しく定義されているこ

とを確認するか、またはタスクからノードへ出力要求を出させ

ないようにしてください。

モジュール: DFHZSDS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSDS}

宛先: CSNE

DFHZC2438E date time applid termid tranid Invalid READ

request to an output only device. sense

((instance) Module name: {DFHZRVS |

DFHZSDS})

説明: 出力専用装置として識別されている VTAM 端末に対し

て入力要求が出されました。 TCTTETS が変更されたか、また

は生成されたタスクが読み取り要求を出したことが原因と思わ

れます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の受信要求はすべて除去されます。

タスクが生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、

トランザクション・ダンプが作成されます。端末の状況はその

まま変わりません。

ユーザーの処置: TCTTE の端末の定義を変更するか、または

タスクからノードへ入力要求を出させないようにしてくださ

い。

モジュール: DFHZRVS、DFHZSDS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRVS、2=DFHZSDS}

宛先: CSNE
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DFHZC2439E date time applid termid tranid Invalid

RESUME request. sense ((instance) Module

name: {DFHZACT})

説明: 無効な再開要求が受け取られました。 CICS スキャン

活動化機能が TCTTE の中に再開要求を検出したものの、その

TCTTE はどのトランザクションの一部にもなっていませんで

した。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: TCTTE が印刷され、デバッグの目的で

CSNE 宛先に記録されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 症状ストリングを使用して、問題の原因を判

別してください。 印刷され、CSNE 宛先に記録された TCTTE
データを調べて、明らかな変更およびエラーがないか確認して

ください。

モジュール: DFHZACT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZACT}

宛先: CSNE

DFHZC2440I date time applid termid tranid CICS quiesced

by node. sense ((instance) Module name:

{DFHZASX})

説明: VTAM 論理装置は、そのノードとのすべての入出力活

動を静止するように CICS に要求しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: そのノードへのすべてのデータ伝送は、

CICS が解放静止標識を受け取るまで停止されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZASX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZASX}

宛先: CSNE

DFHZC2441I date time applid termid tranid CICS released

by node. sense ((instance) Module name:

{DFHZASX})

説明: CICS は、前に CICS を静止させた VTAM 論理装置か

ら解放静止標識を受け取りました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: そのノードへのデータ伝送が CICS によっ

て再開されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZASX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZASX}

宛先: CSNE

DFHZC2442E date time applid termid tranid Exception

response received to a definite response

send. sense ((instance) Module name:

{DFHZRVX})

説明: 確定応答プロトコルが要求されたときに、例外応答が受

け取られました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、このメッセージとともに、例外応

答の理由を説明する別のメッセージを出してきます。

ユーザーの処置: 受け取った 2 番目の CICS メッセージにつ

いて示された処置を実行してください。

モジュール: DFHZRVX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRVX、2=DFHZRVX}

宛先: CSNE

DFHZC2443E date time applid termid tranid Request

outstanding when node released. sense

((instance) Module name: {DFHZRVL |

DFHZRVS | DFHZSDL | DFHZSDS |

DFHZSHU})

説明: CICS は、そのノードがセッションの中になかったり、

または CLSDST が行われるのを待っているときに、アプリケ

ーション・プログラムから要求を受け取りました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の要求はすべて無視されます。 タス

クが生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール:

DFHZSDS、DFHZRVL、DFHZRVS、DFHZSDL、DFHZSHU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRVS、2=DFHZSDL、3=DFHZSDS、

4=DFHZSDS、5=DFHZSDS、6=DFHZSHU、7=DFHZSHU、

8=DFHZRVL、9=DFHZSHU}

宛先: CSNE

DFHZC2444E date time applid termid tranid CICS bracket

state error. sense ((instance) Module name:

{DFHZRVS | DFHZSDS})

説明: CICS アプリケーション・プログラムがブラケット・プ

ロトコルに違反しました。 おそらく、そのアプリケーション・

プログラムは、書き込み (最終) 要求の後に入出力要求を出し

ました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを訂正してく

ださい。
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モジュール: DFHZRVS、DFHZSDS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRVS、2=DFHZSDS}

宛先: CSNE

DFHZC2445E date time applid termid tranid Output area

exceeded. sense ((instance) Module name:

{DFHZSDS})

説明: TIOA が、すべての出力データを十分に保持できる大き

さではありませんでした。 アプリケーション・プログラムが

TIOA の設定を誤ったか、または TIOA をオーバーランした

かのいずれかです。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求はすべて除去されます。

タスクが生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、

トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: より大きい TIOA が得られるように、アプ

リケーション・プログラムを訂正してください。

モジュール: DFHZSDS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSDS、2=DFHZSDS}

宛先: CSNE

DFHZC2446E date time applid termid tranid Invalid

response to a bid. sense ((instance) Module

name: {DFHZRAC | DFHZRVX |

DFHZSSX})

説明: 送信権要求に対して、無効な応答が受け取られました。

トランザクションがブラケット状態にあるときに、送信権要求

標識に対して通常応答が受け取られました。 そのコントローラ

ーのアプリケーション・プログラムにエラーがあります。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の要求はすべて除去されます。 タス

クが生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。VTAM CLSDST マク

ロが出されて、そのノードとの通信が終了し、ノードは使用で

きない状態にされます。

ユーザーの処置: コントローラーのアプリケーション・プログ

ラムを訂正し、ブラケット状態のときには送信権要求標識に対

して例外応答を返し、続いてその送信権要求が受け入れ可能に

なったときに RTR (受信準備済み) 標識が出されるようにして

ください。

モジュール: DFHZRAC、DFHZRVX、DFHZSSX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRVX、2=DFHZSSX、3=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC2447E date time applid termid tranid A severe error

has occurred as a result of a previous

failure. sense ((instance) Module name:

{DFHZACT | DFHZFRE | DFHZGET |

DFHZOPN | DFHZRAC | DFHZRLP |

DFHZRVS | DFHZSDA})

説明: ドメイン呼び出しが失敗し、前に起きた障害のためにモ

ジュール modname によって応答を処理することができません

でした。 関係しているドメインは、その障害についての詳しい

情報を示すメッセージをコンソールに出したはずです。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 端末 termid に対する未解決の送信要求およ

び受信要求はすべて除去されます。 タスクが生成されている場

合には、そのタスクは異常終了し、トランザクション・ダンプ

が作成されます。端末 termid は使用できない状態にされ、

TCTTE は CSNE 宛先に記録されます。

ユーザーの処置: エラーになっているドメインが出したメッセ

ージを参照してください。 このメッセージは、元のエラーの原

因を示しています。

モジュール: DFHZRAC、 DFHZRVS、 DFHZSDA、

DFHZOPN、 DFHZFRE、 DFHZRLP、 DFHZACT、

DFHZGET

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZOPN、2=DFHZRVS、

3=DFHZSDA、4=DFHZRAC、5=DFHZRAC、6=DFHZOPN、

7=DFHZOPN、8=DFHZFRE、9=DFHZRLP、10=DFHZACT、

11=DFHZGET、12=DFHZGET、13=DFHZOPN}

宛先: CSNE

DFHZC2448E date time applid termid tranid Invalid

response requested. sense ((instance) Module

name: {DFHZRAC | DFHZRVX})

説明: 無効な応答が要求されました。 アプリケーション・プ

ログラムは、CICS からの応答を要求せずに、CICS にデータ

を伝送しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の受信要求はすべて除去されます。

タスクが生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、

トランザクション・ダンプが作成されます。VTAM CLSDST
マクロが出されて、そのノードとの通信が終了し、ノードは使

用できない状態にされます。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを訂正してく

ださい。

モジュール: DFHZRAC、DFHZRVX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRVX、2=DFHZRAC、3=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC2445E • DFHZC2448E
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DFHZC2449E date time applid termid tranid Bracket Error.

sense ((instance) Module name: {DFHZRAC |

DFHZRVX})

説明: トランザクションがブラケット状態にあるにもかかわら

ず、アプリケーション・プログラムが、ブラケット開始標識ま

たはブラケット終了標識を送信しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

VTAM CLSDST マクロが出されて、そのノードとの通信が終

了し、ノードはサービス休止状態になります。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを訂正してく

ださい。

モジュール: DFHZRAC、DFHZRVX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRVX、2=DFHZRVX、

3=DFHZRAC、4=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC2450E date time applid termid tranid Bid issued but

ATI cancelled. sense ((instance) Module

name: {DFHZRAC | DFHZRVX |

DFHZSSX})

説明: 自動タスク開始 (ATI) 要求が出されましたが、その端

末について保留中の ATI はありません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、独立型の BB-EB を出して、この

BB 保留条件を満たすことになります。

ユーザーの処置: ATI が設定時間にもとづいて開始される場合

には、タイマー値を大きくしてください。

モジュール: DFHZRAC、DFHZRVX、DFHZSSX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRVX、2=DFHZRVX、

3=DFHZRVX、4=DFHZSSX、5=DFHZSSX、6=DFHZSSX、

7=DFHZRAC、8=DFHZRAC、9=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC2451E date time applid termid tranid Outstanding

request when clear was issued. sense

((instance) Module name: {DFHZSYX})

説明: クリア命令が出されたとき、未解決の要求が残っていま

した。 クリア標識が出されたときに、特定受信要求が保留中で

した。 消去標識は、次のいずれかの条件が生じた場合に送信さ

れます。

v 論理装置が失われている (LOSTERM)。
v CICS が VTAM CLSDST マクロを出す。

v メッセージ再同期の間に、CICS がクリアを出す。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の要求はすべて除去されます。 タス

クが生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC2452E date time applid termid tranid Invalid

command received. sense ((instance) Module

name: {DFHZSCX})

説明: CICS が無効なコマンド (VTAM 標識) を受け取りまし

た。 CICS セッション制御入力出口ルーチン (SCIP) がリカバ

リー要求以外の標識を検出しました。このルーチンは、コント

ローラー・アプリケーション・プログラムからリカバリー要求

標識を受信した場合に限り、スケジューリングされるべきで

す。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

セッションは終了し、ノードはサービス休止状態になります。

ユーザーの処置: 明らかなエラーがあるかどうか VTAM RPL
を検査してください。 ダンプを問題の原因の判別に役立ててく

ださい。

モジュール: DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC2453E date time applid termid tranid Request

recovery received. sense ((instance) Module

name: {DFHZSCX})

説明: リカバリー要求が受け取られました。 2 次論理装置か

らリカバリー要求標識が送られ、メッセージ再同期を要求して

いますが、メッセージの順序番号が、3601 アプリケーション・

プログラムで維持されている順序番号と一致しません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。その

後で、CICS によってメッセージ再同期が開始されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC2449E • DFHZC2453E
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DFHZC2454E date time applid termid tranid Exception in

chain. sense ((instance) Module name:

{DFHZSYX})

説明: POST=RESP チェーン・データ送信で例外応答が戻され

ました。 CICS は、通常、連鎖されたデータを POST=RESP
を使用して送信することはありません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 症状ストリングを使用し、必要な場合はさら

にトランザクション・ダンプも使用して、エラーの原因を判別

してください。

モジュール: DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC2455E date time applid termid tranid In CA mode -

Task attached. sense ((instance) Module

name: {DFHZATT})

説明: 継続不特定 (CA) モードであるにもかかわらず、論理装

置 (LU) に対してタスクを生成しようとしました。 しかし、

端末 termid にすでにタスクが生成されていました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 端末 termid にすでに生成されているタスク

は異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。 ノードとの通信は、VTAM
CLSDST マクロが発行されて終了します。その後、CICS は、

SIMLOGON マクロを出して、ノードとの通信を再確立しま

す。

ユーザーの処置: 症状ストリングを使用し、必要な場合はさら

にダンプも使用して、エラーの原因を判別してください。 端末

termid にすでにタスクが生成されていたにもかかわらず、さら

にタスクを生成しようとした理由を判別してください。

モジュール: DFHZATT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZATT}

宛先: CSNE

DFHZC2456E date time applid termid tranid Exception

response received to a command. sense

((instance) Module name: {DFHZRAC |

DFHZSYX})

説明: CICS は、論理装置に送信したコマンド (VTAM 標識)
に対する例外応答を受け取りました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、このメッセージとともに、例外応

答の理由を説明する別のメッセージを出します。

ユーザーの処置: 受け取った 2 番目の CICS メッセージに示

された処置を実行してください。

モジュール: DFHZSYX、DFHZSSX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSYX、2=DFHZSYX、3=DFHZSYX、

4=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC2457E date time applid termid tranid Multiple Errors

Encountered. sense ((instance) Module name:

{DFHZEMW | DFHZRAC | DFHZSYX})

説明: あるノードで連続したエラーが検出されました。 つま

り、ノード異常条件プログラム (NACP) で、最初のエラーを

処理しているときに 2 番目のエラーが起こりました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

VTAM CLSDST マクロが出されて、そのノードとの通信が終

了します。最初のエラーには、エラー・メッセージが伴いま

す。

ユーザーの処置: ダンプを使用して、エラーの原因を判別して

ください。 最初の問題で出されたエラー・メッセージ、ならび

にこれまでに出された VTAM メッセージがあれば、それを参

照してください。

モジュール: DFHZRAC、DFHZSYX、DFHZEMW

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZEMW、2=DFHZSYX、

3=DFHZSYX、4=DFHZRAC、5=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC2458E date time applid termid tranid Exception

response received to an exception response

send. sense ((instance) Module name:

{DFHZRAC | DFHZRVX})

説明: CICS は、例外応答が要求された送信に対する例外応答

を受け取りました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、このメッセージとともに、例外応

答の理由を説明する別のメッセージを出します。

ユーザーの処置: 受け取った 2 番目の CICS メッセージに示

された処置を実行してください。

モジュール: DFHZRAC、DFHZRVX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRVX、2=DFHZRVX、

3=DFHZRVX、4=DFHZRVX、5=DFHZRAC、6=DFHZRAC、

7=DFHZRAC、8=DFHZRAC、9=DFHZRAC、10=DFHZRAC、

11=DFHZRAC、12=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC2454E • DFHZC2458E
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DFHZC2459E date time applid termid tranid No TIOA

available for send. sense ((instance) Module

name: {DFHZSDS})

説明: TCTTEDA が、DFHTC TYPE=WRITE が出される前に

ロードされていなかったか、または間違って消去されていまし

た。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

その送信は除去されます。

ユーザーの処置: 書き込み命令を出す前に、TCTTEDA に

TIOA アドレスがロードされているかどうかを確認してくださ

い。

モジュール: DFHZSDS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSDS、2=DFHZSDS}

宛先: CSNE

DFHZC2460E date time applid termid tranid Sense receive

not supported. sense ((instance) Module

name: {DFHZNAC})

説明: CICS によってサポートされていないセンス・コード

が、論理装置から受け取られました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

VTAM CLSDST マクロが出されて、そのノードとの通信が終

了し、ノードは使用できない状態にされます。

ユーザーの処置: ユーザーのノード・エラー・プログラム

(DFHZNEP) でセンス・コードを処理することができます。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2461E date time applid termid tranid Intervention

required. sense ((instance) Module name:

{DFHZNAC})

説明: 要求が完了する前に、端末 termid の物理コンポーネン

トについてオペレーターの処置が要求されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: その装置が、介入の要求された後で論理装置

状況メッセージを送信する装置でなければ、要求が再試行され

ます。 そのような装置であれば、適切なシステム処置がとられ

ます。

ユーザーの処置: その装置の問題を訂正してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2462E date time applid termid tranid Bracket Error.

sense ((instance) Module name: {DFHZNAC})

説明: 2 次論理装置と CICS の双方が同時に開始ブラケット

標識を送りました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。ノー

ドとの通信は、VTAM CLSDST マクロが発行されて終了しま

す。

ユーザーの処置: コントローラーのアプリケーション・プログ

ラムを訂正し、そのプログラムが開始ブラケット標識を送信で

きないようにしてください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2463E date time applid termid tranid Node nodeid

resource pending deletion, connection

request rejected. sense ((instance) Module

name: {DFHZLGX | DFHZSCX})

説明: ノード nodeid から CICS への接続が試みられました。

CICS は、termid の端末定義を削除していたために、その要求

を拒否しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS はリソースの変更を継続するか、メッ

セージのインスタンス 3 については、自動インストール削除ト

ランザクション CATD が再始動されます。

ユーザーの処置: リソースの変更が完了した時点で、接続また

はログオン要求を再試行してください。

モジュール: DFHZSCX、DFHZLGX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

nodeid、sense、instance、{1=DFHZSCX、2=DFHZSCX、

3=DFHZLGX、4=DFHZLGX}

宛先: CSNE

DFHZC2464E date time applid termid tranid Terminate

chain. sense ((instance) Module name:

{DFHZNAC})

説明: 2 次論理装置は、現在のチェーン内のこれ以上のデータ

の伝送を終了するように CICS に要求しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。論理
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装置に対して取り消し標識が出され、現在のチェーン内にある

データを取り除くことが許されます。

ユーザーの処置: 出されたダンプを使用して、論理装置がチェ

ーンの廃棄を要求した理由を判別してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2465E date time applid termid tranid Insufficient

resources. sense ((instance) Module name:

{DFHZNAC})

説明: サブシステム・コントローラーのアプリケーション・プ

ログラムには、要求を処理できるだけの十分なリソースがあり

ません。 例えば、3601 の場合、3601 ディスケットがいっぱい

になっているか、または 3601 のデータ・セグメントが小さす

ぎてデータ・セットを処理するには不十分であることが考えら

れます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: サブシステムは一時的に中断されます。

ユーザーの処置: そのコントローラーのアプリケーション・プ

ログラムでこの条件が起こった理由を判別してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2466E date time applid termid tranid Function not

executable. sense ((instance) Module name:

{DFHZNAC})

説明: コントローラーのアプリケーション・プログラムが、端

末 termid へメッセージを送ることができません。 データ・チ

ェックが起きたか、またはノードが使用できません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。端末

の状況はそのまま変わりません。

ユーザーの処置: 出されたダンプを使用して、アプリケーショ

ン・プログラムが要求を実行できなかった理由を判別してくだ

さい。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2467E date time applid termid tranid Invalid

communications ID (CID) detected. sense

((instance) Module name: {DFHZLEX})

説明: CICS は、VTAM が認識しない通信 ID (CID) が入っ

ている VTAM 要求を出しました。 これは、TCTECID フィー

ルドが変更されたことが原因である可能性があります。 あるい

は、セッションは、VTAM によってクローズされる最中であ

り、その処理が完了する前に、CICS がそのセッションを使用

しようとしたことが考えられます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。失敗

した要求が CLSDST ではない場合は、ノードは使用できない

状態にされます。 losterm 出口が、戻りコード X'0C'、X'10'、

または X'14' によって駆動された場合、CICS は CLSDST を

VTAM に出して、処置フラグ 23「ノードを使用できない状態

にする」をリセットします。

ユーザーの処置: 並行して実行されているアプリケーション・

プログラムが、TCTTE の TCTECID フィールドを変更しない

ようにしてください。 セッションはまだ活動状態であること

(つまり、通信する対象となっているシステムがまだ機能してい

る状態のこと) も確認してください。

モジュール: DFHZLEX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZLEX}

宛先: CSNE

DFHZC2468E date time applid termid tranid Name netname

unknown or vary activate required. sense

((instance) Module name: {DFHZLEX})

説明: ノードが VARY ACTIVATE によって活動化されなか

ったか、または、CICS が、次のような無効な記号ノード名を

含む VTAM 要求を出したかのいずれかです。ここで、

v その名前は、ノード初期設定ブロック (NIB) の中で変更さ

れた可能性があります。

v その名前は、VTAM 定義時に指定されたが、それが TCT
の中の名前と一致していません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。ノー

ドはサービス休止状態に置かれます。

ユーザーの処置: そのノードに対して VARY ACTIVATE を

出すか、または、並行して実行されているアプリケーション・

プログラムが NIB 名を変更しないようにしてください。

VTAM 定義時に指定した名前は、TCT 内の名前と一致してい

なければなりません

モジュール: DFHZLEX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

netname、sense、instance、{1=DFHZLEX}

宛先: CSNE
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DFHZC2469E date time applid termid tranid Exception

response received. sense ((instance) Module

name: {DFHZSYX})

説明: 2 次論理装置が例外応答 (否定応答) を送信しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 3270 以外の装置の場合、例外応答は、イン

バウンド・メッセージ用に VTAM によって要求パラメータ

ー・リスト (RPL) の中に用意されるセンス・コードとともに

ノードに戻されます。 3270 装置の場合、例外要求には、3270
センス/状況が含まれます。

ユーザーの処置: DFHZNEP にあるセンス・コードを分析し

てください。

モジュール: DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSYX、2=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC2470E date time applid termid tranid Task active at

Shutdown. sense ((instance) Module name:

{DFHZASX})

説明: 以下のいずれかが起こりました。

v タスクがまだ生成されていたときに、シャットダウン要求標

識が、ノードではなくそのコントローラーのアプリケーショ

ン・プログラムから受け取られた。

v VTAM シャットダウン時に、タスクがまだ生成されている

にもかかわらず、シャットダウン完了標識が、ノードではな

くそのコントローラーのアプリケーション・プログラムから

受け取られた。

v VTAM シャットダウン時に、まだ VTAM 3270 に対してタ

スクが生成されていた (VTAM 3270 は、シャットダウン要

求またはシャットダウン完了標識を送ることができませ

ん)。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 最初の 2 つの場合には、CICS はコマンド

を受け入れます。 上記のすべての場合において、未解決の送信

要求および受信要求は除去されます。そして、タスクが生成さ

れている場合には、タスクは異常終了し、トランザクション・

ダンプが作成されます。 VTAM CLSDST マクロが出されて、

そのノードとの通信が終了します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZASX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZASX}

宛先: CSNE

DFHZC2471E date time applid termid tranid FMH length

error. sense ((instance) Module name:

{DFHZATT | DFHZRAC})

説明: 機能管理ヘッダー (FMH) の長さが、論理装置から受信

したデータの長さを超えています。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 受け取られたデータはすべて除去されます。

タスクが生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、

トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 論理装置内のアプリケーション・プログラム

を訂正してください。

注: エラー状態の入出力域の最初の 16 バイトは、エラーの判

別に役立てるために、CSNE ログ・データ・セットに入れられ

ます。

モジュール: DFHZRAC、DFHZATT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZATT、2=DFHZATT、3=DFHZATT、

4=DFHZATT、5=DFHZATT、6=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC2472E date time applid termid tranid Unable to

retrieve overlength data. sense ((instance)

Module name: {DFHZRAC})

説明: 無条件受信モジュールの入力域の容量を超えた分のデー

タについての受信要求を、VTAM が受け入れませんでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: すべての関連データが除去されます。

ユーザーの処置: 要求が失敗した理由を示すメッセージが、ロ

グ内に続けて出されます。 詳しい情報および手引きについて

は、このメッセージを参照してください。

モジュール: DFHZRAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRAC、2=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC2473E date time applid termid tranid Outbound

chaining not supported. sense ((instance)

Module name: {DFHZSDS})

説明: アプリケーション・プログラムが、生成された最大許容

長より多くのデータを送信しようとしました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: すべての送信要求が除去されます。 タスク

が生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、トラン

ザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 端末が (パイプライン・セッションのように)
アウトバウンド・データ・チェーニングをサポートしていない

場合には、アプリケーション・プログラムを訂正して、端末に

送信できるデータの最大許容長を (例えば、装置タイプのチェ

ックなどにより) そのプログラムが把握した上で送信できるよ

うにしてください。

注 : 生成された最大許容長は、TCTTE に指定されます。

モジュール: DFHZSDS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSDS、2=DFHZSDS}
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宛先: CSNE

DFHZC2475E date time applid termid tranid Function

cancelled by LU device. sense ((instance)

Module name: {DFHZNAC})

説明: 論理装置 (LU) は、そのコンポーネントのうちの 1 つ

と接続されたすべての処理を終了しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: すべての送信要求および受信要求が除去され

ます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは異常終

了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: LU コンポーネントの問題点を訂正し、その

コンポーネントをオンラインに戻してください。 この問題の原

因としては、次のものが考えられます。

v 装置の電源が入っていない。

v 回線の故障

v ハードウェア問題

v LU6 リンクの場合には、接続されたトランザクション (例
えば、 CSMI) が異常終了した。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2476E date time applid termid tranid Resource

unavailable. sense ((instance) Module name:

{DFHZNAC})

説明: 論理装置 (LU) の、あるコンポーネントが使用不能にな

りました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: すべての送信要求および受信要求が除去され

ます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは異常終

了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: LU コンポーネントの問題点を訂正し、その

コンポーネントをオンラインに戻してください。 この問題の原

因としては、次のものが考えられます。

v 装置の電源が入っていない。

v 回線の故障

v ハードウェア問題

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2477E date time applid termid tranid Chaining not

supported. sense ((instance) Module name:

{DFHZNAC})

説明: 論理装置 (LU) がホストからのデータのチェーニングを

サポートしません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: すべての送信要求が除去されます。 タスク

が生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、トラン

ザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: LU に伝送されているデータの最大量が、

DFHTCT マクロ命令のバッファー・パラメーターに指定され

た長さを超えないようにしてください。

注: バッファー・パラメーター値は、LU の最大許容限度まで

しか増やすことができません。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2478E date time applid termid tranid Invalid FMH.

sense ((instance) Module name: {DFHZNAC})

説明: 論理装置 (LU) に伝送された機能管理ヘッダー (FMH)
に対応するものが変換テーブルにありませんでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: すべての送信要求および受信要求が除去され

ます。 バッチ・データ交換プログラムが使用されていない場合

には、そのトランザクションは異常終了して、トランザクショ

ン・ダンプが作成されます。 FMH を含む TIOA の最初の部

分は、CSNE ログに書き込まれます。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを訂正して、

対応するものを LU が変換テーブル上に持つようにしてくださ

い。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2479E date time applid termid tranid Function not

supported. sense ((instance) Module name:

{DFHZNAC})

説明: 論理装置 (LU) が受信した応答単位 (RU) に、この装置

がサポートしない要求が含まれています。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: すべての送信要求および受信要求が除去され

ます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは異常終

了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: その装置に関する端末管理テーブル (TCT)
生成指定が有効であって、アプリケーション要求を収容できる

ようにしてください。 (例えば、読み取り専用装置をトランシ

ーバーとして定義しながら送信権要求を装置に送ります。)
モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE
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DFHZC2480E date time applid termid tranid Retry requested.

sense ((instance) Module name: {DFHZNAC})

説明: 論理装置 (LU) が、例外応答または LU 状況メッセー

ジに含まれたセンス・コードを介して、データの再伝送を要求

していることを示しています。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: データの再送は、保護タスク (メッセージ保

全) の場合に限り試みられます。 チェーン処理を行っていると

きに、無保護タスクについて、再試行センス・コードを含む例

外応答が受け取られた場合には、その LU に取り消しコマンド

が送られて、タスクが再開されます。 CICS がチェーン処理中

でなかった場合には、トランザクションが再開されます。

ユーザーの処置: その LU にとってメッセージの再送が必要

であった場合には、例外応答に再試行センス・コードが組み入

れられるようにしてください。 さらに、ホスト・トランザクシ

ョンが保護タスク (メッセージの保全性) として定義されるよ

うにしてください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2481E date time applid termid tranid RU Error. sense

((instance) Module name: {DFHZNAC})

説明: 論理装置 (LU) が受け取った応答単位 (RU) は、変換不

能であったか、または長さが無効でした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: すべての送信要求および受信要求が除去され

ます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは異常終

了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この要求は、ノード・エラー・プログラム

(NEP) のメカニズムを使って何度か再試行する必要があるかも

しれません。 これは、このタイプのエラーが不良通信回線から

生ずることがあるためです。 この再試行が失敗に終わった場合

には、端末管理テーブル (TCT) の生成時に、無効または不適

切な端末指定が与えられていないかどうかを調べてください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2482E date time applid termid tranid Pipeline session

bracket error. sense ((instance) Module name:

{DFHZATT})

説明: 端末 termid は、パイプライン・セッション・モードで

実行されるものとして端末管理テーブル (TCT) に定義されて

いました。 しかし、その定義で BRACKET オペランドが省略

されたか、または BRACKET=YES が指定されていました。

パイプライン・セッション端末では、ブラケット・プロトコル

は実行されません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: すべての送信要求および受信要求が除去さ

れ、セッションは終了します。タスクが生成されている場合に

は、そのタスクは異常終了し、トランザクション・ダンプが作

成されます。

ユーザーの処置: BRACKET=NO オペランドを挿入すること

により、TCT 項目を訂正してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZATT}

宛先: CSNE

DFHZC2483E date time applid termid tranid Receiver in

transmit mode. sense ((instance) Module

name: {DFHZNAC})

説明: 通常のデータ・フローが中断されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: WRITE を再試行してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2484E date time applid termid tranid Component not

available. sense ((instance) Module name:

{DFHZNAC})

説明: 必要なコンポーネントを使用できなかったので、アプリ

ケーション要求を満たすことができませんでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

未解決の送信要求および受信要求はすべて除去されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: その端末の環境を調べるか、または症状スト

リングを使用し、さらに必要ならダンプも使用して、エラーの

原因を判別してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2485E date time applid termid tranid Cancel received

in 'CS'-mode. sense ((instance) Module name:

{DFHZRVX})

説明: タスクがアクティブである間に、CANCEL 標識が受信

されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。
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システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

未解決の送信要求および受信要求はすべて除去されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZRVX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRVX}

宛先: CSNE

DFHZC2486E date time applid termid tranid Cancel received

in 'CA'-mode. sense ((instance) Module name:

{DFHZRAC})

説明: アクティブ・タスクがないときに CANCEL 標識を受信

しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZRAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC2487E date time applid termid tranid nodeid Session

connection failed. Node unavailability

return code returncode. sense ((instance)

Module name: {DFHZLGX | DFHZSCX})

説明: 接続要求が拒否されました。 CICS は、一時的に接続

要求を実行することができません。 ノード nodeid の TCTTE
は、セッションを確立できないことを示しました。 returncode

は、以下のような理由を表します。

1. CLSDST マクロがこのノードにスケジュールされている。

2. ノードが異常条件にある。

3. ノードに対してエラー状態が起きている。

4. ノードがすでに使用されている。

5. CICS が終了中である。

6. VTAM が終了中である。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 接続要求が拒否されます。

ユーザーの処置: ノードが使用可能になったら、接続要求を再

試行してください。 ノードの異常条件についての詳細は、

「CICS Transaction Server for VSE/ESA カストマイズの手引

き」を参照してください。

モジュール: DFHZLGX、DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

nodeid、returncode、sense、instance、{1=DFHZSCX、

2=DFHZSCX、3=DFHZSCX、4=DFHZSCX、5=DFHZSCX、

6=DFHZSCX、7=DFHZSCX、8=DFHZSCX、9=DFHZLGX、

10=DFHZLGX、11=DFHZLGX、12=DFHZLGX、

13=DFHZLGX、14=DFHZLGX、15=DFHZLGX}

宛先: CSNE

DFHZC2488E date time applid termid tranid nodeid logon

request rejected as terminal recovery is in

progress. sense ((instance) Module name:

{DFHZLGX | DFHZSCX})

説明: CICS 端末リカバリー・プログラムがまだ実行中だった

ために、接続要求が拒否されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 接続要求が拒否されます。

ユーザーの処置: 接続要求を再試行してください。 リカバリ

ー・プログラムが処理を完了すると、メッセージ DFHRU2800
が出されます。

モジュール: DFHZLGX、DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

nodeid、sense、instance、{1=DFHZLGX、2=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC2489E date time applid termid tranid 3270 - Invalid

copy request. sense ((instance) Module name:

{DFHZARQ})

説明: コピーされる情報が含まれている装置 (『コピー元の』

装置) の端末管理テーブル端末項目 (TCTTE) に COPY 機能が

指定されていませんでした。 または、『コピー元の』 装置が

以下のいずれかになっていました。

v TCT に定義されていなかった。

v その装置が 3270 でなかった。

v その装置が VTAM を介して CICS に接続されていなかっ

た。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムが装置構成を

正しく認識していることを確認してください。さらに、『コピ

ー元の』 装置が、3270 装置として TCT に定義され、CICS
に接続されていることを確かめてください。

モジュール: DFHZARQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZARQ、2=DFHZARQ、3=DFHZARQ}

宛先: CSNE

DFHZC2490E date time applid termid tranid Request for

TOLTEP. sense ((instance) Module name:

{DFHZSYX})

説明: TOLTEP の要求時に、受信要求がエラーで終わりまし

た。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 現在、トランザクションがタスク生成されて

いる場合、そのトランザクションは異常終了します。 端末は、

VTAM CLSDST マクロによって CICS から切断され、
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TOLTEP が終了すると、CICS にログオンするためにキューイ

ングされます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC2492E date time applid termid tranid Intervention

required on 3270 printer. sense ((instance)

Module name: {DFHZNAC})

説明: INTERVENTION REQUIRED 条件が 3270 印刷装置上

で検出されたときに、このメッセージが CSNE メッセージ・

ログに送られます。 この条件は、以下に記されたいずれかの理

由により発生します。

v トランザクションが、存在しない印刷装置の使用を要求し

た。

v 印刷装置アダプター機構がない。

v 印刷装置が用紙切れである。

v 印刷装置のカバーが開いたままである。

v 印刷装置がオフラインになっている。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: RPL と TCTTE が印刷されるだけで、他の

処置は行われません。

ユーザーの処置: 端末管理テーブル (TCT) が正しく定義され

ていることと、トランザクションが正しい印刷装置操作を要求

していることを確認してください。 これらが正しく行われてい

る場合には、印刷装置自体が正しい順序で作動しているかどう

かを調べてください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2493E date time applid termid tranid Intervention

required on 3270 device. sense ((instance)

Module name: {DFHZNAC})

説明: このメッセージは、3270 情報表示システムで介入必要

条件が発生したときに出されます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 何の処置も行われません。

ユーザーの処置: 介入条件を訂正してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2494E date time applid termid tranid Error status

sense received from 3270. ((instance) Module

name: {DFHZNAC})

説明: エラー状況メッセージ sense は、3270 情報表示システ

ムから受け取られました。 INTERVENTION REQUIRED 条

件により、このメッセージの代わりに「介入要求」メッセージ

が出されます。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

基本マッピング・サポート (BMS) によって送られた不良デー

タが操作チェックの原因となっている場合には、その不良デー

タが除去されます。

ユーザーの処置: エラー状況コードを分析して、装置エラーま

たはプログラム・エラーを訂正するために必要な適切な処置を

判別してください。

非 SNA 3270 コントロール・ユニットの場合には、センス・

コードは、0000 xxxx になります。ここで、xxxx は、3270 装

置が接続された制御装置によって戻されたセンス・データで

す。 データ・ストリーム・エラーは、操作チェックで拒否さ

れ、コマンドは、コマンド拒否で拒否されました。エラー状況

コードについての詳細は、「IBM 3270 Information Display

System 3274 Control Unit Description and Programmer's

Guide」で説明されています。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2495E date time applid termid tranid Printer

Outserv/int reqd/ineligible. Req queued.

sense ((instance) Module name: {DFHZNAC})

説明: DFHZNAC は、DFHZC2497 の「印刷装置使用不能」

条件のため、3270 印刷装置に対してインターバル制御機能

PUT を実行しました。印刷装置は以下のような状態になってい

ます。

v 使用できない状態にある。

v 介入状況にある。

v RECEIVE 状況でも TRANSCEIVE 状況でもない。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: 印刷装置を使用できない理由を判別してくだ

さい。 その端末が使用できない状態であれば、使用できる状態

に戻してください。 その端末が介入状態になっている場合に

は、この状態がどのようなものかを判別し、それを訂正してく

ださい。 端末が RECEIVE または TRANSCEIVE 状況でない

ときは、 RECEIVE または TRANSCEIVE 状況にしてくださ

い。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE
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DFHZC2496E date time applid termid tranid IC put to

printer failed { | IOERROR | TRNIDER |

TRMIDER | INVREQ}. sense ((instance)

Module name: {DFHZNAC})

説明: DFHZNAC は、DFHZC2497「印刷装置使用不能」条件

が起きたために、DFHIC TYPE=PUT マクロを実行しようとし

ましたが、失敗しました。このメッセージは、CSNE ログに書

き込まれます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: DFHZNAC は、さらに処理を続けることが

できるように DFHZNEP をもう一度呼び出します。

ユーザーの処置: 次のことを確認してください。

v インターバル制御機能プログラム (ICP) は、DFHZNAC が

IOERROR エラーおよび INVREQ エラーの場合に出してい

る要求を処理できる。

v CSPP が TRNIDER エラーに対してインストール済みトラ

ンザクション定義になっている。

v DFHZNEP が、TRMIDER エラーの有効な端末アドレスと

して DFHZNAC を渡している。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

{1=、2= IOERROR、3= TRNIDER、4=TRMIDER、5=

INVREQ}、sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC2497E date time applid termid tranid Unavailable

printer. sense ((instance) Module name:

{DFHZARQ})

説明: 3270 表示装置で印刷機能が要求されました。

PRINTTO と ALTPRT のいずれの印刷装置もその情報を受け

取るために使用することができませんでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: NEP アクションの指定がなければ、その印

刷要求は停止されます。

ユーザーの処置: 解決策としてとることができるのは、端末項

目の TCTTEDA で使用可能なデータを一時データ・キューに

入れ、後でそのキューから印刷装置に対して自動タスク開始が

行われるようにすることです。 この処置は、DFHZNEP で行

われます。 詳細については、CICS Transaction Server for

VSE/ESA カストマイズの手引き を参照してください。

モジュール: DFHZARQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZARQ}

宛先: CSNE

DFHZC2498E date time applid termid tranid IC put to

printer failed. sense ((instance) Module

name: {DFHZARQ})

説明: トランザクション CSPP を開始することができなかっ

たために、3270 の印刷要求が失敗しました。トランザクション

CSPP がインストール済みトランザクション定義でないか、ま

たは印刷するメッセージを一時ストレージに書き込めないかの

いずれかです。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: トランザクション CSPP がインストール済

みトランザクション定義であることと、印刷するデータを十分

に収容できるだけの一時ストレージがあるかどうかを検査して

ください。

モジュール: DFHZARQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZARQ}

宛先: CSNE

DFHZC2499 date time applid The following message was

destined for a read only terminal. The text

is 'msgtext'

説明: ユーザーが無効な項目を入力し、その入力は拒否されま

した。この要求は、バックアウトされます。

システムの処置: 端末管理はこの要求をバックアウトして、

msgtext に含まれているエラー情報とともにこのメッセージを

出します。

ユーザーの処置: msgtext に含まれているエラー情報を読んで

から、要求を再入力してください。

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、msgtext

DFHZC3202E date time applid Transaction CCIN - VTAM

netname netname. The value codepage in the

codepage parameter is not supported.

説明: CCIN トランザクションが、CICS クライアントから実

行されました。 CICS クライアントにより要求されたコード・

ページはサポートされていません。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: CICS は、要求された文字セットおよびコー

ド・ページで CICS クライアントをサポートするのに必要な変

換を実行できません。 CICS は処理を続けますが、指定された

コード・ページではなくデフォルトのコード・ページを使用し

ます。 デフォルト・コード・ページについての詳細は、

「CICS TS Intercommunication Guide」を参照してください。

CICS クライアントをインストールする要求は継続しますが、

デフォルトのコード・ページを使用します。 EXCEPTION の

応答コードと INVALIDCODEPAGE の理由コードがクライア

ントに送信されます。

ユーザーの処置: サポートされているクライアント・コード・

ページの値のリストについては、「CICS ファミリー システ

ム/390 CICS からの通信」を参照してください。クライアン

ト・ロケールを再構成することが必要になる場合があります。

モジュール: DFHZCN2

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、

codepage

宛先: CSCC
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DFHZC3203E date time applid Transaction CCIN - VTAM

netname netname. The capabilities parameter

is not valid.

説明: CCIN トランザクションが、CICS クライアントから実

行されました。 受け取った機能は無効です。 CICS クライア

ントは、CICS クライアントがサポートしないはずの機能をサ

ポートすることを指定しました。 CICS クライアントは、

CICS クライアント通信アーキテクチャーに違反しています。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP301A が書き込

まれます。

CICS クライアントをインストールする要求は拒否されます。

応答コード DISASTER および理由コード INVALIDREQUEST
がクライアントに送信されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」を参

照してください。

モジュール: DFHZCN2

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3204E date time applid Transaction CCIN - VTAM

netname netname. The codepage parameter

has not been specified.

説明: CCIN トランザクションが、CICS クライアントから実

行されました。 指定しなければならないパラメーターの 1 つ

として、CICS クライアントが使用する予定のコード・ページ

があります。このパラメーターが欠落しています。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP301B が書き込

まれます。

CICS クライアントをインストールする要求は拒否されます。

応答コード DISASTER および理由コード INVALIDREQUEST
がクライアントに送信されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」を参

照してください。

モジュール: DFHZCN1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3205E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

CICS cannot support the {combination of

client and virtual terminal codepage. |

client codepage. | virtual terminal

codepage.}

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。

CICS は、CICS クライアントが指定したコード・ページと仮

想端末で指定されたコード・ページを検査していました。 しか

し、次のいずれかが起こりました。

CICS クライアントと仮想端末のコード・ページの組み合わせ

はサポートされない

2 つのコード・ページは既知であるが、CICS は

CICS クライアント・コード・ページと仮想端末コー

ド・ページとの間のデータの変換をサポートしないこ

とを示します。

CICS クライアント・コード・ページはサポートされない

CICS が、CCIN または CTIN トランザクションで

は CICS クライアントによって提供されたコード・

ページをサポートできないことを示します。

仮想端末コード・ページはサポートされない

仮想端末コード・ページを定義する CGCSGID パラ

メーターは、CICS データ変換ではサポートされない

ことを示します。 仮想端末が自動インストールされ

た場合、CGCSGID は、CICS クライアントによって

要求された自動インストール・モデルで指定されてい

ます。仮想端末が定義された場合には、CGCSGID
は、仮想端末定義によって指定された TYPETERM
に定義されました。

CICS は、要求されたコード・ページで CICS クライアントを

サポートするのに必要な変換を実行できません。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3035 が書き込

まれます。

CICS クライアントと仮想端末のコード・ページの組み合わせ

はサポートされない

応答コード ERROR および理由コード

INSTALLCANCELLED がクライアントに送信され

ます。 仮想端末はインストールされません。

CICS クライアント・コード・ページはサポートされない

仮想端末インストールの要求は継続し、無効なコー

ド・ページは、「CICS TS Intercommunication

Guide」に示されているデフォルトに置き換えられま

す。

EXCEPTION の応答コードと INVALIDCODEPAGE
の理由コードがクライアントに送信されます。

仮想端末コード・ページはサポートされない

応答コード ERROR および理由コード

INSTALLCANCELLED がクライアントに送信され

ます。 仮想端末はインストールされません。

ユーザーの処置: 「CICS ファミリー システム/390 CICS から

の通信」を参照し、クライアント・コード・ページ値のリスト

を調べてください。そのあと、ワークステーション・ロケール

を再構成するか、仮想端末 TYPETERM 定義を訂正してくださ

い。

例外トレース・ポイント AP3035 には、CICS クライアント・

コード・ページおよび仮想端末 CGCSGID の値が入っていま

す。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、

netname、{4=combination of client and virtual terminal

codepage.、5=client codepage.、6=virtual terminal codepage.}
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宛先: CSCC

DFHZC3206E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

The client's terminal install limit has been

exceeded.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 しかし、netname の VTAM ネッ

ト名をもつ CICS クライアントは、すでに 512 の仮想端末を

もっています。

termid は、新しい仮想端末に与えられたはずの名前です。

CICS クライアントが名前を指定しなかった場合は、ブランク

になります。

システムの処置: 仮想端末をインストールする要求は拒否され

ます。 応答コード DISASTER および理由コード

INVALIDREQUEST がクライアントに送信されます。

ユーザーの処置: CICS クライアントがこれほど多くの CTIN
インストールを送信した理由を検査してください。

問題を訂正するためには、CICS クライアントは、削除する必

要のあるそれぞれの仮想端末ごとに CTIN アンインストールを

送信しなければなりません。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3207E date time applid Transaction CTIN - VTAM

netname netname. The request has failed

because CCIN has not been run.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 しかし、VTAM ネット名が

netname の CICS クライアントについては、CCIN インストー

ル要求は前に出されていません。 CCIN は常に CTIN より前

に実行されなければなりません。

これは、CICS 再始動が原因で起こった可能性があります。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: CTIN トランザクションは、異常終了コード

AZAI で異常終了します。

ユーザーの処置: CICS クライアントは、次の CTIN インス

トールの前に、CCIN アンインストール/インストールを実行

しなければなりません。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3208E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

Model modelid cannot be found.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 しかし、CICS は、

CICS_EpiAddTerminal DEVTYPE パラメーターまたは端末エ

ミュレーター Modelid パラメーターに指定されたモデル

modelid を見つけることができませんでした。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 仮想端末をインストールする要求は拒否され

ます。 ERROR の応答コードと UNKNOWNMODEL の理由

コードがクライアントに送信されます。

ユーザーの処置: CICS_EpiAddTerminal 関数の DEVTYPE
または端末エミュレーター・パラメーターを訂正するか、また

は RDO を使用してこの名前のモデルをインストールし、

RDO TERMINAL および TYPETERM 定義をもつ自動インス

トール・モデルを定義してください。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、

netname、modelid

宛先: CSCC

DFHZC3209E date time applid Transaction CTIN - VTAM

netname netname. CICS cannot supply a

terminal name because all available names

are in use.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 パラメーター・リストに、CICS が

名前を提供するはずであることを示すネット名が指定されてい

ません。ただし、使用可能な名前は 46,656 種類しかなく、し

かもすべて使用中です。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 仮想端末をインストールする要求は拒否され

ます。 応答コード ERROR および理由コード

INSTALLCANCELLED がクライアントに送信されます。

ユーザーの処置: 自動インストールされた仮想端末について

は、CICS クライアントが CTIN アンインストールを出すの

で、これらの端末 ID は解放されます。

一部の CICS クライアントはスイッチが切られて、自動インス

トールされた仮想端末がそのままにされた可能性があります。

これらのクライアントは、再びオンにされると、CCIN インス

トールを出し、これによって、使用中でない仮想端末が解放さ

れます。

SIT VTPREFIX が、自動インストール URM (デフォルト

DFHZATDX) により通常の自動インストール端末に割り当てら

れた端末 ID の先頭文字と一致する場合、一部の名前が予約さ

れている場合があります。これは、CTIN インストールで同じ

名前を用いようとしたとき、自動インストール端末が存在した

ためです。 可能なら、こうしたことは避けてください。これら

の名前を解放する方法は、CICS を再始動 (COLD または

AUTO) するしかないからです。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC
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DFHZC3210E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

CICS cannot attach the CITS transaction.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 インストール・プロセスの一部とし

て、仮想端末 termid を作成するために CITS トランザクショ

ンが呼び出されます。 しかし、CICS は CITS トランザクショ

ンを生成できませんでした。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3025 が書き込

まれます。

仮想端末をインストールする要求は拒否されます。 応答コード

ERROR および理由コード INSTALLCANCELLED がクライア

ントに送信されます。

ユーザーの処置: CITS トランザクションおよび DFHZATS
プログラムが、IBM 提供グループ DFHSPI で指定されたとお

りに正しく定義され、インストールされているかを検査してく

ださい。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3211E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

The NetName parameter starts with an

invalid character.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 NetName パラメーター termid が

CICS 標準と矛盾する文字で始まっているか、または終わって

います。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 仮想端末をインストールする要求は拒否され

ます。 応答コード DISASTER および理由コード

INVALIDREQUEST がクライアントに送信されます。

ユーザーの処置: 別の文字で始まるか終わるように、

NetName を変更してください。 これは、*、-、<、>、+、{,}
またはブランクで始めることはできません。- で終わらせるこ

とはできません。 ネット名が正しく指定されていた場合は、

CTIN トランザクションへの入力をチェックしてください。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3212E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

The transaction has timed out waiting for

CITS to run.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 インストール・プロセスの一部とし

て、仮想端末 termid を作成するために CITS トランザクショ

ンが呼び出されます。 しかし、CTIN トランザクションが 1
分間待っても、CITS トランザクションが実行されません。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3027 が書き込

まれます。

仮想端末をインストールする要求は拒否されます。 応答コード

ERROR および理由コード INSTALLCANCELLED がクライア

ントに送信されます。

ユーザーの処置: CITS トランザクションを開始できない理

由、またはハング状態になっている理由を調べてください。

MAXTASK または CITS TRANCLASS 割り振りを増やす必要

があるかもしれません。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3213E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

CICS cannot attach the CDTS transaction.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN アンインス

トール要求が受信されました。 削除プロセスの一部として、仮

想端末 termid を削除するために CDTS トランザクションが呼

び出されます。 しかし、CICS が CDTS トランザクションを

タスク生成できません。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3028 が書き込

まれます。 仮想端末を削除する試みは拒否されます。

ユーザーの処置: CDTS トランザクションおよび DFHZATS
プログラムが IBM 提供のグループ DFHSPI で指定したとお

りに正しく定義され、インストールされているか検査してくだ

さい。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3214E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

The CTIN transaction has timed out

waiting for CDTS to run.

説明: CICS_EpiDelTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN アンインス

トール要求が受信されました。 インストール・プロセスの一部

として、仮想端末 termid を削除するために、CDTS トランザ

クションが呼び出されました。 しかし、CTIN トランザクショ

ンは、CDTS トランザクションを 1 分間待ってから、このメ

ッセージを出して終了しました。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3029 が書き込

まれます。 CDTS による仮想端末削除の試みが続行され、

CDTS トランザクションが開始または「中断解除」されたと

き、処理が行われます。
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ユーザーの処置: CDTS トランザクションを開始できない理

由、またはハング状態になっている理由を調べてください。

MAXTASK または CDTS TRANCLASS の割り振りを増やす

必要があるかもしれません。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3215E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

The terminal is in use by another

transaction.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 しかし、仮想端末 termid は使用中

です。すなわち、この端末に対してトランザクションがまだ実

行中であることを、代理 TCTTE が示しています。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP302E が書き込

まれます。

仮想端末をインストールする要求は拒否されます。 ERROR の

応答コードと ALREADYINSTALLED の理由コードがクライ

アントに送信されます。

ユーザーの処置: 仮想端末に対してトランザクションがまだ実

行されている理由を調べてください。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3216E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

CICS cannot find the terminal.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 TIN は、事前定義した仮想端末

termid を使用することを指定しましたが、CICS はこれを見つ

けることができず、ModelId (DevType) が提供されなかった

ため、自動インストールが実行されませんでした。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 仮想端末をインストールする要求は拒否され

ます。 ERROR の応答コードと UNKNOWNTERMINAL の

理由コードがクライアントに送信されます。

ユーザーの処置: termid には、事前定義されたインストール済

み端末があることを確認してください。この端末は、この

CICS クライアント接続の名前を指定したリモート・システ

ム・パラメーター (REMOTESYSTem) を持っているもので

す。また、VTAM NETNAME が一致していることも確認して

ください。 そのあと、正しいパラメーターを指定して定義をイ

ンストールしてください。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3217E date time applid Transaction CTIN - VTAM

netname netname. The specified function is

not valid.

説明: CTIN 要求が、VTAM ネット名 netname を持つ CICS
クライアントから受け取られました。 ただし、指定された機能

は、INSTALL でも UNINSTALL でもありません。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3034 が書き込

まれます。 CTIN トランザクションは、異常終了コード

AZAI で異常終了します。

ユーザーの処置: 要求の発信元を判別してください。 入力が

破壊されていないことを確認してください。 IBM の支援が必

要な場合があります。 手順については、「CICS TS 問題判別

の手引き」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3218E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname. A

resource with the same name as the

terminal is already installed.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 CTIN では、仮想端末 termid の自

動インストールを指定していました。 しかし、その名前が解放

されたことを CTIN トランザクションが確認したあとで、別の

リソースが同じ名前でインストールされました。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3026 が書き込

まれます。

仮想端末をインストールする要求は拒否されます。 ERROR の

応答コードと ALREADYINSTALLED の理由コードがクライ

アントに送信されます。

ユーザーの処置: 重複するリソースがどこから送られてきたか

を調べてください。 端末 /APPC 自動インストール URM が

名前を動的に作成した可能性があります。 NetName が CTIN
パラメーターで指定されている場合は、CICS クライアント名

が既存の CICS 端末名または接続名と競合しないようにしてく

ださい。 NetName が指定されていない場合は、SIT
VTPREFIX の指定変更を調べて、VTPREFIX 文字で始まる名

前を URM が作成しないことを確認してください。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3219E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

The terminal is already in use.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 CTIN から NetName termid が指

定されましたが、CICS は、同じ名前を持つリソース (このク

ライアントの既存の仮想端末、別のクライアントまたは別の
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CICS 端末または接続リソースの既存の仮想端末のいずれか)
を検出しました。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 仮想端末をインストールする要求は拒否され

ます。 ERROR の応答コードと ALREADYINSTALLED の理

由コードがクライアントに送信されます。

ユーザーの処置: 重複するリソースがどこから送られてきたか

を調べてください。 端末 /APPC 自動インストール URM が

動的に名前を作成した可能性があり、また CICS クライアント

が URM と一致しない名前を使用した可能性があります。

また、クライアントが仮想端末を作成し、そのあと、CCIN ま

たは CTIN によるアンインストールを介在させずに、それを再

使用しようとした可能性もあります。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3220E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

The terminal has already been installed.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 CTIN では、仮想端末 termid の自

動インストールを指定していました。 しかし、この仮想端末は

すでにインストールされていました。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 仮想端末をインストールする要求は拒否され

ます。 ERROR の応答コードと ALREADYINSTALLED の理

由コードがクライアントに送信されます。

ユーザーの処置: CICS クライアントは、同一の NetName で

別の CTIN インストールを出す前に、CTIN アンインストール

を出す必要があります。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3221E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

The name specified is already in use by

another CICS resource.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 CTIN では、仮想端末 termid の自

動インストールを指定していました。 しかし、指定された名前

は、別の CICS リソースですでに使用中です。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 仮想端末をインストールする要求は拒否され

ます。 ERROR の応答コードと ALREADYINSTALLED の理

由コードがクライアントに送信されます。

ユーザーの処置: 重複するリソースがどこから送られてきたか

を調べてください。 端末 /APPC 自動インストール URM が

名前を動的に作成した可能性があります。

NetName が CTIN インストールで指定されている場合、

NetName が他の CICS リソースと競合していないことを確認

してください。

NetName が指定されていない場合は、SIT VTPREFIX の指定

変更を調べて、VTPREFIX 文字で始まる名前を URM が作成

しないことを確認してください。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3222E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

The CITS task has terminated abnormally.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 CICS は、仮想端末 termid を自動

インストールしようとしました。 しかし、仮想端末をインスト

ールするためにタスク生成された CITS タスクが、異常終了し

ました。

この異常終了が AZVE であった場合、同じ名前のリソースが

すでに存在しているために起こったことを示します。 ただし、

これが起こるのは、この CTIN トランザクションが開始され、

重複の有無をチェックしたあとに、重複リソースが追加された

場合だけです。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3030 が書き込

まれます。

仮想端末をインストールする要求は拒否されます。 応答コード

ERROR および理由コード INSTALLCANCELLED がクライア

ントに送信されます。

ユーザーの処置: 重複するリソースがどこから送られてきたか

を調べてください。 端末 /APPC 自動インストール URM が

名前を動的に作成した可能性があります。

ネット名を CTIN インストールに指定していた場合は、名前が

矛盾しないようにしてください。

NetName が指定されていない場合は、SIT VTPREFIX の指定

変更を調べて、VTPREFIX 文字で始まる名前を URM が作成

しないことを確認してください。

その他の異常終了コードについては、 557 ページの『第 2 章

トランザクション異常終了コード (CICS Transaction Server
for z/VSE)』にある異常終了コードの説明を参照してくださ

い。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3223E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

The surrogate TCTTE is in use and cannot

be deleted.

説明: CICS_EpiDelTerminal 関数または端末エミュレーター
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操作の結果として、CICS クライアントから CTIN アンインス

トール要求が受信されました。 しかし、仮想端末に接続された

代理 TCTTE がまだ使用中であり、削除できません。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP302F が書き込

まれます。 仮想端末を削除する試みは拒否されます。

ユーザーの処置: トランザクションの終了を待つか、トランザ

クションを PURGE してください。 トランザクションが終了

すれば、クライアントが CCIN インストールまたはアンイン

ストールを出した時点で、仮想端末は削除されます。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3224E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

The terminal specified for deletion cannot

be found.

説明: CICS_EpiDelTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN アンインス

トール要求が受信されました。 しかし、仮想端末 termid は、

この CICS クライアントのリモート端末として存在していませ

ん。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 仮想端末を削除する試みは拒否されます。

ユーザーの処置: 存在しない仮想端末の削除を CICS クライ

アントが要求した理由を判別してください。

CTIN アンインストールが正しく要求され、かつ仮想端末が存

在しているはずである場合には、CICS ログを調べて、この端

末を参照しているメッセージ DFHZC5966 および

DFHZC32xx を見つけてください。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3225E date time applid Transaction CTIN - VTAM

netname netname. The terminal cannot be

deleted because the NetName parameter is

missing.

説明: CICS_EpiDelTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN アンインス

トール要求が受信されました。 しかし、どの仮想端末を削除す

るかを定義する NETNAME パラメーターが欠落しています。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3037 が書き込

まれ、データ 2 には受信したデータが入れられます。仮想端末

を削除する試みは拒否されます。

ユーザーの処置: CTIN への入力を調べてください。 IBM の

支援が必要な場合があります。 手順については、「CICS TS

問題判別の手引き」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3226E date time applid Transaction CTIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

CICS cannot access the builder parameter

set.

説明: CICS_EpiDelTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 CICS は、作成したばかりの仮想端

末から詳細を取り出し、それらを CICS クライアントに戻そう

としています。 しかし、ビルダー・パラメーター・セット

(BPS) 形式で詳細を取り出す試みが失敗しました。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3031 が書き込

まれます。

仮想端末をインストールする要求は拒否されます。 応答コード

ERROR および理由コード INSTALLCANCELLED がクライア

ントに送信されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3227E date time applid Transaction CTIN - VTAM

netname netname. The client data is longer

than expected.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 しかし、予期されたより多くのデー

タが受信されました。 netname は、CICS クライアントの

VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP302D が書き込

まれ、データ 2 には受信した長さが入れられます。CTIN トラ

ンザクションは、異常終了コード AZAI で異常終了します。

ユーザーの処置: CICS クライアントから CICS に送信された

データを調べてください。 IBM のサポートが必要な場合があ

ります。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の

第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3228E date time applid Transaction CTIN - VTAM

netname netname. The client header data

contains an invalid group.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 しかし、ヘッダーに無効なグループ

が含まれています。 netname は、CICS クライアントの

VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3024 が書き込
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まれ、データ 2 には受信したデータが入れられます。CTIN ト

ランザクションは、異常終了コード AZAI で異常終了しま

す。

ユーザーの処置: CICS クライアントから CICS に送信された

データを調べてください。 IBM のサポートが必要な場合があ

ります。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の

第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3229E date time applid Transaction CTIN - VTAM

netname netname. CICS has received invalid

data from the client.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 CICS はこのデータを解析しようと

しましたが、パラメーターの数、パラメーターの長さ、および

受け取ったデータの長さの間に矛盾があることを検出しまし

た。 netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名で

す。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3033 が書き込

まれ、データ 2 には受信したデータが入れられます。CTIN ト

ランザクションは、異常終了コード AZAI で異常終了しま

す。

ユーザーの処置: CICS クライアントから CICS に送信された

データを調べてください。 IBM の支援が必要な場合がありま

す。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3230E date time applid Transaction CTIN - VTAM

netname netname. CICS has received a

client request on an unsupported sync

level.

説明: CTIN 要求は、同期レベル 0 でも 1 でもない会話で受

け取られました。netname は、CICS クライアントの VTAM
ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP302B が書き込

まれます。 CTIN トランザクションは、異常終了コード

AZAI で異常終了します。

ユーザーの処置: CICS クライアントが同期レベル 0 または

1 で会話するようにしてください。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3231E date time applid Transaction CTIN - VTAM

netname netname. The client header data

contains an invalid version number.

説明: CICS_EpiAddTerminal 関数または端末エミュレーター

操作の結果として、CICS クライアントから CTIN インストー

ル要求が受信されました。 しかし、ヘッダーに無効なバージョ

ン番号が存在します。 netname は、CICS クライアントの

VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3036 が書き込

まれ、データ 2 には受信したデータが入れられます。CTIN ト

ランザクションは、異常終了コード AZAI で異常終了しま

す。

ユーザーの処置: CICS クライアントで使用するバージョン

は、サーバーで使用されるバージョンと一致しなければならな

いため、どちらかが間違ったレベルである場合、変更しなけれ

ばなりません。 IBM の支援が必要な場合があります。 手順に

ついては、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照し

てください。

モジュール: DFHZCT1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3240E date time applid Transaction CCIN - VTAM

netname netname. CICS has received a

client request on an unsupported sync

level.

説明: CCIN 要求は、同期レベル 0 でも 1 でもない会話で受

け取られました。netname は、CICS クライアントの VTAM
ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3003 が書き込

まれます。 CCIN トランザクションは、異常終了コード

AZAF で異常終了します。

ユーザーの処置: CICS クライアントが同期レベル 0 または

1 で会話するようにしてください。

モジュール: DFHZCN1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3241E date time applid Transaction CCIN - VTAM

netname netname. The client data is longer

than expected.

説明: CCIN インストール要求が CICS クライアントから受

け取られました。 しかし、予期されたより多くのデータが受信

されました。 netname は、CICS クライアントの VTAM ネッ

ト名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3004 が書き込

まれ、データ 2 には受信した長さが入れられます。CCIN ト

ランザクションは、異常終了コード AZAF で異常終了しま

す。

ユーザーの処置: CICS クライアントから CICS に送信された

データを調べてください。 IBM の支援が必要な場合がありま

す。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZCN1
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XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3242E date time applid Transaction CCIN - VTAM

netname netname. The client header data

contains an invalid group.

説明: CICS クライアントから CCIN 要求が受信されまし

た。 しかし、ヘッダー内に無効なグループが含まれています。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3002 が書き込

まれ、データ 2 には受信したデータが入れられます。CCIN
トランザクションは、異常終了コード AZAF で異常終了しま

す。

ユーザーの処置: CICS クライアントから CICS に送信された

データを調べてください。

モジュール: DFHZCN1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3243E date time applid Transaction CCIN - VTAM

netname netname. The client header data

contains an invalid version number.

説明: CCIN インストール要求が CICS クライアントから受

け取られました。 しかし、ヘッダーに無効なバージョンの値が

含まれています。 netname は、CICS クライアントの VTAM
ネット名です。

CICS クライアントが CCIN ヘッダーの設定を誤ったか、

CICS Transaction Server でサポートされていない CICS クラ

イアント・ソフトウェアの新規バージョンが使用されているか

のいずれかです。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP300B が書き込

まれ、データ 2 には受信したデータが入れられます。CCIN
トランザクションは、異常終了コード AZAF で異常終了しま

す。

ユーザーの処置: CICS クライアントで使用するバージョン

は、サーバーで使用されるバージョンと一致しなければならな

いため、どちらかが間違ったレベルである場合、変更しなけれ

ばなりません。 IBM の支援が必要な場合があります。手順に

ついては、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照し

てください。

モジュール: DFHZCN1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3244E date time applid Transaction CCIN - VTAM

netname netname. The client header data

contains an invalid function.

説明: CICS クライアントから CCIN 要求が受信されまし

た。 しかし、ヘッダーに無効な関数が含まれています。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3002 が書き込

まれ、データ 2 には受信したデータが入れられます。 CCIN
トランザクションは、異常終了コード AZAF で異常終了しま

す。

ユーザーの処置: CICS クライアントが不明の関数呼び出しを

CCIN に送信した理由を調べてください。 IBM の支援が必要

な場合があります。 手順については、「CICS TS 問題判別の

手引き」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZCN1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3245E date time applid Transaction CCIN - VTAM

netname netname. The capabilities parameter

has not been specified.

説明: CCIN トランザクションが、CICS クライアントから実

行されました。 必要なパラメーターの 1 つに CAPABILITIES
パラメーターがあり、これは、CICS クライアントがサポート

できる機能を指定します。 このパラメーターが欠落していま

す。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: CICS クライアントをインストールする要求

は拒否されます。 応答コード DISASTER および理由コード

INVALIDREQUEST がクライアントに送信されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

モジュール: DFHZCN1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3246 date time applid Transaction CCIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

CICS cannot attach the CDTS transaction.

説明: CICS クライアントから CCIN 要求が受信されまし

た。 処理の一部として、仮想端末 termid を削除するために

CDTS トランザクションが呼び出されました。しかし、CICS
が CDTS トランザクションをタスク生成できません。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 仮想端末の削除の試みは失敗します。 これ

が CCIN インストール要求である場合は、インストールが続

行されます。

ユーザーの処置: CDTS トランザクションおよび DFHZATS
プログラムが、IBM 提供グループ DFHSPI で指定されたとお

りに正しく定義され、かつインストールされているかどうかを

確かめてください。

モジュール: DFHZCN2

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3247 date time applid Transaction CCIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

The CCIN transaction has timed out

waiting for CDTS to run.

説明: CICS クライアントから CCIN 要求が受信されまし

た。 処理の一部として、仮想端末 termid を削除するために

CDTS トランザクションが呼び出されます。しかし、CCIN ト
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ランザクションは、CDTS トランザクションを 1 分間待って

から、タイムアウトになりました。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: CDTS による仮想端末削除の試みが続行さ

れ、CDTS トランザクションが開始または「中断解除」された

とき、処理が行われます。

これが CCIN インストール要求である場合は、インストール

が続行されます。

ユーザーの処置: CDTS トランザクションを開始できない理

由、またはハング状態になっている理由を調べてください。

MXT システム初期設定パラメーターに指定された値、または

CITS TRANCLASS 割り振りを増やさなければならない場合が

あります。

モジュール: DFHZCN2

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3248E date time applid Transaction CCIN - virtual

terminal termid VTAM netname netname.

The surrogate TCTTE is in use and cannot

be deleted.

説明: CICS クライアントから CCIN 要求が受信されまし

た。 インストールされた仮想端末があってはなりませんが、1
つまたは複数の端末が見つかりました。 しかし、仮想端末に結

び付けられた代理 TCTTE はまだ使用中であり、削除できませ

ん。これが、クライアントの即時シャットダウンによって引き

起こされた場合は、CICS がクライアントの削除を試みる前

に、トランザクション異常終了が完了していない可能性があり

ます。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP301C が書き込

まれます。 仮想端末を削除する試みは拒否されます。

これが CCIN インストール要求である場合は、インストール

が続行されます。

ユーザーの処置: CCIN の実行時に仮想端末がインストールさ

れていた理由を判別してください。

トランザクションの終了を待つか、トランザクションを

PURGE してください。 トランザクションが完了すると、仮想

端末は次の CCIN インストール/アンインストールの際に削除

されます。

モジュール: DFHZCN2

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3249E date time applid Transaction CCIN - VTAM

netname netname. CICS has received invalid

data from the client.

説明: CCIN インストール要求が CICS クライアントから受

け取られました。 CICS はこのデータを解析しようとしました

が、パラメーターの数、パラメーターの長さ、および受け取っ

たデータの長さの間に矛盾があることを検出しました。

netname は、CICS クライアントの VTAM ネット名です。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP300E が書き込

まれ、データ 2 には受信したデータが入れられます。CCIN
トランザクションは、異常終了コード AZAF で異常終了しま

す。

ユーザーの処置: CICS クライアントから CICS に送信された

データを調べてください。 IBM の支援が必要な場合がありま

す。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZCN1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname

宛先: CSCC

DFHZC3400E date time applid termid tranid Chain exceeds
max chain size. sense ((instance) Module
name: {DFHZRAC | DFHZRVS |
DFHZRVX})

説明: チェーン・アセンブリー (BUILDCHAIN) が TCTTE
に指定されている場合に、アセンブルされるチェーンが最大チ
ェーン (IOAREALEN 値 2) のための IOAREALEN に収まり
ません。 最大チェーンのための IOAREALEN 内の残りのス
ペースが、最大 RECEIVESIZE よりも小さくなっています。

チェーン・アセンブリー (BUILDCHAIN) が TCTTE に指定さ
れたものの、最大チェーン値がゼロに等しい場合には、作成時
にチェーン値が正しく設定されていないか、または値が上書き
されたかのいずれかです。

センス・データの意味については、 438 ページの
『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。
システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス
クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: IOAREALEN (値 2) キーワードを指定した
RDO TYPETERM によって生成される最大チェーン・サイズ
が、予期される最大チェーンに対して十分な大きさになるよう
にしてください。
モジュール: DFHZRVS、DFHZRVX、DFHZRAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、
sense、instance、{1=DFHZRVS、2=DFHZRVS、3=DFHZRVS、
4=DFHZRVS、5=DFHZRVS、6=DFHZRVX、7=DFHZRAC、
8=DFHZRAC}
宛先: CSNE

DFHZC3401I date time applid termid tranid Resource now
available. sense ((instance) Module name:
{DFHZNAC})

説明: 論理装置 (LU) のリソースが、使用可能になりました。
このリソースは、前に一時的に使用不能になっていたか、介入
を要求していました。

センス・データの意味については、 438 ページの
『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。
システムの処置: 未解決の読み取りまたは書き込み操作が再試
行されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、
sense、instance、{1=DFHZNAC}
宛先: CSNE
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DFHZC3402E date time applid termid tranid Invalid READ
with outbound chain control. sense
((instance) Module name: {DFHZRVS})

説明: 前に出された DFHTC TYPE=WRITE 要求がチェーン
を完了していないにもかかわらず、DFHTC TYPE=READ 要求
が処理されています。

センス・データの意味については、 438 ページの
『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。
システムの処置: 未解決の受信要求はすべて除去されます。
タスクが生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、
トランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを訂正してく
ださい。
モジュール: DFHZRVS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、
sense、instance、{1=DFHZRVS}
宛先: CSNE

DFHZC3405E date time applid termid tranid Catastrophic
bracket error. sense ((instance) Module name:
{DFHZNAC})

説明: 論理装置は、ブラケット規則を実施する際に CICS の
障害を検出しました。

センス・データの意味については、 438 ページの
『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。
システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除
去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは
異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。セッ
ションは終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: 症状ストリングおよび VTAM トレースを使
用し、さらに必要ならダンプも使用して、問題の原因を判別し
てください。
モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、
sense、instance、{1=DFHZNAC}
宛先: CSNE

DFHZC3406E date time applid termid tranid Parameter error.
sense ((instance) Module name: {DFHZNAC})

説明: 論理装置 (LU) が受信した要求応答単位 (RU) に、無効
なパラメーターを持つ制御機能が含まれています。

センス・データの意味については、 438 ページの
『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。
システムの処置: すべての送信要求および受信要求が除去され
ます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは異常終
了し、トランザクション・ダンプが作成されます。TIOA の一
部は、CSNE ログに書き込まれます。
ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを訂正してく
ださい。
モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、
sense、instance、{1=DFHZNAC}
宛先: CSNE

DFHZC3407E date time applid termid tranid READ
command does not carry change direction
indicator. sense ((instance) Module name:
{DFHZNAC})

説明: 論理装置 (LU) タイプ 2 (3270 互換モード論理装置) へ
送られる入力要求 (例えば、READBUF コマンド) は、SNA
方向転換標識を持っていなければなりません。 LU は、そうし
た要求を受け取りましたが、その標識が設定されていません。

方向転換標識の設定は、端末管理によって完全に制御されてい
るため、このようなメッセージは、内部論理エラーが起こって
いる可能性があることを示しています。このエラーは、必ずし
も端末管理にあるのではなく、論理装置その他のネットワーク
構成エレメントにある場合もあります。

センス・データの意味については、 438 ページの
『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。
システムの処置: タスクおよびその論理装置の VTAM セッシ
ョンは、異常終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: エラーを起こした要求を識別し、その原因と
なったネットワーク構成エレメントを突き止めてください。
モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、
sense、instance、{1=DFHZNAC}
宛先: CSNE

DFHZC3408E date time applid termid tranid Presentation
space integrity lost. sense ((instance) Module
name: {DFHZNAC})

説明: 論理装置による画面表示用のデータの内容が変更されま
した。 これは、通常、オペレーターの処置によって起こりま
す。 例えば、TEST/NORMAL キーを使用したか、または
3270 SYS REQ キーが押された可能性があります。

例えば 3270 の再生成バッファーの障害のような、オペレータ
ーの処置以外の要素が原因となっていることもあります。

センス・データの意味については、 438 ページの
『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。
システムの処置: 未解決の要求はすべて取り消されます。 タ
スクが生成されている場合には、そのタスクは異常終了し、ト
ランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: リモート端末で障害の原因を判別してくださ
い。
モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、
sense、instance、{1=DFHZNAC}
宛先: CSNE

DFHZC3409E date time applid termid tranid Unexpected
negative response received. sense ((instance)
Module name: {DFHZRAC})

説明: CICS は、通常は否定応答が予測されないコマンドに対
して、否定応答を受け取りました。

センス・データの意味については、 438 ページの
『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。
システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除
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去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは
異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。その
ノードは使用できない状態にされ、TCTTE、RPL、および処置
フラグが CSNE にログ記録されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー
ジ DFHME0116 が作成されます。
ユーザーの処置: 並行して実行されているアプリケーション・
プログラムが TCTTE を変更しないことを確認してください。
そのセッションの SNA フローが有効であるかどうか、また論
理装置がプロトコルに違反していないかどうかを検査してくだ
さい。
モジュール: DFHZRAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、
sense、instance、{1=DFHZRAC}
宛先: CSNE

DFHZC3410E date time applid termid tranid Invalid input
when LU status expected. sense ((instance)
Module name: {DFHZRVX})

説明: 端末ノードでの (おそらく) 修正可能なエラー条件 (例
えば、介入要求) を示すシステム・センス・コードで、要求が
拒否された後に、(論理装置状況メッセージ以外の) 入力が受け
取られました。 エラー状態が訂正されたのか、または要求が永
続的に実行不能であるのかは、この後に出される LU 状況メッ
セージに示されます。

センス・データの意味については、 438 ページの
『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。
システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス
クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 次に伝送されるのがリソース使用可能 (0001)
または機能実行不可 (081C) のいずれかのシステム・センス・
コードを伴う LU メッセージであることを確認し、SNA プロ
トコルに合わせてください。
モジュール: DFHZRVX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、
sense、instance、{1=DFHZRVX、2=DFHZRVX、3=DFHZRVX}
宛先: CSNE

DFHZC3411E date time applid termid tranid Resource
temporarily unavailable. sense ((instance)
Module name: {DFHZNAC})

説明: 要求を完了させるために必要とされるリソースが、一時
的に使用不能になっています。

センス・データの意味については、 438 ページの
『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。
システムの処置: 装置が、「リソース一時使用不能」通知を受
け取った後に LUSTATUS メッセージを送ってくる装置でなけ
れば、その要求は再試行されます。

「リソース一時使用不能」通知を受け取った場合には、関連
VTAM メッセージが通常は出されます。
ユーザーの処置: 関連 VTAM メッセージを参照して、適用可
能な場合には、それに示された手引きに従ってください。
モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、
sense、instance、{1=DFHZNAC}
宛先: CSNE

DFHZC3412E date time applid termid tranid Intervention
required on secondary resource. sense
((instance) Module name: {DFHZNAC})

説明: 論理装置 (LU) の 2 次リソースに関してオペレーター
の処置が要求されています。 しかし、そのようなリソースはす
ぐには使用できません。 3270 互換 LU の場合、このメッセー
ジは、おそらく PRINT 要求に備えて使用できるようにしなけ
ればならない印刷装置が要介入状況にあることを意味していま
す。

センス・データの意味については、 438 ページの
『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。
システムの処置: システムは論理装置状況メッセージを待ち、
そのメッセージを受信すると、適切な処置をとります。
ユーザーの処置: その装置に関する問題を訂正してください。
モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、
sense、instance、{1=DFHZNAC}
宛先: CSNE

DFHZC3413E date time applid termid tranid Logical Unit
busy. sense ((instance) Module name:
{DFHZNAC})

説明: 論理装置は、リソースが使用中 (例えば、システム・サ
ービス制御点 (SSCP) と通信中) のため要求を処理できないの
で、その要求を拒否しました。

センス・データの意味については、 438 ページの
『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。
システムの処置: システムは、論理装置状況メッセージを待っ
てから、適切な処置をとります。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、
sense、instance、{1=DFHZNAC}
宛先: CSNE

DFHZC3414E date time applid termid tranid Request not
executable. Secondary resource unavailable.
sense ((instance) Module name: {DFHZNAC})

説明: 論理装置の 2 次リソースが永続的に使用不能になって
いるため、要求を完了させることができません。 3270 互換
LU の場合、このメッセージは、PRINT 要求に使用できる印刷
装置がないことを意味しています。

センス・データの意味については、 438 ページの
『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。
システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除
去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは
異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: そのリソースがリモート端末では使用できな
い理由を判別してください。
モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、
sense、instance、{1=DFHZNAC}
宛先: CSNE
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DFHZC3415E date time applid termid tranid No data
available. sense ((instance) Module name:
{DFHZNAC})

説明: 次のいずれかの理由で、送信すべきデータがないため
に、論理装置によって受信要求が拒否されました。
v その装置からは入力を行えない。(例えば印刷装置)
v 論理装置がその時点でデータを送信することができない。

例えば、要求された 3790 データ・セットをその時点で使用

することができません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 受信要求は停止されます。 タスクが生成さ

れている場合には、そのタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 要求が正しい装置に出されたかどうか、ま

た、その装置はデータを伝送することができるのかどうかを確

かめてください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3416E date time applid termid tranid Session failure.

A connection request for an invalid node

nodeid could not be terminated. sense

((instance) Module name: {DFHZSCX})

説明: 要求されたログオンは拒否すべきものであったため、否

定応答を送ろうとしましたが、VTAM に拒否されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 無効のノードとの通信を取り止めます。

ユーザーの処置: VTAM のストレージの問題またはエラー・

メッセージが示されていないかどうかを、CSNE、CSMT およ

び CSTL の各ログで調べてください。 ノードが無効であるか

どうかを判別してください。 ノードが有効であった場合には、

そのノードの CICS TCT を更新してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

nodeid、sense、instance、{1=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC3417E date time applid termid tranid Session

processing error. A request for

synchronization has been ignored. sense

((instance) Module name: {DFHZSDR})

説明: 同期点設定のための要求が無視されました。 COMMIT
または ABORT が出されていませんでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 問題の原因を判別するためには、詳しい診断

情報を CSNE、CSMT、および CSTL の各ログで調べてくださ

い。 トランザクション tranid も調べてください。

モジュール: DFHZSDR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSDR}

宛先: CSNE

DFHZC3418E date time applid termid tranid System

generation error. The netname logon request

was rejected. sense ((instance) Module name:

{DFHZLGX | DFHZSCX})

説明: ISC セッションのための TCTTE が互換性のない

SESSIONTYPE を指定して生成されていたために、ログオン要

求は拒否されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 要求は拒否されます。

ユーザーの処置: TCTTE 生成を変更して、接続の一端で 2 次

論理装置を、別の一端で 1 次論理装置を指定してください。

1 次論理装置には、SESSIONTYPE=SEND または

SESSIONTYPE=FASTSEND を指定し、2 次論理装置には

SESSIONTYPE=RECEIVE または SESSIONTYPE=FASTRECV
を指定する必要があります。

モジュール: DFHZSCX、DFHZLGX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

netname、sense、instance、{1=DFHZSCX、2=DFHZSCX、

3=DFHZLGX}

宛先: CSNE

DFHZC3419E date time applid termid tranid Session failure.

The bind parameter for node netname is

unacceptable. sense ((instance) Module name:

{DFHZSCX})

説明: 接続システムについて指定された特性は受け入れ不能で

あったために、接続要求が拒否されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 要求は拒否されます。バインド・パラメータ

ーは、CSNE ログに印刷されます。

ユーザーの処置: 接続元のシステムの特性が正しく指定されて

いるかどうかを判別してください。 正しくなければ要求システ

ムを訂正してください。

モジュール: DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

netname、sense、instance、{1=DFHZSCX、2=DFHZSCX、

3=DFHZSCX、4=DFHZSCX、5=DFHZSCX、6=DFHZSCX、

7=DFHZSCX、8=DFHZSCX、9=DFHZSCX、10=DFHZSCX、

11=DFHZSCX、12=DFHZSCX、13=DFHZSCX、

14=DFHZSCX、15=DFHZSCX、16=DFHZSCX、

17=DFHZSCX、18=DFHZSCX、19=DFHZSCX、

20=DFHZSCX、21=DFHZSCX、22=DFHZSCX、

23=DFHZSCX、24=DFHZSCX、25=DFHZSCX、

26=DFHZSCX、27=DFHZSCX、28=DFHZSCX、

29=DFHZSCX、30=DFHZSCX、31=DFHZSCX、
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32=DFHZSCX、33=DFHZSCX、34=DFHZSCX、

35=DFHZSCX、36=DFHZSCX、37=DFHZSCX、

38=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC3420E date time applid termid tranid Session

connection error. Node netname is out of

service. sense ((instance) Module name:

{DFHZOPN | DFHZSCX})

説明: TCTTE がサービス休止状態であるため、ログオン要求

は拒否されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 要求は拒否されます。

ユーザーの処置: マスター端末プログラムで再び接続要求を出

し、端末をサービス可能状態にしてください。

モジュール: DFHZSCX、DFHZOPN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

netname、sense、instance、{1=DFHZOPN、2=DFHZSCX、

3=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC3421E date time applid termid tranid Session

shutdown request received. Node netname is

receiving orderly shutdown. sense ((instance)

Module name: {DFHZASX})

説明: システムに対するシャットダウン要求を受け取りまし

た。 正常な終了プロシージャーが開始されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: セッションの正常終了が開始されます。 リ

モート・システムへのアクセスは、現行トランザクションが終

了した後に停止されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZASX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

netname、sense、instance、{1=DFHZASX}

宛先: CSNE

DFHZC3422E date time applid termid tranid Connection

failure. Request rejected before a session

could be started. sense ((instance) Module

name: {DFHZNSP})

説明: 2 つのシステムを接続しようとしているときにエラーが

起こりました。 セッションを確立する前に、要求が終了しまし

た。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 要求を打ち切ります。

ユーザーの処置: VTAM ログを調べて、問題の原因を判別し

てください。 ストレージ不足または別の一時的エラーが原因で

あった場合は、システムの負荷が小さくなったときに再び要求

を出してください。

モジュール: DFHZNSP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNSP、2=DFHZNSP}

宛先: CSNE

DFHZC3423I date time applid termid tranid FM function

not supported. A function requested in an

FMD RU is not supported by the receiver.

sense ((instance) Module Name: {DFHZNAC})

説明: CICS は、否定応答 (VTAM センス・コード 0826) を

受け取りました。 受信側は、送信側によって要求された機能を

サポートしません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の SEND および RECEIVE はすべて

除去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスク

は異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 受信側がサポートしない機能を求める要求が

出された理由を調べてください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3424E date time applid termid tranid Session failure.

Session terminated immediately. sense

((instance) Module name: {DFHZNSP})

説明: セッション停止が検出されたため、または VTAM
VARY INACT コマンドが出されたため、セッション中にノー

ドとの通信が中断しました。

このメッセージの後に同じセッションについて出されたエラ

ー・メッセージは、セッション障害が原因である場合があり、

その理由ではない可能性があります。 この場合には、これらの

メッセージは無視することができます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: そのセッションは取り消されます。 セッシ

ョンは、後で VTAM によりリカバリーできることがありま

す。 メッセージ DFHZC2409 および DFHZC2410 も参照し

てください。

ユーザーの処置: 障害の原因が、オペレーターの出した

VTAM VARY INACT にあるのかどうかを検査してくださ

い。そうでない場合には、センス・データおよび関連したメッ

セージを使用して、障害の理由を調査してください。

モジュール: DFHZNSP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNSP、2=DFHZNSP、3=DFHZNSP}

宛先: CSNE
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DFHZC3425E date time applid termid tranid Session

recovery. Resynchronization failed. Possibly

logging error or one side cold started. sense

((instance) Module name: {DFHZSCX})

説明: システム間のリンクの一方の側が順序番号をリカバリー

しなかったか、または必ずしもセッション・エラーだけが原因

ではないような順序番号の不一致があります。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 他方のシステムで緊急再始動が行われている

ときに、コールド・スタートが使用されていないことを確認し

てください。 また、システム・ログのバージョンが正しいかど

うかも調べてください。

モジュール: DFHZCSX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC3426E date time applid termid tranid Resource

unknown. sense ((instance) Module name:

{DFHZNAC})

説明: システム間接続のとき、一致する TCTTE が見つかりま

せんでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 要求を打ち切ります。

ユーザーの処置: 要求された TCTTE の名前が、要求システム

で正しく指定されていることを確かめてください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3427E date time applid termid tranid Invalid

parameter in bind area. sense ((instance)

Module name: {DFHZNAC})

説明: システム間接続を行っているときに、要求のバインド域

に含まれている 1 つまたは複数のパラメーターが無効であった

か、またはサポートされていませんでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 要求を打ち切ります。

ユーザーの処置: バインド域内のどのパラメーターが誤ってい

るのかを判別し、それを訂正してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3428E date time applid termid tranid Resynch error -

Other logical unit did not resynchronize.

sense ((instance) Module name: {DFHZRSY |

DFHZSCX})

説明: CICS は、システム開始時に、再同期処理が行われるこ

とを予期しましたが、論理装置 (LU) は再同期を行いませんで

した。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: この再同期の不一致が許容できるものである

かどうかを調べてください。

モジュール: DFHZRSY、DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRSY、2=DFHZRSY、3=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC3429E date time applid termid tranid Resynch error -

CICS did not resynchronize, other logical

unit was expecting resynch. sense ((instance)

Module name: {DFHZRSY | DFHZSYX})

説明: 他の LU では再同期処理を予期していましたが、CICS
はそれを実行しませんでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: この再同期の不一致が許容できるものである

かどうかを調べてください。

モジュール: DFHZRSY、DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRSY、2=DFHZRSY、3=DFHZRSY、

4=DFHZRSY、5=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC3430E date time applid termid tranid Resynch error -

Outbound flow sequence numbers do not

agree. sense ((instance) Module name:

{DFHZRSY})

説明: CICS アウトバウンド・フロー順序番号が、他の LU で

保守されているものと一致していません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: この再同期の不一致が許容できるものである

かどうかを調べてください。

モジュール: DFHZRSY

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRSY}

宛先: CSNE
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494 z/VSE V6R2 メッセージおよびコード 第 3 巻



DFHZC3431E date time applid termid tranid Resynch error -

inbound flow sequence numbers do not

agree. sense ((instance) Module name:

{DFHZRSY})

説明: 順序番号設定およびテスト (STSN) 要求または応答で

CICS が使用した CICS インバウンド・フローの論理順序番号

が、他の LU で保守されている同じフローの順序番号と一致し

ていません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: この再同期の不一致が許容できるものである

かどうかを調べてください。

モジュール: DFHZRSY

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRSY}

宛先: CSNE

DFHZC3432E date time applid termid tranid Resynch error -

unexpected code received in response to

STSN. sense ((instance) Module name:

{DFHZRSY})

説明: 「肯定のテスト」、「否定のテスト」、または「無効の

テスト」が、STSN に対する応答の中のコードのうちのいずれ

でもありませんでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: この再同期の不一致が許容できるものである

かどうかを調べてください。

モジュール: DFHZRSY

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRSY、2=DFHZRSY}

宛先: CSNE

DFHZC3433E date time applid termid tranid FMH7 was

received on ISC session. Sense code is :

xxxxxxxx {Error log data is : No error log

data received. | No error log data

available. } sense ((instance) Module name:

{DFHZERH | DFHZRAC | DFHZRVX})

説明: このトランザクションは、論理装置 (LU) タイプ LU6.1
または LU6.2 と通信しています。

論理装置は、エラー・ログ・データを伝える可能性がある

FMH7 を送りました。 エラー・ログ・データが含まれている

場合には、そのテキストがこのメッセージ内に挿入されます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: とられる処置は、センス・コードによって異

なります。

ユーザーの処置: 受信側のトランザクションがこの状況を取り

扱うように設計されている場合には、処置は必要ありません。

しかし、そのように設計されていない場合には、センス・コー

ドおよびエラー・ログ・データを使用して、接続された論理装

置が FMH7 を送った理由を判別してください。

接続された LU が別の CICS システムである場合には、エラ

ー・ログ・データは CICS メッセージになります。

接続された LU が CICS システムでない場合には、エラー・

ログ・データの詳細についてそのプロダクトの資料を参照して

ください。 一部のプロダクトでは、ユーザーがエラー・ログ・

データの内容を定義することができます。

モジュール: DFHZRVX、DFHZRAC、DFHZERH

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

xxxxxxxx、{1= Error log data is :、2=No error log data

received.、3=No error log data available. }、xxxxxxxx、sense、

instance、{1=DFHZRVX、2=DFHZRAC、3=DFHZRAC、

4=DFHZERH}

宛先: CSNE

DFHZC3434E date time applid termid tranid Unbind

received while session still active. sense

((instance) Module name: {DFHZSCX})

説明: システム間リンクの片側 (2 次) が、通常の終了プロト

コルに従わずにアンバインド・コマンドを受け取りました。 こ

れは、セッションの異常終了が行われたことを意味します。お

そらく、システム間リンクの他方の側が異常終了したことに起

因すると考えられます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: セッションは終了します。

ユーザーの処置: CICS トレースおよび CSNE ログにある診

断情報を使用して、終了の原因を判別してください。 セッショ

ンを確立し直してみてください。

モジュール: DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSCX、2=DFHZSCX、3=DFHZSCX、

4=DFHZSCX、5=DFHZSCX、6=DFHZSCX、7=DFHZSCX、

8=DFHZSCX、9=DFHZSCX、10=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC3435E date time applid termid tranid Path error

detected. Device cannot be contacted. sense

((instance) Module name: {DFHZNAC})

説明: VTAM は、ある装置へのアクセス・パスがないため、

その装置への伝送をもはや行えなえません。 これは通常、装置

または 3270 の電源が切れている場合に起きます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

VTAM CLSDST マクロが出されて、そのノードとの通信が終

了し、ノードは使用できない状態にされます。セッションは終

了します。

ユーザーの処置: 終了の原因を判別してください。 セッショ
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ンを確立し直してみてください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3436E date time applid termid tranid End user not

authorized. sense ((instance) Module name:

{DFHZNAC})

説明: 許可されていない要求がリモート・ノードに対して出さ

れたことを示すセンス・コードが受け取られました。 要求は拒

否されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: セッションは終了します。

ユーザーの処置: そのエンド・ユーザーがこの要求を出す許可

を受けていない理由を判別してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3437I date time applid termid tranid Node netname

action taken: action ((instance) Module name:

{DFHZNAC})

説明: DFHZNAC によってエラーが処理された後で、エラー

を訂正するための特定の処置がとられる場合があります。 この

メッセージは、決められた処置を示しています。 エラー発生時

のノードのタイプおよび状態によっては、取られる処置が処置

セットと異なることがあります。

システムの処置:

アクション

作用

ABRECV

受信を取り消します。

ABSEND

送信を取り消します。

ABTASK

タスクを異常終了させます。

CLSDST

セッションをクローズします。

GMM 日常業務開始メッセージを送信します。

OUTSRV

セッションを使用できない状態にします。

CREATE

必要に応じて、ATI がセッションを獲得できるよう

にします。

NOCREATE

ATI がセッションを獲得できないようにします。

NEG RESP

例外応答を送信します。

SIMLOGON

セッションに対する SIMLOGON 要求を生成しま

す。

CNTASK

タスクを取り消します。

SYSDUMP

システム・ダンプをとります。

PURGEBMS

BMS ページを除去します。

ユーザーの処置: ユーザーの処置は、システムでとられた処置

によって異なります。 これは、メッセージ・テキストで action

によって示されています。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

netname、action、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3438E date time applid termid tranid Device powered

off. sense ((instance) Module name:

{DFHZNAC})

説明: 関連する装置の電源が入っていなかったために、要求は

論理装置によって拒否されました。 このメッセージは、オペレ

ーターによる処置が原因で出される場合があります。例えば、

TEST/NORMAL キーが使用された場合です。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: システムは論理装置状況メッセージを待ち、

それを受信したとき、適切な処置をとります。

ユーザーの処置: その装置に関する問題を訂正してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3439E date time applid termid tranid Negative

response received to SDT. sense ((instance)

Module name: {DFHZNAC})

説明: START DATA TRAFFIC(SDT) コマンドに対する否定

応答が受け取られました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3440E date time applid termid tranid Unable to send

error message - session in free status. sense

((instance) Module name: {DFHZEMW})

説明: DFHZEMW は別のノードへメッセージを書き込もうと

しましたが、セッションが「ブラケット間」状況であったため

に、それを行うことができませんでした。

この状態では、メッセージを通常の方法で送ることはできませ
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ん。セッションは解放状況にありましたが、それはアプリケー

ション・プログラムが LAST オプションを指定した SEND コ

マンドを出していたためと思われます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 他のノードがその要求を EXCEPTION 応答

モードで送信した理由を調べてください。エラー・メッセージ

を送信したい場合は、応答モードを DEFINITE に変更してく

ださい。

モジュール: DFHZEMW

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZEMW、2=DFHZEMW}

宛先: CSNE

DFHZC3441I date time applid Orderly termination of

VTAM sessions requested. sense ((instance)

Module name: {DFHZSHU})

説明: VTAM セッションを正常にクローズし、続いて CICS
VTAM ACB をクローズするための要求が受け取られました。

この要求は、CICS マスター端末コマンドにより、または

VTAM ネットワークのクローズによって開始されている場合

があります。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: すべてのノードが静止し、各セッションは、

非活動状態になるとクローズされます。すべてのセッションが

クローズされたとき、ACB がクローズされます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZSHU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sense、instance、

{1=DFHZSHU}

宛先: CSNE

DFHZC3442I date time applid Immediate termination of

VTAM sessions requested. sense ((instance)

Module name: {DFHZSHU | DFHZTPX})

説明: すべての VTAM セッションを即時にクローズして、続

いて CICS VTAM ACB をクローズするよう求める要求が受け

取られました。 この要求は、CICS マスター端末コマンドによ

り、または VTAM ネットワークのクローズによって開始され

ている場合があります。

このメッセージは、VTAM オペレーターが V
NET,ID=...,INACT を出す際にも出されます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: VTAM セッションでのすべての要求は異常

終了し、セッションがクローズされます。 その後、VTAM
ACB がクローズされます。

VTAM オペレーターが V NET,ID=...,INACT を出した場合、

VTAM はすべてのセッションがクローズするのを待ってから

CICS に知らせます。 この場合、セッションの異常終了はあり

ません。 このメッセージは、DFHZTPX で 1 回、DFHZSHU
で 1 回出され、合計 2 回出される場合があります。 これらの

メッセージはそれぞれ異なるインスタンス番号を持ちます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZSHU、DFHZTPX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sense、instance、

{1=DFHZSHU、4=DFHZTPX、5=DFHZSHU}

宛先: CSNE

DFHZC3443I date time applid VTAM has been cancelled

or the ACB has been forceclosed. VTAM

sessions terminated.sense ((instance) Module

name: {DFHZSHU | DFHZSYX |

DFHZTPX})

説明: VTAM は、CICS/VTAM オペレーターによって取り消

されたか、または強制的にクローズされました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、その ACB をクローズします。

VTAM セッションで実行されているすべてのトランザクショ

ンが異常終了します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZSHU、DFHZTPX、DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sense、instance、

{1=DFHZSHU、3=DFHZSYX、4=DFHZTPX、5=DFHZSHU}

宛先: CSNE

DFHZC3444E date time applid termid tranid Unexpected

condition detected during RECEIVE

processing. sense ((instance) Module name:

{DFHZRVS})

説明: 端末 termid からデータを受け取っているときに、CICS
はデータ・ランナウェイ条件を検出しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS はセッションを終了して、端末を使用

できない状態にします。 タスクが生成されている場合には、そ

のタスクは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成され

ます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: このエラーの原因を判別するには、以下のと

おりに行ってください。

v 端末の誤動作がないか調べてください。例えば、装置が同じ

データを繰り返し送信している可能性があります。または、

v ネットワークに問題がないかどうかを調べてください。

モジュール: DFHZRVS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRVS}

宛先: CSNE
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DFHZC3445E date time applid termid tranid State error.

sense ((instance) Module name: {DFHZNAC})

説明: CICS は、状態エラー否定応答 (VTAM センス・コード

20yy) を受け取りました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置:

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

VTAM CLSDST マクロが出されて、そのノードとの通信が終

了し、ノードは使用できない状態にされます。

ユーザーの処置: エラーの理由を判別してから、セッションを

再始動してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3446E date time applid termid tranid Request error.

sense ((instance) Module name: {DFHZNAC})

説明: CICS は、要求エラー否定応答 (VTAM センス・コード

10yy) を受け取りましたが、そのマイナー・コード yy を認識

できません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

VTAM CLSDST マクロが出されて、そのノードとの通信が終

了し、ノードは使用できない状態にされます。

ユーザーの処置: エラーの理由を判別してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3447E date time applid termid tranid Request reject

error. sense ((instance) Module name:

{DFHZNAC})

説明: CICS は、要求拒否否定応答 (VTAM センス・コード

08yy) を受け取りましたが、そのマイナー・コード yy を認識

できません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

VTAM CLSDST マクロが出されて、そのノードとの通信が終

了し、ノードは使用できない状態にされます。

ユーザーの処置: エラーの理由を判別してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3448E date time applid termid tranid Security

identification error. sense ((instance) Module

name: {DFHZNAC})

説明: CICS は、リソースにアクセスするための要求に対する

否定応答を受け取りました。そのアクセスが許可されていなか

ったためです。 その要求が OPNDST (BIND) 要求であった場

合には、論理装置で予期されている許可手順を CICS は送信し

ていません。 CICS は、バインド時のセキュリティー機能をサ

ポートしません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 論理装置は、サービス休止状態に置かれ、セ

ッションはクローズされます。

ユーザーの処置: CICS は、バインド時のセキュリティー機能

をサポートしません。セッションの開始に許可が不要になるよ

うに、リモート論理装置の許可パラメーターを変更してくださ

い。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3449I date time applid termid tranid Leaving

unattended mode. sense ((instance) Module

name: {DFHZNAC})

説明: CICS は、端末が在席操作になったことを示す状況メッ

セージを論理装置から受け取りました。

在席操作は、デフォルトの操作モードであることに注意してく

ださい。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: TCTTE 内の操作モード・ビット

TCTEMOPU がリセットされます。

ユーザーの処置: 不在モードで操作できる論理装置の場合、ア

プリケーション・プログラマーは、端末オペレーターとの会話

順序を開始する前に、操作のモードをテストする必要がありま

す。 ビットがオンの場合は、オペレーターによる処置は不要で

す。

コマンド・レベルの場合には、EXEC CICS ASSIGN
UNATTEND (データ域) コマンドを使用して、TCTEMOPU
の値を入手してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE
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DFHZC3450I date time applid termid tranid Entering

unattended mode. sense ((instance) Module

name: {DFHZNAC})

説明: CICS は、端末はもはや在席操作ではないことを示す状

況メッセージを論理装置から受け取りました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: TCTTE 内の操作モード・ビット

TCTEMOPU が設定されます。

ユーザーの処置: 不在モードで操作できる論理装置の場合、ア

プリケーション・プログラマーは、端末オペレーターとの会話

順序を開始する前に、操作のモードをテストする必要がありま

す。 ビットがオンの場合は、オペレーターによる処置は不要で

す。

コマンド・レベルの場合には、EXEC CICS ASSIGN
UNATTEND (データ域) コマンドを使用して、TCTEMOPU
の値を入手してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3451I date time applid termid tranid Currently no

data to send. sense ((instance) Module name:

{DFHZNAC})

説明: 論理装置に対して READ コマンドを出した後、または

その論理装置と関連したトランザクションの完了後に、CICS
は、現在送信すべきデータがないことを示す論理装置からの状

況メッセージを受け取りました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: データ交換 (DFHDI) 受信要求が未解決であ

る場合には、その要求は DSSTAT 条件および X'15' の応答コ

ードで完了することになります。

端末に関しては、活動タスクがなく、未解決の作業がない場合

には、ソフト CLSDEST 処置フラグが設定されて、DFHZNEP
が呼び出されます。 DFHZNEP によってリセットされない限

り、そのセッションは終了することになります。

ユーザーの処置: 端末にこれ以上受信要求が出されていないこ

とを確かめてください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3452E date time applid termid tranid Signal received

- Code xxxx. sense ((instance) Module name:

{DFHZASX})

説明: CICS は、論理装置から SIGNAL コマンドを受け取り

ました。 SIGNAL コマンドとともに受け取られた SIGNAL
コードは、DFHZNEP ユーザー・プログラムが使用できるよう

にされます。

タスクが活動状態である場合には、アプリケーション・プログ

ラムへ戻るときに SIGNAL 条件が生じます。 このメッセージ

は、SIGNAL コードがノード異常条件プログラム

(DFHZNAC) に渡された場合にだけ出されます。 CICS がこ

の処理を行うのは、タイプ 4 論理装置の場合に限られます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: SIGNAL コードが 0001 0000 (方向転換要

求) の場合に、さらに出力要求が行われると IGREQCD 条件が

生じることになります。 SIGNAL コードはすべて SIGNAL
条件を生じさせます。

ユーザーの処置: CICS が SIGNAL 要求方向転換を強制する

論理装置の場合、コードが 0001 0000 であれば、受信要求を出

すか、トランザクション tranid を終了させてください。

そのコードが 0001 0000 でない場合には、トランザクション

tranid を終了させてください。詳しい手引きについては、

「VTAM プログラミング」を参照してください。

モジュール: DFHZASX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

xxxx、sense、instance、{1=DFHZASX、2=DFHZASX}

宛先: CSNE

DFHZC3453E date time applid termid tranid RH usage error.

sense ((instance) Module name: {DFHZNAC})

説明: CICS は、要求ヘッダー (RH) 用途エラー否定応答を受

け取りましたが、そのマイナー・コード yy を認識できませ

ん。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

VTAM CLSDST マクロが出されて、そのノードとの通信が終

了し、ノードは使用できない状態にされます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3454E date time applid termid tranid Session

initiation failure. Bind response from node

netname is unacceptable. sense ((instance)

Module name: {DFHZOPX})

説明: 交渉可能バインドに対するリモート 2 次側の応答に、

受け入れることのできないパラメーターが含まれています。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: セッションの初期設定は失敗します。 送受

信されたバインド・パラメーターは、CSNE ログに印刷されま

す。

ユーザーの処置: CSNE ログに印刷されたパラメーターを調べ

てください。 リモート・システムでその特性が正しく指定され
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ていることを確かめてください。 無効な形式があれば、LEN
PSQ LEN SSQ に変更してください。

モジュール: DFHZOPX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

netname、sense、instance、{1=DFHZOPX、2=DFHZOPX、

3=DFHZOPX、4=DFHZOPX、5=DFHZOPX、6=DFHZOPX、

7=DFHZOPX、8=DFHZOPX、9=DFHZOPX、10=DFHZOPX、

11=DFHZOPX、12=DFHZOPX、13=DFHZOPX、

14=DFHZOPX、15=DFHZOPX、16=DFHZOPX、

17=DFHZOPX、18=DFHZOPX、19=DFHZOPX、

20=DFHZOPX、21=DFHZOPX、22=DFHZOPX、

23=DFHZOPX、24=DFHZOPX、25=DFHZOPX、

26=DFHZOPX、27=DFHZOPX、28=DFHZOPX、

29=DFHZOPX、30=DFHZOPX、31=DFHZOPX、

32=DFHZOPX、33=DFHZOPX、34=DFHZOPX、

35=DFHZOPX、36=DFHZOPX、37=DFHZOPX、

38=DFHZOPX、39=DFHZOPX、40=DFHZOPX、

41=DFHZOPX、42=DFHZOPX、43=DFHZOPX、

44=DFHZOPX、45=DFHZOPX}

宛先: CSNE

DFHZC3455E date time applid termid tranid Session

initiation failure. Bind response from node

netname contains an invalid session

qualifier pair. sense ((instance) Module

name: {DFHZOPX})

説明: 交渉可能バインドに対するリモート 2 次側の応答で、

ユーザー・データ・フィールドに無効なセッション修飾子の対

が含まれていました。 それが無効な形式であったか、または 1
次 SQ が変更されていたかのいずれかです。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: セッションの初期設定は失敗します。 送受

信されたバインド・イメージが CSNE ログに印刷されます。

ユーザーの処置: リモート・システムのエラーを訂正してくだ

さい。 無効な形式があれば、LEN PSQ LEN SSQ に変更して

ください。

モジュール: DFHZOPX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

netname、sense、instance、{1=DFHZOPX、2=DFHZOPX、

3=DFHZOPX}

宛先: CSNE

DFHZC3456E date time applid termid tranid No outboard

formats loaded. sense ((instance) Module

name: {DFHZNAC})

説明: 外部形式が参照されましたが、この論理装置には外部形

式がロードされていません。

システムの処置: トランザクション tranid が異常終了し、ト

ランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 必要な外部形式をロードしてください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3457E date time applid termid tranid Requested

outboard format not loaded. sense ((instance)

Module name: {DFHZNAC})

説明: 外部形式が参照されましたが、要求された形式はこの論

理装置にロードされていません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: トランザクション tranid が異常終了し、ト

ランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 要求された外部形式をロードしてください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3458E date time applid termid tranid Requested

format group not loaded. sense ((instance)

Module name: {DFHZNAC})

説明: アウトバウンド形式グループが参照されましたが、その

形式グループはこの論理装置にロードされていません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: トランザクション tranid が異常終了し、ト

ランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 必要な形式グループをロードしてください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3459E date time applid termid tranid Unsupported

data stream. sense ((instance) Module name:

{DFHZNAC})

説明: 装置へ送られたデータ・ストリームに、その装置ではサ

ポートされない機能についての制御データが含まれています。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: トランザクション tranid が異常終了しま

す。

ユーザーの処置: トランザクション tranid が端末に対して実

行されないようにするか、または、そのデータ・ストリームを

サポートするような端末に変更してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE
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DFHZC3460E date time applid termid tranid Requested

character set not present. sense ((instance)

Module name: {DFHZNAC})

説明: 代替文字セット定義に指定されている参照論理文字セッ

ト ID (LCID) は、未知のものです。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: トランザクション tranid が異常終了し、ト

ランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: LCID によって参照される文字セットがロー

ドされていることを確かめてください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3461I date time applid termid tranid Node netname

session started. sense ((instance) Module

name: {DFHZEV1 | DFHZEV2 |

DFHZOPX})

説明: CICS は、ノード netname に対してバインドを正常に出

したか、もしくは受け取りました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZOPX、DFHZEV1、DFHZEV2

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

netname、sense、instance、{1=DFHZOPX、2=DFHZOPX、

3=DFHZEV1、4=DFHZEV2}

宛先: CSNE

DFHZC3462I date time applid termid tranid Node netname

session terminated. sense ((instance) Module

name: {DFHZCLS})

説明: ノード netname とのセッションがクローズされまし

た。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZCLS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

netname、sense、instance、{1=DFHZCLS、2=DFHZCLS}

宛先: CSNE

DFHZC3463I date time applid VTAM ACB opened. VTAM

Return Code = X'rc'. Time = time sense

((instance) Module name: {DFHZOPA})

説明: マスター端末オペレーターが、VTAM ACB をオープン

するために CEMT または CSMT コマンドを出しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 戻りコードがゼロの場合は、VTAM セッシ

ョンを使用可能にすることができます。

戻りコード X'rc' がゼロではない場合には、「z/VSE メッセー

ジおよびコード 第 2 巻」 のセクション『VTAM コード』を

参照して、VTAM ACB がオープンされなかった理由を判別し

てください。

モジュール: DFHZOPA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、X'rc'、time、

sense、instance、{1=DFHZOPA}

宛先: CSNE

DFHZC3464I date time applid termid tranid Node netname

released by MT Operator/LU Services

Manager. sense ((instance) Module name:

{DFHZSTU})

説明: マスター端末オペレーターは、論理装置 (LU) を解放す

るために CEMT コマンドを出しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: LU はクローズされます。 その論理装置と

関連したすべてのタスクは、異常終了するか (マスター端末オ

ペレーターがそれを要求した場合)、または正常に終了します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZSTU

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

netname、sense、instance、{1=DFHZSTU}

宛先: CSNE

DFHZC3465E date time applid termid tranid Unexpected

response received. sense ((instance) Module

name: {DFHZRAC | DFHZRLP |

DFHZRVX})

説明: CICS は、次のいずれかの状況で肯定応答を受け取りま

した。

v 応答は、例外応答とともに送られたデータに対するものであ

った。

v 応答は、例外応答とともに送られたコマンドに対するもので

あった。

v 応答は、応答がすでに送られた送信に対するものであった。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 未解決の送信要求および受信要求はすべて除

去されます。 タスクが生成されている場合には、そのタスクは

異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。その

ノードは使用できない状態にされ、TCTTE、RPL、および処置

フラグが CSNE にログ記録されます。

ユーザーの処置: 並行して実行されているアプリケーション・

プログラムが TCTTE を変更しないことを確認してください。

そのセッションの SNA フローが有効であるかどうか、また論
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理装置がプロトコルに違反していないかどうかを検査してくだ

さい。

モジュール: DFHZRVX、DFHZRAC、DFHZRLP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRLP、2=DFHZRVX、

3=DFHZRVX、4=DFHZRVX、5=DFHZRVX、6=DFHZRAC、

7=DFHZRAC、8=DFHZRAC、9=DFHZRAC、10=DFHZRAC、

11=DFHZRAC、12=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC3466E date time applid termid tranid Out of session

during session start up .sense ((instance)

Module name: {DFHZSEX | DFHZSKR})

説明: セッションのスタートアップが行われているときに、

CICS マスター端末コマンドが使用され、端末 termid が使用で

きない状態にされました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: そのセッションは終了し、端末 termid のた

めの TCTTE は使用できない状態のままにされます。

ユーザーの処置: セッションを使用できるように確立するため

には、マスター端末オペレーターが、コマンド CEMT SET
TER (XXXX) INS ACQ を出さなければなりません。 これに

より、端末が再び使用できる状態になり、使用できるようセッ

ションもスタートアップされます。

モジュール: DFHZSEX、DFHZSKR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSEX、2=DFHZSKR}

宛先: CSNE

DFHZC3467E date time applid termid tranid Permanent

insufficient resource. sense ((instance)

Module name: {DFHZNAC})

説明: PS のロードに必要な PS バッファー・リソースが使用

可能ではありません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: CSNE ログを調べてください。 センス受信

コード 084C を伴う 2 番目のメッセージが出されているはず

です。 詳細については、このメッセージを参照してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3468E date time applid termid tranid CLEAR

command received. sense ((instance) Module

name: {DFHZSCX})

説明: ノードが SNA の CLEAR コマンドを受け取りまし

た。 セッションのもう一方の側が、何らかの理由で現在の要求

を処理することができず、セッション上の未処理のメッセージ

を除去しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: そのセッションは直ちに取り消され、セッシ

ョンで実行されているトランザクションもすべて異常終了し、

トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: セッションのもう一方の側を調べ、CLEAR
コマンドが送られた理由を判別してください。 他のセッション

に接続されている VTAM 領域のバッファーが不足していると

いう理由も考えられます。

モジュール: DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC3469E date time applid termid tranid Session

re-establishment being awaited. sense

((instance) Module name: {DFHZSCX})

説明: 2 次 LU が、CLSDST(PASS) を介して新しいアプリケ

ーション・プログラムに渡されています。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC3470E date time applid termid tranid LU session

failure caused by: {restart/takeover. LU does

not support ACTLU(ERP). | route extension

to cluster failed. | LU abend, discontact,

DACTPU or ANS. }sense ((instance) Module

name: {DFHZSCX})

説明: LU セッションは、UNBIND コマンドが受け取られた

ために、失敗しました。

次の理由が考えられます。

v 再始動または引き継ぎ。 LU が ACTLU(ERP) をサポート

していません。

v クラスターへの経路拡張の失敗。

v LU 異常終了、切断、DACTPU、または ANS に起因する

セッションの失敗。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 使用可能ならば、症状ストリング、VTAM
トレース、およびダンプを使用して UNBIND のソースを判別

してから、セッションの再確立を試みてください。
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モジュール: DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

{1=restart/takeover. LU does not support ACTLU(ERP).,2=route

extension to cluster failed., 3=LU abend, discontact, DACTPU or

ANS. }、sense、instance、{1=DFHZSCX、2=DFHZSCX、

3=DFHZSCX、4=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC3471E date time applid termid tranid Virtual route

inoperative. sense ((instance) Module name:

{DFHZSCX})

説明: セッションは、それが使用していた仮想経路に障害があ

ったため、切断されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

APPC セッションの場合、CICS は、障害のあったセッション

の再確立を試みます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC3472E date time applid termid tranid Device end

received. sense ((instance) Module name:

{DFHZSYX})

説明: 非 SNA VTAM サポートの 3270 から装置終了を受信

しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 端末がアクティブ・タスクに関連していない

場合、「グッド・モーニング」メッセージが表示されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC3474E date time applid termid tranid Virtual route

deactivated. sense ((instance) Module name:

{DFHZSCX})

説明: 使用中の仮想経路の強制非活動化が発生したため、セッ

ションを非活動化しなければなりませんでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

その後、CICS は、そのセッションの再確立を試みます。

ユーザーの処置: セッションが失敗した理由を判別し、セッシ

ョンの再確立を試みてください。

モジュール: DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC3475E date time applid termid tranid Unrecoverable

LU failure. sense ((instance) Module name:

{DFHZSCX})

説明: LU が異常終了したため、セッションを非活動化しなけ

ればなりませんでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

セッションの再開は試みられません。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC3476E date time applid termid tranid Recoverable LU

failure. sense ((instance) Module name:

{DFHZSCX})

説明: LU が異常終了したため、セッションを非活動化しなけ

ればなりませんでした。セッションのリカバリーが可能な場合

もあります。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

CICS は、そのセッションの再開を試みます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC3477E date time applid termid tranid Cleanup

received. sense ((instance) Module name:

{DFHZSCX})

説明: 送信側の LU が、CICS から応答を受け取る前にハー

フ・セッションをリセットしました。セッションのリカバリー

が可能な場合もあります。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクが生成されている場合には、そのタス

クは異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

CICS は、そのセッションの再開を試みます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZSCX
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XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC3479E date time applid termid tranid Unbind

received after session failure detected. sense

((instance) Module name: {DFHZSCX})

説明: CICS とセッション中の論理装置がセッション障害を検

出し、CICS とのセッションをアンバインドしました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: セッションは終了します。そして、そのセッ

ションを使用していたトランザクションは異常終了するか、ト

ランザクションに戻りコードで通知されます。

ユーザーの処置: トレースを使用して、セッション障害の理由

を判別してください。 CSNE ログを調べて、DFHZC3479 に

関連した別のエラー・メッセージを見つけてください。 このメ

ッセージは、DFHZC3479 の直後に置かれているはずです。

関連するメッセージに示されているセンス・コードを参照して

ください。

モジュール: DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSCX、2=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC3480E date time applid termid tranid Session could

not be started due to insufficient CICS

nucleus function - ISC not loaded. sense

((instance) Module name: {DFHZLGX |

DFHZSCX | DFHZSIM})

説明: APPC のシステムまたは端末に対してセッション開始が

試みられました。 CICS ISC 中核モジュールが必要とされたた

めに、セッションを確立することができません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: セッション開始要求は拒否されます。

ユーザーの処置: APPC の接続関係を使用する必要がある場合

には、CICS 初期設定に ISC=NO が使用されないようにして

ください。

モジュール: DFHZSCX、DFHZLGX、DFHZSIM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSIM、2=DFHZSCX、3=DFHZLGX}

宛先: CSNE

DFHZC3481E date time applid termid tranid 3270 Data

Stream protocol error. sense ((instance)

Module name: {DFHZRAC | DFHZRVX})

説明: CICS は、3270 端末として TCT 内で定義されている装

置からの長さゼロのデータを受け取りました。 これは、3270
装置についてのプロトコル違反です。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、そのセッションと、その端末に生

成されたすべてのトランザクションを取り消します。

ユーザーの処置: 3270 端末として定義されている装置から長

さゼロのデータを受信した理由を調べて、エラーを訂正してく

ださい。

理由としては、端末のための TCT 定義が正しくないこと、ま

たは 3270 プロトコルをシミュレートしている端末のプログラ

ミングが正しくないことなどが考えられます。

モジュール: DFHZRAC、DFHZRVX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRVX、2=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC3482E date time applid tranid Logon from node

nodeid rejected. Insufficient storage for

autoinstall request. sense ((instance) Module

name: {DFHZLGX | DFHZSCX})

説明: CICS には認識されていないノード nodeid でログオン

が試みられました。 CICS は、自動インストール処理を完了さ

せるための十分なストレージを入手することができませんでし

た。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、そのログオン要求を拒否します。

ユーザーの処置: ログオンを再試行してください。

モジュール: DFHZLGX、DFHZSCX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、nodeid、

sense、instance、{1=DFHZLGX、2=DFHZLGX、3=DFHZSCX、

4=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC3484I date time applid netname is now connected to

applid. sense ((instance) Module name:

{DFHZNSP})

説明: ISSUE PASS コマンドが正常に実行されたので、

VTAM アプリケーション ID (ネット名) applid を持つ VTAM
アプリケーションにネットワーク名 netname の VTAM 論理

装置が渡されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZNSP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、

applid、sense、instance、{1=DFHZNSP}

宛先: CSNE

DFHZC3485E date time applid netname A CLSDST Pass

Procedure error occurred at applid. Status

byte xx Reason byte yy.sense ((instance)

Module name: {DFHZNSP})

説明: ISSUE PASS コマンドの実行時に、CICS は、ネットワ
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ーク名 netname の VTAM 論理装置の制御を、VTAM アプリ

ケーション ID applid のシステムに渡そうとしました。

VTAM は、CICS に applid のエラーを伝えてきました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、VTAM により通知要求単位で渡

された状況バイト xx と理由バイト yy を保管します。 CICS
処理は続行されます。

ユーザーの処置: このメッセージに指定された状況バイト xx

と理由バイト yy を調べれば、エラーの理由を判別することが

できます。 これらのバイトについては、「VTAM プログラミ

ング」の『NSEXIT ルーチン』で説明されています。

モジュール: DFHZNSP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、

applid、xx、yy、sense、instance、{1=DFHZNSP}

宛先: CSNE

DFHZC3486E date time applid netname The named LU

cannot be connected for sessions at applid.

sense ((instance) Module name: {DFHZSYX})

説明: ISSUE PASS コマンドの実行時に、CICS は、ネットワ

ーク名 netname の VTAM 論理装置の制御を、VTAM アプリ

ケーション ID applid のシステムに渡そうとしました。

VTAM は、applid が現在使用できないことを CICS に伝えて

きました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、

applid、sense、instance、{1=DFHZSYX、2=DFHZSYX}

宛先: CSNE

DFHZC3487E date time applid netname Unable to PASS to

node nodeid. CLSDST PASS is not

authorized. sense ((instance) Module name:

{DFHZLEX})

説明: ISSUE PASS コマンドの実行時に、CICS が、ネットワ

ーク名 netname の VTAM 論理装置へ制御を渡すことを試み

ました。 VTAM は、この機能の使用は CICS で許可されてい

ないことを CICS に伝えてきました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS を続行します。

CICS は、渡されていた applid を表示できる場合と表示できな

い場合があります。 CICS がこの applid を表示できる場合に

は、このメッセージのテキスト内に表示されます。

ユーザーの処置: ISSUE PASS コマンドを使用するには、

CICS APPL の VTAM 定義に AUTH=PASS をコーディング

してから、APPL を活動化し直す必要があります。

モジュール: DFHZLEX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、

nodeid、sense、instance、{1=DFHZLEX、2=DFHZLEX}

宛先: CSNE

DFHZC3488E date time applid netname ISC session

connection failure. sense ((instance) Module

name: {DFHZSIX})

説明: netname が未知であったために、ISC システムに対する

simlogon 要求が拒否されました。 CICS は、netname がユー

ザー変数として定義されていたかどうかを調べるために、

INQUIRE OPTCD=USERVAR コマンドを出しました。しか

し、USERVAR テーブル内にはそのようなユーザー変数が存在

していないために、この INQUIRE コマンドは拒否されまし

た。 おそらく、USERVAR が不明または無効であるか、ある

いはユーザー変数を定義する MODIFY USERVAR コマンドが

出されていなかったのが原因です。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: セッションをリセットするために CLSDST
が出されます。

ユーザーの処置: netname が正しく CICS に定義されている

かどうかを判別してください。 netname をユーザー変数とし

て使用する場合は、ユーザー変数を設定するときに MODIFY
USERVAR コマンドが出されなかった理由を判別してくださ

い。

モジュール: DFHZSIX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、sense、

instance、{1=DFHZSIX}

宛先: CSNE

DFHZC3489E date time applid netname The LU is inhibited

for sessions. sense ((instance) Module name:

{DFHZSYX})

説明: CICS が論理装置 (LU) に対してセッションを獲得しよ

うと試みましたが、その LU ではセッションが禁止されている

ため、VTAM がその要求を拒否しました。

パートナー LU が VTAM マクロ SETLOGON
OPTCD=QUIESCE を出したために、そのパートナー LU が使

用禁止にされた可能性があります。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: この要求は拒否され、これ以上要求が出され

ないようにするためにこのセッションは NOINTLOG 状態に

設定されます。

ユーザーの処置: パートナー LU がそれ自体を使用可能にし

た後で、CICS に対してセッション要求を開始することができ

ます。 あるいは、CICS マスター端末オペレーターは、

NOINTLOG 状態をリセットして、CICS がセッション要求を

開始できるようにすることもできます。

モジュール: DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、sense、

instance、{1=DFHZSYX}

宛先: CSNE
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DFHZC3490E date time applid netname Unable to pass to

node nodeid. sense ((instance) Module name:

{DFHZCLX | DFHZLEX | DFHZSYX})

説明: ISSUE PASS コマンドの実行時に、CICS が、指名され

た VTAM 論理装置の制御を、ノード nodeid として識別され

たシステムに渡すことを試みました。 VTAM は、この要求が

失敗したことを CICS に通知しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: VTAM CLSDST マクロが出され、ノードと

の通信が停止します。

ユーザーの処置: ノード nodeid が定義され、VTAM に対して

活動状態になるようにしてください。

モジュール: DFHZSYX、DFHZLEX、DFHZCLX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、

nodeid、sense、instance、{1=DFHZLEX、2=DFHZSYX、

3=DFHZCLX}

宛先: CSNE

DFHZC3492E date time applid tranid Logon for node nodeid

contained invalid NIBUSER token. sense

((instance) Module name: {DFHZLGX})

説明: 有効な TCTTE アドレスでなくなっているトークンで、

DFHZLGX が SIMLOGON に対して駆動されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: SIMLOGON 時に予期しない条件が発生しま

した。 CICS は正常に処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZLGX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tranid、nodeid、

sense、instance、{1=DFHZLGX}

宛先: CSNE

DFHZC3493E date time applid termid tranid Invalid device

type for a print request. sense ((instance)

Module name: {DFHZARQ})

説明: 3270 情報表示システム上で印刷機能が要求されまし

た。 しかし、その印刷機能は適格な印刷装置を見つけることが

できませんでした。理由は、その機能がその装置タイプをサポ

ートしていないためです。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: ネットワーク・エラー・プログラム (NEP)
で他の処置が指定されていない場合には、 この印刷要求は停止

されます。 CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: 情報表示システム用に指定された印刷装置が

有効であるかどうかを検査してください。 有効な装置は

3270P、LUTYPE3、SCSPRINT、および 3790 です。

モジュール: DFHZARQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZARQ}

宛先: CSNE

DFHZC3494E date time applid termid tranid Request error

sense ((instance) Module name :

{DFHZNAC})

説明: 2 次論理装置 (LU) が受け取った要求単位 (RU) に、端

末 termid が処理できない要求が入っています。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: すべての送信要求と受信要求が除去され、ト

ランザクション tranid は異常終了し、ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 端末 termid の TYPETERM 指定が有効であ

るかどうかを検査してください。 このエラーは、例えば、

QUERY=COLD|ALL が指定されて定義された照会不能 3270
に QUERY が送られた場合に起こる可能性があります。

モジュール: DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3495E date time applid Logon occurred for terminal

with netname netname before Notify

received sense ((instance) Module name :

{DFHZLGX})

説明: CLSDST=NOTIFY を指定した未解決の CLSDST PASS
について NOTIFY 要求を受け取る前に、ネット名 netname の

端末がログオンしました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS 処理は続行されます。識別された端末

に対する後続の NOTIFY 要求はすべて無視されます。

ユーザーの処置: CLSDST PASS メッセージに関するすべての

ユーザー処理でこのメッセージを処理することをお勧めしま

す。

モジュール: DFHZLGX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、sense、

instance、{1=DFHZLGX}

宛先: CSNE

DFHZC3496E date time applid System dump has been

taken for terminal termid ((instance) Module

name: {DFHZNAC})

説明: 端末管理によって、端末 termid がエラーになっている

ことが見つけられました。

エラーの発生時に端末 termid にタスクが生成されていなかっ

たために、DFHZNAC は、トランザクションの異常終了を行

ってトランザクション・ダンプを作成することができませんで

した。

DFHZNAC-DFHZNEP 連絡域内の TWAODNTA フラグが

ON に設定されており、DFHZNAC が代わりに端末 termid の

システム・ダンプを作成します。

システムの処置: トレース・ポイント FC73 でトレース・テ
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ーブル内に例外トレース項目が作成されます。

ダンプ・テーブル内で特にダンプを抑止しない限り、システ

ム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: ダンプがとられる要因となった問題の性質を

判別するには、CSNE ログを参照してください。 その中に

は、詳しい情報を提供する関連 CICS メッセージが存在するは

ずです。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、

instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3497E date time applid Link to module DFHZNEP

from DFHZNAC failed because {module

DFHZNEP is not AMODE 31. | module

DFHZNEP could not be loaded. | module

DFHZNEP could not be autoinstalled. | of

an unexpected error.} ((instance) Module

name: {DFHZNAC})

説明: VTAM 端末のエラーを処理しているときに、CICS が

ユーザー置き換え可能モジュール DFHZNEP への連係を試み

ました。 連係は失敗しました。

デフォルト処置またはとるべき処置については、メッセージ

DFHZC3437 を参照してください。

システムの処置: デフォルト処置または DFHZNAC によって

設定された処置がとられます。

ユーザーの処置: 障害の理由は、このメッセージに示されてい

ます。 以下の解決策が考えられます。

v DFHZNEP が AMODE 31 で連係されているようにする。

v DFHZNEP が正しい名前を持っており、それが、CICS スタ

ートアップ・ジョブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーン

のサブライブラリーの 1 つに含まれているようにする。

v PPT 内に DFHZNEP の有効な項目があり、DFHZNEP を

正常に自動インストールできるようにする。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=module

DFHZNEP is not AMODE 31.、2=module DFHZNEP could

not be loaded.、3=module DFHZNEP could not be

autoinstalled.、4=of an unexpected error.}、instance、

{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3498E date time applid Abend abcode has occurred

in module DFHZNEP. ((instance) Module

name: {DFHZNAC})

説明: VTAM 端末のエラーを処理しているときに、ユーザー

置き換え可能モジュール DFHZNEP が連係され、そのプログ

ラムが異常終了コード abcode で異常終了しました。とるべき

デフォルト処置については、メッセージ DFHZC3437 を参照

してください。

システムの処置: 制御が呼び出しモジュール DFHZNAC に戻

されます。 DFHZNEP が呼び出される前に、DFHZNAC が

デフォルト処置の設定を復元します。 それから処置がとられま

す。

ユーザーの処置: オリジナル・エラーについての詳細は、

557 ページの『第 2 章 トランザクション異常終了コード

(CICS Transaction Server for z/VSE)』で異常終了コード

abcode を参照してください。異常終了コードに示されている

「ユーザーの処置」に従って、問題を解決してください。

モジュール: DFHZNAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、abcode、

instance、{1=DFHZNAC}

宛先: CSNE

DFHZC3499E date time applid Getmain failure in module

DFHmodname with return code X'return_code'

while attempting to process message

DFHZCmessage_number. sense ((instance)

Module name: {DFHZATA | DFHZLEX |

DFHZLGX | DFHZRAC | DFHZSCX |

DFHZSHU | DFHZSYX | DFHZTPX})

説明: モジュール modname によって、エラーが検出されまし

た。 このモジュールによる OS/390 GETMAIN 要求は失敗し

て、戻りコード X'return_code' が出されました。その結果、元

のエラーに関連する診断情報が保管されておらず、DFHZNAC
によって処理することができません。

このエラーの診断に使用できる唯一の情報は、message_number

です。これは、OS/390 GETMAIN 要求が失敗しなかった場合

に出されるはずのメッセージの番号です。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、メッセージ

message_number を参照してください。

OS/390 GETMAIN 戻りコードの意味については、「z/VSE メ

ッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション『VSE/拡張機

能コードおよび SVC エラー』にある『OS/390 API 戻りコー

ド』を参照してください。

モジュール: DFHZATA、 DFHZLGX、 DFHZRAC、

DFHZSCX、 DFHZSHU、 DFHZTPX、 DFHZLEX、

DFHZSYX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、modname、

X'return_code'、message_number、sense、

instance、{1=DFHZLEX、2=DFHZSHU、3=DFHZSCX、

4=DFHZSCX、5=DFHZSYX、6=DFHZSYX、7=DFHZTPX、

8=DFHZRAC、9=DFHZRAC、10=DFHZATA、

11=DFHZLGX、12=DFHZLGX}

宛先: CSNE

DFHZC4900I date time applid termid tranid CNOS {sent to

| received from} Node netname System sysid

Modename modename, Max = n1, Win=n2,

{race detected | successful | values

amended | modename not recognized |

modename closed | CNOS failed}.

((instance) Module name: {DFHZGCN})

説明: セッション番号変更コマンドが送信または受信されまし

DFHZC3497E • DFHZC4900I

第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server for z/VSE) 507



た。 挿入部は、次のものを示しています。

v sysid はシステム識別名です。

v modename はモードネームです。

v n1 は最大セッション・カウントです。

v n2 は最大ソース・コンテンション勝者セッション数です。

「values amended」(値を修正しました) というオプションが

表示された場合には、n1 (最大セッション・カウント) の値と

n2 (最大ソース・コンテンション勝者セッション) の値がター

ゲット・システムによって再折衝されました。

「race detected」(競争が見つかりました) というオプションが

表示される場合、CNOS コマンドを実装することはできません

でした。モードネーム modename がすでに他のシステムからの

CNOS コマンドのためにロックされていたからです。

「CNOS failed」(CNOS は失敗しました) というオプションが

表示された場合は、CNOS コマンドは実装することはできませ

んでした。直前の CNOS 競争条件に続けて、CNOS 競争の勝

者として、この CICS によって 2 番目の CNOS コマンド

が、送られたときに、モードネーム・ロックが依然としてリモ

ート・システム上で保留されていたためです。

ALL のモードネームが生成されると、これは CICS によって

内部的に送られ、この接続に関するモードグループはすべて、

CNOS コマンドによって影響を受けます。

システムの処置: 折衝された値が適用されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZGCN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

{1=sent to、2=received from}、netname、sysid、modename、n1、

n2、{1=race detected、2=successful、3=values amended、

4=modename not recognized、5=modename closed、6=CNOS

failed}、instance、{1=DFHZGCN}

宛先: CSNE

DFHZC4901I date time applid termid tranid Node netname

System sysid Modename modename,

Negotiated values: Max=n1, Win=n2.

((instance) Module name: {DFHZGCN})

説明:

v modename はモードネームです。

v n1 は最大セッション・カウントです。

v n2 は最大ソース・コンテンション勝者セッション数です。

このメッセージは、最大セッション・カウント (n1) と最大ソ

ース・コンテンション勝者セッション数 (n2) が再折衝された

とき、メッセージ DFHZC4900 に続いて出されます。

ALL のモードネームが生成されると、これは CICS によって

内部的に送られ、この接続に関するモードグループはすべて、

CNOS コマンドによって影響を受けます。

システムの処置: 折衝された値が適用されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZGCN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

netname、sysid、modename、n1、n2、instance、{1=DFHZGCN}

宛先: CSNE

DFHZC4902E date time applid termid tranid Attach FMH or

subfield length error. sense ((instance)

Module name: {DFHZATT})

説明: タスクを生成するための要求が APPC リンクを経て受

け取られました。 しかし、機能管理ヘッダー (FMH) の長さま

たはサブフィールドのうちの 1 つの長さにエラーがあります。

そのため、CICS は、生成すべきタスクを判別することができ

ません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクはダンプを出して異常終了します。

ユーザーの処置: リモート APPC システムは、無効な付加ヘ

ッダー (FMH タイプ 5) を送信しています。ダンプを使用して

エラーを判別し、リモート・システムでの原因を調べてくださ

い。

モジュール: DFHZATT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZATT、2=DFHZATT、3=DFHZATT、

4=DFHZATT、5=DFHZATT、6=DFHZATT、7=DFHZATT}

宛先: CSNE

DFHZC4903E date time applid termid tranid Attach FMH

not found. sense ((instance) Module name:

{DFHZATT})

説明: タスクを生成するための要求が APPC リンクを経て受

け取られました。 入力データ・ストリームの始めに APPC タ

スク生成ヘッダーが見つかりませんでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクはダンプを出して異常終了します。

ユーザーの処置: リモート APPC システムは、有効な付加ヘ

ッダー (FMH タイプ 5) の送信に失敗しました。 ダンプを使

用してエラーを判別し、リモート・システムでの原因を調べて

ください。

モジュール: DFHZATT

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZATT、2=DFHZATT}

宛先: CSNE

DFHZC4904E date time applid termid tranid Bracket FSM

error. sense ((instance) Module name:

{DFHZRAC | DFHZRLP | DFHZSDL |

DFHZSLX})

説明: ブラケット有限状態マシン (FSM) が、APPC ブラケッ

ト・プロトコルの使用におけるエラーを報告しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクはダンプを出して異常終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。
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ユーザーの処置: このメッセージが持続セッションの再始動後

に発生する場合には、詳しい手引きについては、関連するメッ

セージを参照してください。 この問題は一時的なものである可

能性があります。

このメッセージが通常のシステム実行時に出された場合には、

IBM のサポートが必要になります。 手順については、「CICS

TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZRAC、 DFHZRLP、 DFHZSDL、

DFHZSLX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRLP、2=DFHZRLP、3=DFHZRLP、

4=DFHZRLP、5=DFHZSDL、6=DFHZSDL、7=DFHZSLX、

8=DFHZSLX、9=DFHZSLX、10=DFHZSLX、11=DFHZSLX、

12=DFHZSLX、13=DFHZRAC、14=DFHZRAC、

15=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC4905E date time applid termid tranid Chain FSM

error. sense ((instance) Module name:

{DFHZDET | DFHZERH | DFHZRAC |

DFHZRLP | DFHZSDL | DFHZSLX})

説明: チェーン有限状態マシン (FSM) が、APPC チェーニン

グ・プロトコルの使用におけるエラーを報告しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクはダンプを出して異常終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: このメッセージが持続セッションの再始動後

に発生する場合には、詳しい手引きについては、関連するメッ

セージを参照してください。 この問題は一時的なものである可

能性があります。

このメッセージが通常のシステム実行時に発生する場合には、

障害時にセッションで実行されていたトランザクションを調べ

てください。APPC DTP アプリケーションの中で、EXEC
CICS SEND コマンドを用いて LAST オプションと WAIT オ

プションの両方を使用したことがエラーの原因と考えられるた

めです。 この 2 つのパラメーターを組み合わせて使用するこ

とはお勧めできません。 上記が問題の原因でない場合には、

IBM からのサポートが必要になります。 手順については、

「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照してくださ

い。

モジュール: DFHZRAC、 DFHZRLP、 DFHZSDL、

DFHZSLX、 DFHZERH、 DFHZDET

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRLP、2=DFHZRLP、3=DFHZRLP、

4=DFHZRLP、5=DFHZRLP、6=DFHZRLP、7=DFHZRLP、

8=DFHZDET、9=DFHZERH、10=DFHZSDL、11=DFHZSDL、

12=DFHZSLX、13=DFHZSLX、14=DFHZSLX、

15=DFHZSLX、16=DFHZSLX、17=DFHZSLX、

18=DFHZSLX、19=DFHZSLX、20=DFHZSLX、

21=DFHZSLX、22=DFHZRAC、23=DFHZRAC、

24=DFHZRAC、25=DFHZRAC、26=DFHZRAC、

27=DFHZRAC、28=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC4906E date time applid termid tranid Contention

FSM error. sense ((instance) Module name:

{DFHZDET | DFHZRAC | DFHZRLP})

説明: コンテンション有限状態マシン (FSM) が、APPC コン

テンション・プロトコルの使用についてエラーを報告してきま

した。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクはダンプを出して異常終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: このメッセージが持続セッションの再始動後

に発生する場合には、詳しい手引きについては、関連するメッ

セージを参照してください。 この問題は一時的なものである可

能性があります。

このメッセージが通常のシステム実行時に出された場合には、

IBM のサポートが必要になります。 手順については、「CICS

TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZRAC、DFHZRLP、DFHZDET DFHZCC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZDET、2=DFHZRAC、

3=DFHZRAC、4=DFHZRAC、5=DFHZRAC、6=DFHZRAC、

7=DFHZRAC、8=DFHZRAC、9=DFHZRAC、10=DFHZRAC、

11=DFHZRLP、12=DFHZRAC、13=DFHZRAC、

14=DFHZRAC、15=DFHZRAC、16=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC4907E date time applid termid tranid Invalid request

to send data routine. sense ((instance)

Module name: {DFHZSDL})

説明: DFHZSDL に入りましたが、有効な要求が渡されません

でした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクはダンプを出して異常終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

モジュール: DFHZSDL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSDL、2=DFHZSDL、3=DFHZSDL、

4=DFHZSDL、5=DFHZSDL}

宛先: CSNE
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DFHZC4909E date time applid termid tranid Invalid request

to receive data routine. sense ((instance)

Module name: {DFHZRVL})

説明: DFHZRVL に入りましたが、有効な要求が渡されませ

んでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクはダンプを出して異常終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

モジュール: DFHZRVL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRVL}

宛先: CSNE

DFHZC4910E date time applid termid tranid Receive buffer

too small. sense ((instance) Module name:

{DFHZRVL})

説明: DFHRVL に渡された受信バッファーが小さすぎるため

に、最大サイズ要求単位を収容することができません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、ダンプが作成され

ます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

モジュール: DFHZRVL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRVL、2=DFHZRVL、3=DFHZRVL、

4=DFHZRVL}

宛先: CSNE

DFHZC4911E date time applid termid tranid LU6.2 exception

response received. sense ((instance) Module

name: {DFHZRLP})

説明: 非処理レベルの例外応答を受け取りました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクはダンプを出して異常終了します。

ユーザーの処置: 正しくないフローが APPC セッションで受

け取られました。 そのフローは、CICS トレースによってさら

に詳しく示されます。 VTAM トレース TYPE=IO/BUF を実

行して、そのエラーを再現することによって、その回線フロー

の完全な詳細を得るようにしてください。

モジュール: DFHZRLP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRLP}

宛先: CSNE

DFHZC4912E date time applid termid tranid BID received

with invalid DFC indicators. sense ((instance)

Module name: {DFHZRAC | DFHZRLP})

説明: データを持つ BID が受信されましたが、OIC は受信さ

れませんでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクは異常終了します。

ユーザーの処置: 正しくないフローが APPC セッションで受

け取られました。 そのフローは、CICS トレースによってさら

に詳しく示されます。 これを用いれば、VTAM トレース機能

TYPE=IO/BUF を実行して同じエラーを再現させることによ

り、回線フローの詳細が把握できます。

モジュール: DFHZRAC、DFHZRLP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRLP、2=DFHZRAC、3=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC4913E date time applid termid tranid BID with data

received with invalid DFC indicators. sense

((instance) Module name: {DFHZRLP})

説明: BID が無効状態でデータとともに受け取られましたが、

拒否されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクは異常終了します。

ユーザーの処置: 正しくないフローが APPC セッションで受

け取られました。 そのフローは、CICS トレースによってさら

に詳しく示されます。 これを用いれば、VTAM トレース機能

TYPE=IO/BUF を実行して同じエラーを再現させることによ

り、回線フローの詳細が把握できます。

モジュール: DFHZRLP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRLP、2=DFHZRLP、3=DFHZRLP、

4=DFHZRLP}

宛先: CSNE

DFHZC4914E date time applid termid tranid Data length

exceed max RU size. sense ((instance)

Module name: {DFHZRLP})

説明: 受信されたレコードの長さが、バッファーの長さを超え

ています。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクは異常終了します。

ユーザーの処置: 正しくないフローが APPC セッションで受

け取られました。 そのフローは、CICS トレースによってさら

に詳しく示されます。 これを用いれば、VTAM トレース機能

TYPE=IO/BUF を実行して同じエラーを再現させることによ
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り、回線フローの詳細が把握できます。

モジュール: DFHZRLP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRLP}

宛先: CSNE

DFHZC4915E date time applid termid tranid EOC received

with invalid DFC indicators. sense ((instance)

Module name: {DFHZRLP})

説明: 終了チェーンを無効な DFC 標識とともに受け取りまし

た。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクは異常終了します。

ユーザーの処置: 正しくないフローが APPC セッションで受

け取られました。 そのフローは、CICS トレースによってさら

に詳しく示されます。 これを用いれば、VTAM トレース機能

TYPE=IO/BUF を実行して同じエラーを再現させることによ

り、回線フローの詳細が把握できます。

モジュール: DFHZRLP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRLP}

宛先: CSNE

DFHZC4916E date time applid termid tranid Send response

failed. sense ((instance) Module name:

{DFHZRLP})

説明: データが正常に受信されたことを確認するために送られ

た応答が、VTAM によって拒否されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクはダンプを出して異常終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

モジュール: DFHZRLP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRLP}

宛先: CSNE

DFHZC4917E date time applid termid tranid BIS received

with invalid DFC indicators. sense ((instance)

Module name: {DFHZRLP})

説明: ブラケット開始停止 (BIS) を受け取りましたが、DFC
フラグが無効です。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクは異常終了します。

ユーザーの処置: 正しくないフローが APPC セッションで受

け取られました。 そのフローは、CICS トレースによってさら

に詳しく示されます。 これを用いれば、VTAM トレース機能

TYPE=IO/BUF を実行して同じエラーを再現させることによ

り、回線フローの詳細が把握できます。

モジュール: DFHZRLP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRLP、2=DFHZRLP}

宛先: CSNE

DFHZC4918E date time applid termid tranid Unexpected

response received. sense ((instance) Module

name: {DFHZRLP})

説明: 予期しない応答を受け取りました。これは、前のブラケ

ットのデータに対する肯定応答であるか、または論理装置が

「特定継続」モードであるときに受け入れることのできないコ

マンドに対する応答のいずれかでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクは異常終了します。

ユーザーの処置: 正しくないフローが APPC セッションで受

け取られました。 そのフローは、CICS トレースによってさら

に詳しく示されます。 これを用いれば、VTAM トレース機能

TYPE=IO/BUF を実行して同じエラーを再現させることによ

り、回線フローの詳細が把握できます。

モジュール: DFHZRLP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRLP、2=DFHZRLP、3=DFHZRLP、

4=DFHZRLP、5=DFHZRLP}

宛先: CSNE

DFHZC4919E date time applid termid tranid Invalid

indicators received. sense ((instance) Module

name: {DFHZARER | DFHZARL})

説明: CD、CEB、RQD2、エラー応答のいずれでもない標識を

受け取りました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクはダンプを出して異常終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

モジュール: DFHZARL、DFHZARER、DFHZARL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZARL、2=DFHZARL、3=DFHZARL、

4=DFHZARL、5=DFHZARER}

宛先: CSNE
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DFHZC4920E date time applid termid tranid Invalid data

received. sense ((instance) Module name:

{DFHZARER | DFHZARL | DFHZERH})

説明: リモート・システムまたは端末から受け取られたデータ

が、正しい汎用データ・ストリーム (GDS) 形式になっていま

せん。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクはダンプを出して異常終了します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

モジュール: DFHZARL、DFHZARER、DFHZERH

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZERH、2=DFHZERH、

3=DFHZERH、4=DFHZERH、5=DFHZERH、6=DFHZERH、

7=DFHZARL、8=DFHZARL、9=DFHZARL、

10=DFHZARER、11=DFHZARER、12=DFHZARER}

宛先: CSNE

DFHZC4921E date time applid sysid LU services manager

failure. R15 =X'xxxxx' R0 =X'yyyyy'

説明: LU サービス管理トランザクション・プログラム

(DFHLUP) の操作時にエラー状況が検出されました。

レジスター 15 と 0 は、そのエラーの性質を以下のように示す

ために設定されます。

レジスター 15 = X'0' タスクが無効な仕方で開始された ...
レジスター 0 = X'3' ... perm transid によって
レジスター 0 = X'4' ... TD トリガーによって
レジスター 0 = X'5' ... データなしで
レジスター 0 = >X'6' ... このサービスの

有効開始コードの
範囲外にある。

レジスター 15 = X'4' 呼び出しコードが、サポートされる
機能 (1-5) と一致しなかった。

レジスター 0 = 呼び出しコード

レジスター 15 = X'8' この機能には無効なパラメーターが
渡された。

レジスター 0 = キーワード #

レジスター 15 = X'0C' このキーワードについての
機能固有の検査が失敗した。

レジスター 0 = キーワード #

レジスター 15 = X'10' 入力データが指定が与えられな
かった。

レジスター 0 = ¬0 TS START データの
IC_GET が失敗した。

レジスター 0 = X'0' LUTYPE6.2 RECEIVE が
データ長 = 0 を戻した。

レジスター 15 = X'14' GDS-ID が XLN 用ではない。
レジスター 0 = GDS-ID

システムの処置: タスクを完了させることはできるものの、必

要な機能は実行されません。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 上記に記されたエラーのいずれかが発生した

場合には、障害の理由を突き止めてください。 理由を突き止め

られなかった場合は、IBM のサポートが必要になります。 手

順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参

照してください。

モジュール: DFHLUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、

X'xxxxx'、X'yyyyy'

宛先: CSNE

DFHZC4922E date time applid termid tranid Single session

shutdown with DRAIN=CLOSE. sense

((instance) Module name: {DFHZERH |

DFHZGDA | DFHZRAC})

説明: 接続された論理装置がブラケット開始停止 (BIS) を送

り、したがってそれ以上の処置を受け付けなくなりました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: 会話が活動状態であった場合、その会話は、

完全同期点 (同期点レベル 2) の場合は、それについてロール

バックが行われたかのように扱われ、また確認レベル同期点

(同期点レベル 1) の場合は、セッション障害として取り扱われ

ます。

会話が非アクティブである場合は、BID 障害 (0813 センス・

コードの場合と同じ) として扱われます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZRAC、DFHZGDA、DFHZERH

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRAC、2=DFHZGDA、3=DFHZERH}

宛先: CSNE

DFHZC4923I date time applid termid tranid Conversation

abnormally terminated by transaction end

in system sysid

説明: CICS システムとの SNA セッションに関与していたト

ランザクション tranid が、会話内のそのトランザクションの現

行の状態と矛盾するコマンドを出しました。

システムの処置: 会話は終了します。CICS はこのメッセージ

を、会話の障害の原因となっていない側に接続された論理装置

に送ります。

システム sysid 内のアプリケーションは異常終了して、異常終

了コードが出されます。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを訂正してく

ださい。 エラーのあるコマンドを見つけるには、「CICS TS

Intercommunication Guide」の状態遷移を使用してください。

モジュール: DFHZARL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sysid

宛先: CSMT
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DFHZC4924E date time applid termid tranid Bind security

password missing or invalid. sense

((instance) Module name: {DFHZOPX |

DFHZSCX})

説明: パートナー LU によって CICS に送られるバインド時

セキュリティー・データが欠落しているか、または無効となっ

ています。パートナー LU システムに対する CICS のパスワ

ードが、CICS に対するパートナーのパスワードと異なってい

ます。 これは、無許可のユーザーによる CICS へのサインオ

ンの試みによって起こることが考えられます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: バインドは拒否されます。

ユーザーの処置: 無許可のユーザーが CICS に対してログオ

ンを試みていないかどうかを検査してください。 正常に行われ

なかった接続が (RDO または DFHTCT マクロを使用して)
CICS に対して正しく定義され、そのパートナー LU システム

に対しても正しく定義されるようにしてください。 セキュリテ

ィー要件が双方のパートナーにおいて同一であるか、つまり、

どちらもセキュリティーをオフにしているか、もしくはオンに

していることを確認してください。 ここで双方が一致していな

いこともメッセージが出される理由の 1 つです。

モジュール: DFHZSCX、DFHZOPX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZOPX、2=DFHZSCX、3=DFHZSCX、

4=DFHZSCX、5=DFHZSCX、6=DFHZOPX、7=DFHZOPX、

8=DFHZOPX、9=DFHZOPX、10=DFHZSCX}

宛先: CSNE

DFHZC4925E date time applid termid tranid Inconsistent

attach security required. sense ((instance)

Module name: {DFHZOPN | DFHZOPX})

説明: このメッセージは、以下のいずれかの理由により出され

ます。

1. CICS は、最初のバインドに指定されたものと異なる接続

時セキュリティー要件を指定したバインド要求を受け取っ

た。

2. CICS は、持続検査を求めるバインド要求を受け取った。

3. CICS は、SNA 機能管理ヘッダー (FMH12) が含まれてい

ないバインド要求を受け取った。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、そのバインドを拒否します。

ユーザーの処置: CICS では、最初のバインドとは異なるセキ

ュリティー要件を指定した後続のバインドは許されません。 ま

た、入力に関する持続検査もサポートされません。

適切な場合には、これらの要件に合うようにアプリケーション

を変更してください。

モジュール: DFHZOPX、DFHZOPN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZOPX、2=DFHZOPN、

3=DFHZOPN、4=DFHZOPX}

宛先: CSNE

DFHZC4926E date time applid termid tranid Bind security

encryption error. sense ((instance) Module

name: {DFHZEV1 | DFHZEV2})

説明: CICS は、暗号化されたバインド・セキュリティー・パ

スワードを検査しているときに、エラーを検出しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、そのバインドを拒否します。

ユーザーの処置: CSNE ログおよび CSMT ログを調べてくだ

さい。

無許可のユーザーが CICS に対してログオンを試みたのか、ま

たは許可されたユーザーがそのパスワードを正しく入力しなか

ったのかを見つけてください。

モジュール: DFHZEV1、DFHZEV2

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZEV1、2=DFHZEV2、3=DFHZEV1}

宛先: CSNE

DFHZC4927E date time applid termid tranid Bind FMH

response error. sense ((instance) Module

name: {DFHZRAC})

説明: CICS は、バインド・セキュリティー付きのバインド要

求を FMH12 なしで受け取りました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、そのバインドを拒否します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: これは、CICS 内または SNA 内のエラーで

す。 CSNE ログおよび CSMT ログを保存してください。 こ

の問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順について

は、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照してくだ

さい。

モジュール: DFHZRAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZRAC、2=DFHZRAC、

3=DFHZRAC、4=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC4928E date time applid termid tranid Bind security

GETMAIN of a TIOA failed. sense

((instance) Module name: {DFHZEV1})

説明: CICS は、バインド・セキュリティーの妥当性検査のた

めに、TIOA 作業域を必要としていましたが、十分なストレー

ジを使用できなかったために GETMAIN は失敗しました。

システムの処置: CICS は、そのバインドを拒否します。

ユーザーの処置: CICS 領域のサイズを大きくするか、あるい

は並行 CICS タスクの数 (MXT システム初期設定パラメータ

ー) を減らすことを考慮してください。

モジュール: DFHZEV1

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZEV1}
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宛先: CSNE

DFHZC4929 date time applid termid tranid Invalid or

unsupported BIND for logmode logmode.

Response X'response', Reason X'reason'

((instance) Module: {DFHZOPN})

説明: CICS は、LOGMODE=0 または LOGMODE=logmode

を指定して定義された CICS typeterm 定義に関して VTAM
が提供する BIND の妥当性検査中に、エラーを検出しまし

た。

response コードは以下のとおりです。

X'04' 提供された BIND が TCTTE と一致しない

(DFHZBANS が検出)。
X'08' 提供された BIND がサポートされていない

(DFHZBANV が検出)。
X'0C' 提供された BIND が無効 (DFHZBANV が検出)。

応答 X'04' の場合の reason コードは以下のとおりです。

X'1B' サポートされない TCTTE タイプであるか、VTAM
ではない。

X'1C' NIB 記述子が TCTTE からチェーニングしていな

い。

X'1D' BMS 拡張子が TCTTE からチェーニングしていな

い。

X'1E' 理由コード X'1D' の場合と同じ。

X'1F' LU6.2 BIND だが TCTTE と一致しない。

応答 X'08' または X'0C' の場合の reason コードは以下のとお

りです。

理由 無効 説明
16 進数 バイト
1 3 16 進の 02、03、04 または 07 で

なければならない
2-8 4|5|6|7 この FM プロファイルには無効
9 2 16 進の 00、02、03、04、

07、13 または 14 でなければならない
0A,0D,10 1 LUTYPE 1、2 または 3 には無効

- 16 進の 01 でなければならない
0B 4|5|6|7 LUTYPE 1 には無効
0C 22 LUTYPE 1 には無効
0E 4|5|6|7 LUTYPE 2 には無効
0F 24 LUTYPE 2 には無効

16 進の 00、01、02、03、7E、
または 7F でなければならない

11 4|5|6|7 LUTYPE 3 には無効
12 24 LUTYPE 3 には無効

16 進の 00、01、
02、03、7E、
または 7F でなければならない

13 16 LUTYPE 6.2 には無効
14 23 LUTYPE 6.2 には無効
15-18 24 LUTYPE 6.2 には無効
19 15 16 進の 00 または 02 でなければ

ならない
1A 14 00、01、02、03、06 でなければなら

ない
1B 以上 ユーザー・ 理由コードは、BIND の中の

データ 検出されたエラーのバイト位置
と一致する
それらは以下のとおり
- サポートされないセッション ID 長

- 3 から 11 でなければならない
- サポートされない PLU/SLU 名の長さ

- 2 から 19 でなければならない

- PLU/SLU が 2 回定義されている
- 長さが無効
- セッション修飾子の対の長さが
一致していない

システムの処置: CICS は、そのログオン要求を拒否します。

妥当性検査される BIND がこのメッセージとともに印刷され

ます。

ユーザーの処置: 関係がある LOGMODE に対する BIND の

VTAM 定義とともに、応答コード、理由コード、および印刷

された BIND も使用して、拒否された理由を判別してくださ

い。

ログモードを変更するか、CICS 要件に合う別のログモードを

使用してください。

モジュール: DFHZOPN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、 termid、tranid、

logmode、X'response'、X'reason'、 instance、{1=DFHZOPN}

宛先: CSMT

DFHZC4930E date time applid termid tranid Session

unbound following read timeout. sense

((instance) Module name: {DFHZARER |

DFHZARL})

説明: SNA リンク上で READ タイムアウトが起こりまし

た。 SNA はセッションをアンバインドし、CICS は制御をア

プリケーション・プログラムに戻します。 これにより、プログ

ラムでは、システム処置を指定変更できるようになります (例
えば、プログラムは、APPC セッションを解放することができ

ます)。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、そのタスクを異常終了させ、ダン

プが作成されます。

ユーザーの処置: ネットワーク通信量のレベルが高いことに起

因する、ネットワーク問題と思われます。この問題を避けるた

めには、ネットワーク通信量のレベルに合った値まで、十分に

読み取りタイムアウト (RTIMOUT) を増やしてください。 あ

るいは、この問題は、ただ単にプログラミング・エラーによっ

てパートナー・アプリケーションが応答しなかったために発生

したということも考えられます。 これが原因である場合は、パ

ートナー・アプリケーションを訂正してから要求を再試行して

ください。

モジュール: DFHZARL、DFHZARER.

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZARL、2=DFHZARL、3=DFHZARER}

宛先: CSNE

DFHZC4931E date time applid termid tranid VTAM detected

bad logmode name. sense ((instance) Module

name: {DFHZLEX})

説明: APPC セッションをバインドしようと試みているとき

に、VTAM に渡された MODENAME が VTAM にとって未

知であったか、または VTAM 3270 タイプの端末のログモー

ド名が無効でした。

センス・データの意味については、 438 ページの
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『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、そのセッションを永続的に使用で

きない状態にし、APPC については、モード項目に使用不能の

フラグが付けられます。

ユーザーの処置: VTAM に認識されている MODENAME を

使ってセッションを再定義するか、または VTAM LOGMODE
テーブルに MODENAME を追加してください。 あるいは、

VTAM 端末用に指定されたログモード名が無効な場合は、正

しい名前を使って端末項目を再定義してください。

モジュール: DFHZLEX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZLEX}

宛先: CSNE

DFHZC4932E date time applid termid tranid Invalid

conversation type requested. sense ((instance)

Module name: {DFHZSUP})

説明: タスクを生成するための要求が APPC リンクを経て受

け取られました。 しかし、会話タイプ・フィールドにエラーが

あります。 それは、TYPE=MAPPED または

TYPE=UNMAPPED でなければなりません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: タスクは異常終了し、ダンプが作成されま

す。 セッションはアンバインドされます。

ユーザーの処置: リモート APPC システムは、無効な付加ヘ

ッダー (FMH タイプ 5) を送ります。 ダンプを使用してエラ

ーを判別し、リモート・システムでの原因を調べてください。

モジュール: DFHZSUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSUP}

宛先: CSNE

DFHZC4933E date time applid termid tranid Invalid DBA

requested. sense ((instance) Module name:

{DFHZSUP})

説明: タスクを生成するための要求が APPC リンクを経て受

け取られました。 DBA フィールドにエラーがあります。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、ダンプが作成され

ます。 セッションはアンバインドされます。

ユーザーの処置: リモート APPC システムは、無効な付加ヘ

ッダー (FMH タイプ 5) を送ります。 ダンプを使用してエラ

ーを判別し、リモート・システムでの原因を調べてください。

モジュール: DFHZSUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSUP}

宛先: CSNE

DFHZC4934E date time applid termid tranid Invalid

syncpoint level requested. sense ((instance)

Module name: {DFHZSUP})

説明: タスクを生成するための要求が APPC リンクを経て受

け取られました。 要求された同期レベルが無効です。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、ダンプが作成され

ます。

ユーザーの処置: リモート APPC システムは、無効な付加ヘ

ッダー (FMH タイプ 5) を送ります。 ダンプを使用してエラ

ーを判別し、リモート・システムでの原因を調べてください。

付加ヘッダー中の同期レベルを BIND 中のそれと比較検査し

てください。

モジュール: DFHZSUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSUP}

宛先: CSNE

DFHZC4935E date time applid termid tranid Invalid UOWID

supplied. sense ((instance) Module name:

{DFHZSUP})

説明: タスクを生成するための要求が APPC リンクを経て受

け取られました。しかし、作業単位 ID が無効であるか、もし

くは同期点レベルが作業単位 ID を要求したときに UOWID
が受け取られませんでした。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、ダンプが作成され

ます。 セッションはアンバインドされます。

ユーザーの処置: リモート APPC システムは、無効な付加ヘ

ッダー (FMH タイプ 5) を送ります。 ダンプを使用してエラ

ーを判別し、リモート・システムでの原因を調べてください。

モジュール: DFHZSUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSUP、2=DFHZSUP、3=DFHZSUP、

4=DFHZSUP、5=DFHZSUP、6=DFHZSUP}

宛先: CSNE

DFHZC4936E date time applid termid tranid Attach FMH or

subfield length error. sense ((instance)

Module name: {DFHZSUP})

説明: タスクを生成するための要求が APPC リンクを経て受

け取られました。 しかし、FMH の長さ、またはサブフィール

ドの 1 つの長さにエラーがあります。このため、CICS はどの

タスクを生成すべきかを判別できません。

インスタンス instance は、以下のいずれかです。

1 FMH の長さは、固定長部分の長さ + サブフィール

ドの合計の長さと等しくありません。

2 FMH 内の会話相関子の長さが 8 より大きくなって

います。
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センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、ダンプが作成され

ます。

ユーザーの処置: リモート APPC システムは、無効な付加ヘ

ッダー (FMH タイプ 5) を送ります。 ダンプを使用してエラ

ーを判別し、リモート・システムでの原因を調べてください。

モジュール: DFHZSUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSUP、2=DFHZSUP}

宛先: CSNE

DFHZC4937E date time applid SAF request for LU6.2 bind

has been rejected. Return Codes from the

Security Manager are: RF= X'rf' and R0=

X'r0' sense ((instance) Module name:

{DFHZEV1 | DFHZEV2 | DFHZOPN})

説明: 外部セキュリティー・マネージャー (ESM) から APPC
バインド時セキュリティー情報を抽出しようとするセキュリテ

ィー許可機能 (SAF) の要求は、拒否されて、戻りコード

RF=X'rf' および R0=X'r0' が戻されました。

これは、ESM が非活動状態になっているか、もしくは適切な

APPC プロファイルが ESM に定義されていないためです。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、そのバインドを拒否します。

ユーザーの処置: メッセージ内の応答および理由コードの意味

については、「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 の

セクション『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある

『基本セキュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を

参照してください。

適切な APPC プロファイルが ESM に対して定義されていな

い場合には、CICS セキュリティー再作成を実行してから

APPC 接続を確立し直してください。

モジュール: DFHZEV1、DFHZEV2、DFHZOPN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、

X'rf'、X'r0'、sense、instance、{1=DFHZOPN、2=DFHZOPN、

3=DFHZOPN、4=DFHZOPN、5=DFHZOPN、6=DFHZOPN、

7=DFHZOPN、8=DFHZOPN、9=DFHZEV1、10=DFHZEV1、

11=DFHZEV1、12=DFHZEV1、13=DFHZEV2、

14=DFHZEV2、15=DFHZEV2、16=DFHZEV2}

宛先: CSNE

DFHZC4938E date time applid SAF request for LU6.2 bind

has failed with ESM return code RF= X'rf'

and reason code R0= X'r0' sense ((instance)

Module name: {DFHZEV1 | DFHZEV2 |

DFHZOPN})

説明: 外部セキュリティー・マネージャー (ESM) がセキュリ

ティー許可機能 (SAF) 要求の処理を試みていました。 処理は

失敗して、戻りコード RF=X'rf' および理由コード R0=X'r0' が

戻されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、そのバインドを拒否します。

ユーザーの処置: メッセージ内の応答および理由コードの意味

については、「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 の

セクション『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある

『基本セキュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を

参照してください。

モジュール: DFHZEV1、DFHZEV2、DFHZOPN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、

X'rf'、X'r0'、sense、instance、{1=DFHZOPN、2=DFHZOPN、

3=DFHZEV1、4=DFHZEV2}

宛先: CSNE

DFHZC4939E date time applid Extraction of LU6.2 security

data has failed with ESM returncode RF=

X'rf' and reason code R0= X'r0' sense

((instance) Module name: {DFHZEV1 |

DFHZEV2 | DFHZOPN})

説明: APPC バインド時セキュリティー情報の抽出要求は失敗

して、戻りコード RF=X'rf' および理由コード R0=X'r0' が戻さ

れます。要求されたプロファイル情報は、あらかじめ外部セキ

ュリティー・マネージャー (ESM) に対して定義されていませ

ん。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、そのバインドを拒否します。

ユーザーの処置: ESM に対して定義されたプロファイルを検

査してください。 欠落している APPC プロファイル項目を作

成してください。

メッセージ内の応答および理由コードの意味については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション

『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『基本セキ

ュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照してく

ださい。

モジュール: DFHZEV1、DFHZEV2、DFHZOPN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、

X'rf'、X'r0'、sense、instance、{1=DFHZOPN、2=DFHZOPN、

3=DFHZEV1、4=DFHZEV2}

宛先: CSNE

DFHZC4940E date time applid Bind time failure. No

session key found in LU6.2 profile. sense

((instance) Module name: {DFHZEV1 |

DFHZEV2 | DFHZOPN})

説明: APPC バインド時妥当性検査が失敗しました。 要求さ

れた APPC プロファイル情報の中には、セッション・キーが

見つかりませんでした。 2 つの論理装置 (LU) 間でバインド

時セキュリティーが定義されている場合には、暗号化処理に関

して有効なセッション・キーが定義されていなければなりませ

ん。 ヌルのセッション・キー (つまり、キーが定義されていな

い) は、エラーとみなされます。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。
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システムの処置: CICS は、そのバインドを拒否します。

ユーザーの処置: 外部セキュリティー・マネージャー (ESM)
に対して定義されているプロファイルを検査してください。 適

切な APPC プロファイル項目について有効なセッション・キ

ーを作成してください。

メッセージ内の応答および理由コードの意味については、

「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション

『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『基本セキ

ュリティー・マネージャー (BSM) 戻りコード』を参照してく

ださい。

モジュール: DFHZEV1、DFHZEV2、DFHZOPN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sense、instance、

{1=DFHZOPN、2=DFHZOPN、3=DFHZEV1、4=DFHZEV2}

宛先: CSNE

DFHZC4941E date time applid Bind time failure. LU6.2

profile locked. sense ((instance) Module

name: {DFHZEV1 | DFHZEV2 |

DFHZOPN})

説明: 外部セキュリティー・マネージャー (ESM) は、バイン

ド時妥当性検査時にプロファイル情報を要求しましたが、要求

したプロファイルがロックされていました。 プロファイルがロ

ックされていると、セッションを確立することができません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、そのバインドを拒否します。

ユーザーの処置: ESM に対して定義されたプロファイルを検

査してください。 システム管理者がプロファイルをロックした

可能性があります。 そのプロファイルのアンロックを要求して

ください。 そのプロファイルがアンロックされたら、もう一度

操作を試みてください。

モジュール: DFHZEV1、DFHZEV2、DFHZOPN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sense、instance、

{1=DFHZOPN、2=DFHZOPN、3=DFHZEV1、4=DFHZEV2}

宛先: CSNE

DFHZC4942E date time applid Bind time failure. Expired

LU6.2 profile found. sense ((instance) Module

name: {DFHZEV1 | DFHZEV2 |

DFHZOPN})

説明: 外部セキュリティー・マネージャー (ESM) は、バイン

ド時妥当性検査時にプロファイル情報を要求しましたが、要求

されたプロファイルの有効期限が切れていました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、そのバインドを拒否します。

ユーザーの処置: ESM に対して定義されたプロファイルを検

査してください。 システム管理者は、要求されたプロファイル

の更新を行う必要があります。 そのプロファイルの更新を要求

してください。 プロファイルが更新されたら、もう一度操作を

試みてください。

モジュール: DFHZEV1、DFHZEV2、DFHZOPN

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sense、instance、

{1=DFHZOPN、2=DFHZOPN、3=DFHZEV1、4=DFHZEV2}

宛先: CSNE

DFHZC4943E date time applid termid tranid RPL B FSM

error. sense ((instance) Module name:

{DFHZSDL})

説明: APPC 代替 RPL (RPL 'B') 用の有限状態マシン (FSM)
が、RPL の使用に関してエラーを検出しました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: そのタスクは異常終了して、異常終了コード

ATNI が出され、ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: VTAM の終了処理中にこのメッセージが発

生した場合には、重大な問題ではないので、応答は通常必要あ

りません。

このメッセージが通常のシステム実行時に出された場合には、

IBM のサポートが必要になります。 手順については、「CICS

TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZSDL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSDL}

宛先: CSNE

DFHZC4944 date time applid termid tranid Protocol

Violation detected within bind security

indicators. sense ((instance) MODULE

NAME: {DFHZOPX | DFHZSCX})

説明: バインド・セキュリティー指定の妥当性検査を行ってい

るときに、CICS がエラーを検出しました。 LOCAL セキュリ

ティーが指定されましたが、そのバインドには、NON LOCAL
セキュリティーを示すデータが入っています。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: CICS は、そのバインドを拒否します。

ユーザーの処置: 必要なセキュリティーのタイプについての正

しいデータがバインドで送られるようにしてください。

モジュール: DFHZSCX、DFHZOPX

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSCX、2=DFHZSCX、3=DFHZOPX、

4=DFHZOPX}

宛先: CSMT

DFHZC4945E date time applid termid tranid Session unbind

request due to the forcepurge of a task.

sense ((instance) Module name:

{DFHZARER})

説明: ISC 要求の完了待ちで中断されている間に、タスクが除

去または強制除去されました。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: ISC 要求が待ち状態で、タスクが異常終了し

ているセッションにアンバインドが要求されました。
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FORCEPURGE コマンドを使用すると、セッションの状態に関

係なく、タスクが異常終了します。 他の VTAM エラー・メ

ッセージは、この処置が原因で出されることがあります。

ユーザーの処置: アプリケーション・エラーが起きた結果であ

った可能性があるので、タスクが除去または強制除去された理

由を調べてください。 また、セッションのアンバインド後の次

の ISC 要求で、接続された CICS システム内のパートナー・

タスクには、セッション障害通知が戻されます。 パートナー・

タスクがその状態を処理したかどうかを検査してください。

モジュール: DFHZARER

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZARER}

宛先: CSNE

DFHZC4946E date time applid termid tranid Invalid attach

parameter was received. sense ((instance)

Module name: {DFHZSUP})

説明: タスクを生成するための要求が APPC リンクを経て受

け取られました。 しかし、FMH タスク生成パラメーターにエ

ラーがあります。 バインド・セキュリティー標識が許可してい

ないタスク生成パラメーターが存在しています。

instance データがとる値は以下のとおりです。

インスタンス

意味

1 バインド・セキュリティー標識により、接続は

ATTACHSEC(LOCAL) と定義されていることが示さ

れている。この定義では、パートナー LU からの接

続において、LU がセキュリティー・パラメーターを

受け入れなくなっています。 以下のセキュリティ

ー・パラメーターの内の 1 つまたは複数が検出され

ました: Userid、Password、Profile、AV 、PV1、お

よび PV2。

2 パートナー LU からの接続で、検査済み (AV) 標識

を受け取った。しかし、バインド・セキュリティー標

識によると、この LU は AV 標識の受信をサポート

していません。

3 パートナー LU からの接続で、持続検査サインオン

(PV2) 標識、もしくは持続検査サインオン先 (PV1)
標識を受け取った。しかし、バインド・セキュリティ

ー標識によると、この LU は PV 標識の受信をサポ

ートしていません。

システムの処置: タスクが異常終了し、ダンプが作成され、セ

ッションはアンバインドされます。 コンポーネント TF の例

外トレース・ポイント (番号 1737) が出され、無効な付加ヘッ

ダー (FMH タイプ 5) をトレースします。

ユーザーの処置: リモート・システムにあるエラーの原因を調

べてください。 例外トレース中の FMH5 を使用して、リモー

ト・システムが無効なタスク生成要求を送信した理由を判別し

てください。

モジュール: DFHZSUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSUP、2=DFHZSUP、3=DFHZSUP、

4=DFHZSUP、5=DFHZSUP}

宛先: CSNE

DFHZC4947E date time applid termid tranid Attach time

security check has failed. Security not

valid. sense ((instance) Module name:

{DFHZSUP})

説明: タスクを生成するための要求が APPC リンクを経て受

け取られました。 しかし、FMH5 付加パラメーターが APPC
プロトコルと一致していません。

instance データがとる値は以下のとおりです。

インスタンス

意味

1 アクセス・セキュリティー・サブフィールドが認識で

きない。

2 ユーザー ID のアクセス・セキュリティー・サブフ

ィールドが複数存在する。

3 プロファイルのアクセス・セキュリティー・サブフィ

ールドが複数存在する。

4 パスワードのアクセス・セキュリティー・サブフィー

ルドが複数存在する。

5 ユーザー ID が FMH で要求されたが、受信されな

かった。

6 PV1 セキュリティー標識および PV2 セキュリティ

ー標識が両方とも FMH5 に存在する。

7 AV 標識が設定されたときにパスワードを受信した。

8 PV1 標識が設定されたときにパスワードを受信し

た。

9 パスワードが PV2 に必要だが受信されなかった。

システムの処置: タスク生成要求が拒否され、セッションがア

ンバインドされます。 コンポーネント TF の例外トレース・

ポイント (番号 1737) が出され、無効な付加ヘッダー (FMH
タイプ 5) をトレースします。

ユーザーの処置: リモート・システムにあるエラーの原因を調

べてください。 例外トレース中の FMH5 を使用して、リモー

ト・システムが無効なタスク生成要求を送信した理由を判別し

てください。

リモート・システムが以前のリリースの CICS であるか、ある

いは別のプラットフォームの CICS であって、指定のセンス値

が 5 の場合は、USEDFLTUSER を設定しなければならない可

能性があります。

モジュール: DFHZSUP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

sense、instance、{1=DFHZSUP、2=DFHZSUP、3=DFHZSUP、

4=DFHZSUP、5=DFHZSUP、6=DFHZSUP、7=DFHZSUP、

8=DFHZSUP、9=DFHZSUP、10=DFHZSUP、11=DFHZSUP、

12=DFHZSUP、13=DFHZSUP、14=DFHZSUP}

宛先: CSNE
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DFHZC4948E date time applid An error has been detected

when processing an { unknown | inbound

| outbound} { request. | Persistent Verify

Signoff request. | Persistent Verify

Timeout request.} Transaction tranid is {

continuing. | terminating. | terminating

abnormally.} Error code: X'xxxxx'

Connection: yyyy

説明: トランザクション CLS3 の実行時にエラーが検出され

ました。 各エラー・コードは以下のようなエラーを表していま

す。

X'01' トランザクション CLS3 が APPC セッションに出

した通信要求が正常に行われなかった。

X'02' トランザクション CLS3 がデータ付きの START コ

マンドで開始されたが、データの形式設定が誤ってい

た。

X'04' トランザクション CLS3 がサインオフ要求をリモー

ト・システムに送信しようとしたが、リモート・シス

テムへの接続が APPC 接続ではない。

X'06' トランザクション CLS3 が、端末での入力によって

も、START コマンドによっても開始されなかった。

X'09' トランザクション CLS3 がデータ付きの START コ

マンドで開始されたが、データが検索できなかった。

X'0A' トランザクション CLS3 がサインオフ要求をリモー

ト・システムに送信しようとしたが、リモート・シス

テムと接続されていない。

X'0B' トランザクション CLS3 が APPC セッションをリ

モート・システムに割り振ろうとしたが失敗した。

システムの処置: メッセージの原因となったイベントの性質に

よって、トランザクションは、実行の継続、正常な終了、また

は異常終了を行います。メッセージ・テキストにより、とるべ

き処置がわかります。

ユーザーの処置: これは、エラー・コードによって違ってきま

す。

X'01' APPC セッションでの通信要求が失敗した理由を判

別してください。次の理由が考えられます。

v セッションの失敗が起きた。

v 接続されたトランザクションが異常終了した。

このエラーによって作成される例外トレースは、問題

が起きた原因を判別するのに役立ちます。

X'02' トランザクション CLS3 が、アプリケーション・コ

ードではなく、CICS 提供のコードで開始されたこと

を確認してください。 CICS 提供のコードで開始さ

れていてエラーが起きた場合は、IBM サポート・セ

ンターに連絡してください。

X'04' リモート・システムの接続定義を検査してください。

APPC 接続が定義されている必要があります。

X'06' トランザクション CLS3 が、アプリケーション・コ

ードではなく、CICS 提供のコードで開始されたこと

を確認してください。 CICS 提供のコードで開始さ

れていてエラーが起きた場合は、IBM サポート・セ

ンターに連絡してください。

X'09' データを検索できなかった理由を判別してください。

それが不可能である場合は、IBM サポート・センタ

ーに連絡してください。

X'0A' 接続が正しく定義されていることを確認してくださ

い。

X'0B' 接続が獲得され、使用できる状態になっていることを

確認してください。

モジュール: DFHCLS3

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1= unknown、

2= inbound、3= outbound}、{1= request.、2=Persistent Verify

Signoff request.、3=Persistent Verify Timeout request.}、tranid、

{1= continuing.、2= terminating.、3= terminating abnormally.}、

X'xxxxx'、yyyy

宛先: CSNE

DFHZC4949E date time applid termid tranid netname Receive

Any stall - {data lost. | response lost. |

command lost. }CLSDST return code

X'rc'sense ((instance) Module name:

{DFHZRAC})

説明: すべての CICS 受信不特定 RPL が追加されましたが、

それぞれについての TCTTE は VTAM 端末またはセッション

からの応答を待っています。 すべての受信不特定 RPL は、

TCP タスク (CSTP) の 10 のディスパッチについて停止され

ました。 このメッセージは、この状態にあるそれぞれのセッシ

ョンに対して出されます。 VTAM セッションは、CICS が送

った BID や SHUTD などのコマンドに応答しませんでした。

これは、通常、プロトコル・エラーによって起こります。

システムの処置: CICS が、システム初期設定パラメーター

RAPOOL=(n,FORCE) を指定して実行されていると、CICS は

セッションに対して VTAM CLSDST を出します。その結果、

TCTTE の RPL が完了し、セッションはアンバインドされま

す。

デフォルトの NEP アクションは CLSDST です。この場合、

保留コマンドが終了した後に CICS は TCTTE をクリーンアッ

プします。

受信された受信不特定データは廃棄され、RA RPL が再び出さ

れます。

ユーザーの処置: コマンドが完了しなかった理由を調査してく

ださい。 TCTTE RPL がメッセージと共に印刷されます。

DFHZNAC には非同期の性質があるため、前に出された

DFHZC4949 メッセージを調べることは重要です。 CLSDST
が完了していなければ、印刷された RPL はアクティブにな

り、完了できない RPL を表示します。 DFHZNAC の実行時

に CLSDST が完了した場合には、印刷された RPL の

RTNCD/FDB2 は X'0C0B' となりますが、RPLREQ はどのコ

マンドが完了しないかをさらに示します。

CLSDST 戻りコード rc が 0 以外の値である場合、CLSDST
マクロは DFHZRAC で失敗しました。そしてセッションは停

止状態のままです。 VTAM コマンド V
NET,INACT,ID=netname,I を使用すれば、セッションを解放す

ることができます。CLSDST に関する AP FC90 トレース・ポ

イントの中の RPL を調べれば、CLSDST 障害の原因を知るこ

とができます。

モジュール: DFHZRAC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、
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netname、{1=data lost.、2=response lost.、3=command lost. }、

X'rc'、sense、instance、{1=DFHZRAC、2=DFHZRAC、

3=DFHZRAC}

宛先: CSNE

DFHZC5900E date time applid System sysid has shipped

definitions but connection cccc is not

known to this system.

説明: CICS は、リモート・システム sysid から定義を受け取

ったものの、cccc という名前の接続を見つけることができませ

ん。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: これらの定義を受け入れたければ、CEDA
を用いて必要な接続をインストールし、リモート・システムか

ら定義を再送してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZ1、DFHBSTZ2

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、cccc

DFHZC5901E date time applid Install for resource failed.

xxxx could not obtain yyyy storage

説明: リソース resource をインストールしているときに、

CICS モジュール xxxx は、yyyy の値によって指定されたエク

ステントのためのストレージを得ることができませんでした。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 可能であれば、CICS アドレス・スペースの

サイズを大きくしてください。 それができなければ、1 回の

CICS の実行で使用されるリソースの数を少なくすることを考

慮してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSMIR、DFHBSMPP、DFHBSM62、

DFHBSS、DFHBSSZM、DFHBSTB、DFHBSTB3、

DFHBSTC、DFHBSTZ、DFHBSTZB、DFHBSTZO、

DFHBSTZR、DFHBSTZV、DFHBSTZ1、DFHBSTZ2、

DFHBSZZS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、resource、xxxx、

yyyy

DFHZC5902E date time applid Deletion of terminal termid

failed. BMS Paging session still active

説明: BMS ページング・セッションがその端末について活動

中であったために、CICS は、端末 termid を削除することがで

きません。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 端末 termid にサインオンして、ページを除

去してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTB

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

DFHZC5903E date time applid Deletion of terminal termid

failed. CICS logic error

説明: CICS バッチ・データ生成機能 (DIP) がこの端末につい

てまだ活動中であったために、CICS は、端末 termid を削除す

ることができません。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5903 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

DFHZC5904E date time applid Deletion of terminal termid

failed. CEDF is still active

説明: EDF セッションがこの端末についてまだ活動中である

ために、CICS は、端末 termid を削除することができません。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: この端末の EDF を非活動化し、そのグルー

プを再インストールしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTE

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

DFHZC5905E date time applid Deletion of terminal termid

failed. CICS logic error

説明: コマンド・レベル・インターフェースがこの端末につい

てまだ活動中であるために、CICS は、端末 termid を削除する

ことができません。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5905 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTH

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

DFHZC5906E date time applid Install failed because 'xxxx'

is not a permitted value for a terminal or

connection name

説明: 16 進数のゼロの名前が TERMINAL または

CONNECTION の定義に使われています。

これは予約値です。 CICS は、その端末または接続のインスト

ールに失敗しました。

xxxx は、印刷可能な 16 進数に変換された予約値です。このエ
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ラーは、おそらく自動インストールを使用したときに生じたも

のです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 別の有効な名前を使用するように定義を訂正

し、そのグループを再インストールしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSS, DFHBSTZ, DFHBSTZ1, DFHBSTZ2
DFHBSMPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、xxxx

DFHZC5907E date time applid Deletion of remote shipped

terminal failed for connection cccc.

説明: 接続 cccc を削除しているときに、その接続が、シップ

されたリモート端末を持っていることがわかりました。 これら

のシップされたリモート端末のうちの 1 つ以上のリモート端末

の削除に失敗しました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージ DFHZC5915
を参照してください。

CEMT を使用して接続を解放し、使用できない状態にしてか

ら、その接続のインストールを再試行してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSSZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、cccc

DFHZC5908E date time applid Install for terminal termid

failed. The security manager gave return

code retcode

説明: CICS は、端末 termid をインストールすることができ

ません。 DFHXSMN は、戻りコード retcode を出しました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 「CICS Transaction Server for VSE/ESA カ

ストマイズの手引き」で、戻りコード retcode の値を調べてく

ださい。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、retcode

DFHZC5909E date time applid Install of resource resource

failed. Call to DFHIRP irp_function

Return_code did not succeed, See

DFHIRSDS for return code.

説明: リソース resource のインストール時に、CICS モジュー

ル DFHBSSZR が、IR サービス irp_function の呼び出しを行

いましたが、メッセージに示された戻りコードのために失敗し

ました。

システムの処置: CICS を続行します。 MRO 接続 resource

はインストールされません。

ユーザーの処置: 戻りコードの説明については、「CICS Data

Areas」の DFHIRSDS を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSSZR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、resource、

irp_function、Return_code

DFHZC5911E date time applid Install for resource resource

failed. Connection cccc not found

説明: CICS は、リソース resource と関連した接続 cccc を見

つけることができませんでした。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 接続 cccc をインストールしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSMIR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、resource、cccc

DFHZC5912E date time applid Install for terminal termid

failed. It is incompatible with connection

cccc

説明: 端末 termid と接続 cccc は互いに矛盾しています。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: termid または cccc の定義を変更してくださ

い。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZ、DFHBSTZ2

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、cccc

DFHZC5913E date time applid Deletion of node id failed.

{A table entry is locked. | A table entry

was not found. | There was a logic error.}

Table=tabname Key(key) Module(modname)

Instance=inst.

説明: CICS は、ノード id を削除することができません。 メ

ッセージでこの障害の理由が説明されています。

1. この TMP テーブルの項目のうちの 1 つが他のタスクによ

ってロックされています。

2. TMP テーブル項目が検出できなかったのは、おそらくこの

ノードが別のタスクによってすでに削除されたためです。

3. CICS 論理エラーがありました。 DFHTM0002 エラー・メ

ッセージも発行されている可能性があります。

TMP テーブル項目は、tabname によって識別されます。 この

テーブルで使用されるキーは、値 key を持ちます。 メッセー

ジを出したモジュールは、modname で識別され、このモジュー

ル内のメッセージのインスタンスは、inst で識別されます。

システムの処置: リソースは削除されません。 項目がロック

されていた場合は、CICS は、1 つ以上の DFHZC5980 メッセ

ージを出します。

ユーザーの処置: メッセージで示された原因に対応した適切な

処置を以下のように選択してください。

1. 詳細や手引きについては、メッセージ DFHZC5980 を参照

してください。 DFHZC5980 で tranid として CRMD が

識別されている場合、項目は大容量端末削除タスクにより

ロックされており、削除されることになります。

2. ノードが削除されている場合は、処置は必要ありません。

ノードが存在する場合は、この要求が実行されている間に

置換されたかどうかを判別してください。 項目が存在し、

置換されていない場合は、IBM のサポートが必要になりま
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す。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の

第 4 部を参照してください。

3. この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順に

ついては、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参

照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSS, DFHBSSZ, DFHBSTZ, DFHBSTZ1,
DFHBSTZ2, DFHBSTZV, DFHBSTZS, DFHBSTZZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、id、{1=A table

entry is locked.、2=A table entry was not found.、3=There was

a logic error.}、tabname、key、modname、inst

DFHZC5914E date time applid Deletion of terminal termid

found another deletion of it in progress

説明: 削除を保留する旨のマークがすでに付けられているため

に、CICS は、端末 termid を削除する試みに失敗しました。

おそらく、CEDA ユーザーがその端末をインストールしていま

す。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: CEDA ユーザーがその端末をインストール

しているかどうかを検査してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSMIR、DFHBSMPP、DFHBSS、DFHBSTZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

DFHZC5915E date time applid Deletion of node id failed.

{The node is still in service. | The system entry

is still in service. | The node has a task

attached.} Module(modname).

説明: CICS は、ノード id を削除できませんでした。理由は

メッセージに示されています。

1. 端末またはセッションは、まだ使用できる状態である。

2. このセッションのシステム項目は、まだ使用できる状態で

ある。

3. この端末またはセッションに、まだ生成されているタスク

がある。

このメッセージを出しているモジュールは、modname で識別さ

れています。

システムの処置: CICS は継続し、ノードを削除しません。

ユーザーの処置: 削除または置換を再試行する前に、メッセー

ジに示された理由に対応する処置を行ってください。

1. ノードを使用できない状態にする。

2. システム項目を使用できない状態にする。

3. このノードの活動が停止するのを待つ。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSMIR、DFHBSTZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、id、{1=The node

is still in service.、2=The system entry is still in service.、

3=The node has a task attached.}、modname

DFHZC5916E date time applid Deletion of terminal termid

failed. It has pending DFHZCP activity

説明: この端末に関する DFHZCP 活動が保留になっているた

めに、CICS は、リソース termid を削除できません。 このリ

ソースは、接続に所属するセッション、または端末 TCTTE で

ある場合があります。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 例外トレース・ポイント AP FCDE を使用

して、どの種の活動が保留になっているか判別してください。

これが VTAM CLSDST コマンドが実行中であることを示す場

合、VTAM は、存在しないリソースあるいは利用不能なリソ

ースに接続しようとしている可能性があります (そのリソース

の CEDA 定義の NETNAME で示されます)。この場合は、数

分待ってから再インストールするか、廃棄してください。

JOBLOG にアクセスできる場合は、問題のリソースに関するメ

ッセージ DFHZC3462 によって CLSDST が終了したことが分

かります。

このリソースが端末の場合は、CEMT トランザクションを実行

して端末を一時的に使用できる状態にしてから、再び使用でき

ない状態にしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

DFHZC5917E date time applid Deletion of terminal termid

failed. Error message writer still active

説明: エラー・メッセージ書き込み機能が、この端末について

まだ活動中であるために、CICS は、端末 termid を削除するこ

とができません。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: CEMT トランザクションを使用して、その

端末を短時間の間だけ使用できる状態にし、その後もう一度使

用できない状態にしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZE

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

DFHZC5918E date time applid Deletion of terminal termid

Console consname failed. It has pending

DFHZCP activity.

説明: VSE コンソール consname に、削除できないようにし

ている未解決の活動があります。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: このコンソールに要求された未解決の応答に

応答した後で、CEMT トランザクションを使用して、そのコン

ソールを短時間の間だけ使用できる状態にし、その後もう一度

使用できない状態にしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZO

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、consname

DFHZC5914E • DFHZC5918E

522 z/VSE V6R2 メッセージおよびコード 第 3 巻



DFHZC5919E date time applid Deletion of terminal termid

failed. CICS logic error

説明: リモート端末の切断の際にエラーがあったために、

CICS は、端末 termid を削除することができません。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5919 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSSZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

DFHZC5920E date time applid Install of terminal termid

failed. CICS logic error

説明: この CICS システムが端末 termid のインストールに失

敗しました。 システムがローカル・システム項目を持っていな

いため、まだ端末を受け入れることができません。 おそらく、

CICS 初期設定時に障害が起こっています。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5920 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZ、DFHBSTZ2

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

DFHZC5921E date time applid Install of terminal termid

failed. VTAM support not loaded.

説明: CICS が VTAM サポートなしで初期設定されたため

に、CICS は、端末 termid のインストールに失敗しました。

システムの処置: CICS の処理を続行します。

ユーザーの処置: VTAM を使用するには、CICS をシャット

ダウンして、システム初期設定パラメーター VTAM=YES を指

定し、ACCESSMETHOD=VTAM でアセンブルされた TCT
および該当する RDO 端末定義を指定して、再始動を行ってく

ださい。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSZZV

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

DFHZC5923E date time applid Install for terminal termid

failed. CICS logic error

説明: バインド・イメージが無効だったために、CICS は、端

末 termid のインストールに失敗しました。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5923 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSZZV

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

DFHZC5924E date time applid Install for terminal termid

failed. CICS logic error

説明: TCTTE にノード情報ブロック (NIB) 記述子が含まれて

いなかったために、CICS は、端末 termid のインストールに失

敗しました。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5924 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSZZV

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

DFHZC5925E date time applid Deletion of connection cccc

failed. Its AID-Chains are not empty

説明: リモート・システム cccc のための AID 連鎖が空でな

かったために、CICS は、接続 cccc を削除しませんでした。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: CEMT トランザクションを使用して、未解

決の AID の処理が行えるように、その接続を使用できる状態

にしてください。 次に、接続をサービス休止状態にして、削除

できるようにしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSSA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、cccc

DFHZC5926E date time applid Install for connection cccc

failed. CICS logic error

説明: DFHZCP が DATASTREAM オペランドを受け取らな

かったために、CICS は、接続 cccc をインストールしませんで

した。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5926 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSSZ6

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、cccc
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DFHZC5927E date time applid Install for connection cccc

failed. CICS logic error

説明: DFHZCP が RECORDFORMAT オペランドを受け取ら

なかったために、CICS は、接続 cccc をインストールしません

でした。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5927 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSSZ6

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、cccc

DFHZC5929E date time applid Deletion of connection cccc

failed. It is in use by n indirect

connections

説明: CICS は、接続 cccc が n 個の間接接続によってまだ使

用中であるため、この接続を削除しませんでした。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 以下の手順によって間接接続を削除してくだ

さい。

1. CEDA トランザクションを使用して、INDSYS パラメータ

ーで示されているリモート・システムを変更します。

2. 間接接続を再インストールします。

3. 「メイン」接続を再インストールします。

4. 間接接続を変更して、INDSYS パラメーターで示されてい

るリモート・システムをリセットし、「メイン」接続の名

前に戻します。

5. 間接接続を再インストールします。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、cccc、n

DFHZC5931E date time applid Install for modename

modename failed. Maximum number of

APPC sessions would have been exceeded

説明: 許されているセッションの最大数を超える可能性があっ

たために、CICS は、MODENAME modename を使用している

SESSIONS 定義をインストールしませんでした。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: システムの使用率が少なくなるのを待つか、

または、一部の APPC セッションを削除してください。

システム・プログラマーは、CICS TOR の数を増やすことを検

討してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSM61

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、modename

DFHZC5932E date time applid Install for modename

modename failed. Connection cccc not found

説明: CONNECTION パラメーターの中に未知の名前 cccc が

あったために、CICS は、MODENAME modename を使用して

いる SESSIONS 定義をインストールしませんでした。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 接続 cccc をインストールしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSM62

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、modename、cccc

DFHZC5933E date time applid Install for modename

modename failed. Connection cccc is not

valid here

説明: この文脈では CONNECTION が有効でないために、

CICS は、MODENAME modename を使用している

SESSIONS 定義をインストールしませんでした。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: リモート・システム cccc の定義を変更して

ください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSM62

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、modename、cccc

DFHZC5934E date time applid Install for modename

modename failed. Single-session connection

cccc is already in use.

説明: 単一セッション CONNECTION cccc はすでに使用中で

あるために、CICS は、MODENAME modename を使用してい

る SESSIONS 定義をインストールしませんでした。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: cccc の定義を変更してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSM61、DFHBSM62

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、modename、cccc

DFHZC5936E date time applid Install for modename

modename failed. Connection cccc has active

modegroup xxxx

説明: 接続 cccc はすでに活動 MODEGROUP xxxx が持って

いたために、CICS は、MODENAME modename を指定した

SESSIONS 定義をインストールしませんでした。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: CEMT トランザクションを使用して、その

接続を短時間の間だけ使用できる状態にし、その後、もう一度

使用できない状態にしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSM62

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、modename、

cccc、xxxx
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DFHZC5937I date time applid Deletion of modename

modename found another deletion of it in

progress

説明: その定義がすでに削除を保留にしていたために、CICS
は、MODENAME modename を指定した SESSIONS 定義を削

除しませんでした。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: CEDA ユーザーが SESSIONS 定義をインス

トールしようとしていなかったかどうかを調べてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSM62

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、modename

DFHZC5938E date time applid Deletion of modename

modename failed. Unable to delete session(s)

説明: 前のメッセージで 1 つまたは複数のエラーが報告され

ているために、CICS は、MODENAME modename を指定した

SESSIONS 定義を削除することができません。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 詳細および手引きについては、前に出された

メッセージを参照してください。示されたエラーを訂正してく

ださい。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSM61

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、modename

DFHZC5939E date time applid Install for name failed.

Duplicate session- or modegroup-name for

connection sysid

説明: セッション名またはモードグループ名 name が重複して

いるので、CICS は、セッションまたはモードグループをイン

ストールすることができません。

システムの処置: CICS は処理を続行しますが、セッションま

たはモードグループはインストールされません。

ユーザーの処置: 重複しているセッション名またはモードグル

ープ名を変更してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSMIR、DFHBSM62

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、name、sysid

DFHZC5940E date time applid Install for terminal termid

failed. Error console cannot be deleted

説明: エラー・コンソール CERR の置き換えが試みられまし

た。 その置き換えは CICS では許されていません。

システムの処置: CICS は、元のエラー・コンソールを使用し

て処理を続行します。

ユーザーの処置: この制限に注意してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHZCQDL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

DFHZC5941E date time applid Install for terminal termid

failed. Console consname has a conversation

outstanding

説明: コンソール consname が ECB を通知したため、CICS
は、端末 termid をインストールすることができませんでし

た。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: CEMT トランザクションを使用して、その

端末を短時間の間だけ使用できる状態にし、その後もう一度使

用できない状態にしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZO

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、consname

DFHZC5942E date time applid Node nodeid was not

installed. The addition of key key to table

tablename failed. RC=X'return'.

Module(modname).

説明: TMP テーブルへの追加に失敗したために、CICS はノ

ード nodeid の定義をインストールすることができません。

CICS は、テーブル tablename にキー key を追加しようとしま

した。

TMP からの戻りコードは、return に示されています。 戻りコ

ードが 4 の場合は、項目が重複しています。 この項目と同時

に別の項目が追加されて、同一のキーを使用した可能性があり

ます。 そうでない場合は、CICS に論理エラーが発生していま

す。 このメッセージを出したモジュールは、modname で示さ

れています。

システムの処置: CICS は定義をインストールしません。

ユーザーの処置: 項目が、キーと対立している別の定義とオー

バーラップしていなかった場合、あるいは戻りコードが 4 でな

い場合は、問題を解決するために IBM のサポートが必要にな

ります。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の

第 4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール:

DFHBSS、DFHBSTZ、DFHBSTZZ、DFHBSTZ1、DFHBSTZ2

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、nodeid、key、

tablename、X'return'、modname

DFHZC5943E date time applid MRO connection connname

could not be deleted because IRC is open.

説明: 接続 conname が MRO 接続であり、領域間通信 (IRC)
がオープン状態のため、CICS はその接続を削除できません。

システムの処置: 接続は削除されません。

ユーザーの処置: IRC 定義をクローズし、削除または置換を再

試行してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、connname
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DFHZC5945E date time applid Deletion of sessions ssss

failed. Connection cccc is defined to IRC

説明: CONNECTION がまだ IRC に対して定義されている

ために、CICS は、SESSIONS 定義 ssss を削除しませんでし

た。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: CEMT SET IRC CLOSED コマンドを出し

てください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、ssss、cccc

DFHZC5946E date time applid Install for sessions ssss

failed. Connection cccc is defined to IRC

説明: CONNECTION がすでに IRC に対して定義されてい

るために、CICS は、SESSIONS 定義 ssss をインストールしま

せんでした。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: CEMT SET IRC CLOSED コマンドを出し

てください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、ssss、cccc

DFHZC5947E date time applid Install for sessions ssss

failed. CICS logic error

説明: CONNECTION 名が指定されていないために、CICS
は、SESSIONS 定義 ssss をインストールしませんでした。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5947 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSMIR、DFHBSTZR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、ssss

DFHZC5948E date time applid Install for sessions ssss

failed. Connection cccc is not suitable for

IRC

説明: 示された CONNECTION が IRC にとって適切でない

ために、CICS は、SESSIONS 定義 ssss をインストールしませ

んでした。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: cccc の定義を変更してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、ssss、cccc

DFHZC5949E date time applid Install for sessions ssss

failed. It is incompatible with connection

cccc

説明: 示された CONNECTION が必要なタイプのセッション

をサポートするものでないために、CICS は、SESSIONS 定義

ssss をインストールしませんでした。 同じ名前でも違うタイ

プの接続を置き換えているときに、何か他の理由でインストー

ルが失敗した場合には、このメッセージが出される可能性があ

ります。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: cccc の定義を変更してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSMIR、DFHBSTZS、DFHBSTZR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、ssss、cccc

DFHZC5950E date time applid Install for terminal termid

failed. Console consname already exists

説明: コンソール ID consname がすでに存在しているため

に、CICS は、CONSOLE 定義 termid をインストールしませ

んでした。

システムの処置: CICS の処理は続行されますが、その端末は

インストールされません。

ユーザーの処置: CEDA トランザクションを使用して、別の

コンソール ID を定義し、その端末を再インストールしてくだ

さい。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSS、DFHBSTZ、DFHBSTZO

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、consname

DFHZC5951E date time applid Deletion of connection ssss

failed. Unable to delete sessions

説明: 1 つまたは複数のセッションを削除することができない

ために、CICS は、CONNECTION 定義 ssss を削除しません

でした。 前に出された 1 つまたは複数のメッセージにこの失

敗の説明が示されているはずです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 詳しい情報および手引きについては、前に出

されたメッセージを参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSSZR、DFHBSSZ6

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、ssss

DFHZC5952E date time applid Deletion of terminal termid

failed. It needs to be SET RELEASED

説明: 端末 termid の現在の状況では、CICS はその端末を削

除することはできません。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: CEMT トランザクションを使用して端末

termid を解放し、サービス休止状態にしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZV

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid
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DFHZC5953E date time applid CICS logic error

説明: インストールされるオブジェクトがバインド・イメージ

を持っていませんでした。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5953 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSM62

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC5954E date time applid Install for resource resource

failed. Unable to install sessions

component

説明: CICS は、リソース resource のインストールに失敗しま

した。 失敗の原因は前のメッセージに示されているはずです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 詳細および手引きについては、前に出された

メッセージを参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、resource

DFHZC5957E date time applid Arch. User-Data ID X'xx

occurs in bind. CICS logic error

説明: バインド時に X'02' よりも大きな設計済みユーザー・デ

ータ ID があるために、インストールされている APPC
SESSIONS オブジェクトが無効です。

システムの処置: CICS は、そのオブジェクトをインストール

しません。 ダンプ・コード ZC5957 のシステム・ダンプがと

られます。 通常、この問題に関する症状ストリングが入ってい

るメッセージ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSM62

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、xx

DFHZC5958E date time applid Install failed for xxxx. This

is the name of the local system which

must not be replaced.

説明: CICS の最後の実行時に、端末または接続がローカル・

システム項目と同じ名前で定義されました。 ローカル・システ

ム項目は置換できないので、これは許されません。

CICS の現在の実行のコールド・スタート時に、無効な定義を

含むグループを CICS がインストールしようとしました。 そ

の時、CICS はこのメッセージを出しました。

システムの処置: CICS は継続しますが、この端末または接続

はインストールされません。

ユーザーの処置: CEDA トランザクションを使用して端末の

名前または接続の名前を訂正して、そのグループをインストー

ルしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSSZL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、xxxx

DFHZC5961E date time applid Deletion of surrogate xxxx

failed. CICS logic error

説明: CICS は、代理 TCT 項目を削除することができませ

ん。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5961 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZ1、DFHBSTZ2

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、xxxx

DFHZC5962E date time applid Install for resource resource

failed. Modename parameter not found

説明: MODENAME パラメーターが欠落しているために、

CICS は、リソース resource のインストールに失敗しました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 欠落しているパラメーターを与えてくださ

い。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、resource

DFHZC5963E date time applid operation RUSIZE xxxx from

terminal termid was greater than

TYPETERM RUSIZE yyyy.

説明: 対応する TYPETERM RECEIVESIZE|SENDSIZE より

も大きな VTAM RECEIVESIZE を持つ端末 termid の自動イ

ンストールが試みられました。

システムの処置: CICS を続行します。この自動インストール

は拒否されます。

ユーザーの処置: TYPETERM RECEIVESIZE または

TYPETERM SENDSIZE を増やすか、あるいは VTAM
LOGMODE テーブル内の RECEIVESIZE を減らしてくださ

い。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSZZV

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、operation、

xxxx、termid、yyyy
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DFHZC5964E date time applid Install for sessions ssss

failed. CICS logic error.

説明: BINDPASSWORD の長さが 8 文字の限界を超えている

ために、CICS は、SESSIONS ssss のインストールに失敗しま

した。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5964 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSSZS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、ssss

DFHZC5966I date time applid {INSTALL | DELETE |

RESTORE} started for resource (termid)

SYSID (sysid) (Module : modname).

説明: CICS は、リソース termid のインストール、削除、ま

たはリストアを開始しました。そのリソースは、端末、接続、

モードグループ、セッションまたは pool_entry のいずれかで

ある可能性があります。 接続の場合には、sysid は必ずブラン

クになります。 ローカル端末または pool_entry である場合

は、sysid はローカル CICS システムのシステム識別名になり

ます。 リモート端末の場合は、sysid はその端末を所有してい

るリモート・システムのシステム識別名になります。 モードグ

ループまたはセッションの場合は、sysid は、そのモードグル

ープまたはセッションが関連しているシステム識別名になりま

す。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。

宛先: CADL
モジュール:

DFHBSTZ、DFHBSMPP、DFHBSM62、DFHBSS、DFHBSMIR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=INSTALL、

2=DELETE、3=RESTORE}、resource、termid、sysid、modname

DFHZC5967E date time applid Install for modename

modename failed. Unable to install sessions

説明: CICS は、MODENAME modename を使用している

SESSIONS 定義のインストールに失敗しました。 失敗の原因

は前のメッセージに示されているはずです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 詳しい情報および手引きについては、前に出

されたメッセージを参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSM61

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、modename

DFHZC5968E date time applid Unable to install LU

Services Manager for modename modename

説明: CICS は、MODEGROUP modename のための

CONNECTION 定義のインストールに失敗しました。 失敗の

原因は前のメッセージに示されているはずです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 詳細および手引きについては、前に出された

メッセージを参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSSZP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、modename

DFHZC5969E date time applid Deletion of dependent

modename(s) failed for connection

modename

説明: CICS は、MODEGROUP modename のための

CONNECTION 定義の置き換えに失敗しました。 失敗の原因

は前のメッセージに示されているはずです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 詳細および手引きについては、前に出された

メッセージを参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSSZS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、modename

DFHZC5971E date time applid Delete of resource resource

failed. CICS logic error

説明: 破棄操作時の予期しないサインオン状態のために、

CICS は、リソース resource の削除に失敗しました。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5971 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、resource

DFHZC5972E date time applid Delete of resource resource

failed. It is still signed on

説明: 端末またはセッションがまだサインオン状態であるため

に、CICS は、TERMINAL または SESSIONS リソース

resource の削除に失敗しました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: サインオフ・トランザクション CESF を実

行して、再試行してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、resource
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DFHZC5973E date time applid Install for sessions ssss

failed. Max session-count reached for

modename modename

説明: MODENAME modename に関して最大セッション・カ

ウントに達したために、CICS は、SESSIONS 定義 ssss の削除

に失敗しました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: modename 内のセッションのいくつかを削除

するか、または大きな最大セッション・カウントで modename

を再定義してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、ssss、modename

DFHZC5974E date time applid Deletion of pool pppp failed.

Unable to delete pool entries

説明: CICS は、POOL pppp の削除に失敗しました。 失敗の

原因は前のメッセージに示されているはずです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 詳しい手引きおよび情報については、前に出

されているメッセージを参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSMPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppp

DFHZC5975E date time applid Install for resource pppp

failed. CICS logic error

説明: 必要な POOLID パラメーターが欠落していたために、

CICS は、POOL 定義 pppp のインストールに失敗しました。

これは、CICS の (おそらくは DFHTRZPP の) 論理エラーで

す。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5975 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSMPP、DFHBSTZP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppp

DFHZC5976E date time applid CICS logic error

説明: 必要な POOLCNT パラメーターが欠落していたため

に、CICS は、POOL 定義のインストールに失敗しました。

これは、CICS の (おそらくは DFHTRZPP の) 論理エラーで

す。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5976 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSMPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC5977E date time applid Failure building pool entries

説明: プール項目を作成しているときに障害があったために、

CICS は、POOL 定義のインストールに失敗しました。 この

失敗の原因は、前に出されているメッセージで説明されている

はずです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 詳しい情報および手引きについては、前に出

されているメッセージを参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSMPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC5978E date time applid Unable to replace pool pppp

説明: CICS は、POOL 定義をインストールまたは削除する試

みに失敗しました。 この失敗の原因は、前に出されているメッ

セージで説明されているはずです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 詳細および手引きについては、前に出された

メッセージを参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSMPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppp

DFHZC5979E date time applid Deletion of pool pppp failed.

It still has session termid

説明: そのプールにはまだ端末 termid のアクティブ・セッシ

ョンがあったために、CICS は、プール pppp の削除に失敗し

ました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: (CEMT トランザクションを使用して) その

端末を使用できない状態にし、再試行してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppp、termid

DFHZC5980E date time applid Resource resource is in use

by task taskid Transaction tranid

説明: リソース resource は使用中です。 taskid はタスク番

号、tranid はトランザクション ID です。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: タスク taskid の終了を待ってから、操作を

再試行してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSS, DFHBSSZ, DFHBSTZ, DFHBSTZ1,
DFHBSTZ2 DFHBST2V
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XMEOUT パラメーター: date、time、applid、resource、taskid、

tranid

DFHZC5981E date time applid Pool pppp not found

説明: POOL pppp が存在していないために、CICS は、リソ

ースのインストールに失敗しました。 この失敗の原因は、前に

出されているメッセージで説明されているはずです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 詳細および手引きについては、前に出されて

いるメッセージを参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppp

DFHZC5982E date time applid Deletion of pool pppp failed.

Pool entry is in use for termid

説明: そのプールにはまだ端末 termid の使用中の項目があっ

たために、CICS は、POOL pppp の削除に失敗しました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: (CEMT トランザクションを使用して) その

端末を使用できない状態にし、再試行してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSMPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pppp、termid

DFHZC5983E date time applid Unable to replace resource

説明: リソース resource がすでに存在しているか、または前

に出されているメッセージで説明された理由のいずれかによ

り、CICS は、このリソースのインストールに失敗しました。

考えられる理由は以下の通りです。

v 同じ名前で定義されている非 VTAM 端末および VTAM 端

末が存在する。非 VTAM 端末がインストールされている場

合、CICS は、同じ名前の VTAM 端末は自動インストール

しません。

v ユーザー自身の端末、または CEDA コマンドを出すのに使

用されている端末と同じ名前の端末を置き換えようとした。

v 同じグループ内の以前の定義と同じ REMOTENAME およ

び REMOTESYSTEM を持つ端末を置き換えようとした。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 詳細および手引きについては、前に出された

メッセージを参照してください。

前にメッセージが出ていない場合は、端末 ID を調べてくださ

い。

宛先: CSMT
モジュール:

DFHBSS、DFHBSTZ、DFHBSS2、DFHBSTZ1、DFHBSTZ2

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、resource

DFHZC5985E date time applid Install for resource resource

failed. Unable to install connection

component

説明: CICS は、リソース resource のインストールに失敗しま

した。 失敗の原因は前のメッセージに示されているはずです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 詳細および手引きについては、前に出された

メッセージを参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZC

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、resource

DFHZC5986E date time applid CICS logic error

説明: ウォーム・キーポイント・プログラム (DFHWKP) か照

会トランザクション (DFHQRY) のいずれかが無効な要求を出

し、それを実施することができませんでした。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5986 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHZCQCH

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC5988E date time applid Install for resource resource

failed. VTAM support not generated

説明: CICS は、VTAM サポートなしに初期設定されていた

ために、リソース resource のインストールに失敗しました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: VTAM リソースを直ちにインストールしよ

うとする場合は、CICS をシャットダウンし、システム初期設

定パラメーター ACCESSMETHOD=VTAM を指定し、適切な

TCT または RDO 端末定義で再始動してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSSZS、DFHBSSZ6、DFHBSTZV

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、resource

DFHZC5989E date time applid Deletion of resource resource

failed. Remote deletion in connection cccc

failed

説明: システム cccc でのリモート削除が失敗に終わったため

に、CICS は、リソース resource の削除に失敗しました。

この失敗の原因は、前に出されているメッセージで説明されて

いるはずです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 詳細および手引きについては、前に出されて

いるメッセージを参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZ1、DFHBSTZ2
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XMEOUT パラメーター: date、time、applid、resource、cccc

DFHZC5990E date time applid CICS logic error

説明: CICS は、要求コードを認識しないため、INSTALL 要

求または DELETE 要求を拒否しました。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5990 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHZCQ00

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC5991E date time applid CICS logic error

説明: BIND が与えられなかったために、CICS は、

VALIDATE BIND 要求を拒否しました。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5991 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHZCQ00

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC5992E date time applid Resource Types Table does

not support recovery record

説明: DFHZCQ のリソース・タイプ・テーブル

(DFHZCQRT) が、ログまたは CICS カタログからのリカバリ

ー・レコードと互換性を持っていないために、CICS は、

RESTORE 要求を拒否しました。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5992 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: CICS はウォーム・スタートを正しく行うこ

とができません。 したがって、CICS をシャットダウンして、

COLD スタートする必要があります。

宛先: CSMT
モジュール: DFHZCQRS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC5993E date time applid CICS logic error

説明: DFHZCQ のリソース・タイプ・テーブル

(DFHZCQRT) が、ログまたは CICS カタログからのリカバリ

ー・レコードと互換性を持っていないため、CICS は

RESTORE 要求を拒否しました。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5993 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHZCQRS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC5994E date time applid CICS logic error

説明: リカバリー・レコードが渡されなかったために、CICS
は、RESTORE 要求を拒否しました。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5994 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHZCQRS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC5995E date time applid CICS logic error. Resource

Type Code xxxx Subtype yyyy not

recognized with associated bind image

説明: CICS は、リソース・タイプ・コード (RTC) xxxx とサ

ブタイプ yyyy (作成機能パラメーター・セットからのもの) を

持つリソースのインストールに失敗しました。それは、リソー

ス・タイプ・コード xxxx、サブタイプ yyyy、および関連した

BIND イメージを持つリソースは、作成機能のリソース・タイ

プでないためです。

これは、CICS の (おそらくは DFHTRZxP の) 論理エラーで

す。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5995 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHZCQIS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、xxxx、yyyy

DFHZC5996E date time applid CICS logic error

説明: INSTALL 要求内のリソース・タイプ・コードがゼロで

あったために、CICS はその要求を拒否しました。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5996 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。
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ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHZCQIS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC5997E date time applid CICS logic error

説明: TCT 項目が渡されなかったために、CICS は、

INQUIRE 要求を拒否しました。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5997 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHZCQIQ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC5998E date time applid Install specified a resource

that cannot be replaced

説明: 渡された項目が削除できないタイプのもの (例えば、非

VTAM 端末) であったために、CICS は、DELETE 要求を拒

否しました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 失敗に終わった削除/置き換えは、INSTALL
要求によって必要とされるものでした。 その要求内のリソー

ス・タイプを訂正してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHZCQCH、DFHZCQDL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC5999E date time applid CICS logic error.

説明: DFHZCQCH がこのメッセージを出した場合、必須項

目パラメーターが渡されていなかったために、CICS は

CATALOG 要求を拒否しました。

DFHZCQDL がこのメッセージを出した場合、必須項目パラメ

ーターが渡されていなかったために、CICS は DELETE 要求

を拒否しました。

システムの処置: CICS を続行します。ダンプ・コード

ZC5999 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この問題に

関する症状ストリングが入っているメッセージ DFHME0116
が作成されます。

ユーザーの処置: CICS TS パフォーマンスの手引き. この問題

を解決するには IBM の支援が必要です。 手順については、

「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照してくださ

い。

宛先: CSMT
モジュール: DFHZCQCH、DFHZCQDL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC6200E date time applid Could not obtain DWE

storage

説明: BUILD または DESTROY 要求の実行時に、CICS テー

ブル作成機能サービスは、据え置き作業エレメント (DWE) の

ストレージを取得できませんでした。

システムの処置: CICS はその要求を拒否します。

ユーザーの処置: この障害は、動的ストレージ域 (DSA) が小

さすぎる場合の症状であることがあります。 その場合には、

CICS 領域のサイズを大きくすることによって問題を解決する

ことができます。 DSA および CICS 領域のサイズの見積もり

に関する注意事項は、「CICS Transaction Server for VSE/ESA

システム定義の手引き」および「CICS TS パフォーマンスの手

引き」を参照してください。

この障害は、別のトランザクション (例えば、ループ内で

EXEC CICS GETMAIN を指定したループ・プログラム) の中

のエラーによって起こることも考えられます。

宛先: CSMT
モジュール: DFHTBSB、DFHTBSD、DFHTBSL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC6202E date time applid Pattern pattern not valid for

builder

説明: 要求を実行しているときに、CICS テーブル作成機能サ

ービスは、パターン pattern が、DFHBSHDR(ENTRY) によっ

て宣言されていない作成機能を挙げていることを検出しまし

た。 pattern は DFHBSPTE マクロ内にコーディングされてい

るパターンの名前です。

システムの処置: CICS はその要求を拒否します。ダンプ・コ

ード ZC6202 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この

問題に関する症状ストリングが入っているメッセージ

DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHTBSB、DFHTBSL、DFHTBSQ、DFHTBSR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pattern

DFHZC6203E date time applid Unable to obtain DWE

action-list storage

説明: 要求の実行時に、CICS テーブル作成機能サービスは、

DWE アクション・リスト用のエレメントを作成するためのス

トレージを取得できませんでした。

システムの処置: CICS はその要求を拒否します。

ユーザーの処置: この障害は、動的ストレージ域 (DSA) が小

さすぎる場合の症状であることがあります。 その場合には、

CICS 領域のサイズを大きくすることによって問題を解決する

ことができます。 DSA および CICS 領域のサイズの見積もり

に関する注意事項は、「CICS Transaction Server for VSE/ESA

システム定義の手引き」および「CICS TS パフォーマンスの手

引き」を参照してください。

この障害は、別のトランザクション (例えば、ループ内で

EXEC CICS GETMAIN を指定したループ・プログラム) の中
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のエラーによって起こることも考えられます。

宛先: CSMT
モジュール: DFHTBSBP、DFHTBSDP、DFHTBSL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC6204E date time applid Illegal subpattern definition

pattern

説明: 要求を実行しているときに、CICS テーブル作成機能サ

ービスは、サブパターン pattern が、DFHBSHDR(ENTRY) に

よって宣言されていない作成機能を挙げていることを検出しま

した。 pattern は DFHBSPTE マクロ内にコーディングされて

いるサブパターンの名前です。

システムの処置: CICS はその要求を拒否します。ダンプ・コ

ード ZC6204 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この

問題に関する症状ストリングが入っているメッセージ

DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHTBSBP、DFHTBSDP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pattern

DFHZC6205E date time applid Illegal subpattern definition

pattern

説明: 要求を実行しているときに、CICS テーブル作成機能サ

ービスは、サブパターン pattern の定義が無効であることを検

出しました。 pattern は DFHBSPTE マクロ内にコーディング

されているサブパターンの名前です。

システムの処置: CICS はその要求を拒否します。ダンプ・コ

ード ZC6205 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この

問題に関する症状ストリングが入っているメッセージ

DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHTBSBP、DFHTBSDP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pattern

DFHZC6206E date time applid Pattern pattern not valid for

destroy

説明: DESTROY 要求を実行しているときに、CICS テーブル

作成機能サービスは、パターン pattern が DESTROY 要求に

は無効であることを検出しました。 pattern は DFHBSPTE マ

クロ内にコーディングされているパターンの名前です。

システムの処置: CICS はその要求を拒否します。ダンプ・コ

ード ZC6206 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この

問題に関する症状ストリングが入っているメッセージ

DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT

モジュール: DFHTBSD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pattern

DFHZC6207E date time applid Catalog key too long or

zero. Pattern pattern

説明: 要求を実行しているときに、CICS テーブル作成機能サ

ービスは、パターン pattern の中で挙げられている作成機能が

無効な CC キーを MAKEKEY で戻したことを検出しました。

pattern は DFHBSPTE マクロ内にコーディングされているパ

ターンの名前です。

システムの処置: CICS はその要求を拒否します。ダンプ・コ

ード ZC6207 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この

問題に関する症状ストリングが入っているメッセージ

DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHTBSBP、DFHTBSDP、DFHTBSL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、pattern

DFHZC6209E date time applid Invalid ZC catalog request

code xxxx

説明: 要求を実行しているときに、CICS テーブル作成機能サ

ービスは、カタログ要求のためのコード xxxx が無効であるこ

とを検出しました。

システムの処置: CICS はその要求を拒否します。ダンプ・コ

ード ZC6209 のシステム・ダンプがとられます。 通常、この

問題に関する症状ストリングが入っているメッセージ

DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHTBSL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、xxxx

DFHZC6212E date time applid Level mismatch with catalog

record. DFHBS xxx

説明: ウォーム・スタートまたは緊急始動時に要求を実行して

いるとき、CICS テーブル作成機能サービスは、CC レコード

がそこで指定されているパターンと互換性を持っていないこと

を検出しました。 xxx は作成機能 ID です。

システムの処置: CICS はその要求を拒否します。

ユーザーの処置: CC レコードは、おそらく、以前の CICS の

レベルで書き込まれています。 つまり、その CC レコードが

書き込まれた後、システムに 1 回またはそれ以上の PTF 保守

修正が適用されています。 この場合は、次のいずれかを行って

ください。

v CICS をコールド・スタートする。または

v 適用した保守を除去し、ウォーム・スタートまたは緊急再始

動ができるようにする。

宛先: CSMT
モジュール: DFHTBSR、DFHTBSRP
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XMEOUT パラメーター: date、time、applid、xxx

DFHZC6213E date time applid Recovery record abandoned.

Key is key

説明: RESTORE 要求を処理しているときに、CICS テーブル

作成機能サービスは、前のメッセージで報告されたエラーを検

出しました。 key は、中止されたレコードのためのカタログ・

キーです。また、そのキーが CICS にとって未知のものであっ

た場合は、key は単一の文字 ? となります。

システムの処置: 問題の原因については、前に出されたメッセ

ージを参照し、そこで勧められているユーザーの処置をとって

ください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHTBSR

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、key

DFHZC6214E date time applid Unable to obtain recovery

record storage

説明: CATALOG 要求を処理しているときに、CICS テーブ

ル作成機能サービスは、リカバリー・レコード・ストレージを

取得することができませんでした。

システムの処置: CICS はその要求を拒否します。

ユーザーの処置: この障害は、動的ストレージ域 (DSA) が小

さすぎる場合の症状であることがあります。 その場合には、

CICS 領域のサイズを大きくすることによって問題を解決する

ことができます。 DSA および CICS 領域のサイズの見積もり

に関する注意事項は、「CICS Transaction Server for VSE/ESA

システム定義の手引き」および「CICS TS パフォーマンスの手

引き」を参照してください。

この障害は、別のトランザクション (例えば、ループ内で

EXEC CICS GETMAIN を指定したループ・プログラム) の中

のエラーによって起こることも考えられます。

宛先: CSMT
モジュール: DFHTBSLP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC6301E date time applid Install for tttt failed.

Duplicate netname netname for resource rrrr

found.

説明: リソース tttt はインストール中でしたが、リソース

rrrr と同じネットワーク名 netname であることが検出されまし

た。

システムの処置: そのリソースはインストールされませんが、

CICS は継続します。

ユーザーの処置: これらの定義をインストールしたい場合に

は、CEDA を使用してネットワーク名を訂正して、定義を再イ

ンストールしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZV

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tttt、netname、

rrrr

DFHZC6302E date time applid Install for connection cccc

failed. Duplicate netname netname for

resource rrrr found.

説明: 接続 cccc はインストール中でしたが、リソース rrrr と

同じネットワーク名 netname を持っているが検出されました。

システムの処置: そのリソースはインストールされませんが、

CICS は継続します。

ユーザーの処置: 別の APPC 接続または LU6.1 接続と同じ

ネットワーク名の APPC 接続を持つことはできません。 つま

り、2 つのシステム間に複数の APPC 接続を持つこと、ま

た、LU6.1 接続と一緒に 2 つのシステム間に APPC 接続をイ

ンストールすることはできません。

APPC ネットワーク名も LU6.1 ネットワーク名も、端末のネ

ットワーク名と同じにすることはできません。

また、他の IRC 接続と同じネットワーク名の IRC 接続を持つ

こともできません。 ただし、IRC ネットワーク名は、VTAM
ネットワーク名 (APPC または LU61 接続または端末) と同じ

にすることはできます。

この定義をインストールする場合は、CEDA を使用してネット

ワーク名を訂正してから、定義を再インストールしてくださ

い。

ある接続を別のネットワーク名に置き換える必要がある場合に

は、その接続の名前は、置き換えようとしているものと同じ接

続名でなければなりません。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、cccc、netname、

rrrr

DFHZC6303E date time applid Install for tttt failed.

Duplicate netname netname found.

説明: リソース tttt がインストール中でしたが、ネットワー

ク名 netname が重複していることが検出されました。

このメッセージは、次の場合に出されます。

v この定義と同じグループ内に重複した NETNAME があっ

た場合。

v 2 つの CEDA トランザクションが同時に実行されて、別の

CEDA トランザクションが、DFHBSTZV の BUILD ルー

チンと CONNECT ルーチンの間に NETNAME を追加し

た場合。

システムの処置: そのリソースはインストールされませんが、

CICS は継続します。

ユーザーの処置: この定義をインストールする場合は、CEDA
を使用してネットワーク名を訂正してから、定義を再インスト

ールしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZV

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tttt、netname
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DFHZC6304W date time applid Deletion of remote terminal

termid failed because it is in use by

another transaction.

説明: CICS がリモート端末 termid にログオフ・トランザク

ションを出しましたが、別のトランザクションがこの端末を使

用しているため、削除することができません。

システムの処置: リモート端末は再使用できます。 CICS を

続行します。

ユーザーの処置: この状態は、通常、リモート CICS がスト

レス状態にある場合に起こります。さらに多くのリソースを割

り振ることを考慮してください。 例えば、より多くのストレー

ジを割り振る必要があるかもしれません。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

DFHZC6305E date time applid Install for EXCI generic

connection cccc failed. Duplicate EXCI

generic connection rrrr found.

説明: protocol(exci) および conntype(generic) を指定した接

続 cccc がインストールされましたが、既存の総称接続 rrrr が

検出されました。

システムの処置: リソースはインストールされません。 CICS
を続行します。

ユーザーの処置: CICS システムにインストールできる EXCI
総称接続は 1 つだけです。どの EXCI 総称接続定義が必要か

を判別し、重複している定義を除去してください。

EXCI 総称接続定義を置き換える必要がある場合には、その接

続は、置き換えようとしているものと接続名が同じでなければ

なりません。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、cccc、rrrr

DFHZC6315E date time applid User userid is not authorized

to install terminal tttt with preset security.

説明: ユーザー userid が端末 tttt をインストールしようとし

ましたが、ユーザー ID の権限が不足していました。 これ

は、その端末が事前設定された権限を持っているためです。(端
末 tttt の定義は、userid 値を指定しています。) 事前設定セキ

ュリティーを持つリソースをインストールするには、特殊な許

可を必要とします。

システムの処置: リソース・セキュリティー違反メッセージ

が、CSCS 一時データ・キューならびにシステム・コンソール

に記録されます。 リソースはインストールされません。 CICS
を続行します。

ユーザーの処置: このリソースをインストールするには、次の

いずれかを行ってください。

v CESN トランザクションを使用して、事前設定セキュリテ

ィーを持つ端末をインストールすることを許可されているユ

ーザー ID でサインオンする。

v ユーザー ID userid に、事前設定セキュリティーを持つ端末

をインストールする許可を与えるようにセキュリティー管理

者に依頼する。 手引きについては、「CICS TS セキュリテ

ィーの手引き」を参照してください。

v リソース定義から USERID 指定を除去して、事前設定セキ

ュリティーを持たないリソースをインストールする。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、userid、tttt

DFHZC6330E date time applid Install for tttt failed.

LDCLIST parameter ldclist not found.

説明: リソース tttt がインストール中でしたが、その

LDCLIST ldclist が無効であることが検出されました。

システムの処置: そのリソースはインストールされませんが、

CICS は継続します。

ユーザーの処置: この定義をインストールしたい場合には、

DFHTCT TYPE=LDCLIST マクロを使用してリスト名を定義し

てください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTBL

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tttt、ldclist

DFHZC6331E date time applid Install for connection tttt

failed. Non-VTAM terminal with same

name already exists.

説明: 接続 tttt をインストールしようとしましたが、同名の

非 VTAM 端末がすでに存在しています。

システムの処置: そのリソースはインストールされませんが、

CICS は継続します。

ユーザーの処置: その接続の名前を変更して、再インストール

してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tttt

DFHZC6332E date time applid Install for terminal tttt

failed. Non-VTAM terminal with same

name already exists.

説明: 端末 tttt をインストールしようとしましたが、同名の

非 VTAM 端末がすでに存在します。

システムの処置: そのリソースはインストールされませんが、

CICS は継続します。

ユーザーの処置: その端末の名前を変更して、再インストール

してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、tttt

DFHZC6333E date time applid INSTALL for modename

modename failed. Zero sessions specified

説明: 指定されたセッションの最大数が 0 であったために、

CICS は、モードグループ modename をインストールしません

でした。CEDA SESSION MAXIMUM パラメーターを 0 に設

定することはできません。したがって、これは、おそらくスト
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レージの上書きによって引き起こされたか、もしくは、CICS
に無効な作成機能パラメーター・セットがシップされたためと

思われます。

システムの処置: このインストールは失敗しますが、CICS は

継続します。

ユーザーの処置: 問題の作成機能パラメーター・セットを見つ

けだして、ZC_MAXSESS_1 を最小値の 1 に設定してくださ

い。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSM62

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、modename

DFHZC6340E date time applid CICS has detected an error

in delete processing for termid. Module

name: modname.

説明: 端末の削除時に、CICS は、TCTTE に連鎖されている

端末入出力域 (TIOA) を見つけました。 これは、CICS 論理エ

ラーです。

システムの処置: システム・ダンプがとられ、TCTTE が削除

され、CICS は継続します。 通常、この問題に関する症状スト

リングが入っているメッセージ DFHME0116 が作成されま

す。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

システム・ダンプを使用して、TIOA がまだ TCTTE に連鎖さ

れている理由を判別しておけば、IBM サポートの役に立ちま

す。 TIOA は、通常、削除される前に FREEMAIN されま

す。

次の質問に対する答も役立つでしょう。

v これは、シップされた TCTTE か。

v TCTTE が削除される理由は何か。

v 正しい TCTTE を削除しようとしているか。

宛先: CADL
モジュール: DFHBST

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、modname

DFHZC6341E date time applid Loop or ABEND has been

detected in inmodule by module bymodule.

説明: CICS が、以前にループまたは異常終了を検出しまし

た。 モジュール bymodule が、ループまたは異常終了の起きた

モジュール inmodule を呼び出しました。

システムの処置: CICS は、異常終了が検出された場合はメッ

セージ DFHZC0001 を、ループが検出された場合にはメッセ

ージ DFHZC0004 を出します。 実行されているインストール

または削除はバックアウトされます。 CICS を続行します。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、関連するメッセー

ジを参照してください。

宛先: CADL
モジュール: DFHBSM61、DFHBSTZS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、inmodule、

bymodule

DFHZC6350I date time applid The type session name

BITMAP was corrupt and has been rebuilt.

Error code: AP FB05.

説明: 接続がインストールされようとしましたが、セッション

名の作成に使用する APPC または MRO セッション名

BITMAP が破壊されました。 破壊された BITMAP は、再作

成されました。

APPC セッション名 BITMAP は常に APPC セッションに使

用されますが、MRO セッション名 BITMAP は、セッション

名の接頭部が「<」または「>」である場合にのみ使用されま

す。

システムの処置: ダンプ・コード ZC6350 のダンプがとられ

ます。 トレース・ポイント ID AP X'FB05' が作成されます。

インストールは続行されます。 CICS を続行します。

ユーザーの処置: とられたダンプを使用して、ストレージが上

書きされた原因を判別してください。ストレージ問題の扱い方

に関する手引きについては、「CICS TS 問題判別の手引き」を

参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHZGBM

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、type

DFHZC6360W date time applid A GETMAIN failed to

obtain storage for a message set.

説明: ZCP のインストールに失敗しました。 通常は、この後

メッセージが出されます。 しかし、メッセージ領域として使用

するために CDSA からストレージを取得しようとする

GETMAIN は失敗しました。 このことは、CDSA 内に使用可

能なフリー・ストレージがないことを意味します。

システムの処置: ZCP のインストールが失敗したことを報告

するはずであったメッセージは出されません。 CDSA 内に使

用可能なフリー・ストレージがないうちは、後続のメッセージ

も出されません。 ただし、後続の GETMAIN の試みにより、

ストレージが使用できるようになった場合は、後続のメッセー

ジが出されます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

ユーザーの処置: トレースを使用して、問題の原因を判別して

ください。 トレース・ポイント AP FCDD (TBSM 項目)
は、出されるはずであったメッセージ番号とメッセージ挿入デ

ータを示します。 詳しい手引きについては、このメッセージの

説明を参照してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSMSG

XMEOUT パラメーター: date、time、applid
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DFHZC6361E date time applid Install for {netname |

console | terminal }portname with userid

userid failed because the preset userid is

invalid.

説明: 事前設定されたユーザー ID userid で端末をインストー

ルできませんでした。ユーザー ID が、外部セキュリティー・

マネージャー (ESM) で認識されていないためです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: ユーザー ID を訂正するか、あるいはセキュ

リティー管理者に連絡して、認識されていないユーザー ID を

ESM に追加してください。 それから、端末定義を再インスト

ールしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname 、

2=console、 3=terminal }、portname、userid

DFHZC6362E date time applid Install for {netname |

console | terminal } portname with userid

userid failed because the preset userid has

been revoked.

説明: 事前設定されたユーザー ID userid で端末をインストー

ルできませんでした。ユーザー ID が、外部セキュリティー・

マネージャー (ESM) で取り消されていたためです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: セキュリティー管理者に連絡してください。

セキュリティー管理者は、ALTUSER RESUME 関数を出し

て、取り消されたユーザー ID を再許可することができます。

それから、端末定義を再インストールしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname 、

2=console、 3=terminal }、portname、userid

DFHZC6363E date time applid Install for {netname |

console | terminal } portname with userid

userid failed because the preset userid's

group access has been revoked.

説明: 事前設定されたユーザー ID userid で端末をインストー

ルすることができませんでした。このユーザー ID を含むグル

ープへのアクセスが、外部セキュリティー・マネージャー

(ESM) で取り消されていたためです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: セキュリティー管理者に連絡してください。

セキュリティー管理者は CONNECT RESUME 関数を出し

て、事前設定されたユーザー ID のグループへのアクセスをリ

ストアすることができます。 それから、端末定義を再インスト

ールしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname 、

2=console、 3=terminal }、portname、userid

DFHZC6364E date time applid Install for {netname |

console | terminal } portname with userid

userid failed because the ESM returned an

unrecognized response.

説明: 事前設定されたユーザー ID userid で端末をインストー

ルできませんでした。外部セキュリティー・マネージャー

(ESM) からの戻りコードが予期しないものであったためです。

システムの処置: CICS を続行します。メッセージ

DFHSN1401 または DFHSN1801 が出されます。

ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、一緒に出されるメ

ッセージを参照してください。 問題を訂正したら、端末定義を

再インストールしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname 、

2=console、 3=terminal }、portname、userid

DFHZC6365E date time applid Install for {netname |

console | terminal } portname with userid

userid failed because the external security

manager is inactive.

説明: 事前設定されたユーザー ID userid で端末をインストー

ルできませんでした。外部セキュリティー・マネージャー

(ESM) が活動状態でなくなっているためです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: セキュリティー管理者に連絡して ESM を再

始動してください。 ESM が再び活動状態になったら端末定義

を再インストールしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname 、

2=console、 3=terminal }、portname、userid

DFHZC6366E date time applid Install for {netname |

console | terminal } portname with userid

userid failed because the userid is not

authorized to access this CICS system.

説明: 事前設定されたユーザー ID で端末をインストールでき

ませんでした。事前設定されたユーザー ID が、アプリケーシ

ョン applid の使用を許可されていないためです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: セキュリティー管理者に連絡してください。

セキュリティー管理者は、事前設定されたユーザー ID にアプ

リケーション applid へのアクセス許可を与えることができま

す。 それから、端末定義を再インストールしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname 、

2=console、 3=terminal }、portname、userid
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DFHZC6367E date time applid Install for {netname |

console | terminal } termid with userid

userid failed because the SECLABEL check

failed.

説明: 事前設定されたユーザー ID userid で端末をインストー

ルできませんでした。外部セキュリティー・マネージャー

(ESM) 内のユーザー ID と関連するセキュリティー・ラベル

に、必要な権限がないためです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: セキュリティー管理者に連絡して、新しいセ

キュリティー・ラベルを事前設定されたユーザー ID に割り当

ててもらってください。 それから、端末定義を再インストール

してください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname 、

2=console 、3=terminal}、termid、userid

DFHZC6368E date time applid Install for {netname |

console | terminal } portname with userid

userid failed because the external security

manager is quiesced.

説明: 事前設定されたユーザー ID userid で端末をインストー

ルできませんでした。外部セキュリティー・マネージャー

(ESM) が 『tranquil』 状態に置かれており、新しいユーザー

がシステムに参加するのが認められていないためです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: セキュリティー管理者に連絡して、ESM が

また完全に使用可能になる時期を確認してください。 使用可能

になったら、端末定義を再インストールしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname 、

2=console、 3=terminal }、portname、userid

DFHZC6369E date time applid Install for {netname |

console | terminal } portname failed because

national language langcode is invalid.

説明: 端末をインストールできませんでした。端末定義で指定

されている各国語 langcode が認識されていないためです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 端末定義の各国語を有効な値に変更し、端末

定義を再インストールしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、

2=console、3=terminal}、portname、langcode

DFHZC6370E date time applid Install for {netname |

console | terminal } portname failed because

national language langcode is unavailable.

説明: 端末をインストールできませんでした。端末定義で指定

されている各国語 langcode が、今回の CICS の実行中はサポ

ートされていないためです。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 端末定義の各国語を、初期設定された言語に

変更してください。 それから、端末定義を再インストールして

ください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname、

2=console、3=terminal}、portname、langcode

DFHZC6371E date time applid Install for {netname |

console | terminal } portname with userid

userid failed because the userid is not

authorized to use this portname.

説明: 事前設定されたユーザー ID userid で端末をインストー

ルできませんでした。指定されたユーザー ID が、その端末の

使用を許可されていないためです。

システムの処置: CICS を続行します。メッセージ

DFHSN1401 または DFHSN1801 が出されます。

ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、一緒に出されるメ

ッセージを参照してください。 問題を訂正したら、端末定義を

再インストールしてください。

宛先: CSMT
モジュール: DFHBSTS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、{1=netname 、

2=console、 3=terminal }、portname、userid

DFHZC6598 applid VTAM Shutdown in XRF Alternate

system. CICS will abend. sense ((instance)

Module name: {DFHZTPX})

説明: VTAM がシャットダウンされたために TPEND 出口が

駆動されました。 これは XRF 代替システムであり、VTAM
なしで続行することはできません。

センス・データの意味については、 438 ページの

『DFHZCxxxx メッセージ』の説明を参照してください。

システムの処置: システムは異常終了します。

ユーザーの処置: VTAM がどのようにシャットダウンされた

か、またはその原因を判別してください。

宛先: コンソール

モジュール: DFHZTPX

XMEOUT パラメーター: applid、sense、instance、

{1=DFHZTPX}

DFHZC6901W date time applid Autoinstall BIND for

NETNAME netname is invalid. Internal

RC:X'response'.

説明: リソースの AUTOINSTALL のために渡されたバイン

ドが、バインド・イメージ検査呼び出しでエラーを示しまし

た。 BIND の固定部分が印刷されます。(これは、妥当性検査

コードが操作を行った部分です。BIND RU についての詳細

は、「SNA Network Protocol Formats」を参照してください。)
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内部戻りコード X'code' によって、BIND を無効にしたモジュ

ール内の場所が識別できます。

システムの処置: CICS は継続しますが、セッションはインス

トールされません。 要求は拒否され、メッセージ

DFHZC2411 が出されます。 VTAM LOGOFF コマンドが出

されるまでは端末を使用することができません。

ユーザーの処置: BIND データの固定部分を調べて、拒否され

た理由を判別してください。 内部戻りコードには詳しい情報が

示されます。その情報は IBM が使用して、問題の原因を判別

する際にユーザーを援助することができます。 手順について

は、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照してくだ

さい。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、

X'response'

DFHZC6902E date time applid Autoinstall failed because

no models are defined.

説明: 端末を AUTOINSTALL しようとしましたが、

AUTOINSTALL モデルが定義されていません。

システムの処置: CICS 処理は継続しますが、AUTOINSTALL
ログオンの試みは拒否されます。

ユーザーの処置: CEDA を使用して AUTOINSTALL モデル

を定義してください。 これについては、「CICS Transaction

Server for VSE/ESA 資源定義の手引き」を参照してください。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC6903W date time applid Autoinstall for resource resid,

NETNAME netname using model-name

model failed.

説明: TCTTE 作成処理が失敗しました。 その理由は、同じ端

末 ID を参照している、続いて出される DFHZC59xx または

DFHZC62xx メッセージに示されています。 このメッセージ

に続いて、メッセージ DFHZC6942 が出されます。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 詳細については、続いて出されるメッセージ

を参照してください。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、resource、resid、

netname、model

DFHZC6904W date time applid Autoinstall for NETNAME

netname failed. CATA task abended (abend

abend).

説明: トランザクション CATA (プログラム DFHZATA)
が、NETNAME netname の端末を自動インストールしていた

とき、タスクが異常終了して、異常終了コード abend が出され

ました。

システムの処置: CICS は継続しますが、端末はインストール

されません。

ユーザーの処置: ログオンを再試行してください。 この異常

終了が TIMEOUT を示しており、しかも頻繁に起こる場合に

は、CATA トランザクションの RDO TRANSACTION 定義

の DTIMOUT 値を増やしてください。 CATA トランザクシ

ョンがタイムアウトにならないようにするには、CATA の

RDO TRANSACTION 定義に DTIMOUT(NO) を指定してく

ださい。 ただし、これを行う場合に、このシステムのストレー

ジが不足している場合、他のトランザクションを伴わずに多く

の CATA トランザクションが同時に実行されていると、デッ

ドロックを引き起こす場合があります。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、abend

DFHZC6905W date time applid Autoinstall delete for

terminal termid, NETNAME netname failed.

CATD task abended (abend abend).

説明: トランザクション CATD (プログラム DFHZATD)
が、自動インストールされた端末 termid を削除していました

が、そのときタスクは異常終了して、異常終了 abend が出され

ました。

システムの処置: CICS を続行します。 TCTTE がまだ存在す

る場合、それは、次に同じ TERMID が使用されるときに再利

用されます。

ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、異常終了 abend

の説明を参照してください。

この異常終了が TIMEOUT を示しており、しかも頻繁に起こ

る場合には、CATD の RDO TRANSACTION 定義の

DTIMOUT 値を増やしてください。 CATD トランザクション

がタイムアウトにならないようにするには、CATD の RDO
TRANSACTION 定義に DTIMOUT(NO) を指定してくださ

い。ただし、このシステムのストレージが不足している場合、

除去可能なタスクを伴わずに多くの CATD タスクが同時に実

行されていると、デッドロックを引き起こす場合があります。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、

netname、abend

DFHZC6906 date time applid Install or delete of remote

terminal termid failed. tranid task abended

(abend abend).

説明: DFHZATS の機能のいずれか (トランザクション

CITS、CDTS、CMTS または CFTS) が、異常終了 abend を出

して異常終了しました。

システムの処置: CICS を続行します。

CITS (リモート・インストール) の場合、リモート端末 (骨組

み) が実際に作成された場合には、CICS がこれを使用するこ

とがあります。

CDTS (リモート削除) の場合、リモート端末 (骨組み) が削除

されなかった場合には、これが再利用されることがあります。

CMTS (リモート大量削除) の場合、CMTS によって削除され

なかった端末は、後の段階で削除されることがあります。
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CFTS (リモート大量フラグ) の場合、削除のフラグが付けられ

た端末は、後の段階で削除されることがあります。 フラグが付

けられなかった端末の場合には、それらが再利用されることが

あります。 このことが、予想外の結果を招く可能性がありま

す。

ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、異常終了 abend

の説明を参照してください。

このメッセージが出される理由としては、CITS または CDTS
のタイムアウトが最初に考えられます。 CITS の場合には、必

要に応じてトランザクションを再発行してください。

TIMEOUT が頻繁に起こる場合には、CITS または CDTS
RDO TRANSACTION 定義の DTIMOUT の値を増やすこと

を考慮してください。 このトランザクションがタイムアウトに

ならないようにするには、CITS または CDTS RDO
TRANSACTION 定義で DTIMOUT(NO) を指定してくださ

い。 ただし、このシステムのストレージが不足している場合、

除去可能なタスクを伴わずに多くの CITS タスクが同時に実行

されていると、デッドロックを引き起こす場合があります。

CFTS および CMTS が、DTIMOUT パラメーターをもってお

らず、またこのパラメーターを指定してはならないことに注意

してください。これは、CFTS と CMTS がウォーム・リスタ

ートまたは緊急再始動の後に一度だけしか実行されず、タイム

アウトにすることができないためです。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、tranid、

abend

DFHZC6910W date time applid Install for remote terminal

termid failed.

説明: リモート端末 termid の INSTALL が失敗しました。

この障害が起きた理由は、関連する DFHZC59xx および

DFHZC62xx メッセージに示されています。

システムの処置: DFHZATS は CICS トランザクション・ダ

ンプを出して異常終了します。

ユーザーの処置: 詳しい手引きについては、関連メッセージを

参照してください。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

DFHZC6911W date time applid Delete for remote terminal

termid failed.

説明: リモート端末 termid の DELETE が失敗しました。 原

因としては、この端末がすでに削除されていたか、他のタスク

がこの端末を使用していることが考えられます。

このメッセージが何度も繰り返されるときは、さらに重大な問

題が起きていることが考えられます。

システムの処置: このメッセージが、メッセージ DFHZC6912
とともに出された場合には、CICS は正常に継続します。 メッ

セージ DFHZC6912 が出されなかった場合には、DFHZATS
が異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: このメッセージが、メッセージ DFHZC6912

とともに出された場合には、処置は必要ありません。 メッセー

ジ DFHZC6912 が出されなかった場合には、関連する

DFHZC59xx および DFHZC62xx メッセージを参照して、

DELETE 障害が起きた理由を調べてください。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

DFHZC6912I date time applid Unable to delete remote

terminal.

説明: このメッセージは、ウォーム・リスタートまたは緊急再

始動に続く、リモート端末の大量削除の間に出されます。 削除

のフラグが付けられた端末を、削除することができませんでし

た。 他のタスクがすでにこの端末を削除していたことが考えら

れます。

関連した DFHZC6911 メッセージにこの端末の ID が示され

ます。 このメッセージが、障害の原因を示す 1 つまたは複数

の DFHZC59xx および DFHZC62xx メッセージと一緒に出さ

れる場合があります。

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: 詳細については、関連メッセージを参照して

ください。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid

DFHZC6913I date time applid Remote delete of terminal

termid failed. Terminal not found.

説明: リモート DELETE を、すでに別のタスクによって削除

された端末に対して行おうとしました。

システムの処置: 通常の処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid

DFHZC6914E date time applid Autoinstall for Terminal

termid, Netname netname failed. Bad Return

Code (RC = X'retcode' ) from internal

function call.

説明: 内部関数呼び出しに失敗したため、TCTTE 作成処理が

失敗しました。

システムの処置: 端末自動インストール処理が失敗します。

CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: ログオンを再試行してください。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、

netname、X'retcode'
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DFHZC6915E date time applid Unable to sign off remote

terminal termid. Bad Return Code (RC =

X'snus_response' ) from signon domain call.

説明: CRTE のもとで実行されているリモート端末セッション

のサインオフ処理の間に、DFHZATS による関数

SIGNOFF_TERMINAL_USER の呼び出しで、予期しない応答

(INVALID、DISASTER または EXCEPTION) が受け取られま

した。

システムの処置: 端末サインオフ処理は完了できず、端末ユー

ザーはサインオンしたままになります。 CICS 処理は続行され

ます。

ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作

成された関連メッセージを参照してください。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、

X'snus_response'

DFHZC6920E date time applid APPC autoinstall for

NETNAME netname failed. RC x

説明: APPC NETNAME netname をインストールするための

AUTOINSTALL の試みが失敗しました。自動インストール制

御プログラムに対する自動インストール・プログラム呼び出し

が、戻りコード x で失敗しました。

戻りコードは、プログラム・マネージャー LINK_URM の応答

および理由からマップされます。 障害についてのさらに正確な

理由は、トレース・ポイント PG 0A02 から知ることができま

す。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: どのような応答が適切かは、以下のように戻

りコードによって異なります。

1 ユーザー出口プログラムは、AMODE(31) で連係す

る必要があります。 ユーザー出口が正しい AMODE
に連係されるようにしてください。

2 ユーザー出口プログラムに PPT 項目がありません。

ユーザー出口プログラムの PPT 項目が存在し、しか

も有効であるようにしてください。

3 ユーザー出口プログラムをロードすることができませ

んでした。 ユーザー出口プログラムが正しい名前を

持っており、それが、CICS スタートアップ・ジョ

ブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブライ

ブラリーの 1 つに含まれるようにしてください。

4 ユーザー出口プログラムが異常終了しました。 ユー

ザー出口プログラム内にエラーがある可能性がありま

す。 異常終了コードが出されていないかどうかを調

べてください。

5 何か他の理由により、ユーザー出口プログラムのロー

ドが失敗しました。 DFHPGLU 出口トレース項目

(PG 0A02) を検査して、プログラム・マネージャー

がプログラムをロードできなかった理由を調べてくだ

さい。

宛先: CADL
モジュール: DFHZGAI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、x

DFHZC6921W date time applid Autoinstall for NETNAME

netname has been disallowed by the

autoinstall control program. Code X'code'

説明: CICS に認識されていない APPC 接続で、CICS への

接続を試みました。 しかし、自動インストール制御プログラム

によって、インストールを継続できないことを示す非ゼロ戻り

コードが戻されました。

APPC 自動インストールがサポートされていない場合には、自

動インストール制御プログラム (デフォルトの名前は

DFHZATDX です) が自動的に非ゼロ戻りコードを戻して、こ

の機能の使用を許可しません。

システムの処置: 例外トレース項目 code は、自動インストー

ル制御プログラムのパラメーター・リストを示しています。 セ

ッションは終了します。 CICS を続行します。

ユーザーの処置: 障害コード X'code' は、以下のとおりです。

X'FA07' APPC 自動インストールがサポートされていない場

合は、netname を使用して、どの装置が自動インスト

ールを試みているかを判別してください。

APPC 自動インストールがサポートされている場合

は、自動インストール制御プログラムを調べて、イン

ストールを許可する戻りコードが設定されなかった理

由を判別してください。

宛先: CADL
モジュール: DFHZGAI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、X'code'

DFHZC6922E date time applid Parameter list error during

autoinstall for NETNAME netname. Code

X'code'

説明: CICS に認識されていない APPC 接続で、CICS への

接続を試みました。 しかし、自動インストール制御プログラム

から、無効なパラメーターか、使用されている無効なテンプレ

ートにつながったパラメーターが戻されました。

システムの処置: 例外トレース項目 code は、自動インストー

ル制御プログラムのパラメーター・リストを示しています。 セ

ッションは終了します。 CICS を続行します。

ユーザーの処置: 障害コード X'code' は以下のいずれかです。

X'FA08' ネット名またはシステム識別名がテンプレートに提供

されていません。 自動インストール制御プログラム

を変更して、ネット名かシステム識別名を提供してく

ださい。

X'FA09' 新しい接続のシステム識別名に無効文字があります。

システム識別名には、A から Z、a から z、0 から

9 および $ # @ (ここで、$ は X'5B') だけしか使用

できません。自動インストール制御プログラムの中で

接続名を再定義してください。

X'FA0A'

新しい接続のシステム識別名がすでに存在していま

す。 自動インストール制御プログラムを変更して、

固有の名前を与えてください。

X'FA0B' CICS が、提供されたテンプレートのネット名を見つ

けることができません。 自動インストール制御プロ

DFHZC6915E • DFHZC6922E

第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server for z/VSE) 541



グラムを変更して、正しいテンプレート名を提供する

か、CEDA を使用してテンプレート接続をインスト

ールしてください。

X'FA0C'

CICS が、提供されたテンプレートのシステム識別名

を見つけることができません。 自動インストール制

御プログラムを変更して、正しいテンプレートのシス

テム識別名を提供するか、CEDA を使用してテンプ

レート接続をインストールしてください。

X'FA0D'

テンプレートが APPC 接続ではありません。 自動

インストール制御プログラムを変更して、正しいテン

プレート名を提供するか、CEDA を使用してテンプ

レートを正しく再インストールしてください。

X'FA0E' 並列セッション接続が必要であることを、バインドが

示しています。 テンプレートは単一セッション接続

です。 自動インストール制御プログラムを変更し

て、正しいテンプレート名を提供するか、CEDA を

使用してテンプレートを正しく再インストールしてく

ださい。

X'FA0F' 単一セッション接続が必要であることを、バインドが

示しています。 テンプレートは並列セッション接続

です。 自動インストール制御プログラムを変更し

て、正しいテンプレート名を提供するか、CEDA を

使用してテンプレートを正しく再インストールしてく

ださい。

X'FA10' バインド内のモードネームが接続内のモードネームと

一致していません。

並列セッションの場合は、SNASVCMG モードグル

ープが欠落しています。 テンプレートのインストー

ルは失敗した可能性があります。テンプレート名に言

及している CADL メッセージがないか調べてくださ

い。 テンプレート接続は破壊された可能性がありま

す。 テンプレートの再インストールを試みてくださ

い。

単一セッションの場合は、ユーザーのモードグループ

名が一致していません。 自動インストール制御プロ

グラムを変更して、正しいテンプレート名を提供する

か、CEDA を使用してテンプレートを正しく再イン

ストールしてください。

X'FA11' テンプレートに INQUIRE を試みたプログラムが、

テンプレート内でエラーを検出し、新しい接続のイン

ストールに使用する BPS を作成することができませ

ん。 この問題は、テンプレートの初期インストール

の失敗が原因である可能性があります。 コンソール

と CADL ログを調べて、テンプレートが正しくイン

ストールされているかどうかを判別してください。

また、CEMT を使用して、CONNECTION が正しい

ことを確認してください。

X'FA12' 指定されたテンプレートのユーザー・モードグループ

に INQUIRE を試みたプログラムが、テンプレート

内でエラーを検出し、ユーザー・モードグループのイ

ンストールに使用する BPS を作成することができま

せん。 この問題は、テンプレートの初期インストー

ルの失敗が原因である可能性があります。 コンソー

ルと CADL ログを調べて、テンプレートが正しくイ

ンストールされているかどうかを判別してください。

また、CEMT を使用して、MODEGROUP が正しい

ことを確認してください。

X'FA13' テンプレート接続にユーザー・モードグループがあり

ません。 この問題は、テンプレートの初期インスト

ールの失敗が原因である可能性があります。 コンソ

ールと CADL ログを調べて、テンプレートが正しく

インストールされているかどうかを判別してくださ

い。 また、CEMT を使用して、MODEGROUP が

正しいことを確認してください。

X'FA14' テンプレート接続は使用できない状態であるため、こ

のインストールは継続できません。インストールの継

続が許可されていなければならない場合には、CEMT
を使用して、関係のあるテンプレート接続を使用でき

る状態にしてください。

X'FA15' 着信バインド・ユーザー・データに、PLUNAME ネ

ットワーク名サブフィールド (id 04) がありませ

ん。 このサブフィールドは必要なもので、PLU がこ

れを提供している必要があります。

X'FA16' 着信バインド・ユーザー・データに、MODENAME
ネットワーク名サブフィールド (id 02) がありませ

ん。 このサブフィールドは必要なもので、PLU がこ

れを提供している必要があります。

宛先: CADL
モジュール: DFHZGAI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、X'code'

DFHZC6923E date time applid Unacceptable bind

parameter during autoinstall for NETNAME

netname. Code X'code'

説明: CICS が、認識されていない APPC ノードから BIND
を受け取りました。 自動インストール処理は開始されました

が、無効なバインド・パラメーターが検出されました。 エラー

のあるパラメーターは、障害コード X'code' で示されます。そ

れは以下のいずれかです。

X'FA18' バインド・ユーザー・データにセッション・インスタ

ンス ID フィールドがありませんでした。

X'FA19' バインド・ユーザー・データに 1 次論理装置 (PLU)
名がありませんでした。

X'FA1A'

バインド・ユーザー・データ内の PLU 名は、この

CICS の LU 名と同一です。

X'FA1B' バインド・ユーザー・データ内でセキュリティー情報

(暗号化シード) が予期されましたが、同データ内に

存在しません。

X'FA1C'

セキュリティー情報 (暗号化シード) がバインド・ユ

ーザー・データ内で検出されましたが、その長さが大

きすぎて有効ではありません。

X'FA1D'

何も予期されていなかったのに、バインド・ユーザ

ー・データ内でセキュリティー情報 (暗号化シード)
が検出されました。
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X'FA1E' 折衝可能ではなかったことを示すバインドを受け取り

ました。 このバインドを、APPC 接続が受け入れる

ことはできません。

X'FA1F' 1 次 RU サイズにゼロが指定されたバインドを受け

取りました。

X'FA20' 2 次 RU サイズにゼロが指定されたバインドを受け

取りました。

X'FA21' 矛盾したアクセス・セキュリティー標識を持つバイン

ドを受け取りました。

X'FA22' 受け取った BIND 内で、予期されたのは 1 つだっ

たにもかかわらず、2 つのセキュリティー情報フィー

ルド (シード・フィールドおよび臨時フィールド) が

検出されました。

X'FA23' 誤った長さの臨時フィールドを含んだ BIND を受け

取りました。

X'FA24' 臨時フィールドを含まない BIND を受け取りまし

た。

X'FA25' セキュリティー機構のフィールド長がアーキテクチャ

ーで定義されている最短の長さよりも短い BIND を

受け取りました。

X'FA26' セキュリティー機構フィールドに機構 ID フィール

ドには無効な長さが含まれている BIND を受け取り

ました。

システムの処置: トレース・ポイント ID 'AP xxxx' (ここで

xxxx は X'code') を持つ例外トレース項目によって、受け取っ

たバインドが示されます。 セッションは終了します。 CICS
を続行します。

ユーザーの処置: 接続側の LU の定義を変更して、バイン

ド・パラメーターを CICS が受け入れることができるようにし

てください。

宛先: CADL
モジュール: DFHZGAI

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、X'code'

DFHZC6935I date time applid Autoinstall for restype resid

with NETNAME netname using model or

template model successful.

説明: CICS が、モデルまたはテンプレート model を使用し

て、NETNAME netname のリソース restype resid を正常にイ

ンストールしました。 restype は、端末または APPC 接続の

どちらが自動インストールされたかによって、TERMINAL ま

たは CONNECTION になります。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、restype、resid、

netname、model

DFHZC6936I date time applid Autoinstall for NETNAME

netname, model_name modelname in MTS

control vector not known to CICS.

説明: VTAM MTS 制御ベクトルが、CICS に対して定義され

ていないモデル名 modelname を含んでいました。

システムの処置: CICS を続行します。これは通知メッセージ

なので、

ユーザーの処置: この問題を訂正するには、4 つの方法が考え

られます。

v CEDA トランザクションを使用して、自動インストール・

モデルの定義およびインストールを行う。

v VTAM MTS MDLTAB MODEL= 項目を、既存の自動イン

ストール・モデルの名前に変更する。

v 既存の自動インストール・モデルを定義する MODEL= パ

ラメーターを使用して、CICS に対してログオンする。

v 自動インストール・ユーザー・プログラムをコーディングす

る。 例は、「CICS Transaction Server for VSE/ESA カスト

マイズの手引き」にあります。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、

modelname

DFHZC6937I date time applid Autoinstall for NETNAME

netname, MTS model modelname and bind

image mismatch.

説明: 印刷されたモデル名を使用して自動インストールが試み

られました。 (CICS モデル定義からの) MODEL BIND は、

CINIT 内の着信バインドと一致しませんでした。

MISMATCH_BITS は、どのバインド・ビットが一致しなかっ

たかを示します。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: この問題を訂正するには、4 つの方法が考え

られます。

v CICS 自動インストール MODEL modelname を変更して、

入力 CINIT と一致するバインドを作成する。

v MTS MDLTAB MODEL= 項目を、この端末用の

LOGMODE に定義された CINIT に一致するバインドを持

っている、CICS に対して定義されたモデル名に変更する。

v この端末用の VTAM LOGMODE を変更して、選択した

CICS MODEL_BIND に一致させる。

v 自動インストール・ユーザー・プログラムをコーディングす

る。 例は、「CICS Transaction Server for VSE/ESA カスト

マイズの手引き」の「サンプル・プログラムとサンプル集」

にあります。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、

modelname

DFHZC6939W date time applid Autoinstall for NETNAME

netname, Invalid length nn found in cinit

control vector at offset offset

説明: CINIT 内の制御ベクトルの形式に関する CICS の検査

が失敗しました。

offset は、障害発生の最初のポイントを示しています。 これ

は、128 を超える長さフィールド、もしくは CICS が CINIT
ベクトルまたはサブベクトルの終わりをオーバーランするよう

な長さフィールドのいずれかを示しています。

DFHZC6935I • DFHZC6939W

第 1 章 DFHnn 接頭部メッセージ (CICS Transaction Server for z/VSE) 543



これは、CINIT RU の形式が正しくない (したがって、おそら

く VTAM 論理エラー) か、または DFHZATD による CINIT
RU の解析が正しくない (これは、CICS 論理エラー) ことが原

因です。

システムの処置: CICS を続行します。ログオン要求は拒否さ

れます。

ユーザーの処置: 拒否されたすべてのログオン要求について、

自動インストール・プログラムが取り込んだ CINIT RU の形

式を検査してください。 CICS の検査が許されているので、障

害発生の最初のポイントは、offset か、またはそれ以前である

可能性があります。

この形式が正しくない場合には、無効な CINIT の発生元を追

跡し、そこで問題を解決してください。

その形式が正しい場合には、これは CICS 論理エラーです。

この場合には、IBM のサポートが必要になります。 手順につ

いては、「CICS TS 問題判別の手引き」の第 4 部を参照して

ください。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、nn、

offset

DFHZC6942W date time applid Autoinstall for resource resid

failed.

説明: 端末 termid をインストールするための

AUTOINSTALL の試みが失敗しました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 失敗の原因については、同じ termid を含ん

でいる前のメッセージを探してください。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、resource、resid

DFHZC6943W date time applid Autoinstall delete for

terminal termid, NETNAME netname failed.

説明: 端末 termid を削除するための AUTOINSTALL の試み

が失敗しました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 失敗の原因については、同じ termid を含ん

でいる前のメッセージを探してください。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、netname

DFHZC6944W date time applid Autoinstall for NETNAME

netname failed with RC= x

説明: 端末 termid をインストールするための

AUTOINSTALL の試みが失敗しました。ユーザー出口プログ

ラムに対する自動インストール・プログラム呼び出しが、戻り

コード x で失敗しました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 考えられる問題の原因およびその解決策の指

針については、以下の戻りコードの意味に関するリストに示し

てあります。

1 ユーザー出口プログラムは、AMODE(31) で連係す

る必要があります。 ユーザー出口が正しい AMODE
に連係されるようにしてください。

2 ユーザー出口プログラムに PPT 項目がありません。

ユーザー出口プログラムの PPT 項目が存在し、しか

も有効であるようにしてください。

3 ユーザー出口プログラムをロードすることができませ

んでした。 ユーザー出口プログラムが正しい名前を

持っており、それが、CICS スタートアップ・ジョ

ブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブライ

ブラリーの 1 つに含まれるようにしてください。

4 ユーザー出口プログラムが異常終了しました。 ユー

ザー出口プログラム内にエラーがある可能性がありま

す。 異常終了コードが出されていないかどうかを調

べてください。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、x

DFHZC6945W date time applid Autoinstall delete for

NETNAME netname failed with RC= x

説明: 端末 termid をインストールするための

AUTOINSTALL の試みが失敗しました。 DFHZATA は

DELETE するためにユーザー出口プログラムを呼び出しました

が、ユーザー出口は、戻りコード x に示された理由により失敗

しました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 考えられる問題の原因およびその解決策の指

針については、以下の戻りコードの意味に関するリストに示し

てあります。

1 ユーザー出口プログラムは、AMODE(31) で連係す

る必要があります。 ユーザー出口が正しい AMODE
に連係されるようにしてください。

2 ユーザー出口プログラムに PPT 項目がありません。

ユーザー出口プログラムの PPT 項目が存在し、しか

も有効であるようにしてください。

3 ユーザー出口プログラムをロードすることができませ

んでした。 ユーザー出口プログラムが正しい名前を

持っており、それが、CICS スタートアップ・ジョ

ブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブライ

ブラリーの 1 つに含まれるようにしてください。

4 ユーザー出口プログラムが異常終了しました。 ユー

ザー出口プログラム内にエラーがある可能性がありま

す。 異常終了コードが出されていないかどうかを調

べてください。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、x

DFHZC6942W • DFHZC6945W
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DFHZC6946W date time applid Delete user exit for

autoinstalled terminal termid, NETNAME

netname failed with RC= x

説明: CICS は、自動インストールされた端末 termid を削除

しました。 削除ユーザー出口プログラムの呼び出しが、戻りコ

ード x に示された理由により失敗しました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 考えられる問題の原因およびその解決策の指

針については、以下の戻りコードの意味に関するリストに示し

てあります。

1 ユーザー出口プログラムは、AMODE(31) で連係す

る必要があります。 ユーザー出口が正しい AMODE
に連係されるようにしてください。

2 ユーザー出口プログラムに PPT 項目がありません。

ユーザー出口プログラムの PPT 項目が存在し、しか

も有効であるようにしてください。

3 ユーザー出口プログラムをロードすることができませ

んでした。 ユーザー出口プログラムが正しい名前を

持っており、それが、CICS スタートアップ・ジョ

ブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブライ

ブラリーの 1 つに含まれるようにしてください。

4 ユーザー出口プログラムが異常終了しました。 ユー

ザー出口プログラム内にエラーがある可能性がありま

す。 異常終了コードが出されていないかどうかを調

べてください。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、

netname、x

DFHZC6950W date time applid Autoinstall for terminal

termid failed with RC= x.

説明: 端末 termid をインストールするための

AUTOINSTALL の試みが失敗しました。ユーザー出口プログ

ラムに対する自動インストール・プログラム呼び出しが、戻り

コード x で失敗しました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 考えられる問題の原因とその解決方法は次の

とおりです。

戻りコード

意味と解決策

1 ユーザー出口プログラムが AMODE(31) で連係して

いません。 ユーザー出口が正しい AMODE に連係

されるようにしてください。

2 ユーザー出口プログラムに PPT 項目がありません。

ユーザー出口プログラムの PPT 項目が存在し、しか

も有効であるようにしてください。

3 ユーザー出口プログラムをロードすることができませ

んでした。 ユーザー出口プログラムが正しい名前を

持っており、それが、CICS スタートアップ・ジョ

ブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブライ

ブラリーの 1 つに含まれるようにしてください。

4 ユーザー出口プログラムが異常終了しました。 ユー

ザー出口プログラム内にエラーがある可能性がありま

す。 異常終了コードが出されていないかどうかを調

べてください。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATS

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、x

DFHZC6951W date time applid Autoinstall for terminal

termid failed with RC= x.

説明: 端末 termid をインストールするための

AUTOINSTALL の試みが失敗しました。ユーザー出口プログ

ラムに対する自動インストール・プログラム呼び出しが、戻り

コード x で失敗しました。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: 考えられる問題の原因とその解決方法は次の

とおりです。

戻りコード

意味と解決策

1 ユーザー出口プログラムが AMODE(31) で連係して

いません。 ユーザー出口が正しい AMODE に連係

されるようにしてください。

2 ユーザー出口プログラムに PPT 項目がありません。

ユーザー出口プログラムの PPT 項目が存在し、しか

も有効であるようにしてください。

3 ユーザー出口プログラムをロードすることができませ

んでした。 ユーザー出口プログラムが正しい名前を

持っており、それが、CICS スタートアップ・ジョ

ブ・ストリームの LIBDEF 検索チェーンのサブライ

ブラリーの 1 つに含まれるようにしてください。

4 ユーザー出口プログラムが異常終了しました。 ユー

ザー出口プログラム内にエラーがある可能性がありま

す。 異常終了コードが出されていないかどうかを調

べてください。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATMD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、termid、x

DFHZC6958W date time applid Autoinstall for NETNAME

netname, terminal X'termid' failed.

{TERMINAL | PRINTER | ALTPRINTER}

ID is invalid. RC=n.

説明: AUTOINSTALL 出口プログラムによって提供された端

末、印刷装置または代替印刷装置 ID が無効です。 戻りコー

ド n は次のいずれかです。

1 1 桁目に無効なブランク

2 無効な組み込みブランク

3 無効文字の使用

システムの処置: CICS は継続しますが、オブジェクトのイン

ストールは行われません。

ユーザーの処置: 有効文字のみが含まれる ID が作成されるよ

うに AUTOINSTALL 出口プログラムを変更してください。

有効文字は、「CICS Transaction Server for VSE/ESA 資源定義

の手引き」に示されています。

宛先: CADL
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モジュール: DFHZATA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、

X'termid'、{1=TERMINAL、2=PRINTER、3=ALTPRINTER}、n

DFHZC6966I date time applid Autoinstall delete for restype

resid with NETNAME netname successful.

説明: CICS は、自動インストールされたリソース restype

resid を正常に削除しました。 リソース・タイプ restype は、

端末である場合と APPC 接続である場合があります。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置: なし。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATD

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、restype、resid、

netname

DFHZC6987W date time applid Autoinstall best failure for

NETNAME netname was model_name model.

説明: 完全な一致が見られなかったために自動インストールの

試みが失敗しました。

netname は、ログオンに失敗した LU のネット名です。

model は、最も近いモデル名です (つまり、VTAM が提供した

BIND イメージと異なるビットが最も少なかったモデル名で

す)。

次の関連情報も、CADL に書き込まれます。

xxxxxxxx... は、16 進数字の文字列です。ここで、 xx は 1
バイトを表し、各バイト位置は BIND イメージでの対応す

るバイト位置を表します。

CINIT BIND: xxxxxxxx は、VTAM が提供したバインド・

イメージです。

MODEL BIND: xxxxxxxx は、最良モデルです。

MISMATCH BITS: xxxxxxxx は、上記の関連ビットとの比

較を表しています。 「1」に設定されたビットは、VTAM

からの BIND イメージとそのモデルに関連した BIND イメ

ージとの間におけるミスマッチを示しています。

システムの処置: CICS を続行します。

ユーザーの処置:

1. モデル model が適切であるかどうかを判断してください。

オプションを備えているモデルがいくつかある

(TRANSECKEYS など) 場合には、そのようなモデルのう

ちの最初のモデルだけが上記のメッセージに示されます。

ログモード・テーブル項目が訂正されたときには、どれを

選択するかはユーザー・プログラムが決めることです。

2. 使用されている VTAM ログモード・テーブル内の項目を

識別してください。

3. このログモード・テーブル項目が、他のアプリケーション

で正常に使用されていないかどうかを調べてください。そ

うしないと、この項目を変更した場合に、他のアプリケー

ションがこの項目を使用した際に失敗する可能性がありま

す。

4. 一致していない文字列内の「1」ビットに対応するビットを

切り替えることにより、ログモード・テーブル項目を修正

してください。つまり、xxxxxxxx... 内で「1」に設定された

ビット位置に対応する VTAM バインド・イメージ内のビ

ットが「1」の場合には、それを「0」に設定してくださ

い。そのビット位置が「0」の場合には、「1」に設定して

ください。

詳細については、「CICS Transaction Server for VSE/ESA カス

トマイズの手引き」を参照してください。

バインド・イメージ内の種々のビットの意味の詳細は、

「VTAM プログラミング」で説明されています。

VTAM ログモード・テーブル項目の準備に関する詳細は、

「VTAM 資源定義解説書」で説明されています。

宛先: CADL
モジュール: DFHZATA

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、netname、model

DFHZExxxx メッセージ

DFHZE2600 Syst.sense systsense,termid,taskid, Unidentified
sense information

説明: エラー・メッセージ書き込み機能 (DFHEMW) はエラ
ー・メッセージを送信するようスケジュールされましたが、シ
ステム・センス・コードを識別できませんでした。
システムの処置: タスクは異常終了します。
ユーザーの処置: 詳しい情報および手引きについては、この前
に出されている関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHZEMW
宛先: 端末エンド・ユーザー

DFHZE2604 Syst.sense 0811,termid,taskid, Unprocessed
data at detach

説明: 切り離されるタスクは、インバウンド・データ・チェー
ンを完全には処理しませんでした。
システムの処置: チェーン終了 (EOC) または CANCEL を受
け取るまで、データの削除が行われます。
ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZDET
宛先: 端末エンド・ユーザー
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DFHZNxxxx メッセージ

DFHZN2101 date time applid Intersystem session failure.
Data base changes may be out of sync.
Time time. Remote system=sysid.
Intersystem terminal=termid.
Transaction=tranid. Task number=taskno.
Operator terminal=termid. Operator=operid.
Unit of work ID=uowid. (Module
name:xxxx)

説明: 同期点処理の重要な時点で、システム間セッションが失
敗しました。 片側で完了し、他方の側でバックアウトが行われ
たため、変更の同期がとれていない状態になった可能性があり
ます。 このことは、セッション・リカバリー時に検査され、次
のメッセージのいずれか 1 つが出されます。

DFHZN2102
DFHZN2103
DFHZN2104
DFHIR2122 (MRO リンクの場合)
DFHIR2123 (MRO リンクの場合)
DFHIR2124 (MRO リンクの場合)

元の障害情報には、このメッセージとその後続メッセージとの

相互関係が示されます。 UOWID は、これらのメッセージ

と、同期がとれていない可能性のあるリソースを示しているジ

ャーナル・レコードと関連付けるのに使用できます。 UOWID
は、LU6.1 接続では伝送されません。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: データの保全性を維持するためのユーザー定

義の処置があれば、リモート・データとローカル・データの同

期がとれるまで、その処置を実行してください。

モジュール: DFHSPP、DFHTCBP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、

termid、tranid、taskno、termid、operid、uowid、xxxx

宛先: CSMT

DFHZN2102 date time applid Intersystem session recovery.
Data base changes found to be
synchronized. Original failure details: time.
Remote system=sysid. Intersystem
terminal=termid. Transaction=tranid. Task
number=taskno. Operator terminal=termid.
Operator=operid. Unit of work ID=uowid.
(Module name:xxxx)

説明: システム間セッション・リカバリーが正常に行われまし
た。 システム間セッション・リカバリー時にエラーが発生しま
したが、現在は正常にリカバリーされ、再同期も行われまし
た。 このメッセージは、通常、(同期点処理時の重大なときに
セッションが失敗した場合に) 失敗の時点で出された可能性が
あるメッセージ DFHZN2101 の後に出されます。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、
termid、tranid、taskno、termid、operid、uowid、xxxx
宛先: CSMT

DFHZN2103 date time applid Intersystem session recovery.
Data base changes found to be out of
sync. Original failure details: time. Remote
system=sysid. Intersystem terminal=termid.
Transaction=tranid. Task number=taskno.
Operator terminal=termid. Operator=operid.
Unit of work ID=uowid. (Module
name:xxxx)

説明: 再同期では、作業論理単位と関連したローカル・リソー
スが、リモート・リソースと同期のとれていない状態にあるこ
とが診断されました。

このメッセージは、メッセージ DFHZN2101 の後に出される
ことがあります。
システムの処置: 処理を続行します。
ユーザーの処置: ユーザー定義の処置をとって、ローカル・デ
ータベースおよびリモート・データベースの同期をとり直して
ください。
モジュール: DFHSPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、
termid、tranid、taskno、termid、operid、uowid、xxxx
宛先: CSMT

DFHZN2104 date time applid Intersystem session recovery
error. Data base changes may be out of
sync. Original failure details: time. Remote
system=sysid. Intersystem terminal=termid.
Transaction=tranid. Task number=taskno.
Operator terminal=termid. Operator=operid.
Unit of work ID=uowid. (Module
name:xxxx)

説明: このエラーには以下の原因が考えられます。
v ローカル・システムおよびリモート・システムにおける

LUW の無効な組み合わせ、または

v 接続を設定する (NOTPENDING) ことにより、ローカル・

システムでの再同期活動を優先使用するという決定

セッション・リカバリー時にデータベース変更の同期がとれて

いないかどうかをシステムが見つけることができなかった場

合、メッセージ DFHZN2101 の後にこのメッセージが出され

ることがあります。

システムの処置: 処理を続行します。

ユーザーの処置: 必要なデータベース照会を行い、変更の同期

がとれているかを調べてください。 同期がとれていない場合

は、適切なユーザー定義の処置を実行して、データベースを再

同期化してください。

モジュール: DFHSPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、

termid、tranid、taskno、termid、operid、uowid、xxxx

宛先: CSMT
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DFHZN2105 date time applid Intersystem session failure.
Data base changes will not be committed
or backed out until session recovery.
Time=time. Remote system=sysid.
Intersystem terminal=termid.
Transaction=tranid. Task number=taskno.
Operator terminal=termid. Operator=operid.
Unit of work ID=uowid. (Module name:
xxxx)

説明: 同期点処理の重要な時点で、システム間セッションが失
敗しました。ローカル・システムには、リモート・システムが
コミットしたかバックアウトしたかに関する情報がありませ
ん。 したがって、セッション・リカバリーが行われるまで、ロ
ーカル変更はロックされたままになります。 その後、ローカル
変更は、他のシステムの処置に応じてコミットされるか、また
はバックアウトされます。 DFHZN2106、DFHZN2107 または
DFHZN2108 のいずれかのメッセージが出されます。 元の障
害情報には、このメッセージとその後続メッセージとの相互関
係が示されます。
システムの処置: リカバリー可能なローカル変更のロックを保
持します。
ユーザーの処置: 可能なかぎり速やかにセッションを再確立し
てください。
モジュール: DFHTCBP、DFHSPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、
termid、tranid、taskno、termid、operid、uowid、xxxx
宛先: CSMT

DFHZN2106 date time applid Intersystem session recovery.
Suspended changes now being committed.
Original failure details: Time= time. Remote
system=sysid. Intersystem terminal=termid.
Transaction=tranid. Task number=taskno.
Operator terminal=termid. Operator=operid.
Unit of work ID=uowid. (Module
name:xxxx)

説明: これは、システム間セッションのリカバリー時に、メッ
セージ DFHZN2105 に続いて出される通知メッセージです。
このメッセージは、リモート・システムが同期点を完了し、そ
れに応じてローカル変更をコミット中であることを示します。
システムの処置: システムは、ローカル変更をコミットし、ア
ンロックを行います。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、
termid、tranid、taskno、termid、operid、uowid、xxxx
宛先: CSMT

DFHZN2107 date time applid Intersystem session recovery.
Suspended changes now being backed out.
Original failure details: Time= time. Remote
system=sysid. Intersystem terminal=termid.
Transaction=tranid. Task number=taskno.
Operator terminal=termid. Operator=operid.
Unit of work ID=uowid. (Module name:
xxxx)

説明: このメッセージは、システム間セッション・リカバリー
時に、メッセージ DFHZN2105 に続いて出されるメッセージ

です。 これで、リモート・システム sysid が作業単位を完了
しなかったことが確証されました。 ローカル変更はそれに応じ
てバックアウトされています。
システムの処置: システムは、ローカル変更をバックアウト
し、アンロックを行います。
ユーザーの処置: 必要であれば、割り込まれたトランザクショ
ン tranid を再始動してください。
モジュール: DFHSPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、
termid、tranid、taskno、termid、operid、uowid、xxxx
宛先: CSMT

DFHZN2108 date time applid Intersystem session recovery.
Error while local recoverable changes are
suspended. Original failure details: Time=
time. Remote system=sysid. Intersystem
terminal=termid. Transaction=tranid. Task
number=taskno. Operator terminal=termid.
Operator=operid. Unit of work ID=uowid.
(Module name: xxxx)

説明: このメッセージは、システム間セッション・リカバリー
時に、メッセージ DFHZN2105 に続いて出されるメッセージ
です。 Resynchronization failed. したがって、リモート・シ
ステム sysid がコミットされたかバックアウトされたかはまだ
確証できません。
システムの処置:
1. 延期されている変更に対するロックが解放されて、ユーザ

ー・トランザクションがアクセスできるようになります。

2. 関連した延期されている開始コマンドがある場合、それは

時期尚早な処置が行われないように取り消されます。

ユーザーの処置: 割り込まれたトランザクションによって行わ

れたローカル変更およびリモート変更が有効になったかどうか

を知るために、データを調べてください。 整合性をリストアす

るために必要な変更を行ってください。

モジュール: DFHSPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、

termid、tranid、taskno、termid、operid、uowid、xxxx

宛先: CSMT

DFHZN2110 date time applid Abnormal reply to exchange

log name command received from system:

xxxxxx .

説明: このメッセージは、ログ名交換コマンドの応答として異

常応答があったときに出されます。 ログ名交換コマンドは、セ

ッション障害の後か、またはシステム再始動後の最初のセッシ

ョン開始時に送信されます。異常応答の内容としては、相手方

のシステムがウォーム/コールド・スタートの不一致またはロ

グ名の不一致を見つけたことが考えられます。

システムの処置: 同期点レベル 2 のタスク生成は禁止されて

います。 これは、2 つのシステム間のリカバリー可能活動が妨

げられることを意味します。

ユーザーの処置: どちらのシステムもコールド・スタート (緊
急再始動またはそれに相当するものではなく) されなかったこ

と、また正しいログが使用されたことを確認してください。

この問題を解決するには 2 つの方法があります。
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v どちらのシステムも、正しいシステム・ログを使用して緊急

再始動する。

v 障害の起きた接続に関して CEMT SET CONN(xxxx)
NOTPENDING コマンドを出すことで、エラー状態をオー

バーライドする。 このコマンドを、接続の両方の側に出さ

なければならない場合もあります。

注: このコマンドが出された場合には、CICS は、APPC の

再同期を待っている可能性があるリソースをすべて一方的に

コミットします。 さらに、CICS は、リモート・システム

との APPC 再同期活動を実行しません。

モジュール: DFHSPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、xxxxxx

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHZN2111 date time applid Cold/Warm restart mismatch

with system sysid.

説明: ログ名交換コマンドに対する応答として、コールド・ス

タート指示を受け取りました。 しかし、このシステムには、前

回の実行からの再同期化を必要とする作業単位があります。 ロ

グ名交換コマンドは、セッション障害の後か、またはシステム

再始動後の最初のセッション開始時に送信されます。

システムの処置: 同期点レベル 2 のタスク生成は禁止されて

います。 これは、2 つのシステム間のリカバリー可能活動が妨

げられることを意味します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには 2 つの方法があり

ます。

v 正しいシステム・ログを使用してリモート・システムを緊急

再始動する。

v 障害の起きた接続に関して CEMT SET CONN(xxxx)
NOTPENDING コマンドを出すことで、エラー状態をオー

バーライドする。

注: このコマンドが出された場合には、CICS は、APPC の

再同期を待っている可能性があるリソースをすべて一方的に

コミットします。 さらに、CICS は、リモート・システム

との APPC 再同期活動を実行しません。

モジュール: DFHSPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHZN2112 date time applid Log name mismatch with

system sysid Expected LUNAME.LOGNAME

xxxx Received LUNAME.LOGNAME yyyy.

説明: このシステムに記憶されている相手方システムのログ

が、再同期化のために使用中の相手方システムのログ名と一致

しません。

システムの処置: 同期点レベル 2 のタスク生成は禁止されて

います。 これは、2 つのシステム間のリカバリー可能活動が妨

げられることを意味します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには 2 つの方法があり

ます。

v 正しいシステム・ログを使用してリモート・システムを緊急

再始動する。

v 障害の起きた接続に関して CEMT SET CONN(xxxx)
NOTPENDING コマンドを出すことで、エラー状態をオー

バーライドする。

注: このコマンドが出された場合には、CICS は、APPC の

再同期を待っている可能性があるリソースをすべて一方的に

コミットします。 さらに、CICS は、リモート・システム

との APPC 再同期活動を実行しません。

モジュール: DFHSPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、xxxx、

yyyy

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHZN2113 date time applid Log name mismatch with

system xxxx. Local LOGNAME yyyy .

Received LOGNAME zzzz .

説明: システム xxxx は、このシステムのログ名 (yyyy) に関

するリモート・システムのメモリー (zzzz) を含んでいるログ名

交換要求を送信しました。

このシステムは、ログ名のミスマッチを検出しました。 これ

は、システム xxxx およびこのシステムは再同期用の正しいロ

グを持たないことを示します。

システムの処置: ローカル・システムは、要求に対して異常ロ

グ名交換応答を送信します。 同期点レベル 2 のタスク生成は

禁止されています。 つまり、2 つのシステム間のリカバリー可

能活動が妨げられています。

ユーザーの処置: この問題を解決するには 2 つの方法があり

ます。

v どちらのシステムも、正しいシステム・ログを使用して緊急

再始動する。

v 障害の起きた接続に関して CEMT SET CONN(xxxx)
NOTPENDING コマンドを出すことで、エラー状態をオー

バーライドする。 このコマンドを、接続の両方の側に出さ

なければならない場合もあります。

注: このコマンドが出された場合には、CICS は、APPC の

再同期を待っている可能性があるリソースをすべて一方的に

コミットします。 さらに、CICS は、リモート・システム

との APPC 再同期活動を実行しません。

モジュール: DFHSPP

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、xxxx、yyyy、

zzzz

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHZN2131 date time applid Intersystem session failure

during CICS synclevel one commit. Data

base changes may be out of sync. Time

time. Remote system=sysid. Intersystem

terminal=termid. Transaction=tranid. Task

number=taskno. Operator terminal=termid.

Operator=operid. (Module name:xxxx)

説明: CICS アプリケーションが APPC 同期レベル 1 を使用

して、リモート機能シップ・リソースを処理していました。 こ

のアプリケーションが (暗黙的または明示的に) 同期点をと
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り、その結果、すべてのローカル・リソースおよび同期レベル

2 パートナーがコミットされました。しかし、同期レベル 1 コ

ミット処理時の重要な時点で、セッション障害が起こり、同期

レベル 1 機能シップ・リソースは正常にコミットされたか、あ

るいはバックアウトされた可能性もあります。

システムの処置: CICS 同期レベル 1 のコミット処理は続行

されます。この処理の続行は、できるだけ多くの同期レベル 1
のリソースをコミットすることを目的としています。 APPC
同期レベル 1 の場合、CICS は、状況をそれ以上解決しようと

はしません。

同期点が完了したら、CICS は、ユーザー・タスクを異常終了

し、異常終了コード ASPK が出されます。

ユーザーの処置: リモート機能シップ・リソースが同期のとれ

ていない状態にないかどうか判別してください。とられる処置

は、ローカル手順ならびにそのアプリケーション・プログラム

の設計によって異なります。 例えば、アプリケーションを再実

行することは可能ですが、リモート・リソースに対して更新を

行う場合だけです。 分散環境での設計に関する考慮事項につい

ては、「CICS TS Intercommunication Guide」を参照してくだ

さい。

モジュール: DFHSPZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、

termid、tranid、taskno、termid、operid、xxxx

宛先: CSMT

DFHZN2132 date time applid Rollback received in

response to CICS synclevel one commit.

Data base changes are out of sync. Time

time. Remote system=sysid. Intersystem

terminal=termid. Transaction=tranid. Task

number=taskno. Operator terminal=termid.

Operator=operid. (Module name:xxxx)

説明: CICS アプリケーションが APPC 同期レベル 1 を使用

して、リモート機能シップ・リソースを処理していました。 こ

のアプリケーションが (暗黙的または明示的に) 同期点をと

り、その結果、すべてのローカル・リソースおよび同期レベル

2 パートナーがコミットされました。しかし、コミット・メッ

セージを同期レベル 1 の機能シップ・リソースに送ったとき

に、そのリソースはバックアウトされることになりました。

システムの処置: 同期レベル 1 のコミット処理は、できるだ

け多くの同期レベル 1 のリソースをコミットする目的で続行さ

れます。 APPC 同期レベル 1 の場合、CICS は、状況をそれ

以上解決しようとはしません。

同期点が完了したら、CICS は、ユーザー・タスクを異常終了

し、異常終了コード ASPK が出されます。

ユーザーの処置: とられる処置は、ローカル手順ならびにその

アプリケーション・プログラムの設計によって異なります。 例

えば、アプリケーションを再実行することは可能ですが、リモ

ート・リソースに対して更新を行う場合だけです。 分散環境で

の設計に関する考慮事項については、「CICS TS

Intercommunication Guide」を参照してください。

モジュール: DFHSPZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、time、sysid、

termid、tranid、taskno、termid、operid、xxxx

宛先: CSMT

DFHZN2133 date time applid Error detected during CICS

synclevel one commit. Reason code rc. Data

base changes may be out of sync. Time

time. Remote system=sysid. Intersystem

terminal=termid. Transaction=tranid. Task

number=taskno. Operator terminal=termid.

Operator=operid. (Module name:xxxx)

説明: CICS アプリケーションが APPC 同期レベル 1 を使用

して、リモート機能シップ・リソースを処理していました。 こ

のアプリケーションが (暗黙的または明示的に) 同期点をと

り、その結果、すべてのローカル・リソースおよび同期レベル

2 パートナーがコミットされました。しかし、コミット・メッ

セージを同期レベル 1 の機能シップ・リソースに送ったとき

に、応答によりエラーが起こったことが示されました。理由コ

ードは、エラーの詳細を示し、以下の値を取ります。

01 パートナー・システムによるプロトコル違反 - 予期

しない FMH データ

02 パートナー・システムによるプロトコル違反 - 予期

しない同期点メッセージ・データ

03 異常終了が受け取られた

04 デッドロックまたは読み取りタイムアウト

システムの処置: CICS 同期レベル 1 のコミット処理は続行

されます。この処理の続行は、できるだけ多くの同期レベル 1
のリソースをコミットすることを目的としています。

理由コード 01 の場合、ダンプ・コード ASPI のトランザクシ

ョン・ダンプがとられます。 理由コード 02 の場合、ダンプ・

コード ASPJ のトランザクション・ダンプがとられます。 同

期点が完了したら、CICS は、ユーザー・タスクを異常終了

し、異常終了コード ASPK が出されます。

ユーザーの処置: とられる処置は、ローカル手順によって異な

ります。

理由コード 01 および 02 の場合には、ダンプを調べて、パー

トナーから何のメッセージ・データが受け取られたかを判別し

てください。 この情報は、端末入出力域のいずれかに保持され

ます。 通信システムにおける障害が、データの破壊を引き起こ

した可能性があります。

理由コード 03 は、パートナー・システムが異常終了を送った

ことを示しています。 調べる必要があるエラーがパートナー・

システムにあります。

理由コード 04 は、同期レベル 1 コミットに対するパートナ

ー・システムの応答が長くかかりすぎたことを示しています。

リモート・システムまたは通信システムに問題が生じた可能性

があります。 これが再発しないように、デッドロック・タイム

アウト値または読み取りタイムアウト値を大きくしなければな

らない可能性があります。

モジュール: DFHSPZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、rc、time、sysid、

termid、tranid、taskno、termid、operid、xxxx

宛先: CSMT
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DFHZN2134 date time applid An error has occurred while

sending an Exchange Log Names request

on session sessid to remote system sysid.

説明: リモート・システムへのログ名交換要求の伝送時に、エ

ラーが起こりました。 同期点処理時に、前の保護会話障害が起

きた後で、CICS は、分散リソースを再同期しようとしまし

た。

このことは、次のいずれかを意味しています。

v リモート・システムは、ローカル・システムのログ名交換汎

用データ・ストリーム (GDS) 変数にプロトコル違反がある

ことを検出した。

v CICS APPC 処理に内部エラーがあった。

システムの処置: ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない

限り、 システム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

多くの場合、CICS は正常な操作を続行し、再同期は次の機会

に再試行されます。 しかし、この障害により、ログ名交換のフ

ローが正常に行われなくなり、ローカル・システムとリモー

ト・システムとの間で同期レベル 2 のタスク生成が妨げられる

結果になった可能性があります。

ユーザーの処置: CEMT INQUIRE CONN(xxxx) を出して、

XOK フィールドを調べてください。 ログ名交換が行われてい

なかった場合には、障害を起こした接続に関して CEMT SET
CONN(xxxx) NOTPENDING コマンドを出すことで、そのエ

ラー状態をオーバーライドすることができます。 このコマンド

を、接続の両方の側に出さなければならない場合もあります。

注: このコマンドが出された場合には、CICS は、APPC の再

同期を待っている可能性があるリソースをすべて一方的にコミ

ットします。 さらに、CICS は、リモート・システムとの

APPC 再同期活動を実行しません。

CICS、アクセス方式、またはオペレーティング・システムによ

って提供されたシステム・ダンプや以前に出力済みの診断情報

を使用して、エラーの原因を調べてください。

トレース・ドメインと端末管理プログラムに属している制御ブ

ロックを示すようにシステム・ダンプを形式設定してくださ

い。 (この方法に関する手引きについては、「CICS TS 問題判

別の手引き」を参照してください。)

このメッセージから、どの APPC セッションがこのログ名交

換会話に使用されていたかを判別してください。

内部トレース・テーブルが使用可能な場合は、それを使用して

セッションに対して出されたコマンドをトラックし、ユーザー

状態マシンの状態遷移が正しいかどうかを調べてください。 状

態遷移が無効である場合は、CICS 論理エラーが起きた可能性

があります。

セッションのための APPC 送信または受信バッファーは、ダ

ンプ内で明確にラベル付けされ、それらが属するセッションの

TCTTE の下に印刷されます。問題のセッションの送信/受信バ

ッファーを見つけ、バッファーの内容が正しいかどうかを調べ

てください。 バッファーの内容は、エラーが検出される正確な

ポイントによって異なり、付加 FMH5 およびログ名交換 GDS
変数を含んでいる場合があります。 それらの SNA 定義フィ

ールドの正しい形式は、「SNA Formats」で説明されていま

す。

リモート・システムのログを調べてください。 プロトコル違反

がローカル・システムのログ名交換 GDS 変数で検出された場

合には、リモート・システムが診断情報そのものを生成してい

る可能性があります。 この情報は、プロトコル違反の原因を診

断するのに役立つことがあります。

モジュール: DFHSPZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sessid、sysid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHZN2135 date time applid An error has occurred while

sending a Compare States request on

session sessid to remote system sysid.

説明: リモート・システムへの状態比較要求の伝送時に、エラ

ーが起こりました。 同期点処理時に、前の保護会話障害が起き

た後で、CICS は、分散リソースを再同期しようとしました。

このことは、次のいずれかを意味しています。

v リモート・システムが、ローカル・システムのログ名交換

GDS 変数にプロトコル違反があることを検出した。

v リモート・システムが、ローカル・システムの状態比較

GDS 変数にプロトコル違反があることを検出した。

v CICS APPC 処理に内部エラーがあった。

システムの処置: ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない

限り、 システム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

多くの場合、CICS は正常な操作を続行し、再同期は次の機会

に再試行されます。 しかし、この障害により、ログ名交換のフ

ローが正常に行われなくなり、ローカル・システムとリモー

ト・システムとの間で同期レベル 2 のタスク生成が妨げられる

結果になった可能性があります。

ユーザーの処置: CEMT INQUIRE CONN(xxxx) を出して、

XOK フィールドを調べてください。 ログ名交換が行われてい

なかった場合には、障害を起こした接続に関して CEMT SET
CONN(xxxx) NOTPENDING コマンドを出すことで、そのエ

ラー状態をオーバーライドすることができます。 このコマンド

を、接続の両方の側に出さなければならない場合もあります。

注: このコマンドが出された場合には、CICS は、APPC の再

同期を待っている可能性があるリソースをすべて一方的にコミ

ットします。 さらに、CICS は、リモート・システムとの

APPC 再同期活動を実行しません。

CICS、アクセス方式、またはオペレーティング・システムによ

って提供されたシステム・ダンプや以前に出力済みの診断情報

を使用して、エラーの原因を調べてください。

トレース・ドメインと端末管理プログラムに属している制御ブ

ロックを示すようにシステム・ダンプを形式設定してくださ

い。 (この方法に関する手引きについては、「CICS TS 問題判

別の手引き」を参照してください。)
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このメッセージから、どの APPC セッションがこの状態比較

会話に使用されていたかを判別してください。

内部トレース・テーブルが使用可能な場合は、それを使用して

セッションに対して出されたコマンドをトラックし、ユーザー

状態マシンの状態遷移が正しいかどうかを調べてください。 状

態遷移が無効である場合は、CICS 論理エラーが起きた可能性

があります。

セッションのための APPC 送信または受信バッファーは、ダ

ンプ内で明確にラベル付けされ、それらが属するセッションの

TCTTE の下に印刷されます。問題のセッションの APPC 送

信/受信バッファーを見つけ、バッファーの内容が正しいかど

うかを調べてください。 バッファーの内容は、エラーが検出さ

れる正確なポイントによって異なり、付加 FMH5、ログ名交換

GDS 変数、および状態比較 GDS 変数を含んでいる場合があ

ります。 それらの SNA 定義フィールドの正しい形式は、

「SNA Formats」で説明されています。

リモート・システムのログを調べてください。 プロトコル違反

がローカル・システムの再同期データで検出された場合には、

リモート・システムが診断情報そのものを生成している可能性

があります。 この情報は、プロトコル違反の原因を診断するの

に役立つことがあります。

モジュール: DFHSPZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sessid、sysid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHZN2136 date time applid An error has occurred while

receiving an Exchange Log Names reply on

session sessid from remote system sysid.

説明: リモート・システムからのログ名交換応答を受信してい

る間に、エラーが起きました。 同期点処理時に、前の保護会話

障害が起きた後で、CICS は、分散リソースを再同期しようと

しました。

このことは、次のいずれかを意味しています。

v リモート・システムが、ローカル・システムのログ名交換

GDS 変数にプロトコル違反があることを検出した。

v リモート・システムが、ローカル・システムの状態比較

GDS 変数にプロトコル違反があることを検出した。

v CICS APPC 処理に内部エラーがあった。

システムの処置: ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない

限り、 システム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

多くの場合、CICS は正常な操作を続行し、再同期は次の機会

に再試行されます。 しかし、この障害により、ログ名交換のフ

ローが正常に行われなくなり、ローカル・システムとリモー

ト・システムとの間で同期レベル 2 のタスク生成が妨げられる

結果になった可能性があります。

ユーザーの処置: CEMT INQUIRE CONN(xxxx) を出して、

XOK フィールドを調べてください。 ログ名交換が行われてい

なかった場合には、障害を起こした接続に関して CEMT SET
CONN(xxxx) NOTPENDING コマンドを出すことで、そのエ

ラー状態をオーバーライドすることができます。 このコマンド

を、接続の両方の側に出さなければならない場合もあります。

注: このコマンドが出された場合には、CICS は、APPC の再

同期を待っている可能性があるリソースをすべて一方的にコミ

ットします。 さらに、CICS は、リモート・システムとの

APPC 再同期活動を実行しません。

CICS、アクセス方式、またはオペレーティング・システムによ

って提供されたシステム・ダンプや以前に出力済みの診断情報

を使用して、エラーの原因を調べてください。

トレース・ドメインと端末管理プログラムに属している制御ブ

ロックを示すようにシステム・ダンプを形式設定してくださ

い。 (この方法に関する手引きについては、「CICS TS 問題判

別の手引き」を参照してください。)

このメッセージから、どの APPC セッションがこの再同期会

話に使用されていたかを判別してください。

内部トレース・テーブルが使用可能な場合は、それを使用して

セッションに対して出されたコマンドをトラックし、ユーザー

状態マシンの状態遷移が正しいかどうかを調べてください。 状

態遷移が無効である場合は、CICS 論理エラーが起きた可能性

があります。

セッションのための APPC 送信または受信バッファーは、ダ

ンプ内で明確にラベル付けされ、それらが属するセッションの

TCTTE の下に印刷されます。問題のセッションの APPC 送

信/受信バッファーを見つけ、バッファーの内容が正しいかど

うかを調べてください。 バッファーの内容は、エラーが検出さ

れる正確なポイントによって異なり、付加 FMH5、ログ名交換

GDS 変数、および状態比較 GDS 変数を含んでいる場合があ

ります。 これらの SNA 定義フィールドの正しい形式は、

「SNA Formats」で説明されています。

リモート・システムのログを調べてください。 プロトコル違反

がローカル・システムの再同期データで検出された場合には、

リモート・システムが診断情報そのものを生成している可能性

があります。 この情報は、プロトコル違反の原因を診断するの

に役立つことがあります。

モジュール: DFHSPZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sessid、sysid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHZN2137 date time applid An error has occurred while

receiving a Compare States reply on

session sessid from remote system sysid.

説明: リモート・システムからの状態比較応答の受信時に、エ

ラーが起こりました。 同期点処理時に、前の保護会話障害が起

きた後で、CICS は、分散リソースを再同期しようとしまし

た。

このことは、次のいずれかを意味しています。

v リモート・システムが、ローカル・システムのログ名交換

GDS 変数にプロトコル違反があることを検出した。

v リモート・システムが、ローカル・システムの状態比較

GDS 変数にプロトコル違反があることを検出した。
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v CICS APPC 処理に内部エラーがあった。

システムの処置: ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない

限り、 システム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

多くの場合、CICS は正常な操作を続行し、再同期は次の機会

に再試行されます。 しかし、この障害により、ログ名交換のフ

ローが正常に行われなくなり、同期レベル 2 のタスク生成が妨

げられる結果になった可能性があります。

ユーザーの処置: CEMT INQUIRE CONN(xxxx) を出して、

XOK フィールドを調べてください。 ログ名交換が行われてい

なかった場合には、障害を起こした接続に関して CEMT SET
CONN(xxxx) NOTPENDING コマンドを出すことで、そのエ

ラー状態をオーバーライドすることができます。 このコマンド

を、接続の両方の側に出さなければならない場合もあります。

注: このコマンドが出された場合には、CICS は、APPC の再

同期を待っている可能性があるリソースをすべて一方的にコミ

ットします。 さらに、CICS は、リモート・システムとの

APPC 再同期活動を実行しません。

CICS、アクセス方式、またはオペレーティング・システムによ

って提供されたシステム・ダンプや以前に出力済みの診断情報

を使用して、エラーの原因を調べてください。

トレース・ドメインと端末管理プログラムに属している制御ブ

ロックを示すようにシステム・ダンプを形式設定してくださ

い。 (この方法に関する手引きについては、「CICS TS 問題判

別の手引き」を参照してください。)

このメッセージから、どの APPC セッションがこの再同期会

話に使用されていたかを判別してください。

内部トレース・テーブルが使用可能な場合は、それを使用して

セッションに対して出されたコマンドをトラックし、ユーザー

状態マシンの状態遷移が正しいかどうかを調べてください。 状

態遷移が無効である場合は、CICS 論理エラーが起きた可能性

があります。

セッションのための APPC 送信または受信バッファーは、ダ

ンプ内で明確にラベル付けされ、それらが属するセッションの

TCTTE の下に印刷されます。問題のセッションの APPC 送

信/受信バッファーを見つけ、バッファーの内容が正しいかど

うかを調べてください。 バッファーの内容は、エラーが検出さ

れる正確なポイントによって異なり、付加 FMH5、ログ名交換

GDS 変数、および状態比較 GDS 変数を含んでいる場合があ

ります。 それらの SNA 定義フィールドの正しい形式は、

「SNA Formats」で説明されています。

リモート・システムのログを調べてください。 プロトコル違反

がローカル・システムの再同期データで検出された場合には、

リモート・システムが診断情報そのものを生成している可能性

があります。 この情報は、プロトコル違反の原因を診断するの

に役立つことがあります。

モジュール: DFHSPZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sessid、sysid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHZN2138 date time applid An invalid Exchange Log

Names reply has been received on session

sessid from remote system sysid.

説明: ローカル・システムは、リモート・システムから無効な

ログ名交換応答を受け取りました。 同期点処理時に、前の保護

会話障害が起きた後で、CICS は、分散リソースを再同期しよ

うとしました。

このことは、次のいずれかを意味しています。

v リモート・システムでのエラー

v ストレージ・オーバーレイ

v CICS 論理エラー

システムの処置: ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない

限り、 システム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

多くの場合、CICS は正常な操作を続行し、再同期は次の機会

に再試行されます。 しかし、この障害により、ログ名交換のフ

ローが正常に行われなくなり、ローカル・システムとリモー

ト・システムとの間で同期レベル 2 のタスク生成が妨げられる

結果になった可能性があります。

ユーザーの処置: CEMT INQUIRE CONN(xxxx) を出して、

XOK フィールドを調べてください。 ログ名交換が行われてい

なかった場合には、障害を起こした接続に関して CEMT SET
CONN(xxxx) NOTPENDING コマンドを出すことで、そのエ

ラー状態をオーバーライドすることができます。 このコマンド

を、接続の両方の側に出さなければならない場合もあります。

注: このコマンドが出された場合には、CICS は、APPC の再

同期を待っている可能性があるリソースをすべて一方的にコミ

ットします。 さらに、CICS は、リモート・システムとの

APPC 再同期活動を実行しません。

CICS、アクセス方式、またはオペレーティング・システムによ

って提供されたシステム・ダンプや以前に出力済みの診断情報

を使用して、エラーの原因を調べてください。

端末管理プログラムに属している制御ブロックを示すようにシ

ステム・ダンプを形式設定してください。 (この方法に関する

手引きについては、「CICS TS 問題判別の手引き」を参照して

ください。)

このメッセージから、どの APPC セッションがこの再同期会

話に使用されていたかを判別してください。

セッションのための APPC 送信または受信バッファーは、ダ

ンプ内で明確にラベル付けされ、それらが属するセッションの

TCTTE の下に印刷されます。問題のセッションの APPC 受信

バッファーを見つけ、その内容を調べてください。特に、ログ

名交換 GDS 変数の形式を検査してください。 この SNA 定

義フィールドの正しい形式は、「SNA Formats」で説明されて

います。

GDS 変数の形式が間違っているため、エラーの原因を突き止

める必要があります。リモート・システムが有効なログ名交換
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応答を送信しなかったことが原因として考えられます。その場

合、リモート・システムから、さらに診断資料を取得しなけれ

ばならないことがあります。

モジュール: DFHSPZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sessid、sysid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHZN2139 date time applid An invalid Compare States

reply has been received on session sessid

from remote system sysid.

説明: ローカル・システムは、リモート・システムから無効な

状態比較応答を受け取りました。 同期点処理時に、前の保護会

話障害が起きた後で、CICS は、分散リソースを再同期しよう

としました。

このことは、次のいずれかを意味しています。

v リモート・システムでのエラー

v ストレージ・オーバーレイ

v CICS 論理エラー

システムの処置: ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない

限り、 システム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

多くの場合、CICS は正常な操作を続行し、再同期は次の機会

に再試行されます。 しかし、この障害により、ログ名交換のフ

ローが正常に行われなくなり、これにより、ローカル・システ

ムとリモート・システムとの間で同期レベル 2 のタスク生成が

妨げられることになります。

ユーザーの処置: CEMT INQUIRE CONN(xxxx) を出して、

XOK フィールドを調べてください。 ログ名交換が行われてい

なかった場合には、障害を起こした接続に関して CEMT SET
CONN(xxxx) NOTPENDING コマンドを出すことで、そのエ

ラー状態をオーバーライドすることができます。 このコマンド

を、接続の両方の側に出さなければならない場合もあります。

注: このコマンドが出された場合には、CICS は、APPC の再

同期を待っている可能性があるリソースをすべて一方的にコミ

ットします。 さらに、CICS は、リモート・システムとの

APPC 再同期活動を実行しません。

CICS、アクセス方式、またはオペレーティング・システムによ

って提供されたシステム・ダンプや以前に出力済みの診断情報

を使用して、エラーの原因を調べてください。

端末管理プログラムに属している制御ブロックを示すようにシ

ステム・ダンプを形式設定してください。 (この方法に関する

手引きについては、「CICS TS 問題判別の手引き」を参照して

ください。)

このメッセージから、どの APPC セッションがこの再同期会

話に使用されていたかを判別してください。

セッションのための APPC 送信または受信バッファーは、ダ

ンプ内で明確にラベル付けされ、それらが属するセッションの

TCTTE の下に印刷されます。問題のセッションの APPC 受信

バッファーを見つけ、その内容を調べてください。特に、状態

比較 GDS 変数の形式を検査してください。 (この SNA 定義

フィールドの正しい形式は、「SNA Formats」で説明されてい

ます。)

GDS 変数の形式が間違っているため、エラーの原因を突き止

める必要があります。リモート・システムが有効な状態比較

GDS 変数を送信しなかったことが原因として考えられます。

その場合、リモート・システムから、さらに診断資料を取得し

なければならないことがあります。

モジュール: DFHSPZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sessid、sysid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHZN2140 date time applid A protocol violation has

occurred while resynchronizing with remote

system sysid via session sessid. The

resynchronization was initiated by the local

system.

説明: ローカル・システムが、リモート・システムとの再同期

中にプロトコル違反を検出しました。同期点処理時に、前の保

護会話障害が起きた後で、CICS は、分散リソースを再同期し

ようとしました。再同期は、ローカル・システムによって開始

されました。

このことは、次のいずれかを意味しています。

v リモート・システムでのエラー

v ストレージ・オーバーレイ

v CICS 論理エラー

システムの処置: ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない

限り、 システム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

CICS は正常な操作を続行し、再同期は次の機会に再試行され

ます。

ユーザーの処置: CICS、アクセス方式、またはオペレーティ

ング・システムによって提供されたシステム・ダンプや以前に

出力済みの診断情報を使用して、エラーの原因を調べてくださ

い。

端末管理プログラムに属している制御ブロックを示すようにシ

ステム・ダンプを形式設定してください。 (この方法に関する

手引きについては、「CICS TS 問題判別の手引き」を参照して

ください。)

このメッセージから、どの APPC セッションがこの再同期会

話に使用されていたかを判別してください。

セッションのための APPC 送信または受信バッファーは、ダ

ンプ内で明確にラベル付けされ、それらが属するセッションの

TCTTE の下に印刷されます。問題のセッションのバッファー

を見つけ、内容が正しいか検査してください。

問題のセッションの APPC 受信バッファーを見つけ、その内

容を調べてください。特に、状態比較 GDS 変数の形式を検査

してください。 この SNA 定義フィールドの正しい形式は、

「SNA Formats」で説明されています。

この GDS 変数はおそらく正しくないので、エラーの原因を突
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き止める必要があります。 リモート・システムが有効な状態比

較応答を送信しなかったことが原因として考えられます。その

場合、リモート・システムから、さらに診断資料を取得しなけ

ればならないことがあります。

GDS 変数が正しい場合には、予期しないセッション・プロト

コルによってエラーが引き起こされています。 この点をチェッ

クするには、再同期フローを「SNA LU6.2 Reference: Peer

Protocols」で説明されているものと比較してください。

モジュール: DFHSPZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、sessid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHZN2141 date time applid A protocol violation has

occurred while resynchronizing with remote

system sysid via session sessid. The

resynchronization was initiated by the

remote system.

説明: ローカル・システムが、リモート・システムとの再同期

中にプロトコル違反を検出しました。同期点処理時に、前の保

護会話障害が起きた後で、CICS は、分散リソースを再同期し

ようとしました。再同期は、リモート・システムによって開始

されました。

このことは、次のいずれかを意味しています。

v リモート・システムでのエラー

v ストレージ・オーバーレイ

v CICS 論理エラー

システムの処置: ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない

限り、 システム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

CICS は正常な操作を続行し、再同期は次の機会に再試行され

ます。

ユーザーの処置: CICS、アクセス方式、またはオペレーティ

ング・システムによって提供されたシステム・ダンプや以前に

出力済みの診断情報を使用して、エラーの原因を調べてくださ

い。

端末管理プログラムに属している制御ブロックを示すようにシ

ステム・ダンプを形式設定してください。 (この方法に関する

手引きについては、「CICS TS 問題判別の手引き」を参照して

ください。)

このメッセージから、どの APPC セッションがこの再同期会

話に使用されていたかを判別してください。

セッションのための APPC 送信または受信バッファーは、ダ

ンプ内で明確にラベル付けされ、それらが属するセッションの

TCTTE の下に印刷されます。問題のセッションの APPC 受信

バッファーを見つけ、その内容を調べてください。特に、状態

比較 GDS 変数の形式を検査してください。 この SNA 定義

フィールドの正しい形式は、「SNA Formats」で説明されてい

ます。

この GDS 変数は正しくないので、エラーの原因を突き止める

必要があります。 リモート・システムが有効な状態比較応答を

送信しなかったことが原因として考えられます。その場合、リ

モート・システムから、さらに診断資料を取得しなければなら

ないことがあります。

モジュール: DFHSPZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sysid、sessid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHZN2142 date time applid An invalid Compare States

request has been received on session sessid

from remote system sysid.

説明: ローカル・システムは、リモート・システムから無効な

状態比較要求を受け取りました。 同期点処理時に、前の保護会

話障害が起きた後で、CICS は、分散リソースを再同期しよう

としました。

このことは、次のいずれかを意味しています。

v リモート・システムでのエラー

v ストレージ・オーバーレイ

v CICS 論理エラー

システムの処置: ダンプ・テーブルで特にダンプを抑止しない

限り、 システム・ダンプがとられます。

通常、この問題に関する症状ストリングが入っているメッセー

ジ DFHME0116 が作成されます。

多くの場合、CICS は正常な操作を続行し、再同期は次の機会

に再試行されます。 しかし、この障害により、ログ名交換のフ

ローが正常に行われなくなり、これにより、ローカル・システ

ムとリモート・システムとの間で同期レベル 2 のタスク生成が

妨げられることになります。

ユーザーの処置: CEMT INQUIRE CONN(xxxx) を出して、

XOK フィールドを調べてください。 ログ名交換が行われてい

なかった場合には、障害を起こした接続に関して CEMT SET
CONN(xxxx) NOTPENDING コマンドを出すことで、そのエ

ラー状態をオーバーライドすることができます。 このコマンド

を、接続の両方の側に出さなければならない場合もあります。

注: このコマンドが出された場合には、CICS は、APPC の再

同期を待っている可能性があるリソースをすべて一方的にコミ

ットします。 さらに、CICS は、リモート・システムとの

APPC 再同期活動を実行しません。

CICS、アクセス方式、またはオペレーティング・システムによ

って提供されたシステム・ダンプや以前に出力済みの診断情報

を使用して、エラーの原因を調べてください。

端末管理プログラムに属している制御ブロックを示すようにシ

ステム・ダンプを形式設定してください。 (この方法に関する

手引きについては、「CICS TS 問題判別の手引き」を参照して

ください。)

このメッセージから、どの APPC セッションがこの再同期会

話に使用されていたかを判別してください。

セッションのための APPC 送信または受信バッファーは、ダ

ンプ内で明確にラベル付けされ、それらが属するセッションの

TCTTE の下に印刷されます。

問題のセッションの APPC 受信バッファーを見つけ、その内

容を調べてください。特に、状態比較 GDS 変数の形式を検査

DFHZN2141 • DFHZN2142
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してください。 この SNA 定義フィールドの正しい形式は、

「SNA Formats」で説明されています。

GDS 変数の形式が間違っているため、エラーの原因を突き止

める必要があります。リモート・システムが有効な状態比較変

数を送信しなかったことが原因として考えられます。その場

合、リモート・システムから、さらに診断資料を取得しなけれ

ばならないことがあります。

モジュール: DFHSPZ

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、sessid、sysid

宛先: コンソールおよび一時データ・キュー CSMT

DFHZN2701 date time applid Log data sent on ISC

session is xxxxxxxx

説明: これは通知メッセージです。 トランザクションは、論

理装置タイプ APPC と通信しています。 これは、ログ・デー

タを持っている FMH (機能管理ヘッダー) を送りました。

システムの処置: このトランザクションは処理を続行します。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZERH

XMEOUT パラメーター: date、time、applid、xxxxxxxx

宛先: CSNE

DFHZN2701
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第 2 章 トランザクション異常終了コード (CICS Transaction
Server for z/VSE)

異常条件が発生した場合、CICS はトランザクション ID、プログラム名、および異
常終了コードを含むメッセージを、CSMT 一時データ宛先に送信することができま
す。 次に、例を示します。

DFHAC2236 date time applid Transaction tranid abend
primary abcode in program program name
term termid backout successful. {EXCI id= }
exci_id.condmsg

異常終了コード
あるいは、アクティブな EXEC CICS HANDLE ABEND コマンドを組み込むこと
によって、アプリケーションが異常終了を代行受信することができます。 実際の異
常終了コードは、ABCODE オプションを指定して EXEC CICS ASSIGN コマンド
を出して判別することができます。

トランザクション識別コード tranid は、通常、CICS に対して定義された 4 文字か
ら成ります。 しかし、トランザクションがライト・ペン、オペレーター識別
(OPID) カード読取装置、あるいは 3270 の PA キーまたは PF キー (TASKREQ=
オペランドで指定) を使用して開始された場合、CICS は 1 バイトの 3270 アテン
ション識別 (AID) コードとそれに続く 3 バイトの X'FF' 形式で、内部トランザク
ション識別コードを作成します。

内部作成されたトランザクション識別コードの代わりにメッセージに実際に表示さ
れるコードは、*xx* になります。ただし、xx は、3270 AID コードを文字変換した
ものです。 あいまいさを避けるため、ユーザーはこれらのコードをトランザクショ
ン ID として使用しないようにする必要があります。

次のリストは、キー、ライト・ペン (LPA)、および OPID に対応して表示される
AID コードを示しています。

PF1 *F1* PF13 *C1* LPA *7E*
PF2 *F2* PF14 *C2* OPID *E6*
PF3 *F3* PF15 *C3* PA1 *6C*
PF4 *F4* PF16 *C4* PA2 *6E*
PF5 *F5* PF17 *C5* PA3 *6B*
PF6 *F6* PF18 *C6*
PF7 *F7* PF19 *C7*
PF8 *F8* PF20 *C8*
PF9 *F9* PF21 *C9*
PF10 *7A* PF22 *4A*
PF11 *7B* PF23 *4B*
PF12 *7C* PF24 *4C*
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異常終了コードは、CICS またはユーザー・プログラムによって生じた可能性のある
エラーの原因を示します。 この章で説明している異常終了コードの大部分につい
て、異常終了時に CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

すべての CICS トランザクション異常終了コード abcode は、Axxy のような 4 文
字の英数字になります。ただし、
Aack 'M'

IBM が割り当てた CICS トランザクション異常終了の指定です。
xx エラーを検出したモジュールを識別するために、CICS が割り当てた 2 文

字のコードです。
y CICS が割り当てた 1 文字の英数字コードです。

情報の形式
トランザクション異常終了コードごとに、次の情報が示されます。
v メッセージが出される原因となった、またはメッセージが出された後のイベント

の説明
v CICS によってとられた、またはとられることになる処置 (システム処置)
v ユーザー (コンソールまたは端末のオペレーター) に対して推奨される処置
v メッセージを送信することを決定できる 1 つ以上のモジュール (これらは、メッ

セージを書き出すマクロを発行できるモジュールとは限りません。)

トランザクション異常終了コード

AACA
説明: 無効なエラー・コードが DFHACP プログラムに渡さ
れました。
システムの処置: CICS はそのタスクを異常終了し、ダンプを
作成します。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。
モジュール: DFHACP

AAKP
説明: CICS が DFHAK5801 メッセージをマスター端末ログ
に書き込もうとしている間に入出力エラーが起こりました。
システムの処置: CICS はそのタスクを異常終了し、ダンプを
作成します。
ユーザーの処置: 入出力エラーに関連するメッセージと、必要
な場合には作成されたダンプも調べて、問題の原因を判別して
ください。
モジュール: DFHAKP

AAL1
説明: DFHALP が、デッドロックした要求を処理していまし
た。 この異常終了の理由として最も考えられるのは、コンテン
ション勝者のリンクがないため ALLOCATE QUEUE 要求が
中断されたことです。
システムの処置: CICS はそのタスクを異常終了させます。そ
の異常終了がタイムアウトに関連していない場合に限り、ダン
プがとられます。 停止除去およびデッドロック・タイムアウト
の場合、ダンプはとられません。
ユーザーの処置: ALLOCATE QUEUE 要求を満たすのに十分

なコンテンション勝者セッションがあることを確認してくださ
い。

モードグループで稼働している場合は、そのモードグループ内
で ALLOCATE 要求を満たすのに十分なコンテンション勝者セ
ッションがあることを確認してください。

この異常終了が再発しないようにするには、トランザクション
のデッドロック・タイムアウト (DTIMOUT) 値を増やすこと
が必要な場合があります。
モジュール: DFHALP

AAL2
説明: 割り振られたタスクの延期から間違った応答 (PURGED
以外の) が返されたか、またはその再開から間違った応答が返
されました。
システムの処置: そのトランザクションは異常終了し、ダンプ
が作成されます。
ユーザーの処置: 再開または延期からの戻りコードを調べて、
エラーの原因を判別してください。
モジュール: DFHALP

AAL3
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する
GETMAIN 要求が正常に完了する前に、そのタスクが除去され
ました。除去された条件を最初に検出したタスクが、例外トレ
ースを提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: タスクが除去された理由を調べてください。
このタスクは、マスター端末オペレーターにより除去された
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か、デッドロック・タイムアウトの結果として除去されまし
た。
モジュール: DFHALP

AAL4
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する呼び
出しで、エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない
EXCEPTION 応答) が起こりました。 最初のエラーを検出し
たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ
び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指
定したオプションによって異なる) を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHALP

AAL6
説明: CRTE を実行している代理端末セッションのサインオフ
中に、DFHALP による SIGNOFF_TERMINAL_USER に対す
る呼び出しで、エラー (INVALID、DISASTER、または
EXCEPTION 応答) が起こりました。 最初のエラーを検出し
たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ
び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指
定したオプションによって異なる) を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHALP

AAL7
説明: CRTE を実行している代理端末セッションのサインオフ
中に、DFHALP によるリモート端末削除のスケジュールのた
めの呼び出しで、エラー (INVALID、DISASTER、または
EXCEPTION 応答) が起こりました。 最初のエラーを検出し
たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ
び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指
定したオプションによって異なる) を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHALP

AALN
説明: TD マネージャーに対する呼び出しで、エラー
(INVALID、DISASTER、または予期しない EXCEPTION 応
答) が起こりました。 最初のエラーを検出したドメインは、ト
レース項目、および、場合によってはシステム・ダンプ (ダン
プ・テーブルに指定したオプションによって異なる) を提供し
ます。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。トレースおよびダンプを調べることにより、エラーの発生
地点が識別されます。
モジュール: DFHAMTD

AAMA
説明: DFHAMP に内部論理エラーがあります。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。手順については、「CICS Problem Determination Guide」
の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHAMP

AAMC
説明: ストレージ・マネージャー・ドメインに対する
GETMAIN 要求が正常に完了する前に、タスクが除去されまし
た。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: タスクが除去された理由を調べてください。
このタスクは、マスター端末オペレーターによって除去された
か、またはデッドロック・タイムアウトの結果として除去され
ました。
モジュール: DFHAMP

AAMD
説明: DFHDMP から予期しない戻りコードを受け取りまし
た。 これは内部論理エラーによるものです。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。手順については、「CICS Problem Determination Guide」
の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHAMP

AAMF
説明: カーネル (KE) ドメインに対する呼び出しの後に、予期
しない戻りコードを受け取りました。 これは内部論理エラーに
よるものです。
システムの処置: CICS はそのタスクを異常終了し、ダンプを
作成します。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。手順については、「CICS Problem Determination Guide」
の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHAMP

AAMG
説明: DFHAFMT に対する呼び出しの後に、予期しない戻り
コードを受け取りました。これは内部論理エラーによるもので
す。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。手順については、「CICS Problem Determination Guide」
の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHAMP
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AAMH
説明: DFHFCMT に対する呼び出しの後に、予期しない戻り
コードを受け取りました。これは内部論理エラーによるもので
す。
システムの処置: CICS はそのタスクを異常終了し、ダンプを
作成します。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。手順については、「CICS Problem Determination Guide」
の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHAMP

AAMI
説明: DFHFCRL に対する呼び出しの後に、予期しない戻りコ
ードを受け取りました。これは内部論理エラーによるもので
す。
システムの処置: CICS はそのタスクを異常終了し、ダンプを
作成します。 この問題を解決するには IBM の支援が必要で
す。手順については、「CICS Problem Determination Guide」の
第 4 部を参照してください。
ユーザーの処置:
モジュール: DFHAMP

AAMJ
説明: RDO を使用してファイルをインストールしているとき
に、そのファイルを使用可能にするために DFHFCFS が呼び
出されました。 DFHFCFS からリカバリー不能エラーが返さ
れました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。

エラーが検出された時点で、CICS はコンソールにメッセージ
を書き出し、例外トレース項目を記録し、システム・ダンプを
とります。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。トレースおよびダンプを調べることにより、エラーの発生
地点が識別されます。
モジュール: DFHAMP

AAMK
説明: RDO を使用してファイルをインストールしているとき
に、DFHFCDN が呼び出されました。 DFHFCDN からリカ
バリー不能エラーが返されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 エラーが検出された時点で、
CICS はコンソールにメッセージを書き出し、例外トレース項
目を記録し、システム・ダンプをとります。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡し、トレース
およびダンプを調べて、エラーの発生地点を識別してくださ
い。
モジュール: DFHAMP

AAMN
説明: DFHPRPT に対する呼び出しから予期しない戻りコード
が返されました。 これは内部論理エラーによるものです。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHAMP

AAMO
説明: DFHTOR (CICS 端末オブジェクト解決プログラム) か
ら無効な戻りコードが返されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。手順については、「CICS Problem Determination Guide」
の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHAMP

AAMP
説明: DFHPUP から予期しない戻りコードを受け取りまし
た。 これは内部論理エラーによるものです。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。手順については、「CICS Problem Determination Guide」
の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHAMP

AAMQ
説明: RDO を使用して、パートナーをインストールしようと
しました。 しかし、CICS 初期設定時に初期設定できなかった
ため、パートナー・リソース・マネージャー (PRM) を使用す
ることができません。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: PRM を使用する必要がある場合には、PRM
の初期設定を妨げた問題を訂正してから、CICS を再始動して
ください。
モジュール: DFHAMP

AAMS
説明: ストレージ・マネージャーに対する GETMAIN 要求の
後に、予期しない戻りコードが返されました。 これは内部論理
エラーによるものです。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHAMP

AAMT
説明: DFHTMP からの予期しない戻りコードのため、
DFHAMP に内部論理エラーがあります。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHAMP
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AAMZ
説明: DFHZCP から予期しない戻りコードを受け取りまし
た。 これは内部論理エラーによるものです。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHAMP

AAM1
説明: トランザクション・クラスのインストール中に、
DFHXMCL から予期しない応答が返されました。 これは、イ
ンストール中に除去されたタスクが原因である可能性がありま
す。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。

エラーが発生した場合は、そのエラーが検出されたときに、
CICS は DFHXMnnnn コンソール・メッセージを出し、例外
トレース項目を記録してシステム・ダンプをとります。
ユーザーの処置: タスクが失敗した理由を判別してください。
システム・ダンプがある場合は、システム・ダンプとトレース
項目およびコンソール・メッセージを使用して、問題を解決し
てください。 システム・ダンプがない場合は、タスクはマスタ
ー端末オペレーターによって除去されたか、デッドロック・タ
イムアウトの結果として除去されたかのどちらかです。
モジュール: DFHAMP

AAM2
説明: トランザクション定義のインストール中に、DFHXMXD
から予期しない応答が返されました。 これは、インストール中
に除去されたタスクが原因である可能性があります。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。

エラーが発生した場合は、そのエラーが検出されたときに、
CICS は DFHXMnnnn コンソール・メッセージを出し、例外
トレース項目を記録してシステム・ダンプをとります。
ユーザーの処置: タスクが失敗した理由を判別してください。
システム・ダンプがある場合は、システム・ダンプとトレース
項目およびコンソール・メッセージを使用して、問題を解決し
てください。 システム・ダンプがない場合は、タスクはマスタ
ー端末オペレーターによって除去されたか、デッドロック・タ
イムアウトの結果として除去されたかのどちらかです。
モジュール: DFHAMP

AAOA
説明: アプリケーションが、CICS でサポートされていない
CPI verb を出しました。 アプリケーション・プログラムで参
照された入り口点はリンク・エディット・スタブで解決されま
したが、制御権が CICS に渡されたときに、要求された機能を
解決することができませんでした。

これには、次の 2 つの異常が考えられます。
v この CICS リリースよりも多くの機能をサポートする CPI

スタブを使用して、アプリケーション・プログラムをリン

ク・エディットした。

v リンク・エディット・スタブが破壊された。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。例外トレース項目も作

成されます。

ユーザーの処置: エラー発生時に、汎用レジスター 0 は、出

された CPI 呼び出しの名前と一致する 8 バイトの文字ストリ

ングを指します。 トレースまたはダンプを利用して、この文字

ストリングが、サポートされている CPI 機能の名前であるこ

とを確認してください。

この文字ストリングが明瞭な文字ストリングでない場合には、

スタブが破壊されている可能性があります。

モジュール: DFHCPI

AAOB

説明: アプリケーションが、9 個以上のパラメーターを指定す

る CPI verb を出しました。

システムの処置: このトランザクションは異常終了し、CICS
トランザクション・ダンプが作成され、例外トレース項目も作

成されます。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを変更して、

CPI 呼び出しで正しい数のパラメーターが指定されるようにし

ます。

モジュール: DFHCPI

AAOC

説明: CPI 通信が、呼び出しに無効な数のパラメーターで呼び

出されました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この異常終了で作成された例外トレース・ポ

イントには、間違って出された CPI 通信 verb 名が入ってい

ます。 この verb 名を使用して、そのアプリケーション・プロ

グラムがどこでエラーになっているかを判別し、それに従って

修正してください。

「SAA CPI コミュニケーション・インターフェース解説書」

で、すべての CPI 通信 verb の詳細、およびそれらを呼び出

す方法が説明されています。

モジュール: DFHCPARH

AAOD

説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する

GETMAIN 要求が正常に完了する前に、タスクが除去されまし

た。 除去された条件を最初に検出したドメインが、例外トレー

スを提供します。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: タスクが除去された理由を調べてください。

このタスクは、マスター端末オペレーターによって除去された

か、またはデッドロック・タイムアウトの結果として除去され

ました。

モジュール: DFHCPCBI
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AAOE

説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する

GETMAIN 要求が正常に完了する前に、タスクが除去されまし

た。 除去された条件を最初に検出したドメインが、例外トレー

スを提供します。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: タスクが除去された理由を調べてください。

このタスクは、マスター端末オペレーターによって除去された

か、またはデッドロック・タイムアウトの結果として除去され

ました。

モジュール: DFHCPCBA

AAOF

説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する

GETMAIN 要求が正常に完了する前に、タスクが除去されまし

た。 除去された条件を最初に検出したドメインが、例外トレー

スを提供します。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: タスクが除去された理由を調べてください。

このタスクは、マスター端末オペレーターによって除去された

か、またはデッドロック・タイムアウトの結果として除去され

ました。

モジュール: DFHCPCBS

AAOG

説明: CMACCP (受諾会話) の処理時に、CPI 通信は、サポ

ートされていない同期レベルでアプリケーションがタスク生成

されていることを検出しました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この条件は、CM_NONE(0) または

CM_CONFIRM(1) でない同期レベルでタスク生成されたバッ

クエンドの CPI 通信トランザクションによって引き起こされ

ます。

フロントエンド・トランザクション (つまり、他のシステムで

の会話の開始プログラム) を変更して、同期レベルが正しく定

義されるようにします。

モジュール: DFHCPCBA

AAOH

説明: CPI コミュニケーション・マップ式会話で送信されたデ

ータのジャーナル処理に失敗しました。 この条件は、ジャーナ

ル管理からの間違った応答によって引き起こされます。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: ダンプを使用して、ジャーナルまたはログ・

レコードを正しく書き込めない理由を突き止めてください。 ジ

ャーナル・レコード長のエラーが示された場合には、

TIOATDL が壊されている可能性があります。

問題判別: レジスター 12 は、現行の TCA およびフィールド

TCAJCAAD をアドレッシングし、レジスター 4 は JCA をア

ドレッシングします。 ジャーナル管理要求は JCATR2 に入っ

ており、応答コードは JCAJCRC に入っています。

考えられる要求コードは次のとおりです。

X'8001' - WRITE
X'8003' - PUT

考えられる応答コードは、次のとおりです。

X'01' - IDERROR - ジャーナル ID エラー
X'02' - INVREQ - 無効な要求
X'03' - STATERR - ステータス・エラー
X'05' - NOTOPEN - ジャーナルが開いていない
X'06' - LERROR - ジャーナル・レコード長エラー
X'07' - IOERROR - 入出力エラー

TIOA のアドレスはレジスター 8 に入っており、そのデータ

長は TIOATDL に入っています。

分析 :

レジスター ラベル 説明

R4=@JCA TCZARQPJ JCAJCRC は非ゼロです。
モジュール: DFHCPCOJ

AAOJ
説明: CPI 通信が、その内部ルーチンの 1 つから予期しない
応答を検出しました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS の内部論理エラーです。

トランザクションの「CP」に関するレベル 2 トレースは、こ
のエラー以前のイベントの経緯を示しています。例えば、呼び
出されたモジュールおよびそのパラメーターです。レベル 2 ト
レースは、エラー自体の詳細も提供します。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHCPIC

AAOK
説明: CPI 通信が、その内部ルーチンの 1 つに対する予期し
ない呼び出しを検出しました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS の内部論理エラーです。

トランザクションの「CP」のレベル 2 トレースは、このエラ
ーの前のイベントの経緯 (例えば、呼び出されたモジュールと
そのパラメーター) を示します。レベル 2 トレースは、エラー
自体の詳細も提供します。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHCPIC
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AAOL
説明: CPI 通信が、DFHLUC に対して無効な呼び出しを行い
ました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS の内部論理エラーです。

トランザクションの「CP」のレベル 2 トレースは、このエラ
ーの前のイベントの経緯 (例えば、呼び出されたモジュールと
そのパラメーター) を示します。レベル 2 トレースは、エラー
自体の詳細も提供します。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHCPCLR

AAOM
説明: CPI 通信および DFHZUSR 状態マシンの同期がとれて
いません。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS の内部論理エラーです。

トランザクションの「CP」に関するレベル 2 トレースは、こ
のエラー以前のイベントの経緯を示しています。例えば、呼び
出されたモジュールおよびそのパラメーターです。レベル 2 ト
レースは、エラー自体の詳細も提供します。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHCPCLR、DFHCPSRH

AAON
説明: CPI 通信が、DFHLUC からの予期しない応答を検出し
ました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS の内部論理エラーです。

トランザクションの「CP」に関するレベル 2 トレースは、こ
のエラー以前のイベントの経緯を示しています。例えば、呼び
出されたモジュールおよびそのパラメーターです。レベル 2 ト
レースは、エラー自体の詳細も提供します。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHCPCLR、DFHCPCLC

AAOO
説明: CPI 通信が、無効な最初のパラメーターで呼び出されま
した。 この最初のパラメーターは、実行される機能コードでな
ければなりません。これは、CICS の内部論理エラーです。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクションの「CP」のレベル 2 トレ
ースは、このエラーの発生前のイベントの経緯 (例えば、呼び
出されたモジュールとそのパラメーター) とエラー自体の詳細
を示します。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHCPARH

AAOP
説明: CPI 通信状態マシンは、「不可能な」状態とみなされる
状態遷移要求の実行を要求されました。(「SAA CPI コミュニ
ケーション・インターフェース解説書」で、これらのすべての
状態が説明されています。)

このエラーには、2 つの原因が考えられます。
v CPC (会話制御ブロック) が上書きされ、会話状態が変更さ

れた。または、

v CPI 通信状態マシンにエラーがある。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: トランザクションの「CP」のレベル 2 トレ

ースは、このエラーの前のイベントの経緯 (例えば、呼び出さ

れたモジュールとそのパラメーター) を示します。レベル 2 ト

レースは、エラー自体の詳細も提供します。

トランザクション・ダンプは、CPC を示します。 この問題を

完全に解決するには、IBM の支援が必要な場合があります。

手順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHCPCFS

AAOQ

説明: CPI 通信によって生成された戻りコードには、現行の

CPI 通信 verb に対する状態テーブル内の項目がありません。

このエラーは、CPI 通信状態マシンによって検出されました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: これは、CICS の内部論理エラーです。

トランザクションの「CP」のレベル 2 トレースは、このエラ

ーの前のイベントの経緯 (例えば、呼び出されたモジュールと

そのパラメーター) を示します。レベル 2 トレースは、エラー

自体の詳細も提供します。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHCPCFS

AAOR

説明: CPI 通信は、CPC (会話制御ブロック) 内に無効な値を

検出しました。

このエラーには、2 つの原因が考えられます。

v CPC (会話制御ブロック) が上書きされた。または、

v CPI 通信に有効な値を拒否させるエラーが CPI 通信にあ

る。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: トランザクションの「CP」のレベル 2 トレ

ースは、このエラーの前のイベントの経緯 (例えば、呼び出さ
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れたモジュールとそのパラメーター) を示します。レベル 2 ト

レースは、エラー自体の詳細も提供します。

モジュール: DFHCPIC

AAOS

説明: CPI 通信は、RESET が起こってはならない状況で会話

状態が RESET されたことを検出しました。 つまり、会話制

御ブロック (CPC) が削除されようとしています。

このエラーには、2 つの原因が考えられます。

v CPC (会話制御ブロック) が上書きされた。または、

v CPI 通信にエラーがある。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: トランザクションの「CP」のレベル 2 トレ

ースは、このエラーの前のイベントの経緯 (例えば、呼び出さ

れたモジュールとそのパラメーター) を示します。レベル 2 ト

レースは、エラー自体の詳細も提供します。この問題を完全に

解決するには、IBM の支援が必要な場合があります。 手順に

ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を

参照してください。

モジュール: DFHCPIC

AAOT

説明: 特定の会話に対して CPC (会話制御ブロック) を介して

チェーニングしているときに、そのチェーンが壊れたことを

CPI 通信が検出しました。

このエラーには、2 つの原因が考えられます。

1. CPC チェーンが上書きされた。または、

2. CPI 通信チェーニング機構にエラーがある。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 上記のどちらの原因によりエラーが発生した

かを判別してください。

トランザクションの「CP」のレベル 2 トレースは、このエラ

ーの前のイベントの経緯 (例えば、呼び出されたモジュールと

そのパラメーター) を示します。レベル 2 トレースは、エラー

自体の詳細も提供します。

この問題を完全に解決するには、IBM の支援が必要な場合があ

ります。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCPCBI

AAOU

説明: 初期設定会話要求を処理しているときに、CPI 通信は、

TP_name または partner_LU_name にエラーを検出しまし

た。 TP_name または partner_LU_name は、パートナー・リ

ソース・テーブル (PRT) 内の sym_dest_name を調べること

によって入手できます。

このエラーには、2 つの原因が考えられます。

1. PRT 内の項目に無効なデータが入っている。または、

2. PRT からのデータを戻し、それを解釈する機構にエラーが

ある。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: トランザクションの「CP」のレベル 2 トレ

ースは、このエラーの前のイベントの経緯 (例えば、呼び出さ

れたモジュールとそのパラメーター) を示します。レベル 2 ト

レースは、エラー自体の詳細も提供します。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHCPCBI

AAOV

説明: CPI 通信が、その内部状態テーブルが破壊されているこ

とを検出しました。

このエラーは、CPI 通信状態マシンによって検出されました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: これは、CICS の内部論理エラーです。

トランザクションの「CP」のレベル 2 トレースは、このエラ

ーの前のイベントの経緯 (例えば、呼び出されたモジュールと

そのパラメーター) を示します。レベル 2 トレースは、エラー

自体の詳細も提供します。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHCPCFS

AAOW

説明: CPI 通信が、DFHCPCLC の内部論理エラーを検出しま

した。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: これは、CICS の内部論理エラーです。

トランザクションの「CP」のレベル 2 トレースは、このエラ

ーの前のイベントの経緯 (例えば、呼び出されたモジュールと

そのパラメーター) を示します。レベル 2 トレースは、エラー

自体の詳細も提供します。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHCPCLC

AAOX

説明: CPI 通信は、同期レベル 0 または 1 の会話に設定され

ている誤った同期点戻りコードを検出しました。 誤った戻りコ

ードは、同期レベル 2 の会話でのみ予期されます。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: これは、CICS の内部論理エラーです。

トランザクションの「CP」のレベル 2 トレースは、このエラ

ーの前のイベントの経緯 (例えば、呼び出されたモジュールと

そのパラメーター) を示します。レベル 2 トレースは、エラー

自体の詳細も提供します。
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この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHCPIC

AAOY

説明: CPI 通信が、マップ式会話上で受け取っていた GDS レ

コード内に無効な LL フィールドを検出しました。

リモート・システムが無効なレコードを送っていたことも考え

られますが、受信論理におけるエラーである可能性の方が大き

いと思われます。DFHZARRC (低い方のレベルの受信モジュー

ル) もこれらの LL を CPI 通信に渡す前に調べるからです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: CICS トレース、およびできれば VTAM ト

レースを使用して、両方のシステム相互間で送られたデータを

判別してください。

トランザクションの「CP」に関するレベル 2 の CICS トレー

スは、このエラー以前のイベントの経緯を示しています (例え

ば、呼び出されたモジュールおよびこれらのパラメーター)。レ

ベル 2 トレースは、エラー自体の詳細も提供します。

この問題を完全に解決するには、IBM の支援が必要な場合があ

ります。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCPCRB

AAOZ

説明: CPI 通信は、マップ式会話上で受け取っていた GDS レ

コード内に無効な ID フィールドを検出しました。 この異常

終了を伴う例外トレース・ポイントは、データ 3 に ID フィ

ールドを与えます。これらの有効な ID は、アプリケーショ

ン・データの場合には '12FF'X で、空のデータの場合には

'12F1'X です。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: CICS トレース、およびできれば VTAM ト

レースを使用して、両方のシステム相互間で送られたデータを

判別してください。

トランザクションの「CP」に関するレベル 2 の CICS トレー

スは、このエラー以前のイベントの経緯を示しています (例え

ば、呼び出されたモジュールおよびこれらのパラメーター)。レ

ベル 2 トレースは、エラー自体の詳細も提供します。

この問題を完全に解決するには、IBM の支援が必要な場合があ

ります。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCPCRB

AAO2

説明: CPI 通信が、DFHLUC からの予期しない応答を検出し

ました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: これは、CICS の内部論理エラーです。

トランザクションの「CP」に関するレベル 2 の CICS トレー

スは、このエラー以前のイベントの経緯を示しています (例え

ば、呼び出されたモジュールおよびこれらのパラメーター)。レ

ベル 2 トレースは、エラー自体の詳細も提供します。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHCPCBA

AAO3

説明: CPI インターフェースは、CPI 通信が初期設定されな

いまま CPI 通信機能に対して呼び出しが行われたことを検出

しました。 これは、CICS 初期設定時に、CPI 通信初期設定が

失敗したことを意味しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。このイベントが発生す

るときには、例外トレース項目も作成されます。

ユーザーの処置: コンソール・リストを調べ、CICS 初期設定

時に CPI 通信が初期設定に失敗した理由を判別してくださ

い。 問題を訂正して、CICS を再始動してください。

CPI 通信が正常に初期設定されたことがコンソール・リストに

示されている場合は、問題を解決するために支援が必要です。

コンソール・リスト、トレース、およびトランザクション・ダ

ンプを収集してください。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCPI

AAO4

説明: DFHZARL、または DFHZARL によって呼び出された

モジュールが、論理エラーを検出しました。 このエラーの原因

は、モジュールが VTAM から無効なデータまたは標識を受け

取ったことによるものと考えられます。

システムの処置: CPI 通信層に戻る前に DFHZARL が

DFHZNAC を呼び出して、このセッションを消去し、メッセ

ージを CSNE ログに書き込みます。 CPI 通信はトランザクシ

ョンを異常終了し、CICS トランザクション・ダンプを作成

し、さらに例外トレース項目を作成します。

ユーザーの処置: CSNE ログを調べて、エラーのタイプを判別

してください。 この問題を完全に解決するには、IBM の支援

が必要な場合があります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCPCLR

AAO5
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する
GETMAIN 要求が正常に完了する前に、タスクが除去されまし
た。 除去された条件を最初に検出したドメインが、例外トレー
スを提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: タスクが除去された理由を調べてください。
このタスクは、マスター端末オペレーターによって除去された
か、またはデッドロック・タイムアウトの結果として除去され
ました。
モジュール: DFHCPCBA、DFHCPCBI、DFHCPCBS
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AAO7
説明: CPI 通信同期点要求ハンドラーに、無効な DFHLUC
パラメーター・リストが渡されました。これは、CICS の内部
論理エラーです。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクションの「CP」のレベル 2 トレ
ースは、このエラーの発生前のイベントの経緯 (例えば、呼び
出されたモジュールとそのパラメーター) とエラー自体の詳細
を示します。 この問題を解決するには IBM の支援が必要で
す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」
の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHCPSRH

AAO8
説明: CPI 通信同期点要求ハンドラーに、無効な会話制御ブロ
ック (CPC) が渡されました。 これは、CICS の内部論理エラ
ーです。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクションの「CP」のレベル 2 トレ
ースは、このエラーの発生前のイベントの経緯 (例えば、呼び
出されたモジュールとそのパラメーター) とエラー自体の詳細
を示します。 この問題を解決するには IBM の支援が必要で
す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」
の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHCPSRH

AAO9
説明: CEMT トランザクションによってマスター端末オペレ
ーターからタスクが除去されたか、あるいは、トランザクショ
ンに指定した DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト) 値を
超えて待機した後でタスクがタイムアウトになったことによっ
て、タスクが除去されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。

マスター端末オペレーターがタスクを除去した場合には、何ら
かの理由でデッドロックになっていると思われるシステムを消
去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト
になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト
レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー
ジの容量を増やすことができない場合は、システム内のタスク
の数を減らして、ストレージ不足状態が起こらないようにして
ください。 そのトランザクションの DTIMOUT オプションの
値を増やすという方法もあります。
モジュール: DFHCPCLR

ABLA
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する
GETMAIN 要求が正常に完了する前に、タスクが除去されまし
た。 除去された条件を最初に検出したドメインが、例外トレー
スを提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。

このタスクは、マスター端末オペレーターによって除去された
か、またはデッドロック・タイムアウトの結果として除去され
ました。

マスター端末オペレーターがタスクを除去した場合には、何ら
かの理由でデッドロックになっていると思われるシステムを消
去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト
になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト
レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー
ジの容量を増やすことができない場合は、システム内のタスク
の数を減らして、ストレージ不足状態が起こらないようにして
ください。 そのトランザクションの DTIMOUT オプションの
値を増やすという方法もあります。
モジュール: DFHMCP、DFHMCPE、DFHM32、DFHPBP、
DFHRLR

ABLB
説明: エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない
EXCEPTION 応答) が、ストレージ・マネージャー (SM) ドメ
インに対する呼び出しで発生しました。 最初のエラーを検出し
たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ
び、場合によっては、システム・ダンプ (ダンプ・テーブルに
指定したオプションによって異なる) を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 最初にエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHMCP、DFHMCPE、DFHM32、DFHPBP、
DFHRLR

ABMA
説明: ユーザーが用意した端末入出力域 (TIOA) のデータの長
さが無効になっています。つまり、それがゼロに等しいか、ス
トレージ・アカウンティングの長さから 12 を引いた値よりも
大きくなっています。

または、アプリケーション・プログラムによって与えられたヘ
ッダーまたはトレーラー域の長さフィールドが無効となってい
ます (それが正の値になっていません)。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: エラーのあるデータ長を与えたプログラムを
訂正してください。

TIOA を調べます。 上記のいずれかの条件がある場合には、
アプリケーション・プログラムを調べてください。 コマンド・
レベル・インターフェースを使用しているプログラムの場合、
CICS は EXEC CICS SEND MAP コマンドまたは EXEC
CICS SEND TEXT コマンドの FROM オプション、あるいは
EXEC CICS SEND TEXT コマンドまたは EXEC CICS SEND
PAGE コマンドの TRAILER または HEADER オプションで
渡されたデータ項目の長さを使用して、TIOA を入手します。
データ項目の長さがゼロであるかどうかを調べてください。

ヘッダーおよびトレーラー・レコードは、特殊な形式を持って
います (「CICS Application Programming Reference」を参照)。
最初のハーフワード (長さ) が正の値になっていない場合に、
ABMA 異常終了が起こります。 長さを調べる場合には、ヘッ
ダー/トレーラー・レコードの残りの部分の妥当性について調
べてください。
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問題判別: 出力サービス作業域 (OSPWA) は、ユーザー・ス
トレージの中にあり、トランザクション・ダンプに印刷されま
す。 そのアドレスは、異常終了が起こった時点のレジスター 2
によって示されます。関係のあるフィールドは、次のとおりで
す。
v OSPTR7
v OSPHDRA
v OSPTRLA

レジスター 4 または OSPTIOA は、TIOA を指し示していま

す。 TIOA の中で関係のあるフィールドは、次のとおりで

す。

TIOATDL TIOASAL

分析 :

レジスター ラベル 説明

R4=@TIOA PBCKTDL TIOATDL はゼロに等しいか
TIOASAL-12 の値より大き
いです。

R2=@OSPWA PBD20080 R0 (トレーラーの最初の
R0=トレーラー ハーフワード) はゼロです。
の長さ R8=OSPTRLA。
R8=@trailer OSPTR7 は X'20' ビット・

セットです。

R2=@OSPWA PBDTXHDR R0 (トレーラーの最初の
R8=@header ハーフワード) はゼロです。
R0=ヘッダー R8=OSPHDRA。
の長さ OSPTR7 は X'40' ビット・

セットです。
モジュール: DFHPBP、DFHMCP

ABMB

説明: カーソル位置が BMS 出力要求に指定されていますが、

出力が作成されている 3270 の現行画面サイズを超えていま

す。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 正しくないカーソル位置を指定したプログラ

ムを訂正してください。

トレースを使用して、要求を出しているステートメントを識別

します。 カーソル位置が正しく設定されているかどうかを調べ

てください。 プログラムは代替表示画面サイズ・モードで実行

するように設定されているときに、それがデフォルトの表示画

面サイズ・モードで実行されている場合もあります。または、

使用中の型式と異なる 3270 で実行するように設計されている

ことも考えられます。 プログラムがメッセージ経路指定を行っ

ている場合には、経路リストを調べる必要があります。 プログ

ラムが各種の型式の 3270 で実行されるようになっている場

合、カーソル位置はその最小の表示画面の範囲内になければな

りません。

問題判別: DFHPBP で異常終了が起こった場合:

異常終了が起こった時点のレジスター 2 は OSPWA を示し、

レジスター 1 は TTP を指し示します。 関係のあるフィール

ドは、次のとおりです。

v OSPTR3 には X'10' ビットが設定され、ユーザー指定のカ

ーソル位置を示す。

v OSPCP には、ユーザーによって指定されたハーフワード・

カーソル位置が入っている。

v TTPSCSZ には、比較対象となる表示画面サイズのハーフワ

ード値が入っている。

DFHMCP または DFHMCX で異常終了が起こった場合:
v レジスター 6 は、OSPWA (LIFO ストレージの中の) を指

し示している。

v OSPCP には、ユーザーによって指定されたハーフワード・

カーソル位置が入っている。

v OSPTR3 には X'10' ビットが設定され、ユーザー指定のカ

ーソル位置を示す。

v OSPSCSZ には、比較対象となる表示画面サイズのハーフワ

ード値が入っている。

分析 :

レジスター ラベル 説明

DFHPBP: において
R2=@OSPWA PBDBADC OSPTR3 X'10' ビットが

設定され、ユーザー指定の
R1=@TTP カーソル位置を

示します。
TTPSCSZ ハーフワード表示
画面サイズです。
OSPCP ハーフワード・カーソル
位置です。

DFHKCP または DFHMCX: において
R6=@OSPWA MCENEAU2 OSPTR3 X'10' ビットが

設定され、ユーザー指定の
カーソル位置を
示します。
OSPSCSZ ハーフワード
画面サイズです。
OSPCP ハーフワード・カーソル
位置です。

モジュール: DFHPBP、DFHMCP (最小機能 BMS の場合)、
DFHMCX

ABMC
説明: CMSG トランザクションが、送信可能な数を上回る端
末に、メッセージを送信しようとしました。 この値は、経路指
定コマンドに指定したその他のオペランドによって決まるた
め、固定の最大数はありません。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 経路リストを再定義します。
モジュール: DFHMCP

ABMD
説明: DFHTPR または DFHTPP は DFHDI TYPE=SEND を
出し、「FUNCERR-REQUEST FOR CHANGE DIRECTION
SIGNALED」または「NORESP」以外の戻りコードを受け取り
ました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーにお問い合わせくだ
さい。
モジュール: DFHTPP、DFHTPR
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ABME
説明: DFHTPR または DFHTPP が、基本マッピング・サポ
ート (BMS) 要求の処理中に、無効なデータ・ストリームを検
出しました。
システムの処置: トランザクションが異常終了し、レジスター
7 が異常終了の検出位置を示している CICS トランザクショ
ン・ダンプが作成されます。トランザクションが異常終了しま
した。
ユーザーの処置: トランザクション・ダンプで、TIOA に無効
なデータがないかどうかを調べてください。 無効なデータがア
プリケーション・プログラムにある場合は、そのプログラムを
訂正してください。
モジュール: DFHTPP、DFHTPR

ABMF
説明: 基本マッピング・サポート (BMS) 送信マップの長さオ
プションに指定した値が、「from」域の長さを超えています。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 長さオプションの値を再定義してください。
モジュール: DFHPBP

ABMG
説明: ユーザーによって基本マッピング・サポート (BMS) サ
ービスが要求されましたが、それがシステム生成時または初期
設定時に指定されていませんでした。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: BMS のシステム生成で指定したオプション
に対して要求されたサービスを相関させます。

次の手順に従ってください。
1. 異常終了コードを出したトランザクション ID があるかど

うかトレース・テーブルをスキャンします。 これが、

CSPQ (ページ終結処置) であった場合には、ゼロのメッセ

ージ除去遅延が指定されており、CSPQ へは端末を介して

入ったために、モジュール DFHTPQ が異常終了していま

す。 メッセージ除去遅延は、DFHSIT マクロの

PRGDLAY に指定され、その値は SITPRGD の中で見つけ

ることができます。

2. 最後の BMS 要求 (コード「FA」) について、トレース・

テーブルをスキャンします。失敗に終わったモジュールの

先頭にあるオプション・バイトを使用して、要求された機

能が生成されているかどうかを調べます。 例えば、ページ

ングが要求されたが、標準または最小の BMS が SIT に指

定されていた場合があります。

3. BMS 要求が CICS システム生成内の BMS オプションと

互換性を持っている場合には、BMS モジュール間の接尾部

の指定で何らかの互換性のない処置をとっていることが考

えられます。 この状況は、DFHSIT マクロで各 BMS モジ

ュールについて個別的な接尾部を指定した場合に起こる可

能性があります。

以下のモジュールは、標準機能 BMS と全機能 BMS とでは異

なります。

DFHMCP DFHRLR DFHPBP DFHTPP

モジュール: DFHMCP、DFHTPQ

ABMI

説明: BMS 入力マッピング要求に対して指定されたマップ

が、入力マップではありませんでした。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 別の入力マップを定義するか、または既存の

マップを定義し直します。

モジュール: DFHMCP、DFHMCX、DFHMCY

ABML

説明: 端末管理位置指定ルーチンは、DFHRLR からの無効な

データを受け取ったため、エラー戻りコードを戻しています。

DFHRLR は、LIST=ALL、オペレーター・クラス、またはオペ

レーター ID を指定した BMS ROUTE 要求が経路リストにあ

るかどうか、TCT スキャンを試みています。 端末管理テーブ

ルが破壊されてしまっている場合もあります。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

端末管理テーブルは、多くの場合実行中に破壊されてしまって

います。ダンプ内の TCT 全体をスキャンしてください。 (シ
ステム・ダンプでは、同じ技法を使用してすべての TCTTE を

印刷するので、同じポイントで失敗に終ることになります。)

どの項目が正しくないのかを判別してください。 TCTTE に対

して、ダンプの中で認識可能なユーザー・データによる上書き

が行われている場合もあります。

アプリケーション・プログラムが TCTTE ポインターを参照し

ているかどうかを調べます。 また、同じポインターからアドレ

ッシングされているユーザー・データがあるかどうかを調べて

ください。

アセンブラー・プログラムでは、TCTTE 基底レジスターに対

して複数の等価値があることも考えられます。

先に実行された何らかのトランザクションによって TCT に上

書きが行われていることもあります。 その場合に、TCT はそ

の TCTTE に対して上書きの行われた端末に関連した TCT と

なる可能性があります。

問題判別: レジスター 11 は、探索されている現在の TCTTE
を指し示しています。

TCT 接頭部 (DFHTCTFX) は、CSATCTBA から突き止めるこ

とができます。

TCT の中の最初の端末項目 (TCTTE) のアドレスは、

TCTVTEBA によって示されています。

TCTTETEL は、現在の TCTTE から次の TCTTE までのハー

フワード・オフセット長です。

分析 : 現行 TCTTE アドレスが、フルワード境界上にないか、

TCT の範囲内にないか、あるいは次の TCTTE アドレス (現行

アドレスに TCTTETEL を加算すると得られる) が無効です。
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この検査は、DFHZCX の中の位置指定コード (DFHZLOC) に

よって行われます。

レジスター ラベル 説明
R11=@TCTTE RLRLOCN Issue DFHTC CTYPE=LOCATE

モジュール: DFHRLR (全機能 BMS の場合)

ABMM
説明: 無効なマップが指定されています。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 用意されたダンプを使用して、問題を診断し
ます。 レジスター 6 には、エラーが認識された時点で実行さ
れていた BMS 命令のアドレスが入っています。
モジュール: DFHPBP

ABMO
説明: BMS 出力マッピング要求に対して指定されたマップ
が、出力マップではありませんでした。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 別の出力マップを定義するか、または、既存
のマップを定義し直します。
モジュール: DFHMCP、DFHMCX、DFHMCY

ABMQ
説明: 照会トランザクション (CQRY) が開始されましたが、
タスクが端末向けではないか、関連する端末が 3270 または
SCSPRINT 装置として CICS に定義されていません。 こうし
た異常終了は、CQRY がコンソールで入力された場合に起こり
ます。また、コンソールが 3270 装置である場合にも、コンソ
ールの外観がキーボードまたは印刷装置の CICS に似ているた
め、このような異常終了が起こります。 CQRY トランザクシ
ョンにはオペレーター・インターフェースがないため、正常な
条件の下では、オペレーターが CQRY を呼び出したり、ユー
ザー・トランザクションが CQRY トランザクションを
START する必要はありません。 3270 または SCSPRINT 装
置が接続されると、CICS は自動的に CQRY を稼働します。
関連する端末の TCTTE のアドレスが、トランザクション・ダ
ンプ内のレジスター 8 に含まれています。 レジスター 8 にゼ
ロが含まれている場合は、タスクが端末向けではないことを示
しています。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: CQRY に関連した端末が、3270 ファミリー
または SCSPRINT ファミリーの装置であることを確認してく
ださい。
モジュール: DFHQRY

ABMR
説明: ページ検索トランザクション (CSPG) が開始されまし
たが、このタスクは端末向けではありません。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: 端末が CSPG トランザクションと関連して
いることを確認してください。
モジュール: DFHTPR

ABMT
説明: 最小機能 BMS が 3270 以外の端末タイプに対して使用
されています。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHTPS

ABMU
説明: アプリケーション・プログラムで、領域の境界内にない
アドレスが与えられました。トランザクション・ダンプの汎用
レジスター 1 の下位 3 バイトには、誤りのあったアドレスが
示されています。 レジスター 1 の高位バイトは、アドレス・
タイプを次のように示しています。

16 進値 アドレス・タイプ
01 表題アドレス (TCAMSTA)
02 代替入出力域アドレス (TCAMSIOA)
03 マップ・アドレス (TCABMSMA)
04 ヘッダー・アドレス (TCAMSHDR)
05 経路リスト・アドレス (TCAMSRLA)
06 トレーラー・アドレス (TCAMSTRL)
07 マップ・セット・アドレス

(TCAMSMSA)
08 TIOA アドレス (TCTTEDA)

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 誤ったアドレスを与えているアプリケーショ
ン・プログラムを訂正します。
モジュール: DFHMCP、DFHEMS

ABMV
説明: DFHRLR が無効な経路リスト項目を検出しました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 経路リストが、ブランクを含む項目内の予約
フィールドを持ち、リストを終了させるためのハーフワード
X'FFFF' の停止フィールドを備えるように正しく作成されてい
るかどうかを調べます。
モジュール: DFHRLR

ABMX
説明: BMS に渡されたテキスト・ストリングに属性設定オー
ダーが含まれていましたが、その列は次のいずれかの理由で無
効となっていました。
1. 属性設定オーダーが 3 文字未満であった。

2. 属性タイプが無効であった。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを訂正してく

ださい。

モジュール: DFHPBP
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ABMZ
説明: TCTTEDA 内の端末入出力域 (TIOA) のアドレスがゼ
ロでした。

EXEC CICS RECEIVE MAP の結果、BMS 高速パスを使用す
ると、DFHEMS は必ず TIOA のアドレスで TCTTEDA を初
期設定します。 その後で、TCTTEDA がゼロであると
DFHMCX が判別した場合は、上書きが行われたことになりま
す。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: TCTTEDA がゼロになっている原因を調べて
ください。

最後の BMS 要求のトレース・テーブル (コード FA) で障害
タスクをスキャンし、BMS 要求が出されて以来、制御権を持
っているユーザー・プログラムを判別してください。
モジュール: DFHMCP、DFHMCX、DFHMCY

ABM0
説明: 基本マッピング・サポート (BMS) 要求のために指定さ
れたマップを突き止めることができませんでした。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: マップが定義されているかどうかを調べま
す。 定義されている場合には、それが正しく指定されているか
どうかを調べてください。
モジュール: DFHMCP、DFHMCX、DFHMCY

ABM1
説明: 基本マッピング・サポート (BMS) サービスが、BMS
によってサポートされていない端末と関連したタスクによって
要求されました。 この要求は、経路指定要求ではありません。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: BMS サービスを使用しているアプリケーシ
ョンについては、BMS がサポートしない端末を使用しないで
ください。

端末のタイプと型式番号を調べます。 その端末が、BMS サポ
ート端末でないことを確認してください。 BMS サポート端末
のリストは、「CICS Application Programming Guide」にあり
ます。 その端末の TCT マクロが物理端末を正確に記述してい
るかどうかを調べてください。
問題判別: 異常終了が起こった時点で、レジスター 11 は
TCTTE を指し、TCTTETEA およびレジスター 6 は、TCTTE
拡張の TCTETTE を指しています。

関係のあるフィールドは、次のとおりです。

TCTTEDDS 装置依存接尾部
TCTTEMSS マップ・セット接尾部

分析 : DFHRLR は、TCTTE 拡張部分にある装置依存接尾部

とマップ・セット接尾部をテストします。 この両方がゼロであ

った場合には、その端末は BMS によってサポートされておら

ず、DFHRLR はそのタスクを異常終了コード ABM1 で異常終

了させます。

レジスター ラベル 説明

R4= RLRSFXCK TCTEDDS=X'00' および
@TCTTETE TCTEMSS=X'00' です。

装置依存接尾部および
マップ・セット接尾部は、
サブルーチン RLRSUFXS に
よってレジスター 3 の最後の
2 バイトにロードされます。

モジュール: DFHRLR

ABM2

説明: ユーザー・データが、この BMS 要求に提供されていま

せん。 つまり、ユーザー・データ域のアドレスが、TCTTEDA
でも TCAMSIOA でも見つかりませんでした。

BMS マクロ・レベル出力要求が出される場合、ユーザーは、

そのマクロを出す前に、BMS に渡すデータのアドレスを

TCTTEDA または TCAMSIOA の中に入れておかなければな

りません。 どちらに入れるかは、次の基準によって決まりま

す。

v データが端末向けのタスクによって TIOA 内に渡される場

合、この TIOA のアドレスは TCTTEDA に入れるか、ま

た、TCAMSIOA に入れると同時に TCTTEDA に 2 進ゼ

ロを設定することができる。

v データが端末向けのタスクによって渡されているが、TIOA
内に渡されない場合、このデータの TIOA に似た区域のア

ドレスは、TCAMSIOA に入れて、 TCTTEDA に 2 進ゼ

ロを設定する必要がある。

v データが端末向けでないタスクによって渡されている場合、

このデータの TIOA に似た区域のアドレスは TCAMSIOA
に入れる必要がある。 このタスクに関連付けられている

TCTTE がないため、TCTTEDA を参照することはできませ

ん。

タスクが TCTTEDA と TCAMSIOA の両方からアドレスを渡

そうとしている場合には、TCTTEDA 内のアドレスが選択され

ます。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: プログラマーは、データのアドレスを

TCTTEDA または TCAMSIOA のいずれか該当する方に入れ

る必要があります。

まず、アプリケーション・リストと、TCTTEDA または

TCAMSIOA、あるいはその両方の内容を調べ、ユーザー・デー

タのアドレスがユーザーによって TCTTEDA または

TCAMSIOA に実際にロードされているかどうかを調べます。

次に、OSPWA 要求バイト (OSPTR1 から 8) を参照するか、

またはトレース・テーブル内の最後の BMS 項目をデコードす

ることにより、BMS 要求が CICS によって正しくデコードさ

れているかどうかを調べます。 OSPIND01 を見て、

PAGEBLD または TEXTBLD が正しくデコードされているか

どうか調べ、また、TCAFCI ビット 7 を見て、端末向けのタ

スクであるか端末向けでないタスクであるかを識別します。

異常終了が起きた時点で、レジスター 1 に最後にロードされた

ユーザー・データ・アドレスが入れられ、レジスター 4 に

OSPTIOA のアドレスがヌル・データのアドレスとして入れら

れます。

CICS エラーの疑いがあった場合には、最初にサブルーチン

MCPFTIOA に注意を向けます。これは、データ取り出し論理
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を示すコードの単純な部分だからです。 ABM2 条件は、

DFHBMS 要求の CICS によるデコードの初期段階でトラップ

されるため、モジュール DFHMCP だけが組み入れられます。

ケース/ ラベル 説明
レジスター

R9=@OSPWA MCPMAP OSPTR4 は TYPE=MAP で
OSPTRM (X'04') ビット・
セットです。

R9=@OSPWA MCPPGBLD OSPTR5 は OSPTRB (X'80')
ビット・セットを持ち、
BMS は TYPE=PAGEBLD 用に、
OSPIND01 内にビット
OSPLMPB (X'08') を
設定します。
OSPTR4 は DATA=NO、ONLY、
または YES のそれぞれに
対応して X'40'、X'80'、
または X'C0' を設定します。
そのため、X'80' または
X'C0' でなければなりません。

R9=@OSPWA MCPTXBLD OSPTR7 は OSPTRX (X'80')
ビット・セットを持ち、
BMS は TYPE=PAGEBLD 用に、
OSPIND01 内にビット
OSPLMTB (X'04') を
設定します。
OSPTR4 は DATA=NO、ONLY、
または YES のそれぞれに
対応して X'40'、X'80'、
または X'C0' を設定します。
そのため、X'80' または
X'C0' でなければなりません。

R9=@OSPWA MCPMAPNG OSPTR3 は OSPTSN
(X'01')、OSPTSA
(X'02')、または OSPTMN
(X'04') ビット・セットで、
OSPTR4 はマッピング用の
OSPTMA (X'10') ビット・
セットです。
OSPTR4 は DATA=NO、ONLY、
または YES それぞれに
対応して X'40', X'80'、
または X'C0'ですので
X'80' または X'C0' で
あることが必須です。

All R12=@TCA MCPFTIOA TCAFCI はタスクが
端末指向の場合、
TCAFCTRM (X'01')
ビット・セットです。

All R11=@TCTTE MCPFTIOA TCTTEDA は、ユーザー・
データ域 TIOA を指す
ことができましたが TIOA
を使用しませんので異常
終了の原因となります。

All R12=@TCA MCPFTIOA TCAMSIOA はユーザー・
データ域 (TIOA または
その他)を指すことが
できましたが異常終了の
原因となります。

All R9=@OSPWA MCPNTOTM OSPTIOA には、すでに
見つけられたユーザー域の
アドレスがあるため、
ゼロです。
OSPSIOA は BMS によって
データをさがされている
セカンド・ドライ・データ域
として OSPIOA (TCAMSIOA

から複写) を指します。
OSPIA (TCAMSIOA) も
ゼロであり、異常終了の
原因となります。

問題判別: 出力サービス作業域 (OSPWA) は、レジスター 9
によってアドレッシングされます。TCTTE は、レジスター 11
によってアドレッシングされます。 TCA は、レジスター 12
によってアドレッシングされます。

これに関係のあるフィールドは、次のとおりです。

フィールド

説明

OSPIND01

OSPWA 標識バイト 1
OSPIOA

代替入出力域アドレス

OSPSIOA

データ・アドレス (TCTTEDA/TCAMSIOA) のアド

レス

OSPTIOA

BMS により検出されたユーザー・データのアドレス

OSPTR1-8

TCA から保管された BMS 要求データ

TCTTEDA

端末データ域アドレス

TCAFCI

機能管理標識

TCAMSIOA

代替入出力域アドレス

分析 : DFHMCP の中の 1 つのポイント、ラベル

MCPABEND で、ABM2 異常終了が呼び出されます。

DFHMCP には、次の 5 つの領域があり、その中でユーザーの

データが求められます。

ラベル

TYPE=MAP MCPMAP
TYPE=PAGEBLD,DATA=YES/ONLY MCPPGBLD

MCPGTIOA
TYPE=TEXTBLD,DATA=YES/ONLY MCPPGBLD

MCPGTIOA
マッピングですが、非 PAGEBLD,DATA=YES/ONLY MCPMAPNG
なし (マッピング,PAGEBLD,TEXTBLD,PAGEOUT) MCPDFALT

「Mapping」(マッピング) とは、マップを指定する BMS 要求

(つまり、OSPTR3 のビット 5 か 6 か 7、または OSPTR4 の

ビット 3 がオンに設定されている) を指しています。

これらの機能領域のそれぞれは、サブルーチン MCPFTIOA に

対して BAL を実行し、ユーザー・データ域を探索します。 有

効な区域 (それがなければ異常終了コード ABMU) が見つかる

と、そのアドレスは OSPTIOA に入れられ、データ・アドレス

(TCAMSIOA または TCTTEDA) のアドレスは OSPSIOA に

設定されます。 データ域が見つからなかった場合には、

OSPTIOA の内容は消去され、OSPSIOA には、OSPTIOA の

アドレスがヌル・データ域としてロードされます。

BAL から戻ったときに、OSPTIOA がゼロ以外の値であるかど

うかがテストされます。 それがゼロであった場合には、

MCPABEND へのブランチが行われます。

ABM2
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モジュール: DFHMCP

ABM3

説明: BMS の入力または出力要求が、端末向けでないタスク

から出されました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS ダンプが作

成されます。

ユーザーの処置: BMS 入力または出力要求を出すタスクは、

端末に対して生成されていなければなりません。

モジュール: DFHMCP

ABM4
説明: BMS が出した一時ストレージ PUT または PUTQ 要
求に対して、無効な要求応答が受け取られました。 一時ストレ
ージ・プログラムへ渡されたデータが無効な長さになっていま
す。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。

異常終了が DFHMCP か DFHTPP のいずれで起こったのか
を、トレース・テーブルから判断します。

該当する区域の長さを調べます。

MCR の長さが無効であった場合には、次の理由が考えられま
す。
v BMS ROUTE 要求の TITLE オプションに指定されている

表題レコードの形式が無効。つまり、そのレコードがハーフ

ワードの長さフィールドで始まっていないか、または 64 文

字を超えています。

v メッセージが、予定されたよりも多くの端末へ経路指定され

ている。 OSPTTCNT が非常に大きく、例えば、ROUTE
要求に LIST=ALL が指定され、TCT に多数の端末があった

場合です。

ページ・バッファーの長さが大きすぎる場合、予定よりも多く

のデータがページに組み入れられていることが考えられます。

ページ・バッファーの長さが、その前のストレージ・アカウン

ティングに示されるストレージの長さよりも大きい場合には、

ページまたはテキストの作成中にエラーが起きており、ペー

ジ・バッファーは、割り振られた区域を超えて拡張しているこ

とにもなります (つまり、記憶保護違反です)。
問題判別: DFHMCP における異常終了 (分析を参照)

OSPWA (出力サービス作業域) はユーザー・ストレージにあっ

て、トランザクション・ダンプに印刷されます。 そのアドレス

は、異常終了が起きた時点のレジスター 9 によって示されま

す。関係のあるフィールドは、次のとおりです。

OSPTITLE
OSPTTCNT
OSPPLTI
OSPTOTPG

メッセージ制御レコード (MCR) は、BMS によって入手され

たユーザー・ストレージの中の 1 区域です。 そのアドレス

は、異常終了が起こった時点のレジスター 8 によって示されま

す。 最初の 8 バイトには、ストレージ・アカウンティング情

報が入っています。 MCRLLBB には、DFHTPP 内の MCR
(ハーフワード) 異常終了の長さが入っています。

ページ・バッファーのアドレスは、異常終了が起こった時点の

レジスター 7 によって示されます。 このページ・バッファー

の最初の 8 バイトには、ストレージ・アカウンティング・フィ

ールドが入っており、オフセット 8 (TSIOAVRL) には、ハー

フワードの長さが入っています。

いずれの場合にも、一時ストレージ使用マップ (DFHTSMAP)
は、CSATSATA からアドレッシングされます。 TSMAPCOM
には、一時ストレージ・データ・セット上の制御インターバル

で使用することのできるバイト数が入っています。

分析 : 異常終了の前に出されていた一時ストレージ要求が

DFHTS PUT であった場合には、DFHMCP で異常終了が起き

ています。 異常終了の前に出されていた一時ストレージ要求が

DFHTS PUTQ であった場合には、DFHTPP で異常終了が起

こっています。 DFHMCP で異常終了が起こった場合、

DFHMCP は、メッセージ制御レコードを一時ストレージに入

れようと試みています。 MCR (MCRLLBB) の長さを調べてく

ださい。 その長さが負の値になっていることがあります。

MCR の長さは、ラベル MCPNODDS に続くコードを使用し

て、次のように計算されます。

28 + 21 * OSPTTCNT + (表題レコードの長さ)
+ (ページ /LDC テーブル用のスペース、

(該当する場合))

表題レコードのアドレスは OSPTITLE にあり、その長さは最

初のハーフワードに入っています。 OSPPLT1 がゼロ以外であ

った場合には、ページ /LDC テーブル用のスペースが必要で

す。ゼロ以外の値は、メッセージが LDC 装置 (3600、3650、

3767、3770、3790) へ経路指定された場合に限り生じます。 項

目の数は OSPTOTPG に入っており、 項目ごとに 2 バイトが

必要です。

DFHTPP で異常終了が起こった場合、BMS は、一時ストレー

ジ・キューへのページの追加を試みており、ページ・バッファ

ーが制御インターバルに適合しないことになります。

TSIOAVRL には、ページ・バッファーの長さが入っていま

す。

3270 装置へ送られるメッセージの場合、ページ・バッファー

は、3270 データ・ストリームとそれに続く 4 バイトのページ

制御域から構成されます (3270 データ・ストリームは、特に拡

張 3270 属性が使用されている場合に、表示画面で使用するこ

とができる文字数よりも大きくなることがあります) 。 その他

の装置へ送られるメッセージの場合、ページ・バッファーは、

NL 文字形式に設定されたメッセージとそれに続く 4 バイトの

ページ制御域から構成されます。 TSIOAVRL の長さは、その

前にあるストレージ・アカウンティングの長さよりも短くなけ

ればなりません。短くない場合には、おそらくは前の BMS 要

求で、ページを構成しているときにエラーが起こっています。
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上記のいずれの場合であっても、出力されている区域の長さが

有効と思われる場合には、一時ストレージ・データ・セットの

ための制御インターバルのサイズを大きくすることが必要とな

ります。

レジスター ラベル 説明

DFHMCP
R8=@MCR MCPMCRTS MCR が長すぎるか長さ ($4)

が間違っています。

DFHTPP
R7=@pgbuf TPNOPGL ページ・バッファーが

または 大きすぎます
TPNODDS

モジュール: DFHMCP、DFHTPP

ABM5

説明: DFHTS TYPE=PURGE 要求が出されましたが、その

REQID が無効でした。 この正しくない要求は、基本マッピン

グ・サポート (BMS) によって出されました。

DFHTPR は、メッセージ制御レコード (MCR) 内の端末リス

トに現行端末のための端末識別名を見つけることができません

でした。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: トレース・テーブルを調べて、前に出されて

いる PUT/PUTQ TS 要求を見つけます。 PUT/PUTQ の識別

名が PURGE の識別名と同じであるかどうかを調べてくださ

い。 同じでなかった場合には、それがどのように異なっている

のかを突き止めてください。 また、OSPWA が破壊されてい

ないかどうかを調べます。

このエラーは、そのラベル (TPRSNH - 『Should Not
Happen』) が示すように、起こることは非常にまれです。

DFHTPS は、このメッセージの宛先となる端末を識別するため

に MCR をスキャンし、それらの各端末で CSPG(DFHTPR)
を開始するための AID を作成しています。 ただし、DFHTPR
が MCR を検索したものの、現在の端末識別名を端末のリスト

の中に見つけることができません。 AID の作成と端末での

CSPG のタスク指名の間に、MCR が破壊されたことが考えら

れます。 トレース・テーブル全体を前にたどり、この端末のた

めの AID を作成した DFHTPS (トランザクション CSPS) の

インスタンスを調べてください。DFHTPS は、端末識別名が有

効であることを確認するための TC LOCATE 要求を出すこと

になり、この識別名をトレース項目内で検出することができま

す。

問題判別: TS 識別名は、TS 除去要求が出される前に

TCATSDI において作成されますが、おそらく、これはダンプ

がとられる前に上書きされています。 TS 識別名は、DFHTS
TYPE=PURGE のトレース・テーブル項目の最後の 8 バイト

に入っています。

OSPWA は、レジスター 9 によってアドレッシングされま

す。

OPSTSID 一時ストレージ識別名 (8 バイト)

レジスター 8 は、MCR を指し示しています。

レジスター 5 は、現在の項目を指し示しています。

レジスター 0 は、テーブルの終わりを指し示しています。

レジスター 9 は、TCTTE を指し示しています。

端末リストは MCRIDLST で始まり、端末識別名は端末項目の

先頭にあります。 各端末項目は、X'15' バイトの長さです。

分析 : DFHMCP は、OSPTSID にある一時ストレージ識別名

を使用します。

この端末のための端末識別名を、MCR 内の端末で見つけるこ

とができません。

レジスター ラベル 説明

R9=@(OSPWA) MCPCKPGS コードは一時ストレージ
コードを TCATSDI に
ビルドし、異常終了が
発生する MCPTSIDE の
IDERROR 出口を指定
して DFHTS TYPE=PURGE
マクロを発行します

R8=@(MCR) TPRCKID 現在の端末の ID がある
端末項目をコードが
端末リストよりさがし
見つからない場合
TPRSNH にリンクして、
異常終了を発生させます。

モジュール: DFHMCP、DFHTPR

ABM6
説明: BMS によって内部的にスケジュールされたトランザク
ション CSPS が、インストールされませんでした。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクション CSPS (グループ
DFHBMS) をインストールしてください。
モジュール: DFHMCP

ABM7
説明: テキスト・データのページを作成するときに使用される
ように指定されたトレーラーが、そのページよりも長くなって
います。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 長すぎるトレーラーの要求を出しているアプ
リケーション・プログラムを訂正します。
モジュール: DFHPBP

ABM8
説明: BMS テキスト要求が、ゼロまたは作成されているペー
ジに対して大きすぎる値を JUSTIFY オプションに指定しまし
た。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: JUSTIFY オプションに大きすぎる値または
ゼロを指定したアプリケーション・プログラムを訂正します。
モジュール: DFHPBP
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ABM9
説明: テキスト・オーバーフローの処理中に、テキスト・デー
タ・オーバーフロー・ルーチンが再入されました。 この条件
は、テキストのヘッダーまたはトレーラー、あるいはその両方
のための行の要件が、形式設定されているデータのためのペー
ジの容量を超えた場合に起こります。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: ヘッダーまたはトレーラー、あるいはその両
方のための必要な行数を少なくするか、または端末のページ・
サイズを大きくします。
モジュール: DFHPBP

ABNA
説明: リモート・システムから受信された経路指定要求に経路
リストが指定されていませんでした。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHTPS

ABNB
説明: タスクの主要機能が正しいタイプの TCTTE になってい
ないか、タスクに主要機能がありません。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: DFHTPS が、CSPS 以外のトランザクショ
ンの初期プログラムとして指定されていないことを確認してく
ださい。 オペレーターが CSPS を端末から入力していないか
どうかを調べます。
モジュール: DFHTPS

ABNC
説明: 一時ストレージ・キューへのアクセスの試みが失敗しま
した。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 一時ストレージが正しく生成されるようにし
てください。
モジュール: DFHTPS

ABNE
説明: BMS TYPE=ROUTE または TYPE=STORE 要求の呼び
出しから、エラー応答が受け取られました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: BMS が正しく生成されているかどうかを調
べます。
モジュール: DFHTPS

ABNF
説明: トランザクションは、リモート・システムへデータを送
ったときに送信モードになっていませんでした。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHTPS

ABNG
説明: リモート・システムからタスク生成要求が受け取られま
したが、その要求の理由を示すデータがありません。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHTPS

ABNH
説明: データをリモート・システムへ送り出す試みが失敗に終
わりました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHTPS

ABNI
説明: CICS は、LU6.2 トランザクション経路指定要求のため
のプロファイルを検出することができませんでした。
システムの処置: CICS はそのタスクを異常終了させます。
ユーザーの処置: EXEC CICS ALLOCATE コマンドの
PROFILE パラメーターに正しく名前が指定されていないか、
またはプロファイルをインストールしていないかのいずれかで
す。 エラーを訂正してから、トランザクションを再サブミット
してください。
モジュール: DFHTPS

ABNJ
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する
GETMAIN 要求が正常に完了する前に、タスクが除去されまし
た。 除去された条件を最初に検出したタスクが、例外トレース
を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: タスクが除去された理由を調べてください。
このタスクは、マスター端末オペレーターにより除去された
か、デッドロック・タイムアウトの結果として除去されまし
た。
モジュール: DFHTPS

ABNK
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する呼び
出しで、エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない
EXCEPTION 応答) が起こりました。 最初のエラーを検出し
たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ
び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指
定したオプションによって異なる) を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
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ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHTPS

ABP1
説明: 名前付き CICS モジュールの 1 つが再始動データ・セ
ット内のリカバリー・ファイルを読み取ろうとしていたとき
に、入出力エラーが起こりました。
システムの処置: 次の CICS モジュールの 1 つがこの異常終
了をトラップし、メッセージを出して CICS 再始動を異常終了
します。
v DFHDLRP (DL/I リカバリー・プログラム) トラップ

(DFHDLBP の場合)
v DFHTCRP (端末管理リカバリー・プログラム) トラップ

(DFHTCBP の場合)
v DFHRCRP (リカバリー管理再始動プログラム) トラップ

(DFHUSBP の場合)

この異常終了コードがトランザクション・ダンプのヘッド部分

に現れることはありませんが、CICS 再始動障害後にダンプの

本体部分で見つけることができます。

ユーザーの処置: 関連したメッセージを使用して、再始動デー

タ・セットの入出力エラーの原因を判別してください。 CICS
を再始動する前に、このデータ・セットをリストアしてくださ

い。

モジュール: DFHDLBP、DFHTCBP、DFHUSBP

ABP2

説明: 名前付き CICS モジュールの 1 つの実行中にバックア

ウト障害が起こりました。 例えば、バックアウト中の資源で入

出力エラーが起こりました。

システムの処置: 次の CICS モジュールの 1 つがこの異常終

了をトラップし、メッセージを出して CICS 再始動を異常終了

します。

v DFHDLRP (DL/I リカバリー・プログラム) トラップ

(DFHDLBP の場合)
v DFHTSRP (一時ストレージ再始動プログラム) トラップ

(DFHTSBP の場合)

この異常終了コードがトランザクション・ダンプのヘッド部分

に現れることはありませんが、CICS 再始動障害後にダンプの

本体部分で見つけることができます。

ユーザーの処置: 関連したメッセージを使用して、バックアウ

ト障害の原因を判別してください。 CICS を再始動する前に、

このデータ・セットをリストアしてください。

モジュール: DFHDLBP、DFHTSBP

ABP3

説明: CICS 緊急再始動中に、名前付き CICS モジュールの 1
つが CICS の内部論理エラーを検出しました。

システムの処置: 次の CICS モジュールの 1 つがこの異常終

了をトラップし、メッセージを出して CICS 再始動を異常終了

します。

v DFHTCRP (端末管理リカバリー・プログラム) トラップ

(DFHTCBP の場合)
v DFHTSRP (一時ストレージ再始動プログラム) トラップ

(DFHTSBP の場合)

この異常終了コードがトランザクション・ダンプのヘッド部分

に現れることはありませんが、CICS 再始動障害後にダンプの

本体部分で見つけることができます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHTCBP、DFHTSBP

ABP4
説明: CICS 緊急再始動中に、ストレージ管理が使用不能であ
ることが検出されました。
システムの処置: CICS モジュールの DFHDLRP (DL/I 再始
動プログラム) は、この異常終了をトラップし、メッセージを
出して CICS 再始動を異常終了します。 この異常終了コード
がトランザクション・ダンプのヘッド部分に現れることはあり
ませんが、CICS 再始動障害後にダンプの本体部分で見つける
ことができます。
ユーザーの処置: 関連したメッセージを使用して、再始動デー
タ・セットの入出力エラーの原因を判別してください。 CICS
を再始動する前に、このデータ・セットをリストアしてくださ
い。
モジュール: DFHDLBP

ABRC
説明: ブリッジ出口が定義されておらず、自動インストールで
きませんでした。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 ユーザー・トランザクション
は開始されません。
ユーザーの処置: RDO を使用してプログラムを定義するか、
または自動インストールが可能になるようにプログラム自動イ
ンストール出口を変更してください。
モジュール: DFHBRMS, DFHBRTC

ABRD
説明: ブリッジ出口は使用不可になっています。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 ユーザー・トランザクション
は開始されません。
ユーザーの処置: ブリッジ出口が使用不可である原因を判別し
てください。 ブリッジ出口を使用可能にして、アクションを再
試行してください。
モジュール: DFHBRMS, DFHBRTC

ABRE
説明: ブリッジ出口をロードできませんでした。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 ユーザー・トランザクション
は開始されません。
ユーザーの処置: ブリッジ出口をロードできない原因を調べて
ください。 ブリッジ出口が LIBDEF 検索チェーン連結に定義
されていなかった可能性があります。
モジュール: DFHBRMS, DFHBRTC
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ABRF
説明: ブリッジ出口がリモートとして定義されています。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 ユーザー・トランザクション
は開始されません。
ユーザーの処置: ブリッジ出口をローカル・プログラムとして
定義してください。
モジュール: DFHBRMS, DFHBRTC

ABRG
説明: 無効なブリッジ機能トークンが指定されています。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 ユーザー・トランザクション
は開始されません。
ユーザーの処置: このエラーは、クライアント・アプリケーシ
ョンからブリッジ出口に送信された不正なデータが原因である
可能性があります。

クライアント・アプリケーションから送信されたデータをトレ
ースしてデータ・セットを調べてください。

アプリケーションによって伝送されたデータ内のブリッジ機能
トークンが正しいことを確認してください。
モジュール: DFHBRXM

ABRH
説明: 指定されたブリッジ機能トークンは、CICS では認識で
きません。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 ユーザー・トランザクション
は開始されません。
ユーザーの処置: 多くの場合これは、クライアント・アプリケ
ーションがブリッジ機能に対して少なすぎる保持時間を指定し
たことによるエラーです。 クライアントがブリッジ機能トーク
ンを拒否する前に、CICS がすでにこのトークンを破棄しまし
た。 アウトバウンド・メッセージでブリッジ機能の保持時間を
確認してください。 CICS は、トランザクションによって使用
された最後のメッセージに指定された保持時間値を使用しま
す。 または、トレースか CEDX を使用して、ブリッジ出口の
終了呼び出しで渡された BRXA 内の保持時間を確認してくだ
さい。

これ以外のエラーとしては、クライアント・アプリケーション
が元の要求が送信された CICS システムとは別の CICS シス
テムに要求を渡したことが考えられます。ブリッジ機能は 1 つ
の CICS システムでのみ有効です。
モジュール: DFHBRXM

ABRI
説明: 使用可能な空きブリッジ機能トークンがありません。
これは、ブリッジ出口終了呼び出しで指定された保持時間値が
大きすぎることが原因だと考えられます。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 ユーザー・トランザクション
は開始されません。
ユーザーの処置: クライアント・アプリケーションが使用する
保持時間値を確認してください。 大きすぎる値を返しているク
ライアント・アプリケーションがある場合、値の限度を指定す
るようブリッジ出口を変更してください。
モジュール: DFHBRXM

ABRJ
説明: 無効な FACILITYLIKE 値が指定されています。

FACILITYLIKE 値はブリッジ出口初期設定呼び出しで指定でき
ます。 デフォルト値 (ブランク) が返された場合、ユーザー・
トランザクション・プロファイル定義内の値が使用されます。
プロファイル定義に FACILITYLIKE 値が指定されていない場
合は、CBRF の値が使用されます。

名前はインストール済み VTAM 3270 端末の名前でなければ
なりません。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 ユーザー・トランザクション
は開始されません。
ユーザーの処置: FACILITYLIKE によって指定される端末の
定義、プロファイル定義の値の変更、クライアント・アプリケ
ーションによって指定される値の変更、または CBRF の端末
定義のインストールを行ってください。
モジュール: DFHBRXM

ABRK
説明: ブリッジ出口の呼び出しに続く USERID の検査が失敗
しました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 ユーザー・トランザクション
は開始されません。
ユーザーの処置: 正しいパスワードを入力してください。 パ
スワードが正しい場合、またはパスワードが提供されていない
場合、外部セキュリティー・マネージャー定義を確認してくだ
さい。
モジュール: DFHBRXM

ABRN
説明: コマンドで呼び出されたブリッジ出口が、コマンドに対
して無効な、BRXA_RESP の値を返しました。
システムの処置: トランザクションはバックアウトされます。
ユーザーの処置: 有効な応答設定値のみを返すようブリッジ出
口を変更してください。
モジュール: DFHBRIC, DFHBRMS, DFHBRSP, DFHBRTC

ABRQ
説明: ブリッジ出口が異常終了を出しました。
システムの処置: トランザクションはバックアウトされます。
ユーザーの処置: ブリッジ出口が異常終了した原因を判別して
ください。
モジュール: DFHBRMS, DFHBRTC

ABRR
説明: ユーザー・トランザクションのプロファイルが見つかり
ませんでした。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 ユーザー・トランザクション
は開始されません。
ユーザーの処置: ユーザー・トランザクション定義内のプロフ
ァイル名が正しいこと、およびこのプロファイルが定義済みで
あることを確認してください。
モジュール: DFHBRXM
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ABRS
説明: CICS は、ブリッジ機能を作成するためのストレージを
取得できませんでした。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 ユーザー・トランザクション
は開始されません。
ユーザーの処置: CICS のストレージが不足している原因を判
別してください。
モジュール: DFHBRXM

ABRY
説明: ブリッジ出口の実行中に CICS は予期しないエラーを
返しました。 これは CICS の内部エラーです。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHBRMS, DFHBRTC

ABRZ
説明: ブリッジ出口が BRXA で無効データを返しました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: ユーザー提供のブリッジ出口が使用された場
合、出口によって返されたデータの形式を確認してください。

CICS 提供の出口が使用された場合、これは CICS エラーで
す。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。手順に
ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部
を参照してください。
モジュール: DFHBRIC, DFHBRMS, DFHBRSP, DFHBRTC,
DFHXMBR

ABR3
説明: ブリッジ出口が、サポートされない BMS 要求を受け取
りました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: ブリッジは、最小機能の BMS と SEND
TEXT のみをサポートします。 このトランザクションはブリ
ッジ環境では使用できません。
モジュール: DFHEMS

ABSA
説明: DFHBSMSG に渡されたメッセージが長すぎます。 こ
れは CICS の内部エラーです。
システムの処置: CICS はそのタスクを異常終了し、ダンプを
作成します。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。手順については、「CICS Problem Determination Guide」
の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHTBS

ACAA
説明: この説明は、2 つのトランザクション異常終了コード
ACAA と ACAD に適用されます。 パラメーターとして指定
されたリソース定義に認識されていないリソース・タイプ・コ
ードが含まれているため、CICS は、言語定義テーブル内に機
能コードで一致するものを見つけることができません。 出され
る異常終了コードは、エラーが起こる前に呼び出された
DFHCAP 操作によって異なります。

異常終了 DFHCAP 操作

ACAA ANALYZE
ACAD DEFAULTS

異常終了の原因は、次のいずれかです。

v ライブラリー内の言語定義テーブル DFHEITCU が、実行

している CICS のリリースに対して無効である。または

v CICS 論理エラーが発生した。

システムの処置:

v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: DFHEITCU モジュールがライブラリーにあ

り、このリリースの CICS に有効であることを確認してくださ

い。

DFHEITCU の有効なバージョンがすでにライブラリーにある

場合は、CICS 論理エラーが起こっています。 手順について

は、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照し

てください。

モジュール: DFHCAP

ACAD

説明: ACAA を参照してください。

ACAI

説明: モジュール DFHCAP が呼び出されたときに内部エラ

ーが起こりました。 DFHCAP に対するドメイン呼び出しに無

効な機能コードがありました。

システムの処置:

v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCAP

ACAJ

説明: EXEC CICS CREATE の処理中にモジュール DFHCAP
が呼び出されたときに、内部エラーが起こりました。事前割り

振りの動的ストレージ域が小さすぎました。

システムの処置: EXEC CICS CREATE コマンドを実行して

いるトランザクションは、CICS トランザクション・ダンプを

作成して異常終了します。
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ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCAP

ACEx

説明: 最初の 3 文字が「ACE」である異常終了コードが

Language Environment® によって出されます。このコードの

詳細については、「IBM Language Environment for z/VSE,

Debugging Guide and Run-Time Messages」に説明があります。

ACHA

説明: リモート・サーバー・トランザクション CEHS が、

CICS/CMS システムとともに作動する互換レベルにありませ

ん。 これは、通常、CICS/CMS およびリモート・サーバーの

サービス・レベルが異なることを示します。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了さ

せ、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

問題判別: リモート・サーバーで問題を診断する場合には、通

常は、障害が発生した時点までのリモート・サーバーの活動の

トレース情報を獲得すると有効です。

リモート・サーバーのトレース情報は、TRACE オプションを

指定して、リモート・サーバーを呼び出すと獲得されます

(CEHS TRACE と入力します)。 リモート・サーバーは通常ど

おり作動しますが、トレース項目は一時ストレージにあるトレ

ース・ログに書き込まれます。 このキューには、補助ストレー

ジではなく、主ストレージが使用されるため、このトレースを

長時間にわたって行うと、大量のストレージを使ってしまうこ

とに注意してください。

トレース情報は、「CEHSxxxx」という名前のキューにありま

す。「xxxx」は 4 文字の端末 ID です。このキューは、CEBR
を使用して、テキスト形式または 16 進形式でスキャンするこ

とができます。端末 ID を見つけるには、キュー名を指定せず

に、CEHS を実行した端末で CEBR を呼び出します。キュー

名のデフォルトの名前は「CEBRxxxx」であり、「xxxx」は端

末 ID です。

注意 : CEBR の場合、キュー名は大文字でなければなりませ

ん。

リモート・サーバーとそのトレース項目および異常終了コード

については、「CICS/VS Remote Server Diagnosis」(LC33-0438)
を参照してください。

モジュール: DFHCHS

ACHB

説明: リモート・サーバーが、CICS/CMS から順序外のデー

タ・フレームを受け取りました。伝送中に脱落したフレームが

ある可能性があります。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了さ

せ、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: CICS/CMS とリモート CICS システムの間

の接続を再確立して、リモート・サーバーを再使用してみてく

ださい。詳細については、異常終了コード ACHA の『問題判

別』のセクションを参照してください。

問題が解決しない場合は、問題を解決するために IBM の支援

が必要です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCHS

ACHC

説明: リモート・サーバーが、CICS/CMS から予期していた

肯定応答タイプのデータ・フレームを受け取りませんでした。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了さ

せ、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: CICS/CMS とリモート CICS システムの間

の接続を再確立して、リモート・サーバーを再使用してみてく

ださい。詳細については、異常終了コード ACHA の『問題判

別』のセクションを参照してください。

問題が解決しない場合は、問題を解決するために IBM の支援

が必要です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCHS

ACHD

説明: リモート・サーバーが、CICS/CMS から予期していた

応答タイプのデータ・フレームを受け取りませんでした。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了さ

せ、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: CICS/CMS とリモート CICS システムの間

の接続を再確立して、リモート・サーバーを再使用してみてく

ださい。詳細については、異常終了コード ACHA の『問題判

別』のセクションを参照してください。

問題が解決しない場合は、問題を解決するために IBM の支援

が必要です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCHS

ACHE

説明: リモート・サーバーが、CICS/CMS から予期しないデ

ータ・フレームを受け取りました。このことは、リモート・サ

ーバーに論理エラーがあることを示しています。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了さ

せ、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: CICS/CMS とリモート CICS システムの間

の接続を再確立して、リモート・サーバーを再使用してみてく

ださい。詳細については、異常終了コード ACHA の『問題判

別』のセクションを参照してください。

問題が解決しない場合は、問題を解決するために IBM の支援

が必要です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCHS
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ACHF

説明: リモート・サーバーが、単一フレームしか送信できない

ときに、一連のデータ・フレームを CICS/CMS に送信しよう

としました。 このことは、リモート・サーバーに論理エラーが

あることを示しています。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了さ

せ、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: CICS/CMS とリモート CICS システムの間

の接続を再確立して、リモート・サーバーを再使用してみてく

ださい。詳細については、異常終了コード ACHA の『問題判

別』のセクションを参照してください。

問題が解決しない場合は、問題を解決するために IBM の支援

が必要です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCHS

ACHG

説明: リモート・サーバーが、CICS/CMS にデータを送信し

ようとしました。しかし、リモート・サーバーがデータを送信

するための正しいモードに設定されていませんでした。このこ

とは、リモート・サーバーに論理エラーがあることを示してい

ます。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了さ

せ、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: CICS/CMS とリモート CICS システムの間

の接続を再確立して、リモート・サーバーを再使用してみてく

ださい。詳細については、異常終了コード ACHA の『問題判

別』のセクションを参照してください。

問題が解決しない場合は、問題を解決するために IBM の支援

が必要です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCHS

ACHH

説明: TIOA が、リモート・サーバーが CICS/CMS から受け

取ったデータから作成されていません。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了さ

せ、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: CICS/CMS とリモート CICS システムの間

の接続を再確立して、リモート・サーバーを再使用してみてく

ださい。詳細については、異常終了コード ACHA の『問題判

別』のセクションを参照してください。

問題が解決しない場合は、問題を解決するために IBM の支援

が必要です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCHS

ACHI

説明: リモート・サーバーが、変換プログラム 2 から予期し

ない戻りコードを受け取りました。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了さ

せ、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: 詳細については、異常終了コード ACHA の

『問題判別』のセクションを参照してください。

モジュール: DFHCHS

ACHJ

説明: 「無回答」オプションを持つ、CICS/CMS からの要求

を処理しているときに、エラーが起こりました。したがって、

リモート・サーバーは、CICS/CMS にエラー条件を戻すこと

ができません。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了さ

せ、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: リモート・サーバーを再確立して、

NOCHECK オプションを指定せずに、CICS/CMS 下で CECI
から同じコマンドを実行することによって、問題を診断しま

す。詳細については、異常終了コード ACHA の『問題判別』

のセクションを参照してください。

モジュール: DFHCHS

ACHK

説明: 変形プログラムは、EIP にも DLI にも、CICS/CMS
から受け取られた要求を実行する要求を出していません。 この

要求は EIP または DLI のいずれかが宛先に指定されていなけ

ればならないため、このことは論理エラーが起きていることを

示します。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了さ

せ、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: 詳細については、異常終了コード ACHA の

『問題判別』のセクションを参照してください。

モジュール: DFHCHS

ACHL

説明: CICS/CMS がリモート・サーバーに提供しているバッ

ファーの大きさが、リモート・サーバーが戻さなければならな

い応答を保持するのに十分ではありません。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了さ

せ、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: CICS/CMS とリモート CICS システムの間

の接続を再確立して、リモート・サーバーを再使用してみてく

ださい。詳細については、異常終了コード ACHA の『問題判

別』のセクションを参照してください。

問題が解決しない場合は、問題を解決するために IBM の支援

が必要です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCHS

ACHM

説明: リモート・サーバーが、再試行回数の限界を超えるまで

CICS/CMS から応答を受け取ろうとして、失敗を繰り返しま

した。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了さ

せ、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: CICS/CMS とリモート CICS システムの間

の接続を再確立して、リモート・サーバーを再使用してみてく

ださい。詳細については、異常終了コード ACHA の『問題判

別』のセクションを参照してください。
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問題が解決しない場合は、問題を解決するために IBM の支援

が必要です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCHS

ACHN

説明: リモート・サーバーが、再試行回数の限界を超えるまで

CICS/CMS から要求を受け取ろうとして、失敗を繰り返しま

した。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了さ

せ、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: CICS/CMS とリモート CICS システムの間

の接続を再確立して、リモート・サーバーを再使用してみてく

ださい。詳細については、異常終了コード ACHA の『問題判

別』のセクションを参照してください。

問題が解決しない場合は、問題を解決するために IBM の支援

が必要です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCHS

ACHO

説明: リモート・サーバーが、再試行回数の限界を超えるまで

CICS/CMS から応答を受け取ろうとして、失敗を繰り返しま

した。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了さ

せ、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: CICS/CMS とリモート CICS システムの間

の接続を再確立して、リモート・サーバーを再使用してみてく

ださい。詳細については、異常終了コード ACHA の『問題判

別』のセクションを参照してください。

問題が解決しない場合は、問題を解決するために IBM の支援

が必要です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCHS

ACHP

説明: CICS/CMS はリモート・サーバーに要求を出しました

が、それに対する応答が許可されている最大ストレージ (32660
バイト) を超えるストレージが必要でした。 このことは、論理

エラーが起きたことを示しています。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了さ

せ、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: 詳細については、異常終了コード ACHA の

『問題判別』のセクションを参照してください。

モジュール: DFHCHS

ACHQ

説明: リモート・サーバーに CICS/CMS からの DL/I 資源

の要求がありますが、DL/I は CICS システムに存在しませ

ん。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了さ

せ、ダンプを作成します。

ユーザーの処置: DL/I を CICS システムにインストールする

か、DL/I 呼び出しを除去します。詳細については、異常終了

コード ACHA の『問題判別』のセクションを参照してくださ

い。

モジュール: DFHCHS

ACHR

説明: CICS/CMS リモート・サーバー・トランザクション

(CEHS) が開始されましたが、タスクが端末向けではないか、

関連する端末がコンソールではありません。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了し、

ダンプを作成します。

ユーザーの処置: このトランザクションが関連する端末で開始

されており、その端末がコンソールとして定義されていないこ

とを確認してください。詳細については、異常終了コード

ACHA の『問題判別』のセクションを参照してください。

モジュール: DFHCHS

ACHS

説明: CICS/OS2 リモート・サーバー・トランザクション

(CEHP) が開始されましたが、タスクが端末向けではないか、

関連する端末がコンソールではありません。

システムの処置: CICS はリモート・サーバーを異常終了し、

ダンプを作成します。

ユーザーの処置: このトランザクションが関連する端末で開始

されており、その端末がコンソールとして定義されていないこ

とを確認してください。詳細については、異常終了コード

ACHA の『問題判別』のセクションを参照してください。

モジュール: DFHCHS

ACNA

説明: テーブル DFHCNV をロードすることができません。

これは汎用の異常終了コードです。変換テーブル DFHCNV の

LOAD 要求が失敗したことを示します。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを調べて、LOAD
要求から戻された実際の状態を判別してください。

モジュール: DFHCCNV

ACNB

説明: プログラム DFHUCNV をリンクできませんでした。こ

れは汎用の異常終了コードです。変換プログラム DFHUCNV
の LINK 要求が失敗したことを示します。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを調べて、LINK
要求から戻された実際の状態を判別してください。

モジュール: DFHCCNV

ACNC

説明: クライアントによって要求されたクライアント・コー

ド・ページは CICS がサポート可能なページではありません。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。
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ユーザーの処置: クライアント・コード・ページが有効である

ことを確認してください。

モジュール: DFHCCNV

ACND

説明: クライアント・コード・ページとサーバー・コード・ペ

ージ間の変換が、CICS でサポートされていません。Japanese
コード・ページ 932 と Latin-1 コード・ページ 500 間の変換

などが要求されました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: クライアント・コード・ページのデフォルト

と指定変更値の両方が、サーバー・コード・ページと同じグル

ープに入っていることを確認してください。例えば、Latin-2
グループからのクライアント・コード・ページ 852 は、サーバ

ー・コード・ページ 870 対してのみサポートされています。

モジュール: DFHCCNV

ACNE

説明: クライアント・コード・ページとサーバー・コード・ペ

ージの間の変換が、CICS ではサポートされません。コード・

ページは同じグループにありますが、指定されたクライアン

ト・コード・ページに対して要求されたサーバー・コード・ペ

ージを一致させる変換テーブルが CICS にありません。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: クライアント・コード・ページとサーバー・

コード・ページが正しいことを確認してください。これらが意

図したとおりであれば、CICS は要求された変換をサポートで

きません。

モジュール: DFHCCNV

ACN1

説明: テーブル DFHCNV をロードすることができません。

これは、おそらく、テーブルが事前に生成されていなかったこ

とが原因と考えられます。さらに、この状況は、テーブル

DFHCNV が 16 MB 境界より上でリンクされているときに、

DFHCCNV が 16 MB 境界より下でリンクされている場合に

も起こる可能性があります。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: DFHCNV モジュールがライブラリーにあ

り、CICS のこのリリースに有効であるかどうかを調べてくだ

さい。 DFHCNV のリンクを調べて、必要であればそれを正し

い AMODE にリンクし直してください。

モジュール: DFHCCNV

ACN2

説明: テーブル DFHCNV はロードされましたが、最初のレ

コードの形式が間違っています。これはおそらく、アセンブリ

ーまたはリンク・エディット時に起こったエラーによるもので

すが、ストレージが重ね書きされた結果起こった可能性もあり

ます。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: テーブルを再アセンブルして、リンク・エデ

ィットしなければなりません。アセンブル出力およびリンク・

エディット出力を調べてください。ストレージの上書きが行わ

れたことを示すメッセージが、CICS から出されているかどう

かを調べてください。

モジュール: DFHCCNV

ACN3

説明: プログラム DFHUCNV をリンクすることができませ

ん。ユーザー変換プログラムが、使用可能でなければなりませ

ん (そのプログラムが戻るだけである場合にも)。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: DFHUCNV モジュールがライブラリーにあ

り、CICS のこのリリースに有効であるかどうかを調べてくだ

さい。 DFHUCNV のリンクを調べて、必要であればそれを正

しい AMODE にリンクし直してください。

モジュール: DFHCCNV

ACN4

説明: 認識されない形式設定の DFHCNV テーブルが検出さ

れました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: DFHCNV マクロを再調整して、再度リン

ク・エディットしてください。

モジュール: DFHCCNV

ACN5

説明: デフォルトのクライアント・コード・ページの指定変更

が受け取られましたが、その値は認識されませんでした。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: クライアント・システムが、CICS/390 でサ

ポートされているクライアント・コード・ページを使用してい

ることを確認してください。

モジュール: DFHCCNV

ACN6

説明: クライアント・コード・ページとサーバー・コード・ペ

ージ間の変換が、CICS/390 でサポートされていません。

Japanese コード・ページ 932 と Latin-1 コード・ページ 500
間の変換などが要求されました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: クライアント・コード・ページのデフォルト

と指定変更値の両方が、サーバー・コード・ページと同じグル

ープに入っていることを確認してください。例えば、Latin-2
グループからのクライアント・コード・ページ 852 は、サーバ

ー・コード・ページ 870 対してのみサポートされています。

モジュール: DFHCCNV
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ACN7

説明: デフォルトの 2 進数形式の指定変更が受け取られまし

たが、その値は認識されませんでした。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: データ形式は S/370 または INTEL のどち

らかにしてください。それ以外は CICS/390 ではサポートされ

ていません。

モジュール: DFHCCNV

ACN8

説明: CICS のデータ変換が、GRAPHIC 文字 (DBCS のみ)
が入るように定義されている FIELD を処理しています。すな

わち、次のようになっています。DFHCNV
TYPE=FIELD,DATATYP=GRAPHIC,... しかし、クライアン

ト・コード・ページ (CLINTCP オペランドで定義) とサーバ

ー・コード・ページ (SRVERCP オペランドで定義) が、

FIELD に SBCS 文字だけが入ることを次のように暗黙指定し

ています。DFHCNV
TYPE=ENTRY,CLINTCP=437,SRVERCP=037
システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: FIELD 定義を訂正してください。

モジュール: DFHCCNV

ACN9

説明: テーブル DFHCNV をロードすることができません。

この異常終了コードは、DFHCNV テーブルのロード時に発生

した NOTAUTH 条件に従って出されます。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: リソース・セキュリティー定義が正しいこと

を確認してください。

モジュール: DFHCCNV

ACP1

説明: DFHIC TYPE=GET 応答コードが、印刷キーの処理時

の通常応答以外のものです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。印刷キーが押された端

末のキーボードは、操作が失敗したことを示すために、ロック

されたままです。

ユーザーの処置: ダンプを分析してください。 応答コード

は、レジスター 0 の下位バイトにあります。

モジュール: DFHCPY

ACP2

説明: DFHIC TYPE=INITIATE 応答コードが、印刷キーの処

理時の通常応答以外のものです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。印刷キーが押された端

末のキーボードは、操作が失敗したことを示すために、ロック

されたままです。

ユーザーの処置: ダンプを分析してください。 応答コード

は、レジスター 0 の下位バイトにあります。

モジュール: DFHCPY

ACRA

説明: 中継プログラムは呼び出されましたが、その主要な機能

としての端末がありません。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: DFHAPRT が端末に関連しないタスクの初

期プログラムとして指定されていないことを確認してくださ

い。

モジュール: DFHAPRT

ACRB

説明: 中継プログラムが、リモート・トランザクションとして

定義されていないトランザクションによって呼び出されまし

た。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 中継プログラムが正しく定義されているかど

うかを調べてください。トランザクションがリモート・トラン

ザクションではない場合に DFHAPRT が呼び出された理由を

判別します。

モジュール: DFHAPRT

ACRC

説明: 中継プログラムが、DFHZCX から無効な応答を受け取

りました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHAPRT

ACRD

説明: 経路指定されるシステムのシステム項目が見つかりませ

んでした。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: インストール済みトランザクション定義を調

べて、システムが正しく指定されているかどうかを確認してく

ださい。 システム項目が TCT に定義されているかどうかを調

べてください。

モジュール: DFHAPRT

ACRE

説明: APPC 端末から呼び出され、インストール済みトランザ

クション定義にリモート・トランザクションとして指定された

トランザクションが、リンクが使用できなかったため異常終了

しました。

システムの処置: タスクは異常終了します。

ユーザーの処置: リンクが使用可能になるまで待機します。

CICS 提供のトランザクション CEMT INQUIRE
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CONNECTION を使用して、リンクの状態を検査することが

できます。

モジュール: DFHAPRT

ACRF

説明: 中継プログラムが、最初の呼び出しの後で、動的ルータ

ーからゼロ以外の戻りコードを受け取りました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: ダンプを使用して、渡された COMMAREA
DFHDYE の内容が正しいかどうかを調べ、動的経路指定プロ

グラムが失敗に終わった理由を判別してください。

COMMAREA アドレスは、そのタスクのシステム TCA のフ

ィールド TCACOMM から見つかる可能性があります。

COMMAREA フィールドは、DFHDYPDS DSECT によってマ

ップされます。

モジュール: DFHAPRT

ACRG

説明: AID チェーン内に一致する項目がないために、

DYNAMIC(YES) を指定して定義された ATI 開始リモート・

トランザクションが失敗しました。

チェーン内の各 AID は調べられ、次のいずれの状況も見つか

りませんでした。

v TCTTE のそれに一致する AID 端末装置 ID
v インストール済みトランザクション定義と一致する AID ト

ランザクション ID
v リモート・トランザクションの AID
v 取り消されていない AID
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS システム・

ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: ダンプを使用すると、不一致を確認するのに

役立ちます。システム・ダンプの TCTTE および PCT フィー

ルドにリストされたトランザクションを、AID チェーンと対照

してください。

モジュール: DFHAPRT

ACRH

説明: トランザクションの経路指定時に、システム間の流れを

運ぶセッションのためのプロファイルを見つけることができま

せん。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: インストール済みトランザクション定義を調

べて、TRPROF が正しく指定されているかどうかを確認してく

ださい。

モジュール: DFHAPRT

ACRI

説明: 動的トランザクション経路指定プログラムにリンクしよ

うとしているときに、エラーが発生しました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

DFHRT4417 から DFHRT4420 のメッセージが、CSMT ログ

に書き出されます。

ユーザーの処置: CSMT ログに送られたメッセージを参照し

てください。そのリンクの失敗の原因を識別し、詳しいユーザ

ー手引きを得ることができます。

モジュール: DFHAPRT

ACRJ

説明: DFHAPRT からのリンクが実行された後で、動的トラ

ンザクション経路指定プログラムに異常終了が発生しました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。メッセージ

DFHRT4416 が、CSMT ログに書き込まれます。

ユーザーの処置: メッセージ DFHRT4416 を参照してくださ

い。そのメッセージから動的トランザクション経路指定プログ

ラムでの異常終了を識別し、詳しいユーザー手引きを得ること

ができます。

モジュール: DFHAPRT

ACRK

説明: 中継プログラムは呼び出されましたが、その主要な機能

のアドレスがありません。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHAPRT

ACRL

説明: タスクがその機能を所有していません。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHAPRT

ACRM

説明: 動的ルーターからの要求への応答中に、動的ルーターの

呼び出し先トランザクションの開始プログラムではないプログ

ラムへの INITIAL_LINK を、DFHAPRT が試みました。その

試みは失敗しました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 以下のことが起きた可能性を調べてくださ

い。

v 自動導入ユーザー置き換え可能モジュール (URM) が呼び出

されたが、自動導入を行うことができない。

v 自動導入 URM が呼び出されたが、このモジュールが提供

したデータが無効である。

v 自動導入 URM が呼び出されたが、処理プログラム・テー

ブル (PPT) に、自動導入モデルの項目がない。

v 自動導入 URM に問題がある。

ACRF • ACRM
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v プログラムの項目が PPT になく、さらに、自動導入が活動

状態でないか、そのプログラムを示す自動導入 URM を自

動導入すべきではない。

v プログラムは使用禁止になっている。

v プログラムをロードできない。

v プログラムがリモートで定義されている。

モジュール: DFHAPRT

ACRO

説明: 端末から CRSQ トランザクションを呼び出す試みが行

われました。 CRSQ は内部 CICS トランザクションであり、

このような方法で呼び出すことはできません。

システムの処置: タスクは異常終了します。

ユーザーの処置: ありません。 CEMT コマンドおよび EXEC
CICS コマンドを使用して AID を取り消すことはできませ

ん。

モジュール: DFHCRQ

ACSA

説明: リモート・スケジューラー・タスク (CRSR) は、その主

要な機能としてのシステム間リンク TCTTE を所有していませ

ん。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: DFHCRS が CRSR 以外のタスクの初期プロ

グラムとして指定されていないことを確認してください。 端末

オペレーターが CRSR を入力していないかどうかを調べま

す。

モジュール: DFHCRS

ACSB

説明: リモート・システム上でタスクをスケジュールするため

の要求に対する応答として、そのリモート・システムから予期

しない応答を受け取りました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCRS

ACSC

説明: タスクをスケジュールするための要求を予定していると

きに、リモート・システムから予期しない要求を受け取りまし

た。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCRS

ACSD

説明: 内部論理エラーが検出されました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCRS

ACSE

説明: サポートされない方法でモジュール DFHCRS がタスク

生成されました。

システムの処置: CICS はそのトランザクションを異常終了さ

せ、トランザクション・ダンプを作成します。

ユーザーの処置: モジュール DFHCRS は、トランザクション

CRSR によってのみ実行されます。このトランザクションは、

その基本機能として、MRO セッション、LU6.1 セッションま

たは LU タイプ 6.2 会話を使用して実行します。このトラン

ザクションが、接続システム内でユーザー・トランザクション

によってではなく、CRSR トランザクションによってタスク生

成されていることを確認してください。

トランザクションが、CRSR トランザクションによってタスク

生成されている場合には、問題を解決するために IBM からの

サポートが必要になります。 手順については、「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCRS

ACSF

説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する

GETMAIN 要求が正常に完了する前に、タスクが除去されまし

た。 除去された条件を最初に検出したタスクが、例外トレース

を提供します。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: タスクが除去された理由を調べてください。

このタスクは、マスター端末オペレーターにより除去された

か、デッドロック・タイムアウトの結果として除去されまし

た。

モジュール: DFHCRS

ACSG

説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する呼び

出しで、エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない

EXCEPTION 応答) が起こりました。 最初のエラーを検出し

たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ

び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指

定したオプションによって異なる) を提供します。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作

成された、関連するエラー・メッセージを参照してください。

モジュール: DFHCRS

ACRO • ACSG
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ACSH

説明: APPC マップ・データの処理は、デフォルト値による

LU6.2 付加 FMH の生成を必要とします。具体的には、要求さ

れた同期レベルはデフォルトの 2 になります。一方、使用され

る予定のセッションは同期レベル 1 でバインドされています。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 次の点について調べてください。

v リモート・システムの TCT 項目が、並行セッションで定義

されているかどうか。

v リモート・システムが、同期レベル 2 をサポートできるか

どうか。

v 正しい同期レベルが要求されたかどうか。

モジュール: DFHCRS

ACSI

説明: CICS システム間のタスク生成が出されたときに、

APPC 会話障害が発生しました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: リモート CICS システムへの接続を調べ

て、その接続を確立し直してみてください。

モジュール: DFHCRS

ACSL

説明: CICS が、大量フラグ (CFTS) 要求または大量リモート

削除 (CDTS) 要求を実行するためのトランザクションを接続す

ることができませんでした。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCRS

ACSM

説明: トランザクション CFTS が異常終了しました。 削除の

ための端末の大量フラグ付けが失敗に終わりました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCRS

ACSN

説明: トランザクション CFTS が停止しました。 削除のため

の端末の大量フラグ付けが予期された時間を超えため、失敗に

終わったものとみなされます。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。 CFTS が失敗したと想定した

ことを、メインライン・トランザクションが指定するために、

リモート作業エレメント (RWE) にフラグが設定されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCRS

ACTA

説明: 端末専有領域内で実行されている中継プログラムが、ア

プリケーション所有領域からの予期しない要求を受け取りまし

た。受け取られた要求が、CICS トランザクション経路指定プ

ロトコルに違反しています。

この要求は、DFHZTSP の LIFO の DFHLUCDS DSECT、す

なわちフィールド LUCOPN0 に入れられます。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZTSP

ACTB

説明: 端末専有領域内で実行されている中継プログラムが、端

末管理 WRITE、LAST 要求をアプリケーション所有システム

に出して、端末管理からゼロ以外の戻りコードを受け取りまし

た。

これは、TCATPAPR の端末管理からの通常の戻りコードで

す。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

モジュール: DFHZTSP

ACTC

説明: 端末専有領域内で実行されている中継プログラムが、ア

プリケーション所有システムに対してそのプログラムのセッシ

ョンを解放するための端末管理要求を出し、端末管理からゼロ

以外の戻りコードを受け取りました。

これは、TCATPAPR の端末管理からの通常の戻りコードで

す。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

モジュール: DFHZTSP

ACTD

説明: 端末専有領域内で実行されている中継プログラムが、端

末管理 WRITE、WAIT、READ 要求をアプリケーション所有

システムに出し、端末管理からゼロ以外の戻りコードを受け取

りました。

これは、TCATPAPR の端末管理からの通常の戻りコードで

す。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。
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ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

モジュール: DFHZTSP

ACTE

説明: 端末専有領域内で実行されている中継プログラムが、

APPC 端末とのそのセッションを解放しようとして端末管理か

らゼロ以外の戻りコードを受け取りました。

戻りコードは、DFHZTSP の LIFO フィールドの DFHLUCDS
DSECT、すなわち LUCRCODE に入れられます。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

その端末セッションが失敗した可能性があります。

モジュール: DFHZTSP

ACTF

説明: 端末専有領域内で実行されている中継プログラムが、ア

プリケーション所有システムに対してそのプログラムのセッシ

ョンを解放するための端末管理要求を出し、端末管理からゼロ

以外の戻りコードを受け取りました。

この戻りコードは、TCA フィールド、TCATPAPR で見つける

ことができます。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

アプリケーション所有領域上のトランザクションが異常終了し

たか、またはセッションが失敗した可能性があります。

モジュール: DFHZTSP

ACTG

説明: 端末専有領域内で実行されている中継プログラムが、ア

プリケーション所有領域内のトランザクションを生成するため

の要求を出しましたが、その領域から受け取った応答は無効で

した。

TCA (フィールド TCATPAPR) 内の戻りコードはゼロ以外と

なり、TIOA がなくなるか (TCTTE 内のフィールド

TCTTEDA がゼロ)、もしくは TIOA の開始点に FMH7 がな

くなるかのいずれかです。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

アプリケーション所有領域上のトランザクションが異常終了し

たか、またはセッションが失敗した可能性があります。

モジュール: DFHZTSP

ACTH

説明: リモート LU 6.2 システムに対して優先割り振りが出さ

れました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZISP

ACTI

説明: 中継トランザクションが、その基本機能として ISC ま

たは MRO セッションを備えています。 しかし、そのセッシ

ョンのための TCTTE をこのタスクは所有していません。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCRT

ACTJ

説明: 中継トランザクションの基本機能は TCTTE ではありま

せん。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: タスク CXRT は、リモート APPC 装置に

対するアプリケーション所有領域内に出された ALLOCATE 要

求によって、端末専有領域内でのみ開始しなければなりませ

ん。 タスクの基本機能は、ISC または MRO リンクでなけれ

ばなりません。 CICS システムを常に上記のようになるように

定義してあるかどうかを調べてください。 また、プログラム

DFHCRT がタスク CXRT によってのみ開始されていることを

確認してください。

モジュール: DFHCRT

ACTK

説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する

GETMAIN 要求が正常に完了する前に、タスクが除去されまし

た。 除去された条件を最初に検出したタスクが、例外トレース

を提供します。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: タスクが除去された理由を調べてください。

このタスクは、マスター端末オペレーターによって除去された

か、またはデッドロック・タイムアウトの結果除去されまし

た。

モジュール: DFHZISP

ACTL

説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する呼び

出しで、エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない

EXCEPTION 応答) が起こりました。 最初のエラーを検出し

たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ
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び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指

定したオプションによって異なる) を提供します。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作

成された関連メッセージを参照してください。

モジュール: DFHZISP

ACUA

説明: DFHZXRL が、トランザクション経路指定についてサ

ポートされていない要求で呼び出されました。

この要求は、例外トレースに印刷されている DFHLUC パラメ

ーター・リスト内にあります。 DFHZXRL が DFHZARL か

ら呼び出され、この DFHZXRL が要求の詳細をそのトレース

項目に入れます。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZXRL

ACUB

説明: ALLOCATE 要求のために DFHZXRL に渡されたパラ

メーター・リストに、リモート APPC 端末の TCTSE アドレ

スが入っていません。

TCTSE アドレスは、例外トレースに印刷された DFHLUC パ

ラメーター・リスト内にあります。 DFHZXRL が DFHZARL
から呼び出され、この DFHZXRL が要求の詳細をそのトレー

ス項目に入れます。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZXRL

ACUC

説明: DFHZXRL に渡された TCTSE アドレスが、リモート

LU 6.2 端末のものではありませんでした。

TCTSE アドレスは、例外トレースに印刷された DFHLUC パ

ラメーター・リスト内にあります。 DFHZXRL が DFHZARL
から呼び出され、この DFHZXRL が要求の詳細をそのトレー

ス項目に入れます。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZXRL

ACUD

説明: プロファイル DFHCICSR を、インストール済みプロフ

ァイル定義として見つけることができませんでした。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: IBM 提供のプロファイル DFHCICSR が正

しく定義されていて、しかも CICS に正しくインストールされ

ているかどうか調べてください。

モジュール: DFHZXRL

ACUE

説明: 代理 TCTTE を作成するための DFHZTSP に対する要

求が満たされませんでした。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZXRL

ACUF

説明: アプリケーション所有領域および端末専有領域の相互間

のセッションが、要求を正しく指定しなかったために割り振ら

れませんでした。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZXRL

ACUG

説明: アプリケーション所有領域および端末専有領域の相互間

にセッションを割り振る要求が失敗しました。 ALLOCATE 要

求からの戻りコードは、以前はそのプロファイルをインストー

ル済みトランザクション定義として見つけることができたもの

の、今回はそれができなかったことを示しています。

この戻りコードは、DFHZARQ から返される時点で、

TCATPAPR およびトレース項目の両方にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZXRL

ACUH

説明: アプリケーション所有領域および端末専有領域の相互間

にセッションを割り振る要求が失敗しました。 ALLOCATE 要

求からの戻りコードは、要求されたセッションを TCA がすで

に所有していることを示しています。

この戻りコードは、DFHZARQ から返される時点で、

TCATPAPR およびトレース項目の両方にあります。
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システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZXRL

ACUI

説明: アプリケーション所有領域および端末専有領域の相互間

の ISC セッションが、プロファイル内で指名された

MODENAME が見つからなかったために割り振られませんで

した。 IBM 提供プロファイルの DFHCICSR は

MODENAME を指定していません。 したがって、このエラー

は、MODENAME が IBM 提供のプロファイルに追加された

ときに、その MODENAME が端末専有領域について

SESSIONS 定義に定義されていない場合に発生します。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: 端末専有領域に対して SESSIONS を定義し

ているときに、プロファイル DFHCICSR に指定した

MODENAME も指定されていることを確認してください。

モジュール: DFHZXRL

ACUJ

説明: アプリケーション所有領域および端末専有領域の相互間

のセッションが、プロファイル DFHCICSR に指定されたモー

ド・グループの最大セッション・カウントがゼロであるために

割り振られませんでした。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: CEMT トランザクションを使用して、セッ

ションを使用可能で必要なモード・グループに設定します。

モジュール: DFHZXRL

ACUK

説明: リモート端末用の TCTSE 内に指定された端末専有領域

について、TCT 項目が見つかりませんでした。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: リモート・システム項目に定義してある端末

専有領域が、TCT 内のシステム項目にも定義してあることを確

認してください。

モジュール: DFHZXRL

ACUL

説明: アプリケーション所有領域内のトランザクション経路指

定プログラムが、端末専有領域に対して端末管理 WRITE、

WAIT、READ 要求を出して、端末管理からゼロ以外の戻りコ

ードを受け取りました。

この戻りコードは、DFHZARQ から返される時点で、

TCATPAPR およびトレース項目の両方にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

この異常終了コードは、次の場合に出されます。

v 端末専有領域内の中継プログラムが異常終了している。この

場合、中継プログラムが異常終了した理由を判別してくださ

い。

v セッションが失敗に終わっている。

モジュール: DFHZXRL
注記: この異常終了に関する説明は、ACUX および ACUZ
にも適用されます。

ACUM

説明: 代理 TCTTE を解放するための DFHZTSP に対する要

求が満たされませんでした。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZXRL

ACUN

説明: 端末管理 FREE 要求が失敗しました。アプリケーショ

ン所有領域内のトランザクション経路指定プログラムが、端末

専有領域とのセッションを解放しようとして、端末管理からゼ

ロ以外の戻りコードを受け取りました。

この戻りコードは、DFHZARQ から返される時点で、

TCATPAPR およびトレース項目の両方にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

この異常終了コードは、次の場合に出されます。

v 端末専有領域内の中継プログラムが異常終了している。この

場合、中継プログラムが異常終了した理由を判別してくださ

い。

v セッションが失敗に終わっている。

モジュール: DFHZXRL

ACUO

説明: 端末管理 READ 要求が失敗しました。アプリケーショ

ン所有領域内のトランザクション経路指定プログラムが、端末

専有領域からデータを受け取ろうとして、端末管理からゼロ以

外の戻りコードを受け取りました。

この戻りコードは、DFHZARQ から返される時点で、

TCATPAPR およびトレース項目の両方にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

この異常終了コードは、次の場合に出されます。

v 端末専有領域内の中継プログラムが異常終了している。この

場合、中継プログラムが異常終了した理由を判別してくださ

い。

v セッションが失敗に終わっている。
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モジュール: DFHZXRL
注記: この異常終了に関する説明は、ACUQ、ACUS、および

ACU1 にも適用されます。

ACUP

説明: アプリケーション所有領域内のトランザクション経路指

定プログラムが、端末専有領域からロールバックを受け取りま

せんでした。これは、CICS トランザクション経路指定プロト

コルに違反します。

端末専有領域からのトレースが、アプリケーション所有領域に

対する応答を示します。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZXRL
注記: この異常終了に関する説明は、ACUR にも適用されま

す。

ACUQ

説明: 異常終了 ACUO の「説明」を参照してください。

ACUR

説明: 異常終了 ACUP の「説明」を参照してください。

ACUS

説明: 異常終了 ACUO の「説明」を参照してください。

ACUT

説明: アプリケーション所有領域内のトランザクション経路指

定プログラムが、端末専有領域から同期点またはロールバック

のいずれも受け取りませんでした。これは、CICS トランザク

ション経路指定プロトコルに違反します。

端末専有領域からのトレースが、アプリケーション所有領域に

対する応答を示します。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第

4 部を参照してください。

モジュール: DFHZXRL

ACUV

説明: アプリケーション所有領域内のトランザクション経路指

定プログラムが、MRO リンク上で端末専有領域に対して端末

管理 ISSUE ABEND 要求を出して、端末管理からゼロ以外の

戻りコードを受け取りました。

この戻りコードは、DFHZIS1 から返される時点で、

TCATPAPR およびトレース項目の両方にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

この異常終了コードは、次の場合に出されます。

v 端末専有領域内の中継プログラムが異常終了している。この

場合、中継プログラムが異常終了した理由を判別してくださ

い。

v セッションが失敗に終わっている。

モジュール: DFHZXRL

ACUW

説明: アプリケーション所有領域内のトランザクション経路指

定プログラムが、MRO リンク上で端末専有領域に対して端末

管理 ISSUE ERROR 要求を出して、端末管理からゼロ以外の

戻りコードを受け取りました。

この戻りコードは、DFHZIS1 から返される時点で、

TCATPAPR およびトレース項目の両方にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

この異常終了コードは、次の場合に出されます。

v 端末専有領域内の中継プログラムが異常終了している。この

場合、中継プログラムが異常終了した理由を判別してくださ

い。

v セッションが失敗に終わっている。

モジュール: DFHZXRL

ACUX

説明: 異常終了 ACUL の「説明」を参照してください。

ACUY

説明: アプリケーション所有領域内のトランザクション経路指

定プログラムが、端末専有領域に対して端末管理 WRITE、

WAIT 要求を出して、端末管理からゼロ以外の戻りコードを受

け取りました。

この戻りコードは、DFHZARQ から返される時点で、

TCATPAPR およびトレース項目の両方にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

この異常終了コードは、次の場合に出されます。

v 端末専有領域内の中継プログラムが異常終了している。この

場合、中継プログラムが異常終了した理由を判別してくださ

い。

v セッションが失敗に終わっている。

モジュール: DFHZXRL

ACUZ

説明: 異常終了 ACUL の「説明」を参照してください。
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ACU0

説明: アプリケーション所有領域内のトランザクション経路指

定プログラムが、端末専有領域に対して端末管理 WRITE、

LAST、WAIT 要求を出して、端末管理からゼロ以外の戻りコ

ードを受け取りました。

この戻りコードは、DFHZARQ から返される時点で、

TCATPAPR およびトレース項目の両方にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

この異常終了コードは、次の場合に出されます。

v 端末専有領域内の中継プログラムが異常終了している。この

場合、中継プログラムが異常終了した理由を判別してくださ

い。

v セッションが失敗に終わっている。

モジュール: DFHZXRL

ACU1

説明: 異常終了 ACUO の「説明」を参照してください。

ACU2

説明: アプリケーション所有領域内のトランザクション経路指

定プログラムが、端末専有領域から応答を受け取りましたが、

それは CICS トランザクション経路指定プロトコルに違反する

ものでした。

端末専有領域からのトレースが、アプリケーション所有領域に

対する応答を示します。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZXRL

ACU3

説明: アプリケーション所有領域内のトランザクション経路プ

ログラムが、会話状態マシンを CICS トランザクション経路指

定プロトコルに違反する状態に設定しようとしました。

その状態が含まれるレジスターは、アセンブラー・リストから

判断することができます。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZXRL

ACU4

説明: アプリケーション所有領域内のトランザクション経路指

定プログラムが、会話状態マシンに対して SET 要求を出し

て、ゼロ以外の戻りコードを受け取りました。これは、CICS
トランザクション経路指定プロトコルに違反します。

このトレース項目は、DFHZUSR から返される時点で、要求タ

イプおよび現行状態を示します。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZXRL

ACU5

説明: アプリケーション所有領域内で実行されているプログラ

ムが、端末専有領域に接続されている APPC 装置に対して

ALLOCATE 要求を出しましたが、2 つのシステム相互間の接

続がインストールされていませんでした。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: 2 つの領域相互間の接続をインストールして

ください。

モジュール: DFHZXRL

ACVA

説明: 端末専有領域内のトランザクション経路指定プログラム

が、アプリケーション所有領域に対して端末管理 WRITE、

WAIT、READ 要求を出して、端末管理からゼロ以外の戻りコ

ードを受け取りました。

この戻りコードは、DFHZARQ から返される時点で、

TCATPAPR およびトレース項目の両方にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

この異常終了コードは、次の場合に出されます。

v アプリケーション所有領域内のプログラムが異常終了してい

る。この場合、このプログラムが異常終了した理由を判別し

てください。

v セッションが失敗に終わっている。

モジュール: DFHZXRT

ACVB

説明: 端末専有領域内のトランザクション経路指定プログラム

が、MRO リンク上でアプリケーション所有領域に対して端末

管理 ISSUE SIGNAL 要求を出そうとしました。これは、CICS
トランザクション経路指定プロトコルに違反します。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。
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モジュール: DFHZXRT

ACVC

説明: 端末専有領域内のトランザクション経路指定プログラム

が、LU 6.2 リンク上のアプリケーション所有領域に対して

ISSUE SIGNAL 要求を出して、端末管理からゼロ以外の戻り

コードを受け取りました。

戻りコードは、例外トレース内に印刷されている DFHLUC パ

ラメーター・リスト内にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

この異常終了コードは、次の場合に出されます。

v アプリケーション所有領域内のプログラムが異常終了してい

る。この場合、このプログラムが異常終了した理由を判別し

てください。

v セッションが失敗に終わっている。

モジュール: DFHZXRT

ACVD

説明: 端末専有領域内のトランザクション経路指定プログラム

が、アプリケーション所有領域に対して READ、WAIT 要求

を出して、端末管理からゼロ以外の戻りコードを受け取りまし

た。

この戻りコードは、DFHZARQ から返される時点で、

TCATPAPR およびトレース項目の両方にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

この異常終了コードは、次の場合に出されます。

v アプリケーション所有領域内のプログラムが異常終了してい

る。この場合、このプログラムが異常終了した理由を判別し

てください。

v セッションが失敗に終わっている。

モジュール: DFHZXRT

ACVE

説明: 端末専有領域内のトランザクション経路指定プログラム

が、アプリケーション所有領域に対して WRITE 要求を出し

て、端末管理からゼロ以外の戻りコードを受け取りました。

この戻りコードは、DFHZARQ から返される時点で、

TCATPAPR およびトレース項目の両方にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

この異常終了コードは、次の場合に出されます。

v アプリケーション所有領域内のプログラムが異常終了してい

る。この場合、このプログラムが異常終了した理由を判別し

てください。

v セッションが失敗に終わっている。

モジュール: DFHZXRT

ACVF

説明: 端末専有領域内のトランザクション経路指定プログラム

が、アプリケーション所有領域に対して WRITE、LAST、

WAIT 要求を出して、端末管理からゼロ以外の戻りコードを受

け取りました。

この戻りコードは、DFHZARQ から返される時点で、

TCATPAPR およびトレース項目の両方にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

この異常終了コードは、次の場合に出されます。

v アプリケーション所有領域内のプログラムが異常終了してい

る。この場合、このプログラムが異常終了した理由を判別し

てください。

v セッションが失敗に終わっている。

モジュール: DFHZXRT

ACVG

説明: 端末専有領域内のトランザクション経路指定プログラム

が、LU 6.2 端末とのセッションを解放するための FREE 要求

を出して、端末管理からゼロ以外の戻りコードを受け取りまし

た。

戻りコードは、例外トレース内に印刷されている DFHLUC パ

ラメーター・リスト内にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

その端末セッションが失敗した可能性があります。

モジュール: DFHZXRT

ACVH

説明: 端末専有領域内のトランザクション経路指定プログラム

が、アプリケーション所有領域とのセッションを解放するため

の FREE 要求を出して、端末管理からゼロ以外の戻りコードを

受け取りました。

この戻りコードは、DFHZARQ から返される時点で、

TCATPAPR およびトレース項目の両方にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

この異常終了コードは、次の場合に出されます。

v アプリケーション所有領域内のプログラムが異常終了してい

る。この場合、このプログラムが異常終了した理由を判別し

てください。

v セッションが失敗に終わっている。

モジュール: DFHZXRT

ACVC • ACVH
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ACVK

説明: 端末専有領域内のトランザクション経路指定プログラム

が、LU 6.2 リンク上に ISSUE ABEND 要求を出して、端末

管理からゼロ以外の戻りコードを受け取りました。

戻りコードは、例外トレース内に印刷されている DFHLUC パ

ラメーター・リスト内にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

この異常終了コードは、次の場合に出されます。

v 接続された領域内のプログラムが異常終了している。この場

合、このプログラムが異常終了した理由を判別してくださ

い。

v セッションが失敗に終わっている。

モジュール: DFHZXRT

ACVL

説明: 端末専有領域内のトランザクション経路指定プログラム

が、MRO リンク上でアプリケーション所有領域に対して

ISSUE ABEND 要求を出して、端末管理からゼロ以外の戻りコ

ードを受け取りました。

この戻りコードは、DFHZIS1 から返される時点で、

TCATPAPR およびトレース項目の両方にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

この異常終了コードは、次の場合に出されます。

v アプリケーション所有領域内のプログラムが異常終了してい

る。この場合、このプログラムが異常終了した理由を判別し

てください。

v セッションが失敗に終わっている。

モジュール: DFHZXRT

ACVM

説明: 端末専有領域内のトランザクション経路指定プログラム

が、LU 6.2 リンク上に ISSUE ERROR 要求を出して、端末管

理からゼロ以外の戻りコードを受け取りました。

戻りコードは、例外トレース内に印刷されている DFHLUC パ

ラメーター・リスト内にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

この異常終了コードは、次の場合に出されます。

v 接続された領域内のプログラムが異常終了している。この場

合、このプログラムが異常終了した理由を判別してくださ

い。

v セッションが失敗に終わっている。

モジュール: DFHZXRT

ACVN

説明: 端末専有領域内のトランザクション経路指定プログラム

が、MRO リンク上でアプリケーション所有領域に対して

ISSUE ERROR 要求を出して、端末管理からゼロ以外の戻りコ

ードを受け取りました。

この戻りコードは、DFHZIS1 から返される時点で、

TCATPAPR およびトレース項目の両方にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

この異常終了コードは、次の場合に出されます。

v アプリケーション所有領域内のプログラムが異常終了してい

る。この場合、このプログラムが異常終了した理由を判別し

てください。

v セッションが失敗に終わっている。

モジュール: DFHZXRT

ACVO

説明: 端末専有領域内のトランザクション経路指定プログラム

が ISSUE PREPARE 要求を出して、ゼロ以外の戻りコードま

たは CICS トランザクション経路指定プロトコルに違反すると

の応答のいずれかを受け取りました。

その戻りコードは TCASPRC 内にあり、その応答は

TCASPSN1 内にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、その

問題が、戻りコードまたは応答のいずれが原因で起こったのか

を判別してください。端末管理がこの要求を処理できない場合

には、次の場合に異常終了が発生する可能性があります。

v 接続された領域内のプログラムが異常終了している。この場

合、このプログラムが異常終了した理由を判別してくださ

い。

v セッションが失敗に終わっている。

上記以外の場合には、分散アプリケーション・プログラムが

APPC 会話プロトコルに違反している可能性があります。

モジュール: DFHZXRT

ACVP

説明: 端末専有領域内のトランザクション経路指定プログラム

が、アプリケーション所有領域からの FMH43 を受け取りませ

んでした。これは、CICS トランザクション経路指定プロトコ

ルに違反します。

アプリケーション所有領域からのトレースは、その応答を端末

専有領域に対して示します。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZXRT
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ACVQ

説明: 端末専有領域内のトランザクション経路指定プログラム

が、APPC 端末に対して要求を出して、端末管理からゼロ以外

の戻りコードを受け取りました。

要求および戻りコードは両方とも、例外トレース内に印刷され

た DFHLUC パラメーター・リスト内にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

その端末セッションは失敗したか、間違った状態にあります。

例えば、端末とアプリケーションの両方が同時に SYNCPOINT
ROLLBACK を出した結果そのような状態になった場合です。

モジュール: DFHZXRT

ACVR

説明: 端末専有領域内のトランザクション経路指定プログラム

が、LU 6.2 端末に対して SEND、LAST、WAIT 要求を出し

て、端末管理からゼロ以外の戻りコードを受け取りました。

戻りコードは、例外トレース内に印刷されている DFHLUC パ

ラメーター・リスト内にあります。

システムの処置: このタスクは異常終了し、トランザクショ

ン・ダンプと例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、端末

管理がその要求を処理できなかった理由を判別してください。

その端末セッションが失敗した可能性があります。

モジュール: DFHZXRT

ACWA

説明: タスクにその基本機能としての独自の端末 (TCTTE) が

ないため、CICS CWTO トランザクションは失敗に終わりまし

た。 これは、CWTO が、端末 ID を持たない EXEC CICS
START トランザクション ID として開始されたために起こっ

た可能性があります。

システムの処置: トランザクションが異常終了します。トラン

ザクション・ダンプは作成されません。

ユーザーの処置: 端末 ID 値を指定して再試行するか、端末か

ら CWTO を入力してください。

モジュール: DFHCWTO

ACXA

説明: キャッチアップ・トランザクション CXCU が失敗しま

した。 CXCU は、エンド・ユーザーからのトランザクション

要求に応答して実行されるか、または代替 CICS システムの出

現に応答して活動 CICS システムにより自動的に実行されま

す。その目的は、端末に関する活動システムの状態を代替シス

テムに通知することです。

システムの処置: キャッチアップ・トランザクション CXCU
は異常終了して、CICS トランザクション・ダンプが作成され

ます。活動 CICS システムおよび代替 CICS システムの両方

が続行されますが、代替 CICS システムについては引き継ぎの

際にその性能が低下します。例えば、端末バックアップ・セッ

ションを確立できない場合があります。

ユーザーの処置: 端末から「CXCU」を入力して再試行してく

ださい。エラーが解消されない場合には、ダンプから問題を診

断してください。

モジュール: DFHCXCU

ADBA
説明: CICS が動的ログを読み取ろうとしている間に、障害が
起こりました。
システムの処置: バックアウト処理は異常終了します。 デー
タ保全性が維持されない可能性があるため、CICS は異常終了
されます。
ユーザーの処置: データ保全性を確実に維持するために、
CICS を緊急再始動させる必要があります。 この問題を解決す
るには IBM の支援が必要です。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHDBP

ADBB
説明: DWE 処理中に、TCA からの据え置き作業エレメント
(DWE) チェーンが破壊されました。
システムの処置: バックアウト処理は異常終了します。 デー
タ保全性が維持されない可能性があるため、CICS は異常終了
されます。
ユーザーの処置: データ保全性を確実に維持するために、
CICS を緊急再始動させる必要があります。 この問題を解決す
るには IBM の支援が必要です。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHDBP

ADBC
説明: DL/I ログ・レコードが DL/I インターフェースに対し
て大きすぎます。
システムの処置: バックアウト処理は異常終了します。 デー
タ保全性が維持されない可能性があるため、CICS は異常終了
されます。
ユーザーの処置: データ保全性を確実に維持するために、
CICS を緊急再始動させる必要があります。 この問題を解決す
るには IBM の支援が必要です。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHDBP

ADBE
説明: 無効なファイル名 (DBRFID) が動的ログで検出されま
した。
システムの処置: バックアウト処理は異常終了します。 デー
タ保全性が維持されない可能性があるため、CICS は異常終了
されます。
ユーザーの処置: データ保全性を確実に維持するために、
CICS を緊急再始動させる必要があります。 この問題を解決す
るには IBM の支援が必要です。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHDBP
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ADBF
説明: DL/I バックアウト・レコード内の PSB 名が、現行タ
スクに対してスケジュールされた名前と異なっています。
システムの処置: バックアウト処理は異常終了します。 デー
タ保全性が維持されない可能性があるため、CICS は異常終了
されます。
ユーザーの処置: データ保全性を確実に維持するために、
CICS を緊急再始動させる必要があります。 この問題を解決す
るには IBM の支援が必要です。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHDBP

ADBH
説明: 無効なサービス・モジュール ID が、動的ログ
(DBRSVMID) で検出されました。
システムの処置: バックアウト処理は異常終了します。 デー
タ保全性が維持されない可能性があるため、CICS は異常終了
されます。
ユーザーの処置: データ保全性を確実に維持するために、
CICS を緊急再始動させる必要があります。 この問題を解決す
るには IBM の支援が必要です。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHDBP

ADBK
説明: CICS が動的ログからファイル・バックアウトを試行中
に、無効な関数 ID が検出されました (DBRMODFN)。
システムの処置: バックアウト処理は異常終了します。 デー
タ保全性が維持されない可能性があるため、CICS は異常終了
されます。
ユーザーの処置: データ保全性を確実に維持するために、
CICS を緊急再始動させる必要があります。 この問題を解決す
るには IBM の支援が必要です。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHDBP

ADBL
説明: CICS がファイル・バックアウトを再試行中に、無効な
エラー・コードが検出されました (DBRERRCD)。
システムの処置: バックアウト処理は異常終了します。 デー
タ保全性が維持されない可能性があるため、CICS は異常終了
されます。
ユーザーの処置: データ保全性を確実に維持するために、
CICS を緊急再始動させる必要があります。 この問題を解決す
るには IBM の支援が必要です。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHDBP

ADEF
説明: トランザクション CLS3 の実行中に、重大エラーが起
きました。
システムの処置: CLS3 は異常終了して、トランザクション・
ダンプが作成されます。 CICS は、メッセージ DFHZC4948
を出します。
ユーザーの処置: 詳細については、メッセージ DFHZC4948
を参照してください。
モジュール: DFHCLS3

ADIR
説明: この異常終了コードは次のいずれかの理由によって出さ
れます。
v DFHDIP プログラムがダミーとして生成されたときに、

DFHDI または DFHBMS 要求が出された。

v DFHDI TYPE=RECEIVE または TYPE=NOTE が試行され

たが、トランザクション識別で INBFMH=DIP または

INBFMH=ALL のいずれも指定されていない。

システムの処置: 問題判別に役立つように CICS トランザク

ション・ダンプが提供されます。

ユーザーの処置: DFHDIP プログラムをシステムに生成する

か、または INBFMH をプロファイル定義に正しく指定してく

ださい。

モジュール: DFHDIP

ADLH

説明: 必要なステップが失敗したため、CICS DL/I 再始動タ

スクは完了できませんでした。 そのタスクでは重要ないくつか

のリカバリー操作は実行されましたが、タスクそれ自体は異常

終了コード ADLH で異常終了しました。

システムの処置: CICS は、DL/I 再始動タスクに関するトラ

ンザクション・ダンプを書き込みます。

CICS は、2 つのメッセージをコンソールに送ります。1 つは

DL/I 再始動タスクが検出したエラーを識別するものであり、

もう 1 つは DFHDL3928 であり、タスクが失敗したことを知

らせるものです。 2 つのメッセージの後には、CICS が異常終

了してダンプが作成されたことを知らせるか、GO または

CANCEL と応答するように促す、3 つ目のメッセージが続き

ます。先に起こったエラーの性質によっては、他のシステム・

コンポーネント (例えば、アクセス方式) からメッセージが出

されることもあります。

ユーザーの処置: CICS が応答を要求している場合には、ま

ず、それに応答する必要があります。 「GO」で応答すると

CICS の処理は続行されますが、DL/I はサポートされませ

ん。

「CANCEL」と応答した場合には、CICS は異常終了し、ダン

プが作成されます。

メッセージとダンプを使用して、障害の原因を調べてくださ

い。

モジュール: DFHDLRP

ADPL
説明: サーバー・プログラムが、分散プログラム・リンク
(DPL) 環境に限定されているコマンドを出しました。 ある種
の API および CPI-RR 要求は、DPL 環境で使用することが
できません。 これらの制限付きコマンドのリストは、「CICS
Application Programming Guide」を参照してください。

サーバー・プログラムは、リモートでリンクされたプログラ
ム、または DPL サブセットで実行するよう定義されているプ
ログラムです。
システムの処置: CICS はそのトランザクションを異常終了
し、トランザクション・ダンプを作成します。
ユーザーの処置: サーバー・プログラムから制限付きコマンド
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を除去するか、サーバー・プログラムをローカルで実行してく
ださい。
モジュール: DFHEIP、DFHCPIR

AEC1
説明: コマンド・レベル解釈プログラム (CECI)、拡張マスタ
ー端末 (CEMT)、または RDO (CEDA、CEDB、CEDC) トラ
ンザクションをサポート対象外の端末で使用しようとしまし
た。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: コマンド・レベル解釈プログラム、拡張マス
ター端末、または RDO トランザクションがサポートされてい
る端末を使用します。
モジュール:
DFHECIP、DFHECSP、DFHEMTP、DFHESTP、
DFHEOTP、DFHEDAP

AEC2
説明: コマンド・レベル解釈プログラム (CECI)、拡張マスタ
ー端末 (CEMT)、または RDO (CEDA、CEDB、CEDC) トラ
ンザクションを、サイズが 24 X 80 よりも小さなディスプレ
イ端末で使用しようとしました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: コマンド・レベル解釈プログラム、拡張マス
ター端末、または RDO トランザクションがサポートされてい
るディスプレイ端末を使用します。
モジュール:
DFHECIP、DFHECSP、DFHEMTP、DFHESTP、
DFHEOTP、DFHEDAP

AEC7
説明: LE for z/VSE 使用可能プログラムを実行しようとして
いるときに、THREAD INITIALIZATION フェーズ中に、LE
for z/VSE が予期しないエラーを検出しました。 LE for
z/VSE から受け取った戻りコードは、フィールド EIBRESP2
に入れられます。
システムの処置: メッセージ DFHAP1200 が出され、トラン
ザクションが異常終了します。プログラムは使用禁止になって
いる。
ユーザーの処置: LE for z/VSE が出したエラー・メッセージ
またはメッセージを参照して、問題の原因を判別してくださ
い。
モジュール: DFHAPLI

AEC8
説明: LE for z/VSE 使用可能プログラムを実行しようとして
いるときに、RUNUNIT INITIALIZATION フェーズ中に、LE
for z/VSE が予期しないエラーを検出しました。
システムの処置: LE for z/VSE から受け取った戻りコード
は、フィールド EIBRESP2 に入れられます。メッセージ
DFHAP1200 が出され、トランザクションが異常終了します。
プログラムは使用禁止になっている。
ユーザーの処置: LE for z/VSE が出したエラー・メッセージ
またはメッセージを参照して、問題の原因を判別してくださ
い。
モジュール: DFHAPLI

AEC9
説明: LE for z/VSE 使用可能プログラムを実行しようとして
いるときに、RUNUNIT BEGIN INVOCATION フェーズ中
に、LE for z/VSE が予期しないエラーを検出しました。
システムの処置: LE for z/VSE から受け取った戻りコード
は、フィールド EIBRESP2 に入れられます。メッセージ
DFHAP1200 が出され、トランザクションが異常終了します。
プログラムは使用禁止になっている。
ユーザーの処置: LE for z/VSE が出したエラー・メッセージ
またはメッセージを参照して、問題の原因を判別してくださ
い。
モジュール: DFHAPLI

AEDA
説明: CEDF トランザクションが、無効な開始コードで開始さ
れました。 実行診断機能 (EDF) を EXEC CICS
START(CEDF) で開始しようとした結果、このようなエラーが
起きることがあります。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、開始
が失敗した原因を突き止めてください。
モジュール: DFHEDFX

AEDB
説明: DFHEDFP が無効な EDFXA を渡されました。 これ
は、内部 CICS エラーです。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHEDFX

AEDC
説明: ストレージ・マネージャーへの GETMAIN 要求が失敗
したために、プログラム EDF が終了しました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、要求
が失敗した原因を突き止めてください。
モジュール: DFHEDFX

AEDD
説明: CICS が EDF タスクを生成してユーザー要求を表示し
ようとしましたが、タスク生成が失敗しました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、タス
ク生成が失敗した原因を突き止めてください。
モジュール: DFHEDFX

AEDE
説明: CICS が EDF タスクを完了させるためユーザー・タス
クを延期していましたが、延期の実行中にエラーが起きまし
た。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
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ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、延期
が失敗した原因を突き止めてください。
モジュール: DFHEDFX

AEDH
説明: EDF を呼び出したユーザー・プログラムの詳細を調べ
るために、CICS がプログラム・マネージャーを呼び出したと
きにエラーが起きました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、呼び
出しが失敗した原因を突き止めてください。
モジュール: DFHEDFX

AED1
説明: この異常終了は、次のいずれかの結果として作成されま
す。
v サポートされない端末で実行診断機能 (EDF) を使用しよう

とした。

v 非端末基本機能を使用して、一時ストレージ・ブラウズ・ト

ランザクション (CEBR) を開始しようとした。

v サポートされていない装置上で一時ストレージ・ブラウズ・

トランザクション (CEBR) を使用した。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 正しくサポートされている端末または装置を

使用してください。

モジュール: DFHEDFP、DFHEDFBR

AED2
説明: プログラム EDF はタスクを終了させ、そのタスクの
TCA にこの異常終了コードを入れました。 これは、EDF の
実行が異常終了されようとしているためです。 EDF が終了す
るのは、回線、コントロール・ユニット、または端末がサービ
ス不能状態に置かれたことが理由と思われます。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: EDF がディスプレイ端末としてサポートし
ている端末を使用してください。 この異常終了コードとともに
終了したタスクの CICS トランザクション・ダンプを使用し
て、検討することができます。
モジュール: DFHEDFX

AED3
説明: プログラム EDF はタスクを終了させ、そのタスクの
TCA にこの異常終了コードを入れました。 この終了は、EDF
が異常終了されようとしているために起こります。

EDF の異常終了の理由の 1 つに、正しくないデータがユーザ
ー・タスクにより端末に送信されたことが考えられます。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 終了したタスクの CICS トランザクショ
ン・ダンプ (その終了が異常終了であった場合には、EDF に関
する類似のダンプも) を使用して、検討することができます。
モジュール: DFHEDFX

AED4
説明: EDF モジュール DFHEDFP で内部論理エラーが検出さ
れました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS 論理エラーを示しています。
この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい
ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照
してください。
モジュール: DFHEDFP

AED5
説明: 内部論理エラーが EDF で検出されました。 事前に割
り振られた動的ストレージが不足しています。
システムの処置: EDF は異常終了し、ダンプ・コード
CXSP、RMIN、PAGE、LDIN のダンプが作成されます。ユー
ザー・タスクは続行されます。
ユーザーの処置: この問題は、EDF とのユーザーの対話を簡
素化することによって避けることができます。問題が解決しな
い場合は、支援が必要になることがあります。 手順について
は、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照し
てください。
モジュール: DFHEDFD

AED6
説明: 内部論理エラーが EDF で検出されました。
システムの処置: EDF は異常終了し、ダンプ・コード
CXSP、RMIN、PAGE、LDIN のダンプが作成されます。ユー
ザー・タスクは続行されます。
ユーザーの処置: この問題は、EDF とのユーザーの対話を簡
素化することによって避けることができます。問題が解決しな
い場合は、支援が必要になることがあります。 手順について
は、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照し
てください。
モジュール: DFHEDFU

AED8
説明: 端末管理エラーが DFHEDFX に発生しました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHEDFX

AED9
説明: EDF で一時ストレージ・エラーが起こりました。 これ
は、一時ストレージで入出力エラーが起きたか、または一時ス
トレージ・データがいっぱいになったことが原因で起こりま
す。
システムの処置: EDF が異常終了し、CICS トランザクショ
ン・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 一時ストレージ要求障害が起きた理由を調べ
てください。 一時ストレージ・データ・セットの定義が正しい
か確認してください。

一時ストレージの問題の処理についての詳細は、「CICS
Problem Determination Guide」を参照してください。

AEDH • AED9
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モジュール: DFHEDFD

AEIA
説明:

注: この異常終了の説明は、AEID から AEI9、AEXC から

AEXF、AEXI から AEXL、 AEXS、 AEXU、 AEXW、

AEXX、 AEX0 から AEX3、 AEX5、 AEX6、 AEX7、

AEYA から AEYC、 AEYE から AEY3、 AEY7、 AEZI か

ら AEZJ、 AEZL、 AEZV から AEZW、および AEZY にも

適用されます。

例外条件が発生したときに、コマンドに RESP オプション (ま
たは NOHANDLE オプション) が指定されていないか、また

はアプリケーション・プログラムがその条件に対して EXEC
CICS HANDLE CONDITION コマンドを実行しなかった場

合、EXEC インターフェース・プログラムがこれらの異常終了

コードを出します。 これにより、DFHEIP が問題の条件に対

してシステムの処置をとることになります。 その処置は、ほと

んどの場合、トランザクションを異常終了させることです。

特性が似ているため、EXEC インターフェース・プログラムの

異常終了コードは 1 つのグループとして記述されます。 これ

らのコードとそれに対応する例外条件は、次のとおりです。

コード 条件
AEIA ERROR
AEID EOF
AEIE EODS
AEIG INBFMH
AEIH ENDINPT
AEII NONVAL
AEIJ NOSTART
AEIK TERMIDERR
AEIL FILENOTFOUND
AEIM NOTFND
AEIN DUPREC
AEIO DUPKEY
AEIP INVREQ
AEIQ IOERR
AEIR NOSPACE
AEIS NOTOPEN
AEIT ENDFILE
AEIU ILLOGIC
AEIV LENGERR
AEIW QZERO
AEIZ ITEMERR
AEI0 PGMIDERR
AEI1 TRANSIDERR
AEI2 ENDDATA
AEI3 INVTSREQ
AEI4 EXPIRED
AEI8 TSIOERR
AEI9 MAPFAIL
AEXC RESIDERR
AEXD CCERROR

コード 条件
AEXE MAPERROR
AEXF ESCERROR
AEXI TERMERR
AEXJ ROLLEDBACK
AEXK END
AEXL DISABLED
AEXS OUTDESCRERR
AEXU NOTPOSS
AEXW SUPPRESSED
AEXX TASKIDERR
AEX0 TCIDERR
AEX1 DSNNOTFOUND
AEX2 LOADING
AEX3 MODELIDERR
AEX5 PARTNERIDERR
AEX6 PROFILEIDERR
AEX7 NETNAMEIDERR
AEYA INVERRTERM
AEYB INVMPSZ
AEYC IGREQID
AEYE INVLDC
AEYG JIDERR
AEYH QIDERR
AEYJ DSSTAT
AEYK SELNERR
AEYL FUNCERR
AEYM UNEXPIN
AEYN NOPASSBKRD
AEYO NOPASSBKWR
AEYP SEGIDERR
AEYQ SYSIDERR
AEYR ISCINVREQ
AEYT ENVDEFERR
AEYU IGREQCD
AEYV SESSIONERR
AEYX USERIDERR
AEYY NOTALLOC
AEYZ CBIDERR
AEY0 INVEXITREQ
AEY1 INVPARTNSET
AEY2 INVPARTN
AEY3 PARTNFAIL
AEY7 NOTAUTH
AEZI ACTIVITYERR
AEZJ CONTAINERERR
AEZL TOKENERR
AEZV CHANNELERR
AEZW CCSIDERR
AEZY CODEPAGEERR

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを変更して、

この条件を再発させないようにするか、RESP オプションを使

AEIA
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用してこの条件を検査するか、またはこの条件が起こった場合

に条件を処理するように (EXEC CICS HANDLE
CONDITION コマンドを使用) します。 必要であれば、EIB
の EIBRESP2 フィールドまたは EIBRCODE フィールドの内

容を使用して、例外条件の原因の判別に役立ててください。

問題判別: 例外応答と応答コードを作り出したコマンドの機能

コードは、EXEC インターフェース・ブロック (EIB) の中にあ

ります。 EIB は、DFHEIP によって使用されるより大きな制

御ブロックの一部です。この制御ブロックは、EXEC インター

フェース・ストレージ・ブロック (EIB) として知られていま

す。 EIS は TCAEISA (TCA + X'90' のシステム部分) によっ

てアドレッシングされます。EIB は EIS + X'8' から指し示さ

れます。

機能コードは、EIB のオフセット X'1B' にあり、応答コード

は、次の特定のオフセットのいずれかにあります。

EIBRCODE

X'1D'

EIBRESP

X'4C'

EIBRESP2

X'50'

「CICS Application Programming Reference」に、エンコードさ

れた機能とその応答の変換表があります。

分析 : これらの異常終了コードは、HANDLE CONDITION
コマンドに指定することのできる例外条件と直接関係している

ため、アプリケーション・プログラマーは、その条件がアプリ

ケーションによって処理すべき条件であるのかどうか (例え

ば、ENDFILE)、あるいはアプリケーションまたは CICS テー

ブルに対する修正変更が必要であるのかどうかを判断する必要

があります。

モジュール: DFHEIP

AEID

説明: EOF 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEIE

説明: EODS 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEIG

説明: INBFMH 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEIH

説明: ENDINPT 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEII

説明: NONVAL 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEIJ

説明: NOSTART 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEIK

説明: TERMIDERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEIL

説明: FILENOTFOUND 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEID • AEIL
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AEIM

説明: NOTFND 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEIN

説明: DUPREC 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEIO

説明: DUPKEY 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEIP

説明: INVREQ 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEIQ

説明: IOERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEIR

説明: NOSPACE 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEIS

説明: NOTOPEN 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEIT

説明: ENDFILE 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEIU

説明: ILLOGIC 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEIV

説明: LENGERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEIW

説明: QZERO 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEIZ

説明: ITEMERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。
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AEI0

説明: PGMIDERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEI1

説明: TRANSIDERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEI2

説明: ENDDATA 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEI3

説明: INVTSREQ 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEI4

説明: EXPIRED 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEI8

説明: TSIOERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEI9

説明: MAPFAIL 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AELA

説明: 実行中の機能は、制御が戻る前に除去されました。

システムの処置: そのトランザクションは、異常終了コード

AELA を出して異常終了するようマーク付けされます。

ユーザーの処置: タスクが除去された理由を調べてください。

そのタスクは、マスター端末オペレーターによって、またはデ

ッドロック・タイムアウトの結果、除去されました。

マスター端末オペレーターがタスクを除去した場合には、何ら

かの理由でデッドロックになっていると思われるシステムを消

去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト

になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト

レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー

ジの容量を増やすことができない場合は、システム内のタスク

の数を減らして、ストレージ不足状態が起こらないようにして

ください。 そのトランザクションの DTIMOUT オプションの

値を増やすという方法もあります。

モジュール: DFHETL

AELB

説明: 実行中の機能は、制御が戻る前に除去されました。

システムの処置: そのトランザクションは、異常終了コード

AELB を出して異常終了するようマーク付けされます。

ユーザーの処置: タスクが除去された理由を調べてください。

そのタスクは、マスター端末オペレーターによって、またはデ

ッドロック・タイムアウトの結果、除去されました。

マスター端末オペレーターがタスクを除去した場合には、何ら

かの理由でデッドロックになっていると思われるシステムを消

去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト

になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト

レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー

ジの容量を増やすことができない場合は、システム内のタスク

の数を減らして、ストレージ不足状態が起こらないようにして

ください。 そのトランザクションの DTIMOUT オプションの

値を増やすという方法もあります。

モジュール: DFHEGL

AEMA

説明: ユーザー出口を活動状態にする要求が使用できないとき

に、アプリケーション (AP) ドメインに対する呼び出しで、エ

ラー (INVALID または DISASTER 応答) が起こりました。

システムの処置: このタスクは異常終了します。 最初のエラ

ーを検出したドメインは、コンソール・メッセージを出し、例

AEI0 • AEMA
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外トレースやシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指定した

オプションによって異なる) を提供する場合があります。

ユーザーの処置: 詳細については、関連するコンソール・メッ

セージを参照してください。

モジュール: DFHUEM

AEMB

説明: エラー (INVALID 応答または DISASTER 応答) が、

ローダー (LD) ドメインに対する呼び出し時に発生しました。

最初に出されたエラーを検出したドメインが、例外トレースお

よびコンソール・メッセージ、ならびに (ダンプ・テーブル内

のオプションによっては) おそらくシステム・ダンプを提供し

ているはずです。

システムの処置: そのタスクは異常終了して、(ダンプ・テー

ブル内のオプションによっては) CICS トランザクション・ダ

ンプが作成されます。

ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作

成された関連メッセージを参照してください。

モジュール: DFHUEM

AEMP

説明: アプリケーション (AP) ドメインに対する活動化要求が

正常に完了する前に、タスクが除去されました。 除去された条

件を最初に検出したドメインが、例外トレースを提供します。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。

これは、CEMT トランザクションを介してマスター端末オペレ

ーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクションに

指定した DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト) 値を超え

て待機した後タイムアウトになったタスクによるものです。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、

これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス

テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト

になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト

レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー

ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら

して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。

そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす

という方法もあります。

モジュール: DFHUEM

AEMQ

説明: ローダー (LD) ドメインに対する

IDENTIFY_PROGRAM 要求が正常に完了する前に、タスクが

除去されました。 除去された条件を最初に検出したドメイン

が、例外トレースを提供します。

システムの処置: そのタスクは異常終了して、(ダンプ・テー

ブル内のオプションによっては) CICS トランザクション・ダ

ンプが作成されます。

ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。

これは、CEMT トランザクションを介してマスター端末オペレ

ーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクションに

指定した DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト) 値を超え

て待機した後タイムアウトになったタスクによるものです。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、

これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス

テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト

になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト

レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー

ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら

して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。

そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす

という方法もあります。

モジュール: DFHUEM

AETA

説明: CICS トランザクションは、アプリケーション「スタ

ブ」(DFHRMCAL マクロの拡張) を介して非 CICS コマンド

を出しました。プログラム DFHERM は、前の DFHRMCAL
要求がそのトランザクションから出されたときからその出口は

使用禁止になっていると判断しました。

システムの処置: そのタスクは異常終了して、トランザクショ

ン・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHERM

AETC

説明: CICS トランザクションは、アプリケーション「スタ

ブ」(DFHRMCAL マクロの拡張) を介して非 CICS コマンド

を出しました。しかし、タスク関連のユーザー出口 (TRUE) が

プログラム・マネージャーに認識されていません。

システムの処置: そのタスクは異常終了して、トランザクショ

ン・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: TRUE が、DFHRMCAL マクロに識別され

ているとおりに、CICS に正しく定義されていることを確認し

てください。

モジュール: DFHERM

AETF

説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する要求

が正常に完了する前に、タスクが除去されました。 除去された

条件を最初に検出したドメインが、例外トレースを提供しま

す。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。

これは、CEMT トランザクションを介してマスター端末オペレ

ーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクションに

指定した DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト) 値を超え

て待機した後タイムアウトになったタスクによるものです。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、

これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス

テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。
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タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト

になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト

レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー

ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら

して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。

そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす

という方法もあります。

モジュール: DFHERM

AETG

説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する呼び

出しで、エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない

EXCEPTION 応答) が起こりました。 最初のエラーを検出し

たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ

び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指

定したオプションによって異なる) を提供します。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作

成された関連メッセージを参照してください。

モジュール: DFHERM

AETH

説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する要求

が正常に完了する前に、タスクが除去されました。 除去された

条件を最初に検出したドメインが、例外トレースを提供しま

す。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。

これは、CEMT トランザクションを介してマスター端末オペレ

ーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクションに

指定した DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト) 値を超え

て待機した後タイムアウトになったタスクによるものです。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、

これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス

テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト

になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト

レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー

ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら

して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。

そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす

という方法もあります。

モジュール: DFHERM

AETI

説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する呼び

出しで、エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない

EXCEPTION 応答) が起こりました。 最初のエラーを検出し

たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ

び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指

定したオプションによって異なる) を提供します。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作

成された関連メッセージを参照してください。

モジュール: DFHERM

AEXC
説明: RESIDERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEXD
説明: CCERROR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEXE
説明: MAPERROR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEXF
説明: ESCERROR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEXI
説明: TERMERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEXJ
説明: ROLLEDBACK 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AETG • AEXJ
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AEXK
説明: END 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEXL
説明: DISABLED 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEXS
説明: OUTDESCRERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEXU
説明: EXEC CICS コマンドの実行時に、無効なパラメーター
が検出され、NOTPOSS 条件が起こりました。 これは、おそ
らく、以前のストレージ・オーバーレイによって引き起こされ
ました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 異常終了を引き起こした CICS コマンドの
機能コードを判別する方法については、異常終了 AEIA を参
照してください。

NOTPOSS に EXEC CICS HANDLE CONDITION を設定す
ることはできません。

システム・プログラマーは、ストレージ・オーバーレイの原因
を調べる必要があります。
モジュール: DFHEIDTI、DFHEIQDS、DFHEIQSA、
DFHEIQSC、DFHEIQSM、 DFHEIQSP、DFHEIQST、
DFHEIQSX

AEXW
説明: SUPPRESSED 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEXX
説明: TASKIDERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEXY
説明: 制御が返される前に、実行トランザクションが除去され
ました。

これは、次の場合にトランザクションが除去されると起こる可
能性があります。
v CICS が処理されていた。

v トランザクションがディスパッチされるのを待っていた。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡して、トラン

ザクションが除去された理由を突き止めてください。

モジュール: DFHACP、 DFHEDCP、 DFHEEI、
DFHEIPRT、 DFHEIPSE、 DFHEIPSH、 DFHEIQBA、

DFHEIQDN、 DFHEIQDS、 DFHEIQDU、 DFHEIQIR、

DFHEIQMS、 DFHEIQMT、 DFHEIQSA、 DFHEIQSC、

DFHEIQSJ、 DFHEIQSK、 DFHEIQSM、 DFHEIQSP、

DFHEIQSQ、 DFHEIQST、 DFHEIQSX、 DFHEIQTR、

DFHEIQUE、 DFHEIQVT、 DFHEOP、 DFHESC、

DFHESE、 DFHESN、 DFHTIEM、 DFHETRX、 DFHXTP、

DFHZTSP

AEXZ

説明: コマンドは、CICS コンポーネント (リソース・マネー

ジャー) における重大な障害のために、失敗しました。

システムの処置: そのトランザクションは、異常終了コード

AEXZ で異常終了します。 CICS は、モジュール DFHDUIO
がロードされない限り、トランザクション・ダンプを取りま

す。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、障害

の原因を突き止めてください。 さらに援助を必要とする場合、

またはモジュール DFHDUIO がロードされておらずトランザ

クション・ダンプが使用できない場合には、システム・プログ

ラマーに連絡してください。

モジュール: DFHACP、 DFHEDCP、 DFHEEI、
DFHEIACQ、 DFHEIPRT、 DFHEIPSE、 DFHEIPSH、

DFHEIQBA、 DFHEIQDN、 DFHEIQDS、 DFHEIQDU、

DFHEIQIR、 DFHEIQMS、 DFHEIQMT、 DFHEIQSA、

DFHEIQSC、 DFHEIQSJ、 DFHEIQSK、 DFHEIQSM、

DFHEIQSP、 DFHEIQSQ、 DFHEIQST、 DFHEIQSX、

DFHEIQTR、 DFHEIQUE、 DFHEIQVT、 DFHEOP、

DFHESC、 DFHESE、 DFHESN、 DFHTIEM、 DFHETRX、

DFHXTP、 DFHZTSP
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AEX0
説明: TCIDERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEX1
説明: DSNNOTFOUND 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEX2
説明: LOADING 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEX3
説明: MODELIDERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEX5
説明: PARTNERIDERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEX6
説明: PROFILEIDERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEX7
説明: NETNAMEIDERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEYA
説明: INVERRTERM 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEYB
説明: INVMPSZ 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEYC
説明: IGREQID 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し
てください。

AEYD
説明: トランザクション自体がアクセスできなかったストレー
ジに CICS がアクセスするように、トランザクションが要求を
出しました。 無効なストレージが、EXEC CICS コマンドでの
出力パラメーターとして CICS に渡された場合に、このような
エラーが起きます。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トレースを調べて、DFHEISR により作成さ
れた例外トレース項目を見つけ出し、エラー内のパラメーター
を識別してください。 異常終了が処理される場合は、EXEC
CICS ASSIGN ASRASTG、ASRAKEY、および ASRAREGS
が異常終了に関する追加情報を提供します。 異常終了が起こっ
た時点のレジスター 2 は、障害が起きたストレージを示してい
ます。

以下の項目の 1 つまたは複数を変更してください。
v EXEC CICS コマンドを出したトランザクション内のエラー

のコードを訂正し、有効なストレージを提供してください。

v 記憶保護が活動状態である場合は、USER から CICS に

EXEC CICS コマンドを出したプログラムの CEDA 定義上

で、EXECKEY を変更してください。
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v 記憶保護が活動状態である場合は、CICS から USER への

トランザクション定義上で、TASKDATAKEY 属性を変更し

てください。

モジュール: DFHSRP

AEYE

説明: INVLDC 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEYF

説明: トランザクション自体がアクセスできなかったストレー

ジに CICS がアクセスするように、トランザクションが要求を

出しました。 無効なストレージ域が PUT CONTAINER また

は GET CONTAINER コマンドで CICS に渡された場合、こ

れが発生します。このエラーは、以下の場合に発生する可能性

があります。

v FROM または INTO アドレスが誤って指定された。

v FLENGTH 値が指定する値が大きすぎて、トランザクショ

ンがアクセスできないストレージが領域に含まれる。

このエラーの一般的な原因は、フルワード領域を期待している

FLENGTH パラメーター内にハーフワード領域のアドレスを指

定したことです。このエラーは、ハーフワードの長さを持つ、

COMMAREA を以前使用していたプログラムが、フルワード

の長さを持つコンテナーを使用するように変更された場合に生

じます。

GET CONTAINER コマンドの無効な INTO アドレスも、異

常終了 AEYD になることがあります。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: トレースを調べて、DFHEISR により作成さ

れた例外トレース項目を見つけ出し、エラー内のパラメーター

を識別してください。異常終了が処理される場合は、EXEC
CICS ASSIGN ASRASTG、ASRAKEY、および ASRAREGS
が異常終了に関する追加情報を提供します。 異常終了が起こっ

た時点のレジスター 2 は、障害が起きたストレージを示してい

ます。

多くの場合、以下のステップを実行する必要があります。

v EXEC CICS PUT CONTAINER または EXEC CICS GET
CONTAINER コマンドを発行したエラーのプログラムを修

正してください。これが有効なストレージ域のアドレスを指

定することと、これが FLENGTH を指定することで、トラ

ンザクションにアクセスできないストレージ域の部分がない

ようにします。FLENGTH がフルワードの長さを参照する

ようにします。

以下の 1 つ以上を変更することを考慮することが必要な場合も

あります。

v 記憶保護が活動状態である場合は、USER から CICS に

EXEC CICS コマンドを出したプログラムの CEDA 定義上

で、EXECKEY を変更してください。

v 記憶保護が活動状態である場合は、CICS から USER への

トランザクション定義上で、TASKDATAKEY 属性を変更し

てください。

モジュール: DFHSRP

AEYG

説明: JIDERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEYH

説明: QIDERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEYJ

説明: DSSTAT 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEYK

説明: SELNERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEYL

説明: FUNCERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。
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AEYM

説明: UNEXPIN 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEYN

説明: NOPASSBKRD 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEYO

説明: NOPASSBKWR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEYP

説明: SEGIDERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEYQ

説明: SYSIDERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEYR

説明: ISCINVREQ 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEYT

説明: ENVDEFERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEYU

説明: IGREQCD 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEYV

説明: SESSIONERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEYX

説明: USERIDERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEYY

説明: NOTALLOC 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEYZ

説明: CBIDERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEYM • AEYZ

606 z/VSE V6R2 メッセージおよびコード 第 3 巻



AEY0

説明: INVEXITREQ 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEY1

説明: INVPARTNSET 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEY2

説明: INVPARTN 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEY3

説明: PARTNFAIL 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEY6

説明: DFHUEM における内部論理エラーです。 これは、

EXITALL を使用して、出口プログラムが使用可能になってい

るすべての出口点からの出口プログラムを DISABLE にしたと

きに発生します。 このユーザー出口テーブル全体のスキャンが

行われ、プログラムのすべての関連が発見されました。 その出

口プログラム・ブロック内のプログラム用の活動化カウント

は、関連がさらに存在するはずであることを示しています (例
えば、活動化カウントがゼロに減少していません)。 ユーザー

出口テーブルおよび関連制御ブロック (EPB および EPL) がス

テップ外になっており、おそらく破壊されています。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHUEM

AEY7

説明: NOTAUTH 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか

の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた

め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード AEIA の「説明」を参照し

てください。

AEY8

説明: EXEC CICS コマンドを使用して、アセンブラー言語プ

ログラムに動的ストレージを解放しようとしたときに、チェー

ン上に DSA が見つかりませんでした。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: DFHEIENT、DFHEISTG、および

DFHEIEND マクロ呼び出しが、正しく位置指定されているか

どうかを確認して、再試行してください。 エラーが解決しない

場合は、支援が必要になります。 手順については、「CICS

Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHEIP

AEY9
説明: 次のいずれかです。
v EXEC インターフェース・プログラム DFHEIP によってサ

ポートされていない EXEC CICS コマンドが出された。

v トランザクションが、EXEC インターフェース・プログラム

DFHEIP によって原則としてサポートされている EXEC
CICS コマンドを出したが、前提条件の機能が現行の CICS
スタートアップ時に含まれていない。

v アプリケーション「スタブ」(DFHRMCAL マクロの拡張部

分) を介して非 CICS コマンドが出されたが、プログラム

DFHERM は、必要な非 CICS サポートが使用できないこと

を検出した。

v リモート資源の使用を試みたが、EXEC CICS コマンド内に

ローカル SYSID が指定されていたか、あるいはリモート

SYSID が指定されているのにローカル資源を使おうとし

た。

v リモート資源の使用を試みたが、ISC はサポートされていな

い。

v EXEC CICS コマンドに無効な AID ID または

CONDITION ID が入っている。これは、EXEC CICS コマ

ンドが破壊されていることを示します。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム識別名が指定されていて、しかも資

源名が正しいかどうかを調べてください。 そうでない場合に

は、システム・プログラマーに知らせてください。 コマンド

(またはアプリケーション・スタブ) が破壊されているか、使用

できない機能を生成すること (CICS コマンド) または

ENABLE (使用可能) にすること (非 CICS コマンド) が必要

であるか、または例外的に非 CICS サポートが損傷を受けて自

ら CICS システムから取り消しを試みているかのいずれかで

す。

モジュール: DFHEIP、DFHEEI
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AEZA
説明: トランザクションが TASKDATALOC(ANY) で定義さ
れましたが、トランザクション内のプログラムが AMODE 24
を実行していました。 したがって、EXEC インターフェー
ス・プログラムは、そのアプリケーションの TCA へアクセス
することができません。 さらに、EIB に対して行われた参照
は、トランザクションが記憶保護例外により失敗する原因とな
ります。
システムの処置: トランザクションは異常終了します。
ユーザーの処置: TASKDATALOC(BELOW) を指定したトラ
ンザクションに対して、新しい定義を再定義してインストール
するか、またはこのプログラムを AMODE 31 としてリンクし
直します。
モジュール: DFHEIP

AEZB
説明: トランザクションが TASKDATALOC(ANY) で定義さ
れ、そのアプリケーションがタスク関連ユーザー出口の呼び出
しを試みています。 しかし、タスク関連ユーザー出口が
AMODE 24 でリンク・エディットされていて、
LINKEDITMODE オプションにより使用可能になっています。
このことは、CICS が AMODE 24 でそのユーザー出口を呼び
出すように指示しています。 AMODE 24 のタスク関連ユーザ
ー出口は、呼び出しアプリケーションが TASKDATALOC
(ANY) で実行されているときには、実行することができませ
ん。これにより、記憶保護例外またはストレージの上書きを引
き起こすからです。
システムの処置: トランザクションは異常終了します。
ユーザーの処置: TASKDATALOC(BELOW) を指定したトラ
ンザクションに対して新しい定義を再定義してインストールす
るか、またはタスク関連ユーザー出口を修正して、それが
AMODE 31 で呼び出されるようにします。
モジュール: DFHERM

AEZC
説明: トランザクションが TASKDATALOC(ANY) で定義さ
れましたが、そのトランザクション内のプログラムは AMODE
24 を実行するように定義されています。 トランザクションが
TASKDATALOC(ANY) で実行されているときには、CICS は
AMODE 24 プログラムを呼び出すことはできません。これに
より、記憶保護例外またはストレージの上書きを引き起こすか
らです。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: TASKDATALOC(BELOW) を指定したトラ
ンザクションに対して新しい定義を再定義してインストールす
るか、またはこのプログラムを AMODE 31 としてリンクし直
してください。
モジュール: DFHAPLI

AEZD
説明: TASKDATAKEY(CICS) と定義したトランザクションの
一部として、EXECKEY(USER) と定義したプログラムを実行し
ようとしました。 これらの属性には互換性がないため、トラン
ザクションは異常終了します。 この非互換性は、プログラム定
義が自動導入されている結果、起こる場合があります。 プログ
ラムの自動インストールについての詳細は、「CICS

Customization Guide」および「CICS Resource Definition
Guide」を参照してください。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: TASKDATAKEY(USER) を指定したトラン
ザクション、または EXECKEY(CICS) を指定したプログラム
のいずれかに、新しい定義を再定義し、インストールしてくだ
さい。

この異常終了は、CICS トランザクションの実行時に起こりま
す。これは、そのプログラムに対して CICS 提供の定義を使用
していないことが原因と考えられます。ユーザー独自の CICS
提供プログラム定義のコピーを使用している場合には、そのコ
ピーが EXECKEY(CICS) として定義されていなければなりま
せん。
モジュール: DFHAPLI

AEZI
説明: ACTIVITYERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード 597 ページの『AEIA』 の
「説明」を参照してください。
システムの処置: なし。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHEIP

AEZJ
説明: CONTAINERERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード 597 ページの『AEIA』 の
「説明」を参照してください。
システムの処置: なし。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHEIP

AEZL
説明: TOKENERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード 597 ページの『AEIA』 の
「説明」を参照してください。
システムの処置: なし。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHEIP

AEZV
説明: CHANNELERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。
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詳細については、異常終了コード 597 ページの『AEIA』 の
「説明」を参照してください。
システムの処置: なし。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHEIP

AEZW
説明: CCSIDERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード 597 ページの『AEIA』 の
「説明」を参照してください。
システムの処置: なし。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHEIP

AEZY
説明: CODEPAGEERR 条件は処理されません。

これは、EXEC インターフェース・プログラムが出すいくつか
の異常終了の 1 つです。これらの異常終了は特性が似ているた
め、1 つのグループとして記述されます。

詳細については、異常終了コード 597 ページの『AEIA』 の
「説明」を参照してください。
システムの処置: なし。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHEIP

AFCB
説明: モジュール DFHFCEI が、モジュール DFHXSRC に対
してリソース・レベル・セキュリティー検査 (RSLC) 要求を出
し、OK または EXCEPTION 以外の応答を受け取りました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トレースを調べて、エラー発生時に
DFHXSRC により作成された例外トレース項目を見つけ出して
ください。 このトレース項目を使用して、DFHXSRC からの
戻りコードの原因を突き止めてください。
モジュール: DFHFCEI

AFCC
説明: ファイル制御要求処理モジュール DFHFCFR を呼び出
すときに、内部論理エラーが検出されました。 その呼び出し側
のパラメーター・リストにエラーがあることを示す INVALID
応答を、DFHFCFR がその呼び出し側に返したか、または、そ
の呼び出し側によって認識されない戻りコードを、DFHFCFR
が返したかのいずれかです。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS TS 問題判別の手引き」の第
4 部を参照してください。
モジュール: DFHFCEI、DFHDMPCA、DFHDBP

AFCD
説明: AFCT 項目を見つけようとしているときに、テーブル・
マネージャー DFHTMP が、その呼び出し側によって処理でき
ない「破滅的なエラー」応答を返しました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHFCEI

AFCE
説明: FFLE ストレージに対する GETMAIN が失敗しまし
た。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 失敗したトランザクションを再試行してくだ
さい。
モジュール: DFHFCEI

AFCF
説明: ファイル制御要求を出している複数のタスク間でデッド
ロックが検出されました。
システムの処置: デッドロックに入ったタスクは異常終了し、
CICS トランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: このトランザクションおよび同じファイルを
更新するシステム内の他のトランザクションを調べて、デッド
ロックの原因を突き止めてから、そのエラーを訂正してくださ
い。

トランザクションが同じ作業単位内のいくつかのファイルを更
新するときには、すべてのトランザクションがこれらのファイ
ルを同じ順序で更新する必要があります。 AFCF を異常終了
するトランザクションは、トランザクション定義内で
RESTART(YES) を指定し、適切な DFHREST プログラムをコ
ーディングすることによって再試行できます。
モジュール: DFHFCEI

AFCG
説明: ファイルが、ファイル自体をデッドロックする原因とな
る一連のファイル制御要求を出しました。
システムの処置: デッドロックに入ったタスクは異常終了し、
CICS トランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: このトランザクションがこのファイルに対し
て行った以前の要求を調べて、デッドロックの原因を識別して
から、そのエラーを訂正してください。

READ UPDATE 要求または WRITE MASSINSERT 要求の対
象であるレコードと同じ CI 内にあるレコードを読み取ろうと
すると、VSAM LSR ファイルに同じ原因の自己デッドロック
が起こります。
モジュール: DFHFCEI

AFCH
説明: トランザクションが、そのトランザクション用の活動ブ
ラウズを持つリモート共用データ・テーブルに要求を出しまし
たが、そのテーブルは所有 CICS システムによって使用不能に
されているか、クローズされているか、あるいは所有 CICS シ
ステムに障害が起こりました。
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システムの処置: 要求を出したトランザクションは異常終了
し、トランザクション・ダンプが作成されます。

CICS は正常に続行されます。
ユーザーの処置: アプリケーション所有領域において、CICS
システムを所有しているファイルでの FORCE 要求または
CICS システムを所有しているファイルの障害の後に通常行う
処置をとってください。

詳しい手引きについては、「CICS Shared Data Tables Guide」
を参照してください。
モジュール: DFHFCEI

AFCJ
説明: DFHFCU は、DFHFCFS に対してファイルをオープン
するための呼び出しを出しました。 そのタスクが CSFU トラ
ンザクションに対して指定された DTIMEOUT 間隔よりも長く
資源を待っていたため、除去されたエラーが DFHFCFS から
返されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 CICS 処理は続行されます。
ユーザーの処置: ダンプを調べて、エラーの原因を突き止めて
ください。 システム・ダンプは、CEMT SET TRDUMPCODE
コマンドを使用して、該当するダンプ・テーブル項目を追加す
ることによって作成できます。
モジュール: DFHFCU

AFCM
説明: CSSY トランザクションによるデータ・テーブルのロー
ド時に、異常終了が検出されたか、または通常の処理を続行で
きなくなった後でドメイン呼び出しが応答 (DISASTER など)
を返しました。
システムの処置: メッセージが出されます。(DFHFC0945、
DFHFC0946、DFHFC0947、または DFHFC0948 の 1 つ)。デ
ータ・テーブルのロードが終了し、CSSY が異常終了します。
ユーザーの処置: この異常終了が、ロード時の異常終了の結果
として作成された場合には、メッセージ DFHFC0945 が出され
ます。 この異常終了が、ドメイン呼び出しを失敗した結果起こ
った場合には、どのドメインにより失敗が返されたかによっ
て、メッセージ DFHFC0946、DFHFC0947、または
DFHFC0948 のいずれかが出されます。 詳細については、メッ
セージの説明を参照してください。
モジュール: DFHDTLDX

AFCN
説明: トランザクションがファイル要求を出し、それが原因で
ファイル管理がジャーナル・レコードを作成しようとしました
が、レコードが長すぎます。 これは、このファイルのファイル
管理テーブル (FCT) 項目で参照されるジャーナルのブロッ
ク・サイズが、ジャーナル・レコードを書き込むには小さすぎ
ることを示します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: FCT とジャーナル管理テーブル (JCT) の間
の矛盾を訂正してください。 ジャーナル番号が FCT 項目で誤
りであるか、大きなブロック・サイズでジャーナルを再定義す
る必要があるかのいずれかです。

エラーのあったジャーナルは、システム・ログ、順方向リカバ
リー・ログ、または自動ジャーナル処理用のジャーナルです。

エラーの時点で行われた例外トレースを調べてください。 これ
は、ジャーナル管理域 (JCA) を形式設定します。 JCA は、エ
ラーのあったジャーナルの番号を識別します。

エラーを検出したモジュールが DFHDMPCA の場合、エラー
は、CSD (DFHCSD) の定義で参照されるジャーナルに関連付
けられます。
モジュール: DFHDMPCA、DFHFCEI

AFCP
説明: トランザクションがファイル要求を出し、それが原因で
ファイル管理がジャーナル・レコードを作成しようとしました
が、ジャーナル管理が IDERROR 応答を出しました。 これ
は、このファイルのファイル管理テーブル (FCT) 項目で参照
されるジャーナルがジャーナル管理テーブル (JCT) に定義され
ていないことを示します。
システムの処置: これは、順方向リカバリーまたはバックアウ
トを実行する機能に影響を与える可能性がある重大エラーであ
るため、ジャーナル管理から IDERROR を受け取った直後
に、CICS はコンソールにメッセージを書き出し、例外トレー
ス項目を記録し、システム・ダンプを取ります。 その後で、そ
のタスクは異常終了し、CICS トランザクション・ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: FCT と JCT の間の矛盾を訂正してくださ
い。 ジャーナル番号が FCT 項目で誤りであるか、JCT 項目
が欠落しています。

エラーのあったジャーナルは、システム・ログ、順方向リカバ
リー・ログ、または自動ジャーナル処理用のジャーナルです。
エラーの時点で行われた例外トレースを調べてください。 これ
は、JCA を形式設定します。 JCA は、エラーのあったジャー
ナルの番号を識別します。

エラーを検出したモジュールが DFHDMPCA の場合、エラー
は、CSD (DFHCSD) の定義にあります。
モジュール: DFHDMPCA、DFHFCEI

AFCQ
説明: トランザクションがファイル要求を出し、それが原因で
ファイル管理がジャーナル・レコードを作成しようとしました
が、ジャーナル管理が LERROR 応答を出しました。 これ
は、このファイルのファイル管理テーブル (FCT) 項目で参照
されるジャーナルのブロック・サイズが、ジャーナル・レコー
ドを書き込むには小さすぎることを示します。 このファイルが
順方向リカバリー用に定義されていた場合、システムは異常終
了の直前に行われたすべての変更をバックアウトして、これを
バックアウト・ログに記録しようとします。 この結果、システ
ム異常終了を引き起こす 2 番目の LERROR が起こる可能性
があります。
システムの処置: これは、順方向リカバリーまたはバックアウ
トを実行する機能に影響を与える可能性がある重大エラーであ
るため、ジャーナル管理から IDERROR を受け取った直後
に、CICS はコンソールにメッセージを書き出し、例外トレー
ス項目を記録し、システム・ダンプを取ります。 その後で、そ
のタスクは異常終了し、CICS トランザクション・ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: FCT と JCT の間の矛盾を訂正してくださ
い。 ジャーナル番号が FCT 項目で誤りであるか、大きなブロ
ック・サイズでジャーナルを再定義する必要があるかのいずれ
かです。
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エラーのあったジャーナルは、システム・ログ、順方向リカバ
リー・ログ、または自動ジャーナル処理用のジャーナルです。
エラーの時点で行われた例外トレースを調べてください。 これ
は、JCA を形式設定します。 JCA は、エラーのあったジャー
ナルの番号を識別します。

エラーを検出したモジュールが DFHDMPCA の場合、エラー
は、CSD (DFHCSD) の定義で参照されるジャーナルに関連付
けられます。
モジュール: DFHDMPCA、DFHFCEI

AFCY
説明: このトランザクションは、主ファイル制御プログラム
(DFHFCFR) に対する呼び出しが行われることになるファイル
要求を出しました。要求の処理時に、このトランザクションが
除去されました (つまり、そのトランザクションが明示的
CANCEL 要求の対象であったか、タイムアウトになったか、
または CICS が SOS 条件を緩和しようとして終了のため選択
しました)。 「除去された」応答が、DFHFCFR からその呼び
出し側に返されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。

例外トレース項目が、除去が検出された時点と異常終了の出さ
れた時点の間で作成されました。
ユーザーの処置: 場合によっては、例えばトランザクションが
明示的に除去された場合、これ以上処置を行う必要はありませ
ん。

そうでない場合には、例外トレースとトランザクション・ダン
プを調べて、除去が発生した時点を識別してください。
モジュール: DFHDBP、DFHDMPCA、DFHFCEI

AFCZ
説明: このトランザクションは、主ファイル制御プログラム
(DFHFCFR) に対する呼び出しが行われることになるファイル
要求を出しました。 「破滅的なエラー」応答が、DFHFCFR
からその呼び出し側に対して返されました。
システムの処置: 破滅的なエラーが検出された時点で、CICS
はコンソールに対してメッセージを書き出し、例外トレース項
目を記録して、システム・ダンプを取ります。 トレースおよび
ダンプの検査により、エラーの発生時点が識別されます。

その後で、そのタスクは異常終了し、CICS トランザクショ
ン・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーはトレースとトラン
ザクション・ダンプを使用して、エラーが何であるか、またそ
れが発生した理由を突き止めてください。
モジュール: DFHDBP、DFHDMPCA、DFHFCEI

AFC0
説明: ファイル制御の再始動が失敗した後で、ファイルを更新
しようとしました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: ファイル制御の再始動での失敗の原因を突き
止めてください。 CICS を再始動してください。
モジュール: DFHFCEI、DFHDMPCA

AFC2
説明: DFHFCU は、DFHFCFS に対してファイルをオープン
するための呼び出しを出しました。 DFHFCFS から破滅的な
エラーが返されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。

破滅的なエラーが検出された時点で、CICS はコンソールに対
してメッセージを書き出し、例外トレース項目を記録して、シ
ステム・ダンプを取ります。

CICS 処理は続行されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーは、トレース、シス
テム・ダンプ、およびすべての関連 CICS メッセージを調べ
て、エラーの原因を識別する必要があります。
モジュール: DFHFCU

AFC4
説明: トランザクションがレコードについてファイル要求を出
しましたが、そのレコードの長さがリカバリー可能固定長ファ
イルの定義済みレコード長と一致しません。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: レコードの長さを、ファイルの固定長の長さ
になるように調整してください。
モジュール: DFHFCEI

AFC7
説明: CICS 定義ファイル (CSD) マネージャー
(DFHDMPCA) は、DFHCSD ファイルを使用可能にするか、
オープンもしくはクローズを行うために、DFHFCFS に対して
要求を出しました。 DFHFCFS から DFHDMPCA に、「破滅
的なエラー」応答が返されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。

破滅的なエラーが検出された時点で、CICS はコンソールに対
してメッセージを書き出し、例外トレース項目を記録して、シ
ステム・ダンプを取ります。

CICS 処理は続行されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーは、トレース、シス
テム・ダンプ、およびすべての関連 CICS メッセージを調べ
て、エラーの原因を識別する必要があります。
モジュール: DFHDMPCA

AFC9
説明: タスクが、バックアウトを失敗したデータ・セットに関
連付けられたファイルを更新しようとしました。 データ・セッ
トが破壊状態であるため、これ以上更新はできず、バックアウ
ト障害処理の一部として、破壊データ・セットを参照するすべ
てのファイルがクローズされます。 ファイルの既存のユーザー
は、その要求がファイルを変更しない場合、要求を完了するこ
とを許可されます (例えば、ブラウズは完了することができま
す)。
システムの処置: 主ファイル制御プログラム DFHFCVS は、
バックアウトを失敗したデータ・セットを参照するファイルに
対して更新が試みられていることを検出します。 CICS はメッ
セージ DFHFC0306 をコンソールに書き出し、例外トレース項
目を記録します。
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その後、DFHFCVS は BACKOUT_FAILED 応答を呼び出し側
プログラムへ返し、異常終了コード AFC9 でトランザクショ
ンを終了します。
ユーザーの処置: データ・セットに更新を行う前に、データ・
セットをリカバリーすることが必要です。 詳細については、そ
の前のバックアウト障害のメッセージを参照してください。
モジュール: DFHFCEI、DFHDMPCA

AGMA
説明: 日常業務開始メッセージ・トランザクションの開始が、
表示する端末識別名を指定せずに試行されました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: ダンプを使用して、トランザクションを開始
する試みがどのように行われたかを突き止めてください。 端末
識別名が指定されていない日常業務開始メッセージ・トランザ
クションに対して、EXEC CICS START が行われないように
してください。
モジュール: DFHGMM

AICA
説明: あるタスクが、制御権を渡さずに、ランナウェイ時間間
隔 (ICVR システム初期設定パラメーターによって定義される)
よりも長い間実行されていました。 ランナウェイ・タスク条件
は、アプリケーション内でループが存在する可能性のあること
を示しています。
システムの処置: そのタスクは終了し、AICA トランザクショ
ン・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: ループの取り扱いについては、「CICS
Problem Determination Guide」を参照してください。
モジュール: DFHSRP

AICB
説明: システム・シャットダウン時に RETRIEVE WAIT 要求
が再び出されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHICP

AICC
説明: タイマー (TI) ドメイン要求から、間違った応答が返さ
れました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHTAJP、DFHICP

AICD
説明: カーネル (KE) ドメイン要求から、間違った応答が返さ
れました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHICP

AICE
説明: ディスパッチャー (DS) ドメイン要求 (AICG 以外) か
ら、間違った応答が返されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHICP

AICF
説明: トランザクション・マネージャー (TM) ドメイン要求か
ら、間違った応答が返されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHICP

AICG
説明: PURGED 応答が、理由コード TASK_CANCEL ととも
にディスパッチャー・ドメイン (DS) 要求から返されました。
そのタスクは明示的に取り消されたため、TASK_CANCEL が
返されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに知らせて、タスク
が除去された理由を判別してください。
モジュール: DFHICP

AICH
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する要求
が正常に完了する前に、タスクが除去されました。 除去された
条件を最初に検出したドメインが、例外トレースを提供しま
す。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。
これは、CEMT トランザクションを介してマスター端末オペレ
ーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクションに
指定した DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト) 値を超え
て待機した後タイムアウトになったタスクによるものです。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、
これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス
テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト
になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト
レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー
ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら
して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。
そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす
という方法もあります。
モジュール: DFHICP、DFHEIIC
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AICJ
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する呼び
出しで、エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない
EXCEPTION 応答) が起こりました。 最初のエラーを検出し
たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ
び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指
定したオプションによって異なる) を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHICP

AICK
説明: モジュール DFHEIIC が、モジュール DFHXSRC に対
してリソース・レベル・セキュリティー検査 (RSLC) 要求を発
行し、OK でも EXCEPTION でもない応答を受け取りまし
た。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トレースを調べて、エラー発生時に
DFHXSRC により作成された例外トレース項目を見つけ出して
ください。 このトレース項目を使用して、DFHXSRC からの
戻りコードの原因を突き止めてください。
モジュール: DFHEIIC

AICL
説明: DFHEIIC が、コマンド・レベル・パラメーター・リス
ト内で無効な機能コードを検出しました。 その原因は、ストレ
ージの上書きまたは CICS 内部論理エラーのいずれかです。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、IC コンポ
ーネントおよび EI コンポーネントのレベル 1 のトレースが問
題判別に役立ちます。 トランザクション・ダンプのプログラ
ム・ストレージ・セクションを調べ、処理しようとしているコ
マンドの引数 0 (EXEC インターフェース記述子 (EID)) と、
同じコマンドに対して変換プログラムが作成した引数 0 を比較
してください。 両者の違いの中に、アプリケーション・プログ
ラムの上書きを示すものがある可能性があります。 この問題を
解決するには IBM の支援が必要です。 手順については、
「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく
ださい。
モジュール: DFHEIIC

AICN
説明: ユーザー・ドメイン (US) 要求から、間違った応答が返
されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHICP

AICO
説明: ユーザー (US) ドメインへの呼び出しから、予期しない
EXCEPTION 応答を受け取りました。

この呼び出しは、端末なしで開始されたトランザクションの初
期設定中に、 トランザクションとその特定のユーザーとを関連
付ける処理の一部として出されました。 しかし、特定のユーザ
ーとトランザクションを関連付ける試みは失敗しました。

トランザクションの特定のユーザーのユーザー ID が、正しく
定義されていない可能性があります。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクションの特定のユーザーが正しく
定義されていない理由を突き止めてください。

外部セキュリティー・マネージャー (ESM) が CICS ジョブに
対して出したメッセージを調べてください。 セキュリティー管
理者の支援が必要になる場合があります。

トランザクション・ダンプを調べて、外部セキュリティー・マ
ネージャーが、ユーザーが正しく定義されていないことを
CICS に知らせた理由を判別する必要がある場合もあります。

ユーザーが正しく定義されている場合は、トランザクションの
やり直しを考慮してください。
モジュール: DFHICXM

AICR
説明: DFHTC 書き込み要求が、IRC に対して失敗しました。
TCATPAPR および TCTEIRET 内の戻りコードを調べて、そ
の理由を判別する必要があります。
システムの処置: CSNC トランザクションは異常終了し、
CICS トランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHCRR

AISA
説明: ミラー・トランザクション (CSMI) が、端末以外の機構
からタスク生成されました。 これは許可されていません。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: ダンプを使用してフィールド TCAFCAAA
を調べ、無効なタスク生成を識別してください。
モジュール: DFHMIRS

AISB
説明: ミラー・トランザクション (CSMI) が、それを生成した
トランザクションから渡されたデータの中にエラーを検出しま
した。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 無効な入力は、トランザクション・ダンプで
見つけることができます。 このエラーは、2 つのシステム間に
何らかの不一致があったときに起こると考えられます。 その典
型的な例としては、DL/I なしで生成されたシステムで受け取
られた DL/I 要求があります。
モジュール: DFHMIRS
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AISC
説明: ミラー・トランザクション (CSMI) は、端末から TIOA
を受け取りませんでした。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: ダンプの中のトレース内容およびダンプされ
た TCTTE を使用して、問題をさらに分析する必要がありま
す。
モジュール: DFHMIRS

AISD
説明: ミラー・プログラムは、要求を実行し、その結果として
ゼロ以外の戻りコードを受け取りました。 使用されているシス
テム間リンクのデータ流れ制御状態では、通常、このような情
報が戻されることは考えられません。
システムの処置: そのミラー・タスクは異常終了し、CICS ト
ランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 提供されたトランザクション・ダンプに、ゼ
ロ以外の戻りコードが出された原因を分析するために必要な情
報が示されています。
モジュール: DFHMIRS

AISE
説明: ミラー・プログラムは DL/I 要求を出しましたが、
DL/I サポートは生成されていません。
システムの処置: そのミラー・タスクは異常終了し、CICS ト
ランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクション・ダンプは必要な情報を提
供します。
モジュール: DFHMIRS

AISF
説明: CICS ミラー・プログラム DFHMIRS は、サポートさ
れていない方法でタスク生成されました。ミラー・トランザク
ションのための基本機能が APPC として定義されています
が、会話のマッピングが行われていません。
システムの処置: CICS はそのトランザクションを異常終了さ
せ、トランザクション・ダンプを作成します。
ユーザーの処置: ミラー・トランザクションをタスク生成させ
る原因となったシステムに問題があります。 この問題を解決す
るには IBM の支援が必要です。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHMIRS

AISG
説明: ミラー・プログラムが要求を実行し、応答を作成しまし
た。 しかし、システム間リンクのデータ流れ制御状態がそれを
送信できる状況になかったために、応答は送られませんでし
た。
システムの処置: そのタスク (CSMI) は、異常終了して、
CICS トランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 提供されたトランザクション・ダンプを使用
して、問題を分析してください。
モジュール: DFHMIRS

AISH
説明: 新しい接続タスク CSNC が、誤った方法で (例えば端
末から、あるいは EXEC CICS START 要求を経由して) 呼び
出されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHCRNP

AISI
説明: 機能シップ要求が DFHEIP から DFHISP へ渡されま
したが、 変換プログラム DFHXFP によって、これは無効であ
ることが検出されました。
システムの処置: 機能シップ要求を出したトランザクションは
異常終了し、CICS トランザクション・ダンプが作成されま
す。
ユーザーの処置: トランザクション・ダンプに、問題をさらに
分析するために必要な情報が示されています。
モジュール: DFHISP

AISJ
説明: DFHCRR へのリンクが失敗したために、IRC 管理タス
ク CSNC が異常終了しました。
システムの処置: システム・ダンプが作成され、CSNC が異
常終了します。他のシステムへの MRO リンクを使用している
タスクは、すべて異常終了します。このシステムと現在通信を
行っている他の CICS 領域 (共用データベース・バッチ領域を
含む) のタスクも、すべて異常終了します。
ユーザーの処置: プログラム DFHCRR が使用可能であること
を確認してください。
モジュール: DFHCRNP

AISK
説明: APPC セッションでの機能シップ要求の実行時に、ユー
ザー・トランザクションが異常終了させられました。 これは、
リモート・システムでミラー・トランザクションが異常終了し
たため、このセッションを通じて同期点ロールバックに対する
要求が送られたことから起こっています。 CICS は、このよう
な状況にあるユーザー・トランザクションを異常終了させ、機
能シップがトランザクションに対し透過的な状態を保つように
します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: ミラー・システムに関するログを調べて、ミ
ラー・タスクの元の異常終了の理由を判別してください。
モジュール: DFHISP

AISL
説明: LU サービス管理トランザクションが、ユーザー端末か
ら直接開始されました。 これは許可されていません。
システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス
クは異常終了します。
ユーザーの処置: なし。LU サービス管理トランザクション
は、CICS によって内部的に開始されなければなりません。
モジュール: DFHLUP、DFHCLS3、DFHCLS4、DFHZLS1
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AISM
説明: トランザクションが、TYPE=REMOTE のテーブル項目
に対して、マクロ・レベル要求を出しました。 リモート・シス
テムでの操作の要求は、コマンド・レベルで出された場合のみ
有効です。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクションを、コマンド・レベルまた
は CALL レベルを使用して書き直すか、最初に設計されたテ
ーブルを使用して実行してください。
モジュール: DFHTDP

AISP
説明: ミラー・トランザクション (トランザクション ID
CSM1、CSM2、CSM3、CSM5、または CSMI) が、無効な基
本機能により呼び出されました。 そのミラー・トランザクショ
ンは、その基本機能として MRO セッション、LU6.1 セッシ
ョン、または APPC セッションを使用して実行されます。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクション ID を端末で入力してミラ
ー・トランザクションを呼び出すことは避けてください。
モジュール: DFHMIRS

AISQ
説明: EXEC CICS コマンドが、CPI 通信セッションに対して
出されました。 CPI 通信セッションとは、関連する CPI 通信
制御ブロック (CPC) を備えているセッションです。
システムの処置: そのミラー・タスクは異常終了し、CICS ト
ランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 会話の同じ側で EXEC コマンドを CPI 通信
呼び出しと混在させないでください。
モジュール: DFHMIRS

AISS
説明: CICS がリモート APPC システムとの会話を開始しよ
うとしているときに、セキュリティー違反が起こりました。 要
求プログラムのセキュリティー・アクセス・レベルが、接続さ
れた APPC システム上のトランザクションにアクセスするに
は不十分でした。 要求の性質およびセキュリティーが設定され
ている方法によって異なりますが、不十分なアクセス・レベル
を持つ要求プログラムとしては、ローカル CICS システム、要
求トランザクション、または端末ユーザーがあります。

注: リモート領域でのセキュリティー障害の後で DTP プログ

ラムが異常終了する場合には、コード AISS は出されません。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: まず、アクセスが正しく拒否されたかどうか

を確認してください。 次に必要があれば、アクセス・レベルを

変更します。

モジュール: DFHZARM

AIST

説明: DFHTC TYPE=LOCATE コマンドの後で、予期しない

戻りコードが返されました。

システムの処置: システム・ダンプが作成され、CSNC が異

常終了します。 他のシステムへの MRO リンクを使用してい

るタスクは、すべて異常終了します。このシステムと現在通信

を行っている他の CICS 領域 (共用データベース・バッチ領域

を含む) のタスクもすべて異常終了します。

ユーザーの処置: システム・ダンプ内のトレース内容を使用し

て、さらに詳しく問題を分析してください。

モジュール: DFHCRNP

AISU

説明: FCENT 制御ブロックを FREEMAIN するためのストレ

ージ・マネージャー・ドメイン (SM) に対する呼び出しで、

INVALID、DISASTER、または EXCEPTION 条件が発生しま

した。

最初のエラーを検出したドメインは、例外トレース、コンソー

ル・メッセージ、そしておそらくシステム・ダンプを提供しま

す。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス

クは異常終了します。

ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作

成された関連メッセージを参照してください。

モジュール: DFHMIRS

AISV

説明: FCENT 制御ブロックを FREEMAIN するためのストレ

ージ・マネージャー・ドメイン (SM) に対する呼び出しで、

PURGED 条件が発生しました。

最初のエラーを検出したドメインは、例外トレース、コンソー

ル・メッセージ、そしておそらくシステム・ダンプを提供しま

す。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス

クは異常終了します。

ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。

これは、CEMT トランザクションを介してマスター端末オペレ

ーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクションに

指定した DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト) 値を超え

て待機した後タイムアウトになったタスクによるものです。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、

これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス

テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト

になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト

レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー

ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら

して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。

そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす

という方法もあります。

モジュール: DFHMIRS

AISM • AISV
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AISW

説明: CRB 制御ブロックを GETMAIN または FREEMAIN
するためのストレージ・マネージャー・ドメイン (SM) に対す

る呼び出しの際に、INVALID、DISASTER、または

EXCEPTION 条件が発生しました。

最初のエラーを検出したドメインは、例外トレース、コンソー

ル・メッセージ、そしておそらくシステム・ダンプを提供しま

す。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス

クは異常終了します。

ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作

成された関連メッセージを参照してください。

モジュール: DFHCRSP

AISX

説明: CRB 制御ブロックを GETMAIN または FREEMAIN
するためのストレージ・マネージャー・ドメイン (SM) に対す

る呼び出しの際に、PURGED 条件が発生しました。

最初のエラーを検出したドメインは、例外トレース、コンソー

ル・メッセージ、そしておそらくシステム・ダンプを提供しま

す。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス

クは異常終了します。

ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。

このタスクは、CEMT トランザクションを介してマスター端末

オペレーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクシ

ョンに指定された DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト)
値を超えて待った後でタイムアウトになったタスクによって除

去されました。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、

これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス

テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト

になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト

レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー

ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら

して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。

そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす

という方法もあります。

モジュール: DFHCRSP

AISY

説明: LU サービス管理トランザクションが開始されました

が、無効なパラメーターが検出されました。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス

クは異常終了します。

ユーザーの処置: 詳細については、メッセージ DFHZC4921
を参照してください。

モジュール: DFHLUP

AISZ

説明: LUTYPE6.2 同期点 1 の会話で送られた START
PROTECT NOCHECK 要求をコミットしているときに、

DFHMXP が予期しない応答を受け取りました。

システムの処置: タスクは異常終了します。

ユーザーの処置: パートナー・システムでトランザクション

CVMI に何が起こったのかを突き止めてください。 START
PROTECT NOCHECK 要求がコミットされた場合には、さら

に処置をとる必要はありません。それらの要求がコミットされ

ていない場合には、エラーからリカバリーするためにユーザー

定義の処置を必要とします。

モジュール: DFHMXP

AIS1

説明: DFHMROQM FUNC=ENQ コマンドが出された後で、

予期しない戻りコードが返されました。

このコマンドは、IRC 初期設定時に IRC 制御タスク (CSNC)
の作業をエンキューするときに出されました。

システムの処置: IRC が CICS 初期設定時に初期設定されて

いる場合 (IRCSTRT を DFHSIT 内に指定したか、または指定

変更パラメーターとして指定した結果)、CICS は異常終了しま

す。

IRC が CEMT SET IRC OPEN コマンドの実行時に初期設定

された場合には、CEMT トランザクションが異常終了します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCRSP

AIS2

説明: DFHMROQM FUNC=WAIT_Q コマンドが出された後

で、予期しない戻りコードが返されました。

このコマンドは、IRC 作業がさらに処理されるのを待っている

ときに出されます。

システムの処置: システム・ダンプが作成され、CSNC が異

常終了します。 他のシステムへの MRO リンクを使用してい

るタスクは、すべて異常終了します。

このシステムと現在通信を行っている他の CICS 領域 (共用デ

ータベース・バッチ領域を含む) のタスクもすべて異常終了し

ます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCRNP

AIS3

説明: STCK (Store Clock) 命令を出そうとする試みが失敗し

ました。

システムの処置: システム・ダンプが作成され、CSNC が異

常終了します。

他のシステムへの MRO リンクを使用しているタスクは、すべ

て異常終了します。
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このシステムと現在通信を行っている他の CICS 領域 (共用デ

ータベース・バッチ領域を含む) のタスクもすべて異常終了し

ます。

ユーザーの処置: システム刻時機構を修理または使用可能にし

てください。

モジュール: DFHCRNP

AIS4

説明: DFHMROQM FUNC=ENQUEUE コマンドが出された

後で、予期しない戻りコードが返されました。 このコマンド

は、IRC「遅延作業」キューに対して作業をエンキューすると

きに出されました。

システムの処置: システム・ダンプが作成され、CSNC が異

常終了します。 他のシステムへの MRO リンクを使用してい

るタスクは、すべて異常終了します。

このシステムと現在通信を行っている他の CICS 領域 (共用デ

ータベース・バッチ領域を含む) のタスクもすべて異常終了し

ます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCRNP

AIS5

説明: DFHMROQM FUNC=ENQUEUE コマンドが出された

後で、予期しない戻りコードが返されました。

このコマンドは、IRC「即時作業」キューに対してエンキュー

するときに出されました。

システムの処置: システム・ダンプが作成され、CSNC が異

常終了します。 他のシステムへの MRO リンクを使用してい

るタスクは、すべて異常終了します。

このシステムと現在通信を行っている他の CICS 領域 (共用デ

ータベース・バッチ領域を含む) のタスクもすべて異常終了し

ます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCRNP

AIS6

説明: ファイル制御読み取り設定バッファーを GETMAIN ま

たは FREEMAIN するためのストレージ・マネージャー・ドメ

イン (SM) に対する呼び出しで、INVALID、DISASTER、また

は EXCEPTION 条件が発生しました。

最初のエラーを検出したドメインは、例外トレース、コンソー

ル・メッセージ、そしておそらくシステム・ダンプを提供しま

す。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス

クは異常終了します。

ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作

成された関連メッセージを参照してください。

モジュール: DFHMIRS

AIS7

説明: ファイル制御読み取り設定バッファーを FREEMAIN
するためのストレージ・マネージャー・ドメイン (SM) に対す

る呼び出しの際に、PURGED 条件が発生しました。

最初のエラーを検出したドメインは、例外トレース、コンソー

ル・メッセージ、そしておそらくシステム・ダンプを提供しま

す。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス

クは異常終了します。

ユーザーの処置: タスクが除去された理由を調べてください。

そのタスクは、マスター端末オペレーターによって、またはデ

ッドロック・タイムアウトの結果、除去されました。

モジュール: DFHMIRS

AIS8

説明: DFHMIRS モジュール内で内部論理エラーが検出されま

した。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHMIRS

AIS9

説明: ミラー・プログラムが、LINK コマンドの完了後に

DPL サーバー・プログラムが無効な状態で戻ったことを検出し

ました。 サーバー・プログラムまたはそれがリンクしていたプ

ログラムは、次に同期点を出した別のプログラムと同期レベル

2 の会話を開始しました。 ミラー・プログラムに制御権が戻っ

た時点で、サーバー・プログラムは未解決の同期点要求に応答

していませんでした。

ミラー・プログラムがこの異常終了コードを出すのは、LINK
要求が SYNCONRETURN を指定しなかった場合だけです。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス

クは異常終了します。

ユーザーの処置: DTP アプリケーションまたはサーバー・プ

ログラムが開始したアプリケーションの設計を訂正してくださ

い。 LINK 要求に SYNCONRETURN オプションが指定され

ていない場合は、同期点を開始する必要があるのは、クライア

ント・プログラムだけです。 DTP アプリケーションから同期

点要求を出す必要がある場合には、LINK 要求に

SYNCONRETURN オプションを指定することを考慮してくだ

さい。 LINK コマンドとそのオプションについての詳細は、

「CICS TS Intercommunication Guide」を参照してください。

モジュール: DFHMIRS

AITI

説明: START CHANNEL または LINK CHANNEL 要求を

処理するミラー・トランザクションが、接続された CICS シス

テムとの間でデータを送信または受信するときに失敗しまし

た。チャネルにかなりのデータ量が含まれている場合があるた

め、チャネル・データを送信するには端末管理への多くの呼び
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出しが必要になることがあります。DFHMIRS はプログラム

DFHAPCR を呼び出して、チャネル・データのすべてのシステ

ム間送信を実行します。端末管理はこれらのいずれかの呼び出

しでエラーを検出しました。このエラーは読み取りのタイムア

ウトか、または CICS がデータを正しく処理するのを妨げる、

フローでのさらに重大なエラーである可能性があります。

システムの処置: そのミラー・タスクは異常終了し、CICS ト

ランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: エラーがタイムアウトの場合、もう一方の側

が会話を継続しない理由を判別します。他のエラーの場合、問

題判別を支援するための端末管理メッセージが関連付けられて

います。 DFHAPCR からのトレース項目を検査して、端末管

理エラーおよびセンス情報を判別してください。

モジュール: DFHMIRS

AJCA

説明: ジャーナル・データ・セットへの出力で、リカバリー不

能入出力エラーが発生しました。ジャーナルのジャーナル処理

トランザクションは、異常終了コード AJCA で異常終了し、

メッセージ DFHJC4513 と DFHJC4517 がコンソールおよび一

時データ宛先 CSMT へ送られます。

システムの処置: メッセージ DFHJC4513、DFHJC4517、およ

び DFHJC4518 を参照してください。

ユーザーの処置: 有効なジャーナルが CRUCIAL の場合、デ

ータ保全性の理由から CICS の遮断が必要な場合があります

(メッセージ DFHJC4518 を参照)。

ジャーナル・データ・セットの保全性の担当者に知らせてくだ

さい。 エラーが続く場合、代替の装置またはエクステントを割

り当てなければならないことがあります。

トランザクション・ダンプには、入出力エラーの原因を判別す

るために必要な情報が完全には含まれていない可能性がありま

す。 トランザクション・ダンプ・コード・テーブルに AJCA
の項目を入れ、システム・ダンプ・オプションを使用して、エ

ラーを再作成することにより、システム・ダンプをとってくだ

さい。

問題判別: 入出力エラーは、次のジャーナル処理モジュールの

いずれかによって検出されます。

有効なジャーナルの JCTTE は、JCTJS フィールドのビット

JCTJSIOE (X'01') がオンになります。

分析 : JCT に CRUCIAL が指定されているジャーナルで入出

力エラーが検出されると、メッセージ DFHJC4518 が出され、

システム・ダンプを取って CICS を終了するよう指示されま

す。 ジャーナルが NONCRUCIAL と指定されていた場合、

ジャーナル処理は異常終了コード AJCA で異常終了します。

各ジャーナルごとに 1 つのジャーナル処理タスクがあり、各タ

スクはタスク ID Jnn を持っています。

モジュール: DFHJCIOE

AJCB

説明: NONCRUCIAL ジャーナル上のデータ・セットの切り

替え中に、エラーが発生しました。ジャーナルのジャーナル処

理トランザクションは、異常終了コード AJCB で異常終了し、

メッセージ DFHJC4512 がコンソールおよび一時データ宛先

CSMT へ送られます。

JCT に CRUCIAL が指定 (JCTJT でビット JCTJTC を X'02'
に設定) されているジャーナルでエラーが検出されると、CICS
は終了してシステム・ダンプが作成されます。

システムの処置: CRUCIAL オプションを使用して、ジャーナ

ルがそのジャーナル管理テーブル (JCT) 項目に指定されている

場合、CICS 実行は終了し、システム・ダンプが作成されま

す。 指定されていない場合は、実行は続けられ、実行中はジャ

ーナルは使用できません。つまり、ジャーナル処理トランザク

ションは異常終了し、異常終了コード AJCB と CICS トラン

ザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: CICS が終了している場合、再始動します。

このタイプのシステム・エラーのデバッグ担当者に知らせてく

ださい。 この条件は、オペレーティング・システムまたは装置

のオープン/クローズ障害によるか、CICS エラーが原因の可能

性があります。

トランザクション・ダンプには、エラーの原因を判別するため

に必要な情報が完全には含まれていない可能性があります。 す

べての情報が含まれていない場合には、メッセージ

DFHJC4512 を受け取った後でシステム・ダンプを取る必要が

あります。

AJCB トランザクション・ダンプには、JCT 項目のアドレスが

入っています。これはレジスター 11 によって指し示されてい

ます。

問題判別: 各ジャーナルごとに 1 つのジャーナル処理タスク

があり、 各タスクはタスク ID Jnn を持っています。

ジャーナル・ステータスは、フィールド JCTJS にあります。

ビット JCTJSNO (X'20') は、ジャーナルがオープンされていな

いことを意味します。

フィールド JCOCAECB の最初のバイトで POST ビットが設

定されていない場合、ジャーナル処理サブタスクは有効です。

JCOCAECB フィールドは、ジャーナル管理オープン/クロー

ズ・リスト DFHJCOCL の最初のワードです。 このストレー

ジは、CSA フィールド CSAJCOCL によってアドレッシング

されます。

分析 : AJCB 異常終了コードは、2 つの理由から DFHJCEOV
によって出されます。すなわち、プログラムが現行データ・セ

ットのクローズを失敗したか、次のデータ・セットのオープン

に失敗した可能性があります。 トレース・テーブルは、どちら

の状態が起こったかを示します。

DFHJCC または DFHJCO は、サブタスクが早期に終了してい

た場合に DFHJCOCP が稼働しなくなっていることを検出する

ことがあります。

DFHJCOCP が呼び出された後、DFHJCOCP が出した OPEN
または CLOSE マクロが失敗したためにエラーが発生します。

モジュール: DFHJCEOV

AJCC

説明: トランザクション ID CSJC (CICS で使用するため予約

済み) が、端末で入力されました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

AJCA • AJCC
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ユーザーの処置: なし。トランザクション ID CSJC を端末で

入力しないでください。

モジュール: DFHJCBSP

AJCD
説明: エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない
EXCEPTION 応答) が、ストレージ・マネージャー (SM) ドメ
インに対する呼び出しで発生しました。 最初に出されたエラー
を検出したドメインが、例外トレースおよびコンソール・メッ
セージ、ならびに (ダンプ・テーブル内のオプションによって
は) おそらくシステム・ダンプを提供しているはずです。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHJCKOJ、DFHJCP、DFHJCPDY

AJCE
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する
GETMAIN 要求が正常に完了する前に、タスクが除去されまし
た。 除去された条件を最初に検出したドメインが、例外トレー
スを提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。
このタスクは、CEMT トランザクションを介してマスター端末
オペレーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクシ
ョンに指定された DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト)
値を超えて待った後でタイムアウトになったタスクによって除
去されました。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、
これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス
テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト
になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト
レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー
ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら
して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。
そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす
という方法もあります。
モジュール: DFHJCP、DFHJCPDY

AJCF
説明: エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない
EXCEPTION 応答) が、ディスパッチャー (DS) ドメインに対
する呼び出しで発生しました。 最初に出されたエラーを検出し
たドメインが、例外トレースおよびコンソール・メッセージ、
ならびに (ダンプ・テーブル内のオプションによっては) おそ
らくシステム・ダンプを提供しているはずです。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHJCBSP、DFHJCC、DFHJCEOV、DFHJCI、
DFHJCKOJ、DFHJCO、DFHJCP、DFHJCSDJ

AJCG
説明: ディスパッチャー (DS) ドメインに対する WAIT 要求
が正常に完了する前に、タスクが除去されました。 除去された
条件を最初に検出したドメインが、例外トレースを提供しま
す。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 強制的な取り消し (CEMT SET TASK、
CEMT SET TERMINAL、CEMT SET CONNECTION の
FORCEPURGE) の結果、タスクは除去されたはずです。 除去
された理由を判別してください。
モジュール: DFHJCC、DFHJCEOV、DFHJCI、DFHJCKOJ、
DFHJCO、DFHJCP、DFHJCSDJ

AJCH
説明: ジャーナル出口の DFHPC リンクが失敗しました。 メ
ッセージ DFHJC4587 または DFHJC4589 のいずれかが、この
障害の検出に対する応答で作成されます。
システムの処置: 要求を出したタスクは異常終了し、CICS ト
ランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用し、メッセ
ージ DFHJC4587 または DFHJC4589 の指示に従って問題を解
決してください。
モジュール: DFHJCC、DFHJCO

AJCI
説明: 初期設定中に、順方向リカバリーで使用するシステム全
体のサブプールを作成する要求が、関数 ADD_SUBPOOL を
使用して SMAD ドメインに対して行われました。 この結
果、INSUFFICIENT STORAGE の応答が返されました。
システムの処置: 重大なストレージ問題のため、初期設定は完
了しないと考えられます。 その他のストレージ関連徴候も発生
する可能性があります。 そのタスクは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: DSA または EDSA の全体のサイズ制限を
増やしてください。 CICS ストレージについての詳細は、
「CICS System Definition Guide」または「CICS Performance
Guide」を参照してください。
モジュール: DFHJCRP

AJCJ
説明: 初期設定中に、順方向リカバリーで使用するシステム全
体のサブプールを作成する要求が、関数 ADD_SUBPOOL を
使用して SMAD ドメインに対して行われました。 この結
果、予期しない応答が返されました。 最初に出されたエラーを
検出したドメインが、例外トレースおよびコンソール・メッセ
ージ、ならびに (ダンプ・テーブル内のオプションによっては)
おそらくシステム・ダンプを提供しているはずです。
システムの処置: ストレージ・マネージャーに関する内部エラ
ーのため、初期設定は完了しないと考えられます。 そのタスク
は異常終了し、CICS トランザクション・ダンプが作成されま
す。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHJCRP
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AJCK
説明: 新しいジャーナル・スレッド制御ブロックを作成するた
めに、DFHJCP が GETMAIN 要求を SMGF ドメインに対し
て出しましたが、要求から予期しない応答を受け取りました。
最初に出されたエラーを検出したドメインが、例外トレースお
よびコンソール・メッセージ、ならびに (ダンプ・テーブル内
のオプションによっては) おそらくシステム・ダンプを提供し
ているはずです。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 最初に出されたエラーを検出したドメインか
らの関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHJCP

AJCL
説明: 内部使用のための新しいジャーナル最小リスト項目を作
成するために、DFHAKP が GETMAIN 要求を SMGF ドメイ
ンに対して出しました。 しかし、要求から予期しない応答を受
け取りました。 最初に出されたエラーを検出したドメインが、
例外トレースおよびコンソール・メッセージ、ならびに (ダン
プ・テーブル内のオプションによっては) おそらくシステム・
ダンプを提供しているはずです。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 その後、CICS は異常終了
し、ダンプおよび VSE ユーザー異常終了コード 0161 が作成
されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHAKP

AJCM
説明: ジャーナル最小リスト項目の処理の開始時に、
DFHAKP はジャーナル管理テーブル内の最初の JCT 項目を見
つけようとして失敗しました。 これは、内部論理エラーが原因
と考えられます。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 その後、CICS は異常終了
し、ダンプおよび VSE ユーザー異常終了コード 0161 が作成
されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHAKP

AJCN
説明: 新しいキーポイント・ディレクトリー項目を作成するた
めに、DFHAKP が GETMAIN 要求を SMGF ドメインに対し
て出しました。 しかし、この結果、ドメインから予期しない応
答が戻されました。 最初に出されたエラーを検出したドメイン
が、例外トレースおよびコンソール・メッセージ、ならびに
(ダンプ・テーブル内のオプションによっては) おそらくシステ
ム・ダンプを提供しているはずです。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 その後、CICS は異常終了
し、ダンプおよび VSE ユーザー異常終了コード 0161 が作成
されます。
ユーザーの処置: 最初に出されたエラーを検出したドメインか
らの関連メッセージを参照してください。

モジュール: DFHAKP

AJCO
説明: 既存のキーポイント・ディレクトリー項目の処理中に、
DFHAKP が SMGF ドメインに対して、KPDE の主ストレー
ジを解放する要求 (FREEMAIN) を出しました。 しかし、こ
の結果、ドメイン呼び出しから予期しない応答が戻されまし
た。 最初に出されたエラーを検出したドメインが、例外トレー
スおよびコンソール・メッセージ、ならびに (ダンプ・テーブ
ル内のオプションによっては) おそらくシステム・ダンプを提
供しているはずです。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 その後、CICS は異常終了
し、ダンプおよび VSE ユーザー異常終了コード 0161 が作成
されます。
ユーザーの処置: 最初に出されたエラーを検出したドメインか
らの関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHAKP

AJCP
説明: DFHJCO からリンクが実行された後で、ジャーナル出
口プログラム DFHXJCO で異常終了が発生しました。
システムの処置: 要求を出したタスクは異常終了し、トランザ
クション・ダンプが作成されます。 メッセージ DFHJC4588
が、この異常終了の検出に対する応答で作成されます。
ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用し、メッセ
ージ DFHJC4588 の指示に従って問題を解決してください。
モジュール: DFHJCO

AJCQ
説明: DFHJCC からリンクが実行された後で、ジャーナル出
口プログラム DFHXJCC で異常終了が発生しました。
システムの処置: 要求を出したタスクは異常終了し、CICS ト
ランザクション・ダンプが作成されます。メッセージ
DFHJC4588 が作成されます。
ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用し、メッセ
ージ DFHJC4588 の指示に従って問題を解決してください。
モジュール: DFHJCC

AJCR
説明: 利用不能の CRUCIAL ジャーナルへのアクセスを試み
た場合、タスクはこのコードで異常終了します。
システムの処置: トランザクションは異常終了します。
ユーザーの処置: トランザクション異常終了コード AJCA
と、メッセージ DFHJC4513、DFHJC4517、および
DFHJC4518 を参照してください。
モジュール: DFHJCP

AKCA
説明: CICS トランザクション・マネージャー (DFHKCP) の
コンポーネントが、無効要求コードを受け取りました。
システムの処置: CICS はそのタスクを終了し、トランザクシ
ョン・ダンプを作成します。
ユーザーの処置: ダンプを使用して、障害の理由を判別してく
ださい。 無効要求コードは、障害のあったタスクのタスク制御
域 (TCA) のフィールド TCATCTR にあります。 多くの場
合、DFHXCPC の呼び出し側にエラーがあります。
モジュール: DFHXCPC
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AKCB
説明: 必要なステップに失敗したために、CICS トランザクシ
ョン・マネージャー再始動タスクを完了させることができませ
ん。 そのタスクでは、重要ないくつかのリカバリー操作は実行
されましたが、タスクそれ自体がコード AKCB で異常終了し
ました。
システムの処置: CICS は、そのトランザクション・マネージ
ャー再始動タスクに関するトランザクション・ダンプを書き出
します。

CICS は、3 つのメッセージをコンソールに送ります。1 つは
トランザクション・マネージャー再始動タスクによって検出さ
れたエラーを識別し、1 つはそのタスクが失敗したことを示
し、もう 1 つは CICS を取り消すかその処理を続行させるか
のオプションを示すものです。先に起こったエラーの性質によ
っては、他のシステム・コンポーネント (例えば、アクセス方
式) からメッセージが出されることもあります。
ユーザーの処置: メッセージとダンプを使用して、障害の原因
を調べてください。
モジュール: DFHKCRP

AKCC
説明: トランザクションの TRANCLASS が除去しきい値に達
したため、CICS トランザクション・マネージャーがトランザ
クションを異常終了させました。 これは、CEDA DEFINE
TRANCLASS に、PURGETHRESH パラメーターで指定され
ています。 このパラメーターについての詳細は、「CICS
Resource Definition Guide」を参照してください。
システムの処置: トランザクションが異常終了し、メッセージ
DFHAC2036 および DFHAC2004 が出されます。 この異常終
了コードが出された場合は、トランザクション・ダンプは作成
されません。
ユーザーの処置: トランザクションを再度サブミットしてくだ
さい。 異常終了の原因は、システム内の一時的なストレス条件
である可能性があります。

問題が解決しない場合は、TRANCLASS が除去しきい値に達
した理由を突き止めます。 PURGETHRESH が正しく指定さ
れているか確認してください。また、TRANCLASS の
MAXACTIVE 値の設定が低すぎないかどうかも確認してくだ
さい。 MAXACTIVE 限界に達した後に生成されたトランザク
ションは、すぐに PURGETHRESH 限界の待機対象となりま
す。

PURGETHRESH および MAXACTIVE が正しく設定されてい
る場合は、TRANCLASS でトランザクションを実行するため
のシステムの容量が減少する原因となった、より一般的な問題
を探してください。 例えば、TRANCLASS でのトランザクシ
ョンの要求を処理する接続済み CICS 領域の処理速度が遅くな
った場合、容量の減少はこの接続済み領域が原因で起きた可能
性があります。

除去しきい値に達している TRANCLASS 内のトランザクショ
ンにより使用されたすべての資源 (ファイル、リンク、ストレ
ージなど) を調べ、システムの容量が減少した理由を判別して
ください。
モジュール: DFHXMAT、DFHXMCL

AKCE
説明: CICS トランザクション・マネージャーがトランザクシ
ョンまたはプロファイル定義に対する変更を記録しているとき
に、システム・ログへの書き出しに失敗しました。
システムの処置: CICS はそのトランザクションを終了させ、
トランザクション・ダンプを作成します。
ユーザーの処置: ダンプを使用して、ログへの書き出しに失敗
した理由を突き止めてください。
モジュール: DFHKCQ

AKCF
説明: CICS トランザクション・マネージャーがプロファイル
定義に対する変更を記録しているときに、カタログへの書き出
しに失敗しました。
システムの処置: CICS はそのトランザクションを終了させ、
トランザクション・ダンプを作成します。
ユーザーの処置: ダンプを使用して、カタログへの書き出しに
失敗した理由を突き止めてください。
モジュール: DFHKCQ

AKCR
説明: トランザクション・マネージャーが無効な要求コードを
受け取りました。 プログラム・マネージャー (PCP) の
ABEND TRACE 項目 (TRACE ID「F2」、要求コード
X'6000') の前の最後の AP F000 トレース項目には、そのトレ
ースの最初のセクションの 5 番目のバイトに、無効なトランザ
クション・マネージャー要求コードが入っています。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 無効な要求コードの原因を突き止めて、問題
を訂正してください。
モジュール: DFHXCP、DFHXCPC

AKCS
説明: デッドロック・タイムアウト条件が検出されました。
この条件は、そのインストール済みトランザクション定義に
DTIMOUT がゼロ以外となるように指定されたトランザクショ
ンの中で起こることがあります。 デッドロック・タイムアウト
は、DTIMOUT に指定された時間よりも長くトランザクション
が延期された場合に起こります。

異常終了は、次のような各種の内部 CICS イベントによっても
たらされると考えられます。
v ストレージ不足状態

v 一時ストレージの不足

v ENQUEUE
v ALLOCATE 要求

v RETRIEVE WAIT 要求

その異常終了は、CICS がしばらく実行を停止した場合にも起

こります。例えば、システム・ダンプが取られている場合で

す。 これは、デッドロック・タイムアウトが、CICS が実行さ

れている時間だけではなく、全体の経過時間に基づいているた

めです。

分析 : AKCS 異常終了を受け取っているトランザクションは、

何らかの理由で延期されているか、待機しているはずです。そ

の理由としては、ストレージの不足、ロックに関するエンキュ

ー、一時ストレージの不足、RETRIEVE WAIT の後の延期、
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ALLOCATE の後の延期、あるいは機能シップまたは端末共用

サポート内の暗黙の ALLOCATE が考えられます。 上記の理

由のいずれも当てはまらない場合には、しばらく CICS が実行

を停止する原因となったイベントは、トレースによって明らか

になる場合があります。

システムの処置: トランザクションは異常終了します。トラン

ザクション・ダンプ・コード AKCS のダンプ・テーブル・エ

ントリー項目がダンプを取ることを指示していない限り、ダン

プは提供されません。

ユーザーの処置: そのトランザクションを実行し直す必要があ

ります。SUSPEND の原因となっている状況は、このトランザ

クション自体で十分に解消することができます。

AKCS 異常終了は、DTIMOUT がゼロに設定されていなけれ

ば、場合によっては予期されるものです。 特別な処置は必要あ

りません。

モジュール: DFHXCP、DFHXCPC

AKCT
説明: 端末読み取りタイムアウト条件が検出されました。 ト
ランザクションは、そのトランザクションの RTIMOUT 値に
指定された間隔よりも長い間、端末入力メッセージを待ってい
ました。

このタスクに対して EXEC CICS HANDLE ABEND が出され
ている場合には、タイムアウトとなった読み取りは未解決で
す。 この読み取りを取り消す必要があった場合には、CICS が
端末の TCTTE を終結処理できるようにユーザー出口ルーチン
の終わりで EXEC CICS ABEND を出さなければなりません。
システムの処置: トランザクションは異常終了します。トラン
ザクション・ダンプは生成されません。
ユーザーの処置: この異常終了は通常のものです。 その端末
が指定した時間内に入力を送らない場合には、PROFILE 項目
内で RTIMOUT をコーディングして、タスクを異常終了して
ください。
モジュール: DFHXCP

AKCV
説明: ICP により延期されたタスクを再開した結果、間違った
戻りコードが渡されました。
システムの処置: このトランザクションは終了し、ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: トレース内の再開からの応答を調べて、エラ
ーの原因を突き止めてください。
モジュール: DFHALP

AKC0
説明: CICS 内部タスク CSSY をユーザー・トランザクション
として稼働する試みが行われました。
システムの処置: CICS はそのタスクを終了し、トランザクシ
ョン・ダンプを作成します。
ユーザーの処置: CSSY をユーザー・トランザクションとして
稼働する試みが行われた理由を調べてください。
モジュール: DFHAPATT

AKC1
説明: ECB がすでに待機中としてマーク付けされているとき
に、DFHKC WAIT 要求が出されました。
システムの処置: ユーザー・エラーの可能性があります。 ト
ランザクションは異常終了します。
ユーザーの処置: その要求を出したプログラムを訂正してくだ
さい。
モジュール: DFHXCP

AKC2
説明: ディスパッチャー (DS) ドメイン呼び出しから間違った
応答を受け取りました。
システムの処置: トランザクションが異常終了し、トランザク
ション・ダンプおよびトレース項目が作成されます。
ユーザーの処置: 詳細については、トレース項目を調べてくだ
さい。
モジュール: DFHXCP、DFHXCPC

AKC3
説明: タスクが除去されました。おそらく CEMT TASK
PURGE コマンドのようなオペレーターの処置が原因です。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、タス
クが除去された原因を突き止めてください。 特に、オペレータ
ーが除去を開始した場合、このタスクを明示的に除去する必要
がある理由を突き止めるのに、トランザクション・ダンプが役
立ちます。
モジュール: DFHXCP、DFHXCPC、DFHXMAT、
DFHXMCL、DFHXMIQ、DFHXMTA

AKC4
説明: 接続中のトランザクション用のストレージを獲得し初期
設定する試みが失敗しました。
システムの処置: ストレージ不足以外のストレージ
GETMAIN 障害が、トランザクション接続で発生しました。
そのトランザクションは、異常終了コード AKC4 で異常終了
します。
ユーザーの処置: 詳細については、トレース項目を調べてくだ
さい。
モジュール: DFHXCPC

AKC5
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメイン呼び出しか
ら、無効な応答を受け取りました。
システムの処置: トランザクションは異常終了します。
ユーザーの処置: 詳細については、トレース項目を調べてくだ
さい。 CICS 立ち上げの EDSA ストレージ限界を増加させる
とよい場合があります。
モジュール: DFHXCPC

AKC6
説明: DFHKC RESUME の前には、必ず DFHKC SUSPEND
を出す必要があります。 このプロトコルが侵害された場合に
は、このトランザクションは異常終了コード AKC6 で異常終
了します。
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システムの処置: そのトランザクションは、異常終了コード
AKC6 で異常終了しました。
ユーザーの処置: 詳細については、トレース項目を調べてくだ
さい。
モジュール: DFHXCP

AKC7
説明: トランザクションの ATTACH 中に、XMSU 呼び出し
から誤った応答を受け取りました。
システムの処置: そのトランザクションは、異常終了コード
AKC7 で異常終了します。
ユーザーの処置: 詳細については、トレース項目を調べてくだ
さい。
モジュール: DFHXCPC

AKC8
説明: タスク除去要求の処理時に、カーネル (KE) ドメインに
対する呼び出しから誤った応答を受け取りました。
システムの処置: そのトランザクションは、異常終了して、ト
ランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 詳しい情報については、ダンプおよびすべて
の例外トレース項目を調べてください。
モジュール: DFHXCP

AKEA
説明: プログラム・チェックがカーネル (KE) ドメインによっ
て検出されました。
システムの処置: アプリケーションが制御権を持っている場合
には、ASRA 異常終了がアプリケーションに対して示されま
す。制御権を持っていない場合は、そのとき制御権を持ってい
る CICS モジュールの機能回復ルーチンに制御権が与えられま
す。 この回復ルーチンは適切な診断を下し、CICS を終了させ
ます。
ユーザーの処置: システム・ダンプのカーネル・ドメイン・セ
クションを見て、どこでプログラム・チェックが起こったのか
を判別してください。
モジュール: DFHKESTX

AKEB
説明: オペレーティング・システム異常終了が、カーネル
(KE) ドメインによって検出されました。
システムの処置: アプリケーションが制御権を持っている場合
には、ASRB 異常終了がアプリケーションに対して示されま
す。制御権を持っていない場合は、そのとき制御権を持ってい
る CICS モジュールの機能回復ルーチンに制御権が与えられま
す。 この回復ルーチンは適切な診断を下し、CICS を終了させ
ます。
ユーザーの処置: コンソールを調べて、この異常終了を起こし
た可能性のある VSE メッセージがあるかどうかを確認してく
ださい。

システム・ダンプのカーネル・ドメイン・セクションを見て、
どこで異常終了が起こったのかを判別してください。
モジュール: DFHKESTX

AKEC
説明: カーネル (KE) ドメインがランナウェイを検出しまし
た。
システムの処置: アプリケーションが制御権を持っている場合
には、AICA 異常終了がアプリケーションに対して示されま
す。制御権を持っていない場合は、そのとき制御権を持ってい
る CICS モジュールの機能回復ルーチンに制御権が与えられま
す。 この回復ルーチンは適切な診断を下し、CICS を終了させ
ます。
ユーザーの処置: システム・ダンプのカーネル・ドメイン・セ
クションを見て、どこでランナウェイが起こったのかを判別し
てください。
モジュール: DFHKESTX、DFHKERRU

AKED
説明: 据え置き異常終了要求の結果、カーネル (KE) ドメイン
は異常終了処理を開始するよう要求されました。
システムの処置: 据え置き異常終了要求の対象であるタスクの
異常終了処理が開始されます。
ユーザーの処置: タスクは AKED では異常終了せず、据え置
き異常終了の要求者が指定した異常終了コードで異常終了しま
す。 詳細については、この異常終了の説明を参照してくださ
い。
モジュール: DFHKEEDA

AKEF
説明: ドメイン呼び出しを処理しているときに、カーネル
(KE) ドメインがエラーを検出しました。 そのエラーは、初期
設定時にまだ活動状態になっていなかったドメイン・ゲートに
よって引き起こされた可能性があります。
システムの処置: アプリケーションに制御権がある場合には、
そのトランザクションは異常終了し、システム・ダンプが作成
されます。制御権を持っていない場合は、そのとき制御権を持
っている CICS モジュールの機能回復ルーチンに制御権が与え
られます。 この回復ルーチンは適切な診断を下し、CICS を終
了させます。
ユーザーの処置: カーネル・ドメインからの関連メッセージを
参照してください。

システム・ダンプのカーネル・ドメイン・セクションを見て、
エラーが起きた場所を判別してください。 まだ活動状態になっ
ていないドメイン・ゲートに対して呼び出しが行われていない
かどうかを調べてください。 呼び出し側が
KERNERROR(YES) を指定していないかどうかを確認してくだ
さい。
モジュール: DFHKERKE

AKEG
説明: カーネル (KE) ドメインがカーネル・スタック・ストレ
ージに対して VSE GETMAIN を出しましたが、GETMAIN
要求が失敗しました。
システムの処置: アプリケーションに制御権がある場合には、
そのトランザクションは異常終了し、システム・ダンプが作成
されます。制御権を持っていない場合は、そのとき制御権を持
っている CICS モジュールの機能回復ルーチンに制御権が与え
られます。 この回復ルーチンは適切な診断を下し、CICS を終
了させます。
ユーザーの処置: システム・ダンプのカーネル・ドメイン・セ
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クションを見て、十分なストレージを使用できない理由を判別
してください。

CICS 区分の ALLOC ステートメントで十分なサイズが指定さ
れているか調べてください。 ALLOC ステートメントの詳細に
ついては、「z/VSE System Control Statements」を参照してく
ださい。
モジュール: DFHKESGM

AKEZ
説明: 使用可能なカーネル・タスクが不足しているため、ユー
ザー接続が失敗しました。 これは、内部論理エラーを示してい
ます。
システムの処置: メッセージ DFHKE0001 が出され、システ
ム・ダンプがとられます。 ユーザー・トランザクションの接続
は失敗します。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHKETA

ALIA
説明: CICS は、DOS/VS COBOL アプリケーション・プログ
ラムの初期設定段階で、タスク・グローバル・テーブルおよび
作業ストレージのランタイム・ストレージを得るために、
GETMAIN 要求を出しました。 しかし、使用可能になってい
るストレージがこの要求を満たすのに不十分です。
システムの処置: CICS はこのタスクを異常終了します。
CICS 処理は続行されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーが検出されたストレージ・マネ
ージャーのドメインからの関連メッセージを参照してくださ
い。
モジュール: DFHAPLI

ALIC
説明: CICS は、LE for z/VSE アプリケーション・プログラ
ムの初期設定段階で、31 ビット行より上にランタイム・ストレ
ージを得るために、GETMAIN 要求を出しました。 しかし、
使用可能になっているストレージがこの要求を満たすのに不十
分です。
システムの処置: CICS はこのタスクを異常終了します。
CICS 処理は続行されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーが検出されたストレージ・マネ
ージャーのドメインからの関連メッセージを参照してくださ
い。
モジュール: DFHAPLI

ALID
説明: CICS は、LE for z/VSE アプリケーション・プログラ
ムの初期設定段階で、31 ビット行より下にランタイム・ストレ
ージを得るために、GETMAIN 要求を出しました。 しかし、
使用可能になっているストレージがこの要求を満たすのに不十
分です。
システムの処置: CICS はこのタスクを異常終了します。
CICS 処理は続行されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーが検出されたストレージ・マネ
ージャーのドメインからの関連メッセージを参照してくださ
い。
モジュール: DFHAPLI

ALIF
説明: CICS は、LE for z/VSE アプリケーション・プログラ
ムの初期設定段階で、スレッド・ストレージを得るために、
GETMAIN 要求を出しました。 しかし、使用可能になってい
るストレージがこの要求を満たすのに不十分です。
システムの処置: CICS はこのタスクを異常終了します。
CICS 処理は続行されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーが検出されたストレージ・マネ
ージャーのドメインからの関連メッセージを参照してくださ
い。
モジュール: DFHAPLI

ALIG
説明: CICS は、実行されようとしているユーザー・アプリケ
ーション・プログラムの言語を判別することができませんでし
た。 CICS がサポートしなくなった古いレベルのコンパイラー
を使用してプログラムがコンパイルされたか、プログラムの言
語が CICS でサポートされていないかのどちらかです。
システムの処置: CICS はタスクを異常終了し、プログラムを
使用不能にします。 CICS 処理は続行されます。
ユーザーの処置: 実行されるプログラムが、CICS がサポート
している言語で書かれているか、また、CICS がサポートして
いるレベルのコンパイラーを使用してコンパイルされているか
を確認してください。現在サポートされている言語およびコン
パイラーについての詳細は、「CICS Application Programming
Guide」を参照してください。
モジュール: DFHAPLI

AMNA
説明: ユーザー・イベント・モニター点 (EMP) 要求を処理し
ているときに、例外応答がモニター (MN) ドメインから受け取
られました。 ユーザー・パラメーター内の 4 バイト DATA1
フィールドに無効なアドレスが入っているときに、例外応答が
作成されました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、モニ
ター (MN) ドメインに渡された DATA1 値が無効であった理
由を判別してください。
モジュール: DFHCMP

AMNB
説明: ユーザー・イベント・モニター点 (EMP) 要求を処理し
ているときに、例外応答がモニター (MN) ドメインから受け取
られました。 ユーザー・パラメーター内の 4 バイト DATA2
フィールドに無効なデータが入っているときに、例外応答が作
成されました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、モニ
ター (MN) ドメインに渡された DATA2 値が無効であった理
由を判別してください。
モジュール: DFHCMP
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AMNZ
説明: ユーザー・イベント・モニター点 (EMP) 要求を処理し
ているときに、予期しないエラー応答がモニター (MN) ドメイ
ンから受け取られました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS コードにエラーの可能性があ
ることを示しています。 モニター・ドメインから以前に CICS
メッセージが出されています。 そのメッセージの処置に従って
ください。
モジュール: DFHCMP

AMSA
説明: 3270 から受け取られた入力データ・ストリームは、バ
ッファー・アドレス設定 (SBA) オーダーで始まっています
が、その後に 2 つの 1 バイト・アドレス・フィールドが続い
ていません。 この原因としてハードウェア・エラーが考えられ
ます。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: データを入力する前に 2 桁のスペースを入
れれば、この問題を回避できる可能性があります。

問題が解決しない場合は、支援が必要です。 手順については、
「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく
ださい。
モジュール: DFHMSP

AMSB
説明: 内部論理エラーがモジュール DFHMSP で検出されまし
た。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 異なる配列のオペランドを指定して、CMSG
トランザクションを再試行します。 これが失敗した場合には、
ダンプを保存して、IBM サポート・センターに連絡してくださ
い。
モジュール: DFHMSP

AMSC
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する
GETMAIN 要求が正常に完了する前に、タスクが除去されまし
た。 除去された条件を最初に検出したタスクが、例外トレース
を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。
これは、CEMT トランザクションを介してマスター端末オペレ
ーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクションに
指定した DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト) 値を超え
て待機した後タイムアウトになったタスクによるものです。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、
これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス
テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト
になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト
レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー
ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら

して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。
そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす
という方法もあります。
モジュール: DFHMSP

AMSD
説明: エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない
EXCEPTION 応答) が、ストレージ・マネージャー (SM) ドメ
インに対する呼び出しで発生しました。 最初のエラーを検出し
たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ
び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指
定したオプションによって異なる) を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連するエラー・メッセージを参照してください。
モジュール: DFHMSP

APCF
説明: CICS タスクが PL/I として定義されたプログラムを呼
び出しましたが、そのプログラムは、次のいずれかでした。
v サポートされている PL/I for VSE/ESA コンパイラーを使

用してコンパイルされていない。

v プログラムが、サポートされなくなった DOS PL/I コンパ

イラーを使用してコンパイルされた。

システムの処置: CICS はそのタスクを終了させ、プログラム

を使用不能にします。

ユーザーの処置: そのプログラムが PL/I であるかどうかを調

べてください。そのプログラムが DOS PL/I コンパイラーで

コンパイルされている場合、PL/I for VSE/ESA コンパイラー

を使用して再コンパイルします。つまり、ソース・プログラム

を変更することが必要な場合があります。 そのプログラムが

PL/I でない場合には、プログラムを正しく再定義します。

モジュール: DFHAPLI

APCG
説明: そのトランザクションは、使用可能なプログラムのコピ
ーを行うためのローダーに対する要求の一部として、マスター
端末処置によって除去されたか、またはデッドロック・タイム
アウト処置が原因で除去されました。 デッドロック・タイムア
ウトは、DSA または EDSA の中の使用可能なスペースを超え
るサイズのプログラムによって引き起こされる場合もありま
す。
システムの処置: CICS はそのタスクを終了し、トランザクシ
ョン・ダンプを作成します。
ユーザーの処置: ダンプを使用して、そのトランザクションが
除去された理由を調べてください。 これは、ローダー資源また
はプログラム・ストレージを待っていることが原因である可能
性があります。 プログラム・サイズを調べてください。 DSA
または EDSA のサイズ限界全体を増やすことが必要な場合が
あります。
モジュール: DFHACP、 DFHCRNP、 DFHCRSP、
DFHDLRP、 DFHEDFP、 DFHEIP、 DFHEIPSH、
DFHEIQIR、 DFHEIQSJ、 DFHFCBP、 DFHFEP、
DFHICP、 DFHJCBSP、 DFHJCC、 DFHJCEOV、
DFHJCO、 DFHKCQ、 DFHMCP、 DFHMCPE、
DFHMCY、 DFHMSP、 DFHPCPG、 DFHPHP、
DFHPSIP、 DFHPUP、 DFHRCP、 DFHRCRP、
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DFHRDCAL、 DFHRTC、 DFHSII1、 DFHSIJ1、 DFHSPP、
DFHSTP、 DFHTACP、 DFHTBSGB、 DFHTCBP、
DFHTCRP、 DFHTDX、 DFHTSPA、 DFHTSRP、
DFHUSBP、 DFHXRCP、 DFHXRE、 DFHXRSP、
DFHZATA、 DFHZATD、 DFHZCPLN、 DFHZGAI、
DFHZQ00、 DFHZGAI、 DFHZNCA、 DFHZOPA、
DFHZXCU

APCH
説明: LE for z/VSE のシステム初期設定時に問題が起こった
ため、VS COBOL II プログラムに対する要求を実行すること
ができませんでした。これは、LE for z/VSE が存在しないこ
とが原因と考えられます。
システムの処置: そのトランザクションは異常終了し、そのプ
ログラムは使用できなくなります。
ユーザーの処置: プログラムを再定義するか、正しい LE for
z/VSE がサポートされているかどうかを確認してください。
モジュール: DFHAPLI

APCL
説明: LE for z/VSE が言語を判別できないため、プログラム
を実行する試みが失敗しました。
システムの処置: そのトランザクションは異常終了し、そのプ
ログラムは使用できなくなります。
ユーザーの処置: そのプログラムが CICS に正しく定義され
ているかどうかを確認してください。
モジュール: DFHAPLI

APCN
説明: プログラム、マップ・セット、または区分セットがロー
ドされていないか、すでに削除されていたため、内部 CICS プ
ログラム、マップ・セット、または区分セットを解放する試み
が行われました。 これは、おそらく内部 CICS エラーです。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。 RELEASE が試行され
たプログラムの名前は、異常終了ダンプの TCAPCPI で見つけ
ることができます。
ユーザーの処置: これは内部 CICS エラーか、CICS 内部制御
ブロックの上書きによるものです。 この問題を解決するには
IBM の支援が必要です。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール:
DFHAMPEN、DFHFEP、DFHMCP、DFHMCPE、
DFHMCY、DFHPHP、DFHRCRP、DFHTBSSP、DFHZCPLN

APCS
説明: CICS が LE for z/VSE との正常な接続を行ってプログ
ラムのランタイム特性を判別することができなかったため、そ
のプログラムを実行する試みが失敗しました。 この異常終了に
対しては、メッセージ DFHAP1200 が出されます。このメッ
セージには LE for z/VSE によって設定された理由コードがあ
り、エラーの性質を示しています。
システムの処置: そのトランザクションは異常終了し、そのプ
ログラムは使用できなくなります。
ユーザーの処置: 理由コードの意味については LE for z/VSE
の「Debugging Guide and Runtime Messages」を参照して、エ
ラーを訂正するために必要な処置をとってください。
モジュール: DFHAPLI

APCT
説明: 以下のいずれかが起こりました。
1. 異常終了が起きたときに、EXEC CICS HANDLE ABEND

プログラム内のプログラム名が使用できなかった。以下の

理由が考えられます。

v プログラムが CICS ジョブの LIBDEF SEARCH チェー

ンのサブライブラリーにない。

v プログラムは使用禁止になっている。

v プログラムをロードできない。

2. プログラムが CICS に定義されているのに、マップ・セッ

トまたは区分セットをロードする試みが失敗した。

v プログラムが CICS ジョブの LIBDEF SEARCH チェー

ンのサブライブラリーにない。

v マップ・セットまたは区分セットが使用禁止になってい

る。

v マップ・セットまたは区分セットが自動導入できない。

3. 内部 CICS プログラムへのリンク、同プログラムのロー

ド、または解放の試行が失敗した。以下の理由が考えられ

ます。

v プログラムが CICS ジョブの LIBDEF SEARCH チェー

ンのサブライブラリーにない。

v プログラムは使用禁止になっている。

v プログラムをロードできない。

システムの処置: このプログラムを要求しているトランザクシ

ョンは異常終了し、CICS トランザクション・ダンプが作成さ

れます。

ユーザーの処置: ケース 1 および 2 の場合は、プログラム、

マップ・セット、または区分セットを、CEDA を使用して

CICS に定義し、これらが使用可能であることを確認してくだ

さい。

ケース 3 の場合は、CICS が提供するモジュールの定義が間違

っています。 CICS のスタートアップ時に出された関連メッセ

ージを調べてください。

問題判別: 異常終了の前のトレースによって、ロード、リン

ク、解放を行うことができなかったプログラム、マップ・セッ

ト、または区分セットが分かります。 その名前も TCAPCEPI
にあります。

モジュール: DFHACP、DFHAMPEN、DFHCRSP、

DFHEDFP、DFHEIP、DFHEIPSH、DFHEIQSJ、DFHFEP、

DFHICP、DFHJCEOV、DFHJCO、DFHMCP、DFHMCPE、

DFHMCY、DFHMELDE、DFHPCPG、DFHPHP、DFHPUP、

DFHRCRP、DFHRDCAL、DFHSII1、DFHTBSGB、

DFHTSRP、DFHZCPLN、DFHZQ00、DFHZXCU

APCW
説明: プログラム言語は COBOL と定義されていますが、プ
ログラム言語が最初にコンパイルされたコンパイラーのレベル
を判別することができません。
システムの処置: そのトランザクションは異常終了し、そのプ
ログラムは使用できなくなります。
ユーザーの処置: DOS/VS COBOL または LE for z/VSE が
システムでサポートされており、LE for z/VSE に必要なイン
ターフェース・モジュール (CEECCICS) がシステム・スター
トアップ時に正しくロードされているかどうかを調べてくださ
い。
モジュール: DFHAPLI

APCH • APCW
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APCY
説明: z/VSE 環境では、CICS マクロ要求は PL/I または
COBOL アプリケーションから出されています。代りに、アプ
リケーション・プログラムが、CICS 高水準言語プログラミン
グ・インターフェースにより使用される EXEC インターフェ
ース・モジュール (DFHECI や DFHELII など) を使用しない
でリンク・エディットされている可能性もあります。 このモジ
ュールを組み込むために必要なことについては、「CICS
System Definition Guide」を参照してください。
システムの処置: そのトランザクションは異常終了し、そのプ
ログラムは使用できなくなります。
ユーザーの処置: そのアプリケーション・プログラムからマク
ロ要求を除去してください。
モジュール: DFHAPLI

APCZ
説明: 「旧式」のアプリケーション・プログラム (すなわち、
リリース 1.6 以前のプログラムや DFHE プログラム・スタブ)
または DOS/VS COBOL プログラムを、SVA 属性でリンク・
エディットして実行しようとしました。 これらのタイプのプロ
グラムは再入可能ではないため、読み取り専用ストレージにロ
ードできません。
システムの処置: トランザクションは異常終了します。
ユーザーの処置: RENT および REFR 属性を設定しないでプ
ログラムを再リンクしてください。
モジュール: DFHAPLI

APC0
説明: システム・プログラムのリンクを試行中に、プログラ
ム・マネージャー・ドメインへの呼び出しで重大エラーが起き
ました。
システムの処置: CICS はそのタスクを終了し、トランザクシ
ョン・ダンプを作成します。
ユーザーの処置: ダンプを使用して、エラーが起きた理由を調
べます。 PGLK ドメイン呼び出しの処理における異常条件に
ついては、エラーの前のトレース記録を調べてください。ディ
レクトリー管理機能、ローダー、もしくはストレージ・マネー
ジャーに問題があると考えられます。プログラム・サイズを調
べてください。 DSA または EDSA のサイズ限界全体を増や
すことが必要な場合があります。
モジュール: DFHPCP、DFHMCY

APC1
説明: 64 KB を超える TGT に対する要求が検出されまし
た。
システムの処置: CICS はトランザクションを異常終了し、イ
ンストール済みプログラム定義の使用を禁止します。
ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを変更して、
作業用ストレージ要件を減らしてください。プログラムが訂正
されたら、そのプログラムに対して CEMT NEWCOPY およ
び ENABLE を実行してください。
モジュール: DFHAPLI

APC2
説明: 異常終了条件に引き続き、活動取扱ラベル異常終了とと
もに、違法なブランチが LE for z/VSE ユーザー・プログラム
によって試みられました。 通常はブロック外 GOTO が発生す
るはずです。これは、プログラムが例えば非活動ブロックに対
してブランチを試みていることを意味しています。 この異常終
了に対しては、メッセージ DFHAP1200 が出されます。この
メッセージには LE for z/VSE によって設定された理由コード
があり、エラーの性質を示しています。
システムの処置: そのトランザクションは異常終了し、そのプ
ログラムは使用できなくなります。
ユーザーの処置: 理由コードの意味について「IBM Language
Environment for z/VSE, Debugging Guide and Run-Time
Messages」を参照し、エラーのある GOTO を回避するように
プログラムを修正してください。
モジュール:
モジュール: DFHAPLI

APC3
説明: プログラムは LE 準拠コンパイラーを使用してコンパイ
ルされているように見えますが、そのシステムでは LE for
z/VSE はサポートされておらず、他の言語環境もこのプログラ
ムを実行できなかったため、プログラムを実行することができ
ませんでした。
システムの処置: そのトランザクションは異常終了し、そのプ
ログラムは使用できなくなります。
ユーザーの処置: プログラムが LE 準拠コンパイラーでコンパ
イルされている場合は、LE for z/VSE サポートがシステムに
インストールされているかどうかを確認してください。
モジュール: DFHAPLI

APDA
説明: 31 ビット・アドレッシング・モードでプログラムを実
行しようとしました。 しかし、プログラムのコンパイルに使用
されたコンパイラーのレベルは、24 ビット・アドレッシング・
モードでのみ実行可能な出力を生成します。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成され、PPT 項目は使用不可になり
ます。
ユーザーの処置: プログラムが AMODE(24) オプションを使
用してリンク・エディットされているかどうかを確認してくだ
さい。
モジュール: DFHAPLI

APDB
説明: CICS タスクが C として定義されたプログラムを呼び
出しましたが、そのプログラムは、サポートされていないコン
パイラーを使用してコンパイルされていました。
システムの処置: CICS はそのタスクを終了させ、プログラム
を使用不能にします。
ユーザーの処置: そのプログラムが C であるかどうかを調べ
てください。そのプログラムが C である場合には、C for
VSE/ESA コンパイラーによってプログラムを再コンパイルし
ます。ソース・プログラムの変更が必要な場合もあります。 プ
ログラムが C でない場合には、プログラムを正しく再定義し
てください。
モジュール: DFHAPLI
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APDC
説明: CICS タスクがプログラムを呼び出しましたが、そのプ
ログラムは、サポートされていない C/370™ コンパイラーを使
用してコンパイルされていました。
システムの処置: CICS はそのタスクを終了させ、プログラム
を使用不能にします。
ユーザーの処置: C for VSE/ESA コンパイラーを使用して、
プログラムを再コンパイルしてください。ソース・プログラム
の変更が必要な場合もあります。
モジュール: DFHAPLI

APDD
説明: サポートされない PL/I コンパイラーを使用してコンパ
イルされた PL/I プログラムから、EXEC CICS コマンドを実
行しようとしました。
システムの処置: CICS はそのタスクを終了させ、プログラム
を使用不能にします。
ユーザーの処置: PL/I for VSE/ESA コンパイラーを使用し
て、プログラムを再コンパイルしてください。ソース・プログ
ラムの変更が必要な場合もあります。
モジュール: DFHEIP

APDE
説明: サポートされない PL/I コンパイラーを使用してコンパ
イルされた PSW プログラムから、EXEC CICS コマンドを実
行しようとしました。 CICS では、CICS キー (区分キー) ま
たは USER キー (キー 9) のいずれかにおける EXEC CICS
コマンドの実行だけがサポートされています。
システムの処置: CICS はそのタスクを終了させ、プログラム
を使用不能にします。
ユーザーの処置: アプリケーションを変更して、すべての
EXEC CICS コマンドが CICS キーまたは USER キーだけで
実行されるようにしてください。
モジュール: DFHEIP、DFHEIPA

APP1
説明: DFHIC TYPE=GET 応答コードが、通常応答ではあり
ませんでした。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: ダンプを分析してください。 応答コード
は、レジスター 0 の下位バイトにあります。
モジュール: DFHP3270

APP2
説明: 一時ストレージを介して DFHP3270 へ渡されたデータ
の長さが 5 以下でした。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: ユーザーの DFHTEP を調べてください。
それが間違っていなかった場合は、APAR を提出してくださ
い。

この異常終了が起きた場合には、DFHP3270 が一時ストレージ
から獲得したデータは、間違った長さで一時ストレージに入れ
られている可能性があります。 印刷のためのアプリケーション
要求 (例えば、ISSUE PRINT) を使用するか、Print Request
(印刷要求) キーを押して、このデータを一時ストレージに入れ

るようにユーザーが間接的に要求している場合があります。 た
だし、この要求の場合のデータの長さは CICS が管理する必要
があります。 通常の状況では、データを一時ストレージに入れ
るようにユーザーが直接要求できるのは、ユーザーの TEP 内
だけです。 印刷要求を処理する場合、特に「印刷装置使用不能
または使用中」条件を処理する場合には、DFHIC TYPE=PUT
のすべての呼び出しをユーザーの側で調べて、長さフィールド
が正しく設定されるようにする必要があります。
問題判別: レジスター 6 は、DFHIC TYPE=GET マクロ呼び
出しによって、一時ストレージから取り出されたデータを指し
ています。 このデータのレイアウトは、次のとおりです。
v 端末データ域の長さ (2 バイト)
v 書き込み制御標識 (1 バイト)
v 書き込み制御または紙送り制御文字 (1 バイト)
v データ (可変長)

分析 : 3270 情報表示システム端末からの印刷要求を処理する

ために、DFHP3270 が呼び出されました。 このプログラム

は、DFHIC TYPE=GET 呼び出しによって、印刷するデータを

一時ストレージから獲得します。 また、このプログラムによっ

て、印刷する何らかのデータがかならずあるようになります。

一時ストレージから戻された区域には、上記の 4 バイトに続い

て、印刷するデータが入っています。 DFHP3270 は、渡され

たデータの長さが 5 以下であったことから、印刷するデータが

ないことを認識しました。

モジュール: DFHP3270

APP3

説明: 次のいずれかにより、データを要求する試みが非印刷装

置またはサポートされていない装置へ送られました。

v 端末オペレーターがトランザクション・コードとして CSPP
を入力した。または

v トランザクションが DFHTEP 要求を出した。

システムの処置: トランザクションは異常終了します。CICS
トランザクション・ダンプは提供されません。

ユーザーの処置:

1. 端末オペレーターがトランザクション・コードとして

CSPP を使用しないようにしてください。または、

2. ユーザー DFHTEP プログラムを訂正してください。

モジュール: DFHP3270

APR1

説明: 印刷キーの処理時に、異常な DFHIC TYPE=PUT の応

答コードが受け取られました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。印刷キーが押された端

末のキーボードは、操作が失敗したことを示すために、ロック

されたままです。

ユーザーの処置: ダンプを分析してください。 応答コード

は、レジスター 0 の下位バイトにあります。

モジュール: DFHPRK
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APSA

説明: POWER インターフェース上のリカバリー不能エラー。

レジスター 0 に、応答バッファーの最初のワード、レジスター

1 に現行戻りコード、レジスター 15 に次のように定義された

コードの 1 つが入っているとき、特定の論理エラーに対して

APSA が作成されます。

X'01' 要求タイプが無効

X'02' コマンドを開始する順序応答が失敗

X'03' 予期しない順序応答

X'04' 予期しないセットアップ処理応答

X'05' レポートをオープン不可能
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSPIO

APSB

説明: DFHEMS00 によりフラグが付けられたエラー。 サポー

トされない端末で CEOS または CEMS を使用しようとしまし

た。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: CEOS または CEMS によってサポートされ

ているディスプレイ端末を使用してください。

モジュール: DFHEMS00

APSC

説明: DFHEMS00 によりフラグが付けられたエラー。 サイズ

が 24x80 未満のディスプレイ端末で、CEMS または CEOS を

使用しようとしました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: CEOS または CEMS によってサポートされ

ているディスプレイ端末を使用してください。

モジュール: DFHEMS00

APSD

説明: DFHEMSR1 によってフラグが付けられたエラー。

CEMS を使用してリストを作成しているときに、ブラウズ開始

が失敗しました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 次のいずれかを行ってください。

1. トランザクションを再試行する。

2. システム・プログラマーに連絡してください。

モジュール: DFHEMSR1

APSE

説明: DFHEMSP1 によってフラグが付けられたエラー。

CEMS を使用してリストを作成しているときに、start-browse
コマンドが失敗しました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 次のいずれかを行ってください。

1. トランザクションを再試行する。

2. システム・プログラマーに連絡してください。

モジュール: DFHEMSP1

APSF

説明: DFHEMSJ1 によってフラグが付けられたエラー。

CEMS を使用してリストを作成しているときに、ブラウズ開始

が失敗しました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 次のいずれかを行ってください。

1. トランザクションを再試行する。

2. システム・プログラマーに連絡してください。

モジュール: DFHEMSJ1

APSG

説明: DFHPSPFX によってフラグが付けられたエラー。 3270
データ・ストリームを変換時に、許可されている最大値を超え

る印刷装置バッファー・アドレスが検出されました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSPFX

APSH

説明: バックアウト処理中にレポートをクローズすることがで

きません。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSBP

APSI

説明: スプーラーを初期設定することができません。

システムの処置: CICS はそのトランザクションを異常終了さ

せます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCXPA
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APSK

説明: DFHPS TYPE=TRANSFER マクロからのエラー応答の

後、DFHPSOP が異常終了しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSOP

APSL

説明: DFHPS TYPE=PRINTER,PRACTN=CONFIRM マクロ

からのエラー応答の後、DFHPSOP が異常終了しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSOP

APSM

説明: 端末エラーの後、DFHPSOP が NACP または TACP
からの指示に従って異常終了中で、端末がサービスから除外さ

れて設定されています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSOP

APSN

説明: 端末エラーの後、DFHPSOP が NACP または TACP
からの指示に従って異常終了中です。 端末はサービス状態のま

まにされます。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSOP

APSO

説明: DFHPS TYPE=OPEN,OPTION=GENIN マクロからの

エラー応答の後、DFHPSOP が異常終了しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSOP

APSP

説明: TCTTE (TCTTEQAP でアドレッシングされた) から

DFHPSWPS を見つけることができなかったため、DFHPSOP
が開始時に失敗しました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSOP

APSQ

説明: CEPW を開始した装置は、DFHPSOP によってサポー

トされていません。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: CEPW を開始した装置は、以下の特性のい

ずれかを持っています。 修正してから再試行してください。

v 端末ではない。

v 端末ではあるが、書式送り機能を持っていない。

v 端末ではあるが、3288 テキスト印刷機構を持っていない。

モジュール: DFHPSOP

APSR

説明: DFHPS TYPE=PRINTER,PRACTN=SETUP マクロから

のエラー応答の後、DFHPSOP が異常終了しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSOP

APSS

説明: DFHPS TYPE=PRINTER,PRACTN=SETUPCOM マク

ロからのエラー応答の後、DFHPSOP が異常終了しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSOP

APST

説明: あるタスクが、必須オペランド NOHANDLE のない

SPOOL コマンドを出しました。

システムの処置: CICS はそのタスクを異常終了し、ダンプを

作成します。

ユーザーの処置: NOHANDLE を指定して、コマンド構文を

訂正します。

モジュール: DFHEPS

APS0

説明: TCTTE に定義済みの印刷装置バッファー・サイズがト

ランザクションを実行するには小さすぎるため、DFHPSOP が

異常終了しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSOP
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APS1

説明: PRINTER SETUP 要求からの認識不能応答の後、

DFHPSOP が異常終了しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSOP

APS2

説明: DFHPSOMH が不明メッセージの送信を要求された

後、書き込み機能タスクが異常終了しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSOMH

APS3

説明: DFHPS TYPE=CLOSE,OPTION=GENIN マクロからの

エラー応答の後、DFHPSOP が異常終了しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSOP

APS4

説明: DFHPS TYPE=READ マクロからのエラー応答の後、

DFHPSOP が異常終了しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSOP

APS5

説明: 前に DFHPSOP の INPUT バッファーを大きくしてあ

った場合、レコードの読み取り不能にした後、DFHPSOP が異

常終了しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。DFHPSOP

APS6

説明: DFHPS TYPE=PRINTER,PRACTN=DISCON マクロか

らのエラー応答の後、DFHPSOP が異常終了しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSOP

APS7

説明: 監査証跡 (CSPA または CSPW) への書き込み時に、エ

ラー (NOSPACE や QIDERR 以外) の後で DFHPSOP が異

常終了しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 監査証跡への書き込みが失敗した理由を判別

し、修正してください。

モジュール: DFHPSOMH

APS8

説明: DFHEMS00 によりフラグが付けられたエラー。 XCTL
または DFHEMSP への LINK を使用しようとしました (すな

わち、EIBTRNID は CEOS または CEMS ではありません)。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: XCTL または DFHEMSP への LINK を使

用するプログラムを訂正し、代わりに EXEC CICS START コ

マンドを使用するようにします。

モジュール: DFHEMS00

APS9

説明: DFHPSOP は、自動ストレージとして使用するため、そ

の従属モジュール用のスタックを予約します。 従属モジュール

がこのストレージのサイズを超えた場合、DFHPSOP はこの異

常終了コードで異常終了します。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSOP

APTA

説明: DFHEMSR4 によってフラグが付けられたエラー。

NOSPACE および QIDERR 以外の理由で失敗した CSPA 監

査証跡へ、書き込みを行おうとしました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 監査証跡への書き込みが失敗した理由を判別

し、訂正してください。

モジュール: DFHEMSR4

APTB

説明: DFHEMSP4 によってフラグが付けられたエラー。

NOSPACE および QIDERR 以外の理由で失敗した CSPA 監

査証跡へ、書き込みを行おうとしました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 監査証跡への書き込みが失敗した理由を判別

し、訂正してください。

モジュール: DFHEMSP4
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APTC

説明: DFHEMSJ4 によってフラグが付けられたエラー。

NOSPACE および QIDERR 以外の理由で失敗した CSPA 監

査証跡へ、書き込みを行おうとしました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 監査証跡への書き込みが失敗した理由を判別

し、訂正してください。

モジュール: DFHEMSJ4

APTD

説明: DFHPS TYPE=READ マクロを再試行中に、エラー応答

の後で DFHPSOP が異常終了しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHPSOP

APTE
説明: CICS が、DFHPSOPR に存在しないサブルーチンへの
呼び出しを試みました。
システムの処置: トランザクション CEPW は異常終了し、
CICS トランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHPSOP、DFHPSOPR

APTF
説明: RCF 印刷装置共用機能が使用可能時に、DFHPS
TYPE=ORDWAIT マクロからのエラー応答の後で、DFHPSOP
が異常終了しています。
システムの処置: トランザクション CEPW は異常終了し、
CICS トランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHPSOP

APTG
説明: CICS が、基本機能 (印刷装置) 内の印刷関連サブルー
チンへの呼び出しを出そうとしました。
システムの処置: トランザクション CEPW は異常終了し、
CICS トランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHPSOP、DFHPSOPR

APTH
説明: RCF 印刷装置共用機能が使用可能時に、DFHPS
TYPE=START マクロからのエラー応答の後、DFHPSOP が異
常終了しています。
システムの処置: トランザクション CEPW は異常終了し、
CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHPSOP

APTK
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する
GETMAIN 要求が正常に完了する前に、タスクが除去されまし
た。 除去された条件を最初に検出したドメインが、例外トレー
スを提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。
このタスクは、CEMT トランザクションを介してマスター端末
オペレーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクシ
ョンに指定された DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト)
値を超えて待った後でタイムアウトになったタスクによって除
去されました。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、
これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス
テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト
になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト
レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー
ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら
して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。
そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす
という方法もあります。
モジュール: DFHPSBP、 DFHPSCMD、 DFHPSP、
DFHPSPCB、 DFHPSPFX、 DFHPSPIO、 DFHPSPO、
DFHPSPW

APTL
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する呼び
出しで、エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない
EXCEPTION 応答) が起こりました。 最初のエラーを検出し
たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ
び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指
定したオプションによって異なる) を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHPSBP、 DFHPSCMD、 DFHPSP、
DFHPSPCB、 DFHPSPFX、 DFHPSPIO、 DFHPSPO、
DFHPSPW

APTM
説明: FREEMAIN するためストレージ・マネージャー・ドメ
イン (SM) に対する呼び出しの前に、ストレージ・クラスを判
別しようとしているとき、DFHPSPCB がスプーラー制御ブロ
ックで認識不能な制御ブロック ID を検出しました。 その原
因は、ストレージの上書きまたは CICS 内部論理エラーのいず
れかです。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。 この問題が再現可能な場合、RC コンポーネントのレベル
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1 のトレースが問題判別に役立ちます。
モジュール: DFHPSPCB

APTN
説明: 初期設定中に、レポート・コントローラーが使用するた
めのシステム全体のサブプールを作成する要求が、関数
ADD_SUBPOOL を使用して SMAD ドメインに対して行われ
ました。この結果、INSUFFICIENT STORAGE の応答が返さ
れました。
システムの処置: 重大なストレージ問題のため、初期設定は完
了しないと考えられます。 その他のストレージ関連徴候も発生
する可能性があります。 そのタスクは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: システム初期設定パラメーター EDSALIM
に指定した値を増加してください。 詳細については、「CICS
System Definition Guide」または「CICS Performance Guide」を
参照してください。
モジュール: DFHPSP

APTO
説明: 初期設定中に、レポート・コントローラーが使用するた
めのシステム全体のサブプールを作成する要求が、関数
ADD_SUBPOOL を使用して SMAD ドメインに対して行われ
ました。この結果、予期しない応答が返されました。 最初に出
されたエラーを検出したドメインが、例外トレースおよびコン
ソール・メッセージ、ならびに (ダンプ・テーブル内のオプシ
ョンによっては) おそらくシステム・ダンプを提供しているは
ずです。
システムの処置: ストレージ・マネージャーに関する内部エラ
ーのため、初期設定は完了しないと考えられます。 そのタスク
は異常終了し、CICS トランザクション・ダンプが作成されま
す。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHPSP

APTP
説明: DFHPS TYPE=OPEN,ANY からの戻り時に、4 より大
きい戻りコードが受け取られました。これは、プログラム
DFHCXPB (トランザクション CXPB) よりエラーとみなされ
ます。 戻された戻りコードは、XPCC マクロからのレジスタ
ー 15 の中の値です。
システムの処置: トランザクション CXPB は終了し、ダンプ
が作成されます。 このことは、CXPB トランザクションが
CICS インターフェース (VSE/POWER が PSTART 要求を渡
す) であるため、レポート・コントローラー印刷装置を開始で
きなくなっていることを意味します。
ユーザーの処置: エラーの性質によって、EXEC CICS START
TRANSID(CXPB) コマンドを出して (ユーザー・プログラム内
または CECI を直接使用して)、CICS と VSE/POWER の間
の接続を再確立できる場合があります。 ただし、これも失敗し
た場合には、レポート・コントローラー印刷装置を使用できる
ようにするために CICS を再生しなければなりません。
モジュール: DFHCXPB

APTQ
説明: プログラム DFHCXPB (トランザクション CXPB) が、
異常終了コードが出されたことを検出しました。
システムの処置: トランザクション CXPB は終了し、ダンプ
が作成されます。 このことは、CXPB トランザクションが
CICS インターフェース (VSE/POWER が PSTART 要求を渡
す) であるため、レポート・コントローラー印刷装置を開始で
きなくなっていることを意味します。
ユーザーの処置: エラーの性質によって、EXEC CICS START
TRANSID(CXPB) コマンドを出して (ユーザー・プログラム内
または CECI を直接使用して)、CICS と VSE/POWER の間
の接続を再確立できる場合があります。 ただし、これも失敗し
た場合には、レポート・コントローラー印刷装置を使用できる
ようにするために CICS を再生しなければなりません。
モジュール: DFHCXPB

APUA
説明: モジュール DFHPUP が呼び出されたときに、内部エラ
ーが検出されました。 DFHPUP に対する呼び出し (PUPF) で
GETSTG パラメーターが欠落しています。
システムの処置:
v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHPUP

APUB

説明: モジュール DFHPUP が呼び出されたときに、内部エラ

ーが検出されました。 DFHPUP に対する呼び出し (PUPU)
で GETSTG パラメーターが欠落しています。

システムの処置:

v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHPUP

APUC

説明: モジュール DFHPUP が呼び出されたときに、内部エラ

ーが検出されました。 DFHPUP に対するドメイン呼び出しに

対して無効な機能コードが与えられました。

システムの処置:

v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

APTN • APUC
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モジュール: DFHPUP

APUD

説明: RDO 言語定義テーブル (DFHEITSP) がライブラリー内

に見つかりませんでした。

システムの処置:

v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: モジュール DFHEITSP がライブラリーにあ

り、CICS のこのリリースに対して有効なものであることを確

認してください。

モジュール: DFHPUP

APUE
説明: 使用できるストレージがないために、RDO 言語定義テ
ーブル (DFHEITSP) をロードすることができません。
システムの処置: 処理は異常終了し、オペレーティング・シス
テム・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: より多くのストレージを割り振って、失敗に
終わったオフラインの COPY または APPEND コマンドを再
度サブミットします。
モジュール: DFHPUP (バッチ環境)

APUF
説明: RDO 言語定義テーブルが無効であるか、またはライブ
ラリーから欠落しています。
システムの処置:
v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: モジュール DFHEITSP がライブラリーにあ

り、CICS のこのリリースに対して有効なものであることを確

認してください。

モジュール: DFHPUP

APUG

説明: モジュール DFHPUP で内部エラーが検出されました。

CSD レコード・バッファーのためのストレージを獲得するこ

とができませんでした。

システムの処置:

v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHPUP

APUH

説明: モジュール DFHPUP で内部エラーが検出されました。

引数リストのためのストレージを獲得できませんでした。

システムの処置:

v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHPUP

APUI

説明: モジュール DFHPUP で内部エラーが検出されました。

引数リストのためのストレージを解放することができません。

システムの処置:

v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHPUP

APUJ

説明: モジュール DFHPUP で内部エラーが検出されました。

CSD レコード・バッファーのためのストレージを解放するこ

とができません。

システムの処置:

v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHPUP

APUK

説明:

v CICS 環境では、CEDA トランザクション内のログに記録さ

れた RDO コマンドを収容するためのバッファー用のスト

レージを獲得することができません。

v バッチ環境では、CSD から変換して戻されたリソース定義

を収容するためのバッファー用のストレージを獲得すること

ができません。

システムの処置:

v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

APUD • APUK
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です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHPUP

APUL

説明: パラメーターとして指定されたリソース定義に認識され

ていないリソース・タイプ・コードが含まれているため、CICS
は言語定義テーブル内に機能コードで一致するものを見つける

ことができません。

出される異常終了コードは、エラーが起こる前に呼び出された

DFHPUP 操作によって異なります。

異常終了 DFHPUP 操作
APUL FLATTEN
APUM TRANCASE
APUN COMPARE
APUO BACKTRANS

異常終了の原因は、次のいずれかです。

1. ライブラリー内の言語定義テーブル (DFHEITSP または

DFHEITCU) が、実行している CICS のリリースに対して

無効である。または

2. CICS 論理エラーが発生した。

システムの処置:

v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 上記の 2 つの理由のどちらに当てはまるの

かによって、次のいずれかの処置をとります。

1. ライブラリーにある DFHEITSP モジュールおよび

DFHEITCU モジュールが CICS のこのリリースに対して

有効であるかどうかを確認します。

2. この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順に

ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHPUP
注記: この異常終了に関する記述は、APUM、APUN、および

APUO にも適用されます。

APUM

説明: 異常終了 APUL の「説明」を参照してください。

APUN

説明: 異常終了 APUL の「説明」を参照してください。

APUO

説明: 異常終了 APUL の「説明」を参照してください。

APUP

説明: RDO の言語定義テーブルの DFHPUP 処理時に内部エ

ラーが起こりました。 構文ツリー用のキーワード・リスト作成

中にスタック・エラーが起こりました。

システムの処置:

v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHPUP

APUQ

説明: RDO の言語定義テーブルの DFHPUP 処理時に内部エ

ラーが起こりました。 構文展開時に見つかったキーワードが多

すぎます。

システムの処置:

v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHPUP

APUR

説明: 引数リストまたは CSD レコード・バッファーの

DFHPUP 処理時に、内部エラーが起こりました。 キーワー

ド・フィールドのデータ型が、言語定義テーブルに指定された

データ型と矛盾しています。

システムの処置:

v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: モジュール DFHEITSP がライブラリーにあ

り、CICS のこのリリースに対して有効なものであることを確

認してください。

モジュール: DFHPUP

APUS

説明: CSD レコード・バッファーの DFHPUP 処理時に内部

エラーが起こりました。キーワード・フィールドの整数データ

の長さが無効です。

システムの処置:

v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: モジュール DFHEITSP がライブラリーにあ
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第 2 章 トランザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for z/VSE) 635



り、CICS のこのリリースに対して有効なものであることを確

認してください。

モジュール: DFHPUP

APUT

説明: 引数リストまたは CSD レコード・バッファーの

DFHPUP 処理時に、内部エラーが起こりました。 言語定義テ

ーブル DFHEITSP の KEP(1) 値であるキーワード存在ビット

番号が無効です。

システムの処置:

v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: モジュール DFHEITSP がライブラリーにあ

り、CICS のこのリリースに対して有効なものであることを確

認してください。

モジュール: DFHPUP

APUZ

説明: CICS が、認識されていないリソース・タイプ・コード

を CSD レコード内で検出しました。 認識されていないコー

ドは、言語定義テーブルの中のいずれの機能コードとも一致し

ていません。この異常終了は、次のいずれかの理由によって起

こると考えられます。

1. 新しい CICS リリースによって CSD ファイル上に作成さ

れた定義のタイプをサポートしない CICS リリースを使用

している。

2. 言語定義テーブル (DFHEITSP または DFHEITCU) が、

CICS のこのリリースに対して無効である。

3. CSD マネージャー (DFHDMP) が、無効な CSD レコー

ド・バッファーを DFHPUP に渡した。これは、CICS の

内部論理エラーです。

システムの処置:

v CICS 環境では、CEDA トランザクションが異常終了し、

CICS トランザクション・ダンプが作成されます。

v バッチ環境では、処理が異常終了し、オペレーティング・シ

ステム・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 考えられる上記理由のうち、どれがエラーの

原因であるかを判別してください。理由の 1 と 2 を消去でき

れば、理由 3 に当てはまると仮定することができます。

次のように、確定した理由に応じた処置をとってください。

1. 実行中の CICS のリリースによってサポートされていない

定義タイプを含むグループに関する操作を回避します。

2. 実行中の CICS のリリースに対して、有効な DFHEITSP
および DFHEITCU のバージョンがライブラリーに入って

いるようにします。

3. この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順に

ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHPUP

ARCA
説明: 必要なステップが失敗したために、CICS リカバリー管
理再始動タスクを完了させることができませんでした。 そのタ
スクでは、重要ないくつかのリカバリー操作は実行されました
が、タスクそれ自体がコード ARCA で異常終了しました。
システムの処置: CICS は、リカバリー管理再始動タスクのト
ランザクション・ダンプを書き込みます。 その後、CICS は異
常終了し、システム・ダンプが作成されます。

CICS は、2 つのメッセージをコンソールへ送ります。1 つは
リカバリー管理再始動タスクによって検出されたエラーを識別
するものであり、もう 1 つはタスクが失敗に終わったことを示
すものです。先に起こったエラーの性質によっては、他のシス
テム・コンポーネント (例えば、アクセス方式) からメッセー
ジが出されることもあります。
ユーザーの処置: メッセージとダンプを使用して、障害の原因
を調べてください。
モジュール: DFHRCRP

ARCB
説明: 初期設定時に CICS が、タスク関連ユーザー出口また
はグローバル・ユーザー出口を使用できるようにしようとしま
したが、出口プログラムが見つからなかったために失敗しまし
た。

緊急再始動では、CICS は、TBEXITS システム初期設定パラメ
ーターで指定されているように、トランザクション・バックア
ウト出口プログラムを使用できるようにします。
システムの処置: CICS は、組み込まれている出口プログラム
を示すメッセージをコンソールへ送ります。 その後で、CICS
初期設定が異常終了し、システム・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 指定したプログラムが、CICS に対して定義
されており、CICS ジョブの LIBDEF 検索チェーンのサブライ
ブラリーにあることを確認してください。

必要な場合、ダンプを使用して、出口プログラムが使用できな
かった理由を突き止めてください。
モジュール: DFHRCEX

ARHA
説明: SAA リソース・リカバリー・インターフェースが無効
な最初のパラメーターで呼び出されました。 この最初のパラメ
ーターは、実行される機能コードでなければなりません。これ
は、CICS の内部論理エラーです。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクションの「CP」のレベル 2 トレ
ースは、このエラーの発生前のイベントの経緯 (例えば、呼び
出されたモジュールとそのパラメーター) とエラー自体の詳細
を示します。 この問題を解決するには IBM の支援が必要で
す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」
の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHCPIR

ARHB
説明: SAA リソース・リカバリー・インターフェースが、そ
の呼び出しについて無効なパラメーター数で呼び出されまし
た。
システムの処置: そのトランザクションは異常終了し、CICS
トランザクション・ダンプが作成されます。
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ユーザーの処置: この異常終了とともに作成された例外トレー
ス・ポイントには、誤って出された SAA リソース・リカバリ
ー verb 名が入っています。 これを使用して、アプリケーショ
ン・プログラムのどこがエラーになっているのかを判断し、適
宜アプリケーション・プログラムを修正してください。 SAA
リソース・リカバリー verb およびその呼び出し方法について
の詳細は、「SAA Resource Recovery Reference」を参照してく
ださい。
モジュール: DFHCPIR

ARHC
説明: SAA リソース・リカバリー・インターフェースが、同
期点プログラムからの予期しない戻りコードを検出しました。
これは、CICS の内部論理エラーです。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクションの「CP」のレベル 2 トレ
ースは、このエラーの発生前のイベントの経緯 (例えば、呼び
出されたモジュールとそのパラメーター) とエラー自体の詳細
を示します。この問題を解決するには IBM の支援が必要で
す。 手順については、「CICS Problem Determination Guide」
の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHCPIR

ARL1
説明: トランザクション CSLG が CICS へ入力されました
が、タスク生成によって内部的に開始されませんでした。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: CSLG トランザクション ID を再入力しない
でください。
モジュール: DFHZRLG

ARM0
説明: 制御が与えられるプログラムとして DFHAKP を指定
するトランザクションの接続が試行されましたが、トランザク
ションの内部的な接続は CICS によって行われませんでした。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: CSKP が端末から実行されないことを確認し
てください。そうでない場合、この問題を解決するには IBM
のサポートが必要です。手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHAKP

ARPA
説明: CANCEL 要求の処理時に、目標システム内の CRTE
トランザクションのユーザーをサインオフしようとしていると
きに、DFHSUSN から予期しない応答が出されました。

この異常終了は、VTAM VARY INACT コマンドを誤って使
用したために起きた可能性があります。 あるいは、CICS 内の
エラーであることが考えられます。
システムの処置: CSSF トランザクション (CRTE 取り消しプ
ロセッサー・トランザクション) が、ARPA で異常終了しま
す。
ユーザーの処置: VTAM VARY INACT コマンドが正しく使
用されていることを確認してください。 これが異常終了の原因
でない場合、この問題を解決するには IBM のサポートが必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHRTC

ARTA
説明: タスクが、その主要な機能としての端末を所有していま
せん。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: DFHRTE が CRTE 以外のタスクのためのプ
ログラムとして指定されないようにします。 CRTE が端末入
力以外の手段によって開始されないようにします。
モジュール: DFHRTE

ARTB
説明: 入力 TIOA がないか、またはデータの長さがゼロで
す。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: DFHRTE が CRTE 以外のタスクのためのプ
ログラムとして指定されないようにします。 CRTE が端末入
力以外の手段によって開始されないようにします。
モジュール: DFHRTE

ARTC
説明: 必要なシステムへのリンクを使用することができず、そ
の理由は不明です。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHRTE

ARTD
説明: 内部論理エラーが検出されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHRTE

ARTE
説明: 一時ストレージからの読み取りまたはそこへの書き出し
を試みているときに、エラーが検出されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 一時ストレージの問題の原因を突き止めて、
それを訂正してください。
モジュール: DFHRTE

ARTF
説明: 永続トランザクション・コード・セットを備えた端末か
ら、ルーティング・トランザクション (CRTE) を使用する試み
が行われました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
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ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。
モジュール: DFHRTE

ARTG
説明: CICS は、経路指定されているトランザクションのため
に指定されたプロファイルを発見できませんでした。
システムの処置: CICS はそのタスクを異常終了し、ダンプを
作成します。
ユーザーの処置: ユーザーのトランザクションおよびプロファ
イルの定義を調べてください。
モジュール: DFHRTE

ARTH
説明: CRTE を実行している代理端末セッションのサインオフ
中に、DFHRTE によるリモート端末削除のスケジュールのた
めの呼び出しで、エラー (INVALID、DISASTER、または
EXCEPTION 応答) が起こりました。 最初のエラーを検出し
たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ
び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指
定したオプションによって異なる) を提供します。
システムの処置: CICS はそのタスクを異常終了し、ダンプを
作成します。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHRTE

ASCA
説明: DFHSC TYPE=GETMAIN 要求を行いましたが、結果
は、INVALID または DISASTER 応答を戻したストレージ・
マネージャー (SM) ドメインを呼び出すことになりました。
システムの処置: そのトランザクションは終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 以前に起こった障害があり、それがストレー
ジ・マネージャー・ドメインからの応答を引き起こしました。
これ以前に起こった障害 (コンソール・メッセージおよびシス
テム・ダンプを伴っていた) を調べてください。
モジュール: DFHSMSCP

ASCB
説明: DFHSC TYPE=FREEMAIN 要求を行いましたが、その
結果、INVALID または DISASTER 応答を戻したストレー
ジ・マネージャー (SM) ドメインを呼び出すことになりまし
た。
システムの処置: そのトランザクションは終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 以前に起こった障害があり、それがストレー
ジ・マネージャー・ドメインからの応答を引き起こしました。
これ以前に起こった障害 (コンソール・メッセージおよびシス
テム・ダンプを伴っていた) を調べてください。
モジュール: DFHSMSCP

ASCP
説明: 隣接する十分な主ストレージが解放されるのを待ってい
るときに、無条件の DFHSC TYPE=GETMAIN 要求を出した
タスクが除去されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。
これは、CEMT トランザクションを介してマスター端末オペレ
ーターからタスクが除去された場合、またはそのトランザクシ
ョンに指定した DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト) 値
よりも長い間待ってからタスクがタイムアウトになる場合に起
こります。

タスクがマスター端末オペレーターによって除去された場合に
は、これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のある
システムを消去しようとしたことに原因があると思われます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト
になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎるため使
用可能な主ストレージが不足していることが原因と考えられま
す。 主ストレージの容量を増やすことができない場合は、シス
テム内のタスクの数を減らして、ストレージ不足状態が起こら
ないようにしてください。 そのトランザクションの
DTIMOUT オプションの値を増やすという方法もあります。
モジュール: DFHSMSCP

ASCR
説明: DFHSC マクロ要求が、無効な要求タイプを指定して出
されました。
システムの処置: そのトランザクションは終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。

DFHSMSCP により無効な要求が発見されると、コンソール・
メッセージおよびシステム・ダンプが生成されることになりま
す。
ユーザーの処置: 関連コンソール・メッセージおよびシステ
ム・ダンプを使用して、問題を調査してください。
モジュール: DFHSMSCP

ASFA
説明: EXEC CICS からの予期しない応答のため、DFHSFP で
内部論理エラーが発生しました。 この異常終了コードには、通
常、メッセージ DFHCE3598 が伴います。これには関連する戻
りコードが含まれています。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHSFP

ASFB
説明: 関連した端末を使用しないで CICS サインオフ・プロ
グラムを実行する試みが行われました。
システムの処置: CICS はトランザクションを終了し、ダンプ
を作成します。この異常終了コードは、通常、DFHCE3598 を
伴います。
ユーザーの処置: 関連した端末がある場合に限り、サインオ
フ・プログラムを使用してください。
モジュール: DFHSFP
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ASFC
説明: APPC セッションに対して CICS サインオフ・プログ
ラムを実行する試みが行われました。
システムの処置: CICS はトランザクションを終了し、ダンプ
を作成します。この異常終了コードは、通常、DFHCE3598 を
伴います。
ユーザーの処置: 関連した端末がある場合に限り、サインオ
フ・プログラムを使用してください。
モジュール: DFHSFP

ASIA
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する呼び
出し時に、エラーが発生しました。 最初のエラーを検出したド
メインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、および、
場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指定し
たオプションによって異なる) を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 そして、CICS が異常終了し
ます。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHSII1

ASIB
説明: CICS 内部タスク CPLT をユーザー・トランザクショ
ンとして実行する試みが行われました。
システムの処置: CICS はそのタスクを終了し、トランザクシ
ョン・ダンプを作成します。
ユーザーの処置: このような試みが行われた理由を調べてくだ
さい。
モジュール: DFHSIPLT

ASNA
説明: EXEC CICS からの予期しない応答のため、DFHSNP
で内部論理エラーが発生しました。
システムの処置: CICS はトランザクションを終了し、ダンプ
を作成します。この異常終了コードは、通常、DFHCE3548 を
伴います。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHSNP

ASNB
説明: 関連した端末を使用しないで CICS サインオン・プロ
グラムを実行する試みが行われました。 この異常終了コード
は、通常、DFHCE3548 を伴います。
システムの処置: CICS はトランザクションを終了し、ダンプ
を作成します。
ユーザーの処置: 関連した端末がある場合に限り、サインオ
ン・プログラムを使用してください。
モジュール: DFHSNP

ASNC
説明: サインオン・プログラムがユーザーに対して要求を送ろ
うと試みましたが、失敗しました。
システムの処置: CICS はトランザクションを終了し、ダンプ
を作成します。この異常終了コードは、通常、DFHCE3548 を
伴います。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHSNP

ASOA
説明: TCP/IP listener タスク CSOL が端末から不正に開始
されました。 これは、CICS システム初期設定でソケット・ド
メインを使用するか、あるいは CEMT SET TCPIP OPEN ま
たは同等の SPI 機能を使用することによってのみ使用可能にで
きます。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHSOL

ASOD
説明: 新しいタスクのトランザクション接続処理のバインド・
ステージ中に TCP/IP トランザクション接続モジュール
DFHSOXM にエラーが発生しました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この異常終了以前の例外トレースに、この異
常終了が発行された理由についての詳しい情報があります。
モジュール: DFHSOXM

ASPA
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する
GETMAIN 要求が正常に完了する前に、タスクが除去されまし
た。 除去された条件を最初に検出したドメインが、例外トレー
スを提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 処理がデータの保全性が維持
されない時点にある場合には、CICS は異常終了されます。
ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。
これは、CEMT トランザクションを介してマスター端末オペレ
ーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクションに
指定した DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト) 値を超え
て待機した後タイムアウトになったタスクによるものです。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、
これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス
テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト
になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト
レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー
ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら
して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。
そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす
という方法もあります。

CICS が異常終了した場合には、データの保全性を確実に維持
するために CICS を緊急再始動させる必要があります。
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モジュール: DFHSPP、DFHSPZ

ASPB
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する呼び
出しで、エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない
EXCEPTION 応答) が起こりました。 最初のエラーを検出し
たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ
び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指
定したオプションによって異なる) を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 処理がデータの保全性が維持
されない時点にある場合には、CICS は異常終了されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。 CICS が異常終
了した場合には、データの保全性を確実に維持するために
CICS を緊急再始動させる必要があります。
モジュール: DFHSPP、DFHSPZ

ASPD
説明: 動的ログを要求している間にエラーが発生しました。
同期点は、ユーザー同期点、もしくは作業論理単位の終了時点
かトランザクションの再始動中の同期点を表しています。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 EXEC CICS HANDLE
ABEND コマンドは、この異常終了を処理することができませ
ん。
ユーザーの処置: エラーのことをシステム・プログラマーに知
らせてください。このエラーは、おそらく一時ストレージから
動的ログを読み取り中に発生したものです。 ダンプを使用する
と、ログを読み取ることができなかった理由を突き止めること
ができます。
モジュール: DFHSPP

ASPE
説明: 同期点コマンド・コマンドが出されましたが、CICS は
同期点プログラムから DFHDBP (動的バックアウト・プログラ
ム) へリンクすることができません。
システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス
クは異常終了します。 EXEC CICS HANDLE ABEND コマン
ドは、この異常終了を処理することができません。
ユーザーの処置: DFHDBP が使用可能であり、システム初期
設定パラメーターとして正しく指定されていることを確認して
ください。
モジュール: DFHSPP

ASPF
説明: ROLLEDBACK を同期点プログラムへ戻したシステム
間セッションによって、同期点が試みられました。 その結果、
同期点が取られた作業単位がバックアウトされたために、その
トランザクションが異常終了しました。

この原因としては、IRC の遮断または接続済み CICS 領域の障
害が考えられます。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: リモート・システム間セッションが
ROLLEDBACK 応答を同期点要求に戻した理由を突き止めてく
ださい。 これを訂正したら、そのトランザクションを再試行し
てください。

これから ASPF 異常終了が起きるのを避けるには、IRC を遮
断する前に、作動中の作業単位がないことを確認してくださ
い。
モジュール: DFHSPP

ASPG
説明: ローカル・トランザクション・プログラムが、APPC 同
期レベル 2 経由で接続されたパートナー・トランザクション・
プログラムとの同期点に関与しようとしていました。パートナ
ーの URD 制御ブロックの初期設定中に、ローカル・システム
がパートナーの完全修飾 LU 名で無効な形式を検出しました。
その結果、整合性のある同期点操作を完了することができませ
んでした。

このエラーは、パートナーの EXCHANGE LOG NAMES コ
マンドの中の無効の LU 名によって引き起こされます。
システムの処置: このトランザクションは異常終了し、CICS
トランザクション・ダンプが作成され、CICS はリカバリー可
能な変更内容をすべてバックアウトします。
ユーザーの処置: パートナーのオペレーターに相談して問題を
解決し、同期レベル 2 活動を行う前に EXCHANGE LOG
NAMES が正常に完了するようにしてください。
モジュール: DFHSPZ

ASPH
説明: ローカル・トランザクション・プログラムが、APPC 同
期レベル 2 経由で接続されたパートナー・トランザクション・
プログラムとの同期点に関与しようとしていました。同期点処
理の開始時に、パートナー LU のログ名が見つかりませんでし
た。これは、EXCHANGE LOG NAMES が正常に完了しなか
ったことを示します。 その結果、整合性のある同期点操作を完
了することができません。

このエラーは、正常に完了しなかった EXCHANGE LOG
NAMES 処理によって引き起こされます。
システムの処置: このトランザクションは異常終了し、CICS
トランザクション・ダンプが作成され、CICS はリカバリー可
能な変更内容をすべてバックアウトします。

EXCHANGE LOG NAMES が失敗した場合、メッセージ
DFHZN2111、DFHZN2112、または DFHZN2113 が出されて
いることがあります。
ユーザーの処置: 詳細については、関連メッセージを参照して
ください。

パートナーのオペレーターに相談して問題を解決し、同期レベ
ル 2 活動を行う前に EXCHANGE LOG NAMES が正常に完
了するようにしてください。
モジュール: DFHSPZ

ASPJ
説明: CICS 同期レベル 1 のコミット時に、パートナー・シ
ステムから予期しない同期点メッセージ・データが受け取られ
ました。 ローカル資源および同期レベル 2 パートナーがコミ
ットされましたが、同期レベル 1 の機能シップ資源更新がバッ
クアウトされた可能性があります。
システムの処置: そのトランザクションは異常終了しません。
CICS 同期レベル 1 のコミット処理は続行されます。その際、
できるだけ多くの同期レベル 1 の資源をコミットすることを目
標とします。
ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを調べて、メッセ
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ージ・データが無効である理由を判別してください。このエラ
ーはリモート・システムにあることが考えられます。
モジュール: DFHSPZ

ASPK
説明: CICS アプリケーションが APPC 同期レベル 1 を使用
して、リモート機能シップ・リソースを処理していました。 こ
のアプリケーションが (暗黙的または明示的に) 同期点をと
り、その結果、すべてのローカル・リソースおよび同期レベル
2 パートナーがコミットされました。しかし、コミット・メッ
セージを同期レベル 1 の機能シップ資源に送ったときに、エラ
ーが検出されました。
システムの処置: CICS トランザクション・ダンプが取られ、
可能なだけ多くの同期レベル 1 のパートナーをコミットした
後、ローカル・トランザクションは異常終了します。
ユーザーの処置: CSMT メッセージ・キューを調べ、メッセ
ージ DFHZN2131、DFHZN2132、または DFHZN2133 を探し
てください。 これらのメッセージは、エラーに関する詳細な情
報を提供します。
モジュール: DFHSPZ

ASPL
説明: CICS が同期点情報をシステム・ログに書き込んでいる
間に、エラーが発生しました。 同期点は、ユーザー同期点また
はトランザクションの終了のいずれかを表します。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。 EXEC CICS
HANDLE ABEND コマンドは、この異常終了を処理すること
ができません。
ユーザーの処置: ダンプを使用して、ログ・レコードを正しく
書き込むことができなかった理由を突き止めます。
問題判別: 異常終了時には、ジャーナル・エラー戻りコード
は、JCA (フィールド JCAJCRC) にあります。 JCA は
TCAJCAAD によってアドレッシングされます。

分析 : DFHSPP は、同期点処理中に、ログ操作に続くジャー
ナル管理プログラムからの戻りコードをテストします。エラー
が発生していた場合、DFHSPP はコード ASPL を出して異常
終了します。
モジュール: DFHSPP

ASPM
説明: リソース・マネージャーからの予期しない応答のため、
内部論理エラーが DFHSPP で発生しました。 この異常終了コ
ードは、通常、DFHRM0101 を伴います。
システムの処置: CICS はそのトランザクションを終了させ、
システム・ダンプを作成します。
ユーザーの処置: ダンプを保持してください。 詳細について
は、メッセージ DFHRM0101 を参照してください。
モジュール: DFHSPP

ASPN
説明: トランザクションが、バックアウト必須プログラム状態
で EXEC CICS RETURN を出しました。 このバックアウト
必須プログラム状態は、アプリケーションが異常終了を受け取
ったかまたは出したとき、あるいは保護会話上でバックアウト
要求を受け取ったときに設定されます。
システムの処置: CICS はそのトランザクションを終了させ、
トランザクション・ダンプを作成します。

ユーザーの処置: アプリケーションでは、EXEC CICS
RETURN の前に明示的同期点コマンドをコーディングしてお
く必要があります。 「バックアウト要求」のプログラム状態で
出された同期点は、結果的にバックアウトを実行します。 後続
の EXEC CICS RETURN は正常に完了します。
モジュール: DFHSPP

ASP1
説明: 同期点が取られているときにシステム間セッションが失
敗に終わりました。 その結果、リモート・データベースを更新
した作業論理単位を正常に完了できなかったため、トランザク
ションは異常終了します。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。 EXEC CICS
HANDLE ABEND コマンドは、この異常終了を処理すること
ができません。
ユーザーの処置: この異常終了の結果としては、何もありませ
ん。 ただし、DFHZN2101 も生成される場合があり、これ自
体は何らかの処置を必要とすることがあります。
モジュール: DFHSPZ

ASP2
説明: 無効状態のシステム間リンクによって、同期点が試みら
れました。 これは、同期点が受け取られていなかったすべての
セッションについて送信モードにすることに失敗したことによ
る、トランザクションの同期点プロトコル違反が原因である可
能性があります。
システムの処置: タスクは異常終了し、端末管理情報が入って
いる CICS トランザクション・ダンプが作成されます。 特に
このダンプには、このトランザクションで使用したリンクの状
態情報が入っています。 EXEC CICS HANDLE ABEND コマ
ンドは、この異常終了を処理することができません。
ユーザーの処置: 同期点を出す前に、すべてのアプリケーショ
ンがすべての会話上で正しい状態であることを確認してくださ
い。 正しい状態にできなかった場合、問題解決にはさらにサポ
ートが必要になります。 手順については、「CICS Problem
Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHSPZ

ASP3
説明: 異常終了は、作業単位が依存するリモート・システムで
同期点を取るのに失敗すると起こります。 機能が伝送されたす
べての結合システムもコミットするまで、トランザクションは
その変更をコミットすることができません。 これは、同期点が
受け取られていなかったすべてのセッションについて送信モー
ドにすることに失敗したことによる、トランザクションの同期
点プロトコル違反が原因である可能性があります。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 EXEC CICS HANDLE
ABEND コマンドは、この異常終了を処理することができませ
ん。
ユーザーの処置: 照会を実行し、リモート・データベース変更
が正常にバックアウトされたかどうかを調べてください。 バッ
クアウトされた場合、トランザクションを再試行します。 正常
にバックアウトされていない場合、ユーザー定義の処置をと
り、ローカル・データベースとリモート・データベースを同期
化し直してください。

リモート・システムが要求に対して応答を失敗した原因を調べ
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てください。 リモート・システムでデータベース変更が正常に
バックアウトされた場合、トランザクションを再試行すること
ができます。失敗した場合、アプリケーション従属プロシージ
ャーにより、両方のシステム上でデータベースの再同期を確実
にする必要があります。
問題判別: レジスター 12 は現在の TCA のアドレスを示して
います。 レジスター 3 はリモート・システム TCTTE のアド
レスを示します。 端末管理操作要求バイトの TCATPOS1
は、リモート・システムに対して行われている要求の性質を示
します。 値は以下のとおりです。

TCATPPRP (X'01') - 準備要求
TCATPSPR (X'02') - SPR 要求

要求応答コード・バイト TCATPAPR は、リモート・システム

からの応答を与えます。

X'00' - 操作成功
X'0C' - セッション障害
その他 - リモート・システム・エラー

分析 :

レジスター ラベル 説明

R3=@TCTTE SPIS340 準備要求の応答において
R12=@TCA リモート・システム・エラーが

発生したか、又は SPR が
受信されませんでした。

R3=@TCTTE SPIS453 SPR 要求が送信されましたが、
R12=@TCA リモート・システム・エラーが

起きました。
モジュール: DFHSPP、DFHSPZ

ASP4
説明: 同期点プロトコルに組み込まれているリソース・マネー
ジャーが、単一フェーズ・コミット要求に対して「バックアウ
ト」で応答しました。 ユーザー出口と関連したタスクを介して
通信している非 CICS リソース・マネージャーが、この異常終
了を引き起こす可能性があります。

この異常終了は、以前の問題、すなわち、この作業論理単位
(LUW) で行われた更新のバックアウトを強制されているリソ
ース・マネージャーによって引き起こされます。 一例として、
同期点の時点で CICS とリソース・マネージャー間で通信が正
しく行われない場合があります。
システムの処置: CICS はそのタスクを異常終了し、トランザ
クション・ダンプを作成します。EXEC CICS HANDLE
ABEND コマンドは、この異常終了を処理することができませ
ん。
ユーザーの処置: リソース・マネージャー・スレッドを異常終
了しバックアウトした原因を判別してください。
モジュール: DFHSPP

ASP5
説明: タスクが、その基本機能としての端末を所有していませ
ん。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 EXEC CICS HANDLE
ABEND コマンドは、この異常終了を処理することができませ
ん。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHSPZ

ASP6
説明: このタスクの基本機能である端末を所有するシステムに
対して、シップするため待機中であったデータをフラッシュア
ウトする試みが失敗しました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 EXEC CICS HANDLE
ABEND コマンドは、この異常終了を処理することができませ
ん。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHSPZ

ASP7
説明: 同期点プロトコルに組み込まれているリソース・マネー
ジャーが、「準備」するための要求に対して、「No」で応答し
ました。ユーザー出口と関連したタスクを介して通信している
非 CICS リソース・マネージャーが、この異常終了を引き起こ
す可能性があります。
システムの処置: CICS はそのタスクを異常終了し、トランザ
クション・ダンプを作成します。EXEC CICS HANDLE
ABEND コマンドは、この異常終了を処理することができませ
ん。
ユーザーの処置: 前に起こっている問題、例えば、リソース・
マネージャーが、入出力エラーのためにそのバッファーをその
ままフラッシュできないか、または TP の障害のために CICS
との通信を行うことができないといったことによって、この異
常終了は引き起こされます。 前に起こっている問題を訂正する
必要があります。
モジュール: DFHSPP

ASP8
説明: トランザクションが同期点ロールバックを要求しました
が、そのトランザクションは、同期点ロールバックがサポート
されないタイプの処理を使用していました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 EXEC CICS HANDLE
ABEND コマンドは、この異常終了を処理することができませ
ん。
ユーザーの処置: これは、アプリケーション・エラーまたは構
成エラーです。 通信セッションには (例えば、LU6.1)、同期点
ロールバックをサポートしないものがあります。また、CICS
がロールバック処理時にそのようなセッションを検出した場
合、タスクは異常終了します。 この制約事項については、
「CICS Intercommunication Guide」で説明されています。 問題
を解決するためには、以下のいずれかを行ってください。
v アプリケーションを変更して、サポートしないセッションが

割り振られたときに、アプリケーションが同期点ロールバッ

ク・コマンドを出さないようにする。

v 構成を変更して、APPC または MRO セッションのいずれ

かを通信用に使用する。 同期点ロールバックをサポートす

るセッションは、2 つしかありません。

モジュール: DFHSPZ
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ASP9
説明: このタスクが所有する TCTTE を解放する試みが失敗し
ました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 EXEC CICS HANDLE
ABEND コマンドは、この異常終了を処理することができませ
ん。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHSPP、DFHSPZ

ASRA
説明: プログラム・チェックのためにタスクが異常終了しまし
た。
システムの処置: タスクは異常終了して、CICS はメッセージ
DFHAP0001 または DFHSR0001 を出します。 メッセージ
DFHSR0622 も出されることがあります。
ユーザーの処置: メッセージの説明を参照して、プログラム・
チェックについての原因を突き止め、それを訂正してくださ
い。
モジュール: DFHSRP

ASRB
説明: オペレーティング・システム異常終了が起こり、CICS
は現行トランザクションを異常終了させることができました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS はメッセー
ジ DFHAP0001 または DFHSR0001 を出します。
ユーザーの処置: 関連するメッセージの説明を参照して、最初
のオペレーティング・システム異常終了の原因を判別し、必要
な訂正処置をとってください。
モジュール: DFHSRP

ASRD
説明: 以下のいずれかの理由でタスクが異常終了しました。
v プログラムに CICS が現在サポートしていないアセンブラ

ー・マクロ呼び出しが入っている。

v CSA または TCA に対して無効なアクセスの試みが行われ

た。 DOS/VS COBOL BLL セルから CSA をアドレッシ

ングを試みると、この異常終了を引き起こす可能性がありま

す。 以下に例を示します。

DOS/VS COBOL プログラムが CICS によって呼び出され

るときに、CICS はフェッチ保護されたダミーの CSA を、

アプリケーション管理 BLL セルの最初のセルに挿入しま

す。 アプリケーションが BLL セルを初期設定をし直す前

にこのストレージへアクセスしようとすると、異常終了

ASRD が起こります。

v アセンブラー以外のプログラムが、アセンブラー・プログラ

ムとして間違って CICS に定義された。

このエラーは、プログラム・チェックとして表示されます。

システムの処置: タスクを異常終了してから、CICS がメッセ

ージ DFHSR0618 を出し、その後に DFHAP0001 または

DFHSR0001 が出されます。

ユーザーの処置: 関連するメッセージの説明を参照して、エラ

ーの原因を突き止めて、それを訂正してください。

通常、TCA をアドレッシングする R12、または CSA をアド

レッシングする R13 のいずれかが、アクセスが許可されてい

ないストレージを指し示します。

DOS/VS COBOL BLL セルと関連する問題についての詳細

は、「CICS Problem Determination Guide」を参照してくださ

い。

モジュール: DFHSRP

ASRK

説明: プログラム・チェック、オペレーティング・システムの

異常終了、もしくはトランザクション環境内のその他のエラー

を処理するために、AP ドメイン・リカバリー・スタブ

DFHSR1 が呼び出されました。しかし、DFHSR1 はシステ

ム・リカバリー・プログラム DFHSRP を呼び出すことができ

ませんでした。タスク制御域 (TCA) を指し示しているレジス

ター 12 が空であるためです。 これは、DFHSR1 の呼び出し

側が TCA のアドレスを設定していないことを示しています。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHSR1

ATCA
説明: CICS アプリケーション・プログラムが DFHTC マク
ロを出したときに、システムが最終静止モードになっていまし
た。
システムの処置: 入出力を要求しているタスクは異常終了し、
CICS トランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: なし。
モジュール: DFHZARQ

ATCB
説明: CICS アプリケーション・プログラムは、2 つの連続し
た DFHTC 書き込み要求または 2 つの連続した DFHTC 読み
取り要求を出しましたが、どちらの場合も間に待機要求が入れ
られていませんでした。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 実行されているプログラムの中で訂正処置を
とります。

これは、ほぼ確実にアプリケーション・プログラムのエラーで
す。 アプリケーション全体の制御の流れを判別し、待機要求が
途中で出されなかった理由を判別してください。 アプリケーシ
ョンの中で読み取りおよび書き込み要求が出されている場所を
見つけるには、トレース・テーブルが役に立ちます。 必要であ
れば、マスター端末コマンドを使用してトレースまたは補助ト
レースを開始して、トレース結果を入手するためのトランザク
ションを実行し直します。 補助トレースの出力は、トレース・
ユーティリティー・プログラム DFHTU430 を使用して印刷す
ることができます。
問題判別: この異常終了はトランザクション・ダンプを作成し
ます。 そのダンプ内のレジスター 12 は、現在の TCA のア
ドレスを示し、レジスター 10 とフィールド TCAFCAAA
は、このタスクに関連した TCTTE のアドレスを示します。
TCATPOS2 のビット TCATPOWR (X'01') は、書き込みが
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DFHTC マクロによって要求されたことを示し、ビット
TCATPORR (X'10') は、読み取りが要求されたことを示しま
す。TCTTEOS のビット TCTTEOWR (X'01') は、書き込みが
進行中であることを示し、ビット TCTTEORR (X'10') は、読
み取りが進行中であることを示します。

分析 :

レジスター ラベル 説明

R10=@TCTTE TCZARQ05 ビット TCATPOWR はバイト TCTTEOWR
R12=@TCA (TCZAQ1W) にあり、ビット TCATPOS2 は

バイト TCTTEOS にあります。

R10=@TCTTE TCZARQ05 ビット TCATPOWR はバイト TCTTEOWR
R12=@TCA (TCZAQ2W) にあり、ビット TCATPOS2 は

バイト TCTTEOS にあります。

R10=@TCTTE TCZARQ12 ビット TCATPOWR はバイト TCTTEOWR
R12=@TCA にあり、ビット TCATPOS2 は

バイト TCTTEOS にあります。
モジュール: DFHZARQ

ATCC

説明: パイプライン・セッションを使用しているアプリケーシ

ョン・プログラムが、2 つ以上の書き込み要求を出したか、ま

たは読み取り要求を出しました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: パイプライン・セッション端末に対して 2
つ以上の連続した WRITE を出さないように、アプリケーショ

ン・プログラムを訂正します。

モジュール: DFHZARQ

ATCD
説明: この異常終了コードは、CTYPE 要求または QUEUE
要求が出されて、VTAM または ZCP 機能がシステムに組み
込まれていなかった場合に必ず使用されます。

このコードは、CICS システムが APPC をサポートするレベル
になかった場合に、APPC コマンドを出すタスクを異常終了さ
せるためにも使用されます。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: VTAM がシステム内に生成されていなかっ
た場合には、CTYPE マクロ命令が出されないようにそのトラ
ンザクションを訂正するか、あるいは CTYPE 要求または
QUEUE 要求が出された対象となっている ZCP 機能を組み込
みます。
モジュール: DFHZDSP、DFHZERH

ATCE
説明: CICS アプリケーション・プログラムは、TIOA のアド
レスを指定せずに DFHTC 要求を出しましたが、その要求は、
3270 データ・ストリーム端末に対する ERASE ALL
UNPROTECTED 要求または READBUF 要求ではありません
でした。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 書き込み時に端末入出力域 (TIOA) が用意さ
れていることを確認して、ユーザー・プログラムのエラーを訂
正します。

これは、ほぼ確実にアプリケーション・プログラムのエラーで
す。 アプリケーション全体の制御の流れを判別し、TIOA が
指定されなかった理由を判別してください。
問題判別: この異常終了はトランザクション・ダンプを作成し
ます。 そのダンプ内のレジスター 12 は、現在の TCA のア
ドレスを示し、レジスター 10 とフィールド TCAFCAAA
は、このタスクに関連した TCTTE のアドレスを示します。
レジスター 8 と TCTTEDA には、入出力要求で使用する
TIOA のアドレスが入っていなければなりませんが、実際には
ゼロが入っています。 3270 データ・ストリーム端末の場合
は、バイト TCTETDST にはビット TCTETTSI (X'01') が設定
されています。全無保護域消去要求は、バイト TCTTEEUB の
ビット TCTTEEUI (X'40') の設定内容によって示され、バッフ
ァー読み取り要求は、バイト TCTTERBB のビット TCTTERBI
(X'80') の設定内容によって示されます。

分析 :

レジスター ラベル 説明

R10=@TCTTE TCZARQ41 NIOABAR (レジスター 8)
はゼロです。

R8=0 レジスター 8 はこのタスクと関連
した TCTTE の TCTTEDA フィールド
によりロードされます。

モジュール: DFHZARQ

ATCF

説明: DFHTC CTYPE マクロが非 VTAM 端末管理テーブル

端末項目 (TCTTE) に対して出されたか、あるいは DFHTC
CTYPE=COMMAND マクロまたは RESPONSE マクロが

VTAM 3270 TCTTE に対して出されました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: そのプログラムが CTYPE マクロを VTAM
端末に対してのみ出し、VTAM 3270 に対しては

CTYPE=COMMAND または RESPONSE を出さないようにし

てください。

モジュール: DFHZCRQ

ATCG

説明: CICS アプリケーション・プログラムは、所有していな

い端末に対して DFHTC 要求を出しました。 この所有権の問

題は、そのタスクが前に WRITE,LAST 要求 (そのタスクから

端末を切り離す) を出していたこと、または要求の宛先となる

端末がそのタスクで正しく指定されていないことに起因してい

る場合があります。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: これは、ほぼ確実にアプリケーション・エラ

ーと考えられます (ただし、ストレージが完全に重ね書きされ

ている場合を除く)。 トレース・テーブルからの流れを判別

し、DFHZCP タスク消去ルーチン DFHZDET への要求または

DFHTC WRITE,LAST が出された時期を判別してください。

問題判別: レジスター 12 は現在の TCA のアドレスを示して

おり、レジスター 10 には TCTTE のアドレスが入っていま

す。 TCTTE のアドレスは、非 ISC トランザクションの場合

には TCAFCAAA から、バイト TCATPOC3 のビット

TCATPTTA (X'40') がオンの場合 (DFHTC 要求に
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TERM=YES が指定されたことと、このトランザクションが

ISC トランザクションであることを示す) には、TCATPTA か

ら得られます。このようにして突き止められた TCTTE では、

フィ ールド TCTTECA には TCA のアドレスが入っておら

ず、この TCA がこのタスクによって所有されていないことを

示しています。

分析 : フィールド TCTTECA に TCA のアドレスが入ってい

ないような TCTTE を指定して DFHTC 要求が出されまし

た。

レジスター ラベル 説明

R10=@TCTTE TCZARQ05 TCTTECA はレジスター 12
と等しくありません。

モジュール: DFHZARQ

ATCH
説明: このタスクは、ドメイン呼び出しが正常に完了される前
に除去されました。 除去された条件を最初に検出したタスク
が、例外トレースを提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。
このタスクは、CEMT トランザクションを介してマスター端末
オペレーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクシ
ョンに指定された DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト)
値を超えて待った後でタイムアウトになったタスクによって除
去されました。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、
これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス
テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト
になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト
レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー
ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら
して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。
そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす
という方法もあります。
モジュール: DFHBSM62、 DFHBSS、 DFHBSSZ、
DFHBSTZ、 DFHBSTZV、 DFHBSTZ1、 DFHBSTZ2、
DFHTBSB、 DFHTBSBP、 DFHTBSD、 DFHTBSDP、
DFHTBSL、 DFHTBSLP、 DFHTBSQ、 DFHTBSR、
DFHTBSRP、 DFHTBSSP、 DFHTCRP、 DFHTOASE、
DFHTOATM、 DFHTOLCR、 DFHTOLUI、 DFHTRZCP、
DFHTRZIP、 DFHTRZPP、 DFHTRZXP、 DFHTRZYP、
DFHTRZZP、 DFHZCQCH、 DFHZCQDL、 DFHZCQIQ、
DFHZCQIS、 DFHZCQRS、 DFHZCQ00、 DFHTCBP、
DFHDLBP、 DFHFCBP、 DFHUSBP

ATCJ
説明: この異常終了は、次の状況で DFHZATA により出され
ます。
v 端末からトランザクション CATA が出された。

v AWE(TCAFCAAA) のアドレスがゼロである。

v AWE が無効である (TCTWETYP は TCTTEAWE でなけ

ればなりません)。
v 異常終了は、DFHZATA で早期に出されている。

この異常終了は、次の状況で DFHZATD により出されます。

v 端末からトランザクション CATD が出された。

v AWE(TCAFCAAA) のアドレスがゼロである。

v TCAFCAAA は AWE であって、端末ではない。

v 異常終了は、DFHZATD で早期に出されている。

この異常終了は、次の状況で DFHZATR により出されます。

v 端末からトランザクション CATR が出された。

v 異常終了は、DFHZATD で早期に出されている。

システムの処置: CICS はその要求を拒否します。

ユーザーの処置: メッセージを出したプログラム、および異常

終了の理由を判別して、次のように適切な処置をとってくださ

い。

端末から CATA、CATD または CATR を呼び出さないでく

ださい。

TCAFCAAA 内のアドレスが正しくない場合には、呼び出しの

メカニズムに障害があります。 これは、CICS 論理エラーで

す。

異常終了が出された場合には、トランザクション・ダンプを使

用して、どこで異常終了が起こったのかを判別してください。

これは、CICS 論理エラーです。

モジュール: DFHZATA、DFHZATD、DFHZATR

ATCK
説明: アプリケーション・プログラムが VTAM 端末に対して
WRITE を出しましたが、その WRITE には、許可されていな
い CCOMPL=NO の指定がありました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: そのトランザクション・プロファイルの中に
CHAINCONTROL を指定してください。
モジュール: DFHZARQ

ATCL
説明: このトランザクションと端末メッセージの自動ジャーナ
ル処理または自動ロギングを行っているときに、エラーが起こ
りました。 ログに記録されているメッセージは、アプリケーシ
ョン・プログラムの中の明示的な READ または WRITE と関
連するものです。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: ダンプを使用して、ジャーナルまたはログ・
レコードを正しく書き込めない理由を突き止めてください。 ジ
ャーナル・レコード長のエラーが示された場合には、
TIOATDL が壊されている可能性があります。
問題判別: レジスター 12 は、現行の TCA およびフィールド
TCAJCAAD をアドレッシングし、レジスター 4 は JCA をア
ドレッシングします。 ジャーナル管理要求は JCATR2 に入っ
ており、応答コードは JCAJCRC に入っています。

考えられる要求コードは次のとおりです。

X'8001' - WRITE
X'8003' - PUT

考えられる応答コードは、次のとおりです。

X'01' - IDERROR - ジャーナル ID エラー
X'02' - INVREQ - 無効な要求
X'03' - STATERR - ステータス・エラー
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X'05' - NOTOPEN - ジャーナルが開いていない
X'06' - LERROR - ジャーナル・レコード長エラー
X'07' - IOERROR - 入出力エラー

TIOA のアドレスはレジスター 8 に入っており、そのデータ

長は TIOATDL に入っています。

分析 :

レジスター ラベル 説明

R4=@JCA TCZARQPJ JCAJCRC は非ゼロです。
モジュール: DFHETL、DFHTCPCM、DFHZARQ

ATCM

説明: このトランザクションに関連付けられた端末の同期点情

報を CICS システム・ログに書き込み中に、エラーが発生しま

した。 同期点は、ユーザー同期点またはトランザクションの終

了のいずれかを表します。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: ダンプを使用して、ログ・レコードを正しく

書き込むことができなかった理由を突き止めます。これは、

CICS システム問題である可能性があります。

問題判別: レジスター 12 は、現行の TCA およびフィールド

TCAJCAAD をアドレッシングし、レジスター 4 は JCA をア

ドレッシングします。 ジャーナル管理要求は JCATR2 に入っ

ており、応答コードは JCAJCRC に入っています。

考えられる要求コードは次のとおりです。

X'8001' - WRITE
X'8003' - PUT

考えられる応答コードは、次のとおりです。

X'01' - IDERROR - ジャーナル ID エラー
X'02' - INVREQ - 無効な要求
X'03' - STATERR - ステータス・エラー
X'05' - NOTOPEN - ジャーナルが開いていない
X'06' - LERROR - ジャーナル・レコード長エラー
X'07' - IOERROR - 入出力エラー

分析 :

レジスター ラベル 説明

DFHZSYN の場合:
R4=@JCA TCZSYNS4 JCAJCRC は非ゼロで、

ジャーナル・エラーが
起きたことを意味しています。

DFHZDWE の場合:
R2=@JCA TCZDWE03 同上
モジュール: DFHZDWE、DFHZSYN

ATCN
説明: このトランザクションの最初の入力メッセージの自動ジ
ャーナル化または自動ロギングを行っているときに、エラーが
起こりました。 この入力メッセージは、トランザクションが実
際に呼び出される原因となったメッセージです。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: ダンプを使用して、ログ・レコードを正しく
書き込むことができなかった理由を突き止めます。ダンプを分

析する手引きについては、異常終了コード ATCM を参照して
ください。

ジャーナル・レコード長のエラーが示された場合には、
TIOATDL (X'08') が壊されている可能性があります。
問題判別: レジスター 12 は、現行の TCA およびフィールド
TCAJCAAD をアドレッシングし、レジスター 4 は JCA をア
ドレッシングします。 ジャーナル管理要求は JCATR2 に入っ
ており、応答コードは JCAJCRC に入っています。

考えられる要求コードは次のとおりです。

X'8001' - WRITE
X'8003' - PUT

考えられる応答コードは、次のとおりです。

X'01' - IDERROR - ジャーナル ID エラー
X'02' - INVREQ - 無効な要求
X'03' - STATERR - ステータス・エラー
X'05' - NOTOPEN - ジャーナルが開いていない
X'06' - LERROR - ジャーナル・レコード長エラー
X'07' - IOERROR - 入出力エラー

分析 :

レジスター ラベル 説明

R4=@JCA TCZARQJP JCAJCRC は非ゼロです。
TCZSUPJW ジャーナル・エラー。

モジュール: DFHZSUP

ATCO

説明: アプリケーション・プログラムは、端末またはシステム

によってサポートされていない機能の実行を試みました。

次のようなエラーが起こると考えられます。

1. SIGNAL がサポートされていない。

WAIT=YES オプションを指定した DFHTC
TYPE=SIGNAL 要求が VTAM 論理装置に対して出されま

したが、CICS は、SIGNAL 標識を受け取るためのサポー

トを備えていません。

2. WRITE STRUCTURED FIELD がサポートされていな

い。

この書き込み要求は、この機能をサポートしない装置に対

する STRFIELD キーワードを備えた SEND コマンドの結

果として試みられたものと考えられます。

3. APPC マップ式会話がサポートされていない。

アプリケーションでは、APPC 非マップ式会話のために使

用されているセッションでの通常の端末管理コマンドの実

行が試みられました。 (EXEC CICS GDS コマンドだけが

許されています。)
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: アプリケーション・プログラムを訂正してく

ださい。

モジュール: DFHZARQ
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ATCP

説明: 保護メッセージへの応答の受信時に PUT 要求を試みて

いる間に、DFHJCP がエラーを検出しました。 この PUT 要

求は、肯定応答が受け取られたことを記録します。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。 トランザクションは引

き続きタスク生成され、可能であればログが書き込まれます。

ユーザーの処置: ダンプを使用して、ログ・レコードを正しく

書き込むことができなかった理由を突き止めます。

問題判別: ジャーナル管理要求は JCATR2 に入っており、応

答コードは JCAJCRC に入っています。

考えられる要求コードは次のとおりです。

X'8001' - WRITE
X'8003' - PUT

考えられる応答コードは、次のとおりです。

X'01' - IDERROR - ジャーナル ID エラー
X'02' - INVREQ - 無効な要求
X'03' - STATERR - ステータス・エラー
X'05' - NOTOPEN - ジャーナルが開いていない
X'06' - LERROR - ジャーナル・レコード長エラー
X'07' - IOERROR - 入出力エラー

分析 :

レジスター ラベル 説明

R2=@JCA TCZRLG30 JCAJCRC は非ゼロで、ジャーナル
・エラーが起きたことを
示します。

モジュール: DFHZRLG

ATCQ

説明: アプリケーション・プログラムが、送信状況にある端末

に対して書き込み操作を出しました。 この書き込みを進めるこ

とができるように、単一のコマンドが送られ、DFHZCP は方

向変換標識を待っている端末からのデータの読み取りを開始し

ました。 データ・レコードは、受け取られるたびに一時ストレ

ージに入れられ、これらの操作のうちの 1 つについて一時スト

レージ・エラーが起こりました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 一時ストレージがシステムに含まれているか

どうか、およびそこに十分なスペースがあるかどうかを調べま

す。

無効な要求が示されている場合には、一時ストレージへ書き出

されているデータの長さが、VSAM 制御インターバル・サイズ

から 84 を差し引いた値よりも大きくないかどうかを調べま

す。 データの長さは TIOATDL にあります (これは、

DFHZCP によって読み込まれたデータの長さよりも 8 だけ大

きくなっています)。
問題判別: レジスター 12 は現在の TCA のアドレスを示して

います。 TCACCSV1 には、一時ストレージ応答コードを含む

TCATSTR の保管されたコピーが入っています。 一時ストレ

ージ応答コードには、次のものがあります。

X'04' - IOERROR - 入出力エラー
X'08' - NOSPACE - 一時ストレージ・スペースがない
X'20' - INVREQ - 無効な要求

一時ストレージ識別名は、文字ストリング 『DFHQ』 と、

TCTTETI からの端末識別名を連結して構成されます。一時ス

トレージ識別名は、TCATSDI に入れられます。

レジスター 8 とフィールド TCTTEDA は、一時ストレージへ

書き出されている TIOA アドレスを示しています。 一時スト

レージに渡されるアドレスは、TIOATDL のアドレスです。

分析 : DFHTS TYPE=PUTQ の後に、一時ストレージ応答コー

ドがゼロになっていませんでした。

レジスター ラベル 説明

R12=@TCA ZRAQ60 TCATSTR は非ゼロです。
モジュール: DFHZRAQ

ATCR

説明: 前の書き込み操作により、DFHZCP がロックアウトを

避けるために端末からデータの先行読み取り操作を出した後

で、アプリケーション・プログラムが読み取り操作を出しまし

た。 DFHZCP は、一時ストレージから保管されたデータを取

り出すための DFHTS GETQ を出したところですが、そこで

エラーが起こりました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 一時ストレージ・エラーの原因を判別して、

それを訂正してください。

一時ストレージ識別エラーが示されている場合には、TCTTETI
に有効な端末識別名が入っているかどうかを調べます。

問題判別: レジスター 12 は現在の TCA のアドレスを示して

います。 TCACCSV1 には、一時ストレージ応答コードを含む

TCATSTR の保管されたコピーが入っています。 一時ストレ

ージ応答コードには、次のものがあります。

X'01' - ENERROR - 入力エラー
X'02' - IDERROR - 識別エラー
X'04' - IOERROR - 入出力エラー
X'20' - INVREQ - 無効な要求

一時ストレージ識別名は、文字ストリング 『DFHQ』 と、

TCTTETI からの端末識別名を連結して構成されます。一時ス

トレージ識別名は、TCATSDI に入れられます。

分析 : DFHTS TYPE=GETQ の後に、一時ストレージ応答コー

ドがゼロになっていませんでした。

レジスター ラベル 説明

R12=@TCA ZRAR90 TCATSTR は非ゼロです。
モジュール: DFHZRAR

ATCS

説明: アプリケーション・プログラムが、RCD (宛先変更要

求) を伴う SIGNAL データ・フロー・コマンドを受け取った

後で、論理装置へのデータの送信を試みました。この条件は、

アプリケーションが IGREQCD 例外条件を誤って取り扱った

ときに引き起こされます。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。
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ユーザーの処置: IGREQCD 例外条件を正しく取り扱ってくだ

さい。

モジュール: DFHZARQ

ATCT

説明: リモート所有されている端末を表すための代理 TCTTE
を作成する試みが失敗に終わりました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZSUP

ATCU

説明: アプリケーション・プログラムは論理装置へのデータの

送信を試みましたが、このアプリケーション・プログラムは受

信モードになっており (EIBRECV が設定されている)、先行読

み取りキューイングがインストール済みプロファイル定義に指

定されていません (RAQ=NO)。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: EIBRECV が設定されなくなるまで受信要求

を出すようにアプリケーション・プログラムを変更するか、ま

たは RAQ=YES をインストール済みプロファイル定義に指定

します (RAQ=YES を指定した場合には、トランザクションの

終了前にすべての入力メッセージが読み取られることを確認し

ます)。
モジュール: DFHZARQ

ATCV
説明: アプリケーションで論理装置に対する操作が試みられま
したが、それが次のいずれかの理由により正しいモードになっ
ていませんでした。
1. DFHZARQ によって出されている場合は、未解決の別の要

求があるため (EIBSYNC が設定されている)、CICS はその

要求を実行できない。 これは、APPC または非 APPC シ

ステムにあてはまります。

2. DFHETL によって出されている場合は、アプリケーション

は APPC システムと通信中であり、試みられた操作を実行

するための正しい状態になっていない。 これは、APPC シ

ステムだけにあてはまります。

3. DFHZISP によって出されている場合は、TCTTE 解放が要

求されており、未解決の同期点要求が存在している。 これ

は、非 APPC システムだけにあてはまります。

4. DFHZISP によって出されている場合は、TCTTE 解放が要

求されており、TCTTE は受信モードになっていて、インス

トール済みプロファイル定義内に RAQ=NO が指定されて

いる。 これは、非 APPC システムだけにあてはまりま

す。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 応答はエラーの理由によって、以下のように

異なります。

1. 同期点を出してから要求を出してください。

2. 解放要求を出してからセッション割り振りをし直してくだ

さい。

3. アプリケーションを変更して、EIBRECV の設定を解除す

るまで受信要求を出すか、またはインストール済みプロフ

ァイル定義に RAQ=YES を指定してください。 (インスト

ール済みプロファイル定義に RAQ=YES を指定する場合に

は、トランザクションが終了する前にすべての入力メッセ

ージが読み取られるようにしてください。)
4. 「CICS Distributed Transaction Programming Guide」を参

照してください。ここでは、コマンドの正しい使用法に関

する規則が示されています。 その後でアプリケーションを

訂正してください。

アプリケーション・プログラムは、論理装置上で操作を試みま

したが、その操作は無効でした。その論理装置とのセッション

におけるプログラムの現在の状況では、そのような操作は許さ

れていないためです。 TCTTE (つまり、セッション)、状況バ

イト、および要求バイトの TCA タイプを調べれば、そのいず

れに上記の問題が関係しているのかがわかります。

問題の原因が突き止められた場合には、次の要求がそのセッシ

ョンを通じて送られてくる前に、セッション本位の情報に基づ

いた処置が確実にとられるように、アプリケーション・プログ

ラムを変更しておかなければなりません。 EXEC インターフ

ェース・ブロック (EIB) にあるアプリケーション・プログラム

では、そのセッションを通じての RECEIVE、CONVERSE、ま

たは RETRIEVE 要求の実行に続いて、直ちにセッション状況

情報が使用できるようになります。 これ以降の操作がセッショ

ン上で試みられる前に、関連するバイトを示されている順に厳

密にテストし、機能させるようにしなければなりません。 さら

に、状況情報バイトそれ自体は、必ずしも持続性のあるもので

はなく、 EXEC CICS ステートメントの実行のたびに、それに

先立ってリセットされます。 したがって、後のテストに備え

て、RECEIVE、CONVERSE、または RETRIEVE の実行後

に、それらの情報をアプリケーション・ユーザー・ストレージ

に保管しておくことが適切なプログラミング手法といえます。

状態としては、次のものがあります。

1. EIBSYNC

アプリケーションでは、同期点を取らなければなりま

せん。

2. EIBFREE

アプリケーションでは、セッションを解放しなければ

なりません (または、終了しなければなりません。そ

の場合にセッションが自動的に解放されます)。
3. EIBRECV

アプリケーションでは、さらに RECEIVE コマンド

を出すことによってデータの受信を続けなければなり

ません。この状態にある間は、当然、データを送信す

ることはできません。

場合によっては、これらの状況テストのいくつかを省略するこ

とができます (例えば、リモート・システムのアプリケーショ

ン・プログラム自体は同期点要求を決して出すことがないとわ

かっている場合には、EIBSYNC 状況のテストは必須ではあり

ません)。 ただし、特にリモート・アプリケーションが後日修

正されると思われる場合には、常にテストを実行する必要があ

ります。このような修正により、セッション処理論理も同様に
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変更されることが考えられるからです。 また、リモート・トラ

ンザクション自体が、セッションに関する予期しない流れを引

き起こしている場合もあります。 例えば、リモート・プログラ

ムがセッションを通じて EXEC CICS SEND..... LAST を出

し、続いて RETURN を出した場合には、伝送されるデータ上

に同期点要求 (RQD2) が追加されることになります。 (アプリ

ケーション・プログラマーは、この点についての詳細は、

「CICS Distributed Transaction Programming Guide」を参照し

てください。) このような追加の結果、ローカル・アプリケー

ションでは、予期しない同期点要求が受け取られます。同期点

要求を受け付けずにセッションが解放された場合には、このロ

ーカル・アプリケーションが異常終了することになります。

注: APPC マップ式アプリケーションを処理しているときに状

態エラーが起こった場合 (つまり、誤った状態にあるときに、

プログラムがある操作の実行を試みた場合) には、モジュール

DFHETL によっても ATCV 異常終了が引き起こされます。

APPC マップ式アプリケーションの処理については、「CICS

Diagnosis Reference」で説明されています。 前述のように、一

部のコマンドは DFHZARQ によって処理され、その他のコマ

ンドは、DFHETL によって呼び出される他の各種のモジュール

によって処理されます。 APPC のコマンド使用に関する規則

は、「CICS Distributed Transaction Programming Guide」で説

明されています。プログラミング・エラーについての詳細は、

この資料を参照してください。

問題判別: レジスター 12 は現在の TCA のアドレスを示して

います。 レジスター 10 とフィールド TCAFCAAA は、

TCTTE のアドレスを示しています。 同期点が必要である場合

は、端末バイト TCTTECRE にビット TCTEUCOM (X'02') が

設定され、空きセッションが必要である場合には、TCTEUFRT
(X'04') が設定されます。アプリケーションが SEND モードで

あれば、TCTESMDI に TCTEUSMD (X'02') が設定されます。

アプリケーションが RECEIVE モードである場合には、

TCTERCVI に TCTEURCV (X'01') が設定されます。バイト

TCTEIRAQ のビット TCTESRAQ (X'80') は、このトランザク

ションのためのインストール済みプロファイル定義に読み取り

先行キューイングがコーディングされていることを示していま

す。

TCA の要求タイプ・ビットは、次のように設定されます。

v TCATPOS1 TCATPIS (X'01') 信号要求

– TCATPFRE (X'03') TCTTE 解放

v TCATPOS2 TCATPORR (X'10') 受信要求

– TCATPOWR (X'01') 送信要求

分析 :

番号 ラベル 説明

DFHZARQ
1. TCZAQW8 同期点又は、空きセッション

未解決の場合受信が
試みられました。

2. TCZAQ2W 受信モードで送信が
試みられました。

3. ZARQNOPG 送信モードで SIGNAL が
発行されました。

DFHZISP

4. ZISPVTCK 同期点要求が未解決のまま
セッションを空けようと
試みられました。

モジュール: DFHETL、DFHZARQ、DFHZISP

ATCW
説明: システムが、LU6.1 または APPC セッションのための
インストール済みプロファイル定義なしで生成されています。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーにエラーを知らせて
ください。
モジュール: DFHZSUP

ATCX
説明: エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない
EXCEPTION 応答) が、ストレージ・マネージャー (SM) ドメ
インに対する呼び出しで発生しました。 最初のエラーを検出し
たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ
び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指
定したオプションによって異なる) を提供します。

ATCX 異常終了後に端末制御要求を出すアプリケーション・プ
ログラムに、さらに問題があると考えられます。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHBSMIR、 DFHBSMPP、 DFHBSM62、
DFHBSS、 DFHBSTB、 DFHBSTB3、 DFHBSTC、
DFHBSTZ、 DFHBSTZB、 DFHBSTZO、 DFHBSTZR、
DFHBSTZV、 DFHBSTZ1、 DFHBSTZ2、 DFHBSZZS、
DFHAPRT、 DFHCRP、 DFHQRY、 DFHTCBP、
DFHDLBP、 DFHFCBP、 DFHUSBP、 DFHZARL、
DFHZARQ、 DFHZERH、 DFHZGET、 DFHZFRE、
DFHZNAC、 DFHZRVS、 DFHZSUP、 DFHZTSP、
DFHZXST

ATCY
説明: インバウンド機能管理ヘッダー (FMH) の処理時にエラ
ーが起こりました。 長さエラーが検出された (例えば、不完全
な FMH が受け取られた) か、FMH の中で無効なフィールド
が検出されたかのいずれかです。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーにエラーを知らせて
ください。 問題は、おそらく、無効な FMH を送ってきたリ
モート・システムにあります。

インバウンド FMH が旧リリースの CICS を使用したシステ
ムからのものである場合は、USEDFLTUSER を設定してくだ
さい。 詳細については、「CICS RACF Security Guide」の
『Attach Time Security and the USEDFLTUSER option』を
参照してください。
モジュール: DFHZARQ, DFHZSUP
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ATCZ
説明: CICS VTAM ACB のオープン (例えば EXEC CICS
SET VTAM OPEN または CEMT SET VTAM OPEN) の一環
として、セキュリティー・ドメインに対して
SET_NETWORK_IDENTIFIER 呼び出しを行ったところ、エラ
ー (INVALID、DISASTER、または EXCEPTION 応答) が起
きました。 最初のエラーが検出されたドメインには、例外トレ
ース、コンソール・メッセージ、 またダンプ・テーブルで指定
したオプションによっては、システム・ダンプがあります。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 VTAM ACB はクローズさ
れます。
ユーザーの処置: ダンプ、トレース、およびコンソール・メッ
セージを使用して、最初のエラーを診断し、訂正してくださ
い。 以前に起きたエラーが解決されたら、コマンドを再試行し
てください。
モジュール: DFHZSLS

ATC1
説明: 必要なステップが失敗したため、CICS 端末管理再始動
タスクを完了させることができませんでした。 そのタスクで
は、重要ないくつかのリカバリー操作は実行されましたが、タ
スクそれ自体はコード ATC1 で異常終了しました。
システムの処置: CICS は、端末制御再始動タスクのトランザ
クション・ダンプを作成します。

CICS は、2 つのメッセージをコンソールへ送ります。1 つ
は、端末管理再始動タスクによって検出されたエラーを識別す
るものであり、もう 1 つは、タスクが失敗に終わったことを示
す DFHTC1001 です。 2 つのメッセージの後には、CICS が
異常終了してダンプが作成されたことを知らせるか、GO また
は CANCEL と応答するように促す、3 つ目のメッセージが続
きます。先に起こったエラーの性質によっては、他のシステ
ム・コンポーネント (例えば、アクセス方式) からメッセージ
が出されることもあります。
ユーザーの処置: CICS が応答を要求している場合には、ま
ず、それに応答する必要があります。 'GO' と応答した場合に
は、CICS の処理は続行されますが、端末管理は行われませ
ん。 「CANCEL」で応答すると、CICS が異常終了し、ダン
プが作成されます。

メッセージとダンプを使用して、障害の原因を調べてくださ
い。
モジュール: DFHTCRP

ATC2
説明: VTAM が CICS 要求を拒否したために、CICS SET
VTAM OPEN コマンドが失敗しました。
システムの処置: メッセージ DFH2302、DFH2304、または
DFH2307 がコンソールに送られ、CICS はトランザクションを
異常終了し、トランザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: RPL (VTAM 要求コードとともに) および戻
りコードは、TCTVRVRA からアドレッシングされた RA プー
ル内で見つけることができます。 「z/VSE メッセージおよび
コード 第 2 巻」 のセクション『VTAM コード』を使用し
て、エラーの原因およびそれを訂正するのに必要な処置を判別
してください。エラーを訂正した後で、要求を再試行するか、
または CICS を終了させた後に都合のよいときにネットワーク
を再始動させるようにするかのいずれかを行うことができま
す。

モジュール: DFHZSLS

ATC4
説明: 重大な CAVM エラーが起こりました。 XRF TCB は
異常終了しました。
システムの処置: CICS は異常終了し、システム・ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: ダンプおよび他のシステム・コンポーネント
によって出されたメッセージの指示を使用して、根本的なエラ
ーを診断し、訂正してください。

システム・ダンプの使用についての詳細は、「CICS Problem
Determination Guide」を参照してください。
モジュール: DFHTCRP

ATC5
説明: APPC マップ式処理時に内部論理エラーが検出されまし
た。 DFHZARL によって維持されている会話の状態が、
DFHETL と DFHZARM によって共同維持されている状態と
一致していません。

この問題は、CICS がアプリケーション・データを受け取って
いるときにも生じる可能性があります。 CICS は、予想された
すべてのデータを受け取る前に、チェーンの終わりの通知を受
け取る場合があります。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 CICS 処理は続行されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHETL

ATC6
説明: DFHETL が 65 528 バイトを超えるデータ長の SEND
DATA 要求を持っています。65 528 バイトは DFHETL が処
理できる最大バイト数です。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: これは、CICS の内部論理エラーです。 こ
の問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順について
は、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照し
てください。
モジュール: DFHETL

ATC7
説明: DFHZSUP が、INITIAL-CALL 要求から DFHZARL
への誤った応答を検出しました。この応答は、DFHLUC パラ
メーター・リスト内の DFHZSUP に戻されました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: DFHLUC パラメーター・リストの中のフィ
ールド LUCCDRCD を調べてください。 これは、DFHZARL
の ENTRY/EXIT トレース・ポイントに現れます。 トレース
がオフになった場合には、トランザクション・ダンプ内の
DFHZSUP の LIFO 項目でこのフィールドを見つけることが
できます。
v LUCCDRCD = 'A0000100' - セッション障害

v LUCCDRCD = 'A0010100' - 読み取りタイムアウト

v LUCCDRCD = 'A0010000' - デッドロック・タイムアウト

ATCZ • ATC7
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(LUCCDRCD のオフセットは、「CICS TS Data Areas」にあ

ります。)

LUCCDRCD が X'00000000' である場合には、このエラーは接

続障害によるものです。この場合、詳細な診断情報について

は、CSMT ログを調べてください。

モジュール: DFHZSUP

ATC8

説明: インバウンド機能管理ヘッダー (FMH) の処理時にエラ

ーが起こりました。 長さエラーが検出された (例えば、不完全

な FMH が受け取られた) か、FMH の中で無効なフィールド

が検出されたかのいずれかです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーにエラーを知らせて

ください。 問題は、おそらく、無効な FMH を送ってきたリ

モート・システムにあります。

モジュール: DFHETL

ATC9

説明: 最初に DFHKC SUSPEND を出さなかったタスクに、

DFHKC RESUME マクロ呼び出しが出されました。 DFHKC
RESUME マクロは、DFHKC SUSPEND マクロを出した後に

出されなければなりません。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: トレース項目を調べて、エラーを突きとめて

ください。

モジュール: DFHZNCE

ATDD

説明: トランザクションが、使用不可の一時データ宛先にアク

セスしようとしました。 (マスター端末オペレーターは宛先の

ステータスを制御することができます。)

このリリースの CICS では、この異常終了を出すことはできま

せん。 この異常終了は、接続された CICS システムだけが出

すことができます。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 宛先が使用不可になっている理由を、マスタ

ー端末オペレーターに確認してください。

モジュール: DFHTDP

ATDI

説明: DFHTDP は、要求された宛先の DCT 項目によって示

される宛先のタイプをサポートしていません。 この宛先タイプ

のサポートなしで DFHTDP がアセンブルされているか、ある

いは DCT 項目が上書きされています。有効なタイプは X'10'
(リモート)、X'20' (間接)、X'40' (区画外)、および X'80' (区画

内) です。

注: このリリースの CICS では、この異常終了を出すことはで

きません。 この異常終了は、接続された CICS システムだけ

が出すことができます。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: DCT アセンブリー・リストを調べて、宛先

タイプを判別します。タイプが間接の場合、非間接宛先が検出

されるまで、指し示される宛先に従ってください。 その宛先タ

イプをサポートするように、DFHTDP が生成されているかど

うかを検査します。

DCT アセンブリー・リストを調べて、宛先タイプを判別しま

す。タイプが間接の場合、非間接宛先が検出されるまで、間接

宛先のチェーンに従ってください。 その宛先タイプをサポート

するように、DFHTDP が生成されているかどうかを検査しま

す。

DCT 項目が上書きされている可能性がある場合、トレース・

テーブルを調べて、DCT 項目を上書きした可能性のあるトラ

ンザクションの最近の実行を検出します。 必要であれば、

CICS を再始動し、トレースまたは補助トレースを使用して、

十分な大きさのトレース・テーブルを獲得してください。 補助

トレース・データ・セットは、DFHTU430 トレース・ユーテ

ィリティー・プログラムを使用して印刷することができます。

エラーを再度生成し、発信端末コマンドを使用してスナップ・

ダンプをとってください (CEMT PERFORM SNAP)。 ダンプ

内の DCT を調べ、DCT 項目を上書きしたデータからエラー

のコードを識別します。

問題判別: この異常終了は、DFHTDP 内の 1 個所だけで (ラ
ベル TDEATR に続く) 出されます。トランザクション・ダン

プが取られます。 ダンプでは、レジスター 12 は TCA のア

ドレスを示し、レジスター 13 は CSA のアドレスを示しま

す。 レジスター 3 は DCT 項目のアドレスを示します (これ

はトランザクション・ダンプには印刷されません)。 宛先 ID
は TCATDDI にあります。

R3=@DCT 項目

TDDCTDT 以下の宛先タイプがあります。
TDEXTRBM (X'40') - 区画外
TDINDTBM (X'80') - 区画内
TDINDBM (X'20') - 間接
TDRMTBM (X'10') - リモート

TDDCTIDI ビット TDINDBM がフィールド TDDCTDT に
設定される場合 TDDCTIDI には間接アドレスの
DCT 項目が含まれます。

分析 : 宛先タイプは常にリモートについてテストされます。

リモート要求はコマンド・レベルでのみ許可されており、これ

は DFHTDP をローカルで呼び出さないため、タイプがリモー

トの場合には異常終了コード AISM が出されます。

宛先タイプは、DFHTDP が区画内宛先をサポートする場合の

み区画内についてテストされ、DFHTDP が区画外宛先をサポ

ートする場合のみ区画外についてテストされます。 間接宛先に

ついては、TDDCTIDI のアドレスが続けられ、最終目標宛先で

適切なテストが実行されます。 宛先タイプがテストが行われる

上記のいずれでもない場合、ATDI 異常終了コードが出されま

す。

レジスター ラベル 説明

R3=@DCT TDIDER TDDCTDT はビット

ATC8 • ATDI
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項目 TDEXTRBM (区画外タイプ)、
TDINDTBM (区画内タイプ)
TDRMTBM (リモート・タイプ)
あるいは TDINDBM (間接タイプ)
のいずれでもなく、DFHTDP の
このバージョンをテストします。

モジュール: DFHTDP

ATDL

説明: ジャーナル処理によってエラーが検出されました。ジャ

ーナル処理は DFHTDP によって呼び出され、物理リカバリー

により区画内キューのリカバリーをサポートするため、DCT
項目イメージをログに記録します (DFHDCT マクロの

DESTRCV=PH)。 この異常終了は DFHTDP が区画内サポー

トとリカバリー・サポートを行うときに、DFHTD 要求の宛先

に物理リカバリーが指定された場合のみ起こります。

このリリースの CICS では、この異常終了を出すことはできま

せん。 この異常終了は、接続された CICS システムだけが出

すことができます。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: ダンプを使用して、ログ・レコードを正しく

書き込むことができなかった理由を突き止めます。

JCA 内の異常応答コードが JCT のエラーを示している場合

(例えば、IDERROR または LERROR)、システム・ログの JCT
項目が存在しかつ正しいかどうか調べてください。

NOTOPEN が示されている場合、いくつかの理由が考えられ

ますが、多くの場合、(1) OPEN=DEFERRED がシステム・ロ

グの JCT 項目に指定されており、しかも実行中にユーザー

が、DFHJC TYPE=OPEN マクロを出してデータ・セットをオ

ープンしていなかったか、(2) OPEN=INITIAL は有効であった

が、ジャーナルに対して DFHJC TYPE=CLOSE マクロが続け

て出されていたことが考えられます。 トレース・テーブルは、

ジャーナル・ファイルが使用不可になった理由を明確にするの

に役立ちます。

INVREQ または LERROR が示され、ジャーナルの JCT 項目

が正しい場合は、ストレージ上書きか、DFHTDP または

DFHJCP に問題がないか検討してください。 IOERROR が示

されている場合は、ジャーナル・データ・セットへの出力でリ

カバリー不能な入出力エラーが発生しています。これはオペレ

ーターのコンソールに送られるメッセージ DFHJC4513 で示さ

れます。

問題判別: この異常終了が出されたときに、CSA はレジスタ

ー 13 によりアドレッシングされ、異常終了トランザクション

の TCA はレジスター 12 によりアドレッシングされます。

異常終了は、DFHJC TYPE=PUT 要求に対して DFHJCP から

の異常な応答を検出時に、モジュール DFHTDP で起こりま

す。 この条件は DFHTDP 内の 1 個所 (TDPRLR ルーチン

内) で検出され、ジャーナル要求を出し、NORESP が戻されな

い場合は異常終了します。

JCA 内の関連フィールドは次のとおりです。

JCATR1 要求タイプ・バイト 1 X'03' PUT

JCAJCRC 要求バイト (『異常応答コードの分析』の
内容を参照してください)。

JCAJRTID ジャーナル・レコード・タイプ ID (2 バイト)
(コピーブック DFHFMIDS がこの
コードを定義します)。

ラベル バイト 値の 値の機能
に近い シンボル
設定

TDGLRAF 1 FIDTDPRL X'83' 取得中 QZERO 探索

TDPIEI 1 FIDTDPGT X'82' GET
TDWDBL 1 FIDTDPLP X'81' 最初の PUT
TDPGRAE 1 FIDTDPLG X'84' PURGE
TDPRLR 2 MODIDTD X'12' TDP 識別

JCAJFID ジャーナル・ファイル ID バイト
(システム・ログ = X'01')

JCAECN イベント制御番号 (4 バイト)

JCALDATA DCT の長さ項目 = X'0054'
(2 バイト)

JCAADATA DCT 項目のアドレス

DFHTDP 内のログ・ルーチン TDPRLR は、DFHTDP 内の 4
個所の 1 つから呼び出されています。 レジスター 9 は、この

ルーチンへのリンク・レジスターです。

元の一時データ要求に関する情報は、トレース・テーブル内に

あります。 異常終了が起こった時点のレジスター 3 は、関連

するキューの DCT 項目をアドレッシングします。 ただし、

DCT 項目はトランザクション・ダンプには印刷されません。

分析 : トランザクション・ダンプの JCA を調べて、ジャーナ

ル管理要求からの異常応答コードを判別します。

レジスター ラベル 説明

R8=@JCA JCAJCRC = X'01' IDERROR JCT にジャーナル
ID 無し

X'02' INVREQ 要求タイプが
正しくない。

X'05' NOTOPEN ジャーナル不可

X'06' LERROR Record length
error

X'07' IOERROR Output I/O
error

モジュール: DFHTDP

ATDT

説明: 一時データ・プログラム DFHTDP が、フィールド

TCATDTR に無効要求コードを検出しました。

注: このリリースの CICS では、この異常終了を出すことはで

きません。 この異常終了は、接続された CICS システムだけ

が出すことができます。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 要求時点の有効一時データ要求について、ア

プリケーション・プログラムを検査します。 DFHTDP が、要

求されたサービスをサポートするために必要なオプションを指

定して生成されたかどうかも調べてください。

モジュール: DFHTDP

ATDL • ATDT
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ATDY

説明: 一時データ初期設定が失敗しました。 この失敗の理由

は、コンソール・メッセージ DFH12xx に示されています。

システムの処置: 一時データの初期設定は異常終了します。

この異常終了に続いて、失敗に終わった機能について ATDZ
の異常終了が必ず起こり、メッセージ DFHSI1521 (CICS が無

条件に異常終了した場合) またはメッセージ DFHSI1522 (GO
または CANCEL の応答を必要とする) が出されます。

ユーザーの処置: 失敗の原因については、コンソール・メッセ

ージを参照してください。 メッセージ DFHSI1522 が出され

た場合には、それに応答します。

モジュール: DFHTDRP

ATDZ
説明: 一時データの初期設定で呼び出された CICS 機能が失
敗に終わりました。 失敗に終わった機能が一時データ・ルーチ
ンであった場合には、この異常終了の前に、コンソール・メッ
セージ ATDY 異常終了コードが出されています。
システムの処置: 一時データの初期設定は異常終了します。
この異常終了に続いて、メッセージ DFHSI1521 (CICS が無条
件に異常終了した場合) またはメッセージ DFHSI1522 (GO ま
たは CANCEL の応答を必要とする) が必ず出されます。
ユーザーの処置: 失敗の原因に関する詳細については、関連す
るコンソール・メッセージを参照してください。 メッセージ
DFHSI1522 が出された場合には、それに応答します。
モジュール: DFHTDP、DFHTDRP

ATD3
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する
GETMAIN 要求が正常に完了する前に、タスクが除去されまし
た。 除去された条件を最初に検出したドメインが、例外トレー
スを提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。
これは、CEMT トランザクションを介してマスター端末オペレ
ーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクションに
指定した DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト) 値を超え
て待機した後タイムアウトになったタスクによるものです。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、
これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス
テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト
になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト
レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー
ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら
して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。
そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす
という方法もあります。
モジュール: DFHTDP

ATD4
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する呼び
出しで、エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない
EXCEPTION 応答) が起こりました。 最初のエラーを検出し
たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ

び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルで指
定されているオプションによって異なる) を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHTDP

ATFE
説明: CICS が CEDA CHECK または CEDA INSTALL コ
マンドを実行していたときに、ストレージ・マネージャーへの
FREEMAIN 要求が失敗しました。
システムの処置: CICS はそのタスクを異常終了し、トランザ
クション・ダンプを作成します。
ユーザーの処置: ダンプおよびストレージ・マネージャーによ
って出された関連メッセージを使用して、FREEMAIN 障害を
調査してください。
モジュール: DFHTOUT1

ATGE
説明: CICS が CEDA CHECK または CEDA INSTALL コ
マンドを実行していたときに、ストレージ・マネージャーへの
GETMAIN 要求が失敗しました。
システムの処置: CICS はそのタスクを異常終了し、トランザ
クション・ダンプを作成します。
ユーザーの処置: ダンプおよびストレージ・マネージャーによ
って出された関連メッセージを使用して、GETMAIN 障害を調
査してください。
モジュール: DFHTOUT1

ATMA
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する
GETMAIN 要求が正常に完了する前に、タスクが除去されまし
た。 除去された条件を最初に検出したドメインが、例外トレー
スを提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。
このタスクは、CEMT トランザクションを介してマスター端末
オペレーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクシ
ョンに指定された DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト)
値を超えて待った後でタイムアウトになったタスクによって除
去されました。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、
これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス
テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト
になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト
レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー
ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら
して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。
そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす
という方法もあります。
モジュール: DFHTMP
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ATMB
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する呼び
出しで、エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない
EXCEPTION 応答) が起こりました。 最初のエラーを検出し
たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ
び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指
定したオプションによって異なる) を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHTMP

ATNA
説明: 端末オペレーターが NACP のためのトランザクション
識別名を入力しました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: その NACP トランザクション識別名
(CSNE) を再入力しないでください。
モジュール: DFHZNAC

ATNC
説明: タスクが除去されたため、以前の要求が異常終了
ATCH で中断された端末について、アプリケーション・プログ
ラムは端末管理要求を発行しました。端末制御ブロックは、新
しい要求を処理するのに適した状態ではありません。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 異常終了 ATCH を処理するときに異常終了
を発行するようにアプリケーション・プログラムを変更しま
す。
モジュール: DFHZARQ

ATND
説明: ノード・エラー・プログラム (NEP) または NACP
が、タスクを異常終了させなければならないと判断しました
が、そのタスクは処理の重要な地点にあり、直ちに終了させる
とシステムの保全性に危険をもたらす恐れがあります。
システムの処置: タスクが端末に対して次の何らかの処理を要
求するか、またはその端末に関係する同期点要求を出した時点
で、そのタスクを異常終了し、CICS トランザクション・ダン
プが作成されます。
ユーザーの処置: その他の詳細な情報が得られるのかどうか宛
先 CSMT を調べます。 ダンプを使用して、そのタスクが
NEP によって異常終了させられた理由を判断します。
モジュール: DFHZARQ、DFHZARL、DFHZSUP

ATNI
説明: この異常終了には、2 つの形式があります。
VTAM 形式

ノード・エラー・プログラム (NEP) または NACP
が、タスクを異常終了させなければならないかどうか

を判断します。 DFHZNAC が要求したモジュール

に知らせ、そのモジュールが TC 単位の完了後にこ

のトランザクションを異常終了させます。

非 VTAM 形式

端末エラー・プログラム (TEP) または端末異常条件

プログラム (TACP) が、タスクを異常終了させなけ

ればならないのかどうかを判断します。 DFHTACP
は、TC 単位の完了後にトランザクションを異常終了

させるように DFHZARQ に通知します。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: これは、通常、ネットワーク装置が送られて

きたデータ・ストリームを拒否するといったハードウェアの障

害によって起こります。 装置それ自体が、拒否した具体的な理

由を表すエラー・コードを示している場合もあります。 詳細に

ついては、CSMT ログを調べてください。

この異常終了コードは、ミラー・トランザクションが異常終了

したなどの、接続されたシステムにおけるエラーから出される

こともあります。

異常終了 ATNI は、ユーザー・アプリケーションが、外部リ

ソース・マネージャー (Db2 など) からのエラー戻りコードを

正しく処理しなかった場合に起こることがあります。

NEP(VTAM) 形式の場合には、論理装置に対して VTAM トレ

ース・タイプ =BUF を実行して、そのエラーを再現します。

TEP (非 VTAM) 形式の場合には、その装置の回線またはロー

カル・チャネル・アドレスについてリンク・トレースを実行し

ます。

データ・ストリームとエラー応答を調べて、エラーの原因を判

別します。

この種のエラーは、TCT の中の定義が実際の装置の属性と一致

しない場合に起こります。

モジュール: DFHZARL、DFHZARM、DFHZARQ、

DFHZRAQ、DFHZSUP

ATOA
説明: ユーザーが、基本的な機能として端末から CESC トラ
ンザクションを呼び出そうとしました。 これは許可されていま
せん。
システムの処置: CICS は、CESC トランザクションを終了し
ます。 ダンプは作成されません。
ユーザーの処置: CESC トランザクションが端末に対して実行
されていないことを確認してください。
モジュール: DFHCESC

ATOB
説明: CICS が、EXEC CICS START TRANSACTION(CESC)
要求から異常な応答を受け取りました。 これは内部エラーが原
因です。
システムの処置: CICS は CESC トランザクションを終了さ
せ、ダンプを作成します。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHCESC
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ATOC
説明: CICS は、DFHZCUT に対するローカル・ユーザー ID
テーブル (LUIT) のタイムアウト要求から異常な応答を受け取
りました。 これは DFHZCUT 内の内部エラーが原因です。
システムの処置: CICS は CESC トランザクションを終了さ
せ、ダンプを作成します。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHCESC

ATOD
説明: CICS が、EXEC CICS CANCEL TRANSACTION
(CESC) 要求から異常な応答を受け取りました。
システムの処置: CICS は CESC トランザクションを終了さ
せ、ダンプを作成します。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHCESC

ATOE
説明: CICS が、XRF の引き継ぎがいつ始まったかを判別でき
ません。
システムの処置: CICS は CESC トランザクションを終了さ
せ、ダンプを作成します。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHCESC

ATOF
説明: CICS が、EXEC CICS DELAY TRANSACTION
(CESC) 要求から異常な応答を受け取りました。
システムの処置: CICS は CESC トランザクションを終了さ
せ、ダンプを作成します。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHCESC

ATOG
説明: CICS が、EXEC CICS START TRANSACTION
(CEGN) から異常な応答を受け取りました。 これは内部エラ
ーが原因です。
システムの処置: CICS は CEGN トランザクションを終了さ
せ、ダンプを作成します。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHCESC

ATOH
説明: 無効な機能コードで CESC トランザクションを呼び出
す試みが行われました。 CESC トランザクションは 、必ず
CICS で呼び出してください。 有効なコードは

TERM_TIMEOUT、XRF_TIMEOUT、および
ENABLE_TIMEOUT です。

このエラーが起きる主な理由としては、ユーザーが CESC を
呼び出す試みが無効であることが考えられます。
システムの処置: CICS は CESC トランザクションを終了さ
せ、トランザクション・ダンプを作成します。
ユーザーの処置: CESC がどのようにして呼び出されたかを突
き止めてください。 CICS で呼び出されたのであれば、問題解
決には IBM のサポートが必要です。 手順については、
「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく
ださい。
モジュール: DFHCESC

ATOT
説明: CEGN トランザクションの呼び出し中にエラーが起き
ました。 CEGN は EXEC CICS RETRIEVE コマンドを出
し、CEGN パラメーター・リストを検索します。 EXEC CICS
RETRIEVE コマンドが失敗したか、失敗していない場合は検索
されたデータが無効です。

このエラーが起きる主な理由としては、ユーザーが CEGN を
呼び出す (例えば端末から、あるいは EXEC CICS START 要
求を通じて) 試みが無効であることが考えられます。
システムの処置: CICS は CEGN トランザクションを終了さ
せ、トランザクション・ダンプを作成します。
ユーザーの処置: CEGN がどのようにして呼び出されたかを
突き止めてください。 CICS で呼び出されたのであれば、問題
解決には IBM のサポートが必要です。 手順については、
「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく
ださい。
モジュール: DFHCEGN

ATOU
説明: CEGN トランザクションが EXEC CICS RETURN を
出そうとしましたが、このコマンドが失敗しました。
システムの処置: CICS はトランザクションを終了し、ダンプ
を作成します。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHCEGN

ATOV
説明: CEGN トランザクションが EXEC CICS GETMAIN、
ASSIGN、または SEND を出そうとしましたが、このコマンド
が失敗しました。
システムの処置: CICS はトランザクションを終了し、ダンプ
を作成します。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHCEGN

ATPA
説明: メッセージ・ドメインが所有する CICS メッセージの
長さを予測しているときに、エラーが起こりました。
システムの処置: CICS はトランザクションを終了し、ダンプ
を作成します。
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ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHTPR

ATPB
説明: メッセージ・ドメインから CICS メッセージを検索し
ようとしているときにエラーが起こりました。
システムの処置: CICS はトランザクションを終了し、ダンプ
を作成します。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHTPR

ATPC
説明: メッセージ・ドメインが所有する CICS メッセージの
長さを予測しているときに、エラーが起こりました。
システムの処置: CICS はトランザクションを終了し、ダンプ
を作成します。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHTPQ

ATPD
説明: メッセージ・ドメインから CICS メッセージを検索し
ようとしているときにエラーが起こりました。
システムの処置: CICS はトランザクションを終了し、ダンプ
を作成します。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHTPQ

ATPE
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する
GETMAIN 要求が正常に完了する前に、タスクが除去されまし
た。 除去された条件を最初に検出したタスクが、例外トレース
を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。
このタスクは、CEMT トランザクションを介してマスター端末
オペレーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクシ
ョンに指定された DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト)
値を超えて待った後でタイムアウトになったタスクによって除
去されました。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、
これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス
テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト
になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト
レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー
ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら
して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。

そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす
という方法もあります。
モジュール: DFHTPQ、DFHTPR

ATPF
説明: エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない
EXCEPTION 応答) が、ストレージ・マネージャー (SM) ドメ
インに対する呼び出しで発生しました。 最初のエラーを検出し
たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ
び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指
定したオプションによって異なる) を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHTPQ、DFHTPR

ATRA
説明: フィールド開発グローバル・トラップ出口プログラム
DFHTRAP が、タスクの異常終了を要求しました。 しかし、
現在のアクティブ・タスクはシステム・タスクではなく (例え
ば、ジャーナル制御、もしくはタスク・ディスパッチャー)、し
かも異常終了しようとしていませんでした。
システムの処置: CICS は、トラップ出口に再び入ることがな
いようにその使用を禁止して、現在のアクティブ・タスクを異
常終了させます。
ユーザーの処置: これは、ユーザーが要求したタスクの異常終
了です。

トラップを再び使用するのであれば、次のようにしてそれを活
動化し直さなければなりません。

CSFE DEBUG,TRAP=ON

グローバル・トラップ出口は、必ず IBM サポート担当員と相
談して使用してください。
モジュール: DFHTRP

ATSA
説明: 必要なステップに失敗したため、CICS 一時ストレージ
再始動タスクを完了させることができません。 そのタスクで
は、重要ないくつかのリカバリー操作は実行されましたが、タ
スクそれ自体はコード ATSA で異常終了しました。
システムの処置: CICS は、一時ストレージ再始動タスクに関
するトランザクション・ダンプを作成します。

CICS は、2 つのメッセージをコンソールへ送ります。1 つは
一時ストレージ再始動タスクによって検出されたエラーを識別
するものであり、もう 1 つはタスクが失敗に終わったことを示
す DFHTS1313 です。 2 つのメッセージの後には、CICS が
異常終了してダンプが作成されたことを知らせるか、GO また
は CANCEL と応答するように促す、3 つ目のメッセージが続
きます。最初に起こったエラーの性質によっては、他のシステ
ム・コンポーネント (例えば、VSE) からメッセージが出され
ることもあります。
ユーザーの処置: CICS が応答を要求している場合には、ま
ず、それに応答する必要があります。 「GO」と応答すると、
CICS は処理を続行しますが、一時ストレージのサポートはあ
りません。「CANCEL」と応答した場合には、CICS は異常終
了し、ダンプが作成されます。
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メッセージとダンプを使用して、障害の原因を調べてくださ
い。
モジュール: DFHTSRP

ATSB
説明: 一時ストレージ再始動タスクが失敗に終わったため、一
時ストレージを使用する試みが失敗しました。
システムの処置: 一時ストレージを使用しようとしていたトラ
ンザクションは異常終了し、CICS トランザクション・ダンプ
が作成されます。
ユーザーの処置: 一時ストレージ再始動は、異常終了 ATSA
で失敗し、DFH メッセージが出されます。 一時ストレージ問
題を解決するには、そのコードの説明を参照してください。
モジュール: DFHTSP

ATSC
説明: 一時ストレージ・コマンドの実行時に、タスクが取り消
されました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: タスクが取り消された理由を調べてくださ
い。 そのタスクは、マスター端末オペレーターによって取り消
されたか、またはデッドロック・タイムアウト (DTIMEOUT)
機構あるいは読み取りタイムアウト (RTIMOUT) 機構によって
自動的に取り消された可能性があります。
モジュール: DFHTSP

ATSD
説明: ディスパッチャー (DS) ドメインに対する要求から、
INVALID 応答または DISASTER 応答が受け取られました。
システムの処置: そのトランザクションは終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: DS からの上記の応答を引き起こす原因とな
った以前の障害がありました。 これ以前に起こった障害 (コン
ソール・メッセージおよびシステム・ダンプを伴っていた) を
調べてください。
モジュール: DFHTSP

ATSL
説明: ジャーナル処理によってエラーが検出されました。ジャ
ーナル処理は DFHTSP によって呼び出され、DFHTST
TYPE=RECOVERY マクロでリカバリー可能として TST 内に
定義された ID を持つ一時ストレージ・データのリカバリーを
サポートするため変更前イメージをログに記録します。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーにエラーを知らせて
ください。 ダンプを使用して、ログ・レコードを正しく書き込
むことができなかった理由を突き止めます。

JCA 内の異常応答コードが JCT のエラーを示している場合
(例えば、IDERROR または LERROR)、システム・ログの JCT
項目が存在しかつ正しいかどうか調べてください。
NOTOPEN が示されている場合、いくつかの理由が考えられ
ますが、多くの場合、(1) OPEN=DEFERRED がジャーナル・
ファイルの JCT 項目に指定されており、しかも実行中にユー
ザーが、DFHJC TYPE=OPEN マクロを出してデータ・セット
をオープンしていなかったか、(2) OPEN=INITIAL は有効であ
ったが、ジャーナルに対して DFHJC TYPE=CLOSE マクロが

続けて出されていたことが考えられます。 トレース・テーブル
は、ジャーナル・ファイルが使用不可になった理由を明確にす
るのに役立ちます。

INVREQ または LERROR が示され、ジャーナルの JCT 項目
が正しい場合は、DFHTSP もしくは DFHJCP に問題がないか
検討してください。 IOERROR が示されている場合は、ジャ
ーナル・データ・セットへの出力でリカバリー不能な入出力エ
ラーが発生しています。これはメッセージ DFHJC4513 で示さ
れます。
問題判別: この異常終了が出されたときに、CSA はレジスタ
ー 13 によりアドレッシングされ、異常終了トランザクション
の TCA はレジスター 12 によりアドレッシングされます。

異常終了は、DFHJC TYPE=PUT 要求に対して DFHJCP から
の異常な応答を検出時に、モジュール DFHTSP で起こりま
す。 この条件は DFHTSP 内の 1 個所で検出され、ジャーナ
ル要求を出し、NORESP が戻されない場合は異常終了しま
す。

JCA 内の関連フィールドは次のとおりです。

JCATR1 要求タイプ・バイト 1 X'03' PUT
JCAJCRC 要求バイト (『異常応答コードの分析』の

内容を参照してください)
JCAJRTID ジャーナル・レコード・タイプ ID (2 バイト)

コピーブック DFHMIDS はコードを定義します。
例外値は X'C013' です。
(TSP 更新ログ)

JCAJFID ジャーナル・ファイル ID バイト
(システム・ログに X'01')

JCAECN イベント制御番号 (4 バイト)
JCALDATA データ長 (2 バイト)
JCAADATA データのアドレス

DFHTSP からのジャーナル管理の呼び出し点を検出する簡単な

方法として、CICS トレース・テーブルで、現行トランザクシ

ョンからの最新のジャーナル管理要求に対応するトレース項目

をスキャンする方法があります。

元の一時ストレージ要求に関する情報は、TCA の TCATSTR
および TCACCSV1 の位置、あるいはトレース・テーブルから

得ることができます。

分析 : トランザクション・ダンプの JCA を調べて、ジャーナ

ル管理要求からの異常応答コードを判別します。

レジスター ラベル 説明

R1=@JCA TSP178 JCAJCRC=X'01' IDERROR
(JCT にジャーナル
ID はありません。)

JCAJCRC=X'02' INVREQ
(要求タイプが
不正)

JCAJCRC=X'05' NOTOPEN
(ジャーナルが
不可能)

JCAJCRC=X'06' LERROR
(レコード長
エラー)

JCAJCRC=X'07' IOERROR
(出力 I/O
エラー)

モジュール: DFHTSP

ATSB • ATSL
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ATSP

説明: タスクが、リカバリー可能一時ストレージ ID
(DATAID) に対して PUT または PUTQ 要求を出しました。

また、次のいずれかの原因があります。

1. DATAID は、一時ストレージ・データの単一単位へのシン

ボルによる参照として使用中である。または

2. タスクは、この DATAID により参照されるデータの

PURGE を出しており、同期を取っていない。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 異常終了の原因に従って (「説明」を参照)、
次のいずれかを行ってください。

1. 同じリカバリー可能 DATAID に対して複数の PUT 要求

を出さないように、アプリケーションを訂正する。または

2. すでにキューが削除されている作業論理単位内のリカバリ

ー可能 DATAID に対して PUT(Q) 要求を出さないよう

に、アプリケーションを訂正する。

モジュール: DFHTSP

ATSQ
説明: 一時ストレージへの (または一時ストレージからの) デ
ータの移動に失敗しました。 理由としては、CICS に渡された
区域のサイズと、使用されるデータ長の長さが矛盾していると
いうことが考えられます。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ
ンザクション・ダンプが作成されます。 DFHTSP で異常終了
が起こると、CICS システム・ダンプが取られ、メッセージ
DFHTS1379 が CICS コンソールへ出されます。
ユーザーの処置: アプリケーション内の障害が起きた一時スト
レージ要求を識別して、要求に指定された長さとデータ域のサ
イズが一致するかどうかを調べてください。必要に応じてアプ
リケーションを訂正してください。

注: DFHETS ではなく DFHTSP でエラーが起きた場合は、一

時ストレージで内部論理エラーが起きた可能性があります。 こ

の場合には、IBM のサポートが必要になります。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHTSP、DFHETS

ATST
説明: DFHTSUT サブルーチン呼び出しから、予期しないエラ
ーが戻されました。 DFHTSUT サブルーチンは、システムの
一時ストレージ・キューのディレクトリーを保守するため使用
します。 ディレクトリー内の項目の追加、削除、検索中にエラ
ーが検出されました。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHTSP

ATSU
説明: 同期点処理中にタスクが一時ストレージ・データ・セッ
トに書き込みを行おうとしていて、入出力エラーが起こりまし
た。
システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク
ション・ダンプが作成されます。 メッセージ DFHTS1301 お
よび DFHME0116 もコンソールに書き出されることがありま
す。
ユーザーの処置: これはハードウェア・エラーであるか、一時
ストレージ・データ・セットに割り当てられたボリュームがオ
フライン中であることが考えられます。 ハードウェア・エラー
を訂正するか、ボリュームをオンラインにします。
モジュール: DFHTSP

AUEP
説明: UERCPURG の戻りコードがユーザー出口プログラムに
よりユーザー出口ハンドラーに送られたために、そのタスクは
異常終了しました。 UERCPURG の値は、マクロ DFHUEXIT
TYPE=EP,ID=xxxxxxxx により定義されています。ここで、
xxxxxxxx は、出口プログラムを使用可能にする出口点です。
このコードは、ドメイン内の出口点には適用されません。 この
出口プログラムがその値を返すのは、このプログラムが出口プ
ログラミング・インターフェース (XPI) を使用して CICS サ
ービスに対して要求を行ったとき、ならびに XPI 呼び出しに
PURGED という RESPONSE コードがあったときです。 出口
プログラムでは、いかなる状況の下でも UERCPURG 戻りコ
ードを設定してはなりません。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この戻りコードの使用方法については、
「CICS Customization Guide」を参照してください。
モジュール: DFHUEH

AWBA
説明: CICS Web 受信プロセスが、Web 送信受信機能
DFHWBSR から例外応答を受け取りました。これは以下のエラ
ーのいずれかである可能性があります。
v 分析プログラムでのエラー

v 分析プログラムが指定されていない

v 分析プログラムにリンクできない

v 分析プログラム・データ長エラー

v 分析プログラム・ヘッダー長エラー

v コード・ページ変換エラー

v ストレージ・エラーが発生した

v エラーで接続がクローズされた

v ソケットがエラーを受信する

システムの処置: クライアントと CWBO 一時データ・キュー

にエラー・メッセージが送られます。

ユーザーの処置: 異常終了が発生した原因を判別するには、こ

の異常終了に伴うエラー・メッセージを参照してください。

モジュール: DFHWBXN

AWBB

説明: CICS Web ビジネス論理インターフェース・プログラ

ムへの着信パラメーター・リストが予期しない形式になってい

ます。 現在、構造が固定されていると思われ、1 つのバージョ

ン・レベルしか認識されません。

ATSP • AWBB
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システムの処置: CICS Web ビジネス論理インターフェー

ス・プログラムは実行されません。

ユーザーの処置: 正しい形式のパラメーター・リストをプログ

ラムが受信することを確認してください。

モジュール: DFHWBBLI

AWBC

説明: COMMAREA が CICS Web インターフェース・ユー

ティリティー・プログラムに渡されませんでした。 CICS Web
インターフェースで提供されたユーティリティー・プログラム

のいずれかが実行されましたが、渡された COMMAREA が不

在であったか、または短すぎて有効な情報を含むことができま

せんでした。

システムの処置: CICS Web インターフェース・ユーティリ

ティーは実行されません。

ユーザーの処置: 起動するユーティリティーに必要なパラメー

ターを含むことができる長さを持つ COMMAREA を、プログ

ラムが渡すことを確認してください。

モジュール: DFHWBENV, DFHWBTL

AWBE

説明: コンバーター・プログラムが応答バッファーのアドレス

の変更を許可されていないときにこれを行おうとしたことを、

CICS Web インターフェースが検出しました。

システムの処置: 新しい応答バッファー内のデータは Web ブ

ラウザーに返されません。 CICS トランザクション・ダンプが

取られます。

ユーザーの処置: 変換パラメーター・リストの

converter_volatile フラグが '1' に設定されている場合にのみ、

変換プログラムは応答バッファーを置換できます。 このフラグ

が '0' に設定されているときは、コンバーター・プログラムが

新しい応答バッファーを返そうとしていないことを確認してく

ださい。

モジュール: DFHWBBLI

AWBF

説明: CICS Web インターフェース別名がその初期設定内の

エラーを検出しました。別名が EXEC CICS START によって

開始されなかったか、または開始データ用の EXEC CICS
RETRIEVE コマンドにエラーがありました。

システムの処置: EXEC CICS RETRIEVE にエラーがある場

合、CWBO 宛先にメッセージ DFHWB0103 が書き込まれま

す。 CICS トランザクション・ダンプが取られます。

ユーザーの処置: 別名が EXEC CICS START によって開始さ

れなかった場合、これが端末から開始されているかどうかを調

べてください。 これは許可されていません。端末から開始され

ていない場合、手引きについては関連メッセージを参照してく

ださい。

モジュール: DFHWBA

AWBH

説明: CICS Web インターフェース別名が論理エラーを検出

しました。

システムの処置: 例外トレース項目 454F が作成されます。

メッセージ DFHWB0106 が CWBO 宛先に書き込まれます。

CICS トランザクション・ダンプが取られます。

ユーザーの処置: 関連する診断を使用してユーザー応答を決定

してください。

モジュール: DFHWBA

AWBI

説明: CICS Web インターフェース別名が EXEC CICS
ASSIGN STARTCODE から予期しない応答を受け取りまし

た。

システムの処置: メッセージ DFHWB0102 が CWBO 宛先に

書き込まれます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHWBA

AWBK

説明: CICS Web インターフェース別名が、要求を処理して

いたコンバーターまたは CICS プログラムの異常終了を検出し

ました。

システムの処置: 例外トレース項目 4550 が作成されます。

メッセージ DFHWB0108 が CWBO 宛先に書き込まれます。

ユーザーの処置: 関連する診断を使用してユーザー応答を決定

してください。

モジュール: DFHWBA

AWBL

説明: CICS Web インターフェース別名が、プログラム

DFHWBBLI で EXEC CICS LINK コマンドのエラーを検出し

ました。

システムの処置: 例外トレース項目 4543 が作成されます。

メッセージ DFHWB0100 が CWBO 宛先に書き込まれます。

トランザクション・ダンプが取られます。

ユーザーの処置: 手引きについては関連メッセージを参照して

ください。

モジュール: DFHWBA

AWBM

説明: CICS Web インターフェース別名が、ビジネス論理イ

ンターフェース・プログラム DFHWBBLI からのエラー応答を

検出しました。

システムの処置: メッセージ DFHWB0101 が CWBO 宛先に

書き込まれます。 トランザクション・ダンプが取られます。

ユーザーの処置: 手引きについては関連メッセージを参照して

ください。

モジュール: DFHWBA

AWBC • AWBM
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AWBN

説明: CICS Web インターフェース別名が、プログラム

DFHWBEP で EXEC CICS LINK コマンドのエラーを検出し

ました。

システムの処置: メッセージ DFHWB0101 が CWBO 宛先に

書き込まれます。 トランザクション・ダンプが取られます。

ユーザーの処置: 手引きについては関連メッセージを参照して

ください。

モジュール: DFHWBA

AWBO

説明: CICS Web インターフェース別名プログラムが HTTP
サービスに対する非 HTTP 要求を受け取ったか、SSL 要求が

非 SSL TCPIPSERVICE に送信されました。

システムの処置: メッセージ DFHWB0114 が CWBO 一時デ

ータ宛先に書き込まれ、トランザクション・ダンプが作成され

ます。例外トレース項目 4567 も書き込まれます。

ユーザーの処置: 手引きについては関連メッセージを参照して

ください。

モジュール: DFHWBA

AWBP

説明: アプリケーションがチャンク化された応答の送信をソケ

ット経由で開始したが、長さがゼロのチャンクで Web 送信チ

ャンク・コマンドのシーケンスを終了しなかったことが、CICS
Web インターフェース別名によって検出されました。

システムの処置: トランザクション・ダンプが取られます。

ユーザーの処置: アプリケーションを調べて、終了チャンクが

送信されなかった理由を確認してください。

モジュール: DFHWBA

AWBQ

説明: CICS Web ビジネス論理インターフェース・プログラ

ムがパラメーター・リスト内のエラーを検出しました。

システムの処置: ビジネス論理インターフェース・プログラム

DFHWBBLI から異常終了が出された場合、例外トレース項目

'4581' が作成され、メッセージ DFHWB0119 が CWBO 一時

データ宛先に書き込まれます。 Web インターフェース・プロ

グラム DFHWBA1 から異常終了が出された場合、例外トレー

ス項目 '4560' が作成され、メッセージ DFHWB0124 が

CWBO 宛先に送信されます。 トランザクション・ダンプが取

られます。

ユーザーの処置: 手引きについては関連メッセージを参照して

ください。

モジュール: DFHWBA1, DFHWBBLI

AWBR

説明: CICS Web ビジネス論理インターフェース・プログラ

ムが論理エラーを検出しました。

システムの処置: ビジネス論理インターフェース・プログラム

DFHWBBLI から異常終了が出された場合、例外トレース項目

'4583' が作成され、メッセージ DFHWB0118 が CWBO 一時

データ宛先に書き込まれます。 Web インターフェース・プロ

グラム DFHWBA1 から異常終了が出された場合、例外トレー

ス項目 '4558' が作成され、メッセージ DFHWB0123 が

CWBO 宛先に送信されます。

ユーザーの処置: 関連する診断を使用してユーザー応答を決定

してください。

モジュール: DFHWBA1, DFHWBBLI

AWB2

説明: 別名タスクのトランザクション生成呼び出しを実行中

に、 CICS Web インターフェースがエラーを検出しました。

システムの処置: エラーを説明するメッセージ DFHWB0727
が CWBO 一時データ宛先に書き込まれ、トレース項目コード

'451C' が作成されます。

ユーザーの処置: 手引きについては関連メッセージを参照して

ください。

モジュール: DFHWBXN

AWB3

説明: CICS Web トランザクションが、データまたは端末の

ユーザーによって間違った開始コードで不正に開始されまし

た。

システムの処置: CICS Web インターフェースは開始されま

せん。

ユーザーの処置: CICS Web トランザクション実行は、

DFHXMAT ATTACH を使用してソケット・ドメインによって

のみ開始してください。ユーザーが端末から開始したりデータ

を使用して開始したりしないでください。

モジュール: DFHWBXN

AWB4

説明: CICS Web トランザクション実行が、CWXN トランザ

クションの開始コードを判別するための

INQUIRE_TRANSACTION 呼び出しから不正な応答を受け取

りました。

システムの処置: CICS Web インターフェースは開始されま

せん。

ユーザーの処置: CICS Web トランザクション実行は、

DFHXMAT ATTACH を使用してソケット・ドメインによって

のみ開始してください。ユーザーが端末から開始したりデータ

を使用して開始したりしないでください。

モジュール: DFHWBXN

AWB7

説明: CICS Web インターフェース環境変数プログラムが起

動されましたが、起動トランザクションが有効な Web 環境で

実行されていないと考えられます。

システムの処置: トランザクションは異常終了します。

ユーザーの処置: 環境変数プログラムがどのようにして呼び出

されたかを突き止めてください。 CICS Web インターフェー

スまたはビジネス論理インターフェースを介して、Web から

開始されたトランザクションからプログラムを実行する場合に

のみ意味をなします。

モジュール: DFHWBENV
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AWB8

説明: CICS Web インターフェース環境ガーベッジ・コレク

ション・タスク CWBG が、端末から直接開始されました。

これは許可されていません。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHWBGB

AWC1

説明: CICS Web インターフェース 3270 ブリッジ出口

DFHWBLT が、異常終了したトランザクションを開始した

Web 端末トランザクション・タスクとのパートナー関係を確

立できませんでした。

システムの処置: 例外トレース項目 4106 が作成され、メッセ

ージ DFHWB0131 が出されます。

ユーザーの処置: 関連する診断を使用してユーザー応答を決定

してください。

モジュール: DFHWBLT

AWC2

説明: 接続処理で、無効な状態のトークンが CICS Web イン

ターフェース 3270 ブリッジ出口 DFHWBLT に渡されまし

た。

システムの処置: 例外トレース項目 410C が作成され、メッセ

ージ DFHWB0130 が出されます。

ユーザーの処置: 関連する診断を使用してユーザー応答を決定

してください。使用中の CICS 領域上では、多くの場合、Web
3270 ガーベッジ・コレクション・プロセスが状態データを廃棄

した後にブリッジ・トランザクションが開始されたことが原因

です。

モジュール: DFHWBLT

AWC3

説明: CICS Web 3270 機能を使用するアプリケーションが、

BMS と端末管理コマンドの、サポートされない組み合わせを

出しました。

システムの処置: 例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: 関連する診断を使用してユーザー応答を決定

してください。

モジュール: DFHWBLT

AWC4

説明: CICS Web インターフェース 3270 ブリッジ出口

DFHWBLT が、前のエラーを返した後に再起動されました。

システムの処置: 例外トレース項目が作成されます。

ユーザーの処置: 関連する診断を使用してユーザー応答を決定

してください。

モジュール: DFHWBLT

AWC5

説明: CICS Web インターフェース 3270 ブリッジ出口

DFHWBLT が、brxa ユーザー域の getmain を行うことがで

きなかったため接続処理中に異常終了しました。

システムの処置: メッセージ DFHWB0132 が出され、例外ト

レース項目 410D が作成されます。

ユーザーの処置: 関連する診断を使用してユーザー応答を決定

してください。この異常終了の原因としては、CICS にストレ

ージの問題があることが考えられます。

モジュール: DFHWBLT

AWC6

説明: CICS Web インターフェース 3270 ブリッジ出口

DFHWBLT が、その要求パラメーターまたは状態データ内に不

整合があることを検出しました。

システムの処置: メッセージ DFHWB0133 が出され、例外ト

レース項目が作成されます。

ユーザーの処置: 関連する診断を使用してユーザー応答を決定

してください。この異常終了の原因としては、ストレージが上

書きされたことが考えられます。

モジュール: DFHWBLT

AWC7

説明: CICS Web 別名トランザクションのトランザクション

初期設定中に、 CICS がエラーを検出しました。

システムの処置: メッセージ DFHWB0360 が出されます。

この異常終了では、トランザクション・ダンプはとられませ

ん。

ユーザーの処置: 関連する診断を使用してユーザー応答を決定

してください。この異常終了の原因としては、CICS Web イン

ターフェース分析プログラムのユーザー置き換え可能モジュー

ルによって CICS に無効なユーザー ID が渡されたことが考え

られます。 以下の場合に、ユーザー ID が無効になります。

v ユーザー ID が外部セキュリティー・マネージャーに定義さ

れていない。

v ユーザー ID が取り消されている。

v ユーザー ID がこの CICS 領域へのアクセスを許可されて

いない。

モジュール: DFHWBXM

AWC8

説明: CICS Web 別名トランザクションのトランザクション

初期設定中に、 CICS がエラーを検出しました。

システムの処置: この異常終了では、トランザクション・ダン

プがとられます。

ユーザーの処置: 関連する診断を使用してユーザー応答を決定

してください。

モジュール: DFHWBXM

AWKY

説明: ウォーム・キーポイント処理中に、グローバル・カタロ

グを使用してレコードの GET、PURGE、または WRITE を行

うよう要求されましたが、失敗しました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

AWB8 • AWKY

第 2 章 トランザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for z/VSE) 661



ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: グローバル・カタログまたはローカル・カタ

ログを使用して、問題を調べてください。 詳細については、

CICS カタログ・ドメインが出した DFHCCnnnn メッセージ

を参照してください。

モジュール: DFHWKP

AWKZ

説明: 自動 AID チェーンについてキーポイントを取る要求が

失敗しました。 これは、カタログ書き込むエラーが原因で起こ

りました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS システム・

ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: グローバル・カタログまたはローカル・カタ

ログを使用して、問題を調べてください。 詳細については、

CICS カタログ・ドメインが出した DFHCCnnnn メッセージ

を参照してください。

モジュール: DFHWKP

AXFA
説明: リモート・システムへ送るファイル管理要求のキーの長
さはファイル管理テーブルから入手しなければなりませんが、
その長さがゼロであることが分かりました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: そのキーの長さが、使用されているリモー
ト・ファイル定義の中に定義されるか、または使用しているア
プリケーション・プログラムからの長さオプションとして定義
されるようにしてください。
モジュール: DFHXFP

AXFB
説明: 受け入れることのできないタイプの機能管理ヘッダー
(FMH) が検出されました。 これは、タイプ 05、タイプ 06、
またはタイプ 43 でなければなりません。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXFP

AXFC
説明: データ形式変更プログラムに渡された要求は、CICS に
とって不明のものです。ユーザーのノード・エラー・プログラ
ム (DFHZNEP) から無効な EXEC CICS START 要求が出さ
れたために、このような異常終了が MRO/IRC システムで起
こる可能性もあります。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: NEP 内から EXEC CICS コマンドを使用す
る際の制約事項については、「CICS Customization Guide」を
参照してください。 コマンドの使用が異常終了の原因でない場
合は、IBM のサポートが必要です。 手順については、「CICS
Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXFP

AXFD
説明: データ形式変更プログラムに渡された要求 (ストレージ
管理要求など) をリモート・システムへ送ることができませ
ん。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXFP

AXFE
説明: 要求された変換が存在していません。例えば、DL/I ス
ケジュール応答は、データ変更プログラム内のアウトバウンド
要求処理プログラムでは認識されません。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXFP

AXFF
説明: 受け入れることのできないキュー編成が、キュー・モデ
ル機能管理ヘッダー (FMH) の中で検出されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXFP

AXFG
説明: 受け入れることのできない引数の数が、タイプ 43 の機
能管理ヘッダー (FMH) の後のデータで検出されました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXFP

AXFH
説明: タイプ 43 の機能管理ヘッダー (FMH) に続くデータの
中にある引数番号は、受け入れることができますが、引数自体
が予期されていません。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXFP
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AXFI
説明: 宛先管理テーブルから判別された WRITEQ TD または
READQ TD のためのデータの長さが、ゼロになっています。
この異常終了は、ファイル管理要求のための長さをファイル管
理テーブルから判別している場合にも起こる可能性がありま
す。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。
モジュール: DFHXFP

AXFJ
説明: UIBFCTR および UIBDLTR に保持されているエラー・
コードを、相当する SNA エラー・コードに変換することがで
きません。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXFP

AXFL
説明: 変更プログラム 2 および 4 は、機能管理ヘッダー
(FMH) と、おそらくはそれに続くユーザー・データを受け取る
ことを予期しています。 しかし、ヌルのデータ・チェーンが受
け取られました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXFP

AXFM
説明: ISCINVREQ 条件が生じました。 これは、資源がまだ
別のリモート・システム上にあることがわかった場合、つま
り、環状チェーニングが活動中であった場合に起こることが考
えられます。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 要求の環状チェーニングが意図されたもので
あるかどうか、また関連したすべてのシステム間リンクが使用
できるのかどうかを調べます。
モジュール: DFHXFP

AXFO
説明: タスク生成機能管理ヘッダー (FMH) の DS パラメー
ターおよび DBA パラメーターに関する検査が失敗に終わりま
した。この異常終了は、システム間リンクの両端に関するシス
テム定義に不一致があることに起因したユーザー・エラーを表
しています。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。
モジュール: DFHXFP

AXFP
説明: CICS には、機能管理ヘッダー (FMH) に続く 2 番目
の FMH が必要ですが、 その 2 番目の FMH は受け取られ
ませんでした。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。
モジュール: DFHXFP

AXFQ
説明: 受け入れられたばかりの機能管理ヘッダー (FMH) は、
有効な FMH であるには短すぎるか、または長すぎます。ある
いは、予期した FMH が存在しません。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: トランザクション・プロファイル・パラメー
ター INBFMH が ALL に設定されているかどうか調べてくだ
さい。分散プログラム・リンクで通信を行っている場合は、要
求された機能がパートナーのシステムでサポートされているこ
とを確認してください。
モジュール: DFHXFP

AXFR
説明: CICS コマンド・レベル・インターフェースでは、デー
タの最大長は 32 767 に限られています。受け取られたばかり
のデータの長さが、この限界を超えています。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。
モジュール: DFHXFP

AXFS
説明: PSB が正常にスケジュールされました。 しかし、最大
入出力域の長さが 65 535 を超えていました。この異常終了
は、大きなセグメントを検索するために経路呼び出しを使用し
た場合、または FLS によって過大なセグメントの展開を引き
起こした場合 (あるいはその両方) に起こることが考えられま
す。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ
い。
モジュール: DFHXFP

AXFT
説明: 出力の入出力域サイズの見積もりが行われましたが、そ
のサイズは可能な最大サイズである 65 535 を超えています。

注: 見積もられたサイズが実際のサイズを超えているとして

も、その差は数バイトに過ぎません。

この異常終了は、複数のセグメントの呼び出し、挿入、または

置換がデータベースで行われ、多くの修飾セグメント探索引数

が指定された場合に起こる可能性があります。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。
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ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。

モジュール: DFHXFP

AXFU

説明: 線形 (一時ストレージ・) キューに関係した機能管理ヘ

ッダー (FMH) に、2 レベル・カーソルがあります。 しかし、

これらのカーソルは、階層キューの場合にだけ有効なものであ

って、CICS によってはサポートされていません。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHXFP

AXFW

説明: いずれかのデータ変数に対応する CICS コマンド・レ

ベル要求に、無効な長さが指定されました。

CICS が構成した FMH には、指定された各パラメーターごと

にゼロまたはそれ以上の自己記述データ変数が続いています。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: CICS コマンド・レベルに無効な長さまたは

ゼロの長さが指定されているかどうか、またはユーザー作成の

ノード・エラー・プログラム (NEP) にデータの切り捨てが指

定されているかどうかを調べてください。

モジュール: DFHXFP

AXFX

説明: APPC リンクによる機能シップ要求が失敗しました。

システムの処置: CICS はそのタスクを異常終了させます。

ユーザーの処置: 要求が正しいリモート・システムに送られて

いるかどうか、またそのリモート・システムが正しく設定され

ているかどうか調べます。

モジュール: DFHXFP

AXFY

説明: CICS システム間のタスク生成が出されたときに、

APPC 会話障害が発生しました。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス

クは異常終了します。

ユーザーの処置: リモート CICS システムへの接続を調べ

て、その接続を確立し直してみてください。

モジュール: DFHXFP

AXF0

説明: 動的ストレージ域 (DSA) 内のストレージが不足してい

るため、ストレージ・マネージャー・モジュール DFHSMGF
から除去されたという応答が出されました。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス

クは異常終了します。

ユーザーの処置: しばらくしてからそのトランザクションを再

試行してください。

ストレージ不足条件が続く場合には、CICS DSA のサイズ限界

を大きくしてください。 CEMT SET DSAS 発信端末コマンド

に DSALIM および EDSALIM パラメーターを使用して、動

的に DSA を変更することができます。

モジュール: DFHXFP

AXF1

説明: ストレージ・マネージャー・モジュール DFHSMGF
は、DFHXFP が予期しない条件を戻しました。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス

クは異常終了します。

ユーザーの処置: 関連 CICS メッセージおよび異常終了を探

して、CICS ストレージに障害が発生したことがあるかどうか

を調べてください。

モジュール: DFHXFP

AXF2

説明: 動的ストレージ域 (DSA) 内のストレージが不足してい

るため、ストレージ・マネージャー・モジュール DFHSMMC
から除去されたという応答が出されました。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス

クは異常終了します。

ユーザーの処置: しばらくしてからそのトランザクションを再

試行してください。

ストレージ不足条件が続く場合には、CICS DSA のサイズ限界

を大きくしてください。 CEMT SET DSAS 発信端末コマンド

に DSALIM および EDSALIM パラメーターを使用して、動

的に DSA を変更することができます。

モジュール: DFHXFP

AXF3

説明: ストレージ・マネージャー・モジュール DFHSMMC
は、DFHXFP が予期しない条件を戻しました。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス

クは異常終了します。

ユーザーの処置: 関連 CICS メッセージおよび異常終了を探

して、CICS ストレージに障害が発生したことがあるかどうか

を調べてください。

モジュール: DFHXFP

AXF4

説明: EXEC インターフェース・サービス・ルーチン・モジュ

ール (DFHEISR) への GET_BUFFER 要求が正しく完了する前

に、タスクが除去されました。 除去された条件を最初に検出し

たドメインが、例外トレースを提供します。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。

このタスクは、CEMT トランザクションを介してマスター端末

オペレーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクシ

ョンに指定された DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト)
値を超えて待った後でタイムアウトになったタスクによって除

去されました。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、
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これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス

テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト

になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト

レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー

ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら

して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。

そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす

という方法もあります。

モジュール: DFHXFX

AXF5

説明: EXEC インターフェース・サービス・ルーチン・モジュ

ール (DFHEISR) への呼び出し時にエラー (INVALID、

DISASTER、または予期しない EXCEPTION 応答) が起こりま

した。 最初のエラーを検出したドメインは、例外トレース、コ

ンソール・メッセージ、および、場合によっては、システム・

ダンプ (ダンプ・テーブルに指定したオプションによって異な

る) を提供します。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作

成された関連メッセージを参照してください。

モジュール: DFHXFX

AXF9

説明: チャネルをサポートしないシステムにチャネルをシップ

しようとしました。START CHANNEL または LINK
CHANNEL コマンドが、チャネルをサポートしない CICS シ

ステムに機能シップされました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: START または LINK コマンドを実行する

CICS が正しいレベルであることを確認してください。

モジュール: DFHXFP

AXGA

説明: プログラム DFHAPCR は予期しない応答を返しまし

た。 DFHAPCR は以下の機能を実行します。

v チャネルを構成するすべてのコンテナーのコンテンツを抽出

し、これらをリモート・システムに送信します。

v リモート・システムから受け取ったインバウンド・データか

らチャネルおよびコンテナーを再作成します。

DFHAPCR は、インバウンド・データ内にエラーを検出した

か、チャネル・データの抽出または再作成中に予期しない応答

を受け取りました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 関連 CICS メッセージおよび異常終了を探

して、コンテナーを管理するプログラム・マネージャーに障害

が発生したことがあるかどうかを調べてください。プログラ

ム・マネージャーまたは DFHAPCR からの例外トレース項目

を調べて、エラーの原因を判別してください。

モジュール: DFHXFX,DFHXFP

AXMA
説明: トランザクション・マネージャー・ドメイン内でロック
を獲得中に、エラーが起きました。
システムの処置: 制御下にあるモジュールのリカバリー・ルー
チンが呼び出されます。このリカバリー・ルーチンがメッセー
ジ DFHXM0002 を出し、システム・ダンプを作成します。
DFHXM0002 によって、エラー時に制御下にあったモジュール
がわかります。
ユーザーの処置: 詳細については、DFHXM0002 の説明を参
照してください。
モジュール: DFHXMAT、 DFHXMBD、 DFHXMCL、
DFHXMDD、 DFHXMFD、 DFHXMLD、 DFHXMQD、
DFHXMST、 DFHXMTA、 DFHXMXD、 DFHXMXE

AXMB
説明: トランザクション・マネージャー・ドメイン内でロック
を解放中に、エラーが起きました。
システムの処置: 制御下にあるモジュールのリカバリー・ルー
チンが呼び出されます。 このルーチンはメッセージ
DFHXM0002 を出し、システム・ダンプを作成します。
DFHXM0002 によって、エラー時に制御下にあったモジュール
がわかります。
ユーザーの処置: 詳細については、DFHXM0002 の説明を参
照してください。
モジュール: DFHXMAT、 DFHXMBD、 DFHXMCL、
DFHXMDD、 DFHXMFD、 DFHXMLD、 DFHXMQD、
DFHXMST、 DFHXMTA、 DFHXMXD、 DFHXMXE

AXMC
説明: 固有のトランザクション番号を新しいトランザクション
に割り振っているときに、重大エラーが起こりました。
システムの処置: 制御下にあるモジュールのリカバリー・ルー
チンが呼び出されます。 このルーチンはメッセージ
DFHXM0002 を出し、システム・ダンプを作成します。
DFHXM0002 によって、エラー時に制御下にあったモジュール
がわかります。
ユーザーの処置: 詳細については、DFHXM0002 の説明を参
照してください。
モジュール: DFHXMAT、DFHXMXE

AXMD
説明: CICS 内部タスク CSXM をユーザー・トランザクショ
ンとして実行する試みが行われました。
システムの処置: CICS はそのタスクを終了し、トランザクシ
ョン・ダンプを作成します。
ユーザーの処置: CSXM をユーザー・トランザクションとし
て実行する試みが行われた理由を調べてください。
モジュール: DFHXMAB

AXMY
説明: トランザクションのタスク生成中、トランザクション・
クラス・メンバーシップの獲得を行っている際に、予期しない
エラーが起きました。
システムの処置: このトランザクションはクラス・メンバーシ
ップとはみなされず、その後異常終了し、CICS トランザクシ
ョン・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: ダンプを使用して、トランザクションがトラ
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ンザクション・クラスのメンバーシップを獲得できなかった理
由を調べてください。
モジュール: DFHXMAT

AXMZ
説明: 他のコンポーネントで起きた重大エラーが、トランザク
ション・マネージャー・ドメインによって検出されました。
システムの処置: 制御下にあるタスクが異常終了し、トランザ
クション・ダンプが作成されます。障害が起きたコンポーネン
トによって、さらに詳しい診断が得られているはずです。
ユーザーの処置: 以前に出されたメッセージを探して、問題の
原因を突き止めてください。 詳細については、以前に出された
メッセージの説明を参照してください。
モジュール: DFHXMTA

AXSA
説明: 必要なステップに失敗したために、CICS セキュリティ
ー管理タスクを完了させることができませんでした。そのタス
クでは、重要ないくつかのリカバリー操作は実行されました
が、タスクそれ自体がコード AXSA で異常終了しました。
システムの処置: CICS は、セキュリティー管理再始動タスク
に関するトランザクション・ダンプを書き出します。

CICS はメッセージをコンソールに送ります。1 つは、セキュ
リティー管理タスクによって検出されたエラーを識別するもの
です。初期設定時にエラーが起こった場合には、他のメッセー
ジが、セキュリティーの初期設定または CEMT PERFORM
SECURITY REBUILD が失敗したことを示します。 2 つのメ
ッセージの後には、CICS が異常終了してダンプが作成された
ことを知らせるか、GO または CANCEL と応答するように促
す、3 つ目のメッセージが続きます。先に起こったエラーの性
質によっては、他のシステム・コンポーネント (例えば、アク
セス方式) からメッセージが出されることもあります。
ユーザーの処置: CICS が応答を要求している場合には、ま
ず、それに応答する必要があります。 'GO' で応答した場合に
は、CICS の処理は続行されますが、外部セキュリティー・マ
ネージャーのためのサポートは含まれません。 CICS セキュリ
ティーは、依然として作動しています。「CANCEL」で応答す
ると、CICS が異常終了し、ダンプが作成されます。

メッセージとダンプを使用して、障害の原因を調べてくださ
い。
モジュール: DFHXSMN

AXSC
説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する
GETMAIN 要求が正常に完了する前に、タスクが除去されまし
た。 除去された条件を最初に検出したタスクが、例外トレース
を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。
このタスクは、CEMT トランザクションを介してマスター端末
オペレーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクシ
ョンに指定された DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト)
値を超えて待った後でタイムアウトになったタスクによって除
去されました。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、
これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス

テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト
になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト
レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー
ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら
して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。
そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす
という方法もあります。
モジュール: DFHXSMN

AXSD
説明: エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない
EXCEPTION 応答) が、ストレージ・マネージャー (SM) ドメ
インに対する呼び出しで発生しました。 最初のエラーを検出し
たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ
び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指
定したオプションによって異なる) を提供します。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作
成された関連メッセージを参照してください。
モジュール: DFHTCRP

AXTA
説明: 送り出すデータの長さの計算に失敗しました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXTP

AXTB
説明: データを送り出すための TIOA を入手する試みに失敗
しました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXTP

AXTC
説明: データを送り出せるようにするための変換の試みに失敗
しました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXTP

AXTD
説明: TIOA に受信したメッセージは、リモート・システムか
ら受け取られたものではありませんでした。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
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ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXTP

AXTE
説明: 正しくないデータがリモート・システムから受け取られ
ました。そのデータの長さは十分ではありません。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXTP

AXTF
説明: 中継処理機能管理ヘッダー (FMH) がリモート・システ
ムから受け取られませんでした。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXTP

AXTG
説明: リモート・システムから受け取られたデータの変形に失
敗しました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 変形処理の失敗が、リモート端末の誤った定
義が理由ではなかったかどうかを調べます。 特に、その端末に
指定されたユーザー域の長さがローカル・システムとリモー
ト・システムの両方で同じ長さになっているかどうかを調べま
す。 端末の定義が正しい場合は、この問題を解決するためにサ
ポートが必要です。 この問題を解決するには IBM の支援が必
要です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXTP

AXTH
説明: 端末識別名を突き止める試みに失敗しました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXTP

AXTI
説明: トランザクション・ルーティング変換プログラムに対し
て指定された DFHLUC パラメーター・リストの主要要求バイ
ト LUCOPN0 が無効であるか、またはリモート・システムに
シップされていない要求に対応しています。パラメーター・リ
ストは、XTP の呼び出し側の動的ストレージ内で見つけること
ができ、補助トレースからの出力を利用して突き止めることが
できます。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス
クは異常終了します。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXTP

AXTJ
説明: トランザクション・ルーティング変換プログラムのパラ
メーター・リスト内のフィールド XTSSTAT とフィールド
XTSTCOPC の中で、予期しない組み合わせのビットの設定が
行われました。
システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス
クは異常終了します。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHXTP

AXTK
説明: CICS システム間のタスク生成が出されたときに、
APPC 会話障害が発生しました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: リモート CICS システムへの接続を調べ
て、その接続を確立し直してみてください。
モジュール: DFHXTP

AXTL
説明: APPC マップ・データの処理は、デフォルト値による
APPC 付加 FMH の生成を必要とします。具体的には、要求
された同期レベルはデフォルトの 2 になります。一方、使用さ
れる予定のセッションは同期レベル 1 でバインドされていま
す。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 次の点について調べてください。
v リモート・システムの TCT 項目が、並行セッションで定義

されているかどうか。

v リモート・システムが同期レベル 2 をサポートできるかど

うか。

v ログ名の交換が接続に備えて完了しているかどうか。

CEMT INQUIRE CONNECTION コマンドを使用してこれ

を行うことができます。ログ名交換処理についての詳細は、

「CICS Intercommunication Guide」を参照してください。

v 正しい同期レベルが要求されたかどうか。

モジュール: DFHXTP

AXTM

説明: 同期レベル 1 でバインドされている APPC リンクを介

して、メッセージを保護されたトランザクションを経路指定す

る試みが行われましたが失敗しました。こうしたトランザクシ

ョンは、同期レベル 2 でバインドされた APPC リンクを介し

てのみ経路指定されるためです。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: そのトランザクションを CICS OS/2 に経路
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指定する場合 (同期レベル 1 でバインドされる) には、メッセ

ージ保護オプションを除去してください。そのトランザクショ

ンを別のホスト・システムに経路指定する場合で、しかもメッ

セージ保護が必要な場合には、そのリンクを再定義して、同期

レベル 2 でバインドできるようにしてください。

モジュール: DFHXTP

AXTN

説明: モジュール DFHXTP が、オフセット TCTERCSA で

TCTTE の連鎖が切れたアプリケーション・バッファーに無効

なヘッダーがあることを検出しました。 これは CICS 論理エ

ラーまたはストレージの上書きのいずれかによるものです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: これは、CICS の内部論理エラーです。 こ

の問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順について

は、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照し

てください。

モジュール: DFHETL

AXTO

説明: CICS セキュリティー・マネージャーから、DFHXTP
モジュールに例外応答が戻されました。 CICS セキュリティ

ー・マネージャーへの呼び出しが行われる前に、出荷時の端末

定義ではあらかじめセキュリティーについて設定されているこ

とを DFHXTP モジュールが検出しました。 それから、

DFHXTP は、出荷時の端末情報とともに送信されたユーザー

ID の事前設定されたセキュリティー・サインオンを実行する

ために、CICS セキュリティー・マネージャーを呼び出しまし

た。 つまり、この事前設定されているセキュリティーにサイン

オンしようとして失敗したということです。

システムの処置: トランザクション・ルーティング要求が終了

してから、端末専有領域 (TOR) に、この要求が失敗したこと

を示すメッセージが送られます。 CICS セキュリティー・マネ

ージャーは、一時データ・キュー CSCS に DFHSNxxxx メッ

セージを出します。

ユーザーの処置: この異常終了が起こった原因として最も考え

られるものとしては、アプリケーション所有領域 (AOR) に送

られる端末に、AOR には無効なユーザー ID の事前設定され

たセキュリティーがあるということです。 このことを確認する

ためには、AOR の CSCS 一時データ・キューについての関連

DFHSNxxxx メッセージを検査してください。そのメッセージ

には、事前設定されたセキュリティー・サインオン要求の障害

についての正確な理由が示されています。この障害は、未許可

のトランザクション・ルーティング要求を行ったために起こり

ます。

モジュール: DFHXTP

AXTP

説明: DFHCCNV FUNCTION
(CONVERT_DS3270_FOR_SBCS) から DFHXTP モジュール

に、例外応答が戻されました。モジュールは、クライアントか

らのデータ受信に ASCII から EBCDIC への変換を要求した

CICS クライアント仮想端末に対して呼び出されました。 しか

し、この変換は失敗しました。

システムの処置: トランザクション・ルーティング要求が終了

してから、端末専有領域 (TOR) に、この要求が失敗したこと

を示すメッセージが送られます。 CICS セキュリティー・マネ

ージャーは、一時データ・キュー CSCS に DFHSNxxxx メッ

セージを出します。

ユーザーの処置: DFHCCNV の COMMAREA の DFHC32
に戻された応答と理由を調べてください。クライアントおよび

サーバーのコード・ページは妥当性検査が実行されているた

め、これは CICS エラーと考えられます。 IBM に連絡してく

ださい。

モジュール: DFHXTP

AXTQ

説明: DFHCCNV FUNCTION
(CONVERT_DS3270_FOR_SBCS) から DFHXTP モジュール

に、例外応答が戻されました。モジュールは、クライアントへ

のデータ送信に EBCDIC から ASCII への変換を要求した

CICS クライアント仮想端末に対して呼び出されました。 しか

し、この変換は失敗しました。

システムの処置: トランザクション・ルーティング要求が終了

してから、端末専有領域 (TOR) に、この要求が失敗したこと

を示すメッセージが送られます。 CICS セキュリティー・マネ

ージャーは、一時データ・キュー CSCS に DFHSNxxxx メッ

セージを出します。

ユーザーの処置: DFHCCNV の COMMAREA の DFHC32
に戻された応答と理由を調べてください。クライアントおよび

サーバーのコード・ページは妥当性検査が実行されているた

め、これは CICS エラーと考えられます。 IBM に連絡してく

ださい。

モジュール: DFHXTP

AXTR

説明: EXEC プログラムの DFHCCNV をロードしようとした

とき、例外応答が、DFHPGLE FUNCTION (LOAD_EXEC) か

らの DFHXTP モジュールに対して戻されました。

システムの処置: トランザクション・ルーティング要求が終了

してから、端末専有領域 (TOR) に、この要求が失敗したこと

を示すメッセージが送られます。 CICS セキュリティー・マネ

ージャーは、一時データ・キュー CSCS に DFHSNxxxx メッ

セージを出します。

ユーザーの処置: DFHPGLE から戻された応答と理由を調べ、

CICS が DFHCCNV を呼び出すことができなかった理由を判

別してください。

モジュール: DFHXTP

AXTS

説明: 以下のいずれかの条件が発生しました。

v AOR 内で実行中のトランザクションがチャネルを作成しま

した。トランザクションは EXEC CICS RETURN
TRANSID CHANNEL を発行することによって終了され、

疑似会話内で次のトランザクションを指定し、チャネルを次

のトランザクションに渡します。ただし、TOR はチャネル

をサポートできるほどの十分な高さの CICS レベルではあ

りません。
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v AOR 内で実行中のトランザクションがチャネルを作成しま

した。トランザクションは EXEC CICS RETURN
TRANSID CHANNEL を発行することによって終了され、

疑似会話内で次のトランザクションを指定し、チャネルを次

のトランザクションに渡します。チャネルは TOR に送信さ

れ、疑似会話内の次のトランザクションが開始するまでそこ

に保持されます。ただし、次のトランザクションが開始され

たとき、チャネルをサポートできるほどの十分な高さの

CICS レベルでない AOR 内に存在することが見つかりまし

た。

システムの処置: トランザクション・ルーティング要求が終了

してから、端末専有領域 (TOR) に、この要求が失敗したこと

を示すメッセージが送られます。

ユーザーの処置: 疑似会話内のトランザクション間でチャネル

が渡される場合、チャネルを渡すことに関与するすべての

TOR および AOR システムは、チャネルをサポートできるほ

どの十分な高さの CICS レベルであることを確認する必要があ

ります。

モジュール: DFHXTP

AXTT

説明: チャネルをサポートしないシステムにチャネルを渡そう

としました。

疑似会話内の連続するトランザクション間でチャネルが渡され

ています。TOR がチャネルをサポートする CICS レベルでな

いか、次のトランザクションを実行する必要がある AOR が、

チャネルをサポートする CICS レベルではありません。異常終

了を出すシステムは、チャネルをサポートしないシステムで

す。

システムの処置: トランザクション・ルーティング要求が終了

してから、端末専有領域 (TOR) に、この要求が失敗したこと

を示すメッセージが送られます。

ユーザーの処置: 疑似会話に参加してチャネルを受け取る必要

があるすべての CICS システムが、チャネルをサポートする

CICS リリース・レベルであることを確認してください。

モジュール: DFHXTP

AXTU

説明: プログラム DFHAPCR は予期しない応答を返しまし

た。 DFHAPCR は以下の機能を実行します。

v チャネルを構成するすべてのコンテナーのコンテンツを抽出

し、これらをリモート・システムに送信します。

v リモート・システムから受け取ったインバウンド・データか

らチャネルおよびコンテナーを再作成します。

DFHAPCR は、インバウンド・データ内にエラーを検出した

か、チャネル・データの抽出または再作成中に予期しない応答

を受け取りました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 関連 CICS メッセージおよび異常終了を探

して、コンテナーを管理するプログラム・マネージャーに障害

が発生したことがあるかどうかを調べてください。プログラ

ム・マネージャーまたは DFHAPCR からの例外トレース項目

を調べて、エラーの原因を判別してください。

モジュール: DFHXTP

AZAA

説明: CICS が APPC マップ式会話でアプリケーション据え

置きデータをフラッシュしようとしていたときに、CICS 論理

エラーが起こりました。アプリケーション据え置きデータは、

APPC マップ式会話では起こりません。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZARM

AZAB

説明: DFHZARM が 65 528 バイトを超えるデータ長の

SEND DATA 要求を持っています。65 528 バイトは

DFHZARM が処理できる最大バイト数です。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: これは、CICS の内部論理エラーです。 こ

の問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順について

は、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照し

てください。

モジュール: DFHZARM

AZAD

説明: DFHZCN1 が予期しないシステムから開始されまし

た。 CCIN トランザクションは、クライアントだけが出すこ

とができます。

システムの処置: トランザクションは異常終了します。例外ト

レース・ポイント AP3008 が書き込まれます。 データ 1 に

XMIQ 開始タイプが入っています。

ユーザーの処置: CCIN トランザクションは必ずクライアント

から出してください。

モジュール: DFHZCN1

AZAE

説明: DFHZCN1 が端末から開始されましたが、LU6.2 セッ

ションではありませんでした。 CCIN トランザクションは、

クライアントでしか出すことができません。

システムの処置: トランザクションは異常終了します。

ユーザーの処置: CCIN トランザクションは必ずクライアント

から出してください。

モジュール: DFHZCN1

AZAF

説明: DFHZCN1 がトランザクション CCIN に対して開始さ

れました。しかし、環境が正しくないか、クライアント体系に

誤りがあります。この異常終了は、通常、問題を詳述する

DFHZC32xx メッセージと一緒に出されます。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP30xx が書き込

まれます。トランザクションは異常終了します。

ユーザーの処置: コンソールまたは CSNE の DFHZC32xx メ
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ッセージ、および例外トレース・ポイント AP30xx を検索して

ください。これらを使用して問題を診断してください。

モジュール: DFHZCN1

AZAG

説明: DFHZCT1 が予期しないシステムから開始されました。

CTIN トランザクションは、クライアントだけが出すことがで

きます。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。例外トレース・ポイン

ト AP302A が書き込まれます。 データ 1 に XMIQ 開始タイ

プが入っています。

ユーザーの処置: CTIN トランザクションは必ずクライアント

から出してください。

モジュール: DFHZCT1

AZAH

説明: DFHZCT1 が端末から開始されましたが、LU6.2 セッ

ションではありませんでした。 CTIN トランザクションは、ク

ライアントだけが出すことができます。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。例外トレース・ポイン

ト AP3032 が書き込まれます。 データ 1 に主要機能アドレス

が入っています。

ユーザーの処置: CTIN トランザクションは必ずクライアント

から出してください。

モジュール: DFHZCT1

AZAI

説明: DFHZCT1 がトランザクション CTIN に対して開始さ

れました。しかし、環境が正しくないか、クライアント体系に

誤りがあります。この異常終了は、通常、問題を詳述する

DFHZC32xx メッセージと一緒に出されます。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP30xx が書き込

まれます。トランザクションは異常終了します。

ユーザーの処置: コンソールまたは CSNE の DFHZC32xx メ

ッセージ、および例外トレース・ポイント AP30xx を検索して

ください。これらを使用して問題を診断してください。

モジュール: DFHZCT1

AZAJ

説明: DFHZCN1 がトランザクション CCIN に対して開始さ

れました。しかし、CCIN トランザクションはサロゲートで開

始されています。これは、このトランザクションがリモート・

トランザクションとして定義されていることを意味します。

CCIN は、ローカル・トランザクションで、直接クライアント

に接続されている CICS 領域で実行しなければなりません。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3041 が書き込

まれます。トランザクションは異常終了します。

ユーザーの処置: CCIN にデフォルト定義を使用するか、ロー

カル・トランザクションとして定義してください。

モジュール: DFHZCN1

AZAK

説明: DFHZCT1 がトランザクション CTIN に対して開始さ

れました。しかし、CTIN トランザクションはサロゲートで開

始されています。これは、このトランザクションがリモート・

トランザクションとして定義されていることを意味します。

CTIN は、ローカル・トランザクションで、直接クライアント

に接続されている CICS 領域で実行しなければなりません。

システムの処置: 例外トレース・ポイント AP3039 が書き込

まれます。トランザクションは異常終了します。

ユーザーの処置: CTIN にデフォルト定義を使用するか、ロー

カル・トランザクションとして定義してください。

モジュール: DFHZCT1

AZCA

説明: APPC マップ式処理時に内部論理エラーが検出されまし

た。 DFHZARL によって維持されている会話の状態が、

DFHETL と DFHZARM によって共同維持されている状態と

一致していません。

この問題は、CICS がアプリケーション・データをアセンブル

していて、予期したすべてのデータを受け取る前にチェーンの

終わりを受け取るような場合にも生じることが考えられます。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。 CICS 処理は続行されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZARM

AZCB

説明: APPC マップ式処理時に、CICS はセンス・コード

X'088901xx' を受け取りました。 これに続いて、エラー・デー

タ GDS (汎用データ・ストリーム) 変数が示されるはずです。

CICS はエラー・データの受け取りを試みました。 しかし、デ

ータが受け取られなかったか、または受け取られたデータが正

しい長さの CICS ISSUE ERROR のためのものではありません

でした。

CICS は、他のシステムが GDS ID X'12F2' (機能管理データ)
を認識しないことを示すため、このエラー・データを予期して

います。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

エラーのあった GDS ID は、リモート・システムに戻され、

そこで詳しく分析されます。

ユーザーの処置: 他のシステムのトランザクションによるセッ

ションの失敗または異常終了がなかったかどうかを調べます。

この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順につい

ては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照

してください。

モジュール: DFHZARM
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AZCC

説明: 失敗に終わったトランザクションが、アプリケーション

機能管理データを、これをサポートしないシステムで実行され

ているトランザクションへ送っていました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: リモート・システムでアプリケーション機能

管理データをサポートできるかどうかを調べます。

モジュール: DFHZARM

AZCD
説明: APPC マップ式処理時にシステム間論理エラーが検出さ
れました。 受け取られるべきアプリケーション・データの長さ
(LL フィールドおよび連結フラグから判別された長さ) が、実
際に受け取られた長さと一致していません。 CICS は、受け取
るべきデータの長さを LL フィールドおよび連結フラグから判
別します。 しかし、CICS は、予期したデータをすべて受け取
ったわけではありません。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHETL、DFHZARM

AZCE
説明: APPC マップ式処理時に、システム間論理エラーが検出
されました。 受け取られるべきアプリケーション・データの長
さ (LL フィールドおよび連結フラグから判別された長さ) が、
CICS の実施限度である 32 767 (受信コマンドおよび変換コマ
ンドの場合)、または 65 000 (CICS トランザクション・ルーテ
ィングか機能シップ要求の場合) を超えています。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: リモート・システムのトランザクションが
CICS へ伝送しているデータの量を少なくします。
モジュール: DFHETL、DFHZARM

AZCF
説明: APPC マップ式処理時に内部論理エラーが検出されまし
た。 無効な要求が DFHZARL に渡されています。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHZARM

AZCG
説明: APPC マップ式処理時に内部論理エラーが検出されまし
た。 DFHZARM は、渡される TCTTE が APPC として定義
されていること、TCTEILUC (TCTELUC) がオンに設定される
こと、そして TCTECVT が TCTEMAPD に設定されること
(マップ会話を示すために) を予期しています。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHZARM

AZCH
説明: APPC マップ式処理時に、予期しないセンス・コード
X'0889xxxx' が受け取られました。

これはリモート・システムによる APPC アーキテクチャーの
違反を表しています。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHETL、DFHZARM

AZCI
説明: APPC マップ式データの処理には、デフォルト値を持つ
APPC 付加機能管理ヘッダー (FMH) の生成が必要です。特
に、要求された同期レベルのデフォルトとしては 2 を取りま
す。 しかし、使用される予定のセッションが同期レベル 1 で
バインドされています。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 次の点について調べてください。
v リモート・システムの TCT の項目が、並行セッションで定

義されているかどうか。

v リモート・システムが同期レベル 2 をサポートできるかど

うか。

v ログ名の交換が接続に備えて完了しているかどうか。

CEMT INQUIRE CONNECTION を使用してこれを行うこ

とができます。ログ名交換処理についての詳細は、「CICS

Intercommunication Guide」を参照してください。

モジュール: DFHETL、DFHZARM、DFHZARQ

AZCJ
説明: GDS ID X'12F1' (空データ) を持つ APPC 構造化フィ
ールドがリモート・システムに送られましたが、そのリモー
ト・システムはこれらのフィールドの受信をサポートしていま
せん。リモート・システムは否定応答を出し、その会話を終了
させました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。
ユーザーの処置: 問題はリモート・システムにあります。 こ
の問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順について
は、「CICS Intercommunication Guide」の第 4 部を参照してく
ださい。
モジュール: DFHZARM

AZCK
説明: APPC マップ式処理のエラー・リカバリー時に、内部論
理エラーが検出されました。その会話は、内部 CICS SEND
INVITE により RECEIVE 状態に切り替えられましたが、その
会話はパートナーによってすでに解放されていました。
システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク
ション・ダンプが作成されます。 CICS 処理は続行されます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
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です。 手順については、「CICS Intercommunication Guide」の
第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHZARM

AZCL
説明: APPC マップ式処理時に、CICS はセンス・コード
X'088901xx' を受け取りました。汎用データ・ストリーム
(GDS) にはエラー・データの中の有効な GDS ID が入ってい
るはずですが、CICS はその値を認識しませんでした。 CICS
によって認識されるこれらの値は次のとおりです。

X'12F1' null data
X'12F2' function management data
X'12FF' application data.

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 別のシステムのトランザクションによるセッ

ション障害ならびに異常終了がないかどうかを調べてくださ

い。

モジュール: DFHZARM

AZCM

説明: エラー (INVALID、DISASTER、または予期しない

EXCEPTION 応答) が、ストレージ・マネージャー (SM) ドメ

インに対する呼び出しで発生しました。 最初のエラーを検出し

たドメインは、例外トレース、コンソール・メッセージ、およ

び、場合によってはシステム・ダンプ (ダンプ・テーブルに指

定したオプションによって異なる) を提供します。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインによって作

成された関連メッセージを参照してください。

モジュール: DFHZARM

AZCN

説明: ストレージ・マネージャー (SM) ドメインに対する

GETMAIN 要求が正常に完了する前に、そのタスクが除去され

ました。除去された条件を最初に検出したタスクが、例外トレ

ースを提供します。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。

このタスクは、CEMT トランザクションを介してマスター端末

オペレーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクシ

ョンに指定された DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト)
値を超えて待った後でタイムアウトになったタスクによって除

去されました。

マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、

これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス

テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト

になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト

レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー

ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら

して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。

そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす

という方法もあります。

モジュール: DFHZARM

AZCO

説明: VTAM 持続セッション初期設定トランザクション

CGRP が、端末から直接開始されました。これは許可されてい

ません。 このトランザクションは、必ず CICS で内部から開

始してください。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZCGRP

AZCP

説明: ZCP に論理エラーが検出されました。開始タスクのた

めの割り振り要求を満足させることができませんでした。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Intercommunication Guide」の

第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZSUP

AZCR

説明: APPC SYNCPOINT ROLLBACK 要求の処理中に、論

理エラーまたはプロトコル・エラーが検出されました。最後の

作業単位が正しく完了した後に、会話状態を元の状態にリスト

アしようとする試みが行われました。 この保管済みの状態が、

パートナーから受け取った流れと一致しません。

この問題は、以下のいずれかの状況のロールバック時に起こり

ます。

v 保管状態が受け取られ、パートナーは、指示変更 (CICS が

送信状態にあることをパートナーが予測していることを示

す) を最後の流れで送信した。

v 保管状態が送信されたが、パートナーは、最後の流れでは、

指示変更標識 (CICS が受信状態にあるとパートナーが予測

していること示す) を送らなかった。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。 その他の処理を続行します。

ユーザーの処置: CICS での障害またはパートナーでの障害が

原因で、問題が生じています。 どちらに障害があるかを判別す

るには、最後に正しく行われた同期点での流れを分析します。

この同期点に 2 つの LU があった状態を判別してみてくださ

い。異常終了が起こる前の、パートナーから CICS への同期点

流れを参照します。 この流れから、SPCMOD 修飾子バイトの

指示変更標識がオンであったかどうかを計算してください。

(SPCMOD 修飾子については、「SNA Formats」を参照してく

ださい。)保管済みの CICS 会話状態が受け取られたときにだ

け、この標識がセットされる必要があります。 最後の CICS
状態が送信され、さらに標識がオンの場合には、CICS は障害

のある状態になります。 同様に、最後の CICS 状態が受け取

られ、さらに標識がオフの場合にも、CICS は障害のある状態

になります。
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最後の CICS 状態が送信され、標識がオフの場合、または最後

の CICS 状態が受信され、標識がオンの場合には、CICS は、

指示変更標識 (CICS がこの標識を予測していないときも) を受

け取ります。この場合には、パートナーを検査して、論理エラ

ーを見つけてください。

モジュール: DFHZARL

AZCT

説明: 端末読み取りタイムアウト条件が検出されました。 ト

ランザクションは、そのトランザクションの RTIMOUT 値に

指定された間隔よりも長い間、端末入力メッセージを待ってい

ました。

PROFILE 項目に RTIMOUT とコーディングすると、端末が指

定された時間内に入力を送信しない場合には、タスクを異常終

了させることになります。

システムの処置: トランザクションは異常終了します。トラン

ザクション・ダンプ・コード AZCT のダンプ・テーブル項目

がダンプをとることを指示していない限り、ダンプは作成され

ません。

ユーザーの処置: このタスクに DFHPC TYPE=SETEXIT マク

ロが出されている場合には、タイムアウトだった読み取りはま

だ未解決状態です。 この読み取りを取り消すためには、ユーザ

ー出口ルーチンの終わりで DFHPC TYPE=ABEND を出しま

す。これにより、CICS は端末の TCTTE をクリーンアップし

ます。

モジュール: DFHZARQ

AZCU

説明: COVR トランザクションが端末から直接開始された

か、START コマンドで開始されました。これは許可されてい

ません。 このトランザクションは、必ず CICS で内部から開

始してください。

システムの処置: トランザクションは異常終了します。トラン

ザクション・ダンプはとられません。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZCOVR

AZCV

説明: VTAM への接続中に、COVR トランザクションで論理

エラーが検出されました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Intercommunication Guide」の

第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZCOVR

AZCW

説明: CICS 内部タスク CSTP をユーザー・トランザクション

として実行する試みが行われました。

システムの処置: CICS はそのタスクを終了し、トランザクシ

ョン・ダンプを作成します。

ユーザーの処置: CSTP をユーザー・トランザクションとして

実行する試みが行われた理由を調べてください。

モジュール: DFHZCSTP

AZIA

説明: トランザクションが、MRO 処理時にストレージを獲得

または開放しようとしましたが、 CICS ストレージ・マネージ

ャー (SM) ドメインから、要求が無効であるという応答が返さ

れました。

システムの処置: タスクはダンプを出して異常終了します。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Intercommunication Guide」の

第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZIS2

AZIB

説明: ストレージが接続サブシステムから MRO データを受

け取るのを待っている間に、そのトランザクションが除去され

ました。その除去は、オペレーターの処置 (CEMT SET TASK
PURGE など) によるものか、あるいは、その待ち時間がその

トランザクションの DTIMOUT 値を超えたために引き起こさ

れた可能性があります。

システムの処置: タスクはダンプを出して異常終了します。

ユーザーの処置: この条件がタイムアウトにより引き起こされ

た場合には、失敗したトランザクションの DTIMOUT 値を調

べて、その値が小さすぎる場合には大きくしてください。

モジュール: DFHZIS2

AZIC

説明: INVALID、DISASTER、または EXCEPTION 条件が

CRB 制御ブロックを FREEMAIN するためのストレージ・マ

ネージャー・ドメイン (DFHSMGFM) に対する呼び出しで発

生しました。

最初のエラーを検出したドメインが、例外トレースおよびコン

ソール・メッセージ、ならびにおそらくシステム・ダンプを提

供します。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス

クは異常終了します。

ユーザーの処置: 最初のエラーを検出したドメインからの関連

メッセージを参照してください。

モジュール: DFHZIS2

AZID

説明: CRB 制御ブロックを FREEMAIN するためのストレー

ジ・マネージャー・ドメイン (DFHSMGFM) に対する呼び出

しで PURGED 条件が発生しました。

最初に出されたエラーを検出したドメインは、例外トレースを

提供するはずです。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス

クは異常終了します。

ユーザーの処置: タスクが除去された原因を調べてください。

このタスクは、CEMT トランザクションを介してマスター端末

オペレーターが除去を行った結果か、またはそのトランザクシ

ョンに指定された DTIMOUT (デッドロック・タイムアウト)
値を超えて待った後でタイムアウトになったタスクによって除

去されました。
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マスター端末オペレーターがそのタスクを除去した場合には、

これは、何らかの理由でデッドロックされた可能性のあるシス

テムを消去しようとしたことが原因と考えられます。

タスクが、DTIMOUT 値を超えた結果、自動的にタイムアウト

になった場合には、システム内のタスクの数が多すぎて主スト

レージが不足していることが原因と考えられます。主ストレー

ジの容量を増やせない場合は、システム内のタスクの数を減ら

して、ストレージ不足状態が発生しないようにしてください。

そのトランザクションの DTIMOUT オプションの値を増やす

という方法もあります。

モジュール: DFHZIS2

AZIE

説明: 領域間通信 (IRC) の ISSUE-ERROR または

ISSUE-ABEND 流れが、IRC プロトコルの違反を受け取りまし

た。この原因として以下のことが考えられます。

v CICS 論理エラー IRC プロトコルは、MRO 分散トランザ

クション処理アプリケーションに対して使用することができ

ません。これらは、CICS 内部使用に限られます。

v 接続済みシステムでのトランザクションの異常終了。 この

結果、LU6.2 の接続に FMH 7 流れが発生し、異常終了が

出されます。

システムの処置: トランザクション・ダンプが作成され、タス

クは異常終了します。

ユーザーの処置: マップ式会話と非マップ式会話を混在して使

用したかどうかを調べてください。異常終了の原因となりま

す。 また、タスク生成済みシステムでトランザクションが異常

終了する理由が他にないかどうかを調べてください。

CICS 論理エラーが含まれている場合は、IBM からのサポート

が必要になります。 手順については、「CICS

Intercommunication Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZARQ

AZI1

説明: IRC のデータ伝送要求が出されましたが、伝送プロトコ

ルに違反したために、それを完了することができません。

そのセッションが分散トランザクション処理に使用されていな

い場合、つまり、そのセッションが機能シップまたはトランザ

クション・ルーティングに使用されている場合には、この問題

は CICS 論理エラーによって引き起こされます。

そのセッションが分散トランザクション処理に使用されている

場合には、異常終了の原因として次のものが考えられます。

v 無効な端末管理コマンド (ISSUE SIGNAL など) が出され

た。

v 送信要求が出されたがそのセッションは送信状態になかった

か、または、読み取り要求が出されたがそのセッションが受

信状態になかった。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 異常終了の原因を調べて、該当する場合には

アプリケーションを訂正してください。詳細については、

「CICS Intercommunication Guide」の『EXEC インターフェー

ス・ブロック (EIB)』を参照してください。 EIB は、要求が出

された後のセッションの状態を記述しています。

モジュール: DFHZARQ

AZI2

説明: IRC データ伝送要求が出されましたが、それを完了する

ことができません。問題の原因としては、次のものが考えられ

ます。

v 接続システムで実行されているトランザクションが除去され

た。

v 接続システムで実行されているトランザクションがタイムア

ウトになった。

v 異常終了トランザクションが、RECEIVE 状態になっている

ときに SEND を試みた。

v 異常終了トランザクションが、SEND 状態になっていると

きに RECEIVE を試みた。

異常終了が DFHIRP による伝送要求の拒否に起因している場

合には、ダンプ内に、失敗に終わった IRC セッションを表し

ている TCTTE のフィールド TCTEIRET に、DFHIRP の戻り

コードが含まれることになります。この TCTTE のアドレス

は、DFHTC データ伝送要求を表しているトレース項目のフィ

ールド B にあります。

DFHIRP 戻りコードの意味は、サンプル集 DFHIRSDS に示さ

れています。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: エラーの原因が除去またはタイムアウトであ

った場合には、処置はこれ以上必要ありません。

そのエラーが、例えば RECEIVE 状態での SEND の試みまた

はその逆の状態により引き起こされた場合には、ダンプを分析

して、プロトコル違反を訂正してください。

モジュール: DFHZARQ

AZI3

説明: 他のシステムとの会話に失敗したために、アプリケーシ

ョンがリモート所有されている端末に対して出した端末管理要

求は失敗に終わります。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZARQ

AZI4

説明: IRC データ伝送要求が出されましたが、他のシステムを

領域間通信に使用することができなくなったために、それを完

了させることができません。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: IRC を使用できるようになった時点で、その

トランザクションを実行し直します。

モジュール: DFHZARQ
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AZI5

説明: IRC データ伝送要求が出されましたが、接続されたシス

テムがその要求に応答して送ってきたデータは、IRC プロトコ

ルに違反しています。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZARQ

AZI6

説明: トランザクションは、IRC リンクを介して、別の CICS
システムのトランザクションに接続されていました。このもう

一方のトランザクションが異常終了しました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 接続先のトランザクションで発生した異常終

了の原因を修正してください。

モジュール: DFHZARQ

AZI7

説明: トランザクションが、接続サブシステムからの応答の待

機を含む MRO 要求を処理していました。この「待機」要求

は、CICS ディスパッチャーによって拒否されました。

システムの処置: そのトランザクションは異常終了し、ダンプ

が作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZIS2

AZI8

説明: IRC 接続上で ISSUE-ABEND の流れで受け取ったエラ

ー・ログ・データの形式が正しくありませんでした。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZIS1

AZI9

説明: トランザクションが、接続サブシステムからの応答の待

機を含む MRO 要求を処理していました。その待機時に、失敗

したトランザクションが除去されました。この除去は、間違い

なく CEMT SET TASK PURGE などのオペレーターの処置に

起因するものです。

システムの処置: タスクはダンプを出して異常終了します。

ユーザーの処置: そのトランザクションが除去された理由を調

べてください。

モジュール: DFHZIS2

AZRA

説明: DFHZARRC は、APPC 内の FMH のアドレスが受信

バッファー内になかったことを検出しました。その原因は、ス

トレージの上書きか CICS 内部論理エラーのいずれかです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。トランザクション・ダンプ内の TCTTE に印刷可能文字

または記憶保護違反エラーに関するその他の徴候があるかどう

かを調べてください。

モジュール: DFHZARRC

AZRB

説明: モジュール DFHZARR0 は、無効な最初のパラメータ

ーで呼び出されました。この最初のパラメーターは、実行され

る機能コードでなければなりません。これは、CICS 論理エラ

ーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARR0

AZRD

説明: APPC の論理受信バッファーと物理受信バッファーが一

致しなくなりました。この問題の原因は、ストレージの上書き

または CICS 内部論理エラーのいずれかです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。トランザクション・ダンプ内の TCTTE に印刷可能文字

または記憶保護違反エラーに関するその他の徴候があるかどう

かを調べてください。

モジュール: DFHZARR0

AZRE

説明: APPC の論理受信バッファー (TCTERBLA によりアド

レッシング) が、物理受信バッファー (TCTERBLA によりアド

レッシング) の前または後で始まりました。論理受信バッファ

ーは、これからまだ処理が行われる物理受信バッファーの一部

であるため、これは無効です。この問題の原因は、ストレージ

の上書きまたは CICS 内部論理エラーのいずれかです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。トランザクション・ダンプ内の TCTTE に印刷可能文字

または記憶保護違反エラーに関するその他の徴候があるかどう

かを調べてください。

AZI5 • AZRE
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モジュール: DFHZARR0

AZRF

説明: DFHZUSR 状態マシンが、無効な状態エラーを返すべ

きではない時点でそれを返しました。これは、CICS の内部論

理エラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARRF

AZRG

説明: DFHZUSR 状態マシンが、無効な状態エラーを返すべ

きではない時点でそれを返しました。これは、CICS の内部論

理エラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARR

AZRH

説明: 受け取り処理を制御するために使用する DFHZARR 状

態変数 RECEIVE_TYPE が、無効な値に設定されています。こ

の変数にアクセスのある他の唯一のモジュールは DFHZARRF
です。これは、CICS の内部論理エラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARR

AZRI

説明: DFHZARR1 に渡されたパラメーターの 1 つが無効で

した。これは、CICS の内部論理エラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARR1

AZRJ

説明: バッファー自体よりも長いレコードを APPC 受信バッ

ファーから除去するように、DFHZARR0 に対して要求されて

います。この問題の原因は、ストレージの上書きまたは CICS
内部論理エラーのいずれかです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。トランザクション・ダンプ内の TCTTE に印刷可能文字

または記憶保護違反エラーに関するその他の徴候があるかどう

かを調べてください。

モジュール: DFHZARR0

AZRK

説明: DFHZERH から DFHZARRF に戻された DFHLUC パ

ラメーター・リストには、無効な組み合わせ LUCCIERR、

LUCCIFRE、および LUCCIRBK フィールドが入っています。

これは、CICS の内部論理エラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARRF

AZRL

説明: モジュール DFHZARRF は、無効な最初のパラメータ

ーで呼び出されました。この最初のパラメーターは、実行され

る機能コードでなければなりません。これは、CICS の内部論

理エラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARRF

AZRM

説明: モジュール DFHZARR は、誤った時点で自分の内部ル

ーチンの 1 つを呼び出しました。これは、CICS の内部論理エ

ラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARR

AZRF • AZRM
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AZRN

説明: DFHZERH から DFHZARRF に戻された DFHLUC パ

ラメーター・リストでは、LUCCIERR がオンに設定されてい

ませんでした。これは、CICS の内部論理エラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARRF

AZRO

説明: モジュール DFHZARER は、無効な最初のパラメータ

ーで呼び出されました。この最初のパラメーターは、実行され

る機能コードでなければなりません。これは、CICS の内部論

理エラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARER

AZRP

説明: モジュール DFHZARER が、DFHZNAC から無効な応

答を検出しました。これは、CICS の内部論理エラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARER

AZRQ

説明: モジュール DFHZARRA が、無効なパラメーターで呼

び出されました。これは、CICS の内部論理エラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARRA

AZRR

説明: モジュール DFHZARRA が、オフセット TCTERCSA
で TCTTE の連鎖が切れたアプリケーション・バッファーに無

効なヘッダーがあることを検出しました。これは CICS 論理エ

ラーまたはストレージの上書きのいずれかによるものです。こ

の異常終了コードを伴う例外トレース・ポイントが、TCTTE
アドレスを示しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。トランザクション・ダンプ内の TCTTE に印刷可能文字

または記憶保護違反エラーに関するその他の徴候があるかどう

かを調べてください。

モジュール: DFHZARRA

AZRS

説明: モジュール DFHZARRA は、一部のデータをコピーす

ることになっている新規のアプリケーション・バッファーのた

めにメイン・メモリーを獲得することができません。これは、

DFHLUC 受け取り要求が SUBTYPE=LLID、SET=YES になっ

ていて、しかも DFHZARRA が GETMAIN で確保する長さ

を認識していないためです。 DFHZARRA は現在受け取ろう

としているレコードの長さを必要としていますが、その長さが

エラーで 0 に設定されています。これは、CICS 論理エラーで

す。この異常終了コードを伴う例外トレース・ポイントが、

TCTTE アドレスを示しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARRA

AZRT

説明: モジュール DFHZARRA が、一部のデータをコピーす

ることになっているアプリケーション・バッファーが無効であ

ることを検出しました。これは、バッファーのアドレスがゼロ

であるためか、またはその長さが、そこにコピーされるデータ

の長さよりも短いためです。これは、CICS 論理エラーです。

この異常終了コードに伴う例外トレース・ポイントが、バッフ

ァー・アドレスとバッファー長およびデータ・アドレスとデー

タ長を示しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARRA

AZRN • AZRT

第 2 章 トランザクション異常終了コード (CICS Transaction Server for z/VSE) 677



AZRU

説明: モジュール DFHZARRF が、DFHZARR0 から予期し

ない応答を検出しました。これは、CICS 論理エラーです。こ

の異常終了コードを伴う例外トレース・ポイントが、無効な応

答コードを示しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARRF

AZRV

説明: モジュールDFHZARR1 が、DFHZARR0 から予期しな

い応答を検出しました。これは、CICS 論理エラーです。この

異常終了コードを伴う例外トレース・ポイントが、無効な応答

コードを示しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARR1

AZRW

説明: モジュール DFHZARRA が、TCTTE (フィールド

TCTELLC) 内で負のレコード長を検出しました。これは CICS
論理エラーまたはストレージの上書きのいずれかによるもので

す。この異常終了コードを伴う例外トレース・ポイントが、

TCTTE アドレスおよび TCTELLC の値を示しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。トランザクション・ダンプ内の TCTTE に印刷可能文字

または記憶保護違反エラーに関するその他の徴候があるかどう

かを調べてください。

モジュール: DFHZARRA

AZRY

説明: モジュール DFHZARR が、DFHZARRC から予期しな

い応答を検出しました。これは、CICS 論理エラーです。この

異常終了コードを伴う例外トレース・ポイントが、無効な応答

コードを示しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARR

AZRZ

説明: モジュール DFHZARR が、内部サブルーチンから予期

しない応答を検出しました。これは、CICS 論理エラーです。

この異常終了コードを伴う例外トレース・ポイントが、無効な

応答コードを示しています。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題が再現可能な場合には、TC コンポ

ーネントのレベル 1 および 2 のトレースが問題判別に役立ち

ます。 この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手

順については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHZARR

AZR2

説明: ストレージ・マネージャーの GETMAIN が失敗したた

め、モジュール DFHZARRA は、新規のアプリケーション・

バッファーのためにメイン・メモリーを確保することができま

せんでした。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: トレース内容を利用して、ストレージ・マネ

ージャーからの戻りの失敗を識別し、障害の内容を分析してく

ださい。

モジュール: DFHZARRA

AZR3

説明: GETMAIN 要求時に、ストレージ・ドメインはそのタ

スクが除去されたことを検出しました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: トレース結果を利用して、そのタスクが除去

された理由を調べてください。マスター端末オペレーターに責

任があったかどうかを調べてください。

モジュール: DFHZARRA

AZR4

説明: ディスパッチャー・ドメイン呼び出しから予期しない応

答を受け取りました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZARER

AZRU • AZR4
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AZR5

説明: ディスパッチャー・ドメイン呼び出しから予期しない応

答を受け取りました。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZARR1

AZS0

説明: DFHZSTAM マクロを介して処理中の DFHZSTAP プ

ログラムに無効な要求が出されました。これは、CICS の内部

論理エラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZSTAP

AZS1

説明: DFHZSTAM マクロを介して、処理中の DFHZSTAP
プログラムに無効な要求が出されました。これは、CICS の内

部論理エラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZSTAP

AZS2

説明: 処理中の DFHZSTAP プログラムに DFHZSTAM マク

ロを介して渡された TCTTE が、MRO または APPC 会話に

関連していません。これは、CICS の内部論理エラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZSTAP

AZS3

説明: APPC 会話に関して、DFHZSTAM マクロを介して、

処理中の DFHZSTAP プログラムに TCTTE が渡されました

が、LUC 拡張制御ブロックが見つかりませんでした。これ

は、CICS の内部論理エラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZSTAP

AZS4

説明: DFHZSTAP で DFHZSTAM 要求を処理中に、

DFHZUSRM LUC 状態マシンに無効な設定値が見つかりまし

た。これは、CICS の内部論理エラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZSTAP

AZS5

説明: DFHZSTAP で DFHZSTAM 要求を処理中に、内部状

態番号に無効な設定値が見つかりました。これは、CICS の内

部論理エラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZSTAP

AZS6

説明: DFHZSTAP で DFHZSTAM 要求を処理中に、内部状

態番号に無効な設定値が見つかりました。これは、CICS の内

部論理エラーです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZSTAP

AZTA

説明: タスクが、その主要な機能としての端末を所有していま

せん。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZTSP

AZTB

説明: この CICS システム内のリモート端末をインストール

または削除しようとして、失敗しました。 この異常終了が起こ

るのは、CITS/CDTS/CMTS/CFTS トランザクションが使用可

能でない (つまり、そのトランザクションがインストールされ

ていない) 場合です。

システムの処置: DFHZTSP が異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: リストされたトランザクションが存在してお

り、インストールされているかどうかを検査してください。ト

ランザクションが導入されている場合、問題を解決するにはサ
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ポートが必要になります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZTSP

AZTC

説明: このシステム内のリモート端末をインストールまたは削

除しようとして、失敗しました。 原因は、ストレージ不足

(SOS) 条件が起きたため、CITS、CDTS、または CFTS の接続

を行うための GETMAIN 要求が失敗したからです。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: SOS 条件が起きた理由を調べてください。

SOS 条件の処理についての詳細は、「CICS Problem

Determination Guide」を参照してください。

後でトランザクションを再試行してください。

モジュール: DFHZTSP

AZTD

説明: チャネルをサポートしないシステムにチャネルを渡そう

としました。

疑似会話内の連続するトランザクション間でチャネルが渡され

ています。次のトランザクションを実行する必要がある AOR
が、チャネルをサポートする CICS レベルではありません。異

常終了を出すシステムは、チャネルをサポートしないシステム

です。

システムの処置: トランザクション・ルーティング要求が終了

してから、端末専有領域 (TOR) に、この要求が失敗したこと

を示すメッセージが送られます。

ユーザーの処置: 疑似会話に参加してチャネルを受け取る必要

があるすべての CICS システムが、チャネルをサポートする

CICS リリース・レベルであることを確認してください。

モジュール: DFHZTSP

AZTF

説明: DFHZTSP が、最大 TCTTE SUBPOOL よりも長さ

(TCTTETEL) が長い TCTTE の GETMAIN または

FREEMAIN を試みました。したがって、要求は無効となりま

す。これは、記憶保護違反または CICS 内部論理エラーを意味

します。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、CICS トラ

ンザクション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: トランザクション・ダンプを使用して、エラ

ーになっている TCTTE を識別します。まず、これがストレー

ジの上書きであるかどうかを調べてください。上書きである場

合には、統計を調べて、同じトランザクションに起因するいく

つかの記憶保護違反を受け取っているかどうかを調べてくださ

い。受け取っている場合には、ユーザーが提供したアプリケー

ションがおそらく問題を引き起こした原因です。

記憶保護違反の問題ではない場合、またはランダム記憶保護違

反が存在する場合には、CICS 内のエラーの可能性がありま

す。この場合、問題解決にはサポートが必要になります。 手順

については、「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部

を参照してください。

モジュール: DFHZTSP

AZTG

説明: リモート所有されている端末で、その基本機能としてシ

ステム間 TCTTE を使用しないでタスク生成が試みられまし

た。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZTSP

AZTH

説明: リモート端末管理マクロからエラー応答が受け取られま

した。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZTSP

AZTI

説明: リモート所有されている端末でのタスク生成が試みられ

ましたが、その端末はこのシステムのリモート所有端末として

定義されていませんでした。

代りに、別のタスクがこの端末にロックをかけます。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 関係するシステム内の端末管理テーブル定義

を調べます。定義が正しければ、別のタスクが端末にロックを

かけたかどうかを検査してください (例えば、CECI)。
モジュール: DFHZTSP

AZTL

説明: リモート所有されている端末に対してタスク生成が試み

られましたが、その端末はこのトランザクションを実行するた

めに使用することができません。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。関係するシステム内の端末管理テーブル定義を調べます。

モジュール: DFHZTSP

AZTM

説明: リモート・システムから受け取られたデータに、FMH
(機能管理ヘッダー) が含まれていません。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZTSP
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AZTN

説明: リモート・システムとの会話が、予期しないうちに終了

されました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZTSP

AZTO

説明: TCTTE の所有権チェーンにエラーがあります。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZTSP

AZTP

説明: リモート・トランザクションのために出された BMS
TYPE=STORE 要求が失敗に終わりました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。必要な BMS サポートが生成されていることを確認してく

ださい。

モジュール: DFHZTSP

AZTQ

説明: 無効な BMS データが、リモート・システムから受け取

られました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZTSP

AZTR

説明: リモート・システムのために出された BMS
TYPE=PAGEOUT 要求が失敗に終わりました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 必要な BMS サポートが生成されていること

を確認してください。

モジュール: DFHZTSP

AZTS

説明: リモート・システムへデータを送り出す試みが失敗に終

わりました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: リモート・システムとの会話が失敗に終わっ

た理由を調べます。リモート・システムのトランザクション

が、おそらく異常終了したか、またはセッションが失敗に終わ

っています。

モジュール: DFHZTSP

AZTU

説明: 同期点がとられた後に、タスクはリンク TCTTE を所有

していません。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZTSP

AZTV

説明: 無効な管理機能ヘッダー (FMH) がリモート・システム

から受け取られました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZTSP

AZTW

説明: リモート所有されている端末で、すでにタスクが実行さ

れていたときに、タスク生成が試みられました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 関係するシステム内の端末管理テーブル定義

を調べます。

モジュール: DFHZTSP

AZTY

説明: リモート所有されている APPC 端末または接続のため

のセッション TCT 項目を作成することができません。この項

目を作成すると、APPC セッションの最大許容数を超えてしま

うためです。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システム・プログラマーに連絡してくださ

い。システムの使用率が少なくなるのを待つか、または、一部

の APPC セッションを削除してください。

モジュール: DFHZTSP

AZTZ

説明: CICS 中継プログラム DFHCRT が、サポートされてい

ない方法でタスク生成されました。

システムの処置: CICS はそのトランザクションを異常終了さ

せ、トランザクション・ダンプを作成します。

ユーザーの処置: 中継トランザクションは、その基本機能とし

て MRO セッションまたは LU タイプ 6.2 を使用して実行さ
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れます。そのトランザクションが、ユーザー・トランザクショ

ンによって直接タスク生成されるのではなく、APPC 端末共用

論理によってタスク生成されるようにしてください。

トランザクションが、APPC 端末共用論理によってタスク生成

されている場合には、この問題を解決するためにサポートが必

要になります。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZTSP

AZT1

説明: トランザクションのルーティングのときに、アプリケー

ション所有領域内でタスクが正しく生成されませんでした。

システムの処置: CICS はそのトランザクションを異常終了さ

せ、トランザクション・ダンプを作成します。

ユーザーの処置: ルーティング・システムでの会話は、MRO
セッションまたは LU タイプ 6.2 会話でなければなりませ

ん。そのトランザクションが、ユーザー・プログラムによって

ではなく、接続済みシステム内の CICS 中継プログラムによっ

てタスク生成されるようにしてください。

トランザクションが、接続済みシステム内の CICS 中継プログ

ラムによってタスク生成されている場合には、この問題を解決

するためにサポートが必要になります。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

モジュール: DFHZTSP

AZT3

説明: あるタスクが出された領域に、そのタスクが戻されま

す。

システムの処置: CICS はそのトランザクションを異常終了さ

せ、トランザクション・ダンプを作成します。

ユーザーの処置: トランザクション定義を訂正してください。

モジュール: DFHZTSP

AZVA

説明: タスクをアプリケーション所有の領域内に生成している

ときに、リモート端末の作成時にサービス・トランザクション

CITS が完了するのを待っている間に、DFHZTSP がタイムア

ウトになりました。

多くの場合、アプリケーション所有の領域が頻繁に使用中であ

るため、DFHZTSP によって許可されているタイムアウト値よ

り長時間、CITS トランザクションが待っていたことによりま

す。 ターゲット・システムのストレージの不足が、CITS がデ

ィスパッチされなかった、もしくはディスパッチされても完了

しなかった理由の場合もあります。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: システムの使用が少なくなったときに、その

トランザクションを再試行してください。ターゲット・システ

ムのトランザクション・スループットを改善する際の詳細につ

いては、「CICS Performance Guide」を参照してください。

モジュール: DFHZATS

AZVB

説明: DFHZCQ が、リモート端末定義の作成に失敗しまし

た。前に出されたメッセージまたは複数のメッセージが、その

障害の理由を示しているはずです。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 詳細については、前に出されたメッセージま

たは複数のメッセージを参照してください。

モジュール: DFHZATS

AZVC

説明: DFHZATS に予期しないエラーが発生しました。おそら

く、DFHZATS が CSA、EIB または TCA をアドレッシング

することができないためです。 EXEC CICS START コマンド

を使用して、DFHZATS がトランザクション CITS、CFTS、

CMTS、または CDTS に対して呼び出された場合にも、このよ

うなエラーが発生する可能性があります。 上記のトランザクシ

ョンは内部 CICS トランザクションなので、このような方法で

呼び出さないでください。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZATS

AZVD

説明: 予期しないエラーが、DFHZATS のインストール手順で

起こりました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: これは、CICS 論理エラーです。 この問題

を解決するには IBM の支援が必要です。 手順については、

「CICS Problem Determination Guide」の第 4 部を参照してく

ださい。

モジュール: DFHZATS

AZVE

説明: DFHZATS が既存の TCT 項目と同じ端末識別名でリモ

ート端末をインストールしようとしています。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 端末名を変更して、同じシステム内で重複が

起こらないようにしてください。

モジュール: DFHZATS

AZVF

説明: DFHZATS (CITS、CFTS、CMTS、または、CDTS) の

リモート・インストールまたは削除トランザクションのいずれ

かが、端末から直接開始されました。これは許可されていませ

ん。 このトランザクションは、CICS によって内部からに限り

開始することができます。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。
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ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZATS

AZVG

説明: リモート削除ルーチンでエラーが起こりました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZATS

AZVH

説明: リモート端末の大量削除時に、リモート削除ルーチンで

エラーが起こりました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZATS

AZVI

説明: 単一のリモート端末を削除しようとしたときに、リモー

ト削除ルーチンでエラーが起こりました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZATS

AZVJ

説明: リモート端末の大量削除時にエラーが起こりました。こ

れは CICS 論理エラーが原因です。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZATS

AZVK

説明: 単一のリモート端末の削除時に、リモート削除ルーチン

から予期しない戻りコードを受け取りました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 一緒に出される DFHZC6911 メッセージを

参照してください。このメッセージには、削除障害の理由が示

されています。その後で適切な処置をとってください。

モジュール: DFHZATS

AZVL

説明: リモート端末を大量削除用にフラグ付けしているとき

に、エラーが起こりました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。手順については、「CICS Problem Determination Guide」

の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZATS

AZVM

説明: DFHZATMF でエラーが起こりました。 おそらく、

DFHZATMF が CSA、EIB または TCA をアドレッシングす

ることができないためです。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZATMF

AZVN

説明: DFHZATMF (CRMF) のリモート削除フラグのトラン

ザクションが、端末から直接開始されました。これは許可され

ていません。 このトランザクションは、必ず CICS で内部か

ら開始してください。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZATMF

AZVO

説明: DFHZATMD (CRMD) のリモート削除のトランザクシ

ョンが、端末から直接開始されました。これは許可されていま

せん。 このトランザクションは、必ず CICS で内部から開始

してください。

システムの処置: トランザクションは異常終了し、トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: なし。

モジュール: DFHZATMD

AZVP

説明: DFHZATMD でエラーが起こりました。おそらく、

DFHZATMD が CSA、EIB、または TCA をアドレッシング

できないためです。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHZATMD
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AZVQ

説明: 発行された端末定義のインストール要求が、自動インス

トールのユーザー・プログラムに受け入れられませんでした。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 処置は不要です。

モジュール: DFHZATS

AZVR

説明: 自動インストール・ユーザー・プログラムが無効の戻り

コードを出したため、提供された端末定義をインストールしよ

うとして失敗しました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 自動導入のユーザー・プログラムを調べて、

この戻りコードが出された理由を判別してください。

モジュール: DFHZATS

AZVS

説明: 自動インストール・ユーザー・プログラムでエラーが起

こったため、提供された端末定義のインストール要求が失敗し

ました。

システムの処置: そのタスクは異常終了し、CICS トランザク

ション・ダンプが作成されます。

ユーザーの処置: 自動導入のユーザー・プログラムを調べて、

障害の理由を判別してください。

モジュール: DFHZATS

AZXA

説明: 予期しないエラーが、理由コード 5 を伴ってキャッチ

アップ・プログラム DFHZXCU 内に検出されました。詳細に

ついては、メッセージ DFHXG6492 の説明を参照してくださ

い。

システムの処置: コンソール・メッセージ DFHXG6492 が作

成され、トランザクションの異常終了後に CICS が続行されま

す。

ユーザーの処置: メッセージ DFHXG6492 を参照してくださ

い。

モジュール: DFHZXCU

AZXB

説明: 予期しないエラーが、理由コード 4 を伴ってキャッチ

アップ・プログラム DFHZXCU 内に検出されました。詳細に

ついては、メッセージ DFHXG6492 の説明を参照してくださ

い。

システムの処置: コンソール・メッセージ DFHXG6492 が作

成され、トランザクションの異常終了後に CICS が続行されま

す。

ユーザーの処置: メッセージ DFHXG6492 を参照してくださ

い。

モジュール: DFHZXCU

システム・ダンプ・コード
CICS システム・ダンプが要求されるたびに、CICS はダンプ要求が行われる原因と
なったイベントに対応するシステム・ダンプ・コードを参照します。これは、今後
どのような処置がとられるのかを判断するために行われます。 詳細については、
「CICS Problem Determination Guide」を参照してください。

ほとんどの場合、システム・ダンプ・コードは、DFH のタグをとった状態の DFH
メッセージに対応します。 例えば、システム・ダンプ・コード DM0001 は、DFH
タグが除去された状態のメッセージ DFHDM0001 に対応します。 詳細について
は、該当する関連メッセージを参照してください。

ただし、この形式には以下のリストに示すような例外があります。

システム・ダンプ・コード
対応するメッセージまたは例外条件

APUSER
このシステム・ダンプ・コードは、システム・ダンプ・マクロ互換インター
フェース・モジュール (DFHFDP) を使用して出されます。

APXRFTO
このシステム・ダンプ・コードには、関連する DFH メッセージがありませ
ん。 現在活動状態の CICS システムにエラーが起こりました。 現在代替
CICS システムが制御権を持っていて、活動 CICS システムがそれ自体のダ
ンプを作成することを要求しています。

MT0001
このシステム・ダンプ・コードには、関連する DFH メッセージがありませ
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ん。 ダンプが CEMT のユーザーによって要求され、PERFORM SNAP ま
たは PERFORM DUMP のいずれかを出していることを示します。

DHxx (DL/I DOS/VS) 異常終了コード
異常終了が CICS 区分で実行中の DL/I タスクで起こった場合、トランザクション
は異常終了しますが、制御はアプリケーション・プログラムに戻されません。 CICS
は、DL/I 異常終了コードを含むメッセージを出します。 次のリストでは、DL/I
異常終了の主カテゴリーに関連するコードを説明しています。

コード 解説
Dnnn DL/I エラー・メッセージ DLZnnn を参照してください。
DACT

TERM 呼び出しが、ACT に定義されていないプログラムによって出されま
した。

DBPC
DLZBPC00 (MPS バッチ区画コントローラー・タスク) が異常終了しまし
た。

DHxx HLPI を使用するアプリケーション・プログラムが異常終了しました。 xx
は、終了トランザクションに関連付けられた DL/I PCB 状況コードです。

EXEC CICS HANDLE ABEND コマンドを使用して、状況コード異常終了
を代行受信することができます。 ABEND 出口ルーチンでは、エラーを訂
正し制御をトランザクションに戻すよう試みることができます。

注: バッチ環境や MPS バッチ環境では、ABEND を代行受信することはで
きません。

DLPV
システム・スケジューリング呼び出しが、無効なパスワードを使用して出さ
れました。

DMPC
DLZMPC00 (MPS マスター区画コントローラー・タスク) が異常終了しま
した。

Ennn 「DL/I Messages and Codes」の DL/I エラー・メッセージ DLZnnn を参
照してください。(この場合、一時データ宛先 CSMT 上に終了を記録するこ
とはできません。)

01xx (変換プログラム) 異常終了コード

0100 LISTING FILE CANNOT BE OPENED
説明: リスト・データ・セットが正しくオープンされていませ
ん。
システムの処置: CICS コマンド・レベル変換プログラムは異
常終了し、VSE DUMP が作成されます。 ジョブ制御オプショ
ン SYSDUMP がアクティブな場合、ダンプの出力は区画のダ
ンプ・サブライブラリーに送られます。 NOSYSDMP がアク
ティブな場合には、出力は SYSLST に送られます。
ユーザーの処置: JCL が正しいかどうかを確認します。また
は、オープン・エラーの原因を判別します。
モジュール: DFHEAP1$ (アセンブラー言語の場合)、
DFHECP1$ (COBOL の場合)、DFHEDP1$ (C の場合)、
DFHEPP1$ (PL/I の場合)

0101 UNRECOVERABLE TRANSLATOR ERROR
説明: 変換プログラムは、リカバリーすることのできないプロ
グラム・チェックを検出しました。
システムの処置: CICS コマンド・レベル変換プログラムは異
常終了し、VSE DUMP が作成されます。 ジョブ制御オプショ
ン SYSDUMP がアクティブな場合、ダンプの出力は区画のダ
ンプ・サブライブラリーに送られます。 NOSYSDMP がアク
ティブな場合には、出力は SYSLST に送られます。
ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要
です。 手順については、「CICS Problem Determination
Guide」の第 4 部を参照してください。
モジュール: DFHEAP1$ (アセンブラー言語の場合)、
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DFHECP1$ (COBOL の場合)、DFHEDP1$ (C の場合)、
DFHEPP1$ (PL/I の場合)

02xx (DFHPD430) 異常終了コード

0211 RECURSIVE PROGRAM CHECK
説明: システム・ダンプ形式設定プログラムが前に出されたプ
ログラム・チェックを処理しているときに、プログラム・チェ
ックが発生しました。
システムの処置: システム・ダンプ形式設定プログラムは異常
終了し、VSE DUMP が作成されます。 ジョブ制御オプション
SYSDUMP がアクティブな場合、ダンプの出力は区画のダン
プ・サブライブラリーに送られます。 NOSYSDMP がアクテ
ィブな場合には、出力は SYSLST に送られます。
ユーザーの処置: 異常終了の前に出されるプログラム・チェッ
クには、メッセージ DFHPD0123 が出されます。詳細につい
ては、このメッセージの説明を参照してください。
モジュール: DFHPD430

0212 TOO MANY PROGRAM CHECKS

説明: システム・ダンプ形式設定プログラムの実行時に 6 番
目のプログラム・チェックが起こりました。
システムの処置: システム・ダンプ形式設定プログラムは異常
終了し、VSE DUMP が作成されます。 ジョブ制御オプション
SYSDUMP がアクティブな場合、ダンプの出力は区画のダン
プ・サブライブラリーに送られます。 NOSYSDMP がアクテ
ィブな場合には、出力は SYSLST に送られます。
ユーザーの処置: この異常終了の前には、5 つの DFHPD0123
メッセージが出されています。これらのメッセージは、前に出
された 5 つのプログラム・チェックに対して 1 つずつ出され
ます。詳細については、このメッセージの説明を参照してくだ
さい。
モジュール: DFHPD430

03xx (DFHCSDUP) 異常終了コード

0300
説明: SYSIPT データ・セットが正しくオープンされていませ
ん。
システムの処置: CSD バッチ更新ユーティリティーは異常終
了し、VSE DUMP が作成されます。ジョブ制御オプション
SYSDUMP がアクティブな場合、ダンプの出力は区画のダン
プ・サブライブラリーに送られます。 NOSYSDMP がアクテ
ィブな場合には、出力は SYSLST に送られます。
ユーザーの処置: JCL が正しいことを確認し、さらに SYSIPT
データ・セットが順次形式で存在していることを確認してくだ
さい。 必要な場合、SYSIPT DLBL ステートメントを調べて、
エラーの原因を判別してください。
モジュール: DFHCSDUP

0301
説明: SYSIPT データ・セットに指定した RECFM パラメー
ターが無効です。
システムの処置: CSD バッチ更新ユーティリティーは異常終
了し、VSE DUMP が作成されます。ジョブ制御オプション
SYSDUMP がアクティブな場合、ダンプの出力は区画のダン
プ・サブライブラリーに送られます。 NOSYSDMP がアクテ
ィブな場合には、出力は SYSLST に送られます。
ユーザーの処置: SYSIPT データ・セット内の RECFM パラ
メーターが、F または V のいずれかであることを確認してく
ださい。
モジュール: DFHCSDUP

0302
説明: SYSIPT データ・セットに指定したレコード長が無効で
す。
システムの処置: CSD バッチ更新ユーティリティーは異常終
了し、VSE DUMP が作成されます。ジョブ制御オプション
SYSDUMP がアクティブな場合、ダンプの出力は区画のダン
プ・サブライブラリーに送られます。 NOSYSDMP がアクテ
ィブな場合には、出力は SYSLST に送られます。

ユーザーの処置: SYSIPT データ・セットに指定したレコード
長が 80 以下であることを確認してください。
モジュール: DFHCSDUP

0303
説明: SYSLST データ・セットが正しくオープンされていませ
ん。
システムの処置: CSD バッチ更新ユーティリティーは異常終
了し、VSE DUMP が作成されます。ジョブ制御オプション
SYSDUMP がアクティブな場合、ダンプの出力は区画のダン
プ・サブライブラリーに送られます。 NOSYSDMP がアクテ
ィブな場合には、出力は SYSLST に送られます。
ユーザーの処置: SYSLST データ・セットが存在することを確
認してください。必要な場合、SYSLST DLBL ステートメント
を調べて、エラーの原因を判別してください。
モジュール: DFHCSDUP

0304
説明: DFHCSDUP が、CSD レコード内で認識されていない
リソース・タイプ・コードを見つけました。認識されていない
コードは、言語定義テーブルの中のいずれの機能コードとも一
致していません。これは次のいずれかの理由により発生する可
能性があります。
1. 新しい CICS リリースによって CSD ファイル上に作成さ

れた定義のタイプをサポートしない CICS リリースを使用

している。

2. 言語定義テーブル (DFHEITSP または DFHEITCU) が、

CICS のこのリリースに対して無効である。

3. CSD マネージャー (DFHDMP) が、無効な CSD レコー

ド・バッファーを DFHPUP に渡した。これは、CICS の

内部論理エラーです。

システムの処置: CSD バッチ更新ユーティリティーは異常終

了し、VSE DUMP が作成されます。 ジョブ制御オプション

SYSDUMP がアクティブな場合、ダンプの出力は区画のダン

プ・サブライブラリーに送られます。 NOSYSDMP がアクテ
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ィブな場合には、出力は SYSLST に送られます。

ユーザーの処置: 考えられる上記理由のうち、どれがエラーの

原因であるかを判別してください。理由の 1 と 2 を消去でき

れば、理由 3 に当てはまると仮定することができます。

次のように、確定した理由に応じた処置をとってください。

1. メッセージを無視します。

2. 実行中の CICS のリリースに対して、有効な DFHEITSP
および DFHEITCU のバージョンがライブラリーに入って

いるようにします。

3. この問題を解決するには IBM の支援が必要です。 手順に

ついては、「CICS Problem Determination Guide」の第 4
部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP

0305

説明: 代替の SYSIPT データ・セットと SYSLST データ・セ

ットをクローズしようとしたとき (CLOSEDCB)、またはタス

ク・ローカル・ストレージを解放しようとしたとき

(FREETLS)、予期しない戻りコードを受け取りました。

システムの処置: CSD バッチ更新ユーティリティーは異常終

了し、VSE DUMP が作成されます。 ジョブ制御オプション

SYSDUMP がアクティブな場合、ダンプの出力は区画のダン

プ・サブライブラリーに送られます。 NOSYSDMP がアクテ

ィブな場合には、出力は SYSLST に送られます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP

0307

説明: 入力コマンドの印刷に失敗しました。 メッセージを出

すことはできないため、ユーティリティーは必ず終了します。

システムの処置: CSD バッチ更新ユーティリティーは異常終

了し、VSE DUMP が作成されます。 ジョブ制御オプション

SYSDUMP がアクティブな場合、ダンプの出力は区画のダン

プ・サブライブラリーに送られます。 NOSYSDMP がアクテ

ィブな場合には、出力は SYSLST に送られます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP

0308

説明: TCT テーブルの移行中に、正しくないコマンド・シー

ケンスが見つかりました。これは次のいずれかの理由により発

生する可能性があります。

v TYPETERM が TERMINAL で始まっていない。

v TERMINAL の後に TYPETERM がない。

システムの処置: CSD バッチ更新ユーティリティーは異常終

了し、VSE DUMP が作成されます。 ジョブ制御オプション

SYSDUMP がアクティブな場合、ダンプの出力は区画のダン

プ・サブライブラリーに送られます。 NOSYSDMP がアクテ

ィブな場合には、出力は SYSLST に送られます。

ユーザーの処置: TCT テーブルを訂正して移行し、ジョブを

再実行してください。

モジュール: DFHCSDUP

0309

説明: DFHCSDUP が、コマンド内で認識されていない機能コ

ードを見つけました。これは、CICS の内部論理エラーです。

システムの処置: CSD バッチ更新ユーティリティーは異常終

了し、VSE DUMP が作成されます。 ジョブ制御オプション

SYSDUMP がアクティブな場合、ダンプの出力は区画のダン

プ・サブライブラリーに送られます。 NOSYSDMP がアクテ

ィブな場合には、出力は SYSLST に送られます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP

0321

説明: CSD ユーティリティー・コマンドによって呼び出され

たときに、モジュール DFHCSDUP で内部エラーが起こりま

した。

システムの処置: メッセージ DFHCA5100 が出され、CSD バ

ッチ更新ユーティリティーは異常終了し、VSE DUMP が作成

されます。ジョブ制御オプション SYSDUMP がアクティブな

場合、ダンプの出力は区画のダンプ・サブライブラリーに送ら

れます。 NOSYSDMP がアクティブな場合には、出力は

SYSLST に送られます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP

0322

説明: MIGRATE コマンドの処理中に、移行を指定されたテー

ブルをロードできませんでした。

システムの処置: メッセージ DFHCA5601 が出され、CSD バ

ッチ更新ユーティリティーは異常終了し、VSE DUMP が作成

されます。ジョブ制御オプション SYSDUMP がアクティブな

場合、ダンプの出力は区画のダンプ・サブライブラリーに送ら

れます。 NOSYSDMP がアクティブな場合には、出力は

SYSLST に送られます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP

0323

説明: コマンドの処理中に VSAM がエラーを検出しました。

システムの処置: メッセージ DFHCA5179 が、エラーに従っ

て DFHCA5177 または DFHCA5178 の後に出され、CSD バ

ッチ更新ユーティリティーは異常終了し、VSE DUMP が作成

されます。ジョブ制御オプション SYSDUMP がアクティブな

場合、ダンプの出力は区画のダンプ・サブライブラリーに送ら
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れます。 NOSYSDMP がアクティブな場合には、出力は

SYSLST に送られます。

ユーザーの処置: 出されたメッセージの説明を確認して、エラ

ーの原因を判別してください。

モジュール: DFHCSDUP

0325

説明: LIST コマンドが CSD ファイル上のオブジェクトをス

キャンするために DFHDMP を呼び出したとき、DFHDMP 機

能の実行時にエラーが起きました。

システムの処置: メッセージ DFHCA5180 が出され、CSD バ

ッチ更新ユーティリティーは異常終了し、VSE DUMP が作成

されます。ジョブ制御オプション SYSDUMP がアクティブな

場合、ダンプの出力は区画のダンプ・サブライブラリーに送ら

れます。 NOSYSDMP がアクティブな場合には、出力は

SYSLST に送られます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP

0326

説明: DFHCSDUP ユーティリティー・プログラムに内部論理

エラーがありました。 逆変換された出力バッファー内のデータ

が無効です。長さコードが範囲外であったり、データ・フィー

ルドの順序に誤りがあることも考えられます。データ・フィー

ルドの 1 つまたは複数が無効になっている場合もあります。

システムの処置: メッセージ DFHCA5184 が出され、CSD バ

ッチ更新ユーティリティーは異常終了し、VSE DUMP が作成

されます。ジョブ制御オプション SYSDUMP がアクティブな

場合、ダンプの出力は区画のダンプ・サブライブラリーに送ら

れます。 NOSYSDMP がアクティブな場合には、出力は

SYSLST に送られます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP

0327

説明: 言語テーブル DFHEITCU をロードできませんでした。

システムの処置: CSD バッチ更新ユーティリティーは異常終

了し、VSE DUMP が作成されます。 ジョブ制御オプション

SYSDUMP がアクティブな場合、ダンプの出力は区画のダン

プ・サブライブラリーに送られます。 NOSYSDMP がアクテ

ィブな場合には、出力は SYSLST に送られます。

ユーザーの処置: 障害の理由を指定する、先に出されたメッセ

ージを参照してください。 この問題を解決するには IBM の支

援が必要です。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP

0328

説明: 言語テーブル DFHEITCU をアンロードできませんでし

た。

システムの処置: CSD バッチ更新ユーティリティーは異常終

了し、VSE DUMP が作成されます。 ジョブ制御オプション

SYSDUMP がアクティブな場合、ダンプの出力は区画のダン

プ・サブライブラリーに送られます。 NOSYSDMP がアクテ

ィブな場合には、出力は SYSLST に送られます。

ユーザーの処置: 障害の理由を指定する、先に出されたメッセ

ージを参照してください。 この問題を解決するには IBM の支

援が必要です。 手順については、「CICS Problem

Determination Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP

0330

説明: 移行されるテーブルの相互参照テーブルが小さすぎま

す。

システムの処置: CSD バッチ更新ユーティリティーは異常終

了し、VSE DUMP が作成されます。ジョブ制御オプション

SYSDUMP がアクティブな場合、ダンプの出力は区画のダン

プ・サブライブラリーに送られます。 NOSYSDMP がアクテ

ィブな場合には、出力は SYSLST に送られます。

ユーザーの処置: この問題を解決するには IBM の支援が必要

です。 手順については、「CICS Problem Determination

Guide」の第 4 部を参照してください。

モジュール: DFHCSDUP
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04xx (外部 CICS インターフェース) 異常終了コード

0401
説明: 外部 CICS インターフェース (EXCI) 要求が、CALL
API または EXEC API を使用して出されましたが、アプリケ
ーションでリンク・エディットされた EXCI スタブ
DFHXCSTB によって、この要求が AMODE 24 で実行されて
いたことが検出されました。外部 CICS インターフェースは、
AMODE 31 で作成された呼び出しをサポートするだけです。
システムの処置: アプリケーションは異常終了します。
ユーザーの処置: EXCI 呼び出しが AMODE 31 で作成される
ようにアプリケーションを変更するか、アプリケーション
AMODE 31 を再リンク・エディットしてください。
モジュール: DFHXCSTB.

0402
説明: 外部 CICS インターフェース・モジュール
DFHXCPRH が OS/390 ESTAEX マクロを出して、リカバリ
ー環境を確立しようとしましたが、ゼロ以外の戻りコードが
VSE から返されました。
システムの処置: アプリケーションは異常終了し、ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: ダンプおよび VSE の関連メッセージを調
べ、OS/390 ESTAEX 要求が失敗した理由を判別してくださ
い。

アプリケーションに代わって INITIALIZE_USER 要求を処理
中にエラーが起きた場合、CICS INFOANA ダンプ・フォーマ
ッターを使用してダンプを形式設定しようとしても、出力は形
式設定されません。 これは、制御ブロックが存在するように設
定された EXCI 初期設定でエラーが起きるのが早すぎたためで
す。
モジュール: DFHXCPRH

0403
説明: 外部 CICS インターフェース・モジュール
DFHXCPRH が OS/390 GETMAIN 要求を出して、その
XCGLOBAL ブロック用のストレージを獲得しようとしました
が、ゼロ以外の戻りコードが VSE から返されました。
システムの処置: モジュール DFHXCPRH が、ESTAEX ルー
チンを呼び出す異常終了コード 0403 を出して VSE を異常終
了し、環境を整理します。 制御をアプリケーションに返す前
に、SDUMP がとられます。 EXCI CALL API を使用するア
プリケーションでは、戻り域で RESPONSE(SYSTEM_ERROR)
REASON(XCGLOBAL_GETMAIN_ERROR) を受け取ります。
戻り域の subreason1 フィールドには、GETMAIN が失敗した
理由を示す、VSE からの R15 戻りコードが入っています。
EXCI EXEC API を使用するアプリケーションは、
RESP(LINKERR) RESP2(602) を受け取ります。
ユーザーの処置: アプリケーションあるいはダンプからの R15
戻りコードを使用して、GETMAIN 要求が失敗した理由を判別
してください。 VSE 戻りコードの診断情報については、
「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション
『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『OS/390
API 戻りコード』を参照してください。

不十分なストレージが理由である場合、バッチ・アプリケーシ
ョンの区画サイズを大きくしてください。

CICS INFOANA ダンプ・フォーマッターを使って、生成され

た SDUMP を形式設定しようとしても、ジョブの出力は形式
設定されません。制御ブロックが存在するように設定された
EXCI 初期設定で、エラーが早期に起こったためです。
モジュール: DFHXCPRH

0404
説明: 外部 CICS インターフェース・モジュール
DFHXCPRH は、以前報告された問題に関して VSE SDUMP
を作成する必要がありました。 しかし、EXCI ダンプ・サービ
スが使用できるように設定された EXCI 初期設定で、エラーが
起きるのが早すぎました。
システムの処置: モジュール DFHXCPRH は VSE を異常終
了させ、ESTAEX ルーチンを呼び出す異常終了コード 0404 を
出します。このルーチンから SDUMP がとられます。
ユーザーの処置: SDUMP を調べ、以前報告された問題の原因
を判別してください。

CICS INFOANA ダンプ・フォーマッターを使って、生成され
た SDUMP を形式設定しようとしても、ジョブの出力は形式
設定されません。制御ブロックが存在するように設定された
EXCI 初期設定で、エラーが早期に起こったためです。
モジュール: DFHXCPRH

0406
説明: 外部 CICS インターフェース・モジュール
DFHXCPRH が CICS SVC を呼び出し、EXCI 環境を初期設
定しようとしました。 しかし、CICS SVC 呼び出しは失敗し
ました。
システムの処置: モジュール DFHXCPRH が、ESTAEX ルー
チンを呼び出す異常終了コード 0406 を出して VSE を異常終
了し、環境を整理します。 制御をアプリケーションに返す前
に、SDUMP がとられます。 EXCI CALL API を使用するア
プリケーションでは、戻り域で RESPONSE(SYSTEM_ERROR)
REASON(CICS_SVC_CALL_FAILURE) を受け取ります。 戻
り域の subreason1 フィールドには、呼び出しが失敗した理由
を示す、CICS SVC からの R15 戻りコードが入っています。
EXCI EXEC API を使用するアプリケーションは、
RESP(LINKERR) RESP2(607) を受け取ります。
ユーザーの処置: アプリケーションあるいはダンプからの R15
戻りコードを使用して、CICS SVC 呼び出しが失敗した理由を
判別してください。

CICS INFOANA ダンプ・フォーマッターを使って、生成され
た SDUMP を形式設定しようとしても、ジョブの出力は形式
設定されません。制御ブロックが存在するように設定された
EXCI 初期設定で、エラーが早期に起こったためです。
モジュール: DFHXCPRH

0407
説明: 外部 CICS インターフェース・モジュール
DFHXCPRH が CICS SVC を呼び出し、SVC が正しいレベル
で外部 CICS インターフェースに使用されているかどうかを検
査しました。 検査は失敗し、CICS SVC が誤ったレベルで使
用されていることが示されます。
システムの処置: メッセージ DFHEX0100 が出力され、モジ
ュール DFHXCPRH が VSE 異常終了コード 0407 を出し、異
常終了します。このコードは ESTAEX ルーチンを呼び出して
環境を整理します。 制御をアプリケーションに返す前に、
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SDUMP がとられます。 EXCI CALL API を使用するアプリ
ケーションでは、戻り域で RESPONSE(SYSTEM_ERROR)
REASON(INCORRECT_SVC_LEVEL) を受け取ります。 EXCI
EXEC API を使用するアプリケーションは、RESP(LINKERR)
RESP2(627) を受け取ります。
ユーザーの処置: 詳細については、メッセージ DFHEX0100
の説明を参照してください。

CICS INFOANA ダンプ・フォーマッターを使って、生成され
た SDUMP を形式設定しようとしても、ジョブの出力は形式
設定されません。制御ブロックが存在するように設定された
EXCI 初期設定で、エラーが早期に起こったためです。
モジュール: DFHXCPRH

0408
説明: 外部 CICS インターフェース・モジュール
DFHXCPRH が、作業ストレージの OS/390 GETMAIN 要求
を出しましたが、ゼロ以外の戻りコードが VSE から返されま
した。
システムの処置: モジュール DFHXCPRH が、ESTAEX ルー
チンを呼び出す異常終了コード 0408 を出して VSE を異常終
了し、環境を整理します。 制御をアプリケーションに返す前
に、SDUMP がとられます。 EXCI CALL API を使用するア
プリケーションでは、戻り域で RESPONSE(SYSTEM_ERROR)
REASON(WS_GETMAIN_ERROR) を受け取ります。 戻り域
の subreason1 フィールドには、OS/390 GETMAIN が失敗し
た理由を示す、VSE からの戻りコードが入っています。 EXCI
EXEC API を使用するアプリケーションは、RESP(LINKERR)
RESP2(601) を受け取ります。
ユーザーの処置: アプリケーションあるいはダンプからの R15
戻りコードを使用して、GETMAIN 要求が失敗した理由を判別
してください。 VSE 戻りコードの診断情報については、
「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクション
『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある『OS/390
API 戻りコード』を参照してください。

理由がストレージの不足だった場合は、バッチ・アプリケーシ
ョンの領域サイズを大きくしてください。

CICS INFOANA ダンプ・フォーマッターを使って、生成され
た SDUMP を形式設定しようとしても、ジョブの出力は形式
設定されません。制御ブロックが存在するように設定された
EXCI 初期設定で、エラーが早期に起こったためです。
モジュール: DFHXCPRH

0410
説明: 外部 CICS インターフェース・モジュール
DFHXCPRH が、XCUSER ブロックの OS/390 GETMAIN 要
求を出しましたが、ゼロ以外の戻りコードが VSE から返され
ました。
システムの処置: モジュール DFHXCPRH が、ESTAEX ルー
チンを呼び出す異常終了コード 0410 を出して VSE を異常終
了し、環境を整理します。 制御をアプリケーションに返す前
に、SDUMP がとられます。 EXCI CALL API を使用するア
プリケーションでは、戻り域で RESPONSE(SYSTEM_ERROR)
REASON(XCUSER_GETMAIN_ERROR) を受け取ります。 戻
り域の subreason1 フィールドには、OS/390 GETMAIN が失
敗した理由を示す、MVS™ からの R15 戻りコードが入ってい
ます。 EXCI EXEC API を使用するアプリケーションは、
RESP(LINKERR) RESP2(603) を受け取ります。
ユーザーの処置: アプリケーションあるいはダンプからの R15

戻りコードを使用して、OS/390 GETMAIN 要求が失敗した理
由を判別してください。 VSE 戻りコードの診断情報について
は、「z/VSE メッセージおよびコード 第 1 巻」 のセクショ
ン『VSE/拡張機能コードおよび SVC エラー』にある
『OS/390 API 戻りコード』を参照してください。

不十分なストレージが理由である場合、バッチ・アプリケーシ
ョンの区画サイズを大きくしてください。
モジュール: DFHXCPRH

0412
説明: 外部 CICS インターフェース・ダンプ・モジュール
DFHXCEIP が EXCI EXEC API 要求を処理中に、外部 CICS
インターフェースがサポートしていない機能が、渡された
EXEC パラメーター・リストに含まれていることが検出されま
した。
システムの処置: アプリケーションは異常終了し、ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: EXCI に渡されたパラメーター・リストを示
すこのエラーは、CICS 変換プログラムによって生成されたも
のではありません。 CICS 変換プログラムは常に使用してくだ
さい。 アプリケーションを訂正して、正しい EXCI EXEC
API コマンドを指定してください。

今回の要求が、この TCB に対する最初の EXCI 要求だった場
合、CICS INFOANA ダンプ・フォーマッターを使用して、作
成された SDUMP を形式設定しようとしても、ジョブの出力
は形式設定されません。
モジュール: DFHXCEIP

0413
説明: 外部 CICS インターフェース・ダンプ・モジュール
DFHXCEIP が EXCI EXEC API 要求を処理中に、戻りコード
をアプリケーションに返すために使用する必須 RETCODE パ
ラメーターを、渡された EXEC パラメーター・リストが必要
としていないことが検出されました。

今回の要求が、この TCB に対する最初の EXCI 要求だった場
合、CICS INFOANA ダンプ・フォーマッターを使用して、作
成された SDUMP を形式設定しようとしても、ジョブの出力
は形式設定されません。
システムの処置: アプリケーションは異常終了し、ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: EXCI に渡されたパラメーター・リストを示
すこのエラーは、CICS 変換プログラムによって生成されたも
のではありません。 CICS 変換プログラムは常に使用してくだ
さい。 RETCODE を指定するように、アプリケーションを訂
正します。
モジュール: DFHXCEIP

0414
説明: 外部 CICS インターフェース・モジュール DFHXCEIP
が、VSE ESTAEX マクロを出してリカバリー環境を確立しよ
うとしましたが、ゼロ以外の戻りコードが VSE から返されま
した。
システムの処置: アプリケーションは異常終了し、ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: ダンプおよび VSE の関連メッセージを調
べ、VSE ESTAEX 要求が失敗した理由を判別してください。

今回の要求が、この TCB に対する最初の EXCI 要求だった場
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合、CICS INFOANA ダンプ・フォーマッターを使用して、作
成された SDUMP を形式設定しようとしても、ジョブの出力
は形式設定されません。
モジュール: DFHXCEIP

0415
説明: 外部 CICS インターフェース・モジュール DFHXCEIP
が、EXCI ダンプ・サービスが使用可能になる前に、EXCI 初
期設定の早期にエラーを検出しました。 DFHXCEIP は異常終
了 0415 を行い、ESTAEX ルーチンが呼び出され、エラーを獲
得する代りにそこから SDUMP がとられるようにします。
システムの処置: アプリケーションは異常終了し、ダンプが作
成されます。
ユーザーの処置: SDUMP を調べ、以前報告された問題の原因
を判別してください。

CICS INFOANA ダンプ・フォーマッターを使って、生成され
た SDUMP を形式設定しようとしても、ジョブの出力は形式
設定されません。制御ブロックが存在するように設定された
EXCI 初期設定で、エラーが早期に起こったためです。
モジュール: DFHXCEIP

0416
説明: 外部 CICS インターフェース・モジュール
DFHXCPRH が、EXCI 環境の初期設定時に VSE SUBSID マ
クロを出しました。 SUBSID マクロは失敗しました。
システムの処置: モジュール DFHXCPRH が、ESTAEX ルー
チンを呼び出す異常終了コード 0416 を出して異常終了し、環
境を整理します。 制御をアプリケーションに返す前に、
SDUMP がとられます。 EXCI CALL API を使用するアプリ
ケーションでは、戻り域で RESPONSE(SYSTEM_ERROR)
REASON(CICS_SUBSID_FAILURE) を受け取ります。 戻り域
の subreason1 フィールドには、失敗した理由を示す SUBSID
マクロからの R15 戻りコードが入っています。 EXCI EXEC
API を使用するアプリケーションは、RESP(LINKERR)
RESP2(630) を受け取ります。
ユーザーの処置: アプリケーションあるいはダンプからの
SUBSID 戻りコードを使用して、マクロが失敗した理由を判別
してください。
モジュール: DFHXCPRH
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特記事項

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものです。本書
は他の言語で IBM から提供されている場合があります。ただし、これを入手する
には、本製品または当該言語版製品を所有している必要がある場合があります。

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM
の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を
侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用す
ることができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの
評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒103-8510
東京都中央区日本橋箱崎町19番21号
日本アイ・ビー・エム株式会社
法務・知的財産
知的財産権ライセンス渉外

IBM およびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状
態で提供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を
含むすべての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域
によっては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定
の制限を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜の
ため記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありま
せん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではあり
ません。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。
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本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム (本プログラムを含む) との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。

IBM Director of Licensing
IBM Corporation
North Castle Drive, MD-NC119
Armonk, NY 10504-1785
US

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、IBM より提供されます。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。IBM は、それらの製品のテストは行っ
ておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の要
求については確証できません。IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それらの製
品の供給者にお願いします。

IBM の将来の方向性および指針に関するすべての記述は、予告なく変更または撤回
される場合があります。これらは目標および目的を提示するものにすぎません。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。よ
り具体性を与えるために、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品
などの名前が含まれている場合があります。これらの名前はすべて架空のものであ
り、類似する人物や企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎません。

著作権使用許諾:

本書には、様々なオペレーティング・プラットフォームでのプログラミング手法を
例示するサンプル・アプリケーション・プログラムがソース言語で掲載されていま
す。お客様は、サンプル・プログラムが書かれているオペレーティング・プラット
フォームのアプリケーション・プログラミング・インターフェースに準拠したアプ
リケーション・プログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、いかなる形式
においても、IBM に対価を支払うことなくこれを複製し、改変し、配布することが
できます。このサンプル・プログラムは、あらゆる条件下における完全なテストを
経ていません。従って IBM は、これらのサンプル・プログラムについて信頼性、
利便性もしくは機能性があることをほのめかしたり、保証することはできません。
これらのサンプル・プログラムは特定物として現存するままの状態で提供されるも
のであり、いかなる保証も提供されません。 IBM は、お客様の当該サンプル・プ
ログラムの使用から生ずるいかなる損害に対しても一切の責任を負いません。
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プログラミング・インターフェース情報
本書には、プログラムを作成するユーザーが z/VSE のサービスを使用するための
プログラミング・インターフェースが記述されています。

商標
IBM、IBM ロゴおよび ibm.com は、世界の多くの国で登録された International
Business Machines Corp. の商標です。他の製品名およびサービス名等は、それぞ
れ IBM または各社の商標である場合があります。現時点での IBM の商標リストに
ついては、http://www.ibm.com/legal/copytrade.shtml をご覧ください。

Adobe、Adobe ロゴ、PostScript、PostScript ロゴは、Adobe Systems
Incorporated の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

Java およびすべての Java 関連の商標およびロゴは Oracle やその関連会社の米国
およびその他の国における商標または登録商標です。

Linux は、Linus Torvalds の米国およびその他の国における商標です。

Microsoft、Windows、Windows NT および Windows ロゴは、Microsoft
Corporation の米国およびその他の国における商標です。

UNIX は The Open Group の米国およびその他の国における登録商標です。

製品資料のご使用条件
これらの資料は、以下のご使用条件に同意していただける場合に限りご使用いただ
けます。

適用される条件

IBM Web サイトの「ご利用条件」に加えて、以下のご使用条件が適用されます。

個人使用

これらの資料は、すべての著作権表示その他の所有権表示をしていただくことを条
件に、非商業的な個人による使用目的に限り複製することができます。ただし、
IBM の明示的な承諾をえずに、これらの資料またはその一部について、二次的著作
物を作成したり、配布 (頒布、送信を含む) または表示 (上映を含む) することはで
きません。

商業的使用

これらの資料は、すべての著作権表示その他の所有権表示をしていただくことを条
件に、お客様の企業内に限り、複製、配布、および表示することができます。ただ
し、IBM の明示的な承諾をえずにこれらの資料の二次的著作物を作成したり、お客
様の企業外で資料またはその一部を複製、配布、または表示することはできませ
ん。
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権利

ここで明示的に許可されているもの以外に、資料や資料内に含まれる情報、デー
タ、ソフトウェア、またはその他の知的所有権に対するいかなる許可、ライセン
ス、または権利を明示的にも黙示的にも付与するものではありません。資料の使用
が IBM の利益を損なうと判断された場合や、上記の条件が適切に守られていない
と判断された場合、IBM はいつでも自らの判断により、ここで与えた許可を撤回で
きるものとさせていただきます。お客様がこの情報をダウンロード、輸出、または
再輸出する際には、米国のすべての輸出入 関連法規を含む、すべての関連法規を遵
守するものとします。

IBM は、これらの資料の内容についていかなる保証もしません。これらの資料は、
特定物として現存するままの状態で提供され、商品性の保証、特定目的適合性の保
証および法律上の瑕疵担保責任を含むすべての明示もしくは黙示の保証責任なしで
提供されます。
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アクセシビリティー

アクセシビリティー機能は、運動障害または視覚障害など身体に障害を持つユーザ
ーがソフトウェア製品を快適に使用できるようにサポートします。 z/VSE のアク
セシビリティーの主要機能により、ユーザーは以下のことができるようになりま
す。
v 画面読み上げ機能および画面拡大機能などの支援機能の使用
v キーボードのみを使用して、特定の機能または画面を使用したのと同等の機能を

操作
v 色、コントラスト、フォント・サイズなど表示属性のカスタマイズ

支援機能の使用
画面読み上げ機能などの支援機能は、z/VSE のユーザー・インターフェースを使用
して機能します。 この支援機能を使用して z/VSE インターフェースにアクセスす
る場合、その特定情報については支援機能の資料を参照してください。

資料の形式
本製品の資料は、Adobe Portable Document Format (PDF) で提供され、アクセシ
ビリティー標準に準拠しています。 PDF ファイルの使用に問題があり、Web ベー
ス形式の資料を必要とする場合は、s390id@de.ibm.com 宛てに E メールを送信す
るか、または下記の宛先まで書面でご請求ください。

IBM Deutschland Research & Development GmbH
Department 3282
Schoenaicher Strasse 220
D-71032 Boeblingen
Federal Republic of Germany

この請求には必ず、資料番号および表題を付記してください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。
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